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仇 言 

一 本卷 は、 著者が、 一 九 一八 年 (大正 七 年) 以降、 一 九： 一； 〇年 (昭和 五 年) その 地 

上の 生活 を畢 るまで、 十餘 年間に 亙りて、 每月 二十 六： r に 始ま b 翌月 二 卜 五 H に 至る 生 

活 の記錄 を、 「日々 の 生涯，」 叉 は 「一 ru 一  生」 と 題して、 其の 主筆せ る 『聖書 之 研究』 

に揭载 したる もののう ち、 其の 前半 を收錄 せる ものである。 著者の 五十八 歲 より 六十 三 

歳に 至る 期間で ある。 

一 本卷に 於け る 最初の 一 年間に 當る 部分 二 九 一 八 年八ガ 二十 六 日より 一九 一九 年 

八月 二  I 五： ：！ に 至る) は、 嘗て 著者 自身に よ. 0 て 『信仰 日記』 の 書名 を以 つて 單行 せら 

る 0 
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斯 かる 者 を箐き 始めて 見た、 毎月 二十 六 n より 翌月 二 卜 五 n に Iff るまでの 余の 生涯の 口々 の 記 sis- であ 

る 若し！？ 者 を 益す るなら ば 之 を 綾け る， 益さないならば 直に. 暖める、 試に 二三 囘綾 けて 見る U 


九 一 八 年 (大正 七 年) 


八月 二十 六日 (月) 晴 此： ：！ まだ 輕 井澤 ピャ ソン 氏 方に i5 つた、 午前 ニコーの 米國宣 敎師を 訪問し 

牛 後 二 時の 汽車で 歸途に 就いた、 3： だか 一 寸 洋行した やうに 感じた、 洋食 を 食 ひ、 英語で 話し、 英語 

で演說 まで 爲 して 何んだ か 三十 年 前の 昔に 歸り、 ボ スト ンかヒ ラデル ヒャに 居った やう., i^*、l ろ がし. こ、 

而 して 余 は 再び 洋行 は爲 ない 積り であるから 四 五 年に 一 度 位ひ輕 井澤に 行いて 外國 人の 生活に 親しむ 

の も 惡くは あるまい と 思 ふた、 然し 一 日 n: 度の 洋食と 寢 床と 英語と は 余の 耐へ 得ない 所で ある、 余 は 

やはり 日本と 口 本人の 生活と を 愛する、 夜 八 時半 頃 柏木の 純日本式の 家に 歸 つた。 

八月 二十 七日 (火) 晴 「洋行 中」 に 届きし 手紙 を處 分した、 隨 おの 仕事で ある、 四 日間の 不在 

が 其 前後の 仕事に さし 響く こと 尠 くない、 而 して 雜 誌の 原稿 メ 切りが 目前に g つて 居る ので ある、 


が氣 でない、 「作 行」 はする 者で ない リ 

八月 二十へ 日 (水」 晴 - 生 懸命で 原稿に 取掛 つた、 然. I 熱く つて 思 ふ、 うに 書け ない、 演^ は 

$ 二 は 甚だ i; 印 である、 然 るに 今の 傳道 たる や 主と し て 語る 事で あるが 故に 書く 事に 同情 を 持て る 人 

よ^が こない、 た 抵の傳 道師は 働く 事と 云へば 語る 事で あると 思 ふて 書く 事の 苦勞を 知らない ffl, ハカ 

るん 等と 傳道を 共に する 記者の 苦心 推察す ベ しで ある、 . ，叫— 二」 余 は 飽くまで も 書く 事 第 一 にして 語る 

事 を 第一 一又 は 第三に する 者で ある。 

.^nr 二十-^ 日 (木) 青 殘暑を 冒して 原稿 製作 を續 けた、 實に 辛ら い 事で ある、 是れ せな 北海道 

也こ輕 井澤の.^ g であると 思へば 4^ む を 得ない、 幸に して 藤井武 llf- の大に 余を援 けらる、 あり 斯 かる 場 

きに^？；なかりせば 『聖書 之 研究』 は 出ない ので ある、 ま 筆 も 讀者も 深く 藤 井 君に 感謝 せざるを得ない" 

\ 月 三十日 (金) 暴風雨 夜に 入りて 晴る 漸く さっと 原稿 を 書き上げた ^か 安心した 午後 

京都 丄 z: 木 庄藏^ の 来訪 あり、 夜 有志の 同 君 歡迎會 が 今 井 館に 於て 問 かれた、 青木 君 は 君が 再 g 運動に 

加 はるに 至りし 理由 並に^ 路に 就て 語られ、 一同 君に 和し、 關^ 關^ の 同信の 友 今より 力 を 協して 働 

くべき 事に 就て 語った。 

\ 月 三十 一日へ 土) 晴 午後 山窒軍 平氏の 紹 かに 巾り 宮城 女學 校^ 校長に して 一 時歸國 中な りし 


s  - L  • ワイド + 1 女史の 訪問 を 受けた、 彼女 は 日本 國を 愛する こと 强く、 其 一 生 を 此國の 爲に盡 さ 

ん とて： 冉び來 朝せられ たので ある、 活 澄なる 正直なる、 殊に 乂 熱心なる キリスト W 臨の 信者なる 事 を 

GJ ^受けた、 我等 は 初めて 會 して 奮き 友人で あるかの 如くに 感じた、 我等 は 引つ 續き に 三時 問 語 つ て尙 

ほ 時 足らす 思 ふた、 余 は 祌が此 時に 斯 かる 宣敎師 を 再び 日本に 送り 給 ひし 事 を 感謝した、 余 を 知ら ざ 

あやまり 

る 宣敎師 等 は 余 は-: Hi 敎師の 敵で あると 云 ふ、 然し それ は大 なる S である、 余 は 宜敎師 の內に 善き 友人 

を つた、 又今尙 有って 居る、 余 は 信す 英米の 宜敎師 にして 日本 武士の 心 を 解し 得る 者の 甚だ 稀れ な 

る こと を、 彼等の 多く は 唯 yes,  yes, と 言 はれん こと を 好んで、 時た ま 大膽に N:! と 一一 一一 c ひ 得る 人が あ 

れば、 其 人 は 粗暴なる 人で ある 乎の 如くに 忍 ふ、 余 も 亦 キリス， トの 僕で ある、 故に 正直なる 公平なる 

謙遞 なる 忠實な るん は 宣教師と 雖も 衷心より 之 を 敬愛 せざるを得ない。 

九月 I 日 (日) 晴 此ロ 久し振り にて 柏木に 於て 講義した、 題 を テモテ 後書 g: 章 十三 節に 取った、 

「汝來 る 時 我が ト 。 ァ ス にて カルボの 所に 遣し K 外衣 を携 へ 来れ」 と老 使徒 は 其 弟子に 書き 贈って 言 

ふた、 。ハウ p の 最期の 妝態を 想 ひやり て 同情の 淚 禁じ 得なかった、 青年時代に 讀 みし カノン . フ ハラ 

1 の 保羅傳 がん？' に 至りて 余に 用を爲 したので ある、 若し 使 ^ ^。ハウ 口が 今生き て 居たならば 彼 は 毎年 輕 

井澤に 於て 避暑す るで あらう かと 思 ふた。 

あせ ；-*  二り いやき  *i み  ス キづル 

九月 二日 (月」 晴 久し振り にて 中に 行いた、 汗と 埃と 厭氣に 塗れて 歸て來 た。 瑞 西の 學者 ガウ 

ソンの 舊 i 者 Thec-pneustia を讀み 始めた、 大に敎 へらる、 所が ある， 偉大なる^ 瑞 國、 余 は 比 小 共 


和 w に 負 ふ 所 甚大で ある、 < ^の靑 年 時代 を 天然に 導きし 者 は ルイ . アガシと ァ ー ノ ルド . ギヨ ー であ 

つ て 彼等 兩人 ながら 瑞两 人であった、 而 して 余が 瑞 西の 聖書 學者ゴ I ヂ ー に 負 ふ 所 多き はんの 能く 知 

る 所で ある、 力 A ビ ンを迎 へ し 端" g: は-水 久に惠 まれよ かしで ある。 

九月 三日 (火」 晴 ぉ氣， 俩ほ强 し、 雜誌 校正 最中で ある、 在 紐 の 友人より 米！； 糾合 敎會 機關 

雜誌 『コ ング" ゲシ ョナり フ、 ト』 ： 二 m を 送り 來る、 孰れ も 基督 再臨 反對號 である、 ュ 二 ォ ン祌學 校の 

？ えん 

ブラウン 博士， ヱ， I ル祌 ij- 校の C  •  K  • ブラウン 博士、 同ゥ オル 力 ー 博士、 孰れも反對の氣焰を.^,> 

て 居る、 依て 知る 組合 敎會 は全體 に. 神 臨反對 なる を、 而 して 是等 米國大 博士の 唱 ふる 所に H 本に 於け 

る反對 論者の 唱 ふる 所以 外の もの に兑々 E らな いので ある、 大 博士 恐る 、 に 足らす である。 

九月 四日 (水) 晴 冷 到り 讀せ ほカ大 に^ 加す。 ヒ ツバ ー 卜雜誌 七月 號に ツル ー ベ ッ コ ィ 公の 

「苦 の 意味」 を讀み 大に感 する 所があった、 彼 は 曰 ふ 「歡 喜の 極は歡 喜の 淚 である、 而 して 歡 喜の 

淚は卞 z"!s が歡 喜に 化する 時に 流る」 と、 實に爾 うで ある、 苦痛 を經 由せ ざる 歡喜は 淺き歡 喜で ある、 

死训の 後に 來る W 會、 それが 歡？ せの 極で ある、 失敗が 成功と して 現 はる、 時に、 其 時に 感謝の 淚が零 

れる、 H リ H  " ラ マ サバ クタ 一一 の 聲を發 して 後に 始めて 見神の 歡 喜が ある。 

九月 五日 (木) 晴 〔灰の 靑 年が 滿洲 旅行 を 終へ て 歸り其 語る 所 を 聞いて 喜んだ、 彼 地に 於け る 多 

の敎 友が 余 を迎 ふる 心 を 以て 彼を迎 へられし を 聞いて 感謝に 堪 へない、 彼 は實に 幸運 兒 である。 終日 


信仰の 生涯に 就て 考 へた、 我が 義 たり 聖 たる 所の ィ H スを 信す る 事是れ 我が 事業で ある、 故に 病床に 

えん つ 

臥す る 時 も 炎熱に 苦しむ 時 も 我 は 我が 桌 業に 從事 する 事が 出來 る、 ちィ H スを 信す る^が 出来る 

でき  ， 

我 はん， r:! の 敎會の 事業 事業と 叫ぶ 其 信仰に 服す る 事 は 能ない。 蘇 格 蘭 土の 大 思想家 デビ ッド . ウルク 

ハ ー ト曰く 「余に りて は 人 一 人 は大宇 苗 なり」 cue  living-  soul  is  tc  me  the  universe. と 實に 

偉大なる 言で ある、 人- 人 を 感化し 之 を義の 人と なす は 大宇宙 を 改造す る 丈け の 事業で ある、 到底 人 

力 を 以て 爲す能 はす 全能の 祌 のみ 能く 此事 を爲す ことが 出来る、 ィ H スは 能く 此事を 知り 給 ふた、 然 

るに 八 r- 日の 傳道 はいかに？ 人 を 塊 W として 扱 ひつ k ある、 大宇宙 を 塊 M として 改造 せんとし つ、 あ 

る、 狂 か S か？ 

九月. I 八日 (金) 晴 秀英舍 に 往き雜 誌 校正 を 了る。 此日 五六 人の 來客 あり、 内に 左 近 義弼君 夫妻 

ありて 我等 は育兒 法と 玄米 食と に 就て 語った。 初めて ス コ ー フ ィ ー ルド 編對照 聖書 を讀ん だ、 實に有 

益なる 書で ある、 今 tn まで 之 を 手に せ ざり し を 悔いた、 此 書に 敎 へられて 終日 「ユダヤ人の 王なる ィ 

エス」 に 就て 思 ふた、 馬 太傳は 預言者 等の 預言せ る ユダヤ人の 王と して 生れ 給へ るィ H スの傅 記と し 

て 見て 最も 明瞭に 解す る ことが W 來る ことが 解って 感謝した。 

九月 七日 (土) 晴 { 派の 主婦 を靑 年に 送らせて 山に 送った、 彼女に 暫時の 休養 を 1; へんた めで ある、 

日本 婦人に 取りて は 夏は冬 の 準備の ために 多忙で ある、 「彼女 は 家人の ために 雪 を 恐れす」 と箴 一一 目 三 

十一 章に あるが 如しで ある、 彼女が „ ぶ屮に 怠けて 家人 一同 雪 を 恐れざる を 得ない、 而 して 冬と 雪と に 


對す る 準備 旣に 成り たれば 我等 は强 て 彼女 を 山に 遣り て 彼女に 暫時 の 休養 を 取ら しめたの である、 人 

の山を..^りたる：§:ならでは山に行く能はざる我等は實に幅ひでぁる。 

九月 八日 (日 j 晴 续暴 猜ほ强 し、 然し 來會^ 多く、 善き 集會 であった、 「羅馬 敎會の 建設者」 

と 題し 羅馬書 十六 章 一 ー 十六 節に 就て 講じた、 此大 敎會の 基礎 を 据えた 者 は 使徒 等で はなく して プリ 

ス キラ、 アクラ 等の 平信徒であった、 大福 昔が たしかに 此 一章の 屮に傅 へられて 居る。 一方に は戰爭 

の 擴大、 物 惯の 騰设に 由て 人心 は 益々 ザヮ/ \ しつ k あるに 對 して、 他の 一方に 於て は 主の 再臨 を 主 

S とする 一 i 音宣傳 の爲に 同志 一 同活氣 立って 居る、 戰爭と 福 昔、 まことに 眷き對 照で ある。 

九月 九日 (月」 雨 殆んど 全：！ I を 手紙 書きに 消費した、 ：？： 國 人に 外！； 人に、 舉 者に 平 人に、 限り 

なく 乎 紙 を 書かねば ならぬ、 然 かも 大 なる 喜びで あると 同時に 父 善き 傳 道の 機會 である、 手紙 一 本 葉 

書 一 枚 決して ゆるがせに すべから すで ある。 此日叉 一 人の 其 妻 を 失 ひし 人 を 舞 ふた、 义 多くの 來客 

に 接した、 或 人 は. K 病院 建" ss^ 計畫に 就て、 或る 他の 人 は 信仰 箇條に 署名す るの 可. みに 就て 余の 意見 を 

M く 爲に來 た、 甚だ 多忙であった、 然し 多少の 讀 書を爲 した、 アン ダ ー ソン 氏の^ 以现書 論 を讀ん だ。 • 

九月 十日 (火」 晴 雜誌九 H: 號が 出た、 毎月の 通り 祈禱を 以て 之を發 送した、 まことに 不完全な 

る雜 誌で ある、 然れ ども 神 は 之 を 完全に 用ゐ給 ふと 信す る、 祈禱を 以て 害き、 祈禱を 以て 校正し、 祈 

5^を以て發^^する、 我が 機關 ではたい、 「彼」 の機關 である、 「彼」 が 之 を 以て 「彼」 の聖 意を讀 者. 


に專へ 給 ふと 信. f る、 紙惯 益々 騰貴して 次號 より 頁數を 減ぜざる を 得ざる を 悲しむ、 然れ ども 神の 一一 一一 n 

はぎ 潔で ある、 卞數の 減少 却て 善き 事で あらう、 聖靈の 指導 を 要する 益々 切で ある。 

九月 十 一 日 (水」 好晴 昨夜 連く 山に 來た、 〈会 m 輕く、 谷風 涼しく、 讀書慾 頓に增 した、 ガウ ソ 

ン とッラ イチ ュケ， "と を 護んだ、 前者 は 聖書 を 辯 護す る學 者、 後者 は 獨逸帝 國を辯 護す る學 者で ある、 

而 して 祌を辯 護す る はたし かに 國を辯 護す るに 優 さるの 事業で ある、 人の 作り上げし 大國 家の 草花の 

枯る、 が 如くに 亡び；；；： くに 比べ て 神の 記し 給 ひし 聖書 は 無窮に 生^す る、 余 は ガウ ソ ン に 傚 ひて ッラ 

イチ ュケ— に學ば ざり し を 感謝す る、 「我 は 永へ に エホバの 宫に 住まん」 である。 

九月 十二 日 (木) 半晴 眞侗の 休日であった、 朝 第一に ィザャ 書 第 十一 章に キリスト： 冉 臨の 時の 

ゆ 界の狀 態に 就いて 護んだ、 次に ッラ イチ ュケ ー の 戰爭論 を讀ん だ、 彼 は 曰 ふ 「戰 (せな くして 國. 冢ぁ 

るな し、 吾人の 知る 國 家と いふ 闕 〔糸 はすべ て 戰爭に 由て 起り し 者な り …… 戰爭は 神に 由て 定められし 

制度な り …… 戰爭を 世より 絕滅 せんとす る は 無謀なる のみなら す 甚だ 不道德 なり」 と、 斯 かる 學 者の 

舉 說に援 けられて 成りし 國 家が ケの獨 逸で ある、 .m 言者ィ ザャに 學 ばす して 獨 逸の 國 ^寧 者 に II き て 

成りし 國 {| は禍 ひなる i^。 

九月 十三 日 (金) 晴 昨夜 旅館に 三遊亭 一座の 講談の 催 あり g: 十 年 振りに て 之を聽 いた、 其變ら ■ 

ざる 能辯に 驚いた、 然し 演題 は 依然として 野卒 である、 然り不 道 诒 である、 我國 倫理 敎育 三十 年の功 


は g として 改良の 講^師の 講談に 及ば ざり し を 悲しむ、 勿論 娱樂に 道德を 以てせよ と 言 ふので はない、 

共無^にして35^美たらん ことを欲するの である、 醜行と 不倫と に 就て 語る にあら ざれば 人 を 笑 はす 能 

はざる は 低き 拙き 藝術 である、 ：：： 木に も セルべ ン テス や アンデルソンの 軍の 出る 必要が ある、 笑 はせ 

ながら 慰め 且つ 敎 ふるの 途が ある、 今や 佛國戰 場に 於て 有名なる ハリ— • ラウダ ー は 彼の 得意の 可 笑 

歌を以 て 聯 き^^^ 数 萬の 顧 を 解きつ k ある、 深き 溫き 基督教の 我 講演 界に人 ら ざ る ベ からざる を 

感じた 0 

九月 十四日 (土) 霧 -が 終った、 秋の 仕事に 取懸ら ねばならぬ、 叉 元に 還って 聖書の 研究 を始 

むる ので ある、 演說と 講演と は 成るべく 避く るので ある、 成るべく 深く 信じて 成るべく 靜に 働く ので 

ある、 米國敎 役者 等の 流 碗に 循 つて ヮ I ク、 ヮ ー ク (働け 働け) と 言 ひて 焦心 奔走すべき でない、 嗚 

呼忙 がしい- P 、を 過した を悔 ゆる、 爲 すべから ざる 多くの 演說と 講演と を 成せし を悔 ゆる、 余 を 演壇 

に 引上げん とする 友人 (？〕 多くして < ^に靜 かなる 時を與 へんと する 友人 ®i きを 恨む。 歸途高 崎 光明 

寺に 先祖の 墓 を Jn^ 舞 ふた、 作 職の？". 退 族の 貧困に 泣く を 見て 同情に 堪 へす 多少の 慰安 を與 へて 歸 つた。 

九月 十五 日 日」 昨夜 暴風雨 午前に 至て 晴る、 好き 安. 日であった、 今 井 館 は 來會者 を 以て 

溢れた、 前囘に 引接き r 羅馬 敎會の 建」？ 一れ 者」 と 題し 羅馬書 第 十六 章に 就て 講じた、 講演 終へ て 後に 柏 

木 兄 團の 署名式が あった、 3„*G 名 者 九卜餘 名、 斯くて 我等 は 內 に 堅く 結び 外に 强く當 らんと 欲する の 

である、 新たに 敎 きを 作った ので はない 精り である、 若し 兄弟 團が 敎會と 化せし 場合に は 之を壞 ちて 


他に 又 新たに 愛の 兄弟 圑を 起すべき である、 主の 爲に 共働 せんた めの 園體 である、 其 他に 目的 あるに 

非す。 

九月 十六 日 (月) 决晴 愈々 秋が 來た、 天下の 秋が 来た、 輕 井澤 や 日光に 在る 避：： 者 客に のみ 来る 

こゝ ろよ 

秋で はない、 神の 送り 給 ひし 秋であって 天下 萬 衆 何人に も來る 秋で ある、 故に 特に 快い ので ある、 今 

よ り 大に讀 む ベ しで ある、 大に 書く べしで ある、 又 止む を 得 ざ る 場合 に 於て は 高 壇 に 上 り て 語 る も辭 

さない、 馬 肥え 我心 も 亦 肥 ゆ、 碧空 澄み渡りて 我心の 躍る を覺 ゆ。 

九月 十七 日 (火.) 半晴 好き 秋日和であった、 終日 を 手紙 書と 友人 訪問に 消費した、 余の 著書 を 

丁抹 語に 翻譯 して 之 を北歐 人に 紹介せ し マリヤ . ウル フ 女史の 令 年 四月 十八 日に 永眠せ りとの 報知 を 

彼女の 親戚に 當る某 女史より 受取った、 余 は ウルフ 女史に 負 ふ 所が 多い、 近頃 デン マルク 人 某に 會ひ 

し 時に 彼は眞 面目に 余に 告げて 一 百 ふた r テン マルク 國 にあり て は 君の 名 は 何の 日本人の 名よりも 善く 

知られる」 と、 以. て 女史が 彼國に 在りて 余の 爲に盡 されし 其 度合 を 知る ことが 出来る、 然るに 今や 此 

人 亡し、 此世は 其れ丈け 淋しくな つた、 同時に 义來 らんと する 祌の國 が 其れ丈け 慕 はしく 成った。 

九月 十八 日 (水) 雨後 曇 村 社の 祭禮 である、 相變ら す驟々 しく ある、 我等 は 喜んで 村費 を負檐 

する、 然れ ども，： 示敎 的に 乂道德 的に 何の 意味 も 無い 神社の 祭 禮に加 はらない、 祖先 崇拜は 善しと して 

何 か 意味の ある 者と して 貰 ひたき ものである。 此日幅 島 縣本宮 町 原 瀬 半次郞 氏の 訪問 を 受けた、 正直 


なる： 止義に 奥まし き 愛すべき 人で ある、 彼 は 商人、 我 は 士族 上りの 傳 道師、 而 かも 我等 は 十 數年來 肝 

膽相 照らす の 信仰 h の 友人で ある。 

九月 十九 日 (木 一 晴 南風に て 蒸 熱し、 差した る 事を爲 さす、 自身の ため 他人の ため 小なる 事 を 

爲せ しのみ、 然れ ども 必要の 讀書は 之を繼 綾せ り、 殊に ジヱ ー ムス •  H  • ム ー ル卜 ン氏著 「埃 及の 塵 

溜より」 を讀 みて 人に 敎 へらる k 所があった、 今や 方法 を講 する 者 多くして 眞理を 供す る 者尠き 時に 

方て 我等 は 零碎の 時間 を 利用して 新ら しき 智識 を攝 取すべき である、 方法 は 拙き も 可な り、 然れ ども 

SK 现は 深遠なら ざるべ からす、 讀書豈 怠る ベ けんやで ある。 

九月 二十日 (金) 半晴 聞く 口 本に 於け る 基督 敎會の 合同 は 基督 再臨 並に 聖書 無 謬說を 信す る 者 

を 除外して 爲 されん としつ、 ありと、 誠に 結構なる 事で ある、 斯くて 余の 如き は 勿論 除外 せらる、 の 

であって 幸福 此上 なしで ある、 俗化せ る 今日の 敎會と 合同す る は 神と 離絕 する に 均く ある、 彼等に 除 

外せられ て 我等 は 神に 受け 納れら る \ の である、 基督 苒臨を 信す る の 利益 甚だ 多し と雖も 今の 敎會に 

排斥 せらる、 事 は 其お も大 なる 者で ある、 「天より 聲 あり 曰く 汝等 その 中より 3r つべ しと」、 我等 は 

此^に 傲 ふ 今の 敎^ より 自 から 進んで 出づ べきで あるに、 彼等 は 我等の 信仰の 故 を 以て 我等 を 彼等の 

巾に 受け ざらん と^す、 何もの か 之に 優 さるの 幸福 あらん やで ある (默 示錄 十八 章 節)。 

九月 二十 一日 <  土) 曇 近頃 木 村淸松 君の 再臨 運動に 對 する 態度の 甚だ 暖 味なる に 由り 書 を 贈り 


て 其 如何 を 問合せし に^より 左の 返 辭が來 た、 

木 村 淸松は 主 の 十字架 を說く ベ く惠 まれた る 人に て 候、 勿論 再臨 は 木 村淸松 の 說く敎 の 心髓 骨子 に 

候 も 少しく 考 ふる 所有 之 候 問 中 田 兄 や 大兄との 運動に は暂 らく 參加申 兼 候間惡 からす 御 思 召 被 下 度 

候。 

去る と 言 ふたら ば 止む を 得たい、 然し 乍ら 余の 甚だ 解し 得ない 事 は 「w 臨 は 木村淸 松の 說く敎 の心髓 

骨子に 候」 と 明白に 首 ふ 木 村 君が 基督 再臨の 敎 は亡國 的な り 非 架 書 的な り 非 基督 的な りと 富 ひて 誹 護 

する 組合の 先輩 方と 運動 を 共に せらる、 事で ある、 自分の 說く敎 の心髓 骨子 を 非 聖書 的な り 非 基督 的 

なりと 誹る 人 等と 運動 を 共に して 福音 師の 地位が 保てる もので あらう 乎、 其 事が 余に は 解らない、 斯 

く 言 ひて 余 は 勿論 木 村 君 を 恨む ので はない、 余 は 勿論 木 村 君な くと も 余の 傳道 を繼 ける 事が 來る、 

然し 乍ら 木 村 君が 余輩 君の 信仰の 友 を 去りて 君の 信仰の 敵と 組みし 給 ふ 其 事が 余に はどうしても 解ら 

ない、 傳道は 情實の 事で はない、 又 自分の 便宜の 爲め ではない、 傳道は 信仰の 爲 である、 然るに 我が 

:s 仰 を …… 而 かも 其 心 髓せ子 を …… 嘲け り詳る 人と 與 して 其れ で 本統 の 傳 道が 屮 I 來 る で あらう 乎、 余 

に は 其 事が どうしても 解らない、 木 村 君た る 者は此 事に 關し 長き お を 愛し 君 を 信じ 来りし 余の 心の 

疑問 を 晴らして 給 はるの 必要が あると 思 ふ。 

九月 二十 二日 (日) 雨 秋期 大 運動 第一 1: の 聖書 講演 會を 東京 基督 敎靑 年會々 館に 於て 開いた、 

來聽者 五 百 名 乃至 六 百 名、 盛會 であった、 余 は 藤 井武、 平 出慶； の兩 氏と 共に 登壇し、 「聖書に 對す 

る 吾人の 態度」 と 云 ふ 題 n に 就て 演じた、 余 は 聖書 は 護な き 神の. -ー 11： であると 斷 言して 聖書 有 護 說を排 


して 其 理由 一 一二 を 述べた、 余の 首 は 頗る 激しく あった、 然し ャら §1, 書 を 辯す るに 方て 余 は 熱心なら ざ 

る を 得ない、 「雨の {. ^を 思 ふ 熟 心 我 を八玟 ふなり」 である、 < ^は 聖書 無謹說 のために 辯す る を 得て 神に 

感謝す る。 

九月 二十 三日 (月) 雨 所謂 「青色の 月曜 H」 であった、 精神的 疲勞の 結果 萬 物が 青色に 兑 える 

と 云 ふ n であった、 n 曜日の s-rr は < ^は 半"；^ 人で ある、 而 して 斯 かる 特權 に與る こと を 感謝せ ねばな 

ら ない。 此日 多くの 訪問者が あった、 其. 2： に 宇都 宮の 靑木義 雄^、 米！； りの 出， i3 進 君、 橫濱 の齋藤 

梅 吉^、 一：： 小 城の 山縣 五十雄 i?; があった、 而 して 义埼玉 縣粕壁 町の 信^ 二人 来りて 其 地方に 於け る敎勢 

挽；^ 策に 就て 相談 を 受けた、 泣くべき^ あり、 憤るべき_s^fぁり、 歎すべき 事 あり、 キリス 卜の 心を以 

て ゆに 對 し 离事萬 物に 深き 感動 が 作 ふ、 れ义 感謝す ベ き 事 で あ ると 首 はねば ならぬ。 

九月 二十四日 (火) 大 暴風雨 〔おは 動き * 根 は 雨漏り 垣 は 倒れ 戶は 破る、， 陇ぃ 我が 生涯なる 

；人然 は 或 時は殘 酷で あるかの やうに 思 はれる、 然し 一 年に 一 度の3^.<風，雨と思へば耐へ易く、  5in 時のば 

の 住居と 忍へば 意に 懸ら ない、 來客 なく 校" 化と 手紙 書きと に- 4. 靜 なる 一 日 を 送った。 

九月 二十 五日 (水) 晴 た 風の 後の 平靜 である、 好き 秋の 口和であった、 朝^ 中に ニー 二の 友人 を 

訪づれ た、 其 後 ^なした る 事を爲 さすして 一 日 を 送った、 信者に 取り 最も 善き 日 は 多くの 事を爲 したる 

口で はない、 最も？ if く^ ィ H スを 信 じたる 曰で ある、 M を tf さすと も！ いので ある、 彼 を 信す にば 足 


りる ので ある、 言是れ 最ガの 行で ある、 故に M をも爲 さぐる u、 然り M を も 爲す能 はざる 日が 多くの 

場合に 於て 信者に 取り；： 取 も 善き U である、 主 を！^ する の 快樂、 唯單に する の 快樂、 信者 は 祈 求て 多 

く 此快樂 を 取るべき である。 

九月 二十 六日 (木) 晴 十 號雜誌 編輯に 取掛 り、 原稿 三分の 二 を： きめて 印刷所に 送った。 午後 

依藤 北海道 大學總 長の 訪問 を 受けた、 舊 時と 舊 友に 就て 語った、 夜舊朝 報 社 同； ffi 二人と 某所に 會食し 

時事に 就て 語り 衞生 家事 等に 就て： 九に 相敎 ふる 所があった、 是れ 我等が 過去 一 一十 餘 年間 繼續し 来りし 

殆んど 毎月の 例會 である、 余が 此 世の 事に 就て 敎 へらる- -は 主として 此會 合に 於て、 く ある、 故に 余に 

取りて は 最も 有：；^ なる き 合で ある、 余 は 滅多に 此會 合に 缺 席した る 事 はない。 

九月 二十 七日 へ 金) 雨 秋雨 肅々 たる 一 曰であった、 雜 誌の 原稿 六 七 枚 書いた。 今朝の 『朝日 新 

聞』 米國通；！^^に 「苹 W の ベルグ ソン」 と 題し、 た 折：： 學 者の ー百 として 左の 如き 者が 載せて 有った。 

大戰が 基督 敎に 及ぼす 效 2^ 如 ：！： に 就て は 一部に 傅 へらる k が 如き 「某督搏現^??^」 を 絕對に 否定し 

「人類の 多數が 一様に 理想的に 向 ふ もので なければ ならぬ」 とい ふ R 衆 主義であって 偉人 出現の 思 

想の 如き は 敎授は 故ら にも 賊 はしい もの 、如くであった。 

之に 由て 見れば ベルグ ソ ンは 基督 再臨に は 大反對 である ことが 解る、 然し 敢て怀 しむに 足りない、 余 

はべ ルグソ ンの 祈：； 率 を 愛し 少しく 之 を 護んで 見た が 未だ. I" て 一 囘 も哲學 者が キリ ス トに對 して 尊敬の 


言を發 せし 文に 接した こと はない、 思 ふに 彼 は 所謂 近代 人であって； i 音の 深い 事に は 少しも 接して 居 

ちない ので あらう、 如：^ に ベルグ ソンと 雖も 福音の 心髓を 「直 觀」 せす して 福音 は 解らない、 隨て基 

督 0  S ら ない、 之 を 軍に 偉人の 出現と 昆るは 極めて 淺簿 なる 見方で ある、 心 靈的實 験 に 於て は 

ベルグ ソン は 迚も カントに 及ばない、 ベルグ ソンの 反 對少も 恐る、 に：： たらす である、 彼の W: 學 とても 

亦 暫時の ものである、 草 は 枯れ 其の 花 は 落つ、 然れど 主の-言 は 限りなく 杯つ 也、 ベ. -グ ソンの 學は 

長く して 百年に して 1 れる であらう、 然れ ども S ？」 其 傅 ふる 基督 再臨の 信仰 は 永遠に 繼 くので ある、 

ベルグ ソン 百 人 を 合 はしても パゥロ 一人 丈け の權 威と はならない、 余 は哲學 者の 此首 を讀 みて 彼と 彼 

の 折：： 學 とに 對 する ヘルの 尊敬が 一 時に 衰 へし やうに 感 する。 

九月 二十 八日 (土) 昨夜 大雨 午後に 至りて 晴る 午後 六 時より お 下 中 野 神 田 男爵 邸に 於て 柏 

木兄？^-画；？^志の晚餐<^を問ぃた、 會 する 者 男女 W 十名餘 り、 最も 惠 まれた る會 合であった、 二 4 年 前 

にお IS に 於て 聖書 研究 會を 開いて 以來此 夜程惠 まれた る會 合の 催されし 事を覺 えない、 まことに 玆に 

愛 を W て 鎔和 された る靈的 家庭 の 現出 を昆 るに 至った ので ある、 而 し て 單に靈 に 於ての みな らす 智慧 

と 知 こへ" て 我等 はたに 惠 まれた る 事を實 見した、 散す るに 先 だち 一 團手を I* ぎ 愛の 一 瑷を 作り 乍ら 

： ^ 「^#;す&1^|^1の」 を 合唱し、 感謝に溢れて，ふ.目.^^に歸った。 

L 月 二十 九日 (日 j 雨 蒸 熱し 第二！： 講演 會 を.^ 會 館に 於て 開いた、 來會 者前囘 よりも 少し 

多くして 六 百 人餘、 坂 wri^ 第一 に 登壇して 「永遠に 生きん， こする 欲求」 と 題して 演じ 余 は 其 後を受 


± て 「SA 書 は 神の 書な り」 と 云 ふ 事に 就て 述べた、 8^書 は 永久に 變ぜ ざる 書、 其點に 於て は 猶太 民族 

と 司 一 である、 聖書 は、 架 遠 限りなき 書、 其點に 於て は 造化と 同一 である、 神の 書に あらす して 斯 かる 

5 ろ ほ  し." 

素質 を 倫へ やう 答 はたい と、 斯く 演じて 熱 汗 全身 を 潤し、 は シャツ 一枚 ベタ/ \ になって 了った、 誠 

に. -患 まれた る X 沣 合であった。 

九月 三十日 (月) 荒れ 模樣 昨日 寺內. 5： 閣 倒れて 原 内閣が なった、 藩閥 內閣が 死んで 政黨^ 閣 

が 生れた と 云 ひて 喜ぶ 者が ある、 或 ひ は 多少の 進步 であるか も 知れない、 然し 乍ら 別に 喜ぶ 程の 事で 

はない、 如何なる：！： 閣が 成る とも 世 は 依然として 罪の 世で ある、 暗黑 の^で ある、 野心 欲 tllii 威を逕 し 

うし 競爭暗 鬪 絶 ゆる 間な しで ある、 「た f 律法と 證詞と を 求むべし」 である (ィザ ャぷ" 八. 章 i= 節)、 

た 聖書 を 求むべし である、 眞 正の 政治 は キリストの W 臨 を 待て 始めて 來 るので ある。 此ョ 明治 擧院 

の オルト マ ンス氏 聖書 學院の 中 田 重 治 氏 並に 余の 三人 靑年會 館の 一 室に 會し來 る 十 一 月 八、 九-、 いの 

一二 H を 期し、 東京に 於て 內外 基督 信者の 基督 W 臨 研究 大會を 問 くこと を 決議した、 多分 事實 となりて 

瑰 はる、 ので あらう、 事 は 々と 大きくな りつ- - ある。 

十月 一日 (火) 雨 主婦の 母の 一 周期で ある、 获餅を 作り 友人に 頒 ちて 彼女 を紀 念した。 札幌獨 

立敎會 牧師 竹 崎 氏の 訪問 あり. V に 北海道 傳 道に 就て 談 じた、 やはり 余が 最大の 興味 を 有する は 此問题 

である、 < ^は M 故に 北海道 を 忘れる ことが 出来ない ので あらう 乎。 


= 々の ii-  一八 

十月 二日 (水) 雨 ト 號雜誌 編輯 を 終る、 隨 分骨が 折れた、 明ュ E 三 ー:- 一年 十月 其 第一 號を屮 ： し 

てより 鼓に 滿 十八 年、 隨分 長い 年月であった、 其 問の 恩 惠を顿 みて 感-淚 の涝沱 たる を 禁じ ない、 獨 

立と 噴 罪と 再臨と g^: 書 全部 神 雷 說、 是等を 主張し 得る こと は 何等の 恩 惠ぞ、 n.,! れ rn 本國 の總理 大臣た 

るに 勝 さる 幾 暦 倍の 名譽 である、 「準繩 は 我が 爲に樂 しき 地に 落ちたり、 せべ 我れ 善き 嗣業を 得た る 

哉」 である 0^ い 六篇六 節)。 

十月 三日 (木) 雨 外電 は 勃 牙 利 阔無條 件 降伏 を俾 ふ、 之に て， 界戰 (；^ の終媳 近け りと 觀測 せら 

る、 まことに 喜ぶべき 事で ある、 如何に w{ 豕存 緩の 爲 であれば とて， 界を 敵に 持ち 全人 類の 平安 を紊 

してまで 戰 爭を繼 緩す るの 理由 はない、 獨逸は 今や 負けても 恥で はない (第 事 上より 見て〕、 英國は 

力 ス. f  .っ クボ. 'ト ゆい 

勝ても 名譽 ではない、 米國はその參戰に由て此世界的ハ^-鬪に關し決裁投票を投人れたのでぁって、 此 

投票に 由て 勝敗 は旣に 定まった ので ある、 獨澳側 は 其 時， -潔 く 降伏すべき であった、 勿論 戰爭に 由て 

正邪 は 判明らない、 正邪の 判明 は 神の は 取 後の {# 刺まで 待つべき である、 然し 乍ら 此 罪の # に 在て は 萬 

事 を 多数決に 由て 定 むる を 最も 有效 なりと する、 一 國が 他國に 負けて 兄弟が 兄弟に 負けた に過ぎない 

：!! じ 人類で ある、 獨 逸よ 譲れよ 負けよ、 負けて 素の 舊き獨 逸と 成れよ、 海と 陸と は 之 を 他 國に讓 り、 

汝 は靈界 の-職^と なれよ、 全狀界 のた め • ル ー テルと カントとの 獨 逸の ため、 余 は 此際獨 逸の 負ける 

こと を 祈る。 

十月 四日 (金、 曇 雜誌 一七— 三 二 In; の 初校 を 終った、 殆んど 半 の 什 事であった、 終日 バウ 口 


の 「我 は キリストの； i 昔 を 恥と せす」 との 言に 就て 考 へた、 今や 普通の * 督敎は 社 會に其 勢力 を 認め 

られて 何の 恥づべ き 所な き 者と なった、 隨て之 を 信じ， K 傳す るの 興味 甚だ ii きに 至つ た、 再臨 を屮心 

，-」 する 福音 は然ら す、 此 福音 は 社會に 無視せられ 敎會に 嫌 はる、 此^の 名 十： と稱 せらる 、者 は 之に 携 

はら/こと を 恐る、 然れ ども 是れ； i 昔の 特に 貴き 所以で ある、 我 は 基督. 冉 臨の 一 i 昔 を 恥と せす である、 

是れ ユダヤ人に は 躓く 者、 ギリシャ 人に は 愚なる 者な りと 雖も、 凡て 信す る 者に は 祌の大 能 また 智慧 

たる 51 である、 余 は 此際不 人 な る ； 1 昔 を 授け ら れしを 神に 感謝す る 、 之 を 信じ 得 て 余 は 信者ら しき 

信者と 成りし やうなる 感 がする。 

十月 五日 (土) 未晴 引 繼き雜 誌の 校-, にて 多忙で ある。 在布哇 T  • リ チヤ ー ズ 氏に 手紙 を 書い 

た、 彼 は 平和主義者 にして 再臨 信者で ある。 

十月 六日 (日) 未 晴夜 雨 第一：： 问 講演 會を靑 年金に 開く、 塚 木 虎二 君と 高 壇 を 共に す、 君 は 高等 

批ー t の 立場に 就て、 へルは資驗的に昆たる！^書に就て述べた、 來聽者 六百餘 名、 引 綾き か. -る盛 會を與 

へられて 感謝に 堪 へない、 何事 も 愛と 信仰で ある、 政略 方法 は 害 ありて 益な しで ある、 殊に 信^ 各自 

の 私事に 立 入り て其傳 ふ る： i 音 を 私議し て はなら な い 、 人 は 其 主張に 由て 共に 働く ベ きで ある、 私行 

はんの 關 する 所ではない、 神の 主 どり 袷 ふ 所で ある、 此 運動、 祌の 恩惠に 由り 基督 敎界 の此 通弊 を 除 

去す るに 至らん こと を。 


十月 七日 (月) 雨 午後 二 時より 靑年會 に 於て 基督 再臨 研究 東 京大 會發起 人會を 開く、 西洋人 側 

より は明ュ m 學院の オル ト マンス 氏、 ^公 會のバ ン コム 氏、 バ プ チ ス ト敎^ のク ラゲ ット 女史 並に 英：！ 

大使館の ベ ンチク 氏 出席し、 日本人 側より は 中 田 重 治， 澤野 鐵郞、 平 出慶ー 、 坂 田； i の 諸氏 並に 自分 

が 出席した、 トー 月 八日より 三日間 を 期して 開會 する ことに 決議した、 此 問題の 前に は 人種 敎派 等の 

差^ は 全く 滅 えて 了 ふ、 神の 御惠に 由り て敎 義の會 合で なくして 愛の それで あらん こと を 祈る。 

十月 八日 (火) 半晴 在 千 葉 町 米 國宣敎 師ピ， 'タ 1- ソン 女史が 彼 地に 於て 說敎會 を 開かん ため 其 

W ^ に 見えた、 瑞典 生れの 敬愛す ベ き 老 宣敎 師 で あ つ て 熱 心なる W 臨 ：！：！ 者 で あ る 。 午後 靑山學 院内 監 

レ ヒブ ン ョ ン 

# ハ リス 邸に 於て 数多の 美 以敎會 宣教師の 爲に 設けられし 接待 會に 臨んだ、 ^报 りに て メソヂ ス ト信 

^と 交 はり： W だ 倫 快に 感じた、 此敎 費に 一 械 獨 特の溫 味が ある、 其 中に 所謂 大人物な しと 雖も 日本 基 

螫敎 < ^に 於て 見る が 如き 佞惡の 人、 叉 は 組合 敎會に 於て 見る が 如き 傲慢不遜の 人 を 見ない、 余 は敎義 

ハ點に 於て メソヂ スト 信者と 共なる 能 はすと 雖も、 感 iiS の 上に 於て 彼等に 甚だ 近く 感 する、 聖 父の 恩 

虫 6 裕 かに ゥ H ス レ ー に 於て 創始ら れし此 敎<;&1 の 上に 降らん こと を 祈る。 

十月 九日 (水) 半晴 校正 終る。 夜 兄弟 W の 月並 祈 禱會が 今 井 館に 於て 開かれた、 出席者 三十 餘 

/、、 まことに 靈に充 たされた る會 合であった、 其. 5： に ワイド 十 ー 女史が あった、 宣教師が 我等の 祈禱 

ノ ゆに 加 はり し は：： y れが 始めて ぐ ある。 


十月 十日 (木) 晴後曇 岡 山 行旅 装に て忙 はしく、 午後 時 ニト分 品川發 にて 丙 F の途に 就いた 

屮田重 治 君柴 m 銷次^ M 行す、 本年に 人り てより 第 叫：1 の關！ である、 實に 珍ら しい 事で ある、 寢 

事 を 取て もら ひ 安き 眠りに 就いた。 

十月 十一 日 (金) 雨後 晴 午前 五 時半 京都に 於て 靑木 庄藏君 一行に 加 はる、 汽車 屮の談 希望 を以 

て 溢る、 午前 十 時 ra 十分！： 山驛に 達した、 數 多の 敎 友の 出迎を 受け、 弓 ノ町土 居 方に 迎 へられて 其 客 

となった。 午後 七 時より 縣會 議事堂に 於て 第一 囘 講演 會を 開いた、 題 は 「世界 問題と しての 基督 再臨」 

來聽者 五 百餘、 北 越より、 九州より、 出 雲より、 四 國 より、 京阪神 は 勿論の こと： T 醒 ましき 會 ベ：： であ 

つた、 我等 勵 まされざる を 得なかった、 斯 かる 會 合が 此 時に 方て 此 地に 於て 開かれし と は 實に豫 想 外 

であった、 聖靈 たしかに 我等の 間に 働ら き 給 ひつ 、ある。 

十月 十二 日 (土) 晴 午前 東 山 公園 並に 後 樂圃に 遊ぶ、 屮！； の 秋色に 愛すべき 者 あり、 午後 一時 

より 第二 囘 講演 會を 開く、 昨日 同様 五百餘 名の 來聽者 あり、 題 は 「聚書 問題と： 冉臨 問題」、 屮 田：：^ の 

講演 殊に 有力であった、 夕 有志 晚餐會 を 開いた、 來會者 六卜餘 名、 斯 かる 會 合と して は 少しく 失败で 

あった、 中國 人は餘 りに 慧く ある、 爲に單 純なる 福 昔 は 受納れ 難い やうに 見える、 此 地に 多くの 異端 

迷信の 行 はる、 を發 見した、 我等の 說 きし 基督 再臨の 迷信 的に 解 せらる、 を a- て悲ん だ。 

十月 十三 日 (日) 晴 好き 秋の 日和で ある、 朝飯前に 獨り後 樂園內 を 逍遙し 純日本式の 庭園の 秋 


色 を 貰した、 旭川の 流れ、 あまの 築きし と 云 ふ； 大 主閣、 强く 余の 心 を 動かした、 園 屮小髙 き 所に 

登りて 朝の 祈禱を 捧げた、 特に M 山 ボの惠 まれて 此 所に 眞の福 音の 榮 えんこと を 祈った U 午後 一 一時 開 

^來聽 者 前 W より 少しく 減少、 巾 E-?« は 「偽 キリストの 出現」 に 就いて、 余 は 「聖， 書の 大意」 に 就て 

講じた、 後で 感謝 獻金 1 一ぎ ilw 上 ありし と 聞て 我等の 努力の 無效 なら ざり しを覺 つた、 夕食 を 文學士 

石 川 練 次 1^ の 新ホ— ムに 於て 來 きの 柏木 連 と共にした、 偸 快なる 會食 であった、 會 する 者 SR- パ人女 二 

人、 ベ— ビ— 二 個、 「東 山 練 次 靡 子の 新ホ ー ム、 牛鍋つ、 く 柏木の 友」 で 萬 事が 盡 きて 居る と 思 ふ、 

夜 最後 の集會 とし て 來き 者 屮特志 十餘 名の 感話 祈禱會 が？ 1 かれた、 恩 ま =s る k S であった 。 

十月 十四日 (月 一 晴 終：：： 休養、 午前 九時敎 友と 共に； 灣鐵 道に 由り 岡 山 を發し .：：4, 野 を 經て瀨 

11^ 海 を 渡り 午 頃 讚岐高 松に 着いた、 余の 生れて 始 ての S:M 行で ある、 栗 山 公園 を 見、 後尾 島に 行 

き談 せ；！？ より 古戰場 を瞰！ g し 感慨に 堪 へなかった、 源平 當 時の 陣 立が 善く 解り 数十 年来の 疑問が 解け 

て嬉 かった、 夜 九， 時 高 松 を發し び 海 を 渡り 夜半！： 山に つた、 山上より たる 瀨戶： ^海の 風景 は 絶 

，おで ある、 松 如き 5|<； の 及ぶ； ゆでない、 歷史 と； 大 然とべ 布^の 福音と！；； 者 具 はりて 我等 三人の 心は此 n 

感謝と 歡 喜に 溢れた。 

十月 十五 日 へ 火) 雨 午前 九 時 五十 分；！ 山を發 し、 午後 二 時半 播州 須 磨に 着き、 ーノ (介なる 灰 人 

某の 邸を訪 ふた、 或る 重要なる：！！ H 仰 的 援助 を與 へんが 爲 である、 昨日 は屋 島、 今日は  一 ノ谷 である、 

平 {农 の 5^ べ&の 逆行で ある、 勝利 必 である、 京都 大阪 より 敎友 三人 來 りて 余の 行 働 を 助けられた、 毒 


永の 昔し 源平 鬨の聲 を 揚げて 爭 ひし 所 あたりに は 取も惠 まれた る會 合が 開かれ、 一 ノ 谷の 溪流、 淡路島 

の 遠景 我等の 讚美の 歌 を 助けて、 古， の 戰場は 今の 祈禱の 殿と 化した、 此夜此 所に 客と なり 松林 屮に靜 

かなる 一夜 を 過した、 降 摩-ザ 忠 度の 「行き暮れて 木の f 影 を 宿と せば 花や 今宵の 主なら まし」 と は 打 

て 遠の 幸福で ある。  . 

十月 十六 日 (水) 雨 午後 三時まで  ーノ： なにお まり、 附近の 景色 を 貰し 又 冉 臨の 福音 を 語った。 

廣 2；； に 友人 を訪 ふべ く ありし も 時間 足らす して 遺憾ながら 之 を 通過して 夕暮顷 余の 大阪の ホ ー ム たる 

安堂寺 橋 通り 永廣堂 本店 今 井 方に 盖 いた、 過去 ト數 年間 余は此 家に 客たり しこと 幾囘 なる を 知らす、 

故に 火 分氣儘 を 語る の特 權を與 へられた、 夜 七 時より 上 町 基督 信者 集き 所 に 於て 同信の 人た ちの 集會 

が 催され 之に 出席して 傳道 信仰 に 就て 述 ぶる 所があった、 乍然例 の 通り 勞働後 の體 であつ て 碌な «;1理 

を 語る 事 は 中 I 來 なか つ た、 途中 序な が ら の 講演 は 01 八， 絕對的 に 魔 山す ベ きで ある。 

十月 十七 日 (木) 晴 . ^後大 阪を辭 して 京都に 到り w 五の 友人 を 訪問せ しも、 秋の 好晴を 利用し- 

て 郊外に 遊びし にや  3^:  れも 不在であった、  然し 其れが 爲 めに - の！； ま 養 を 得、 ：條撟 より 秋 光に 輝く 

三 卜 六峯を 眺め、 後便 利 堂 主人と 共に 靑木 君に 招かれて 鴨 川の 畔に筑 前名 物 鳥の 水た き 料理の 馳走に 

與り、 八 時 二 卜 分發の 夜行に 乘り 歸途に 就いた、 此夜 卜に： 夜の 秋 月明 かに、 石山 寺の 勢 多 川の 遙か ド 

流に 月光 を 浴る を や-み、 濱^ の 月は陲 夢の 問に 之 を 逸し、 働ら きを 終へ て 後の 〔*^ 路、 毎時の 如く 樂レ 

かった。 


= 々の 生涯  二  31 

十月 十八 日 (金) 晴 朝" i 川に 着けば 二人の：； I 人が 5； 迎 へて 吳れ た、 其 一人 は 言 ふに 及ばす、 他 

の： 人 は 余に 「ノ ー ティ— • ガ —ル」 と- 缺號 さる、 者であった、 一二 人 速 立て 家に 歸り傅 道 旅行の 實見 

を Mi りて 正午に 及んだ。 相 變らす 多數の 郵便物 は 余 を 待って 55 た、 或は 余の 再臨 觀を 攻擊 する 者、 或 

ひ は 岡 山に 於け る 余の 行爲を 非難す る 者、 或 ひ は 佘錢的 援助 を 乞 ふ 者、 其 他 地方 演出の 依頼、 結婚式 

施行の 日 取、. 感謝の 辭、 極々 雜多 である、 米國 ベル 氏より 相 も變ら ざる ダビデ 對ョナ タン 的 書翰 も 其 

** じ  こと，. \  て 、、めん む C い  J  J 

. ^に 混って W5 た、 之 を 鏊く處 分す る は 二-:: =1 の 仕事で ある、 傅 道 旅行 覿面の 報 は 常に 疲勞と 文通の 溢 

滯と である。 

十月 十九 日 (土) 好晴 余が t ば關 w に 行きて 感じた る^の 一は 敎會が 無敎會 主義の 故 を 以て 余 

を惡む 事の 茶 だしい 事で ある、 而 して 其 敎會の 如 3： なる 者で ある 乎 を 見る に 彼等 は 信仰に 於て 淺 薄で 

ある、 行爲に 於て 放埒で ある、 彼等 は 余が 神と 聖書と を 尊ぶ 程度に 於て 之 を 尊ばない、 彼等 は 余が 安 

,总= を嚴守 する 程度に 於て 之 を 守らない、 彼等 は^ 俗 的で ある 佚樂 的で ある、 彼等 は 敎會の 事に 熱心 

なる 丈け であって 神と 正義と 幅 昔との 事に は 至て 冷淡で ある、 彼等が 余を惡 むは 無理なら ぬ 事で ある、 

余 は 彼等に 惡 まる.^ 事 を 以て 犬なる 不幸で あると は 思 はない。 

十月 二十日 (日) 好晴 き 安.： ：0:n であった、 第五 n 講演 會を靑 年會に 於て 開いた、 此 日より 余 

c 斗が 主き する 事に した、 詩篇 第一 篇を 講じた、 後で at 分ながら 心 持が 快かった、 自分に 取り^ 書 を. 


講 する に 優 さるの は快樂 はたい、 來會者 五- HI 餘人リ 

十月 二十 一日 (月) 晴 午前 橫濱に 行き 米 瞬 is ほ 會社を 訪ひォ ー レル 氏に 會ひ 事と 信仰と 時事 

に 就て 談 じた、 岡 山 行きの 疲勞 がま だ 全く 去らない、 故に 仕事が まだ 乎に 就かない、 餘 りに 用事が 多 

くして 何處 から 乎をド して 直しき や 解らない、 义 例に 依て 信す るの みで ある、 信仰 是れ 事業で ある、 

何も さすと も 可い、 只 信 すれば 可い ので ある。 

十月 二十 二日 (火) 晴 雜誌 原稿が 始まった、 戰闘 準備の ために 勞働室 (書 齋) を 整理した、 コ 

ス モス 11 き 山 茶 I. 咲き、 ^前夜 靜 にして ぺ ン 走らん とす、 ^し舊 時の 愤慨 はない、 叉 階下に ルツ 子の 

聲は 聞えない 、人生の 責任 は 益々 加 はり 讀 書の 時 11 の 減少せ しを悲 む、 此日 少しく 天文 學を 復習した。 

十月 二十 三日 (水) 雨 友人 m 島 進 君の 幼兒. 水 眠し、 牛 込 H 本 i# 督敎會 に 於け る 其 葬式に 列した。 

關 の 或る 讀者 より 基督. 冉 臨に のみ 熱中せ すして 廣く 基督 敎 に 就て 述べよ との 注文に 接した、 卽ち基 

督の 政治 觀、 經_^ 觀、 社 會觀、 .： 于 宙觀、 倫 现觀、 平和 觀 等に 就て 述 ぶる 所 あれとの 事であった、 何 や 

ら キリ ス トを 政： m 家 か 學 者と 見ての 注文ら しく 聞え て 甚だ 奇異に 感じた、 而 して キリ ス 卜 は斯 かる 

仁 しさ 

問題に 對 して 明，：：： に 答へ 給 ふので ある r 汝 等先づ 神の 阈と其 義とを 求めよ、 去らば 是 等の もの は 盡.. 

く汝 等に 與 へ ら る ベ し」 と、 贖 ^ 非 と搏臨 とが 能く つて Hli^ 等の 問題 はおの づ から 明白に 成る ので あや 

と m いふ。 


十月 二十四日 (木」 曇 過般の！； 山に 於け る^ 介 は 我等 S: 志に 取りて 大 なる 成功で あり 岡 山縣人 

(作 州 人 を 除き〕 に對 して は大 なる 失敗で あつたと 一一 一； ：！ はざる を 得ない、 溢る \ 計りの 感謝が 同志より 

逹 すると 同時に 多くの 不平 冷評 非難が 縣 人の 手より 余輩の 所に 來る、 臼 く  r 汝 愛を說 きし も 自身 愛 

に 於て 缺 くる 所 あり」 と、 曰く 「汝 偽りの 預言！ <； の 出現 を 憂 ふると 雖も 自身 其 一 人た るに 非す や」 と、 

賞に 余の 見し 所に 由れば 岡 山 縣人程 批評眼の 銳き者 はない、 彼等 は 福音 を 聞く も 自身が 之に 由て 救 は 

れんと は 努めす して； i 音 を 批評し 又 其 宣傳者 を 非難す る、 彼等 は 祈禱の 精神に 乏しく 循て 宗敎を 皮相 

的に 解して 其 奥に 達せん としない、 キリス 卜の 臨 を？ 1^ けば 旣に之 を 解し 居れり と 云 ひ、 义 キリスト 

は旣に 臨り て 岡 山 附近に 在る と 云 ふ、 まことに 金 光教 mj 住敎 等の 發源 地た る！； 山縣は 宗敎に 最も 熱心 

なる が 如くに 見えて キリストの 幅 昔 に は緣 の 最も 遠 き國 であ ると 一 百 は ざ る を 得ない、 岡 山縣下 に 基督 

敎が 盛んで ある と 一一： 一 n ふ は 組合 敎會式 の 政治的 基督 敎が 盛ん で ある と 言 ふに， まる、 然 し是れ 余が 岡 山 

縣を 見限る の 理由と はならない、 其 反 對に余 は 特に 彼 地の ために 祈り 且つ 盡さ ねばならぬ。 

十月 二十 五日 (金) 晴 此ニーー百來客なし秋冷快くして詩篇と_大文書とを讀んで：13る。 家の^！人 

一 ： たまで 流行 班 牙 感： ：！： に 械り余 も 亦 多少.； k ぶ is^ を 助くべく 餘俄 なく せられた、 庭の 掃除 を させられた、 

物置 の 整理 を さ せられた、 然し是 れ乂 人生で ある、 S め， 書を學 びせ 宙を究 むる のみが 人生で はない、 「小 

なる 让事 小なら す」 である、 下女の 代り を爲 し、 彼女の；： id 事 を 助く る桌 も叉聖 き、 大 なる 事業で ある、 

而 して 此事を 余に 敎 へて 吳れし 人 は 米！！ ドクトル • ケル リンで ある、 彼の 恩 や 忘る ベから すで ある。 


十月 二十. I 八日 (土) 曇 ^氣頓 に 加 はり 初冬の 感 あり、 家の 病人 未だ 癒えす .！}^ 事 跪 滞 多し、 雜誌 

原稿 二十 一 頁 分 を 印刷所に 送る、 三 四 人の 訪問客 あり。 世界の 平和 到らん として 到らす、 米 固 は獨逸 

が、 冉び 武器 を 以て 起つ 能 はざる に 至る を 要求す ると 雖も 自身 は 海軍 大擴張 を 計りつ \ あり、 武器 は獨 

逸ん の 手に 在りて 危險 にして 米國 人の 手に 在りて 安全なる や、 大 なる 疑問なら ざる を 得す、 若し 武器 

の 撒廢を 主張す るなら ば M 故に 自身 も 之 を撤駿 せざる、 斯くて 此戰 に 由て 戰爭の 息まない 事 は確實 

である、 恐る 戰 後に 米 國が大 壓制國 となりて 世界に 臨まん こと を， ^界の 平和 は 民主々 翁の 勝利に 出 

て 来らない、 キリ ス ト 再臨 ありて 人類 を 統治し 給 ふ 時に 来る。 

十月 二十 七日 (日) 雨 第五 囘 講演 會を靑 年會に 於て 開いた、 雨： 大と 流行 感冒と にて 會衆 は例會 

よりも 寡かった、 凡そ 三百 人位 ひ、 澤野鐵 郎君と 擅 を 共に した、 題 は 「詩篇 第 十九 篇の 研究」、 先づ 

第一 に 星と 4^ 陽と に 就て 語った、 星は靜 かに、 太陽 は溫 かに、 神の 榮光を 現 はし 其 愛を傳 ふる 事に 就 

て 述べた、 上 円 年 時代に 讀 みし ブ 口 クタ ー ゃフラ マリオンの- 大 文書が 此 時に 用を爲 した、 福 昔を傳 ふる 

者に 取り 不用の 智識と て はない、 天文と 聖書と の 間に は 深い 關 係が ある。 

十月 二十 八日 一， 月) 好晴 息の 月曜 口 であった、 然し 別に 休息に ならなかった、 用 を 達しに^ 

中に：；；： つた、 大 なる バビロ ンに對 し嫩氣 充滿て (氷に 歸 つた、 其 書店と 印刷所と を 除いて は大 市街 も 我 


に 取り 何の 川 あるな しで ある、 其饒 多の 人 は 何が 欲し さに 市街 生活 を 營んで 居る ので あらう 乎、 若レ 

彼等， ふ自 をし て 其 一 K はんと 欲する 所 を 言 はし むるならば 何ん と 言 ふで あらう 乎、 彼等の 中 幾人が 祌の 

,1. ご！' レス 卜  か； い. 一 r リ みそな 

た め 露现 の た め靈魂 のために 與味を 持て 居る であらう 乎、 然 し 神 は 深き 憐愍 を 以て 人間の 此集 M を臂 

は し^ふで あらう、 我に 川な き 此大バ ピロ ンは神に用なき^1<;ではなぃ、 故に 我に も 亦 用 ある 者で なく 

て はならない (約 拿 書 w 章 十一 節)。 

十月 二十 九日 (火) 曇 雜 誌編轉 にて 多忙、 原稿 乂 原稿、 M 時 終る ことに や。 此ロ 英國シ ュパ ン 

ク^ 社より 好 本餐君 を經て 外套 を 加へ たる 冬 洋服 一 組に 對 する 羅紗 地 を 寄贈し 来る、 此物價 騰贵の 時 

に 際して 大助かり である、 何 を 食 ひ 何 を 衣ん とて 思 ひ 煩 ふに =^ ばない、 必要の 時には 遠き 未知の 人よ 

り靳 かる 物 を 贈り 來る、 < ^は 無給の 傅 道師 であるが 實は 有給 以上で ある、 祌は其 宇宙 大の富 を 以て 余 

よ そ；. * 

を 養 ひ =: つ 裝ひ給 ふ、 此事を 思 ふ て 終 m 言 ひ 難き 歡ま 〔に 溢れた。 

十月 三十日 一水) 雨 引きつぐ き 原稿 製作に て忙 はしかった、 { 氷 は 江 原 萬 里 結婚 準備の ために ゴ 

クウ いた、 然し； 稿 全部 を 纏めて 之 を 印刷所に 送った、 义費府 預言 大會の 報 言 書 を 護んで 大に益 せら 

る、 所があった。 夜 金 井淸に 招かれて 東京 驛樓 上に 夕 <i{ の 馳走に 與 つた、 二人 九 時まで 種々 の 問題に 

就て 談 じた、 淸き 愛すべき 漢 である、 斯 かる 人 を 友人と して 叉 弟子と して 持ちた る 余の 特權 は大 であ 

る、 M 時に 又 余の 責任 は 重く ある、 願 ふ 神の 恩惠に 由り 彼が 如き 者に 師 として 待 さる、 に 足る 憤梳ぁ 

る 者 とならん こと を。 


十月 三十 I 日 (木) 晴 此：： ： 住友 社員 法 學士江 原 萬 里 對黑崎 祝 子の 結婚式 を 今 井 館に 擧 げた、 余 

が 司りし 第 十九； 1 の 結婚式で ある、 我等の 結婚式 は簡單 にして 嚴肅 である、 音樂 なし 禮 なし 只 s^- 書 

と 祈 禱とを W て 神の 前に 誓 ふ、 左に 新郎が 新婦に 對 して 誓 ひし 誓約の 首 を祸 ぐ。 

我等の 結ばれし は 我等の 救 主 イエスキリストの 御 心なる を 信す、 彼 は 我等 を^より 選び^ち、 來る 

可き 榮 光の 御 國の 民た る 事 を 約束し 給へ り、 我等此世に在りて此^！^をもち主に在りて - 體 とせられ 

たれば-九に 勵 まし 信仰の 善き 證人 たらむ 事 を 誓 ふ。 我 は 主の 我 を 愛し 給 ふ 如く 妻なる 卿 を 愛して 終 

生渝ら ざる 可く、 其 喜と 苦と を 共に し 一身 を 捧げて 共に 神の 御 榮の揚 らむ爲 めに 川ゐら れん 事 を 願 

0 

基督 W 臨 を 表明した る 初めての 結婚式で ある、 此 信仰 を 以て 結ばれし 緣は陰 W の 門 も 之に 勝つ ベから 

すで あると 信す る。 

十一月 一日 (金) 晴 少しく 風邪に 冒された、 故に 家に 在て 靜 養した、 大 任 を 目前に 控 へて 余 は 

余の 他^ を 害して はならない。 余の 友人 中に 余が 基督 再臨 を 高調す るの 結 として 新たに 一 宗派 を 起 

す に らす やと 言 ひて 心配す る 者が あると 聞いた、 然し 其れ は 無益 の 心配で ある、 W 臨 の 信仰 は 宗派 

を 根本的 にん C 同す る 者であって 新たに 宗派 を 作る 者で ない、 姊 に又此 信仰な くして 基将敎 はない ので 

あ る 、 .冉 臨 除外 の 微： S なる 基督 敎は 終に お の づ か ら 消滅す るに 至る は 明かで ある。 


十一月 二日 (土) 曇 夜雨 風邪 未だ 全く えす、 終日 {\ ぶに 在りて 讀書と 校正と に從 事す、 舊き知 

、二ん 逝去の 報に 接した、 不相變 基督 者なら ざる 者の 死 を 慰む るに 霄葉 なきに 苦しむ、 世に 悲慘 なる 

ものと て 不；； ； 者の 死の 如き はない、 然 かも 是れ 毎日の 出来事で ある。 

十一月 三日 一日) 晴 第六囘 n 演を靑 年會に 開く、 來聽者 rak;! 餘名、 流行 感：： E にて 缺席者 多し、 

0 は 前： i; の 核き、 宇宙 の 完全な るが 如くに 完全なる 聖- 書に 就 いて 語った、 特に 靑年學 生 が 天然 を 研究 

す る に 方り 其 中に 神を認 むる ことの 必^ に 就て 述べた、 此 日より 余 一人 にて 講诚 を受持 つ ことにした、 

ほに 正午 後 ral 時 切上げと なり 來聽^ は滿 足であった らしく ある、 時？？ を 短 ii する は大 なる 慈善で ある。 

桑 港 S 女ん より 冬 帽子 一 倘を 贈り 來る、 ^廣く 平民 的に して 詩人 ホイット マ ンの 被りし やうな 物で あ 

る、 余の 滿足此 上な しで ある。 

十一月 四日 (月： 一 晴 休赛 のパ曜 = である、 庭の 小 菊と 山茶花が 滿 II であって 大に 我が 疲れし 0-孤 

を めた。 此：： ： 三人の 來客 があった、 其 一人 は 奮き 5ーぉ 學士 であった、 彼 は 人生の 困遞に 就て 語った、 

^神 修？； ^として は 催眠術の 使用に 由る と 述べた、 彼 は 容易に 何人 を も 神と 成す を 得べ しと 言 ふた (他 

^術 を 以て)、 而 して 最後に 余に 金 三百 圓の 調達 を 求めた、 余 は 勿論 其 要求に 應 じたかった、 余 は 彼 

に 告げて 言 ふた 「福音の 宣傳 者た る 余の 〔まに は 金錢の 貸借 は 一 切ない、 我等 は 愛 を 以て 贈り 愛 を 以て 

受く、 設文 とか 利息と か 云 ふ 事は此 家に 於て は 其 文字の 發昔を さへ 聞かない」 と、 彼れ 去りて 後に 余 

は 深き 感慨に 打 たれた、 余 は 第； に 彼に 對し 深き 同情 を 禁じ 得なかった、 第二に 眞の 精神 敎育を 伴 は 


ざる 實業敎 育の！^ U.I 鼓に 至らざる を 得ざる を 思 ふて 悲ん だ、 ^業、 成功、 蓄財と ，1- 農 摩 よ 汝は 

幾人の ii;- 仰 的 勇者 を 生みし ぞ、 汝の 子等の 多數は 人生の 失敗に 斃れ乂 せハ 成功に 腐れつ V あるに 非す や" 

汝 今にして 自己に 省み 汝の 途を改 むる にあら ざれば 汝は 無数の 失 收兒の 母と なりて 終らん、 噴 農學校 

よ、 神を長る.1は亦^5;!:學の始めなるを覺れょ。 

十 I 月 五日 (火」 雨 風邪 未だ 全く 去らす 陰 管なる  一 n であった、 主なる仕^5^は雜誌の校：止でぁ 

つた。 _1 の 新 研究に 就て 請んだ、 余が 魚類 學を棄 て」 より 實に 驚くべき 進歩で ある、 鳗の發 生の 大略 

が 判明った ので ある、 多くの 大學 者が 其閬 明に 從 事した、 其 一人が n 木 人 (丸 川 氏) でありし 事 は 吾 

人の 大に 誇るべき 事で ある、 歸が 我等の 食膳に 上る 前に 六 七 年の 生涯と 三千 餘哩 の移轉 旅行が ありし 

と は 驚くべき 事實 である、 世に 奇 積が 無い と 云 ふは僞 である、 人の 一 生、 鰻 の 一生 共に 奇饋 である、 

後者に 付き 簡短 明瞭なる 事實を 知らん と 欲する 者 は 余が 曾て 本誌に 於て 紹介せ し J  - A  . トムソン 著 

『科學 人 門』 第 百 五十 頁 以下 を讀 むべ しで ある、 人 . ミ ー ク著 『魚類 移轉 論』 の 記事 は 詳細に 涉 りて 

•,M,n  く ある。 

十一月 六日 (水) 雨 引綾き陰ltぉ：大候でぁる、近年稀れたる；^^^しき秋でぁる、印刷所ょり校正の 

來るを 待ちし と雖も 来らす 甚だ 手 持 無沙汰であった、 少しく 聖書の 研究 を爲 した、 學士岩 永 裕吉渡 

米に 際し 暇 乞に 見えた、 久し 板り に 彼に 面き して 非常に 嬉しかった、 彼に 託して 僅かば かりの クリス 

マ ス i? 物 を 米 圈の舊 友に 这 つた、 斩 くて：！ E 時に 二 個の 舊き 友誼 を溫 めしやう に 感じた、 岩 永の 去りし 


n  ^  ^  m  s  マ… 

後に 醫 率い 藤本 武平 二が 見えた、 彼 も 亦 久し りの 訪問であった、 彼 は 我家の 此 夜の 祈： t 會に 列した、 

後に 彼と 玄米 貧 の 利〕：^ に 就 て ：^^2 つ た、 i 右き 學土 等と 彼等 各自 の 專 E- に 就て ；^^i る は大な る 快樂 であ る。 

十一月 七日 (木」 曇 "巧 年 前に は 英國の 敵 は佛國 であった、 而 して 英 阈は獨 逸と 與 して 佛 國に當 

り 終に 之 を ぼして 了った、 一 八 一 五年ヮ ー タ ー ル ー の 戰爭に 英のゥ ェ リング トン 將， 威が 獨の ブル— へ 

,^將：ポと聯べ"して佛のナボレォ ン大帝を收りし時に歡呼の聲は英獨兩阈に於て同時に揚ったのでぁる、 

然 る に .ru 年後 のん， 日に 於て は英の 大敵 は獨 であって、 英は 佛と與 して 二者の 共同の 敵なる 獨に 當り而 

して 米の 之に 加 はる ありて 世界平和の 攪亂者 として カイゼル 治下の 中歐帝 國を斃 さんと なしつ、 ある、 

して 彼等 は 多分 其 目的 を 達する であらう、 獨逸 帝國の 潰滅 は 今や 時間の問題 たるに 過ぎない、 然し 

ケ より-,：: 年後に は 如何に 成 行く であらう 乎、 昨 口の.^ 方 はん：' 曰の 敵で ある、 今日の 敵は义 明日の 味方 

となる ので は あるまい 乎、 今や 陸海 軍の 大擴張 を 行 ひつ k ある 米 國は獨 逸 を 敵に 持ちし 英國と 衝突す 

るに；^^■るまぃ乎、 海洋の 自由 は 米 國の唱 ふる 所に して 英國の 嫌 ふ 所で ある、 百 年後に は然り 百年 を 待 

たす して 此 問題が ^^l^鬪の骨」 となって 英米 開戰 する に 至る ので は あるまい 乎、 而 して 其 時には 復活 

せる 獨 逸が 米國の 味方と なりて 英 國を攻 むる ので は あるまい 乎、 歷史は 繰 返す と 云 ふ、 そんな 事 は 無 

いと も^らない、 多分 有る であらう、 何れにしても 今 II の大戰 (ザの 終結 を 以て 戰爭 は廢ら ない、 其 反 

對に此 大戰爭 に 由て 更ら に大 なる 戰 (辛 は隨 されつ k ある、 聖書の 敎 ふる 所が やはり 眞實 である、 戰-举 

はん の 5^ 力に 由て は 止まない、 大統領 ウィルソン 如何に 偉大な りと 雖も 「麻より 息の 出 人す る 人」 

である、 來 るべき 者來 るまで は 戰爭は あまない、 而 して 彼 は 必す來 り 給 ふ、 而 して 平和 は 其 時 必す地 


に 臨む ので ある。 以上は余が昨夜ー勝本醫學ト-と共に-^^?りし所でぁる。 

十 一 月 八日 (金) 0  * 督： 冉臨 研究 東京 大會を 音年會 館に 開いた、 來會者 晝は五 百 名、 _ ^は 六 百 

&、 地方よりの 來< ^^も 多かった、 感冒 大 流行の 此際、 是れ 丈け の 會衆を 得し 事 は 大成功と 稱 せざる 

を 得ない、 頌榮 あり、 證詞 あり、 外國宣 敎師の 英語 講演 あり、 ピアノ あり、 ヴ ハイ オリ ン ありて 甚だ 

盛き である、 余 は 問會の 3 曰 意 を 述べ、 叉 夜に 入りて 「聖書と 再臨」 に 就て 語った、 此日會 衆に 最も 强 

き 感動 を與 へし 者 は 京都 松 岡歸之 氏の 證 一詞であった、 聖書 は 神と 人との 間に 成立せ し 契約、 故に 一 點 

一 劃 之 を 尊重せ ざるべ からすと は 我等 一 同の 主張であった、 我等 は 我國に 於け る 福音の 「新規 播 直し」 

の 責任 を 感じた、 夜 4- 時閉 會、 〔豕 に歸て 床に 就いた の は 十二時であった。 

十一月 九日 (土) 曇 數 日の 曇大鑌 きに は 厭に なった、 再臨 大會 第二 日で ある、 午後 二 時 開 會、 

群 馬 縣富岡 組合 敎. ^牧師 住 谷 天來氏 の證詞 があった、 組合 側の. 冉臨 信仰の 吿白 として 特に 注意 を惹ぃ 

た、 鑌 いて i や 公 會英圈 {ー= 一 敎師バ ン カム 氏の 英語 講演が あった、 氏の 英 ：！^ 挨 イスラ H ル説は 大分 問題と 

なった、 其 後で 余が 英； 品 講演 を爲す ベ く あ つたが 外國人 の 出席 餘り に 少数な りしが 故に 余 は 其 責任 を 

免 かれ 余 自身の 國語を 以て 語る こと、 なり 大 なる 安 意 を 感じた、 依て The  Second  cominf?  <>f 

(一 hl-iHt  .viewed  froiii  Speculative  sand づ oiut と 題し 英語 を 以て 科學折 C 學の 立場より 基督 再臨 を 論ぜ 

ん とする 余の 計畫を 止めて 同一 の 論旨 を 馬 太 傳廿六 章廿九 節に 依て 述 ぶる 事に した、 勿論 聽 衆の 大多 

數はプ C1 グラムの 此變更 を 喜んだ、 日本に 於け る會 合に 於て 外 阈語を 用 ふる 事 は 今囘 限り 廢 する 事に 


決心した、 外wぉ敎師の此會に對する態度は-r^^て冷淡でぁった、 然し 乍ら 明治 舉院の オルト マ ンス 氏、 

§ -公會 の バ ン 力 ム 氏 並に ミ ス • ボ イド、 北海道 野 付 牛の ミ セス • ビヤソン， 下關の コル テス 氏、 音 山 

女 學院の £ ス • スぺ ンサ ー 、 干葉の ミス . ピ ー タ ー ソン、 ^^書ズき社の ォ —レル 氏、 近頃 來朝 の ミ ス . 

ワイ ドナ ー、 共 他 ニニの 人々 大 なる 同情と 熱心と を 以て 此< ^に對 せられ、 共 多數は 一二 日 ^緩け て晝も 

夜 も 出席 せられて 我等と- 太よりの 祝 幅を頒 たれた、 是れ 丈け あれば 澤山 である、 是 等の 外國の 兄弟 姉 

妹 等と 共に 主の 再臨 を證 明し で 彼等に 由て 代表 せらる 、外 國數百 干 萬の 同信の 友と 共に 此 信仰 を 證明 

したので ある、 午後 七 時 科開、 藤井武 氏と コル テス 氏と は 「ユダヤ人と 基督 再臨」 に 就て、 余 は 「地 

理舉的 中心としての エルサレム」 に 就て 特^に 聖書 舉院 の敎員 諸氏に 由て 調製せられ たる 大地 圖を以 

て 語り 且 つ 說 明す る 所があった、 來聽者 晝夜共 に 昨ョと 多く 異ならな か つ た。 

十 一 月 十日 (日) 晴 久 a- りの 好天 载 であった、 武藏 野の 小春日和 は大に 我等の 讚美の 心 を勵げ 

ま した、 午後 二 時 會、 聽衆は 階下に 溢れ 階上 を充 たし 我等の 感謝と 熱心と は其顶 上に 達した、 5^ 題 

は 「基督 再臨と 條道」 であった、 ム會の 後藤 久米吉 氏 先づ腿 si 富なる 材料 を 以て 此信 仰のた めに 證明 

し、 次ぎに 大阪 の靑木 庄藏氏 平信徒の 立場より 此 信仰の 生命 を 賭して 維持し 且つ 宣俾 する の惯俯 ある 

の 理由 を 述べ、 緩いて 平 出慶ー 氏の 講演 あり、 最後に 余 は 哥林多 前書 第 4.- 五 章 五十 節 以ドを 以て； 冉臨 

の 信仰と 傅 道との ii に 密接なる 關 係の ある 事に 就て 語った、 語る 者 聽く者 感極まり 一 時は數 百の 心靈 

は ： 體 となりて 滿堂 ために 一 人となりて 動く 乎の 如き 感 があった、 五 時 十分 一 先づ 休會、 辯士 事務員 

等合せて三十餘^>：；、  €： に 外國の 兄姉 ra 名 ありて 共に 附近の 食堂に 集り 同 一 のテ ー ブル を圍 みて タ鈑を 


共に した。 七 時： 冉間 宇津木 中 田 (信 蔵) 雨 氏の 證詞 あり コル テス 氏の 有益なる 講演 あり 最後に 余 も 亦 

證 明して 大 感謝 の. 2： に 此大會 を 終 つ た。 此日聽 衆教も 多く 八 百 人 も あ つたら う、 流行 感冒 猖厥を 極め 

會 合と 云 ふ會合 孰れ も 衰微の 狀 態を呈 する 時に 方り 此れ 丈け の會 合を此 問題の 爲に設 くる を 得し は大 

感謝と 稱 せざるを得ない、 此 日又此 預言 研究 東京 大きより 來る廿 六日より 三日間に 涉り米 國紐育 市に 

於て 開かれん とする 扭育 大會に 宛 祝電 を 發す る の 決議 を 爲 した。 

十 一 月 十 一日 (月) 好晴 大會 の餘熱 未だ 冷めす 來會 同信の 友の 來訪 あり 偸 快であった、 午後 五 

時より 丸ノ. I： 中央 亭に 於て 大會 出席者 有志の 晩餐 X 皆が-他 された、 オルトマンス、 コ ルテス 兩氏外 六十 

、-、 .—  I ぐ >  r  ：  )  )  ：  »  ^  0  0^  0  0  ooo^ccoo-oo  0  0-0000  0  00000  0  0  0 ゥ 0 

5 & 名の 來會 者が あった、 貪卓の最上席は之をiゃー席となし再來の主を迎ふる#^備に當てた、 彼に 供し 奉 

るべき 食物 は 之 を 代價に 換算し 之 を 貧者に 施して 彼を歡 ばし 奉った、 コ ルテス 氏 之 を 評して The 

ョ： St-  hiiprcKsivo  so つ no  in  tho  wholo  llleothlK  (全會 合 中に 於け る 最も 感動せ る 光景な り) と 一一： 一 n は 

れた、 實に其 通りであった、 我等 食 ふて 彼れ のみ 除外 さるべき でない、 彼に も 亦 食 を 奉りて 彼 を歡ば 

し 奉り 义 我等の 間に 彼の 臨在 を 乞 ふべき である、 而 して 彼 を. 饗應 すべき 物 を 以て 貧者に 與 へて 彼の 御 

心を滿 足し 奉る 事が 出来る (馬 太 俾廿五 章 三 一— 四〇 節)、 斯くて 主我 等の 間に 在まして 我等 は 喜ん 

で 食 ひ 愛に 充 ちて 相 共に 語り、 自己紹介 あり 感話 あり 熱禱 ありて 此 最も 惠 まれた る會 きを 終へ た、 我 

しんき -」 .；* ほ 

等 は 今後の 擦 語と して 「新規 播 直し」 を 採用した、 叉 来年  一 十七 n より 三日間 大阪中 之 島 大阪市 公 

. ^堂に 於て 大 阪大 會を IE  くこと を 決議した、 實に 盛な りと 云 ふべ しで ある。 


= 々の ii- 涯  三 六 

十一 月 十二 日 (火) 晴 始めて 靜 になった、 家 鹿 的 il^ 翻 を樂ん だ、 公會 堂に 於け る 活動 も宜 けれ 

ば、 小なる 家，；^ に 於け る 和 樂も宜 い、 ナヤ ガラ の大 5t と 木 影の 細流、 孰れ も樂 しく 孰れ も 感謝で ある、 

此 日，；'  一 H 號雜誌 發 を 終へ た、 {豕 人 其 任に 當り八 水 は 小阐を ぶらつき、 書齋に 小事 を所辨 した。 

十 I 月 十三 日 一水) 晴 大食の 疲勞發 し ゥト， /\> として 一 ほ を 送った、 此 日の 海外 電報 對獨 休戰 

條約 調印 を 報じた、 是 にて 戰爭は 一 先づ 止み、 ビス マ —ク、 ヴィ. - ヘルムー^、 モルトケ 將軍 等のお， 

力 は 無 效に歸 し、 獨 逸帝國 五十 年の 歷史は 一朝の 夢と して 消えて 了った ので ある、 實に 墓ない 者で あ 

る、 ッラ イチ ュケの 政治 論 何處に 在る、 一一 イチ H の 折： 學何處 に 在る、 人の 建た もの は 人に 由て 毀た る. 

政治 も竹學 もあった 者で はない、 然 れどル ー テルの 說 きし 幅 昔、 其 福 昔の 示す 天國、 それ は 大地が 盡 

くると も盡 きない、 獨逸 帝國の 亡びた 事 は 世界人 類の ために 等く ある、 然り獨 逸 其 物の 爲に 最も 善く 

ある、 但し 今日 此際獨 逸ん 中 神と 福 昔と を 愛する 多くの 人 等に 對し 多大の 同情な き 能 はすで ある。 余 

は 神が 獨 逸の 犯せし 多くの 罪の 爲 めに 彼が 爲 せし 多くの 善 を 忘れ 給 ふこと なく、 彼 を 以て 亦大 なる 榮 

光を顯 はし 給 はん 事 を 祈る。 

十 一 月 十四日 (木) 午前 大雨 午後. 媳む 終曰ビ レ モ ン蔷の (仪 おに 從 事した。 對獨 休戰條 約の 條 

件を讀 み歐洲 人に 愛 敵の 精祌の 更らに 無き を 知て 悲ん だ、 斯くて 戰 V ザが 休止した のであって 平和が 來 

つたので はない、 眞 個の 平和 は 敵 を 愛する の 心より 來る、 敵 をた、 き 伏せて 喜ぶ やうで は 平和 は 決し 

て 来らない、 官敎師 を異敎 國に这 りて 愛 の 幅 昔を傳 へ しむる 米阔ん にもう 少し 愛 敵の 心が 有って 欲 


しい、 彼等 は 言 ふ 基督 敎の 心髓は キリ ス卜 山上の垂訓に ありと、 然れ ども 彼等 は國 (豕 として は 之 を 守 

ら ない、 其點に 於て は 英米人 も獨 逸人 も 何の 田れ ハ なる 所 はない、 闺 として は 彼等 は 純然たる ヒ ー ズンで 

ある。 

十一月 十 SB  (金) 晴 在米 5 一お 本 信 二 夫人 タケ子 渡米に つき 彼女 を 見送らん ために 横濱へ 行いた- 

信 一 一は 彼 地に 在りて 小なる 仕事に 從事 しつ 、 こ &十數 年 il 潜に 聖書 研究社の 事業 を援 けて 吳れた 者で 

ある、 ケゃ 彼が 新ホ ー ムを 作らん としつ & あるに 際し は 彼に 對し 感謝の 意 を 表せざる を 得ない。 品 

川より 横濱に 至る 電車 屮に 米國 宣教師に して * 督敎與 文協會 主事た るゥ H ン ライト 氏と 會 合した、 乘 

客 多数 のために 席 を 得る 能 はす 二 人 共樱木 町まで 立 ち 通 し で あった、 而し て 車掌 臺 に 立ち 乍ら 大 に 敎 

勢 を談じ 敎蘐を 論じた、 殊に 基督 搏臨を 論じた、 ゥ H 氏 は 一： ふた 「此 問題に 關 して は 余 は^と 海老 名 

iJj; との 屮§ ^に 立つ iSc なり」 と、 依て 余 は 氏に 問 ふて 首 ふた ン vhi(.ll dc  ymi like  一  >ettel- (鬼 は 言へ 一 一 

者 熟れが 贵 意に 叶います 乎〕 と、 氏 は 答へ て 言 ふた Of  course.  y(m  (勿論 貴君が) と、 余 は 勿論 得意 

であった、 家に 歸 りて 見れば 別 稿 左 近義弼 氏の 公開 狀が屆 いて 居た、 メソヂ スト 敎會と 云へば 大抵. ゆ 

臨 反 對と思 ひしに 計らん ゃゥ H ン ライ 卜 氏 は 同情 的屮 立であって 左 近 氏 は 全然 味方で ある、 メソ. チ 

ス ト敎會 亦 大に頓 むに 足る である。 

十 I 月 十六 日 "土) 晴 家の 靑 年の 誕生日に 當り 赤飯 を 炊き 彼の 友人 を 招き 一 家擧て 彼の 强储を 

祝した、 彼れ 今 第： 高等 學 校に 其 野球 W ぉ將 たり、 今年 は 其 投\. ^として 速戰速 勝し 殊に 督的 家庭の 


出と 1. て 能く 禁酒 を實 行し 安息日 を聖 守した、 我等 一同 彼の 爲に 神に 感謝せ ざる を？ 付ない、 願 ふ聖父 

の恩惠 彼に 伴 ひ 彼に 由り て此 家の 信仰の 後世に 繼承 せられん こと を、 我等 全家 を 舉げて 彼 に^ね 奉り 

し 者、 唯 主の 榮光 を顯 はさんが 爲に 用いら れんこと を 祈る、 女 千 は 死して 榮 光を顯 はせ り、 5^ 子 は 生 

き て 同じく 顯榮 の 器と して 使用 せられん こ と を 祈る。 

十一月 十七 日 r 日) 雨 濕ぱ くして 紫  1し 、天候 惡 しきに 拘 はらす 靑年會 に 於け る 講演に. E- なりの 

來聽老 があった、 叫 名 K はあった らう、 始に吉 岡弘毅 老人 約 翰傳九 章に 依り 氏の 信仰的 實驗に 就て 

1； ほ 明す る 所 あり、 深き 感動 を 聽 衆に 與 へた、 次いで 余 は徘利 I： 書に 就て 講じた、 大 にパゥ 口先 生の 情 

的 半 に 就て 辯 じた ft りで ある、 講演 終へ て 後に 北 見 在留 米國 宣敎師 ビヤソン 夫人 を 柏木の に 伴 ひ 

來り ，ノ. 食 を 共 に し 聊か 今. 夏 父子 並に 同行 三人 野 付 牛に 於 て 受け し 篤き 友誼 的 待遇 に 報ゐん とする 所が 

あった、 法 寧士三 谷險信 我等の 群に 加 はり ra: 人 食卓 を 園んで 偸 快なる 時 を 有った、 我等 は宣敎 師の歒 

ではない、 友で ある、 彼に 禮 あり、 我に も亦禮 なからん やで ある、 殊に キリストに 在りて 兄弟 姉妹で 

ある、 殊更に ピャ ソン 夫人に 於て は 主 再臨の 希望 を 共に せらる、 あり、 我等 親しま ざらん と 欲する も 

能 はわ. である。 

十 I 月 十八 日 (月) 曇 天 未だ 晴れす 惡 しき 秋で ある、 東海の 空に 變化 ありし やうに 思 はる、 疲. 

勞 の：；^ 曜 n である、 何事 も爲 さす 唯徙 しく 疲勞を 癒さん と努 むる のみ、 對獨休 戰條約 成立せ りと て歡 

ぶ蔡が -斗 に 響く と 同時 に 軍 M 組織に 由 る 陸 萆對抗 大演習 が 栃木 縣に 於て 行 はれたり との 報 を 以て 新聞 


紙は充 たさる、 斯 くして 「彼等 は 復た戰 鬪の事 を 習 はざる べし」 との 預言者の 言 は 休 戰條約 成立 を以 

て實 現しない ので ある、 待た る、 は 矢張り 主 再臨の 曰で ある。 

十一月 十九 日 (火) 好晴 久.^ りに て 秋ら しき 天氣 となった、 午前 警醒 社 を訪ひ 全書 屮： 版に つき 

編輯 室 設置の 相談 を爲 した、 略 ぼ 京 橋 組合 敎會 二階の 一室 を借受 くる ことに 定めた、 それより 築地 八 

番にゥ ヱ ン ライト 氏 を訪ひ 極々 の 問題に つき 談話 を 交へ た、 我等 は 半英半 和で 語る ことが 出來て 甚だ 

偸 快であった、 我等の 信仰に 多少の 相違な きに 非す と 雖も其 根本 は 一致して 居る ことが 判明った、 余 

が 今に 至て 知る こと は 信仰の 堅别 なる 點に 於て 外國 宜敎 師の大 |g に 於て n: 本の 敎師 等に 遙 かに 勝る 事 

である。 

十一月 二十日 (水) 晴 山形 縣飽海 郡 西遊 佐 村 梅 木 達 治 君より 例年の 通り 美事なる 最上 川の 鮭 一 

尾 を 送り 來る、 ^は 余が 數年 前に 僅 計りの 好意 を 君に 表せし 事 を 忘れす して 秋 到る 毎に 此贵 重なる 衊 

物 を 贈らる、 眞實 なる 人なる 哉、 恐縮に 艰 へない、 君 今 同一 族 八 人 を 擧げて 南米 ブラジルに 移住 せら 

る、 君の 壯圃を 祝し 祌の 恩惠 裕に此 ましき 敎友 ー團の 上に 下らん こと を 祈る。 此日 市外 駒澤 村に 病 

める 姉妹 某 を 見舞 ひ 祈禱を 共に して 歸 つた、 一 日の 間に 共に 喜び 共に 悲む、 是れ 現世で ある、 來 世に 

於て は 喜ぶ のみであって 悲む事 はない ので ある。 

十一月 二十 一日 (木) 晴 東京 市の 休戰 祝賀 會が 催された、 自分 は 前約に 循ひ 午後 三時 五十 分兩 


國 條驛链 汽車に て r 紫 町に り 彼 地 Mw™. 協會々 堂に 於て ii: 奴 を 爲し瑞 肌 (人 ミス • ビ ー タ I ソ ンの傅 道 

を 助けた、 七 時 M 會、 來聽者 五 餘名、 盛なる 會 合であった、 题は 「^界 戰 1^ に 現 はれた る祌 の-せ 判」 

出 埃 及 記 一 一十 章.,； -、 六 を 主題と して 語った， 者 として 休戰を 祝す るに： _ 取 も適當 なる 途 であった 

と 思 ふ、 其 夜 ミス . ピ ー タ ー ソンの 客と なる、 其 質素なる 端 典 風の 優待 を 受けて 嬉しかった。 

十一月 二十 二日 (金) 曇 朝 八 s-s:  — 叫へ ハ干 薬を發 し、 木更^！！；：線に由り房州に行ぃた、 ぬ濱 村の 

海 保 竹 松 M 行， 几：：：的は主として勝山町に於て孤獨傅近に從桌する八-竹^？-^！^を訪問せんが爲でぁった、 

先 づ終點 の 那 古船^に 到り 錢 浦の 風景 を赏し 直に 取 て 反し 勝 山 町 龍 島 に 八/君 を訪 ひ、 傳道 の现況 並に 

前途に 就て 語り、 ^^禱 を 共に し、 君と 君の 小 女と に 送られ、 海-: がに 沿 ふて 徒步保 £ 町に 至り、 其 所よ 

り 汽車に 乘り、 夜 九 時 柏木のへ，^ に歸 つた、 途中 上 總竹岡 5： に 線路に 近く 敎會 堂の ある を 見た、 是は今 

は メソヂ スト 敎< &に厲 すると 雖も、 其 創設の 名 #r に與 つた 者 は 余 自身で ある、 明：！ E 卄 四 年の 夏、 かの 

有名なる 第一 高等 寧 校 不敬 事件の ありし 翌年、 余 は 先 愛 加？ 1 子 を 失 ひ 綾いて 肉體の 健康 を 失 ひ、 ^に 

は^られ〔ま^^|は破れし後、 今の鐵道院抜：帥て學士飯山敏雄と共に此地に避^^し其時初めて信者の集ノ瘃 

を 間 き、 敎钤 建^ を 議決した、 而 して 其 結 3^ が 幾多の 變； t 一 を經て 人，' の 竹 岡 メソヂ スト 敎會 となった の 

である、 ^に < ぶの 無敎會 主義 を 怒る 基督 敎 信者 多し と雖 も、 彼等 はおが 南總の 基督 信者の  一 W を勸め 

て 始めに 机 合 敎<^ に、 後にメソヂ ス ト敎<^5:に人らしめたる事を知らなぃでぁらぅ、 人/ M 許ら す も汽率 

の 窓より <5;- の 勸 jj| に 由て 始まりし 敎會堂 を瞀兒 し て 个昔 の 感に堪 へなかった。 


十一月 二十 三日 (土) 晴 新嘗 祭で ある、 家人 を 盡く鎌 倉 見物に 送り出し 獨り 家に 在りて 留守番 

の 役 を 務めた、 稼 本 善子來 りて 家事 を 見て SK れた、 米國 ベル 氏より 長き 書面が あった、 信書の 意味と 

快 樂とを 知る 者 は 矢張り 西洋人で ある、 雜誌 編輯が 始まり 稍忙 はしくな つた。 

十 一 月 二十四日 (日」 曇 靑年會 に 於け る 曰 講演 不相 變樂 しくあった、 來聽者 四 五 百 名、 大抵 

は 聖書 持參の 者、 之 を 見る さへ 氣 持が 好く ある、 啡利門 書を續 いて 講じた、 大傳 道師の 心情 を 示す 書、 

友誼 維持の 秘密 を傳 ふる 書、 社會 改良の 根本 義を敎 ふる 書と して 之 を 講じた、 若し 基督 敎國の 民 等が 

バウ « の 精神 を 以て 福昔宣 傳に從 事したなら ばん； '罔 の 大戰爭 を 避け 得た であらう と 言 ふた 時には 赞成 

の^ 采！： ，1 七まなかった、 誡に氣 持 好き 會八 口であった。 

十一月 二十 五日 一. 月) 晴 基督- 冉臨 研究 大會の 決議に 某： き 自身 東京 中央 郵便局に 赴き 明日より 開 

さるべき 鈕育 大食に 宛て 祝電 を發 した！：： く、  Pr こ photir  (wlferellce,  cam (お io  Hall, N2V  York. 

Gl.eeth お pud  love,  Toldo  conference  (扭育 力.' ネギ ー 公會堂 預言 大會宛 「祝意と 愛を呈 す」 東京 

大會 より) と、 多分 此 言葉が 明 日 開會 劈頭 に大會 堂の 高 壇上より 数千の 會 衆に 向て 朗讀 せらる &時拍 

^喝采に 堂 も 崩れん 計りで あらう、 信仰 一、 主 一、 希望 一 、 此希§1^|を 一 にして 全^界の 信者 は 一 團と 

たり 兹 に敎會 合同 問題 は 根本に 於て 立派に 解決せられ たので ある、 ハレルヤ。 


::: 々の 生涯  M  二 

十 I 月 二十 六日 (火) 晴 雑誌 編輯で 多忙であった、 併せて 多くの 來客 があった、 春 洋丸桑 港よ 

り S 航、 な-个^^^；ヒ了ゃの敎友ょり喜ばしき音：^と贈物ぁりしと；^時に义 一 の 悲報に 接した、 和歌 山 縣の大 

紫^ 太郞ト =： 卄九 H 加 洲羅府 に 於て 流行 感冒に て斃れ しとの 事で ある、 彼れ 大に我 社の 事 を W 心 ひ 功 成 

りて 大に 之を援 けんと 欲したり しも 其 事 成らす して 逝きし は 幾重に も殘 念で ある、. 天に 在す 父の み 萬 

事 を 知り 給 ふ、 彼の 去りし も 亦 彼我の 爲に 最善で あつたに 相違ない。 

十一月 二十 七日 (水) 晴 昨日 米國の 友人より 贈り 來り し寫聲 盤 の^に アルマ. グ ルック 並に ル 

ィぜ . ホス マ ー の 八：： i? に 成りし Jesus,  lover  cf  my  soul (我が 靈魂を 愛する ィ H スょ) の 音譜が あ 

る、 之 を 蓄音器に 懸けて 聞いて 我が ハ ー トは 動き 我が 眼 は- 淚を禁 する ことが 出來 ない、 我 は 此歌を 聞 

き 乍ら 死に 就きた く  ふ、 我 は 主 II に 語て霄 ふた 「鳴 呼 ルツ 子に 此歌を 聞かしたかった、 然し 彼女 は 

今 は是れ W 上の 歌を閒 きつ k あるので ある」 と、 キリスト を：：： H じ來^ に關 はる 確信 を 懷くを 得て 我が 

情 性は淨 めら れて斯 かる 昔 樂を樂 しみ 得る に 至る、 我等に 旣に此 世から して： 大國の 快樂が ある、 我等 

の.？ T に旣 に： 人 國の音 樂が 響く、 何等の 福ぞ。 〇 此 夜ん， 井 館に 臨時 析禱 きを 開いた、 會 する 者 二 卜 人。 

十 I 月 二十 八日 (木) 半晴 雜誌 原稿 製作に 全 2： を 費した、 甚だ 氣 持が 良かった、 近 顷は何 や 

ら：^ きて ：15 る 其 事が 偸 快で ある、 年を取る こと を 知らない、 n! の經っ こと を 知らない、 何やら 此俊祌 

の國に 移される ので は あるまい 乎と 感 する、 仕事 は 後へ 後へ と 5^ 來て來 る、 最早 来年の プ E1 グラムが 

大略 出来た、 斯 くして 生命が 十あって も 二十あって も 足りない、 余 は 犬 W に 行いても 斯る 生涯 を 緩け 


たい、 Laborare  est  oral.e 働く 事 是れ拜 する 事で ある、 而 して 不思議なる 事に は 倒 かすと も {且 いと 

云 ふ 余の t5 仰が 余 をして 最も 多く 働かし むる ので ある。 

十 一 月 二十 九日 (金) 晴 引 續き雜 誌 編輯に 全日 を 費した。 東洋 汽船の 或る 若き 機關士 より 左の 

如き 書面が 來た、 

前略 私共 海に 暮す 者の 信仰 は 至て 單 純です、 海の 深さ を 知り 空の 高さ を 仰ぎ、 海の 荒れと 靜 かさ 

を 見て 自然に 祌の大 さと 人の 小さ を 今更の 如く 感じます、 誠に 我等の 航海す るの は 目的の 地に 達せ 

ん とする 審 です、 而 して 乘 組む 者 は 客 も 船員 も 愛する 者と 相 逢ふ爲 です、 其 希^な くして 苦しき 航 

海に 何で 堪えられ ませ ふ、 希望々々 です、 而 してぎ 時 か必す 達し 得らる. - 希望です、 我々 人生の 航 

海 も叉斯 くの 如しと 信じて 疑 ひません、 キリス ト搏び 來り給 ふ ：：•- 然り 愛する^と 搏び相 逢 ふて… 

…盡 ざる 生命 …… 此 希望な くして 河で 此 いやな 世に 堪えられ ませ ふ 云々 

「舟に て 海に 浮び 大洋に て 事 を 營む者 は エホバの 聖業を 見、 又 淵に て その 奇 しき 事跡 を 見る」 と 詩人 

は 歌 ふて 居る が 實に其 通りで ある、 神擧者 や 敎師の 見る 事の 出来ない 天と 靈 との 事 を是等 「大洋に て 

業 を營む 者」 は 見る ので ある (詩 第 百 七篇卄 三、 卄 四 節)。 

十一月 三十日 (土) 晴 編輯 終り 少しく 氣が樂 になった、 亜麼士 書の 復習 をな して 大に敎 へらる 

る 所があった。 プ ー シ ー の 小 預言 書 註解 は 侮るべからざる 良書で ある 事を發 見した。 〇 夜 上野 精 養 軒 

に 法 擧士字 佐 美 六郞の 婚 披露 會に 出席した、 聖 くして 樂 しき { 象 庭 を 作らん と 欲せば ナザ レの イエス 


を 其 主人公と して 据 まつ るより 他に 途 なしとの 勸 一一 一一 〔を 爲 した。 

十二月 一日 (日) 半晴 此：： ：= 靑年會 に 於け る 會合は 盛なる 者であった、 來聽者 六 七；. n 人 もあった、 

法 寧 一谷 隆信 所感 を 述べ、 次いで 余 は 「國. 5- 的， 罪惡と 神の 裁判」 と 云 ふ 題に 就て 亜 麼士書 一章 二 章 

を W き述 ぶる 所があった、 露獨 填の 三國は 今より 百 一 一十三 年 前 何の 理由な くして 波 蘭 を 分割せ し 其 刑 

罰 と し て 今 や 國 は 亡 び 王 朝 は 錢 れ し 事 を 述 ベ た 、 而 し て 英 佛 米 叉 多 く の 罰 せ ら る ベ き 國 家 的 惡 を 犯 

せ し ：0 を 語り、 而 して ロ本國 も亦悔 改めす して 其 犯せし 义 犯しつ k ぁ る國家的？^-惡 に 對す る 適當な る 

刑 W よりおる」 能 はすと 斷言 した、 非常に 緊張した る 講演であった、 聽衆は 如何に 感じた か 解らない- 

余 自身 は 能く も 斯く思 切 つ て 言 ひたり と 思て 反て 偸 快で あった、 福 昔 宣傅者 は 恩 鹿 計り を述 ベ て はな 

ら ない、 時には 神の 惠怒を 述べなければ ならない、 英も米 も n も 恐る、 に 足りない。 〇 講演 終へ て 後 

に iiiiK 山树 と廿卞 所に タ食を 共に して 大に寬 いだ。 

十. 二月 二日 (月) 雨 相變ら す疲勞 の： =: 曜 rn であった、 蓄昔 器に ゼムブ リツ ヒ、 ジ ユリ ャ. クル 

プ 等の .i" 樂を 開いて 疲れし 靈を 癒さん とおめた、 午後 宇佐美 新 夫婦の 訪問に 接し 彼等の 爲に 祝福 を 祈 

つた、 夜 巾^ 祌 WI^^ 邸に 於て 將 さに 渡米 せんとす る 法 學士黑 木 三次の 送^ 會を 開いた、 會 する 者 二 

十除*^^ せな 深き； 一:- 仰の 友であった、 食後 祈 禱會を 開き 熱き 祈禱が 捧げられ、 溫 かき 感想が 述べられ 

た、 .：s:i に Blest 15  the  tie  thili-  binds.  Our  hslrr  iii clll.istkn  lev, である、 斯 かる 美 はしき.；^ 

^きが 他 のん に. E て かる k であらう 乎、 取 も な る 親睦 會 は 祈禱き に 變ぜざ る を 得な い 。 


十二月 三日 (火) 晴 寒し、 新たに 設けられし 警醒 社 書お 編輯 室に 行き 終 口 を 全書 編輯の 爲に費 

した、 今より. H 二 年 前 朝 報 社の 編輯 窒を 去りし 以來 初めて 一 日 を 市内の 一 室に 送り 異様の 感に打 たれ 

た、 自分 の 著書 を； i め て 全書 を 作らん とする ので ある、 六 百 10; 位 の ものが 十 S 五册も 朱 やう と 云 >^ 

ので ある、 今日の 如き 紙價 騰貴の 時に 際し 斯る 大冊 を 作る は 確に 一 の" 罪惡 では あるまい 乎、 後世 余 を 

稱 して 「無用の し」 と 云 ふ 者 は あるまい 乎、 十五^と 云へば 凡そ 四百 萬 字で ある、 之 を 三度 校正 

するとせば 一 百 萬字讀 まねば ならぬ、 大事 業で ある。 

十二月 四日 (水) t 锥誌 校正に て 全日 を 費した、 校正 (後世) 恐るべし である、 隨 分の 仕事で 

ある、 然し 之 を 他人に 任す 事 は 出来ない、 充分の 注意と 責任 を 要する 仕事で ある。 六號 活字の 校正 は 

殊に 閉口で ある。 

ふ • ふ   

十二月 五日 (木) 晴 半日 は 校正に、 半口 は 訪問者の 接待に 過した、 訪問者の 內 に戰鬪 艦の 機關 

長 あり、 贵顯の 若夫婦 あり、 失敗せ る 事業家の 夫人 あり、 朝 報 社 時代の 舊 車夫 あり、 孰れ も 誠 實の人 

たちであって 余に 取りて は 彼等 を 遇する に 何の 差^ はない、 余 は 各自の 要求に 順 ひ 余の 最善 を爲 すべ 

く 試みた、 叉 三 四 本の 手紙 を 書いた、 是れ又 善を爲 すの 善き 機會 である、 余 は キリストの 僕と してす 

ベての 機會を 利用して 彼の 聖 3 曰を爲 すの 特權 を與 へられて 神に 感謝す る。 〇 夜に.，、 りて 船長 山 倂來り 

快談に 夕食後の 一 時 問 を 過した。 


十二月 六日 (金」 i 家の 大 除 を 行った、 之 を 〔パぶ 人と 出， 人の 者に 任し 余 は 勞働窒 に 在りて 校正 

と？ M 書と に從 事， 'た、 殆んど 十 年 振りに てラ ンゲの 註解 書 を 手に した、 S ぉ學校 時代に 彼の 創世記 を 

讀 みて 以来 今 口まで 之に 手 を觸れ なかった、 實に大 著述で ある、 マイヤ ー、 ゴ ー デ ー と共に 謹讀 すべ 

き 書で ある、 最も 深い 信仰 はや はり 獨 逸に 於て 在る、 其 事は爭 はれない 事實 である、 ベンゲル、 ネア 

ン. デル、 ト ー ルック、 ヘン グス テン ベルグ、 ランゲ、 斯んな 大架書 舉者は 英國ゃ 米國ょ り は 出な か つ 

ccooooooooeoon-ooooooooooooooo 

た、 軍國 主^の 斃れし 後の 獨逸は 一 た舊 時の 靈的 偉大に 還 るで あら う 。 

十二  H? 七日 (土) 青 校正 朱 だ 終らす、 ； 化の 雜誌 を屮： す は 容易の 事業で ない。 〇 初冬の 夕陽 相 

らす 美く しく ある、 之 を 外山ケ 原より？ んで 聖國を ばざる を 得ない、 此夕 新月 碧 {41- に懸 り、 富士 

山系 以 西の 紅と 相對 して 得 も 一一 一一 n は れぬ好 き 景色 で あ る 、 斯る美 はしき 天然と 死 して 永久に^れ るので 

あると 聞て は堪 へられぬ 悲み である、 然し 乍 ら主 再び 來り給 ふ 時 に 我 も 亦 愛す る 者と 共に 萬 物と 共に 

榮 光の 自由に 人る ので あると 聞て 身が 躍り 立つ 程 嬉しく ある、 余 は 獨り杖 を 曳き默 示 錄第让 一 章 を 暗 

謎ん じな が ら 原の 眞， 中 を 橫斷り て { 糸に 歸り 感謝 し て 〔I 人と 共に タ餉 の 膳に 就いた リ 

十二月 八日 (日」 晴 靑年會 に 於け る 聖書 講； „g、 不相 變盛會 であった、 聽衆 五百餘 名、 演题は 

「ケ. リ ス マ ス 準備 講：： g 其 ーィ H ス の 系圖」 であった、 馬太傳 一 窣 一 —十七 節の 研究であって 稍々 神學 

レ i^Q 講義に 類して^ 衆に は氣の 毒であった、 然し 偶に は斯る 講演 は 彼等の „5 ^耐を 試む るた めに 必要で 


ある、 講演 は說敎 ではない、 必 しも 面 I： い 者で はない、 時には 乾燥無味の 講義に 堪へ 得る 者でなくて 

は 聖書の 眞味を 味 ふこと は 出来ない。 

4 '二月 九日 (月) 晴 北風に て 塞し、 i 豕に 在りて 休む。 平和と 言 ひ 一致と 言 ひ 退いて 自已を 守ら 

んと 欲して 成らない、 進んで 主の 爲に盡 さんと 欲して 成る、 我が 爲 ではない、 叉 我敎會 又は 我 團體の 

爲 ではない、 我 主 イエスキリストの 爲 である、 彼の 爲には 何人と も 共に 働き 如何なる 事 をも爲 す、 勿 

論 不信の 人、 異端の 人、 根本的 惡 人と は 共に 卿く 事 は 出来ない、 然れ ども 然ら ざる 以上 は 人 擇を爲 し 

て はならない、 政略の 爲の宏 量 大度で はない、 主の 事業に 對 する 熱心より 出る それで ある、 後た る 者 

を 忘れ 前なる 者 を 望みて 聖徒 は自づ から 一 致せざる を 得ない。 〇 此日余 は 叉 決心した、 余 は 一 生の 間 

決して 敎會堂 を 有つまい と 決心した、 會堂を 有ち て 余の 信仰 は 固 結 せざるを得ない、 信仰 は 自 ゆにし 

て 流動的なら ざるべ からすで ある、 故に 會堂は 信仰の 犬な る 妨害 で ある、 故 に 大宗 敎家 はす ベ て 寺 を 

も 會堂を も 有たなかった、 法然、 親 驚、 口 蓮す ベて 然り である、 余 は 小な りと 雖も 彼等に 傚 はざる ベ 

からすで ある、 此 決心 を爲 して 今日まで 會堂 建築の 爲 に送來 りし 數千圓 の 金 を 夫れ く 寄附 者に 還附 

する の 手段 を 取て、 而 して 後に 大 なる 安 意 を 感じた、 「畑 は 全世界な り」 である (馬 太傳 十三 章 三 八 

0  0  亍ゅ  あな, ら  みどり ゆ C 

節〕、 而 して 若し 我が 會堂 ありと すれば 其れ は 木の 蔭で ある、 或は 碧空の 下の 綠 if である、 敎會 堂、 

然り敎 會堂は 傅 道の 妨害で ある、 若し 他人に 取りて 爾 うでないならば 余 自身に 取りて は爾 うで ある、 

主よ、 余 は 汝が此 事 を此時 余に 示し 給 ひし 事 を汝に 感謝し 奉る。 


十二月 十日 (火) 晴 mi 木 三次 歐米 漫遊の 途に 就く、 同志 一同と 共に 彼 を 東京 驛に 見送った、 後 

に繁醒社編輯{^-に行き靜なる 一 室に 午後 三時まで 一 一 ト六年 前に 成りし 舊著 『傅 道 之 精祌』 の 訂.. ^に從 

事した、 恰も 他人の 著書 を讀 むの 感 がした、 其 時 余 は 力 ー ライルと 詩人 n  H ル との 感化の： 卜に 書い 

たので ある、 故に 人道的 ならざる を 得なかった、 然し 乍ら 「無形の 祌は之 を 有形の 人に 於て 祥 せざる 

ベから す」 と 書きし 時に 余に 博 臨の ィ H スを迎 ふるの 下地が あつたの である、 余の 今日の 信仰 は 今 口 

始 つたので ない、 其 》s 芽 は 初より あつたの である、 自分の 舊き 著書 を 請んで 今昔の 感に塔 へ ざる 者が 

ある。 

十二月 十 I 日 (水) M 雜誌 成り 發 送した、 大雲降り暖かき{^-に.；^りて靜かな什事を爲した、 紙 

とべ ンと インキと 參考嗇 と ありて 余の 極樂 世界が ある、 余の 事業 は 福音 宣傳 である、 余の 慈善 も 夫れ 

である、 余の 愛國も 夫れ である、 余が 祌と 人類と 國 と社會 とに 盡す途 は 之 を 除いて 他に 無い、 余は忠 

赏に 幅音宣 傅に 從 事して 余の 爲 すべき 全部 を爲 したので ある、 此夜 兄弟 M の 祈禱が 催された、 大雪に 

も拘 はらす 來 りきす る 者 一 一十 餘名。 

十二月 十二 日 (木) 暴 h 人 を 信す る は 疑 ふよりも _ 禅く ある、 信じて 瞞 さる、 は 疑 ふて 安全た るよ 

りも蕃 く ある、 < ^はケ ！ T まで 多くの 信すべからざる 人 を 信じて 多くの 苦痛 を 身に 招いた、 然し 余 を^ 

した 人 は 一 人殘らす消ぇて了って瞞されし余は幸にしてケ：=猶ほ希&_.-の屮に神の御|^^^業に携，はりっ 、 

ある、 ^^さる は 恥- ではない、 之に 反して 人 を 信じ 得ない 事は大 なる 不幸で ある、 眞の 英雄、 


偉人、 聖者 はすべ て 人に 瞞 された、 音樂 ネベ ー ト— ベ ンの 如き 編され て破產 したりと 雖も彼 は 偉人た 

る を 免 がれない、 然 らば 信ぜん かな、 騙されても^ ぜんかな。 

十二月 十三 日 (金) 雪 後好晴 昨夜 横 須賀傳 道教 會に來 り  一 ：i す、 ミ ス • ホ 、ング 外 ： 同 款待 至 

ら ざるな し、 一 年に  一 2 义はー ー囘此 所に 來り 相互の 信仰に 由り て 相 共に 慰め 叉 慰めら る、 過去 十七 年 

よろこび  i じ はり 

：問 此歡喜 は速績 して 令 n に 至った、 余に 亦 余の M 體 以外に 聖き 交際の ある 事 を 多くの 人 は 知らないで 

あらう、 朝飯. を 終 へて 後に 伯母 ホシダ と共に 久里濱 に 至り 十 八 年 振り にて ペルリ 上陸 紀 念 碑 を 仰 い だ、 

洽 かも 軍艦 生 駒の 其 E 體を現 はして 我等 の 前 を 通過す る あり、 今より 六 十 五 年 前 に 米國 め 黑船 の 此海 

i しい  fr ぶ ら, ゝ 

に 投錨 せし を 思 ひ 八/昔 の 感に堪 へなかった、 浦 賀海峽 を 隔て 、 房總 の 風景 を恣ま \ に する こ と 暫時 に 

して 徒歩 平作 川に 沿 ふて 歸途に 就いた、 三 浦 半島の 山々 の 初冬の 口 光に 輝く 所、 稀に 見る 景色で あつ 

た、 午後 二 時 叫 づ分橫 須賀を 辭し鎌 倉に 下車し 一 人の 「娘」 を 見舞 ひ、 夕暮れ 過ぐ る 頃 家に 歸 つた、 

沟に樂 しき 二十 g: 時 問であった、 到る 所に 「伯母」 あり 「娘」 あり 世界 は 我家の 如くに 感ぜら る。 

十二月 十四日 (土) 晴 軍艦 須磨乘 組 海軍 少佐 田 中 謙 治より 支那 漢ロ發 の 書面が 逹 した、 彼の 感 

想と して 左の 一 首 を 載す 

濁り つ K 幾千 代 を經し 揚子江 

君 を 待ちて や 澄み わたるらん 

- 雄大た る 美 はしき 思想で ある、 眞の 平和が 禹域 四： C 餘 州に 臨む は 其 時で ある、 支那 問題の 最後の 解決 


は玆 におる ので ある、 ん と- S さしき fsvj ましき 美 はしき： 舉 人の 心で はない 乎。 〇此 日 接 手せ る 紐育發 

行 Our  Hope 雜誌に 余が 去る 八月 輕 井澤に 於て 爲 せる 英語 演 說の拔 萃が碟 せて あった、 記者 は 之れ に 

附記して： n く 「余輩 は此 日本の 兄；？ S の 基督： 冉 臨に 關 する 明，： n なる 證 詞 に對 して ハ レルャ と 叫ぶ」 と、 

余 は < ^の 微かなる 聲が 海外にまで 響き渡りし を 感謝す る。 〇此= 乂英 W より A  • プラム マ— 著 「馬 太 

傳； iJi 解」 が 達した、 是 れ义； i 昔 書硏究 上の 一 大勢 力で ある、 -爾， や.^ を 助く る こと gi くないと 信す る。 

十二月 十五 日 (日) 嗪 進 書 講演 不相變 盛會、 來聽者！^-百餘名、 ハ 富 政 助 君と 高 壇 を 共に す、 君 

みづ 

は 丄 e: 年會. H iiil- と し て 聯合 軍 を 慰問し 其 際に 實昆 せる ニー-: に 就て 語った、 君子 國を 以て 自 から 誇る 

u 本の 遠く 英米 佛に 及ばざる を 示されて、 聽衆 一 同 深き 感に 打れ た、 續 いて 余 は クリス マ ス 準備 講演 

として 「ィヱ スの母 マリヤ」 に 就て 語った、 處 女の 心 を 能く/解 せる 路加 傳 第一章の 記事に 就て 述べ 

た、 < ^終って 後に 靑年會 宗敎部 主任と 會 見し、 來， や も 亦引續 き同會 主催の 下に 此 講演 會 を繼繽 する 事 

に 決議した、 余 自身に 取り 方法 は 余の 問 ふ 所でない、 余 は 唯 神の 一一： 一 II の說 かれん 事 を 欲する、 斯くて 來 

•y- も 善 き 高 壞 の 余に 與 へられて 余 は 深く 神に 感謝す る 。 

十二月 十六 日 (月 j 晴 歲 末につ き編稱 を-一週間 早く 始めた。 旅行 用具 を 買 まめに 三越に 行いた、 

暈が する 様な？^ 雜 であった、 三越 吳服店 は 三越 虚榮 店で ある、 仍し貿 求めし 飽は 可愛く ある、 彼は來 

る卜數 年間 < ^の 旅行の 友で あらう、 彼が 先き に 消磨ので あるか、 余が 先き に 消磨ので あるか、 何れに 

しろ； e 白い 競- 3^ である、 彼の 屮に福 昔 は 日本 到る 所に 運ばる \ であらう、 喜びの 音信 を 運ぶ がた めに 


s いらる-彼れ 飽は 幸： i なる 奴て ある。 

十二月 十七 日 (火) 曇 クリスマス 週間で ある、 一年中の 交友 時期て ある、 多くの 喜ばしき 昔 信 

が^ 方の 友人より 來る、 〈千 都宫 市の 靑木義 雄 君より 左の 書面が 來た。 

拜啓、 陳ば 本日 旅行 袍ー 一個 を 送りました、 右 は 先生が 基督 再臨 之 福 昔 宣傳に 東奔西走の 御 働きに 隨 

作され て 聊かな りと も 御 便宜 を 計りた き考 からであります、 願く は 先生が 父の 大 なる 恩 惠を 5^ て 人 

nl 萬以. ^の 都市 をめ ぐり 悉 して 後、 ：冉 たび 常 市に 於て 汝 (袍) を る こと を はば 幸福と 存じ 申 候 

匆々、  . 

友 は 我が 要求 を 知った、 斯くて 余 は 忽ちに して 袍大 翁と 成った、 余の 買 求めし 者 は 小に して 劣、 友の 

^り し 者は大 にし て 優、 大小 共に 靈的彈 藥を詰 込て 東奔西走に 愉快なる 時 を 有つ であらう 、 希 Slii 多 き 

歲の暮 なる 哉。 

十二月 十八 日 〈水」 晴 無風の 好き 日であった、^ 人 會を今 井 館に 於て 開いた、 來會者 二十 八 人、 

〔mm の：^ き會 であった、 <s 約翰傳 十六 章卅ニ 節に 就て 話した、 义 『小 供の 聖書』 の讀 方を傳 習した 

後、 歡談に 移り 五 時 解散した。 〇 此日备 地 友人より 品 々接り 來る、 其. 2： 最も 氣に 入りし は 和歌 山縣の 

^橘 君より 送 来りし 自製の 雨傘 H 本と 义長野 縣の原 田 君より 送 来りし 雪中の 八ケ おに 於て 採樓 せし 高 

山械物 二種であった、 余は斯 かる 贈物に 接して 殊に 有難く 感 する、 恩 惠裕に 敎友ー の 上に 加 はらん 

お を 祈る。 


十二月 十九 日 木 一 暴 _| 爲 したい こと を爲 した 時に 幸 幅 は來ら ない、 義務に 强 いられて 爲 したく 

ない 辜を爲 した 時に 犬なる 幸 幅は來 る、 行きたくない 祈 禱會に 行きて 大 なる 幸福 を 得て り來る 事が 

ある、 訪問したくない 人 を 訪問して 大 なる 感謝 を 以て る 事が ある、 感情 は當 にならない 指 港 者で あ 

. る、 義務の 命す る 所 を 行って 我等 は 誤らない ので ある、 義務なる 哉、 然り 義務なる 哉。 0 東京 驛樓上 

に 於て^ 朝 報社舊 同僚 二人と 會 食した、 其 一人 は斯波 W 吉君 であって 八；' は 萬 朝 報の 編輯 長で ある、 其 

他の 一人 は山縣 五十雄 君であって 朝鮮 京城ス ー ル • プレスの 持主 兼 主筆、 日本 第一 の 英文 記者で ある、 

•€ して 余 は 『聖書 之 研究』 の 主筆であって 今^ 「記者」 の 一 人で ある、 我等 相識り てより 玆に 二十 三 

年、 純士的 交際 を繼棱 して 今日に 至りし を歡 ぶ、 禮 あり 情 ありて 人 は 宗 敎を異 にす る も 善き 友人た る 

拿が 出来る。 

十二月 二十日 (金) 雨 原稿 製作に て 多忙〕 午後 八， 井 館に 於て 高山 鉀- 五：： 夫人 タミ 子の 葬式 を 執行 

した、 彼女 齢 三十 八 歳、 基督： 冉 臨の 信仰 を 懷き希 は を W て 眠に 就いた、 快活に して 同情に 篤き 婦人で 

あった、 我等 一同 彼女 を惜 まざる を 得ない、 藤 井 翁 司會余 はテサ a  -ケ 前書 w 章 十三 節 以下に 就て 說 

敎 した、 搏來、 再生、 再 會を傳 ふる 聖， 語で ある、 余 は 確信 を 以て 此 信仰 を 傅 ふる を 得て 感謝す る、 死 

を 慰む るに 足る 唯 一 の途は再會の希&^！を供するにぁる、 確乎たる 再會の 希望な くして 死の 悲痛 を 癒す 

能 はす、 而 して キリストの 幅 昔の み此 希^ を 供す るので ある。 


十二月 二十 一日 (土) 曇 年將 さに 暮れん として 余に 一大 感謝が ある、 其 事 は 余の 生涯が 敗北で. 

なか つ た 察で あ る 、 余 は 政府に 頼らす 敎會 に據ら すして 余の 生涯 は 必然 失， 収 で あると 思 ふた、 余は來 

^に 於け る 成功 を 胡した、 然れ ども 現^に 於て は 失敗 を覺 悟した、 然るに 見よ 余の 現 はに 於け る 生涯. 

までが 敗北に 非す して 勝利で ある ことが 日々 に 明かに なりつ K ある、 < ^は 此の世に 壓 伏されす して 此 

生涯 を 終り 得る を 神に 感謝す る、 然し 是れ 余が 世に 勝った ので はない、 旣に 世に 勝ち 給 ひし 主ィ H ス 

が 令の に 在りて 勝ち 給 ふたので ある * カイゼル 斃れ、 軍國 主義 幾れ、 帝國 主義 幾れ て 余 は 夜が 明た • 

やうに 感 おる、 終まで 忍んで 我等 は 勝たざる を 得ない、 然れ ども 鳴 呼 夜の 如何に 長 かりし よ、 其 事 を 

.hv ろ る  ねす 

m:i ふて < 水 は感淚 の滂^ たる を禁 する を 得ない。 忙中 閑 を 偸んで 3: や 水 氏へ 蓄音器 を聽 きに 行った、 ガリ 

J  う ケ ひす 

クルチの 聲 樂を聽 いて 驚いた、 彼女の 聲は 人間の 聲とは 思 はれない、 鴛か、 オリ オル 鳥 か、 矢張り 宇 

宙廣 しと 雖も 人間の 咽喉に 優る の樂器 はない ので ある。 〇此 日 一 月分雜 誌の 原稿 六 分の 五 を 印刷所に. 

途 つた、 之で 多分 來月も 日限 通りに 雜 誌が 發 行ので あらう、 一先 づ安 心した、 今から が眞の クリス マ 

ス である。 

十二月 二十 二日 (日) 雨 本年 最後の 會 合であった、 來會者 gikn 餘人、 余 は 路加 傳ニ章 十 ra: 節 天. 

軍 讚美の 歌に 就て 講じた、 今や 平和 は 到来した が是れ 天使の 告げし 平和で はない、 基督 者の 求む る 平 

和 は英國 の 首相 ゃ米國 の 大統領 の 供し 得る もので はない、 是れ 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平和で あつ 

て祌に 善く 思 はる、 者の み享 くる 事の 出来る 者で ある、 「地に は 和平、 人に は 恩寵」 と 云 ひて 其 意味- 

を淺 ¥ に 昨して はならない と 語った、 講演 終て 後に 講堂に 於て 有志の クリス マ ス晚 餐會を 開いた、 會 


= 々 生涯  Ki: 

す る 者 百 三十 餘名、 特 に {4.: 席 を；？；：！ け 主 の 座と 定め 彼 に 供す ベ き 者 を 貧^に 頒ち て 彼 を歡ば し 奉った、 

記憶す ベ き會 合で あつ た、 是れで 今年の 公的 會合を 終った、 一 月 六 リ第 一 安息 = に 同 講堂に 於て 聲を 

揚げし W 來、 北 は 北海 迅 より 南 は 岡 山まで.： 咼 壇に 立つ 事 五十八！： ニ萬餘 人に 福音 を說 いた、 其 點に於 

て 今年 は 余に 取り レ コ ー ド 破りで ある、 願 ふ 來年は 更に 之れ 以上た らん 来 を。 

十二月 二十 三日 (月」 雪 柏木 n ん弟團 の クリスマス 晚餐會 を 缝町寶 "やに 於て 催した、 會 する 者老ー 

若 男女 六 I 一 一名、 明治 三.； - 三年 普に 書 研究 會を 開いて 以來 こんな 恩 惠に充 ちた る 晚餐き は 無 かつ 

た、 眞實の 平和 は 我等の 間に 臨んだ、 歡 喜の 感想 は 湧いて 盡 きなかった、 實に主 イエスの 降誕 を 感謝. 

する おなる 歡ば しき 會合 であった、 倫敦 では 三鞭酒 を 飮み盡 すべし と 云 ひ、 巴 里で は 新年まで は殆ん 

ど 踊り 榱け飮 み 綾くべし と 云 ひ、 我帝國 ホテ. -に 於て は 一 千餘 人の 紳士 淑女 を 招いて 大舞 路會を 開い 

,y ど 

て翌 口の 夜明け 迄 舞 ひ盡し 踊り 果たす と 云 ふに、 我等 は 主の ために 空席 を 供へ て 其 周 圍に提 乎の - 0. 

を 作りて 「ち、 子み たま」 の 讚美 を唱 へた、 實に 眞俩の クリス マ スは倫 敦ゃ巴 里 や 叉 は 所謂 某督敎 1： 

を 代 する 外交官 等に 由て 守らる 、 に 非す して、 我等 低き 卑しき タリ ス チヤ ン の 問に 記念 せらる k の 

である、 主ィ ェ スは 確かに 彼等の. s: に 在 さすして 我等の 間に 在し 給 ふので ある。 

十二月 二十四日 (火) 曇 連 口の 集會 つ、、、 きに て 疲れた、 一月 猇雜誌 編輯 を 終へ た、 然し 未だ 讀 

書 C 快 樂を貪 る > ^ と が 出来た い、 全國の 兄弟 姉妹 我等 を 臆 て れ て 如何 に し て 之 に 酬 ゐ て 宜 い か其^* 

に铍： て憐ん で 居る、 我 れ 我が 爲す ベ き 當然 の 事 を爲し たるに 之に 酬ゐら れて我 は 却て 苦しい ので ある. 


毎年 クリスマス 到る 毎に 我等に 此 苦痛が ある、 「感謝の 苦痛」 である、 *1 の 人の 知らざる 苦痛で ある- 

〇 京都 大學 講師 富 岡謙藏 氏の 死を閒 いて 悲ん だ、 余 は 氏の 英語の 手解き を爲 したる 者、 故に 氏 は 余に 

對し 終りまで. 師弟の 禮を盡 した、 然し 余 は 氏が へ. - より 英語 を學ん で 更らに 重要なる^ を學ば ざり し を 

悲む、 願 ふ の 父 彼の 靈を 守り 彼に， 平 康を賜 はん こと を。 

十二月 二十 五日 (水 一 曇 夜 雪 クリスマス デ ー である、 午前 を 乎 紙 書き に 使った、 凡て 感謝 と- 

謝禮の 手紙で ある、 全國に 散布す る：^ 仰の 兄弟 姉妹 等 は 此際此 日 親 切 を 以て 余 等 を 殺さん 計りで あ 

る、 余は此 一 週間ば かり は 毎 曰 唯 「感謝す」 「有難う」 と 言 ひ 綾け て 居る。 午後 丸 善書 店へ 行き マ ク 

ス . ムラ， I の 著書 二 冊 を 買 求めた、 一 は 友人に 贈らん ため、 一 は 自身で 此 休暇 中に 讀 まんた めで ある- 

ム ラ ー の 著書に 接して 舊き 先生に きふの 感 がする、 三十 年 前 始めて 言語 學の 何たる 乎、 比較 宗敎の M 

たる 乎を敎 へて 貰 ふたの は此英 W 歸 化の 獨 逸人から である、 ム ラ ー は大學 者に して 福 昔 主義の 基督 敎 

の 有力なる 辯 護 者で ある、 彼の 懷 かしき は是が 故で ある、 斯 かる 宗敎學 は 今 は盡 きて シカゴ 大 學ゃ 

ェ I ルた學 等の 砂の 如き 乾燥せ る學 者の み殘 つたので ある-" 

十二月 二十 六日 (木) 晴 昨夜 大雪、 今朝 TO: 面 銀世界と 成る、 校正 始まり 遊ぶ こと 屮： 來す 甚だ 困 

る、 小 問題に 逐 はれ 大 問題 を 閑却す るの 虞 あり 大に 注意 を 要す、 依て S  . ァー レニウス、 A  • ホルム. 

ス 等の 著書に 依り 宇宙 創 成 論の 復％= を 始む、 新年 a- 々始めん と 欲する 創世記 講演に 備 へ ん爲 である、 


n 々 G 生 五六 

什^、 仕事と 云. ひ て 仕事に 遂 はれて 大 問題 を 閑却す る に 至 るは大 なる 不幸で ある、 余 は 素々 學者 であ 

る^ を 我 は 忘れて はならない 亦 他に も 忘れて 貨 ひたくない。 夜 家族と 共に 蓄昔 器に ハ ン.. テルの 「メシ 

ャ J を！！ き大に 我が 噪げる 靈を靜 めた。 

十二月 二十 七日 (金) 曇 在紐育竹田俊造氏ょり屮田軍：治氏への通信に由り^^京^臨大會の發せ 

が 地 ilxt の ：！： 大會に 逮し大 拍手喝采 を 以て 迎 へられし 由の 報道 あり 甚だ 嬉しかった、 斯くて 

我^の ほ 的 は 逑し此 運動の 世界的なる 大證 據が舉 つたので ある、 感謝、 感謝、 此 電報料 を單獨 にて 負 

擔 せられし r 薬縣 濱村 の 海 保 竹 松^に 我等 は 深謝 せざるを得ない。 

十二月 二十 八日 (土」 曇 濕ぽぃ 冷たい 嫌な n である、. 咽^ 痛み 家に 在り 靜 養しながら 輸 いた、 

不 ffll- 校 ..i: に從 iE?- した、 主筆が 表紙の 廣 まで を 校正す ると 云ふ狀 態で ある、 然し 乍ら 如斯 くにして 

雜屮 i の祌 を 維持す る ことが 屮：： 來る、 雜誌其 物が 傳道 である、 其內の 論文の みに^らない、 如何が は 

L き廣 を 載せて 如何に 高尙な る 論文 を揭 ぐる も雜誌 は 人の 靈魂を 救 ふための 機關 とならない。 叉 多 

敏 の チ紙を 寄 い た 、 而し て 叉 宇宙人 生 の 最大 問題に 就ても 少しく 學 び且考 ふる 所があった、 歳の 暮は 

や り  おの づ  ちり 

物の 贈答に 忙 はしく して 我 靈は自 から K に 就き 易い、 此 時に 方り て 書 研究 は 特に 必要で ある。 

十二月 二十 九日 (日) 晴 今年 最後の 安息 H であって！ 2 時に 又 高 擅に 立たざる 唯一の 安 患 日で あ 

る、 奇 なる 感 がする、 ^し惡 くない、 他人ば かり を 養 ふべき ではない、 我れ 自身 を も 亦 養 ふべき で 


ある、 な：' 日の 安息 は是れ 我が 安息 R である、 感謝。 〇 人 あり 余 を訪 うて 曰く 「先生の 所持 せらる > -、 

書籍 を盡 く賣拂 はれて 其 代價を 貧者に 施し 而し て 先生 御 自身 は ； 貫の 體 となりて 傳道 せらる \ ならば 

其 效果は 更に 著る しかるべし」 と、 實に 親切なる 註文で ある、 ^し 余が 其 註文に 順 ひて 實行 したなら 

ばん は 或 ひ は 余の 淸淨 潔，： n を 賞め て吳れ るで あらう、 然し 余が 終生 を 費して 集めし 書籍 を寶拂 ふとす 

る も 其代慣 たる や 至て 少額で ある、 而 して 之 を 貧民に 施す も 彼等 少數の 一 日の. ：！^ 腹を充 たす に 過ぎな • . 

い、 而 して 余が ー筲 の體 となる 時に 『架 書 之 研究』 の 發行は 止まる ので ある、 鳴 呼 世人の 註文 は 種々 

様々 である、 一 々之に-斗 を 貸して 我が 生涯 は 失 耽に 終らざる を 得ない、 我 生涯の 進路 は 我れ 自身 之 を 

おむ る、 他人の 之に 噪を容 る、 を 許さない、 「汝 何人 なれば 他人の 僕 を 靡 判す るか、 彼の 或は 立ち 或 

は 倒る \ こと は 其 主に 由れ り、 彼れ 叉必す 立てられん、 祌は 能く 之 を 立て 得れば 也」 である (羅馬 書. 

ト叫章 節)。 

十二月 三十日 (月：) 曇 用事 少しく 片 附き讀 書の 時間 を ほて 偸 快であった、 歳末に 際し 種々 の感. 

が15^0が 一 として 感謝に あらざる は 無しで ある、 「準 諷は 我がた めに 樂 しき 地に 落ちたり、 ベ 我れ 

善き 嗣^ を 得た るかな」 である (詩 十六 篇六節 〕、 日本人の 屮で 我れ 程 れ たる 者 は 無い やうに 

はれる、 キリスト を 信じた る こと、 |^.:書硏究に身を投じたる事、 敎 きゃ宣 敎師の 世話になら ざり し 事、. • 

是れ个 となりて は 余に 取り 最も 善き 事であった、 神 は 余の 生涯の 始に 於て 余に 多量の 苦き 酒を飮 まし 

-Jt  あ" い  むしろ 

め 給 ひし も 其 終りに 近づく に 順 ひ 多量の 旨き 酒を飮 ましめ 給 ふ、 「神 は 我が 仇の 前に 我がた めに 筵 を 

^け、 我が 首に.； 貢 を 注ぎ 給 ふ、 我が S は 溢る、 也」 と は 一 言 一 句盡く 我が 歳末の 感 である 〔詩 廿三篇 )0- 


十二月 三十 I 日 一： 火) 好晴 ゆの 所謂た 晦 "である、 一年 S 總 勘定 H である、 然し 我等 は 至て 

平靜 である、. ^余-取 は - 人も來 ない、 我等 は 愛の ほか 何人に も ft: ふ 所 はない、 然し 乍ら 愛に 於て は ftr 

ふ 所 無限 である、 我等の： i 乏を補 はんと て 我等が 乞 はざる は 勿論、 謝絕す る に關 はらす 友人 は 東两南 

北より 此^の 物に 愛 を 龍て 之 を 贈りて 我等の 暮を娠 はす、 我等 は 何 を 以て 之 を 謝して 宜しき や を 知 

らたい、 權利 でもない 義務で もない、 凡が 愛で ある、 灭國の 小なる 雛 形で ある、 斯 くして 年 は 始まり 

年 は 終る、 而 して 最後に 祌の 國は來 るので ある、 惠 まれた る 生 泥なる かな。 〇 友人の 援助に e: り更ら 

に れ た る 蓄昔器 を購ひ is ながら 世界の 大昔 樂を樂 しむ 事が 出來て 感^に^ へない。 


九 一 九 年 (大正 八 年) 


一月 一日 (水) 曇 玆に义 新年 を迎 ふ、 取て 五ト九 歳、 少しく 短氣 になった ノ、 けであって 训に老 

を 感じない、 るた、  < 水の 事業 はへ/ 始 つた やうに 感 する、 へ.' =1 までが 長い 長い間の 準備であった、 而し 

て 今から が 仕事で ある。 〇 支那 流の 年賀の 虚禮 を廢し 今年より は 元日： に 聖書の 講義 を爲す ことにした- 

午後 一 ： 時より 靑年會 館に 於て 靑年會 主催の 下に 新年 禮拜 \き を 開いた、 來會者 三百 人餘、 此 H 舊友 學 

士 5： 藤 一 隆氏 と共に 演壇に 登る、 感無量、 余 は 創世記 第 一 章 第 一 節に 就て 講じた、 新年の 題目と して 

最も 適 常なる 者で あ つた、 (儿： =： の も 善き 使用法で ある。 

一月 二日 〈木) 曇 昨夜 風雨、 友人に 箱 根へ^ はれた が辭 して.： あに^り. -紙杳 きと？ 1 書に 從事 

した、 マクス • ムラ-の 『宗敎 起原 論』 今 1* ら ながらに お c: く 請んだ、 i: 五の 來^ に 接した、 或 ひ は 

勸 め.^ ひ は 祈った、 新年の 我家 は 敎\ 建の や-つなる 所で ある、 數ざ 通の 年賀 ハガキ の，？：、 其 多數は 「平 

和の 新年」 を贺 する 者で ある、 然るに 此日國 際 社 華 盛頓發 電報と して 新聞紙に 揭 げらる ^^！^：に：：く 

「海軍 卿ダ I 一  ュ ル 氏 は 海 5sf,^M に げて 曰く 假令ヴ H ル サイ ュ 講和 會議が 海軍 擴 SJJ^ に 同意せ すと する 

も 求國は #界 無比の. V 海軍 を 設けざる ベから す」 と、 おし 之が 事實 であるならば 「平和の 新年」 が や 


たので はない、 新たに ゅ界戰 せが 始 つたので ある、 而 して 神 拔 きの 平和 會議に 由て 恆久 的の 平； W の來. - 

りゃう 5,^ はない、 余の 殊に 怪んで 止まな い^は 基鲁敎 のな 敎師 までが ウィル ソ ン 大統領の 斡旋の ドに 

2!^ 的 聯盟と 稱す るが 如き 純 外交的 乎 段に 由て 世界的 恆久的 平和が 來る 事と 信じて 其 事 を 年賀 狀に «t, 

^して 恥と せざる 事で ある、 此敎師 あり 此政 ：！屮 まあ りて 世界 は 益々 暗黑 である、 我等の 该久的 平和の 

は-.." は 他に 在る、 而 して 此 等の 官： 敎師は 之 を 知らない、 賓人 を？ f く 盲目的 敎師 等よ。 

1 月 三日 (金) 晴 ^外 運動 を 試みた、 仙毫 より 來 りし 一 人の 甥 を 作 ひ 江の 島に 至り 稚兒ケ 淵の 

巢 により 富士山の 雪景 をば！；； み、 鎌 倉に 出で 久 振りに て 鶴 岡 八幡、 鎌な 神社、 賴 朝の 墓 等 を 舞 ひ、 大 

に靑 に敎 ふる 所 あり、 六 時 柏木のへ.^ に歸 つた、 贵き 一 曰 を 一 靑 年の 爲に 養して 惜しくなかった、 彼 

の 長き 生 5^ の 間に 彼が 此 n の 敎訓を 思 出す 時が あるで あらう、 贖ます 書かす 考 へやの  一 H であった、 

余の 休餐 のために も 甚だ 宜く あった。 

一 月 四日 (土) 晴 校正と 年始 狀書 きに  一 H*; した、 年始 狀は 讀んで 字の 通り 年始に 書くべき 者 

であ： て 年末に 寄くべき 者で ない、 年始 狀は 年の 始に 方て 友人の 安否 を 問 ふ 者で ある、 故に 氣の綏 や 

かなる に 至て 心 を 籠て 害くべき である、 然るに 今の 人 は 如何？ 單に 「謹賀新年」 と、 然 かも 活版 

S りに て、 然 かも 年末； y はしき 際に、 何ん と 不人情で はない か、 實に 世人の 爲す事 は 大抵 惡 しく ある. 

我 等 某 哲^ は ^んの 爲す^ の 反 對を爲 して 大抵 は 誤らない ので ある、 然るにん；' の 俗化せ る敎會 信者 は 

萬 V に 就きて ゆ 人に 傚 ふて 普通， い 人情に すら 逆 ふので ある、 年始 耿の 事が 善く 其 事 を 示す、 余 は 余 P 


4^:- 人が 明年より 之 を 改められん こと を勸吿 する。 

一月 五日 (日) 晴 靑年會 の 聖書 講演、 不相變 盛會、 來聽者 益々 增 加して 六 百餘に 及んだら しく 

ある、 長 尾 半 平 君と 高 壇 を 共に す、 君 は 「靈的 三角形」 に 就て 語り、 余 は 創， 記 第一章に 關し 第二 囘 

の 講演 を爲 した。 今の 時に 方り て 宗教と 科 學の關 係に 就て 語る、 人 は 之 を 「奮し」 と：：： ふならん も 余 

は 之 を 「必要な り」 と： ：！ ふ、 創世記の 記事 は 今 も猶ほ 永久 的 價倏を 有する 者で ある、 講演 終て 後に 山 

^五十雄 君に 招かれて 束 京驛樓 上に タ 食の 饗 應に與 かる、 種々 の 問題に 就て 語りし も 我等が 最も 深き 

輿 味 を 有する は 未来に 於け る 死者との 再會の 問題であった、 人生 問題 中 何も の か 之 に » りて 重要なる 

者 あらん やで ある、 古參の 新開 記者 二人 相會 して 此 問題に 就て 舆 味！. ^ き ざり しは實 に 奇異な る 現象で 

あった。 

一月 六日 (月) 晴 (水に 在り 休み 且つ 多の 友人の 訪問に 接した。 此曰 新聞紙 は 女優 松 井須 磨 子が 

其戀 人の 跡を逐 ふて 自殺 を 遂げた る 事 を 報じた、 多分 此 事がん：' R 東京 市民 一二 百 萬の 噂の 主なる 題目で 

あらう、 而 して 幾多の 文學 者、 藝術 家、 其 他 近代 流の 紳士 椒女等 は 彼女に 對 して 賞 讚の 辭を手 向ける 

であらう、 然し 乍ら 余の 立場より 見て 此事 たる 決して 賞すべき 事で ない 事 は 一一 一一 II ふまで もない  >  健全な 

る 淸黨的 信仰 は斯 かる 演劇的 行爲を 否認す る、 彼女の 誠意 は 取るべし とする も是れ 病的 誠意と 稱せざ 

る を 得ない、 彼女 をして 玆に 至らし めし は 彼女が S 々演ぜし と 云 ふ 北歐文 學が與 りて 力 ありと 言 は ざ 

る を 得ない、 實に 忌むべき は 北 歐文舉 である、 徒らに 情の 强 きを 贵び 意志の 淸淨 なる を 問 はない、 深 


刻で あると. ぶへば 深刻で ある、 然し 神聖で たい、 其點に 於て は 英米 文 學は遙 かに 大陸 文 寧に 勝 さる、 

斯 くして 問題 は單に 一女 «の それで はない、 我！； 青年 男女 全體の それで ある、 北歐文 學の 感化に 巾り 

其 一 生 を 誤 まりし 日本人 は 決して 操くない、 警誡 すべき は 赏に此 北 歐文舉 である。 

一月 七日 (火) 晴 讀 書と 應 接に 全日 を 養した。 基督 敎の 宣敎師 までが 「平和の 新年」 を 祝し つ 

つ ある 間に 四 萬の 波 蘭 土 軍 は 伯林 市に 迫りつ 、あると 報ぜられ、 叉米國 海軍大臣 ダ  一一 H ル氏は 議會に 

報 * する に、 若し 固 際 聯盟に して 成立せ すん ば米國 は 無比の 大海 軍 を 建造し、 之 を 太 西洋 艦隊と 太平 

洋 艦隊と に ：.！ 分して 「世界の 平和」 を 計る ベ し と の _5^； を 以 て せ り と ま ふ、 之 に 對し て 『瀹 敦デ ー リ 

I  • グラフィック』 紙 は 米！； 海軍大臣の 海軍 大擴張 計畫は 故意に 英！： を 侮辱すべく 發 案せられ たる 者 

たりと 斷ず せりと 俾 へらる、 而 して 同 じ 侮辱 を感 する 者 は 惟り 芙國 のみで は あるまい と £ 心 はる、 斯く 

して 「平和の 新年」 に 人り しも r 戰爭と 戰爭の 風聲」 は 絶えない ので ある (馬 太傳サ K 章 六 節)、 今 

や 平和 到來を 祝す ベ き 時で はな い 、 基督 再臨 を唱 ふ ベ き 時で ある、 喧信 なき 敎會と {1 敎師 とな る 哉。 

I 月 八日 一水 J 晴 終 H{ 水に 在りて 來 客に 接し 叉讀 書した、 マ クス. ムラ， -の 『宗敎 起原 論』 中 

の 長い 二 章 を讀ん だ。 - 更に 齒 一本 を 失った、 殘餘の 歯が 段々 少く なった、 然し 心配す るに 及ばない、 

余の 一 生に 食物 を 供給す るに 足る 丈け の 者は殘 るで あらう、 「我らが 外なる 人 は ill る、 とも 內 なる 人 

は m 々に 新な り」 である。 夜 柏木 兄弟 SE 祈禱會 あり、 來會者 僅に 卜 二人、 然し 祈 禱は熟 心であった。 


一月 九日 (木) 曇 桑 港 小 林政 助 訪 あり、 彼 地の 敎 勢に 就て 聞き 大に 慰めら る- - 所があった、 

在， 紐 育 加 納久朗 君より 書面 あり 彼 地に 於て 余の 身に 變事 ありし との 噂 あり 友ん 等 は 驚愕 を 感ぜられし 

と 云 ふ、 事 は 桑 港の 某 邦字新聞に 「鳴 呼內村 先生」 と 題し 余に 關 する 論文の 現 はれし に 原因す るとの 

ことで ある、 「鳴 呼」 と 開いて 其 論文 を讀 ますして 余 は 死せ りと 解した ので あると 云 ふ、 此 世に 於け 

る 余の 大職を 爲し盡 した 後に は 余 は 召されて 一先 づ 眠に 就く であらう、 然し 其れまで は 大丈夫で ある、 

リビングストンの！ I ひしが 如くに 「人 は 其； 大職を 終る まで は 不死なる が 如し」 である。 

一月 十日 (金) 雨 全書 編輯 室に 行いた、 畔上賢 造 君 干葉より 東京に 轉 居し 全書 を 編 »檐^ii する 

ことにな つた、 適任者 を 得て 幸 幅で ある。 米國 より 扭育. 冉臨 大會の 報告 達し、 其 盛大な りしに 驚き 且 

,, しる 

つ 感謝した、 東京 大會 より 發 せし. 祝電 十 一 月 一 一十 六日 午後 會 衆の 前に 朗讀 されし 由 記された、 祝電 を 

の み  おも ひっき 

送りし 者 は 外 固より は 唯 我等 而已 であった らしく ある、 誠に 善き 思附 であって 神に 感謝す る。 大 阪大 

# の ra  = 近づき 同志 の 心意 益 々 緊張し 来る、 願 ふ 天 の 戶 開け 聖靈 の 大雨 我等の 上 に 注がれん こ と を。 

I 月 十 一日 (土) 曇 ルツ 子 訣^の 第 八 年で ある、 美く しき 花輪 を購ひ 彼女の 肖像 を 飾った、 朝 

より？ ik: か 胸が 一ば いに なった、 然し 彼女の 逝きし は 善き 事であった、 之 ありし が 故に 我等に 再臨の 

信仰が 起り 自分 も覺め 他ん も 亦 醒めた ので ある、 彼女 は此 ために 叱に 生れ 來っ たので ある、 今にな り 

て考 へ て 彼女の 十八 年の 生涯の 意味深長なる 者な り し 事が 明. R に 解る、 然し 生み の 父母に 取りて は 値 

へ 高き 犠牲であった、 誠 實の生 ffi は 孰れ も 悲劇で ある、 然し其終りは感謝^^喜劇でぁる、 實に 「sl な 


も 喜劇」 である。 ハ ン，， テ.^ の 「ラッパ 鳴ら， < 時」 を聽 いて 沈める 心 を勵 まして 主の 命じ 給 ふ 仕事に 就 

いた。 

一月 十二 日 (日」 ft 雨後の 泥濘 甚し、 午前 〔豕挨 三人 花輪 を携 へて ルツ 子の 墓 を 雜司ケ 谷の 墓地 

に 見舞 ふた、 家の 親友 蒲 池春惠 同道、 墓前に 祈り 「干 代べ しい はや」 を 歌 ふて 後に 直に 靑年會 へと 行 

いた、 詩人 テ 一一 ソンの 曰へ るが 如くに 「すべてが 墓に 終る とならば 人の 世に 在る 何故 ぞゃ」 である、 

然し 墓に 終る ので はない、 永生に 終る ので ある、 墓 は 暫時の 紀念 碑で ある、 地上の 墓地が 全部 取拂ひ 

になる 時が ぢ きに 來 るので ある。 〇 午後の 講演 は 不相變 盛であった、 來聽者 は 七 百 人- 仅ゐ あったら 

-ぅ、 畔 上と 高 壤を 偕に した、 彼 は 「罪の 噴」 に就て；^jiり、 余は創世記第 一 章に就て第三！：の講演を：^?^ 

みた、 「神 一一 K ひ 給 ひければ …… 夕 あり 朝 ありて 造化 は ハ盐々 完全に 向て 進んだ、 而 して：： 取 後に 祌言ひ 給 

ふて 愈々 完全に 達する ので ある、 此世は 未だ 完全の 世で はない、 完全に 近づきつ、 あるので ある、 神 

言 ひ 給 ふて キリスト 榮 光の 體を W て 現 はれ、 造化の 目的 は 完全に 達せら る、 ので ある」 と 述べた。 

一 月 十三 日 (月) 暴 _| 雑誌 渐く 發途を 了る、 今月の 發 行部數 三千、 昨年の 一 月より は 六 百 部の 增 

. 加 である、 .神 臨 高 iF に 由て 部数 は 減ぜす して 却て 增 加す、 赏に 奇異なる 現象で ある。 〇 柏木 兄弟 圑有 

志晚餐 きを 市内 某所に 催した、 會 する 者 三十 餘名、 內に角 害 時代よりの 舊 株が 八 名あった、 彼等 各自 

の 「余が 始めて 先生に きひし 時」 の 感想が あり、 先生 自身 も ii からざる 興味 を 以て 之に： 斗 を 傾けた。 


一月 十四日 (火) 晴 昨夜 大風、 今朝 塞氣强 し、 午後 三時より 大 阪大 會 祝福 特別 祈 禱會が 今 井 館 

に 於て 開かれた、 .t" する 者 十五 六 名、 中 田 重 治 君司會 す、 實に 熱烈なる 祈禱會 であった、 司 會 者に 由 

て 供 へられし 聖語は 默示錄 六 章 二 節であった 曰く 「彼れ 常に 勝てり 叉 勝 を 得ん とて 出 行けり」 と、 寛 

に 適切なる 題辭 であった、 我等 は 必勝 を 約束 せられた、 故に 祈 禱會は 化して 感謝 會と 成った、 會 終へ 

て 後に 余 自身 は 心に 大 なる 平安 を 感じた、 玆に 日本 歷史に 於て 東軍 は復 たび 西 軍 を 破らん とて 西 下す 

るので ある、 東！ il 相對 して 東軍の 勝たなかった 例 はない、 一 ノ谷、 關ケ 原の 吉例 は 亦 繰 返へ さる、 に 

定 つて 居る、 感謝、 感謝。 

一 月 十五 日 (水) 曇 國際 聯盟 か * 督 再臨 か、 曲界の 平和 は 二者 孰れに 由て 來る 乎、 此 問題に 依 

て 基督 敎界は 今や ニ大 流派に 分れて 居る、 彼等 は 彼な りと 曰 ひ 我等 は是 なりと 曰 ふ、 旗幟 は 孰れ も鮮 

明で ある、 沟に菊 持 良き 競爭 である、 然し 我等 は 必勝 を 期して 毛頭 疑 はない" 

I 月 十 六日 (木) 晴 ，- 山 口 縣長府 に 於て 發行 する 雜 誌に 『聖書 之 硏鑌』 とい ふ 者が ある、 其體裁 

は 普く 本誌 に似て 居る、 どに 日本 基督 敎會 の先聚 並に 名士の 論文 を 指げ て 居る、 jitji の缺乏 する 今日 

如何なる 名稱の 下にな りと も 書の 眞理 の說 かる、 こと は 余の 感謝して 止まざる 所で ある、 然し 乍ら 

旣に十 數年來 『聖書 之 研究』 の 存立して 居る 以上、 『聖書 之 硏鑌』 の名稱 は^だ 紛ら はしいで はない 

乎、 殊に 其體 裁に 於て 後者の 前者に 善く 似寄た るに 於て を や、 斯 かる 事 は 勿論 法雜の 問題で もな けれ 

ば 亦 純道德 の それでもない、 合宜の 問題で あ る 、 某 督敎 の 問題 と 一一 一一 C はんより は 寧 ろ 武士道の 問题 で あ 


る、 n 本の 武士道 は斯 かる 事を爲 さない ので ある、 旣に 『聖書 之 研究』 の 成立す る あり、 何故に 寬大 

を 以て 此名を 余 荣に讓 り、 自分 は 全然 之と 異なりた る 名を擇 ばない ので ある 乎、 余 は 斯く言 ひて 戰を 

余の 同業者に 向て 挑む ので はない、 唯 同信の 士に對 して 注意 を 促す まで f ある、 『^書 之 研究』 は 我 

1： の 社 會が斯 かる 名 を 忌 嫌 ふ 時に 方て 多くの 血 戰を經 て 贏ち 得し 名稱 である、 然るに 今や 世が 之を迎 

ふる 時に 際して 之に 紛ら はしき 名 を 探 用す る は 他人の 耳に はい ざ 知らす < ^輩の 耳に は 何やら 5R らしく 

聞えない ので ある、 斯く IH ひて 余 は 繰返して 曾 ふので ある 「如何なる 名稱の 下にな りと も 余 は 聖書の 

a; 理の說 かる、 審を悅 ぶ」 と (ピリ ピ書ー 章 十八 節〕。 〇 午後 七 時 一二 十分 中 田 重 治、 平 出慶ー 、 藤 井 

武の三 氏と 共に 大阪 W 臨 大會へ 席の ため 東京 驛を發 す、 源 義經、 熊： 介^ 實、 畠 山 重忠、 梶原 景季等 

1： を 並べて 西 征の途 に 上った ので ある。 

一月 十七 日 (金) 昨夜 を 東海道 汽車 中に 過し 午前 九 時 大阪驛 に 達し 数多の 友人の 歡迎を 受けた、 

• 个相變 安堂寺 梳 通り 永廣 堂べ， 井 氏の 客と なった、 午後 一 一時より 中 之 島 <ム< ^^に 於て 基督 W 臨 問題 研究 

關 ffi 大會を 間いた、 <^ 堂 は 新築の 東洋 第二 と稱 せらる i 者、 其 高 壇に 立つ かと 思 ひ 少しく 身に 恐怖 を 

感じた、 會 する 者 千餘、 平屮 I、 宇津木、 松 岡、 藤 井 諸氏の 證詞 あり、 繽 いて 中 田 重 治 氏の 講演 ありて 

書の 會を 終った、 豫想 外の^ 會 であって 一 同感 謝に 滿 ちた、 刖に會 堂の 廣 きに 過ぐ る を 感じなかった、 

叫 時^ 一  先づ 閉會、 談話 を 交へ、 夕食 を 終へ、 夜 七 時 • 再び 開會、 林、 森兩 氏の 證詞 あり、 下關 コル テ 

ス 氏の 東京に 於け ると 同じ 然り 其れ 以上の 熟 心の 講演 あり、 午後 九 時に 至りて 高 壇 は 余に 譲られた、 

余 は r 离 民に 關 はる 大 なる 福 昔」 と 題し 基 誓 再臨の 單に * 督 信者に のみ 關 はる 問題に 非す して 人と 云 


ふ 人、 何人に も關 はる 問題で ある ことに 就て 演 ベた、 此夜來り會する者^^六七百人、 其半數 以上 は 確 

に 未；^ 者であった、 然れ ども 彼等 は 水 を 打ちた るが 如き 靜肅を 以て 余の 言 はんと 欲せし 所に 耳 を 傾け 

て吳れ た、 大 なる 感謝で ある、 我等 は 第一 日に 勝利 を 博して ハ レルャ の聲を 揚げた、 夜半 十一 一時」. ^に 

就いた。 

一月 十八 曰 (土) 好晴 午前 永廣 堂の 二階に 獨 り！^ かなる 時 を 持った。 午後 11 時 開會、 來 11 者 干 

餘、 石川鐵 雄、 藤本 壽作、 猶太 人 一一 ュ マク、 藤 井武の 諸氏と 共に 高 擅に 立つ、 -ー ュ マク 氏の 演說 殊に 

有力であった、 若き タル ソの パゥ 口が 我等の 前に 立ちし やうに 感じた、 一一 一一 n 紫 は 簡潔で 辭々 力 あり、 询 

に 猶太 式の 有力なる 證詞 であった、 如斯 くにして 猶太 人が 基督 者と なりし 時に 最も 有力なる 傳道師 が 

現 はる、 ので ある、 「若し 彼等の 錯失 *1 の 富と なり 其衰へ 異邦人の 富と ならん に は 況して 彼等の 盛な 

るに 於て を や」 との パゥ 0 の 言 を 想 出さ^る を 得たかった (羅馬 書 十 一章 十二 節)、 會衆 一同の 感動 

甚だしく、 直に 寄附 金 を 募り 猶太 人傳 道の 资に供 せんと 諮し に 一 同 之に 應じ百 一 一 十圓餘 の獻金 ありた 

れば之 を-一 ュ マク 氏の 手に 渡し 彼の 同胞 問に 於け る 幅 昔 宜傳の 志に 對し 聊か 同情の 意を發 した、 余 は 

此 n 昨日の 糗 きを 演じ 基督 W 臨の 證明 として 第 一 に. 架： 書、 第二に 猶太 人の 歷史 並に パ レ スチナ の 地理 

に 就て 述べた、 五 時 一 先づ 閉會、 七 時 再會、 黑崎、 森、 河邊、 中 田、 森 本 諸氏の 證詞 があった、 來會 

者 干 八 百餘、 但し 中には 新築の 公會堂 見物の 爲に 人り し 者 もあった らしく、 出 人频繁 にして^ からす 

會の 嚴肅を 妨げた、 又 講： 奴 者の 間に も 多少の 3 ル 想の 相 遠 も あり 少しく 步 調の 亂 るる 觀 があった、 止む 

を 得ない、 更に 析 るまでで ある、 十 時 閉會。 


一 月 十九 日 (日) 晴 昨夜 雨、 正午に- r*i て晴 る、 午後 開 會、 來聽者 二 干 三百と 註 せらる、 今 IT ま 

でに W 臨 問題 研究 會 として 問 かれし 鼓大 のま 合であった、 靑木 庄藏、 トリストラム 女史、 コル テス、 

平 出、 屮田等 諸氏の 證詞 並に 講演 あり、 五 時 髙壞は に 渡された、 與 へられし 問題 は 「傅 道と 基督の 

.冉 臨」 であった、 余 は 馬 太 傳廿八 章 十六 節 以下の 抄譯を 試み 綾いて W 臨の liii 仰の 傅 道 を u くる 事實と 

理由と に 就て 述 ぶる 所があった、 自分に 取て は 甚だ 物 足らぬ 演說 であった、 然し 此日 疲れし 頭 腦と爛 

れし 咽喉と を 以て 爲し 得る 最善の ものであった、 之に て 感謝の 裡に大 阪大 會を 終り 午後 七 時より 隣 

の大阪 ホテルに 於て 來會者 有志の 晚餐會 を if いた、 する 者 七ト餘 名、 例に 由り 「主の 座」 を 設け 之 

に 御料 现代を 募りし に獻金 五十 三 冏 を 得 たれば 之 を 貧者に 頒っ こと k し不取 敢敎會 内の 貧者に 一 人に 

付き 三圆づ i 贈り 彼等 を し て 我等と 共 に 歡： -„| 〔を 頒 たしめ た 、 午後 十 時時 の • "^足 を惜 みながら 散き し 

た、 恩丧^ 溢る- -の會 合であった。 

一月 二十日 (月) 晴 昨夜 來風强 く 寒氣嚴 し、 大資任 を 終へ て 肩より 重荷が 落し やうに 感じた- 

京都より 便利 堂 主人 來り相 連れ立ちて 和歌 之 浦 見物に 出掛けた、 久报 りに て 住 吉祌社 を 見舞 ひ 其 古風 

の 社殿 を赏 し、 南； 將常 車に て 泉 南の 平野 を馳 せ、 』.t 茅 海の 波の 荒ぶ る狀を 眺めながら 午後 一時 半 和歌 

之 浦に 逹す、 此所 にせ X 釵を 認め 舊友相 共に 舊 きと 新ら しきと を 語り、 .^i 風强 きが 故に 思 ふ 存分に 風景 

を樂 しむ 能 は ざり しも 尠 からす 心 志 を 慰む る 所 ありて 七時大 阪に歸 つた、 此夜久 振りに て 常習に 傚 ひ 

I 時 前お に 就く ことが 出来た。 


一月 二十 一日 (火) 晴 風 未だ 歇 ます、 蘆屋に 至り 好 本督君 を訪ひ 盲人 傳 道に 關し 君の 相談 を受 

けた、 叉 江 原 萬 里の 新 〔や M を WJ- 舞 ひ 新婦に きふて 我 子に 會 ふが 如くに 感じた、 大阪 に歸り 午後 六時大 

阪 クラ ブ に 至り 住友 吉左衞 門 氏 の 懇篤な る 饗應を 受けた、 余が 日本の 富豪 の 饗應を 受けた の は 是れが 

生れて 始めて^ あった、 令應寬 一 君との 靈的關 係が 玆に 至ら しめたの である。 

一月 二十 二日 、水ン 半晴 近頃 新婦 を迎 へし 或る 家庭 を 訪問し 其 上に 祝福の 加 はらん こと を 祈つ 

た、 午後 永廣堂 主人に 作 はれ 寶 5^ に 遊び 驟 衆に 浴し 大阪に 於け る 疲勞の 一部分 を 洗 ひ 去った、 途に攝 

津の屮 山寺と 淸荒祌 (きょしく わう じん) と を 見た、 前者 は聖德 太子 以來の 古刹、 後者 は 近代 式の 流 

行まで ある、 佛敎 にも 茶 督敎に 於け るが 如く 淸 俗の 二種が ある、 大阪 に歸り 午後 七 時 二十 二分 發 列車 

ほこり  あき /ヽ 

にて 途に 就いた、 滯 W 五日、 所謂 東洋の マン チ H スタ ー の堙と 塵と は 厭々 した、 然し 戰爭は 敗北で 

はなかった、 たび 來て 攻撃 を續 ける であらう。 

一月 二十 三日 (木) 好晴 夜 は 富 h 山ドに 明け、 足 柄 山 以東の 原野 は ー點の 暴な き 晴天に 輝 きて 

我が 歸る を迎 へた、 橫；； m に 至れば 社員、 品 川に 至れば ク A 人 は 我 を 待 受け 相携 へて 家に 歸 つた、 腦は 

疲れ 咽喉 は 爛れ、 苦戰の 跡歷々 たる ものが あった、 二三 日 は 休息で ある、 休む に 家 ほど 善き 所 はない、 

相變ら す數十 通の 書翰が 待って 居た、 其^ 宮崎縣 都 城 町 日本 基督 敎會 牧師 園 部せ 之助界 よりの 信書の 

內に 以下の 如き 言が あった、 「吾が 敎會 信者が 皆 〔人と 同一 信仰 (W 臨の 信仰) に 依りて 從來 i_ - はれ 


來 りし を 感謝 致し：； り 候、 當 町に 組合 派 も 有 之、 過日の岡山御講^^に屮^席して失^したと巾さる、は 

, リ、 1 に 候が、 同派：：； ネ屮 小生 方へ 參 りて 此の 空 所 を充 たさんと. ％ 力なし 居る 向き も， 有 之 候 云々」 と、 

分^ は 何れの 處に於 て も 始まって 3^5 る、 之 を！！： E する 者と 信ぜざる 者と、 基督 敎界は 今や 判然と 二 派に 

分れつ 、ある」 

一 月 二十四日 (金) 曇 に 在りて 終日 休養、 心地良き 休日であった。 大 阪大 會 有志 晚餐會 に 於 

て 述 ベ られし 多く の 與味ぁ る 感想 の^に i 取も强 くへ. - の 心 を 動かせし 者 は 下 の 如き 者であった、 神戶在 

§2廣東人張金楝ぉは=本：^^を能く語り得る支那人でぁるが、 君の 言に 依れば 君 は 今より 三年 前 或る 古 

本屋に て 金五錢 にて 『求. 女錄』 の 古本  一 W を I 貝 求め、 之を讀 みて 自己の ii; を 悟り 悔 改めて 基督 信者と 

成り、 緩いて 他の： 人 を^き 今や 一 小 敎會を 設立す るに 至りし とのこと であった、 余 は此實 驗談を 

聞いて m 心 ふた、 爲 すべき は 仰 的 著述で ある、 此 一人の 支那 人 を 救 ふ を 得て 我が 著述の 爲 めに 費せ し 

努力 は 盡く憤 はれたり と、 何も 何十 版 を 重ねて^の 熱狂 的 歡迎を 博す るに 及ばない、 此 一人 を 救 ふ を 

ST ぱ 足りる ので ある、 企が 令 ：！； 大阪に 行て 得し ss^ 大の瘦 物は此 一 事で ある、 噫 神よ 今より 一 一十 六 年 前 

熊 本 市外 託 摩ケ原 稹樹の 下に 於て 古き 支那 飽を臺 にして 書きし 此 書が 今日 此果を 結ぶ に 至りし は 如何 

め ぐ A 

たる s=-3f ぞ、 感謝々 々 。 

一月 二十 五日 (土) 雪 大 阪大 會 の疲勞 今に 至りて 勃發 し、 炬 健に 據 りゥト として 終 H を 送 

つた、 精神的 疲勞の 何たる 乎 を 知らない 者 は 世に 甚だ 多く ある、 是 れ疲勞 中の 最大なる 者で ある、 肉 


體 の疲勞 であるより は 寧ろ 靈 魂の 疲勞 である、 全身 全 靈が堪 へ 難き 空 乏を感 する ので ある、 隨て 種々 

の 肉體的 疾病 を併發 する ので ある、 而 して 其 治療の 任に 當る者 は 常に 家の 主婦で ある、 彼女 は 疲れし 

夫 を 引受けて 之に 力 を n 役せ しめて 再び 活動へ と 送り出す ので ある、 疲れて は 休み、 休みて は义疲 る- 

何の 爲. に 乎、 主ィ H スの幅 昔 を 傅へ て 一人な りと 多くの 人 を 天國の 民と なさん 爲 である、 我等 は此事 

000  0  000  0OOO000OOOOOO0OO  OO0O 

を爲 さすに は 居られない、 然し 精神的 疲勞！ 之に 摧り 居る 間 は 傳道は 再び 爲 すまいと 思 ふ。 

一 月 二十 六日 (日) 晴 遂に 打れ た、 昨夜 發熱 三十 九 度に 達し、 顏面祌經】^1\痛を感じ、 醫 師を迎 

へ て： m 療を 受けざる を 得ざる に 至った、 唯耐へ 難き ほど 殘念 なの は 靑年會 に 於け る 講演 を； まざる を 

得ない 事であった * 然し 止む を 得ない、 萬 事 を 神と 兄弟 等と に 一 任し 自分 は 床屮に 在て 靜 養した、 玆 

に 至て 大阪 講演の ために 拂 ひし 代 價の 高き 事が 明 分った。 

一 月 二十 七日 (月) 曇 醫藥效 を 奏し 熱 は 昨夜より 下り 出し 夜に 至て 平常に 復 した、 善く 寢ね善 

く んだ、 休 自^ は 病 氣の大 なる 恩賜で ある、 多忙に して 寸刻 を爭ふ 時に 二日 間た 床 中に 在りて 休む- 

然れ ども 是れ亦 他に 揚がた き恩惠 である、 「ュ ホ. バ その 愛する 者に 寢を與 へ 給 ふ」 (詩 百 一 一十 七篇ー 一 

節)、 此 安眠 は 余の 大阪に 於け る 劇 傲に 酬ゐん とて 與 へられし 恩賞で ある、 若き 婦人 連 交 はる 交 はる 

入り 来りて 主婦 を 助けて 余 を 看護し 吳れ た。 


E  .It の 生 5,;^!  七 二 

一月 二十 八日 (火) 晴 今 H 病！ I- 少しく 快く、 床 を 出て 雜 誌-ほ. i| 十 さ ひ を 作り 之 を 印刷所に 这り 

而 して 又 床に 就いた、 中獨り 瞑想して 大に 5!^ る 所があった、 寧 m 心 想が 义 勃興して 來た、 哲舉 が 

？蹟 みたくな つた、 直に 丸 に 一冊 を 注文した、 如：^ 兄ても 我 救主ィ H ス キリストの 御 父 は 萬 民の 神で 

あり 給 ふ、 彼 は 我等 少数の 信者の みの 神で はあり 給 はない、 彼が 我等 を 選み 給 ひし は 特^に 我等 を 愛 

し 給 ふからで はたい、 特^に 我等 を 以て 萬 民 を 救 ひ 給 はんが 爲め である * 「アダムに 在て (「馬る」 で 

はない〕 衆の 人の 死る 如く キリス トに 在りて (「馬る」 ではない) 衆の 人 は 生くべし」 と ある (コ リ ン 

ト 前書 十五^ 卄ー ： 節)、 生く るに 種々 と 程度 は あらう、 然しす ベての 人が キリス トに 在りて， 生く る は 

ie^K で あると 思 ふ、 續 ます 語らす 書かす 獨り床 の 中に 在りて 默 想して 余に 如上の 思想 は 勃然として 湧 

き來 つた、 是れ 勿論 新ら しき 5^ 想で はない、 幾囘か 起り し 忍 想であった、 然し 今 H 復 たび 新ら しく 之 

を 感じた。 

一月 二十 九日 (水 j 晴 一度 も 求に 就かす して 終んだ、 更らに 原稿 十六 頁 を 作って 印刷所に 送つ 

た、 疲^ 未だ 去らす して 困る、 演說の 注文 頻りに 到り 一 々之 を斷 はるに^ からざる 困難 を覺 ゆ、 身 は 

一個で ある、 而 かも 頑丈と いふ 身で はない、 然るに 事業 は 夥多で ある、 斯る 場合に 處し 如何にして 最 

も有效 的に 我 一 生 を？， らん 乎と は 其 解決に 深き 智慧 を. 要する 問題で ある、 鳴 呼 得た きは靜 かなる 讀書 

と 默考の 時で あろ。 

1 月 三十日 (木) 雪 病氣稍 全快、 然し 疲勞 未だ 全く 去らす 原稿 製作 頗る 困難で ある、 W 臨骨界 


大會 出席に つき 旣に 交涉 あり、 行きた くも あり 行きた くもなし、 或 ひ は 米 國-冉 遊 を 夢み 或 ひ は 故！； に 

在りて 富士山 下に 夏期 講談 會を想 ふ、 孰れ も 可な り、 惟 天父の 指導に 一 任す、 未だ 自分で 確定す る 能 

はす。 

一月 三十 一日 〈金」 曇 書齋に 籠りて 終日 雜誌 製作に 從 事す。 „! ィ テル 電報に 由れば 巴 里に 在る 

米 W 人の 意見 を 以てすれば 大統領 ウィル ソ ン にして 力 n リン、 マ ー シャル 群島 を 日本に 讓渡 する こと 

に 同意して 本國 に歸 るが 如き こ と あらば 氏 は 必 す米國 中部 及び 極 西部の 全 投票 を 失 ふ に 至らん とのこ 

とで ある、 憐む べし 大統領 ウィル ソ ン、 外に 正義 公道 を 行 はんと すれば 內に 投票 を 失 はざる ベから す、 

人に 由て 與 へられし 權能は 人に 由て 奪 はる、 神に 由て 與 へられし 權 能に 由て 行 ふに あら ざれば 絶對的 

正義 を 世に 施す こと は 出来ない、 ウィル ソ ン氏 如何に 偉大な りと 雖も 米國 合衆國 大統領と して は^ 界 

を 治む る こと は 來 ない。 

二月 一日 (土 j 曇 寒い 象な 日であった、 漸く 雜誌 原稿 を 終った。 芬蘭土 宣敎師 ミン ケネン 氏の 

訪問 あり、 再臨と バブ テス マと 頌 とに 就て 語り 相； 立に 大に敎 へられ 且つ 慰めら る、 所があった。 

二月 二日 (日、 朝晴 午後 曇 久 振りに て 東京の 高 壇に 登り 偸 快であった、 來聽者 五 百餘、 詩篇 

ひと  よろこび 

第二 十三 筒 を 講じた- 純 幅 昔 を 語る は 他の 利益であって 我が 歡喜 である、 之を傳 へし 後の 感に 比ぶ ベ 

き滿足 はない。 


二月 三日 (月) 雪 雜誌 原稿 全部 を 印刷所に 送り 大に寬 ぎ 好き 休 自-を 得た、 書齋 にあり 暖爐と 相 

對し 『ヒ ツバ— 卜雜 誌』 十月 號を 乎に して 善き 半日 を 費した、 ボイス • ギブソン 氏の 論文 「科學 より 

宗教まで」 殊に 强く， せの 心に 訴 へた、 余 は 時々 純科學 者と なる の 必要が ある、 宗敎 にの み沒 頭して 余 

おそれ  r.^  つめ  なけい  す i 

の 信仰が 混亂 する の 虞が ある、 時には 「乾きた る 冷たき 折：： 學の 光線」 を 余の 心に 投入れ て 之を沒 すの 

必要が ある。 

二月 四日 (火) 晴 久报 りに て 日光 を 見て 嬉しかった、 少しく 編輯に 從 事し、 又 幾分 かの 讀省を 

爲 した、 巾 命 記を讀 み； it 太傳卄 章 を 研究した、 若き 婦人 ども 來り 余に 罪な き 多くの 世間話 を 聞かせ 

る、 惡 しく はない、 贵き 時間 を はるる と は 知りながら 之を閜 いて 笑ひ樂 しむ、 之 も 亦 人生で ある。 

二月 五日 (水) 晴 ^氣强 し、 半日 を 校正に、 半 H を讀 書に 費した、 夜 三 崎町バ プチ スト 會 館に 

於て 祌戶 在留の 英 W 獬太人 一一 ュ マ ク氏を 招き 猶太 人 問題 研究 會が 催された、 來會者 堂に 滿ち六 百 人 も 

あったらう、 中 田 重 治 51,^ 主會 し、 次いで 一 1 ュ マク 氏の 二 時間 餘に涉 る 談話 的 講演が あり 大に敎 へらる 

る 所があった、 最後に 余 も 亦 三十 分 間 ほど 余の 猶太 人觀に 就て 述べた、 猶太 人と 日本人と は 其 骨相に 

於て、 其 情 性に 於て、 其 思想の 傾向に 於て 類似す る 所 多し、 故に 猶太 人に 由て 創 始められし 基督 敎は 

歐 米ん に 由り てより は H 本ん に， m り てより 容易く 且つより 深く 解 せらる との 意見 を 述べた、 但し 咽喉 

未だ 平常の 如くなら す 殊に 夜^に 觸れて 語る に 困難 を 感じ 頗る 苦しき 演說 であった。 


二月 六日 (木 j 晴 珍ら しき 好き 曰で ある、 引辏き 校正に 從 事した、 元氣 未だ 快復せ す、 故に 室 

に 在りて 讀み 書き 叉 ふ、 却て 幸 幅で ある、 幸に して 時々 健康 を 奪 はれ 復 たび 素の 書齋の 人と なる 事 

が出來 る， 幸幅此 上な しで ある、 獨 り缓爐 と相對 して 世界 大家の 著書 を 手に して 眞理 の饗應 に與る 時、 

余に 何物 も 他に 求む る 所 はない。 

二月 七日 (金) 靑 引 i:^ き 校正、 咽喉の 痛み 未だ 全く 去らす、 冬が 厭に なり 春が 待た る.^。 

二月へ 日 (土) 雪 W 緩き 校正、 渡米の 可否に 就て へつ \ ある、 友人 は 頻りに 行く を勸 む、 行 

くも 惡く はない、 米國の 山野が 眼に チラ 附く、 ァ ー ビュ ー タス 草の ゆ、 く 頃べ ンシ ルバ -I ャ洲 H ルゥィ 

ンに舊 師の墓 を訪ふ も惡く はない、 或 ひ は 夢が 事實 となりて 現 はる \ かも 知れない、 乍 併 强ゐて 行き 

たく はない、 ホ I ムに 勝る 所 はない、 日本に 在りても 手に 餘る 程の 偸 快なる 仕事が ある、 今や 「洋行」 

は 少しも 余 を引附 けない、 「洋行」 は 少しも 人 をき くしない、 すべての 善き 智慧 は 「洋行」 せす とも 

家に 在て 得られる。 

二月 九日 (日」 快 昨日 來 大雪、 東京に 於て は 明治 十六 年 W 來の 大雪で あると 云 ふ、 漸く 雜誌 

校正 を 了った、 非常に 困し い 編輯であった、 遠方に 演說に 出掛く るの 祟り は 常に 兹に 至る ので ある。 

靑年會 に 於て は 箴言 第三 十一 章 「ュダ の 理想 婦人」 に 就て 語った、 來聽者 四百 人餘、 靜 かなる 良き 會 


合であった、 聖書 を講 する に 勝る 愉快なる 有益なる 仕事 はない、 宗敎的 事業 も r 傳道」 となり 「說 敎」 

となりて は 俗化して 不愉快なる 仕事と なる ので ある、 自今 余 は ffi; 書 を 講 する の 外、 何事 をも爲 すま じ 

と 意 を 定めた。 ^洋丸 桑 港より 歸航し 彼 地の 友人より 品々 贈り 来る、 喜びに 耐 へす、 叉寫 音盤 数枚 到 

着し、 之 を 1- いて 靈感に 打た る。 商. 1 の 船 遠き 國 より 糧を運 ぶと は此 事で ある (箴首 三十 一 章 十 S: 節〕 Q 

二月 十 I 日 (火) 半晴 紀元節で ある、 憲法 發布 第三 十 周年で ある、 其 時 余 は 東京 小石 川上お 坂 

町に 住んで 居た、 余の 父 も 母 も 一緒であった、 大雪であった、 何に か 珍事が 起り はしまい 乎と 思って 

居た、 而 して 夕刻に 至って 森 文部大臣が 西 野 文 太郞に 刺された と 云 ふ 事 を 聞いた、 憲法が 發 布され て 

お金 時代が 日本に 臨んだ やうに 感じた る 人が 多くあった、 然し 其れ は 夢であった、 其 時以來 日本 は 道 

德 的に は 段々 と惡 くた つた、 殊に 政治家の 隨落、 愛國 心の 減退 は 最も 著る しく ある、 如何に 完全なる 

憲法な りと 雖も國 家 を？^ 木 的に 潔む る 事 は 出来ない、 法律と 敎育 とで 日本 國を 改築し やうと 思 ふた 薩 

長の 政治家 等の 淺薄さ 加减、 今に 至りて 嗤 ふに 堪 へたり である、 藤、 井上、 など 人生の 深き 事に は 

全然沒交涉なり し政：^屮；！^等に 由り て 作ら れし新 日本が 八： '日の 如く 浮虚輕 _t の國に 成りし は 敢て怪 むに 

足りない、 惡き樹 が惡き を 結んだ ので ある、 祌は慢 るべき 者に 非す である、 我等 は 今より 維新 政治 

家 どもの 爲 さ、. - りし 事、 然り爲 す 能 は ざり し 事を爲 さなければ ならない、 喧 神よ 我等の 愛する 此 日本 

國を惠 み 給へ。 0 夜 八 時 在 朝鮮 京 城 高 橋濱子 永眠の 電報に 接した、 彼女 は 我家の 主婦 唯一 人の 妹で あ 

る、 前者に 對 して は 悲歎に * 後者に 對 して は 同情に 耐 へない、 濱子 は怜悧 なる 勝 氣の婦 であった、 彼 

女の 娘 時代に 於て 久しく 角 害の 我家に 客と なり、 恰 かも 『東京 獨立雜 誌』 鼓刊の 時に 際し たれば 我等 


を 慰む る こと 齡 からす、 又 『聖書 之 研究』 發 行の 事に 就て 大に 我等 を勵 まして 吴れ た、 彼女の 其 後の 

生涯 は 幸 幅なる 者ではなかった、 然し 彼女 は 能く審 闘して すべての 困難に 耐 へた、 今や 少しく 赛 風の 

彼女の 生 •  泥に 吹かん とする に 方て 此批を 去る、 實に悲 みに 耐 へない、 彼女の 最後の 書面 は 希望と 感謝 

に滿 ちて 居た、 彼女 は 死の 準 倫が 成って 死んだ ので あると 信す る、 復活の 朝に 於て 我等 は ルツ 子同樣 

亦 彼女に も <J ^ふで あらう、 悲哀の 中の 希 tl- である。 

二月 十二 日 (水) 晴 北風 寒し。 『折 〔舉雜 誌』 二月 號に 於て は 八 マ 岡：^ 一良 君 (統一 基督 敎弘 逬會 

お W 事 ：>  『六合 雜誌』 同月 號に 於て は 三 並 良 君、 孰れ も 余の 『基督 再臨 問題 講演 集』 に對 して 批評 を 試 

みられた、 兩君 共に ュ 一一 テリ ヤン 主義者で あれば 此 問題に 就て 余に 贄 成され やう i^ln はない、 乍 併 雨 君 

共に 余に 對 して 公平で あり 又 親切で ある こと を 感謝す る、 ュ 一一 テリ ヤン 主義者の 責きは 其 冷靜 なる 研 

究的 態度に 在る、 彼等の 評論に 大 に傾聽 すべき 所が ある、 余 は玆に 前記 兩 君に 對し 厚き 感謝 を 表する。 

モ アブ 婦人 會の例 會下谷 杉 江 氏 宅に 於て かる、 我 〈ゑの 主 5^ 出席す る 能 はす 余 代りて 參會し r ュダの 

瑰想 婦人」 に 就て 前日 曜日の 講演の 不足 を 拙 ふた。 

二月 十三 日 (木) 半晴 印刷所 (秀 英舍) で 今 曰に 至る も 未だ 今月 號の雜 誌 を 作って 吳れ ぬ、 甚 

だ 困った、 自 から 往 いて 催促した が埒が あかぬ、 競爭雜 誌の 多い 中で ある、 止む を 得ない、 忍耐す る 

まで である。 

1 九 一九 年  七 七 


:= 々の 生涯  七 八 

二月 十四日 (金) 雨 恐ろし いのは 此 流行 性感； IS である、 去る 一月 十五 日 を 以て 終る 十二 週 問に 

於て 全世界に 於て 此 に 由て 斃れし 者 は 凡そ 六 百 萬 人で あるとの 事で ある、 倫 敦巿に 於ての み 一 萬 人 

m 化れ、 其 本元の 西班牙に 於て はバ ルセ 口，' ナのー 市に 於て 一 日に 千 1 1 百 人の 死亡者 を 出せる 時が あつ 

たと 云 ふ、 米國に 於て 五十 萬の 死亡者 あり、 其 內多數 は 出征軍人の 內 にあり て、 敵軍の 銑 丸に 斃れし 

者ょりも^^化に多數なりと云ふ、 共 他： =0^1 細： C 乂 阿弗利加、 欧羅巴、 溢洲、 到る 所此 病に 襲 はれ 慘愴の 状 

を呈 しつ i ある、 是れ實 に 世界的 疫病で ある、 「民 起り て を 攻め 國は國 を 攻め 饑謹、 疫病、 地震 有 

るな らん」 とぁりて#界的戰爭に^^ぃて*1界的^病が來たのでぁる (馬 太傅廿 四の 七)、 而 して 此疫 

病に 限って 不思議なる は 人々 の 之に 就て 多く 注意 を拂 はない 事で ある、 東京 市中に 於て 令 日で も 毎日 

二三 百 人の 死亡者 ありと 雖も其 巿民は 死の 其鬥 前に 立ちつ k ある 事に 氣附 かないの である、 斯くて 劇 

場は滿 場の 盛況 を呈 し、 政談 演說會 亦 立錐の 地な しとの； 5?- である、 斯の 如くに 世界の {^1: は 行 はる \ 

ので ある、 悪魔 は 人 をして 神の {恭 判に 無頓着な らしむ、 恐るべき 哉。 

幽暗に は 歩む 疫病 あり、 日 午に は 害た ふ勵 しき 疾 あり、 然 れど汝 恐る k こと あら じ、 干 人 は汝の 

左に e: れ、 萬 人 は汝の 右に IS る、 然れど その 災 は汝に 近づく 事な からん。 

と ある (詩 九十 ー篇 六、 七 節〕、 祌を 信じ 彼の 御用に 從 事して 我等 は 安心して 此 疫癘の 地に 働く こと 

が 出来る。 

二月 十五 日 (土) 快晴 稀に 見る 日 机であった、 今朝 漸く 雜誌發 送 を 終り 心大 にくつ ろいだ、 發 

这の 今度 程 遲れし is?- は 未だ 曾て 無った、 久扳 りに て 市屮に 行き 書店と 樂器 店と に 立 寄り 少く 春風；^ 我 


心に 吹 人れ た。 〇 三 並 良 君の 余の 基督 再臨の 信仰の 批評に 曰く 「世界の 大 亂に激 成せられ て 勃興した 

内 村 氏の 再臨 信仰 も、 世界が 平和と なる につれ て、 W び 以前の 平 靜に復 する 事と 思 ふ。 之 は <1 ^に 起つ 

た狂爛 怒濤で あるが、 鏡の 様に 平靜 となるべき 骨界は 氏の 心 池に も舊の 如く 春風が 靜に 吹き そめん 事 

を 希び s する」 と。 此は 誠に 親切なる 官葉 である、 乍併眞 现を缺 いて 居る、 元々 基督 再臨 は 世界の 大亂 

に激 成されて 勃興した る 信仰で はない、 縱 しまた さう であると する も大 が 息んで 世界が 「鏡の やう 

に平靜 に」 成った とも 亦 成る とも 思 はれない、 世界 は 依然として 行詰りの 狀 態に 於て ある、 國際 聯盟 

は大 失： K に $^ らんと し、 界は ハ俭々 混沌た る狀 態に 陷 らんと しつ、 ある。 「鏡の 如き 平靜」 どころ で 

はない、 戰 (1-、 1, 疫病の 綾發 である、 其點 から 見ても W 臨の 信仰 を 抛つ こと は出來 ない、 三 並 君 

と 余と は W 臨の 信仰 を 異にする に 止まらす 世の 觀察を 異にする、 世が 平和 平和と 唱 へ つ、 ある 間に、 

诚亡は 忽焉と 世に 臨む ので あると 余 は 聖書に 順って 信す るので ある。 

二月 十六 日 (日) 半晴 無風の 好き 日で ある、 午後の 聚書 講演 不相 變盛會 であった、 來聽者 六 百 

人、 或 ひ は 其れ 以上であった かも 知れない、 篠原、 高山 兩 氏の 信仰 設明は 一 同に 强き 感動 を與 へた、 

余 は 「ィ H スの 終末 觀」 と 題し 馬太傳 第二 十四 章の 研究 を 試みた、 難解の 章と て 之を聽 衆に 解ら しめ 

んと 欲して 多くの 努力が 要った、 此日機 かに 其緖 一一 C を 試みた 丈で ある、 聖靈の 導きに 由り 全 章を說 明 

し 得る やうに 祈る、 价も 好し 昨夜 在 紐 育 A  - C  ，ゲ ー ベラ イン 氏より 氏の 著述に 成る 馬太傳 註解の 贈 

與に 接し 大に 余の 講： 淑を援 けられた、 祌 は如斯 くして 常に 我等 を 助け 給 ふ、 遠方より 機に 合 ふ 援助 を 

招き 給 ひて 我等の 不足 を 補 ひ 給 ふ、 感謝。 


t= 々の 生涯  AO 

二月 十七 日 (月) 好晴 春 日和の 速 緩で ある、 緊張せ る 我心まで が 緩和され しゃう に感 する、 

「赛 の 日 は 號珀の 光 を 放ち」 と 自製の  一：？ の自づ から n から 迸し る を 禁じ 得ない。 〇 近頃 「日本 某督 

敎^ 同盟」 なる^|<?が成立して其宣|ー11の 一 節に： n く  rn 本 基督 敎 同盟 は 兹に 見る 所 あり、 此際 吾人が 特 

に デ モ クラ シ 1 の として 主張 5- 力す ベ き數 點を揭 示し、 全 國敎會 及 信徒と 共 に 此新 局面に 於け る 

^|神的|1拓に從事せんと欲す。 一 、 神の父たる^？^並にん類の：！胞たること云 々」 と、 誠に 結構なる 

で あ る、 乍 併 余が 宜 言 書 を讀ん で 怪ん で 止まざる 事 は、 共^ に キリストの キの 字 も 見 営ら な い 事で あ 

る (基督 敎と云 ふの 外)、 是は デモ クラシ ー を 讚美す る， 义字 であって 神の 子 キリスト を 崇めん とする 

曾 葉で はない、 而 して 是れが 曰 本 « 督敎會 同盟の 主張で ある、 余が 疆々 へしが 如く 今の 基督 敎會な 

る 者 は 世 を 導く 者に 非す して^に 導かる k ネ である、 社會の 首に 非す して 其 尻尾で ある、 ，が 忠； jf; 愛 

國を唱 ふる 時 は 其聲に 和して 忠^ 愛阈を へ 、 ^がデ モク ラシ ー を唱 ふる 時 は 又 之に 應じ てデ モ クラ 

シ ー を唱 ふ、 殊に 「神の 父た る 事 並に 人類の 同胞た る 事」 との 宣言に 至て は是 れュ 一 1 テリ ヤン 信徒の 

信仰 筒條 第一 である、 何故に 今日 之 を 奪って オル ソ ドック ス 諸敎會 同盟の 宣言 第 一 條 となす ので ある 

乎、 而 して 聞く 所に 依れば 此 同盟 はュ 一一 テリ ヤン 敎會 及び 其 信徒 を 其 內に受 けない との 事で ある、 他 

人の 永らく 唱へ來 りし 信仰 箇條を 奪って 之 を 我が ものと し、 而 して 之を唱 へ來 りし 者 を 其內に 受けな 

いと 云ふ是 は 1.^ だ 卑劣で はない 乎、 余はュ 二 テリ ヤン 信徒の ために 愤 慨に堪 へない。 〇 盲人 敎師巾 村 

京 太郞 氏の 訪問 あり、 彼が 彼の 同志 (孰れも^！：：！人) 三十 三 名と 偕に 敎師學 校 を 離れ 相 助けて 獨立的 

il:i5g: 圑を 作りし 實 話を閜 いて 强き感 に 打 たれた、 盲人に すら 此意氣 が ある、 世の 見えて 見えざる 腰拔 


け 信者 は慚 死す べきで ある.^ 

二月 十八 日 (火) 雨 朝より 來客 あり 又 全書の 校正と 手紙 書きと に 從_5 ^した。 南 淸梧州 滞在の 或 

る米國 直敎師 より 書面 を 寄せ 來り、 余に 彼が 支那 人に 讀 ませつ k ある 聖書の 研究 雜誌を 毎月 日本 文に 

翻譯し て 之 を：：： 木 人に 讀ま せよ との 註文であった、 傲慢 無 t- な る は 相も變 らす是 等の 米國 宣敎師 であ 

る、 彼等 は 我等 日本の 基督 信者 を 見る に 彼等の 通辯义 は翻譯 者な りと し、 我等が 彼等に 使役 せらる，. 

事 を 最上の 名 春な りと m ケハが 如くに 信す る、 余 は 彼に 返辭 して 言 ふた 「余に は 余が 過去 二十 年間 發行 

し來 りし <^ 自身の 聖書 研究 雜 誌が ある、 余 は 君の 雜 誌の 翻譯の 任に 當る能 はす、 余 は 叉 過去 四十 年 問 

の 信仰的 生酒に 於て 未だ # て ー錢 たりと も敎會 又は 宣教師の 補助 を 受けし 事な し、 君 は 多分 余の 如何 

なる 人なる 乎 を 能く 究めす して 斯 かる 書面 を 余に 書き送り しならん」 と、 英米 {H: 敎： 帥 は 余輩に 對 する 

常に此愛顧的態度に立っが故に<^輩は彼等と深き友誼的關係に人ることが屮^^なぃのでぁる、 余輩 は 

堅く 信じて 疑 はない 余輩 は 彼等に 何の 劣る 所 はない と、 余輩 は 彼等の 友人 乂は 兄弟た らんと 欲する、 

彼等 の 被 雇人た らん こと を 欲しない、 彼等 は 東洋 に 於け る 数十 年間の 經驗 に. m て 旣に此 事 を 知るべき 

である、 然るに 未だ 此事 を學 ばない、 頑愚に して 高ぶりた る 宣教師 等よ、 彼等 は 余輩に 敎 ふる 前に 

づィ H スの 足下に 跪いて 基督 的 謙遜の 何たる 乎を學 ぶべき である。 

二月 十九 日 (水) 晴 終日 眼が 痛くなる まで 讀 書に 耽けった、 在 紐 育獨逸 稀の 米 人人. C  . ゲ ー 

ベ ライン 氏 著 『預言 研究』 を讀み 大に敎 へらる る 所があった、 余 は 氏の 如き を 以て ュ 一一 ォ ン神學 校、 


曰 * の 生涯  八 二 

シカゴ大舉等の敎授連に^_逾に1^5さる聖書學者でぁると言ふ、 氏 は 余の 如く 敎會を 離れ 單獨で 聖書 硏 K 

雜誌 を發行 し^せて 多くの 著書 を 出版して 居る、 能く も 似た る 者が 洋の 東西に 在る と 思 ふ、 如何に 寛 

大に 見ても 敎會は 今や 純 福 昔の 极據 ではない、 其 反對に 世界 孰れの 國に 於ても 敎會は 異端、 俗化、 腐 

败の 培養 地で ある、 やがて 主の n より 叶； 屮：； さる、 者で ある。 〇此 夜目 下歸國 中の 在 桑 港 敎友小 林政 助 

君 夫妻の 歡迎 感謝 祈 禱會を 今 井 館に 於て 開いた、 會 する 者 三十 餘名、 小 林 君の 與味津 々たる 實見談 あ 

り、 聞く 者 をして 身自 から 米國 太平洋 岸に 在りて 我 同胞に 接する の感 あらしめ た、 余 等が 柏木に 在り 

て爲す 小なる 事業が 斯 くも 海外に 在りて まで 大 なる 波動 を 起しつ k ある 乎 を 知りて 感謝と 歡 喜と に堪 

へなかった、 又 復恩惠 溢る &の會 合であった。 

二月 二十日 (木) 晴 或 人より 靑山學 院祌學 部 (口 本 メソヂ スト 敎會の 本山) 發行 『神學 評論』 

第.： ハ卷第 ー號 (一 月！^) を 55^ られ、 大 なる 舆味を 以て 其 內に揭 載せられ たる 富 永德磨 氏の 筆に 成りし 

「基督 再臨 說と基 哲敎」 と 題す る 長 論文 を讀ん だ、 是れ 蓋し 日本 文 を 以て 書かれし 最も 痛烈なる， 最 

も 徹底せ る、 而 して 最も 思 ひ 切った る 再臨 反對 論で あらう、 氏 は 曰 ふ 「基督 は 決して 目に 見 ゆべ く W 

來 すべから す、 聖書の 一一 m なりと て 信ぜす ともよし、 基督の 敎 にあり たりと て 信ぜす ともよし、 If;*^ 來說 

は 不道理な り 不必要な り 有害な り」 と、 斯くハ ッ キリと 首 はれて 富 永 氏と 余との 信仰的 關係は 斷然絕 

えたので ある、 氏の 言 はる k 通り 「道 同じから ざれば 相與に 語らす」 であって、 氏が 斯く言 はれし 以 

上、 勿論 余 は 氏に 對し 余の 信仰 を 辯 明す るの 必要 はない ので ある、 實を 言へば 余 はん r 日まで 富 永 氏に 

對し て は 陰ながら 尠 から ざ る 尊敬と 同情 を 表し 來り し 者で あ つた、 而 して 今日の t で 氏の li^ 仰と 余 


の それとの 間に 斯 くも 甚だしき 懸 桶が あらう と は 思はなかった、 然し 止む を 得ない、 氏と 余と は 信仰 

の 別天地に 住む 者なる 事が 八， に 至って 明，：：： になった、 余が 再臨 信仰 を發 表せし 以來、 余に 對 して 明白 

に 反對を 表せられし 基 赞敎界 の 名士の 巾に 海老 名彈正 君 あり、 三 並 良 君 あり、 內ケ崎 作 三郞君 あり、 

今 岡 信 一 良 君 あり、 杉浦貞 1 ー郞君 あり、 クレ！ マッコ レ ー 君 あり、 E  •  H  • サゥグ 君 あり、 帆足理 

一 郞！^；；ぁり、 而 して 令 叉 富永德 IS 君 あり、 其 他の 諸君に しても 若し 其 意見 を發 表せら る i ならば 其大 

多數は 同じく 反對 側に 立た る k であらう、 斯くて 余の 基督 再臨 の 信仰 は 基督 敎界 名士の 多 數決を 以て 

KH 決せられ たので ある、 乍 併何ぞ 恐れんで ある、 牧師 神 舉者等 は 否決し たれ ども 平信徒 は 町 決した の 

である、 而已 ならす 富 永 君の 一一 一一 n はる、 「廣 き樣 間」 は 案外に も < 水と 此 信仰と を歡迎 する ので ある、  < 水 

の雜 誌の 發行 部數 は激增 し、 余の 聖書 研究 會來聽 者 は W 臨 唱道 以前に 比べて 或 ひ は 三倍し 或 ひ は 六 倍 

し、 < ^の 同志の 信仰 は 復興し、 其 愛 は 燃え、 其 結合 はハ ：^々 となった、 再臨の 信仰 は 不道理で ある 

かも 知らな い 、 乍 併 人 の 最も 深き 所に 訴 ふると 見えて 世 の 之 を歡迎 する 事 益 々 熱く 且 つ 之 を；^ 受 する 

者 5 俭々 多い ので ある、 余 自身の 生涯に 於て 令 日 ほど 偸 快なる 時 はない、 余 は 今日 メ ソヂス ト敎會 の 機 

關雜 誌に 此 痛烈なる 反 對論を 請んで 奇異の 感に打 たれた、 余 は 初め メソヂ スト 敎會の 宣教師より 洗禮 

を 受けて 一 時其會 員と 成った 者で ある、 而 して 今日に 至り 斯 かる 背信 敎會 より 早く 脫會 せし 事 を祌に 

感謝 せざるを得ない、 メソヂ スト 敎きは 明治の 初年に は 余 等に 聖書 を 文字通りに 神の 言と して 信ぜよ 

と敎 へ て 置きながら 今 B は 其 機 關雜誌 を 以て 「聖書の 言な りと て 信ぜす ともよし、 基督の 敎 にあり た 

りと て 信ぜす ともよし」 と敎 るので ある。 ュ 一一 テリ ヤン 主義 を 以て  -を資 めし メソヂ スト 敎會が 今や 

此 主義の 先鋒 隊 となった、 面白い 現象で ある。 


二月 二十 I 日 (金) 曇 が來 た、 終：！： 雜誌 編輯に 從^ した。 〇近•ぬに.r^.iりw臨のキリスト 

は 私の 戀人 なりと； 百 ひ來 りし 尺が 一 一人あった、 共 ； 人の 如き は 余に 架 書の 研究 を 止めて 自分と 自分 

の戀 人の 研究に 從 事せ よと 首 ひ來 つた、 困った ものである、 乍 W 迷信 を 生む 丈け のお-仰で なければ 取 

るに 足りない、 反對の 好き 材料で あらう。 

二月 二十 二日 (土  i 雨 終日 書齋に 籠り 全書 校正と 雜誌 編輯に 從 事した、 今より 二. T 七 年 前に 自 

分の 著た 『基督 信徒の なぐさめ』 の 校正 を 終りん/昔の 感に耐 へなかった、 自 分 は 素め より ヒ ュ ー マー 一 

タリ ヤンで あり、 贖罪 信者で あつたので ある、 自分の 傳 道なる 者 は 決して 社 < ^改良 又は 敎會建 f 一れ を H 

的と して 始 つた：！ ではない、 少しな りと も 人 を 助けたい と 云 ふ 人情より： S つた 者で ある， 余 は 素より 

宗敎 家と 稱 せらるべき 者で はない、 い 情の 人で ある、 ； SIR^H レ ミヤの 小なる 者で ある、 ri^ 我れ 

我が 首 を 水と なし、 我：：：： を 1^ の条 となし、 我お の爲に 終夜 泣かん もの を」 と 叫ぶ 質の 者で ある (H レ 

ミヤ 記 九 章 一節)、 若し 余の 著述が 『なぐさめ』 を 以て 終ったならば 余 は^だ 幸 ひであった らう、 余 

が 進んで 敎會の 敎師ゃ 傅 道 師が爲 す 事を爲 した 故に 多くの 不愉快が 余の 生涯に 臨んだ ので ある、 宗敎 

は， 索々 深き 情で あり 詩で あり 歌で ある、 是が敎 會と變 じ 神學と 化する 時に；： おも 忌む ベ き 者と なる ので 

ある、 噫歸 らん かな 『なぐさめ』 時代に！ 

二月 二十 三日 (曰.) 雨歇み 午後 晴る 引镜き 1^ き 口 曜日であった、 聖書 講演 會不 相變盛 會、 聽 


講者 七 百 餘 と^せら る、 但し 其 内に は 聯合 軍 慰問 使日疋 信亮氏 が戰 地より 持歸 へられし 戰時 參考" i を 

観ん とて #钳 に 集 ひ來し 者の 流れ込みし 者が Si からすあった らしく ある、 祌 i^. なるべき 基督 敎靑 年會 

が而 かも 聖安息 日に 於て 斯 かる 人に 見舞 はる」 は 歎すべき 事で ある、 然し 乍ら 聽衆中 一 二の 無 禮漢の 

有りし 外 は 至て 靜肅 なる 好き 會合 であった、 余 は 前 囘に引 辏き馬 太傅廿 四 章に 就て 講じた。 

二月 二十四日 (月) 晴 春暖 を 催し 氣持 良く ある、 昨 n の勞 働に 疲れて 半 曰 休んだ、 久 ii^ りに て 

カイ ムのィ H ス傳を 引出して 讀ん だ、 彼は余と^^書の見方を全く異にするも確かに大家でぁる、 イエ 

ス の 人的 方面 を畫 いた 書に し て 之より も大な る 者 は あるまい、 獨逸流 の 乾燥無味 の 歷史 研究 ではな い - 

生血の 流る \ やうなる 傳記 である、 イエス に 確に カイ ム の 見た る 一 面が あった、 基督 者 は 其方 面 を 見 

逃して はたらない。  . 


二月 二十 五日 (火) 晴 終日 雜誌 編輯に 從攀 した、 今に 至る も 猶ほ余 は 『聖書 之 研究』 の 持主に 

して 主筆に して 唯一 人の 編輯 人で ある、 a イド. ガリソンの 『解放』 と 同じく 純なる 一人 雑誌で ある、 

さう して 其れが 二十 有餘年 核いた ので ある、 幸いで ある、 余 は是れ 以外に 他の 仕事 を 求めない、 余 は 

之れ がた めに 生れて 來 たので ある、 一 一千 乃至 三 干の 日本人に 二十 年間 毎月 少 しづ、 聖書 知識 を 供給し 

て來 た^と 思 へ ば 感謝と 滿足 の 至りで ある、 人生 五 十 功な きを 恥づ ではない、 人生 六十 此事 ありし を 

感謝す である、 今べ ンを 執りつ & 死んでも 惜む所 はない。 


二月 二十. KB  (水) 晴 雜 fl 編輯 終り 大に寬 ろいだ、 英國： C 科 字典 を繙き 烏類學 魚類 軟體励 物 

® 'と 漁った、 終に 卜、 ゲ 5 一の 一項 を 讀んで 止めた、 心を淨 うする 者で 一大 然學の 如き はない、 其點に 於て 

天然 舉は遙 かに 神舉に 優る、 天然 學に 神學に 於け るが 如き 辛辣なる 攻 ，はない、 ^^事が§ケ.5-らしくぁ 

つて 其點に 於て 能く ィ H ス の敎訓 に似て 居る、 懷 かしき は 古き 變ら ざる-天然 である。 

二月 二十 七日 (木) 晴 半日 を齒の 治療に 費した、 辛かった。 午後 二人の 西洋； t 人の 訪問が あつ 

た、 珍ら しい 事で ある、 其 一人 は 米 國レホ ー ムド 敎會傳 道き 社 派遣 宣教師 パイ ファ ー 女史、 他の 一人 

は鐵道 ミッションの ジ レット 女史であった、 共に 再臨 信者で ある、 前者 は米國 婦人であって 快活で あ 

り 後者 は英國 婦人であって 溫； ra^ であった、 大に敎 へられ a つ 慰めら る i 所があった、 再臨の 信仰 は宣 

敎師と 余との 間に 設けられし 乖離の 墻を取 除く に 於て 大に與 りて 力が あった、 實に 喜ばしき 事で ある 0 

ふる. T き や ..， 

二月 二十 八日 (金) 晴 好き 春 日和であった、 敎友 古崎 彊君 危篤の 報に 接し 見舞の ため 相 州 平 塚 

に 行った、 車中 余 は 竊に思 ふた 今日は 辛ら き 御用 を 務めねば ならぬ、 將 さに 死 せんとす る 者 を 慰む る 

のお 貝 任 は 重大で ある、 余 は 之に 耐へ 得る であらう 乎と、 斯くて 昨夜 來祈禱 の 準備 を爲 して 平 塚 海岸 松 

林の 中に 彼の 病床 を訪 ふた、 彼の 喜び 譬 ふるに 物な く、  < ；-は 彼 を 見て 胸が 一ば いに なった、 而 して 彼 

の 元 氣と云 ふたら ば！ これが 死ぬ る 病人で あらう と は 如何しても 思 はれなかった、 微笑 は 彼の 滿面 

に 漲り、 彼の 語 は 時々 滑稽 を 交へ、 平常と 少しも 異ならなかった、 彼 は 曰 ふた 「私の 心の中に 平和の 


王 國が旣 に 築かれました、 感謝です、 感謝です、 先生 大に 働いて 下さい、 此の！ i 音 は 世界 萬 民に 傅へ 

な 5^ れば なりません」 と、 余 は 彼の 此言を 聞いて 彼 を 慰む るの 必要がなかった、 余 は 獨り思 ふた 「若 

し 之が 死で あるならば 死と は 何ん と 容易い 者で ある 乎」 と、 余 は 彼の 病床の 側に 坐して 聖書 を讀ん だ、 

約翰傳 十四 章 一 節より ra 節まで、 テサ " - 一 ケ 前書 四 章 十三 節 以下、 コ リ ン ト 前書 十五 章 五十 節 を讀ん 

だ、 而 して 後に 祈った、 然れ ども 彼の 爲 めに 祈 求むべき もの は 何にもなかった、 只 感謝す るば かりで 

0  C  0  0  0O0O0O0O00OOO0O0000COO  OOCOOOOOOO 

あった、 死の 床の 側に 坐して 感謝の 外に 祈るべき 言な しと は 如何に 幸 ひなる 事で はない 乎、 祈 禱を終 

へて 余 は 彼の 疲勞を 虞れ たれば 彼 を辭し 去らん とした、 然し 非常に 名淺り 惜しかった、 依て 彼と 訣^ 

の提 手を爲 した、 我等 は 久しく 握りし 手 を 放たなかった、 余 は 彼に 言 ふた 「君、 復た 確然 會 ふよ、 令 

度會ふ 時には 斯んな 死ぬべき 體を 以てせす して、 死なざる 榮 光の 體を 以て 會 ふよ、 今度の 別れ も 亦 先 

般 君が 洋行した 時の 別れと 同じよ、 復た 確然 會 ふよ」 と、 彼 は 低き 聲を 以て 判然と 答へ た 「さう です- 

さう です」 と、 斯くて 我等 は 地上に 於け る 最後の 面會を 終へ た、 余の 心 は 何ん とも 言へ ぬ感を 以て 打 

たれた、 余 は <1マ 日まで 囘か 死の 床を訪 ふた、 然し 古崎 君の やうなる 場合に 遭遇した る 事 はない、 之 

は 死で はない、 暫時の 別れで ある、 敎會の 神 學者は 曰 ふ 「基督 再臨の 信仰 は 不道理で ある 不必要で あ 

る 有害で ある」 と、 或は 然 らん、 然れ ども 玆に我 友 は 希望 ある 生涯 を 中途に 挫かれながら 何の 歎げ く 

所な く 感謝 感謝の 聲を 以て 死に 就く を 見て 誰が 彼の 再臨の 信仰が 不必要で ある 有害で あると 言 ふこと 

が出來 るか， 古崎 君の 信仰 は 最も 溫雅 なる 淨土 眞宗に 始まりし 福音 的 基督 敎 である、 彼 は 勿論の 事キ 

リ ストの 體的 再臨 を 信す る、 而 して 此 信仰が 死の 眞 際の 時に 彼 をして 此 平和の 人たら しめたので ある-. 

彼の 家を辭 して 停車場に 至れば 發車 時間までに 未だ ありければ 大錢に 行き 春の 诲を 眺め 滿 開の 梅 を 
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觀て 少しく 我 緊張せ る 心 を 和らげ、 午後 二 時 Mi 十分 火 磯發の 汽車に て 歸途に 就いた、 將 さに 死なん と 

する 友 を 慰めん とて 行きし 余 は 自身 大に 慰められて 〔\ ぶに 歸 つた、 實に惠 まれた る 一 日であった、 祌學 

雜 誌に. 論文 を)；". S む も 到底 得られざる 眞理を 示された、 信仰 は 議論で はない、 確實 にして 明 臼なる 實 

驗 である、 < ^は 永久に 古崎 獲 君の 平和と 歡喜 とに 溢れた る 死の 狀を 忘れぬ であらう。 

三月 一 日 (土) 晴 久し 板り にて 田 村直臣 君の 訪問が あった、 二 時 問 程 話し 續 けた、 宗敎界 並に 

政治界ハ^^に っき色々 の事を聞ぃた、 敎會と社會との腐肷は余の思ふたょりも遙に^*だしぃ15^-を知ら 

せられた、 斯んな 基督 敎界は 一 先づ轉 覆す るが {且 かろう、 而 して 祌は必 す 之 を 轉 覆し 給 ふで あらう、 

是は實 に 「盗賊の 1」 である (馬 太傅卄 一 章 十三 節)、 敎會 八： ：同 もデ モ クラ シ ー も 基督 W 臨 反 對論も 

あった もので はない、 不信者の 內 にさへ 行 はれない 9;- しき 事、 醜き 事が 基督 敎會內 に 行 はる-の であ 

る、 余 は 田 村 llf^ に 一年に 二三 度 ゐ會 ふが、 會 ふたび 毎に 君 は此點 に關し 余の 眼 を 明かに して SK れる。 

三月 二日 V 日) 曇 北風に て 寒し、 午前 屮 『ヒ ツバ— 卜雜 誌』 一： =： 號を 讀み英 人中 智者 齢き を 歎 

じた、 英^ 基督 敎的 智識の 最高 權 威が 之で あると 知りて 人間の 智識の 到" 政賴 むに 足りない 事が i る" 

聖書 講： "m..^ 相變 盛會、 聽衆 六百餘 人、 小 林政 助 君 は 「人種問題と 在米 日本人」 に 就て、 . ^は 「イエ ス 

の 終末 観」 第三 囘を 講じた、 二者 共に 臨 信仰の 證 明であった、 我等 を 迷妄と 嘲け る^に 我等の 有す 

るべ 布 と 熱心と はない、 一年 以上に 涉る 日曜 口 毎の 此盛會 は 3： を 意味す るので ある 乎、 我等の 反對^ 

は 其 反 對說を 以て 之に 類す る 會合を 持檨し 得る 乎、 我等に 唯 感謝と 讚美が あるの みで ある。 


三月 三日 (月) 晴 昨日の 講演で 疲れた、 月 毎の 雜誌 校正が 始まった、 斯くて 月 は滿ち 川は膨 く、 

然し 最も 滿足 なる 幸福の 生涯で ある、 余 は 何人と も 余の 位地 を 交換した く はない。 

三月 四日 (火) 晴 引模き 好き 春 日和で ある、 梅が ゆ、 き 出した、 愈々 养が來 た、 如斯 くにして 最 

後の 赛が來 るので あらう、 甚く 待 たれる。 昨夜 來 緩いて 三 四 人の 貴婦人の 訪問が あった、 珍ら しい 事 

である、 我 〈I の 門に 自倒 車の 附く 時に 甚だ 不 似合の やうに 見える、 然し 歡んで 何人 をも迎 へる、 善人 

は 何れの^ 級の 內 にも 在る、 然し 特に 貧者の 友と して 生涯 を 送り 來 りし 我等 は贵 人を迎 ふ る の 途 に 球 

くして たに 心 を 配ば る、 然し 神 は 又 其 途をも 敎へ給 ふ。 

三月 五日 (水) 快晴 日本 女子大 舉 校長 成^ 仁藏氏 昨朝 死去せ りとの 事で ある、 新聞紙の 報す る 

所に 依れば、 氏 は 最初 は クリスチャンで あつたが 今日で は 基 佛儒祌 全般の 宗敎を 超越した る 宗敎、 卽 

ち 宇宙の 靈に 合致す る 事に 努力して 居られた との 事で ある、 而 して 余が 氏に 接觸 (寧ろ 衝突) したの 

は 今より： 一十 一 年 前 越後 新 潟に 於て 氏が 熱心なる クリスチャン たりし 時に 於て ある、 其 時 氏 は 聖職 

成瀨界 f.  Mr.  Naruse) であって 米國宜 敎師の 信任 最も 篤く、 而 して 余が 宣敎師 に 反對の 態度に 

出 づるゃ 彼等の 代言人と なりて 堂々 不信 異端の 故 を 以て 余 を 責めた のは此 成？^ 仁藏 氏であった、 < ^は 

△  厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 ム厶 厶 <3厶<1厶< "厶 

其 時に 3:- ふた、 「惡魔 は 神の 前に 人の S 非を訴 ふる 者で あると 言 ふが 彼 は 多分 成瀨 君の 如き 者で あらう、. 

厶厶 <3A 厶厶  <1=" 厶厶厶 厶厶. ："△< -厶厶  <<"<"<1<3厶<1<3*1厶<1<  厶厶厶 厶厶 <3<3厶<3 厶 

人を惡 人と 思へば 其 人を惡 人と 爲 さすば 止まない 者 は 成！ i 君で ある、 余が 若し 將來 小説 を 著 はし- =i ^あ 魔 
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を畫く 時には 必 す成瀨 君を畫 くで あらう」 と、 而 して 歲 移り 星變 りて 此米 國官； 敎師の 辯 護 者たり し 成 

瀨君は * 督 敎を棄 て、、 不信 異端 を 以て 君に 責められし 余 は 福音の 主唱 者と して 今存 るので ある、 實 

に 不思議で ある、 余 は 思 ふ 成 瀬 君の 一時の 基督 敎の 信仰 は 女子 敎 育の 爲 めであった ので あると、 大阪 

に 於て 新 潟に 於て 君が 米國宣 敎師の 手を藉 りて 女學校 を經營 しつ、 ありし 間 は^は クリスチャン であ 

つたので ある、 然れ ども 東京に 来り 女子大 學を 設立す るに 方て 大隈侯 跪 澤男等 基督 信者なら ざる 人 等 

の 援助 を 要する 時に 方て は 氏 は 弊履の 如くに キリストの 幅 音 を 菜て たので ある、 是 多くの 日本の 紳士 

亭 者の 爲す 所であって 惟り 成瀨^ のみ を實 むべき ではない が、 然し 最も 恥づ ベ き賤 しむ ベ き 事で ある， 

何れに しろ 宣教師の 厚 き 信任 を擔 ひし 成 瀬 君 は 早く 旣に之 を 去り、 彼等に 嫌 はれ 君に 不信 異端の 故 を 

以て 黄め られし が 八：' CM 福 昔の 戰士 として 存るを 得る は 神の 大 なる 攝 理と稱 せざるを得ない、 余 は 祈 

る 余 は 何 を爲し 得すと も、 敎會を 作り 得す 大學校 を 建て 得すと も、 終生 キリスト を棄 ざらん こと を、 

<"厶<3 厶厶厶 厶<:<1<1<3厶*:<1厶厶<1厶ム厶<3厶厶<1<3厶<".0厶厶<:厶厶厶厶厶<1 

宣 敎師の 寵愛 を 蒙る は 多くの場合に 於て は it 信 偽善の 何よりも 確かなる 證據 である * 余 は 幸に して 彼 

等の 惡み嫌 ふ 所と なりて 神の 撰 擇に與 りし こと を 感謝す る。 〇 子爵 加 納久宜 氏 亦 逝去 せらる、 H? 詞 を- 

述べん がた めに 大 森の 邸を訪 ふた、 實に 偉ら い 人であった、 忠實 なる 平民の 友であった、 日本 華族の 

校範 として 世界に 示して 恥ぢ ざる 人物であった、 嗣子 久朗君 今 は 紐 育に 在り、 余の 十 年来の 善き 信仰 

の 友で ある、 君 並に 遺族に 對し 同情に 堪 へない、 主ィ H スキ リストの 日に 老 子爵の 功勞は 充分に 酬ゐ 

らる、 であらう (馬 太傳 二十 五 章 三 一 —四 〇 節 )o 

三月 六日 (木) 朝 晴夜 大雨 古崎 彊君 昨日 眠りし 由 遺族より 電報が あった、 然し 葬儀 は佛式 を以. 


て 行 ふ 由、 實に 奇怪 干 萬で ある、 彼 は 明白なる 基督 敎の 信仰 を 以て 死し、 且つ 彼の 葬儀の 今 井 館に 於 

て辦の 信仰に 順 ひて 行 はれん 事 を 遺言した、 然るに 之 を 省す して 彼れ 死して 後 二十 時 問、 佛 式を以 

て 彼の 遣骸を 葬りし と 云 ふ、 非常識 も 亦 甚だ し と 謂 ふ ベ きで ある、 然れ ども 死者 を し て 死者 を 葬ら し 

めよ である、 基督 信者に 其 生ける 靈魂を 救 はしめ て 其 死せ る體を 葬りし 佛敎 徒の 心事の 憐れ さよ、 余 

は 常に 佛敎 に對 して は 厚き 尊敬 を 拂ひ來 りし 者で あるが、 今囘 古崎 君の 遺骸に 對 する 彼等の 處置を 見 

て 「佛敎 滅亡」 を 叫ばざる を 得ない、 今や 日本の 佛敎徒 は 生ける 靈魂を 救 ひ 得すして 死せ る 肉 體を爭 

ふので ある、 寺院 は 令 は 一 の 葬儀 會社 として 存る に過ぎない、 憐 むべき は 佛敎の 末路なる 哉。 

三月 七日 (金) 晴 昨夜 中 野 神 田 男爵 邸に 於て 法擧士 高木 八 尺の 渡米 途別會 に 併せて 結婚 祝賀 會 

を 開いた、 樂 しき 歡 ばし き 會 合であった。 ァ キスリング 氏の 依賴に 依り 午前 十一 時より 三 崎町バ プチ 

ス卜會 館に 於て 新來の 宣敎師 四十 餘 人に 對し 英語 浪 說を爲 した、 口 本人の 「義理と 禮傣」 に 就て 語つ 

た、 隨分骨 が 折れた、 然し ァ キスリング 氏に 對し 友誼 的 奉仕 を爲 すと 思 ひて 最善 を 試みた、 演說 終つ 

てァ 氏に 伴 はれ 晝 飯の 馳走に 與 つた、 余 はたし かに. >: 敎師の 敵で はない と 思 ふ。 

三月 八日 (土) 暴 n 新聞紙 は 子爵 三 島 彌太郞 君の 逝去 を傳 ふ、 余の 君 を 知りし は 幼年時代に 於て 

有馬學 校に 於て、 叉留學 時代に 於て 米國ァ マ ストに 於て ある、 余が ァ マ スト 卒業の：：： に禮 服な きが 

故に 君の 最上 等の 日本 服 を 借りて 式を濟 ませし は 今より 三十 一 年 前で ある、 其 後 君との 交際 は 全く 絕 

え 君 は 日 本 銀行 總裁 として 氽は キリストの 福音 の {凡 傳者 とし て 各き 人生 の 全く 異なりた る 徑路を 歩ん 


だ、 1 - たび 死ぬ る^と 死して 紫 判を受 くる 事と は 人に まれる 事な り」、 死と 赛判、 之 を m:- ふて-化 

階 も 動^も あった もので はない、 人生の ti^ 時の 微動 を 終れば 人 は 呰な盡 く 平等で ある、 祌の平 K であ 

る 0 

三月 九日 (日) 半晴 靑年會 館に 於る 午後の 榘會 不相變 盛會、 來聽者 五百餘 名、 新 歸朝者 笠 原作 

三 君 は 君が 太 西洋 上 波に 浚 はれ 奇廣 的に 救 はれし 聞いて 身を慄 はす やうなる 實驗談 を 語り 聽衆 をして 

感動せ しめ、 余 は 馬太傳 二十 五 章 一— 一 三 節に 於け る 「新 郞を迎 ふる 十 人の 童女の 比喩」 に 就て 語り 

基督 再臨の 信仰の 今や 敎會を 之 を 信す る^と 信ぜ ざる^と の 二つに 兩斷 しつ i ある is?- に 就て 語 つ た、 

自身に 取り 快 心の 講： m であった、 舊き ドクトル . ラ ンゲの 註解 省は斯 かる 場合に 於け る大 なる 援助で. 

ある、 此 は 一 八 六 一 年の 著であって が 此^に 生れ 來 りし 年 に^に 出し 者で あるが 其 時旣に 基督 W 

臨の 信 g: の强き 唱道が あつたの である、 ホイ ヅ ネル (Hf-ulmer) の 唱道の 如き 殊に 判然たる^ であつ 

たので ある、 「夜半ば に 叫びて 新郞來 りぬ 出で 迎 へよ と呼聲 ありければ」 と ある は實に 彼等の 聲 であ 

つたので ある、 而 して 余の 如き は 人， に 至て 渐く陲 眠より 覺め たので ある、 然し 乍ら キリス 卜 を 信じて 

より 鼓に ra: 卜 一 年、 初めて 明瞭なる 了解 を 以て 此 比喩 を解釋 する を 得て 感謝に 壤 へない。 

三月 十日 一月〕 曇 「靑き 月曜 曰」 である、 精祌 的疲勞 にて グヅ くと 一 曰 を 送った。 午後 神 W 盾 

夫に 作 はわて 池 袋 公 會祌學 校に 師父 ケリ ー を訪 ふた、 半天主敎的の英國^^公會の敎師でぁる、 英國 

の 神 率に 就て |« 問し 大に 益す る 所があった。 〇 三月 號雜 誌が 屮 Z 來た、 發行 日に 出來 上った の は 近來稀 


なる 事で ある、 然し 急いで 組んだ 故に か 誤植が 多い， 何 か 必すー つの 缺點が ある、 闲っ たもので ある。 

三日 十一 日 (火) 半晴 「若し 爾 口にて 主 イエス を 一一： 一 n 表 はし 义心 にて 信す るなら ば 救 はるべし」 

との 羅馬書 十 章 九 節の 言に 就て 終日 考 へた、 心に 信す る は 易し、 難いの は：； I に. W 表 はす 事で ある、 社 

きに 立て 「我 は主ィ H スを 信す」 と 表 ，□ し 得る 信者 は 甚だ 稀で ある、 實に 仰の 表. E は 小事で はない、 

是れ なくして は實は 信仰 は 無い ので ある、 「凡そ 人の 前に 我を識 ると 言 はん^ を 我 も 亦 fK に 在す 我 父 

の 前に 之を識 ると 言 はん、 人の 前に 我 を識ら すと 言 はん 者 を 我 も 亦 天に 在す 我 父の 前に 之 を識ら すと 

實ふ べし」 との ィ H スの 言の 深き 眞理 なる 事 は 日本の 如き 不信者 固に 在て覺 らる、 ので ある (馬 太傳 

+章三 二、 三 三 節)。 

三月 十二 日 (水.) 0 余の 信す る * 督敎に 導く に 最も 闲 難なる 人 は 偶像 ^でもなければ 乂無神 

41 者で もない、 所^ 近代の 高等 敎育を 受けた る 者で ある、 キリストの 福 昔 を 解す るに 難き 人に して 半 

西洋化 さ れ たる 東洋人の 如き はない、 彼等 は 自分 で 自分 の 信仰 を 作て 之 を ；^：^；^：：敎 と稱 する ので ある、 

而 して 偶々 其 誤謬 を 正 さる i ゃ大な る 迫害 を受 くるが 如く に感 する、 實 にんの 靈魂を 亡す 者に して 近 

代の 西洋 文學の 如き はない、 殊に 亂 暴なる は 北 歐文學 である、 之 を 信仰 上の 過激 思想と 稱 して 可ら う、 

基瞥敎 の 敵に して 之よりも 嫌 ふべき 者 はない、 是は 聖書 に 所謂 不法 の靈 である、 偽 基督 の 精神で ある、 

現下の 福 昔 宜傳者 を 苦しめる 者に し て 此靈此 精神 の 如き は 無い。 


三月 十三 日 (木) 曇 昨夜 今 井 館に 月並 祈禱會 あり、 來會者 三十 人、 馬 太 傳十章 三 四— 三 九 節に 

依り 信仰 は眞劍 なら ざるべ からすと 云 ふ 事に 就き 祈り 且つ 語った、 以 來祈禱 會は每 月 一 ー囘 開く 事 に 定 

めた。 〇 此日 全日 を 『全集』 校正と 米國 友人への 手紙 書きに 費した、 我れ 古の 人なら すして ベ ンの人 

なる 時 我 は 幸福で ある、 爾 今 『內村 全集』 編 募が 余の 第一 の 事業で あらう、 是が 余が 後世に 遣す 唯一 

の 遺物で あらう、 唯 其價侦 甚だ 勸 きを 恥づ。 

三月 十四日 (金) 曇 引つ き 『全集』 校正に 從 事した、 校正、 又 校正、 我 生涯の 大部分 は 我が 

番 きし 物の 校正に 消費 せらる、 多分 墓に 下る 時まで 續く であらう、 然し 惡き 仕事で はない、 印刷 職工 

を 相手に 單獨 で爲す 仕事で ある、 力 ー ライル や H マァソ ンが澤 山に 爲 した 仕事で ある、 何 は见も あれ 

獨 立の 仕事で ある、 - 牧師 ゃ神學 者で あるより は遙に 善い。 〇 午後 丸 善に 行きべ ンと インキと を 買 ひ 求 

む、 我が 商寶 道具で ある、 一日 も缺 くべ からざる 物で ある、 此 日より 見 nn 洋 君が クリスマスに 贈られ 

し 金の ベ ン先を 使用し 始む、 來る 数年間の 机上の 要具で あらう。 

三月 十五 日 (土) 大雨 警視 廳に呼 出され 三月 號雜 誌の 記事に 就て 注意 を 受けた、 「聖書と 現世」 

0  "欄 時事に 觸れ るの 虞れ ありとの 事であった、 謹んで 御注意に 順ひ此 攔を廢 する ことに 決定た、 永 

遠の 聖書 を 研究 せんと 欲する 者が 何も 必 しも 時事に 就て 語る の 必要 はない。 〇 『全集』 校正が 毎日の 

； H 事で ある、 外に 少し づ k 大 問題に 就て 究め 叉 バウ n の 所謂 「諸の 敎會の 憂慮」 に i はる、 人と して 

生き 基督 者と して 在る 以上 は是 れ义 免る 能 はざる 所で ある。 


1 二月 十六 日 (日) 晴 好き 安息日であった、 午後の 會合不 相變倫 快であった、 來會者 六百餘 、「死 

後の 生命」 -に 就て 語った、 令 日 丈け は聖- 書の 講義で あるより は 寧ろ 人生 學の 講演であった、 然し 次 

同より 始 むべき 哥林多 前書 第 十五 車の 研究の 準備で ある、 死後の 生命 問題 は 永久に 其 興味 を 失 はざる 

問題で ある、 故に 語る 者 も 聽く者 も 熱心なら ざる を 得なかった、 是 れ^に 人生 第一 の 問題で ある、 す 

ベての 科學 すべての 哲 學は此 問題 を 確お せんが 爲 であると 云 ふ 事が 出来る。 

一二 月 十七 日 (月) 快晴 田 村直臣 君と 共に 中 ^谷に 舊友松 村 介 石 君を訪 ふた、 兹に 久し振り にて 

ーニ村の會合が開かれ舊きを；^^叫り新きを談じて時の立っのを知らなかった、 此會 合に 於て 第一 の 喋り 役 

は 田 村 君であって 松 村 君 之に 次ぎ、 余 は 主として 聽 者の 地位に 居った、 我等 相 知って 兹に 三十 五 年、 

取りし 途は 異なりし と 雖も心 の 底 は 同じで ある、 各自 の 最善 を邀 して 斯 W 斯民 の 爲に盡 さんと する 點 
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に 於て 一致して 居る、 殊に 松 村 君と 余と は 馬鹿正直なる 點に 於て 善く 似て 居る、 晝钣の 馳走に 與り、 

拜 天堂 を觀覽 し、 三人 共に 撮影して 別れた、 田 村 君 は 六十 二 歳、 松村^！；は六十歳、 余 は 五十 九 歳で あ 

る、 誠に 紀 念すべき 會 合であった。 松 村 君を辭 して 後に 我等 二人 市中に 出で、 再び 某所に 會 食し、 述 

立て 富 士見町 敎會に 行き 博士 デュ ェー の 講演 を聽 いた、 題 は 「デモ クラシ ー の 倫理的 意義」 至て 平凡 

なる 講演であった、 若し 余が 日本語 を 以て 同じ 事 を 述べたならば 聽 衆は大 なる 不平 を 漏した であらう、 

然し 乍ら 博士 は米國 現今の 第一位 を 占む る哲舉 者で あると 云 ふので 令囘 交換 敎授 として 我圃に 渡来し 

たので ある、 多分 彼 は此夜 彼の 最善の 狀 態に 於て 在った ので は あるまい、 何れに しろ 此夜 博士の 講演 


は大 なる 失ば H じあった、 呼 米！： よ！ 

三月 十八 日 (火) 快晴 n 曜！ = の 精神的 疲勞 未だ 癒す 差した る 事 を爲し 得すして  一口 を 送った、 

牛 後：： -人瑞 w:^ 及 幅昔敎 食.〕 H: 敎帥フ ン チケル 氏の 訪問 あり 一 時間 餘り 快談 した、 ッ リツ ヒ大學 に祌學 

を ％ノ めし 彼 ± 余が 某- 5^ 再臨 を 信す るが 如く に^ぜす と雖も 深き 1^ 情と 敬意と を 以て 此 信仰 を 聽 いた、 

15*,;  /I i  /  7  -  7  T- -IE.  ,,  -.; 1<1 厶厶  <1<1<J 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 <A 

「能く r あります、 能く 解ります」 と 彼は緣 返して 首 ふた、 彼が 驚きし 事 は 余が. ゆ 臨 を： する 事で はな 

かった、 メソヂ スト 敎會、 ム會、 n 本 ii- お 敎會、 組へ n 敎 會と稱 する が 如き ォ. -ソ ドック ス敎 會の敎 

厶  <1<3 厶厶厶 厶厶厶 △ 厶厶厶 <-<3 厶 人-: 厶 <!AAA<"A<1<I<I5:<I  ) 

等が 之 を； ぜざ る の み ならす 之に 對し て ：51 對の 態度に 屮：： づ る 事 であった さす か は ツネ ンクリ の 生 

れし阔 に 波長し 基督 敎の 敎， 師 である、 彼 は. 科 臨の 信仰に 對 して 米阔の { 一 敎師ゃ n 木の 神學 者が 取る や 

うなる 嘲-, ii- 的 態度 を 取らない、 彼は眞 面目なる 信仰の 價値を 知る、 故に 彼と ベぶ と は i!:^ 仰 箇條を 異にす 

る も ilTE 仰ヒの 善き 友人た る 事が 出来る。 

三月 十九 日 (欠) 曇 春暖 俄に 催し 樱 花-縦 びんと する の氣 候で ある、 ルツ 子の 誕生 口で ある、 彼 

女が 生きて 居る^ として 此 日を紀 念した、 彼女 も亦靈 なる 者と して 始 ありて 終な き 者で ある、 殊に キ 

リストに 在りて 寢れ る 者と して 彼れ W び 臨り 給 ふ 時に 甦 へらされ て 我等と W び ふ 事 の 出来る 者で あ 

る、 信者の^^生日は永遠に生くる生命の第  一 n である、 故に 永遠に 紀 念すべき： =： である。 〇 近頃 讀み 

し窨 にして 最も 有益なる 者の 一 は米國 長老 敎^ 敎 師フホ スヂ ック著 『不朽 生ん 叩 確認 論』 である (Hlle 

A ま urance  of  Immortality l)y  H.  s.  Fosaick)、 僅 々 百 十六 頁の 小 著述で は あ るが 近世 思想 の 立場 


に 立ちて 此蔡き 問題 を 論究せ し 所、 歎賞の 外 はない、 死後の 生命 は 決して 論證し 難き 事實 ではない、 

宇宙 を 合理的 實在 物と して 見る 以上、 死後に 生命の 存檨 する 事 は 避け 難き 結論で ある。 

三月 二十日 (木) 晴 原稿 日に は猶ほ 一日 あり 未だ 筆 を 採る 氣に ならない、 ル ー トハ！ ト著 『約 

翰傳 註解』 第三 卷を 取屮： し 第一 不堂ィ H ス の 復活に 關 する 記事 を 研究した、 li, に 聖書 學の 大家で ある、 

其 見解に 非凡なる 所が ある、 米國の 聖書 學者 などの 及ぶ 所でない。 〇 和 蘭 アム ス テル ダム 近郊 ブッサ 

ム 在住 ダン H 1 デン 氏に 宛て 手紙 を 書いた、 彼 は 今や 世界的に 知名の 思想家で ある、 彼より 達せし 最 

近の 書簡に 依れば 彼 は 目下 「光の 巿に 於け る 神の 殿」 の計畫 最中に して 其 岡 案は旣 に出來 上りし と 云 

ふ、 彼の 計畫に 依れば 先づ 中立 國所屬 の 一 島 を 選み、 其內に  一 を 建設し 「光の 市」 と稱 して 世界 各 

國 より 純潔 崇高の 人 を 招いて 其 市民たら しめ、 而 して 巿內 中枢の 地に 「神の i」 を 建築し、 之 を園繞 

する に 世界 各 宗敎を 代表す る 神殿 佛閣の 類 を 以てする に 在る と 云 ふ、 實に 偉大なる 計畫 である、 而し 

てグン H  ，-デ ン氏は 彼の 此計畫 に對し 余の 赞成を も 求め 來 りたれば 余 は腹藏 なく 余の 意見 を 書い て 彼 

に 返答した、 彼 の 思想た る や 遠大に して 彼 の 計畫た る ゃ嶄 新な りと 雖も余 は 其 實現を 疑 はざる を 得な 

い、 其 困難た る ゃ國際 聯盟に 異ならす、 一一 目 ふべ くして 行 ふべ からざる 者で ある、 ィ H スキ リストの 御 

父なる 眞の 神の 殿 を取卷 くに 佛敎の 寺院、 神道の 祌社、 囘々 敎の モスク を 以てする 事の 困難 は 我等 非 

基督 敎國の 日本に 在る 者の 充分に 解し 得る 所で ある、 然 かも 斯 かる 事が 出来 得べ しと 思 ふ歐洲 宗敎學 

者の 想像 は 敬 ふべ くも あれば 亦嗤 ふべ くも ある、 是れ 詩篇 九十 七篇七 節に 謂 ふ 「もろく の 神よ みな 

H ホパを ふし をが め」 と ある 言 を 今 直に 實現 せんとす る 事で ある、 余 は 諸 宗教の 統一 は如斯 くにして 


m 來る 者で あると 信じない、 是は 人の 爲し 得る 事で なくして 神 御自身が 其 定め 給 ひし 時に 於て 爲し給 

ふ 事で あると 信す る、 我等 基督 者の 今爲 すべき 事 は 祌の此 御 計畫、 此御 約束 を宣傳 ふるに 在る、 人が 

神に 代て 此 超人 問 的 事業 を 成就 せんと 努力す るに 非す と 信す る 云々 と 余 は， ヮ ン ヱ ー ヂ ン 氏に 書 贈った- 

此 書簡が 彼の 手元に 達する 時に 彼 は 如何 思 ふ 乎 余 は 勿論 知らない、，' 然れ ども 察する に 余の 書簡 は蘭譯 

されて 彼の 主宰の 雜 誌なる 『ァ ムス テル グメル』 に揭 載せられて 多くの 讀 者の 批評 を 招く であらう、 

畢覚 する に 欧洲に 於け る 多くの 思想家 宗敎家 等 は舊來 の敎會 に慊ら すして 之 を 去る と 同時に 單飩 なる 

.1 エスの 福音 を も棄っ i ある は事實 である、 彼 は舊敎 新敎兩 つながらの 敎會堂 を 「神の 殿」 として 認 

むる 能 はざる が 故に 新たに 「光の 巿」 を 建設して 其 内に 眞の祌 の 殿 を 築かん としつ， - あるので ある、 

茶 督敎が 歐洲に 於て 衰 へつ i ある は 最も 瞭 かなる 事實 である、 高潔なる 文士 ダン HI 、、テン 氏の 如きす 

ら敎會 以外に 「神の 殿」 を 求めつ、 あるので ある、 深く 同情すべく ある、 同時に 又 大に警 むべ く ある- 

三月 二十 I 日 (金) 晴 昨夜 ra 谷 見附 三 河屋に 於て 太平洋 敎友會 の 晚餐會 を 開いた、 催 主 は 東洋 

汽船 士官 四 人、 主賓 は 目下 在京中の 桑 港 小 林政 助 君 夫婦、 之に 我等 夫婦 並に 東京 敎 友の 代表者 二人 を 

加へ て樂 しき 家庭的 會 合であった、 各自 凡そ 三人 前の 牛肉 を 平らげ 健康 狀 態に 在る を證 明した、 如斯 

にして 我等の 友誼 は繁 がれ 又 強めら る X ので ある。 〇 本 月 九日 發 行の 純理 主義の 英字新聞 ジャパ ン • 

ク n 一一  クル 羝も亦 基督 再臨 反對の 論文 を 揭げて 居る を 見た、 ク& 一一  クル 紙 は非戰 論の 事に 付き 今日 ま 

で 余の 贊成 者で 又 辯 護 者で あつたが、 今度 は 明 C に 余の 反對 者と して 立て 痛く 余の 信仰 を攻擊 した、 

斯くて オル ソ ドック ス、 ュ 一一 テリ ヤン、 純理 主義者、 悉く 余の 反對 者で ある、 彼等 宗敎の 事に 關 して 


は 相互に 大に說 を 異にする も 再臨に 反對 する の 一事に 於て 共 步調を 共に する、 「ピラトと へ 口デ 先に 

あだ  そ r; ひ  ，,.，.？ 

は 仇たり しが 當日 互に 親しみ を爲 せり」 と あるが 如く  (路加 傳廿三 章 十二 節)、 先の 政敵 敎敵も 福音 

の眞 理に對 する 時には 互に 親しみて 同一 の 鉢 を 向ける ので ある、 余 等の 名譽此 上な しで ある。 

三月 二十 二日 (土) 晴 原稿 日 來りぺ ンの 運び 忙しく ある C 彼岸の 中日で ある、 主婦 获の餅 を 作 

つて 吳れ たれば 犬なる 者 七箇を 平げ た、 彼女 は 外に 技倆な しと 雖も 「お 获」 を 作る 事に 於て は 日本 第 

一な りと 自分で 自慢す る、 而 して 余 も亦此 自慢 を 承認 せざるを得ない、 何れに しろ 二十 七 年 問 毎年 春 

秋 一 一 囘づ& 規則正しく 彼女 手 作の 此せ味 を 供給 せられて 余の 趣味と 彼女の 技倆と は 合致せ ざる を 得な 

い、 寒い も 暴い も 萩の 餅の 出來 るまで、 今年 も 先 づ是で 寒氣は 去って、 眞 個の 春が 來 たので ある。 

三月 二十 三日 (日) 半晴 快き 春 日和であった、 午後の 會合相 不變樂 しくあった、 來聽者 六 百 乃 

至 七 百、 其內に 一人の ヒ ャカシ があった、 特に 制裁 を 加へ たれば 彼 は 退場した、 彼に 取り 最良の 說敎 

であった らう、 此日哥 林 多 前書 十五 章の 研究に 人り、 復活の 何たる 乎、 基督 肉體の 復活 は 基督 敎の根 

本義で ある 事に 就て 語った、 パゥ & の 基督教と 現代人の それとの 間に 天地の 差の 在りし 事に 就て 述べ 

て 甚だ 滿 足であった、 何れに しろ 紫， 書 研究に 對 する 聽 衆の 與 味の 益々 增進 しつ、 ある を 感謝す る。 

三月 二十四日 (月) 雨 無爲 無能の 月曜日で ある、 書店 を 廻り 友人 を 訪ひ夕 釵を强 請し、 雨 を 冒 

して 夜 九 時 家に 歸 つた、 何も 爲 さなかった、 然し 何か爲 したので あらう。 


::: 々の 牛" 涯  一 〇〇 

つぼみ ふく  .3 へづ 

三月 二十 五日 (火) 快晴 櫻の 蕾 膨らみ 鳥 囀り、 空 は 晴れ渡りて 富 士の白 頂 を 書齋の 窓より 眺望 

す、 復活の 朝の やうなる 赛氣 色で ある、 斯る 朝に 死者 は 甦り 生者 は榮 化し、 一同 主の 許に 携へ擧 げら 

あめつち ，ゅ る  ひところ！  よ， c.>  じる あけ^の 

れて其 所に 歡 極まる の W 會が あるので あらう、 「天地 を 震動ぐ ラッパの ー聲 に， 甦へ るらん 春の 曙」 

と は斯る 日で あらう。 此日藤 井と 共に raE: 號雜誌 原稿 を 纏めた、 例月より 五日 早く ある。 


三月 二十 六日 (水) 晴 北風 强 くして 寒し。 夜 祈禱會 あり、 田 崎 安 榮の感 話に 强く 余の 心 を 打た 

れた、 彼 は 曰 ふた 「キリストの 受難と 復活と に 由り 神 は 我等 信す る 者の すべての 罪 を 拭 ひ 去り 給 ふた、 

今や 神の 前に 信者の 罪なる 者 はない、 信す る 我等 は 後 n 一度 自分 等の 罪 を 曝露され て耐へ 難き 苦痛 を 

覺 ゆるの 虞 はない」 と、 是れ實 に 一 i 昔の 深い 眞理 である、 ィザャ 書 四十 三章廿 五節に 曰く 「ェ ホ バロ 

ひ 給 ふ 我れ こそ 我れ 自身の 故により て 汝の咎 を 消し 汝の罪 を 心に 記ざる なれと」、 神が キリストに 在 

りて 信者の 罪 を 赦し給 ふ 其 赦しは 彼が 罪 を 忘れ 給ふ赦 しで ある、 感謝 此上 なしで ある、 此言信 を 聞い 

て 余の 心 は 躍らざる を 得ない、 此赦 しに 與 りて 余 は 最早 罪 を 犯す こと は 出来ない。 實 に近來 稀なる 有 

益なる 祈 禱 食であった。 

三月 二十 七日 (木) 曇 校正と 手紙 書きに て 全日 を 費した。 米國 行を斷 念した、 此 國に留 つて： 复 

中 働く ことに 決心した、 自分から 洋行 を計畫 したので はない、 友人から 頻りに 勸 めら れ たので ある、 


それが 爲に 多くの 氣 兼ねと 心配と を爲 した、 有難 迷惑と は此 事で ある、 然し 愈々 行かない と 決定て 心 

が晴々 した、 余 ひ 事業 は 此國に 於て ある、 再び 外遊す るの 必要 は 少しもない、 祌の 事に 關し 永生の 事 

に關し 智識 を 求む るに 外國に 行く の 必要 はない、 此國に 在て 充分に 知る ことが 出来る、 余に は 近頃の 

我國 人の 洋行 狂の 现由 を發 見す る蔡が 出来ない。 或 事に 就き 希：^ 來書 十三 章 ral 節に 就て 終日 考 へた。 

三月 二十 八日 (金) 雨 校正な し、 全日 を 来客の 接待と 聖書の 研究と に 費した、 終日 路加 傳六 ゴム 早 

二十 節 「汝等 貧しき 者 は 福な り 神の 國は 卽ち汝 等の 所有 なれば 也」 との 言に 就て 考 へた、 文字通りに 

眞理 である、 金錢に 貧しき 者、 知識に 貧しき 者、 道德に 貧しき 者、 すべて 福 ひで ある、 神の 國は卽 ち 

彼等の 所有で あるから である、 之に 反して 富める 者の 天 國に 入る は 路^が 針の孔 を 穿る よりも 難く あ 

る、 贵族、 富豪、 學士、 博士、 我心に 何の 疚しき 所 あるな しと 誇る 此 世の 聖人 君子、 彼等の 天 國に入 

る は實に 路駝が 針の孔 を 穿る よりも 難く ある、 余 自身 は 到底 「富める 者」 の敎師 でない 事 を 悟った、 

殊に 高等 敎育を 受けたり と稱 する 男と 女と が 厭に なった、 彼等の 內 幾人が 今日まで 余 を 失望せ しめた 

か 判らない、 彼等 は 到底 ィ H スの詬 辞 を 負 ひて 營 外に 出る こと は 出来ない 0 布 怕來書 十三 章 十三 節)、 

「貧しき 者 は 幅 ひなり」、 赏に其 通りで ある。 

三月 二十 九日 (土) 半晴 曰 研究に 有益なる 時 を 有った、 深い 聖書 學者 はや はり 歐洲 人の 內に 

ある、 米國 人に は 霊の 深い 事 は 解らない、 益々 切に 其 事を感 する。 〇 午後 久方振りに 獨り 郊外 春の 野 

に散ル した、 梅 は 散り 桃と 梨と 木 蘭と は 花^き、 水 暖かに し 蛙旣に 池の ：2： に 動く、  rli^」 は 「張る」 

一九 一九 年  一 〇 一 


の 意で あらう、 英語の spring- に 能く 似て 居る、 「張る」、 「彈 く」、 「爆發 す」、 是れ i^;: な 「1^」 の 原意 

である、 生命. z: に充 ちて 外に 發す るの 意で ある、 余 は此日 復活に 關 はる 好き 說敎を 春の 野より 開いた。 

三月 三十日 (日) 晴 相 變らす 喜ばしき {.kn^ 口であった、 電車 沿道の 樱花 き 我が 復活の fi: 奴に 

力 を 添へ る やうに 見えた、 會衆五 百 人 以上と 見受けた、 パゥ Q の 復活 論 第二 囘を 講じ、 肉體 復活の 敎 

義を取 除いて 督敎は 其 根本より 崩れざる を 得ざる 事に 就て 語った、 純 福 昔の 善き 證明 を爲 したと & 

ふ、 集. ゆ 終へ て 後に 有志の 祈 禱會を 開いた、 止まる 者百餘 人、 靈に充 たる 會 合であった。 

三月 三十 一日 (月) 晴 庭 內の樱 花 開き 我 {\ ぶの 春で ある、 午後 { 尿 人と 共に 上野に 七 分 きの 樱を 

見た、 老樹の 多く は 市 巾より 吹途ら る、 煤煙の ために 枯れ、 唯若樹 のみ. 咬き 亂れ たる を 見て 近世 文明 

を詛 はざる を 得なかった、 花の 都 は 煙の 都と 化した、 是 れ進步 ではない 退步 である、 而 して すべてが 

此類 である、 憤慨に 耐 へない。 

四月 I 日 (火) 晴 雑誌 校正が 主なる 仕事であった、 午後 七 時より 下 谷 平 出慶ー 君の { 太に 於て 

君に 由て 設立ら れし 聖書 學舍の 開校 祈 禱會に 臨んだ、 募集に 應ぜし 生徒 二十 餘名、 何れも 獨 立の 平信 

徒で ある、 此 種の 擧校 として は大 なる 成功と 稱 せざるを得ない、 余 も 幾分 か 之に 關與 する 心算で ある、 

其 永 緩 を 祈る。 


四月 二日 快晴 徵花 爛漫 新春 第一 の 日で ある、 聞く 一昨日 靑年會 館に 市內 牧師の 會合 あり、 

出席 百餘 名、 余の 日曜 講演に 關し 激論 ありたり と、 主なる 反 對者は 組合 敎會の 耆宿小 崎 弘道氏 並に 日 

本 メソヂ スト 敎會 監督 祌擧 博士 平 岩 K 保 氏であって、 雨 氏が 余に 反對 する 主なる 理由 は 余が 無 敎會主 

義 者なる が 故に 若し 余に して 長く 靑年會 の 講壇 を 擅 ま&に するならば 巿內 敎會の 存在 を危 くす るの 虞 

れ ありとの 事で あると 云 ふ、 誠に 恐縮の 次第で ある、 余 は 人 も 能く 知る 如く 現在の 敎會 なる 者に は 反 

對 であるが、 基督 的ゼン トル マ ン として 靑年會 の 講壇より 無敎會 主義 は唱 へない 積り である、 然れど 

も 孰れで も 宜しい、 靑年會 が 止める と 言へば 何時でも 止める、 但し 敎會の 先輩の 反對 丈け では 止めな. 

い、 今や 彼等の 唱道す る デモ クラシ ィ (民本主義) の 時代で ある、 故に 宜しく 民の 聲に聽 くべ しで あ 

る、 平信徒の 聲に聽 くべ しで ある、 敎會 監督の 如き 是れ獨 裁 政治の 遣 物で ある、 今の 時に 方り て は 全. 

然廢 止すべき 者で ある、 二十世紀の 基督 者 は 監督の 聲に 傾ける 耳 を 有たない、 我等 は 神と 平信徒と に 

訴 ふるで あらう、 而 して 彼等の 判決に 從ふ であらう。 

四月 三日 (木) 晴 神武 天皇 祭で ある、 滿 都の 人 花に 醉ひ 愛國 も憂國 もあった ものに 非す。 午後 

田 村直臣 君の 牧 する ぶ 敎會の 獻堂式 あり 之に 列席した、 洵に 完備せ る敎會 である こと を 知った。 家 

の 青年の 野球 試合の 期日 近づき 一 同 緊張 せざるを得ない、 遊戯で さへ も斯く ある を 知て 眞 個の 戰爭の 

どうで あるか 1- 想 ひ やられる、 勝敗 何れに 決する も 我家の 神の 榮光 彼に 由り て揚 らんこと を 祈る。 

四月 四日 (金) 晴 國際 聯盟 成功の 希-ば W 益々 細くな り 預言の 光の 益，" < 輝 きを 增 すの 感 がする、 デ 
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モ クラ シ ー と 大統領 ウィル ソ ンを！ g 歌し 來 りし 基督 敎 の敎師 顔色な しで ある、 巴 里 講和 會議は 近代の 

「バ ベルの 滑亂」 として 終る であらう (創世記 第 十  一 早參考 )、 而 して 智者 等 は 恥 を 取り 神の 榮光は 

上る であらう。 〇 基督 敎の諸 雜誌は 基督 .种 臨の 事に 關し 余に 反對 なる に、 眞宗大 谷 派の 機 關雜誌 『無 

盡^』 の 余 並に 再臨の 信仰に 對し滿 腔の 同情 を 表する を 見る は 不思議で ある、 其 三月 號に 於て 廣瀬南 

雄 氏 は 三 頁 半に 涉る贄 成 同情の 辭を聯 ねた、 其 一節に 曰く 

私 は 現在、 ：！： 村 氏 及び 其 一派の 人々 が 基餐敎 徒と しての かくの 如き 信仰に 對 して、 大 なる 嘆美と 深 

き 同情と を 禁じ 得ない 者なる こと を 玆に吿 白す る。 そして 私自身、 氏 等の 信仰と その 態度と より gl 

からぬ 啓發を 受けて、 永き 間違々 乎たり し 自己の 心裡に 一 點の僚 火を與 へられ、 自己の 奉す る宗敎 

と經 典と に對 する 新しき 眼の 開かれた る こと を 深く 感謝す る。 

是れ 余が. 冉 臨の 信仰に 關し今 n までに 受けた る 最も 溫き 同情の 辭 である、 而 して 最も 冷たき 聲が 基督 

敎の 側より 開え て、 最も 溫き聲 が 佛敎の 側より 響く と は 不思議で ある、 ィ H スの言 ひ 給 ひし 「多くの 

人々 東より 西より 來 りて アブラハム、 イサク、 ヤコ ブと 偕に 天國に 坐し、 國の 諸子 (敎會 信者 等) は 

外の 幽暗に 逐 出され 其處 にて 哀哭 切齒 する こと あらん」 との 言 は 斯る事 を 指して 一一 m ふたの で あらう 

(馬 太 傳八章 十一、 十二 節)。 

四月 五日 (土) 半晴 雨 降らん として 歇む、 一高 對三高 野球 大 試合の 當日 であり 其 勝敗に 氣遣は 

れて 碌に 仕泰が 手に 就かなかった、 親心と 云 はう 乎 信仰 不足と 云 はう 乎、 然し 之が 人情で あると は 確 

に 一一 目 ふこと が 出来る。 巿川 クー 一石 狩の 山奥、 五の 澤 より 来り 家事 を 助く る 事に 成った、 叉函 館の 松 下 


熊槌 君、 祌戶の 好 本 督君來 り、 遠来の 友 を 迎へ偸 快であった、 二 時間に 涉り好 本 君の 信仰 實験 談を聽 

き 大に敎 へらる.^ 所があった。 午後 六 時に 至り 野球 大 試合 四對ニ にて 一高 勝利との 報に 接して、 思 は 

す 萬 歳 を 叫んだ、 事 は 遊戯で あるが 其內に 主義が 龍って 居る、 我家の 青年 は 基督 敎を吿 白し、 絕對的 

禁酒、 安息日 聖守を 固持して 居る、 而 して 彼が 主將 であり 投手で ある 此ー戰 に 敗け て は 掛からす 我家 

の 唱道の 名譽を 傷け ざる を 得ない、 故に 此ー戰 丈け は 勝って 貰 ひたかった ので ある、 而 して 願 ふ 通り 

に 勝って 我等 は M ホバ の祌に 感謝せ ざる を sj: ない、 子の 勝 は 父の 勝を豫 表する ので あらう、 我家の 唱 

ふる； i 音 は 勝って 神の 榮光 は更 らに揚 るので あらう。 

四月 六日 (日) 晴夜 雨 野球 戰 勝利に て 全家 活氣 立ち 歡喜 限りなし、 武士道 萬 歳、 獨立的 基督 敎 

萬 歳、 今度の 勝利 も 亦 M ホバの 神の 賜物な りと 信す る、 我等 は 誇らない、 感謝す る、 彼の 逢 名の 揚り 

し を 感謝す る。 〇 午後の 聖會 不相變 盛會、 聽衆七 百餘、 祌戶の 高 谷 道 男、 好 本 督の兩 君 再臨の 福音 を 

證 明し、 綾いて 余 は哥林 多 前書 十五 章 二十 節 以下 二十 八 節までに 就て 講じた、 バウ 口の 思想が 其絕頂 

に 達した る 箇所であって 講す るに は 甚だ 困難で あつたが 然し 甚だ 幸 ひであった、 「是れ 神す ベての 者 

の 中に 在りて すべてた らん 爲 なり」 と、 是れ宗 敎と折 I： 擧 との 終局で ある、 之よりも 深い 濶ぃ 言葉の あ 

りゃう 苦 はない、 Panta  en  pasin 宇宙と 人生と は 之で 壶 きて 居る、 偉大なる 哉。 

四月 七日 (月) 晴 朝 獨り巿 內の樱 を 見た、 g: 谷 見附より 濠 端に 添 ひ 紀の國 坂 を 下り 赤 坂 見附に 

至り、 それより 永 田 町、 三 宅 坂、 半藏 門前、 英國 大使館 前と 到る 所に 唤き 亂れ たる 花 を觀て 嬉し かつ 
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た、 歩いて 見た る 東京の 市 は 電車の 中より 見た る 者と は 違 ひ だ 美く しい 巿 である、 其 中に 湖水に 類 

したる 池が あり、 天然 林に 似た る 森が ある、 若し 暫時たり とも 電車と 自働 車との 通行 を禁 めて 獨り此 

花 を 賞したならば 理想的で あらう と 思うた、 濠の 水に 映る 散り か、 りたる 花を觀 て、 歌人 伊勢の 「年 

を經て 花の 鏡と なる 水 は、 ちり か k る を や 曇る とい ふらむ」 を 口吟しながら 家に 歸 つた。 〇 午後野 球 

戰々 勝 祝賀 會を 開いた、 赤鈸を 炊き 友人 を 招き、 我等と 歡喜を 共に して 貰った、 全國の 同志 數干 人が 

大 なる 同情 を 以て 勝敗 如何と 待 受け 吳れ たと 思へば 感謝に 堪 へない、 野球 競技 は 新 武士道 精神の 表現 

である、 我家の 靑年 之に 勝ちて 幅 昔 化された る 武士道の 上に 立つ 我家の 長久 を 祝 せざるを得ない。 

四月， 八日 (火) 晴 談話 は 引 綾き 野球 戰 勝で 持 切りで ある、 祝詞が 來り 祝電が 來り會 ふ 友人 毎に 

「お 芽 出とう」 を 浴 せらる、 好い 氣持 である、 福 島 縣原瀨 半 次 郎君の 左の 祝詞 は敎友 一同の 意 を！ i し 

たもので あらう。 

謹啓、 御 令息 樣又々 光輝 ある 勝利 を 得られ 候 趣き 大慶に 存候、 權 威と 能力と を 有る もの 常に 我等の 

背後に あり 給へば 我等に 敗れなる もの ある 害 無 之と 存候、 戰も亦 我等の 戰 にあら す、 至上 者の 榮光 

是 によりて 顯 はる-の 具た るべき ものと 存候、 此 度の 勝利 決して 偶然に あらす 全く 攝现 中の 一 現象 

たる を 認められ 候、 不取敢 右 御 祝詞 申 上 候 敬具。 

斯うな りて は 野球 も 遊戯なら す H ホバ の戰 である、 何んだ か舊約 聖書に モ ー セかョ シ ュ ァの傳 記を讀 

むの 感 がする。 〇 夜 平 出 氏の 聖書 學舍に 於て 書 地理 第一 囘の 講演 を爲 した。 


四月 九日 (水) 快晴 年中の 第一 日で ある、 鹤の舞 ひさうな 好天 氣 である、 一重 樱は 散り 初めて 

庭園に 花の 吹雪 を 見る、 明治 二十 四 年 四月 廿ー 日に 嘉壽子 を 葬った 日 も 斯んな 日であった、 同 四十 年 

四月 十五 日に 父の 遣骸を 送りし 日 も斯か る 日であった、 而 して 我等が 再 び 互に 相 見る 日 も斯か る 日で 

あらう、 樂 しき 哉。 〇 雜誌 四月 猇が Si た、 發行 日より 一 日 早く ある、 雨今此 分に て續 けたい もので あ 

る。 〇 此夜 兄弟 團祈 禱會 不振。 

かい v-r- や * 一ぶ き 

四月 十日 (木) 0 一重 徵 未だ 散り 終らざる に、 八重 樱將 さに 開かん とす、 海棠 山吹 一時にへ 呋亂 

れて衷 なる 感謝と 相應 じて H デ ン の 園に 在る 乎の 如くに 感 する。 〇 今 井 館に 於て 入 間 田^ 倍 對太田 節 

子の 結婚式 を擧 ぐ、 靜 かなる 質素なる 好き 式であった、 余が 司りし 第二 十一 囘の 結婚式で ある、 入 間 

田 は 宮城 縣船岡 村の 者、 大 阪醫專 出の 醫學士 である、 十數 年に 涉り 信仰 を 共に し來 りし 者で ある、 節 

子 は大阪 商人 太 田 叉 七の 長女で ある、 彼れ 亦 信仰の 同志で ある、 新 家庭 は 大阪に 於て 作られん とする 

のであって 我等 叉關 西に 於て 新たに 信仰の 一 堡壘を 得た る 次第で ある。 

四月 十一 日 (金) 晴 北風に て 寒し、 山 岸と 共に 警視 廳に往 き 『聖書 之 研究』 に 於て 時事問題 を 論 

じ 得る の 權利を 得ん がた めに 保證 金と して 千圓を 納め 其 手績を 了った、 斯 くして 爾今 本誌に 於て 國際 

聯盟、 平和 會議、 世界 改造 等 を 論す る も 法律に 觸れ るの 虞な きに 至った ので ある、 我等 は此 世の 事に 

就て 論じた く はない、 然れ ども 來 らんと する 神の 國に 就て 論議す るに 方て 時には 此 世に 就て 語る の必 

要が ある、 預言 は 神と 信者の 立場より 見た る 人類の 歷史 である、 故に 預言 研究に 從 事す るに 方て 時事 
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問題 を 避く る こと は出來 ない、 新聞紙 法に 順て 本誌 を發 行す るの 必要 は玆に 在る、 實に 止む を 得ない 

ので ある。 

四月 十二 日 (土) 快晴 父の 命日で ある、 彼れ 逝きて より 玆に 十二 年、 感 懷に堪 へない、 彼の 靈 

主に 在りて 安 からん こと を 祈る、 再 會の時 を 待つ。 〇田 村 直 ほ 君歐米 漫遊の 途に 就き たれば 彼 を 東京 

驛に 見送った、 他に 五六の 名士の 出發 あったら しく、 停車場 は， 泥雜を 極めた、 泡に 盛んなる 事で ある、 

然し 余 自身 は 少しも 羨ましくない、 余に 歐米 行きの 欲 は 今 は 少しも 無い、 余 は 『全集』 校正と、 雜誌 

編輯と 日曜日 聖書 講演と で 日本に、 然り 東京に、 然り 柏木に 止って 居た く ある、 余は歐 米に 行く も 柏 

木の 書齋に 在て 學び 得る 以上の 事 を 學び得 やうと は 思 はない、 行かん と 欲する 者 は 行けよ、 余 は 行か 

ざらん と 欲する 者で ある、 余の 世界 は 柏木の ホ ー ム である、 其處に 余の 王國が ある、 勞 働の 園 Task- 

slrdell が ある、 地上の 天國が ある、 何 を 選んで デモ クラシ ー の 本場た る 米國ゃ 過激 思想の 培養 地た 

る歐 洲を訪 はんや。 

四月 十三 日 (日) 快晴 八重 櫻の 滿 開 である、 役活 問題の 研究の 好 時節で ある、 今年 程 善き 了解 

を 以て 哥林多 前書 十五 章 を 讀み且 講じた る 事 はない、 基督 再臨の 信仰 は 確に 聖書 了解の 氣 である、 今 

に 至り 蘇 蘭 土の 聖書 擧者 A  • ブル ー スが 如何程 余の 信仰 を 誤りし 乎が 解った、 彼の 著書の ために 投ぜ 

し 金 は 無益で ありし より は 寧ろ 有害であった、 蓋し 同じ 事が G  - A  . ス ミスの 著書に 就ても 首 ふこと 

が出來 やう、 何れに しろ 英米 兩國に は 端 西國の 聖書 學者 ゴゥデ ー、 ガウス ンの 如き 擧者は 見當ら ない、 


如何 見ても 英米 兩國は デモ クラ シ ー の 本場 丈け あって 信仰的に は 其れ丈 貧弱で ある。 〇 午後の 靑年會 

の 講演 會引繽 き盛會 であった、 來會者 七 百 名 以上あった らしい、 醫學士 藤本 武平 二、 醫擧 上より 見た 

る斷 食の 效カ、 善を爲 すため の機關 としての 身體に 就て 語り、 多くの 贵き 暗示 を與 へた、 余 は！ sjs 林 多 

前書 十五 章 一 一十 九 節 以下 ra 十 一 節までに 就て 講じた、 復活の 方法 並に 復活 體の 性質に 就き パゥ n の 主 

張 を 近世 科學の 立場より 辯 護 せんと 努めた、 玆に 天然 學者 としての バウ n に會 合して 會 心の 至で ある、 

彼 は 彼の 有せる 科學的 思想 を 以て 彼の 信仰 を說明 せんと 試みた、 我等 一 一十 世紀の 基督 者 も 亦 彼に 傲 ふ 

て 大膽に 信仰の 科 舉的說 明 を 試むべき である。 〇 小 崎 牧師 平 岩 監督 等に 由て 始められし 余に 對 する 排 

運動 はま だ 止まない、 實に？ 古々 しい 事で ある、 彼等 余 を 排斥す る 者 は 自分 等の 敎會に 於て 常に 排斥 

されつ i ある 者で ある、 排斥 又 排斥、 排斥運動の 行 はれて 居ない 敎會は 何處に 在る か、 彼等 公然と 余 

の唱 ふる 福音に 反對し 得すして 靑年會 の 役員に 迫りて 余の 講演 を 中止せ しめんと 計る、 淺 墓なる 人 等 

なる 哉、 余の 講演に 由て 倒れる やうな 敎會は 倒れる 方が. いので ある、 而 かも 余の 講演に 由て 倒れる 

ので はない、 敎會に 生命の 福音が 絕 えしが 故に 倒れる ので ある、 眞の 敎會は 「陰 府の門 も 之に 勝つ 能 

はす」 と 云 ふで はない 乎 (馬 太傳 十六 章 十八 節)。 

四月 十四日 (月) 半晴 朝 雜司ケ 谷の 墓地に 父の 墓 を 見舞 ふた。 〇 『宗敎 通信』、 『時事 新報』 等 

に 由て 靑年會 事件が 終に^ 間 に 公け になった、 『時事』 の 見 に 曰く 「敎會 打破の 內村 氏が 敎會 での 

傅 道 は 矛盾 だと 小 崎弘道 氏が 抗議 = 組合 敎會と 靑年會 の 紛擾」 と、 何れに しろ 斯 かる 問題が 東京の 大 

新 M に大 活字 を 以て 揭 げらる k に 至りし は 基督 敎 のために 賀 すべきで ある、 余 は 靑年會 に 抗議せ る 小 
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崎 氏に 對し 深き 同情 を 表せざる を 得ない、 余 は 勿論 基督 敎的ゼ ン トル マ ン として 靑年會 の 講壇より 無 

敎會 主義 を唱 へざる 積り である、 然し 乍ら 余の 如き 者が 純然たる 敎會 者なる 小 崎 氏 叉 は 平 岩 氏 等の 

眼に 危險 人物と して 映す る は 無理なら ぬ 事で ある、 事 は 信仰の 相違であって 如何と もす る 事 は 出來な 

い、 余 は 福音 を さへ 說き 得れば 宜 いので あるから 何時たり とも 靑年會 の 講壇 を 去る、 講壇 は 他に も 之 

を 得る ことが 出来る、 唯此際 平和的に 靑年會 と^れん と 欲する、 永久の 提携 は 多分 不可能で あらう。 

四月 十五 日 (火) 曇 風雨 少しく 暇 を たれば 荒 川 堤に 五色 櫻 を 見ん とて 家の 者 を 伴 ひて 出掛た、 

然れ ども 人と 塵と に惱 まされて 花 を 見す して 歸 つた、 月の 十五 日の 事な りければ 東京 市民が 總 出と な 

つて 花見に 出掛けた やうで ある、 其 陋態を 見て は 人稱的 差別の 撒廢も 甚だ 覺束 ないやう に 見えた、 歡 

樂 甚だ 可な りと 雖も 殊更ら に 狂す るに は 及ばない、 明治 政府 五十 年間の 敎育 事業の 我 國民を 文明 化す 

る 能 は ざり し を 見て 悲ん だ。 〇 靑年會 事件 引辏 いて 問題で ある、 余 自身に 取りて は 良き 信仰の 試練で 

ある、 小 崎 牧師 平 岩 監督の 余に 對 する 反對は 甚だ 自家 撩着 である やうに 思 はれる、 小 崎 氏 は. 曾て 氏の 

經營 せる 神舉 校に 余 を 招いて 講義せ しめた 事が ある、 叉 平 岩 監督に 於て は 氏が 甲府 メソヂ ス ト敎會 の 

牧師たり し 時に 態々 余 を 東京より 招いて 三日 問に 互り て 余 をして 氏の 敎會に 於て 應援演 說を爲 さしめ 

た 事が ある、 而 して 雨 氏が 斯の 如くに 余 を 使用せ し は 余の 無敎會 主義が 能く 知れ渡り たる 時であった、 

自分 等の 便利なる 時には 余 を 招いて 事業 を援 けしめ、 而 して 今に 至りて 余の 青年 會の講 境に 立つ を 非 

雑す、 利己主義 も 甚だしい ではない 乎、 然し 今の 基督 敎の 牧師と は 大抵 は 斯んな 者で ある、 困った 者 

である。 


四月 十六 曰 (水) 快晴 柏木の 赛は 美しく ある、 靑 葉の 內に 八重 と 梨花と が 混る、 年に ー囘地 

は 天 國の裝 ひに 輝く、 樂し きかな。 〇 例に 由て 校正に 半日 を 送る、 夜 兄弟 團の 相談 會が あった、 敎會 

の 反 對に對 し 我等 はィ H スが 取り 給 ひしゃうな 態度 を 取る ことに 決議した、 會 する 者 二十 餘人、 呰働 

き 盛りの 人達であって 見る さへ 氣 持が 好く あった。 

四月 十七 日 (木) 曇 今朝の 『時事 新報』 は 靑年會 高 壇 使用に 關 する 余の 辯 明の 寄書 を 載せた、 

斯 かる 事が 社 會問题 として 取极 はる- -に 至りし こと を 喜ぶ、 余は敎 會に訴 ふる も 無益で ある、 直に 廣 

き 社 會に訴 へ る、 斯く なして 基赞敎 を狹き 敎會の ものと なさす して 廣き國 家 社會の ものと 爲す ことが 

出来る、 正義 は 公明 を 愛する、 敎會の 暗 黑を排 ふの 途は 公然 之 を社會 問題と なすに ある。 

四月 十八 日 (金) 晴 今 曰 も亦澤 山に 自分の 書いた もの を讀ん だ、 卽ち 『全集』 の 校正 を爲 した • 

餘り偸 快なる 仕事で はない、 然し 腐敗せ る 敎會の 干涉を 受けて 傳 道す るよりも 遙に 優で ある、 若し 余 

の 敎會が あると すれば 余の 著書で ある、 之に 何人も 干涉 する 事が 出來 ない。 〇 午後 市中に 或る 富者の 

家 を訪 うた、 一 つ 羨ましい 物が あった、 其れ は 邸： s: に 築かれし 天然の 林で ある、 巿內 屈指の 地に 熊 t 

の 繁茂す る を 見る は 振って 居る、 神が 若し 余に K 萬の 富 を 給 ひしなら ば 余 も 亦 同じ 物 を 築いた であら 

う、 然し 必 しも 富者と 成る に 及ばない、 余の 今 n の 身分 其 俊に て 山に 行 い て 天然の 林 を 見る ことが 出 

來る、 結局 余 は 今の 俊に て 幸福で ある。 


四月 十九 日 (土) 曇 昨日の 『國民 新聞』 は 其 論. 說擱に 於て 靑年會 事件に 關し と.^ の 信仰に 對 

し 深き 同 IE を li;^ し、 痛撃 を 余の 反對に 立つ 牧師 等に 加へ た、 赏に 不思議なる 事象で ある。 『國民 新聞』 

は 組合 敎會と は 因緣淺 からざる 者と 全 體に解 せらる、 に關 はらす 此 新聞に して 此 態度に 屮 r つ、 敎會の 

運命 已に 定まれり と 謂つべし である、 然し 戰は 余の もの. ではない、 神の ものである、 祌は 民の 聲を以 

て 其 聖旨 を 敎會と 牧師 等に 傳へ給 ひつ & ある、 其 聖名は 讚むべき かな。 〇 內村 嘉壽子 永眠の 日で ある、 

彼女 逝て 以來玆 に 二十 八 年、 所謂 「第一 高等 學校 不敬 事件」 に 引 緩き 彼女の 永眠 は 余に 取り 彼女に 取 

り 一一 一一 II ひ 難き 悲痛であった、 之 を 思 ふて 熟淚の 湧き出る を 禁じ 得ない、 然し 祌は 我等と 共に 在し 給 ふた、 

彼女と 共に 勝利 を 讚美す る 時 は 直に 來る、 其 時 彼女 は 「阈 賊」 の 妻と してに 非す、 惠 まれし 者の if 者 

として 聖者の 前に 立つ であらう。 

四月 二十日 (日) 快晴 復活祭で ある、 小 崎 牧師、 平 岩監赞 等の 反 對に會 ひしに 關 はらす 今日 も 

亦 廣き靑 年會の 講堂 は 余に 供せられ て 余 は バウ n の 復活 論 第五 岡 を 其 高 擅より 講す るの 名 譽と歡 喜と 

を 有った、 來聽者 堂に 滿ち九 百 乃至 千 人 も 有ったら しく ある、 實に 開講 以来の 盛會 であつ IT 敎 きの 

元老 等に 排^せられ て 却て 公衆に 歡迎 せらる、 元老 君 余 を 排斥して 却て 余の 傳道 を援 けて 吳れ たの 

である、 感謝、 感謝。 閉# 後 客室に 於いて 理事 日 疋信亮 界と會 見し、 敎會革 正に 就き 大に 議論 を鬪は 

した、 君と 余と は 精神 を 共に して 方法 を 異にする 事を發 見した、 陪席 者十餘 名と 共に 祈禱を 捧げ 堅き 

握手 を 交へ て^れた、 誠に 信者ら しき 會 見であった、 如斯 くにして こそ 我等 は說を 異にしながら 相互 


を 敬愛す る ことが ぃ來 るので ある。 〇 昨日 船長 山树の 家に 女兒が 生れた、 余 は 彼女 を 勝 子と 命名して 

我等 近来の 勝利の 逑檨を 祝した。 

四月 二十 一日 (月) 快晴 午前 義？ R 橫濱水 哉と 共に 先 愛 嘉壽子 並に 祖父 長 成 君の 墓 を 見舞 ふた、 

之を怫 寺に 託する も 善き 良心 を 以て 之に 詣で、 花 を 以て 之 を 飾り、 住職に 對し 厚き 敬禮を 表し、 死者 

を 記念して 其 福祉 を 祈る ことが 出来る、 我等の r ャソ」 たる 審は 我等が 佛 寺に 墓 參 する こと を 少しも 

妨げない。 

四月 二十 二日 (火) 南風 曇 世に 圖々 しい 者と て敎會 と敎會 者の 如き はない、 彼等 は 自分 等の 腐 

肽墮落 を 摘 指せら る &ゃ曰 ふ 「腐敗 は あらん 然れ ども 人 はル. 2 な 不完全なる 者な り、 殊に 愛 は 凡そ 事 覆 

ひ 包む と 云 ふ、 腐 收を摘 指す るが 如き 是れ 愛の 途に 非す」 と、 斯く云 ふ 彼等が 愛の 人で ある 乎と 云 ふ 

に 其 正反對 である、 彼等 は 其敎敵 を追窮 して 止ます、 嫉 拓陷擠 至らざる なしで ある、 彼等 は 相互の 事 

業 を 妨げ、 他人の 批評 悪罵 は 彼等 日常の 食物で ある、 然るに 自身 其 腐敗 を 摘 指せら る k や sffi 曰の を 

引き 「凡そ 事 覆 ひ 包み」 と 云 ひて 自分の 腐敗の 覆 ひ 包まれん こと を 要求す る、 彼等 は 自身 人 を 愛せす 

而 して 自分 等の 人に 愛せら れんこと を 要求す る、 沟に味 を 失 ひたる と は 彼等の 事を稱 ふので ある、 

故に 彼等 は 途に棄 てられて 不信者にまで 足に て踐 まる、 ので ある。 

四月 二十 三日 (水) 曇 余 は 福 昔を說 きたく ある、 說 かすに は 居られない、 「若し 我れ 福音 を宣 


HI  * の 生涯  二  £ 

傅へ すば 實に禍 なり」 である、 然れ ども 余 は 今の 腐敗せ る 敎會、 其 監督 祌學 博士 等と 關聯 して 聖き福 

音を說 くこと は 5^ 來 ない、 「光と 暗と 3- の 交 はる こと 有らん、 キリ ス ト とべ リアル と W の 合 ふこと 有 

らん」 である (コ リント 後 六 章 十四 節)、 「死し 蠅は和 あぎの 膏を 臭す」 と あるが 如く 敎 きの 監督 神學 

博士 等と 關聯 して 受膏 者の 香し き 福 昔は據 されざる を 得ない (傳道 之 書 十 章 一 節)。 

四月 二十四日 (木) 晴 余 は 今年に 入りて より 靑年會 の 高 壇より 三囘に v^- りて 創 記 第一章 を、 

叫；1 に 冗り て .屮\ 太 傅 第二 十四 章 を、 六囘に 亙りて 哥林多 前書 第 十五 章 を、 其 他 詩篇 第 十九 篇 同く 第二 

十三 篇を 福音 主義の 立場より 講じた ので ある、 是れ隨 分の 努力で ありし こと は 此_* に從 事した る 者の 

能く 知る 所で ある、 然るに 小崎老 牧師 平 岩 監督 等 東京 の 牧師 達 は 靑年會 に 於け る < よの 事業 を 評する に 

於 て 一 言 の 是等福昔的^^カ に 及 ぶ 事な く 唯 余が 無敎會 主義者な りとの 故 を 以 つ て 余の il 演に對 し 抗議 

を 巾 込みたり と は 余の 解す るに 甚だ 困し む 所で ある、 畢竟す るに 是等 牧師 達の 眼 巾に 只敎會 ありて 幅 

音の 眞现 あるな しで ある、 彼等 は 己が 敎會內 に 如何なる 異端が 說 かれ やうが、 其 事に は く 無頓着で 

あって、 唯 敎會の 勢力、 否な 己が 勢力の 維持 せられん 事に のみ 汲々 たるので ある、、 而 して 論より 證據 

である、 彼等の 率ゐ る敎會 と祌學 校との 不 1^ 俗化が 何よりも 明. E に 彼等の 不信 を する ので ある、 若 

しケィ H ス 様が 日本に 現 はれ 給 ふなら ば、 彼 は是等 牧師 監督 祌學 博士 等に 向って 言 ひ 給 ふに 相違ない 

「噫 禍な る 哉 偽 養な る 舉 者と パ リ サイの 人よ、 そ は汝等 天國を 人の 前に 閉ぢ て自 から らす且 入らん 

とする 者の 人る を も 許さ れば 也」 と (馬 太 傳廿三 章 十三 節 ：>、 良に 問題 は敎 辞- 對無敎 食で はない、 

與臨對 非 再臨で ある、 偶 基督 W 臨の 信仰が 無敎會 主義者に 依りて 提唱せられ 信仰 界を 感動す るに 至 


りしが 故に 非 再臨の 敎會が 今更の 如くに 目を醒 まし、 彼等が 今 n まで 不問に 附し來 り— 無敎會 主義 を 

驅逐 せんとて 微動 を 始めた ので ある。 〇 此日第 一 高等 學校雄 辯 部に 頼まれて 大學 靑年會 講堂に 於て： 淤 

說 した、 題 は 「新 武士道」 であって 學生 凡そ 三百 人 程の 來聽 があった、 終て 後、 二十 九 年 振りに て 高 

等學校 の 門 を 潜り 運動場 並に 寄宿 舍を 參觀 した。 

四月 二十 五日 (金) 快晴 藤、 螂躅の 花盛りで ある、 森 は 新綠を 以て 輝き、 生々 の氣 天地に 充ち 

て lit. に 新 天地 を 目撃す るので ある。 五月 號雜誌 原稿 大略 成り、 夫婦 諸共に 近所の 或る 友人の 家に 夕食 

に 招かれ 舊き 友人 gi 五と 會し樂 しき 一夕 を 送った、 神と 天然と 友人と は 我等 を援 けて 吳れ る、 我 は 安 

心 し て 聖書 の 講演 を 綾け るで あらう。 

四月 二十 六日 (土) 晴 藤 井と 共に 雜誌 原稿 を 纏め 印刷所に 接った、 自づ から 敎會 反對號 となつ 

た、 止む を 得ない。 中 W 重 治 君 九州 關 西より 歸り敎 勢 を 傳へ大 に 我 志を强 うした、 再臨の 信仰が 全國 

を 動かしつ- - ある は 何よりも 感謝す べきで ある。 夜 我家に， 法學士 三谷降；！：^ の 廣島縣 赴任 送別 祈 禱感話 

會を 開いた、 會 する 者 二十 四 五名、 何れも 一騎 當 干の 士 であって 見る さへ 氣 持が 好く あった、 官に就 

きて 赴任す る 者、 官を 退きて 傳道 せんとす る もの、 一室に 相會 して 神の 榮 光の 揚 らんこと を 祈る、 斯 

かる 美 はしき 兄弟 圑が全 國何處 に 在る 乎、 我等 は 讚美歌 第三 百 一 不 一 番 〔た f 神の むすぶ 愛の 友 あり〕 

を 歌 ふて 感謝 を 以て 別れた。 


四月 二十 七日 (日) 晴 好き 安息日であった、 午後の 集會、 益々 盛會、 會衆八 百餘、 舊友^ 藤 一 

降： 司會、 余の 反對者 等に 對し大 に 余の 爲に辯 じて 央れ た、 彼 は 一一： 一 II ふた 「靑年 食の 理事き が內村 君を斷 

はる 時 は 余が 现事 を辭 する 時で ある」 と、 會衆は 拍手喝采の 速績を 以て 彼の 熱 辯を迎 へた、 余 は 感謝 

め淚を 禁じ 得なかった。 續 いて 余 は 「人類 最初の 平和 會議」 と 題し 創世記 第 十一 章 一— 九 節 を 講じた、 

神 を 認めす 彼 を 王の 王、 主の 主として 仰がざる き議の バベル 卽 ち？^ 亂に 終る は當然 なりと 述べた、 余 

は此|1^^をロ本東京に於て爲すして佛國巴里に於て爲したく思ふた、 巴 里の 平和 會議も 亦 神 を 崇めす 

して 人類の 幸福 をのみ 計りし が 故に 今や 大 なる 泥 亂 として 終りつ k ある。 

四月 二十 八日 (月) 晴 腦： めの ため 獨り 郊外 蒲 田に 散歩し、 菖蒲 園を訪 ひ、 藤と 牡丹の 花盛り 

を 見て 大に 慰む る 所があった、 藩 薇 一 鉢 を 買 ふて .IMS^ とし 其の 蔓延りて 我が 小 園を蔽 ふに 至らん 日 を 

期しつ、 歸 つた、 人類の 最善の 友 はや はり 草木と 動物と である。 〇 新聞紙 は 益々 國際 聯盟 デモ クラシ 

l の 失 改を博 ふ、 失敗 は當然 である、 是れが 人類 救^の 幅 昔で あると 唱 へし 基督教の 教師 等 は 今より 

後 如何す る 乎、 祌は 偽豫言 者 をして 政治的 偶像た る 大統領 ウィルソン を拜 ましめ、 彼 (大統領) の 計 

畫を 失敗に 終らし めて 同時に 彼等 (偽 豫言者 偽 牧師 等) を 仆し給 ふので ある やうに 見える、 M れ にし 

ろ 令 ゃ大 なる. 群 判 は 基督 敎國と 基督 敎會と の 上に 臨みつ、 ある。 

四月 二十 九日 (火) 晴 二三 日 前より J  .A  • サイ ス著 「默 示錄 註解」 を讀み 始めて 非常に 愉快 


である、 玆に叉 新たに 一大 著述 を發 見した やうな 感 がする、 苦々 しき 敎會談 牧師 評 を 聞く 間に 崇高な 

る 思想に 接する は 沙漠の 中に 淸き 泉より 飮 むが 如くに 感 する、 瞳 主よ、 余 を 牧師 監督 敎職 等より 救 ひ 

出し 給へ。 

四月 三十日 (水) 小雨 新綠 滴る ばかり、 愛すべき 晚 春の 一 日で ある。 校正 一 先づ 終り 我 を追窮 

する 仕事 あるな し、 自づ から 讀 書に 耽り、 僑 快 極り なし。 新聞紙 は 英米 二 國に對 して 惡罵を 放て. ま 

ない、 去年の 今日と は 天壌の 相違で ある、 大統領 ウィルソンと デモ クラシ ー と は 今や 甚だ 不人？ なる 

名で ある、 之を唱 へても 誰も 耳を喊 けない、 「それ 人 は旣に 草の 如く、 其榮 はすべ ての 草の 花の 如し、 

草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然れど 主の 言は窮 りなく 存 つなり」 である、 「民本主義 は 吾人が 唱へ來 りし 基 

督敎 の眞髓 なり」 と 表白せ し敎會 同盟 は 今や 何に 由て 其 調和 せんと 努 むる 世に立つ であらう 乎、 人に 

依て 起たん とせ し敎會 が 人と 共に 斃れ るの は 止 む を？ 3： ざ る 次第で ある、 氣の 毒で ある、 然し 自業自得 

である。 

五月 I 日 (木) 曇 引 續き無 爲平穩 である、 ロバ ー ト. 口 ー、 A  .  E  . ブルック 等の 著書に 由り 

ョ ハネ 第一 書 を 研究し 大に敎 へらる & 所があった。 米 國費府 世界 豫言 大會 委員より 電報 達し、 大會に 

宛 て 祝辭を 郵送 せよ との 事であった、 日本に 於け る- 冉臨 運動が 靳 くま で 認めら る、 に 至り し 事 は 感謝 

すべ きで ある。 


五月 二日 (金) 雨 引 綾き 讀書、 外に 米國 友人へ 宛て 三 通の 乎 紙を誉 いた、 共^ 一通 はァ マス 卜 

在 舉屮の 同室の 友 0:H. マン ゥォ —レンに 宛てた るぎ である、 一八 八 六 年 六月 彼 と^れて より 玆に 

三十 三年、 此日 突然 目ド フロリダ 州に 在る 彼より 書簡に 接し 懷舊の 感に耐 へなかった、 余 は 或る 事に 

關し 彼と 議 41 を鬪 はし 彼に 對し 不穏の 一一 一一 C を發 したりし 事 を e 心 出し、 赦免 を 乞 ふの 一一 一一 c を 彼に 書 送し 大に 

肩の 輕 きを 感じた、 ィ H スに 由り て鬆 がれし 交友 は 年と 共に 消 ゆる もので はない、 我等 復活の 朝に 相 

• ぼ する 時、 互の 節を赦 して 歡喜の 生涯に 入る であらう。 

五月 三日 (土) 晴 同志 相 議り來 る 十三 日夜 靑年會 館に 於て 基督 敎界革 正 演說會 を^く ことにお 

めた。 發起 人の ^ に 平信徒に して i; 々たる 森 村 市 左衞鬥 翁、 伊藤 一 隆、 靑木庄 藏、 長 尾 半 平、 矢 沼 

三郞、 土岐孝 太郞、 高 岩義政 等の 諸氏が ある、 愈々 革 正 運動が 始 つたら しく ある、 之で 基督 敎界が 一 

掃され て 光と 生命が 信者の 中に 臨む であらう、 聖靈の 指導 を 仰ぐ。 

五月 四日 (日) 快晴 午後の 集會ハ 仗々 盛で ある、 來聽者 は 復活祭の それよりも 更に 多かった らし 

く ある、 久 振りに て 中 田 重 治 君 高 壇に 立 たれ 「荊棘 中の 百合 花」 と 云 ふ 題に 就て 熱 辯 を 揮 はれた、 余 

は ヨハネ 第一 書 i: 章 七— 十二 節に 依り 「神の愛」 に 就て 語った、 愛に 就て 語る は義に 就て 語る よりも 

自分な がらに 甚だ 快く ある、 聖書に 示さる k 神の愛に 就て 講じて 自分が 最も 不完全な る 基督 者で あ る 

^を感 する、 神よ 此愛 なき 者 を 憐み給 へ と 云 ふの みで ある。 


五月 五日 (月) 快晴 書店に 行き 再臨 反 封の 書 ニ册を 購ひ來 つた。 米國 地理 學雜 誌に 博士 グロ ス 

ヴ ノル の 筆に 成る 歐洲 人種 論を大 なる 興味 を 以て 讀ん だ、 民族自決 主義の 唱 へ ら る」 今日 此 研究 は 逸 

すべから ざる 者で ある、 人 は 皆 神の 子であって 相： 立に 兄弟で あるとの 信仰の 懷 かる &歐 米に 於て 今日 

人種 民族の 差別が 髙調 せらる &は 奇異なる 現象で ある、 我等 は 民主々 義 主張の 下に 文明の 逆行 を 目擊 

しつ & ある、 實に 不思議で ある。 

五月 六日 (火) 晴 校正と 讀 書と 手紙 書き。 

.0 のがしら  みぎ は 

五月七日 (水) 晴 日曜 講演の 良き 題目 を 求ん とて 獨り井 之 頭 公園に 遊んだ、 而 して 淸 き水邊 に 

木蔭 を步 みつ k ある 間に 創世記 三 章 「人類の 墮落」 に 就て 語るべく 決定した、 多分 好き 選定であった 

らう。 靑年會 事件 未だ 定らす 甚だ 不愉快で ある、 敎會 に接觸 して 斯 かる 不愉快 を 免 かる \ こと は 出來 

ひそ 

ない、 是れ其 內に大 なる 腐敗の 潜む 確かなる 證據 である、 敎 會と絕 つに あら ざれば 純 福音 を說 くこと 

ろの.. -ひ  きつね か は ほに. 

は 出来ない、 久し振り にて 敎會 に接觸 して 其 相 も 變らす 狐と 蝙蝠の 巢 である ことが 令更ら ながらに 解 

つた 0 

ありが. li 

五月 八日 (木) 晴 創世記 第三 章 を 研究した、 其傳 ふる 深き 眞理が 更に 深く 解って 有難かった。 

夜 高 輪に^ 藤 一 隆を訪 ひ 過去 を 語り 將來を 計りて 非常に 嬉しかった。 舊札 幌團が 再び 結合して 福 昔の 

爲 めに 盡 さん こと を 期し、 故 W  •  S  • クラ ー クの 寫眞の 前に 祈禱を 共に して 別れた。 


五月 九日 (金) 晴 書 を 全 國の內 外 友人に 飛して 來 らんと する 革 正 演說會 の爲に 祈らん こと を # - 

請した、 成功の 祕訣は 祈禱に 在る、 我等 斯 かる 時に 於て 多數 友人の 祈禱の 援助 を 乞 はざる を 得ない。 

〇 自分で 芥 溜の 摇 除を爲 した、 其 底 を 浚 ひ 之 を 日光に 當て 腐敗の 根 を 絶った、 斯の 如くに して 社會も 

敎界も 革 正すべき である、 曰 光で ある、 日光 を 入れて 腐敗と 暗黑と を驅逐 すべきで ある。 午後 七 時半 

より 淀橋ホ I リネス 敎會に 於て 革 正 演說會 準備 析禱會 を 開いた、 出席者 十一 一名、 熱 信と 謙遞と 愛と に 

充 ちた る會 合で あった、 斯る 準備 を以 て 臨む 演說 < ^は 成功なら ざる を 得ない。 

五月 十日 (土) 晴 南風 強し、 家の 靑年 一高 野球 團主將 として 早 稻田大 學と鬪 ひ 六 封 四に て收 る、， 

然しお 後の 彼と して は大屮 I 來と稱 せざるを得ない、 昨年来の 勝 越に て 久し振り にて 敗る、 負ける 事 を 

知る も 亦 必要で ある、 我等 は 左程に 落膽 しない。 船長 山 树來り 例の 通り 種々 の 事を談 じた。 

五月 十 一日 (日) 晴 gffil 講演 不相變 盛會、 來會者 七 百餘、 創世記 第三 章 「人類の 噴 落」 に 就て 

語った、 ナカ シ (蛇) は 神 一一 一一 n を變更 して H バを 欺いた、 噴 落の 初めは 祌言其 儘 を 信ぜざる 事で ある、 

6^書神雷の眞理は明かに此章に現はれて居る。 此日高 輪敎會 執事 高 岩 義政君 登壇し、 余の 爲に辯 護せ 

られ た、 結局 余 は 自分より 進んで 靑年會 の 高 壇 を 去らない 事に 定めた、 神が 余 を 其 所に 置き 給 ふ 間 は 

牧師 も 監督 も 余 を 去らし むる 事 は 出来ない、 余に 反對 する 人達に は氣の 毒で ある、 然れ ども 祌の聲 に 

は從 はざる を 得ない、 余に 取りて は 靑年會 問題 は當 分の 間 之で 決定した ので ある、 余 は 唯 忠實に 聖書 


を講 すれば 其れで 余の 責任 は濟 むので ある" 

五月 十二 日 (月) 雨 靜 かなる 好き 休日であった、 京都より 靑木 庄藏氏 見え、 敎會の 現狀、 S 

の將來 等に 就て 語った。 五月 號雜 誌が 出来た、 常例の 進り 祈禱を 以て 之を發 送した、 月 毎の 感謝で あ 

る 0 

五月 十三 日 、火) 曇 午後に 至りて 晴る、 北海道 帝 國大學 總長佐 藤 UE 介 氏 を訪ひ 「謝恩 獎學资 金」 

献納の に 就て 相談した、 余の-おな せし 趣意書に 曰く 「舊札 幌農學 校 明治 十 ra: 年度 (第二 期) 卒業生 

內 ^1: 鑑三 * 校 恩 を 謝す る爲に 玆 に 少 金額 を 母校の 後 身た る 北海道 帝 國大學 に 納め、 聊か 後進 獎學 の 資_ 

に 供す、 身は傳 道の 職に 在り、 金銀 我に 有るな し、 唯與 へられし 少許 を獻じ 謝恩の 表徵 となす 云々」、 

總長は 喜んで 受納せられ 余の 滿足此 上な しであった、 夕飯の 馳走に 與り 歡喜を 港 へながら 當 日 開設 の 

「基督 敎界革 正大 演說 會」 の 會場 たる 靑年會 館 に 至れば 聽衆已 に 堂 に 滿ち 東京 に 曾て 見ざる 會衆 で あ. 

つた、 伊藤 一隆 司 會靑木 庄藏、 土岐孝 太郞、 中 田 重 治の 諸氏の 燃る が 如き 演說 あり、 最後に 余 は 起て 

「基督 敎界革 正の 必要」 なる 題 下に 語った、 爽快 極まり無き 演說會 であった、 聽衆は 堂に 溢れ 干 七 八 

百 人 も 居ったら う、 全會 衆は大 拍手 大喝 采を 以て 現今の 基督 敎界革 正の 必要 を 認めた、 玆に敎 界革正 

運動の 火蓋が 听られ た、 新たに 革 正 敎會が 起る まで 進む であらう、 余 自身に 取りて は 新たに 大 責任 を 

負 ふた やうに 1^ いする、 然し 止む を 得ない、 神の 命で ある、 聖旨 を 成らし め 給へ である。 


五月 十四日 (水) 晴 『^村 全集』 第壹卷 が 出来た、 天金 洋布 製の 美本で ある、 余の 著書が 斯る 

裝を 以て 現 はれた の は 今度が 始めて である、 一 冊に 付き ニ圓 五十 錢を讀 者より 睛求 する は 甚だ 一 € まな. 

く感 する、 祈る 此 新装に 由り て 現 はれた る此 書が 更らに 救靈の 御用 を 務めん こと を。 〇 『全集』 第一 

卷 出て 一大 出版お 1 其 絡に 就き たれば 警醒 社主 人の 招待に て 我等 夫婦 箱 根 小 涌 谷に 遊んだ、 山上の 新 

綠 愛すべく、 山躑 蹈の眞 盛であった、 昨夜の 大 活動に 引替へ て 八.' 日の 靜肅、 實に天 壤も啻 ならざる 對 

照であった、 『全集』 第一 に牧 めた る 『基督 信徒の 慰め』 は 彼女が 始めて 我家に 來 りし 時に 著 はされ 

たる 害であった、 其れが 二十 七 年後の ケ日、 卜 七 版 を 重ねて 兹に 『全集』 卷頭 第一 に 現 はる， -に 至り 

し は實に 感謝の 極で ある、 而 して 我等 同棲して 玆に 二十 七 年、 共に 遊山の 快 を 貪りし は 八/ 囘が 始めて 

である、 人生 苦しみ 多くして 樂み少 く ある、 然し 眞侗 の樂 しみ は 其 中に ある、 感謝すべき 哉。 

五月 十五 日 (木) 雨 終日 旅館に 立籠り、 幾 11 となく 湯浴みし、 食事と 睡眠と に  一 口 を 消費した， 

働く のみが 人 化， ではない、 斯るロ も 亦 意味 ある 一 日で ある、 山 を 下れば 大 責任が 待ちつ、 ある、 然し 

郵 ire も 來らす 訪問客 も 無き  一 口 は 此^の 一 日で はない やうに 思 はれた。 

五月 十六 日 (金) 晴 昨夜 大雨、 今朝 快晴、 相模灘 より 界 りし 旭の 光りに 驚かされて」 i£ を 離れた、 

nz 映き 口 光 を 浴びながら 杖を曳 いて 散歩した、 鶯の聲 谷に 響き、 秀峰 碧空に 錄 えて、 H  、、テンの 園の 我 

tM 前に II 展 せられし が 如き 感 がした、 午後 二 時 山 を ドり五 時間に して 黄昏に 柏木の 家に 歸 つた、 內外 

の郵 は大 束と なりて 我 を 待って 居た、 四 十八 時間、 世と 事業と を 忘れて、 玆に復 た 多忙の 人と な. 


つた。 

五月 十七 日 (土) 曇 一高 對豪應 の 野球 大 試合 あり。 ー對 零に て 一高が 敗れた、 甚だ 惜しく あつ 

た、 然し 我. 冢の靑 年の 爲には 善き 試鍊 である こと を 思 ふた、 遊戲 以外の 事に 於て 第一 に 爲て貰 はねば 

ならぬ、 彼が 全戰 全勝 を 以て 彼の 野球 的 生涯 を 終らなかった 事 は 我等 一同に 取り 大 なる 幸福で あると 

云 はねば ならぬ、 實に 過去 三年 間尠 からざる 心配 を爲 した、 然し 六 度び 勝って 三 ま 負け、 絕對的 禁酒 

並 に 安息 日 聖守 を實行 して 玆に 最後の 大 試合 を 終りし 事は大 なる 感謝で ある、 榮 光の 幾分な り とも 彼 

に 由て 擧り しこと を 感謝す る。 

五月 十. 日 (日) 青 不相變 好き 安息日であった、 午後の 講演、 來會者 七 kii 乃至 八 1;::、 余 は 「最 

初の 幅 昔」 と 題し 創世記 第三 章の 後半に 就て 語った、 アダムと 其 妻と が雜を 犯して 神より 離れし や 否 

や 神が 新た に 囘(设 の へ^^を開き給 ひ 、 彼等 其 約束 を 信じ て 救 はれたり し 事 を 語って 自分な が ら_*1 だ 偸 快 

に 惑 じた、 聖書 は 徹頭徹尾 福音で ある、 之 を 語る に 優 さるの 歡喜 他に 有る 事な しで ある。 

五月 十. tt" 日 (月) 青 好き 休日で ある。 臺灣 古谷 ハル子 母子の 來訪 あり、 友 あり 遠方より 來る又 

ばし からす 耶の感 がした。 叉 目下 滿洲傳 道中の 木村淸 松^より 端 書 頻りに 至り、 君の ために 叉 自分 

のために 甚だ 喜ん だ、 君が 腐敗せ る 異端 敎會 との 關係 を絕 ち、 純一 i 音宜傳 のために 努力 せられん 事 を- 

IJi- ら ざる を 得ない。 〇 敎 きの 腐敗 は 之を認 むる、 然れ ども 之 を 公然 攻撃す る は 愛の 途に 非す と は 牧師 


と敎會 信者と が 我等の 革 正 運動に 對 する 唯一 の 非難の 聲 である、 然れ ども 敢て問 ふ 敎會は 公的 圑體で 

はない か、 公的 圑體の 腐敗 を攻擊 したれば とて 何の 非難すべき 所が ある 乎、 殊に 敎會の 腐收は 余輩の 

公表 を 待た すし て^^に 能く 知れ渡り たる 事實 である、 例 へば同志社前校長排斥^3|件の如き、 其 詳細 

に 至る まで 此 世の 新聞 雜 誌に 由て 曝露され たる 事實 である、 然るに 余 に 要め て敎會 の. M 敗 を 沈默に 

附し 置くべし と 云 ふ、 斯る 場合に 於て 沈默が 愛の 途 なりと 云 ふなら ば 愛 は 愚で ある 盲で ある、 基督 敎 

の 尊き は 外界の 攻撃 を 待た すして 內 より 進んで 其 腐敗 を燸 むる にある、 然るに 旣に 世間に 知れ渡りた 

る 腐敗 を自 から 矯正す る 能 はすと 云 ふなら ば 某 督敎は 自身 を 救 ふ 能 はざる 者であって、 斯 かる 宗敎は 

世 を 救 ふの 資格 も 實カも 無 い 者で ある、 而 して 現今の 基督 敎會が 世 を 救 ふに 方て 無能な る は 愛よ 愛よ 

と^いて 自身の 腐敗 を 公表して 之 を！！ 正し 得ない からで ある。 余輩 は 又 人身攻撃 を爲 さない、 余輩 は 

監督 又は 牧師の 職に 在て 信者が 爲す 其行爲 を攻擊 する、 監督の 職に 在る 者が 其 配下の 牧師が 「聖書の 

天^た る や、 論語の 天啓た ると 其 性質に 於て 異なる 所 はない」 と唱 ふる 明白なる 異端に 對 して  一 一一 一一 口の 

非 雑の 聲を發 せざる 場合に 於て 監督 の 行 爲を責 む る は是れ 人身攻撃 ではない、 是は 職責 怠慢 の 詰責 で 

ある、 是れ キリス トも 使徒 等も爲 したる 攻撃であって 福音の 眞理を 愛する 者の 何人たり とも 爲す こと 

を 許さる、 攻撃で ある、 而 して 若し 此攻擊 をも爲 して はならない と 云 ふなら ば 眞理の 擁護 は 到底 爲す 

こと 能 はすで ある、 r 汝の窒 の爲の 熱心 我 を 蝕 はん」 と ある (約 翰 傳ニ章 十七 節)、 余擎は 某々 を攻 

擊 しない、 彼等 自身に 對 して は 多大の 愛 心 を懷く 積り である、 然れ ども 牧師と して 叉 は 監督と しての 

彼等の 行爲 にして 敎理上 又は 牧會上 明白に 非難すべき 所が あれば 余 W は 幅 昔の 眞理 の爲に 止む を 得す 

痛撃 を 加へ る、 其他是 等の 事に 就て 言 ふべき 事は澤 山. ある、 然し 今日は 是で擱 筆す る。 


五月 二十日 (火) 曇 山 桝儀巿 東洋 汽船 會社 新造船 朝洋 丸の 船長と 爲り 近日 處女航 に 就かん とす 

る、 依て 彼と 船との 上に 祝 幅 を 祈らん がた めに 横濱に 到り、 港 5: に 碇泊せ る 同船 を訪 ひ、 船長室に 於 

て 余と 船長と 山村 一 等 運轉士 三人 共に 靜肅 なる 祈禱を 捧げた、 我等 は此 商船の 惠 まれて 多くの 人々 に 

多くの 幸福 を潇ら すの 器と して 使用 せられん 事と、 其 新 船長が 之 を運轉 して 過失な からん 事と を 祈つ 

た、 沟に適 営なる 祈禱會 であった、 我等 はすべ ての 新造船が 斯の 如くに して 其 處女航 に 就かん 事 を 願 

はざる を 得ない。 或る 思 ひ 掛けな き 手蔓に 由り H  • A  • W  . マイヤ， -の大 註解 書 九册我 手に入り 歡喜 

に堪 へない、 斯 くして 彼の 新約聖書 註解 書 全部 二十 冊が 揃 ふて 余の 書齋に 列んだ ので ある、 大敎師 の 

我が 側に S を 占めて 吳れ たやう に感 する、 マイヤ ー に 勝る 註解 書 はない、 マイヤ ー と ベンゲルと あり 

きっする 

之に ゴ ー デ ー と ランゲと を 加 へ て 新約 聖 一書に 關 する 智識の 生 粹は之 を 我 手に 牧め たので ある、 然し 乍 

ら是 れ初擧 者に 解し 得らる、 書類で はない、 希隨 語と 拉典 語と を 解す るに あら ざれば 充分に 利用す る 

ことの 出來 ない 書で ある。 

五月 二十 I 日 (水) 雨 兼ての 計畫に 從ひ久 振りに て 栃木 縣に 入った、 宇都 宫 にて 靑木義 維と 會 

合し、 黑 磯に 下車し、 自動車に て 午後 四時 那須溫 泉に 着いた、 樱は 散った 斗り、 杜 鵾の聲 聞こえ、 授 

色の ®k 花 tei かに、 誠に 靜 なる 好き 休息であった、 其 設備 は 攝津の 寶缀、 相 模の箱 根に 遠く 及ばす と 

雖も、 其 素朴なる 所に 愛すべき 點が ある、 關^^平原が東に盡る那須山の麓は余の氣質に好く適ふたる 

所で ある。 


五月 二十 二日 (木) 曇 兹し、 火鉢に 凭掛 りて 一 日 を 過した、 然し、 好き 休 口であって、 那須與 

一 の 祈願 所たり し 那須祌 社の 境内に 人れば 野 州 花 ゆ、 亂れ、 禽鳥 囀り、 愛すべき 靜肅の 天然であった、 

殊に 稍 大形の 懸巢 鳥の 枝より 枝へ と 飛ぶ 狀は石 狩 原野の 昔 を はしめ て 獨り快 笑 を 禁じ 得なかった、 

宿に 在りて はサ イス 博士の 默示錄 註解 を讀み 絶大の 慰安に 與 つた、 余 は 其 g; 章 三 節を稱 して 世界最大 

の 詩な りと 云 ふ、 他日 詳述す る 所が あらう。 

五月 二十 三 日 (金) 晴 S 晴れ 旭日 目 映く、 白雲 綿の 如くに 關東 平原 を 覆 ひ、 我等 は 其 上に 在り 

て： Z 光 を 浴びつ 入 卜界を 下瞰す、 も 天國に 在りて 地 を^むが 如し、 快 無窮、 此莊景 を！ 13- る 丈け に此 

所に 來る慣 値が ある、 朝食 を 終へ 乘合 自動車に て 山 を 下る、 四 里 九 丁 を ト 分に て黑 磯に 達す、 爽快 

極り なし、 汽車に て 西那須 野に 下車し、 原野の 中央 赤 田の 双 美 園に 菜 樹栽增 を 見る、 梨と 檎 とは實 

を 結んだ ばかり、 樱桃は 未だ 熟せす、 唯艸每 のみ 少しく 熟し たれば 園 主 之 を 摘 取りて 我等 を 饗す、 果 

樹 栽^、  5^ 物販寶 等に 就て 語り、 款待 を 謝して 去る、 之より 驛 まで 一 里 余、 農事 を 視察しながら 徐歩 

す、 同 伴の 靑木義 雄 曰く 「銀行の 支配人 を從 僕と して 旅行す る 先生 は 豪ら い 哉」 と、 余 は 彼に 答へ て 

曰く  r 此 此の所 有に 於て は 余 は 君に 及ばす、 然れ ども 余に 君の 有せざる もの 有り、 差 引す るに 余 は 君 

以上の 资產 なるべし」 と、 彼れ 曰く 「さう かな」 と、 斯く 語りつ、 人間 を 神と して 祭る 三 島 神社 を 

見、 水車 を 利用す る 小 工業 を 視察し、 北海道 的 田野の 那須 平原の 逍遙 を 終り、 再び 汽車に 乘 りて 宇都 

育に 至る、 此處に 有志 三十 餘 名の 會合を 催し、 余 は 現代に 處 する 途に 就て； せる 所 あり、 旅 宿 山 下 館に 


目下 召藥 中の 文學士 關東學 院長、 柏木 兄弟 團前圑 長 坂田祐 君と 同宿す、 宇都 宫の敎 勢に 著しき 進步ぁ 

る を 見て 喜んだ。 

五月 二十四日 (土) 晴 午後 十 時 柏木に 歸 つた、 午後中 野 長 尾 邸内に 於て 鐵道 ミッション 三十 年 

記念 會が II かれ 余も屮 I 席した、 長 尾 半 平氏に 次で 余 も 一場の 感話を 述べた、 輿 味 多き 會 合であった、 

京都の 靑木庄 藏君來 り 夕食 を 共に した。 警醒 社 書店より 『內村 全集』 第 f 卷 初版 旣に賣 切れの 報に 接 

した、 一週 問 を 5,1 ざるに 初版の 賣 切れと は 余の 長き 著述 生涯に 於て 初ての 事で ある、 此 時に 際し 讀書 

社會の 此歡迎 ありと は 不思議で ある、 何やら 大 なる 聖 手が 余 を 導き 給 ひつ i ある やうに 感 する、 此日 

：2： 務大 おの 佛祌基 三教の 宗敎 大家の 招待が あった、 余 は 勿論 內務 大臣に 招かる i の名释 に與ら ない、 

然るに 廣き 日本の 社會が 余の 舊き 著書 を 新たに 歡迎 する にき ふて 今や 神の みならす 人まで が 余を迎 へ 

つ- - ある を感 する、 內務 大臣の 招待に 與ら すと も 可な り、 然れ ども 此 時に 際し 廣き 社會の 此歡迎 なか 

る ベ か らす である 感謝、 感謝 "： 

H 月 二十 五日 (日) 晴 不相變 好き 安息日であった、 午後の 會衆七 百餘、 田嶋 進； ^「我 國 初代 佛 

敎 徒の 熱誠」 と 題し 惠心惯 都法然 上人の 生涯の 大略に 就て 話した、 誠に 好き 「敎界 革 正 演說」 であった 

初めに f; 敎 を我國 に植附 けし 人々 は 今の 敎會の 牧師 監督 等よりも 遙 かに 熱誠の 人 等であった 事 を 示さ 

れて 我等 は大に 感激せ ざる を 得なかった、 次いで 余 は r; 大國の 市民と 其榮 光」 と 题し腓 立 比 書 三章サ 

廿 一節 を 講じた、 自分な がらに 保 羅の言 に勵 されざる を 得なかった、 此 所に 明 {« なる キリスト 再臨の 


敎義が ある、 聖書の 言 を 信す る 者 は 之 を 疑 はんと 欲して 疑 ふ 事が 出來 ない、 玆に又 「彼 は 萬 物 を 己に 

從 はせ 得」 ると ありて ィ H ス キリス トは萬 物の 支配者 卽ち造 主で あると 示して ある、 キリストの 神性 

と 再臨、 此の 二つ は 相關聯 する 聖書の 敎義 である、 此 信仰な くして 使徒 等の 信仰はなかった ので ある。 


五月 二十 六日 (月) 晴 此 n 珍客 二人の 訪問が あった、 其 一人 は 札幌の 同窓 内田瀞 君であった、 

彼れ 今 は，： M 髮 の老紳 土で ある、 然し 學 校の 荒れ 仲間で あつたの は 昨日であった やうに 感 する、 彼に 十 

三人の 孫さん が あると 聞いて 嘘の やうに 思 はれた、 人生 過ぎて 見れば 一場の 夢で あると 雷 はう 乎、 然 

し 夢で はない、 事實 である、 責 重なる 意味 ある 事實 である、 余 は舊き 友人に 會ふ 毎に 余が 此 世に 生れ 

來り しこと を 感謝 せざるを得ない。 內田君 去りて もな く 同じく 札幌 時代の 舊知小 野 琢磨 君が 訪問 さ 

もと 

れた、 君と 相 見ざる こと 三十 年 以上、 別世界に 於け る會 合の 如くに 感じた、 然し 「舊の 心 を 知る 人ぞ 

汲む」 である、 我等 相互に 變 つて 變ら ない、 殊に 余に 於て は 仕事 は今始 つた 斗り である、 今日までが 

準備であって 今から が實 行で ある、 偸 快で ある、 感謝で ある。 〇ー媵 井と 共に 六月 分雜誌 原稿の 大部分 

を 纏め 之 を 印刷所に 送った、 毎月 果たす べきの 義務で ある、 恰も 借金 を拂 ふが 如くで ある、 之れ のみ 

は 怠って はならない、 而 して 過去 一 一十 年間 未だ 一 囘も此 義務 を 怠たり し 事な きを 神に 感謝す る。 

五月 二十 七日 (火) 晴 朝 靑年會 主事 荒 川 哲次郞 氏の 訪問 あり、 昨夜の 理事 會の 決議 を裔 らして 

今日^り 余が 靑年會 に 於て 聖書 講演 を 爲す事 を 斷 はるとの 事であった、 之に 何の 理由の 伴な ふので な 


く、 唯ん r- 日直に 斷 はると 云 ふので あって 千 餘の聽 衆に 大 なる 迷惑 を掛 くる 事に は 小.' しも 頓着し な い の 

である、 寳に亂 暴なる 申出で ある、 敎會 信者 等の 相 冗の 間に 於て 常に 取り 来れる 途 であるが 故に^に 

怪 むに は 足らす と雖 も、 敎會の 1^ 敗 も 亦兹に 至て 益々 甚し きを 認めざる を 得ない、 依て 次囘 講演の 會 

場 の 撰定 に 取 掛り藤 井 の 盡カ に 由り 丸 之. s: 日本 私立 衞生會 々 堂 を借受 くる 事に 定め て 安心 した、 夜長 

尾 半 平氏の 訪問 あり、 氏 並に 伊藤 一 隆 氏の 靑年會 の 余に 對 する 處 置に 反 對 して 其 理事た るを辭 せし 事 

を 聞いて 氣の 毒に 感じた、 然し 止む を ない、 問題の 火の手 は 益々 揚る であらう、 革正實 行の 途 とし 

て 止む を 得ない。 此日 京都の 靑木 ft 藏氏、 岡 山縣の 松本鄉 一氏、 兵 庫 縣の好 本督君 等の 訪問が あった。 

五月 二十 \ 日 (水) 晴 朝 長 尾 半 平氏と 共に 靑年 會を訪 ふた、 昨朝 主事の II せし 報吿の 未だ 理事 

會の 決議と して 認 むべき 者に あらざる 事を發 見した、 故に 其 公表 を 明 後口まで 見合 はす 事に 定めた、 

萬 事が 亂脈 である、 何が 何やら 少しも 解らない、 唯敎 役者の 重なる 者が 余 を 靑年會 の 高 壇より 驅逐せ 

んと 欲する 事 だけ は 明ね である、 而 して 此 目的 を 達せん が 爲には 彼等 は 手段 も 方法 も擇 まない ので あ 

る、 然 かも 彼等 は 明白に 「我等 は 內村を 嫌 ふ」 と 云 ひ 得ない、 故に 有耶無耶の 内に 余 を 放逐 せんとす 

るので ある、 卑劣なる彼等なる^}^。 夜 東京 驛樓 上に 於て 『やまと 新聞』 の 松 井 柏 軒 氏、 『萬 朝 報』 の 

斯波^ 吉氏、 京 城 『セ ウル プレス』 の山縣 五十雄 氏、 外に 神戶の 好本督 氏と 共に 會食 した、 最も 樂し 

き會 合であった、 靑年會 事件、 朝鮮 事件、 米價 騰貴 問題 等に 就て 語り、 最後に 來世 存在 問題に 就て 談 

じ 次 同の 會合を 約して 训れ た、 宗敎 家の 陰險 手段に I 湫 持を惡 しくし つ』 ありし 此際、 奮き 新聞記者 仲 

との 會合は 殊に 樂 しく 感じた、 耐へ 難き 者 は 基督 敎界の 小 政治 ま 等で ある、 雅歌 I 一章 十五 節に 首へ 


るが 如く 「我等の 爲に狐 を ffl へよ、 かの 葡萄園 を 害 ふ 小 狐 を 捕へ よ」 である、 神の 葡萄園た る 敎界を 

害 ふ 者に して^ 書 も 知らす 信仰 もな く 唯 少し 汴 りの 俗 智を 有する 小 政治家 卽ち小 狐の 如き はない、 翁 

子の 居る 能 はざる 所 は 是等小 狐の 跋厲 する：：： ドの * 督敎界 である。 

五月 二十 九日 (木) 晴 朝 信仰の 友人なる 朝鮮 京 城 金き 植 氏の 訪問が あった、 三年 振りに て 彼と 

相 皆して 甚だ 懐かしく 感じた、 彼が 組合 敎會に 働く も 其 信仰に 染 ざる を 知って 喜んだ、 彼が 故國の 事 

を 語る に 方て 眼に 淚を 浮べ る を 見て 余 も K ひ 泣き を爲 さぐる を？ i なかった、 一 一人 祈禱を 共に し 再會を 

約して 刖れ た。 〇 藤 井武、 柏木 兄弟 團を 代表し 靑年會 事件に 付き 江 原素 六 翁と 會 見し 歸り來 りて 翁の 

立場 を 報告した、 翁の 信仰の 人に 非す して 純然たる 政治家なる を 聞いて 尠 からす 失^した、 左 も あら 

う、 仰の 人が 長年の 間 日本 メソヂ スト 敎會 の會 員に して 政 友 會總務 であり 得 やう 箸 はない、 翁が 余 

紫の 立 5? を 解し 得す 敎會の 監督 牧師 等の 言 を 信じて 余輩 を亂 暴人視 する は怪 むに 足りない、 翁 は その 

天 保 時代の 觀察を 述べ て 云うた さう である 「大岡 越 前 守が 裁判す るに 最も 手 古 指った 者 は 坊主で あ 

る」 と、 余 は 雷 はんと 欲す、 キリストと 其 十字架 を 解す るに 最も 困難なる 者 は 1^ 治 家で あると. 江 原 

素 六 翁 は 到底 余の 味方で ない、 斷念 する、 悲 まない。 

五月 三十日 (金) 晴 今朝の 『東京 朝日 新聞』 は 余と 塚 本 虎一-の 肖像 を揭げ 二人の 理想に 就て 述 

ベて 三 段に &ん だ、 柏木 兄弟 W の 名が 天下に 擧 つたと 云 ふ 次第で あ る、 我等に 反對者 の 多き 今日 此頃 

大 新開の 斩る 記事 は尠 からざる 援助で ある。 〇 昨日 以來 新聞記者の 應 待に て忙 はしく ある、 『朝日』 


と 『萬 朝』 と は 記^ を 送て 靑年會 事件に 就て 委細 を 尋ねた、 山縣 五十雄 は 『中外 新 論』、 『セ ウル *ブ 

レツ ス』、 『ヘラルド. オフ •  H シャ』 等 を 代表して 日本 敎 化の 琪に關 する 余の 意見 を 聞 取った、 社き 

入 土體は 余の 味方で 余の 反對 者の 反對 である やうに 見える。 〇 此日靑 年會 との 關 係が 全く 結えた、 何 や 

ら 永らく 岸に 繁 がれし 船が 其 欖 を 絶ちて 大海に 乘屮 Z したやう に 感じた、 今より 後 理事 だと か 主事 だ 

とか 監事 だと か 云 ふ 厭な 名 を 聞く 必要がない ので ある、 今より 後 自由に 些少の 遠慮な しに 福音 を說く 

ことが 屮 I 來 るので ある、 今年 一 月 以来 長 尾 半 平氏の 好意に 對し 好まし からざる 靑年會 との 提携 を 維持 

L 來 りし は 御から ざる 苦痛であった、 然し 神と 余の 排斥 者 等と に 感謝す、 余 は 再び 自由の 人と なった 

暗ら き 基督 敎界 との 關 係が 絕 えて 余 は 明るき 身と 成った、 最早 陰 &.. 一なる 牧師 や 長老 等の 額 を 見る の必 

要がない ので ある、 あ、 愉快、 あ」 感謝、 『全集』 は賣れ る、 新 高 壇 は與 へられる、 夜が 明けた、 狐 

や 猫と 緣を 絶ちて 雪^と 共に 囀る 時が 来た、 あ、 愉快 

五月 三十 一日 (土) 晴 昨 H に比べて 靜 かなる 好き 日であった、 金 井 菊 子 小 供 を 連れて 訪來 り、 

共に 蓄音器 を 聞いて 樂ん だ。 『萬 朝 報』 夕刊 は 『基督 敎の 暗流』 と 題し、 靑年會 事件に 關し 余と 江 原 

素 六 翁との 談話 を 摘げ た、 江 原 氏の 分 は 氏が 一昨日 藤 井に 語りし ものと は 全く 刖の 意見で ある、 是れ 

が 多分 老政治家 たる 翁 の 翁た る 所以で あらう。 此日此 件に つ き 多く の 慰問 の 手紙 を 貰つ た、 牛 込敎會 

牧師舊友田島進！^？；のーー：ー：：に曰く 「御 通知に 接し 驚き 人り 中 候、 然し ル ー テル、 法然、 ゥェ スレ ー は 皆 先 

生と 御 同様の 運命 を 經來り 巾^、 今後 は ハ钕々 聖書の 眞理の 宣倬に 全力 を盡 されん 事 を 祈り 候 云々」 と 

义 女子 學院敎 頭 三 谷 子 女史よりの 慰藉の 首に 曰く 「先生、 靑年會 の爲に 悲しみます、 彼等が 此の 大 


なる 遠 を 行った 事 は 彼等の 爲には 恥ぢ、 祌の國 の 爲には 勝利で 御座います 云々」 と、 又聽 衆の 一 人 

0  氏 は 慰めて 曰く 「此の 事 あるべき は旣に 明. n の 事に て 却て 此の方 (？^ 兼ねな くして 我等； E 志に と 

り 好 結 ra^ なるべく 候、 かくして 純 日本的 獨立 * 督敎は 建ら るべ く、  ^縛な くして の 御 一 i 音 を 說き且 

聽くを 得べ く、 何も彼も 主に 在りて は 唯 感謝に 御座 候」 と、 孰れ も 我意を得たり である、 八 r-n まで 反 

對 はすべ て 我が 利益に 終った、 此大反 對は必 す や 大利" 娘と なりて 現 はる、 であら-つ、 感謝、 感謝。 

六月 I 日 (日) 此：： ： 講演 會を丸 之. ？：！：！ 本 衞生會 の 講堂に 於て いた、 靑年會 館より は 日光に 於て 

もみ；： 粉 流通に 於ても、 はた 又 全體 のな U 備に 於ても、 遙に 優りた る會 場であった、 聽衆は 七 百 人， 化ゐ、 

相 も變ら ざる 盛 < ^であった、 此 口の 默 余： 童 千 〇 六十 三 圓餘、 以て 熟 心の 程度 を 窺 ふ 事が 出來 る、 靑年 

きょり 逐 はれし 事 は 我等に 取り どの 點 より 見る も 善き 事であった、 我等 は 深く 我等の 排斥 まに 感謝せ 

ざる を ない、 田 島 進 君 前； S の棱 きを 述べ、 余 は 「信仰の 三角形」 と 題し ョ ハネ 第一 書の 根 本義に 就 

て； ま i つた、 我等 六月 中 = 曜 0 毎の 講堂 借用 料 を 前納し、 先づ當 分の 間 講堂 缺乏の 心配が 無くなった、 

誠に 感謝の 至りで ある、 神の 御 乎が 實現 する やうに 見え、 言 ひ 難き の 喜びであった、 遂 はれる 事と ft 

ける おは 袋 も 善き； 5^ である、 斯 くして 我等 は 大勝 利 を 5^ るので ある。 

六月 二日 (月.) 晴 〔ZA の蓄犬 病み、 其 治 僚の ために 尠 からざる 勞カを 要した、 犬と 雖も 家族の 一 

たで ある、 其 苦痛 を 除いて やらねば ならぬ、 人情であって 又 義務で ある。 0 有力者 某の 來訪 あ. り傳道 

の 機運 熟し たれば 大に カを效 すべく 約朿 せらる、 此 時に 際し 大 なる 獎勵 であった。  . 


六月 三 s  (火) 晴 疲勞 未だ 去らす、 終日 ボン ャリ として：： is た。 博士  E  •  F  . スコットの The 

Kill ち lom  £1(1  the  Messiah  (祌の 國とメ シャ) を讀ん だ、 苦しい 再臨 反對 論で ある、 余の. 冉臨 信仰 

を强 むる こと くなかった。 主 ^ と共に 買物に 行った、 初めて 乘合 自動車に 乘り 愉快であった、 其 他 

の 事 は判斷 つかす 只 彼女の 一一 K ふが 俊に 從ふ のみであった、 品物の 選定、 其評愤 等に 就て は 余 は 全然 無 

智 無能 で ぁ る 、 書 の 講演 の 外 に 余 が 確信を 以 て 爲 し 得 る事 は 他 に W もな い や う で ぁ る 。 愛犬終 に 死 

し 其お 體の處 分に 歡 からす 心 を 1  みした、 一 年間 生育の 勞签 しくして 彼れ 終に 死す、 良き 一人の フ レン 

ドを失 ひしゃう に 感じて 悲しかった。 京 城の 金貞械 氏 来訪、 夕食 を 共に して 信仰と 時勢に 就て 語った、 

彼 は 主ィ. エ ス キリス トに 在りて 余の 良き 兄弟で ある。 

六月 四日 (水) 晴 改築の 立 前にて 混雜を 極めた、 十字架 を 高く 棟の 上に 擧げて 偸 快で ュ 1\ 力た。 

ぉ丄 ふる ひ 

職人への 大 振舞 を 爲 した、 之 も 亦 善き 慈善で ある。 高 橋 海軍 大佐 外數 人の 來訪 あり、 ん 生の 極々 の 方 

面に 就て 擧ぶ w が あり 有益であった。 雜誌 校正 始まり、 相變ら す 面倒であった。 約 翰 第一 書の 研究、 

引镜き 興味深し。 

六月 五日 (木) 雨 會場 使用の オルガン を 求めん 爲に吉 夫君と 共益 商社に 落 合 ひ、 彼れ f 疋れ 

撰擇の 後、 Ira 川 製 中形の もの を 求む る ことに 定めた、 吉澤君 は 逝かれし 母君の 緣 故に 由り 爾ん マ 我等の 

昔樂 指導者 なるべく 約束せられ、 玆に乂 新たに 樂 器を與 へられて 我等の 傅 迅機關 は〕. 化々 整頓せ られつ 


つ ある、 「エホバ H レ ー」、 「s ホバ 術へ 給 ふ」、 我等が 求めざる 前に 彼は大 となく 小と なく 我等に 慨？ 

くて ならぬ 物 を 備へ給 ひつ、 ある。 

六月 六日 (金〕 晴 改築の 楝に揭 げし 卜卞 架の^ 面に 「一九 一九 年 六" 叫"、 此日 東京 基督 敎靑. 

年會 より 逐 はれ、 幅 昔の 先鋒と して 丸 之， 2： に 入る、 ハ レルャ 勝利」 と 和英 兩文 にて 記載し、 之 を 屋根 

下に 釘付けた、 後日 家 を 毀 つ^ある 時に 此事を 知らん が爲 である。 〇 芥屋に 特^に 拾錢與 へた、 彼の 

跪 面に 微笑の 浮ぶ を晃て 嬉しかった、 前日 余 自身が 芥 溜の 除を爲 して 彼に 對し 同情が 起った ので あ 

る、 彼 も 亦 人の子で ある、 同情に 遇 ふて 喜んだ ので ある、 爐か 拾錢で 良き 慈善 を爲 した、 金の 額で は 

たい、 之を與 ふる 同情の 心で ある、 而 して 自身 其 業に 當ら なければ 眞の 同情 は 起らない、 余 は此小 慈- 

せ：！：  を爲 して  何やら. 1  ェ  ス樣が  余の  背後に 立 ち て 其聖手 を舉げ て 余 を 祝福 して 下さった やうに 感じた。 

六月 七日 (土) 晴 いおし。 海軍々 令 部淸川 大佐 並に 同大 學高橋 大佐の 訪問が あった、 我等 は 信仰 

と 武士道と n  n ムゥ H ルと アド ミ ラル. ブレ ー キと、 英米の 物質的 戰 術と n: 本の 精神的 戰法 とに 就て 

|^^1った、 余の 信仰が 兩士の 如き 軍人 神士に 少しな りと 解 せらる k に 至りし 事 は 感謝の 至りで ある、 國 

に 陸海 軍の 必要 ある 以上 (而 して 罪の 此 世の 摸く 限り 其の 全廢 せらる、 時の 來るを 思考る 事が 出来な 

い) 其の 眞の 信仰に 由て 潔 めら る k の 必要 ある は 云 ふまで もない、 i^E 仰の 陸海 軍に 必要なる は 政治、 

實業其 他 G 業務に 於て 必要なる と 少しも 異ならない、 余 は 日本に 日 本 特有 の大 軍人 大 英雄が 起り て聖 

^を W て 敵に 勝ち 同 を 潔む る 時 の 到らん 時 を 待 つ 。 


六月 八日 (日) 青 丸 之 1： に 於て 第二^の is 曰 講演 を爲 した、 聽衆六 百餘、 前 岡よりも 落附、 た 

る集會 であった、 此 R より 吉澤重 夫君 其 令妹と 共に 昔樂を 受持ち 犬れ る 事に なった、 猿 會の爲 めに 大 

に莊 嚴を增 した、 何事 も 感謝で ある、 餘後 伊藤 一隆と 共に 銀座に 會. 莨した、 四十 年 前の 信仰の 友と 中 

^  - - 在りて 共に 主の 聖 名の 爲に 5i くに.. りし は大な る攝理 であり 大 なる 感謝で あ る、 我等 談話 の 標語 

は. K クラ，' クの f せし Boys  be  subitious  (靑 年よ 大志 を 懐けよ) であった、 我等 は 主の 爲に 大志 を 

き 大事 を爲 すで あらう と 語った、 實に偸 快で ある" 〔派の 主婦 足 を 病み 尠 からす 心配した。 

六月 九日 (月) 晴 葡き 母校へ^ ばかりの 寄附 を爲 すため に 銀行へ 二度 も 通 はせられ、 折角の 休 

日 も 仏れ となった、 然し 悲 まない、 ^年 時代に 澤山 世話に 成った 學 校の 爲に 少しな りと 報恩の 徵を 

爲す ことが 出来る かと 思へば 非常に 有難たい、 銀行への 途屮、 在校 時代の 事共 種々 追想し 嬉しかった ( 

〇 夜 宣敎師 フン チケル 氏に タ 飯に 招れ、 時襄と傅道とに就て！^^叫り面，=:かった、 歐洲 大陸 人 は 英米 

、と は なり 我等 日本人 を 解す るに 遙に 深く ある、 故に 共に 語て 共嗚 する 所が 多い、 フ氏は 靑年會 事 

作 の 眞相を 聞いて" 木れ て 居た、 彼 は 曰 ふた 「歐洲 に 於て 昔し はそんな 事が あった、 然し 今 は斷 じて 無 

い、 若し 今 そんな 事が 瑞 西に 於て あったならば 大變 である」 と、 而 して 彼 は が 靑年會 の 高 壇より 逐 

はれ し^に 就て 余 を 祝して 吳れ た、 序に 言 ふ、 彼 は 雨三囘 靑年會 館に 來り 親しく  の II 演を聽 いた、 

彼と 余と は 神學上 或る 意見 を異 にす る も 彼 は 余の 熱心なる 赞成 者で ある。 

一九 一九 年  一 § 


六月 十日 (火) 雨 梅雨 到り 1^ ー陶 敷く あった。 叉復 講堂 建築 問 题が持 上り 掛からす 頭腦を 惱まレ 

た、  < 水 は 曰 を 11 する 事の 外、 斯 かる 事に 携は りたくない、 然し 止む を 得ない、 祈る、 主が 敎會の 教- 

師 等に 妨げら る、 事な く 多くの 人に 幅 昔を說 くた めの 場所 を 與へ給 はん 事 を。  〇 『全集』 第 戒卷の 編 

纂 に取掛 つた、 亦 一 仕事で ある。 

六月 十一 日 (水- 半晴 陸 中 花 卷町齋 藤 宗ニ郞 君より 例年の 通り 同君自 耕の 草 一 母が 到着した、 實 

に 天 ドー 品で ある、 毎年 惠 送に 與る こと 玆 に十數 年、 名譽の 至りで ある、 北上 河畔の 砂碟泥 交の 土 壊 

と 東北 屮部 の 乾燥せ る 氣 候と を 利用し、 之に 加 ふる に齋 藤 君の 熱誠 を 以 てしたれ ば玆 に； 大ド 稀に 見る 

所の 美 を產 する に 至った ので ある、 神祐け 人 働きて 玆に 美き Bi^ を 見る ので ある、 草 母然 り、 況して 

靈 魂に 於て を や。 夜 柏木 兄弟 團 有志の 相談 會 があった、 花卷 產の萆 每を頒 ちて 共に 其 珍味 を 賞した。 

六月 十二 日 (木) 雨 左の 如き 叮嚀なる 書耿が 手許に 達した、 

肅啓、 霖 雨の に 相 成 候處御 恩寵 のドに 益々 御^ 勝の 段 奉大賀 候、 陳れば 今般 は 御 厚志に よ り 當靑 

年 < i 昔宣傳 の 爲め金 百 圆 也 御 獻金を 辱 ふし 奉 感謝 候、 だ 略 観に は 腕へ 共右以 書中 御 厚 禮申上 度 

如此に 御座 候、 敬具 大正 八 年 六 n;: 十一 口 東京 基督 敎靑 年會 理事長 江 原素 六 la 內村鑑 三 殿 侍史 

是 は御禮 儀で ある、 恐縮に 堪 へない、 余の 聽講 者の 獻金を 余に 渡されし もの を 余より 改めて 傳道 費と 

して flE 年會に 寄附した ので あつ て 训に御 禮狀に 與る现 由 はない ので ある、 斯 くして 此. 个 愉快な りし 靑 

年會^^- & も表 面 な り と も禮儀を 以 て 終 る を ^ て 感謝 に 堪 へ な い 、 n:^ で 此賓 は 萬 事 忘 れ る で あ ら う 。 〇 


六 r:^ 號雜 誌が 出た、 祈禱を 以て 之を發 送す る、 印刷 費騰贲 のために 紙質の 大に： 卜 落せし を 悲む。 

六 月 十三 日 (金) 曇 『內村 全 鬼』 第一 卷 W 版賫 切れ 三 版 成る、 敎會と 靑年會 との 反對 强き此 時 

に 際し 社會の 此歡迎 は奇と 謂つべし、 敎會は 余より 高 擅 を 奪 ふこと が 出来る、 然しながら 紙上の 此高 

壞 …… 是は佘 の獨專 であって 敎會の 狐 等 は 之 を 如何と もす る 事が 屮 I 來 ない、 重々 の 感謝で ある。 〇 帝 

國五 分利 公 债千圓 券 一枚 を 北海道 帝 國大學 に宛發 送した、 謝恩獎學资ゃ：に.；^-ん爲でぁる、 〕 水の 間心掛 

けし 率が 今日 始めて 事實 となりて 現 はれて 歡喜 感謝に 堪 へない、 『內村 全集』 の印稅 として 書店より 

送られし 最初の ： で 圓を此 目的に 當て たので ある、 五十 九 年 問の 生涯に 於て 余が 纏めて  一 圆を 得た 

の は 今度が 初て ある、 而 して 之 を 青年時代 に肚 話に なりし 母校に 默 じて IK ひ 難き 滿足 を感 する、 是 

れで m ト年來 の 1^ の 重荷が 大部分 ド りし やうに 感 する。 

六月 十四日 (土) 雨 半休 卞讀、 馬 太 傳六章 十一 節の 研究が 面白かった、 マイヤ ー、 ブリン ガ ー、 

グリム 等 各々 說を 異にし、 孰れ を 採るべき や 自分 も 大に迷 ふた、 「日用の 糧」 なるや、 「明 n の糧」 

なるや、 「上より 來 る糧」 なるや、 言語 學 上の 難問題で ある、 新 研究に 由り 明解の 到る n を俟 つ。 〇 

改築 涉らす 氣が氣 でない、 「此^の 子等 は 光の 子等よりも 巧な り」 である (路加 傳 十六 章 八 節)、 余 

は 大工に 騙される、 左官に 騙される、 浸 根屋に 騙される、 職人と 云 ふ 職人に 皆ん な 騙される、 余の 作 

る 家 は 普通の 家よりも 何 割 も高價 くた る、 然し 4- む を 得ない、 八： は 騙される と 知りつ i も 職人 を 信す 

る、 ヘル は 彼等に 對し 深き 同情な き 能 はすで ある、 彼等 は 他人の 家 を 作る も 自身 は 一 生 借家 住ゐ にて 終 


る、 彼等が 多少の 利 を 貪る は恕 すべきで ある、 故に 騙される の は 彼等に 對 する ー械の 慈善と 思 ひ 喜ん 

で 之に 應 する、 神 は必す 余の 損失 を 度 ひ 給 ふで あら う。 

六月 十五 日 (日」 半晴 き 安. 日であった、 丸 之. 2： に 於け る 午後の 集 食 は 相 も 變らす 盛んで あ 

つた、 來會者 五 百 人 以上、 其內に 多くの 珍ら しき 貴むべき 人が あった、 余 は 主の 祈禱の 解釋を 試みた- 

自分な がらに 大に敎 へらる- - 所があった、 講演 終って 後に 有志の 親睦 會を 開いた、 來き者 百 五十 名、 

1?^ 美 あり 祈禱 あり 感話 あり-、 沟に^ 命に 充 ちた る#合 であった、 何れに しろ 講演 會の イン テレ スト は 

少しも 衰 へない、 實に 不思議で ある" 

六月 十六 日 (月) 陰 雨 午前 主婦 を 伴 ふて 京 橋 古 宇田 病院 を訪 ふた、 或る 科 學的新 治療 を 受けん 

が爲 である、 藥品 を用ゐ ざ る 治療法 は 之 を歡迎 せざる を 52： ない、 翳 術は惡 魔の 發見 であると 云 ふ は 

遠で ある、 明白に 天然の 法則に 合 ふと！：^ ぜらる k 治療 は 感謝し 且つ 祈りて 受 くべき である。 〇 面白い 

を M いた、 靑年會 をして < 水を斷 はらしめ、 田 島 進 氏が 余の 講演 を 助けたり とて 彼 を 詰責せ し (以上 

は 確かなる 事實 である) 敎會は 更に 進んで 替醒社 書店 をして 余の 著述の 發行を 止めし めんと 試みつ k 

あるとの 事で ある、 敎 會は斯 かる 事を爲 して 縱し 余の 事業 を壞ち 得る とする も、 終に 自ら 亡びざる を 

得ない、 何故に 正々 堂々 と 議論 を 以て 戰 はない ので ある 乎、 何故に 婦女子が 爲 すが 如くに 蔭に 廻りて 

卑劣 手段 を 弄する ので ある 乎、 余 は 彼等の 爲に悲 まざる を 得ない、 余 は 元 來敎會 の 人で はない、 故に 

J ^疼に 憎まれ たれば とて 少しも 痛痒 を感 する 者で はない、 講堂 は 靑年會 ：；S 以外に も澤山 ある、 余の 按 


助 者 は 田 島 君 一人に 止まらない、 乂養醒 社の みが 唯一 の 書店で ii ない、 ， 、ポは 敎き 信者 を 目的に 筆 を 執 

ら ない、 少くとも日本全國：^：：が余の續者でぁる、 噫憐 むべき 敎會 よ、 汝等 は總掛 りと なりて 余 一人 を 

1^ す 事が 出来ない、 唯 注意せ ょ汝等 自身の 斃れ ざらん 事 を、 汝 等の 多數は 外國の 傳道ノ t; 社が 日本より 

乎 を 引く こと あれば 直に 勢れ る 者で はない 乎、 外國 人の 御 慈悲に 由て 存立す る汝 等が 一 人の 獨立 信者 

を ISS し 得ざる は 勿論で ある、 嚓敎 参よ、 余 は 恐る 汝等は 自已の 滅亡の 時期の 近づきつ、 ある 事 を、 余 

は 汝等を 憎まない、 汝 等が 余に 反對 すると 同じ 熱心 を 以て 汝等 自身の 異端と 俗化と を 革 めん 事 を 欲す" 

六月 十七 日 (火」 陰鬱 『地 人 論』 の 訂正に 從 事した、 二十 五 年 前に 成りし 自分の 著述 を 護んで 

尠 からす 敎 へらる > 所があった、 地理 率に is^ はない、 之に 監督、 長老、 執事、 牧師、 傅 道. 師 等の 干涉 

はない、 令に 至て 地现學 者と ならす して 聖書 學者 となりし 事 を悔ゐ ざる を 得ない、 詩人 シル レ ルが霄 

し 如く 「自由 は 山に 在り、 腐 耽の 氣は 未だ 曾て 其 新鮮なる 1^ 流 を 汚せし ことなし、 あ k 自然 は 到る 所 

に 完全な り、 唯 人の みが 憂苦 を 以て 之 を 毀損す」 と、 然り 自由 は 山に 在り 海に 在り、 敎會 になし、 祌 

率 校に なし、 靑年會 になし、 あ、 人よ 青年よ、 汝 等の 自由 を 求めん と 欲せば 敎會 と神學 校と に 往く勿 

れ、 寧ろ 山と 海と 地理 學 とに 行けよ〕 〇 松 村 介 石 君の 紹介に 由り 大隈侯 主宰 雜誌 『大観』 の 記者 池 田 ■ 

ifS の 訪問 を 受けた、 同 君が 遏羅語 學者ご あるより 遷羅 語に 就て、 大隈 侯に 就て 聞く 所 あり、 大に敎 へ 

ちる、 所があった、 余 は 新聞 雜誌 記者の 訪問 を受 くる 時、 彼等より 聞かん と 欲して 彼等に 聽 かれんと- 

はしない、 是れ 記者 を迎 ふるに 最良のお 法なる 事 を 近頃 發 Hf- した〕 


六月 十八 日 一、 水) 半晴 午前 八 時 山- S と共に 柏木の 〈糸 を發 し、 三等 汽車、 那須 軌道の ガタ 汽車、 

ゆ 山道の ガタぉ 率に て 午後 s 時 栃木 縣鏖 原の 溫泉 宿に 着いた、 大に 疲れた、 三十 年間 綾いて 忠實に 

勤め".. 犬れ し 彼と 比 (に久 振りに 山に 遊んで 一一：；：： ひ 難き 快 樂を覺 えた、 彼れ 初て 來 りし 時 は 紅 額の 靑年、 八， 

は 頭に， U 髮を 戴く、 我 も 彼 も 共に 老いた ので あらう、 共に 箒 川の 畔に {£ り、 彼に 肩 を 揉んで 貫 ひなが 

ら昔を 語り 今を談 じた。 

六月 十九 日 (木、 曇 時々 雨 ふる、 山 岸 は 名所 見物に 出掛けて おらす、 余 は 獨り淸 流に 面して！ 

著 『地ん 論 J- の.. れ に從 事した、 价 かも 他人の 作 を 校閲す るの 感 がした、 文 は 拙で ある、 然し 乍ら 想 

は 雄；、 である、 H く  r 亞細 SM1」、 门く 「歐羅 巴 論」、 円く 「亜米利加 論」 と、 ^界の 地现を 一 大詩 

篇 として 昆 たる わで ある、 余 は此 著述 を爲 して 置きし 事 を 感謝す る、 米闽ァ マストに 於け る地歷 研究- 

1 一年 ilQ.l^s^ 一 じある。. 

六月 二十日 一 金) 半晴 山- お去り、 は 獨り殘 され、 川の 流 I* を 聞きながら 終 H 『地 人 論』 の 

訂正に 從 事した、 ni 本 天職 論 最後の 結論た る 「東 11 兩洋 我に 於て 合す、 パミ ー ル 高原の 東西に 於て 正 ■ 

反對 のお 向 を 取りて 分離 流出せ し兩 文明 は 太平洋 中に 於て 相き し、 一 一 者の 配合に 由り て 胚胎せ し 新 文 

明は^^ょり出で 、^び東西兩洋に普からんとす」 との 我 言 を讀み 終って 余 は 一 大 思想 を^に 供せ し 二 

と を 感^せ ざる を なかった、 後^ 之を讀 みて 我 思想 を 政：. 一 E 的に^ 界に行 ふ 者が あらう、 或 ひ は キリ 

ス トが おび 来り 袷 ふ 時に 彼 は 我と 我が 同志と を 以て 此 理想 を 實 現し 給 ふの かも 知れない。 


六月 二十 一 日 (土) 半晴 『地ん il』 ， 訂正 を 終った、 隨分 のせ 折りであった、 然し 爲す 甲斐の あ 

る. 力であった、 其 文 は 拙劣 なれ ども 想 は 雄大で ある、 此 著は此 慮に して ら るべき 者で はない、 訂 

正 を 施して 再び 世に出す ベ き 充分の 價 俯が あると 認 むる、 此 事を爲 すため に 四日 間 山中に 留まりし 事 

を悔ゐ ない、 尙 ほ引績 きて 『興國 史談』 の 改訂 を 此の 靜 かなる 所に 於て 行 ひたく ある、 然し 明： ：！ の缝 

務が余 を 東京に 召 出す ので ある、 高原の 涼風 は惜く ある、 然し .i; む を 得ない、 數 の 信仰の 友が 丸 之 

ひ <:-r き；： ありが. U 

€： に 余 を 待って 吳れ ると 思へば 山 を F るの 勇氣が 出る、 サョナ ラ# 川、 有難う、 の淸 流に 勵 まされ 

てォ 困難い 仕事 を爲す ことが £來 た、 復た來 るよ。 午後 三時 半 山を發 し、 歸途は 人力車と 二等 汽車に て 

大分 樂 であった、 .； 千都宮 にて 停車場に 彼 地 敎友ー M の 迎送を 受けた、 彼等 は 余に 惠 むに 最ュ 等の，/ 食 

辨當を 以てした、 一首 を陚 して 彼等の 厚意に 酬ゐ た、 「甕 原 や 那須の 人 ^5 の 歸り途 、鰻 辨當 嬉し かり 

けり」 と、 十一 時 柏木の 〈¥ に 着いた、 良き 勞働 旅行であった。 

六月 二十 二日 (日) 暴風雨 午後の 會合、 風雨に も關 はらす W 變らす 盛であった、 來聽者 五 百餘、 

近くに 屮央 停車場 を まみたがら 美 歌 第一 rrn 二： ト五番 を會衆 一 同 と共にべ n 唱 する は 得 も 言 はれぬ 福祉 

であった、 余 は先づ 詩篇 第 k:! 卄七篇 第一 第二 節に 據り 「安全 週 間 の出來 事」 に 就て 語った、 M ホバ守 

り 給 ふに あ ら すば 社會 の 共同 的 努力 も以 て .：ic 寧 を 維持す る に 足らす と述 ベた、 績 いて £ の 祈禱 にっき 

前； rati 演の 不足 を 棟 ふた、 實に氣 持 良き 會 合であった。 


六月 二十 三日 -月) 晴 お晴れ 北風 涼しく、  幸お の 心地好き 月曜日であった、 長椅子に 寢； 

び 新 M 雜誌 を樂^ す る の 外 も爲さ な か つ た、 斯く して 昨日 失 ひ し 活力 を 同 復 せんとす るので ある、 

1 ；時 の 講演より 來る疲 M 力 は 癒す に 三十 時間の 休息 を 要する ので ある、 高價 なる 勞勸 である、 然し 爲 

す 甲斐の ある 勞働 である、 故に 糜 めら れ ない。 

六月 二十四日 一 火) 晴 久报 りの 晴犬 である、 氣分 最も 直し、 『輿國 史談』 の 訂正 を 始めた、 义 

小ノし使^^；：：傅と逮ーぎとを硏究した、 乂午後は平出氏の8^書攀舍に於てパゥ n の 旅行 地理に 就て 講義し 

た、 其 他 • ： 親友の 來訪 あり 心 s きな く此ゅ Q 細事に 就て 談話した、 善き 平和の 一 日であった。 

六月 二十 五日 (水 j 晴 珍ら しき 好天 氣 であった、 「i: 時 眷らぬ 涼しき 夏の、 光り輝く 讚美の 里 

に」 と 云 ふやうな 氣持 好き n であった、 家の 靑年は 大學入 學試驗 備の 爲に學 友と 共に 那須へ 行いた、 

在米 1： ネ.. ハダ 州 H ル コ. -の關 矢；^ より 甘き *„Ri 洋菓子 を. つて"，^ れた、 D ツキ-山中 のせ 味 を 東京 柏木 

に 於て 昧 ふの は 大 なる 特權乂 恩 である。 〇 米 國獨立 宣敎師 T  -  V  . ソ ー ン トン 氏の 訪問 を 受けた、 

氏 は 過る わ： u 間晝 夜に 涉 り：^ ケハ 4: 口木 * 督敎會 に 於て 純 福 昔を說 いた、 而 して 氏の 說く所 は 余の 說く 

所と 全然 一致して 居る、 故に 敎會は 彼 を 嫌 ひ、 三年 前 彼より 神 一. t ュ 一一 オン 敎會の 牧師の 地位 を 奪 ふた 

との 事で ある、 故に 氏 は强き 同情 を 余に 對 して 懷 いて 吳れ る、 而 して 此 人が、 ソ ー ン トン 氏が 近頃 余 

を 靑年會 S 高！？： よ " 追 出す に 最も 盡カ せられし 日疋 信亮氏 所！？ の敎會 なる 巿ケ谷 日本 基督 敎會の 招聘 

を *3父 け、 其 卨 境より 十日 間に 渉り 余が 說 くと： 11! じ 幅 音 を？^ き、 而已 ならす 一 一 囘 まで 余の 名 を 擧げて 余 


の 立場 を 辯 護せられ たりとの 事をソ ー ン トン 氏 自身の = より 開いて 余 は 奇異の 感に打 たれた、 何やら 

神が 特^に 氏 を神戶 より 呼出し、 此際 特に 余の 爲に辯 護せ しめ 給 ひしゃう に 思 はれた、 余の 排斥 者な 

りし 日疋 氏が 長老た る その 敎さ I に 於て 余の 辯 護 者が 十日 間に 涉り熟 辯 を 揮 ひしと は …； 而 かも 此際！ 

不思議で ある、 人の 業と は 思 はれない。 

-》  ネ 

六月 二十 六日 (木) 雨 『內村 全集』 第一 卷 第三 版 を 賣盡し 第 四 版 印刷に 取掛 りたり との 書店よ 

りの 通知に 接した、 重ね々々 の 感謝で ある。 0 七月 號雜誌 原稿 大略 成り 之 を 印刷所に 送った、 過去 二 

卜 年^、 未だ 曾て ー囘も 原稿 締切 日に 原稿 を 送らなかった 事 はない、 叉 勘定日に 支拂を 怠った こと は 

たい、 事 は 細事の やう で あって 細事 で な い 、 宗敎 事業 に從 事して 約束 を 守らざる 事 は 犬なる 惡事 で あ 

A  より. t- の 

る、 原稿と 勘定、 二者 を 怠って 如何なる 明 論 卓說も 何の 用 をも爲 さない、 而 して 神に 依賴 みて 我等 は 

能く 責 iti を充 たす 事が 出来る。 

六月 二十 七日 (金) 半晴 少し斗り筆を執った。 ^！和條約調印成らんとし、 戰勝國は孰れも祝勝 

會 準備に 忙 はしき 時、 米國 電報 は傳 へて 言 ふ、 加州 選出 米圃 上院議員 フィ ー ラン 氏 は 日本 移民の 絕對 

禁止 を 要求し 述べて n く 「米 國の 次の 戰ひは 太平洋 上に 勃發 十べ，、、 東洋の 獨 逸人 (日本人) は旣に 

襲来して 加州 到る 處に蟠 居し 更に 南米に 侵 人し 云々」 と、 斯くて 前の 戰爭は 令ゃ將 さに 終らん， こする 

時に 後の 戰爭 は預首 されつ 、ある、 チ和來 を 叫ぶ も 只の 一 時で ある、 神に 叛 きし 人類 は 相 正に 對 して 


戰は ざらん と 欲する も 能 はたい、 CI すべき 事 は 福 昔 宜傳の 外にな い^が 〔.化 々明瞭に た りつ、 ある。 

六月 二十 八日 (土) 曇 雜誌 原稿 三 頁 分 を 寄いた。 混亂 せる ゆなる 哉、 平和 條約 調印 成らん とす 

る に 際し て^ 太 利に 親獨派 起り て^ 國を驅 つ て 獨 逸に 併合 せしめ 以て 厂、獨 逸帝國 の 後援 を 得ん とす る 

運動 を 試む ると 云 ふ、 又 米 國財阐 は 大に獨 逸に 放资 して 獨 逸ん と 利益 を 頒 たんと すと 云 ふ、 利益の 爲 

に は 盟約 を 破り 利益の 爲 めに は 阈をも 奢、 て辭 せす、 戰 ハチ も 利益の ため、 平和 も 利 (被の 爲 である、 斯く 

て 成りし 平和 は 平和に 非ず、 M 時 W び大戰 -屮が 始まる か 分らない。 

六月 二十 九日 (日) 半晴 今年 上半 年 最後の 安， 日で ある、 丸 之^に 於け る 講演 會不 相變 1§sl、 

來聽者 六百餘 人、 獻金六 拾 阆以 ヒ、 靑年會 に 於け る 平均 獻 金の 約 三倍で ある、 余 は 箴言 第一章 七 節、 

「M ホバ を る 、は 智慧の 本な り」 の 語に 就て 語った、 H ホバを 畏れて 初めて 本 當の學 者になる こ 

とが 出来る、 改 (コ ン ボル 、ン ョ ン) の確實 たる 證據の 一 は 知識欲 勃興で あると 云 ふこと に 就て 述べ 

た 、 而し て玆に 九月 第一 一 一安 息 n! ま で 此< ^を 閉づ る 事を宜 吿 し 讚美歌 第：； ；百 九. r  二番 「ま た會 ふ 日まで」 

を 歌って 散會 した、 沟に 感謝の 極みで ある、 昨年 九月 靑年會 館に 於て 此 講演 を 始めし 以來、 余 は 唯一 

風邪に 冒 され て^みし 外、 曾て  一 li: も 高 壇 を 空しく せる 事な く、 父 基督 敎會の 排斥に 會 ひて 一 時 高 

壞を はれし も更ら に 直により 善き 高 壇を與 へ られて 聖業を 繼椅す る を SJ: て 感謝 の 言葉が 無い、 大 u 

木衞 生^ 講堂 は 引 綾き 借受 くる^ に 約束 整 ひたれば 來 る 九月 以後、 引 核 き 帝都 の 屮央に 於て 福 昔 寅 傅 

あだ  むしろ 

を 檻 核す る 事が 屮 r 來る、 何事 も 感謝で ある、 すべてが 勝利で ある、 「爾 わが 仇の 前に 我が 爲に 筵を設 


.±  、我が 首に 膏を 注ぎ 給 ふ」 と 云 ふ 事は斯 かる を 云 ふので はない 乎と 思 はれる、 ハレル— ャ、 エホ 

バを 讚美せ よで ある。 

六月 三十日 (月) 曇 今際 大雨。 I  ,M  • ハル デマ ン氏著 「橄^ 樹の 枝」 を 請んだ * 斯 かる 說敎 

帥 の 腐收 落 せる 米國今 E の 基督 敎界に 今尙^ せる を 知て 心強く 感じた。 有 島 武郞君 の 訪問 を 受け て 

. 喜んだ、 君 は 正直なる 愛すべき 人で ある、 君の 近頃の 信仰の 大變 化に 對 して 同情に 堪 へない、 II？； は不 

徹底の 敎會の 基督 敎に堪 へす して 君の 今 2= の 立場に 到った ので ある、 敎會の 基督 敎を厥 ふの 點に 於て 

は 余 は 君と 少しも 異ならない、 ffil し 余 は 君と 正 反對の 方向に 切找 けたので ある、 君が 進化論の 歸 結に 

走った に對し て 余 は 進化論 を棄て 、 宇{由 萬 物の 顯現 的解釋 (Aps;alyptic  explanaticu) に 移った ので 

ある、 方向 は 異なった、 然し 微溫き 敎會の 基督 敎を脫 した 其氣 分に 於て は 我等 は 少しも 違 はない。 〇 

夜、 海上 ビル ヂン グ樓上 中央 亭に 於て 柏木 兄弟 圑の晚 餐會が 開かれた、 來會者 五十 餘名、 交歡十 時に 

至て 止んだ、 「主の 御 料理 代」 として 三十 六圓餘 の獻金 あり、 樂 しき 上半 年 最後の 會 合であった リ 

t 月 I 日 (火) 半晴 平和 克復 祝賀 會 にて 市中 は賑 ふた、 恰も好し 我等の 舊き 友人に して 今 は 第 

五 高等 學校獨 逸 語敎師 なる ヴィル ヘルム. グ ン デル ト君 上京中 なれば 君をタ 飯に 招き 鼓に 日獨 平和 囘 

復 祝賀 會を 我家に 於ても？ 1 いた、 ！^？；と相會せざる事兹に五年、 其 間に^ 界 はー變 して 別世界に 於て 再 

び相會 する が 如き 感 がした、 我等 は 相互に 對 して 尊敬 を 失 はすして 此大戰 爭を經 過せ し 事 を 感謝す る、 

缺 一し 乍ら 我等 は 其 間に 信仰 上 非常に 變 化した、 余 は 明確と キリストの W 臨 を？？ 1 むる を 得て ダン デル ト 

1 九  一. te-  1 四五 


= 々の 生涯  一 s: 六 

^の 祖父さん 祖母さん 等の 握られし 信仰に 入る ことが 出來 た、 それと 正 反 對に界 は 古き 獨 逸人の 信仰 

を 去て 近代 人の^ 仰に 這 入られた、 此事を 知て 余 は 非常に 悲しく あった、 余が 漸く さっと チン チ ェ ン 

ドルフ や フランケ ー の；；；^ 仰に 人った 時には グン 15^; は 旣に之 を 去って 其 所に ：5 たま はない ので ある、 實 

に 悲しかった、 是 が此戰 (母が 我等 二人に 及ぼした 變 化であった、 八よ を W 臨の 信仰に 導き、 君 を-再臨の 

i^E 仰より 引出した、 斯く 1 て 我家の 小なる 祝賀 舎は大 なる 悲歎 を 以て 終った、 鳴 呼 近代 思想、 是れが 

ffi- 純なる is 曰の 福 昔 を 淆亂す 者で ある、 其の 誘 ふ 所と なりて 信仰的に 余より 離れし 友人 は グン君 一 人 

に 4:- まらない、 多くの 文學 者、 多くの 思想-: 汆 はグン 君の 取られし 途を 取った、 然し. む を 得ない、 氽 

は • 人 で^み まるで あらう、 全歐羅巴が新社會主義に*るとも余は獨り舊き§\^書の福昔に止まるで 

あらう、 而 して 余の 愛する n 本 をして 歐ゃ 米に 倣 ふ 事な くして キリ ス トと其 使徒 等の 一一： 一 n に從 はしむ る 

やう^ わする であらう。 

七月 二日 (水) 雨 默ー： 小錄の 研究と 『全 壤』 の 編 g| と 手紙 書きと に  一 n を 費した。 長 尾 半 平氏の 

に^ 京 * 将敎宵 年會副 理事長 辭職颜 末』 なる 小冊子が 出た、 靑 年會對 余の 事件が 冈 をな したので ある、 

理事長 江 原素 六 氏、 理事 日 疋信亮 氏、 監 1* 小 崎弘道 氏、 同 元 田作 之 進 氏 等が 之に 對 して 如何なる 答 辯 

を爲 さる  >- か V- 見物で ある。 

七月 三日 (木」 霧雨 讀 書と 編 暴と 乎 紙 書きと 來客 接待と 其 他の 小事に て 多忙、 聖書に 絶大の 眞 

m を す び な がら 此^の 細事 に 缺 掌す、 是が 基督 者 の 生涯で ある。 


七月 四日 (金) 細雨 主なる 仕事 は雜 誌の 校正、 機械的の 仕桌 である、 然し 肝要なる 仕事で ある、 

之 を 疎？ i に— て 記者た るの 義務 は： t まない。 希 職 折：； 學者プ ラト ー の 事 を 思 ひ 出し 彼の 傳記 を復讀 し て 

小、 にカ附 けられた、 大宗 敎 9- と 並び 尊むべき 者 は 大竹學 者で ある、 而 して 古へ/東西 ブラ ト ー に 擾る哲 

學 者 は 無い の である。 

七月 五日 (土) 晴 久^§りに{„^^晴れ氣持宜し。 朝、 札幌 時代の 舊友 にして 前の 鹿 兒島第 七 高等 學 

校 々 長、 今 は 鹿 兒島縣 下 幅 山 5： に 理想的 私立 屮寧校 敬 1K 塾 を 經營し 着 々功 を 奏し っ&ぁ る 農學士 お 崎 

行 親 氏の 訪問 を 受けた、 淸ぃ 立派なる 人物で ある、 U 本國の 文部大臣 として 最も 適當 なる 敎 育まで あ 

る、 然し 彼れ 八/ 官を 退き 一平 民と して _ ^円 年 薰 育に 從 事し つ.^ ある、 彼 は 余と 遠 ひ 基督 信者と なら Vj り 

しと 雖も、 其 品性に 於て 信者 以上の 紳ト： である、 我等 久 振りに 相會 して 時の 移る を. あらなかった、 愛 

圃の 熱情に 於て、 敎 育の 根 本義に 於て、 彼と 我と は 全然 一致して る、 德き！ M 級 生の 屮 より 彼の 如き 

髙潔獨 立 の 尺の 屮 Z たこと は 感謝 の 至 りで ある。 

七月 六日 (日) 半晴 時々 雨 ふる。 久板 りに 自由の 安 意 H であった、 本年に 入りて より 東京の 高 

^ に ^ るの；^ 務 より 釋 V. 一れ しはん.' 日が 初めて ある、 然し 此日を 無益に 消費す ベ きに あら ざれば 畔 

上 賢 造 の 傳道 地なる 干 太 おお. に往 きか の 地方の 敎友を 訪づれ た、 きする 者 五 十餘 名、 歡喜 極ま りな 

しであった、 畔ヒ ii- づ說敎 し、 余 は 其 後 を-つけて < ^が 彼 地に 傳道を 間 始 して 以來玆 に 二 卜 四 年、 想 
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の 變遷、 信仰の 上進に 就て 述べた、 顧みれば 余が 彼 地に 入りし は 明治- ート九 年 故 田 n 卯吉 君と 共に 社 

^：饭 説を爲 さんがた めに 土地の 有志 〔奴に 招かれし を 以て 始まり、 -闹來 一 ：| 叫 年間 靈的關 係を繼 緩して 

,^=:に•^^.;ったの である、 午後 5： 時： g 說を 終り、 九十 九 里鳴濱 村に り 敎友海 保 竹 松の 家に 泊った、 今 

や 子女 悉く 成長して 信仰的 第二の 時代 を 作らん としつ、 ある、 傳道は 忍耐 を 要する 事業で ある、 然し 

成って a れば 之よりも 偸 快なる 事業 はない、 福音-一 たび. I： 地に 根ざせば お を 結んで 永久に 至る、 神の 

悤惠に 巾り 我等の 干葉 縣傳道 は 成功 で あ つ た と 言 は ざ る を S ^な い 。 

七月 七日 (月) 雨 朝、 海 保 方に 於て 奥會 を^き、 sffi 曰 を 講 じ、 祈禱を 共に し、 午前 九 時 ：！^ 氏 を 

辭し、 成東驛 より 乘車、 二 時 柏木の 家に 歸 つた、 誠に 歡 喜に 充 ちた る傳道 旅行であった。 

七月 八日 (火) 晴 爽快なる 口であった、 雜誌 校正 を 終り 之で 义ー 先づ 安心で ある， 然し 乍ら 仕 

* は 後より 後へ と 待って る、 全き 休 鹿 を 得る は當 分の 問 HI 當 がない、 然し 悲 まない、 我が 休息 は 主 

イエ ス キリストに 於て ある、 彼 を 信す る こと 是れ 休息で ある、 其 意味に 於て 余 は 永久に 休自， ^する 者で 

ある。 〇 布哇島 ホノルル 市 發行彼 地 組合 敎會機 關雜誌 『フ レ ンド』 六 n: 號は 本誌 gl 月 1^ 揭載 英文 『余 

め 宗敎』 を鞸 載し、 米國 人に 勸む るに 一 i 昔の 單 純に 還るべき を 以てす、 『フ レ ンド』 誌の 主筆 セォド 

A  . リ チヤ ー ド氏は 熟 心なる 督. 科 臨 tE^ であって 亦 余の 誠實 なる 灰んで ある。 

七月 九日 (■ 水) 晴 i"^^: に：：；： き 安 憤なる 英書 數冊を 求めた、 近 書類-にして 余の 讀 みたき 書は殆 


ど 無い、 余の 探らん と 欲する 者 は-水 久不變 の眞理 である、 而 して 近代 人 は 之を與 へない、 故に 彼等の. 

著作 は 余に 取りて は 不用で ある、 近 S: の 雜誌中 『屮外 新 論』、 『+、 觀」 一、 本 魂』、 『日本 一 』、 孰れ も 信 

仰に 關 する 余の 談話 を揭 載す、 基督 再臨の 信仰が 世 問 一 般の 注意 を 基督 敎に對 して 喚起した 事 は^ 實 

である、 而 して 之 を 篤る 者 は 此^の 論者に 非す して 敎會 の敎師 祌學者 等なる 事 は 奇異なる 現象で ある. 

七月 十日 r 木) 晴 午前 七 時 柏木の 家 を 出、 主婦に 送られて 東京 驛に 至り、 八 時 三十 分 發の特 き 

列車に て 卜した、 東海道 を 半睡 半讀の 間に 過ぎ、 午後 五時大 垣に ド 車し 米 國獨立 宣敎師 ミス • ワイ 

ド十 —に迎 へられ、 其 家に 入った、 心よりの 接待に 與り、 叉 市內信 ^十数 名の 訪問 を 受け、 十 時 旅 宿 

に 到り 宋に 就いた。 

七月 十一 日 (金) 晴 午前 七 時 ワイ ドナ I 女史と 共に 養老 鐵 道に 由り 大 垣を發 し、 享巾 にて 米國 

流の 辨當の 御馳走に 與り、 傳 道と 信仰と を 語りながら 三十 分に して 養老に 達し、 其 所に 有名なる 瀧 を- 

昆、 其ドに 立ち、 尾 濃の 廣原 を遙 かに？ 1 ギ： みなが ち 二人 首 を 垂れて 朝の 祈禱を 共に し、 山 を 下り、 十 時 

再び 大 垣に 歸 つた、 誠に 聖き樂 しき 朝の 散歩 (M<)1 お en  ff.KS& であった。 十 一時 女史に 送ら 

れて大 を發 し、 京都、 大阪、 祌戶に 於て 友人の 出迎を 受け、 六時攝 $1； 一 の 谷、 松林の 屮 より 海を隔 

て、 淡路島 を 望む 神 E 氏の 家に 迎 へられて 其 客と 成った、 友の 愛と 靜 かなる 天然と に 擁せられて 近頃 

にたき 熟睡の 一 夜を此 所に 過ごした。 

： 九 一九 1 «: 九 


=： 々の 生；^  一 

七月 十二 日 (土) 晴 旅の 疲れ を 取 除かん が 爲にャ 前と. と は 友人の. 3^ に 在りて 休んだ、 敦成风 

塚 附近 戰之； S に 沿 ふての 5.^ 歩はハ  1- 持 好く あった、 ヒ時祌 11 に屮： ：、 巾 山手 通 七 rHI 祌戶 E 本 基督教， ％々 

セに 於て 青木 澄 十 郎君と 共に 說敎 した、 來會^ 百餘， s^、 聽 衆の 性質！ らす思 ふやう に 話し 得す 

だ；^ 滿 足であった、 主 は 萬 事 を 善き に 取 計ら ひ 給 ふ、 十一 時； ノ ベ：： に^り.： i{ き 眠に 就いた。 

七月 十三 日 (日) 晴 ^ハ 湫强 し、 林 巾の 休. i 心 殊に 有難かった、 而 して 信仰 を 以てする. H に 在る の 

^^に^は：大然の供する；^；：^以上の；；^-：：ゎでぁる、 「主 は 其 5 愛する 者に (休息の) 眠 を 與へ給 ふ」 (詩篇 百 

二 —し 篇ニ 節)、 是れ主 を 愛する^の S 人 も 何處に 於ても 得る * の屮 Z 来る^で ある。 昨日 同様、 祌戶 

に 於て 說敎 した、 ョ ハネ 第一 書 三 章 初の 三 節の 解釋を 試みた、 聽衆 は數に 於て 昨日： ！！ 様、 質に 於て は 

遙に擾 つて 15 た、 惠 まれた る Z ま 介であった、 夜、 滿 =: の 光 を 浴びながら^ 麼の？ g つたへ に鐵 ^5 山ドの 

. く々 の {¥ に歸 つた、 ^書 講演に 時には 詩的 趣味が ある、 夫れ が 其の 大 なる 報酬の 一 である。 

七月 十四日 (月) 晴 „^ 氣强 し、 朝、 ，江 原 萬 里と 共に 住友 寬 一氏 を 住友， 須磨训 邸に 訪問した、 海 

に 臨み 石 を W て 築き上げられ たる 庇宏 なる 邸宅で ある、 富豪 生活の 一 斑 を 窺 ふこと を 得て 善き 見學で 

あった、 斯 かる 邸宅の 二つ や 一二つ rn 本に；^ て も 少しも 差 支ない と 思 ふた、 殊に 舊 家の 趣味の 甚だ 控目 

なる に は 敬服した、 晝钣の 御馳走に 與り 一時 半辭 し、 汽車に て 西 ノ宮に 至り、 堀 兄弟 を訪 ひ、 般靑 

年 より 逐 はれし 際、 氏が 遙に少 からざる 物質的 拨 助を與 へられし 其 厚意 を 謝した、 七 時 神 IZ 'に 至り 

有志 晚餐 會に屮 Z 席した、 貪 卓に 就きし 者 w 十二 名、 主、 我等と 食 を 共に し 給 ひて 不相變 美 はしき 會合 


であった、 十 時 散會、 「主の 御料 现代」 g: ト五圖 を 得て 之 を神戶 貧：^ 院に 寄附して 彼を悅 ばし 奉つ 

た、 市中 は 祇園祭に て賑 ふた、 物質的 祌戶 の發 達に 驚くべき 恐るべき もの を 見る、 此 肉的 一 兀氣が あり 

て 昨年の 米騒動 は敢て 怪しむ に 足りない、 敦盛忠 度の 福 原の 舊都 は米國 シカゴ 化しつ & あるので ある， 

-阪祌 人 は確資 に米國 人の 後 を 追 ふて 財 神 崇拜を 其 信仰と して 採用し つ、 ある、 是は 進歩で はない、 大 

喷 T ほで ある、 彼等 は 奈落の底 へと 大 速力 を 以て 突進し つ i ある。 

七月 十五 日 (火) 晴 友人の 〔糸に 止まり 終 nl 休息した、 ^氣强 く、 茅-; t 海の 水面 靜 かにして 帆船 

； i かす、 時々 © 晴れて 逸に 淡路島 を？ む。 午後：： d 原 若夫婦の 訪問 あり、 彼等 を 停車場に 送り 月光 を 踏 

んで； S る。 

七月 十六 日 (水 一 晴 ：— 前 九 時  一ノ谷ぎ 出方 を發 し、 トニ 時半 京都に 到る、 ドクトル 佐 伯 方に 迎 

へらる、 七 時半より 京都 基督 敎靑 年會々 館に 於て 架 書 講浪會 を ^ く、  1^ 氣强 く、 祇圃宵 祭なる に拘は 

らす聽 衆 rarpn 餘 あり、 夏期に 在りて は 得難き 會 八：： であった、 < ^は 「健全なる 宗敎」 に 就て 述べた、 信 

仰 は 内^的なら すして 仰瞻 的なら ざ る ベ か らす、 同時 に 經 典を祌 の 一 ーーー" とし て 受け、 叉 强 き來， 觀を懐 

く： ならざる ベから すと 說 いた、 ^き 終れば 全身 汗に？； ぼり、 蒸 風：： ，n の 中に 在りし やうに 感じた、 熱い 

苦しい 演說會 であった。 

七月 十七 日 (木) in? 引 緩き 磬氣强 し、 午後 加 茂 神社 亂の 森に 接し 加 茂 川の 清流に 沿 ひたる^ 伯 


氏の 训 邸に 納^した、 七 時半 前夜 同樣 基督 敎靑 年會に 於て 講^した、 炎熟灼 くが 如く 講者 も聽 者も大 -. 

なる 苦痛であった、 聽衆 昨夜よりも 少しく 多く、 其 熱心に 酬 ゆる 能 はすして 遺憾であった、 京都 靑年 

會は來 京 靑年會 と は 異なり 悅んで 余を迎 へ て吳れ た、 兩夜 とも 靜肅を 維持 せんが 爲に殊 "史 に^ 道 t. 劍 

部 を 休みて 講演の 成功 を 助けて れた、 すべてが 感謝で ある。 

七月 十八 日 (金) 曇 蒸 熟し、 時々 雨 ふる、 午前 六 時 蛤 御門 前 忤伯氏 方 を 出で、 多數敎 友に 送ら 

れて 京都 驛を發 し、 午後 二 時半 濱松驛 に 下車し、 故 土屋民 司の 未亡人 を訪 づれ、 彼女と 共に 彼の 墓 を 

見舞 ふた、 土屋は 天龍川 運輸 會 社の 社員であって、 其 乏しき 巾より 幾囘か 『聖書 之 硏究』 の 經營を 助 

けて eK れた、 而 して 五 年 前に 主に； 《: されて パラダイスに 人った、 < ^は 彼に 何の 酬 ゆる 所な くして 彼 を 

喪 ひし is3- を 常に 心苦しく 思 ふた、 依て ケ！： 西： 卜の 機會を 利用し、 兹に 彼の 墓な りと 訪づれ たので ある、 

余 は 未亡人と 共に 墓前に 立 ち 一 一 人 首 を 低 て 我等 の 父な る 天 に 在ます 神 に 祈った、 而 して 復活の R に 於 

ける w 會を 期して 淋しき 彼女 を獨り 遺して 去った、 實に 感慨無量であった、 死 は 我等 を 離さない、 却 

て 我等 を 近づける、 神が 土屋の 如き 援助 者 を 多く 賜 ひしが 故に 本誌 は 今 n: ある を 得た ので ある。 靜岡 

にて 亦ド 車し、 二十 年来の 信仰の 友なる 茶 業 家 原 崎 源 作 氏を訪 ひ、 快談 三時 間にて； 二た び 車中の 人と- 

なり、  假 眠の 中に 箱 根 を 越えた" 

七月 十九 日 f  土) 曇 昨日： 1： 様の 溫氣、 夜 は 橫濱に 到て 明けた、 E 時 品 川 着、 山手 線 電車に 乘替. 

へ、 ^！！谷驛に到れば松：！^介ぉ！^！；の殄らしくも洋服姿で^；^込み來るに参した、 「ャ I 何處 へ」、 「：11^ の W 


の 群 馬 縣へ 行んだ、 15；； は何處 へ」、 「僕 は今歸 つたんだ、 大 Is; 祌戶、 な 小 都、 濱松、 I 顺 岡と 云 ふ 順 さ」、， 

「おは 近-頃 丈夫 だね，'」、 「有難う、 一 時 半-化 ゐ 1! 演も 疲れない よ」、 「夫れ はさ-つと Kn4K# の 審は僕 

の豫ー 一一 一口した 通りに 成った ではない 乎、 基督 敎會 にお 漢が 多い よ、 川 心し 給へ、 ァハ ハ ハ …… 」、 「僕 も 

知って 居る、 然し 界は 3： 故 逃 出した の だ、 踏 まって 斬 魔の 劍を撺 つて 3^ れ k れば宜 いのに」、 「僕 は 

嫌 だ、 あんな 奴等と 爭 ふと 自分の 身が 據れ る、 故に 竊と逃 出した の だ、 押 川 も 田 村 もお 木 も！： じ 事よ、 

1^ も 用心し ろよ」、 「僕 は 大丈夫な 積り だ、 僕 は 敎會の 人で ない、 故に 僕を怎 する 事 も出來 まい」、 時 

に 電車 は 新大久 保驛に 着いた、. 余 は 周章て 袍を 網棚より 取 卸した、 松 村 君 は 手傳っ て之を車外に卸^7 

て 1  犬れ た、 「ャ ー 失敬、 又き つて 緩々 話さう」、 ピ ー 發車、 此方 は俾 で^ 宅。 

七月 二十日 (日) 晴 久 振りに て 自 宅に 於て 聖會を 開いた、 きする 者 十二 三 名、 懐かしき 集會で 

あった。 午後 m 時半 今 井 館に 於て 法 學士松 田 靡 比さの 葬儀 を 行った、 彼れ 歳 二十 八、 普通の 場合なら 

ば 不幸 短命 を 歎きつ を 逝るべき に、 彼 は 希び 1- 滿々、 赛 海に 船 を 行る が 如き 心 持 を 以て、 『沖^:書之- 

硏究』 七月 號を 一 瞥し、 之 を 最後の リ." ヂング (讀 書〕 として 靈の^ 界に 入った、 再臨 復活の 希^に 

燃えた る 彼に 生 ありて 死はなかった、 敎育 ある 彼に 多くの 牧師 傳道師 に 在る が 如き 聖書の 明示に 對す 

る 批評 的 態度 は 無った、 我等 彼の 灰 人 一同 は 大に彼 に^て 勵 された、 彼と 同病 同信 同 國の靑 年 小 出 義.： 

0, 彼の 訃音に 接し、 病床より 一 句 を 遺族に 打電して n: く 「殘 されて 架國戀 しき 暑さ かな」 と、 是は. 

死で はない、 潑湖 たる 生で ある、 若し 余の 唱 ふる， 一 i 音が 人 をして 听 くも 5? ましく 死に 面せし むるなら 

ば 之 を， W 物視 する ゆ は 何處に 在る 乎、 古崎と 云 ひ、 松田と-！^ひ、 小 出と-ぶ ひ、 ゆ ：： 我が 福音の 善き 靜 
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七月 二十 六日 (土) 那須曇 我が： ¥のに5:ハ.；.^^ 驗に 及第して 東-: M 帝 闺醫科 火 舉に人 寧せ りとの 報 

に 校 f てま： んだ、 顆ふ： t の に 出り 彼が 善き 醫師 となりて ゆの 苦痛の . 部分 を 除く に^らん こと を、 

祈る 我 i 豕が 傳道師 と醫師 との 交 は る 交 は る 出る 所と ならん を、 靈魂を 救 ふ 術と 體を 癒す 術、 之に- m 

さるの 事業 は 無い、 ィ H スは 醫師 であると 同 時に 言； fk; であり 給 ふた、 道師に 非れば g£:t、 願 ふ 

村 家が 世々 6f 々 善き 傳道師 と 醫師と を 出す 〔秋た らん こと を。 〇 や 後山 上より 瞰ド し て 關ぉ 乎-: g は大霄 

雨であった、 祌の 慈雨 八州 を 潤して 雷," は歡 呼の 聲 として a く、 爽快 極り なし。 

七月 二十 七日 (日) 曇 時々 雨 降る〕 夜 醒杜若 主人お 京より 來り、 同社 發行 『基督 W 臨說 を排. 

す』 に 係 はる 廣吿 文の 事に 就て 相！. 队 した、 事 は 容易なる が 如くに la えて 實は 困難で ある、 基督 敎 3^ に 

斯か る 難問 .题 が 幾 箇もぁ る、 著者が 書店の 名を以 て W 臨 說と其 唱道^ を 篤 つ たので ある、 而 して 共責 

任を擔 ふ^は 窨 店であって 著者で はない、 貴 任 は 問 はざる ベから す、 然し 名義 上の 責任者 は事實 上： If 

1§ である、 問題の 困難 は兹 におる、 之 を m 心 ふて 基 将敎界 は 益々 嫌になる、 一： 儿々 愛が 無い から 斯 かる ra: 

もちあ か  や T ゆ 

題が 持 上る ので ある、 然し 我國八 ，= の * 督敎の 教師に 愛 を 要求す る は 野暮の 極で ある、 結 極 無理が； fr 

れば 道理が 引 込む まで f ある。 〇 旅館の 襄 座敷に 於て 說敎會 を 開いた、 會 する 者 六卜餘 名、 卷烟ゃ を 

銜 へながら 素 見し が てらに 聽く者 掛からす、 ノ 然し  一 二の 共鳴者が 有て 嬉しかった、 幅 昔の 種は斯 かる 

機き モも 利用して 播き 5i5- くべき である、 何時か 其 一 一 一粒が 成長して 實を； おぶ に： 4^, るで あらう。 

七月 二十 八日 (月) 雨 終=!{|に籠り原稿ト七枚を書き之を^.-:^ク1井に送った。 攝^^蘆尾の，び 


慮 祝 子より 書面 あり 其， 5: に 下の 如き 愛らしき 一節が あった、 曰く 「先生の (神戶 へ) お出 下さる 前 私 

は どれほど 御 待ち 申した かとても. E. 上げる 事 さ へ 出来ません、 そして 其の 待ち望む 心に て大 なる 不思 

議 なる 力が 働いて どんな 事で も 容易に 出來 るので 御座い ます。 其の上 結 5^ は 少し の _勞 も 出な い の です、 

先生より もより 以上 待ち望むべき ィ H ス キリス トを私 はこん なに 痛切に お待ち 致して 居りません でし 

た、 然し 二 晩の 御 講演 を 承り、 ことに 二 曰 目の 晚 以後、 心の奥底にまで 新しい 望が 滿 たされました、 

あの 救の 望 を 持ち 得た 幸福 は 持ち 得た クリスチャンの 外に は 解らない とお じます」 と、 日本 武士の 家 

に 育てられ、 擧士の 家に 嫁した る此 若き 婦人の 此淸き 希望、 之 を 「世 を 惑 はし 基督 敎を 誤る」 と 誹る 

祌學者 は 何人で ある 乎、 彼 は 其 徹底せ る 論法 を 以て 此 希 tlW を 粉 碎し盡 して 痕迹 だに なしと 言 ふで あら 

う、 然し 乍ら 如何なる 論法 も 此淸き 心の 希望 を 破 壌す る 事 は 出来ない ので ある、 少女 マ ー ガレットが 

哲 舉者フ ハウ ストに 遙 かに 勝 さる 眞理の 鑑定 者で ありし が 如くに、 此 若き 婦人の 實驗が 却て 神學 者の 

督 再臨 排斥 論 を 粉 碎し盡 して 痕迹 だに たからし むる ので ある、 基督 再臨 不必要 論者 は數 多の： 冉臨信 

者の 此美 はしき 心理 狀態を 如何に 取极 ふので ある 乎、 余 自身に 取りて は斯 かる 淸き 婦人： 人の 赞成を 

得る は 百 千 人の 神學 者の 攻擊 反對を 打消す 丈け の 充分の 效 力が ある。 

七月 二十 九日 (火) 大雨 『東京 朝日 新聞』 歐洲 通信 は 其 特派員の 前獨帝 訪問 記の-^ に 下の 如き 

一 節を揭 げた、 曰く  r 巴 里 を 出る 時 例の ボ ー ッ マウス 條 約の ゥヰ ッテの 懐刀と 目指された ヂロ ン老博 

士 から 和 蘭 一 流の 著述家 フレデリック ファ ン H  —"デ ンと云 ふ 先生の 許へ 一 本つ けて 貰った、 紹介 狀に 

は 『贲 おの 住所 を 忘れ たれ ど 和 蘭 は 貴君 を 見出すべし ；… 』 など 誉 いて ある 程餘程 偉ら い 先生と 見え、 
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ブ ムス テ， - ダム へ來て 尋ねて 見る と 直 判った ：：： 一 體和 蘭へ 來て 非常に 意外であった こと は 誰も カイ 

ゼ ル の 事に 就て 些か も 興味 を 持って 居ない こと だ ：：■• ファン H 1. デ ン先 牛-の 如き も カイゼル 會 見の 一 

件 を 持ち出しても 話の 途中で. t みに 『斯う 云 ふ：：： 木 人 を 知って is るか』 など、 綺 葉書に した 寫眞を 机の 

抽斗から 取り出し たりして カイゼル などもう 何でも 可いで はない かと 云った やうな 調子で ある， 序に 

共：：： 水 人のお 11M とい ふの を 見る と 積 重ねた 書物の 上に 頰杖を ついた 長い 額が 映って 居る、 其 下に は 和 

英兩 文で 『.2: 村鑑 三と 其 著書』 と 印刷して ある 云々」 と、 是れ實 に 余に 取て は 興味 ある 記事で ある、 

那須. ^山の 麓に 在て 和 蘭 國 ァ ムス テル ダム 郊外 ブ ッ サム の 地に 居住す る 尊敬す る 思想 上の 友人 ドク ト 

ル. F  • ファン H 1, デン が遙に < ^を 思 ふて ：j15 て吳れ る眞情 有の 俊 を 紙上に 讀 みて 飛び立つ 程 嬉し かつ 

た、 ファ ン H 1., テ ン 氏と は 三 w 年 前から 文通して： ii5 る、 彼 は 余の iid ョ il.el.s の 一 人であって 余が それ 

以. ！，- 彼の アド マ ャラ ー である 事 は 勿論で ある、 彼 は廣く 余の 思想 を歐洲 人に 紹介して SK れた、 彼は大 

^ij^ であるが 小兒の 如き 謙遞 なる 人で ある、 母^と 北： に アム ス テル ダム 巿 郊外 生活 をして 居る らしい- 

河 中の ： - い〕 に ゅ界的 聖人 鄉を 建設 せんとの 計 畫を爲 して 居る、 偸 快なる 偉大なる 思想家で ある、 

断 かるん に カイゼル 以上に 思 はれて 居る 余の 名譽 幸福 譬 ふるに 者な しで ある、 敎會の 牧師 や 神學^ 等 

に W と 思 はれて も 構 は な い 、 此 世界的 偉人 に 灰と して 取扱 はる、 光榮 に比べて 見 て 敎き！11^者 の S の 

如き 之 を 紫 土視し て 可な りで ある。 

七月 三十日 一、 水) 雨 雨 未だ 歇 ます 霧 深く 甚だ 鬱陶 敷く ある， 『全集』 第^ 卷の 校正が 始 つた、 

：： んれ. 分の 仕 * である。 舊き 信者の 一 人なる 千 紫 縣木更 町の 醫. 師 牧野.^ 氏よりの 文通の 一 節に 


z: く 「聖書の 研究に て义 fS: 烦 にて 福音 寅 傳 (殊に 主の W 臨 問题」 被 遊 候爲め 小生 始め 多數 信徒 は 

從 來半圓 形の 福音 を 聞かされ 候 者が 全阆 形の 福音に 接して 漸く 歡喜と 希 に滿 ちた る 信仰生活 にんり 

て 非常なる 能力 を 賜 はり 傅 迸の 精 祌潑淛 と 相 成 候 御悅び 被： 卜 度 候」 と、 常識の 平信徒に して 斯の如 

くに .冉 臨の 借 仰を受 くる 者の ある 間は此 信仰 は 粉 碎し盡 されたり と 云 ふ 事 は 5,1 来ない、 余 は祌舉 者に 

呈 する； i 音 を 有たない、 然し 乍ら 平お の 友と して 平 を援 くるに 足る 福 昔 は 之 を唱 へざる を 得 な い G 

七月 三十 一 日 (木) 暴風雨 日光 を 見ざる 事 玆に三 口、  い 程の 大雨で ある、 新聞紙 は 米阔上 

-ぉに於てH米戰-^Hまを盛にi?ふる議Mぁるを傅ふ、 雜誌は 「^ 界は w び 修羅場」 を 論す、 恐し き^ 界 

なる 哉、 阈際 聯盟 成りし に. m りて 戰爭 は歇 みし 害なる に、 其 盟主た る 米 國が其 友邦た る 日本に 向って 

戰を 挑む と-一 ムふ 次第で ある、 假 りに キリスト は. 冉 臨し 給 はない として、 永， 人的 平和 は 人に 由て 来らな 

い * は 確かで ある、 架 書 の 言 は 其 事 だけで も眞现 である。 

八月 I 日 (金) ii 靄 深し、 口 光 を 見ざる こと 玆に g:n、  だ. 个 愉快で ある、 讀齊と 手紙 書きに 

小リを 費した、 對 ，醒社 事件 を 仲裁に 附 する 事に 決し 其 事 を 書 送して 心 持が 善くた つた、 自分に 關る \ 

事 は 自分に は 解らない、 殊に 疑心 充溢す る 某 # 敎界に 於て は 何事 も惡 意に 解 せらる k が 常 なれば 自分 

に關 する 事 は 第三者の 判 斷に仔 かす を 以て 上策と する、 赏に 面倒なる 事で ある。 午後-時 山を發 し、 

ミ 時半 黑錄發 の 列車 を 取り 八 時 少し 前 柏木の 家に 着いた、 關東 平原の 北端より 其 中央まで 半日に て 達 

十る 事が 出来る、 廣き 善き 平原で ある、 W て 余の 一 生の 活動 區 域と なすに 足る。 
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r: 々の 生 IS  一六 o 

八月 二日 (土) 雨 蒸 熱し、 昨 n より 職工の！： 盟罷 に； に. m り 東京 巾の-お 新聞が 揃て 休刊し、 兹に 

リ本國 に 新聞紙 ありて 以來 初めて 見る 奇觀 が： 奴 ぜられ た、 人 は 首 ふ^ 火が 消えし が 如しと、 然し 新 M 

紙の 無い 事 は 決して 大 いなる 不幸で はたい、 H 々の^ 界の^ 惡 史を讀 まされす して 社會 人心の 之に 山 

て： や：： されざる 事 甚大で ある 、新聞紙の 害 は 其 益よりも 遙に 火で ある 、新聞紙が なくたり て 我等 は 却て 

平穩に - 生 を 送る 事が 屮 I 来る、 ^ふ. 水， 人に 新聞紙の 休刊 せん 一?!^ を、 然し さう 余輩の 註文 通りに は 行く 

まい、 W つた ものである。 

八月 三日 (日) 晷 n  夕刻に 至て 渐く晴 る、 新聞紙 は 未だ 出す、 朝 今 井 館に 於て 小 集會を 開いた、 

路加傳レ七^^:3f末節に就て講じ偸快でぁった。 ，醒社 書店へ 『内 村 全集』 發行屮 止 を 申込んだ、 之に て 

•i 難題が 解決 せられて 非常に 架 持が 好くな つた、 八ぶ は 到" 余の 著書 を 敎會の 人 等と の 書店より 發 

行す る 事は屮 Z 来ない、 敎靑年 より 斷 はられし 余が- wl 今 t: 醍社 書店に，^ の 著書の 發行を 託せざる 

に 至りし は 當然の 事で ある、 ；！ 1： じく 2 一 あれ 「基 敎界」 である、 二者 孰れ も 余の 居るべき 所でない、 然 

し 4- き 年 W の關係 上、 最後の 決心 を爲 すまでに 凡そ ト日問 を 要した、 實に 辛かった、 然し 余の 採る ベ 

き途 である、 基督 敎界に 於て は 普通の 不信者 社き に 於て 行 はる k 普通 道德 さへ 行 はれない、 是れ 紳士 

の 居るべき、 义は 居る ことの 出来る 社會 ではない、 一 ：：： も；； いく 逃 S すべき 社會 である U 

八月 四日 へ 月) 晴 ん 振りに て H 光 を 仰いで 偸 快であった、 對 警醒 社 問題が 滿 足に 余の 心に 解決 


せられて 是れ亦 終： w 愠 快であった、 余 は 余の 權 利と 利益 を 抛棄し 余の 反對 者の それ を 保護して ィヱ ス 

の 弟子た る 者 の 途を 取った と 信す る、 勿論 如何なる 善事 もす ベ て 之を惡 意に 解す る の が敎會 信者 の 常 

習で あるが 故に 余の 此行爲 と 雖も思 ひも よらざる 惡 意に 解 せらる & は覺 悟の 上で ある、 然し 乍ら 自分 

の 良心の 歡諾を 得て 單獨で 喜ぶ だけで も 得で ある、 敎會 信者と 爭ふ 時は讓 るの が 唯一 の途 である。 〇 

英國 より 博士  ：丄 -c  •  H ドヮ ー ヅ著 『哥林 多 前書 註解』 が 達し、 大敎 師を迎 へたる が 如くに 感じ 愉快 

極まりなし である、 博士 は祌學 者で あるより は 寧ろ 希臘擧 者であって ヒュ ー マ 一一 タリ ヤンで ある、 故 

に 彼の 註解に 心血の 迸る が 如き 觀が ある、 彼 は沟に 人ら しき 基督 敎の 先生で ある。 〇何隨 よりと もな 

く 一  尾の 趣 我 門 内に 迷 ひ 込んだ、 御幣 擔 をして 言 はし むれば 是れ幅 社 我 門に 人れ りと 云 ふで あらう、 

然し 我家の 場合に 於て は 祝福 旣に裕 に 其 上に 宿る ので あれば 龜の 人來 りし は 吉兆で はなく して 善證で 

あらう、 一日 之 を 飼 ひ 置いて 翌日 放して やった。 

八月 五日 (火) 晴 昨夜 來 暴風。 朝 八 時 主： t と共に 那須へ 向って 出發 した、 途中 宇都 宮に 下車し、 

用 を 醉じ喪 食 を. おまし、 三時 黑碟 着、 ra 時 過ぎ 那須に 着いた、 空氣淸 涼、 東京と は 全然^ 掀界 である、 

東京 に 陰險 人物の 多い の は 其 重 苦 るし き 空氣に 由る と 思 ふ、 斯か る 所に 都 を 定めし は 思想 上 精 祌上大 

なる 過誤であった、 寧ろ 之 を那須 原野に 置くべき であった、 然 らばより 淸き、 より 樂 しき 思想 は 口 本 

全國に 行渡った であらう。 夜空 晴れ、 半月 濃 藍色の 蒼 弯に懸 り、 星 光輝々 として 碧玉に 金剛石 を 鏤め 

しが 如し、 神の 宇宙 は 元 來斯の 如き 者で ある、 之 を 下界に 於て ^むが 故に 其 莊大純 美 は 到底 解らない 

ので ある。 


來り 觀ょ那 須野ケ 原の "F^ の 月 

深 青玉の 海に 浮ぶ i 鏡 

へ 月 六日 (水) 快晴 武總常 野の 風景 を 雙眸の 內に牧 むる の 所に 在りて 書 を 讀み筆 を 執る 時に 頭 

腦の 能く 働く 事 驚くべし、 讀む もの は盡く 肉と なり、 書 く^は 盡く 血と なる、 斯くて 避 暴 は 余に 取り 

て は 損で はない 得で ある。 此日新 潟の 大橋 正吉氏 來り會 す、 外に 今 は 橫濱の 坂 田祐君 あり、 千 葉の 海 

保 竹 松 氏 ありて 男女 十一 一名で ある。 

八月 七日 (木) 晴 敎友五 人と 共に 大丸溫 泉に 遊んだ、 湯の 川に 浸り 湯の 瀧 を 浴び 天然の 子供と 

成って 樂 しく 遊んだ、 面白き 一 日であった、 外に 讀書 少し 許り、 手紙 三本 書いた。 

八月 八日 (金) 晴 好き 休養の 一日であった、 エリヤ 研究 甚だ 面 ほかった、 舊約馬 拉基書 四 章 五 

節の 意味が 解って 非常に 嬉しかった、 再臨 信仰の 鍵 を 以て s^i: 書の 寶 庫に 臨む 時に 新ら しき 物と 奮き 物 

i を 其 庫より 取 出す を 得て 愉快 極まりなし である (馬 太 傅 十三 ilM 五一 一節)。 

八月 九日 (土) 晴 昨ヶ L: 雨 あり 今朝 晴れ 爽快 極まりなし、 鴛、 杜鵑の I 鹭溪 谷に 響いて 我 身はェ 

、チンの 園に 在る が 如くに 感 する。 〇 余 は 余の 生涯に 於て 多くの 苦しい 目に 遭 ふた、 然し 其 一 つと して 

余 を 益せ ざる 者 は 無かった、 多くの 敵 は 起り て 余 を 苦しめた、 然し 其 一人と して 余 を 余の 神に 追 ひや 


らたい 者 は 無かった、 敵と 忠 難と は 余が 余の 神に 救 はれん が爲 めに 必需ぬ 者で ある， 「凡の 懲治 今 

は (其 當時 は〕 悅ば しからす、 反って 悲しと 思 はる、 然れど 之れ に 由り て毅 練す る 者に は 後に 至りて、 

義の平 康の果 を 結ばせり」 と ある 聖書の 言 は 文字通りに 露理 である (希 伯 来書 十一 一章 十 一 節)。 

八月 十日 (日) 晴 昨夜と 今朝 聖書 講演 小 集會を 開いた、 昨夜 は テモテ 前書 六 章 一 —十一 節、 今 

朝 はべ テ 口 後書 三 章 一 —十三 節に 就て、 來會者 十五 六 名、 「財 を 甚ふは 諸の 惡 事の 根な り」 と 云 ひ、 

「末 口の 至らば 嘲笑 者 出で 来りて 基 香 再臨の 信仰 を 嘲 けるべし」 と 云 ふ、 孰れ もん r 日に 適切なる 問題 

であった、 樂 しき 好き 安息日であった。 

月 十一 日 (月) 晴 本當の 休息で ある、 少しく 倒いて 多く 眠る、 杜 の聲 涼しく、 山 百合 花の 

番 高く、 駄句 を 弄び 少女 を 笑 はす、 其 他 之れ ぞと云 ふ 用事な し。 米國 H ル ウィン 白痴 院長 ドクトル • 

バ ー より 手紙が 届いた、 三十 五 年間の 舊き 友人で ある、 藤本 醫舉士 に 託して 余に 紫水晶 入の 指環 を 

贈った との 事で ある、 優しき ぉ醫者 様なる 哉、 斯 くして 余も齡 五十 九 歳に して 初めて 指環 を 嵌るべく 

餘践 なくせられ たので ある、 精神病 學の *1 界的 泰斗より 寶石 入りの 指環 を 贈らる、 余 を 羨む 人 は 齢く 

たいで あらう。  - 

rt:* 月 十二 日 (火) 晴 山 を 下る 者 多し、 殘る者 僅に 五 人 甚だ 靜寂 である、 讀 書と 編 募と 筆錄 能く 

涉る、 新聞紙 は 英國リ ヴァプ ー ル に 於け る 暴徒の 商店 襲 擎を傳 ふ、 r 樂器 店より は幾臺 かの ピアノ 引 
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出され、 掠奪 者 は 街道に て 昔 樂會を 催したり」 と、 之 は 揮った 暴動で ある、 人生、 一 面より 之れ を 見 

れば すべてが 喜劇で ある、 笑 ふ は 怒る よりも 遙に增 しで ある。 

八月 十三 日 一水) 曇 讀 書と 散歩と 雑談の 外 何事 も爲 さす、 漸く 場所に 慣れて 家に 在る が 如し、 

山屮 牛の 歩む を 見て 感じた、 彼は强 くして 遲く ある、 S 荷 を 負 ふて 徐々 と 進む、 我れ も 牛と 成る であ 

らう、 「牛の 歩行の 縱し遲 くと も」、 大責 任を擔 ふて 毎日 少し づ、 進む であらう。 

八月 十四日 (木) 雨 外出で きす 讀 書と 午睡に 一 曰 を 費した、 完全の 休 口で ある、 昨日 來 同志と 

共に. B 魔 研究 を 始めた、 沟に輿 味 多き 題目で ある、 我等 は 神 を 知る と 同時に 惡魔を 知る の 必要が ある、 

彼の 譎計、 彼の 奸策、 能く 之れ を 知悉して 彼に 打 勝つ ことが 屮 I 来る。 

八月 十五 日 (金) 晴 正午 山を發 し、 一時 黑磯發 汽車に て 柏木の 家に 歸 つた、 il^al ラ 不相變 

一 浙で 安心した、 南米 線 安洋 丸歸 港、 一 等 運轉士 坂本榮 尋ね 来り、 太平洋 彼岸の 情況に 就き 多く 聞く 

所が あり 面. n かった、 墨國加 洲の諸 友人より 種々 の 珍奇き 贈物 あり 有難かった、 淸水 繁太郞 より 送 

ゆ ゎケ ど びん  め-つら 

り來 りし 1^ ん國 土人の 使 川す る 口お 沸し 土瓶 は 殊に 珍しかった、 之 を 以て 土人の 飮 料の チヨ n レ ー トを作 

りて 飲む は 興味 多き 事で ある、 柏木に 在りて 世界の 珍味 を 味 ふの 快 樂は是 亦 特^で ある。 

八月 十六 日 (土) 曇 念に 冷氣 催し 平地に 在る 者の 幸 幅、 山に 在る 者の 不幸で ある、 英國 オクス 


ホ —ドの 友人より 問 着服 地 を 送り 來る、 恐 ii に耐 へない、 墨國 より 送られし チコ レ ー トを飮 み 英國ょ 

り 送られし 羅紗 を 着る、 是れ では 獨立傳 道 師の地 3^ は 決して 辛い 者で はない、 唯 恐る 傳 道が 餘 りに 樂 

きえ- r-  うえ かわき こ/え **•  たか な や ，ひ 

になって 其 熱心の 消失 せんこと を、 今や 飢渴 裸の 患難 絶えて 余 は 信仰的に 暖 落しつ、 あるので は 

あるまい 乎、 主よ 余 を 棄給ふ 勿れ (コ リント 後書 十一 章卄七 節參考 )。 

八月 十七 日 (日) 曇 朝 小 集 會を今 井 館に 於て ^ いた。 不相變 人生の 小 問題に 就て ii からす 心 を 

惱 ました、 自己中心 主義の 今の^に 在りて 凡の 人に 對し 平和 を 維持す る は 非常に 困難で ある、 斯 かる 

場合に 處し て 平和の 生涯 を 送らん と 欲せば 成る ベ く 簡易 生活 を營 みて 他人との 關係を 最少 限度 に 止む 

-; 1 の/、  あざ；. 1?  そ，. 一 

べきで ある、 「汝等 各自 其 隣人に 心せよ、 何れの 兄弟 も 信す る 勿れ、 兄弟 は智 詐欺 を爲し 隣人 は皆謾 

り ま はれば 3」 と は實に 今日の 世の中で ある (エレ ミヤ 記 九 章 四 節 〕、 不愉快 極 なしで ある。 

八月 十八 日 (月) 細雨 久 振りに て 少しく 聖書の 研究 を爲 した、 哥林多 前書 三 章 十三 節に 關 する 

エド ヮ— ヅ、 マイヤ ー の 註釋、 大 なる 興味 を以 つて 讀ん だ、 「夫 日 之れ を顯 はすべ ければ 也」 と ある 

夫 日 は rn ホ バの大 なる 日」 卽ち 神の 子の 再臨の 日 を 指して 云 ふので ある、 此の 一節の 如き 默示錄 の 

光を以 つて 讀んで 初めて 其 意味が 明かになる ので ある。 

八月 十九 日 (火，) 晴 思 ひ 掛けな き 寄附が あり たれば 其 半分 を 同志に 頒ち、 他の 半分 を以 つて 丸 

善書 店に 行き 聖書、 哲學、 文學、 科 學に關 する 書籍 k:! 六 册を買 求めて 嬉しかった、 余 は 余の 信仰 を 打 

一九 一九 年  一六 五 
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壞す やうな 强き 議論 を讀む 事を好む、 而 かして 最も 強い 反 封 論 は 之れ を 西洋人の 5： に 求むべく して 日 

本人 の^に 見當ら ない、 而 かして 亦 西洋の 舉 者に は 日本の 擧 者に 有る やうな 厭味がない、 故に 反對論 

を讀ん でも i:-^ だ 偸 快で ある、 近頃 余が 讀し 書に して 最も 面白く 感ぜし は英國 の碩擧 Gilbert  Murray 

氏の 著た 『ュ ー リピ デスと 其 時代』 である、 彼の 雅 典が 強大に 成りし 理由 を讀 みし 時に 余 は 余の 『興 

國 史談』 の 續篇を 書いて 見た くな つた、 「希臘 人 は彼斯 人が 王 を 尊ぶ よりもより 以上 法律 を 貴ぶ」 と 

の 言 を閜ぃ て 希臘 の 偉大な りし 理由が 判 由る、 希隱史 並に 希臘 文學大 に 研究す べきで あるとの 感を禁 

じ 得なかった。 

月 二十日 (水) 晴 留守居 出来す 山へ 行く こと 能 はす、 田舍 より 迎 へし 一 少女の 處 置に 就き it 

からす 心配した、 神 を 信す る 者に 取りて は 萬 事が 大 問題で ある、 からざる 靜 思の 妨害で ある、 然し 

4" む を 得ない、 ，^ の 如くに して 神と 人生と に 就いて 益々 深く 學 ぶので ある。 家の 靑年鳴 尾の 野球 大試 

合より 歸る、 彼れ の 指導 を 受けし 長 野 師範、 神 戶ー屮 に 破られ、 淺念 至極の 體 であった、 多少 氣の毒 

であった、 然し 野球 は 此-伩 にして 今より 後 は 宇宙の 大 問題の 研究に 取掛 つて 貰 はなければ ならない、 

余 も 今より 彼れ と共に 學 生に 成り 四十 年の 昔に 還り 醫學の 研究 を始 むる 積り である。 

八月 二十 一日 (木) 半晴 朝 六 時 柏木 を 3： で 十二時 また 那須に 来た。 

八月 二十 二日 (金) 曇 山靜 にして 讀 書に 宜し、 朝 悲劇 家ュ ー リピ デスの 藝 術と 思想と に 就いて 


學び大 に 共鳴す る 所があった、 眞 正の デモクラット C 民主々 義者) は 汚されざる 天然 有の 儘の 人の 心 

を以 つて 己が 心と 爲す 者で あるとの 言 を讀ん で 余 も 亦 其 意味に 於て 自分が デモクラット である 事 を 表 

明せ ざる を 得な い、 二 千 三百 年 以前 の 希臘に 於て 眞且大 な る デ モ クラット を 見た ので ある。 

八月 二十 三日 (土) 曇 本當の 休日であった、 讀み 且つ 書き 且つ 寢る、 ほかに 何にも 爲 さなかつ 

た、 サイ ス著 『默 示錄 講義』 第二 卷を讀 了った、 聖書 知識の 寶庫 である、 聖書 は 聖書 を以 つての み完 

全に 解釋し 得る 者で ある、 サ イス の 如き は 其の 意味に 於て 第一 流の 聖書 學者 である。 

八月 二十四日 (日) 半晴 時々 驟雨 朝 聖書 小 講演 會を 開いた、 會 する 者 二十 名、 哥林多 前書 一 

章 九 節に 就いて 學ん だ、 「祌は 誠 信なる 者 也」 と、 彼 は變ら ざる 者で ある、 故に 其 善き 聖 3 曰を變 

へ 給 はない、 彼れ 我等 を 召して 其子ィ H スキ リストの 交際に 入れ 給へ り (九 節)、 故に 其 目的 を 達せ 

すして は 止み 給 はない、 信者の 救扬は 神の 誠 信に 由って 保證 さる、 ので ある、 故に 安心で ある、 若し 

我等の 救拯が 我等の 意志 又は 努力に 由る 者なら ば 不安 極り なしで ある、 「神 は 誠 信なる 者 也」 と 示さ 

れ て 我等 は 初めて 安心す るので ある。 

八月 二十 五日 (月) 半晴 「うれ ひの 雨 は 夜の まに はれて つきせ ぬ よろこび 朝日と か 1- や 

かん」、 讚美歌 第二 百 三十 五番 文字通りの 朝であった、 獨り 杖を曳 いて 茶臼 山の 中腹に 添 ふて 散歩し 

た、 多くの 美 はしき 思想が 胸中より 湧出した、 途に 放牧の 馬に 對 して 厚き 同情 を 表した、 「自由なる 

一九 一九 年  1 六 七 
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友よ」 と 余 は 彼等に 向って ず 掛た、 余 も 今日 限りす ベての 束縛 を 跪して 放牧の 人と なる であらう、 一 

生 懸命に iss を學び 之を敎 ふるの 外 何事 も爲 さぬ であらう、 他人の 世話 を燒 かぬ であらう、 人生の 小 

事に 携 はりて 余の 天職 を. S うしない であらう、 小善 を爲す に 汲々 とし て 大善を 怠 る の 愚 を 淡 じな い で 

あらう、 嗚呼 今に 至って 此 事に 氣が附 いて 時期の 甚だ 遲れし を 恨まざる を 得ない、 然し 乍ら It  is  not 

かし 二  つまり 

too  late  to  repent 悔改に 適せざる 時期と て はない、 今より 慧き 人となりて 滿なぃ 事に 贵き 月日 を 費 

す を 魔め て充實 せる 有效的 生涯 を 送る であらう、 無限の 宇宙に 放牧 せらる、 馬の 如き 者と なりて 自由 

に活 凝に 働く であらう、 來 らんと する 秋の 野に 祌の 善き 軍馬と なりて 勝 を 得ん とて 出 行く であらう。 


八月 二十 六日 (火) 半晴 栃木 縣那" S 溫 C 水に 滞在す、 九月 號雜誌 終りの 八 頁の 原稿 を 纏めて 之れ 

を 束-:;; 小の 印刷所に 送った、 涼しき 山上の 編輯 室で 樂 であった、 柏木に 於け る 同志の 暴に 苦しむ を 思 ふ 

て M 情に 堪へ ない、 ^に 愉快なる 事と て 我 仕 の 如き はない、 之れ ありて 暑さ も 忘れる、 人 i の 細事 

悉く 念頭 を 去る、 之れ なくして 生く る 甲斐 はない、 之れ ありて 最大の 幸福が ある、 我 仕事、 祌が 我に 

命じ 給 ひし ti 事、 我なら では 爲す能 はざる 仕事、 人の 我より 奪 ふ 能 はざる 仕事、 之れ ありて 我 は 王で 

ある。 

八月 二十 七日 (水) 雨 終日 家に 在りて 雜誌 原稿 製作に 從 事した、 小 出義豫 永眠の 報に 接して 悲 

しかった、 「ガイ セン ヲシュ タス ハレルヤ」 と？ f 電 ならぬ 祝電 を發 した、 彼の 死は實 に天國 への 凱旋 


であった、 彼の 如き は 我 同志の 誇りで ある。 〇 聞く 近頃 東京に 於て 開かれし 地歷 講習 會の 席上に 於て 

「歷 史上よ リ觀 たる 大戰 の歸 結」 とい ふ 題目の 下に 長 瀨鳳輔 氏が 述べられし 言の 中に 下の 如き 一 節が 

あつたと、 「抑々 亞細 ：=s は 世界の 有らゆる 宗敎の 起源 地な り、 而 して 今 佛敎は 印度に なくして 日本に 

在り、 11 敎も今 支那に なくして 日本に 在り、 耶蘇 敎も 亦眞 正の 者 は 西洋に 無し、 西洋に は 形骸の み线 

れり、 而 して 日本に 在り、 日本に 於ても メソヂ スト 敎會、 組合 敎會、 何々 敎會 とい ふ敎 會の內 になく 

して、 聖書の 内に 眞理を 求む る こと 內村鑑 三さん の 如き 者の 所に 在る 云々」、 長^ 氏 は 余の 一面識な 

き 人で ある、 然れ ども 歷 史家と しての 立場より 下された る 氏の 此觀 察に 對 して 余 は 深き 感謝な き 能 は 

すで ある、 氏は少 くと も 余の 理想と する 所 を 語られた ので ある、 余 は 謹んで 此 理想に 合 はん 事 を努む 

るで あらう。 

八月 二十 八日 (木) 晴 淸秋 到り 關東 平野 靑 海の 如くに 吸 前に 横た はる、 終日 原稿 製作に 從 事し、 

筆勢 弛む 間な し、 暫時に して 帝都の 屮央 再び 壇上の 人た る を 想 ひ 筋骨の 躍る を 禁じ 得なかった、 我れ 

若 し 幅 昔を宣 ベ 得すば 禍 ひなる 哉で ある、 我が 精力の 縫かん 限り は 我 は 聖書 を講 する であらう、 來れ 

活動の 秋よ である。 

八月 二十. 日 (金) 晴 初秋の 美 はしき 日であった、 原稿 一先 づ片附 き 嫁 本 善 子と 共に 北 湯溫泉 

に往 いた、 S より 落る？ f 瀧に 掛 つた、 紅葉し 始めし 草木 を 賞した、 二三の 植物 學 上の 問題 を 提供して 

女子大 學 出の 彼女 を 苦しめた、 谷間より 見 上ぐ る 旭微は 殊に 美 はしかった、 空腹 を 抱へ て 正午 少し 過 
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ぐる 頃 宿に 歸 つた、 樂 しき 淸 遊の 一 日であった。 

八月 三十日 (土) 晴 午前 九 時 山を發 し、 十 時 単； 礎發 車、 宇都 宮に 下車し、 五 時 柏木の 家に 歸っ 

た、 山に 木枯に 類す る 秋風に 吹かれて 東京 は燬 くが 如き 炎熱で ある、 家に 歸れば 鶏冠 草は眞 紅の 頭 を 

現 はし、 朝 額 は 小 輪の 晚花を 問 くの み、 驟^  n 1 ラ不相 變元氣 である、 留守居の 靑年 と共に 四方 山の 

談話に 一 夕 を 面白く 過した、 外に 遊ぶ 最大の 利益 は 家の 樂さ を覺 らしむ るに ある、 山よりも 海よりも 

更に 善き 所 は 小なる 見苦しき 我ホ ー ム である。 

八月 三十 一日 (日) 晴 暑氣强 し、 午前 十 時 今 井 館に 於て 小 出 義彥の 葬 俄 を 行った、 坂 田 佑司會 

し、 余が 說敎 した、 二十 七 歳の 此靑年 は 最も 美しき 勇ましき 死を遂 た、 彼 は 余の 信仰 を 死 を 以て 試み 

て SK れた、 而 して 人 をして 安らかに 死に 就かし むる に 足る と證 明して 吳れ た、 余 を 初めと して 同志 一 

同 彼に 負 ふ 所が 多く ある、 古崎と 松 田と 小 出と 孰れ も 智識と 常識と に 富める 人 等であった、 而 して 孰 

れも 基督 W 臨 を 希望の 根抵 となし、 房み 進んで 死の 河 を 渡った、 死 を 以て 試された 眞理 のみ 神の 眞理 

である、 神 は 此際特 に 斯か る 信仰的 勇者 を與 へ 給 ひて 我等の 信仰 を實驗 的に 證明 せしめ 給 ひし を 感謝 

する。 〇 此 日米 國醫學 博士 バ ー 氏より 贈られた るァ メ シ ス ト 入り 金の 指環が いた、 ァメシ スト は 

「怒らぬ 石」 の 意で あると 云 ふ、 余の 如き 怒りつ ぼい 者 は 常に 此寶石 を 指に 嵌めて 憤怒の 罪 を 避けよ 

おもみ  は  さう 

とのこと であらう 乎、 但し 金の 重味 餘 りに 多くして 長く 指に I 欣め 置く ことが 出来ない、 矢張り 生涯 箱 

中の 寶 として 存る ので あらう。 


九月 I 日 (月) 晴 I 者氣引 續き强 し、 埼玉縣 柏 壁 町 大工に して 敎 友なる 者來 りて 今 井 館 改築 を 手 

傅って 吳れる 事に なった、 東京の 職人に 手 古 措て 居る 此際大 なる 援助で ある、 彼等の 主なる 者 は 熱心 

なる 基督 再臨 信者で ある、 單 純なる 平信徒の 信仰に 愛すべく 敬すべき 多の 點が ある、 彼等と 共に 慟ぃ 

て 雇主 も 被 雇人 もあった 者で ない、 主 キリストに 在りて 眞の 兄弟で ある。 〇 神 戶座古 愛子 女史の 新著 

述に附 すべき 序文 を 書いた、 大 なる 名 譽と感 する。 

や  をと - J 

九月 二日 (火) 晴 暑氣引 績き强 し。 下女 を 休養の 爲に 山に 遣り 家 は 男子の み殘 りて 純然たる 男 

所帶 t となった、 簡 短で 甚だ 良く ある、 明朝 如何にして 飯 を 炊ん か 其 事 さへ 不明で ある、 然し 一向 平氣 

である、 女 は 家の 贅澤 品と 見て 可い ので あらう 乎、 何れに しろ 男 斗り なれば 生活 は 簡易なら ざらん と 

欲する も 得ない、 囘顧 すれば 明治 は 十四 年の 秋より 冬へ 掛けて 故 農 擧士藤 £ 九三郞 と共に 札幌に 於て 

自炊 生活 を營 みし 事 を、 食事 は 一日に 二 同に 減じ、 一週の 初めに 其 週間 內に耍 する 朝夕の 副食物 を定 

め、 二人 順番に 之 を 調理して 食 ふた、 而 して 其の 主なる 目的 は如斯 くにして 食費 を 節約して 英國 百科 

字典 を 買 はんとす るに あった、 其 目的 は 達せられなかった、 然し 其樂 しかりし 經驗は 今に 至て 忘れる 

事が 出来ない、 而 して 今日 久振 にて 家の 靑年 と共に 自炊 生活 を 試みて 去りに し 奮き 友 を思屮 Z さ る を 

得ない、 腹 は 空ても 彼れ 歸ら ざれば 獨り食 ふ 事が 出来ない、 雪 積る 家 根の 下に 立ちて 彼が 官衙 より 歸 

る を 待ちし 狀は 昨日の 事の やうに 思 はれて 獨り思 ふて 獨り笑 を 禁じ 得ない、 一 一人 其 後备々 妻帶 して 此 

快樂を 失った、 而 して 彼れ 今 は札幌 郊外 璺平 川の 畔に 眠りて 復活の 日 を 待ちつ i ある、 此 事を囘 想し 


て.； の ャぽ 3;- が 彼れ 藤 w で ある 乎の やうに 忍 はれる、 悲しい 哉义樂 しい 哉。 

九月 三日 (水) 晴 自炊 生活 を繼 i 弑 した、 二三の 婦人が 助力 を 巾 込んだ が斷 はった、 昨日より 煮 

豆 を 二度 買って 二度と も 腐らした、 今日は 朝 は 冷 飯、 晝は。 ハン、 夕 は 親子 共に 親子丼 を やっつけた、 

最後の 者 は 非常に 嘗 つた。 或る 一 人の 病める 兄弟 を 見舞 ふた、 讀書 として は へ フヂ ングの 『宗 敎哲 學』 

屮 「原始的 並に 現代的 基督 敎」 の 一 章と、 J  .a イスの 『靈魂 不滅 論』 の 半分 を 護んだ、 暑い けれど 

も 面，： n い  一 n であった。 

九月 四日 (木〕 晴 主なる 仕事 は雜 誌の 校正であった、 不相變 面倒であった、 然し 人生 き uag- 

ery  (面倒なる 器械 的： id 車) も 亦 必要で ある、 之に 耐へ 得る 者の み 能く 大事に 當る ことが 巾 Z 來る、 < ^は 

余の 生涯の 大切なる 部分 を 校正の 爲に 養せ し を 恥と しない。 

九月 五日 (金) 晴 暑氣强 し、 讀書 出来す、 唯 僅か 斗り 雜 誌の 校正 を爲 したの みで ある。 神戶座 

古 愛子より 左の 二 首 を 送り 来った、 時節が ら大 なる 慰めであった。 

C 內村 先生の 御 再臨 說に 就て 詠める 

い つ こより 種 やおち けむめ づ らしき 

變り 花^く 庭の 朝顔 

〇 內村 先生の 御 著書に 反對の 書の 出て し を 聞きし か は斯く 信し 侍りて 


落葉して 細 谷川の せかる とき 

流す は 風の ちからなり けり 

兹に云 ふ 「風」 と は 勿論 天より 吹き 來る聖 靈の風 を 指して 云 ふので あると 思 ふ (約 翰 傳三隶 八 節)、 

異端 を排 する 力 は 之 を 措いて 他 にないの である。 

九月 六日 (土) 晴 暑氣强 くして 讀書も 執筆 も 出来す、 唯雜誌 校正 十頁爲 した 斗り である、 小 出 

未亡人 娘 一 一人と 共に 隣 (象へ 轉 居し 來り 我等の 爲 にも 幸福で ある。 家の 靑年 主婦 を迎 へ に 山へ 行いた、 

同時に 女中 山より 歸り來 り 余 は 四日 Si の 自炊 生活より 解放され た、 平々 凡々 の 生涯の 內に又 一 種の 興 

味が あった。 

九月 七日 (日) 晴 今 井 館に 小 講演 會を 開いた、 來會者 二十 人餘 り、 徘立比 書 四 章 四— 九 節の 解 

釋を 繰返した、 此日 大工 三人に 安息日 を與 へた、 余が 彼等 三人の 食費 を拂 ふべ しとの 取 極で ある、 斯 

くして 職人の 安息日 問題の 解決 を 得て 喜んだ。 東洋 汽船 朝 洋丸桑 港より 歸航、 其 船長の 訪問 を受 くる 

前に 其持來 りし 彼 地 友人よりの 贈物 加洲產 果物の 罐詰ー ーダ ー ス 半が 屈いた、 彼等 は 余が 非常の 甘黨で 

あると 思 ふと 見える、 何れに しろ 米國 西部 產の ra^ 物 は^ 界 一品で ある、 之に 我 血 を 潔 めら れて淸 き 思 

想 を 出さねば たらぬ、 東 向して 彼等に 對し遙 かに 感謝 を 叫んだ。 

九月 八日 (月) 晴 暑氣 少しく 緩み 讀書欲 少しく 起る、 雜誌 校正 来らす、 內外 友人への 手紙 書き 
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に 終： r を 費す、 山树 船長 太平洋 週航を 終りて 歸り、 多くの 面白き 賁驗談 を II す、 彼に 由り て 太平洋 敎 

友 ffl の 益々 繁！； たる を 知り 感謝に 耐 へす、 東 は 墨西哥 H スキン トラより 西 は馬來 半島 新嘉坡 まで、 隨 

分^い jEi! 域で ある。 

九月 九日 (火) 半晴 少しく 荒 模様で ある。 家の 者 山より 歸り久 振りに てホ ー ムが 又復ホ ー ムら 

しくな つた、 男所帶 では ホ— ムに 成らない、 女 は螯澤 品で はない 必要物で ある、 玆に臺 所 は 女性に 引 

渡し 自分 は 元の通り 書 齋に引 込んで 自分の 天職に 就いた、 ホ ー ム、 樂 しき ホ ー ム。 

九月 十日 (水) 雨 久 振りの 雨に て 草木と 共に 復活した、^ に爲す ことなく、 唯へ フヂ ングの 

『宗敎 ^學』 六 七十 頁 を讀ん だ、 至て 詰らない 書で ある、 宗敎を 有ない 哲學 者が 宗敎を 論す るので あ 

る、 故に 壞っ こと 多くして 建つ る こと 勸 いので ある、 然し 著者 彼れ 自身が 所謂 近代的 宗敎擧 者の 好模 

範 である、 歐 米に 於け る 基督 敎は 今や 斯ん な 詰らない 者に 成って 了った ので ある。 

九月 十 一日 (木) 雨 『地理 舉考』 の 校正 を爲 したる 外に 何も 差した る 事を爲 さなかった。 倫敦 

なる 新 渡戶稻 造より 紙と 書籍と が屆 いた、 珍ら しい 事で ある、 彼と 宮部金 吾と 余と は舊 き札幌 同窓 

中 殊に 親しい 者であった、 然し 信仰と 仕事 を 異にした るが 爲に 我等 相 遇 ふこと 稀に して 幾年に も 文通 

を 交 はした る 事 もない、 然し 我等 は 青年時代の 親交 を 忘れない、 何時か 3： 處 かで 再び 相 提携す る も 

あらう、 彼れ 今や 後 藤 男と 共に 倫敦に 在りて 余 を 思 ふて 吳れ る、 感謝に 耐 へない、 神の 守護 我が 舊き 


友と 共に あれ。 

九月 十二 日 (金) 雨 栃木 縣へ 行く 害で あつたが 雨强 くして 行かれす 家に 在りて 少し 斗り の 用事 

を爲 した、 九月 號雜誌 成り 其 發送を 了った。 在 華 盛頓ェ 學士石 本惠吉 より 左の 如き 面白き 書面が 達し 

た 0 

七月 號を 旅行に 携帶 して 讀んで 居ます、 其の：^ の 「人類の 墮 落と 最初の 福音」 の內に 「メキシコの 

如き 文明より 離隔した る國に 於て 云々」 とあります が、 小生 約 三 ヶ月 前 メキシコ を 旅行した ので 多 

少 其の 國に關 する 本も讀 み、 人間 も實 際に 見ました ので 一一 一目 申 上たい と 思 ひます、 近世の 學 者の 硏 

究 によれば メキシコ 人 は 失 はれた る 人種なる Atlantis 種族が グリ ー ン ランドより 北米 を經て あの 

高原に 十 四 五 世紀 頃 移住した ものと 信じられて 居ます、 故に 彼等 は アリア ン 種族であって 額の 如き 

は 全く それ を 表 はして 居ります (色 は黑 いです)、 又 H ヂ ブトと 同等の ピラミッド を多數 有し、 文 

字 あり、 天文 あり、 冶金 學 あり、 すべての もの を 有して 居た のです、 故に 今日中 南米 を 通じて 歐米 

人と 相對 して 土人が 敗す にやって 居る の はこの メキシ コ の 土人と ぺ ルゥ國 の イン 力 種 埃であります、 

現に 有名な りし 大統領 ディア ズも亦 今の 大統領 カラン ザ も 土人であります、 故に 彼等が 白人と 同等 

の 口碑 を 持つ の は 偶然で ない のです。 序に. £■ 上たい と 思 ひます の は、 米國の 文明と 申します か、 ァ 

ング 口 サ クソン の 文明と 申します か、 これが 米 國で榮 えて 居る 土 臺は黑 人と 口 シャ 人と ハ ン ガリ ー 

人と 獨 逸人 等の 奴隸の 上に 建った ものであると 思 ひます、 隨分 酷い 事を澤 山して 居ます、 黑人を 見 

まする 時に イスラ ェ ル 人が H ヂ ブトの 扠隸 であった 時の 様な 漱 がします、 而 して 彼等の 內に 段々 と 
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善き 信仰が 起り つ i あります、 戰爭中 どの 敎會 もせ 米 國旗を 揚げました、 一 つ 揚げなかった のは黑 

人の 敎會 であります、 其の 牧師 は r 敎會の 旗 は 一 つ あるの み、 十字架の み」 と 云 ひました。 かくし 

て アン グ B サクソ ン人 ill は 段々 と衰 へつ」 ある 様に 思 ひます、 其の 主なる 理由 は W 彼等が 自ら 働く 

民で なくなった 亊、 g 深き 本を讀 まざる 事、 g 中華 中 國の氣 分に なれる 事、 S 彼等の 贅澤 なる 事、 

の おつであります。 

誠に 面，：： ぃ觀 察で ある、 r 敎會の 旗 は 一 つ あるの み、 十字架の み」 との 黑人 牧師の 宜言 は實に 痛快で 

ある、 今や 米國 某： 赞 者は黑 人に も 及ばない ので ある、 殊に 又 米國に 在る 英民挨 衰滅の 兆の 一 として 

彼等が 深き 書を讀 まざる 事 は 注意す ベ き 事實で あ る、 米 國人は 文明 國《< 中 最も 淺雜な る 民で ある、 彼 

等に 敎 へられて 我等 も 亦 彼等の 衰滅の 跡 を 追 はざる を 得ない。 

九月 十三 日 (土) 雨 未だ 歇 ます i§s 陶 敷く ある、 久 振りに て イエス 樣 にお 目に 懸り 何よりも 嬉し 

おこ，：、.. 5  おこ. ひ  し ごと L  _'-L^  おひた て  -qp-- 

かった、 行爲、 行爲、 仕事、 仕事と 云 ひて 道德を 以て 自分で 自分 を 追 立る が 故に 遂に 宗敎が 重 乾と 

り 神が 恐ろしく 成る 時に、 わ 字 架上の ィ H ス 様が 我が 靈 眼に 現 はれ 給 ひて 「我 を 仰ぎ よ」 と 言 ひ 給 

ふ 時に 首 ひ 難き 1 喜と 平康 とが ある、 然り 彼で ある、 彼が 我が 善行で ある、 我が 事業で ある、 彼の 衷 

A.-:  び，. 

に 我が すべてが 藏れ 在る ので ある、 而 して 愚かなる 余 は 度々 此事を 忘れる、 余 自身が 余の 最も 嫌ふュ 

一一 テリ ヤンと 成る ので ある、 善行 を 以て 人 を 追 立てる 敎會 信者と 成る ので ある、 然し 一幅 ひなる 哉 余 は 

这に 元の ィ H ス樣に 還る ので ある、 euret】K,>  en  aut5 「彼の 衷に發 見せら る」 である (ピリ ピ書三 章 

^B, 余が 自身 神に 其 子と して 認めら る i に 非す して キリス トの衷 に 在りて 其 所に 彼が 祌の 愛子で 


あるが 如くに 余 も 亦 同じ 愛子と して 認めら る 、ので ある、 キリストの 衷に 在りて 愛子と して 神に 發見 

せらる. -事、 之に 勝 さるの 幸福と て は 全.； 千 宙に復 たと 二つない ので ある、 此 福祉に 與 りて 余に 神より 

出て 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平康が ある、 而 して 此平康 は 山に 行ても 海に 行ても 得られない、 唯 十 

字 架上の ィ H ス樣を 仰ぎ見て 得る ことが 出来る、 初秋の 靜 かなる 一夜、 此舊 くして 常に 新しき 恩惠に 

與り て獨り 飛 立 つば かりの 歡 喜と 感謝と を 禁じ 得な い 。 

九月 十四日 (日) 晴 朝 今 井 館に 於て 小 講演 會を？ 1 いた、 ^立 比 書 三 章 七— 十一 節に 就て 講じた。 

昨日に 引 緩き 終日 主ィ H ス キリスト を樂ん だ、 彼 を 知る は 沟に窮 りなき 生命で ある、 人生に 悲痛が 多 

い、 然し 其 どん底に 於て 神 は キリスト たる 大愛を 以て 之 を 支へ 給 ふ、 斯くて 結局 我等 は 愛の 上に 立て 

居る ので ある、 人生 キリスト を 知る に 至て 何の 眩くべき 所 はない、 すべてが 大 感謝 大滿 足で ある、 此 

事 を 忘れて 敵に 勝った とか 領土 を 得た とか 云 ひて 歡喜^ 躍す る歐 米の 敎會 信者 ども は實 に 憐む ベ き扠 

等で ある。 

九月 十五 日 (月) 雨 昨夜より 暴風雨、 午後に 至て 漸く 歇む。 {豕 の 小事に 携" はり 差した る 事を爲 

さす、 東京 聖書 講：？^ 準備の 爲にモ ー セの 十誡の 研究 を 復習して 有益であった。 新聞紙 は米國 ボストン 

市の 警官 罷業の ため 無政府 狀 態に 在る を 報す、 淸敎 徒の 首府に て 白書 掠奪が 行 はると 云 ふ、 他 は 推し 

て. S るべ しで ある、 枕界 改造 どころではない、 破壞 である、 人類が 自己 を 救 ふ 能 はざる 事 は 益々 明白 

にたりつ 、ある。 


九月 十六 日 (火) 雨 ^雨お まらす、 時々 驟雨 あり、 書齋の 仕事と して は 『地现 舉考』 g: 十八. m 

の 校正 を爲 した、 ！^；外の仕^；^-としては比絞的に大なる鼷鼠の穴ニ衝を愤ハめた、 仲々 の 仕事であった、 

5:^^.2: に は 器具 を 損 ひ 外に は 庭園 を 害す、 時に 之 を 撲滅す、 余の 甚だ 好む 所で ある、 政界敎3^:の鼠族 

も M 樑斷 絶したい ものである。 

九月 十七 日 (水) 半晴 『地 现學 者』 の 校正 を 了った、 『.2: 村 全 ffiy 發 行中. のた め 張合拔 けが 

したが、 然し 今 之 を 訂正して いて 決して 惡く はない、 自分ながら 此 無邪氣 なる 幼稚の 作 を せざる 

を 得ない。 〇 余の 舊き 弟子の 一 人に して 先顷 妻子 あるの 身 を 以て 基督 敎 研究の 爲に 海外 §E 舉の途 に 上 

りし 農擧士 逢坂 信 吾が 太平洋 上、 船中より 書き 贈りし 情を罩 めた る 書翰の 中に 下の 如き 一節が あった * 

n く 「生 は 二十 年間 先生の 敎を 受けつ \ 遂に 先生の 信仰に 從ふ能 はざる を 心より 遺憾 に^じ 候、 生 

は 默示錄 末 章 二十 節— 主ィ H スょ來 り 給へ— の大惊 憬に攻 心より 共^ 致し 候、 又羅馬 書 八 章に 於て パ 

ゥ 口が 天地の 新興ず：： 物の 救、 £ に關 して 叫ぶ 火 信仰に 對し生 は 心の奥底より ァ ー メンと 叫び 候、 然り生 

の 心に 負 へ る 手瘦を 癒す 可く 主の W 臨 せん 事を^み 候、 乍然 如何にす る も 主が 肉 體义は 靈體を 以て W 

臨し：^ ふと は 信す る 能 はざる 者に 御座 候、 而 して 生 は 主の 聖靈を 生の 心に 內 住せし むる の 意味に 於て 

の W 臨 を 心より 確信 致し 候、 乍然 これが 先生の 再臨に 非ざる は 論 を 待す 候、 故に 所詮 生 は 先生の 大な 

る ハ ー 卜に 敬服し 乍ら 遂に 先生と 信仰 を 異にせざる を 55： ざる 次第、 一 一十 年間 敎を 仰ぎし 生に 取りて は 

此上 なき 遗憾に 御座 候 云々」 と 余 は 之 を 讀んで 泣かざる を 得なかった、 主が 余の 眼 を 問き 給 ひしゃう 


に 何時か 彼の 眼 を も 開き 給 はん 事 を 祈った、 乍然 再臨 は單獨 問題で はない、 之 は 罪 並に 暧 扉に 最も 緻 

密 なる 關係を 有する 問題で ある、 菲の 罪た る を 知って 終に W 臨の 信仰に 達せざる を 得ない と 思 ふ、 W 

臨 を 單獨に 研究して 多く の 疑問に 逢着せ ざる を 得な い 、 余 は -冉 臨 問題 研究の 前提と して Julius  Muel- 

ler の 大著 The  chrEian  Doctrine  ()f  Sin  (大冊 一 ー卷) の 精 讀を勸 めざる を 得ない。 〇 他に 一 通不 

思議なる 書翰 を 手に した、 大連 日本 基督 敎會 より 来年 四 五月 頃 を 期して 講演の ために 渡滿 し吳れ との 

切なる 依頼であった、 東京に 於け るすべ ての 敎會 の敎師 たちに 滿場ー 致の 否決 排斥 を 蒙りし 余 は R 本 

全國の 諸敎會 より 同一 の 排斥 を 蒙りし ものと 心得、 其 心算に て 萬 事 を計畫 せし 所、 曩の 日に は 宇都 宫 

の 諸敎會 より、 續 いて 信 州 飯 田の 諸敎會 より、 而 して 今叉大 速の 日 木 某 督敎會 より 斯 かる 懇切なる 招 

待 を 受け て 余 は 心に 大に迷 はざる を 得な い 、 然 らば 東京 諸敎會 の 意嚮 は 全國諸 敎會 の そ れを 代表す る 

者に 非る 乎、 殊に 日 疋信亮 君 の 指導す る 日 本 基督 敎會 の 中に 余の 贄成者 ありと は 不思議 千 萬で ある、 

日疋 君、 小崎老 牧師、 平 岩 監督 等 は 何故に 全國 の諸敎 會に徼 し、 彼等 をして 無敎會 主義の 余 を 講師と 

して 招く ことなから しめない ので あるか、 是 れ諸敎 食の 利益で あると 同時に 义余 自身の 幸福で ある、 

余 は 以上の 諸 n?; が必す 此勞を 取られん 事 を む。 

九月 十八 日 (木) 半晴 午後 三時 半 柏木 を 發し七 時 宇都 宮に 着いた、 着けば 直に 商業 會議所 旭 館 

へ 引き 往 かれ 演說 せよ との 事であった、 寢 耳に 水の 注文であって 腹 も 立った が 辭る事 も 出来ない、 二 

ぽ人餘 の 聽衆篠 を 突く が 如き 雨 を 冒して 堂に 集まり 旣に 先着の 畔 上の 演說を 聞いて 居る 最屮 であった 

依て 止む を 得す 小言 は 後 廻し とし 直に 「世界の 現狀と 基督の 再臨」 なる 題を揭 げしめ 何の 用意 もな く 
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して 登壇した、 鬼に 角 一時 問 餘り辯 じ； 汁 ビッシ ヨリに 成って 終った、 それから 旅 宿に 歸り大 に 發起人 

等 を 詰問した、 事 は惡ぃ 事で はない が豫め 辯士の 承諾 を 受けて 置かす に 基督 敎大 演說を 開いた のは亂 

暴で も あれば 無謀で も ある、 然し 神の 御 ま-みに 由り 事な くし て^みし は 幸福で ある、 地方に 行く と 種 

種な _s ^に 遭遇す る、 怒る 譯 にも 行かす 笑っても 濟 ます、 屮 Z 拔の 不意 打 を 食ひ隨 分周 章る 事が ある、 序 

に 記す、 此 日の 主催者 は 宇都 宮諸敎 會とド 野 敎友會 とであった。 

九月 十九 日 (金) 半晴 雨歇 み： 大氣 校樣惡 しからす、 依て 昨夜の 粗忽の 謝 gi-R: 慰安の 爲 とあって 

發起人 二人 案. 2： 者と たり！^ 士 二人 を >M 原溫 泉に 伴 ふた、 西那須 野に 到り 自動車 を 雇 ひ、 秋の 那須 野ケ 

原 を 一 直線に 走り、 晝 少し 前 頃 古町 枫川樓 に 達し、 淸 泉に 浴し 涼風に 吹かれ、 不平 も 大分 癒された、 

余 は 一人 一 室 を 貰 受け 昨夜の 睡眠不足 を 補 ふた、 委員 接待 至らざる なく、 依て 善意に 出た る此 粗忽 を 

全然 赦す 事に 決定した、 後 は 笑談に 一 夕 を 過し 輕ぃ心 を 以て 眠に 就いた。 

九月 二 4 '日 (土) 晴 朝食 前に 獨り箒 川の 岸 を 沿 ふて 散步 した、 橋 上に 立て 朝の 祈禱を 捧げた、 

「私 は， 聖訓に 順 ひ先づ 第一 に 天 園と 其義 しきと を 求め、 其 他に 就て は 一 切 顧慮し ません」 と 祈りし 時、 

山と 川と は r 然り、 然りァ ー メン」 と應 へて 我が 祈 求を聖 前に 運び 吳れ しゃう に 感じた、 同行 备自自 

由 行動 を 取り 余と 街 木 (義 雄〕 と は 午後 三時 山 を F り、 彼 は 氏 家の 彼の 家に、 余 は 柏木の 家に 歸 つた、 

れ でん r. 年の 夏期 休養 は 終った、 休養と して は餘り 成功ではなかった、 然し 乍ら 無益に 時 を 過 さなか 

つた、 多少の tlv を 爲すを 得て 感謝で ある、 明日より は 又 復活 動で ある、 偸 快で ある。 


九月 二十 一日 (日) 晴 好き 秋日和であった、 午後 二 時より 丸之內 衞生會 講堂に 於て 今秋 第一 囘 

の 聖書 講： 淡會を 開いた、 準備 善く 調 ひ 申 分な き會 合であった、 聽衆は 確に 七 百 人 以上あった、 有識 階 

級の 人士に して 全家 族 を 擧げて 出席 せられし 者 を も 見受けた、 彼等 は 如何 見ても 余に 惑 はさる k が 如 

き 人達で はない、 藤 井先 づ登 境し 默示錄 に 就て 講する 所 あり、 余 は 其 後 を 受けて モ ー セの十 誠の 大要 

に 就て 述べた、 沟に會 心の 講演 會 であった、 第一 囘が 之で あれば 來 らんと する 日の 恩惠の 程度 は 推量 

かられる、 祈る 余 自身 は 愈々 小なる 者と なりて 我 主の 榮光 のみ 揚 らんこと を。 

九月 二十 二日 (月) 快晴 終に 秋が 来た、 涼風 身に 溶て 氣持 好く ある、 無爲の 一 曰であった。 

九月 二十 三日 (火.) 快晴 近頃 米國 より 歸 りし 或る 貴婦人よりの 書翰の 内に 曰く 「私 を 東の 方へ 

伴れ て 行って ド すった ク H 1 力 ー 派の 上院議員で 有名であった チ H 1 ス 氏の 娘さん (娘さんと 巾し ま 

しても 六十 一 一歳です が) など はミ スタ ー 內 村の 様な 人が アメリカ へ キリスト 敎を俾 道に 來て 下さる 事 

を 待って 居ます など.^ 仰って 居ました 云々」 と、 余はチ H 1 ス 老嬢の 名 を 記憶し ない、 然し 之に 由て 

觀 ると 祌の言 を聽 くの 幾 謹 は 日本に 限らす 米國に 於て 同様で あると 見える、 勿論 余 は 其 器に 非す と雖 

も、 基督 敎を 日本より 米國に 逆輸入す る 時が 遠から す到來 すると 信す る、 余の 若き 同信の 友 等 は 今よ 

り 其 準 蹄を爲 して 置く ベ きで ある。 


九月 二十四日 (水) 曇 彼岸の 中日で ある、 普通なら ば获の 餅と 云 ふ 所で あるが 主婦 湯當 りに て 

臥床、 其 運びに 至らす 甚だ 物 足らな く 感じた。 

九月 二十 五日 (木) 雨 秋雨 肅々 靜 なる 日で ある、 十月 號 十六 頁 分 を 編輯した、 讀書 身に 途 込み 

知識欲 顿に增 進す、 秋の 樂 しき は 第一に 此 ie^ である、 ブッジ 著 バビロン 史 並に H ヂプト 史を取 出し、 

之 を 復讀し て 今更な がらに 興味の 盡 きざる ものが ある。 


九月 二十 六日 (金) 晴 |れ ま：： の 研究と 雜 誌の 編輯と 家庭の 細事に 全日 を 費した、 大事 も爲 さす 大 

思想 も 起ら す、 平々 凡々 の 一 日であった、 主よ 此 無益なる 僕 を憐み 給へ と 云 ひて 床に 就いた。 

九月 二十 七日 (土) 晴 雜司ケ 谷 墓地に 父と ルツ 子の 墓 を 見舞 ふた。 岩波 書店 發行 『基督 再臨 問 

題講： 奴 集』 少部數 第五 版と して 出版に なった、 W 臨說は 其反對 者の 唱 ふるが 如くに 未だ 「粉 碎し靈 さ 

れて 痕跡 だに なし」 までに は 至らない と 見える。 

九月 二十 八日 (日) 快晴 午後の 日曜 講： 饭不相 變盛會 であった、 來！！ 者 六 百 人 もあった らう、 前 

E:!M 様 藤 井先 づ 講じ 次いで 余 は 十誡 第 一 條 並に 第一 一條に 就て 講じた、 問題が 餘 りに 遠大で ありし 爲に 

や 思 ふせ 分に 語り 得すして 甚だ 物足りなく 感じた、 神 は 一 なりと 云 ひ、 祌は靈 なりと 云 ふ、 此ニ大 問 


題に 就て 老若男女 を雜 へたる 聽 衆に 對 して 判明り 易く 語る は 容易でなかった。 

九月 二十 九日 (月) 晴 後 曇る、 秋の 水を樂 まんと 欲して 獨り 江戶川 堤に 往き鴻 之 臺と常 磐線鐵 

橋との 21 を 往復 散歩した。 人 は 稀れ に 流れ は靜 かに、 東京 附近と して は 得難き 道 i である。 〇 臺灣阿 

ST 松田英 二より 手紙が あった、 彼れ 小學敎 員の 身 を 以て、 熱心なる 基督 再臨 信者で ある、 而 して 令 や 

一角の 博物 學者 である、 彼の 通信に 曰く 「小弟 本 夏 も 亦 蕃地 二百 九 里の 旅 を 終り、 死す ベ かりし 體を 

提げて 义古巢 に歸り 候、 只今 は 山な す 標本の 間に 沒 頭いた し 整理いた し 居り 候、 昨年、 丁 昨年の 分の 

採 築 品の 名稱が 明かに たり、 四 五十 種の 新種 を 出し 淸淨 なる 喜び を 感じ 居り 候、 其 内 重なる 者 は Dent- 

elk  Matsudai 外 七 種に 有 之 候、 又 當地產 の 淡水魚の 內 にも ； Lisscdlilichthys  MatHndai 外 三種の 

新種 を 出し 候、 神が 門外漢た る 小生 を 使ひ耠 ひて 此 島の 天然 を 明かに し 給 ふこと 奇しくも 亦 感謝に 有 

之 候」 と沟に 胸の 下る やうな 喜ばしき 通信で ある、 此心を 以てして キリ ス トの 再臨 は 解る ので ある、 

天然 擧は S ち 書 の 最も 善き 註解 で あ る。 

九月 三十日 (火) 雨 雜誌 編輯と 月末 支拂 とに 多忙、 物價 非常の 騰貴なる にも 關 はらす 何人に も 

何の 負 ふ 所な くして 叉 此月を も 送る ことが 出來て 感謝に 耐 へない。 日 獨開戰 以來、 五 年 振りに て獨逸 

より 薬 書 一枚 達した、 非常に 懐し く 感じた、 我が 多くの 信仰の 友 は 此大戰 の 結果 何な つたので あらう 

乎、 英米人に 惡 魔の 如くに 書 立ら れし獨 逸人に 對 して 余 は 常に 同情に 堪 へなかった、 獨 逸人" 5^ なきに 

非す、 然れ ども 英米人 以上の 罪人で あると は M しても 思 はれない、 祌は必 す ら れし獨 逸人 を葸み 給 
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ふで あらう- 而 して 多くの 事に 就て 故意に 世 を 欺きし 英米人 を 罰せで は 置き 給 はぬ であらう、 比 交，， ， 

に 正直なる 獨 逸人 は 精神 界に 於て 思想界に 於て 人類の 指導者た るの 地位 を 失 はないで あらう。 

十月 一 曰 (水) 雨 小な ほ m 物が 出来て 診て 貰 ひに 醫師の 所へ 行いた、. 彼れ 曰く 「旣に f 散し 

得る 時 は 過ぎ たれば 今 は 之 を 膿して 除く まで I る」 と、 而 して 其 S を爲 して 吳れ た。 a, 

も 1^ 同じで ある、 罪 も 其 初期に 於て は 之 を 消す 事が 来る、 乍然 或る時 ii を 過 ぐれば 之 を 濃して.^" 

る 後に 之 を 除く のみで ある、 而 して 今や 世は擧 つて 其狀 態に 於て 在る ので ある、 人類 は g 非 を ねて 之 

能 はす、 而 して 祌は： S? 段と して の を 待ち 給 ひで ある、 而 して 罪 は みて 

膿^ は 近き にある、 其 時 5^ の 毒 は 除かれて 社會は i, 兀始の 健康 體に復 する ので ある、 ムロ療 は 難く ある、 

席み は强く ある、 然し 乍ら 健康に 復 する は 禧 しい。 

十月 二日 (木) 晴 秋， りて 頭腦が 能く 倒く やうに なった、 讀み、 書く、 筆勢 甚だ， せな りで ある、 

舊 約の 究梦. g の 研究 大分 行る、 『信仰 日記』 の 校正が 始 つた、 『全 築』 中止の 後 を 受けて 多少の 

/—ぐ r、  一  rr^  0 


十月 三日 (金) 晴 夏 未だ 全く 去らす 稍 蒸 熱く あった、 校正と 待 客と がまなる 仕事で ある、 日本 

* 哲敎會 の大會 明日 始まる 由 聞いた、 先輩の 排斥運動 盛んな りとの 事で ある、 に Jj^", 々、しい 事で ある 0 


十月 四日 (土) 曇 我等の 仲間に て は 政治家と なる は 信仰 噴 落の 如くに 認めら る、 角 害 時代の 仲 

問の 一 人に て 信仰 上の 進歩 面. c からす、 其後實 業界に 入り 這 般府縣 會選擧 運動に 打て 出で 首尾よく 成 

功當 選せ し 者に 就て 彼の 友人よりの 書簡の 端に 下の 如き 觀 察が 書き添えられた、 「〇〇〇〇 今度 縣會 

議員と 相 成 申 候、 ソレデ も 議員 中に て は (滑稽の 様に は 候 得 共) 最上の 者の 方に 有 之 候、 角 害に 褻り 

たる 屑 も 此の世に は： 外用に 立つ 様に 候、 ケ チを附 けられる は 先生の みに て與 へられた る もの は 其の 

人に は 最上の ものと して 残る 様に 見受けられ 候 云々」 と、 政治 必 しも 惡 事で はない、 只 此の^の 人が 

思 ふが 如き 尊むべき 慕 ふべき 者で 無い のみで ある、 余 は 余の 福音 を聽 きし 者が 政治家と なりたれ ばと 

て 別に 腹 を 立てない、 但し 政治に 走りし と 同時に 余の 許に 出入す る を 止む る を 常例と する、 余の 說く 

福音と 日本 今日の 政治と は兩 立せ ざる 者で あると 見える。 

十月 五日 (日) 暴！ 一 夜に 至りて 風雨と なる。 日曜 聖書 講演 不相變 盛會、 堂內に 一個の 空 椅子 は 無 

つた、 星 野 醫擧士 と 高 壇 を 共に した、 余 は 十誡 第三 條に 就て 述べた、 H ホバの 名 は eliyeh  iishor  oh- 

oooooooooooooo  oooooooooooooooo 

yeh より 來り、 在らん として 在らん とし 給 ふ 者、 卽ち 無窮に 御自身 を顯 はし 給 ふ 者で ある、 斯 かる 

至大 至高 至 深の 意味 を 有す る此聖 一名 は妄に 口に 上ぐ ベから すとの 綜を 述べた、 自分 も大 に勵 まさる、 

所があった、 此日近くに宮城を^111|み我日本皇帝陛下の爲に祈らざるを得なかった、 而 して 祈て 後に 言 

の 不敬に 涉り はせ ざり し 乎と 思 ふて 心配した、 一 度 不敬 事件に 懲りて 以來 陛下の 御名 を 口にする 度び 

毎に 大 なる 恐怖 を覺 ゆる、 然し 時に 眞 情の 抑へ 難き ものが ある、 余 は 時には 大 なる 危險を 冒しても 陛 

下の 爲に 祈らざる を 得ない。 

一九 一九 年  1 八 五 
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十月 六日 (月) 雨 家に 在りて 休んだ。 基督 者 は 神の 寵兒 である、， 乍然此 世の 事に 關 して は 彼の 

被； IE 子の 如くに 取极 はる、 キリスト 御自身が 十字架に 上げられて I 非人の 首の 如くに 极 はれ 給 ふた、 祌 

は此 世の 事に 關 して は 基督 者 を 例外的に 极ひ給 はない、 否な 普通人 以下に 极ひ給 ふ、 眞の 基督 者は此 

さしつ かへ  ち 

ゆの 不幸 兒と 見て 差 支ない ので ある、 然れば 我 身の 幸 を 祈ら じで ある、 唯 如何なる 境遇に 置かる、 と 

も 神 を 愛し 彼に 信從 する の 心 を 賜 はらん 事 を 祈るべき である、 祌の恩 惠を此 身に 臨む 幸福 を 以て 試み 

んと 欲して 我等 は懷 疑に 陷ら ざる を 得ない、 基督 者 は 模範 を 預言者 M レ ミヤに 取るべき である、 おも 

不幸なる 人、 而 して 设も惠 まれた る 人、 愛すべき 哉 H レミ ャ！ 慕 ふべき 哉 H レ ミヤ！ 

十月 七日 (火) 大雨 小なる 腫物 未だ 癒えす 引 綾き 醫師に 通って 居る。 校正 又 校正、 雜 誌の 校正， 

著書の 校正、 校正 實に 恐るべし である、 八：' より 三十 ra: 年 前、 米 H 華盛頓 市に 於て 『米 園に 於け る s 本 

人』 著者 チヤ ー ルス . ライマ ン氏 方に 客たり し 時、 夫人より 著述家の 生涯の 大部分の 校正に « さる- - 

を 聞いて， 教 しく 思 ひ、 其 事が 我 生涯の 事と ならん と は 夢にも 知らなかった、 著述家 は 最も 多く 自分の 

書いた 者を讀 ませら る、 ので ある、 不愉快 此上 なしで ある、 然し 著者に 此 不愉快が あれば こそ 讀 者の 

快樂が あるので ある。 

十月 八日 (水) 快晴 引 緩き 校正。 舊約 但以. 理書 研究 甚だ 面白く ある。 秋來り 諸方の 讀 者より 山 

野の 魔 を. 送り 来る、 梨、 柿、 栗、 松 #r 家 は 秋の 香 を 以て 充 たさる、 喜ばしき 事で ある、 中國 產の大 


栗 殊に 美しく ある、 斯ん な雜誌 記者が 他に 有る であらう 乎。 

十月 九日 (木) 秋晴 新聞紙 は ウィルソン 大統領 發 狂の 兆 ある を傳 ふ、 憐 むべき 人類なる 哉、 世 

界の 平和 を 双肩に 檐 ひて 立し 此人 彼れ 自身が 精神的 破滅に 終らん とすと は、 人に 由て 企てられし 平和 

は斯 くも^き ものである、 人類 は 誰に 由て 其 欲求して 止まざる 永久 的 平和 を實 得せん とする ので ある 

あしつ wi  ェ 七 キ 二 ル 

乎、 「彼等 (H ジプト 人) の イスラ H ルの 家に 於け る は、 葦の 杖の 如くな りき」 と ある (以西 結 書 二 

十九 章 六 節)、 人 は 偉人と 雖も すべて 葦の 杖で ある、 之に 依賴 みて 仆れ ざる を 得ない、 ウィルソン 大 

統領に 由て 與 へられし 世界の 平和 は 彼の 破滅と 共に 破滅 せざるを得ない。 

十月 十日 (金) 晴 漸く 十 n 號雜誌 校正 を 了った。 此日叉 J  -  A  ，ザ イス 著 vcisjs  Iv: ョ .B;ll>- 

f を讀み 了った、 但以理 書 註解で ある、 余が 近頃 讀 みし 最も 興味 多き 書で ある、 著者に 力 ー ライ 

ルの 熱誠が ある、 若し 力 ー ライルが 聖書 の 註解 を li た な ら ば如斯 きもの を 書た らうと 思 はれる、 著者 

は 一 八 七 九 年に 此書を 著 はして 一 九 一 九 年の 今日 を 明かに 預言して 居る、 著者 自身が 預言者で ある、 

故 に 此書を 預言者 の 預言 の 註解と 見て 間違な いと 思 ふ。 

十月 十 一 日 (土)  晴 雜誌 校正 終り k いだ、 加 洲の卜 ー リ ー 博士 を 訪問 せんと 欲し 橫濱に 行き 

¥1^に繁ぎぁりし西伯利1^丸に入り船中を探せしも見當らす其儘歸って來た、 甚だ 殘念 であった、 橫 

濱 附近の 發展に 驚くべき ものが ある、 東京と 聯絡して 東洋の 大バビ 口 ンを 形作りつ、 ある。 〇 家に 働 
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く 大工 曰く 「ャソ は 無欲で ある、 他に 物 を與る こと を 好む、 俺た ち 普通の 日本人 は然ら す、 稼いで 成 

るべ く麥 く！ g けんとす る」 と、 沟に與 味 ある 観察で ある、 彼等 は ャソは 欺き 易く、 叉 慈悲 深き 者なる 

を 知る、 而 して 自分 等 日本人と は 全く 質の 異 つた 者で あると 思 ふ、 「儲ける」 のが 彼等の 人生 唯一 の 

目的で ある、 而 して 彼等に 倣 ふて 此事 を爲さ るが 故に 我等 は 日本人で 無い と 云 ふ、 憐 むべき 小なる 

國者 等よ。 

十月 十二 日 (日) 秋晴 午後の 聖書 講彼 不相變 講堂 充滿の 盛況であった、 畔 上と 壇 を 共に した、 

余 は 十誡 第^ 條に 就て 講じた、 安息日 問題 非常に 六ケ 敷く ある、 而 かも 非常に 廣ぃ且 大切なる 問题で 

ある、 聽衆水 を 打ちた るが 如き 靜肅を 以て 聽 いて 吳れ た、 聽衆中 婦人の 比 絞 的に 多数なる、 叉 有力な 

る 政治家 並に 實業家 を認む る は 奇異な る 現象で ある、 帝都 中央 の 場所に 於て 斯か る 集 會を繼 績し得 る 

は大 なる 不思議と 謂 はざる を 得な い 。 講演 終り て 後に 階： 卜 の 中 講堂 に 於て 田 中 龍 夫 ェ 擧博 十： 號授與 祝 

賀を 兼ねて 柏木 兄弟 團 有志 晩餐き を 開いた、 神が 我が 兄弟 團 中に 斯 かる 人物 を 起し 給 ひ 彼に 天然の 大 

秘密 を 示し 給 ひし こと を 一 同心より 感謝した、 斯くて 我等 は靈に 於ての みならす 亦 知識に 於て 惠 まる 

る ものである、 キリストの 福音 は 最大の 知識の 刺 Is^ なること を 今更ら ながらに 感ぜ しめられた。 

十月 十三 日 (月) 雨 昨日の ニ囘の 集會で 今日は 大分 疲れた、 近郊の 散歩と 寢 椅子の 上の 横臥と 

にて i "んど 全日 を 終った、 獨り 自ら 思 ふ、 自分 は 大小の 差 こそ あれ H リャ 又は H レ ミヤの 如くに 單獨 

に 鋤くべく 造られた る 人間なる 事 を、 單獨で 働く 時に 反對も 起ら す 至て 平穏で 我 も滿足 彼も滿 足と 云 


ふ狀 態で ある、 然るに 一朝 他の 人 又は 他の 團體と 組んで 働く ゃ大騷 動が 持 上る ので ある、 余 は 其 理由 

を 知る に 苦しむ、 乍 然是れ 余の 生涯に 於て 否むべからざる 事實 である、 余 自身 は 共同 を 愛して 單獨を 

憎む が 故に <fr 日まで 幾囘 となく 共同 を 試みし と雖 もす ベ てが 失肷に 終った、 依て 今後 は 共同 を斷 念し 

やうと 思 ふ、 單獨雜 誌 を 二十 年間 糙 接して 最も 幸 幅なる 記者の 生涯 を 送りし やうに、 爾今は 之に 單獨 

講演 を 加 へ て 更に 幸福た &る說 敎師の 生涯 を 味 はふと 思 ふ、 是れ 余に まれる 運命であって 自身 如何と 

-ri*,t つ.？ 

もす る 事が 出来ない、 斯くて 無 敎會は 余の 生来の 立場で ある、 余 は 感謝して 余に 定まれる 此 地位 を 守 

るで あらう、 但し 同志の 援助 を受 くる は 勿論で ある。 

十月 十四日 (火) 晴 十 M 號雜 誌が 漸く サット 出た、 勞働 不足の ために 印刷所 は 大混雜 である、 

何時 元に 還る ものなる にや、 原稿 は 早く 廻して 置く に 係 はらす 發行は 斯く遲 る k ので ある、 すべての 

印刷物が 雨う である、 我慢す るまで ぐ ある。 〇 今に 至て 『內村 全集』 發行 中止の 最も 善き 事であった 

事が 判明った、 神聖なる べき 信仰的 著述が 書店の 商品と して 扱 はる \は 堪え難き 事で ある、 叉 之に 由 

て 著者が 過分の 利益に 與るは 神に 對し 人に 對し i ぬまざる 事で ある、 是が 故に 神 は 反 對者を 起し 書店の 

名義 を 以て 余の 信仰 を 篤ら しめ 余に 犬なる 厭氣を 生ぜし めて 余 をして 發 行中 止を斷 行せ しめ 給 ふたの 

である、 實に大 なる 恩惠 である * 今や 中止 も 反 對も悔 むべき ではない、 大に 感謝すべき である。 

十月 十五 日 (水) 秋晴 雜誌發 送 を 了り 少々 寛ぎ 動物 學の 復習 を爲 した、 學 ぶべき 者 は 神の 聖書 

と聖 作なる を 感じた。 〇 少し 許りの 傷 を 負 ひ 今更な がらに 我 身體は 我れ ならざる を覺 つた、 我 體は我 
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が 欲 ふやう に 癒らない、 體に は體の 法則が あって 我 は 極く 問 接に のみ 之 を 支配す る 事が S 來る、 依て 

知る 我 は體に る 者であって 體 と同體 にあらざる 事 を、 故に 體 は 壤る とも 我 は壞る 者で ない、 靈 魂不 

滅は 我等 日常の 實驗に 照して 見て 明白で ある。 

十月 十六 日 (木) 晴 招かれて 埼玉縣 柏 壁 町へ 行いた、 同所に 於て 今年 一月 組織 せられし 信仰 團 

1^ 羊會 主催の 講演 會に 臨み 一 場の 講演 を爲 した、 來會者 六十 餘名、 實に眞 面目なる 聽 衆であった、 余 

は 主として 宗敎 の 何たる 乎に 就て 語った、 宗敎と は 外的 生命に 對 する 的 生命 で ある、 而 して 之を完 

全に 供給す る 者 は キリストの 福 昔で あると 述べた、 講演 會 終りて 後に 有志の 懇親 晚餐 S きを 開いた、 食 

勝 を 共に せる 者 二十 餘名、 信仰と 傳道 とに 就て 語り 熱 切なる 三 四の 祈 K を 以て^れた、 杉戶和 戶の舊 

き 信者 來り會 し、 舊 きを 談じ、 新き を 謀り、 近隣 C お 合して 1W び該 地方に 十字の 聖 旗を擧 げん 事 を勸め 

つ 祈 つ た、 久喜和 戶杉戶 賴壁越 ケ 谷と 敎會 の 散在す る 有りと 雖も 近年 敎勢振 はす 悲む ベ き狀 態に 於 

て ある、 g や M の 太の 點ぜ られて 信仰の 焰の投 らんこと を 祈る、 此夜此 地に 一泊した。 

十月 十七 日 (金) 晴 好き 秋の 日和であった、 朝 八 時 旅 宿 を 出で、 古 利根 川、 岩槻川 等の 秋色 を 

赏し、 關東 平原の 中央に 實の 秋の 酣 なる 間 を 過ぎ、 岩 糊 城址 を訪 ひ、 大宮に 出て 家に 歸 つた、 氣持好 

き傳道 旅行で あつ， た。 

十月 十八 日 (土) 晴 靜 かなる 善き 土曜日であった、 終日 家に 在りて 明日の 爲に 休みて 精力 を蓄 


へんと 試みた。 改築 殆んど 終了 を吿 げた、 上旬に 始め、 漸く さっと 終った、 差した る膂 請に 非す、 

大工 は 曰 ふ 「下の 上」 なりと、 然るに 勞働 不足と、 我等の 馬鹿正直 にして 欺かれ 易き が 主因と なりて 

斯 くも \th 間 取った ので ある、 r ャソは 欲がない、 他に 物 を與る 事を好む、 普通の 日本人と は 違 ふ、 日 

本人 は 如何 かして 成るべく 多く 儲けん とする」 と は 大工 共の 唱 ふる 所、 斯く 彼等に 異人 极ひ にせられ 

ては堪 つた もので はない、 然し 我等 は 彼等の 違約と 怠業と に耐 へた、 實に 感謝で ある、 殊に 埼玉縣 柏 

壁 町の 信仰の 友に して ィ H ス樣と 同じ やうに 木 匠 を 業と する 者 一 一人 來 りて 我等 を援け 吳れる ありて、 

我等 をして 信す る 工人と 信ぜざる 工人との 間に 天地 の^の ある を 知らし めし は大 なる 感謝と 敎訓 とで 

あった、 不信者 社會に 在りて 信者の 生涯 を 送る 事の 如何に 困難なる 乎 は 小なる 工事 を 行 はんとして さ 

へ 充分に 知悉 さる.^ ので ある。 

十月 十九 日 (日.) 晴 11: が 、き 引 綾き 盛會、 六 百 名 以上の！！ 衆が あった、 ：S: 務省參 事 官前田 多 門と 

髙壇を 共に した、 彼 は 欧米 漫遊 中の 感想 を 述べ、 所謂 基督 敎國の 醜的キ 面と 美的 半面と に 就て 語った、 

而 して 美的 半面の 尙 未だ 其 跡 を 絶たざる を 述べ て大に 吾等の 志を强 うした、 余 は 十誡 第 丘條に 就て 語 

り 、 其 意味 の 日本人に 由て 世界に 向って 鬧明 せらるべき を 論じて 基督 敎の 忠孝 道德を 紹介した。 

十月 二十日 (月) 曇 家族と 共に 田 中 龍 夫 夫婦に 招かれて 夕飯の 馳走に 與 つた、 彼等 二人 我家に 

出入して 玆に 二十 年に 近く、 彼 は 近頃 電氣擧 上 世界的 大發 見の 故 を 以て ェ學 博士 を 授けられ、 彼の 名 

譽、 我等 彼の 友人 一 同の 誇りで ある、 然るに 彼の (¥ に 到りて 見る にェ學 書よりも 宗敎 書類が 多く ある、 
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彼の 如き は 一一 ュ ー トン、 フ ハラ デ ー と 等しく  H ホバを 知る の 智識に 助けられて 天然の 祕密を 知る を 得 

し 者で ある、 祌が 我等 同志の 內 より 斯 かる 謙 遞た亡 0 學者を 出 だし 給 ひし 事 を 感謝 せざるを得ない。 

十月 二十 一日、 火) 晴 豐川和 子の 葬儀 を 司 どった、 彼女 生れて 一 曰、 聖 父に 召されて 其の 懷に 

還る、 人の H より 見て 最も 短き 生涯で ある、 然し 千年 を 一 日の 如くに 見 給 ふ 神の 御 目より 見て 特^に 

短き 生涯で あると 思 はれない、 余 は 馬太傳 十八 章 十 節に 就て 語った、 此嬰兒 に 由り て 多くの 人々 に輻 

音 を 語る の 機 會を與 へられて 感謝であった。 

十月 二十 二日 (水) 曇 火阪 控訴院 勤務 法學士 宇佐美 六郞 より 左の 如き 書面が あった。 

午後 (日曜日) から 富 永德磨 氏の 『基督- 冉臨 說を排 す』 とい ふ 本を讀 みました、 其 感想 を 中 上げた 

く 思 ひます、 同氏の 信仰と いひ 神と いふ 考へは 私共の それと は異 つて 居る こと を 知ります、 從 つて 

同氏の 議論 は 生の 說を排 する つもりで 居乍ら 先生の 說の 最も 深い 鹿に タ ツチして 居ない ので はな 

いかと 思 ひます、 私 は 富 永 氏の 攻撃が 最もよ く當 つて ゐる 再臨 信者が ある こと を 知って 居ります、 

其 人達に はこの 議論 は 乎 痛い 議論で ありませ う、 然し 乍ら 先生の 說 かれる ー冉 臨の 信仰に 對 する 駁論 

として は 正に Miss  it,K  mark だと 思 ひます、 何故で せう か、 私 は 思 ひます この 人 は true  collver- 

Ki()n を-終て ゐな いので あると、 true  conversion なしに 再臨 を 信す. ると 吿 白 して ゐる 人が ありま 

す、 そうい ふ 人達 こそ 富 永 氏の よい 相手な のです、 先生の 信仰の 最も 深い 所に タツ チ屮 ぃ來 なければ 

先生と 眞の 論敵と はなれません、 而 して それが 出来る 位の 人 は 恐らく 一  人と して 先生に 反 a 尉す る 人 


はない と ひます、 皆な Sympathetic  vibration をす ると 思 ひます、 そうなる と 先生 は 天下 無敵 

です、 訴訟法に 爭點 決定と いふ 事が あります、 訴訟の 判斷 をす るに は 双方 當事 者の ハ.^ が 或る ー點に 

落ちて こなければ 判斷 は出來 ない のです、 爭 つて ゐ るつ もりで、 爭 になって 居なければ 判斷 は出來 

ません、 何故ならば 結局 「爭 ひ」 はない 事に 歸 する からです、 一角 相撲して ゐる 精り で "一人 相撲に 

しかな つて ゐな いとい ふの は 可笑しな 事であります。 唯^が 見逃す ことの 出来なかった の は 所々 に 

僻見に 基づく 先生に 對す る 人身攻撃が あ る ことです … … 又 この 人身攻撃 は こ の 議論 全體 の 價爐を 著 

しく 低下せ しむる もの だと 思 ひます、 何故ならば この 人の 信仰と か宗敎 とかい ふの はすべ て 主観的 

自分 本位 で ゆく のです から、 その 御 自分 の 口から こんな 惡 口が 出る ようで はこの 人の 宗敎 信念 其 物 

にあ まり 敬意 を拂 へなくなる からです。 然し 最後まで 讀んで 結局 この 人 も conversion は經驗 して 

なくと も惡 人で はない の だから 前の ような 惡 口 は 要するに 誤解、 先生 をよ く 知らない からだら うと 

考 へて 胸 を さすり ました 云々 

宇佐美の 如き 法學 者の 冷靜 なる 頭腦を 以ての 此 批評の 批評ば 此際 余に 取りて は 甚だ 有難く ある、 余 は 

人 も 知る 如く 長の 問、 緻密なる 舉者 として 富 永 氏 を 蔭ながら 尊敬し 來 りし 者で ある、 其 人に 今囘 突然 

打って 懸かられて 一 時 は 甚だ 惑 ふた 者で ある、 而 して 余 も 亦 宇佐美と 同じ 見やう に 由り て 氏に 對 する 

余の 態度 を定 むる 事が 出来て 今 は平靜 なる 者で ある。 序に 記す、 余は畔 上が 反 駭論を 書く 事に は 初よ 

り反對 であった、 土俵 を 異にする が 故に 相撲に ならぬ 相撲 を 取る 要はない、 若し 富 永 氏が 余が 氏に 答 

へざる の 理由に より 「彼 は 負けたり」 と 云 ふなら ば 余 は 氏が 言 ふが 儘に 存 して © く、 時と 事實と をし 

て 我等の 審 判官たら しめよ である。 

1 九 1 九 年  1 九 一二 
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十月 二十 三日 (木) 曇 夜雨 降る。 午後 干葉 町に 行き、 其 地 同盟 某 # 協會々 堂に 於て 瑞典 宣教師 

，一 さら 一つ  i-T- 力ね  て-ひし 

ピ ー タ ー ソン 老 女史の 爲に 應援講 浪を爲 した、 來聽者 堂に 溢れ 木 更津、 東 金、 跳 子等よりも 來り會 す 

る 者が ありて、 盛なる 集會 であった、 余 は 先般 宇都 宮に 於け ると 同じ 題に 就て 語った、 『世界の 現狀 

と 基督の 再臨』、 信者と 未信者と に對 して 比 信仰の 實際 的に 重要なる 事に 就て 述べた、 余 自身に 取り 

ち てた し ちづか 

甚だ 氣持 好き 講演 會 であった、 終へ て 後に 瑞典 流の 滋味に 富みた る 夕食の 饗 應に與 り、 老 女史の 感謝 

と 祝！  i と を擔ひ て 十 時 柏木 の 家に 歸 つた。 

十月 二十四日 (金) 雨 休 4 久 振りに て 市中へ 行った、 今 n 横濱 より 移轉 せし 米國 聖書 會社を 

銀座 尾 張 町に 訪 ふた、 其 副社長 ォ ー レル氏 は 米國歸 化の 瑞典 人であって 余と 基督 W 臨の 信仰 を 共に す 

る 者で ある。 

十月 二十 五日 (土) 雨 秋雨 肅々 淋しき 秋の 日であった、 雜誌 編輯と 『信仰 日記』 校正と が 重な 

る ii 事であった。 

十月 二十 六日 (日) 晴 講：^^會相變らすの盛會、 聽衆六 百餘、 獻金 五十六 圓、 此 日より 全然 新聞 

紙^ 吿 を 疲し、 成るべく 聽衆を 精選す る 策 を 取った、 心靈的 事業 を爲 すに 方て 此 世の 評判に 上る に 勝 


さるの 害毒 は 無い、 新聞 廣吿は 極めて 必要の 場合 を 除く の 外 は 使用すべき でない、 余 は 此日十 誠 第 六 

條 r 汝 殺す 勿れ」 に 就て 講じた、 隨 分骨の 折れる 講演であった。 

十月 二十 七日 (月) 晴 大分に 疲れた、 千 紫の 講 彼に 引 綾き 昨 口の それが 利いた ので あらう、 終 

曰 家に 在りて 休んだ、 動物 學の 復習が 大 なる 快 樂 である。 

ハ-、 あ ひ 

十月 二十 八日 (火) 雨 身體の 具合 少しく 惡 しく、 終日 {| に 在て 休んだ、 十一月 分 雑誌 編輯 大略 

終った、 動物 舉の 復習 を 緩け た、 興味 多き 研究で ある。 日曜 聖書 講演に 對 し隱然 たる 妨害 運動の 行 は 

る、 を 聞いた、 苦々 しき 事で ある。 然し 之れ 宗敎界 の 常であって 敢て 怪しむ に 足りない、 「我ら 自己 

を宣 ベす 唯 キリス トイ H スの 主たる 事 を宣る 也」 である (哥林 多 後書 四 章 五節 〕、 若し 妨害 其 效を奏 

して 屮央 の傳 道を廢 せざる を 得ざる に 至らば 再び 柏木に 立籠って 奮の 仕事 を 綾け るまで ぐ ある、 余 は 

主に 餘儀 なく せられて 市中に 出た ので あれば 無理に 强 ひて 巿中傳 道 を繼續 しゃう と は S はない、 然し 

ちっと そっと  ふるす ，；】 ひかへ 

今日の 所では 些ゃ卒 土の 妨害 運動で 余 を 柏木の 古 巢に追 還し 得 やうと は 思 はれない、 余は當 分の 間 4マ 

の 儘に て 働かねば なるまい、 聖 きをして 成らし めよ である。 

十月 二十 九日 (水) 半晴 雜誌 十一月 號の 編輯 を 終った、 邸 ft 改善の 爲に 忙しかった、 井の 改築 

みなもと 

を 行 ひ 嬉しかった、 生命の 水の 源を淸 くす るに 勝 さる 大切なる 事 はない、 淸水を 家人に 供す る は 主人 

たる 者の 大 責任で ある、 今日 思 ひ 通りに 井水の 淸淨を 行って 大 なる 慰安 を 心に 感じた、 人生 實に 責任 

一九 一九 年  1 九 五 
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の 重且大 なる 事で ある。 

十月 三十日 (木) 半嗪 少し 許り 職人の 手 傳を爲 した、 其 他刖に 3： にも 爲 さなかった。 又復 信仰 

的狀 態に 還った、 舉 ばう 爲 ようと 焦心る が 故に 疲れる ので ある、 「彼」 を 仰ぎ、 信じ、 賴 りて 我心 は 

安く、 我に 力が 加 はるので ある、 信者が爲すべき最も善き事は唯信じて依賴む_5^-でぁる。 在米の 或る 

兄弟より 下の 如き 通信が あった、 「米 國 では 巡 茶と 牧師の 給金 爐 上げの 爲の ス トライ キが ありました、 

議會 では 山 束 問题ゃ 朝鮮 問題の 爲に數 ヶ月に 涉り 議論 を 闘 はしながら、 紐 育、 市 俄 高、 ォマ ハに 於け 

る，：；： ん坊が 黑ん坊 を數十 人殺し、 其 上 街 上自働 車で 引 廻しても 誰 一 人 正義の 聲を 揚げる 者 も ありませ 

ん、 先月 埃 及で 數百 人の 埃 及 人が 英 軍の 爲に 殺されても 英國 政府に 賴 まるれば 通信 さへ も 止める 有様 

です、 M 一ん 坊殺 しも 止みますまい、 日本人 排斥 も 止しません、 ストライキ も 止みません、 たと ひ 給金 

が 倍に なりましても。 然し 總 ての 事 悉く 働きて 皆 我等の 益と たります、 是 等の 悲 むべき 日々 の 出来事 

は 我等の 信仰に 確かなる 希望 を與 へ、 來 るべき 世と 共に 現在の 生を樂 ませ 生き甲斐 ある 者と なします、 

總 てが 感謝の 稲であります」 と、 然り、 其 通りで ある、 暗黑は 光明の 先驅 である、 世 は 聖書の 豫言通 

りに なりつ k ある。 

十月 三十 一日 (金) 雨 天長節 祝日で ある、 すべての 仕事 を 中止して 敬意 を 表した。 山形 縣 西遊 

忤村梅 木 達 治 支那 靑 に 於て 永眠せ し 由の 報知に 接して 悲ん だ、 彼 は 舊き敎 友の 一人で ある、 誠實に 

して 情に 篤く 愛すべき 人物であった、 彼の 最近の 書面に 曰く 「私 不幸に して 七月 三日より 助 膜 炎 # 、腹 


膜 炎に 摧り 一 時 心地よ かりし が 今度 再發 困難 罷在 候、 『研究』 誌讀 了せ る 時、 內に 吾が この 皮 この 身 

の 15： 果ん後 云々 の 言 有 之 …… 」 と、 斯くて 彼 ii 「我れ 肉 を 離れて 神 を 見ん」 と 義人 ヨブの 希 を 懐い 

て 就眠した らしく ある、 彼れ 全家 族 を 擧げて 南米に 移住 を 企てし も、 其 目的 を 達せす して 中途に して 

逝く、 然し 握るべき 者 を 握て 逝いた ので あれば 人生の 目的 は 確に 達した ので ある。 

十一月 一日 (土) 曇 後 雨 降る、 差した る 事を爲 さす、 丸 善に 行き 動物 學書ニ 冊 買 求む、 基督 再 

臨の 信仰 を 懐く を 得て 聖書の 意味が 判明せ し 以來、 多くの 神擧 書を讀 むの 必要な きに 至り、 金と 時間 

と 精力との 餘裕を 生じ たれば、 再び 靑年 時代の 科 學熱を 復興し、 時々 天然の 研究に 沒 頭し 得る に 至り 

し は 感謝の 極で ある、 卯^！書と天然、 世に 確實 なる 者 は 此の 二つで ある、 其 他の 哲學、 祌學、 文學、 是 

等 は 接觸ら ない 方が 遙に 利益で ある。 

、<- れひ  i  け 3 

十一月 二日 (日) 好晴 憂の 雨 は 夜の 間に 晴れて、 今朝 も 亦 朝日と 成りて 輝いた、 不相 變樂 しき 

安息日であった、 午後の 講演 會 通常 以上の 盛會 であった、 階上 階下 聽衆を 以て 充 たされた， 藤 井と 高 

壇 を 共に した、 余 は 十誡 第七條 「姦淫す る 勿れ」 に 就て fl じた、 講す るに 甚だ 困難なる 問題であった、 

赛娃 する 勿れと は 他人の 家庭 を 破壞す る 勿れ、 他人の 妻 叉 は 夫 を 盗む 勿れとの 意で あると 述べて 此誡 

の 原意 を 明に せんと 努めた、 家庭の 根抵 が破壞 されつ V ある 今日、 此 事に 就て 語る の 切要 を 感じた。 

十 I 月 三日 (月) 晴 家に 在りて 休んだ、 近所の 友人の 家 一 一軒 を 訪問して 樂 しかった。 〇 今や^ 
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界は 改造され っ& あると 謂 ふが 實は 破壞 されつ、 ある、 米國に於ては大同盟罷業絕ぇす其國{^^从的^在 

さ へ危 くせられ つ 、ある、 ォ ム スク 政」 5； は斃 れんと して 13=: 細. f5i 大陸が 過激 化されん とする 虞が ある、 

實に^ を此 にの み 注いで 吾等 は疑權 失^ せざるを得ない、 然し 之 を 架 書が 明記す る 基督 再臨 の 前兆 

と 見て 吾等 は歡 喜^^せ ざる を 得ない、 「主よ 臨り 給へ」 と 云 ひ て 吾等 の 今日 言 はんと 欲する 所は悉 

く 言ひ盡 くさる、 ので ある。 

十 I 月 四日 (火) 雨 終日 {| に 在り 雑誌 校. 止の ほか 3： 事も爲 さなかった、 米 國地现 學雜誌 今年 第 

八月 號 所載 『Ki^ 榮 光の 探檢』 の 一 篇を大 なる 興味 を 以て 讀ん だ、 世 天文 學の 進歩に 實に 驚くべき 

者が ある、 天文 擧 者の 望遠鏡に 映す る 星の 數實に 八 百 萬、 而 して 其 各 が 太陽で あると 云 ひ、 而 して 

又 宇宙 は 之 を 以て 盡 すと 云 ふ、 神の 力と 愛と は 無限で あると 云 ふが、 無限の 何たる 乎を實 見す る 者 は 

天文 學者 である、 無限 を 語る 者 は神學 者であって 無限 を 見る 者 は 天文 學者 である、 羨むべき は 實に普 

通人の a えざる 所に 卞-M の 深遠 を 探る 天文 學；^ である。 

十一月 五日 (水) 晴 待 受けし 校正刷 来らす、 依て 橫須賀 に 行き ホシダ のお 伯母さんの 病 氣を見 

舞 ふた、 化せる 彼女の 熱烈なる 愛 W 心 (我 日本 國に對 する) に 驚いた、 彼女 を 慰む るより は 反て 大 

に 慰められて 歸 つた、 米國」 W: 敎師中 離に は 彼女の 如き 潔士 烈婦が ある、 我等 日本人た る 者 彼等に 對し 

深き 尊敬と 感謝と を 表せざる を 得ない 。 


十 一 月 六日 (木) 雨 午後 晴。 楓樹 紅葉 を 始め、 山茶花、 コ ス モ ス、 菊の 眞盛 である. 春に 優 さ 

る 秋の 小春で ある、 內外 平穩、 精力に 餘裕を 生じ、 聖書の 研究 以外に 天然の 研究に 興味 多し、 何故に 

斯 かる 平 穩の 生涯 を 初めより 送り 得なかった ので あるか、 人：' に 至て 不思議に 思 ふ、 一 つ は敎會 と關係 

したから であらう、 他の 一 つ は キリストの 再臨が 解ら すして 基督 敎が 解らなかった からで あらう、 若 

し 初めより 再臨が 解って 敎 會と關 係し なかったならば 余の 信仰的 生涯 は 平和の 速續 であった らう、 然 

し 苦む 事 も 善くあった ので あらう、 萬 事が 善に 向って 働いた ので あらう。 

十 I 月 七日 (金) 晴 雜誌 校正 を 終る。 今や 社會 改造、 勞働 問題が 萬 人の 叫聲 である、 此 聲を揚 

げざる 者 は 人に して 人に あらざる が 如き 觀が ある、 救世軍と 靑年會 と は 勿論の 事、 敎會も 牧師 も宜敎 

師も告 此聲を 揚げて 居る、 恰も 一 一 三十 年 前 社會擧 つて 愛國を 叫びし と 同然で ある、 而 して 今の 時に 當 

りて 十字架の 福音 を唱 ふるが 如き ぼ 勢 後れの 最も 甚だしき もの k 如くに 思 はれる、 然し 余 は 構 はない、. 

余 は 今 も 尙ト字 架の 外 何 を も 語る まじと 心 を 決る、 他 は 他で ある、 自分 は 自分で ある、 自分 は 禁酒 運 

動に も 改造 運動に も 加 はる 必要 は 更に 無い、 自分 は 十字架 を 中心とし W 臨 を 終局と する 立場より して 

聖書 を說 く、 時 を 得る も 時 を 得ざる も 聖書 を說 く、 殊に 敎會を 離れて 聖書 を說 く、 其 所に < ^の 平和が 

ある、 自今 此 世と 敎會と は 何 を 叫ばう とも 余 は 彼等の 聲に 耳を倾 けす して 單に舊 き 古き 聖書 を說 く。 

十一月 八日 (土) 晴 庭の 菊花 美しく^き ければ 之 を 切取り 死者に 頒 たんた めに 雜司ケ 谷の 墓地 

を；t^^?-た、 ii からざる 心の 慰安であった。 〇 昨年 基督 再臨 問題 研究 大會を 開いて より 玆に滿 一年、 種 
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種と 感想の 浮び 出る を 禁じ 得なかった、 再臨の 高唱は 善き 事であった、 殊に 余 自身に 取りて：： 取 も 善き 

事であった、 是で 余の 信仰が 问 まった、 宗敎界 に 於け る 余の 地位が 定まった、 敵 も 味方 も 刹 然と 別つ 

た、 唯 怪しむ の は 余が 少数の 同志と 共に 之 を唱へ ざれば 他の 人 等が 之を唱 へざる 事で ある、 何故に 再 

臨 を 信す る 多数の 宣教師が 余 等の 率先 を 待た すして 之を唱 へない ので あるか、 W 臨 は 余 等 少数者 獨專 

の 信仰で はない、 多數 信者 共有の 信仰で ある、 然るに 余 等に のみ 其の 高唱の 任に 當ら しめて 自身 は默 

して 語らざる の觀 ある は 福 昔の 此の 大眞 理に對 して 忠實 なる 途 であると 思 はれない、 然し 余 は 咬 かな 

い、 責任 は 重く ある、 同時に 叉 之に 伴ふ榮 光と 恩 惠とは 重 く ある、 余 は 基督 再臨の 信仰 を 終りまで 唱 

道して 止まぬ であらう。 

十 一 月 九日 (日) 半晴 昨夜 雨、 氣遣 はれし 天候 朝に 至って 囘復 す、 主は特別に其聖日を^^§み給 

ふやう に 見える、 午後の 聖書 講演 會來聽 者 五 百 人 程。 十誡 第八條 「竊む 勿れ」 に 就て 講じた、 氣 候の 

激變に 際し 講堂の 空氣 流通 を 誤りし が 爲に斗 I 性 咽喉 炎 を 起し、 講演の 中途に 聲が 詰り 甚だ 困った、 漸 

く 大意 だけ を 演ぜし も 甚だ 不滿 足であった、 不時の 災難な りと 雖も 不注意の 致せし 所であって 聽 衆に 

對し 甚だ 申譯 がなかった、 自今 注意 を 怠らぬ であらう。 

十一月 十日 (月) 暴 K 冷たき 厭な 日であった、 咽喉の 故障 去らす 家に 在て 休んだ。 W  •  C  •  D ホ 

ヱッ タムの 小 著 『科學 の 基礎』 を 読み 大に敎 へらる. - 所があった、 返す がへ す も 聖書に 次いで 學 ぶべ 

き 者 は！ K 然 である 事を感 する。 〇 物價の 騰貴 は 恐ろしく ある、 世界 はどうな るので あらう 乎、 果して 


動物 學 的に 進化して 行く ので あらう 乎、 或は 進化 其 物に 力 タク リズム (大破 壞) が 伴 ふので は ある ま 

い 乎、 何れに しろ 非常の 時が 来りつ、 ある、 若し 聖書の 世界 觀が 誤謬であるなら ば 暗黑の 背後に 光明 

は 見えない、 而 して 誤謬で あらう と は 如何しても 思へ ない。 

十一月 十三 日 (木) 曇 勞働 室の 移轉を 行った、 十三 年間 書き 讀み 祈りし 窒を 去る こと は 甚だ 名 

ts^ り惜 くあった、 新ら しき 溫 かき 明るき 窒に 移る と は 知りながら 殘り 惜しく 感す るので ある、 此世を 

去る 時 も 同じで あらう、 高き 善き 世界へ 行く と は 知りながら 此 低き 惡 しき 世が 慕 はしく 思 はる \ であ 

らう、 然し 思 ひ 切って 移て 見れば 光明 溢る.^ 窒 である、 此に又 幾年 か 働いて 然る 後に 今度 こそ は 永久 

に 移らざる 天の 窒 にと 行く ので ある、 ィ H スを 信す る 身の 幸福、 何事に つけても 思 ひ 出して 感謝の 極 

である。 〇 午後 七 時より 衞生會 小 講堂に 於て 聖書 講演 會 出席者の 祈 禱會を 開いた、 出席者 五十 餘名、 

善き 靈的會 合であった、 敎會 所屬の 信者 多く、 何れも 敎會に 於て 得る 能 は ざり し 者 を 講演 會に 於て 得 

たとの 告白 を爲 した、 敎 會の爲 と、 東京 全市の 爲と、 日本 全 國の爲 とに 就て 祈りて 九 時 少し 過ぎ 此有 

なる 會を 閉ぢ た。 

十一月 4- 四日 (金) 雨 陰鬆 なる 厭な 日であった、 家に 在りて 書籍の 整理 を爲 した、 聖書 註解 書 

類 最も 多く、 次ぎに 聖書 祌學 書類、 次ぎ は哲學 書類、 次ぎ は文學 書類、 次ぎ は科學 書類と 云 ふ 順で あ 

つた、 部數は 大小 合せて 凡そ 干册餘 である、 思 ふたよりも 齢 く ある、 勿論 讀んだ 書物の 總てビ はない 

然し 是れ 丈け 讀ん だなら ばもう 少し 慧 くな りさうな 者で あると 思 ふた。 


十 一 月 十五 日 (土) 曇 數日來 の 陰 雨 午後に 至て 漸く 霽れた * 灭文學 の 復習が 重なる 仕事で あつ 

そつぶ  しんぜん  え ブラ f ム 

た、 夜に 人り 晩秋の 〈や： 晴れ渡り オラ イオン 星の 一 座の 森 然として 東天より 昇る を 見る 「莊 なる 哉」 の 

嘆聲を 禁じ 得なかった、 聖書の 研究に 錄 も適應 しき 者 はや はり 天文 學 である、 哲擧者 カントの 「我が 

上の 星の 天と 我が 衷の 道德の 法と」 なる標語を忍ひ出さ^^るを得なぃ、 而 して 內 外相 應 じて 神の 無限 

を 明す るので ある。 

十 I 月 十六 日 (日) 晴 久 振りの 晴天に て 感謝であった、 午後の 講演 會不 相變 盛會、 此日 一 人に 

て 高 壇 を 持 切り 「前座」 に 代 ふるに 會衆 一同の 祈 禱會を 以てした、 大 なる 祝福 を 受けた、 十誡 第九條 

「汝 その 隣 人に 對 して 虚妄の 設據を 立る 勿れ」 に 就て 講じた、 前會と 異な なく 講 する 事が 出來 

て 感謝であった、 講演 終へ て 中央 停車場に 向へば 晩秋の タ、 空 晴れ、 富士山 系 を 背景に 千代 田の 城 高 

く 錄ぇ言 ひ 難き 景色であった、 福音 を說 いて 家に 歸る 時の 樂し さは 此經驗 を 持ちし 人なら では 知る こ 

とが 出來 たい。 

十 一 月 十七 日 (月) 雨 义復 雨と なる、 終日 家に 在て 休んだ、 舊 友现學 博士 宮部金 吾夫 人 If 子 永 

眠の 報に 接し 驚き 且悲ん だ、 博士 目下 外遊 中で あり、 去りし 者、 遺されし 者に 對し 同情に 堪/ ない。 

十一月 十八 日 (火) 雨 引接き 濕 つぼい 厭た 天 氣 であった、 終日 {豕 に 在りて 讀 書と 手紙 書きと に 


從 事した、 有名なる 英阈 生物 學の 大家 トマス • ハックス レ ー の傳記 を讀み 非常に 面白かった、 彼に 對 

し 深き 同情と 敬意 を 表せざる を 得なかった、 彼 は 最も 正 なる 擧者 であった、 然し 乍ら グ ー ヰ ンの進 

化說を 信じ 不可思議 論を唱 へし 故 を 以て 英國阈 敎會の 誤解、 追窮、 迫害す る 所と なり、 其 一生涯 は 

侶 階級に 對 する 奮闘の 繼 績と稱 して 可なる 者であった、 實に殘 忍、 薄情、 冷酷なる 者に して 僧侶 階級 

の 如き はない、 余 は 神に 感謝す 余 は 英國に 生れ ざり しこと を、 余が 若し 英國に 生れし ならば ハックス 

レ ー、 チン ド ー ル、 スぺ ンサ ー の 人 等の 如くに 敎 會に叛 くと 同時に 基督 敎を棄 てた であらう、 余の 同 

情 は 今 も尙ほ 英國々 敎 會に窘 しめられし 不可思議 論者の ハックス レ ー 無神論者の チヤ ー ル ス • ブラ ヅ 

ド B 1 等の 上に 在る、 余 は 何に 成っても 英國々 敎會の 監督の 支配 を受 くる 基督 信者と 成る こと は出來 

ない、 chm-t.h  of  England. 其 wishcps と Doans と Guions と Priests. 余 は縱し 基督 敎を棄 つ 

る ことがある とも 是等を 以て 組織 せらる、 I： 侶 階級の 敎權の 下に 余の 靈魂を 置く こと は m 来ない、 X 

振りに て 第 十九^ 紀 下半期に 於け る英 國科學 界の歷 史を讀 みて 余の 反 敎會熟 は 一 層 高まらざる を 得な 

かった。 

十 一 月 十九 日 (水) 青 渐く雨 晴れ 歌の 碧空 を 仰ぐ、 獨り 杖を曳 いて 井 之 頭 公園に 遊ぶ、 人 は 稀 

れに、 楓は 紅葉し、 池の 周 園 を 一週し、 襟 林の 中を獨 歩し、 氣持 好き 朝の 散歩 Morg.ell  spaziergang 

であった、 ポケットの 中に 星體 现化學 大家 ゥ イリヤ ム • ハツ ギン スの 小傳を 運び、 之を讀 みながら 往 

復 した、 家 は 改築への 移轉、 講堂の 大片附 で 大混雜 であった、 然し 余 は 之に 關係 する こと を 免して 貰 

つた、 頭 腦を冷 かにして 善く 働かん 爲 である。 
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十 I 月 二十日 (木) 晴 引 綾き 講堂の 大掃除 を 行った、 今日は 余 も手傳 はざる を 得なかった、 膝 

掛の 配？ r 百科字典の^！分は大抵でなかった、 斯 かる 事に 貴き 一 日 を 費す は 甚だ 惜しく 感じた、 然し 

之 も 亦 人生で ある。 〇 余の 信仰 上の 長兄なる 京都 松 岡歸之 君より 書面 あり 甚だ 有難かった、 君 は由緖 

ある 神官の 家に 生れ 國學に 精通し、 長らく 司直の 職に 在り、 明 法官 を 以て 人に 敬 せらる、 此人 にして 

イエスの 謙遞 なる 弟子と 成らる、 我國に 於て 得難き 仁で ある、 君の 書翰に 曰く 

…… 『聖書 之 研究』 十月 號ノ十 誠ノ總 論、 次デ本 =^號 五條 ノ御 講演 ハ： E トモ 讚 樣ナキ 渾身 渾靈 ノ歡 

喜、 手ノ舞 足ノ蹄 ムヲ知 ラズ、 實 一一 我國ノ 殊更 ナル 神ノ 幸ハ此 孝道 ノ 根柢 扶植 一一 有 之 コト、 信ジ 候、 

古 我國 一一 宣傳セ シ彼ノ 孝經ハ 天子 諸侯 ヨリ 卿 大夫庶 人 一一 至ル マ、、 テ皆 階級 的ノ 孝道 一一 シ テ未ダ 全人 

類 一 致シテ 天父 ノ榮名 ヲ表ス ベ キ 宇宙 ノ大 孝道 ヲ說キ タル モ ノナク 候、 實 一一 御說 ノ如ク 父母 ヲ敬フ 

ハ神 一一 對スル 義務-一 シテ 人ナル 父母 ヲ祌ノ 代表者 ナリ ト見ル ハ實 一一 尊キ敎 一一 有 之 候。 

コ 、 一一 シ ノビ 候 事 有 之、 ソ ハ 小生 ノ故師 矢 玄道翁 一一 有 之 候、 翁ハ古 陋ナル 圃學者 デナ ク、 孝 明 天皇 

一一 祭政 一 致ノ 大本 ヲ 進講 申 上シ人 一一 テ、 其 進言 (慶應 元年 中) 一一 西洋 ノ敎化 書 (當時 支那 譯聖 書ナ 

ラン) 《天子 必讀ノ 書 ナリト 申 上 ラレ 候。 翁の 歌に 「ふみまよ ふ 人の 心 やい かなら む、 外國に すら 

道た どる 世に」 叉 「祌 ろぎ の 神の みことの 道 を. ^きて、 道て ふ もの は 世に なきもの を」、 叉 小 供-一 

授ケシ かす 歌 一 1 「二人の 親に 翁と 祌 よく 仕 ふるが 道の もと」、 彼 ノ日來 ラバ 翁 ハ必ズ 先生 ヲ德ト 、ン 

テ碑投 接 致サル コ ト 、 信ジ 候、 人 マノ 世ハ何 |ー  モカ モ神ヌ キー 一 致 シ院故 斯様 一一 噴 落 致 シ候コ ト 、 存候、 

而 シテ此 孝道 ノ眞 理ヲ 間明シ 我國ノ 使命 ヲ 成就 シ我 王道 ノ 無窮 ヲ翼 贊スル 先生 ノ 事業 ト 先生 ノ御健 


康ノ上 一 I 神ノ祝 一幅 ァラ ン事ヲ 祈候ァ メン、 十一 月 十七 日 

是は憲 に 有難い 言辭 である、 余 は 年長者 松 岡 君に 先生と 呼ばる. -の资 格な き 者で ある、 然し 純 日本人 

たる 君に 斯く 余の 主張 を贄 成せられ て 余 は大に 自ら 心を强 うする 者で ある。 

十一月 二十 一日 (金) 雨 重なる 仕事 は 星擧の 復習であった、 神學 又は 宗敎 哲學の 研究より は遙 

かに 興味 多く 且つ 有益で ある、 科 擧は證 明し 得る 確實 なる 事實 である、 神 學ゃ折 〔學の 異說紛 々たると 

は 全く 趣き を 異にする、 明白なる 神の 啓示と 確實 なる 天然の 事實、 其 他の 事は學 ぶの 要な し、 ブル ー 

ス、 バイ シュ ラ， -グ、 サバ チ H 1 等 許 多の 神學者 等に 今日まで 心 思を亂 されし 事 を悔ゐ ざる を 得ない- 

〇 家の 青年の 第二 十二 囘の 誕生日 を 祝した、 彼れ 今醫 科大學 生たり、 生理 を 究め、 生命に 關 する 深き 

眞理 を閱明 せんこと を 祈る。 


十一月 二十 二日 (土) 曇 午後に 至りて 晴る。 

く 所 あり、 甚だ 有益であった、 世界 は 改造され つ i 

で宜 ので ある、 破 壌 は キリス ト； 冉 臨の 前兆で ある、 

である、 汝等 H ホバを 讚め まつれで ある。 

十一月 二十 三日 (日) 晴 講演 會不 相變 盛會、 

十 11 に涉り 十誡 を 講じ 終って 大 なる 感謝であった。 

一九 一九 年 


田 村 直 臣君を 訪問し、 歐米 漫遊 中の 實 見に 就て M 

あるので はない、 破 壌され つ.^ ある、 而 して 夫れ 

人の 改造が 悉く 失敗に 終って 神の 改造が 始まる の 


十誡 第十條 「貪る 勿れ」 に 就て 講じた、 之で 先づ 

二 〇 五 
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十一月 二十四日 (月) 雨 終日 〔水に 在り 天文 箐を讀 んで樂 み a 休んだ、 最上の 快樂 である、 下界 

の 紛擾 を 忘れ、 ^萬 里 外に E 心 ひを馳 せ、 大 {.H 由の 構造と 運行と に 就て 學ぶ、 聖書に 神の^ 意 を 知り 天 

文に 祌の架 業 を 見る、 此 快樂此 歡樂、 何者か 之に 比ぶ ベ けんやで ある。 〇 朝洋丸 船長 山 桝儀巿 第二 囘 

太平洋 週航を 終り 桑 港より 歸 港す、 不相變 物的に 心的に 多くの 土產 あり 言 ひ盡 されぬ 感謝であった、 

太平洋 彼？ 化の 敎 友の 靈肉 共に 榮 ゆる を 聞いて 喜んだ、 余の 靈的 家挨は 世界に 散在し 彼等の 余に 對 して 

誠實 なる を 知つ て 己が 富と 幸福と を 深く 感ぜ ざ る を s£ な い 。 

十一月 二十 五日 (火) 晴 雨 漸く 霽る、 今年 も 亦 昨年 同様 十一月の 小春が 殆んど 全 滑れで ある、 

世界の 氣 候に 大變 動が あった やうに 見える。 雜誌 編輯 始まる、 惡くな い、 讀 書に 耽り、 自分に のみ 智 

つめこ  しょくし や、 r- おそれ  いゲ 

識を詰 込みて 智識の 食傷す る 虞が ある、 之 を 他人に 頒 つの 義務が ある、 編輯 は 智識 分配の 仕事と 見て 

辛ら くない。 雜誌發 行部數 目下の 所 正味 三千 四百 部で ある、 再臨 唱道 以來ー 千 二百 部の 增加 である、 

而 して 毎月 少づ 、の增 加が ある、 十 數年來 三千 部を现 想と して 進み 來り しも 今年 は 終に 其 理想 を 超過 

して 大 感謝で ある、 相 變らす 新聞紙に は 一 切廣吿 しない、 擴張は 一 切 之を讀 者の 紹介に  一 iH する、 而 

して：^^小數の千八百部ょり今日の三千四百部に達せしは全く祌と友人との援助に由るのでぁる、 余輩 

はた f 純 幅 昔を說 けば それで 余輩の 職分 は濟む ので ある、 餘事は 顧る に 及ばない、 神が 善き やう に 取 

极ひ給 ふ、 r 汝 (幅 音の) 道 を宣傳 ふべ し、 時 を 得る も 時 を 得ざる も勵 みて 之 を 務め、 各樣の 忍耐と 

敎錄を 以て 人 を督し 戒め 勸む べし」 と バウ n が 其 弟子 テモテ をぎ へし 言 は 一 字 一 句 余輩の 服 11 せんと 


欲する 者で ある。 

十一月 一一 十六 日 (水) 半晴 雜誌 編輯に 全日 を 費した 、井戸の 屋根 を 修繕した、 之に て 先 づ數十 

年来 X 布 望せ し 理想の 井戸が S 来て 嬉しかった、 人生 生命の 水を淸 うする に 勝 さる 大切な 事 はない、 井 

戶と 便所、 之を淸 潔に して 萬 事が 淸潔 である、 Cleanliness  is  next  to  Gcalhless  (淸 潔なる 事 は 神 

聖 なる 事の 次で ある) と 云 ふ、 實に 肉體に 於て 淸 潔なる は靈 魂に 於て 神聖なる を 助く る 事大で ある、 

衞 生と 信仰と は 離るべからざる 者で ある。 

十一月 二十 七日 (木) 晴 午後 一時より 縱屮野 長 尾 邸に 於て 東京 聖書 研究き 席 有志 婦人の 懇親 

畲が 催された、 屮^^者三十餘名、 誠に 惠 まれた る 喜ばしき 會 合であった、 余 も 藤 井と 共に 列席し、 羅 

馬 書 第 十六 章 初代 信者 間に 於け る；^ 人の 位地に 就て 話した、 五 時 閉會、 直に 芝 浦に 於て 催されし 柏木 

兄弟 團 有志 晚餐會 に 臨んだ、 舊友 5- 藤 一 隆 君の 我等の 群に 加 はる ありて 是 れ又樂 しき 會合 であった。 

此日 山形 縣の 奥山 吉治 君より 例年の 通り 林檎 園の 初穗ー 箱 を 送られ、 叉 桑 港 三 原 君より 味 t" 一 、パ ケッ 

トを 送らる、 東北の 林檎と 米 國の味 #5、 面白い 突 合で ある、 遠方の 敎 友の 愛の 貢に i ，る、 名譽此 上な 

しで ある。 

十 一 月 二十 八日 (金) 曇 改築の 書 齋出來 上り、 生れて 初めて 完全なる 書 齋を惠 まる、 愛する 書 
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籍は 本棚に 整列して 余と 相對 して； j§l 立す、 偸快此 上な しで ある、 余 は 長く 生きて 此 賜物 を 使用せ ねば 

ならぬ 事 を 感じた、 同時に 叉 余 をして 此惠 みに 與 からしめ し 諸 友人に 感謝す る。 

十一月 二十 九日 (土) 晴 忙 はしき 土曜日であった、 此 世の 細事に 携ら ざらん と 欲する も 能 はな 

い、 聖書 研究者が 牧師の 役目 を 勤めさ せらる、 は. む を 得ない 事で あらう。 

十 I 月 三十日 (日) 雨 講演 會不 相變 盛會、 長 門 秋 吉の本 間 俊 平 君 上京、 依て 君に 乞 ふて 一 場の 

勸 說を爲 して 貧った、 余 は 約翰俾 一章 十七 節、 羅馬書 七 章 七 節 以下、 加 拉太書 二 章 十九 節 以下 等に 由 

り 「律法と 幅 昔の 關係」 に 就て 講じた、 信仰 は 個人的に 心靈 的に 倫理的に 始まらねば ならぬ こと を 高 

to ち 

調した、 福音の 根 本義に 就て 述べて 濟んだ 後まで 氣 持が 好く あった。 

おも ひがけ 

十二月 一日 (月) 半晴 友人より 思掛 なき 寄附 あり たれば 市中に 行き 天文 書 二 冊と 双眼鏡 一個 を 

貿 求めた、 日暮 る、 や 否や 直に 天を舰 き、 先づ 第一 に ライラ (天 琴) 星座の ヴィ ガを现 きしに 其 側 

に 五 等 星 位の， 聯星 ある を 認め 非常に 嬉しかった、 是れ 有名なる ライラ H プシ II ン號 にして 聯 星の 各自 

が 復た聯 星で あるが 故に 實に 複聯 星で あるとの 事で ある、 是れ余 自身に 取りて は聯 星の 初めての 發見 

であって 言 盡 されぬ 歡 喜であった、 今より 後に シグ ナ ス ^|"の ベ ー タ號 ペル シ ウス 座の アル ゴ ー ルと順 

を逐 ふて 舰く つもりで ある、 冬の 夜の！^ き樂 しみで ある。 


十二月 二日 (火) 晴 朝 ral 時に 床 を 出て 星 を^いた、 春の 星なる 獅子座の レギュ ラス、 牧夫 座の 

ァ ー クチ ュ ラス、 處 女^の スパイ 力と 思 はる、 者が 見えて 樂 しかった。 〇 三 上お 仲 伯母さんの 訪問 を 

受けて 嬉しかった、 彼女 六十 一 一歳、 余の 骨肉の 長者と して 存る 唯の 一 人で ある、 小兒 時代の 友人で あ 

る、 相 逢 ふて 非常に 懷 しかった、 彼女 は {| 人に 「鑑 三」 の小兒 時代の 事 ども を 語って 得意であった、 

面 C い 者 は 人生で ある。 〇 或る 婦人より 左の 如き ハ ガキが 達した。 

「令 日の 御 話し もほんと によかった ネ ー、 こんなに 毎日 曜日に 私たちが 喜んで ゐ るの を 先生 は御存 

知 かしらん.」 「ほんと にネ ー」、 此れ は 今日 午後 歸路に 丸の 內の 講演 會で 見掛けた 婦人 逑の 間に 交 

はされ た會 話が 通りすがりに 私の 耳に 入った ので 御座います、 死んで からの 花輪より 生きて 居る う 

ちに 同情の 一 句で もと 云 ふの が 私の 持 前で 御^いま すので 一 寸筆を 取りました 云々。 

と、 はまこと に 花輪 以上の 贈 物で ある、 斯るァ ップ リシ H 1 シ ヨン (價值 承認) が あると 聞いて モ 

ット 行う と 云 ふ氣が 出る ので ある、 說敎は 知識の 傳播 でもなければ 精神の 傳達 でもない、 自己の 分 I ハ 

である、 他人の 爲に 自分の 靈魂を 注 出す 事で ある、 實は 斯んな 骨の 折れる 仕事 はない ので ある、 而し 

て 此疲勞 を 癒し 得る 者 は 神の 聖靈を 除いて 聽 者の アップ リシ ェ ー ショ ンの 外に 無い ので ある、 或 場合 

へ  ち. ら  * ゲ-し 

に は 「有難う」 の 一 言に 說敎師 の 疲れし 靈魂を 復活ら しむる 能力が あるので ある、 聽 者の 之を吝 まざ 

らん こと を 願 ふ。 

十二月 三日 (水) 曇 第二 同 三 村會を 我家に 於て 開いた、 田 村 君 は歐米 漫遊より 歸 つたば かり、 

故に 土産話 は盡 す、 不相變 君が 第一 の 喋り 役であった、 松 村 君 又 犬に 語り 余 は 主として 聞き役で あつ 
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た、 餘 りに 聲が 高い ので 近所の 者 は 家に 酒 盛が 始っ たかと 思 ふた さう である、 然し 三人 共に 正 氣を失 

つたので はない、 新 奮の 話が 餘 りに 面白い ので 醉 ふた やうに 聞え たので ある、 十一 時半に 始まり ra: 時 

まで 緩いた、 然し 話は盡 きなかった、 松村君が近代人に騙されし話を聞ぃて自分の實驗談を君.^^1ら聞 

くやう に 感じた、 實に 辜の 無い 大きな 小 供の 會 合であった、 ァハ ー ァハ ー と 四時 間 笑ひ續 けて 頤が解 

けさう であった 0 

十二月 四日 (木) 晴 理學 士大賀 ー郞大 連より 来り 二 年 振りに て相會 して 嬉しかった、 先づ 第一 

に 滿洲の 動植物、 農業、 山林、 漁業 等に 就て 大に敎 へらる & 所があった、 蒙古の 宗敎も 亦 談話の 面白 

い 材料であった、 彼れ 大賀は 奮い 角 害 十 二人組の 唯一 の レムナント (信仰的 淺存 者) である、 他の 理 

學士、 文 學士等 は 義く余 を 離れた が 彼れ 一人 残って 居る、 余に 取りて は 貴き 一人で ある、 而 して 彼れ 

一 人 を 得ん が 爲には 九十 九 人の 背信者 を 出しても 惜しく はない、 r 縱ひ師 は 一 萬 ありと も 父 は 多く あ 

る ことなし、 蓋 我れ キリス トイ H スに 在りて 幅 昔 を 以て 汝等を 生めり」 と あるが 如く、 弟子 は 多く あ 

り とも子 は尠 いの である、 信仰と 祈禱と 苦痛 を 以て 生みし 信仰の 子供 は 値 高き 眞珠 よりも 貴く ある。 

十二月 五日 (金) 晴 瑞西國 宣敎師 フン チケル 氏 夫婦の 訪問 を 受けた、 中 歐諸國 の 實狀を 聞いて 

戰 II- した、 リガの 市に 於て は と 猫 を 食ひ盡 し、 終に 赤子 を 食 ふに 至った と 云 ふ、 ァ ルサス. レ 

ンは獨 逸より 雜れ しと 雖も！ t 國に歸 還す る を 好ます 獨立 を計畫 しつ & あると 云 ひ、 獨 填の 或る 部分に 

於て は 戰爭の 結果と して 人民の 氣 質に 大 落 を 生じ、 白晝街 上に 强盜を 働ら き、 人の金 を 奪 ひて 後に 


殺す 者 さへ あると 云 ふ、 其他實 に名狀 すべから ざる 狀態 であると 云 ふ、 今年の 冬 は 寒氣と 食物 缺乏の 

故 を 以て 人 は蠅の 如くに 死す るな らんと 云 ふ、 而 して 休戰後 一 年の 今日 歐洲 をして 此狀 態に 於て 在ら 

しむる 其 罪 は 誰の 罪で ある 乎、 英國と 米國と は此雜 より 免 かる、 事が 出來る 乎、 實に 恐ろしき は歐米 

人で ある、 彼等が 敵 を 憎む の激 さは 到底 isi 細亞 人の 及ぶ 所でない、 而 して 此際 最も 幸福なる は 小なる 

瑞西國 である、 國 民に 絕對的 自由が 有る が 故に 獨佛伊 三國の 民が 結合して 一 國を 成す も內 に內亂 なく 

外に 戰爭 なき 狀 態に 於て 在る、 瑞西國 が擴大 せられて 全 歐洲と 成る 時に 眞 個の 平和 は歐洲 全土に 臨む 

であらう、 其 他宗 敎に 就き、 政治に 就き、 殖產に 就き 種々 と 談話 を 交へ て 別れた、 英米 宜敎師 は 時た 

ま 訪問す る 事 ある も説敎 依頼の 爲 にあら ざれば 自分の 奉す る敎 義を說 法す る爲 である、 フン チケル 君 

の 如くに 相互に 時々 純然た る 友誼 的 訪問 を 交換す る 官. 敎師は 他 に 求む る こ とが 出来な い、 凡の 宣敎師 

が 宣敎. 師 であ る 前 に先づ 友人 であったならば 嘸 かし 良く ある だら うと 思 ふ。 

十二月 六日 (土) 半晴 雜誌 校正 を 終る。 岩 野 泡 鳴 氏 主幹 雜誌 『日本 主義』 に 余の 愚鈍 を 嘲け る 

同氏の 斷片 語が 載って 居た、 誠に 恐 li の 至りで ある、 基督 敎會 より は 異端 偽善 又は 迷信 を W て 罵られ、 

日本 義者 等より は 愚鈍 非 國民を 以て 遣附ら る、 斯く內 外より 攻 立ら れては 溜った もので はない、 然 

し 或る 西洋人が 曾て 余 を 慰めて 吳れ たやう に YCU  will  survive  it  (君 は 其 攻撃に も堪 へ て 生き t- る 

であらう) である、 若し 他人の 攻撃が 余 を 殺し 得るならば 余は疾 くに 死んで 居るべき 害の 者で ある、 

然るに 今尙ほ 生きて 居る 所 を 見れば 此攻擊 にも 堪 へて 更に 長く 生き 殘る であらう、 余の 攻撃 者よ 健全 

なれで ある。 


十二月 七日 (日 一 晴 昨夜 大雨、 今朝に 至て 霽る、 又復 感謝の 聲を 揚げた、 午後の 集會、 普通 以 

上の^^であった、 屮田直 治 君に ユダヤ人に 就て 話して 貰った、 而 して ユダヤ人 傳 道の 爲に 喜捨 金 を 

募りし に 五 十七 圓を 得た れば之 を 中 田 君に 託して 在 倫 敦傳道 本部 に 送って 貰 ふこと にして 嬉しかった、 

余 は 「罪の 赦し」 に 就て 語った、 自身に 取り 滿 足なる 講演でなかった、 何やら 七 百 餘の聽 衆に 對 して 

^まなく 感じた、 余 は 唯 余の 最善 を 難して キリ ストの 十字架に 關し < ^の 信仰 上の 證明 を爲 したに 止ま 

る、 神が 此 憐れなる 努力 を 惠み給 はんこと を 祈る。 

十二月 八日 (月) 晴 不相變 疲勞の 月曜 曰 である、 說敎は 余 を 疲らせない、 是は大 なる 快樂 であ 

あや-二：'  i り もど 

る、 疲らす る 者は敎 友の 個人 問題で ある、 彼等の 內の或 者が 過誤に 陷る 時に 之 を取昃 さんと 努力して 

非常に 心 思を努 する ので ある、 然し 是れ亦 避け 難い 事で ある、 「我が n ん： よ、 汝 等の 內或ひ は 眞の道 

より 迷 へ る 者 あらんに 誰か 之 を 引 反さば、 此 人知るべし， 罪人 を 其 迷 へ る 道より 引 反す は 乃ち 其 靈魂を 

死より 救 ひ Hi つ 多くの" 钋を掩 ふこと を」 との 雅备書 末.； 1 早 末節の 言 を 思 出さ る を 得ない。 

十二月 九日 (火) 晴 靜 かなる 良き 一 曰であった、 引 綾き 利 未 記と 星擧の 研究 的 復習に 輿 味津々 

たる^が あった、 擧 んで而 して 時に 之 を 習 ふ亦樂 しからす やで ある。 夜に 至り 雲 晴れ、 冬 天の 星舰き 

莊嚴ー 一" -!: 語に 結せ りであった。 


十二月 十日 (水) 晴 寒氣强 し。 米 W ボストン 市 發行雜 誌 『ゥ H ルス プリング』 にハ ー トホ— ド 

神學校 時代の 同級生 ト マス • リツ チヤ ー ヅ 氏の 筆に 成る ru 本國の 靑年大 投手」 なる 短篇が 載つ 

て 居る の を 見た、 野球 戰士 としての 我家の 青年 を 米 國の讀 者に 紹介す ると 同時に 三十 四 年 前の 余の 學 

校 生活に 就き 彼の 囘想を 述べた 者で ある、 非常に 懐し く 感じた、 彼れ リツ チヤ ー ヅは 余に 深き 同情 を 

寄せて 吳れた 者の 一人であった、 文通 を斷っ こと 玆に 三十 年、 然も 彼れ 余 を 忘れざる のみなら す 余の 

其 後の 生涯の 徑路に 就て 知る こと 極めて 精確で あるのに 驚いた、 米 人 悉く 財 神の 奴隸に 非す である、 

其內に 少数な りと 雖も眞 正の クリスチャンが ある、 祈る 米 國に其 淸黨的 精神の 永久に 絶え ざらん 事 を。 

〇 此日 家の 靑年向 陵 野球 圑投 乎と して 北米 合 衆 阈戰鬪 艦 サウスダコタ 號 野球 團と 一 高 グラウンドに 戰 

ふ、 國際的 競技と して 大 なる 注意 を 喚んだ、 余 も 力瘤 を 人れ ざる を 得なかった、 米 固に 負けて はなら 

ぬ、 キット 勝つ と 云 ひて 彼 を 送り出した、 而 して 果せる 哉 二十 對ニ にて 大勝 利 を 博した、 米國 恐る、 

に 足らす である、 野球 戰ば かりで はない、 宗教に 於ても 同じで ある、 我等 は米國 宣敎師 以上の 事を爲 

す ことが 巾 Z 來る、 餘 りの 嬉し さに 書籍 代と して 金 若干 を 青年に 與 へて 彼の 戰功を 賞した。 

十二月 十一 日 (木) 晴 夜 近隣の 柏木 聖書 學院の 講堂に 於て ユダヤ人 問題 研究 講演 會を 開いた、 

市中より 來 りきす る 者 ra 百餘 人、 盛會 であった、 車 2 藤 井の 二 氏 並に ワイ ドナ ー 女史と 高 壇 を 共に し 

た、 余 は 哥林多 前書 十五 章 八 節 「月 足らぬ 者」 Kldl.oma なる 詞の 意味に 就て 語った、 此會合 は 昨年 

の 再臨 運動 の 繼續 とし て 見る ベ き 者で ある、 而し て 再臨 の 信仰に 對 する 攻 擊反對 の 激烈な るに 關 はら 

す 其の ハ仗々 廣く  0^ つ 深く 信ぜられつ、 ある ことが 此會 合に 由て 證明 された、 デモ クラシ ー、 改造 運動 


と、 此 世の 主張 は 次へ 次へ と變り 行く に對 して 神の 眞理の 年と 共に 移らざる ことが 證 明され て 倫 快で 

あった。 

十二月 十二 日 (金) 晴、 十二月 號雜 誌が 出來 た、 今年 も亦滯 りなく 十二 册の雜 誌 を 作る ことが 

出來て 感謝の 至りで ある、 何時まで 綾く ので あらう 乎、 多分 死ぬ 時まで 續 くので あらう、 或 ひ は 多分 

死んだ 後まで 績 くので あらう、 人 や 敎會に 依らす して 神に 依りて 起せし 事業 はすべ て 永久性 を帶 ぶる 

やうに 見える。 〇 此日 博士 J  -  A  • ザ イス 著 『利 未 isifi 義』 を讀み 了った、 余が 今年 讀 みし 書の 屮で 

最も ハ 化なる 者の 一 である、 利 未 記 は舊約 聖書の 屮心 である、 此 書が 解ら すして 聖書 は 解らない、 靑 

年 時代に 有名なる 博士 フ ，1 ャべ ー ン著 『预表 論』 を讀 みし 以來利 未 記に 關す 註解 書を讀 みし こと は 

之で 第 四 W である、 やはり 『預表 論』 に 及ぶ 者 はない と 思 ふ、 然し ザ イスの 註解 は 其 次ぎで ある、 深 

い 興味 多き 研究で ある。 

十二月 十三 日 (土) 雨 初雪 を 見る、 靜 かなる 書齋の 一日であった。 

十二月 十四日 (日) 晴 引 綾き 好き 安息日であった、 曰 研究 會の聽 衆前囘 よりも 少く、 五 百 人 

餘 りであった、 11 し 余 自身に 取りて は前囘 よりも 遙に擾 りたる 講演 を爲 したる 積り である、 哥林多 前 

書 一章 三十 節の 說明は 余の 「お 箱」 とも 稱 すべき 者、 之 を 講じて 今日まで 未だ 曾て 一 囘 も不滿 足を感 

じたる 事がない、 救のへ；^ は 神の 側に 在りて は 義と聖 と 噴、 人の 側に 在りて は 信、 福 昔の 異理は それで 


盡 きて 居る ので ある、 F  .  H ドヮ ー ヅの 註解 書 は 新ら しき 光明 を 余に 與 へた。 

十二月 十五 日 (月) 曇 良き 休息の 月曜 曰であった、 聖書と 星の 事に 就て 擧び 且つ 考へ、 平和の 

一 日 を 過した。 新聞紙 を 一； S むの 與味を 全然 失った、 毎日 唯 目を通う すまで，^ あって、 五分 以上 を其爲 

そ は  しほ..？.  .f-if, りな 

に 費す の 必要 を 感じない、 「蓋 見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 限 無ければ 也」 である、 

此 42! の 事に 就て 聞く は 泡の 事に 就て 聞く と 同じで ある、 今 成った と 思へば 直ぐに 消 ゆるので ある、 大 

臣も 監督 も、 政府 も 敎會も 皆 同じで ある、 祌の 聖書と 其 造化、 是れ のみが 永久 的で ある、 是れ さへ 學 

ベば 他の 事 は 知らす とも 可い、 幸福なる 歲の暮 たる 哉。 

十二月 十六 日 (火) 半晴 黄道十二宮の 歷 史的 研究に 多大の 興味 を 感じた、 夜空 晴れ、 小 熊 七星 

の 位地 を定 むる ことが 出来て 嬉しかった。 〇 法 擧士岩 永裕吉 夫婦の 訪問が あり、 彼より 彼が 近頃 實見 

せし 戰 後の 獨 逸の 狀？^ を 聞いて 戰慄 した、 軍閥 政治の 恐ろしき 事 を令更 ながらに 感じた、 此際獨 逸が 

一 たび 倒れし 事の^ 界 人類に 取り 大幸 幅で ありし 事 を 認めざる を 得ない、 歐洲諸 民族に 對し 深き 同情 

なき 能 はすで ある。 

十二月 十七 日 (水) 晴 近頃に 至り 「先生のお 額な りと 拜 見せん と 欲して 參上 致しました」 と 言 

ひて 余 を 訪問す る 者が 折々 ある、 余は斯 かる 人 等に 告げて 言 ふ 「余 は 他人に 見せる 爲の額 を 有たない、 

叉 君 等 は 人の 顏を 見た とて 何の 益に もなら ない、 神 を 信じ キリスト を 仰げば、 それで 人の 額 を 見る 必 


H 々の 生； S  ニー  六 

要は 全然 無くなる ので ある」 と、 日本 國に 未だ 人物 崇拜が 絶えない、 甚だ 歎すべき 事で ある、 余の 如 

き 詰ない 者の 額 を 見て まで も 多少 其 心に 慰安 を 求ん とする 其 人 等の 憐れ さよ、 余 は 彼等 を歸 して 後に 

彼等の 爲に 祈る 事が S 々である。 

十二月 十八 日 (木) 晴 終日 書齋に 在りて 勉强。 東京 聖書 研究 會 出席者の クリスマス 獻金處 分の 

事に 付き 相談 せん 爲に高 輪^ 藤 一隆 を訪 ひ、 之 を 端 西に 送り 彼國の 同志に 託し、 中 歐諸國 窮民 救助の 

资に當 つる 事に 決した、 額 は 少なり と雖も 人類 的 同情 を 表する 爲に之 を 使用し 得る は大 なる 特權 であ 

り又歡 喜で ある、 ^界 何れの 所に 在る もす ベ て 苦しむ 者 は 我 兄弟で あり 又 姉妹で ある。 

十二月 十九 日 (金) 晴 小石 川上 富 坂 町に 瑞西 宜敎師 フン チケル 氏 を訪ひ 寄附 金 送達の 事 を 依頼 

した、 微_ 少なり と雖 も！； 際 的 慈善 を爲 すの 如何に 樂 しき 哉。 

十二月 二十日 (土) 晴 午後 今 井 IS 聖書！ II 堂に 於て 東京 聖書 講 故會 出席 it 人の 接待 懇親^ を 開い 

た、 來り會 する 者 五十人 餘り、 女子高 等 師範 女子大 學 等の 女 學生 多数 を 占め、 外に 橫濱 埼玉縣 等より 

參會 せし 姉妹 もあった、 ホフ マンの 名畫 「小 兒 キリスト」 の 解釋、 蓄昔 器の 奏樂等 あり、 寬 いだる 至 

て樂 しき 會 合であった、 其の 來會 者に 如 3： なる 感 覺を與 へし 乎 は 其^の 一人なる サ术姊 妹より 達せし 左 

の 書面に 由ても 判明る。 

始めて おくつろぎ にたった 先生 並に 御 〔I 庭 をお 見上げ 巾 上まして 3： となく 胸の 輕 やか さを覺 えまし 


た、 いつも 今少し 自分自身の 信仰 を ハ ッ キリ させてから 個人と して 先生に お 目に か、 らうと 存じて 

吾り ました なれ ど 先生の 尊嚴を 傷つけ る やうに 存じられ ますので、 でも 思いきって 今日う かが つ て 

宜 t うご ざいました、 自分に 對 する 或 負 倩を果 したやう に 感ぜられ ますので、 これから 尙 厚かまし 

く參 上しまして 御 敎を願 ひたいと 存じて 居ります。 

此 書面 を 讀んで ベル は.、 ハ ル ナバ と バウ 口が ルス テラの 人 等に 吿 げしゃう に 一一 In ひたくなる 「我 も亦汝 等と 

同じ 情 を 有つ 所の 人な り」 と (行 傅 十 ral の 十五)、 余に 勿論 寬嚴 の兩 面が ある、 萬现 のた め キリスト 

の 一？. W 昔 の爲に 立つ 時に 余は嚴 なら ざ る を 得ない、 然し 父 と し 夫 とし 友人と し て は 余 は大に 甚だ 寬な る 

積り である、 キリス 卜の 幅 昔 を 身に 實行 せんと 欲して 此等兩 面の ある は 免れ 難い ことで ある。 

十二月 二十 一 日 (.日) 曇 午後の 講愤會 不相變 盛き、 來會者 五 百餘、 「余 はべ ッレ ヘムの 星」 に 

就て 講じた、 天文 學 的に、 歷 史的に、 人 ® 的に 論じて 面白い 題目で ある、 會後階 ドの中 講堂に 於て 有 

志の クリス マ ス晚餐 きを 他した、 食 を 共に せし 者 百 五十 餘人、 感話 あり 祈禱 ありて 愛情に 溢れた る會 

合であった、 §A 書 研究 & 員の クリス マスと して I 取 も 和 M しきものであった。 

十二月 二十 二日 (月) 晴 疲れた、 終日 家に 在りて 休んだ、 天文 書 を讀み 少しく 星を观 きし 外に 

何にも 爲 さなかった、 架誕 節の 基督 敎の 敎師は 多忙なる ものである、 故に 疲勞は 免れない、 各地の 友 

人より 書面と 土地の 物産と を 送り 來る、 臺所は 物 を 以て、 机 は 書面 を 以て 埋る、 相 變らす 感謝の クリ 

ス マスで ある。 


十二月 二十 三日 (火) 晴 新聞紙 は H 本 メゾヂ スト 敎會前 監督 祌舉 博士 平 岩 5^ 保 君が 敎會を 去つ 

て獨立 道に 從^ せらる.^ を 報す、 同 君が 小崎老 牧師と 共に 東京の 譜敎會 を 代表して 余 を靑年 會の講 

壇より 逐 はれし は 昨；： Z の 事であった、 然るに 其 敎會の 第鎭が 今日は 敎會を 放れて 獨立傅 道-に せら 

る k と 聞き 余 は 不思議の 感に打 たれざる を 得ない、 然し 過去 は 過去で ある、 余 は 神が 平-〕 ん. ハ. に，：： K 心 

に 祝福 を 垂れ 給 はんこと を 祈る。 〇 午後 芝 聖坂普 速 土女學 校に 招かれ 其 クリス マス 祝 貿會に 於て 演說 

した、 友會と 余と は 關係淺 からす、 玆 に又此 友情 交換 を 見る、 喜ぶべき 哉。 

十二月 二十四日 (水) 晴 全國に 散在す る 多数の 敎友は 種々 の 方法 を 以て 此 佳節 を 祝して 吳れ る、 

此顷は 毎日 謝 禮のゃ 紙 書きで 多忙で ある、 キリストの 福音 を說 くの 幸； i は クリス マ ス 到る 毎に 痛切に 

感ぜられる、 或る 匿名 婦人の 書面に 曰く 「私に は 恩人が 澤山 御座 候へ ども 『聖書 之 研究』 誌に まさる 

御 恩人 は 御座な く 候、 一年 毎に 眞の 生の 目 あて を あきらかに、 且 よろこびに 導き 給 ふ 先生の 御 勞に射 

し クリス マス を迎 ふるに 際し 深く/ \ 御 t- 巾 上 奉り 候 …… 此 金子 聖き業 によりて 與へ. られ しもの、 誠 

にい さ、 かに 候へ ども 主の 御前に 捧げ まつり 候、 主よ々 々うけいれ 給 ヘア ー メン」 と、 又 和歌 山縣の 

或る 讀 者よりの 書翰に 曰く 「小生 も 求道して より 玆に 十八 年、 終りまで 忍ぶ 者 は 救 はるべし との 聖言 

により 細き 信仰と 靜 かなる 田 舍の述 送 業 店員の 生活 を 綾け 居り. E. 候、 目下 當地は 蜜柑 出盛 期と て 繁忙 

中に 御座 候、 余の 信仰 をして 今日までと いはす 又 明日 も 先生の 研究 誌に よりまして 忙中 快 を 得 巾 候、 

聊か 微意 を 表した く、 玆に 蜜柑 小箱 S 倘也 進呈 致し 候 問 御 笑納 被 下 度 候」 と、 斯 かる 主の 小さき 者 等 


に 慰安の 水 一 杯づ、 なりと 給す る 事が 出來て 余の 滿足此 上な しで ある。 〇 夜 柏木 兄弟 團の クリス マ ス 

晚餐會 が 催された、 參會者 女 四十 六 名、 信仰的 意義 を 離れざる 樂 しき會 合であった。 

十二月 二十 五日 (木) 晴 昨夜 强雨， 朝に 至て 晴る、 暖き 好き クリスマスであった、 友人の 訪問 

引き も 切らす 誠に 樂 しき クリス マ ス である。 

十二月 二十 六日 (金) 晴 引績き 遠近の 友人と 愛の 交換に て 多忙で ある、 余が 受 くる 者 は 品々 で 

あって 余が 與 ふる 者 は 唯 余の 著書の みで ある、 鯛 を 貰って 海老 を返禮 する やうに 感 する、 然し 止む を 

得ない、 余に は 之れ 以外の もの はない ので ある。 〇此 日 聖書 は 馬 太 傳第八 章と 九 章と を 研究した、 星 

は 觫 座の 主なる 者 を 見定めた、 今や 有名なる 奇跡 星 ォミク £1 ン號は 肉眼 を 以て 見る ことが 出来ない。 

十二月 二十 七日 (土) 曇 今 井 館に 於て 東京 研究 會 出席者 中の 舉生 並に 勞働者 を 招いて 親睦 

會を 開いた、 來り會 する 者 四十 人、 前 土曜日の 婦人 招待 會に勝 さる 有益なる 會 合であった、 來會者 各 

自の 感想に 輿 味津々 たる 者が あった、 余は斯 くも 誠實 なる 青年が 日曜日 毎に 余の 講演 を聽 きつ k あり 

たりと は 今日まで 知らなかった、 殊に 驚いた の は 彼等の 間に 基督 再臨の 信仰の 熾ん なる 事で ある、 信 

仰に 於て、 勇氣に 於て、 叉 智識 欲の 狂ん なる 事に 於て、 余 は 未だ 曾て 斯る靑 年の ー團に 接した る 事 は 

ない、 喜びの 除り 立 どころ に 柏木 靑年會 の 成立 を 提議せ しに 滿場 一致に て 之 を 可決した、 東京 聖書 硏 


究會 の將來 に希& や： 滿々 たる 者が ある、 感謝々々。 

十二月 二十 八日 (£n) 雨 市中 講演 會を 休む、 午後 横濱に 到り 同志の 會 合に 臨み、 羅馬章 十二 章 

十二 節 r§K みて 喜び」 の 一 句に 就て 講じた、 來會者 三十 餘名 あり、 今年 最終の 安息日と して 亦樂 しき 

日であった、 十 時 柏木に 歸 つた、 余の 安息日 は 年の 始めより 終りまで 悉く 勤勞的 安息日で ある、 如斯 

にして 一 生 を 終る ので あらう。 

十二月 二十 九日 (月) 晴 多忙な りし クリスマス 週間 を 終りて 少しく 寬 いだ、 慕 はしき は 書齋に 

於け る靜 かなる 讀書 の 時 である。 〇 夜 また 友人の 家に 招かれて 夕飯の 饗 應に與 つた。 會食 また 會食 

である、 欧洲に 在りて は 食物 不足の ために 幾る.^ 者 夥 しき 此 時に 方り て 勿 體 なき ことで ある。 

十二月 三十日 (火) 晴 フン チカ ー 氏 を訪ひ 吾等の 少しば かりの 同情 金 を 託し 歐洲 への 傳達を 依 

賴 した、 金 g: 百 11 を^ たれば 之に 左の 覺書 を附 して 同氏に 渡した。 

In  Jesus*  Name,  — Ho  sulferers  in  Hul.o】x3,  — Tllroug.h  (ml-  swls-s  friends,  — Fl.cm  Jilp;l- 

nese  Cliristians  .\VIlo  attend  tlie  wiljle-class こ f IVIr.  Kaiizo  ucllinuu.a  in  Tckic,  Ji,ll>au,  l-Tlle 

Sum  cf  Four  H ョ Kll さ 1 Yen. (ィ H スの聖 名に 託り て …… 欧洲に 於け る戰 爭摇災 者へ ••••： 瑞 に 

於け る 吾等の 友人 を經て …… 日本 東京に 於け る 內村鑑 三 氏の 聖書 講演 會に 出席す る 日本の 基督 信者 

より  金 rakn 圓) 


之 て 受取りし フ ンチ ケル氏 夫婦の 喜び は 非常であった。 吾等 今日まで 常に 歐米 人より 援助 を 受け 來り 

し 者、 此際 彼等に 幾分の 報恩 を 爲すは 最も 適當 なる 事で ある、 吾等の 此 同情の 幾分な りと も 彼等の 苦 

患 を 除く に 至らん こと を 祈る。 

十二月 三十 一日 (水) 晴 靜 なる 好き 大晦日で ある、 愛の 外に 何人に も 何の 負 ふ 所な く、 すべ 

て 必需 物 は 充分に 與 へられて 平穏に 此年を 送る を 得て 感謝に 堪 へない 「 我が 生涯の 始めに 苦しみ 多 

かりし に 代へ て 終りに 近づく に隨 ひて 幸 多き は 何たる 恩 惠ぞ。 此 日米 國醫學 博士 バ ー より 達り 來 りし 

* ン C  —クス a ヒャ 

沙 翁 全集の 中より 余が 青年時代に 諳誦せ し 部分 を 家の 青年に 讀み 聞かせて 今更ら ながらに 大 劇作家 

の 絶大の 天才 を 嘆賞した、 架 書と 沙翁 全集 此の 二 冊 ありて 書籍 は 充分で ある、 之に 天然 科學を 加へ て 

人間の 學 ぶべき すべてが 供給 せらる、 其 他の 折 〔學、 社 會學、 神 學等は 讀んで (鈦 なく、 反て 身と 靈とを 

滅す の， 虞が あ る 。 〇 午後 基督教 書類 會社 へ 行き、 ー ゼ ラム 著 「詩篇 研究」 と ブ リン ガ ー 著 「約 百 記 

改譯」 と を 買 ふた、 新年の 好き 讀物 である、 〔"^に 歸り三 谷 姉弟 ひ訪？ ^を 受けた、 氣持 好き 姉と 弟と で 

ある、 夜に 入りて 青年と 共に 蓄昔器 を 以て バドリ ュ ー スキ ー、 クライス レル 等の 大音樂 を 聞いた、 最 

後に フハ ラ ー 嬢の Abide  with  me  (日 くれて ra 方 はくらく) を 聞いて それ を 我が 祈禱 として 此恩惠 

溢る、 一年 を 送った、 大々 的 勝利の 一年であった、 大々 的 感謝の 一年であった、 ハレルヤ II： 


s 々の 生涯  ニニ 二 


一 九 二 〇 年 (大正 九 年) 

一月 一日 (木) 好晴 心地好き 元日で ある、 先づ 第一に ロザラム 著 「詩篇 研究」 に 依り 詩の 第 十 

九篇を 研究した、 緩いて ブリン ガ ー の 著書に 由り て 約 百 記 最後の 言の 意味 を 探った、 氣持 好き は 主の 

W 臨 を 信す る 聖書 學者 達の 人生 觀 である、 シ H 1 クス ビヤ を產 せし 英國に 穏健なる 聖書 學 者が 居る、 

彼等に 由て 敎 へられて 吾等 は 誤らない、 彼等と 信仰 を 共に して 聖書 智識 を 我 同胞に 供 せんとす る 余の 

.  ャ. ？、  *-i が  おの  き  みち ち ふみ 

.1^^ は 幸 多き 哉！ 或る 舊き 友人よりの 年賀 はがきに 「直なる も 曲る も 己が 心 かな、 ふみ 來し 道の 跡 見 

返れば」 との 一首 を 書 加 へられ たれば、 余 は 返歌と して 左の 二 首 を 彼に 書 送った 

喜び も 悲しみ もみな 惠 かな、 

ふみ 来し 道の 跡 見返れば。 

我が 前に 置かれし 榮 え 望み つ V、 

ふみ 來し道 を 見返り もせす。 

余の 信仰 は内贫 でもなければ 改悔 でもない、 唯 感謝と 希望と である。 

一月 二日 (金) 晴 朝 約 百 記 を讀み 非常に 感じた、 遠から すして 之 を 丸 之內に 於て 講ぜん との 欲 


を ました、 實に *1 界最舊 の 書であって 同時に 最大の 書で ある、 沙翁 劇な どの 到底 及ぶ 所に あらす であ 

る。 手元に 達せし 多くの 年賀 狀の內 に本宮 銀行 頭取 原瀨 半次郞 よりの 左の ものが 最も 氣に 人った、 彼 

の 言 は 最も 善く 『研究』 讀 者の 意 を 一一 一一 n 表 はした る 者で あらう、 

謹啓 兹に叉 千 九 百 二十 年の 新なる 日 を迎へ 候、 世 は 新 思想と やら、 デモ クラシ ー とやら、 改造と 

やら、 或は 彼處に ストライキ あり、 此處に は 怠業 あり、 卑怯なる 物慾の 戰爭は 武器の 戰爭に 代りて 

不相 變戰举 最中、 眞に 同情に 不堪 次第に 御座 候、 此 間に ありて 我等の み 絕對の 平和 を 感得して 心裡 

常に 舂光滿 ち、 深淵 波靜 に、 齢 益々 多くして 身心 更に 若く、 聖所 日に 近づきて 歡 喜と 感謝の 絶へ ざ 

る 事 誠に 恩惠の 極みと 存候、 四十 五 歳の 靑年遙 かに 六十 歳の 幼 先生の 祝 幅 を 祈り 候、 敬具。 千 九 百 

一 一十 年 一月 一日、 原瀨半 次郞、 内 村 先生 机下 

然り、 然り、 彼れ 頭取 は靑 年で あり 余 は 幼 先生で ある、 我等 長く 此 世に 生きて 共に 働き 且つ 闘う であ 

らう。 

I 月 三日 (土) 晴 靜 かなる 好き 一 日であった、 手紙 書きと 聖書 研究に 全日 を 費した、 年賀 狀は 

^ほ來 りつ、 ある、 其內に 無窓義 なる 「謹賀新年」 多數を 占め、 又 稀れ に 甚だ 滑稽なる 者 あり、 而し 

て 叉 少数の 眞 情に 溢る- - 者が ある、 岡 山 縣眞庭 郡 川 東 村々 長 小 松鐵ー 郞 君の それの 如き は眞に 有意義 

の 新年 獎勵 である。 

謹奉貿 新年 平素の 御 疎 情を拜 謝し 併せて 吉報 を 呈上 致 候、 卽ち當 地 所轄 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 氏 

驶て 先生の 著書 を讀み 居りし に舊臉 先生の 舊著 『求 安錄』 を 一 讀、 非常の 感に打 たれ、 內部 一 變、 


M:  .!_! の 生 ニニ  K 

平和と 歡 喜に 充 たされ 官職 を辭し 此の 喜び を傳へ 度し とまで 申出 さる、 に 至りし 事に 候、 先生の 舊 

き 著書が 今日 猶潑淛 たる 生命 を 11 らし、 人の 肺腑に 基督の 光と 力と 平和と 喜びと を傳 ふるの 不思議 

を 實見嘆 服 仕 候 (辭 職の 件 は 思 止まり 靜に 主の 聖 前に 祈り 居られ 候) 

是は 余に 取り 確に 有難い 吉報で ある、 說 くべき 者 は キリストの 十字架の， 幅 昔で ある、 其效 力の 盡 くる 

時 は 無い、 今で なければ 百年 二百 年の 後に 至りて 人 を 救 ふて 止まない、 余 は 勿論 今年 も 亦引續 いて 此 

福 昔 を說く 積り である、 時 を 得る も 時 を 得ざる も。 

I 月 四日 (日) 晴 今年 第一 日曜日で ある、 第一 囘の 聖書 講演 會を 例の 通り 丸之內 私立 衞生 會大 

講 堂に 於て 開いた、 會 衆い つもより 少く、 四百 人餘 であった、 旅行者と 歸省 者の 多 かりし 爲 であらう、 

然し 默金 はいつ もより 多く、 八十 ニ圓 あった、 牧師 吉岡 弘毅君 七十 四 歳の 老齢 を 重ねて 年長者と して 

會 衆に 一 一一 目の 勸辭を 述べて 吳れ た、 一 同大に 感奮す る 所があった、 鑌 いて 余 は 徂以现 書 研究 準備と し 

て 詩篇 第 八篇を 講じた、 祌は其 榮光を 天に 置き 給 ひて 嬰兒^ 呑兒の 口により 力の 基 を 築き 給へ りと 云 

ふ 絡 大の對 照に 就て 述べて 自分な がらに 非常に 滅 持が 好く あった。 

一 月 五日 (月) 晴 仕事 始め を爲 した、 藤 井と 共に 一 月號雜 誌の 校正 を爲 した、 今年 も 亦 校正 を 

以て 始め 校正 を 以て 終る ので あらう、 校正： k 時まで も 恐るべし である、 後は來 客に 接し 手紙 を 書いた、 

何百 通と 云 ふ 年賀 狀に對 して 一 々返辭 を 書く こと は 出来ない、 寓々 4J む を 得ざる 者に 對 しての み 書き 

餘は赦 して 貰った。 


I 月 六日 (火) 曇 少しく 打れ た、 然し 風邪で はない、 腹痛で ある、 クリス マス 以來會 食 連檨の 

結果で あらう、 寢窒に 籠り 完全なる 休養 を 得た、 痛み 去りて 後に ゥェ ッブの 望遠鏡 使用に 關 する 注意 

を 讀んで 有益であった、 聖書と 星、 眞に樂 しい 正月で ある、 床の 中に 在りて まで も 永遠の 天國と 無限 

の 宇宙に 就て 思 ふ、 新聞紙 は 馬鹿 氣 切つ て 讀む氣 に 成らない。 

I 月 七日 (水) 半晴 腹痛 未だ 全く 癒えす ぎ 縫に 籠りて 讀 書した、 但以理 書 講演の 準備と して 古 

きバビ n 一一  ャ史の 復習 を爲 した、 早い 頃讀 みし セ イス、 リン ソン、 ブ ッジ、 ルノ ー モン 等の 著書 

が 今に 至て 用を爲 すかと 思へば 嬉しい 事で ある、 爲 すべ き 事 は 青年時代に 於け る讀書 である。 

I 月 八日 (木) 晴 腹部 大抵 本復、 然し 大事 を 取り 家に 留まり 讀 書と 来客 接待に 從 事した C 夜空 

晴れ 南方の 水平線に 近く 鳳凰 星座の アルファ 猇を見 留めた、 其 下に カパ號 あり、 其 上に 彫刻師 座の 六 

等 星 一 個が ある、 一 夜に 一 星 づ&观 き 之に 全 注意 を拂 ふの 得策なる を覺 つた。 

一月 九日 (金) 晴 雜 誌の 校正 待て ども 来らす、 依て 自身 秀英舍 工場に 行き 校了して 歸 つた、 『研 

究』 誌を發 行して より 玆に滿 二十 年、 今に 猶ほ秀 英舍通 ひが 止められな いと は 困った ものである、 然 

し キリストの 幅 音の 爲 であると 思へば 少しも 辛くない、 歸途牛 込敎會 牧師 田 島 進 君 を 訪問し、 祌學と 

敎會 とに 就て 種々 の 事 を 聞いた。 此 夜べ ルセ ウス 座の 複 重星 ゼ ー タ號と 鳳凰座の ベ ー タ 號とガ マ號、 


外に H リダ ヌス 座の 主なる 三等星 七 個を观 いた、 近頃に ない 獲物であった。 

一月 十日 (土) 晴 靜 かなる 春の やうなる 日であった、 大 なる 與 味 を 以て 士爵 K  • アン ダ —ソン 

の 但以理 書 論 を 請んだ、 玆に亦 信仰 上 並に 擧問 上の 大 問題が ある。 新聞紙 は 伯爵 芳川顯 正 氏の 死去 を 

報す、 们は 敎有勒 語 發布當 時の 文部大臣 として 伯の 生涯 は 余の それと 關係 なき 者で はない、 余の 主張 

をが 

は 勅語 は 謹で 守るべき 者であって 拜 むべき 者で はない と 云 ふに あった、 然し 日本 國民は 余の 此 主張に 

少しも 耳 を藉 すして 余 をた k き 伏せて 了った、 然し 余の 主張に も 幾分 かの 眞理 はあった と 思 ふ、 若し 

日本 國 民が 敎育勒 語を實 行す るに 方て： 之 を崇拜 する だけ 熱心であった ならば、 彼等 は 今日の 如き 道德 

的 泥亂狀 態に 陷ゐら なかった であらう、 然し 事 は旣に 過去の 歷史と 化した、 今後 は 芳川伯 も 余と 同じ 

く 神の 裁判 を 受けなければ ならない、 其 時 伯の 正 二位 勳 一等 は 何の 用 をも爲 さない ので ある、 n た 

び 死ぬ る 事と 死して 審判 を受 くる 事と は 人に 定まれる 事な り」 と ある、 我等 何人と 雖も 其大扉 判の 時 

に義 とせら る、 を 得ば 此 世の 毀譽 褒貶 は 少しも 顧る に 足りない ので ある。 

I 月 十 I 日 (日) 晴 午後の 集 會又復 盛會、 階上 階下に 空 椅子 は かった、 き 衆 五 百より 多く、 

六 百に は 不足した であらう と 思 はれる、 此 日より 舊約 伹以理 書の 講義 を 始めた、 而 して 序言と 第一章 

を 講じた、 自分な がらに 非常に 面白かった、 エルウィン、 アマ スト 時代に 於て 讀み 且つ 學 びし 事 ども 

が 人 マロ Iffl を爲 したので ある、 ジョ ー ジ. 口— リン ソン 著 『太古 七 大帝 國史』 同 『古代 宗 敎史』 ルノ ー 

モ ン著 『カル ヂャの 魔術』 カウル ス著 『以西 結 書 竝に但 以理書 註譯』 …… 是 等の 書類が 今日 此時用 を 


爲さ うと は 夢にも 思はなかった、 豫め八 r 曰 ある を 知り 給 ひて 余 をして n.^ き頃斯 かる 研究 を爲し 置かし 

め 給 ひし 祌に 感謝せ ざる を ない。 

一月 十二 日 (月) 曇 るつ子の 聖化 日で ある、 午後 主婦と 相携 へて 雜司ケ 谷に 「再た 會ふ 日まで」 

の 碑 を 見舞 ふた、 彼女 去りて 玆に全 九 年、 毎日 彼女 を 想 出さざる 日と て はない、 而 して 如何 見ても 彼 

女の 去りし こと は 最も 善き 事であった、 彼女 は 余 を 通う して 大 なる 傳 道を爲 しつ k ある、 自分の 子 を 

失った ことのない 者 は 幾ら 神擧書 を讀ん でも キリストの- 冉臨は 解らない と 思 ふ、 神 は 余 をして 高價な 

る 授業料 を拂 はしめ 給 ひて 此大 なる 眞理を 余に 示し 給 ふたので あると 信す る。 

I 月 十三 日 (火) 晴 南風 强し、 一 月 號雜誌 出来、 發送 す、 年末 年始に 際し 諸事 取込み、 萬 事 粗 

雜に 流れ 易し、 此號 印刷に 間違 あり、 內容叉 面白から す、 讀 者に 對し濟 ざる 感 がする、 伍し 休刊す る 

に 勝る と 信す る、 主が 此 不完全なる 產物を 特に 惠み給 はん 事 を 祈る、 一月 號 三千 六 百 部 印刷、 祖し發 

行以 來記錄 破りの 部數 である。 

一 月 十四日 (水) 晴 夜 今 井 館に 於て 祈 禱會を 催した、 來會者 二十 名。 

一月 十五 日 (木) 晴 晴天 打續き 夜の 星舰き 興味 多し、 旣に 東天に 現 はれし 獅子座の 主なる 星の 

地位 を：： 3- .: えめん として 努力した、 其他舊 稿の 訂正、 舊 著の 重版 等に 全日 を 費した。 

一九二 〇 年  ニニ 七 
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一 月 十六 日 (金) 晴 天氣 1™ 朗、 春の 口の 如し、 朝獨り 郊外に 散歩し、 椋樹の 枝 高く 小禽の 戯れ 

る を r3n」 樂ん だ、 新 問 紙 は 社 會に幾 個の 重大問題の 起り つ、 ある を 報す る、 然し 乍ら 聖書の 預言に 照 

らして： &れ 必然 起るべき 事なる を 知りて 輕く視 る 事が 屮 I 來て祌 に 感謝す る、 神 を 離れし 民 等が 如何な 

る 危險 思想 を懷 きた れ ばと て敢て 怪しむ に 足りない、 此際 クリスチャンの 爲 すべき 事 は 只 熱心に 主 の 

！ i 昔を唱 ふる 事で ある。 

一 月 十七 日 (土) 晴 塞氣强 し、 札幌 時代の 111; 級 同室の 友理舉 博士 宫部金 吾 君歐米 漫遊より 歸り、 

彼の 訪問 を 受け 種々 の 事 を 聞かして 貰 ひ 大に敎 へられた。 

1 月 十八 日 (日) 晴 先づ 朝早く 起て 弦月と 金星と が曉 天に 輝く を 見た、 實に 瑶璃の 板に 金剛石 

二 筒 を， 鍵め たやう であった、 之 を 電氣燈 に比べて 見て 天と地との 相違が あった、 余 は 家人に 示して 云 

ふた、 彼なる は 天の 光り、 是 なる は 地の 光りで ある、 神の 眞理と 人の 學說 との 相違 は曉 天の 金星と 巿 

街 を 照らす 電^との 相違で あると、 我等 翌日 を迎 へて 先づ 第一 に此 貴き 敎訓 に與 りて 感謝した。 晝貪 

をした、 め、 例の 通り 講演 會に 行いた、 來會者 堂に 充ち六 百 人 以上あった らしく ある、 余 は 前 囘に引 

核き 但以理 第一 一章 を 講じた、 バ ビ a ン 文明に 就て 語り、 ダ -ー H ル 第一 の 預言 を 解す る爲の 準備 講浪を 

KT した、 除り 熟した る 講演ではなかった、 然し. む を？. £ ない、 說敎會 ではない、 聖書 硏究會 である、 

研究 的 態度 を 以て 之に 臨まざる 者 をば 斯 かる 乾燥無味に 近き 講演 を 以て 展々 篩 ひ 落す の 必要が ある、 


余 自身に 取りて は不滿 足なる 講演ではなかった。 

一 月 十九 日 (月) 半晴 朝 五 時に 起き 東 犬を& 玉み しに 月 は 未だ 昇ら ざり しも 金星 は 蝎座の 諸 星の 

一 聯に 絡まれて 美しかった、 此 座の 主星ァ ン タレ スの 黄玉に 對 して 金星の 金剛石 は 冬 天の 雙 玉と 稱す 

べきで あらう、 斯の 如くに して 始まりし 此 月曜日 は 良き 休日であった。 

一月 二十日 (火) 晴 暖き 日で ある、 昨朝 同然 早く 起き 蝎座 諸 星の 觀察を 緩け た、 天粹 座、 蛇 遣 

座の 諸 星と 相對 して 兌て 美觀譬 ふるに 物な しで ある、 獨り束 犬 を 望んで 暫 らく 嘆美の 聲を 禁じ 得 な か 

つた、 解放、 世界 改造 等 を 叫ぶ 人達 は 毎朝 彼等が 床 を 離る k 前に 斯る 美観が 彼等の 頭上に 呈 せられつ 

つ ある 事 を 知る であらう か、 双眼鏡 一 箇を 手に して 書齋の 窓に 恁掛 りながら 我 は獨り 宇宙の 莊美を 

擅 にす る 事が 出来て 感謝す る。 

一月 二十 一日 (水) 晴 午後 二 時 我 〔おに 於て モ アブ 婦人 會 月並 例 會が 開かれた、 來會者 九 名、 孰 

れも 我等と 類 を 同う する 質素なる 婦人で ある、 モ アブ 婦人 ルツ を 理想と して 集れる 是 等の 婦人 は 所謂 

よ  ；. 二 * め. U ち 

近代 式た らんと 欲する も 能 はない、 夫 を 重んじ 子供 を 重んじ、 アブラハム を 主と 稱 びし サラの 女達で 

ある、 ユダヤ 婦人 は 日本 婦人と 同じく 東洋 婦人であった、 故に 西洋 婦人と は 全然 性質 を 異にした、 ュ 

ダャ 人に 由て 書かれし 聖書に 由り て 婦德を 養 はんと 欲する 日本 婦人 は 新ら しき 婦人た らんと 欲する も 

能 はない、 余 は 信じて 疑 はない、 舊 式の 日本 婦人 は 新式の 米國 婦人よりも 遙 かに 聖書の 理想 婦人に 近 
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く ある 事 を、 曰 本 婦人 は それなり キリスト を 信 すれば それで 可い ので ある、 英國 婦人 叉 は 米 國婦/ 、に 

傲 ふ必. 要は 少しもない。 此日恰 かも 過る 十七 年間 余の 心の 友たり し 水 野 いし子 永眠の 報に 接した、 彼 

女は舊 山形 藩 { 豕老の 家に 主婦たり し 者、 彼女の 一子 愿 君の 事より 親しき 關 係に 入り、 淸き 友情 を 持 綾 

して.；？ f 日に 至った、 彼女 は眞の 日本！！ 人に して 共 心詭譎 なき 者であった、 洗禮を 受けた る 基督 信者で 

はなかった が 能く キリストの 御 心が 解り 終りまで 『聖書 之 研究』 の愛讀 者であった、 十二月 廿 三日 齢 

七十 四 歳に して 感謝 を 以て 安き 眠に 就いた との 事で ある。 

一月 二十 二日 (木) 晴 西北の 風に て 寒し、 少しく 咽喉 を やられた、 雜誌 編輯 始まり 氣 持せ I、 

聚書を 手に して 働く 時が 余の 此の世に 於け る極樂 である。 〇 時 は 夕の 五 時半、 「余 の 立場」 なる 一 

稿 を 書き終り、 書齋の窓ょり晴れ渡りたる^5^南の空を望めば水平線ょりピ カリ 々 々 々と 輝きて 昇り 來 

る 者が ある、 怪で 窓外に 頭 を 出し 之 を 他の 諸 星と 相對 して 見れば せる 哉 星界の 王なる 天 狼 星で ある、 

我れ 彼のお を 呼べば 彼 は 惊萬里 外より 我に 應 ふるが 如し、 慰藉の 友、 獎勵 の師. * 語らす 言 はす 其聲聞 

えざる に 其 昔 響 は 全地に 普し である、 斯く默 想し っト ある 間に 大阪の 江 原 萬 里より 赤ん坊が 生れた か 

ら 名を附 けて 吳れ との 依頼の 電報が 達した、 彼の 依 組 を 待た すして 余 は旣に 三時 間 前に 「榮 光の 榮の 

字 を 取り 榮と 命名す」 と 彼の 若き 細君の 居る 所に 電報 を 打って 置いた、 星と 赤ん坊、 余の 愛する 善き 

對照 物で ある。 

一月 二十 三日 (金) 晴 引接き 北風に て 寒し。 心に 在る 事 は 何でも 之 を 外に 言 表 はすの が 正直で 
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ある 義務で あると 思 ふ 信者が ある、 然し 余 はさう は 思 はない、 余 はすべ て 喜ばしい 事 は 之 を 言 表 はし 

て 他 と共にし 樂 まんと し、 悲しい 事 は 成るべく 之 を 心に 藏 して 獨り 之に 堪 へんと する、 他の 過失 を責 

むる より は 彼の 爲に 祈る 方が 彼の 爲 にも 我の 爲 にも 遙に 益が 多い、 余 は 今 は 敎會革 正 を 叫ぶ を^め て 

その 爲に祌 に 祈りつ X ある、 而 して 革 正の 實の 着々 として 舉り來 る を 目撃す る、 信者に は 祈 禱と云 ふ 

有力なる 武器が ある、 彼 は 之 を 利用して 獨り 密室に 神の 前に 跪きて 異端 を も 挫く 事が 出来る、 腐敗 を 

も 除く 事が 出来る、 噫祈禱 なる 哉、 祈禱 なる 哉で ある。 

一月 二十四日 (土) 曇 夜雨 降る、 昨夜の 星观 きはス テキであった、 オラ イオン 星 は 頭上に 來り、 

其 星雲 すら ハツ キリと 見 留める 事が 3£ 來た、 山羊座の 鬼 質 も 亦 其 星 團を現 はし、 殊に 地 はん r や 冬の 眞 

中なる に 春の 星なる 獅子座の 諸 星が 其 主 星なる レギ ュ ラスに 率 ゐられ て 頭上 近く 遣て 來るを 見て 希望 

衷に 湧かざる を 得なかった、 感謝、 感謝 を繽發 しながら」 i£ に 就いた。 〇此 日米 國の 或る 宗敎雜 誌に 揭 

げられ たる C  • T  • スコ ー フィ ー ルド 氏の 筆に 成る 論文 を 見て 注意 を 又 復約翰 第 一 書に 惹 かれ 尠 から 

ぬ 慰藉と 奥 氣とを 得た、 米國 にも 亦 少數の 大聖 書學 者が 居る、 ス 氏の 如き は 確かに 其 一人で ある。 

一月 二十 五日 (日) 晴 昨夜の 雨 朝に 至りて 晴る、 今日 も 亦 光明 輝々 たる 聖 安息日で ある、 朝靑 

年と 共に 蓄音器に 進樂を 聞いた、 心が 淸々 として 嬉しかった。 〇 聚書 講演 會大 盛會 であった、 14! 椅子 

は 一箇 もなかった、 確かに 六 百 人 以上の 會 衆であった、 余 は 但以理 書 二 章 ネブカ ドネ ザル 王の 夢の 解 

釋を 以てせる ダ  一一 H ルの 預言に 就て 講じた、 問題の 重要なる に比べて 余の 熱 信の 足らざる を 歎じた、 

1 九 二  0 年  ニー 一一  1 
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然し 何しろ 此 問題に 就て 語る を 得て 感謝す る。 〇 家人の 少しの 不注意より 旣ん での 事 火事 を 出す 所で 

あった、 若し 我等の 歸 宅が 一時 問遲れ たなら ば 我家 は 灰燼に 歸 して 居た であらう、 誠に 感謝の 至りで 

ある、 此 世の 所有の 如何に 危き 者なる か を 今更な がらに 悟った。 閉會 後.^ 員 等と 話した 事で ある、 斯 

ん な贅？ ^な 傅 道 はない、 ー囘 十圓 乃至 五十 圓費 るので ある、 然 かも 說敎師 も 委員 も 無給で ある、 然 

し 誰も 何ん にも 不平 を唱 へない、 皆 感謝して 勵く、 而 して 來會者 は 喜んで 隨意 的に 我等が 費す 丈け を 

置いて 行いて 吳れ る、 傳 道と は 斯く あるべき 者で ある、 神の 御惠 みに 由り 我等 は 理想に 近き 傳道 を贲 

行し つ、 ある、 余 自身に 取りて は 余の 四十 年來 望み 来りし 理想が 實 現された のであって 感謝 此上 なし 

である。 


一月 二十 六日 (月) 晴 午後中 野に 男爵 祌田乃 武氏を 訪問した、 男 は アマ スト 大學 一八 七 九 年の 

卒業に て 余と 同窓で ある、 男の 二子 八 尺 君と 盾 夫君と は 余の 信仰 上の 若き 友人で ある、 男の 先代 孝 平 

氏 は 維新 時代の 洋舉 者に して 余の 幼年時代に 用 ゐし敎 科 書の 或 者 は 氏の 著述に 成った 者で ある、 神の 

恩惠裕 に此名 〔I の 上に 宿らん 事 を 祈る。 

一月 二十 七日 (火) 晴 朝 五 時に 床 を 出て 復た竭 座の 星を舰 いた、 其ム ー 號の 水平線より 遠く 離 

れ ざる 所に 一 ー贯 星と して 光る を 見た、 玆に叉 何人に も 損害 を 掛けす して ダイヤ モンド を 一 一箇 拾った と 

云ふ譯 である、 毎日 寶石 ー茵づ k を 拾 ふと は 何たる 幸福の 事で ある 乎、 憐 むべき は 双眼鏡 一 つで 獲ら 


るべき 物 を 高 價を拂 つて 求む る此 世の 華美 者 共で ある。 〇 二月 號の雜 誌 を 書き終った、 是れ で先づ 一 

寸樂 になる、 獨 りで 蓄音器に 由り てパ ドリ ュ スキ ー の ピアノ を聽 いた、 而 して 後に 戶山ケ 原に 行いて 

日の 入 を 見た、 甲斐に 起り し 雲が 富士山の 中腹に 遮られて 駭 河の 國 へと 吹き捲らる、 狀態を 遠くより 

望みて 偉観であった、 斯くて 偉觀 は： 大 にも ある、 地に も ある、 之 を 措て 活動 や 劇場に 「偉 觀」 を 探る 

人 等の 心が 解らない。 

一 月 二十 八日 (水) 晴 午前 は讀 書に、 午後 は雜誌 編輯に 費した、 夜 は 八マ 井 館に 祈 禱會を 問いた、 

來 りし 者 は 新しき 者の み、 舊き 信者 は 一人 も 見えなかった、 少しく 氣 持が 惡 かった。 

一月 二十 九日 (木) 雪 靜 かなる 良き 休日で ある、 伹以理 書の 復習 引 緩き 面 .s く ある、 和歌 山縣 

の 或る 讀 者が 長い 乎 紙 を 書いて 遣し 「但し 日々 の 生涯へ 御 揭載は 平に 御 許し 願 上 候」 と 結んで 居る、 

勿論 揭載 しない、 然し そんな 制限の ある 手紙 は 有難くない、 雜誌 記者 は 公人で ある、 故に 公開 を か 

る やうな 手紙 は 彼に 書き 遣さぬ が 宜しい、 勿論 發信 人の 迷惑に ならぬ やうに 注意す る は 記者の 责 任で 

ある、 世に 隱れ辨 慶の多 いのは 歎すべき 事で ある リ 

一月 三十日 (金) 晴 熱 信 生と 稱 する 東京の 或る 再臨 信者が 余 を 詰責して 「君の 信仰 は 形式的に 

して 聽者 又は 讀者 をして 舊 起せし むる 能 はす、 權威 なく 能力な き 講演 は^か も浪 花 節 常 盤 津を聽 く が 

如し、 而 かも 浪花節 を 聞きて 悔過自 奮せ しもの 多し、 借問す 君の 講： m を 聞きて 信仰 を 起せし 者 して 
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幾人 か ある」 と 書き送つ たが、 全く さう とも 限らない と 見えて 余の if  i^z を ほみ 〈ゆ、 を 聞きて 悔悟 自奮 

せし 者が あるとの 報知 を 受け取りて 余は尠 からす^ カ附 けらる、 ので ある、 昨 曰 在米 國 A  .CC 氏より 

〈I！ り來 りし 書簡の 一 節に 曰く 「小生 は 六 年 前內村 先生の 『所感 十 年』 を 乎に し、 それから 聖書 を讀み 

初め、 研究して 見た くな り、 遂に 經營 して- u5 り. し 事業 を 魔め、 ra 年 前 アイオワ 州の 祌學 校に 學び、 昨 

年 業を卒 へ、 是 から 南米 ブラジル 日本 殖民 地に 主の 御用 を務む 可く 餘生を 捧げて 參 ります、 小生 在米 

十 有 七 年の 記錄は 『所感 十 年』 を 手に して 聖書に 行けとの いみ じき 主の 御 心に 由て 成った もの だと 思 

へます、 どうぞ 祈って 下さい、 主が 此數 ならぬ 僕 を 御用 ゐ 下さらん 事 を」 と、 誠に 有難い 通信で ある- 

神 は 余 を 以てしても 人 を 奮起せ しめつ k ある、 福 昔 は 多方面で ある、 熱 信 生の やうな 火の 如き 方面 も 

あらう、 叉 余の 如き 湖水の 靜を 愛する 方面 も あらう、 < ^は 失望す るに 及ばない、 湖邊を 牛の 步. むが 如 

く徐々 として 迫らざる 步行を 余 は 終； おまで 緩け るで あらう。 

I 月 三十 一日 (土) 晴 帝 大法 科 生に して 丹 波 緩 部の 某氏 余の； lis を訪 はれ 大本 敎の 敎理に 就て 諄 

詳說き 聞かして sK れた、 臨 を 信す る 勿れと いふ 者、 信じ やうが 足りぬ と 云 ふ 者、 日本式に 信ぜよ と 

云 ふ 者 ：•：• 宗敎と は 偖 も々々 面倒なる 者で ある、 斯 かる 場合に 於て 迷信と 云 はれ やうが、 異端と 云 は 

れ やうが、 非國 民と 云 はれ やうが 自分の 信す る宗敎 以外に： E にも じない と斷言 する のが 余輩の 取る 

べき 唯一 の途 である、 余が 宗教 熟 信 家に 勸 めたい 事 は 數學と 现化學 の 研究で ある、 歐文 を讀み 得る 者 

は {d しく ヒ ュ ー ム の 學を讀 むべき である、 それで 立ち 得る 信仰が 尊敬すべき 敬聽 すべき 者で ある、 

其 他 は 御免 蒙りたい 者で ある。 


二月 一日 (日) 晷 n 午後の 講演 會相 變ら す盛會 であった、 聽衆 中に 北海道、 長 野縣、 千 葉縣、 栃 

木縣、 埼 玉縣、 祌 奈川縣 等の 敎友を 大分に 見受けた、 講演の 題目 は 但以理 書 三 章であった、 ハナ-一 ヱ 

ル、 ミシャ エル、 ァザ リャの 三人が ネプカ ドネ ザル 王の 命 を 拒んで 金 像 を拜せ ざり し條を 講じて 自分 

の 實驗を 述べ つ、 ある やうに 感じ、 言葉 は 自づと 熱烈なら ざる を 得す 聽衆も 亦 熱 化されし やうに 見受 

けた、 然し 講演 會に 於て 求むべき は冷靜 なる 研究 的 態度で ある、 熱烈 は譽 めた 者で ない、 余 は 自己 を 

抑制す るの 必要 を 感じた、 リバ ィバ ル的熱 火 は 力 を 蜜く して 避くべき である。 

二月 二日 (月) 雨 家に 在て 休んだ、 靜穩の 一 日であった、 ァ ー レ 一一 ウスの 『宇宙 生命 論』 を 取 

出し 其 「近世 天文 攀大發 見」 の 一章 を讀ん で樂ん だ、 彼の 射 光壓カ (Kadiation-pressure) の 學說は 

多くの 暗示に 富み 强く 余の 注意 を惹 いた、 若し 光線の 力で 物質が 全 宇宙 に 輸送 せら る k ならば、 復活 

せる 靈體が 億々 萬 里 外の 星にまで 遊び 得ない 理由 はない、 何れに しろ 我等の 活動 區 域は此 小なる 一 地 

球に 限らる、 者で はない、 天狼星 も、 ァ ー クチ ユラ ス星 も、 ヴ HI ガも、 アル タイヤ も 何4- か 行いて 

見る ことの 出来る 世界で あると 思へば 人生 は 益々 面白くなる、 天文 挙の敎 ふる 所 は 政治家 ゃ神學 者の 

唱 ふる 所よりも 遙 かに 莊大 であって 慰藉に 富む。 

二月 三日 (火) 曇 久 振りに て 銀座へ 行いた、 書店 を 漁りし も 買 ひたい 本と てはなかった、 汗 牛 

充楝も 管なら ざる 近代 出版の 宗 敎哲學 書類 は 余に 取り 何の 用 もない、 依て 一 冊 五十 五 錢づ. -の 英國平 
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民 叢書 中の ゲ ー テ iw、 ベ In ン傳、 光學、 航海 學、 植物 學の五 冊 を 買 ふた、 再臨 信仰の 勃興 は 余に 取 

り 少なからぬ 金錢 上の 利益で ある、 余 は 令 は 蘇 京の T  • T クラ ー ク會社 や 英京の ゥ イリヤ ムス .ノー 

スゲ— ト會社 等の 出版に 係る 書 藉を購 ふの 必要が 全く 無くなった、 今 欲しい 者 は 星 を^く ための 善き 

望遠鏡で ある、 今日 之 を 索ね しも 得す 其 購求 を 眼鏡屋に 托して 歸 つた。 

二月 四日 (水) 0  S 々しき 骨なる 哉、 巿屮は 普通 選擧 促進 運動 を 以て 沸騰して 居る、 祌 田の 基 

お 靑年會 館 は 殆んど 毎日の やうに 其爲 めに 使用され て 居る 様子で ある、 今や 社會 主義 は 危險視 され 

すして 其 反對に 社會に 大歡迎 されつ k ある、 然し 乍ら 此 時に 際し 余と 余の 同志と は平穩 である、 毎日 

命ぜられし 仕事に 從 I し 感謝と 讚美 を 以て 神の 御 約^の 實現を 待ちつ & ある。 此日ー 一月 號雜 誌屮 十六 

頁の 校正 を 終った。 

二月 五日 (木) 雨 立春で ある 「袖 ひぢて 結びし 水の こ ほれる を 今日 立つ 春の 風 や 解く らん」 の 

古な r 集の 一句 を 口にしながら 床 を 出た。 約 翰 傳三章 三  一 I 三 六 節に 於て 犬なる 眞理を 見て 喜んだ、 多 

分 約 翰 傅が 余の 生涯の 最後の 研究 物と して 存 るので あらう。 更に 校正 十六 頁 を 終った。 

二月 六日 (金.) 曇 二 „ ^號雜 誌 校正 全部 了った、 是 で先づ 一息つ く 事が 出来る、 平凡の 一 日で あ 

つた、 詩的なる こと は 何にも 無かった。 


二月 七日 (土) 晷 _~ 北風に て 寒し、 引接き 平凡の 日であった、 然し 無益の 日で は 無った。 

二月 rtr 日 (日) 雪 午後の 聖書 研究 會相 變ら す盛會 であった、 會衆六 百 餘-. 余 は 但以理 書 第 四 章 

ネブカ ドネ ザル王 自信 犬 狂 病 (Lyctsthropy) に權 りし 一 段に 就て 語った、 語る に 甚だ 困難なる 題目で 

あった、 會 終る や 雪 積る こと 四寸、 丸 之內の 雪景に 心 躍らざる を 得なかった、 安息日 毎に 講演 終へ て 

後に 或 ひはタ 陽に 輝く 舊き 千代 田 城の 杜を §1*! み、 或 ひ は 雪に 埋まる 新ら しき 市街の ベ ー ブ メント (錦 

石〕 を踐 みながら 歩 を 東京 中央 停車場に 運ぶ 快樂 は是れ 余の 此の 勤 勞に對 する 神の 特刖の 賜物で あつ 

て確實 に天國 への 好き 土産話で ある、 歸途 東京 驛食 堂に 田 中ェ學 博士と タ釵を 共に し 原子と 宇宙の 構 

造に 就て 語った。 

二月 九日 (月) 晴 昨夜 雪 積る こと 三 四寸、 今朝 雪の 晨、 宇宙 ー變 せる の觀 があった、 午前 はべ 

1 コ ン小傳 を讀み 面白かった、 午後 南 品 川に 病の 床に 臥す る 一 靑年を 訪問し、 彼の 枕邊に 聖書 を讀み 

祈禱を 捧げて 歸 つた、 坊さんの 職務 も 亦 蔑視む べきに 非す である、 讀經 と祈禱 とに 智者と， 達者との 知 

ら ざる 能力が ある、 余 は 自今 自ら 進んで 此 職務に 當る であらう と 決心した。 

二月 十日 f 火) 晴 夜 四 谷 三 河 星に 於て 東京 聖書 講演 會 出席者 帝 國大擧 出身者の 會食 懇話 會を開 

いた、 ^する 者 十八 名、 曰く 長尾ェ 擧士、 南 原 法 學士、 川 西 法 學士、 藤 井 法 學士、 福 田 農 擧士、 坂 田 

文 學士、 星野醫 學士、 靑山ェ 學士、 植木 醫 擧士、 高 田 文 學士、 藤本 醫學 士、 高 橋 文 學士、 古賀農 學士、 
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m 中 H 擧 博士、 前 田 法 擧士、 池 上 法 學士、 內村 農擧士 等であった、 日本 を 救 ふに キリストの 福音 を以 

てす るより 他に 道な しと 云 ふ 事に 於て は全會 一 致した、 然し 乍ら 此 目的 を 達する 爲に は外國 人の 援助 

を 全然 受く 可から すと 云 ふ 內村農 學士の 頑強なる 意見に 對 して は 多くの 反對 があった、 何れに しろ 珍 

らしい^ 合であった、 少數 なりと 雖も 我國の 知識階級の 人々 が眞面 EI に キリ ス トを 信じて 撣ら ざるに 

至りし こと は 感謝すべき 事で ある。 

二月 十 一日 (水) 晴 北風 强 くして 塞し、 紀元節で ある、 二月 號雜誌 出来、 發行 部數ー 月 猇同樣 

三 干 六 w 部、 先 分旣に 一 S3； 切れ たれば 今月分 も 亦 全部 賫れ るで あらう、 午後 一 一時より 柏木 聖書 講堂に 

於て 舉術 講演 會を 開いた、 聽衆 男女 百 五十 餘人、 狹き 講堂に 立錐の 地がなかった、 星 野 醫學士 「生理 

學の事 實とー i 音の 眞理」 に 就て 語り、 余 は 其 後 を 受けて 「天文 學 上より 見た る 夜の 無き 世界」 に 就て 

述べた、 蓄昔 器と 共に 正 三時 間を經 過せ しも 會衆 一同 少しも 倦怠 を覺 えなかった、 誠に 樂 しき 有益な 

る 紀：： 儿 節であった、 溫き 心と たき 腦を 作る のが 我等の 目的で ある、 我等 は 信仰 を 神の 聖書と 其の 聖 

作の 上に 築かん と 欲する。 

二月 十二 日 (木) 快晴 北風に て 寒し、 朝 五 時 起床 、南天 を 職き 更に 竭 座の 二重星 ゼ ー タ號を 捕 

へた、 烏 座の 不等 邊 四角形 も ハツ キリと 判明り、 寒氣を 冒して 早 起せし 甲斐が 充分に あって 嬉し かつ 

た。 午後 日本 基督 敎會老 牧師 吉岡 弘毅 君の 訪問 あり、 支那 山 東 省 孔子 廟參詣 の 實驗談 を 聞き 甚だ 有益 

であった、 「宗教の 起源 地に 其宗敎 なし」 との 歷 史上の 法則 は 儒 敎の 場合に 於ても 事實 である、 印度 
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に佛敎 なし、 パレスチナに 基督 敎 なし、 而 してな マゃ獨 逸に 新 敎 なし、 米國に 淸 敎 なからん と 

しつ、 ある、 或 ひ は 凡の 宗敎が 日本 國に落 合 ふので あるか も 知れたい、 何れに しろ 日本 は宗敎 的に 見 

て 最も 面白い 國 である。 

二月 十三 日 (金) 晴 引 綾き 北西 風强 くして 寒し。 朝 五 時半 南東 水平線に 近く 靄の 中に 蝎座の セ 

1 タ 星を捉 へた、 我が 書齋 より 舰き 得る 南天の 極で ある、 更に 十五 度 南へ 行けば 有名なる 十字架 星が 

見える ので ある、 其の 爲に臺 湾まで なりと 遠征 を 試みた く 欲 ふ、 然し 此處に 居て 充分で ある、 天空の 

半分が 見える ので あれば 特別に 此 所より 動く の必. 耍 はない、 余 は 靜止を 愛する、 南船北馬 は 余の 耐え 

得ない 所で ある。 

二月 十四日 (土) 晴 今朝の 市中の 新聞紙に 左の 如き 記事が 見えた。 

明治 大學雄 辯 會は十 ra 日 正午より 同大 學 記念 講堂に 時局 大 講演 會を 催し 尾 崎咢堂 內村鑑 三 植原悅 一 一 

郞 及び 校友 數氏 の 講演 ある 苦な り 

と、 然し 余 は斯る 講演 を爲 すべく 約束せ し覺は 毛頭ない、 多分 何 かの 間違より 出た る 事で あらう、 但 

し^に 斯く思 はる- - のが 殘 念で ある、 聖書の 研究と 星观 きの 外に 目下 余の 熟 心 を 喚起す 者 はない、 此 

の 世の 政治家 等と 時局 を 論す るが 如き、 余の 夢にもせ ざる 所で ある、 時局の 赴く 所 は 明白で ある、 其 

事 は 聖書に 明白に 記て ある、 余は此 世の 論者の 一人と して 見られて 迷惑 至極で ある、 敎會と 政治と は 

余の 關係 せざる 所で ある。 〇 東洋 汽船 安洋 丸 南米より 歸り、 其 一等 運 轉士坂 本榮に 託して メキシコの 
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敎 友より SSJr 十； 人 用 粗製の チ ョ コ レ ー ト 並に 鶴大 の n 鶴 ワカ マヤ 一 羽 贈り 来る、 其 他 太平洋 彼岸 

各地の 敎 友より 善き 物と ぎ 信を傳 へて 嬉しかった、 余 は n 本 東京の 郊外 柏木に 在りて 寸地を 有せす と 

雖も 余の 友人に 依りて 海外に 數百萬 坪の 土地 を 有して 居る、 而 して 時々 其產 物の 分配に 與 りて 自身 大 

なる 富者た るを感 する、 自分が 大地 主たる を 要しない、 友人の 富 は 我が 富で あれば、 富める 友人 を 有 

して 余 は 自身 富める 者で ある。 

二月 十五 日 (日) 雪 東京に は 珍ら しき 大雪で ある、 午後の 講演 會 平日と 異ならす 六 百 人 餘の聽 

衆が あった、 ^衆； 二百 六十 四番の 「雪の 如く 白く せよ」 の 讚美歌 を 歌った、 余 は 但以理 書 第五 章 

バビロン 投滅の 段に 就て 講じた、 來 らんと する 第二の バビロン、 卽ち 近世 文明の 覆 減に 說き 及んで 熱 

せ ざらん と 欲する も 得なかった、 會衆 一 同 も 强く感 に 打 たれたら しく 見受けた。 

二月 十六 日 (月) 晴 昨日の 講演に てガッ カリ 疲れた、 終日 床に 入って 休んだ、 床 中に 約 百 記 解 

釋を諕 んで大 に 力 を 得た、 夜敎 友の 一 人寫音 I 板 數枚を 持 來り之 を 蓄音器に 上げて 共に 樂ん だ、 ハリ 

ラウダ ！• の休戰 歌を聽 きて 流涕を 禁じ 得なかった、 英國 人の 平民 歌に 深い 溫 かい 調子が ある、 斯 かる 

歌が 歌 はれて 始めて 普通 選 擧が行 はれる ので ある。 

二月 十七 日 (火) 晴 疲勞 未だ 去らす、 秀英舍 へ 印刷物の 催促に 行いた、 二十 二 年来の 顧客なる 

が 故に 此際 少しく 特^ 极ひ をして 吳れ よと 賴ん だ、 勞働拂 底の 今日、 義に 由り て賴 むより 外に 途 はな 


い、 歸途 市ケ谷 八幡 境 內に早 きの 梅を觀 た、 社殿の 南側に 余の 特 愛の 靑梅ー 株が ある、 今 を 盛りと 

唤き 亂れる を觀て 愉快であった、 無代で 觀 ては濟 ない と 思 ふたから 小 銀貨 一 箇 を赛錢 箱の： s: に 投じ 心 

ばかりの 謝禮を 表し、 心樂 しく 石段 を 下った。 

二月 十八 日 (水) 小雨 終日 内に 在り、 ワッソン、 ゴ ォデ， - 等の 著書に 依り 聖書の 研究に 從 事し 

た、 相變ら す ゴォデ ー 先生に 負 ふ 所が 多く ある、 先生の 博き 學 問と 深き 靜 かなる 信仰と は 能く 余の 欲 

求を充 たし、 余 をして 幾囘か 感謝 措く 能 は ざら しむ、 瑞西國 ゼネバ 湖の 畔、 カル ビン 主義の 起り し 所 

に、 今 猶ほ此 信仰 ある を 知りて 余 は 心強く 感 する。 

二月 十九 日 (木) 曇 朝 四時に 起きて 烏 座の 星を观 いた、 實 にサッ パリと したる 愛すべき 星の 一 

群で ある。 

二月 二十日 (金) 曇 約 百 記の 研究に 余の 靈 魂の 中心に 新 希 151- の 光 を 投入す る ものが あった、 ョ 

ブを 解し 得る はシ H 1 クス ピャ、 ダンテ、 ゲ ー テを 解し 得る 以上の 特權 である、 余は此 上と も 益々 深 

く 此書を 研究し、 而 して 之 を 余の 同胞に 傳 へねば ならない。 午後 靜！； の 茶 業 家 原 崎 源 作 君の 訪問が あ 

つた、 二十 年来の 信仰の 友で ある、 君の 如き 常識の 人と 信仰 を 語る は大 なる 快樂 である、 君 も 亦 信仰 

を 語る は 商業 を 語る に遙 かに 勝 さる 快樂 であると 云 はれた、 我國 にも 亦 善き 平信徒の 現 はれし 事 を 神 

に 感謝 せざるを得ない。 
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二月 二十 一日 (土) 晴 山桝 船長の 新嘉坡 よりの 通信に 曰く  r 當 地に 蔦 田顯^ 氏 (齒 科醫) の 宅 

にて 三 同.： k 息 日 を 送り、 二 II まで 先生より 敎 はりた る こと を 話し 候、 キ ヤノ ー バズ、 ァケル ネル 美 は 

しく 輝き 居り 候」 と、 是れは 羨し く ある、 厳冬 のん 1- 日 赤道 直下に 棕橺の 葉の 蔭から 南天の 一等星 を舰 

くの 快樂 は、 之 は船乘 でなければ 得られぬ 快樂 である、 恩惠 彼と 彼の 船 (朝洋 丸) との 上に 在らん こ 

と を } ^る。 

二月 二十 二日 (日) 晴 初春の 好 n 和で ある、 此 曰の 書講： 浙會 殊に 盛會 であった、 聽衆七 百 人 

もあった らしく、  {41- 椅子 一 個 もな く、 少しく 講堂の 狹 きを 感じた. 余 は 伍 以理書 第 六 章、 ダ  一一 H ルが 

獅子の 穴に 投 人れ らる 、段に 就て 講じた、 自分の 事 を 語る が 如くに 感ぜられ 熟せ ざらん と 欲する も 得 

なかった、 近来に 無き 滿 足なる 集會 であった、 敎 友の 群 馬、 埼玉、 栃木、 靜 岡の 諸縣 より 來り會 する 

あり、 宛然 一大 親睦 會の やうであった、 一一 一一 II ひ盡 されぬ 恩 惠充ち 溢れる 安息日であった、 會後 親子 三人 

某 牛肉 店に 夕飯 を 取った、 恰も好し 靜岡 市の 原 崎 源 作 君、 是も亦 親子 三人、 同じく 丸 之內の 講演 會ょ 

りの 歸途、 同時 刻に 同室に 人り 來る ありて、 玆に 計らす も 本式の 晚餐會 が 開かれ、 期せす して 兩 家の 

親睦 を 厚う する 事 を 得て 不思議なる 聖 父の 御 導き を 感謝せ ざる を 得なかった。 0  what  a  Sabbath! 

二月 二十 三日 (月) 雪 例の 通り 精神的 疲勞 にて 室に 籠りて 休んだ、 何事 も爲し 得す、 唯 輕き僅 

かば かりの 仕事 を爲 したに 過ぎない。 仙臺 なる 妹の 夫 木 村康託 永眠し、 其 葬式に 會 せんが 爲に祐 之と 


共に 午後 十 時 上野 發 汽車に て 北上した、 實に殘 念なる 事で ある、 彼 は 正直なる、 寬宏 なる 尊敬すべき 

人物であった、 東北 實業 銀行の 支配人と して 信用 厚く、 彼の 逝去 は 確かに 彼の地 方の 大損 失で ある" 

二月 二十四日 (火) 雪 朝 六 時 雪に 埋れる 仙臺に 着いた、 目指す 親戚の 家に 到れば 「午前 十 時 於 

自宅 基督 敎 葬儀 執行、 午後 一時 新 寺 小路 善導 寺に 於て 佛葬 執行」 とい ふ 揭示を 見て 退の 余 も 惑 はざる 

を 得なかった、 然し 今と なりて 如何と もす る 事が 出來 ない、 揭 示の 儘に 從 ふより 他に 途 がなかった、 

仙臺 組合 敎會 牧師 片桐淸 治 氏 は 故人の 敬愛せ る敎師 である、 氏に 由て 簡單 にして 深 情 を S 卓め たる 我敎 

の 式が 司られ、 我等 は 故人の 靈を 神に 委ね まつり、 而 して 後に 彼の 遺骸 を怫- 僭に 渡した、 我等 は惡路 

泥濘の 中に 彼の 柩を 送り 午後 一時 過ぎ 彼の 祖先の 菩提 所なる 善導 寺に 至り 兹に 莊嚴 なる 淨土宗 の 一  1^ 儀 

が營 まれ、 彼の 遺骸 は 彼の 父母の 墓と 相對 する 所に 葬られた、 二重 葬式 は 余の 立場より 見て 解す るに 

難い 所で ある、 然し、 地方、 殊に 東北 地方に 於て は往々 見る 所で ある、 去る 明治 四十 四 年 十二月 岩 手 

縣花卷 に 於て 故 高 橋 ッサ子 を 葬りし 時に 此怫 耶兩 式が 行 はれた、 叉片桐 牧師より 開く 所に A れば 近頃 

東京某名士の嚴父が眠られし時にも此の種の葬^^が行はれしと云ふ、 然し 是れ 決して 好ましき 者で な 

い 事 は 云 ふまで もない、 余 は 葬式 は 必す耶 たらざる ベから すと は 言 はない、 耶 たり 佛 たり 死せ る 木 人 

の 信仰に 由って おむべき である、 人の 信仰 は 其 死後にまで 重すべき である、 然り 殊に 其 死後に 於て 重 

すべきで ある、 此 事た る歐米 諸國に 於て は 最も 重要視 せらる k 所であって、 若し 本人の 信仰と 異なる 

葬 成 を 行 ふ 事 あるが 如き 場合に は 社會は ー齊に 立ちて 遺族の 不注意 を責 むる のが 常で ある、 而 して 日 

本に も亦斯 かる 時が 遠から すして 來 ると 信す る、 普通 選擧が 叫ばる i の は 個人主義 をして 國家 主義 叉 
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は 家族 主義に 代 はらしめ よとの 意思に 出づ るので ある、 個人 の 權利 の m んぜ られ ない 所に i^H 通 選擧は 

行 はれない、 而 して 個人の 權 利の 中に 最も 贵きは 信仰の 權利 である、 縱令國 家たり 叉 は 〔-^ 族たり と雖 

も 其 信仰 を假人 の 上に 課す る 能 はすと 云 ふ の が 自由主義 の 根本で ある、 而 して 此の 主義が 認め ら れす 

して 普通 選 舉は縱 し法雜 となりて 實 現す ると 雖も畢 党す るに 有名 無實 である、 葬儀の 事た る 小なる が 

如くに^^^ぇて實は重大事でぁる。 葬 俊 終って 余と 余の 隨從 者と は會葬 者の 列 を 離れ、 停車場 前の 某 旅 

館に 人り、 此 所に 食亊を 取り、 靑 森より 來る 急行列車 を 待つ 事 五 時 §1 にして 我家に 向って 出發 した、 

ポ巾 極々 の_5^-を见ひ出し、 自分で 自分 を 慰めん と 欲して 能はなかった。 

二月 二十 五日 〈水) 晴 午前 W 時 列車 は 常 陸 助 川驛に 止まった、 ガラス 窓 を 開いて 見れば 雪の 空 

は 晴れて 星 は爛々 として 光って た、 「我 友よ」 と 余 は 思 はす 高らかに 叫んだ、 北斗七星 高く、 其 ひ 

し 4- く  (斗) の 柄の 指す 所に 牧夫 座の 主 星 アル タツ ラス は曉 1K に^へ 渡りて 煌いて 居た、 之 を 見て 余 

の悲 みは 悉く 消えた、 余 は復た 眠に 就いた、 驛 夫が 土 浦々々 と 叫ぶ 時に 眼 を 問いて 見れば 霞ケ浦 を爾 

する 密雲の 上に 金星が 水平線 近く 明月に 似た る 光 を 以て 輝いて 居た、 「天の 光よ」 と 余 は 叫んだ、 汽 

車 は 更に 進んで 利根 原野に 人れば 關_* は大 雪の 後に 晴れて 富士山 は 朝暾を 受け 藏 紅色に 彩られて 西方 

速 山の 上に 錄 えた、 れ此 旅行の 報 賞な りと 余 は 同 作の 靑 年に 告げた、 午前 七 時 汽車 は 上野に 着いた、 

靑年は 其俊醫 科大擧 の 敎窒へ 行いた、 余 は 山手 線 電車に 乘換へ 空腹 を 抱へ ながら 柏木の 家に 歸 つた、 

三十 六 時 ii 二人共に 洋服 を 着けた ま \、  二 夜 を 汽車の 中に 過し、 人 を 見て 悲み、 天 を^んで 喜び、 畢 

兗 る 所感 謝と 歡喜 はす ベ ての 悲痛に 勝ち 、 全身に 溢る、 の 熱心 を 以て 再 び復た 常時 の 仕事に 就いた。 


二月 二十 六日 (木) ft 少しく 風邪 氣味 である、 窒を 緩め 安靜を 計った、 然し 乍ら 働かす に は 居 

られ ない、 三月 分雜 誌の 原稿 メ 切が 迫って 居る、 三十 二 頁 分 を 編輯して 印刷所に 達った、 何 を 廢ても 

此 事を爲 さなければ ならない、 是は 祌に對 する 聖職であって 讀 者に 對 する 義務で ある、 而 して 過去 二 

十 年 ii 一  ケ 月 も缺す 事な く、 時には 內患外 憂 潮の 如くに 我 身に 攻め 来りし 場合に 於ても、 此 職責 を充 

たして 今日に 至った、 「我 は 我に カを與 ふる キリス トに 因りて 諸の 事 を爲し 得るな り」 との 偉人 ク 口 

ム エル 特 愛の 聖句を 余の 身に 於て 實驗 する を 得て 大 なる 感謝で ある (腓立 比 書 ra 章 十三 節)。 

二月 二十 七日 (金) 曇 雜誌 原稿 製作に 全日 を 費した、 讀 ます 考 へす 筆 を 以てする 勤勞の 一日で 

あった、 斯る 日に 余 も 亦 純然たる 勞卿 者の 一 人で ある。 友人の 婦人 某 近所の 魚屋の 御上さん に 余の 小 

著 「商寶 成功の 秘訣」 他に 小冊子 一 册を途 りしに 彼女より 謝禮の ハ ガキを 送り 來り 其. に 左の 言が あ 

つたと て 余に 示して 吳れ た。 

何よりの 御 本 有難う 存じます、 すぐ 様拜見 致し 二 冊と も わき 見 も 致さす 讀み 終りました、 何事 も 胸 

に 感じ、 私 も 出来ぬな がら も內村 先生 様の 萬 分の 一 にで もな りたい 決心です、 よき 御 本 は 何人が 見 

て も 誠に 美しい のであります、 何よりの 御 本 有難う 存じます。 

と、 是は 天眞有 の IM の 言で あ る 、 魚屋 の 御上さん に此 決心 を 起さ しめて 余 は大 なる 滿足 を感す る 、 「わ 

き 見 も 致さす 讀み 終りました」 と、 噫 幾人の 讀 者が 余の 著書に 此 注意 を 拂 つて 吳れる であらう 乎。 

一 九 二  0 年  二  ra 五 
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二月 二十 八日 (土) 大雪 雜誌 原稿 を 書き終った、 一先 づ 安心で ある。 今曉 程遠から ぬ 淀 橋 煙草 

專賫： S 製造所が 全燒 した、 莫大の 損失で あらう、 煙草 拂 底の 今日、 樊煙家 は さぞ かし 困る であらう、 

我等 禁煙 家 の 立場より 見て 同情に 堪 へない。 

二月 二十 九日 (日) 晴 雪の 朝に て氣持 好き 日であった、 電車 從業員 同盟罷業の 結果 市内の 交通 

半分 以上 杜絶し、 午後の 集 # 如何と 氣遺 ひしに 平常と 殆ど 異なる 事な く、 聽衆五 百 名 以上あった やう 

に兒 受けた、 余 は 但以现 書 第 七 章に 就て 講じた、 問題 は 偽 キリスト 出現の それであって 甚だ 重要なる 

者であった、 館 前 館 側の 電車の 運轉 絶え、 未だ # て 無き 靜 なる 集 會 であった、 詩篇 第 七十 六篇十 節に 

r 實に 人の 怒は汝 (M ホバ) を 讚むべし」 と あるが、 電車 從業 員の 當 局に 對 する 不平の 結 菜が 今日の 

此靜 なる 會合を 生んだ と 思へば 我等 は殊 Is- に 神 を 讚美せ ざる を 得なかった、 歸途 夫婦 共に 東京 驛 前に 

至れば 或る 敎會 所霉の 姉妹に して 我等の 敬愛す る 友人 一 一人が 我等 を驛の 食堂に 招待して 余の 勤勞 を" g 

つて 吳れ た、 此日も 亦 例に 由て 例の 通り 天 國の前 味の ある 樂 しき 一 日であった。 

三月 I 日 (月) ft 冷たい i^, な 日であった、 月曜日で は あるが まだ 編輯の 淺 りが あり、 之 を片附 

くる 爲に 終日 胞 いた、 斯くて 折角の 休日 を 棒に振つ て殘念 至極であった。 

三月 二日 (火) 半晴 少しく 寬 いだ、 角 害 時代の 敎 友の 一人なる 法學士 小出滿 二より々；^ 洲シ ドー 1 


1 大擧發 の 書面が 達した、 面白い 手紙なる が 故に 左に 之を揭 ぐる。 

謹啓、 御無沙汰 ばかり 致します、 蔭ながら 御 淸康を 祈り、 雜誌 その他で 常に 御 動 靜の程 を 承 はり、 

喜んで 居ります。 御 聞き及び かと；！^ じます が、 先年 來ジェ ー ムス • マ ー ドック 氏が 當 地に 參 つて 居 

ります が、 士官 學校 ゃ中學 校で 日本語 敎授を 試む る 事と なり、 現に 邦人 敎師も 二人 參 りて 居ります" 

それで 大舉 でも 日本に 關 する 講義 を 始めました ので、 小生 は マ 氏 を 助けて 一緒に 働く のを樂 みとし" 

旁々 農牧 場 を 見聞す る 積り で、 勸 めら る k ま i 一  昨年から 一 部 を擔當 して 參 りました、 當大學 に は 

遂に オリ H ン タル • スタディと 申す 講座 を 新設す る 運びと なりました、 過般 或る 小な 集會で 我が 宗 

敎の 事に 關 連して 先生の 御 噂 を 致しました 所、 プ レ スビ テリア ンの老 牧師で 大に 喜んで 色々 問 ふ 者 

が ありました、 實 は米國 で御發 行の ハ ゥ、 アイ、 ピケ ー ム、 クリス チヤ ン の 原本が タッタ 一 冊で 轉 

轉 して 少 くも 數十 人に 愛讀 せられて 居ました ので、 その 一人で ある 說敎師 は、 これまで 日本人 や 日 

本に 行った ことの ある 者に 尋ねた さう です が 要領 を 得なかった さう です、 何分 當 地に 居る 邦人 は數 

も少 く、 商業 方面の 人ば かりです から、 都合 好く 御 噂の 出来る 人に 會 はなかった と 見えます、 當地 

から 傳道會 社の 手で 日本へ 參 つた 者 も 少し はあり ますが、 矢張り 日本人の 基敎 信仰の 心 持 はよ く 解 

ら ぬと 見えます、 該敎師 や 其 他が 言葉の 不充分な 小生から 聞いて 始めて 了解した と 申す の は 妙に 考 

へられ ますが、 思 ひ 掛けぬ 所で 御高 說の ホンの 一端で も 他に 傅へ 得る 事 は 深く 感謝す るので ありま 

す。 持って 參 つた 御 著 『代表的 日本人』 は 直に 少 からぬ 人に 轉讀 されました、 巾す まで もな く 御 著 

を愛讀 した 人 は廣ぃ 濠洲に 多い 事と；；^ じます が、 偶. <  斯うい ふ 事に 遭 ひました から 一 寸 御知らせ 致- 

し たう 存じます 云  々o 
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誠にお 難い 通信で ある、 到る 所に 友人 ありで ある、 商人 ゃ官； 敎師が 余の 信仰 を傳 へて 吳れ すと も- 

時 さへ 俟 てば 余の 友人が 態々 濠洲 ま で 行いて 余の 思想 を俾 へて 吳れ る、 斯くて 敎會に 人り て (X 敎師等 

に 愛せら る、 必要 は 少しもない、 「有難たぅ小^^君」 である。 

三月 三日 (水) 曇 山树 船長、 馬來 半島、 k 哇、 セレ べス等 沿岸の 週航 より 歸り 色々 と 面白い 話 

があった。 彼 は 殊に 赤 近 以_^ の 空に 輝く m の 莊美を 語って 得意であった、 今や 仲 問 の^に 星 道 樂が殖 

ぇ來 りたれば 我等の 問 に 政友會 ならで 星 友會の 設立が 計畫 されつ、 ある、 地上の 權 利を爭 ふ 政 友會は 

SJ- しむべし とする も 天上 の^を 窺 ふ 星 友會は 尊むべし である、 總の 事が 愈々 面， H  くな つて 來た。 

三月 四日 (木) 曇 S -々 降る。 雜誌 校正刷 を 待て ども 来らす、 讀 書に 耽った、 ル— ネ マン 著帖. 

撒^:^ 迦 書簡の 註 釋、 非常に 面白く 讀 まれた、 矢張り 善き 註解 書 は 古い 者の 內 にある、 避くべき は 近 

頃 米 國發行 の 宗敎 書類 である。 

三月 五日 (金) 半晴 m なる 仕事 は f 誌の 校正。 此日 親子 三人、 女子 學院敎 頭 三 谷- 子 女史に 招 

かれて， ノ の 御馳走に 與 つた、 柏木の 田舍に 住む 我等が 打 揃 ふて 番 町の 都に 屮 I 掛けし は 滅多に無き 經 

驗 である、 厚き 御 待遇に 與り久 掘りの 明月 を 踏みながら 家に 歸 つた。 

三月 六日  一 土 J 晴 北風に て 寒し、 引っ^-き校正のほか何事も爲さす、 二十 年 來繼續 け 来りし こ 


と を 繰 返す のみで ある、 然し 之 も 亦 貴き 天職で ある。 

三月 七日 へ 日) 晴 久 振りに て i や： 晴れ、 昨夜と 今 曉の星 舰きは 偸 快であった、 蜗座 は遙か 西に 進 

み、 其 東に 射手座の 諸 星 現 はれ、 曉 天の 舞臺が 新たに 變 りし やうに 見えた。 午後の 講演 會不相 變盛會 

であった、 余 は 但以理 書 第 十一 章 三 六— 四 五節 を 主題と して 偽 キリストの 出現に 就て 語った、 餘り面 

C き 題目で はない、 然し 重要なる 題目で ある、 惡魔を 知る は祌を 知る 爲に 必要で ある、 惡の惡 たる を 

知らす して 善の 善た る を 知る 事 は 出来ない、 而 して 聖書 は 惡と惡 魔と に 就いて 記して 深遠 を 極む。 閉 

會 後山 树 船長と 共に 親子 三人 山 岸 壬 五の 家に タ 飯の 馳走に 與 かり 有難かった。 

三月へ 日 (月) 晴 雜誌 校正 は 未だ 了ら す 氣が氣 でない、 然し 如何と もす る 事が 屮： 來 ない。 米國 

より ガレット .P  .サー ヴ イス 著 『双眼鏡 を 以てする 天文 學』 達し、 大 なる 感興 を以 つて 其 十 數页を 

讀ん だ、 夜の 来る のが 待 遠し かった、 恰も好し 橫濱 なる 31 人 某より 左の 書面が 達した、 

御 目に か りし 事 無 之 候へ 共 ふるくより 店の 靑年 たち 御世 話 様に 相 成、 有が たき 事に _i ^居候、 …… 

もう 一 つ 昨年の 暮 から 思 ひがけな きょい 事が 一 つ ふえました、 それ は 先生が 天文の 事に 犬そう 御 心 

をお そ、 ぎに ならせら る、 やうに なられた 事です、 私、 博物と 天文と が 一 番 若き 頃より 好きな 學課 

でした が、 せわしい 商家に 嫁し、 いとまな き 身と 相 成、 又 子供 も かたわらに 育て 參る 事に なり まし 

たので、 時折 家人が やすみ ましてから 双眼鏡に て 一寸 天 をの ぞく 位でした が、 K 々子供 も 大きくな 

りまして、 此頃は 年に 二三 囘 天文 臺 にも 一し よに 參 りて 土星 や 木星 を樂 しむ やうに なりました、 子 
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^らに は 星座の キリ ヌ キ 遊び を あてがつ てをきました 爲、 しらす-. f\- 星座の 名 をお ぼ へて しま ひま 

した、 昨年の 暮には 父が 小い §Ir: 遠 鏡 を クリス マ ス にくれ ましたので 私共 はたと へやう のない 樂 しい 

夜 を 過し ます、 月の 山々 谷々 の あざやかな 事、 木星の 衞 星の 位置が 毎夜々々 に變 ります 事、 备星團 

のきれ いな 事、 子供ら はお どり 上って よろこびます、 土星の リングが あまり 小さく して ハツ キリ 見 

ゎけがっかなぃ爲に大きぃ§1^.:遠鏡をぃ っ祌樣 が御屆 けく ださる か を 樂んで 待つ て 居ります、 私が い 

つで も 不思議に S わ ふて 居りました i$ は、 なぜ 宗敎家 や 牧師 樣方は 博物 や 天文 を學 ばれな いのかしら、 

こんな ありがたい 學問 はない のにと、 胸 一 ぱいになる のでした が、 一 一十 年 目に て (キリス ト敎 をき 

き はじめし より) 先生の 「日々 の 生涯」 の 屮に心 ゆく ばかりの 天文に 對 する (キリスト 敎 信者の) 

日記 を拜讀 いたしまして 一安心いた しました、 あの 號は 私の あかしの 爲、 家人 を はじめお 友達 其 他 

の 人々 の 心 をす つかり 開い て くれました、 これ はとても 御禮の 言葉が なき ほどに 候 

よ ひ -/^ に { 仝 ゆく 星に あこ かれて 

世に うとまる  >- 身 こそうれ しき。 

是は 有難い 音信で ある、 斯んな 愛 星 家が 讀者、 而 かも 婦人の 內に 有った かと 思 ふと、 聖書と 天文と は 

益々 深く 硏究 したくなる、 左右す る內に 日が 暮れた、 大犬座が 丁度 書齋の 窓の 前に 行って 来た、 双眼 

鏡 を 取 出した、 天狼星の 右の 下の 方 を 見た、 其 所に ヌン號 の 三重 星を捉 へた、 遙か 下の 方 を 見た、 デ 

ルタ を見屆 け、 其 右に 黄色の H プシ n ン猇を 見 留め、 二者の 間に 五 等位の 第二 十二 號 星の 拓權 石の 

如くに 赤く 輝く を 見た、 更に 又 デルタ 號を 見た、 驚くべし、 此の 星 を 上と 下と 左と を取卷 くに 十七 八 

拉 の眞珠 より 成る 頸 飾を以 つてす ると は、 大犬 星座の デルタ 號は 星界の 女王で ある， 斯んな 安 價ぃ偸 


樂 はない、 双眼鏡 一 憫で寶 石 玩弄 をす るので ある、 人生 を樂 しむに 此の まの 富者と 成る の 必要 は 少し 

もない。 

三月 九日 (火) 半晴 雜誌 校正 漸くに して 終り、 少しく 氣が樂 になった、 然し 二三 十本の 手紙の 

返辭が 待って 居る、 又 『研究 第二 之 十 年』 の 校正が 來 始めた、 仕事 は 何時に なっても 結えぬ、 然し 働 

く 計りが 人生で はない、 午後 久し振り にして 市中へ 行き 眼鏡屋 書店 等 をヒャ 力した。 

三月 十日 (水) 晴 暖き 好き 春 日和であった、 朝 六 時に 起き 先づ 第一に 伹以理 書 第 十一 章 を 研究 

した、 而 して 後 は 何 をも爲 さすに 唯 手紙の 返辭を 書いた、 內地は 勿論の 事、 支那、 米國、 メキシコと、 

溜りし 手紙の 負债を 還すべく 努力した、 隨 分の 仕事であった、 然し 樂 しくあった、 夕飯 前に 戶山ケ 

原に 行き、 祈 禱の杜 の 逢より 春の 夕陽 を 見た、 眞 紅な 太陽が 富士山 系の 彼方に 轉げ 込む 所は實 に壯觀 

であった、 偉人が 死に 就く やうであった、 それと 聯想して ルツ 子の 「もう 往 きます」 を 思 出して 胸が 

一杯に 成った、 然し 思 ふた、 我等 は 死して 今 在る 所よりも 惡 しき 所へ 往き やう 害 はない、 死は轉 宅で 

ある、 而 して 我等 は惡き 家より 善き 家へ と 移さる、 ので ある、 斯く默 想し つ、 ありし 間に 大統領 リン 

カン 特 愛の 讚美歌が 余の 脣 へと 上り 來 つた。 

one  sweetly  solemn  tlJ5llg.llt, 

Comes  tc  me  c  er  and  o-cr, 
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T-lmu  H  メ. e  ever  Ibeen  cefGre. 

一 の樂 しき 嚴肅 なる 思想が 

幾囘 となく 余の 亂を 往來 する、 

余 は 今日 一 日 を 終 へ て 

ちかづ 

一 日 余の {| に 近いた ので ある。 

くち It* さ 

余 は 獨り此 歌 を 口 みながら 杖 を いて，： M に歸 つた、 相 も變ら ざる 感謝の 一 曰であった。 

三月 十 I 日 (木) 半晴 夜 七 時より 今 井 館に 於て 小 n 演會兼 祈禱感 話會を 問いた、 來り會 する 者 

七十 餘名、 相變 らす惠 まれた る會 合であった、 余 は 「近世 思想と 基督 敎」 に 就て 語った、 而 して 後に 

五六の 感 話に 由て 余の 信す る 所 は 又會衆 全體の 信す る 所で ある 事が 利 明って 有難かった、 我等 は 近代 

人と 基礎的 思想 を 異にする 者で ある、 大 なる 感謝で ある。 

三月 十二 日 (金) 雨 『研究 第二 之 十 年』 初の 四十 八 頁 を 校正した、 今から 之が 一仕事で ある、 

ー盼の 害が 出來 上る までに は 容易の 事で ない。 久しく 雲 晴れす して 星が 見えない、 故に <fr 日 は 鳥の 事 

ひ ば り つ， V み  かさ ゝぎ v^\.'r^ 

に 就て 讀ん だ、 雲 後、 0. 燕、 烏、 鵲、 椋鳥 等に 就て 新 知識 を 得て 嬉しかった、 何 かこんな 道樂 がな 

くって、 緊張せ る 信仰的 生涯 を 送る 事 は 出来ない、 星と 鳥と は關 係の 無い 者で はない。 

三月 十三 日 (土) 半晴 雜誌 今日に 至る も 出来す だ不偸 快で ある、 印刷 代 は 上げる が 儘に 之に 


鹿す る も 印刷所 は 我等の 正當 なる 要求に 應 じて 吳れ ない、 多分 職 H に マルクス ゃト Q ツキ ー の 思想が 

行渡りし 結 が玆に 至った ので あらう、 =s だ歡， すべき 事で ある、 然し 止む を 得ない 忍耐す るまでで あ 

る。 〇 英 W ヒ ツバ ー ト雜 誌に 露國 ツル ー ベ ッ コ ィ 公の 露 阈の現 狀に關 する 論文 を讀 みて 强き 印象 を與 

へられた、 露 國の爲 に 熟 禱を祌 に 捧げざる を 得ない、 而 して 神 は必す 遠から すして 露 國を救 ひ 給 ふと 

信す る、 獨 逸の 物質主義が 歐洲 をして 終に 玆に 至らし めしと 思へば 塞 心に 堪 へない、 然し 獨逸 ゃ露國 

に 限る 事で はない、 我國の 事で ある、 祌を 離れ 財 をのみ 維れ 慕 ひて 何れの 國家も 終に 玆に 至らざる を 

得ない、 益々 傅 道に 盡瘁 しなくて はならない。 

三月 十四日 (日) 雨 雨天に も關 はらす 聽衆は 毎會の 如くに 多かった、 山桝 船長 先づ 登壇して、 

航海 者と しての 彼の 信仰 談を 述べ 一同に 好き 印象 を與 へた、 余 は 但以理 書 第 十二 章の 解釋を 試みた、 

餘り滿 足なる 講演でなかった、 然し 止む を 得ない、 仍以理 書 第 八 章 以下 は 余の 「お 箱」 ではない、 余 

は 能く ダ 二 ヱ ルの 生涯 を 解し 得る も 彼の 預言 を 解し 得ない、 一 一三 年 を經て 後に 余 は W び 其 解釋を 試む 

るで あらう、 今日は 今日の 最善 を 試みた までで ある。 

三月 十五 日 (月) 雨 昨 n の 講演に 今日は 特^に 疲れ、 一時 床に 就いて 休んだ。 今日に 至る も 印 

刷 所で 雜誌を 作って 吳れ ない、 發行 n より 五 n も 後れし 事 は 二十 年 今月が 初て、 V ある、 競 (辛 甚だし 

くして 玆に 至った ので あらう、 斯 かる 際に 漢字 使用の 不便 を 感ぜざる を 得ない、 若し 羅馬 字であった 

ならば 自分で 机んで 自分で 印刷す るで あらう、 P イド • ガリ ソ ンの 「我に 勇氣と 印刷 機械と あり」 を 
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思 出さ る を 得ない、 八 マより 後、 漢字が 自由の 大 なる 束縛 者で ある 事が 益々 明 白 に 成る であらう。 

三月 十六 日 (火) 晴 渐く サット 今月分の 雜 誌が 出た、 何れに しろ 一安心で ある、 今や 出版界 は 

混亂狀 態に 陷 つた、 社會 「改造」 の 結果が 玆に 至った ので ある、 恐ろしい 時が 来りつ、 ある、 然れど 

も閤黑 其 極に 達する 時に 榮光 天に 現 はる、 と 知る が 故に 安心で ある。 〇 民間 天文 舉者 井上 四郞 氏の 訪 

問 を 受けた、 我等 同志 は天體 研究に つき 今より 大に 君に 敎 へられん と 欲する、 聖書 研究に 次ぐ 至大の 

偸樂 である。 . 

三月 十七 日 (水) 曇 午後 芝 飯 倉に 東京 天文 臺を訪 ふた、 數 個の 望遠鏡 並に 精巧なる 新式の 分光 

器 を 見せて 貰 ひ 非常に 有 であった、 後に 事務室に 於て 平 山淸次 博士 並に 井上 四 郎君と 宗教と 犬 文と 

の關 係に 就て 心 置きない 談話 を 交へ 誠に 愉快であった、 此世 離れた る 事に 於て 宗敎と 天文と は 能く 似 

て 居る、 其點に 於て 所謂 宗敎 家、 卽ち 敎界の 名士 等 は 到底 天文 學に 及ばない、 天文 學は 人類 最高の 學 

問であって 同時に 亦 最大の 快樂 である。 

三月 十八 日 (木) 晴 午後 宇都 宮に 行いた、 星野醫 舉士 同行、 七 時 同市 旭 館に 於て 演說會 を 開い 

た、 靑木義 雄 司會、 星 野 は 「衛生 學 上より 見た る 改造の 必要」 に 就て、 余 は 「改造と 解放」 に 就て 述 

ベた、 來聽者 三百 人 以上 宇都 宮に 於て は 珍ら しき 會 合であった との 事で ある、 近縣 より 泊り掛けで 來 

る 者 もあった、 若し 傳 ふるに 道 を 以てすれば 栃木 縣も亦 有 tli! なる 傅 道 地で ある、 殊に 下野 敎友會 の 近 


頃の 熟 心に 就て は 讚 辭を吝 むこと が 出来ない、 此夜此 所に 一泊す、 此 夜空 晴れ、 二 荒神 社に 隣せ る 旅 

館の 窓より する 星^き は 爽快であった。 

三月 十 日 (金) 晴 朝 少しば かりの 用事 を濟 まし、 十 時發の 汽車に て 歸途に 就いた、 春の 日に 

輝く 利根 川 を 渡りて 所感 一 首 を 禁じ 得なかった。 

聖書 もて いくたび か經し 利根の 橋 

溢る めぐみの ながれ 盡 きざれ  ， 

午後 一時 家に 歸 つた、 今年に 人り てよりの 第一 囘の 地方 傳道 であった、 不 相變隨 分の 努力で ある、 度 

虔爲 すべき 事で はない。 

ひ き き ニノ 

三月 二十日 (土)  f 朝より 來客引 も 切す、 ：！： れも 人生の 重大問題 を 抱いて 來る、 如； I： なる 醫者 

も 辯 護士も 取扱 はざる やうなる 重大問題 である、 傳道師 の 責任 も 亦 重い 哉で ある、 午後 敎友 十數 名と 

共に 牛 込 神 樂坂上 藤本 內科醫 院に會 し 開院 式に 代 ふる 祈禱感 話會を 催した、 藤本 醫學士 は 我等の 信愛 

する 古き 敎 友の 一人で ある、 彼れ 今 その 信仰と 技術と を 以て 獨 立の 陣 を 東京 市 s: に 張る、 彼のた めに 

祌の裕 かなる 祝 幅 を 祈らざる を 得なかった。 

三月 二十 一 日 (日) 晴 美 はしき 春の 日で ある、 午後の 集 會引續 き盛會 であった、 余 は 使徒 行傳 

1 一七 五 章 十九 節に 由り、 バウ P の 基 蝥敎の 一 たび 死せ るィ H ス のな r 生きて 在 まし 給 ふ 事の 上に 立つ 者 
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たる 事に 就て 述べた、 キリストの 復活 は 祈 n 學 者の 閑 問題に 非す、 クリスチャンの 日常 問題、 生命 問題 

であると 云 ふ 事 を 高調した、 聽 衆 屮に舊 き 友人なる 加奈陀 メ ゾヂス ト 敎會宣 敎師コ ー ッ 君が 居られた、 

^は 堅き 捤チを 余に 與 へ られ、 余の說きし所の古き幅晋にして永久の眞现なる_5^-を證明せられ心ょり 

の贊 成と 滿 足と を 表せられた、 ュ 一一 テリ ヤン 化せる メソヂ スト 敎會 中亦此 宣敎師 ある を 知って 大に我 

志を强 くせられ た、 今日 も 亦恩惠 溢る k の 安息日であった。 

三月 二十 二日 (月) 半晴 午後 基督 敎 書類 會 社に 行き、 監督 バ トラ ー 小傳 並に T  • バ ー ナ— 

ド 『新約 や： 書に 於け る 教理の 進歩』 を賈ひ 求めた、 人生の 小 問題に 檔 まさる、 事 多き 今の 時に 常て、 

倫 ™ -;^ こ 宗敎 の极木 問題に 關 する 研究に 沒 頭す るは大 なる 慰安で ある、 大 宰相 グラ ッド スト ー ンが至 

大 の 尊敬 を拂 ひし 監督 バ トラ ー の 研究 は 今の 時に 方て 最も 必要 である。 

三月 二十 三日 (火) 半晴 時々 雨 降る。 東洋 汽船 一等 運轉士 山村 勝 敬の 結婚式 を 今 井 館 聖書 講堂 

に： て 司る、 第一 一十一 ー囘の 結婚式で ある、 船員と して は 第 一 が 山桝、 第一 一が 坂 本、 第三が 山 付で ある" 

斯 かる 海上の 勇士が 相次いで 我 仲 11 より 出づ るは大 なる 感謝で ある" 

三月 二十四日 (水) 雨 私立 衞生會 より 左の 如き 鄭重なる 禮狀に 接し 恐縮に 堪 へない。 

祥啓 彌 御淸祥 奉賀^ 陳^ 今般 本 會へ金 〇〇ra 御 寄贈 被 成 下 御 芳志 嗚謝ノ 至 -ー 候 右 金員 ハ本會 々務 

發展ノ 资-ー 供 スベタ 候 不取放 右御禮 謝申述 度如斯 一一 御座 候 敬具 大正 九 年 三月 二十 二日 大日 本 私 


立 衞生會 々頭 醫學 博士 北 里 柴三郞 印 柏木 兄弟 圑 御中 

衞生會 は 好意 を て 日曜日 毎に 其 講堂 を 我等に 貸與 し吳れ るに 對し 我等 は 感謝の 意 を 表せん が 爲に少 

許りの 寄贈 を爲 したので ある、 如斯 くにして 相互の 問に 紳士的 關 係が 維持 せられて 我等 は 安心して 講 

演を繼 綾す る 事が 出来て 感謝す る。 

三月 二十 五日 (卞ン 雨 巢鴨田 村 氏 宅に 於て 第三 囘三 村會を 開いた、 不相變 笑聲の 多い 會合 であ 

つた、 松 村 君 は 二重人格 研究に 就て 其 實驗を 語り、 田 村 君 はすべ ての 問題 を兒童 研究に 引 込まん とし 

て 松 村 君に 保留 を 中 込まれ、 余 は 素人-犬 文 學の宏 益に 就て 大に述 ぶる 所があった、 談話 は 終に 田 村 君 

の 政界 並に 敎界の 穴 m しに 及んで 局 を 結んだ、 余 は 基督 敎界の 一 致 圑合案 を 提出した が 望むべく して 

實 際に 行 ふべ からざる 者と して 否決され た、 神と 來世を 信ぜざる 國民は 亡ぶ との 松 村 君の 高調に 余 は 

言 ひ 難き 滿足を 感じた、 君が 決して 基督 敎を棄 てた のでない 事が ハ ッ キリと 解った。 

三月 二十 六日 (金) 曇 編輯 日で ある、 朝から 晩まで ペンと インキと ベ ー パ ー と を 以て 働いた、 

是は 我が 仕事で ある。 〇 今朝の 『讀賫 新聞』 は大 活字の 見出し を 以て 昨日の 三 村會の 催し を傳 へた， 

曰く 「敎會 から 異端視の 三 師が興 ある 心の 會、 內村田 村 松 村 氏 共通の 三 村會、 而も 基督の 解釋が 三人 

三 様」 と、 も ベルサイユ に 於け る ウィルソン、 クレマ ンソ ー 、 ロイド. ジョ ー ジの In:- 頭 會議を 報す 

るが 如くで ある、 我等 も 偉い人と 成りた る 哉。 序に 記す 前週 宇都 宫に 講演の 爲に 行きし 時に 土地の 新 
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^紙 は 報じて 臼 く 「霊界の 偉人 來 る」、 「神人の 來宫」 と、 彼等 新聞記者 等 は 何 を 書きつ、 ある 乎 を 知 

らな いので ある、 然し 之を讀 むの も 亦 一 時の 興 で あ る。 

三月 二十 七日 (土) 晴 昨夜-富 晴れ、 今曉 四時に 床 を 出て 星を舰 いた、 歐 座の 二重星、 射手座の 

ぉク， 特に 注意 を惹 いた、 然し 最も 美： しかりし は 天秤座の 西部に 宿る 火星であった、 蠍座の 主星ァ 

ン タレスと 相對し 赤色 を 以て 輝く 春 際の 双璧で ある。 〇雜 誌 原稿 大分に 片附 きたれば 春の 野に 雲雀の 

I 资を 聞かん とて 午後 郊外に 散步 した、 目指せし 雲雀に は 遭はなかった、 然し 小川の 岸に， =奎 菜 の^く 

を 見た、 に は 星、 野に は 花、 星 は 天の 花であって、 花 は 地の 星で ある、 步 みながら 明日 講演の 題目 

たる 復活に 就て 考へー 一三の 美 はしき 思想 を 據て歸 つた。 

三月 二十 八日 (日) 半晴 午後の 講演 會不 相變 聽衆滿 堂の 狀況 であった、 哥林多 前書 第 十五 章 三 

十五 節 以下、 ，； 仪活の 「如何に」 並に 「如何」 に 就て 講じた、 聽衆 中に 外國 人が 二人あった、 其 一 人 は 

甲府 在留の 加奈陀 宣敎師 ツイ，' デ ー 女史であった、 彼女 は 熱心なる 基督 再臨 信者で ある、 常に 余の 傳 

道に 對し 篤き 同情 を 表して 吳れる 婦人で ある、 此日 始めて 講 堂に 於て 相會し き 握手 を 交へ た， {旦 敎 

師と 云へば 大抵 は 余 を 嫌 ひ 或 ひ は 疑 ふが 常であって、 彼女の 如くに 余 を 信じ 余の 信仰 を 他に 紹介して 

nJK れる者 は 甚だ 稀れ である、 其 他 奮い ii! 者 を 大分 聽 衆の 中に 認めた、 余の 聖書 講演 會が敎 派 を 超越し 

て^!2敎會の柱石の集會所となりっ k ある は 感謝す ベ き 事で ある。 


三月 二十 九日 (月) 雨 半日 休み 半日 勸 いた、 四月 分 雑誌の 原稿 を 書き 了った。 家の 主婦 此， の 十 

日間 程病氣 にて 床に 就き 家庭の 萬 事 甚だ 不行 屈で ある、 斯 かる 場合に 家 は 婦人の ものである 事が^ 明 

る、 彼女に 對し 感謝な き 能 はすで ある。 

三月 三十日  <  火) ^ 大 たる 輿 味 を 以て T  •  D  • バ ー ナ ー ドの バム プ トン 講演 を讀 みつ、 ある、 

是は千 八 百 六十 四 年卽ち 余が 三 歳の 時に 述べられし 講演で あるが 然し 今日 尙ほ 聖書 研究 上の 大 問題に 

就て 大に 吾人に 敎 ふる 所が ある、 古き 木 は 燃く に 好し、 古き 友 は 信す るに 好し、 古き 書は讀 むに 好し 

である。 〇 石川安 次郞 君より 活版 刷りの 往復 ハガキ が 達し、 八.' 囘；： E 君が 東京 特 郡部 第 十三 區 選出、 衆 

議院 議員の 候補者と して 打って出 づ るが 故に 余に も 君の 推薦者の 一 人と 成れとの 事であった、 余 は 石 

川 君の 敬すべき 人物なる を 知る と雖 も、 君の 注文の 少しく 門 違なる を 認め たれば、 直に 「小生 は此贡 

の 蓮 動に は 一切 關係 仕らす 候」 と 書いて 返 辭を屮 Z して 置いた、 んの 趣味 は 種々 樣々 である、 余の 趣味 

は 天上の 星を舰 くに ある、 石 川 君の それ は 衆議院議員 選 擧を爭 ふに ある、 月 を 愛する 人が ある、 鼈 を 

好む 人が ある、 星 を 見る 人必 しも 聖人に 非す、 政治家 必 しも 俗人に 非す、 人 各自 其 天職 あり、 余 は 石 

川 1?； の 成功 を 祈る。 

三月 三十 一日 雨 雨： 大續 きに て 星 は 見えす、 故に 閑暇の 時には 本ば かり 讀んで 居る、 故 

H  •  B  . ス ウイ ー ト 博士 最後の 著た る 11-, I」 一., <)f 一  15 ン V01.1 二  r  (一 oil ョ (來 世論)、 並に プリ ン ス 

ト ン神學 評論に 載せられ たるべ ンジャ ミン • B  • ヮ ー フィ ル ド老 博士 の リッチ H ル神學 論 は 甚だ 面. G 
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く讀 まれる、 余 自身の 立場 は カル ヴ イン 主義者の それで ある、 ヮ ー フィル ド 博士 は 過去 三十 年間の 余 

の 先 牛： で あ る (勿； i 紙上 に 於け る)、 先生 老 いて ハ献々 其頭腦 の 明晰た る は 喜ぶ ベ き 事で ある。 

四月 一日 (木) 晴 空久 振りに て晴 る、 高 田 病院に 松 本 實三を 見舞 ふた、 彼に 永別 を 告げに 行い 

たやうな 者で ある、 彼の 如き 有爲の 人物 を 失 ふ は堪へ 難き 憾 である、 彼と ニ囘 問き 握手 を 交へ て^れ 

た。 

四月 二日 (金) 雨 夜 八 ：- 井 館に 於て 星 之友會 第一 囘 講演 會を 問いた、 來り會 する 者 百 二三 十 人、 

狭き 講堂 は 立 雄の 地な き 程であった、 先 づ祈禱 を 以て 始め、 余 は 以賽亞 書 四十 章 一 一十 六 節 並に 亜麼士 

書 ft 章 一節より 八 節までの 簡單 なる 解釋を 述べた、 綾いて 東京 大 文臺の 井上 四 郞氏は 天體の 何たる 乎、 

素ん の！ K 體觀 察に 就て 陷り 易き 誤謬、 赤道 俊の 構造 等に 就て 語り 小、 に來聽 者の 研究心 を 促した、 以来 

ハ母 週余曜 P に 問く 豫定 である、 入會 申込 -Kn 餘 名に 達し 豫想 以上の は， ％ であった、 余 は 宿題と して 金星 

並に 獅子座 諸 星の 肉眼 的 觀測を 提出した。 

四月 三日 (土) 雨 終：" 雑誌 校正。 余 は此 二三 日 切に 感じた、 近代 人が 人 を 先生と して 仰ぐ は 先 

生に 依て 敎 へられん と 欲する ので はない、 先生に 於て 己が 理想 を 見ん と 欲する ので ある、 故に 先生 は 

先生で はなく して 偶像で ある、 己が 理想の 顯現 である、 故に 一朝 先生に して 己が 理想に 反する 言動に 

出る 事 あらん 乎、 彼等 は 失 し、 怒り 又叛 くので ある、 斯くて 迷惑なる 事と て 近代 人に 先生と して 仰 


がる、 が 如き 事 はない、 何時 彼等に 恨ま れ^まれ 敵視 せらる、 か 知れない ので ある、 彼等 は 強烈なる 

壓制 家で ある、 鬼 千 疋と稱 せらる、 小舅 姑の 如き 者で ある、 八， n の 口 本に 於て 人の 先生と 成らん と 欲 

する 者 は 深く 此危險 に 注意す ベ きで ある。 

四月 四日 (日) 雨 復活祭で ある、 午後の 講演 會に 遠方よりの 來聽者 多し、 其內 海上 保險 支店 詰 

の 森 E 甫の 如き 休日 一 一日 續 きを 利用し 態々 大阪 より 來り會 す、 余 自身に 取り 大 なる 感謝 又獎勵 である、 

余 は 林 多 前書 十五 章 五十 一 節 以下に 就て 講じた、 r 此 故に 汝等 (復活の 信仰の 上に) JEIfM く 立ちて 

搖 かす 常に 主の ェに 溢れよ」 との 第五 十八 節の 語 は 特に 强く 余の 心に 訴へ、 循 つて 余の 解釋は 熱烈な 

ら ざる を 得なかった。 想って 卓上の コップ を 倒し 水 を 潟し、 氣が附 いて 自分な がらに 恥し かった。 

四月 五日 (月) 雨 雨 又 雨で ある、 休みながら 校正 を 行った、 書 其 者に 還る 時に 余に 大 なる-: K 

S が ある、 身と 心と を疲勞 さする 者は此 世の 細事で ある、 神と 宇宙と に關 する 大事 は疲勞 させす して 

却て 疲勞を 癒す 能力が ある。 

四月. I 八日 (火) 雨 校正 又 校正、 校正の 外に 何も 爲 さなかった、 然し 此 世の 細事に 携.. ！ y らしめ 

られて 苦しめら る k よりも 遙に宜 い、 博士 ジョ ンソ ンが言 ふた 事が ある 「余の 生涯 中心の 最も 淸き時 

は 余が 金錢を 獲ん がた めに 著述に 從事 する 時で ある」 と、 卑劣なる 言の やうに 聞え る、 然し 其 內に深 

い 眞理が ある、 前後 を 忘れて 唯 機械的に 働く 間に 惡念は 心に 起らない ので ある、 「何も 爲さ 5^ る 事 


は惡事 を爲す 事で ある」、 他人の 批評、 叱 評.， 阯話、 是れ 多く は惡 事で ある * 之に 較べて 校正 は 煩 業 

(drlKlgery ) であるが" は 無い、 余 は 余の 生涯 を 校正の 爲に 費して 敢て悔 ゆる 所 はない。 

四月 七日 (水) 半晴 久；^ りに て 口 光 を 見た、 今 井 館に 於て 三谷隆 llu^ 對長 尾里惠 子の 結婚式 を 

司 つた、 余が 司りし 第二 十三 囘の 結婚式で ある、 出 埃 及 記 三十 七 章 六 節より 九 節までに 由り 全會衆 

に勸 むる 听 があった、 「二 似の ケ ルビ ムは翼 を 高く 展べ其 翼 を もて 贖罪 所 を 掩ひ其 面 を 互に 相 向く、 

つ is?  は-一 

卽ちケ ルビ ム の 面 は赠罪 所に 向 ふと ある、 夫婦 は 一 一個の ケル ピム であって 翼を展 ベて 契約の 櫃を掩 ふ、 

一 一人 相對 して 座す る も 其 面 は櫃を 納めた る 躓 1  非 所に 向 ふ、 卽ち 面と 面と 相對 して 見す して 金 板に 映す 

る& 像に 於て 相 見る、 眞 正なる 夫婦の 關係は 直接なら すして 問 接で ある、 祌の 契約 を 擁して 結ばれて 

夫婦 は 永久に 且つ 神聖に 其 關係を 持 絞す る 事が 出來る …… 」、  < ；-は 大略 以上の 如くに 語りて 後に 新郎 

新婦 を して 手を聖 一書の 上に：. is- い て 誠 信 を 誓 はしめ た、 簡單 にして 嚴肅な る 式 で あった。 

四月 八日 (木) 晴 久 掘りに て Irac き 一書 を讀み 了った T  •  D  • バ ー ナ ード 著 『バム ブト ン講カ m 

壤』 である、 再讀 又三讀 する の偎他 ある 書で あると 思 ふ、 聖書 研究者 は M 時 か 一度 は精讀 せざる ベ か 

ら ざる 書で ある、 一 年に 一 囘位ゐ 是れぞ と 思 ふ 書に 打附 る、 其 時 は 最も 幸なる 時で ある。 〇 夜、 東京 

驛 ホテルに 於て 三 谷 長 尾兩. 爪の 結婚 披露 會が 催された、 余 も 之に 招かれ、 新郎の 側 敎界の 元老 井深 

小 崎の ニ師 と相對 して 座 をい：： めさせられた、 卓上 我等 は ウィルソン 大統領に 就て、 叉 大本 敎、 天理 敎， 

金光敎 等に 就て 語った、 然し 基督 敎會义 は 基督 敎靑 年會に 就て は 一 言 も 語らなかった、 平和 は 全 堂に 


1. チ； s でり 

充ち？ 流れた、 余 は 最後の 車上 演說 まで 爲さ しめられた、 昨日 以來隨 分の 骨折であった、 然し 樂 しき 熹 

ばし き 骨折であった。 

四月 九日 (金) 晴 庭の 櫻が き 出した。 校正刷り を 待つ も 来らす、 『バム プ トン 講演 集』 の (伐 

讀を 始めた、 余 は 今 は 良き 書 は 之 を再讀 する を 常例と する、 而 して 興味 は 殊に 再讀の 時に 起る ので あ 

る。 〇 夜、 第二 同の 星 之 友會が 開かれた、 來會者 百 名餘、 空 天晴れ たれば 屋外 觀察 を爲 した、 木星、 

さししめ 

土星、 火星、 北斗七星、 北極星、 オラ イオン 星座 等 を 指示され て 一同 歡喜を 以て 散 じた。 

四月 十日 (土) 晴 雜誌 校正 終り 大に樂 になった。 午後 目， ：！： 臺に前 田 多 門の (1^ を 訪問し、 主人 不 

在たり しも 子供 W 人と 共に 程遠から ぬ 野原に 行き 堇 花や 犬 胡麻 の^く 所に 座して 携へ來 りし 辨當 をし 

た、 め、 春の 野遊び、 §1 からざる 偸 快であった、 聚 書と 星と 子供と 花， 此遴に 地上の 天國は ある。 

四月 十一 日 (日) 晴 樱花滿 開、 一年 屮に十 R と はなき 好 日和で ある、 午後の 聖會變 りなし、 但 

し來聽 者、 平常より は 少しく 勸 かりし やうに 感じた、 花に 取られし にや、 叉 は學校 春休み の 故に や、 

多分 後者が^ 實 であらう、 使徒 行傳ニ 章、 ベ ンテコ ステの 日に 於け る g ち， 靈の 降臨に 就て 講じた、 春 空 

晴れ渡り たれば^ 途 に 星 野 翳學士 並に 家 の 靑年を 伴 ひ て 麻布 鈸食に 東京 天文 臺を訪 ふた、 臺員 の 好意 

の あ- 

に 由り sii! 遠 鏡 を 以て 天 體を舰 かして 貰 ひ莊觀 言語に 結したり であった、 木星に 個の 衛星の 懸る あり • 

土星の 環、 火星の 圓面、 双子座 カストルの 割れて 聯星 として 見 ゆるの 狀、 一として 莊嚴 ならざる はな 
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かった、 人の 口 を 以てする 如何なる 說敎も 神が 其 聖ェを 以てし 給ふ敎 示に は 到底 及ぶべく もない、 心 

に祌を 讚美しながら 十 時 少し 前 〈裂に 歸 つた" 

四月 十二 日 (月) 晴 疲バ 力の 曜：： ： である、 何事 も爲し 得ない、 唯 ボン ャリと n を 送る まで あ 

る、 是れ 精神的 勞 働の 結果と して 天然の 法則が 人より 要求す る 所で ある、 之に 服從 して 活動の 日を俟 

つまで V 'ある。 

四月 十三 日 (火) 晴 基督 敎 書類 會 社に デリッチ 著 『希 伯來書 註解』 二 冊の ある を發 見し、 買 ひ 

求めて つた、 大 なる 寶の 發 見を爲 した や う に 感じた。 

四月 十四日 (水) 雨 「g: 隣 悉く 排日 運動、 其 原因 は 軍人 外交」、 「今日の 模様に て は 日本 は 遠 か 

ら ざる 將來に 於て W 際 ii に 第一 一の 獨逸視 せらる こと あらんと も 思 はる」、 「シド 一一，'. サ ン紙は 米國加 

奈陀 及び 濠洲 三國の 海軍 は 太平洋の 平和 を 維持す るた め 共同 一 致の 行動 を 執るべき 事 を 切 論 せり」 是 

れ 今日の 新開 紙の 論じ 且 報道す る 所で ある、 日本 は元來 〔一字 缺、 或は 「武」 か〕 を 以て 起り し國 である 

其 日本が 此狀 態に 立 至りし は 少しも 怪しむ に 足りない、 嘗て は 狂人 されし 余の 非戰 論が 其 中に 深い 

眞理を 宿す 事 を 我 邦人に 解 せらる &に 至る は 遠き 將來の 事で は あるまい、 此事を 思 ふと 時に 暗 淚を催 

す 事が ある。 〇 午後 七 時半 〔*- の靑 年に 送られ 雨を銜 いて 大阪に 向て 東京 驛を發 した、 車中 大阪 商人の 

金儲け 話し を 聞かされ 旣に關 西の 都に 在る の感 がした、 夢と^と の 裡に箱 极山を 越へ た U 


四月 十五 日 (木) 晴 ^吹 山の 麓に 朝日 を 仰いだ、 近 江の 湖水 は 春の 日の 琥珀の &に 輝いた、 希 

伯 來書を 請みながら 勢 多 川の 鐵橋を 過ぎた、 逸 坂 山の 隧道の 邊は 昔ながら の 山 樱に娠 はった、 七 時 牛 

多数 の 本願 寺參詣 者と 共 に 京都 驛に 下りた、 直に 伴 はれて 昔し 懐し き 新 町 通り 竹屋町 下る 便利 堂 主人 

中 村 彌左衞 門 方に 到り、 此所を 二日 間の 本陣と 定めた、 午後 友人 二人と 共に 向日町に 行き、 其 附近の 

粟生 光明寺 並に 長 岡 公園 を 訪れた、 關^ の 粗野なる に比べ、 洛外の 風雅なる に 愛すべき 所が 多い、 春 

^ ゆ りさへ づ  たけのこ めざ 

の 野に 雲 « 囀り、 竹林に 筍 萌し、 好き 半口の 淸 遊であった。 

四月 十六 日 (金) 晴 俗事と 交友と に 一 曰 を 費した、 rra 園の 山何ぞ 高き 、鴨の 水 何ぞ淸 き」 で 

あって 陽の 春の ； 日は價 彼な きものではなかった。 

四月 十七 日 (土) 晴 午前 九 時半 京都 を發 し、 卜 一時 攝^^ 蘆屋に 着いた、 二 時 西 之宫に 行き、 武. 

庫 郡公會 堂に 於て 『聖書 之 研究』 讀者會 を 開いた、 來り會 する 者 七十 餘名、 近き は 京都より、 遠き は 

備中美 作より、 舊き讀 者の 來り會 する ありて ^だ樂 しきき 合であった、 余 は 「聖書の 立場より 見た る 

午 リストの 再臨」 に 就て 語った、 キリストの 卜 字 架に 因る s§ の赦し を實驗 せし 者 は 早 かれ 晚 かれ 終に 

キリス トの 再臨 を：^ する に 至らざる を 得ない と 語りし 時に 全 會の强 き 肯諾を 得た、 數 人の 熱心なる 祈 

禱 ありて 五 時散會 した。 
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四月 十八 日 (日) 晴 晴； 大打 緩き、 雲 後の 聲！ K に 響き. 祝： i された る 聖日であった、 昨日に 引きつ 

づき 讀者八 I：： を！！ いた、 來會者 w 人餘、 余 は 「人生の 赏驗 として 見た る キリストの 再臨」 に 就て 演 ベた- 

W 臨に.？： 的なる と 外的なる と、 rm 極 的なる と 積極的な ると ある 事に 就て 語った、 自分に 取り^だ 與味 

あ る 問題 であ つ た、 X ゆ 衆 も 亦 人に 共 ま T する 所が あったら しく 見受けた、 祈禱 あり 感話ぁ り て 此樂し き 

會合を 終った、 會費金 三^と いふ 未曾有の 高價 なる！^ 講料を 取 立し に拘 はらす (余の 責任に あらす) 

斯 くも 多数の 熱心の 來會^ ありし は、 是れ亦 未 曾 の 事で ある、 閉會後 有志 者 g; 十 餘の晚 餐會が 他 さ 

れ、 是れ亦 愛と 歡 ま； 〔と 感謝と に 溢る」 樂 しき 會 合であった。 

四月 十九 日 (月) 晴 未だせ ておりし 事な き樂な 講演き であった、 隨て疲 勞も少 く、 刖に 休息の 

必要 を 感じなかった、 午後 永 廣ゃー 主人に 作 はれて 六 中 山の 屮腹^ 樂 園に 遊んだ、 山^ 蹈の滿 開で あつ 

て 里餘の 山登り 甚だ 愉快であった、 ラジュ ム 鎖^に 浴し、 茅 一 t 海の 泰 光に 輝く を瞰 下ながら 徒歩 山 を 

降った、 午後 六 時 魔 屋を發 し 歸途に 就いた、 車中 眠る 能 はす 窓より 星を舰 きながら 一夜 を 過した、 獅 

子 ilJ に 4- まる 十-星、 天秤座に る 火星、 列車 進行の 方向と 共に 交 はる 交 はる 車窓に 映り 之 を 眺めた が 

ら矢矧 川 を 渡り 濱名湖 を 過ぎた、 誠に 善き 旅 中の 侶伴で ある。 

四月 二十日 へ 火) 晴 朝 八 時半 東京に 着いた、 家に 歸れば 庭の 八 軍： 樱の滿 開であった、 余の 不在 

中の^ 書 講演 會の 頗る 盛會 なりし を 聞いて 嬉しかった、 相 變らす 多數の 手紙と 一 一 百 页餘の 校正刷が 待 

つて 居た、 之 を片附 ける のが 一仕事で ある、 講诚 旅行 は 好し として 其跡片 附が大 へんで ある、 然し 是 


も爲 さすば ならす 彼 も 避く る 事 は 出来ない、 聖意 をして 成らし めよ である。 

四月 二十 一 日 (水) 晴 汽車 中に て 風 を 引き 頭が 重く 室に 籠りて 休んだ、 大 なる 輿 味 を 以て 沖 野 

i 石 一一： 郎君 新著 『基 1^ 新 敎縱斷 面』 を讀ん だ、 誠に 有益なる 書で ある、 山路 愛山 逝いて 以来、 * 督敎界 

の歷 史家な しと 思 ひしに 沖 野 君が 其歷 史家で ある 事 を 知りて 喜んだ、 余に 關 する 記事に 大抵 は 間違 は 

ない、 我 日本に 於ても 神が 其 一 i 音 を 護り 給 ひて、 之 をして 其內 外の 敵に 勝ちて 八 マ 日に 至らし め 給 ひし 

事 は 感謝の 至りで ある。 

四月 二十 二日 (木) 晴 午後 二 時 今 井 館に 於て 法學士 松本實 三の 葬 機が 營 まれた、 坂 田 佑が 司き 

し 余が 說敎 した、 松 本 は 名譽を 以て 大正 五 年に 東京 帝 圃大擧 を 卒業し、 大阪 住友銀行の 社員と なり、 

拔擢 せられて 紐 育 支店 詰と なり、 彼 地に 留まる 事 一年 餘、 病 を 得て 歸 朝し、 去る 十六 日 眠に 就いた の 

である、 彼 は 柏木 生えぬ きの クリスチャン である、 柏木に 於て 始めて 福音 を 聞き、 柏木に 於て 結婚し- 

終に 柏木に 於て 其 葬儀 を營 まる、 從 つて 其 信仰 も 亦 純然たる 柏木 流の 者であった、 洗 鱧 を 受けす、 H 

れ の敎會 にも 禱 せす、 ピ ュ ー リ タン 的で、 殊に 深く キリストの- 冉臨を 信じた、 余 は 彼の 遗甘を 前に 置 

き會葬 者に 向って 曰 ふた。 

松 本の 死 は 實に惜 むべき 且つ 悲 むべき 事であります、 然し 乍ら 最も 悲しむべき 事ではありません、 

^に は 松 本よりも 遙に 不幸なる 人が あります、 松 本 は 病める 肉體に 健なる 靈魂を 宿して 外國 より 歸 

ふ もと 

り、 其 健なる 靈魂を 以て 此骨を 去りて 神の 御 許に 行きました、 ^に は 其 反 對に强 健なる 肉體に 宿す 
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に 蕃微せ る鎏 魂を以 て 歸り來 る 者が 許 多あります、 歐 米の 物 は 風 に 吹かれて 少 しも 其靈魂 を 汚す 事 

なく、 その 故國に 於て 學び 得し 單 純なる 信仰に 一 暦の 輝き を 加へ て 歸り來 りて 死に 就きし 松 本は是 

等 多く の ffl 落 小 Z 壯 紳士に 優る 幸 一 i な る 者で あ ります、 試み に 松 本が 思 ふ 通りに 彼の 車 業に 成功した 

とすれば 怎 でしたら う、 彼が大實業家となり^^萬長者となりたりとしたらば怎でしたらぅ、 彼は大 

なる 危險 に陷 つたので あります、 彼が 彼の 靈魂を 喪 ふの 機會は 甚だ 多くあります、 彼 は 事業に 成功 

して 信仰に 失 耽した でせ う、 勿論 神の 御 助けに. E りすべ ての 誘惑に 勝ち得ない 事はありません、 然 

し 其齔爭 たる や 死に 就く 以上の 苦痛であります、 而 して 私は此 ゆの 成功に 勝ち得す して 其滅す 所と 

なった クリスチャン を澤山 知って 居ります、 祌は松 本 を 愛し 給 ふたので あります、 祌は松 本の 靈魂 

を 愛し 給 ひ て 實業 家と し て の 成功 を 舉げ得 ざ る 前に 彼 を 召し 給 ひました、 松 本の 死 は 彼 自身 に 取り 

て も 決して 最大 不幸ではありませんでした、 松 本と 同じく 此 聖書 講堂に 於て 聖書 を 舉んだ 靑年は 許 

多あります、 而 して 彼等 は 彼と 同じく 學士 となり 洋々 たる 靑 春の 希び If- を 懐いて 人生の 航路に 就き ま 

した、 然るに 少し 斗り の 成功 を 以て 惠 まる- -ゃ倏 にして 其 養ひ來 りし 信仰 を 投棄て 素の 俗人と 化せ 

し^は 決して くない の であります、 其 場合に 於け る 私 どもの 苦痛 は譬 ふるに 物な しであります、 

私 ども は 永.：^ に 彼等に 刖れ、 永久に 彼等 を 失 ふたので あります、 然るに 松 本の 場合 は 全く 之と 異な 

ります、 私 ども 一時 彼と 別れました、 然し 永久に 刖れ たのではありません、 一時 彼 を 失 ひました、 

然し 永久に 失 ふたので はありません、 私 一個人の 立場から 巾し ますれば、 彼と 私との 間に 存 せし 師 

弟 の 關係は 今尙 依然と し て存し 永久に 存す るので あります、 松 本 は 信仰 を 持 つて 死んで 吳れて 私 ど 

も 一 同に 言 ひ 難き 安心と 滿 足と を 與 へ て吳れ ました、 キリス ト 再び 臨り 給 ふ 時に 我等 "冉 び 相 會ふ時 


の 喜び！ 之 を 思 ふ 時に 私 どもん r 時の 哭哀は 消え去る のであります、 誠に 松 本と 云 ひ、 松 田と 云 ひ、 

小 出と 一一 H ひ、 古崎と 云 ひ、 此ー 二 年間に 我等の 内より 去りて 神の 懷に歸 りし 者、 彼等 は 皆な 信仰の 

勇者であります、 彼等 は 死 を 以て 私 どもの 唱 ふる 信仰 を設 明して 吳れ ました、 何物 か此證 明に- り 

て 貴き ものが ありませ う、 信仰 は 死 を 以て 證 明せられ て 初めて 其 眞慣を 確かめら る \ のであります、 

彼等 は實に 我等に 犬なる 奉仕 を爲 して 吳れ ました、 後に 存れる 我等 は 彼等に 對し大 なる 責任 を 有し 

ます、 我等 は此 信仰の 上に 固く 立ち、 彼等が 此 世に 於て 爲す能 は ざり し 事 を 彼等に 代て 爲さ なけれ 

ばな りません、 彼等 は 我等に 代て 死んで 吳れ ました、 我等 は 彼等に 代て 働かなければ なりません、 

實に 感謝の 至りであります、 我等 クリ ス チャン はすべ ての 場合に 神に 感謝し ます、 而 して 死に際し 

て も 感謝し ます、 令 日の 此 場合に 於ても 感謝し ます、 而 して 萬 事が 感謝と 讚美と 榮光 とに 終る 事 を 

信じて 疑 ひません、 云々。 ， 

と、 我等 は此際 特に 彼の 妻と 三 歳の 男子 立 一 との 上に 神の 特殊の 恩惠の 宿らん 事 を 祈った リ 

四月 二十 三日 (金) 晴 會員多 數の故 を 以て 星 之 友 會を與 女 二 組に 分ち、 昨夜 は 男子 部の、 今夜 

は 女子 部の 講演 會を 開いた、 今夜 は 余 も 井上 君 を 助けて 少しく 談話 を 試み、 北斗星 並に 北極星に 就て 

語った、 天晴れ たれば 講演 終って 後に 一同 屋外に 出、 天を舰 いて 實物 を觀 た。 

北斗七星と は 南斗 六 星と 相對 して 云 ふ名稱 であります、 「斗」 は桝 目の 斗ではありません、 「ひし 

やく」 のこと です、 七の 星が 柄杓の 形 をな して 居る 故に 斯く齡 ふので あります、 柄杓に 柄が ありま 

す、 叉： があります、 柄 は 三の 星より 成り、 杓 は ra: つより 成ります、 七星の 內、 六つが 二等 星で あ 
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ります、 さう して 柄が 构に附 く 所に ある 星 だけが 三等星であります、 昔し は 此星も 他の 六と； E じ や 

うに 二等 星であった のであります、 然るに 今や 三等星に 下った のであります、 此 一事が 星に も 盛衰 

の ある 事 を 示します、 星と 云 ふても 矢張り 被 造 物でありまして、 之に 盛衰 生死が あります、 今生れ 

たばかりの 星が あります、 元氣 旺盛の 壯年 時代の 星が あります、 衰退 期に 人った 星が あります、 死 

にか.， つて 居る 星が あります、 恆 星と 稱 しても 永久に 存在す る 者ではありません、 星 も 花 も 人 も 之 

に 毒 命の ある 事 は 少しも 途ゐ ません、 只 花 は 三日に して 散り、 人 は 七十 年生^へ、 星 は 數億年 輝く 

と 云 ふまで^ あります、 永久に 存在す る 者 は 唯一 であります、 物の 造 主なる 神 を 除いて は 他に 永 

久の^ 在 者はありません ( 大熊座の デルタ 星 は 造化の 此 消息 を" 吾人に 傳 ふる 者であります、 又 柄の 

端より 二番目の 星 を 能く 注意して 御覽 なさい、 之に 附隨の 星が 一 つあります、 肉眼で も 見えます、 

双眼鏡 を 以てすれば 更に 能く 見えます、 是は 二重星の 好き 實例 であります、 ァラ ビヤ 人 なぞ は此星 

こ もち-ほし  か あ  せお 

を 子 持 星と 呼びます、 お母さんが 赤ん坊 を 負 ふ 形です、 云々。 

れが 素人 ：大 文與， -の 一例で ある、 至て 淺簿 なる 者で ある、 然し 尊 門 家が 側に 聞いて 居る ので あるから 

貫に 於て 間違 は 無い 精り である、 婦人に 天文 學を敎 ふる は斯ん なやう に爲 さなければ なるまい と 思 

ふ 0 

四月 二十四日 (土) 晴 春風 寒し、 終 曰 編輯に て 多忙、 西之宮 講演の 崇り朱 だに 去らす、 健康 も 

多少 害され、 校正の^ 滯 依然として 存す、 一週 の外屮 I は 前後 ニニ 週間の 仕事に 影響す る、 筆 執る 者 

に 取り 動く 事 は 禁物で ある、 常に 動く を 好む 米國 人が 最も 淺 薄なる 國民 であるが 如くに、 吾等 も 彼 


等に 傚 ひて 「活動」 して 彼等の 如くに 淺 薄なる 民と ならざる を 得ない、 大事 業 は 働いて は 出来ない、 

力 ント 先生の 如くに 一 生の 中に 曾て  一 ：！ も 居住の 地より 三十 啤 以外に 屮 いた 事の ない 人が 世界 を轉 覆す 

るに 足る の大 思想 を 生む ので ある、 まい ぞ、 然り、 出まい ぞ！ 〇 r 內村 先生 は 人が 首 ふが 如き 冷 

酷なる 人で はない、 曾て 私が 逆境に 陷 つた 時に、 先生 は 封筒に 『輕 少』 と 自筆して、 同情 金 を 持って 

來て 下さった、 私 は 今 猶ほ其 封筒 を 大事に 保^して 居る、 是は 先生が 溫 かい 人で ある 確實 なる 證據で 

ある」、 斯く云 ふ 人が あると 一人の 老人 は 答へ て 一一 一一！： ふた 「眞 に然 りで ある、 私が 先生 を 柏木に 御 訪問 

申 上げし 時に 先生 は 喜んで 私に 會 つて 下さった のみなら す、 私の 爲 めに 道案内 をして 停車場まで 送つ 

て 下さった、 先生 は 實に御 親切なる 人で ある」 と、 之 を 聞きし 余は怫 然として 立った、 「諸君、 諸君 

は 何れも 間違って 居る、 余に 僅か 斗り の 親切 を爲 されたり とて 余 を 信じ、 其 反 對に爲 されない とて 余 

を 疑 ふが 如き、 必竟 する に 諸君 は 未だ クリスチャンの：^ たる 乎 を 知らないの である、 クリスチャン は 

キリストに 事 ふる を 知る、 其 他 を 知らない、 時には 人に 親切 を爲す 事が ある、 又爲し 得ない 時が ある、 

然し 夫れ は 時と 場合に 依る ので ある、 然し 彼の 主眼 は 他に ある、 主ィ H ス キリストに 忠實に 事 ふるこ 

と、 若し 余の 一 生に 涉 りて 余が キリ ス トに 不忠で ありし ならば 余 を 信す る 勿れ、 然れ ども 余の 一 生の 

行爲 にして キリ ストに 事へ て渝らざりしならば^^君备自に對して余が親切を爲せし爲さぐ りしに關せ 

す 余 を 信ぜよ、 永久 不變の 友誼 は 相互に キリストに 對 して 忠實 なる に. m て 生じ HI つ 維持 せらる、 ク 

リス チャン に 在りて は 友； f 一は は 直接なら すして 間接で ある、 キリ ストに 在りて 結ばれた る 友誼 こそ 眞正 

の 友誼で ある、 キリ ス トを經 すして 相互に 直に 親切 を盡 しあ はん 事の み 努めて 友誼 は 永く 保たない の 

である 云々」 と、 斯く 一一 H ひて 問題 は 解けた、 3 者 は 相 # して 相互 を 語って はならない、 キリスト を 語 
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るべき である。 

四月 二十 五日 (日) 曇 午後の 11 演會乂 復充滿 の 盛 待であった、 何故に 斯 くも 多くの 人が 來る乎 

余に は 解らない、 其內に 「ヨブ 記の 講釋 だけ は聽 いて やらう」 と 云 ふて 來る 敎會 信者 も あるとの 事な 

れば聽 衆多し と 云 ひて 油斷は 出来ない、 此日余 は 「ヨブ 記 は 如 M なる 書で ある 乎」 に 就て 講じた、 隨 

分骨の 折れた る 講演であった、 聽衆 中に 一 人の 貧血症 を 起して 卒倒す る 者 あり、 爲に齡 からす 靜肅を 

妨げられた、 多数の 衆 を 統一す る は 容易で ない、 神の 御 佑助 を 要する 益々 切で ある、 今や 余と 敎會 

との 關係は 全く 絡え た、 然し 数百の 敎會員 は毎囘 余の 聖書 講演 を聽 かんとて 來る、 敎會ば 余 を 排斥し 

ながら 余 をして 其會員 を敎 へしむ、 余は大 なる 名 譽に感 する、 敎會 は其會 員を增 さんと 焦心る が 故に 

朱 だ 本當に 信仰 を 起さ、 ^ る 者に 洗 禮を授 くるら しく ある、 故に 敎會 員に して 基督 敎の 初歩 を すら 知ら 

ない 者に 度々 會 合する、 殊に 敎會員 多數の 聖書 知識に 乏しき 事 は 著る しき 事實 である、 余の 講演 會に 

來る 者の €： で 聖書 を携 へす して 来る 者 は 大抵 は敎會 員で ある、 彼等 は 常に 牧師の 說敎を 聞かせられて 

聖書 を敎 へられな いやう である、 彼等 は 基督 敎に 就て 多く を 聞いて 居る、 然し 乍ら 基督 敎其 者に 就き、 

凍に 就き 罪の 赦 しに 就き、 其 他 聖書の 敎 ふる 重要 事に 就き、 知る 所 甚だ © き やうに 見受 くる、 必竞す 

るに 敎會は 自今 其 會員を 使 ふ 事よりも 敎 ふる 事に 努めなければ ならない、 敎會 員は靈 魂の 糧に缺 乏し 

て 之 を 求めん とて 余の 如き 無敎會 信者の 所に 來 るので ある、 敎 會は此 事に 關し 大に考 ふべき であると 

思 ふ。 


四月 二十 六日 (月) 雨 無爲の 一日であった、， 力 日の 講演に すべての 能力 を 奪 はれ、 今日は 何事 

を も爲し 得す、 只 心の 水門 を 開いて 生命の 水 を 以て 衷 なる {企 虚を充 たされん とのみ 努めた、 プリンジ 

ャ. I の 『ヨブ 記 解譯』 に ヨブに 臨みし すべての 患難 は 彼 をして 「余 は賤 しき 者な り」 との 一事 を 知ら 

L むる 爲 であった との 事を讀 みて 大に  1 豕を 啓かれた (約 百 記 四十 章 四 節)、 自己に 關 する 此 智識 を 得 

しが 爲に は、 卽ち神 の 前 に 立ちて 自己 は 全然 價 値な き 者で あ る 事 を 知らん が爲に は、 余 は 如何に 苦ん 

でも 可と 感じた。 

四月 二十 七日 「火) 曇 氣候 非常に 不順で ある。 少しく 原稿 を 書いた、 或 時 は 原稿紙 一枚 書く の 

がー 日の 仕事で ある、 何時まで 此 仕事 を繼け るので あらう 乎、 然し 幸福なる 仕事で ある、 政府の 役人 

も敎會 の 監督 も干涉 する 能 はざる 獨立 の 仕事で ある。 

四月 二十へ 日 (水) P 五月 分 雜誌を 書き 了った。 余 は 近頃 熟々 思 ふ、 余 は 學者义 は 役人 P 敎師 

ではなく して、 百姓、 町人、 勞働 者の 先生で ある こと を、 余 は 才子 佳人の 心理 狀態は 什しても 解ら な 

い、 余 自身が 上 州の が 1^  士の 家に 生れて ^ 性が 下等で あるので あらう、 然し 余 は 余に おめら れし此 地 

位に 滿足 する、 ル ー テル も鑲 夫の 家に 生れて 其 本性 は 粗野であった、 然し それが 爲に彼 は 却て 善く ナ 

ザレの イエ スの心 を 解し 得た、 所謂 上流 社 會叉は 知識階級 は 余の 行くべき 所ではない。 
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四月 二十 九日 (木) 晴 高 田 キヨ、 彼女の 夫 並に 子供 三人と 共に 墨 WI. 哥 エス キ イントラより 歸る ■ 

赤釈を 炊きて 彼等 一 行の 無^ 歸國を 祝した、 キヨ は ルツ 子 在 f 當時 久しく 我 〔来の 毫所掛 を 勤めし 者で 

ある、 大正 元年 高 S 氏に 嫁し、 墨西哥 チヤ パ ス州 ソコヌ スコ郡 H スキィ ン トラ 村 附近に H ス ペラ ンザ 

農圃 を經營 して 今 曰に 至った、 八：'；！ 止む を 得ざる 事情の 下に 歸國 する 事に なり、 八 年 前に 獨り往 きし 

者が 巧に 西班牙 語 を 繰る 女兒 二人 を 伴れ て 歸り來 り、 今昔の 感に堪 へなかった、 只 彼女 を歡迎 する 者 

の 内に ル ツ子の 在らざる は 甚だ 物足りなく 感じた、 キリス トを 主として 仰ぐ 我 { 派に 於て は 上 F の禮こ 

そ 守れ 心の中に 於て 主從 の^はない、 我 (尿の 臺 所に 忠實に 勤めし 者 の に キヨ 同様 他家に 嫁して 後に 

今 猶ほ娘 同様に 思 ひ 丑つ 思 はる k 者 ある は 我家の 誇りで ある。 

四月 三十日 (金) 曇 夜の 星 之 友會に 於て 余 は 牧夫 座の アル クッ ラス 星 (大 角) に 就て 語った、 

地球よりの 距離 180xgsoxl2xl86、oopooo 哩、 太陽 は 地球より 大 なること 百 三十 萬 倍なる に、 ァ 

ル クッラ スは 太陽より 大 なること 三十 七 萬 五 千倍、 而 かも 此 大火 球が 一 秒 間に 五十 五 哩の大 速度 を以 

て 我 地球に 向て 驀進し つ k あると 聞いて 驚かざる を 得ない、 而 かも アル クッラ スは唯 一 箇の 星で ある- 

斯 かる 星 は廣き 宇宙に は 無数に？^ 在す るので ある、 神の 富と 能と は大 なる 哉、 而 して 此 神が 愛で ある 

と 云 ふ、 何 許り の愛ぞ (約 翰 第 一 書 三 章 一 節)。 

五月 一日 (土) 雨 主なる 仕事 は雜 誌の 校正、 一人の 來客 あり、 至て 平靜 なる 一日であった。 


五月 二日 (日) 半 青 午後の 講演 會不 相變 聽衆滿 堂の 盛會 であった、 多くの 古き 信者 を聽 衆の 內 

に昆 受けた、 敎へ i! の敎 師は擧 つて 余に 反對 する も、 其 柱石た る 多數の 平信徒が 余の 講演 を聽 かんとて 

來るは 奇異なる 現象で ある、 而 して 彼等 はすべ て 余の 信仰に 於け る 兄弟 姉妹で あれば 余 は 勿論 彼等 を 

歡迎 する、 此日 ヨブの 患難に 就て 語り、 彼れ ヨブに 對し 深き 同情な き 能 はすであった。 閉會後 小 講堂 

に 於て 翳 業に 從事 する 者の 懇親 會を 問いた、 來り N 貧す る 者 二十 二 名、 開業 醫 あり 醫學生 あり 產 婆あり 

着護婦 ありて 興味深き 信仰的 會 合であった、 余 も 之に 臨んで 一 場の 感話を 述べた。 

聖書 を讀 みます るに、 ィヱ スは人 を 救 ふに 靈 魂と 肉 體 との 兩 方面より 爲 されました、 人 は 靈肉兩 性 

であり ますから、 彼 を 救 ふに 此の 雨 方面より 以てすべき である は 明 であります、 實に 醫は傳 道の 

方便ではありません、 其 半面であります、 若し 兹に 理想的 傳道師 が あると すれば 其 人 は神學 と共に 

翳舉を 修めた る 者でなくて はなり ません、 人の 肉 體 の 醫癒を 怠りて 彼 を 完全に 救 ふ 事 は 55 來 ません- 

醫 術に 於ても 亦然 りであります、 人の 靈 魂の 救 ひ を 怠りて 彼の 肉 體の病 を 癒す こと は 出来ません、 

醫 術の 伴 はない 傳 道と 傅 道の 伴 はない 醫 術と は 共に 不具者であります、 而 して イエ スは 傳道師 であ 

り しと 同時 に 醫師 であ り 給 ひました、 其 事 は g: 福音書 の 明に 示す 所であります、 聖書に 示 された る 

場合に 於て はィ H スは 大抵 は 奇镇を 以て 病疾を 癒されました、 然し それ は單に 方法の 問題で ありま 

ラリ ス チヤ.， - 

す、 奇 躍に 由るな り 普通の 醫 術に 由るな り 基督 者 は 人の 肉體を 癒しつ &其靈 魂 を 救 ふべ きで ありま 

す、 私自身が 米阈に 在りて 三年 半の 間、 有名なる ベ ンシ ルバ 一一 ャ洲々 立 白痴 院に 於て 力 護夫の 職 を 

執りし 事 は 今に 至て 賓に大 なる 利益であります。 云々  、 
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. ^いで 茶 會に 移り、 路加 俾十章 三十 三 節 以下の イエ スの御 一 一 H 葉に 因り 此會を 『サマリ ャ會』 と 命名 

する^^-に決し、 次 囘の會 <t を 約して 散會 した。 

五月 三日 (月) 雨 靜 かなる 雨の 休日であった。 富 山 縣讀者 茶よりの 手紙の 內に彼 地淨土 眞宗愤 

侶の .2: に 余の 信仰に 對し 多大の 敬意 を 表し 居る 者 斟 からすとの 通知が あった、 彼れ 曰く 「基督 敎界に 

先生 を 攻撃す る 者が 居る かと 思へば 斯 かる 他宗 敎の 人が 先生 を 尊敬して 先生に 敬服して 居る 誠に 先生 

は 神に 萬 まれし 方と 信じて 疑 ひません」 と、 富 山縣と 云へば 福 井縣と 同じく 余の 關 係の 最も き 所で 

ある、 夫れ は 其 iijn である、 兩縣 共に 本願 寺 勢力の 极據 地で ある、 然るに 其 富 山縣に 於て、 而 かも 眞宗 

愤 侶の 内に 余の 敬慕 者 ありと 聞いて、 余 は 心密に 喜ばざる を 得ない、 余 は 淨土門 佛敎と 信仰 上 重要な 

る 共通 點を 有する 者、 余 は 寧ろ 其强き 味方であって 敵で ない 事 は 明で ある、 而 して 法 然親鴛 の 弟子の 

内に は 仰の 友 を 有する 事 は 余の 犬なる 誇り 又 慰めで ある。 

五月 四日 (火) 雨 校正 又 校正、 雜 誌の 校正と 新刊の 校正、 外に 印刷所の 勘定書に 應 じて 送金し 

た、 大 なる 事 も 美なる 事 も 何もない、 然し 是れ叉 貴い 仕事で ある、 日々 の 煩 業 を忠實 に爲し 得すして 

キリストの 善き 僕た る 事が 屮 I 來 ない。 〇 余 は 熟々 思 ふ、 余 は 人に 余 自身の 爲に 愛して 貰 ひたくない、 

キリストの 爲に 愛して 貰 ひたい、 余 は キリストの 僕で ある、 故に 直接に 余 を 愛する 者 は 實は余 を 憎む 

者で ある、 キリストの 爲に、 キリスト を 通う して 余 を 愛する 者、 其 人が 本 當に余 を 愛する 人で ある、 

余 は キリ ス トを 離れた る 如何なる 關係 にも 人る は 3,1 來 ない。 


五月 五日 (水) 雨 五月 號雜 誌の 校正 を 終った、 一安心で ある、 天文 書 を 引出して. T 數 -m を讀 み. 

頭腦の 洗濯 を爲 した、 ra: 園の 新綠 滴る ばかり， 家に 在りて 日光 函 根の 翠色に 接する に 異ならす、 春が 

天地に 臨む 時に 處 として 樂圃 ならざる はない、 詩人 口 ー エルの 一節に E く  . 

Wliat  IS  more  beautiful  flian  a  day  iii  JVCav. 

5 つ き  is 

皐月の 春の 1 日に 優る 日と て は あるべき や 

ャ>、  あ. -i4! 

天に オラ イオン 星の 遠く 西 空に 隱る、 此頃、 地に 濃 綠の春 普し、 美 はしき 天地なる かな。 

五月 六日 (木) 雨 毎日の 陰 雨 堪え難く ある、 校正 終り たれば i\f 省の 研究 を 始めた、 不相變 面， U 

く ある。 英領 コ 口 ム ビヤに 在る 高 知尾叔 治より 左の 如き 書面が 達した、 彼 は 昨冬 一 たび 歸 朝し、  < ；-等 

の勸吿 を納れ 再び 彼 地に 渡航した る 者で ある、 a ツキ ー 山 麓ォカ ナガ ン 湖畔に * 園の 監督に 從 事す 

る 彼の地 位 は 羨ましき かな。 

三 月 十三 日 鹿 島 丸に て橫濱 出帆、 海上 平穩、 同卄 五日 美港 着、 再び 田 舍に參 りて 果園々 丁と 相 成り 

候、 野 も 山 もた 雪の 消えた るの み、 否、 途中に て は ra 尺 位の 積雪 も 見、 丁 昨日 は當 地へ も 薄雪 降 

んん f っ^み 

り 申 候、 併し 春は爭 ひ 難く 小鳥の 聲も のどかに て 杏の 蕾 は 色を帶 びて ふくらみ 出し 候、 春 は 此處に 

も來 り、 凡てが 復興の 兆 を呈し 候。 四月 十日 

米 大陸 西部 湖邊の 風光、 手に 取りて 見る が 如し。 
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五月七日 (金) 雨 校正と 乎 紙 書きと 星の 研究と がー 日の 仕事であった。 目下 歐洲 漫遊 屮の石 本 

十お より 一：： 月卄ー 日 怕林發 の 書面が 達した、 歐洲の 現狀、 聞く さへ 身の 毛が 彌ーュ つ 程で ある、 歐洲人 

は个 ゃ經濟 問題に のみ 熱 注して M ホバ の 神に 依 賴む事 を 思 はない、 其點に 於て 彼等 は 純然たるべ ー ガ 

ン (3^ 敎徒) に 成って 了った ので ある、 此事を 思 ふて 余 は 自身 彼 地に 行いて キリストの 福音 を 彼等、 

姝にル ー テル の阈 人に 說 きたく 思 ふ、 獨 逸人に ル ー テ ル の；； ^ 仰が 復輿 すれば 獨逸國 の 恢復 は 易々 たる 

業で ある、 外交 も經 it も 要った もので はない、 死者 を 難ら す 事の 出来る 生命の 主なる キリスト のみ 能 

くな r- 日の 獨逸を 救 ふ 事が 出来る、 此事を 思 ふて 余 は モド 力 敷って 堪らない、 何故 獨 逸人 は ル ー テルの 

信仰に 歸ら ない ので ある f 力 ill  <vio  .B ョお i ミ 11 一 1 さ r  r, こ U である、 英人も 米 人 も 恐る、 に 足りな 

いで はない か。 

五月 八日 (土) 雨 雨に 滅々 した。 久 板り にて 先づ 校正が 片附 いた、 滅多に無い 事で ある。 動物 

學.；.^フランク . フィン 著 『鳥類 心理』 を大 なる 興味 を 以て 讀ん だ、 外で は 泥 まぶれ に 成って 血の 雨 を 

降らし 乍ら 衆議院議員の 選 擧を爭 ひつ \ ある 此 時に 內 に は 聖書と 鳥の 研究に 至て 平穩 である、 之 も 人 

ャき H- き 

人の 嗜好であって 止む を 得ない。 

五月 九日 (日) 暴 _| 雨 一 先づ歇 む、 ャ 後の 集會、 聽衆 堂に 溢れる の盛會 であった、 余 は 約 1G 記 第 

三 ま V に 就て 講じた、 骨の 折れた 講演であった、 時計に 狂 ひ あり W 會 より 三十 分 程 長び き、 聽 衆に 對し 

氣の 毒で あつ た、 講演 は 厥^ 自殺の 問題に 渉り 深き 注意 を惹 いたらし く ある、 時 も 變らす 欺 書を携 


へたる 七 百 有 餘の熟 信なる 此聽衆 は何處 から 來 るので ある 乎 自分に は 解らない、 自分 は 只 キリス 卜 の 

ん叩を 受けて 有らん限りの 精力 を 注いで §f 書の 闈明 を努 むる までぐ ある。 

五月 十日 (月) 雨 余に 取りて は 休息 日で ある、 日本 全國に 取りて は 衆議院議員 總選舉 曰で ある、 

「私の 運命 は 今日 一 日に ある、 よろしく 頼む」 とか、 「明日の 選擧に 於て 私 を 大多数 を 以て 議政 壇上 

あ. ある 

に 送って 下さい」 とか 云 ひて 有權 者に 頭 を 低て 賴んで 歩く 男子が 日本 國に九 百人餘 あると 聞いて 甚だ 

心細く 感 する、 何故に 人に 選 まれす して 選んで 貰 ふので ある 乎、 是れ 子た る 者の 恥辱で はない か、 

n 本國の 幸福が 代議 政體に 由て 来らない 事は此 一 事 を 見ても 明白で ある。 

五月 十一 日 (火) 晴 久 振りに て 晴天 を 見た、 夜の 準備に と ヘルク レス 座 諸 星に 就て 請んだ、 M 

.H ニ號 星に 就て 讀み、 雄大 莊 美の 感に打 たれた、 然るに 夜に 入て 雲復 たび 空を掩 ひ、 處女座 アルファ 

號に 接近せ る 火星 を 見る の 外に、 觀る 者な くして 甚だ 残念であった、 市中 は 選舉開 にて 賑 つたとの 

* である、 余に は 何の 關係 もない。 

はやで き 

五月 十二 日 (. 水) 曇 雜誌 五月 號が 出来た、 近来に 珍ら しき 早出 來 である、 勞働界 混亂の 今日、 

月々 の雜 誌が 出来るだけが 僥倖で あると 思 はなければ ならない。 

五月 十三 日 (木) 半晴 ヨブ 記の 研究に 引きつぐ き 興味 津々 たる ものが ある。 午後 或る 婦人の 病 
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氣を 見舞 はんとして 外出した、 電車の 中に て 隣席の 或る 紳士に 呼 懸けられた、 如何しても 彼の 名 を 思 

W す 事が 出来ない から 段々 と 聞いて 見る と 今から 一：； 十一 一年 前に 或 地方に 於て 會 つた 事の ある 〇〇 敎會 

の 牧師であった、 今 猶ほ傳 道に 從 事の 事と 思 ひ 話し 懸けて 見る と 「然ら す」 と 彼 は 答へ た、 余 は tr だ 

極り が 悪かった 、傅 道 以上の 事業な しと 信す る 余 は傳道 を廢め て^に 苦痛 を 感ぜざる 元の 傳道 師に會 

ふ 時に 言 ひ 難き 一 種の H ムバ ラ ス メント 惑) を感 する、 然し 流石 は 〇〇 敎會 である、 其 r 宏量大 

度」 に 余 等の 到底 及ばざる 所が ある、 余の 如き 小膽 者で なければ 到底 傅 道に 一 生涯 を委 ぬる 事は屮 H 來 

ないで あらう。 

五月 十四日 (金) 晴 久报 りに て晴！ K を 見る、 午後 新 綠を賞 せんとて 荏 原 郡 平 塚 村 洗足 池へ 行い 

た、 束 京 附近に は 珍ら しき 小 湖で ある、 有名なる 日蓮の 袈裟 懸 松の ある 所、 古き 松 は旣に 枯れて 丸太 

となりて 保存され、 若き 松が 其 跡に 植えられて ある、 初夏の 郊外に 麥 田の 靑々 たる を 見て 偸 快で あつ 

た。 夜の 星 之 友會に 於て 余 は處女 座の 主 星 スパイ 力 (穗 星) に 就て 話した、 ァラ ビヤ 人 は 之 を Alzi- 

inach と 呼んだ、 「枝」 の 意で ある、 希伯來；^|5に在りては之を Z2na(.h と云ふ、 H レミ ャ記廿 三 章 五 

節に 「エホバ 言 ひ 給 ひける は視ょ 我が ダビデに 一 の 義き枝 を 起す 日 至らん」 と ある 其詞 である、 同じ 

詞がィ ザ ャ書四 章 二 節、 ゼ カリヤ 書 三 章 八 節、 同 六 章 十二 節に 於て 同じ 意味に 於て 用 ゐられ て 居る、 

-I  OOOO00OOOOO00  0  OOOOOO00O 

卽ちメ シャ卽 ち キリス トの 意で ある、 處女 座の 主 星 を アル テ マ ック (枝) 卽ち キリス 卜と 稱す、 我等 

クリスチャンに は 或る 深き 意味が 在る やうに 感ぜられる、 偶然で あらう 乎、 故意で あらう 乎、 是は 勿. 

論 犬 文學の 問題で はない 考古學 又は 言語 學の 問題で ある、 殊に 此 星の 純，：：： の 光 を 放つ を 見て 更に 一 警 


こ ども-乙 i  V と め V- 

意味の 深さが 思 ひ やられる、 或 ひ は 子供騙しの 說 である 乎 も 知れない、 然し 處女 座の 主 星 スパイ 力 を 

記憶す るに 一 の 助力た る 事 だけ は 明. n である。 

五月 十五 日 (土) 晴 家の 青年 帝 大野 球團 投手と して シカゴ 大學 野球 圑と鬪 ひ五對 零に て 彼等の 

^る 所と なった、 念 至極であった、 シカゴ 大學 だけに は 勝た せたかった、 帝 大には 限らない 日本人 

でさへ あれば 可い、 早大で も 慶大で も 可い から 彼等 を 破って やりたい、 然し 若し 今年 負ければ 来年 勝 

つ、 来年 負ければ 十 年 か 二十 年の 內には 必定 勝つ、 而 して 野球 以外の 事に 於て は シカゴな どに は決レ 

て 負けない。 

五月 十. I 八日 (日) 晴 麗 はしき 初夏の _ 日和であった、 午後の 講演 會に 六百餘 人の 聽衆 があった、 

比日より 書 持 參を勵 行した、 持參 せざる 者が w 十人餘 りあった、 其 内に 一 人の 老 紳士の 聖書 を 持た. 

ふと て-了つ ,0 ね；. 1 り  あと 

す 太き 洋杖を 握った ま k 高 壇の 前に 着席し、 居 眠しながら 聽 いて 居る ものが あった、 後で 調べて 見れ 

ば 其 紳士 は 某 敎會の 前 敎師某 君であった、 斯 かる 集會に 於て 規則 を 守らない 者 は 大抵 は 敎會の 信者で 

ある、 殊に 其敎師 である、 社會 改良 を 叫ぶ 彼等 基督 敎會 の敎師 達が 先づ 第一 に 聖會の 秩序 を亂 して IS: 

らな いので ある、 困つ まもので ある。 

五月 十七 日 (月) 曇 昨夜き 晴れ、 初夏の 星观 き、 甚大の 偸樂 であった、 今 曉ニ時 床 を 出て 書齋 

の 窓より 南天 を 望めば、 射手座の 諸 星 我が 正面に 現 はれ 莊觀言 はん 方な しであった、 夏の 星 は其數 に. 
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於て 遙に 冬の 星に 及ばす と雖 も、 其 光の 淸 さに 於て は 確かに 擾 さる 所が ある、 昨日 内 中央の 高埭の 

上に 立ちて 講ぜし 約 百 記 五 章 九 節の 

神は大 にして 測り 難き is^f を 行 ひ 給 ふ、 

其の 不思議なる 事を爲 し^ふ 事數 知れす 

との 言 を 思 出し 莊嚴の 感に打 たれた。 〇 ャ後、 體 を 床の 上に 横た へ、 『ヒ ツバ —卜雜 誌』 四 號を 

讀み 休みながら 早んだ。 

五月 十八 日 (火) 半晴 外國 人への 手紙 二三 本書いた、 午後 瑞西人 フン チカ ー 君の 訪問 あり、 共 

に 郊外 を 散歩し、 歐洲の 現狀、 欧洲 人の 信仰 狀態 等に 就て 語り、 大に敎 へらる \ 所があった、 時に 一 

rz を 全部 外國 人の 爲に 費す は 余に 取り^だ 有益なる 且つ 樂 しき 事で ある。 

五月 十九 日 (水) 晴 麗 はしき 初夏 新綠の 一日であった、 家に 在りて エデンの 園に 在る が 如し、 

-ぉ したる 事を爲 さす、 唯 『ヒ ツバ ー ト雜 誌』 屮の 論文 數篇 を讀ん だ、 英國の 知識階級に 信仰と 稱 すべ 

きもの i 無い 事 を 知って 悲ん だ。 

五月 二十日 (木) 晴 「時」 の展覽 會を觀 た、 面 かった 「時 は 金な り」 と フランクリン は 言 ふた 

一， 生へ 叩 は 時な り」 と 近世 哲學は 云 ふ、 絕對 的實在 者なる 祌を 除いて 他に 「時」 ならざる 者 はない ので 

ある、 余に 若し 道樂が あると すれば 其れ は 時計で ある、 展覧に 供せられ たる 奮 新の 懷屮 時計の. 2： に 欲 


しい 者が 四 五あった、 事物の 正確 を 愛する 者に 取り 精確なる タイム ピ 1 ス の 如き 贵 きもの はない。 

五月 二十 一 日 (金) 半晴 編輯が 始 つた、 藤 井 君 先月 限り 本誌に 關係 せざる 事に なり、 今パ より 

h せ， S,* ふ に り 

又 元の 畔 上と 一 一人で 作る 事に なった、 余の 精力の 全部 を 之に 注ぎ 來り しこと であれば、 今猶ほ 一 人で 

能く 之に 當る 事が 出来る、 殊に 浦 口 君の 自今 毎月 寄稿 せらる との 事で あれば、 雜誌 製作 は 相 變らす 余 

に 取り 無上の 快樂 である。 

五月 二十 二日 (土) 晴 上野 公園 竹の 裏に 架德 太子 紀念 美術展 覽 會を觀 た、 見る に 足る 者 は 一つ 

も 昆當ら なかった、 文學 博士 黑板勝 美 氏 著 『聖德 太子 小觀』 一 册を買 求め、 之 を 電車 中に 接みながら 

歸 つた、 之に 由て 觀るも 太子 は 東洋 的 大政 治 家と 稱 する 事が 出来る も、 宗敎的 信仰 家と して 認 むる 事 

は 出来ない、 太子に 惠心倂 ずに 有った やうな 佛 陀に對 する 信仰心が あつたか 甚だ 疑 はしい、 § 腐 仏 太子 

は 政略の 爲に佛 法 を 採用し 給 ふた やうに 見える、 バウ ロゃコ ロム ゥ H ルが 基督 敎を 信じた やうに 太子 

は 佛敎を 信じ 給 ふたので はない やうで ある、 若し さう であった とすれば 日本の 佛敎に 取り 不幸 此 上な 

しで ある、 願 ふ 基督 敎が 日本人の 宗敎と 成る に 方て、 下人：！^ の 純なる 宗敎 心に 因りて、 上 高 贵の權 威 

に 依ら ざらん 事 を。 〇 此日慶 應大學 軍 野球 戰に 於て ニ對ー のスコ ー ァを 以て^ 俄 古 大學軍 を 破った、 

快哉 を絕 叫した、 日本 は 米國に 負けて はならない、 何人で も 可い、 日本人で さへ あれば 可い、 慶應萬 

歳で ある。 
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五月 二十 三日 (日) 晴 大分 1  者くな つた、 講演 會益々 盛で ある、 聽衆 堂に 溢れ、 座席な くして 起. 

立して 居った 者 を 多數に 2- 受けた、 聽衆 制限の 必 が 迫って 來た、 困った ものである、 孰れの 敎會に 

I て あ i 

於ても 聽 衆の 齢き を 歎す るのに、 我が 集會に 於て は 多き を持餘 して 居る ので ある、 恐れて 宜 いか 喜ん 

で宜 いか 余に は 解らない。 〇 此日 講師 休憩室に 行って 見れば テ ー ブルの 上に 「內 村 先生へ、 田 舍の左 

官職」 と 記して 菓子が 一 袋 置いて あった、 非常に 嬉しかった、 多分 千葉縣 あたりの 田舍の 職人 が^の 

わざく  ； 1 そ 

聖書 講演 を か ん とて 態々 京して、 余の 来る 前に 密か に此 贈物 を 置い て聽 衆の 間に 隠れて 了った の 

であらう、 勿論 物で はない 志で ある、 菓子 は 他に も 得られる、 亦- 1}^ にも ある、 然し 贵き は此 感謝の 士 4- 

である、 余 は 大事に 之 を 家に 携へ歸 り、 特に 茶 を 煎じて 座敷の 眞屮 にて 大 なる 感謝と 誇りと を 以て 其 

二三 を 平げ た、 福 昔の 宜傳に 伴 ふ大歡 喜の 一 例で ある。 

五月 二十四日 (月) 曇 午後 雨。 永 田 町 山 王 神社 境内に 市中の 新綠を 賞した。 F  •  ロバ ー 卜 

ソンの 「キリストの 孤獨」 を 讀み大 に 慰めら る k 所があった。 〇 學士 〇〇〇〇 君より 西 班牙國 アル へ 

シ ラス 發の綺 ハガキ が 達した、 君 は 曰く 

太 利 へ は此ー 月 十六 日に 出發、 トリ ー ノ、 羅馬、 ナポリ、 ピ ー サ、 フィ レン チェ、 ポロ— ギヤ、 

ベネ チヤ 等 を經て 三月 十日に 里 昂に歸 り、 卄 三日に 再び 出發、 ボル ドウ を 經てピ レ ネ 山の 麓ル ー ド 

の 架 母に ぉ參り をして 三十 一日 馬德 里に 来り、 八日に 出發、 セヴ イリヤに 翌九ロ 着、 十日に カテド 

ラル (寺院) に參り 表の 畫の 示す クリストバル コ „ -ン (コ ロム バス) の 墓を拜 みました 云々 

ダンテ ゃサ ボナ 口 ー ラ の傳 記に 於て 讀み 馴れし 地名 を讀 むさへ 羨ましく ある、 然し 心に 懸るは 君の 信 


仰狀 態で ある、 「聖母に ぉ參り をした」 と 云 ひ、 「墓 を拜 みました」 と 云 ふ、 其 他米國 よりの 君の 通 

信の 内に 天主 敎 臭味 を 帶 びた ものが 大分あった、 或は 君 は遂々 天主 敎 信者に 成って 了った ので は ある 

まい 乎、 君の 鋭敏なる 感情と 富豐 なる 美術的 趣味と が 君 をして 遂に 玆に 至ら しめたの である 乎 も 知れ 

ない、 實に 止む を 得ざる 次第で ある、 然し 余 自身 は斷 じて 天主 敎 信者に はならない 積り である、 余 は 

信仰に 於て はル ー テル の 弟子であって、 祌學に 於て は カルビ ン 主義者で ある、 余はプ & テス タント 敎 

が 日本に 於て 生みし 子供の 一 人で ある、 他人 は 他人で ある、 余 は 余で ある、 他人 は 縦し 基督 敎を棄 つ 

ると も、 叉 は社會 主義者と なると も、 叉はュ 一一 テリ ヤンと 化する とも、 叉 は 天主 敎 信者に 變 すると も 

余の 受けし ミ ル トン 义はコ II ムゥ H ル の 信仰 を以 て 一 生 を 終りた く 思 ふ。 

五月 二十 五日 (火) 晴 „ -バ ー ト ソンの 說敎を 讀み强 く 感に打 たれた、 今日 英國 百科 字典に 彼の 

小 傳を讀 み、 「我が 兄弟よ」 と 言 ひて 彼の 名 を 叫ばざる を 得なかった、 彼と 同時代の 人に して 彼の 如 

くに 深く ィ ヱス キリス トの 心を識 つた 者はなかった らうとの ことで ある。 而 かも 敎會は 異端と して 彼 

を 斥けた、 彼 は 三十 七 歳に して 其 光輝 ある 一 生 を 終った、 然れ ども 「彼れ 死れ ども 今な ほ 言へ り」 で 

ある (希 伯 來書十 一 章 K 節)。 


五月 二十 六日 (水) 晴 夜 一ッ橋 如 水會に 於て 米國 有名の 敎科書 出版 會社 ギン •  H ンド， コム パ 

11 , '社長 ジ ョ ー ジ .A  • プリン ムプト ン 氏の 「シ H 1 タス ピャの 時代に 於け る敎 育」 に關 する 講話 を 
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聽 いた、 多くの 暗示 を與 へられ、 甚だ 有 ハイであった、 流石 は米阈 である、 斯 かる 有力なる 學者を 其 社 

長に 戴い て 出版 社 は 一 ：2 貴なら ざる を 得ない、 羨ましき 事で ある。 

五月 二十 七日 (木〕 半晴 朝 詩篇 第- Ki: 二十 九篇を 讀んで 非常に 感じた。 雜誌 六月 號の 編輯 を 終つ 

た、 例：：：： より は 大分 樂 であった。 東京 基督 敎靑 年. 會 の高壤 を斷 はられて より 玆に滿 一 年で ある、 余自 

身に 取りて は 誠に 恩惠 溢る k の 一年であった、 言 ひ 難き 感謝で ある。 

五月 二十 八日 (金) 曇 橫濱に 余の 信仰の 友に して 人力車 夫 を 業と する 者が ある、 彼 は 永年の 間 

本誌の 讀 者であって ケ S まで 幾囘 となく 彼が 稼ぎて 獲し 金の 內 より 傳道金 を 送って 吳れ た、 今：！： も 亦 

左の 書翰 を 添えて 德島縣 名 產卷怖 一 一本 を 送つ て 炎れ た、 

拜啓、 先生 此の 品 は 私供の 故 鄕の產 にて 昔より 珍 黄され ます、 故に 先生に 差 上よう と^じ 今春 特に 

取 寄せました、 何卒 御 試食 被 下 度 候。 

H だは 贵き大 なる 賜物で ある、 之に 尉して 余 は 雜立比 書 四 章 十八 節の r 馨 しき 香に して 神の 受け 給 ふ 所、 

悅び給 ふ 所の 祭 物なる 汝の餽 贈 を 受けて 足れり」 との パゥ D の 言 を 繰 返す より 他に 言葉がなかった。 

さう かと 思 ふと 文學 者ら しき 或 人 (宿所 姓名 を 明記した る) より 左の 如き 端 書が 達した、 

未知の 內村 氏へ 御 便り 致します …… 私 は 貴下の 著述に 關 する 一切の 書籍 を 讀んで 見たい と ひ、 先 

づ 第一 、理想よりも 思想よりも、 贵 下の tn 常の 生活 を少々 でも 知りたい と 云 ふ 希望から 『信仰 H 記』 

を 護み ました、 處が私 は實に 始めの 希望 をして 大に失 Slf に 終らし めた、 それ は、 あまりに 我儘 過ぎ 


る 日記で ある、 あれで は 格^ 信仰 日記で も あるまい、 自己 誇大の 日記で あると 思 ふ、 自己中心の 記 

事で 甚だ 偉ら ぶら れた曰 記と しか 讀 めぬ、 實に 失び Ir- しました、 失望した 事 を €. すだけ 私 は 最初 希望 

が强 いでした。 

此 人に 對し余 は 甚だ 氣の 毒に 感 する、 余 は 諸の 人を滿 足す 能 はざる を悲 む、 然し 乍ら 車夫 や 左官が 余 

の 著書に 由り て §1 からす 慰藉 を 得て 居て 吳れる 事 を 知る が 故に、 余 は 今^ ほ 筆 執る 事 を 魔め る 事が 出 

來 ない、 余 は 文學者 ゃ藝術 家を敎 へんと しない、 彼等が 余に 就て 失望す る は當然 である、 彼等す ベて 

が此 通信 者に 傚 ひて 一 切 余の 著書 を讀 まざらん 事 を S ぶむ、 但し 彼等の 批評 は 感謝して 受ける、 余 は 思 

ひ 5 つて 失 其 儘 を 余に 書き送って 吳 れた此 人に 感謝す る。 

五月 二十 九日 (土) 半晴 午前 友人の 家 二 軒 を 訪問した、 彼等に 歡 ばれて 嬉しかった、 終 H 「キ 

リストの 愛」 に 就て 考 へた、 新しき 意味に 於て 約翰傳 十三 章 以下 を讀ん だ、 キリストの 愛 を 知り、 幾 

分な りと も 之 を 我心の 有と なし 得る 事 は 人生 最大の 幸福 叉 獲物で ある、 之に 較べ て 見て 富 も 知識 も 位 

階 も 無き に 等しき 者で ある、 キリストの 愛 を 以て 神と 人と を 愛し 得て、 我 は 本當に 神の 子に 成った の 

である、 救 はれた と は 實に此 事で ある 感謝々 々 である。 

五月 三十日 (日) 晴 涼しき 好き 聖日であった、 約 百 記 第 八 章 を r 祌學者 ビルダ デ 語る」 と 題し 

て 講じた、 祌學の 中心 は 愛で ある、 愛より 屮 I ざる 教義 も 信條も 無意味で ある 有害で あると 語って 氣持 

が 好った、 書を說 くの は必 -S! 兒す るに キリストに 現 はれた る 神の愛 を說 くので ある、 某 督敎は 祌は愛 
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なりと 說 くが 故に 絕對至 上の 宗敎 であるの である。 

五月 三十 一日 (月) 0} 晴 昨 の 講演に 對 して 在京中の 兵 庫縣人 某より 左の 如き 書面が 達した、 

ケ n は 先生の 御講筵 を聽講 さして 戴きまして 淚を 流して 神に 感謝し ました、 今迄 先生の 御 講演 を拜 

聽出來 得る やう 常に 神に 御 願 ひ 巾して ゐ ましたが 上京いた す機會 がご ざいませんでした、 計らす も 

此度餘 成な く 上京せ ねばならぬ 様になって やって 參り. ました、 それ は 母が 上京 見物 屮 流感に か. -り 

炎に なりました ので 驚い て馳 けつけ て參 つたので す、 一 時 危篤であり ましたが 神の 御 守護に より 

て：！； 25 いたして 來 ました、 神 は 異常なる 方法 を 以て 私 をして 上京 を餘 俄な くせし め 給 ひ、 さう して 

先^の 許へ と 追 ひやり 給 ひました、 母の 危篤であった 時の 事を考 へて ヨブの 心が 幾分 かわかり まし 

た、 總 ての is?^ 神に 感謝して ゐ ます。 

某督敎 に 孝道 を 交 へたる 心で ある、 藤 仁 齋ゃ中 江藤樹 が 此 書面 を讀ん だら 如何に 喜ん だ で あらう と 

思った、 此心を 以て 書 を讀ん で 其 深き 意味 は自 から 瞭然たら ざ るを？^な い 。 

六月 一日 (火) 晴 約：^ 第一 書 三 章 十 gl 節 を 讀んで 非常に 感じた、 「我等 兄弟 を 愛する に 由り て 

死 を 出て 生に 入りし こと を 自ら 識る」 と、 卽ち 愛する は 救 はれし 確證 であるとの 事で ある、 我が 救 は 

れし乎 救 はれざる 乎 は 愛し 得る 乎 愛し 得ざる 乎に 由て 定まる ので ある、 實に 明， H である、 合理的で あ 

る、 然 らば 愛せん 哉、 最も 愛し 難き 人 を 愛せん 哉、 愛し 得る やうに 祈らん 哉、 我に 愛し 難き 人の 有る 

は 彼等 を 愛し 得て 我が 救を完 うせんが 爲 である、 此 感想に 支配 せられて 感謝と 歡 喜の^に 全日 を 送つ 


た、〕 

六月 二日 (水) 晴 雜誌 校正が 終 曰 の 仕事であった。 美 はしき は 初夏の 新 綠に萌 る 樹木で ある、 

沛の樹 一本、 櫸の樹 一 株に 全 宇宙の 美が 宿る やうに 見える、 天然の 美 を 賞 せんと 欲して 松 島 橋 立 を 見 

るの 必要 はない、 樹 一本 を眺 むれば 充分で ある。 

A ん だう 

六月 三日 (木) 曇 六月 號雜誌 校正 を 終った、 不相變 面倒なる 仕 ia^ である、 然し 責任 を 要する 大 

切なる 仕事で ある、， 之に 從 事して 居る 間 は 他の 仕事 を 手に 執る ことが 屮： 來 ない、 自身 著者と なった 者 

でなければ 此事は 解らない、 而 して 余 は 一 一十 年？！ 此 仕事 を 續け來 る ことが 屮 Z 來て 神に 感謝す る。 

六月 四日 (金) 雨 厩 ふべき 梅雨の さで ある".^ が 京都 在住 時代に に 接近して < ^より 基督 敎を 

あ" に.？  かちえ 

n7^, 熱 信なる 基督 信者と なり、 一時 は 其鄉友 問に 「耶蘇の 新 太郞」 の 綽名 を さへ 赢 得し 美 作 國吉野 

ll古町の人なる有元新太郞！^^;ょり久振りにて書面ぁり、 其 ^ に 左の 如き 通信が あった、 

昨冬 は 高野山に 登り 言 祕密敎 探究の ため 故 管長 密門 大^正 貌 下に 師事し、 法式に より 剃髮染 衣の 

身と なり、 名 を 有 海と 改め、 十八 道の 妙 事相 授かり、 ， ん.， rat: ケ H 南山の.^ 一水に 浴し つ、 ネ：： 修練 行大 

に學ぶ 所有 之 候。 尙 進んで 其 奥 を はんがた めに 今春 は 弘法 大師の 最初の 修行 地た る 當太龍 寺の ポ k ス 

を 吸 ひつ ^具霄 宗教の 大祕 法た る 「佛說.^|空藏菩^!能滿諸願〕取勝心陀雑尼求聞持法」 五む 曰 問の 修 

法に 取り か k り、 山上の 古堂に 單獨 籠り 居り、 門外-や 出、 絕對無 一一 11:、 或は 斷食 をな し、 或は 一 八 《{ソ 
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バ コを貪 ひ、 眞ー P 行者と して 益々 練磨 致 居候。 云々  • 

泣いて 宜 いか、 怒って 宜 いか、 笑って， いか 余に は 解らない、 何れに しろ：：！ 本の 識者に は單 純なる キ 

リストの 一 i 昔 を 其 隘 終生 信じ 通す 事 は 難 中の 難で あると 見える、 其 時代に 於て 余より 基督 敎を聽 

きし 人に して 或 ひ は 天主 敎に變 する あり、 或 ひ は 大本 敎に 走る あり 或 ひ は 叉 有 元 君の 如くに S ほ m 宗に 

歸る あり、 是れ 彼等の 變 信に 依る と は 一 W ふ もの 、余 も亦责 任な き 能 はすで ある、 斯 かる 悲しき 報知に 

接する たび 毎に 余 は 神の 前にへ. -の 不信 を 謝し、 同時に 叉 神が 余の 「i- 仰の 子供」 を，？ T り^: M」 彼等 を 

して 躓く ことな からしめ 給 はん _ss- を 切に 祈らざる を 得な い 、 傅 道 に 失 §-1 多し、 に舉 生に 於て 然り で 

ある、 幸に して 所謂 近代的 高等 敎宵を 受け ざ る 人の 內に 堅く 信仰に 立ちて 動かざる 人の 多き は 感謝す 

べき 事で ある、 必竞 する に 基督 敎は 頭腦の 宗敎に 非す、 實 行の 宗敎 である、 頭腦 より 人り し 信仰 は— 

屮八九 消 ゆ る 者と 見て 可 いやう である、 直に 心に 人り 手と 足と を以 てす る實 行に 現 はれ し 信仰 のみ-水 

久的 らしく ある、 ィ H ス御 自身が 大工の 子で あり 給 ふた、 其 如く 勞 働の 子供の み 能く 彼の 弟子と して 

-;! i; する 事が 31 來る やうに 見える。  - 

六月 五日 (土) 雨 梅雨 到る、 まノ陶 敷く ある。 種々 と 俗事に 携 はる、 悲しき 事も歡 ばし き 事 も 面 

倒な る^も ある、 然れ ども 萬 事が 善に 向て 働く 事 を 知る が 故に 平安で ある、 愛に 恐怖な し、 無欲 は 男 

敢 なり、 人生 勝利の 祕訣玆 に.；；^ りで ある。 

六月 六日 (日； 快晴 梅雨 晴の好 灭 氣 である、 此：： ： より 市中 講演 會閗會 の 時 問 を 午前 セ 時に 改め 


た、 一 昨年 禅 臨問题 硏究會 始以來 の 最初の 試みであって、 聽衆 i= ど 三 割 減を覺 悟して 此 事を實 し 

た、 然るに 事 實は豫 想に 違 ひ、 時 變更初 H の 今： ：！、  衆 は 平常と 小、 差がなかった、 大略 一割 滅 であ 

つて、 五 百 名位ゐ あった、 卽ち六 七十 名 は 其 所 場の 敎會に 出席 せん 爲に余 等の 講演 會に缺 席した ので 

あると 兑て宜 からう、 余 は 彼等が 其 所 屬の敎 食に 忠赏 なる を悅 ぶと ：5 時に、 余 等の 壤會の 出席者の 多 

数が 敎 會に關 係な き 者で ある：？^ を 知て 安心した、 斯 くして  と  の 同志と は 「敎會 のお 零れ を 頂戴し 

て」 聖書 講：§ を繼綾 する に 非す、 敎會の 惹く能 はざる 聽衆を 招きて 福 昔 宣俾を 行 ふの でぁる..^^が判明 

し て 愉 快 此 上 な し で ぁ る 。 久 振 り に て 日 曜 = の ：十 後 を 靜 に (M に る こ と が 出 來 て 大 な る 感 謝 で ぁ つ た 。 

六月 七日 〈月」 晴 引 緒き 初夏の 好；. K〈l- であった、 說敎師 の 休 H である、 午前 井 之 頭 公園へ と？，^ 

^ に 5£ 掛けた。 昨 n; 大 阪，ば 原ず r 里より 这り來 りし フ リ ン ..f ス • ぺ トリ ー 著 文明 廻 轉論 をボ ケット に 

i« 込み、 鎌 倉 蒲 池 信 寄 送の 糜法場 を 肩に 懸け、 休： n 明けの 人影 稀なる 公園の 池畔、 綠蔭 涼しき 所に 

を 掛け、 水屮に 虹^の 戯れる を 見ながら 讀 書と 默 想に 耽けり、 现想 的の 一時 問 を 費した、 るに 臨ん 

で 有名なる 德 川將： あの お茶の水 を 近代 式の 魔法 場に 詰め、 茶の揚用として.；^=^5^^して持歸った、 ポ 

賃 として 金 三十 一 錢を 消費せ しのみ、 誠に 安價 にして 有 (化なる 樂 しき キ：： ： であった。 

六月 八日 (火) 晴 久 板り にて 遠近 友人 五 人の 訪問が あった、 雜誌 校； 止 終了後の こと、 て ユック 

リと. ^しが 出 來て倫 快であった、 雜 誌と 雜 誌の！ 1 が 交友 時 である。 
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六月 九日 (水) 晴 れ 加洲バ ー タレ ー (加 洲た舉 所在地) 山崎..^^^^?;ょり左の如き興味ぁる通信 

があった J 

認 此顷は 先生が： 人體 の 方面から して 神様の 御 乎の 業 を 我等の 同胞に 示されつ、 あ る こ と を S つ 

て 私，. fi,- 生に 御禮を 巾さなければ なり ませぬ。 私が 先生の 著書 を紹 かされ ましたの は ； 九 0 七 年 加 

洲サク ラメ ン 卜 市に 於て あります。 研究 誌 を； 一三 冊 讀んで 見る と 何とも. ぶ へない.. g,:: 味が 出て 來 

たのです …… 其 頃の 研究 誌に 小^に- 1 齪せ すして ァ ブラ ハ ムの 如くに 野に て 星 を 数へ るか を はよ 

とい ふ 所感 や、 。ハウ 口のお 活 論の 解釋に 幾簡も 星の 名が 載って 居る。 M だか： 大體の * が 知りた くな 

つて 遂に 一 肌の 小さい-太. 書 を 乎に 人れ て 讀んで 見る と 中々 面，：： い。 そこで 二 吋の &ェ： ^一 鏡 を 乎に 人 

れ たのが 1 火 〇 八 年で ありました。 それから 多くの； 大 文の 害 を 乎に 人れ、 乂 リック： 大文臺 にも 知人 

が 出来て 天文 の 研究 を 始めた のであります。 二 叶 位の 遠 鏡で は 小さ 過ぎ る の で 、 自身で 八 叶の 反 

射^ 遠 鏡 を 製造し ました。 一 九 一 〇 年に は 一 ケ年 §1 リックの 知人の^ 話に なり、 _^„{^人として研究を 

進めつ でありました。 然し 研究 すれば する 程 面，：： くもなり、 叉 自己の 知識の 不足 を感 する ので.；^ に 

大舉 に 人って 的に： 大 文科 を 研究して 居ります。 西洋の 護に 「神 を 知らざる： 大文學 ^は せり」 

とあります が、 私 も 天文 を 研究す るに 當 つて 先生から 强くィ H スを 紹介して いた 5^ いた 御藤で 祌を 

.g ら ざる 不信 國の狂 天文 擧 者の 列に 入る に 及ばない こと を 感謝して 居ります。 H ホバ を 知る は 知識 

の 源な り。 私 は 研究 誌 の 讚 者 の 中 か ら糗 々 と； 大 然枓學 の 方面から 祌樣を 我國人 に 知らす る 事の 出來 

る 人々 の 出る こと を 信じて 居ります。 …… 私 は 勿論 大文 をお にして 聖書 を 客に する こと は出來 ませ 

ぬ。 たと へ 自分に 八.. ある ra: 叶の ば ま 鏡 や 八 叶の もの を 乎より 放^す の 時が 來る とも § お 書 はは なすこ 


とのたい やうに と 神に： まって 0^5 ります。 云々 

玆に 余が 知らざる 間に 木當の 天文 學 者が 研究 誌に 由て 旣に 出来て 居た ので ある、 實に 感謝の 至りで あ 

る、 願 ふ 我が 同信の 友の 內 より コ ベル-一 カス、 一 1 ュ ー トン、 ハ ー シェルの 如き 敬虔 ある 天文 學 者の 多 

数に 輩出して 造 主の 榮光を 全せ 界に顯 はさん こと を。 

六月 十日 (木) 晴 大聖 書擧 者の 註解に 由り 有名なる 希 伯 来書 十一 章 一節 を 研究した、 聖書 を讀 

む： * 玆に s: ト 三年、 初めて 此 一節の 意義が や.^ 明， 日に 解る やうに なって 有難かった、  の 生涯に 於て 

如め 書の 一節が 解る^ は 一 の大 なる 出來^ である。 

六月 十 I 曰 、金) 曇 雜誌 六バ號 が屮： 来た、 第一 一 百 三十 九號 である、 滿ー 不 年に：： ハ 一 月を剩 すの 

みで ある、 長い^であった、 而 して 感謝で ある。 

六月 十二 日 (土) 曇 午後 今 井 館に 於て 東京 gffi 曰 講演 會 出席^ 有志 婦人の 懇話 會を 開いた、 きす 

る 者 三卜餘 名、 內敎籍 を 敎會に 有する 者 僅に 六 名、 餘は盡 く 無敎會 信者で ある、 彼等の 衷に淸 き 深き 

よろこび 

ic; 仰が 築かれつ 、ある を 知て 非常に， 有難かった、 彼等の 內 一 人に キリストに 在る 歡喜を 傅 へ 得 た^け 

で 充分の 報 賞で ある、 然り、 多數 をば If またい、 一人の R 本人ら しき 眞 正の クリスチャン を 作り 得ば そ 

れで 充分で ある、 而 して 余の 微 なる 勞働を 以てしても、 祌は斯 かる 贵き寶 を 天 國に牧 め 給 ひつ & ある 

や-つに 見える *  W 難い 寧で ある。 
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六月 十三 日 (日) 曇 引 緩き ：ー おの ffi. 稗、 朝風に 吹かれて^ しかった、 聽衆は 前 K より 少し 多 か 

つた、 然し 余の 講： 促 は报 はなかった、 「ヨブ 愛の神に； t ふ」 と题 して 約 百 記 第 十 章 を 講じた、 ヨブの 

苦悶の 屮に 彼の 信仰の 進歩 を 認め、 聽衆 をして 亦 ，\ー を 11 めし めんと する のが 講演者 の S ハ 力 を .处 する 所 

である、 隨 分の 困難で ある、 決して 容易い 事で はない。 

六月 十四日 (月) 曇 ginii の 不在 を 前に 控 へて = ^曜 n なりと 靴 も 休む^ は 能なかった 乎 紙せ I き 

に 校. 止に 終 机に iic^ 掛 りて ® いた。 夕 七 時 主 と共に 京都へ. 2 け 束 力 小 驛を發 した、 彼 地に 4、 ける 彼女 

の- K. ぶの 跡：^ 附を爲 さんがた めで ある、 义 (化お 海 近の 汽卓屮 に 不眠の 一 夜 を 過した。 

六月 十五 日 (火) 曇 朝 七 時七條 着、 不相變 新 W 竹 3! 町ドる 便利 堂に，^ を 構へ た、 午後 若 王 寺 

山に^ り^の „ え 岡 田 篁の 慕 を 見舞 ふた、 ^；^：に新-；^^襄氏の墓前に詣り脫精して敬意を表した。 夜 庄 

蘇^の 束 京 移 轉を这 る 爲の这 別會に 出席した、 朝野の 名士 六十 餘の 來會ぁ り i„: な る 3i 會 であった、 海 

老名彈正^^;並に原w助君と席を隣にして昔を；^jiり今を談じて樂しかっ た。 

六月 十六 日 (水) 大雨 ，は 細^に 狭 掌し、 夜 は 佐 伯 產科院 に 於て 演を爲 した、 會 する 者 

五 I 人餘、 約百記の研究に就て！^！叫った。 


六月 十七 日 (木) 半晴 交友に 全日 を 養した。 

六 3 卜へ 日 (金) 半晴 午前 十 時 京都 を發 し、 彥 根に 下車し、 有名なる 彥 根城 を 見た、 天主 閣ょ 

り . ま. }^ したる 琵 S 湖面の 風 I おは 天然の 美に 加 ふるに 歷史の 事實を 以てし、 稀に 見る 莊觀 であった、 五 

時. れび 汽車 屮の 人となり、 經終界 不振の 御蔭に て乘客 甚だ 尠く、 實に樂 な 汽車 旅行であった" 

十九 日 (土) 雨 朝 七 時 i じき 東京 驛に 着いた、 西の 京に 友人 多し と雖も 自分の 住 „^ は 東の 

京で ある、 余 は關東 人であって 山よりも 平原 を 愛する、 鴨 河の 水淸 しと 雖も隅 田 川の 水 多き に 及ばな 

、、 京都 は 優雅で ある、 東京 は 自由で ある、 明日 叉 其 高 壇に 聲を 放つ ので あると 思へば 心 躍らざる を 

得なかった、 家に 歸れば 魏鵝ニ 1^ 聲を 揚げて 我等 を迎 へた、 暫時，： JNA を 離る k は， "《を 一 層 深く 愛する の 

途 である、 全 宇宙に 余が 働いて 死すべき 所 は 日本 東京で ある。 

六月 二 卜 日 (日) 曇 涼しき 好き 日であった〕 午前の 聖會不 相變恩 惠と歡 喜と に 溢る、 の會 合で 

あった、 此日 iii 一い H! 敎師ャ ー コブ . フン チケル 君 は 高 壇に 立ち 我等が 昨冬 同 君の 手 を經て 欧洲の 概災 

こ S りし 僅ば かりの 同情 金に 對し 本國 より 傳 へられし 篤き 感謝の 意 を 表せられた、 實に爲 すべき は 

愛に 勵 まされて 爲す i である、 日本 東京に 於て 起り し 愛の 微動 は歐洲 中部 アルプス 山麓に 達し、 今や 

反響と して 苒 び 元の 来 京 に 還り 來り 我等 を^ ま し 叉 慰む、 愛 は 他人 を 慰め 又 自己 を 慰む、 我等 は此愛 

を 等の 衷に 起し 給 ひし 父なる 神に 感^せ ざる を 得なかった。 講演 は 約 百 記 第 十 一 第 十一 一の 二 章に 涉 
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；-ん ，-  むすびつ 

り 神智の 探索に 就て あった、 聖書 を： 大然 に結附 けて 講じ、 自分な がらに 偸 快であった、 

八， 請 ふ獸に 問 へ、 然ば 彼れ 汝に敎 へん、 

天络の^！；？に問へ、 然ば 彼れ 汝に らん、 

地に 一一 K へ、 然ば 彼れ 汝に敎 へん、 

海の 魚 もまた 汝に述 ぶべ し、 

是れ 所謂 r 大然 祌學〕 である、 天然 を 通う して： 大然 の祌に 達せよ との 敎 である、 約 百 記は教 古の 天然 

神學 である、 之 を：；： 本人に 傳 ふる は 余の 特^の： 大職 である 乎の 如くに 感す る。 t;i 演 終って 後に 階下の 

小 講 堂に 於て 歌隊の 親睦 會が 開かれた、 會 する 者 予ト 三人、 女子 三十 人であった、 合唱 あり、 獨 

I？ あり、 グイ オリ ン獨奏 ありて 聖書 講演 會の附 腸と して は 甚だ 優雅なる 會 介であった、 總 てが 我等の 

I？ 美 歌 指導者なる i:i 澤重 夫君の 努力に 依て 成った ので ある。 

六月 二十 I 日 (月) 雨 半日 i£.=^ した。 英國 より 『使徒 信條の 意義』 と 題す る 新刊 達し、 大 なる 

g: 味 を 以て 其 数 卜 を 讀ん だ、 玆に亦 意義深き 大問题 が ある。 

六月 二十 二日 、： 火) 雨 又 復雜誌 編輯が 始 つた、 第二 百 四十 號卽ち 第二 十年號 であ"、 ニト 年の 

長き 獨 りで 一 雜誌を 編輯し 來 りし 者 は 余 を 除いて は 多分 此國に 在るまい、 大 なる 名譽 であり、 又感 

謝で あり、 又滿 足で ある、 今後 幾年 襤綾 くで あらう か、 少く とも 第三 百 號卽ち 第二 十五 年號 まで 繼接 

• た いもので ある" 米 瞬-; Hi 敎師 某氏の 訪問 を 受けた、 氏 は 自身 無宗派 主義者な りと 云 ひて 現代の：.^ 敎. せ 


を 嫌 ふこと 遙 にお 以上で ある、 余が 余に 由て：^ 仰 を 起せし 者の 敎會に 人る を W げざる のみたら すお て 

之 を 喜ぶ と 云 ひしに 對し、 彼 は是れ 子供 を惡 魔の 乎に 委 ぬるに 等しと 云 ふた、 劇烈なる 敎 會反對 論者 

も ある 哉と 余 は 思 ふた、  を 以て 敎會 反對の •  お 本人と 見做す 者 は 間違って 居る、 米 W に 於て、 現在の 

敎 會を惡 魔視 すろ i^-^;;::-^ の  一 W ある^ を 知って 余 は 非常に 驚かされた" 

六月 二十 三日 〈水.) 曇 久报 りて 和蘭國 文士 ドクトル. ゾン H 1.. テン 氏より 書：. S が 達した、 之に 

對し 比較的に 長い 返辭を 書き 贈った、 同氏の 如き は歐洲 目： 卜の 最も 全なる 思想家の 模範で あらう、 

彼等 は. fCi 細 亞に對 して 大 なる 期待 を 抱いて 居る、 彼等 は 基督 敎が其 一- 儿始の 活力 を 以て- S び 亞細亞 人の 

內 より 顯 はれ 来り、 泥沌 たる 歐洲の 天地に 救 ひの 光明 を 投げ入れん 事 を 待って 居る らしくなる、 此期 

待 に 對し 我等 細-め 人の 微力 不熱 心 なる は 慚愧の 至りで ある、 「主よ 我が 信な きを 愍み 給へ」 である。 

.1、 月 二十四日 木 一 半晴 夜 柏木へ， 井 館に 於て ゆ 害 講演 會 出席者 靑年 有志の 感話祈 禱會を 開いた、 

來& する 者 五ト餘 人、 感話は 次へ 次へ と 速 接して 盡 きす、 沈默の 間な ど は 殆んど 無かった、 而 して 信 

仰の 事に 於て 全會は 一 致した、 何れも 所謂 近代 思想に 反對 した、 一 人 は 言 ふ 「我の 神に 對 する 態度 を 

m わ ふ 時に 冷 熱 常なら す隨 つて 動搖 息ます、 然れ ども 神の 我に 對し給 ふ 態度 を 思 ふ 時に 其變ら ざる 愛 を 

知りて 我 は te に {ic し」 と、 他の 一人 は 言 ふ 「神が 解った のではありません、 彼に 捕 へられた のです」 

と、 更に 他の 一 人 は 一一 c ふ 「私が 自覺 した，^ に 私は逨 ふので あります、 キリス 卜の 十字架 を 仰いで 自分 

を 忘れる 時に 私は洛 着ます」 と、 すべてが 此 類であった、 純然たる 福音 主義の 信仰で ある、 而 して 余 
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の 架 書 講演に 由り て縱令 一 人たり とも 斯る 信仰 を 起す に 至れば、 それで， 力の 勤 勞は償 はれて 餘り ある 

ので ある、 而 して - 人に 止まらす 三ト人 W 十 人、 或は ic 人 二百 人の 靑 年が 斯る 信仰 を 懐く に- ム えりし 事 

を 知らせられて、  < 水 は旣に 余の 努力に 數十 百倍す る 報赏を ： 大の父 様より 受けた やうに .感 す る 。 

六月 二 4" 五日 (金) 半 in? 夜 星 之 友會に 於て 余 は 天 琴 座の 主 星に 就て， ば i つた、 其 " 號の靑 玉 色 

.■  ■  1  r-YS, ソロ. \  ■  -" ルタ 

を 以て 輝く  *  ^  t 瓶の 明. R なる 變 星なる 事、 f 號の 二重星の 二重星 卽ち TO: 直 星なる^、  „o 號の我 太 

陽 系の 前進の 目的 點 なる 事 等に 就て 語り 素人 天文 學 者の 注意 を 促した。 

六月 二十 六日 (土) 雨 雜 誌の 原稿 書きに て 他に 何事 を も爲し 得なかった、 編輯 中 は 書物に 手 を 

觸 る、：！ さへ i である、 彼れ 雑誌が 余の 全身 全力 を 奪 ふので ある、 而 して 斯る 事が 毎月 二十 年間 繼ぃ 

たので ある、 然 かも 今に 尙ほ. 跌が來 ない ので ある、 不思議で ある。 

六月 二十 七日 (日) 曇 夜强 雨。 ん， 年上 半期 最後の 講演 會 であった、 殆ど 滿 堂の 來會者 あり、 不 

相變樂 しき 集會 であった、 約 百 記最 美の 一 章なる 第 十 §： 章 を 講じた、 自分な がらに 其莊嚴 なる 悲， 哀美 

に 打 たれた、 . 帝都の 中央に 紫 書 講壇 を^け てより 玆に 一 年と 一 箇月， 講者も 聽者も 倦怠 を感 する こと 

なく、  51： ほ 秋風の 到る と 同時に 之 を繼梭 せんと 欲する、 一 同 讚美歌 第三 百 九十 二番 「かみと もに いま 

して」 を 歌 ひて- 冉會を 約して 別れた、 我等の 聲が 日本 全國に 響き渡った やうに 感じた。 


山、 月 二十 rt^ 日へ or ン曇 熟風强 し。 休 ：n たるに 拘はら す 少し 計りの 仕事 を爲 した "比 書 第一 

や；.. 卜 卜 五 I 十八 節に 就て 默 想した、 信者 は キリストの 家來 である、 彼等 は 自分の 審を m.- ふて はならない- 

主人の 事 を E わ ふべき である、 主人の 榮 光の 舉 らん 事 を、 主人の 聖 3n の 成らん 事 を 計るべき である、 主 

入の 命令の ドに戰 場に 臨む 者で あれば、 彼の 軍の 勝たん 事 をのみ 惟れ 努 むべき である、 此 心なき 者 は 

共ト 督 信者 で ない、 日 本武 士の心 を 以て 能く 基督 者た る の 態度 を定 むる 事が S 來 る 。 

六月 二十 九日 「火) 曇 夜 カフェ ー • パウリ スタに 於て 柏木 兄弟 圏の 晚餐會 が かれた、 來り會 

する ャ 女 W 十人餘 り、 誠に 樂 しき 會 合であった、 一一 U ふまで もな く 我等の 爲の會 合で はない、 主に 盡 

さん 爲の會 合で ある、 我等の i 様 は キリストであって、 我等 は 皆 彼の 家来で ある、 家來は 殿様に 由て 

ー&^ し、 殿様の 爲に^ くので ある、 願ふ此 フレンドシップ (友誼) も 亦 殿様の 榮 光に 歸 せん 事 を。 

.1、 月 三十日 晴 久 振りの 晴天で ある、 舉牛、 織女、 大角、 天 門、 天 王 等の 一等星 夏の i„ ^-を 

飾りて 美しく ある、 殊に 赤き 火星が 白き 天 門 星 01 女 座の アル フ ハ號) と 遭 ふたり 離れたり する = ^態 

は 近來の SJ& である、 恰 かも 强慾飽 くこと なき 實業家 乂は 政： m{ 氷が 純. n 雪の 如き 處 女の 身に 附き纏 ふ 

が 如くであって、 日本 ケ 日の 上流 社 會の狀 態 を a る やうで ある。 

： し  め つ き 

t 月 一日 (木) 晴 雜誌校正と乎紙書きとが.^^たる仆事でぁる。 目切りと？^休み氣分になった 
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小 秋 類 は 取片附 けら わ、 科^ 類 は 取 出され、 山 や 湖水 や 一： の 草花が^に 映る や-つに なった、 "一 

年 滯 りたく^ 都の 屮央 にや 比：： を：；！ ぜ しお を E わ ひ 感謝 滿足， ふるに ものな しで ある、 ベ.' より i:l ハー 

ル？ 斯 か る も ぁ ら ん 乎 と ぉ々 想 せ し が ^  と な り て 現 は れ し を m4 ひ 、  <夕 に 夢 み し や う な 心 地 が す る 、 

十 六 篇 六 節 の tn が < ^のん，：；： の  一一.；！： である U 

m. 繩は 我がた めに 樂 しき 地に"：^ ちたり 

{儿 ベ 我れ せ：： き嗣 を^た るかた 

，、 余の-鋭 戚ゃ 知人 は < ^は 非 識 なりと-. ム ふと 雖も、 パ ゥ 口 ゃダ ン テゃミ ル 卜ンは はポ ^ まれた るお 

たりと- ム ふと； 1^ する が 故に、 < ^はお 沌 たるん.' 口の：：： 本に 在りて-?!! -の 空に 輝く ゥ H  — ガ (II 女； ゃァ 

ルテャ 牛 星) や アル クチ ユラ ス (大^:: と共に 無限の-や 豁を樂 しむ _ ^が 出 來る。 

七月 二日 (金) 晴 、はし き^の  一口であった- 夜； 之 友會の 懇親き を 11 いた、 する 者三ト 人- 

1£ 仰と-人文 とに 就て： おった、 之に て づ； 人然 研究の 有 〔佺 なる； 二 筒 W: を 終った、 架 ま "研究の 一部 門と し 

て專 を 招いて の 研究 を «r す 所 は 他に は あるまい、 然れども之れ！確にぉ仰修^^^^^ぉ良^の - で 

ある、 3： 故にお 敎< &が此 を 採らない 乎 余に は 解らない、 ノぼを W ぢて尾 外に 出れば -p- の i や：^ れ涉 り、 

0A. ヘルク レス、 ，：： 島 座の 諸虽 人 へ と 進み 來り 「我等 を觀 測せ よ」 と 一一-一 c はん 計りで 美し か 

つた リ 

七月 三日 (土；  0 午前 巢 鴨に 出 村直臣 せを訪 S ^した， 快 談：： ： 時 1? に涉 り、 * 飯の 馳 に與 つて 


歸 つた、 敎界、 政界、 兒童 研究 等 色々 の 事に 就て 敎 へられた、 余 はニケ に-一度：！^ ゐ必す 同 君の 指導 

に與 るの 必要が ある。 身 81 を：；^ める ために 讀 書を减 し、 純然たる 夏期： 暇を樂 しみつ、 ある、 然し 雜 

誌 書籍の 校正 丈け は 免 かる、 事が 出来ない。 

七月 四日 (日 j 曇 蒸 熱し。 久 振りに てん， 井 館に 於て 聖書 講演 < ^を 開いた 、来り きする 者 八十 人、 

奮き 柏木 式の 集會 であって 甚だ 懐かしく 想 ふた、 約 翰 第一 書 一章 「神 は 光な り」 との- K 敎義に 就て 語 

つた、 神 は 愛なる に 止まらす 光な り義 なり 生たり とは此 書の 明に 敎 ふる 所で ある、 小なる 引 稀り たる 

,c  ，一  .？--  ？ もち 

良き 集會 であった、 自分と して は 市中の 大集 曾よりも 遙に氣 持 好き 會合 であった。 

七月 五日 へ 月) 半晴 生れて 一年 三 ヶ月の 童子 川 西 信 三の 葬 能 を 司った、 馬太傳 十八 章 十 節に 依 

り 余の 1W 感を 述べた、 嬰兒 死して 歎く 者 は 三人で ある、 其 内の 二人 は 言 ふまで もな く其兩 親、 其 他の 

な； ふ.；： おや 

一人 は祌 御自身で ある。 兩 親の 歎き は 神の 御 歎き を 代表す るに 過ぎない、 祌は遙 かに 兩親 以上に 敏き 

給 ふ、 其 事 は 聖書の 此ー 節に 示されて ある、 其 事 を 知りて 我等 は 自己の 歎き を 取 除く 事が 出 來る、 

ち ひ？ き あ な ど 

「汝等 この 小 子の 一人 をも愼 みて 輕視 るた かれと ある、 嬰 兒は祌 の 眼に 在りて 重く R っ贵く ある、 其 

の 死 は 彼に 1« りて 小事で たい、 故に 人に 取りて 小事で ない、 而 して 嬰兒の 死の 意味 を 正しく 解して 大 

つみ  い、 

恩惠、 大 改革が 我等の 間に 臨む ので ある、 願く は此 愛らしき 辜な き 嬰兒の 死に 由り て 我等に 關 はる 神 

の 犬なる 御 計畫の 成就ら れん 事 をと、 余 は 又 キリストの- 冉 臨と i 仅活と 信者の 再會 とに 就て 語り、 最後 

に 友人 一 同と 共に 讚美歌 第 四百 一 一十 三番 を 歌 ひて 此 悲しき 美 はしき きを 閉 ぢた。 
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ふた、 び ii^H スの くだります： 

めさる- -を さな ご みく ににて 

みそらの 星と なやきつつ 

主の みかむ りの 珠玉と たらん。 

七月 六日 (火) 晴 余と^節舉の趣味と關^5-人の性癖を共にする京都在住の山"菊次郞ぉょり左 

の 如きへ；：； t しき 書簡が 達した、 IJ;; は 過る 日：.：： i 州 根に 余と 共に IS: 枝 湖の 魚類に 就て 談 じたんで ある。 

思 出 深き 六月 十八 日の 午後、 元彥根 侯の 御 庭の 御 奥に て 湖畔の？ g を 眺めつ、 過去の 記憶 を 浮べて 水 

中の 友に 射す る 記名投票 は 多忙の 先生が 一 代 巾に 於け る 閑 1=パ の御發 表と 奉存 候、 鱧と ir  f ギ 

ギ (束 北に て は ギン ギゥと 呼び、 京都に て 一 名を川絲と稱するを.=^にせり、 赌の 先の 武器に 怖れし 

者 のん 叩 名た らん？)、 怫^ と 磨の 羽驗 (束 北に て 砂 ムグリ と-ゆべ り 砂 巾に 體を 潜む が爲 ならん、 又 

と稱 す、 涼し さうな Kli あるが ため)、 彼等 は 元々 同 種问 族の やうに 思 はる、 贫て 彼等の； S 先 

に 格 を 異にする もの ありて 各 々接地 を 化 意に 選み し 結 八！' n にギ： りしに 非す や、 稍 純なる 鱸と 

と 泥^ は體 格の み尊嚴 なる も 其の 動作の 遲 鈍なる、 っ活 ボに 乏しく 潔癖な き は 東北人に 能く 相似 

た り 、 瀟： ゆ に し て 貴公子 然た る 鷹 の 羽 鱭淸流 を 好んで 動作 頗る 敏活な り 、 金色 を帶び て 活氣 に 充 

ちた る ギギ公 は 誰が 眼に も i1 公 以上の 代物たり、 殊に 敵に 備 ふる 鋭鋒の，； i する ありて 淸？ S 兩 棟の 地 

に 身 を く は 目下 = 比 谷に がる 諸 321 の に 似たり、 鰻の 怜悧 なる は 之 等 魚族の 上に あり、 彼 は 進 

む を. 3 て 退く を 知らざる 點に 於て 源 九 郞を學 ぶ も 梧桐 一 葉 水冷 かなる に ち 流と 共に 行く 處を 知ら 


す、 此點 义源廷 尉の 末路に 均し、 私 は 魚類 (淡水 產〕 に 就 てん 類 (東北ん) に 就て 趣味 津々 たる を 

覺 ゆる こと あり、 束 北 地方 の 淡水 魚が 其ん と 反對に 動作 頗 る 敏捷 なる は 山川の 4； な ^ に 身 を 鍛えし 

爲 ならん、 此點關 Ira の 人 に： M じ、 然るに 關 N の 魚の 鈍な る杜川 沿-: の 1  儿童は 手 に て 彼等 を 捕 ふ、 

平地 を 流る.^ 川に 樓む 彼等 は 東北 の 原野に せちし 人間と： M じく 其の ろ さ加滅 能く 相似たり、 關 の 

人間と 東北の 淡水魚、 東北の 人間と 關 西の 魚挨、 周 Si に 化せられし 結 * 此の 如し。 云々 

寳に 面. m き觀 察で ある、 之 を 人文 的 魚類 學と稱 すべ き 乎、 永く 魚類と 親しむ 者に あら ざれば 此觀察 を 

爲す こと は 出来ない、 余 は 山 口 君 其 他の； 大然 愛好者が 詩人 ゥ オル ヅヲ ス の靈に 導かれて 更に 深く 天然 

の 靈的眞 味 を 味 はれん こと を^む。 

七月 七日 (水) 晴 雜誌校 li| を 終った、 今から が 本當の 夏休^で ある、 ゥ オル ヅヲス を 思 出した、 

狹ぃ、 冷たい、 疑念 深い 斯 世の 人 を 離れて 直に 天然と： 人然の 神に 接する 快 樂を思 ふた、 

" The  mealiest  fic さ er  that  hlcws  can  give 

Tlioiignts  that  do  of  ton  lie  too  二  ee づ lol-  t-ears.  J 

路傍に， 花 く 最も 卑き花 も、 

萬感湧 い て 盡ざ る 深遠 の 思想 を 促す 

さ."  ^ r  .^VJ  お. b ひ くさら 

然ば往 けよ 天然 に、 々の 書た る 神擧書 や 聖書 註解 書 に 心 を 奪 は れ て 塵と 徽と に 意 を かす ことなく、 

牛：々 たる： 大 然と 交 はりて 開闢の 初めに 於け る 萬 物の 如くに 新鮮 なれ。 
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七月 八日 (木) 晴 昨夜络 晴れ、 夏の ni- 悉く 現 はれ、 莊觀 であった、 デルフィ ナス (海豚〕 座殊 

にへ^^の注意を惹ぃた、 冬の {4- に 於け る 昴 に 似た る 星」 M である、 一-: 等 星と S 等 星と より 成り、 目立つ 

程顯 著なら す、 然れ ばと て 不明なる 程 微賤なら す、 界の 中流 階級と 稱 して 可なる 者で あらう、 I 寫 

に徐々 として 友人の $P し來 るは甚 ばし き^で ある、 星夜の 散歩 非常に 樂 しく ある。 此夜萬 朝 報 主， 斯 

波 い wt; と 東京 驛樓 上に 於て #食 した、 明 ：1.E: 一十 八ハ やに 山縣五 T 雄お と 始めし 此 新開 記者 晩餐 會が繼 

緩して今リに：^^^ったのでぁって、 やまと 新開の 松 井 柏 軒 君が 大 速に 轉じ て以來 我等 は 唯の 二人と 成つ 

たので ある、 < ^に 取りて 此會合 は 余が 此^の is^ に 就て 舉ぶ 唯一 の機會 であれば 余 は 滅多に 之に 缺 席し 

た^^-はなぃ、 此夜不 祀變 また 樂 しき < ^合であった。 

七月 九日 (金 一 晴 嗇 ，1: より，  1 - W  -  H  • マイヤ ー ス著 『詩.^ ゥ オル ヅ ヲス』 を 取 出して 讀ん だ、 

之 は 余が 一 八 八 五 年 五 IIT 米圃ぺ ン シルグ 一一 ャ州 H ルヰン に 於て，：：； 痴院 看護 夫 を 務め 居りし 時に 購 ふた 

る 一 冊であって 茶だ懷 かしき 者で ある、 三十 五 年 前に 此 天然 詩人より 受けし 感化の； する が 故に、 余 

は 今 摘 ほ ni- や. お 類を樂 しむ； が出來 るので ある、 所謂 宗教 まの 狭^に 殊に 愛想 を盡 かして 居る 个ロ此 

頃： 人 然^ 人の 一 句 は 適應の 淸涼劑 である。 

liTslt  GC 一. I  ！  I  (1 rjlthcl- 

A  p!lf^.!l=  s-l--ld,-l  111  a  creed  ouhvol.n 

<■ リス チ J- ン 

大 なる 神よ、 余 は 所謂 i£f 督ネ たらん より は 

寧ろ 錢れし 仰に 養 はれし M (教徒た らん 


との 一 聲の 如き ノカ 自身が S 々發 せんと 欲する 聲 である、 實に靑 年 時代に 於て ゥ オル ヅヲ スと 親しむ の 

利 は 終生 盡 きざる 者で ある。 

七月 十日 (土) 曇 驟雨 あり。 1:^ 志の. 2： より 余が 来る 二十 三日より 三 nzir 箱 根 强羅に 於て か 

る 、 平信徒 夏期 修養 會 に 招かれて 聖書 講演 を爲す ことに 就て 反對 起り 斟 からす 心を惱 ました、 余 は 勿 

論斷然 此反對 に反對 した、 面倒なる はん I なる 哉、 余 は 凡の 事に 就て 凡の 人と 一致す る 能 はざる を悲 

む。 

七月 十 I 日 (日) 曇 昨夜の 雨に て 稍 涼し。 午前の 今 井 館に 於け る 集會に 八十 人餘 りの 來會者 あ 

り、 余 は 前！： に 引接き 約 翰 第一 書 二 章 三 節より g! 節までに 就て 語った r 汝 己の 如く 汝の 隣ん を 愛すべ 

し」 との 舊 約の 舊き誡 は、 「我れ (キリスト) 汝等を 愛する が 如くに 汝等 互に 相愛すべし」 との 新約 

の 新ら しき 誡に なりし 事に 就て 述べた、 ん 世に^々 と， 駄な 問題が あるが、 聖- 書を講 する 事ば かり は 何 

時 でも 樂し き 仕事 である。 

七月 十二 日 (月) 半晴 休. Hon を 利用 L て故內 村嘉壽 子の 墓 を 見舞 ふた、 所謂 第一 高等 舉校 不敬 

事件 の 權牲 とな りて 死せ し 彼女の 墓 を 見舞 ふたび 毎に 熱き 淚を 禁じ 得な い、 主の 聖國に 於て w び^ 夂 

と 相會ふ 時に、 事件 以来の 我 阔の献 態が 興味， ふ ^極で あらう。 〇 雜誌 七月 號が 出た、 第二 十 年號で 

ある、 是 れ亦大 なる 感慨の 種で ある、 其 初めて 發行 せらる \ や 余» の 敵 (彼 は 有力なる 敎會 員で あつ 
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た) は 余輩と 此 誌と を 呪 ふて 言 ふた 「偽善者の 手に 成る 此雜 誌、 久しから すして 廢刊の 悲運 を 見る ベ 

し」 と、 然るに 祌は此 誌 を 惠み給 ひて 敎會 信者の 呪. 詛の言 は事實 となりて 現 はれす して、 玆に 大正の 

第 九 年、 七月 十二 日に 第二 十 年 を 見る に 至った、 感謝で ある、 實に 感謝で ある、 余輩の 敵が 一一 目 を 以て 

呪 ふ 時に 神 は 事實を 以て 余輩の 爲に辯 護し 給 ふ、 事實は 錄强の 議論で ある、 事實に 於て 勝ち さへ すれ 

ば 議論に 於て は 幾 干 負けても t 冗い、 神 は 敎會の 監督よりも 宣敎師 よりも 强く在 まし 給 ふ、 祌は已 を 信 

する 者 を 事實を 以て 證 明し 給 ふ、 然 らば 吹け よ 風よ、 暴れよ 嵐よ、 波と 暴風の 上に 歩み 給ふ大 能の 神 

は |sH 贫を以 て 我等 彼 に 依賴む 者を義 とし 給 ふ。 

うちい は ひ  -u**  く 

七月 十三 日 (火) 癀 赤飯 を 炊き 雜誌 二十 年 號の內 祝を爲 した、 偶々 某 女史の 訪ひ來 る あり たれ 

ふ 5  そら 

ば 彼女に ルツ 子の 代理と して 四角の 貪臺の 一 方 を 塞いで 赏 つた、 食後 書 齋の南 窓より 南西の 空を观 き、 

1, 射手座、 處女座 等の 譜星を 窺 ひ、 涼 夜の 淸 興に 耽った、 r 醉拂 ひの 代議士に 等しき 赤き 火星が 

純，：： の處 女に 等しき 處女 座の アル フ ハ號に 一 時 は 近づきし も 今 は 離れつ i ある」 を 示せし 時に、 適評 

ならん も 酷評な りとの 聲が擧 つて、 一 同大 笑 を 以て 散會 した、 是れが 『聖書 之 研究』 第二 十年號 記念 

祝賀 會の 狀況 である。 

七月 十四日 (水) 晴 暑い 日であった、 少しば かりの 讀 書を爲 した、 午後 少しく 邸内 雜 木の 手 入 

れを爲 した、 叉？ おの 下の 掃除 を爲 した、 寒暖計が 八十 度 以上に 昇りて 頭腦の 仕事 は 困難で ある、 故に 

園丁と なり 又 土方と なりて 有益に 時 問 を 消費 せんと 努 むる。 


七月 十五 日 (木) 晴 暴氣 引つ f き强 し。 余 は キリストの 再臨 を 信す ると 云 ふ， 併し乍ら 再臨 を 

信ぜざる 者 は 善から すと は 云 はない、 再臨 を 信す る 者、 信す ると 稱 する 者の 內 にも 多くの 惡 人と 偽善 

者と が ある、 未だ 信ぜざる 者の 內 にも 多くの 敬すべき 愛すべき 人が ある、 人の 善惡は 彼が 公表す る 信 

仰 筒條に 由て は 解らない、 • 再臨然 り、 贖罪 然り、 祌性然 りで ある、 余 は、 然り余 は 之 を 信す る、 然れ 

ども 之 を 信す るが 故に 特^の 善人で はない、 余 は 余の 公表す る 信仰 箇條に 由て 余 の 善惡を 判別し て 貰 

ひたくない、 余 は誠實 なる 乎、 公平なる 乎、 勇敢なる 乎、 殊に 國と 人と を 愛する 乎、 余の 價値 は是等 

普通の 道德的 標準に 由て 定まる ので ある、 余の 同志 は 誰 人で ある 乎、 余の 兄弟 は 誰 人で ある 乎、 必し 

も 再臨 を 信す る 人で はない、 其 他の 信仰 箇條に 於て 余と 公表 を 同う する 者で はない、 主ィ H ス がー 一一 一口 ひ 

給 ひしが 如くで ある、 

我が 兄弟 は誰ぞ や、 それ 祌 のきに 從ふ者 は是は 我が 兄弟 我が 姉妹な り (馬 可 傳三章 三 三節以 f..) 

信仰 窗條を 結合 の 基礎と すれば こそ 惡 むべき 厭 ふべき 敎會が 出現す るので ある、 眞 個の 無敎會 主義 は 

信仰 筒條に 依らす して 義と 愛と 光との 上に 立つ 所に 於ての み 行 はる。 

七月 十六 日 (金) 晴 暴氣强 し。 瑞 西國ッ ー リツ ヒ大 學祌 學敎授 博士 アル ノ ルド. マイヤ— 著 

『ィ H ス乎 バウ 口 乎』 を讀ん だ、 大に敎 へらる & 所があった、 高等 批 w_ も歐洲 の神擧 者に 由て 爲 さる 

る 時 は 多くの 積極的 利益 を 供す る、 勿論 余 等 福音 的 信者の 深 所に 觸る K 所な しと 雖も、 然 かも 余 等 を 

して ィ H ス を 愛する こと 益 々 深く、 パ ゥ a を 敬 ふこと 益々. K ならしむ る こと は 確で ある、 其點に 於て 
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米阈 の 祌學者 は 全然 違う 、 米國 の 祌學者 に 由て 高等 批. キ" は單に 惡む べき ものと なる、 米國人 に缺 _之 す 

る 者 は 敬虔の 念で ある、 彼等 は is 仰のお を取极 ふの fit3! 格 をお たない、 .X? 等 批評に 限らない、 一 i 昔主缝 

でも、 其 他 如何なる 信仰で も米闕 人の 乎に 懸 つて は堪っ たもので ない、 すべてが 俗化され、 地 化され- 

現， 化さる、 の である、 <J ^自身 は 現今の 米阈 々より は 信仰 上 何者 をも學 ばんと しない。 

七月 十七 日 (土) 晴 夜長 半 平氏の 招待に 由り 東京 驛樓 上に 來 るべき 箱 根 修養 食の,^ 員 並に fi 

:g の 相談/ t を 問いた、 一同 歩調 を亂 さす、 目的 を 一 にして 效 果を舉 げんとの 打な C せを爲 した * 洵 にお 

益なる # へ：： であった。 

七月 十八 日 一日) 晴 八/井 節に 於け る 聖<|1、 引 綾き 盛會 であった、  < 水 は 約 翰 第一 書 二 章 十二 節よ 

り 十し 節までに 就て 講じた、 4 '七 節に 於け る r 此 世と 其 慾と は 逝る もの」 なりと は 何人も 知る 率が 出 

來る、 然れ ども 「神の ilw を 行 ふ 者 は 永遠に 存 する 也」 との 事 は クリスチャン ならでは 識る 事が W 來な 

い と 結ん だ、 深き 大な る眞理 である と 思 ふ。 

七月 十九 日 (月) 半晴 蒸 3^ い ネ；： しい = であった。 木宜 i 島 樋 リア ゥ さんの 訪問 を 受けた、 余の 

知る 範 園に 於て 彼女 は 最も 惠 まれた る 婦人の ； 人で ある、 詩人 ホイ ッ午ャ ー の 所謂 「貧しき 人の 妻に 

は あれ ど」. 主 は 彼女 を 以て 多くの 人 を 光に 導き、 多くの 人 を 慰め 給 ふた、 彼女の 學生 時代に 於て 余が 

彼女に 傅へ し 福音が 今や 多くの 祝すべき を 結びつ k ある を 知りて 感謝に 堪 へない。 


七月 二十日 (火) 晴 暑し。 雜誌 編輯 を 始めた。 今年 はビ ュ ー リ タン (淸黨 ) 祖先が 米國に 渡航 

してより 滿三 百年で ある、 依て 蘭、 瑞、 佛、 芙、 米の 諸國に 於て は 大規模の 記念祭が 行 はる \害 であ 

る、 余 は 此日ジ ヨン • ブラウ ン著 The  Pilgrim  Fathers  of  New  England  (新 英洲 移住. SO を 取 El 

し、 有名なる メ  — フラヮ —號太 西洋 橫斷 記の ー牽 を讀 み、 今更な がらに 深き 感に打 たれた、 米 國建圃 

の 基 は玆に 在った ので ある、 己が 良心の 命す る 所に 從ひ、 何人の 拘束 をも受 くる ことなくして、 自. E 

の 神に 自由に 事 へんと 欲する の 希 祈より 此大 冒險が 行 はれた ので ある、 最も 愛す ベ き 人類 進歩 歷 史 の 

一章で ある、 之 を 護んで 血 は 沸かざる を 得ない、 若し 今日の 米國 人が 彼等の 祖先の 此の 尊むべき 精祌 

を 失 は ざり しなら ば、 彼等 は 今日の 如き 憐 むべき 淺 薄の 民と 成らなかった であらう、 今： n の 米 W 人 は 

排斥す ベ きで ある、 然し 乍ら 彼等の 祖先 は 敬すべく 學 ぶべき である〕 

七月 二十 一日 (水) 晴 箱 根 修養 會 出席 準 倫 のために 多忙で あ る 、 雜誌 原稿 K 十 一 一 真 分 を ま と め 、 

之 を 印刷所に 送った、 此 事を爲 さすして 他の 審を爲 す こと は出來 ない、 余に 取りて は 『研究』 誌が 第 

一 である、 此が木 職で ある、 他 はすべ て 副業で ある。 

七月 二十 二 曰 I 木) 半晴 午前 九 時 主お と共に を發 し、 午後： マ S 箱 根 强羅に 着いた、 平信徒- H 

期 修養 會に 講師の 役 を 務めん が爲 である、 ： 初めて 登山 鐵 道に 乘り、 箱 根の 險は 昔の 夢と 消え去り、 早 

川の： 川" 湖 を 眼ドに 見なが ら^り 往く狀 は 他に 得難 考愉樂 であ つた、 此 リ 來り會 する 者、 長 尾 委員長 初 
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め、 作 州 山 立石岐 翁、 小菅 典獄 有 馬 ra: 郞助氏 等 m 十餘 名、 孰れ も舊 き；^ 仰の 友であって、 玆に舊 交 

を溫 むる を 得 て 相互に 喜んだ、 夜 有志 の 祈？^ 會を il いた。 

七月 二十 三日 (金) 雨 午前 九 時 開會、 一時 に 涉る熟 心なる 祈禱會 あり、 十 時 講浪に 移り、 余 

は 『新約聖書 大觀 (其 一) 四幅 音 書』 に 就て 語った、 此日國 の 方より 此 山に 來 りきす る- rn  二十 叫 人、 

遠き は滿洲 より、 近き は祌奈 川、 靜 岡より、 孰れ も 責任の 地位に 在る 者、 神の 福音 を 聞かん が 爲に業 

務を拋 ちて 集りし 者で ある、 斯 かる 會 合に 來 りて キリ ス トの福 昔が 如何に 深く 日本人の に 行渡りし 

かが^ず る。 夜 法學士 森戶辰 男界の 有益なる 社會學 上の 講演が あった。 

七月 二十四日 (土) 大雨 ：| 前 火 時 開會、 束 京 瀧 之 川 i め： 學院敎 授渡邊 善 太^、 『モ ー セ傳 研究 (第 

一 J モ ー セの 驅者』 に 就て 述べ 大に 一同 を敎 ふる 所 あり、 余 は 同 君の 後 を 受けて 新約 聚 書の 第二の 

重要 部分た る 「使徒 行傳と 書翰」 に 就て 語った、 事 は S 午 蒸の 降臨に 關し、 余 は 熱せ ざらん と 欲する も 

得なかった、 「余 は 日本 國 のために 死なん」 と 言 ひて 来って 余の 手 を 握る 人 さへ あった。 夜叉 森戶君 

の講： 淡が あった、 論现 徹底せ る 社會學 上の 研究であって 余 は敬聽 せざる を 得なかった、 此日 來會者 百 

四十 一人。 

七月 二十 五日 (日) 雨 驟雨 時々 到る。 昨日 同 樣三囘 の 講演 あり、 渡 fl- 君 朝と 夜と にニ囘 語り、 

ふん  い 

余 は 朝に 一同、 新約 架 書 第三の 主要部 分た る 默示錄 に 就て 述べた、 隨 分力の 要る 講演であった、 三囘 


の 講演 を 以 て 新約聖書 の 大意 を悉 さんと する のであって 大膽 なる 試みと いはざる を 得ない、 然し 何 か 

或 物 を來會 者に 與 へたで あらう と 思 ふ、 夜 十 時、 感謝に 溢る k 十數 人の 祈禱を 以て 此會 を閉ぢ た、 此 

日の 出席者 百 K 十七 人、 其內 組合 敎會 員；； 取 も 多くして 二十 九 人、 日本 井谡目 敎會員 二十 六 人、 メソ. チス 

ト 十九 人、 柏木 兄弟 圑所屬 として 記入され し 者 七 名、 而 かも 主として 地方の 人た ちであった。 

*  *  .X. 

七月 二十 六日 (月) 竿 晴 箱 根 山 强羅に 於て 開かれし 平信徒 修養 會は 昨日 夜 十 時 を 以て 終った、 

今朝 山 を 下る 者續々 相次ぎ、 九 時 頃に は 殘る者 僅に 十 名 以下と なり 大 なる 淋しみ を 感じた、 十 時 十分 

我等 も 亦 歸途に 就いた、 渡邊 講師の ほかに 姉妹 方 ra 名 同車し、 窓外の 景色よりも 車内の 談， 話 面白く、 

?1 木、 小 田 原、 國府津 を 經て鎌 倉に 至る まで 時の 過る を 知らなかった、 午後 二 時 鎌 倉 大町蒲 池 信の 家 

に 着いた、 此 所に 一夜の 客と ならん 爲 である、 全家 族の 大歡迎 を 受けた、 洽 かも 我等の 生みの 娘の 嫁 

ぎし 家を訪 ひしが 如くであった、 山の さ氣に 代へ て 海の 風に 亦 特殊の 涼味が あった、 由 井の 濱 風に 身 

を 爆しながら 涼しき 一 夜を此 舊き關 東の 都に 過した。 

七月 二十 七日 (火) 半晴 朝 海水に 足 を 浸し、 小 坪に 遊んだ、 刖莊 地の 發 達の 速 一 i なる に 驚いた、 

然し^に 羨ましく はなかった、 午後 は 海風に 吹かれながら 疲れし 體艉 を、 めた、 七時蒲池ー家に^;$1ら 

れて鎌 倉を發 し、 九 時半 柏木の 家に 着いた、 家 を 出て より 五日 間、 一 頁の 書を讀 ます、 一行の 原稿 を 

書かす、 唯 舌 を 以て 語りし のみ、 然し 惡事 を爲 したので はない と 思 ふ、 讀 むと 書く と 計りが 人生で は 
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ない、 人と 會 ひて 共に 相 語る も 亦 善を爲 すの 途 である、 箱 根 山ヒの S;:n 間 も 亦 神の 命じ 給 ひし 仕， で 

あつたと 借す る。 

七月 二十 八日 (水) 半晴 起きる：； 十々 义设 原稿 製作に 取掛 つた、 百 五十人の 聽 衆に 對 する 義務 を 

終へ て 玆に叉 三千 七 百 人の 讀 者に 對 する 職務 を果 さねば ならぬ、 義務 叉 義務で ある、 樂 しく ある、 

たす ベ き 義務な くし て 生く る 甲斐 はない、 來れ 義務よ で あ る。 

七月 二十 九日 (木) 晴 3$? 屮の 原稿 書き 隨分 苦しかった、 朝より 晩まで 掛 つて 十 行 二十 字の IS 稿 

つきぎめ  は ひも ビ 

紙 トニ 枚 書いた、 夜、 之 を 印刷所に 向けて 發送 した 時に 月 極の 借金 を拂 房した やうに 感じた、 何を爲 

さなく とも 此^ 丈け は爲 さなくて はならない。  . 

七月 三十日 (金) 晴 涼し、 輕 井澤 か 箱 根に 居る やうな 1^ 分で ある、 讀書 欲が 起り 朝 涼に ー讀み 

)？^ んだ、 待て 居れば 束 京 にても 涼風が 吹く、 有難い である。 米 國醫學 博士 バ ー 氏より 送り 来りし 彼 

の 論文 Asexualization を讀み 大に敎 へらる、 所があった、 簡單 なる 外科 的 手術に 由り、 色慾 狂、 傲 

||^5狂等が 癒さ れし 幾多 の 實例を ：； 小され て 、 性格 の 改造 の 道 德宗敎 にの み俟 つべき にあらざる 事 を證明 

された、 宗敎と 醫學と は 其 目的 を 共に して 方法 を 異にする、 而 して 多くの 場 八：： に 於て、 宗敎の 爲し得 

ざる； * を 醫舉は 容易に 爲し 得る ので ある、 醫術は 決して、 否な 決して 惡魔 の發 見に 係る 技術 で は な い 。 


七月 三十 一日 (土) 半晴 雜誌校 •  止が 主なる 仕事であった。 或る 小冊子の 乎 引きに 依り 猶太 書 を 

研究して 甚だ 有益であった、 一章 二十 五節の 小 書翰で は あるが、 是れ亦 聖書に 必要 缺 くべ からざる も 

ので ある、 實に 現代 は 世の 終末に 近づきつ 、ある 時代なる を 今更な がらに 强く 感じた。 

八月 一 日 (日」 半晴 八， 井 館に 於て 小 講演 會を 問いた、 來會者 五十人 餘り、 <.s 約 翰 第 一 書 一 一章 

十八 節 以下に 就て 述べた、 「キリストに 敵す る 者」 と は アンチ キリス 卜で ある、 キリスト に似て 非な 

るお である、 キリス 卜と 外貌 を 同う して 實質を 異にする 者で ある、 正面より キリ ス 卜に 敵す る 者で は 

ない、 彼と 並び 座して 彼の 受 くべき 榮光を 自己に 受けん とする 者で ある、 斯る 者が 旣に 多く 敎會 .2: に 

于ろ i のよ 

起り たれば 今 は季 世で あると 云 ふ、 彼等 は 「子 を 拒む」 と 云 ふ、 卽ち キリストの 神の 正子なる を 信ぜ 

す 故に 子に 併せて 父 を 担む と 云 ふ、 八，' の 米 國の諸 敎會の 如き 此狀 態に 於て 在る ので ある、 今が、 然り 

A  <3  二 厶ム厶  <1 A  <" 1* こと すゑの よ 

第二一世紀 初期の 今が 實に季 *1 ご ある。 

八月 二日 (月) 曇 引 檨き蒸 熟し 。神の 僕た る 吾等 は 行かん と 欲する 所に 行く こと は出來 ない、 

今日 今： s^n 光の 湖畔、 輕 井澤の 高原に へ 讽を樂 しむ は 決して 惡く はない、 然し 我が 義務が 柏木に 於て あ 

れば我 は 暑い とて 此所を 動く こと は S 来ない、 彼の 遣り 給 ふ 所と ならば I： 時で も何處 へで も 行く、 然 

し乍ら彼の命の^^るまでは余は此所を離る、事は屮1來たぃ、 大 なる 束縛で ある、 乍然 余が 自 から 求め 

たる 縛であって、 又 余の 最も 愛する 束縛で ある。 

一九二  0 年  .一 ニニ 二 
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月 三日 (火) 曇 驟雨 あり。 校正。 蒸 熱く して 何事 も出來 す、 唯 夢想に 耽ける のみ、 然し 讀む 

事！ lis  く 車の みが 人生で はない、 装 暴に 堪 ゆる 事 も 亦 人生の 一事 業で ある、 唯 無益に J$ ^に 苦しむ ので は 

ない、 靜に 之に 堪 へて 心 を 練る ので ある、 s: 季の變 化 も 亦 品性 養成の 機會 として 使用す る 事が 出來 る， 

\ 月 四日 雨 濕氣 多き 暑氣 堪え難し。 淸黨 祖先 物語に 俳せ て 和 蘭史譚 を讀み 大に感 する 所 

があった、 ゥ H ス レ ー が 言へ る 如く 「神 は 其 使用人 を 葬りて 其 御 事業 を繼 綾し 給 ふ」 である、 架 徒の 

血が 水の 如くに： 仏 がれて 神の 御 事業 は 成る ので ある、 我等 は 如何な つても { 几い ので ある、 神の 御 事業 

さへ 成れば 宜 いので ある、 唯 地上に 於て 彼の 御 事業 を 完成す るが 爲に 用ゐら れんこと を 希 ふ、 嚒 野に 

イス ラエ ルの民 を 導きし モ ー セの 生涯が 想 ひ 出されて 悲しく も 亦お 難 か つた。 

八月 五日 (木) 雨 夜大 雷雨な り。 雜誌 校正 を 終る。 

そ ら  ャ.？ とほ 

八月 六日 (金) 半晴 暴風 去って 後に 空 天 は 透 通る 計りに 霽れ、 蠍座と 射手座の 間に 星圑 M 第 六 

號 と七號 在々 と 現 はれ、 之を观 いて 良暫 らく 宇宙 的 感想に 耽けった、 玆に 我が 書齋の 窓より 我 宇宙 以 

外の 宇 帘 をぎ くので ある、 &處に 幾千 萬と 云 ふ 太陽が 別に 組織 を 成し て 別 宇宙 を 構成して 居る の で あ 

る、 彼處 にも 亦 生命が あるで あらう、 人間が 居る であらう、 然し 必 しも 淚と 失望と が あると は^らな 

い、 3： れ にしろ 此 地球ば かりが 神の 造り 給 ひし 世界で はない、 「我 父の { まに は 第 宅 多し」 とィヱ スは 

曰 ひ 給 ふた、 若し 此 宇宙が 惡く なれば 他に もま だ 宇宙が 幾 個で も ある、 蠍座の 一座に 於て すら 双眼鏡 


を 以て 观き 得る 星 圑が八 個 ある、 卽ち大 の 一局部に 於て すら 宇宙が 八倾 あるので ある、 而 して 「萬 物 

C 全 宇- W.) は汝 等の 有な り」 と あれば、 是等 宇宙 外の 宇宙 も 亦 我 有と 見て 可い ので ある、 然 らば 歎き 

悲しむ の 必要 は 何にもない、 晚 夏の 空 天に 銀河 將 さに 鮮 かならん とする 頃、 許 多の 星 群 は 星雲と 

共に 神の 子供の 無限の 希望 を 語る ので ある。 

八月 七日 (土) 雨 老 デリッチの 『希 伯 来書 註解』 に 其 第一章 三 節 四 節の 解 釋を讀 み 其 意義の 莊 

大 にして 明瞭なる に 驚嘆せ ざる を 得なかった、 キリスト は祌 である、 宇宙の 支持者で ある、 而 して 彼 

が の 贖 主で ある、 信者 は 斯る大 なる 救 主をィ H スに 於て 有ので ある、 此 思想に 感激 せられて 終日； E 

ん となく 嬉しかった。 〇 今や 歸國の 途屮に 在る 余の 十數 年来の 友人なる ヴィル ヘルム • グン デル 卜 氏 

より f_ "港發 の 書簡が 達した、 氏と 氏の (豕 族と に 由て 余と 余の 家族と は 獨逸國 民 の 美的 半面 を 知ら せ ら 

れた、 我等 は 善き 隣人と して 彼等と 數 年間の 親交 を績 けた、 只憾む 世界 戰爭が 終に 君の 信仰 を 動かし、 

十 數年前 に 福音 {:：： ー傳 者と して 來り し 君が 今や 新社會 主義者と し て 歸 H の途に 在る こと を、 此事を 思 ひ 

て 余 は 君の 書簡 を 手に して 大 なる 淋しみ を 感ぜざる を 得なかった、 有名なる 宣教師の 家に 生れ し^に 

して 終に 人類 救： t の 道 を キリス 卜の 福昔以 外に 於て 求む るに 至りし と 云 ふなら ば、 日本 武士の 家に 生 

れし 余が 使徒 等と 共に 「天 下の 人の 中に 我等の 依 鋭み て 救 はるべき 他の 名 を 賜 はら ざれば 也」 と 言 ひ 

張り たれば とて 何の 5、i あらん やと 思 はれざる に 非す、 然れ ども 彼 は 彼で ある、 余 は 余で ある、 縱令ル 

クリス チヤ ン 

1 テルの 獨 逸に 一 人の 基督 者な きに 至る も 余 は キリス 卜 を 信す るで あらう、 願 ふ 祌の靈 余の 友の 心 を 

導き て 彼 をして： 冉 び 彼 の 父祖の 信仰に 歸 らしめ へ i はんこ と を 。 

一九二  0 年  一 一二 五 
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八月 八日 (日) 雨 濕 つぼい i な H であった。 朝の 集會に 來會者 四十 餘 名あった、 約 翰 第： 書 第 

一 ー窠 十八 節 以下に 於け る沃れ たる 膏と キリストの 顯現 及び 降臨との 關 係に 就て 語った、 聖ョ ハ ネは6^ 

靈の 臨在 を强說 した、 然し それ は キリストの 再臨 を 否定 せんが 爲 ではなかった、 臨在の 必然的 結 ra^ と 

して 再臨 は あるので ある、 ヨハネ も 亦 バウ 口、 ぺ テロ、 ヤコ ブ 等と 等しく 固く 再臨 を 信じた 事 は 疑 ふ 

の餘 地がない と 思 ふ。 

t び/ ヽ  じし. * つ  ぁ き 

八月 九日 (月」 0 晴雨 定まらす、 驟雨 度々 至り、 甚だ 不安なる 天候で ある、 蒸 熟く して 頭腦の 

仕事 屮 I 來す、 唯 tir ばかりの 書き もの を爲 したの みで ある、 暑 氣に堪 ふるが 唯一 の 仕事で ある、 然し 無 

益の 仕事で ない、 多数の 人と 共に 堪 ふるので ある、 其 事 其れ 自身が 大 なる 仕事で ある。 

八月 十日 (火) 曇 最も 善き 事 は 山に 登る ことで はない、 海に 浴す る 事で はたい、 大著 述を 請む 

事で はない、 大 註解 書に 依りて 聖書 を硏究 する 事で もない、 人生 唯一 の 善き 事 は 謙 下りた る 心 を 以て 

我 を撸 ひて 十字架の 上に 死に 給 ひし ィ H ス キリスト を 仰ぎ 瞻る 事で ある、 此の 事 を爲し 得て 他の 事 

は s§ るに 足りたい、 人生 最大の 幸福 はィ H スの卜 字 架の 下に 立ちて 其 處に我 罪の 赦しを 乞 ひ、 萬 全の 

平康に 人る 事で ある、。 〇 八月 分の 雜 誌が 出来た、 發行 日の 發行は 近頃に 無い 事で ある、 但し 暑中の 事 

とて 活字の 誤植 多く、  ？ S 者に 對し 甚だ it まなく 感じた。 


八月 十 一 日 (水) 半晴 天候 未だに 定まらす、 外へ も往 けす、 內 におても 何も 出来す、 鹦 鵝の此 

話 をして やる 位 ゐが關 の 山で ある、 只- の 去る のを俟 つのみ である、 辛ら い 事で ある、 時々 一身上の 

困難い 問題 を 持 込まれて 苦しま せらる、 同時に 叉少 しづ、 大家の 書 を 護んで カ附 けらる、 此日义 忍耐 

の 善き 稽古 を爲 した。 

八月 十二 日 (木- 晴 签 渐く晴 る。 午後-時 青年と 偕に 東北の 美 姬十和 田 湖 訪問の 途に 上る、 ^ 

たちと ほ  y^^-T 

北 本線 不通の 爲め奥 羽 線 を 取った、 汽車 込 合 ひ 宇都 宫 まで 立 通し、 それ 以北 は 樺 太行鐵 道に， 夫と 車 を 

同う し、 苦しい 且つ 面 ft い 旅行であった、 夜半 板屋 峠に 登り詰めし 頃、 晴れ渡り たる 空に 昂 宿と 力べ 

ラとを 認め、 歡 喜が 衷 に！？^ た。 

あさ も 5-  ゐん 

八月 十三 日 (金) 晴 夜 は 新生 驛 にて 明け、 朝靄の 內に院 を 越へ て 秋 田縣に 入った、 境驛 停車 

中に 車内に 於て 帆 足 理ー郞 君の 訪問 を 受けた、 秋 田 市に 演說 の爲に 行かる、 との 事であった、 八 にも 

一 場の 演說 を勸 めら れ しも 斷 はった、 今度と 云 ふ 今度 こそ は演說 なしの 旅行 を 遂行 せんと 決心した か 

ら である、 八郞潟の彼方に牡鹿半^5を眺めながら走り、 能 代 川に 沿 ふて 遡り、 午後 ニ時大 館に 着いた、 

それより 秋田鐵 道に 乘換 へ、 鹿 角 郡 毛 馬 内 町に 達し、 乘合自動車の便に依り日の入る頃大湯溫^；水に着 

いた、 此 所に 秋 田 縣最舊 の 『研究』 讀者小 笠 原 雄 三 君の 迎 ふる 所と なった、 君 は醫を 以て 業と せられ、 

ゥ； T ス チヤ. 二 r ゥ トル 

此 僻陬 の 地に 在り て 能く 基督 的醫士 の 本分 を盡さ る、 始めて 相會 して 敬愛 の 念 を 禁じ 得な か つ た 、 ，溫 

泉に 浴し 靜 かたる 一 夜を此 所に 過した。 

一九二  G 年  11 二 七 


八月 十四日 (土) 晴 朝 六 時乘合 馬車に て大 湯を發 し、 川に 沿 ふて 溯る 事 三 里 半、 路に凸 四 多く、 

馬車の 動搖 だし、 附近に 小 坂 鎖 山 あるが 爲に、 山上の 樹木 は伐拂 はれ、 只 僅に 水邊に 名殘の 古木 を 

存 する のみ、 日光 附近の 足 尾 銅山に 對 すると 同じ-ま 慨を 禁じ 得なかった、 中 瀧に て 馬車 を 下り 徒歩に 

轉じ、 山道 を 上る こと 一 里 半、 發河 峠の 鶴に 達して 此 所に 始めて I お 蒼た る 森林の 間に 尋ね 来りし 十 和 

田の 靜湖を 見た、 二人 聲を合 はせ て 萬 歳 を 叫んだ、 樹木の 內に 北海道に て 見 馴し者 多く、 殊に カツ ラ 

の 大木と コク ヮの蔓 とが 眼に ついた、 湖畔に 下り、 土地の 開拓者 和 井^ 氏 方に 泊った、 心行く ばかり 

に 四 園の 林と 鏡の 如き 湖水の 靜 けさと を樂ん だ、 珠の 如き 淸 水の 山腹より 滚々 として 湧出る あり、 平 

野 水よりも 淸く、 殆んど 氷水 だけ 冷たく、 安全に して 而 かも 無代 價 である、 眞水嫌 ひの 余 も 幾 とな 

く 之 を 傾けた、 久 振りに て氣が 伸々 とした。 

八月 十五 日 (日) 快晴 本統の 安息日で ある、 今日 だけ は 說敎も 講演 も爲 なくても 可い ので ある、 

却て 山と 水と をして 余に 說敎 せし む、 乘合モ ー トル 船に 便 乘し湖 中 を巡覽 す、 殊に 中 山 半島の 風景 言 

語に 絕せ りであった。 同行の 秋 田 縣人曰 ふ 「ェー(好ぃ)景色ナー、 ェ I と 云 ふより 外に 言葉が ネ ー」 

と、 實に其 通りで ある、 午後 宿に 在て 休息した、 日の 暮頃 二人 湖畔 棧 橋の 上に 佇立んで 祈禱を 捧げて 

此 聖日 を 終った。 

八月 十六 日 (月) 晴 午前 三時 床 を 出て 湖面に 對 する 屋外に 出た、 人 も 鳥 も獸も 悉く 眠に 就いて 


十 和 田 湖の 風景 は 惟り 余 一人の 有に 歸 した、 而 して 眼 を 擧げて 見れば さは 透 通りて 濃 藍色 を帶 び、 星 

は黑 板に 鏤められ たる 寶 玉の 如くに 無碍に 輝いた、 緯度 は 東京よりも 五 度 程 高く あれば 北極星 は 其れ 

丈け 頂點に 近く、 北斗星と カシオ ピャと は相對 して 天の 中框を 守護して 囘轉 する を 見る、 丁度 前者 は 

東方へ 廻り 天搞天 幾の 二 星が 水平線より 起 上らん とする 頃であった、 斯ん な莊大 なる 北極星と 其隨伴 

星と を 見た こと はない、 而 して 眼 を 東天に 轉 すれば 見よ、 見よ、 五月の 末に 西 天に 別を吿 げた オラ ィ 

オン 星が 今や 揃 ひも 揃 ふて 東天に 現 はれ 出た ので ある、 其 黄い ベ テル ギュ ー スと 靑ぃリ ゲルと、 中間 

の r 帶」 と r 劍」 と 水平線 上、 山の端より 今上った ばかり！ 莊嚴 である 雄大で ある、 オラ イオン 星 

も 之 を 山中の 湖水の 面に 映して 見なければ 其 莊美は 解らない、 之 を 仰ぎ見て 余 は 余の 貧弱なる 漢語 を 

以て 余の 當 時の 感を述 ぶる 能 はす、 故に 英語 を藉 りて 獨り 夜の 靜寂を 破りて 言 ふた、 Gramll  MaK- 

nitlcerit  I  c  God. と、 而 して 「帶」 を 延長す る 線に アル デバ ラン 輝き、 其 叉 先き に プライア デス 

(昂 宿) 煌く、 殊に 美し かりし は カストルと ボ ラックスの 兄弟 星が 睦 しさう に、 余の 正面に 在りて 

つ  そび  あたり 

奥の 八 甲 田 山の 巔の錄 ゆる 逢に 他の 星々 と 離れて 天の 双 玉と して 懸 るので あった、 孰れ も 柏木で 見る 

と 同じ 星で ある、 然し 乍ら 十 和 田 湖上に 見て 全く 別の 星で ある、 此夜此 星 を 見て 余が 遙々 此 所に 来り 

し 目的が 十分に 達せられた、 唯殘念 至極な りし は、 家に 双眼鏡 を 忘れ 来りし 事であった、 アンド。 メ 

ダと ペル シ ウスの 邊に 見馴れぬ 星團 らしき ものが 見えた、 嗚呼 残念、 余 は 得難き 好機 を 逸した ので あ 

る、 猶ほ戶 外に 立ちて 曉 天に 大犬 星の 昇る を 待たん と 思 ひし も餘 りに 長く 獨り 天を观 いて 宿の 者 等に 

きちが ひ あつ " ひ  そうつ.^; へ つ- 

目附 けられて 狂人 极 を されん こと を 怖れ たれば、 星 舰きは 好い加減 にして 寂然 我 室に 歸り來 りて 床 

に 入った、 唯 目を覺 まし 居りし 靑 年に 余の 感を傳 へて 言 ふた 「偉かった、 實に 偉かった、 オラ イオン 
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だ、 湖水の 上に 光る オラ イオン だ、 斯んな 者 を 見た 事 はない」 と、 niH: 年 は 安眠 を 妨げら わし を 不平に 

思 ひしと 見え 「ゥ ー ン」 と 答へ し 外に 何の 返事 をも爲 さなかった、 左右す る 內に夜 は 明けた、 勝づく 

めの 朝飯 を 認め 小舟 一艘 を 雇 ひ、 對岸子 之 口に 渡らん とて 和 井內方 を辭し 去った、 湖上 靜に、 泉水の 

上 を 行く やうであった、 四圍の 山々 を 眺めながら 二 時間 半に して 靑森縣 三 戶郡子 之 口に 着いた、 湖水 

の 屮： 口 で ぁ つ て ^^、 人 瀨 川 の 源 で ぁ る 、 J 兹に靜 的 (static) の 湖水 は 動的 (dynamic) の 流水 と な る の で 

ある、 之 を 見て 余の 心は踴 つた、 之に 入ら すん ばなら なくなった、 靑 年に 相談す る 暇 もなかった、 直 

に 赤裸々 の 原始人と なり ザ ンブと 計りに 飛込んだ、 游泳 術 は 未だ 全く 忘れなかった、 偸 快であった、 

梭 橋に 登りて 暫時 湖面 を拂ふ 風に 吹かれた、 淸水も 溜って 居て は 駄目で ある、 動き 始めて 用を爲 すの 

である、 湖水の 靜 けさ は玆に <1 ^流 瀑布の 昔に 變 はる、 彼なる は 善し、 是れ なる は 更らに 善し、 嗚呼 人 

も 亦 3： 時まで も 沈思 默考 にの み 耽って はならぬ、 十 和 田 湖が 奥入瀨 川と なりて 動く が 如くに 終に は 動 

き 始め 5 ばなら ぬ、 智識 も 信仰 も受 くるの みで は 腐肷を 醸す、 與 へねば ならぬ、 與 へんと せざる 水に 

も 人に も ザンブ とば かり 飛込んで 親まん とする 氣が 興らない、 嗚呼 果し 無き 讀 書家、 本 喰蟲、 聖書 道 

樂、 彼等 は受 くるの みに て與 へざる が 故に 出口な き 死海の 如くに 其 水 腐れて 地と 人と を 毒す、 然るに 

.T 、いは  ね G  くち  とこし 

十 和 田 湖 は 一 1 ひで ある、 彼 は 子 之 口に 吐 口 を 有す、 故に 彼れ 自身 は 永へ に淸 く、 彼に 養 はる k 河流 は 

海に 蜜く るまで 到る 所に 能力と 生命と を 供す、 是れ 余が 特^に 子 之 口に 惹 かされし 理由で ある、 此： n 

燒山 を經て 蔦の 溫 泉まで 行かん と 欲せし も、 馬 もな く 人夫 もな く、 又 湖水の 風景に 離れ 難き 者 ありた 

れば朱 だ 日 は 中央に 至ら ざり しも 此 所に 一 泊す る 事に 定め、 午後の 暑さ を大 森林の 蔭に 消し、 久振り 

にて 靑 年と 將棋を 闘 はし、 一度 勝て 一度 負け、 幾囘 となく 湖岸に 出て 其 風に 吹かれ、 比 校 的に 長き 中 


in を此 山中の 一 旅館に 送った。 

八月 十七 日 (火) 晴 夜半 密林に t 心る 強風の 音を聽 く、 或は E あ 風の 襲來 かと 思 ひ、 此 日の 旅行 如 

何を氣 遣かった、 幸に して. 西風な りしが 故に 湖水の 波 は 高 かりし も 東に 向 ひて 山 を 下る 我等に 取りて 

は 差した る 妨害と ならなかった、 朝 六 時 旅 舍を辭 し、 同時に 十 和 田 湖に 別離 を 吿げ、 靑森縣 三本 木 を 

目指して 奥； <瀨 川 を 沿 ふて 下った、 而 して 燒 山に 至る まで 三 里の 道と 云 ふたら！ 日本 國內に 未だき 

て 見し 事な き 天然の 美形の 連績 である、 余 は 之 を 記述す るの 一一 一一 口 葉 を 有たない、 淸溪ー 流 3 石 を. 猪ち、 緩 

なる あり 急なる あり、 或は 岩に 塞れ て復 た相會 ふ、 岩 は 島 を 作し、 水 は 瀧と 成る、 或は 屈曲して 半島 

を 作る あり、 或は 全 流 一木の 大瀧 となりて 落る あり、 而 して 千 姿 萬 態を掩 ふに 人の 手に て 植えられ ざ 

る 天然 自生の 大樹 林 を 以てす、 實 に是れ 日本の W 賓 である、 燒 山に 着きし は 午前 十 時 少し 過ぎ、 然る 

に此 所に も 亦 馬 もなければ 人夫 もない、 依て 午後の 四 時まで 三本 木より 乘合 馬車の 來るを 待つ に 決し 

た、 玆に六 時間の 餘裕を 得 たれば、 余 は 携へ來 りし 註解 書に 由り 使徒 行 傅の 研究 を 始め、 靑年も 亦 靴 

包 の 中より 筆記 を 取 出し 解剖 擧 の 試験勉強 に 取掛 つ た、 而し て 長き 待合 時間 を 利用 し て 少しも 退屈 を 

感じなかった、 馬車 は 時間 通りに 來た、 叉 復ガタ 馬車 旅行に 移った、 行程 六 里、 搖 りに 搖られ て 夜 八 

時、 薄き 電！^ の 光に 照され たる 三本 木の 町に 着いた、 それより 停車場まで 四 里、 心は勵 めど も 夜間 交 

逋の 便な し、 止むな く 軍馬 飼育の 地 を 以て 天下に 知られた る陸奧 三本 木の 旅 宿に 一泊す る 事に 決めた。 

八月 十八 日 (水) 晴 朝 八 時乘合 自動車に て 三 木木 を發 し、 里の 田 道道 を 四十 分 間にて 東北 本 
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と 

線 下 E 驛に 達し、 靑 森より 来る 列車に 乘り、 玆に先 づ舊の 東京の 人と なった、 終日 汽車の. S: に 在り 

方^りに て 東北の 山 と 親しみ、 我が 領. s: を 旅行す る やうに 感じた。 ， 

八月 十九 日 (木) 雨 朝 六 時 柏木の 家に 歸 つた、 演說 なしの 一週？ i の 旅行 は 余の 未だ. 曾て 試み ざ 

りし 所、 赏に氣 骨の 折れない 旅行であった、 苦しい と 思 ふ 辜 もあった、 然し 樂 しいと 思 ふ 事の 方が 多 

かった、 詩人 ゥ オル ヅヲス の DaAfcdil の ー篇 にある が 如く、 靑き 森と 淸き 水と は 余の 眼の. S: に存り 

て 躍る。 

我 もまた 十， 和 田の 湖の 水淸く 

永し へ の 星の 影 やどさん かな。 

八月 二十日 (金) 雨 一週間の 旅の 疲努 はホ ー ムに 於け る 一夜の 安眠に 由て 癒えた、 講演 を爲す 

と爲さ ると 斯く も逮ぅ ものである 乎と 自分ながら 驚いた、 實に 疲らせる 老は 人であって 休ませる 者 

は 天然で ある、 我等 は 時々 んを 離れて 神と 天 然とに 交 はるべき である。 

八月 二十 一日 (土) 晴 夜雨 ふる。 千 紫縣稻 毛に 靑木 主藏 君を訪 ふた、 海風に 吹かれ、 海水に 浸 

n. 半口の 淸 談を爲 して 歸 つた。 

八月 二十 二日 (日 i 晴 乂 r. 井 館に 於け る 朝の 集會に 四十 人の 參會 者が あった、 約 翰 第一 書 第三 章 


初めの 數 節に 就いて 講じた、 余に 取りて は n 曜ロに 働く 方が 休む よりも 優に 善い、 架 書 を 講ぜざる 日 

曜ロは 死んだ 日の やうに 思 はれる、 其 意味に 於て 柏木に 於け る 今 口の 日曜日 は 十 和 田 湖畔に 於け る 前 

の日瑙《3ょり遙に3^1でぁる。 

八月 二十 三日 (月) 晴 朝より々 まで 雜誌 編輯に 從 事した。 昨夜の 星 艰き輿 味 多かった、 山羊座 

の アルファ 號は 書齋の 正面に 來り 丁度 昆頃 である、 二重星で ある、 ニ箇の 太陽系が 各自 遊星 を 率ゐて 

虚 に 於て 相會 して 再び 相 離れつ、 あるので あらう との 事で ある、 實 に莊觀 である、 成金 や 富豪 は此 

地を荒らす事は出來るが{4|天の星に\^を觸れる事は出來なぃ、 此 小さき 地球 一 窗位ゐ 俗人 W に壞 され 

て も 神 は 無限 の 宇， W 內に 彼等が 接る 桌 の 屮 I 來な い 無数の 世界 を 有し 給 ふ、 感謝 で あ る。 

八月 二 4- 四日 (火) 晴 ね 鳥 座の！ e 北部、 琴 座と ケフ H ウス 座との 間に 新星が 現 はれた、 立派な 

る 二等 星で ある、 爆發か 衝突に 由て 現 はれし もので あらう、 多分 今より 五六 十 年 前、 余が 生れし 頃に 

爆發 せし 星が 大正 火 年の 今日、 其 光線が 此 地球に 達して 新星と して 吾人の 眼に 映る ので あらう。 

八月 二十 五日 (水) 晴 暑中の 雜誌 編輯 引つ f き隨 分と 苦しかった。 

八月 二十 六日 (木) 曇 涼風が 起った、 ベ ンが 能く 動いた、 近頃に ない 成功の 一 日であった、 夏 
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は 去らん として： is る、 秋の活動が；^：たる.^、 今年の ベ も 亦 厭な 桌が. 二三あった、 然し 過ぎ去て 思へば 

是れ亦 無くて ならぬ 事であった、 之に 由て 得し 所 は 優に 失 ひし 所に 勝る、 人の 敎師 たる や 難い 哉、 然 

し.： レら 彼れ 我 を 導き 給 ひて 我 はた 體に 於て 誤らない 、今年 も亦大 なる X 布 望 を 以て 秋の 仕事に 人る こと 

が 出來て 感謝で ある。 

八月 二十 七日 (金) 曇 雜誌 九月 號の 編輯 を 終った。 東京 天文 If 井上 四郞 氏の 訪問 を 受けた、 氏 

の 談話に 照らし て 見 て 這 囘白鳥 座に 現 はれし 新星 發 見者の 名譽は 僅少 の 注意 で 余に 落ちた のであった 

事が 判明って 残念であった、 此名譽 に は 自分ながら 與 りたかった、  < ぶ は 變な星 だな と 計り 思 ふて 之 を 

^^に大-义臺に報吿しなかったのが余の怠慢でぁった、 何れに しろ 「兹 に大 なる 異象 天に 現 はれ」 たの 

である (默 示錄 十二 章 一節)、 何も 之 を 以て 世界の 終末、 キリスト 再臨の 前兆と 見做す ので はない、 

無涯の 宇宙に 大 異象の 常に 起り つ k ある を 示す ので ある、 一 大 世界が 爆發 して 億々 々萬 里 外に 在る 我 

等の 眼にまで 新星と して 映す ると 云 ふ 事實を 見る ので ある、 此 異象 を 見て 彼 得 後書 第三 章に 「其 日に 

は 天に 大 なる 響 ありて 去り 體質盡 く 焚 毀れ、 地と 其 中に ある 物 皆な 焚盡 きん」 と 記され ある も 少しも 

怪しむ に 足りない ので ある、 世界の 燒盡は 吾人が 時々 目撃す る事實 である、 新星の 出現と 消滅と が 其 

れ である、 大正 九 年 八月 二十 一 日夜 九 時と 十 時の 間に 於て 余 は 東京 市外 柏木 今 井 館の 前庭に 於て， niil 

座の ァんフ ハ號と ガム マ號 とを覜 きつ- - ありし 問に 天の 此大 異象 を 示された ので ある。 

八月 二十 八日 (土) 曇 岐阜 縣 Q 或る 讀 者より 近頃 左の 書 があった。 


啓 ， 本 曰 八月 號 『^書 之 研究』 讀了 仕り 隨分 感謝せられ 申し 候、 私 等 夫妻 は 若く して 兩人共 病" 

に 横 はる 奇 しき 境遇に 有 之 候、 か.^ る 折 先生の 熱烈なる 「約 百 記の 研究」 を拜 讀出來 得る は 何とい 

ふ カ强き 印象に 候 や、 私 は 日々 厚き々々 感謝と 祈り を 捧げ^り 候、 私 等 夫妻 は 現在の 肉體 のま i 救 

はる、 ゃ又來 世の 靈體 にて 救 はる、 や、 兎に角 愛の神に 救 はる、 こと を 信じ 平安に 致し 居り 候、 九 

月號も 早く 願 上 候。 

之 を 讀んで 余 は 思 ふた、 余の 傳 道なる 者 はか、 る 人 を 慰めん が爲 である、 < ^は 敎勢擴 張敎會 建^ を 目 

的に 傳 道す るので はない、 若し か、 る 人 一 人 だに 救 はれ 叉 慰めら る、 ならば 余の 傳道は 成功した ので 

ある、 此事を 知らないで 多くの 人 は 余 を 誤解す る、 余 も 亦 所謂 宗敎 家で あると 思 ふて 余の 敵 は 何に か 

余に 社會的 大野 心が あると 惟 ひ、 余の 味方 は 余が 勢力 を 廣く此 世に 張らん 事 を 希 ふ、 然し 乍ら 彼等 兩 

つながら 全然 余 を 誤解して 居る ので ある、 「小さき 一 人の 者に 冷 かなる 水 一 杯 にても 飮 まする 者 云々」 

とィ H スが言 ひ 給 ひし 其 言が 余の 傳 道の 第一 の 動機で ある、 傳 道と 云 ふが 故に 事が 宗敎 家ら しく 閜ゅ 

るので ある、 傳道 ではない 靈 水の 分 與 である、 同胞 五 千 萬を敎 化して： 大下を 三分して 其 一 を 獲ん と 云 

ふが 如き 抱負 は 到底 余に は 懐き 得ない ので ある、 余 は宗敎 家た るより 慈善家た らんと 欲する 者で ある、 

而 して 與 ふる 爲の 金と 銀と を 有せざる が 故に 余の 有する キリス トの 福音 を與 ふるので ある、 其れ丈け 

の 事で ある、 余が 嫌 ふ 事に して 敎勢擴 張敎會 建設と 云 ふが 如き 事 はない。 

八月 二十 九日 (日) 晴 朝の 集會に 出席者 男女 ra 十 人 以上あった、 約 翰 第一 書 第三 章 後の 半 部に 

就て 講じた。 此日 余が 無敎會 主義 を棄て 新^の 計畫 ある 或る 新 敎會の 牧師 たるべし との 噂 あり、 又 其 
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堪を 信す る 舊來の 同志 ありと 聞きて 憤慨に 堪 へなかった、 若し 余が 敎會に 入らん と 欲するならば 六十 

歲 に垂ん とする 今日まで 待たなかった、 余 はん/依然として 無敎會 信者で ある、 クロムウエル や ミルト 

ンが獨 立 信者で ありし 意味に 於ての 無敎會 信者で ある、 余が 余の 所に 聖書 研究の 爲に 来る 兄弟 姉妹と 

共に 作りし 柏木 兄？ 国なる 者 は 敎會に 非す 又 敎會の 代用 をな す 者で ない、 兄弟 團員 中バ プチ ス 卜：：： £ 者 

あり、 日 基 信者 あり、 組合 信者 等 ありて、 余 は 無敎會 信者と して 之に 加 はった まで ある、 若し 柏木 

厶厶厶 厶厶厶 Ai 厶 厶厶厶 厶厶ム 厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 <1<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

兄弟 到が 敎會 化するならば 余は卽 刻退會 する 迄で ある、 無敎會 主義 は 余の 信仰生活の 重要 部分で ある、 

余 は 永久に 之 を 捐る事 は 出來な い 、 然し 乍ら 自分が 無敎會 主義者 なれば と て 余 は敎會 の 破壞 に 從 事し 

ない、 余 は 基督 者と してす ベての 善事 を 尊重す る、 余 は 余の 能力の 許す 限り 敎會 を援 けんとす る、 然 

れ ども 余 自身 は斷 乎と して 無敎會 主義者と して 生存す る、 而 して 余の 此 立場 を 尊重せ ざる 者、 叉 は 余 

の 守 節 を 危む者 は 宜しく 此際 余との 友誼 的 關係を 結つべき である、 余に 4r- 猶ほ變 節の 危險ぁ りと 思 ふ 

者の 如き は、 余 を 信頼せ ざる 者であって、 斯る人 等 は 余に 忠吿を 試む る 前に 先づ 余との 友誼 的 關係を 

絕 たれん こと を む。 

八月 三十日 (月) 晴 秋 菊 分に 成て 筆が 能く 動く。 米國 アリゾナ 洲フィ -丁ソ タスに 於て 農業に 從 

事す る 佐 川 喜 一 君の 訪問 を 受けて 嬉しかった、 彼 地に 在りて 汽車に 於て、 叉 は 渡船の 中に 『研究』 讓 

者に 折々 遇 ふて 相互に 懐し く感 するとの 事 を 聞いて 大に 慰められた、 神が 余に 委ね 給 ひし 「羊」 は 矢 

張り 農夫 ゃ勞觸 者の： r に 在りて 舉 士ゃ讀 書家の 內に はない、 感謝で ある。 {4.： 晴れ 星 を^けば 一 週 前 

に C 鳥 座に 現 はれし 新星 は 一 一等星 光より 五 等 星 光に 滅 じた、 多分 一 一週間 後に は 見えなくなる であらう、 


恰も 神舉說 の 如しと 我 社の 山 岸が 一一 目 ふた、 然り、 デモ クラシ ー、 社會 改造、 解放 運動の 如しと 余は應 

へて 言 ふた、 現 はれた と 思 ふ 問に 消えて 了う、 永久に 消えない 者 は 惟べ ッレ ヘムの 星 あるの みで ある、 

C 鳥 座の アル フ ハ號デ ネブと 僅に 一 一日 間 光輝 を爭 ひし 後 は 消滅し つ、 ある 新星の 運命 は憐 むべき 哉、 

{ や： 天に 現 はれし 大敎訓 である。 

八月 三十 一日 (火) 晴 二十 三 四 歲の靑 年に して 高等 小學を 卒業し、 地方 某 商業 學 校に 人 擧 して 

數ケ 月 にして 退學 したる 者が 聖書 を 研究して 神の 御 W に 立ちた きが 故に 其途を 示して くれと 云って 余 

の 許 を 訪問した、 余 は 彼に 答へ て 一一 一一 c ふた、 「君の 志 や 好し、 然れ ども 普通の 商業 畢校を も 卒業し 得な 

い 者 は 神の 傅道師 となる こと は 出来ない、 神 は 共 僕と して 最上の 人物 を 要し 給 ふ、 君先づ 信用 ある 巾 

舉校を 名譽を 以て 卒業し、 其 卒業 證 書を携 へ て 再び 余の 許を訪 ふなら ば 余 は 君の 爲に S 一  1: 書 研究の 途を 

開くべく 努力す るで あらう」 と、 余 は 彼に 善き 忠吿 を爲 したりと 信す る。 〇 夜 八 時 二十 分木 曾 見物 並 

に敎友 訪問の 目的 を 以て 主婦と 共に 東京 驛を發 した。 

九月 一 日 (水) 晴 朝 六 時 少し 過ぎ 名 古 屋に着 いた、 何人 を も 尋ねなかった、 七 時半 中津川 行の 

汽車に 乘り 車中に て携來 りし 辨當を 認め、 至て 愉快であった、 十 時半 中津 川に 着いた、 其 地の 敎 友の 

k 迎を 受け、 小 木 曾 れん 姉の 家に 迎 へられ、 此 所に 五六の 兄弟 妹 姉と 愛の 晝鋭を 共に し、 彼 得 前書 一 

章卄ニ ー 廿五 節に 就て 語り、 三時 惜しき 名殘を 留めて 大 雷雨の 中に 此地 を發 した、 木 谷の 風景 赏 

に莊大 であった、 遙に奥 入？^ 川 以上であった、 生れて 六十 年、 今日に 至る まで 我 國に此 勝景 ある を 知 
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らざ りし は 面目なき 次第で ある、 嘆賞の 聲を 綾け ながら E 的の 地た る 上 松に 着いた、 此所 にも 亦 少数 

敎友の 心からの 歡迎を 受け、 舊き中 仙 道の 一宿なる 此 町に 宿 を 取った。 

九月 二日 (木) 晴 午前 敎 友に 導かれ 附近の 御料 林に 有名なる 木 曾の 山林 を 見た、 此 所に 來て初 

めて ロ本國 未だ 樹木に 乏しから すとの 感を 起した、 午後 叉 有名な 寢覺之 床に 遊んだ、 天然の 大 技工で 

えんすな ちち？ に , 

ある、 淵の 深さ 龍 宮城に 達すと 云 ふ、 鉛錘 を携來 りて 其 深さ を 量らん もの をと 思 ふた、 其狹 くして 深 

き狀が に 入った、 人は廣 くば かりあって はならない、 時に 叉木. I" 川の 疲覺之 の 如くに 狹 くして 深 

く あらねば ならぬ と 感じた、 宿に 歸り 中津 川より 追 来りし 敎友を 合せ 上 松 福 島の 敎 友と 愛の 一 圑を作 

り 祈？ t と 食事 を 共に した、 夜に 人り て 町の 有志の 要求に 應 じて 思想 問題に 就て 語った、 來り會 する^ 

六十 餘名、 地方 を 旅行して 演說は 避けん と 欲して 之 を 避く る 能 はす、 玆に乂 ^む を 得す 小 演說會 を ^ 

いた 次第で ある。 

九月 一 二日 (金) 晴 朝早く 起き 露猶ほ 深き に 町より 三十 町距れ たる 木 曾の 棧を 見た、 余に 取り 

て は 4 ぶ 35 之 床 以上の 勝景であった、 宿に 歸り W び 旅装 を 整へ、 I 時 四十 分 上 松 を辭し 去った、 午後 二 

時 上 1^ 訪に 着き 此 所に 亦敎 友の 溫 かき 出迎を 受けた、 到る 所に 愛する 兄弟 姊 妹の 出 迎 あり^も 我が 地 

內を 旅行す るが 如くで ある、 午後 は 温泉に 浴し 信仰の 友と 談じ、 夜义 湖畔の 一室に 小 講演 會を 開いた、 

來り會 する 者 七十.. < ^餘 り、 ガリラヤ湖 畔の小 £1- 會が ST はれて 感謝であった、 靜 かなる 一夜 を 天上の 星 

と地ヒ の. i 燈- とが 湖面に 映る 所に 過した。 


九月 四日 (土) 雨 朝早く 石油 發動 に 便乘し 湖水 巡航に 出掛けた、 卜 和 田 湖 を 見た 計りの 余の 

に は^ 訪湖は 不忍之 池の 大な る 者の やうに 見えた、 然し 乍ら 生れ て 始め て 湖水の 面に 浮び し 彼女 に 

は大 なる 敎訓又 慰藉であった、 if 後 誰 訪を辭 し、 甲 府を經 て 夜 十 時 柏木の 〔秋に 歸 つた、 有益なる 樂し 

き 旅行であった、 木 曾の 風景 は 佳った、 然し 乍ら 神が Rr! し 給 ひし 其 子供 は- 史に 善かった、 木 曾の 山屮 

又 熟 列 一 なる 信仰が 起り つ k ある、 然り旣 に 起って 良き 果を 結びつ \ ある、 都會に 在りて 學者は 嘲け り 

叉 てつ、 ある 時に、 擧 者よりも 遙に贲 き 木 I 山中の 素朴の 0!^ 等 は 喜んで 福音 を迎 へ、 闘って 之 を， マ 

りつ、 ある、 此 事を實 際に 目擊 して 我等の 心 は 非常に 強められた、 余が 都き に 於て 聖書 を講 する は特 

に 都會人 十： を 我 友と して 迎 へんが 爲 ではない、 是等 質朴の 山中 僻地の 信者に 代り、 彼等の 代表者と な 

りて 都 舞に 道を俾 ふるので ある、 余 自身が S 舍漢 である、 都會 人士の 反 對離叛 の 如き 余の 却て 歡迎す 

る 所で ある。  . 

九月 五日 (日) 晴 暑中 最後の 聖日であった、 ん， 井 館に 於け る 集會に 四十 人餘 りの 來會 者が あつ 

た、 約 翰 第一 書 三章廿 一節 以下、 信者の 祈禱に 就て 語った、 暑中 十囘の n 曜日 中、 只 ニ囘缺 いた 丈け 

であって、 餘は 悉く 余 自身が 高 壇 を 引受けた、 約 翰 書簡に 就て 語り 自身 大に 益す る 所があった、 來會 

者 又 四十 を 下らす、 其 內多數 は 丸 之^ 講演 會の 出席者であった、 小 集 會に大 集會に 於て 瘦られ ぬ もの 

が ある、 夏期 を 通う して 十囘、 聖日 毎に 柏木の 小 講堂に 相會 して 相互に 對し 至って 親しき 者と なった、 

籍ぃ事 は かった、 然し 炎 暴 を 冒して 此 所に 集り 来りし 者 は 誰れ 一 人と して 来りし 事 を 悔いし 者 は 無 
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い と 信す る、 今年 の ： 复も亦 例年 の 通り 惠 まれた る 善き 夏 で あ つ た。 

九月 六日 (月) 半晴 昨日 以來 殘暑强 し。 夏期 中に 柏木 兄弟 圈に 大動搖 があった、 それが 爲に集 

きに 出席せ ざる 者が 大分に 出来た、 悲しく ある、 然し 驚かない、 今 R まで 之に 類す る 事が 幾囘も あつ 

た、 會は 成て 叉 壞れ、 壌れ て 叉 成った、 而 して 後に 成りし 會は 前に 壌れ し會 よりも 恆に 善くな つた、 

人が 人に 賴る間 は分浙 ^ は 免れない、 各自 神と キリス ト とに 在りて 充足す る 者の み 集りて 永久に 壞れざ 

る會が 3,1 來 るので ある、 それまでが 忍耐で あり 亦 希望で ある、 我等 は 後に 在る もの を 忘れ is に 在る も 

の を JiS み、 標準に 向 ひて 進む のみで ある (腓立 比 書 三 章、 十三、 十 gl 節)。 

九月 七日 (火) 晴 雜誌 校正が 終 口の 仕事であった。 木 曾 上 松の 松 島 縫 治 郎君より 余 等 過日の 彼 

地 訪問に 封して 禮狀 があった、 其 内に 左の 二 首が 書き 添 へられた、 

よき ひ tj  あそ  きり かけ ** し 

恩師と 遊びし 霧の 梭ゃ 

ね ざ. c:  と 二  ゆめ こゝち 

、 寢 覺 の 床 よ ^i^;" 地 す る。 

木 曾 山の 檜の 綠榮 ふごと 

君が 眞 心の 永久に 光榮 あれ。 

余 は 之 を：； S んで歡 喜の 淚を 禁じ 得な か つ た、 依て 左の 返歌 を 送って 感謝の 辭に代 へ た、 

我 はた i-, 寢覺の 床に 看護り する 

人 を 神へ と 渡す 接。  ，  ，. 


木 曾 山の 槍の 柱 基 堅く 

立ちし 心靈の 神の 殿 かな-" 

美 はしき は 主に 在りて 結ぶ 基督 者の 友交で ある。 

九月 八日 (水」 半晴 ^暑 強し。 九月 分雜誌 校正 を 終った、 對獨 講和 締結 行賞と して 陸爵、 授 ST 

叙勳、 賜金が 盛に 行 はる &<!マ 日 今頃、 草 莽の臣 たる 余に も 左の 恩賜が あった。 

東京 府 士族 

內村鑑 三 

大正 八 年 六月 北海道 帝國 十、 學獎學 資金 トシ テ帝國 五分 利公愤 gtt 曰 額面 置 千 圓券豐 枚 寄附 ス浓テ 木杯 

變組 ヲ賜フ 

大正 八 年 八月 卜 九日 

束 京 府知事 正三位 勳 二等 阿部 浩印 

誠に 恐懼の 至りで ある、 伹し 禁酒 嚴 行の 我家に 酒杯の 用な きを 遺憾と する、 日本 政. W の官 文書に 情 も 

なけれ ば 愛 もな い 、 而し て 昨年 八 nr に發 せられし 者が 二三 日 前に 余の 手許に 通達 せられた ので あ る- U 

九月 九日 (木」 曇 夜 今 井， 館に 於て 祈 禱會を 開いた、 來會 する 者 十三 人、 我等 は 胖立比 書 一章 三 

節に 現 はれた る 「偕に 幅 昔に ぁ與 る」 事、 卽ち 幅音傳 播を援 くる 爲に 一致 協力す る 事に 就き 語り 且つ 禱 

つた、 至って 有益なる 集會 であった、 ffl し 余の 聖書 講演 を聽 かんとて 來 きする 者 は 多し と雖 も、 幅 昔 
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が傳播 せられて 世が 救 はれん が爲に 祈る 爲に 衆る 者 ii きは悲 みに 堪 へない。 

九月 十日 (金) 半晴 へ W 風が 吹いた、 W び 約 百 記 を讀ん だ、 第 十五 章より 第 十七 章まで を 讀んで 

同情の 淚を 禁じ 得なかった、 殊に 老デ リッチの 註解 を 有難く 感じた、 デビッドソン、 ワッソン、 ピ ー 

クと 極々 な 英米の 註解 書 は あるが、 到底 此 奮き 獨逸 聖書 學 者の それに 及ばない、 デリッチ は 約 百 記 を 

評して 云 ふ 「此の 誠に！ 1 音 的なる 書」 と、 余 は 之に 合して 彼の 大 註解 書 を 評して 言 ひたい 「此 誠に 福 

昔 的なる 註解」 と、 デビッドソン、 チ 1-11、 ヅ ライ バ— 等に 近代の 言語 學と考 古學と 比較 宗敎^ あ 

りた， リと雖 も、 デリッチに；？ り し ，1 音 的實驗 は 無かった、 是れ 彼の 著作に 成る 幾多の 大 註解 書 をして 

余の 如き 淺擧 なる 平：^ 徒に も 親 ましむ る现. m である、 約 百 記、 大 なる 約 百 記、 幾囘讀 みても 感興 盡き 

ざる 約 百 記、 幾分な りと も 此書を 解し 51： んが爲 に は ヨブに 降りし 忠雞 のす ベて を 身に 受けても 少しも 

苦しく 無い と 忍 ふ。 

九月 十 一日 (土) 雨 暑 は 終に 挫けた、 天下の 秋が 來た、 今や 市中の 下き 民まで が 涼風 を樂 しむ 

事が 出来る、 大 なる 感謝で ある。 

九月 十二 日 (日) 晴 快き 秋冷の 聖日であって、 約束 通り 大手 町 衛生き 講堂に 於て 午前 十 時 を W 

て 今秋 第 一 囘の 聖書 講演 會を 開いた、 聽衆も 亦 約束 通り 遠近より 五 百 人に 少し 不足す る， 仅ゐ來 り會し 

た、 ぼに 變ら ざる 靈に充 ちた る 31« 會 であった、 獻金 も相應 にあった、 實に 感謝であった、 會衆 一 同の 


間に 一 の默 が ある やうに 見える、 我等 は^に 信仰 筒條に 署名 擦 印す る 事な くして • の 信仰的 圑體を 

作って 居る やうで ある、 余 は 新星の 出現に 關 する 余の 感想に 次いで 約 百 記 第 十五 章 を 講じた、 誠に 喜 

ばし き首途 である。 

九月 十三 日 (月) 晴 久 振りに て 疲勞の 月曜日で ある、 何事 を も爲し 得ない、 日曜日の 活動 は犧 

牲 ではない が、 月 曜日の 無 爲靜止 は 確に 犧牲 である、 ぎ 人が 得ん が 爲には 自分が 失 はなければ たらな 

い、 天然の 法則で ある、 服從 する。 〇齒 の 改築の 必要 起り 齒科 醫學士 小川 寶嶺 君の 治療 室に 行き 二 時 

Si 餘の 治痠を 受けた、 上！^ に 殘る數 本の 健齒の _1 ^する 11 が 余の 講演 的 生命で ある、 それが 無くなる 時 

に は 余 は 厭で も 講壇 を 降らねば ならぬ、 後、 長く は あるまい、 然し 成るべく 其 期 問 を 長く したく 欲 ふ". - 

九月 十四日 (火) ci 齒科醫 通 ひと 訪問客の 接待と 少し 許りの 原稿 書きと にて 全日 を 費した、 此 

世の 事に 就て 多くの 惡事 を讀ま せられ 又 聞かせ ら る 、 只 架 書 の 研究の み 純粹の 快事で あ る。 

九月 十五 日 (水) 小雨 漸く サット 九 H: 分雜 誌が £來 た. - 原稿 は隨分 早く 送って 置いた 積り であ 

るが、 發行 はお 日よりも 五 H 遲れ た、 困った ものである。 〇 五 歳の 童子 木 村 健の 葬儀 を 司った、 馬 太 

傳ー 一章 十八 節 並に 約 翰 傅 十四 章 一 —三 節 を 引いて 兩親、 殊に 母親 を 慰めん とした。 

九月 十六 日 (木) 晴 殆ど 全 H を齒の 治療の 爲に 費した、 治療 臺の 上に 橫 たはり、 我が身 體を醫 
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師の 乎に ね、 彼 をして 意 ふが 傲 に 治療せ しむ、 時には 救 はる、 身と なる は、 余の 如き 者に 取りて は 

设も 善き 事で ある。 

九月 十七 日 (金) 半晴 引 綾き 齒科醫 通 ひで ある、 口中 を 改良して 今後 尙十年 問 講壇に 立たん と 

の計畫 である、 成功 を 祈る。 

九月 十八 日 (土  - 曇 記すべき 事な し。 

九月 十九 日 (日) 半晴 秋 の 好き 日であった、 朝の 集 食に 五 f»: 人 以上の 聽衆 があった、 約； n 

？ もち 

記 第ト六 章に 就て 講じた、 自身 ヨブと 成った やうな 氣持 がした。 

よ 今にても 我が 證 となる 者 天に 在り 

我が 眞實を 表明す 者 卨き處 に 在り . 

我が 朋友 は 我 を 嘲け る 

然れど 我 cr は 神に^ ひて 淚を 注ぐ 

願く は 彼れ 人の 爲に祌 と論辨 せん 事 を 

々の 子の 爲に 朋友と 論辨 せん 事 を 

との 一一 H に 就て 語りし 時に、 自分の 目に も-おが 溜り、 聽 衆の rS: にも 眼 を 拭 ふ 者 を 大分に 見受けた、 是は 

おひつ 

敎 き者义 は神學 者の 聲 ではない * 人間の 聲 である、 々間が 身の 患難と 敎き 者の 無情と に逐 詰られて 天 


に 仲保者 ある を認 むる に 至りし 時の 聾で ある、 故に 同情すべき、 共鳴すべき 聲 である、 約 百 記 は 最も 

福 昔 的の 書であって 同時に 叉 最も 人間的の 書で ある。 

九月 二十日 (月) 晴 秋晴の 心地好き 曰であった。 

九月 二十 一日 (火) 晴 朝の 食膳に 對 せし 時に 余 は 馬太傳 十一 章 五節の 語 を 持 5^ して 家族の 注意 

を 促した、 ィ H スはョ ハネの 使者に 告げて 曰 ひ 給 ふた 「貧者 は 福音 を 聞かせら る」 と， 是は 誠に 福音 

が眞の 福音た る 確なる 證據 である、 我等の 幅 昔が 學者、 富者、 權者、 卽ち 世の 所謂 上流 社會、 知識 階 

級に 受けられす とて 少しも 悲 むに 足りない、 眞の福 昔 は 貧者の 歡び迎 ふる 所と なる、 物资的 貧者に 限 

ら ない、 知識 的 貧者、 道德的 貧者、 ^ 書に 所謂 「心の 貧しき 者」 に 信受 せられて 我が 說く 所の 福音の 

眞 憤が fs; ほ 明 せらる k ので ある、 而 して 此樂 語が 我等の 心 を 占領し っ& ありし 今日、 橫濱の 車夫 某より 

砂糖 一 袋の 感謝の 寄途を 受けて 我等の 心は大 なる 感謝と 歡 喜と に充 たされた。 

九月 二十 二日 (水) 晴 雜誌 編輯が 主なる 仕事であった。 自分の 失戀 せる 情人が W 臨すべき キリ 

ス ト であると 固く 信す る 福 島縣某 地の 某 婦人より 重ねて 長き 書面 を 途り來 り其處 分に 困 まった、 同じ 

妄想 を懷く 婦人が 東京に も 一人 ある を 知って 居る、 多分 他に も 居る であらう、 困った ものである、 深 

ぃ强ぃ 基督 敎は 多くの 口 本人に は 受納れ 難い ものであると 見える。 

一九二  0 年  一 1 一三 五 


九月 二十 三日 (木) 晴 靜 かなる 善き 日で ある、 編輯，^、 に はかどる。 今や 日本人 程 嫌 はる、 民 は 

<f ^界に 無い、 隣邦の 支那 人に 嫌 はれ、 屬 邦の 朝鮮人に 嫌 はれ、 善隣た るべき 米國 人に 嫌 はれ、 同盟 

の英國 人にまで 嫌 はる、 ^^-の玆に至りし理由如何、 何れにしても 國 家の 不祥事に して 之よりも 大 なる 

者 は 無い、 E 本 圃 は速戰 連勝して 友愛 を 全世界に 失 ふに 至った、 誰の 罪ぞ、 何れにしても 重大 事件で 

ある。  . 

九月 二十四日 (金) 半晴 雜誌 十月 號の 原稿 を！： めて 印刷所に 送った、 近き 內に 岩波 書店より 發 

行すべき 『講： 你集』 の 校正に 從 is?- した、 Pmy  and  -.ork  llar-1. (祈って 一 生 懸命に 働け) である、 

人生 實に 之よりも 幸； .i なる^ はない。 ェ學士 飯山敏 雄^ tlK の歐米 漫遊より 歸り、 其 訪問 を 受けた、 南 

歐 天主 敎國の 觀察談 殊に 而，； ： かった、 伊圃ヴ H 一一  ス、 フ n 1 レンス、 口  — マよりの 土產を K つた、 其 

内に 詩人 ダンテの 小 像 あり 殊に 有難かった、 君の 天主 敎化は 余が 心配せ し 程で なくって 嬉しかった、 

今日の IT 大主教 化 は メソヂ ス ト化又は組合化ょりも5^^に優でぁる、 所謂 ブ U テスタ ン ト諸 敎會の 今日 

の 行動に、 聞いて 憤慨せ 髓に 徹する ものが ある。 

九月 二十 五日 (土) 曇 羅馬 天主 敎會か 無敎會 か、 誠實の 基督 者 は 二者 孰れ か を 採る より 他に 途 

がない ので ある、 プ n テス タント 主義 を 其 終極まで 進 むれば 無敎へ i" 主義と なる、 ル— テル や カル ビン 

お ちい  i ち-: i> ひ  , 

の陷 つた 犬なる 間違 は 彼等が 天主 敎會を 出て、 又训に 敎會を 建てた 事で ある、 彼 導の 此 矛盾 的 行爲が 

入， 曰プ 口 テス タン ト 敎き 並に 諸 國を禍 ひし k あるので ある、 神の. y め 給 ひし 仲保なる キリ ス 卜 を 除 


いて 他に 仲保 を 求めたい のが プ 口 テス タント 主義で ある、 而 して 此 主義 を實 行して 無敎會 たら ざらん 

と 欲する も 得ない。 

九月 二十 六日 (日) 曇 殘暑强 く 講演に は 苦しき 曰であった、 殆 んど滿 場の 會衆 があった、 約 百 

記 第 十七 章 を 講じた、 其 第 九 節が 主題であった、 「義 しき 者 は その 道 を 堅く 維持し、 手の 潔 淸き者 は 

益々 力 を 得る 也」 と、 倫现的 方面に 於け る 約 百 記の 絕頂 である、 講演 後 犬なる 疲勞 を覺 えた" 

4^ 月 二十 七日 (月) 曇 曰 本人の 多數は 基督 敎を 信じて 斷然獨 り 立て 「我 は 曰 木の 基督 者な り」 

と 一一 一一 n ひ 得ない ので ある、 彼等 は メソヂ スト だと か、 バ プチ スト だと か、 クリスチャン だと か、 其 他 種 

種の 外國人 (主として 米國 人) の 立てた 敎會に 入って 其 信仰 を 維持 せんとす るので ある、 而 して 外國 

人の 敎會に 入る を 好まざる 者は自 から 甚督 者と 稱 する を 憚 かり、 或は 文化 運動 だと か、 或は 社會 事業 

だと か稱 して、 キリストの 聖名を 公表せ すして、 彼等の 宗敎 生活 を營 まんと 欲する ので ある、 實に意 

,3^ 地の ない 次第で ある、 何故に 外 固 人に 依賴 する 事な くして 我 は 日本の 基督 者な りと 吿. R して 此の 不 

信の 世と 戰 はざる 乎、 余 は 此事を 思 ふて 時々 憤慨に 堪 へない、 外國 人の 袖に 鍵ら ざれば 基督 者と して 

立つ 能 はざる 日本人、 キリストと 其 十字架 を 公表して 此 不信の 世に 處 する 能 はざる 基督 信者 は： H 本人 

としても 又は 基督 者と しても 價 値の 尠ぃ者 ではない 乎、 日本に 於ても 洋に 於け るが 如く： 51^ 者の 時代 

は旣に 過ぎ去つ たので ある 乎？ 
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九月 二十 八日 (火) Ei 世界 n 略學校 大き 總 幹事 法 舉 博士 F  -  E  • ブラウン 氏が 田 村直臣 君に 語 

りし 所な りと て 同^より S く 所に 由れば、 今囘 同大 會 出席の 爲に 米國 より 來れる 者の 內に、 各自 二十 

す し 

萬圓の 寄附 をな す も 少しも 痛痒 を 感ぜざる 富豪が 衡 くと も 百 人 は 有るな らんと 云 ふ、 實に 素晴ぃ 事で 

ある、 斯くて 「銀と 金と は 我に 冇る なし」 とぺテ a が 首 ひし 基督 敎宣傳 時代 は疾に 過ぎて、 八？' は 黄金 

河と なりて 流が る k 時代で ある、 然し 乍ら 是 等の 米國 基督 信者 等 はべ テ 口 の 如くに 跌 者に 向 ひて 「我 

れ汝に 一一 一一 C ふ、 ナザレの ィ H スの 名に 託り て 起ちて 歩め」 と 言 ひ 得る ゃ大 なる 疑問で ある。 

九月 二十 九日 (水) 雨 校正 又 校正、 窮 りなき 校正に 又 一日 を 終った。 新聞紙 は 大隈老 侯の 言な 

りと て 傅 へ て 云 ふ。 

米國に 於け る 排日 問 题は我 正義 人道の 目から 見て 誠に 容易なら ぬ大 問題で ある、 然るに も 拘らす 我 

國 民が 意氣地 もな く 一  切 鳴り を靜 めて 乎 も 足も屮 I し 得ざる が 如き 熊 度に せんする と は 何事で あるか _ 

<3<3厶<3 厶 <3<^<3<3 厶厶 △ 厶厶 <"△△△△<<: 厶 <!厶<3<3ム<3*0<3ムム<<:<<1<3.0<3<3 

どうも 近來の 日本人 は 其 者 一え 切らぬ 心情が 漸次 支那 人 化しつ k ある や う に 思 はれ て ならぬ 云 々 

と、 余 も 同感で ある、 對米 問題ば かりで はない、 凡ての 事に 於て 日本人ん r 日の 冷淡 さ 加減 は 首 語同斷 

である、 愛國の 熱情 は 美事に 其 跡 を 絶った やうに 見える、 第一 の 問題が 戀愛 問題であって、 其 次ぎが 

生活 問題で ある、 其 事 を 決行す るに 當 つて は 彼等 は 勇敢で ある、 菜斷 である、 然れ ども 其 他の 事に 於 

て は 彼等 は 全く 漸次 支那 人 化されつ. - ある、 然し 憤て 甲斐な き 事と 思 ふが 故にぐ ボ慨 ある 者も默 つて 居 

るので ある、 實に 痛恨に 堪 へない。 


九月 三十日 (木) 雨 微恙 にて 3： も爲し 得なかった、 博 文 館 發行雜 誌 『太陽』 に 其 提供に 係る 

「基督 敎宣 傅が 我國の 文化に 及ぼせし 影響」 と 云 ふ 題目に 關し 余の 意見 を 語りし 其 報酬と して 金拾圓 

を 貰った、 是は 余が 近頃 言論 を 以て 稼ぎ 得し 最大 額で ある、 其 使用法に 就て 種々 と考 へ、 終に 家族 一 

同と 共に 一 囘の 御馳走に 與る 事に 決定して 問題が 解決した、 日本に 於け る 所謂 思想家の 生： ま は 大抵 斯 

んな ものである 0 

十月 一日 (金) 晴 昨夜 暴風雨、 多少の 損害が あった。 過去 一 年 半、 忠實に 我家に 働いて 吳れた 

牧野 俊 子、 此 たび 或 家へ 嫁ぐ ことに 成り、 一同 祈禱を 以て 彼女 を途 つた、 彼女の 代り を務 むる 者に、 

今日は 先づ 紅茶の 煎れ 方を敎 へた、 是れ 決して 小事に 非す、 好く 紅茶 を 煎れる 事 は 一 の藝 術で ある、 

お客様 を 待遇さねば ならぬ と 云 ふ 義務の 念に 强 ひられて 煎れた 紅茶 は 美くない、 主の 名に.^ りて 冷水 

一杯な りと も 供 へんとの 愛 心に 勵 まされ て" ぜ. 一れ た 紅茶が 本當 の 否 を 放ち 本當 の 味 を 出す ので ある、 時 

に は 自分で 煎れた 茶 を 飲んで 見て、 最も 美い と 思 ふ もの を 客に 出す やう 努力すべき であると、 斯う 敎 

へた、 基督 的ホ ー ム は 紅茶 を 煎れる にも 愛 を 以てして 之を實 現す る亊が 出来る。 

十月 二日 (土) 晴 昨夜 ケ井 館に 於て 祈 禱會を 問いた、 來會者 二十 名、 約翰傳 十三 章 初めの. T 七 

節 を 主題と して 祈り RI つ 語った、 一同 恩 に充 たされて 散 じた、 只此恩 惠に與 りし 者の 少數 なりし を 

悲ん だ。 
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十月 三日 (日) 晴 秋 1" の 美 はしき 聖日であった、 中央の 講演 會不相 變盛會 であった、 地方 敎友 

の 列席 多く、 大 なる 歡喜又 慰藉であった、 約 百 記 第 十八 章に 就て 講じた、 神學者 ビルダ， デの ヨブ 攻撃 

に 議論 整然、 論理 明晰なる 者が ある、 ヨブ は 之に 對し反 を 試む る 能 はすして 三 友の 憐愁を 乞 ふに 至 

つた (十九 窜廿 一節)、 斯くて ヨブ は 議論に 負けた、 然し 天よりの 新ら しき 啓示に 接して 事實に 於て 

勝った、 种學對 啓示の 會戰、 興味 律々 として 盡 きざる 者が ある、 聖書 は何處 まで も敎會 と祌學 とに 反 

對 して 倾 人の 實驗的 信仰 を 辯 護す る、 有難い 事で ある。 

十月 四日 (月) 半晴 朝、 希 伯 来書の 十 章 三十 七 節 を希臘 語に て讀ん だ。 珍ら しく も 二人して 巿 

巾に 行いた、 丸 善に て， や-帽子 一箇と 天文 書 一冊 を 買 求め、 久し振り にて 日本 橋 魚河岸に 立 寄り、 日本 

つ か a*  } 

第一 の 魚市場 を 見、 三越に 入れば 店員 某 君に 捉 へられ、 寫眞を 撮られ、 贵賓窒 に 於て 晝辨當 の 馳走に 

與り、 大滿 足に て.： M に歸 つた、 聖書 を 講義す るより 外に 何の 技能 を も 有せざる 余 は 市中に 行いて 猿が 

樹 から 落ちた と 同然で ある、 萬 事が 不自然で、 如何して 宜 いか 分らない、 幸に して 彼女の 附添ふ あり 

て大な る ブ マ を 演ぜす し て -! M に歸 りし は 幸福 である。 

十月 五日 (火) 半晴 昨夜 叉復 大雨、 井水 濁り 困難した、 山形 縣某々 地 日本 基督 敎會 牧師 二人の 

訪 M あり、 大きの 決議、 全阔傳 道の 狀況に 就て 聞かされ、 大に益 せらる k 所があった、 又 北海道 某 地 

の讀 者より 左の 如き 通知が あった、 


一 一 ケ年前 當地敎 勢 を 御 報 申せし 際 は 研究 誌の 讀者 は當 聖公會 にて 私 一 人な りしが 昨今 靑年等 三 名が 

毎月 購讀 致し 居り、 常に 小生 宅に 集りて 共に 東京に 於け る 御 盛？^ の 御 噂 や 信仰 談 など 仕り 互に 相警 

め 居り 候 

以上に 依て 見ても 余が 敎會と 全然 無關係 で な い 事が 判明す る、 研究 誌が 敎會內 に 於て^ からぬ 讀者を 

有す る 事 は爭ふ ベ からざる 事實 であ る。 

十月 六日 (水) 曇 今朝 新聞紙 上に 新築の 世界 日曜 學校 大會々 場が 昨日 午後 三時 五十 分、 開會に 

前 だつ 三時 間、 火 を 失し 全燒 せし 由の 記事 を 讀み大 なる 感動に 打 たれた、 之 を單の 天災と も 見る 事が 

出來 る、 亦惡 魔の 仕業と も 見る 事が 出来る、 而 して 亦 神の 警吿 とも 見る 事が 出来る、 巿 內在學 の 或る 

女學 生より 送り 來 りし 左の 書簡の 如き は 之 を 第三の 意味に 於て 解した る 者で ある。 

先生、 日曜 學校大 會の會 場が 燒 けたと いふ 事 をき & ました 只 私は卽 座に ハットし ました、 天 か 

ら 硫黄の 火が 落ちた の だと 思 ひました、 此の 期に 際して 此會に 集って ゐる 人達が どうぞして 「神の 

國は顯 はれて 來る ものに あらす」 とい ふ祌 のみことば を 知る 事の あります 様に 手に 持つ てゐ たお 箸 

とお 茶碗と を 下にお いて 眞 心から 祈りました、 先生 もお 祈り 下さい ませ、 今日の 七 時から 開會 であ 

ると い ふ 今、 燒 けたと い ふ 事 はたし かに，^ に 此の 擧の 神様の いましめ 給 ふた 事で あると い ふ 事 を 

ひし- (\ 成^ じました (十 H: 十五 日夕〕。 

此 少女の 此 偽りな き 言 は 或る 大 なる 眞理を 語る もので は あるまい か。 
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十月 七日 (木) 雨 十月 號 雑誌 校正 を 終った、 新聞紙 廣吿に 由り 朝 報 社々 長 黑岩周 六 氏の 逝去 を 

知った、 痛 歎に 堪 へない、 余 は 氏に 出て 中央の 文植に 引出され たる 者で ある、 隨て 氏に 負 ふ 所 gl しと 

せす である。 

十月 八日 (金) 半晴 朝 黑岩周 六 氏の 吿別 式に 列な つた、 柩の 前に 簡單 なる 默禱を 我 神に 捧げて 

歸 つた。 〇 米國廿 水祌學 校に 留學 中の 敎友茶 氏よりの 書簡の 一節に 臼く 「未だ 新學 期の 始まる 迄に は 一 

週 有 之、 從っ て敎授 諸氏に は 誰に も面會 致さす 候 得共喷 さに 聞けば 此處の 神 寧 生 は 平然と 煙草 を樊 

する 由、 困った ものに 候、 神學 生の みか は、 ュ - 一才 ン神學 校で は 其の 神 學敎授 すら 煙草 を ふかす と 云 

ふに 至りて は、 米國の クリスト 敎は 正統派で も 自由 派で も 只々 困った もの だと 云 ふべき か、 否. な 云 ふ 

可き 途を 知らす 攸、 我等 B§5 かなりと 雖も 日本の 基督 信徒の 責任 誠に 重 a 大な りと 感じ 巾 候」 と、 然し 

米國に 在りて は神舉 者の 樊煙は 其 小なる 過失で ある、 君が 更に 神學校 並に 敎會の 奥と 裏と を 見ら る i 

ならば 君 をして 驚倒せ しむる が 如き 多くの 事 實を發 見せら る k であらう、 余 は 君が 敎會 と神學 校と に 

失 ひ 1^ する も； i 音と 基 哲敎と を 菜て ざらん 事 を 祈る。 

十月 九日 (土) 晴 昨夜 今 井 館に 於て 今秋 第一 囘の星 之 友 會の會 合 を^いた、 來會者 老若男女 七 

ト人 あまり、 盛會 であった。 〇 此日 東京 驛 ホテルに 米國 費.；^ 發行 『日曜 學校 タイム ス』 主筆 チヤ ー ル 

ス. G  • ッ ラム ブル 氏 夫妻 を 訪問した、 二 時 問に 涉り 色々 と 談話 を 交へ て歸 つた。 


十月 十日 (日) 快晴 朝の 講： 奴會、 非常の 盛會 であった、 i 仝 椅子 一 脚 もな く、 起立 者 も 多数 あり、 

多分 八 百 人 以上 居ったら うとの 事で ある、 約 百 記 中心の 啓示、 第 十九 章 第二 十五 節 を 講じた、 熱せ ざ 

る を 得なかった、 講演 終へ て 後に 眩暈の 徴候 あり、 彼女に 守られて 家に 歸り、 直に 床に 就いた、 此ん 

な 事 は 講演 會を 開いて 以來 初めてぐ ある、 夕刻に 到り 少しく 快し、 小 祈 禱會を 開いた、 來會者 二十 餘 

名、 靜 かなる 惠 まれた る會 合であった。 

十月 十 一 日 (月) 半晴 眩暈 未だ 去らす、 頭 を 冷し、 終日 床に 在った、 中に 彼女に 看護せられ 

ながら 一一 H ふた、 「約 記 第 十九 章 を 講じて 斯んな 位 ゐの事 は當り 前で ある、 床に 就く 位ゐに 一 生 懸命 

になら ざれば 約 否 記が 解った と 云 ふ 事 は 出来ない」 と、 然し 之で 峠を越え て 後は樂 である、 一先 づ大 

安心で ある、 斯んな 力の 要る 部分 は ffi! 書の 中に も 多く はない ので ある。 〇 十月 號雜 誌が 出来た、 例の 

通り 祈禱を 以て 發途 した。 

あ. ufe 

十月 十二 日 (火) 曇 夜雨 降る。 終日 病人であった、 咽喉 は 痛み、 頭 は 重く、 食欲 は 無く、 床 中 

に 安靜を 取る より 外に 何事 も爲し 得なかった、 是れが 約 百 記 第 十九 章 を 講ぜし 代價の 一 部分であった 

と 思へば 止む を 得ない、 縱し是 れが爲 めに 1  ュれ ると も 廐 はない、 「我 は 知る 我 を 贖 ふ 者は活 く」 であ 

る、 安心して 彼の 命 を 待つ まで ある。 

十月 十三 日 (水) 曇 蒸 熱き 厭な 日であった、 引 綾き 醫藥を 用 ゐ靜養 を 計った、 床 中に 故 小 3,: 義 
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彥の遣 稿 『聖國 を 慕 ひて』 を讀 みて 强き感 に 打 たれた、 實際的 信仰に 於て 余 は 到底 彼に 及ばざる を自 

認 する、 彼の 左の 一 首 は 余の 眼より 熱き 淚を 引出した。 

聖 名の 爲め 受けし 傷痕 持た すして 

聖 前に 出る 恥 知る や 君 

實に其 通りで ある、 加 拉太書 第 六 章 十七 節で ある、 小 出に 先生と 呼ばれし 余の 名譽と 責任 二つながら 

大 である、 余 は 彼を稱 して 我國の Kil.ke  white と 云 ふ。 

十月 十四日 (木) 曇 未だ" を 離る、 能 はす、 彼女の 看護の 下に 在る。 神 戶發行 英字新聞 ジャパ 

ン クロー 一  クルが 本 月 九日 十日の 雨 日に 涉り 世界 日曜 擧校 大きに 對 する 余の 態度に 關 する 長 論文 を揭ぐ 

る を 見た、 全體に 余の 立場 を 辯 護す る 者で ある、 余 は 殊更に 反對を 試みた 積り ではない、 然し 乍ら 他 

に反對 せし 者が 無き が 故に 余の 反對が 目立って 見える ので あらう、 止む を 得ない、 然れ ども 少く とも 

一 人の 反 對の聲 は 揚がらざる を 得ない、 斯 かる 反對は 我國に 於て 基督 敎の 純潔 を 維持す る爲に 必要で 

ある、 不信者の 後援に 依りて 基督 敎的 大會を 開きし 事に 就て 基督 信者 中 一 人の 非難の 聲を揚 ぐる 者な 

しと ありて は^ 界と 後世と に對し 大正時代の 日本 基督 敎の 恥辱で ある、 然し 乍ら 其の 反對の 任に 當り 

し 余は禍 ひなる 哉、 斯 かる 場合に 於て 余 は 預言者 M レ ミヤの 一 百 を 想 出さ る を 得ない。 

嗚呼 我は禍 ひなる 哉 我 母よ、 汝 何故に 我 を 生みし や、 全國の 人我と 爭ひ 我を攻 む、 我れ 人に 货さ 

す、 人 また 我に货 さす、 然れど 皆な 我を詛 ふなり (耶利 米亞記 十五 章 十 節) 

と、 余 は 平和 を 愛して 反 對を惡 む、 然れ ども 或 者に 强 ひられて ffiu 反對 すべく 餘儀 なくせら る、 鳴 呼 


我れ 禍 なる 哉で ある、 然し 彼の 命で ある、 -i- む を 得ない、 聖意 をして 成らし めよ である、 唯 私怨の 公 

憤に 混ぜ ざらん 事 を。 〇 以上 を 書き終りて 西 窓より 日沒 後の 空 を 望めば、 金星 は 新月に 接近して 相 並 

んで宵 天に 懸る、 空 天 稀に G}- る 現象で ある、 婦人 供 を 二階の 書 is に 呼び上げ 彼等に 此美觀 を 示し 論し 

て 言 ふた 「之が 神様が 造り 給 ひし美く しき.： 予宙 である、 我等 は 不平 を唱 ふる 事な く 感謝 歡 喜の 内に 日 

日の 業務に 就くべき である」 と、 嗚呼 4- や 幾人の 人が 此莊觀 に 心を歡 ばし つ  あるで あらう 乎、 彼等 

の多數 は大會 とか 社交と か稱 へて 人爲的 細事に 注意 を 奪 はれて 此 宇宙 的 偉観 を 逸しつ" あるので は あ 

るまい 乎、 「嗚呼 我 は 福 ひなる 哉 我 母よ」 である (午後 六 時 七 分 金星 將 さに 水平線に 觸 れんと する 時)。 

十月 十五 日 (金) 晴 大分に 快し、 然し 未だ 全く 床 を 離る、 に 至らす、 甚だ 残念である、 友人 中 

醫療の 術に 長す る 者 交々 訪れて 囘 ー仪 を 計って 吳れ る、 感謝に 堪 へない。 

十月 十六 日 (土) 晴 今や 日本に 於ても クリスチャン たる 事 は 恥 かしい 事で あるに 至った、 クリ 

ス チャンた る 事 は 今や 此國に 於ても 米 國叉は 英國に 於け るが 如く、 高潔なる 事、 純正なる 事、 獨 立な 

る 事で なきに 至った、 今や 純潔なる 日本人た る 事 は クリスチャン たる 事よりも、 優に 貴き、 優に 惠ま 

れ たる 事で ある。 〇 秋が 來り 地方の 讀者 にして 野と 山との 產を 送り 來る者 多し、 臺 所は大 繁昌で ある、 

栗、 松茸、 怖、 梨、 林檎、 I 鈴 著、 里芋、 實に^ 快で ある、 之が 純日本式 である、 教師が 信者より 一 

定の 給料 を 貰 ふの は 純米國 式で ある、 余は此 事に 於ても 純日本式 を 愛する、 給料 は 要らない、 然し 芋 

など 栗な ど は 欲しく ある、 而 して 之 を 得て 大滿 足で ある。 
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十月 十七 日 (日) 雨 元氣来 だ囘復 せす 殘念千 萬ながら 講演 を 休んだ、 堪へ 難き 苦痛であった、 

此^ 数年 11、 何 を 休ん でも 日曜日の 書 講演 を 休ん だ 事の 無き 余に 取りて は此 喪失 は 最大 の 喪失で あ 

る、 然し 是れ亦 善き 事で あると 信す る、 余の 事業で はない、 神の 御 事業で ある、 彼 は 之を遂 ぐるに 必 

しも 余 を. 要し 給 はない、 星 野と 畔 上が 余に 代りて 有力なる 講義 を爲 したりと 聞いて 喜んだ、 余 は獨り 

家に 在りて 熱心に 财 りて 彼等の 仕事 を 助けた、 願 ふ 精力 復び囘 りて 福音の 戰士 として 立たん 事 を。 

十月 十八 日 (月) 晴 敎友藤 木 醫學士 の 診察に 由れば、 余の 観り し は、 輕きメ 一一  ー ル 病なる べし 

との 診斷 にて 安心した、 但し 更らに 二週間 餘の靜 養 を 要すべし との 事であった、 病 源が 判明して 希望- 

が 起り 嬉しかった。  〇 叉 京都の 松 岡歸之 氏の 訪問 を 受けた、 我 敎友中 唯一 人の 老 志士で ある、 大和魂 

を 充分に 解した る 日本の クリスチャン である、 基督 敎の 日本化せ ざるべからざる を 語る や、 君 は 直に 

左の 古歌 を 示して 吳れ た、 

敷 島の やまと 錦に 織りて こそ 

から. くれな ゐ の 色も榮 あれ 

と、 余 は 之 を 聞いて 手を拍 つて 喜んだ、 單に 唐漢の 儒敎に 限らない、 印度の 佛敎 もさう であった、 而 

や 4* とに しき 

して 歐 米の 基督 敎 もさう でなくて はならない、 大和 錦に 織り こんで こそ、 主として 米國 より 輸入 さ. e, 

し 基督 敎も 3 典の 榮光を 放つ に 至る ので ある、 米國 人の 基督 敎の 如何なる 者なる 乎 は 今度の 日曜 學校大 

會 にて 充分に 證 明され た、 信仰の 事に 於て 米國 人に 學んで 我等 も 亦 彼等の 如くに 現世 化せざる を 得な 


い、 我等 は 基督 者と して 叉 日本人と して、 神の 爲め、 キリストの 爲め、 全人 類の 爲に 基督 敎を 大和 錦 

に 織り こまなければ ならない。 

十月 十九 日 (火) 曇 少しく 元 氣附き 僅かば かりの 仕事 を 爲すを 得て 感謝であった、 病に M るた 

び 毎に 思 ひ 屮>^ は 約 翰 傳六章 二 九 節で ある、 信者 は 何の 事業 をも爲 さすと も 可い ので ある、 た^-神の 

遣し i 者 を 信 すれば 可い ので ある、 ィ H スは 我等に 代りて 萬 事 を 成就げ 給 ふた、 故に 彼 を 信す る 事、 

其 事が 信者の H  (事業) である、 爾ぅ思 ふ 時に 心が 樂 になる、 自分 は 元の 信仰の 人と 成る、 直に 能力 

の 本源に 達する， 希？ 51- が 起る、 新たに 能力が 加 へらる、 更に また 働きた くなる、 我れ 弱き 時に 强 しと 

の 實驗を 新たに する、 感謝で ある。 

- J ゝ ろ もとな 

十月 二十日 (水) 曇 快癒 遲々 として 涉ら す、 心 許 無く ある、 或 ひ は當分 差した る 仕事 は 出来な 

い 乎 も 知れない、 神の 聖旨 をして 成らし めよ である、 何れに しろ 仕事 を 減す る ことに 決した、 六十 年 

間 使 ひ 通う して 来りし 此 身體、 今に 至りて 休養 を 要求 さ れ て も 怨言 は 言 へ な い 0 

十月 二十 一日 (木) 雨 少しく 自分ら しくな つた、 雜誌 原稿 一 頁 半 書け て 心强く 感じた、 女學生 

二 名 見舞 ひ吳れ オルガンに 合 はして 讚美歌 を 歌って 吳れ て、 大に 元氣附 けられた。 〇 英國に 於け る 炭 

坑夫 罷業と 米國に 於け る 排日 運動と は 今日の 世界一 一大 問題で ある、 獨 逸を滅 しても 世界に 爭鬪は 絶え 

ない、 英國は 內亂に 瀕し、 米國は 善隣 を 怒らしつ V ある、 人類の 前途 は 依然として 暗黑 である、 英米 
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愈々 頼む に 足らす、 X 布 ふ 此際新 光明の 日本に 降り、 新 希^ を 全世界に 傳 ふる を 得ん こと を。 

十月 二十 二日 (金) 半晴 少 しづ、 快し、 臺 湾阿猴 松田英 二よりの 近 信 中に 左の 如き 面白き 記事 

があった。 

日向に 參 りました、 日向から 鹿兒 島の 海岸 を 一週間 歩き 廻りまして、 九州 南部に 現 はれし 薹灣 植物 

に 就きて 少しく 研究し ました。 かたはら 古墳から 出ます 古 土器の 备 種に、 人種 移動の 跡 を^び まし 

た。 南洋 ボル ネヲ にある とい ふ 地下 式 古坊が 日向の 一 部に 發 見せられ たる を 知り、 ；大孫 人種 移住の 

一 ヒント をつ かみ 得た る 心地が して 嬉しく 思 ひました。 この 邊の オダ マキ ノキ (Micllaelia  conl- 

pressa,Max) が 毫灣產 の ものと 全く 同一 なる を 確め、 天孫 降臨の 際 この 木の 實を 鈴の 代りと して ffl 

ひ 給 ひしと 傅 ふること が、 九， 州と 臺 湾との 歷 史的 關 係の ー證 明になる らしい のに 興じたり しまして、 

ャット 先： z- の 一 ート 日に 阿 猴の古 奥に 歸 りました。 

まことに 興味 多き 通信で ある、 斯 かる 通信に はいくら でも 與 りたい。 

十月 二十 三日 (土) 曇 病 を 養 ひつ & 少し 計りの 讀み 書き を爲 した。 

十月 二十四日 (日) 晴 病 を 犯し 自鋤車 を 雇 ひ、 大手 町の 講堂に 至り 三十 分 間の 講演 を 試みた、 

時々 饿氣を 催う せし も 差した る 事な くして 壇 を 降る を 得て 感謝であった、 約 百 記 第一 一十 章以 F の 精神 

に 就て 語った、 第 十九 章に 於て 信と 望との 絶頂に 達せし ヨブ は 未だ 愛 を 完成 せらる i の 必要 ありと 述 


ベて 自分な がらに 心 持 好く 感じた、 基督 敎は つまり 愛の 宗敎 であって 信 は 愛に 達する の途 に過ぎない、 

信 は自づ から 狹く ある、 堅く ある、 鋭く ある、 之に 對 して 愛 は 博く ある、 柔く ある、 優しく ある、 信 

が 愛 を 以て 働く に 至て 信仰の 目的 は 達せら る、 ので ある、 而 して 約 百 記 も 亦此事 を敎へ ざれば 終らな 

いので ある。 〇 越後より 信仰の 迫害に 耐へ すして 遁れ來 る 者 あり、 其 苦痛 を 聞いて 攝 からす 心 を 傷め 

た、 「日々 我に 迫 まる 諸の 敎會 (信仰 圑〕 の 憂慮 あり」 である、 之を遁 れんと 欲する も 能 はす、 絕對 

的 安靜は 余に 取りて は 至大の 困難で ある。 

十月 二十 五日 (月) 晴 病氣 なる にも 拘 はらす 原稿の 書きの こし 有り たれば 例月の 通り 雜 誌が 出 

來て 感謝であった。 〇 海軍 機關大 太 田 十三 男 君よりの 病氣 見舞の 書簡に 曰く 「何れ は 福音の {ー 曰； 傳壇 

上に 於て 御 倒れ 被 遊 事と 覺悟仕 居り 候 得共少 くと も 尙十年 は現敎 壇に 御 健闘 大丈夫と 信じ 居り 候」 と、 

日本 武士の 同情 感謝に 餘り ありで ある、 太 田 lis の 如くに 軍艦の 甲板に 於て 倒れ 得すと 雖も、 せめて は 

幅音宜 傅 境 上に 倒れて 日本 武士の 面目 を 施した く ある。 


十月 二十 六日 (火) 晴 近頃. の 主なる 仕事 は 我が 肉體の 研究で ある、 齒、 眼、 鼻、 耳、 腦、 腸、 

血 等の 研究で ある、 興味 甚だ 多く ある、 青年時代に 敎 へられし 少し 許りの 解剖 學、 生理 學、 藥物學 等 

が此際 多くの 用を爲 す、 肉體の 研究 は靈 魂の 研究 丈け 其れ丈け 肝要で ある、 是れ 決して 肉 愁を樂 まん 

が爲 ではな い、 神の 器と して 之 を 用 ひんが 爲 である。 
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十月 二十 七日 (水) 雨 好き 休養の 一日であった、 信仰の 眼 を復又 キリストの 十字架に 向けて 相 

も變ら ざる 慰藉 を 感じた、 基督 敎を 改稱 して 之 を 十字架 敎と 呼びた くな つた、 若し 基督教の 終極が 再 

臨であるなら ば. 其 中心 は 十字架で ある、 而 かも 單に 犠牲の 意味に 於ての 十字架で はない、 我が 揮が 

其 上に 於て 取 除かれし 意味に 於ての 十字架で ある、 他人 は 基督 敎を 如何に 解し やうと も、 余の 基督 敎 

は 十字架 敎 である、 之 を 思 ふて 夜の 家庭の 祈 禱會に 讚美歌 第 八十 一番 「うつりゆく 世に も か はらで 立 

てる、 主の 十字架に こそ、 我 はた よらめ」 を 歌 ふて 大に 慰められ 又强 めら れた。 

十月 二十 八日 (木) 晴 少 しづ、 快し、 前約に 循ひ醫 擧士星 野 鐵男對 大石ミ ソノの 結婚式 を 司つ 

た、 此 任に 當り 得る 丈け 健康が 恢復し 居りし 事 を 感謝す る、 實に美 はしき 式であった、 簡單 で、 誠實 

で、 神聖で、 一同 歡 喜に 充 たされた。 〇 此日又 復ィヱ ス樣を 我心に 迎へ 奉りて 嬉しかった、 我特 愛の 

のま 

加 拉太書 二 章 二十 節が 我が 口に 上った、 自分 は旣に 死んだ ので ある、 活 きて ゐては ならない ので ある、 

キリストが 我に 在りて 生き 給 ふので ある、 我 は 我が 自我の 內城を 彼に 引渡さねば ならない ので ある、 

而 して 我が 傅 道 事業に 熱心なる の餘り キリスト は 薄らぎ、 自我が 蔓延り 始めし が 故に、 愛の神が 此病 

ち ど 

を 下して 我 を 復びィ H ス へと 呼び 戾し給 ふたので ある、 「今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我 

が 爲に已 を捨し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り て 生ける 也」 と、 まことに 爾 である、 クリスチャンら 

.「， _5  *.* ひ もと 

しく 成らう と努 むる 其 努力、 其れが 不信で ある、 すべての 災禍の 原で ある、 罪の 身 此の 儘、 之 を 彼に 

引渡し、 彼 をして 我に 代って 我が 衷に 在りて 生きて 戴く 事、 其れが 眞 正の 信仰で ある、 余 は 何故 此事 


一れ るので あらう 乎、 自身な がらに 呆れざる を 得ない、 自分で 5_ ^めて 義人と 成り 愛國 者と なり、 ク 

リス チャンと 成らん と 欲す、 實に 愚の 極で ある、 不可能で ある、 豹の 斑 を 除かん と努 むる と 同じで あ 

る、 此 事が 解かって 令 日復た 新たに クリスチャンと 成った やうな 心地が する、 大 感謝で ある。 

十月 二十 九日 (金) 半晴 頭腦が 少しく 輕く なって 偸 快で ある、 久 振りに て靑年 時代の 良師 友な 

りし アル バ ー ト. バ ー ンスの 『約 百 記 註解』 を 四 五 頁讀ん だ、 舊ぃ米 園の 基督教に 貴い ものが 多く あ 

る、 近代の それと は 雲泥の差 である、 バ ー ンスが 今日 墓より 起って 来たならば 余と 共に 憤慨す るで あ 

らう、 一八 四 四 年に 成りし 此 書に 今日 猶ほ學 ぶべき ものが 澤山 にある。 〇 キリストの 十字架が 解って 

人生の すべての 問題が 解決 せらる、 之が 解って 縦し 一生が 不幸の 速鑌 であると も 感謝で ある、 社會問 

题も勞 働 問題 も 人種 平等 問題 もあった もので はない、 キリストの 十字架が 解れば 人生 宇宙 悉く 感謝で 

ある、 罪 は玆に 消え、 希望 は兹に 輝き、 生命 は玆に 湧く、 余の 基督 敎が 十字架 敎と 成る 時に 余 は 幸； t 

の 人と 成る。 

十月 三十日 (土) 晴 今日 も 亦 主に 在りて 休んだ、 馬 太 傳五章 四 八 節に 就て 考 へた、 「天に 在す 

汝 等の 父の 完全き が 如く 汝等も 完全く なるべし」 と は 決して 不可能 を强 ふる 無理の 要求で はない、 我 

等 はまこと に聖 父が 完全き が 如くに 完全く 成る ことが 出來 るので ある、 然し 乍ら 努力 修養に 由て 成る 

ので はない、 信仰に 由て 成る ので ある、 ィ H スを 仰ぎ 瞻て 成る ので ある、 神の 榮の 光輝、 その 質の 眞 

像なる 彼 を 仰ぎて、 彼の 生命 を 我に 攝 取して 彼が 完全き が 如くに 完全く 成る ので ある、 祌の 完全き が 


如きに 完全き 者 は 唯一 人 あるの み、 卽ち 獨子ィ H スキ リストで ある、 彼の 如くに 成りて、 然り 彼に 成 

りて、 神の 完全き が 如くに 完全く 成る ことが 屮 I 來 るので ある、 其 事 を 思 ふて 感謝に 堪 へない、 「我 は 

生命な り」 とィ H スは Iw ひ 給 ふた、 生命 はィ H ス の 外に あるので ない、 彼 を 我 衷に迎 へまつ りて 生命 

は 我 有と たるので ある、 彼 をして 我に 代りて 我衷に 在りて 生かしめ まつりて、 我 は 今日 ケ、 の身此 

傲に て 彼の 如くに 成る ので ある、 卽ち祌 の 完全き が 如くに 完全く 成る ので ある、 鳴 呼 感謝 n 

十月 三十 一日 (日) 晴 講演 は畔 上に 賴み、 〔\ぶに在りて^^マら肉體の：！^療に從事した、 楚會に 差し 

たる 變 化な かりし 由 を 聞いて 安心した、 余の 今日の 默 想の 題目 は 創^記 第 十五 章 一節であった、 「ェ 

•  に て  た i も 刀 

ホバの 首 アブラハムに 臨みて 曰く、 アブラハムよ 懼る k 勿れ、 我 は 汝の干 格、 汝の 甚大の 賜物な り」 

と、 H ホバ 御自身が 彼が 信者に 賜 ふ 甚大の 賜物な りとの 事で ある、 H ホバに 事 ふる 其 報 賞 は M ホバ御 

自身で ある、 政府に 事 へん 乎、 其報赏 として 位階 勳章を 下賜 さる、 敎會に 事 へん 乎、 其 報 賞と して 神 

學 博士の 稱號 を授與 さる、 然れ ども 神に 事 へん 乎、 此 世の 名譽 幸福の 何の 與 へらる. -所 なしと 雖も、 

祌は 之に 代へ て 御自身 を 與へ給 ふ、 而 して 是れ實 に 「甚大の 賜物」 である、 祌を其 獨子ィ H ス キリス 

トに 在りて 識るを 得て、 此^ は 無に 等しき 者と なる、 此 賜物 を 賜 はりて 余 も 亦 賺立比 書 三 章 八 節の パ 

ゥ n の 言 を藉 りて 言 ふ 事が 出来る、 「我れ 我が 主 キリス トイ H スを識 る を 以て 最も 益れ る 事と する が 

故に 凡の 物 を 損と なす、 我 は 彼の 爲に 旣に此 等の 凡の もの を 損と せし かど 之 を 糞土の 如く 意へ り」 と- 

土の 如く、 然り糞 十： の 如し、 此 枕の 凡の 名 譽と榮 華 は 悉く 糞土で ある。 


十一月 一日 (月) 暴 n 朝、 聚書舉 院敎授 車 田 秋 次 君と 共に 戶山ケ 原 を 散歩した つ 君の 天性の？ J 厚 

なる、 信仰の 確實 なる、 學 問の 淺 からざる、 君 をして 余の 益友たら しむ、 君に 余の 思考 を 聞いて 貰つ 

てえ i せられし 事、 今日まで 幾囘 もあった。 〇 此日キ リストと 偕に 在る 事に 就て 默 想した、 基督 信者 は 

キリストと 同體 である、 信仰に 由り て 己れ に 死して キリストに 在りて 生る 者で ある、 卽ち キリストの 

生命 を 己が 生命と なす 者で ある、 信者 は キリストと 偕に 十字架に 釘 けられた る 者で ある (加 拉太書 二 

章廿 節)、 旣に キリストと 偕に 甦りた る 者で ある (哥羅 西 書 三 章 一節)、 キリストと 偕に 天の 處に座 

せしめられし 者で ある (以弗 所 書 二 章 六 節)、 而 して 叉 キリストの 顯 はれん 時に 彼と 偕に 榮の 中に 顯 

はる k 者で ある (哥羅 西 書 三 章 四 節)、 信者 は單に キリスト を 信す る 者で はない、 キリストと 偕に な 

りし 者で ある、 四 福音書 を 己が 傳記 として 讀み 得る 者で ある、 深い 深い 祕密 である、 此 世の 人 等に は 

到".^ 解らない 奥義で ある、 然し 乍ら 凡の 信者に 取りて は 火 を 隙る よりも 瞭 かなる 事實 である、 信者が 

日々 に變り 行く 新聞紙の 記事 を讀 みて 甚だ 滿ら なく 感 する は 是が爲 である、 彼の 生命 は 「昨日 も 今日 

も 永遠まで も變ら ざる ィ H ス キリスト」 を 彼の 生命と なすから である。 

十一月 二日 (火) 晴 更 らに少 しづ、 快く ある、 稍 自分ら しく 感じた。 外交官 某氏の 訪問 を 受け、 

『太陽』 雜誌十 一 月猇 所載の 「日本 文化に 及ぼせる 基督 敎の 影響」 に關 する 余の 意見が  一 二の 英文 雜 

誌に 譯 載せられ、 日本の 宗敎的 現狀を 外國に 紹介す るに 方り 外交的に 利 5 盐 齢らざる 由 を 聞かされて 奇 

異に 思 ふた、 「キリストと 彼の 十字架に 釘 けられし 事との 外 は 何も 語ら じ」 と 心 をお めし 余に 取りて 

は 外交 云 々 の 如き 至て 小なる 問題な りと 雖も、 而 かも 余の 如き 幅 音宣俾 者の 言が 外交 家の 注意 を惹く 
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に 至りし と 云 ふ は是れ 確かに 時勢の ー轉 化で ある、 然し 如何で も 宜しい、 時 を 得る も 得ざる も 唯 イエ 

スの 福音 を說 くまでで ある 〇 昨日に 引續き キリ ストと 同體 たる 事に 就て 默 想した、 希躐 語の 聖書に て 

哥羅西 書の 二 章 十二 節、 同 三 章 一— 四 節 を讀ん で大に 得る 所があった、 パゥ 口が 3- 一、 (偕に) なる 接 

緩詞を 繰返し 用ゐる 所に 深き 意味が ある、 キリストと 偕に 葬られ、 偕に 趣が へらされ、 偕に 榮の 巾に 

顯 はさる、 と 云 ふ、 「偕に」 の 意義深い 哉で ある。 

十 I 月 三日 (水) 曇 昨夜 空 晴れ、 双眼鏡 を 以て ペル シ ウス 座を观 き莊觀 であった、 主 星 アル ゲ 

-ーブ を 取卷く 星の 花綵、 それと カシオ ピャ 座との 間に 振 撒かれた る 星の 金砂、 譬 ふるに 物な しで ある、 

今 口 又 心を靜 にして SEf へ に 健康 囘復 の 途を計 つ た。 

十 I 月 四日 (木) 晴 朝先づ 第一 に 希- 们來書 第 十一 一章 一 節 を デリッチの 註解 書に 複讀 して 大 なる 

力と 慰めと を た。 一 週 前に 今 井 館に 於て 結婚式 を擧 げし 星 野 新 夫人より 左の 如き 新婚旅行 記 を. 送り 

來り 心から 嬉しかった、 我等 同志の 新婚旅行 はすべ て斯 くあって 欲しい 者で ある、 病中に も拘 はらす 

結婚 問題に 就て 種々 の 難問題 を 持 込まれて 苦しめら る k 今日 此頃、 此美 はしき 旅行記 は 自分に 取り 尠 

からざる 慰安であった、 自分が 再び 新郞 となりて 島巡り をした やうに 感じた。 

御 愛み の 御 翼 さに 乘 せられて 幸 多い 旅 を <fr 日まで 緩け 得 まし て 誠に ，/\感 謝で ござい ます。 特别な 

上よりの 御 恩惠に 祌樣と 人々 の 前に 式 を あげる 事 を 得さして 下さいました 日より 早 一 めぐり は 過ぎ 

てし まいました。 すべてに-. f ち あふれました。 第一 口 は 晴れ やかな 靜 かな 島の 秋 を 味 ひに 宮島 へま 


ゐ りました。 汐の香 豊かな 鳥居の 上に 白 鶴の 舞 ひ をな がめ、 輝かしい 秋波の 上に 舟 をめ ぐらせ まし 

て變 化き はまりな き 美つ くし 善つ くし まし k 大自然の 造物主の 御手 業に 思 はす も 讚美の 歌 を まつつ 

たので ございました。 そこ を 出まして、 大阪の 街 を 通り、 しぐれに しめる 奈良を たづね ました。 少 

しっかれ ましたので 春 日 山に のぞむ 窓に よりまして 古な つかしい 鐘 をき.^ ながら ひ とり 聖， 書 を拜讀 

し、 靜思 致す こと を 得ました。 結婚 第 四日の その 朝 は 共に ョ ハネ傳 第 四 章 を拜讀 致し 感謝と 讚美の 

御 祈 を 捧げ まつった ので ございます。 昨日の 正午す こし 前當 京都へ 參 りました ので ございます。 白 

川の 水 音、 松の 風、 どこまでも 平和に 思 はれます。 + 私共 は あふれ/, \ て 居ります。 

十一月 五日 (金) 半晴 米國 大統領選 擧に 於て 共和 黨の 大勝 利が 傳 へられ 心から 嬉しかった、 外 

國 電報 は 「ウィルソン 主義の 沒落、 ッァ ー リズム (露 國的專 制 主義) の 敗北」 を 報じ、 「現 政府 を 覆 

へし 全然 ウィルソン 氏の 國際 聯盟 を 葬るべし」 と 言 ふ、 誠に 痛快の 至りで ある、 腐敗 墮 落せる 米國の 

復活の 兆と 見て 可な らん、 去る にても 一 一三 年 前に ウィル ソ ン 大統領 を擔 ぎし 我國 基督 敎界の 先 W は 何 

を 以て 社 會に辯 解 せんとす る や、 米國に 於て すら ウィルソン 氏 は 厭き 某 てられ、 其 主義 は國 家人 類 を 

あやまち 

毒す る 者と して 認めら る&に 至った、 余輩 は ウィルソン 大統領の 全盛時代に 於て、 彼 を 讚 ふるの 過誤 

なる を唱 へて 止まなかった、 願 ふ ウィルソン 主義 を 葬り去りて 米 國が舊 の 人類 平和の 保護者と して 存 

らん 事 を 0 

十一月 六日 (土) 晴 靜 養の 間に 少 しづ、 働いた、 希 伯 来書 十一 章 四 節に 於て アベルと 力 インと 
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を 比較して 大に學 ぶ 所があった、 力 イン は 世に 所謂 惡人 ではなかった、 彼 も 亦 神に 祭 物を獻 げし 者で 

あって、 たしかに 神に * へんと 欲せし 者であった、 今日の 言 辭を 以て 首ぶならば、 力 イン も アベルと 

均しく 信者であった、 然し 乍ら 二人 は 全然 其 信仰の 質 を 異にした、 アベル は 仰 本-:^ の 信者であって 

力 イン は 事業 本位の 信者であった、 アベル は 小羊 を 獻げて 贖 の 血に. G りて 神に 近づかん とした、 之 

に反して 力 イン は 地の 產を 獻げて 己が 勞 作の 結果 を獻 じて 神 を 喜ばし 奉らん とした、 而 して 祌は アベ 

ルの 供物 を 看 顧み 給 ひて、 力 インの 供物 を 喜び 給はなかった ので ある (釗^ 記第闪 章)、 アベル は 信 

仰 的 信者 を 代表し、 力 イン は 事業 的 信者 を 代表す る、 而 して 二者 相對 して 後者 は 前者 を 嫌 ふこと 甚し 

く、 終に 之 を 殺さ れば 止まない ので ある、 ィ H スが 殺され 給 ひし も 其 アベル 的 信仰に 由る ので ある 

(ィ H スの 場合に 於て は 御自身が 挽囘の 供物であった〕、 。ハウ n が 迫害され しも、 多 數のプ ：1 テスタ 

ン ト敎 徒が 羅馬敎 徒の 爲に 殺されし も 同じく 其ァ ベル 系の 信仰 を懷 きしが 故であった、 而 してん， も猶 

ほ 二 極の 基督 信者が ある、 贖 扉の 血に 由る アベル 系の 基督 信者と、 社會 改良、 世界 改造、 人類の 倫理 

的 改善 を 主眼と する 力 イン 系の 信者と、 而 して 二者 相對 して 後者 は 前者 を賤 しめ、 忌み嫌 ひ、 或る 意 

味に 於て 之 を 殺さ れば 止まない ので ある、 所謂 敎會 歷史は アベル 對カ インの 衝突 を 以て 始まり、 而 

して 同じ 衝突 を 以て 繼繽 する ので ある、 小羊の 血 か、 手の 業 か、 單 なる 信仰 か、 複雑なる 事業 か、 而 

し て 一一 一一 n ふま で もない、 余 自身 は 前者 を 擇む者 である。 

十 I 月 七日 (日) 晴 出入りの 植木 職人 某、 長の Si 病に 摧り 苦しんだ、 僅かば かりの 物 を 送りて 

彼 を 慰めた、 彼の 喜び 窮 りなく、 家人 を 遣りて 厚き 禮を 述べし めた、 彼の 喜び を 聞いて 我等 一同 喜ん 


だ、 余 自身 は大說 敎を爲 したよりも 嬉しかった、 愛に 勵 まされて 爲 した 小善 は 義務に 强 ひられて 爲し 

た大 善よりも 遙に 貴く 且つ 樂 しく ある。 此日 中央の 講壇 は 引镜き 之を畔 上に 委ね、 自分 は 家に 在りて 

喜ばしき 默 想の 裡に 感謝の 聖日 を 守った、 聖會に ra 百 人ば かりの 來會者 ありし を 聞き 大 なる 感謝で あ 

つた。 

十 I 月 八日 (月) 快晴 平安の 一 日であった、 何う か 斯う か雜 誌の 校正 を 終った、 病中の 雜誌製 

作 は 初 刊以來 之れ で 第二 同で ある、 何を廢 しても 之れ 丈け は廢 する 事が 中 H 来ない、 ベ ンが 手から 落つ 

る 時まで は 止まない ので あらう。 

十一月 九日 (火) 曇 「我が 今日 斯く ある は 神の 恩惠に 由るな り」 との バウ 口の 言に 就て 默 想し 

た (哥林 多 前書 十五 章 十 節)、 我が 今日 猶ほ 信仰 を棄 すして クリスチャンたり SI: る は 神の 恩惠に 由る 

ので ある、 自分の 努力 や 奮勵に 由て 信仰 を持績 する ので はない、 神の愛に 縛られて、. - ある、 故に 誇る 

つ S づ 

事 は 出来ない、 唯 感謝す るば かりで ある、 而して此愛に縛られて如何なる誘惑.^躓きも自分を；冉び舊 

の 不信者と なす 事 は 出来な い 。 

あと もど 

十 I 月 十日 (水) 曇 病氣が 少しく 後戾 りした やうに 感じた。 路加 傳 十五 章を讀 み、 放蕩 兒の tf 

話 を 我事の やうに 感じた、 我 も 亦 罪 を悔 改めて 父の 赦しを 乞 はねば ならぬ、 病 を 癒されん と 欲して 醫 

師と藥 品との みに 賴 つて はならぬ、 第一に 己に 省み、 數々 の 罪 を 認め、 之 を 父の 前 ^告白して 彼の 赦 
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し を 求めねば ならぬ、 11:^仰の立場ょり見て病は確に：4-の結5^じぁる、 而 して 罪 を赦. されす して 病 は 根 

本 的に 癒えない、 此 〔片^ 味に 於て 凡ての 眞 正の 信者 は 神 癒 信者たら ざる を 得ない、 「起ちて 我： 乂に往 き 

て 言 はん、 父よ 我れ 天と 雨の 前に 罪 を 犯し たれば 爾の 子と 稱 ふるに 足らざる 者な り」 と、 井 A:^^ は 

に此 立場に 居らねば ならない、 而 して！；^ に褪 りて ffi 々此 立場へ と 追？ 一  ^ さる 、の である。 

十 I 月 十 I 日 (木) 曇 陰 る 日であった、 ^し 元氣は 大分に 本に 復 つた、 いま 少しの 所で あ 

る、 今日 も 又 主に 在りて 樂ん だ、 我に 臨みし 事の 凡て 善き 事であった 事 を 知って 喜んだ、 其當 時は堪 

へ 難き 事で あると 思 ひし 事 も、 後に なって 見れば 凡てが 恩惠 である、 き 時に なっても 意味深長 にして 

罄 きざる は羅 El 書 八 章 一 一 八 節 の 言葉 で あ る 。 

十 一 月 十二 日 (金) 雨 無爲の 一 日であった、 食 ふ 事と 休む 事の 外 は 何事 も爲 さなかった U 〇 自 

分 は 失 K の 生 を按 けて 來た 者で あるか ら 成功 の 生涯に は堪 へられない、 社會の 贄成を 得 る やうなる 

生涯 は 自分に は 最も 不自然 である、 鮭 や^のや うに 自分 は 逆流 に 溯って 居る 時に のみ 自分ら しく 感す 

る、 自分に 取りて は 多くの 敵 を 持つ 事 は 生存 上の 必要で ある、 而 して 愛の神 様は絕 えす 內 外の 反對者 

を 與へ給 ふから 感謝と 信賴の 生涯 を 緩け る 事が 出來 る。 

十 I 月 十三 日 (土) 晴 少しく 讀書 欲が 起り、 J  .B  • ベリ ー 著 『自由 思想お』 數十頁 を讀 み、 

基督 敎會 に 由て 迫害 せられし 多くの 自由の 戰士の 苦 鬪困備 ■) に對し 熟き 同情 を 禁じ 得な かった、 敎會と 


鬪ふ點 に 於て は 自分 も 亦 敎會の 所謂 「無神論者」 の ！ 人なる 事に 氣附 いた、 正直 誡實 の點に 於て は 無 

祌 論者 は 遙に 敎會者 以上で ある、 而 して < ^は 信じて 疑 はない ので ある、 ィ H ス 御自身が 當 時の 無神論 

者で ありし 事 を、 故に 大 監督の 承認 を受 くる _J ^よりも、 無神論者に 與 する 事が 遙にィ H スの聖 皆に 合 

ふ 事で ある、 敎會は 二十^紀の 今日と 雖も猶 ほ 依然として 自由と 公明と 正直との 敵で ある。 (A  Hi? 

tol.y  oi  iveedcm  cf  ，.rllslgllt,  by  l)rof.  J. 13.  Bm.y,  L-itt.  D.,  L-L.  D.  Heme  University  L-ilbl.al.y.) 

十一月 十四日 (日) 晴 今日 も 引 綾き 市中の 講演 會を 休んだ、 畔上 代理し 三百 人 以上の 來會者 あ 

りし 由 を 聞いて 喜んだ、 今に 至て 余が 人を惹 くので ない 事が 明. C に 解って 感謝す る、 少く とも 三百 人 

の 人々 が 東京に 在りて 敎會 以外の 禮拜所 を 求め つ、 あるので ある、 何人 か 彼等 を 導き 且養 はな けれ 

ばなら ない、 玆に 期せす して 敎會 なら ざ る 敎會が 起つ たので ある。 

J-! ん た- i  ； i. ひ S 

十 一 月 十五 日 (月) 晴 朝 九 時 家 を 出で、 彼女に 伴な はれて 相 州 湯 河原に 來た、 本當の 湯治で あ 

る、 明治 十六 年 胃病 を 癒さん として 故 津田仙 君と 共に 熱 海に 來た事 を 思 ひ 出した、 伊豆 半島 東岸の 相 

模洋に 面する 邊は 日本の リ ブイ H ラ CRiviera) とで も稱 すべき 所で あらう、 柑橘類の 林 到る 所に 茂り- 

黄金 栗 其 枝に 簇る、 .一:^ まざれば 斯んな 樂園鄕 に 來る事 は 出来ない、 感謝で ある。 

十 I 月 十六 日 (火) 晴 ト 年の 疲勞が 一 時に 出て 來 たやう に 感じた、 終日 床に 就て 休んだ、 東京 

の 友人に 書き送て 言 ふた、 
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湯 河原 や 賽の河原の 赤ん坊 

寢 るより 外に 爲る事 はなし 

斯 して 健康が 復り來 るので あらう。 

さ r もつ. t- い 

十一月 十七 日 (水) 晴 ？ j! に 人る 事と 寢る 事の 外 は 何にも 爲 さす、 實 に勿體 なき 事で ある。 

十 I 月 十八 日 (木) 晴、 昨夜 雨降り、 4r. 朝に 至りて 晴る、 箱 根 道に 沿 ひ 十二 三 丁 山に 登り、 或る 

人の 刖莊 地に 蜜柑の 鈴 成に 實 つて 居る を 看た、 伍し 他人の 所有で あるから 手 を 出す 事 は 出来なかった、 

；. 一.. ゥ さき， りん-; -ぅ うは 

それと 共に 路傍に 沿 ふて 紫 龍 膽が饒 に^いて 居た、 是は 神の 所有で あるから 自由に 取て 樂ん だ、 而し 

c ちす？ 

て ブライアントの 一 句 を 口 吟ん で 霄 ふた、 

331uc, ゲ lue,  as  if  Hkv let  fall, 

Flowol.s  from  omw-c^opww  wall. 

其靑 きこと 恰 かも 靑き 空が 

天井より 花 を 降らせし が 如し 

「土地 は汝 (地主) に屬し 風景 は 我 (詩人) に屬 す」 である。 

十一月 十九 日 (金) 半晴 元；^ 大分に 恢復し、 野 山 を 跌涉し 四十 日报 りに て 心から： 大 然と 親んだ、 

東京の 婦人 連より 喜ばしき 通信が あり、 昨日 見た 野生の 紫龍膽 と共に 齡 からす 我が 健康の 恢復 を 助け 


た。 

十一月 二十日 (土) 曇 正午 湯 河原 を發 し、 小 田 原 を 經て夜 八 時 柏木に 歸 つた、 五日 間の 善き 休 

養であった。 

十一月 二十 一日 (日) 快晴 四 週間 振りに て 高 壇に 登った、 大 なる 感謝と 歡喜 とであった、 r ョ 

ブ の 見神」 と 題 して 約 百 記 第三 十 八 章 を 講じた 、今日までの 如くに ヨブに 代って 語る ので はなく して、 

神の 一一 一一 口 を 傳ふ るので あれば、 夫れ 丈け 自由で 偸 快であった、 

あけの ほし 

かの 時には 晨星相 共に 歌 ひ 

神の 子等 皆な 歎び て 呼 はりぬ 

その 一 百 葉を說 明して、 自分な がらに 宇宙の 大氣 に觸れ て、 浩然の 氣を 呼吸す る やうに 感じた。 

十一月 二十 二日 (月) 晴 木 村淸松 君より 力 ー ライルの 生地 蘇 格 蘭 H ク レフ H 1 カン 發の 綺ハガ 

キが屆 いた、 彼 は 言 ふ 「十月 九日 卜 マスカ ー ライルの 生れた 家と 小學 校と 墓と を 見舞って 轉た 大兄の 

事 を 思 出した、 力 ー ライル は 黑緣の ある 帽子 を かぶって 少し こ -.^ み 加減に 歩いた 人と 見える、 それが 

大兄に よく 似て 居る、 其の上 顏 もどう やらよ く 似て 居る」 と、 誠に 有難い 次第で ある、 現 時の 傳道師 

や 聖書 擧者 ゃ神擧 博士 等に 似て 居る と 言 はる、 ならば 腹 も 立 つ であらう が、 力 ー ライル に似て 居る と 

言 はれて 却 て 名譽滿 足 に 感す る 。 
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十一月 二十 三日 (火) 雨 引 緩き ベリ ー 氏 著 『自由 思想 史』 を讀 み、 ラショナリスト (純理 主義 

者〕 に對し IM: 情に 堪へ なかった、 彼等の 多數 の敎會 者よりも 遙に 善き ィ H スの 弟子で ある こと を 知つ 

た (馬 太傳 七章廿 一 節)。 

十一月 二十四日 (水) 曇 X 介 伯 来書 十一 章 十三、 十 w 節と ブライアント 詩集の ニ篇と 中歐現 時の 

政治 狀 態に 關 する 論文と を 請んだ、 外に 少し 許りの 雜誌 編輯 を爲 した。 

十一月 二十 五日 (木) 半晴 束大 出の 若き 法學士 金^ 常 雄 君 今月より 研究社の 仕事 を 助けて 吳 

れる ことにな り、 一 Zi; 大 びで ある、 斯 くして 神と 人との 按助を 得て 今年 も 亦 例年の 通り 缺 けなく 雜 

誌 を 出す 事が 屮 I 來 て 感謝 此上 な しで ある。 


十一月 二十 六日 (金) 半晴 此 日より 星 之 友 食に 於て 毎會 三十 分 位 ゐづ、 「聖書の 天文 學」 に 就 

て^^|する事にした、 今 n は 創^記 第一章 一節 並に 十四 節より 十九 節に 至る までに 就て 話した、 「元始 

に 神 天と地と を 創造り 給へ り」 と ありて 聖書 は 天文 擧と 地理 學とを 以て 始 つて 居る、 而 して 默示錄 は 

新しき 天と 新しき 地との 屮 H 現 を 以て 結んで 居る の を 見れば、 聖書 は 天文 地理 を 以て 始終して 居る 事が 

解る、 や-書の 傅 ふる！：；^ 仰の 储 全なる は 之に 由て 明かで ある、 希 伯 来書の 記者 は 信仰 第 一 條 として 揭げ 


て 言 ふた 「我等 信仰に 出り て？ I？ の 世界 (宇宙 萬 物) は 神の 首に 由り て 造られた る を 知る」 と (十一 章 

三 節)、 天文と 地理との 確 M: たる 基礎の 上に 築かれざる 信仰 は賴 むに 足らない、 詩人 ヮルヅ ヮスが 言 

ふた 通りで ある 〕 

To  the  solid ち .clmd  CI  Nature 

Trusts  th(-  111  ill 二  二 i;it  -^c^^-^^  lol-  ave. 

天然の 堅き 某 礎の 上に 

永久に 變ら ざる m 心 想 は 築かる。 

十一月 二十 七日 (土) 晴 . ^の會 心の 友の 一人 は 確に 幅 岡 西南 學院敎 授本澤 淸三郞 君で ある、 君 

よりの 近 信に 左の 如き！！ I- 持の 好き 言が あった。 

十 一 月 分の 研究 誌で B 曜學 校大會 に反對 なさい まして 「斯る 反對が 我國に 於け る 基督教の 純潔 を 維 

持す る爲に 必要で ある」 との 御言 葉 を 痛快に 承ります。 私の 聲は 小さ けれども 敎會の 壇上より 私 は 

叫びました 「キリスト がべ テ レ へ ムに 在せば べテレ へ ムはュ ダの群 中に て 小なる 者に 非す、 キリス 

トが ュ ダに 在せば ュ ダは 地球上 小さき 國 にあら す、 キリ ス トが 地球に 在せば 地球 は 星の 中に て 小さ 

き 星に あらす、 而 して キリス 卜が 人の 中に 在せば 其 人 は 最早 小さき 人に あらす、 然るに 今や キリス 

ト は其權 威が 追々 細り 行きて 日曜 學 校の 大會 にも キリスト のみで は 重き をな さす、 大隈 侯^ 澤子を 

异ぎ 出して 其聲 を藉 らんと す  キリストの 權威を 薄らげつ . ^ある こと 我國 基督 敎界 中央 幹 

部に 於て 此の 通りで ある、 キリスト を 以て 最大の 誇りと する 者玆に 幾人 あるか」、 是れ が梗槪 であ 
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りました、 會 場の 燒 けた 時に 全 學院の 生徒に 向って 「是は 火の パプ テス マで ある、 此大會 に 金力 や 

勢力 を « めて 外 賓を饗 鹿せ うとした、 此 火災に よりて 其 等の 榮ぇは 亡びて 後に 殘る者 は 唯 キリスト 

だけで ある、 此事を 小数の 人 だけで も氣附 くなら ば 十三 萬圓は 高い 代價 ではない」 と 一一 目 ひました C 

誠に 痛快の 言で ある、 神 はたし かに 我！： に 於ても バ ー ルに膝 を 屈めざる 者の 少數を 存し給 ふ、 我等 は 

失笔 すべきで ない。 

十一月 二十 八日 (日) 晴 講：； g 會は殆 んど滿 場の 聽衆 があって 不相 變盛會 であった、 畔上 は哥林 

多 前書 第 六 章 を、 余 は 約 百 記 第三 十八 章 を 前 囘に引 緩き 講 解した、 余の 講演 は 五十 分に 涉り、 今日の 

健康 狀態を 以てして は 少しく 行り 過ぎであった、 海と 黎明との 創 成に 就て 語り、 樂し くも あり 又 有難 

かった、 疲勞は 半日に して 癒えた。 

十一月 二十 九日 (月) 凑 心 を 休め 肉體の 健康の n 復を 計る 爲にヮ ルヅヮ ス傳の 復習 を 始めた、 

社會と 敎會の 事に 就き 多の 厭な 事 を 聞かさる V 時 天然の 考察 は 唯一 の純淸 なる 快樂 である、 宗敎に 在 

りて は 宗派の 數に 限りなく、 神學は 相互 を 毀ちつ i ある 時に、 天然の みは 其 調和 統一 を 保ちて 變らな 

い、 余 も 亦ヮル ヅヮス と共に 敎會 と神學 とに 厭き 果たる 者の 一人で ある。 

十一月 三十日 (火) 曇 雜誌 校正が 始まった、 少 しづ、 之に 從 事した。 〇 二三 日 來の默 想 は是れ 

であった、 卽ち、 赦 すので はない、 赦 せる (赦し 得る) ので ある， 赦 せない 罪 は 赦す事 は 出来ない、 


道義に 强 ひられて 赦 すの は 赦 すので はない、 神に 自分の 罪を赦 されて 他人が 自分に 對 して 犯した 罪 を 

赦さ 5^ る を 得ざる に 至って 容易に 之を赦 すので ある、 赦 せる のは大 なる 恩惠 である、 我心が 感謝と 歡 

喜と を 以て 充足る に 至つ て 容易に 他人 を赦し 得る に 至 る の で あ る。 

十二月 一日 (水) 病氣 見舞 ひとして 送られし 多くの 慰問 狀の 中に 左の 如き 喜ばしき 者が あった、 

先生に は 御 病 氣の由 十一月 聖書 研究 誌上で 拜 見し ましたが 如何で 御 魔い ます か、 御 伺 申 上ます、 小 

生 儀 先生の 御 指導 を 誌上で 受ける 事 七 年、 益々 感謝の 生活 を途 つて 居ます、 小畢 校の 平 訓導と して 

比較的 病弱な る 家族 を 養 ひ、 物質的 に 極めて 貧弱 です が 精神的 に は豐 になり ました、 熊 野 の 山奥 に 

も獨 立獨步 信仰 の 戰を績 け て 居る 者 あ る 事 を 喜ん で 下さい。 

自分に 取り 誠に 大 なる 歡喜叉 感謝で ある。 

十二月 二日 (木) 0 腦を 休めん と 欲すれば 眼 を 休めなければ ならない、 眼 を 休めん と 欲すれば 

星舰 きを 止めなければ ならない、 實に 大., なる 苦痛で ある、 然し 止む を 得ない、 然し 天の 星 を^け なけ 

れば 地の 花 を 見る ことが 出来る、 路傍の 雜草を 研究しても 余の 天然 欲を充 たす 事が 出来る、 過る 一年 

問餘り 熱心に 天を舰 きし 事が 今 囘の疲 勞を來 たせし 一 の 原因で ある 事が 判明して 甚だ 濟 まなく 感 する。 

十二月 三日 (金) 雨 校正 日で ある、 編輯 員 一同 (總勢 三人) 終 曰の 仕事であった。 
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十二月 四日 (土) 曇 醫師に 滅讀を 命ぜられ 大 なる 苦痛で ある、 然し 乍ら 惡ぃ事 計りで ない、 思 

想.〕 傅の 盛なる 令 日の 如き 時に 方て 讀 まない 事 は 多くの 危險 より 免 かる &事 である、 殊に 米國 から 途 

り 來る雜 誌 小冊子 小 著述 に 至て は 其 表題 を 見る 丈け にて 充分な る 者が 多 い、 余が キリストの 再臨 を 信 

すると 聞いて 頓 でもない 淺ぃ 再臨の 信仰 を 勸め來 る 者が ある、 實に 煩累に 堪 へない、 而 して 減 讀の必 

要より 是等 をす ベて 追拂ふ 事が 出来て 大 なる 利益で ある、 讀 書に 際限がない、 聖書と 天然 科學 書と 少 

しづ. -を讀 み 得れば 其れで 靈 魂の 娥 ゑる 心配 はない、 謹んで 醫師の 命令に 服從 する。 

十二月 五日 (日) 聖-書 講演 會滿 場の 盛會 であった、 聖書 知識欲 求の 盛なる 推して 知るべし である、 

畔上は 哥林多 書 第 八 章に 就て 講じた、 余 は 其 後 を 受けて 約 百 記 第三 十八 章 十六 節 以下、 殊に 卅 一節 

卅ー 一節に 就て 語った、 

汝 Si 宿の 鏈索を 結ぶ や 

參 宿の 繁繩を 解く や 

との^ 名なる 聯句の 解說を 試みた、 少しく 天文 學の 講義に 似て 聖書の 研究と して は不 似合の やうに 思 

はれた 乎 も 知れぬ、 然し 祌の聖 語 を解釋 せんとす るに 方て 彼の 聖業を 研究す る は 少しも 惡ぃ 事で ない 

と 信す る、 我等 <f マ 天空に 四千 年 前に ヨブが 仰ぎし と 同じ 星 を 見て 直に 彼と 同情 を 交換す る 事が 出来る、 

此日 自分 は 講壇に 一 時間 立ち 通う したれ ども^に 大 なる 疲 勞を覺 えなかった、 大 なる 感謝で ある。 

十二月 六日 (月) 半晴 平安の 一 日であった。 〇 最も 厄介なる 事 は 信者なら ざる 者 を 信者と して 


取极ふ 事で ある、 信仰 を If たたい 者 も 若し 信者と して 取极 ふなら ば 終に 信者と 成る であらう と 思 ふ は 

大 なる 間違で ある、 不信者に 取り 信者と して 取极 はる &に 勝る の 迷惑 はなく 又 苦痛 はない、 又 信者の 

仲間に 不信者が 信者と して 交って 居る 事 は 其 平和 一 致 を 亂す事 多大で ある、 不信者 は 本當の 信者と 成 

るまで は 決して 信者と して 取扱 ふべき でない、 是れ其 人に 對 して 犬なる 不親切で ある、 ィ H スが飮 み 

給 ひし 苦痛の 杯を飮 み、 叉 彼が 受け 給 ひし 患難の パプ テス マ を 受け 得る 者の みが 信者で ある (馬 太傳 

一 一十 章 一 一十一 一節 以下 參 照)、 其 他の 者 を 信者と して 扱 ひて 彼 も 我 も無ハ 徒の 心配と 苦痛と を 嘗めざる を 

得ない、 慎むべき である。 

十二月 七日 (火) 雪 珍ら しき 初冬の 大雪で ある、 終日 歇 ます、 詩人 ホヰッ チヤの 作 『雪 籠り』 

を m4 はしめ た、 雪 を 犯して 訪ひ來 る 三人の 見舞 客 あり、 有難かった、 靜 かなる 樂 しき 一 日であった。 

十二月 八日 (水) 晴 雪 後の 快晴、 所謂 「雪の 朝」 であった、 約 百 記 四十 一章の レビ ヤサンに 就 

て 研究した、 玄那ゃ 日本で 謂 ふ 所の 「龍」 は和譯 聖書に 釀と譯 された る 此の 怪獸を 云 ふので は ある ま 

い 乎、 「七十 人譯」 は 之 を <5pi§yrn- と譯 して 居る、 英語の dragdn 卽ち 「龍」 である、 「その 口 

より は 炬火いで 火花 發し …… 火焰 その n より 屮 いづ」 と ある は畫 かれた る 龍の 形狀に 能く 似て 居る、 何 

れ にしろ 與味 多き 研究の 題目で ある。 〇 午後； 刚 人して 目白 臺に星 野 醫學士 の 新 家庭 を 訪問した、 沼田 

の 星 野 家 は我國 稀れ に 見る 所の 舊き 基督教 的 家族 である、 醫學士 彼れ 自身が テモテ の 如くに 信仰の 祖 

母と 母と を 有つ 者で ある (提摩 太 後書 一章 五節)、 偽りな き 熱き 信仰が 此惠 まれた る 新 家庭に 由て 永 
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く繼緩 せられん 事 を 祈った。 

十二月 九日 (木) 晴 新聞紙 は 大統領 ウィルソン 氏が な マ 年度の ノ！ ベル 平和 賞を受 くべ しと 報す、 

是は 甚だ 理由な き 事で ある、 ウィルソン 氏 は 世界に 平和 を 辯ら さすして、 其 反 對に大 戰爭の 因 を 作つ 

た、 人類 は 彼に 由て 更に 惡 化された、 世界の 狀 態が 令 日程 惡 しき 時 は歷史 有って 以来 未だ 曾て 無 かつ 

た、 余の 見る 所 を 以てすれば ウィルソン 氏 は 平和 賞を受 くるの 資格 はない、 其 事 は 十 年を經 ざる： s: に 

明白になる であらう。 

十二月 十日 (金) 曇 十二月 號雜 誌を發 送した。 〇 夜 星 之 友 食に 於て 松隈理 學士の 宇宙 二 大星流 

說に關 する 講演が あった、 和 蘭 天文 學者 カブ タイン 氏の 唱 へし 所であって 實に 壯大を 極む る 者で ある、 

少く とも 十億の 太陽が 二 大流を 成して ■: 于宙を 運行す ると 云 ふので ある、 其 内の 一 個の 周 闻 を囘轉 する 

地球の 上に 棲息す る 十五 億 人の 內の 一人なる 我れ が 時々 我が 思 ふが IM に 萬 事 なれ かしと 願 ふて、 其 如 

く 成らざる を 見て^ 立つ ので ある、 自己の 何たる 乎を辨 へざる 借 越の 人と は 我が ことで ある、 此日を 

以 て 今年 の 星 之 友會を 終る 。 

十二月 十 一 日 (土) 半晴 無爲 平安の 一 日であった。 〇 己が 地方よりも 日本 國を 愛する 者、 己が 

敎會 よりも キリ ストの 幅 音 を 愛する 者、 其 者が 本統 のクリ ス チャンで ある、 然 かも 其ん な クリ ス チヤ 

ンは寥 々たる 事 雨 夜の 星よりも 稀で ある、 大抵の クリス チヤ ンは ロ本國 よりも 己が 働きの 場所 を 愛し、 


キリストの 福音よりも 己が 敎會を 愛する、 斯 かる 人 は實は 己が 地方よりも、 亦 己が 敎會 よりも 己れ 自 

身 を 愛する のであって、 畢竟 不信者であって、 クリスチャン ではない ので ある、 世に 情けない 事と て- 

國の 事、 福音の 事 を 語る も 甚だ 冷淡であって、 自己の 事、 自己の 霉 する W 體の事 を 語る 時に のみ 熱心 

なる 所謂 クリスチャンの 饒 多なる 事の 如き は 無い、 敎會と 云 ひ、 クリスチャンと 云 ひ、 其 千分の 九 百 

九十 九まで は 自己中心 主義の 不信者で ある やうに 見える。 

十二月 十二 日 (日) 晴 午後 雨 降る。 中央 聖書 講演 會不相 變盛會 であった、 五 百 乃至 六 百の 知る 

と 知らざる との 信仰の 同志が 一堂に 奥って 讚美 を唱 へ、 祈り、 共に 聖書 を 研究す るので ある、 聖快此 

上な しで ある、 畔上は 前 囘に引 鑌き哥 林 多 前書 八 章 を 講じ、 余 は 約 百 記 第三 十九、 四十、 四十 一章の 

大意 を 述べた、 至って 骨の 折れる 講 解であった、 艱難 は ヨブ を liii ョ； inize した、 彼 を 人情 化した、 

其 結果と して 彼 は 有 觸れた 天然 物に 接して 神に 接する が 如くに 感す るに 至った、 ヨブ は 旣に靈 的に 祌 

を 見る を 得しが 故に、 物界に 於て 祌を 見る ことが 出来た、 約 百 記 は實に ヮルヅ ヮス、 ブライアントの 

詩作 以上の 天然 詩で ある、 余 は 之 を 講 じて 心 限らざる を 得なかった、 幸に 僅少の 疲 勞を感 する 丈で 濟 

んだ。 

十二月 十三 日 (月) 日米 關 係が 益々 困難に なりつ、 ある、 自尊心 强 くして 讓 ると 云 ふ 事 を 知ら ざ 

る 米 國人を 相手に する 事で あれば 此 先き どうなる 乎 茶 だ 心配で ある、 彼等 は米國 は米國 人の 所有で あ 

ると 云 ふが、 其米國 本土 は 多くの 欺 偽と 無慈悲なる 手段 を 以て 銅色 土人より 掠奪した る 者で ある、 其 
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上に テキサス、 アリゾナ、 カリ ホル 一一 ャを墨 西 其より 奪 ひ、 比 律 賓とボ ー ト リコと を 西班牙より 掠め 

たので ある、 米國は 決して 正義 人道 を 以て 誇る 事の 出来る 國家 ではない、 彼等が 黄色人種 を 排斥す る 

の 理由が あるならば、 米國 土着の 銅色 人！ i は 彼等， rn 色 人種 を 排斥す るの 理由が ある、 余 は.： i 敎師を 送 

りて 口 本人 を敎 化せん とする 米國 人に 對 ひて 羅馬書 一 一章 廿 一 節に 於け る 使徒 バウ p の 一一 目 を 進呈す るで 

みづ から  △<! 厶厶 <J<3 厶 <"△-,-< "厶 厶3.4» み  <1 A  A 

あらう、 曰く 「何 ゆ ゑ 人を敎 へて 自己 を敎 へざる 乎、 汝 人に 竊む 勿れと 勸 めて 自ら 竊 する 乎」 と。 

十二月 十四日 (火) 晴 約- rc 記 第三 十一 章 を 研究した、 ヨブの 淸淨 潔白の 躍如たる を 見る、 其 第 

二十 九 節に 曰く、 

我 は ，を 惡む者 の 亡 ぶ る を 喜び 

叉 其 災禍に 摧る によりて 自ら 誇りし 事 ある 乎 

と、 約 K= 記學者 ヅ，' ム 曰く 「若し 約 百 記 第三 十一 章が 舊約 sffil 曰に 於け る 倫理 思想の 王：.^ であるならば、 

其 第二 十九 節 は 其 頂き を 飾る 寶玉 である」 と、 而 かも 此 ヨブに して 終に 「我れ 自己 を賤 しみ、 塵と 灰 

との 中に 悔ゅ」 と 一一 一一 C ひて エホバの 前に 謙 下った ひで ある (四十 二 章 六 節〕、 完全なる 君子と 雖 も悔改 

めざれば 神の 子と 成る こと は 出来ない。 

十二月 十五 日 (水ン 晴 日米協 會機關 英文 雜誌 AMERICA-JAPAN 十一月 號に Christianity  and 

Japanese  Culture と 題し、 『太陽』 雜誌十 一 月 號に揭 げられ し 日本の 文化に 及ぼせる 基督教の 感化 

に關 する 余の 意見が、 殆ん ど逐字 的に 英譯 されて 載せて あるの を 見た、 之に 依て 余の 意見が 日本 在留 


米國人 全部 並に 日米 問題に 興味 を 有する 幾 萬の 米國 人に 紹介され たる 次第であって、 實に大 なる 滿足 

である、 待って さへ 居れば 自分が 努めす とも、 他人が 自分の 意見 を宣傳 して 吳れ る、 今やお 界 日曜 學 

校大會 が旣に 忘れられん としつ k ある 頃、 之 を 非難せ し 余の 意見が、 斯 かる 國際的 機關雜 誌に 由て 廣 

く 世界に 俾播 せらる と は實に 不思議と 言 はざる を 得ない。 我等 は I に 語び 阿る の 必要 は 毫末 もない、 

唯 公義と 信す る 事 を 憚らす して 述べて 置けば、 世が 我等に 代って 之 を宣傳 して 吳れ る、 勝利で ある、 

萬 歳で ある、 大 感謝で ある。 〇 警醒 社 書店 主人， 1 永 文 之 助 氏の 訪問 を 受けた、 兩者の舊友村田勤；^？；の 

仲裁に 由り、 『- c 村 全書』 廣吿 文に 關 する 不快 事 を 鼓に 一 掃す る 事が 屮 Z 來て、 是れ又 犬なる 感謝で あ 

る、 「平和 を 求む る 者 は 福 ひなり 其 人 は 神の 子と 稱 へらる 可ければ 也」 と ある、 這般の 事に 關 する 村 

田 君の 厚意 努力、 感謝す るに 餘り ありで ある。 

十二月 十六 日 (木) 晴 新聞紙 は 米國に 於て 口 米 開 戰說の 刻々 に昂 まって 来る を 報す、 眞に 苦々 

しき である、 米 國が戰 はんと 欲しなければ 日本から は 決して 戰を 挑まない * 傲慢 無禮 の米國 人は自 

分に 反對 する 者が あれば 其 者 を 敵と 認む るの が 常で ある、 惟り 日本の み た らす 全， 界が起 て 米 國の侮 

慢を责 むる 時が 來る であらう。 

十二月 十七 日 (金) 晴 クリス マスが 始まった。 今年 第一 の 祝詞 は 小 笠 原 群島 所屬 硫黄 島 在住の 

醫師齋 藤 保 太 郎^より 達した、 曰く 「聖誕 之 佳節 を 謹で 御 祝 申 上 候 …… 一 日 凡そ 二十 名 位 宛 患者 を 診 

^し、 午後より は シャツ 一枚に なりて. art を 往診し 云々 …… 重病 串〕 者の^ 復 せし 時 は 實に樂 しく 候、 


當 地の 人達の 身體 非常に 健かにて 驚くべき 程よ く 癒り 申 候 …… 主に 在る 兄弟 三戶 にて 樂 しく クリ ス マ 

スを 祝し 申 候」 と、 南方の 空に カノ ー。 ハ ス、 ァシ H ルナ ー ト 等の 星 を 仰ぎつ k クリ ス マ スを 祝す るの 

愉快 は.^ 地 人の 想像 以外で あらう。 

十二月 十八 日 (土) 雨 左の 如き 意味深長なる 手紙 を 受け取て 非常に 嬉しかった。 

生、 突 を 許させ 給へ、 私 は屮央 講演き 寶 店に 於て 高著 『舊約 十 年』 を 求め、 其 代 頃 を支拂 ふと 

致します ると 拾圓 札の 外に 持 合せがなかった のです、 寅 店 もま だ 時 問 が 早かった から 釣錢 がな かつ 

たのです、 スルト 係りの 少年 は 「よ ござんす、 ぉ歸 りで も」 と 巾し ました、 併し 其 日 私 は 不幸に も 

關 係會 社の 會合 あり 隣接の 仉樂 部に 參ら ねばならなかった ので 其儘歸 らうと すると、 「次ぎの 日曜 

H にで も 御持參 下さい」 と 云って 本 を 渡さる、 ん です、 此 快感 は 私 只今 忘れません、 恐らく 將來も 

然 らんと 思 ひます。 私 は 現に 社 會上相 常の 地 化 を ヒ：： めて ゐ ます、 先輩から 友人から 相當の 信用 を拂 

はれて ゐ ます、 が、 敢て 確た る 面識 あるに 非す、 而 して 若し 此本を 此に卽 時 求めさせす とも 私に 於 

て 有形 的に 困らぬ (併し 無形 的に は 研 i 九の 感興 を 殺ぐ 事あって も)、 位 だ 刹那の；^ 用 を 以て 此本を 

渡された 事 は 渡された 其 人 に 充分 の 信念と 修養な くば 爲し能 はす、 是れ 畢竟 先生 の 感化 で あ る と感 

謝します、 私 は俱樂 部に 參 つて 拾 闾札を 取替へ 直に 持たせ ましたが、 跡に 於て 假令 私の 囊中 拾圓札 

しかなかった にせよ、 之を賣 店に 渡して 來 なかった 事 は 修養の 足ら ざり し 處と此 審を懐 ふ 毎に 慚愧 

に堪 へません. 私 は 現代 兒 です、 此 現代 兒は 社會上 地位 ありと 威張っても 先輩 友人の 信用 ありと 誇 

1  一一 一口しても 結局 は 一 少年に 敗北した のです、 現代 主義の 敗北です、 私 は 来るべき 福音 主義の 勝利 を 確 


信し ます、 云々 

余 は 之 を 「大手町揷^tiJ と稱 する であらう、 東京の 中央に 於て にあら ざれば 見る 事の S 來 ない 事柄で 

ある、 事 は 小事で ある けれども 其內に 深い 意義が 籠って 居る、 賣 店の 少年 は 善き 事を爲 したので ある 

余 は 彼に 此 手紙 を 示して 大に 彼を譽 めて やった、 縦し 之が 爲に 彼が 十 冊 や 一 一十 冊の 本 を 失な つたと す 

る も 少しも 惜しくない、 叉 會社揃 ひの 丸 之 內 に斯 かる 謙遜なる 日本人ら しき 「現代 兒」 の ある を 知つ 

て 余 は 心 强く感 する、 何れに しろ 余 は 同志と 共に 好き 所に 陣を 取った ので ある。 

十二月 十九 日 (日) 晴 今年 最後の 講演 會 であった、 階上 階下 殆ん ど滿 員であった、 余 は 約 百 記 

最後の 章に 就て 語った、 二十 ー囘の 講演 を 以て 約 百 記の 大略 を 講じ 終った ので ある、 大 なる 感謝で あ 

つた、 今年 も先づ 無事に 樂 しき 講演 會を 終った、 来年 も、 然り氣 串-の 績く 限り 此聖 會を繼 けん 事 を 欲 

ふ、 他人 は 知らす、 余 自身に 取りて は キリストの 福音 を 語る は 余の 生命で ある、 信者と なりてより 玆 

に g; 十三 年間、 敎會ゃ 外國宜 敎師の 援助 を受 くる 事な く、 福音 を 語り 來り しこと を 深く 深く 祌に 感謝 

する。 

十二月 二十日 へ 月) 半晴 余 は 3： れ の團體 にも 場すべき 者に あらざる 事が 益々 明. ra になった、 余 

は單獨 である 時に 最も 潔く、 最も 樂 しく、 最も 康く ある、 余 は 生れながら にして ヨブの 如くに 山犬の 

兄弟で ある、 駝鳥の 友で ある (約 百 記 三十 章 二十 九 節)、 余 は 余の 骨肉と 離れ、 學 友と 離れ、 幾度 か 

余の 弟子と 稱 する 人 等と 離れて、 益々 神に 近づき、 人類と 親しむ 事が 屮：： 來た。 
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十二月 二十 一日 (火) 晴 歐洲 の-泥 亂は 益々 茶 だしく、  W 度の 世界 戰 (ザ は 何時 勃發 する や 計られ 

す、 此 時に 際して 日本に 於て は淺 山の 爆 發に引 緩き 小 地震 絶へ す、 同時に 南米 アルゼンチン、 南歐 

ァ ルバ 一一 ァ、 支那 陝西 省に 大地震 ありと 傳 へらる、 「1^ 起り て 民 を 攻め、 國は國 を 攻め、 饑 iT 疫病- 

地震 所々 に 有らん」 とのキリ ス トの§^言は文字通りに實現しっ 、ある (馬 太 傳廿四 章 七 節)、 此 文明 

の^に 此事 あり、 實に 不思議と 云 ふより 外 はない。 

十二月 二十 二日 (水) 晴 久扳 りに て 銀座へ 行いた、 歳暮の 市中 は ジョン. バン ヤンの 所謂.^、 AN- 

ITY-FAIR  (盧榮 の 市) である。 

十二月 二十 三日 (木) 晴  < ；-の 傅 道の 結 として 尠 からざる 宗敎狂 を 生じた と 云 ふ 事 は 實に歎 か 

はしき； である、 余の§^書硏究の獎勵が聖書狂を生じ、 キリスト 搏 臨の 唱道が 再臨 狂 を 産んだ、 之 を 

思 ふて 傳 道が 入. く 厭になる、 實に 一 人の 眞の 信者 を 作らん が 爲には 百 人の 偽 信者 を產 せざるを得ない- 

是れ 八， 日に 限 つ た 事で な い、 俾 道の 困難 は實に 此邊に 在る ので ある。 

十二月 二十四日 (金) 晴 昨夜 今 井 館に 於て 同志の クリスマス 晚餐會 を 開いた、 來會者 男女 五十 

八 人、 其： £ 第一 の 舊株は 研究社 事務員 兼 會計係 山 岸 壬 五であって 明治 二十 一年 来の 同伴者で ある、 第 

二 は 鐵道院 抆師ェ 舉丄： 山敏雄 君であって 同 二十 ra 年 以来の 「弟子」 である、 第三 は 東京 巿新 助役 法 


學士前 田 多 門 君であって、 彼 は 同 二十 五 年頃、 七 八 歳の 腕白 盛りに 其 父君と 共に 余の 講演に 列席せ し 

者で ある、 之 を 思 ふて 自分の 年齢の 邁 みし 事が 察せら る、 敎會の クリス マスと は 異なり 聖劇も 音樂^ 

拜 もない、 余 はヮル ヅヮス の 左の 一 句 を 引いて 一 同に 對ひ 高潔と 勇氣の 必要と に 就て 勸 むる 所が あつ 

た 0 

The  Isble  L-iYing  iiud  the  noble  E>e!id. 

地球 面 上 我が 屬 すべき 唯一 の團體 ある あり、 

, 1. フル  / 1 ブ ル 

高潔なる 生者と 高潔なる 死者と より 成る。 

實 に謹嚴 にして 而 かも 歡樂 溢る &會 合であった。 

十二月 二十 五日 (土) 青 クリス マスで ある、 舊き 同志の 訪問 絕 えす、 其內に 本誌 十九 年間の 讀 

者に して 支那 上海、 羅馬、 怫國巴 里と 西洋 料理の 祕術を 探りし 櫥瀨龜 喜があった、 初めて 相會し 

て舊 知に 逢 ひしが 如く、 自今 彼の 料理の 饗 應に與 らん 事 を 約して 別れた。 斯 くして 兹 に亦歡 喜と 感謝 

に 溢れて 此年を 終る。 


十二月 二十 六日 (日) 晴 朝家 族と 共に 靜 かなる 禮拜を 行 ふた、 終日 キリストの 十字架に 就て 考 

へた、 來年 は又復 元始に 還り、 特に 十字架に 就て 語り 又 書く 事に 決定た、 余の 基督 敎は 元々 十字架 敎 
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である、 喷， 釙 的.^,;:^ 架敎 である、 余 を 解せ ざる 者 は 此敎を 解し ないから である、 <?r 日まで 余と 信仰的 

友誼 を 持 $w せ しん 々 は 凡て 余と 同じく 此敎を 信す る 者で ある、 余と 合 ふ も 離る k も 此敎を 信す る 乎 否 

乎に 由て 定まる ので ある、 余 は 余の 旗幟 を K 明 にす る 丈け に て も 此躓罪 的 十字架 敎を 高唱す るの 必要 

が ある、 况んゃ 之 を 除いて 他に 人 を 救 ふの 途 なきに 於て を や、 余 は 余の 生涯の 最後の 努力と して、 羅 

馬 書、 加拉太 書、 哥林多 書 等に 示された る 十字架 敎を 唱道し やうと ふ、 此事を 思 ふて 余の 心 は 躍る- 

祌は 必す此 努力 を 祝福し 給 ふで あらう。 

十二月 二十 ヒ a  (月) 晴 昨夜今井館に於て^5-京聖書研究會靑年有志の晚餐會を開ぃた、 來會者 

三 十 名、 0 に充 ちた る會合 で あ つ た， 十字架 の 躓 を實驗 せす して 永久 的 友誼 の 不可能な る 事に 就て 

證 明した、 聖書 道樂、 人物 祟拜の 遠から すして 離叛 分裂に 終る 事に 就て 語った、 「キリストの 血 我 を 

救 ふ」 である、 之 を 除いて 他に 救 ひ はない、 此 血を飮 みて 我等 は^れん と 欲して 刖 かる、 事が 出来な 

い、 我等 は 信仰の 此 根本 に 還って 相互の 結合 を うして 同時に 外に 向って 福 昔 の 宜傳を 行 は ん事を 誓 

つた。 

十二月 二十.？^ 日 (火) ダイヤモンド は 一個 有せば 澤山 である、 二 個 三 個と 有る は贅澤 である 

其 如く クリスチャン は 一人 S£ 来れば 澤山 である、 百 人 干 人と 作り 得る 害の もので はない、 我々 がー 生 

•m の 問に 一 人の 本當の クリスチャン を 作り ば 其れで 感謝 滿足 すべきで ある、 何十 人 何百 人と 作らん 

とするが故に失ぱ-^^？^^するのでぁる、 福 昔 は 廣く唱 へる 事が 出来る、 然し クリスチャン は 容易に 出來 


ない、 余の 四十 三年 間の 信仰的 生涯の 間に 於ても 多分 三人 以上の クリス チヤ ンを 作る 事 を 許された の 

では あるまい と 信. f- る、 聖書 學者、 社會 改良 者、 道德 家、 宗敎 熱心 家 …… 是等は 作る に 難くない、 然 

し 乍ら クリスチャン .：：• キリストと 偕に 十字架に 釘 けられて 彼と 偕に 甦りし 者、 自分 は 死して キリス 

トが 代って 自分の 衷に 生き 給 ふ 者、 是は 人が 作らん と 欲して 作り 得ざる 者、 ダイヤモンドよりも 貴く- 

宇宙 何物よりも 價 高き 者で ある、 彼れ 一 人 を 作る こと を 許されて 傳道 は大々 的 大成功と 稱 すべ きで あ 

る 0 

十二月 二十 九日 (水) 晴 西北の 風 吹き荒みて 寒氣强 し。 叉 復パゥ 口 熱が 復活し 犬なる 歡 喜と 平 

安と を覺 えた、 「我れ ィ H ス キリス トと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 は 何 を も 知る まじと 意 を 定め 

たり」 との 首が 叉復 我が 標語と なった、 余の 生涯に 於て キリストの 十字架 を說く 事の みは 少しく 成功 

であった、 他 は 悉く 失肽 であった、 歳の 暮 になって 過去 を賴 みて、 他人の 爲に何 か 善き 事を爲 さんと 

欲して 爲 せし 事 は 悉く 余に 無数の 苦痛 を 簡らす 原因と なった、 唯 十字架の 福音の みは 他 を 益し 自己 を 

喜ばした、 願 ふ 残る 生涯に 於て 他人の 生活 問題、 家庭 問題、 敎養 問題 等に た携 はりて 無益の 苦痛 を 己が 

身に 招く ことなく、 唯一 意專 心、 キリストと 彼の 十字架に 釘 けられし 事を說 いて 彼等 を も 救 ひ 自分 を 

も滿 足せし めん こと を。 

十二月 三十日 (木) 晴 布哇 ホノルル 市の セォ ドル. リツ チヤ ー ズ 氏より 米貨 百 弗の 傳道 金を途 

つて 吳れ、 感謝と 共に 恐縮に 堪 へなかった、 米國 人に して 金錢を 以て 余の 傳道を 助けて 吳れる 者 は 氏 

1 九 二  0 年  三 七 七 
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一 人で ある、 而 かも 特て 一 囘も 余より 投助を 乞 ひしに 非す、 氏より 進んで 余の 傅 道に 携 はらん 爲に、 

今囘で rara 此贵き 寄附 ゾせ： を 送られた ので ある、 今や 米國 人と 緣の 甚だ 遠い 余に も斯 かる 匿れ たる 友人 

ある を 知りて 感謝 に^へ な い 。 

十二月 三十 一日 (金) 雪 昨夜 我 {| に 於て 船乘り 連の 主催の 下に 太平洋 傳道會 の 晚餐會 が 開かれ 

た、 山海の 珍味 食ネ を坤： め、 大 汽船の 上等 客に 等しき 饗 應に與 かった、 主催者の 希望 は 東 は 新 嘉坡ょ 

り 两 は 南米 智利 バル パ ライ ゾ ー に 至る までの 洋上 並に 海港に 十字架の 福音 を宜傅 せんとす るに ある、 

壯ん なる 樂 しき 會 合であった。 


九 ニー  年 (大正 十 年： 


一月 一日 (土) 晴 余 は文久 元年 辛 酉の 生れであって、 今年で 滿 六十 歳、 支那 人の 所謂 還 唇で あ 

る、 其 故に 少しく 老を感 する なれ ども 神の 恩惠に 由り 意氣は 少しも 衰 へない 寶り である、 バウ 口と 皆 

そと  * やぶ  .  /I 

に I 是 故に 我れ 隐 せす、 我が 5; なる 人 は 壌る、 とも 内なる 人 は 日々 に 新たたり」 と 一一 一一 II ひ 得て； g- こ 感謝 

する C 哥林多 後 四 章 十六 節)。 

上り： F り 多き 六十路の 坂 越えて 

初めて 成りぬ 幼な 心に 

六十 年 前に の id 戶 小石 川 窵 坂の 上、 松 平 右京亮 邸內 のえ. f 長 sffi  (今の 本 鄕匿眞 砂 町 三十 番地) に 

「まか 父に 男子 汝に 生れし と 告げて 父 を 犬に 喜ばせし 人」 ありし 時 を 思 ひ 今昔の 感に S へ なかった 

(耳 禾.； 亜記 二十 章 十五 節/ 然し 乍ら キリストに 在りて 余 は 今日 新たに 生れた ので ある、 皮の 十字 

架 を 仰ない さ £ 余 は 日に日に 新たに 生れつ、 ある、 大正 十 年 辛 こそ 余の 本當の lis, しであって、 今日 新た 

に 神の 嬰兒 となりて、 今より 後 彼に 愛せら る \ 者 として 勇ましき 聖徒の 生涯 を 送らう とお g ふ。 

一月 二日 (日) 曇 多くの 訪問客の 內に 最も 懷 しかりし は 朝 報 社 時代の 車夫 音吉の 夫れ であった、 
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u  J? の 生涯  一一！ 八 o 

くる *4  ら と 

彼れ 一 一十 五 年 前に 日 木國の 外務大臣た らんとの 志 を 抱いて 信 州の 田舍 より 仲 を 鬼いて 余の 許に 来りし 

者、 彼 は 余に 由り て 外務大臣 たる 能 は ざり しと 雖も クリスチャン となる を 得て、 今や 感謝 を 以て 或る 

細かなる 職務に 從雍 しつ k ある、 彼れ 初めて 來 りし 時より 幾 百の 人 等 は 余の 許に 来りて 又 去りし と雖 

も、 彼れ 淮り 依然として 「舊き 弟子」 として 存る、 彼れ 此日手 打の 鴨 一 羽を携 へて 來る、 曰く 「先生 

の 御 全快 を 祝 せんが 爲め」 なりと， 彼に 會 ふて 我が 胸 は 一 杯に なった、 願 ふ 一 一十 五 年 前に 彼に 曳 かれ 

て^ 谷より 三十 間 堀の 朝 報 社に 通 ひしゃう に 彼と 偕に キリストの 聖國に 行かん こと を。 

一 月 三日 (月) 曇 夜雨 降る、 靜 かなる 好き 休息 日であった、 年賀 客と して 訪ひ來 りし 者 は 『東 

京 獨立雜 や： y  W 來の誌 友 永 井久 錄君、 慶應義塾 大舉敎 授鈴木 錠 之 助 君、 天文 擧 者の 井上 四 郎君、 他に 

中央 講壇の オルガン 役 吉澤直 子孃の 個人であった、 新來の 書生 曰く 「僕 は此 家に 来って 正月 は 来客で 

モット 忙 がしい ので あると 思った」 と、 然し 毎年 大抵 こんな ものである、 門前 後羅を 張る と 云 ふまで 

でもない が、 然れ ばと て 門前 市 を 作す の 盛況 を 見た 事 は 未だ 曾て 無い。 

一月 四日 (火) 雨 冷たき 濕 つぼい 厭な 天氣 であった。 栃木 縣の靑 木義雄 君より 野 州 炭ニト を 

送り 吳れ たれば 心 置きな く 之 を 焚き 援を 取りながら 少 しづ-働いた、 まことに 熱 海 义は修 善 寺に 避寒 

する 以上の 幸福で ある、 尙ほ其 上に 厨房 は 諸方の 友人より 送り 来りし 山海の 產物を 以て 塞がり、 机上 

は閾 者の 感^の 書狀を 以て 埋まる、 まことに 勿體 なき 次第で ある、 是れ では 傳道 は道樂 であって 少し 

も禳牲 ではない、 誰か 言 ふ 獨立傳 道 は 貧と 乏 との 生涯で あると、 少しく 福音の 爲に 苦しめば 此 世の 物 


まで を豐 かに 賜 はる、 まことに 恩惠 溢る 、 の 正月で ある。 

一月 五日 (水) 晴 在攝 津蘆屋 住友 社員 法 學士黑 崎幸吉 夫人 壽美子 永眠の 報に 接して 甚く 悲ん だ、 

彼女 は 余の 理想の 婦人であった、 柔和で、 常識に 富み、 信仰 厚く、 堅實 であった、 福音 化された る 日 

本流の 賢 婦人であった、 彼女 を 失 ひし は 同志 一同の 大損 失で ある、 然し 主の 聖旨で ある、 我等 は 之に 

服從 する、 人世 實は淸 き 基督 的 婦人の 如く 美く しき 者 はない、 彼女に 由り て 天 國の門 は 開かれ、 地上 

の寓 事が 聖 化される、 余 は 彼女 永眠の 雷. 報 を 手に しながら 左の 一首 を 書いて 幸吉 君に 送った、 

いま ごろ  ち V.  み その  、 へ う.； 一 

な？' 頃 は 父の 御園に 讚美歌 

地上の 萬 事 善しと 知りつ. - 

壽美子 は 毎年 クリス マ スに 彼女 手製の 或 物 を 贈り 吳れる を 常と した、 或 年 は 手製の 菓子 を、 昨年 は 手 

製の 座布團 を、 而 して 今年 は 手の 懸 りたる クッション を 贈って 吳れ た、 三人の 子供 を 相手に 家庭の 重 

き 責任 を擔 ひつ k なす 事であって 容易の 事で ない、 余 は 常に 思 ふた、 近代 式の 敎育を 受けた 日本 婦人 

にして 余の 心と 信仰と を 能く 解し 吳れる 者 は 彼女で あると、 今や 彼女 を 失 ふて 余 自身が 最も 善き 友人 

を 失 ふたので ある、 痛 歎 何ぞ堪 へんで ある、 然し 永久に 失 ふたので はない、 只 暫時 の^れで ある、 今 

虔は 「先生」 と 言 はれて 彼女に 迎 へらる k ので ある、 爲 すべき 事を爲 し、 信すべき 者 を 信じて 此世を 

去る、 榮光此 上な しで ある、 黑崎壽 美 子 は 到る 所に 信仰の 香 を 放ち、 多くの 人に 惜 まれつ k 父の 御國 

に歸 つたので ある、 彼女 は 人生の 目的 を果 した、 我等 は 彼女の 故に 主 を 讚美し 奉る。 
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一 月 六日 (木) 晴 無爲 無益の 一 日であった、 咽喉 痛み、 全 體に疲 勞を覺 え、 終日 床に 就て：：^ ん 

だ。 

一月 七日 (金) 晴 び 又 治療に 取掛 つた、 健 嵌 若し 許さば 攝津 藤屋に 行きて 故 黑崎壽 美 子の 葬 

條を 司りた く 思 ふた、 然し 其 事 を爲し 得すして 甚だ 殘 念であった、 依て 電報 を 以て 箴言 第三 十一 章 第 

十 節 以下 を 送って 余の 彼女に 對 する 敬意 を 表した。 

一月 八日 (土) 曇 { 焦の 靑年 西より 歸り、 黑 崎 靡 美 子 葬儀の 實況 並に 彼女 臨終の 狀？ 机に 就て 報す、 

彼の 持歸 りし 幸吉 君の 書面の 内に 曰く 

…… 壽美子 は (一月) 一 日の 午後 五 時 頃に 私 一 人 居る 時に 次の 如くに 遗霄 しました、 兩 親に 對 して 

は 「御先き に 逝って 濟 みません が 御 許し 下さい、 何卒 同じ 處 にて 御 目に 懸る 事が 出来る 様になって 

さい」 と 云 ひ、 私 (良人) に對 して は 「是 までの 幸 幅なる 生活 大 へん 有難う 御座いました、 何卒 

世話す る 人の 屮 I 來 るまで 子供 は御兩 親に 來 ていた、. - いて 話して 戴いて 下さい」 と 巾し ました、 … 

…東京 新居 濱蘆屋 等の 敎 友に は 「先き に 御免 を 蒙って 行きます、 叉 その 日に は 御 目に か」 ります」 

と 云 ふ 語 を淺し …… そして 子供 を 枕頭に 集めて 「母 様 (か あさま〕 はこれ から H ス 様の 測に 行く の 

よ、 こ、 よりか もっと 美しい 廣ぃ處 よ、 場所 を 取って 待って 居る から 皆 あとから おいで」 と、 而し 

て 「また 逢 ふ 日まで」 の 讚美歌 を 歌 はせ、 終って 頭 腦に變 化 を 来たし 稍 前後の 聯絡 無き 事 を 口走り 

ました、 其 後 r コ リント 前書 第 十五 章 を 讀んで 下さい」 と 云って 讀 ませ、 「きょき 岸 邊に」 を 歌 は 


厶厶 <3<3 厶 厶厶 <J< "厶厶  <1厶 厶厶厶 ，<3厶ム 厶厶厶  <-厶 

せ 候が 其 後 は 何も 云 はす、 「自分の 死が 神の 御 榮光を あら はすならば 此 上の 幸 幅 は 無し」 と 言 ひ 表 

はして 眠りました 云 ん 

是れは 死で はない、 永眠で もない、 入覺 である、 三十 四歲の 近代 婦人が 良人と 四 人の子 供と を 遺して 

逝く に此 平安 あるの 場合 は 他に k 處 にある 乎、 若し キリス トの 福音が 人の 工夫に 成る 小說 であると す 

る も、 死に 臨んで 此大 なる 平安 を與 ふるならば、 此れ 最大の 工夫 又は 發見 であるで はない 乎、 社會改 

良、 世界 改造、 文化 運動と 云 ひて 其 名は大 なれ ども 其實は 此舊き 古き キリストの 福音に 遠く及ばない 

ので ある。 

一 月 九日 (日) 晴 靜か たる 好き 安息日であった、 朝 今 井 館に 於て 家族の 小 禮拜を 行った、 坂 本 

船長と 其 家族 並に 女子高 等 師範 學 校の 生徒 一 一人の 訪ひ來 る ありて 我等の 小た る 群に 加 はり 樂 しかった、 

おひつ  £ こと み つ 1, こ 

此夜 金星が 大 星に 追 着き 一 一 者の 距離 月の 直經程 もな く沟に 見事であった。 

I 月 十日 (月) 晴 一 日より 今日に 至る まで 受取りし 年賀郵便 (其 多く は 端 書〕 は總數 四百 三十 

二通で ある、 其內 三十 三 通が 北海道より、 百 三十 七 通が 東京より、 六十 七 通が 關東 七縣 より、 十五 通 

が 箱 根 以西 東海道 三縣 より、 十三 通が 長野縣 より、 一通が 岐阜 縣 より、 四 十八 通が 近畿 諸』 恃縣 より、 

ra 通が 和歌 山縣 より、 八 通が 北陸 道より、 三 通が 山陰 道 (島根 縣) より、 十五 通が 山陽 道より、 五 通 

が四國 より、 二十 二通が 九州より、 二通が 沖繩縣 より、 五 通が 臺灣 より、 八 通が 朝鮮より、 九 通が 支 

那 より、 十 通が 不明で ある、 皆無なる は 高 知、 富 山、 滋貿、 德島、 佐賀、 鳥 取の 七縣 である、 . ^論以 
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上 を 以て 本誌 讀 者の 地理 的 分配 を 示す 者と 見る 事 は出來 ない、 然し 多少の 暗示 を俱 する 者と して 見る 

事が 出來 る、 富 山縣と 滋賀縣 との 讀^ の尠 ない 事 は ケに始 つた 事で はない、 高 知 縣に少 救の 普き 讀者 

が 居る、 til 取 縣亦然 りで ある、 九州に 在りて は 佐贺縣 最も 球 遠で ある、 四 阈に 在りて は德 it? 縣 關係最 

も ii し、 然し 乍ら 親 練 は 年賀 狀を 以て 計る 事 は 來 ない、 思 懸けない 所に 思 懸けない 善き 信仰の 同志 

が ある、 恩惠 願く は 我：^ I 友 總體の 上に あらん 事 を 祈る。 

I 月 十 一 日 (火) 小雨 夕晴 る、 新月と 金星と 火星と を 以て 飾られた る 美く しき 靜 かなる 夕で あ 

つた。 雜誌ー 月號 が出來 た、 感謝と 祈轉を 以て 發 送した。 此日 仕事と 云 ふ 仕事 は 何も 爲し 得なかった、 

復と 還らぬ 光陰 を 無益に 費す こと 如何に 多き よ。 

一月 十二 日 (水) 晴 ルツ 子の 聖化 日で ある、 二人 連立て 雜 司ケハ 介に 「再た 會ふ 日まで」 の 碑 を 

舞 ふた、 ？ i か 知らない 人が 旣に 二人 程 我等に 先立ちて 花 を 供へ て „_犬 れた、 墓地の 發展に 驚くべき 者 

が ある、 宛然 「死者の 市」 が屮 Z 現した るが 如しで ある、 其內に 我等の 知人が 多く 眠って 居る、 彼 所に 

嫉；^ もなければ 爭鬪 もない、 完全なる 平和が 全市 を 支配す る、 何人に 取りても 戰鬪は 暫時に して. i:- む、 

彼が 「死者の 市」 の 市民と なる 時に、 彼 は 平和の 人と 成る、 有難い 事で ある。 

一月 十三 日 (木) 曇 羅 li:!? 害の 役お に f:^ 大の 興味 を 感じた、 パゥ n は 我が 最良の 敎友 である、 彼 

の 某 籽觀が 我が 夫れ である、 羅馬 書の 立場に 立ちて 觀て樂 書 は 之 を 始終 一 貫の 書と して 見る 事が 出来 


る、 羅馬 書なる 哉、 羅馬 書なる 哉。 

一月 十四日 (金) 雨 寒き 厭な 日であった。 西洋文明の 懑ら ない 者で ある 事 を 深く 感じた、 是は 

國を 建る 者に 非す して 壞っ 者で ある、 現に 西洋 諸國は 文明の 故に 壞 れつ、 ある、 排日 運動の 結果と し 

て 日本が 西洋 諸國 より 絶交 されても 少しも 歎く に 及ばない、 東洋に は 東洋の 長所が あって、 是は遙 か 

に 西洋の それに 勝った ものである、 而 して キリストの 福 昔 は 其 思想の 系統に 於て 東洋 敎 である、 故に 

西洋人よりも^ 洋 人に 由り てより 深く 解 せらる X 者で ある、 我等 は 西洋人に 由り て傳 へ られし キリ ス 

ト の 福音 は 之 を 保留す る、 然し 乍ら 其 他の 所謂 西洋文明 は 喜んで 之 を 返還す る、 高 慎な る 複雜な る、 

而 して 物質的な るが 故に 淺 薄なる 西洋文明 は 身 を 毒し、 心 を 汚し、 國を滅 す 者で ある、 英國米 國と雖 

も 決して 羨むべき 國 ではない。 

一 月 十五 日 (土) 晴 或る 小事の 爲に 半日 を 無益に 費して 甚だ 濟 まなく 感じた、 事を爲 すの みが 

神の 聖意 ではない、 或る時 は爲 さない のが 聖意 である、 パゥ 0 の 如き 人が 二 年 も 三年 も 牢獄の 內に其 

貴き 生涯 を 浪費し なければ ならなかった ので ある、 實に 人生の 目的 は 事を爲 すので はない、 神の 聖意 

に從 ふので ある、 神が 働く 勿れと 云 ひ 給 ふ 時 は 慎んで 働かざる 事、 其れが 神の 喜び 袷 ふ 生涯で ある、 

働け、 働け と 云 ひて 信者 を 急 立る 米國 流の 基督 敎は 決して 眞の 基督 敎 でない。 

一月 十六 日 (日) 快晴 中央 講壇に 於け る 新年 第一 同の 集會 であった、 來會者 堂に 滿ち空 椅子 は 
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殆ど 一 脚 もなかった、 余 は羅馬 書の 如何なる 書なる 乎、 其 大意に 就て 語った、 神の 御 許し を 得て 今年 

は 主として 羅馬書 を 研究す る 積り である、 幾囘か 人類 を 改造せ し此書 は、 今 猶ほ其 改造 的 能力 を 失 は 

ない、 此 書に 由て 行 はる、 改造 こそ 眞 正の 改造で ある、 世界と 人類と は此 時に 方り 復 たび 此 書に 由て 

改造され ねばならぬ。 聽 衆の. s: に 舊ぃ札 幌農學 校 時代の 同窓に して 八：' の 北海道 大擧總 長 佐 藤昌介 君が 

居られた、 今朝 上京せられ 直に 會に 出席 せられし 由であった、 久し 振に て相會 して 昔し 懐し く 感じた、 

相携 へて 東京 驛樓 上に 往き晝 食 を 共に し、 ニ時間に涉り舊きと新らしきとに就て；^!sった、 四十 三年 前 

に 札 幌農舉 校の 寄宿 舍に 於て、 君が 年長者と して 主會 者と 成り; 二十 餘 名の 學 生が 日曜日 毎に 開きし 

聖書 研究 會が終 に 今 曰の 東京 中央 の 研究 會 とな つたので ある、 彼と 是とを 較べ て 見て 我等 <Hi 曰 の感に 

堪 へなかった、 神の 恩惠に 因り 君 も 余 も 信仰 を 維持して 今日に； や： り、 余は舊 時の 同窓の 代表者と して 

中央に 陣を 張り、 舊 ぃ札幌 流の 聖書 的 信仰 を 唱道し つ k あって 感謝に 堪 へない、 而 して 今日 期せす し 

て此 盛況 を舊ぃ 同窓の 友に 見て 貰って 有難かった、 神 は 今日 ある を 知って ra! 十三 年 前に 石 狩 平原 處女 

林の 間に 我等 を 召き 給 ふたので ある、 日本人 は外國 人の 手を藉 りすして 日本人 自身に 由て 福音 化され 

ざるべ からすと は 我等が 其 時相 互に 誓 ひし 所で ある、 而 して 其聖き 誓約が 大正 十 年の 今日 實 現されつ 

つ ある は實に 不思議と 云 はざる を 得ない。 

I 月 十七 日 (： 月) 曇 有名なる 米國基 # 敎雜 誌、 費府發 行の 『日曜 學校 タイム ス』 が 其 紙面に 於 

て數囘 に 涉り 、 昨秋 東京 に 於て？ 1 か れし^ 界 日曜 學校大 會に對 し て 痛撃 を 加 ふる を讀ん で 痛快で あつ 

た、 米國の 基督 信者と 雖も 宵ん なが 皆ん な 腐敗 信者で ない、 稀れ に は 『タイ ムス』 記者の 如き 信仰的 


勇者が ある、 米 國の爲 に 神に 感謝す る。 

一月 十八 日 (火) 晴 在京 都 ドクトル 佐 伯 理ー郞 君 母堂 志壽子 刀自 七十 七 歳に て 永眠し、 彼女の 

葬儀に 臨むべく， ノ七 時半 發の 列車に て 東京 驛を發 した、 病後 初ての 單獨 旅行であって、 多少 安全 を氣 

遣 ひし も 何の 差 障 もな くして 目的地に 達する 事が 出来て 大 なる 感謝であった。 

： 一月 十九 日 (水) 雨 朝 七 時半 京都 驛着、 四 五の 友人の 出迎を 受け、 例の 通り 新 町 通り 竹 屋町下 

る 便利 堂 方 を 宿と した、 午後 一時 基督 敎靑 年會 講堂に 於て 簡單 なる 葬儀が 執行され た、 余 は 詩？ i 第 九 

+篇に 就て 余の 信 やる 所 を 述べた、 長途の 疲勞 未だ 癒えす して 思 ふが 俊 を 語る 能 はすして 甚だ 遣憾で 

あった、 然し 此時此 所まで 来る 事が 出来た 其 事 丈け が 犬なる 滿足 であった、 人生 最大の 災厄 は 親 を 喪 

ふ 事で ある、 其 時に 際して 我が 爲 すべき 事を爲 す、 是れ 友人に 對 する 最大の 義務で ある、 余が 若し 佐 

伯 君 夫婦に 對 して 此時此 事 を 爲し得 ざり しなら ば 一 生の 恨事と して 余の 心に 殘る であらう。 

一月 二十日 (木) 晴 朝 九 時 二十 分 京都 驛を發 して 歸途に 就いた、 久 振りの 晝 間の 東海道 旅行に 

見るべき 者齡 からす、 殊に 岩 淵より 見た る 雪の 富士は 雄姿 言語に 絕 せりであった、 義務の 命す る 所に 

快 樂は伴 ふ、 友人 を 慰めん 爲の此 旅行に 由て 余 自身が 多く 慰められた。 

一月 二十 一日 (金) 晴 疲勞思 ひしよりも 輕く、 感謝であった、 黑崎幸 吉大阪 より 来り， 彼 を 慰 
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めんと てた に 努力した、 死 叉 死で ある、 母 を 喪 ひし 子、 妻 を 喪 ひし 夫、 人世 は實に 死の 谷で ある、 然 

れ ども 生命の 主なる キリ ス トを 信じて 死に 勝つ 事 難から すで ある。 

一月 二十 二日 (土) 晴 午後 三時より 今 井 館に 於て 故 黑崎壽 美 子の 紀念 追悼 會を 開いた、 在京の 

親戚 友人に して 來り會 する 者 五十人 餘り、 女子 擧院敎 頭 三 谷 民 子 女史 は 彼女 (壽美 子) の 生 立に 就て 

語り、 余 は 彼女の 信仰に 就て 述 ぶる 所があった、 質素な りし 彼女 は 多く 友 を 求めなかった、 然し 彼女 

の 少数の 友人 は 彼女の 眞 個の 價値を 認めた、 天に 在る 彼女 は 自己の 美 點の斯 くも 稱揚 せらる k を 見て 

驚きぼ^ むで あらう。  . 

一月 二十 三日 (日) 晴 春の やうなる 快き 日であった 、巾.^、 の 架. 書 講演 會は 前會 以上の 盛會 であ 

つた、 階上 階下 聽衆を 以て 充ち、 多数の 座席な くして 起立す る を 見て 氣の 毒であった、 此 日の 研究の 

題目 は 第 一 は 前 囘に引 辏き羅 馬 書の 大意であった、 第一 一は 一章 一 節より 七 節に 至る バウ 口 の羅馬 人に 

對 する 自己紹介の- 辭 であった、 興味 津々 たる 研究の 題目であった、 此日 四十 年 前に 札幌に 於て 余 等に 

聖書 を 敎へ吳 れし當 時の 函館 在留 米國宣 敎師、 令の メソヂ スト 敎會老 監督 M -c • ハリス 氏 夫婦、 北 

海道 大學總 長 ドク ト. -i^ 藤昌介 氏と 共に 我等の 集會に 出席せられ、 我等と 禮拜 研究 を 共に し舊 時の 同 

情 を 表せられた、 余に 取り 斟 からざる 獎勵 であった、 集會 終へ て 後に 東京 驛樓 上に 四 人 共に パン を 割 

きて 舊事を 語りて 今日の 祝福 を 感謝した、 义 復恩惠 5^ る k の聖 口であった。 


一月 二十四日 (月) 晴 引 緩き 無風の 好き 日であった、 疲勞^ く、 耶利米 亜記 第三 十一 章 三 トー 

節より 三. t 四 節まで を 研究して 大 なる 慰藉に 與 つた。 

I 月 二十 五日 (火) 曇 左の 一句に 大 なる 平 康を 感じた、 

"Peace,  pel.Icct  peace,  in  tlus  da-rk ン vcl.l(l こ f  sin  ？ 

，rlle  Tblosl  or  Jesus  .\vllsj>ers  peace  within. 

此の 暗ら き 罪の 世に 完全なる 平康 ありと 云 ふか？ 

然り、 ィ H スの 血が 我が 裡に 平康を く。 


一月 二十 六日 (水) 晴 溫き 春の やうな n であった、 久し振り にて 感興 を 以て 雜誌 編輯に 從 事し 

た、 我が 一生の 事業で ある、 終りまで 精力 を 注いで 爲 さなければ ならない。 

一月 二十 七日 (木) 晴 午後代々木長尾氏宅に於て東京^^書研究會出席婦人の有志懇話會が開か 

れた、 來會者 三十 名餘 り、 余 も 亦 青木 庄藏 君と 共に 出席した、 そして 路加 傳 一章 三十 八 節 「主の 使 女」 

マリヤに 就て 語った、 聖母 マリヤの 尊むべき は 其肉體 美に 於て あらす、 其 非凡の 天才に 於て あらす、 

其謙遞 にして 從 順なる 心に 於て ある、 バウ a が キリストの： 卜 僕た る を 以て 自 から 任ぜし が 如くに、 マ 

リャは 「主の 使 女の 卑微」 を 以て 心と した、 彼女の 慕 ふべ く 敬 ふべき 點は 主として 其處に 在る、 聖母 
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マリヤ は 其 信仰の 故 を 以てすべ て キリ ス 卜 を 信す る 婦人の 模範で あると 述べた、 甚だ 有益なる 會 合で 

あった。 

一月 二十 八日 (金) 曇 青山 學院々 長 高木 壬 太 郎君の 逝去 を 聞いて 悲ん だ、 本 多庸ー 君に 次いで 

山路 愛山 君 を 失 ひ、 今 又 高木 君 を 失 ひし 日本 メソヂ スト 敎會の 損失 實に大 なりと 謂 ふべ し、 同情に 堪 

へない。 

一月 二十 九日 (土) 晴 北風 塞し。 羅馬書 研究の 爲に すべての 奮い 註解 書が 引屮 I された、 ォ ルス 

ハウゼン、 ト ルック、 マイヤ ー、 ゴ ー デ ー、 サン デ， "、プ フライ， テレル …… 何れも 說を 異にし、 其. s: 

み t  -1 ナベての こ i 』i づれし 

何れ を厲理 として 受けて 可い か、 大に迷 はざる を 得ない、 然し 乍ら 「神霊 は 萬 事を究 知り また 神の 深 

き 事 をも究 知る 也」 である、 聖 璽に 導かれて 余 も 亦 前代 未開の 獨創的 解釋に 達し 得すと も 限らない、 

1 章 四 節の 解釋に 至て はプ フ ラ イデ レ ルが 最も 明瞭なる を 見る、 パ ゥ 口 研究に 於て は 彼 は 確かに 偉大 

なる す ー ソリチ ー である。 

一月 三十日 (日) 晴 中央 聖書 講演 引授き 盛會、 此日 祈禱と 聖書 朗讀と を 除く 外 は 全部 自分 一人 

にて 引受けた、 講演 題目 は 羅馬書 一章 一節 二 節に 示された る 「使徒」 と 「福 昔」 とであった、 僅々 一 

節 半に 就て 語る に 一 時間 を 要する とすれば 羅馬書 全部 を講 する に數年 か. i ると 覺悟 せねば ならぬ、 何 

れ にしろ 自分に 取りて はパ ゥ 口 を 紹介す る は 自分の 信仰の 根本 を 紹介す るので あって 熟せ ざらん と 欲 


する も 得ない。 

I 月 三十 I 日 (月) 叉 復齒の 治療が 始まった、 更 らに义 一 本拔 かれた、 餘り氣 持の 好き もので は 

ない、 生命が 夫れ 丈け 縮まった の， である、 然し 他に 縮まらない 生命が ある、 其れ は 肉の 生命に 頓着せ 

すして 働かん とする 生命で ある、 主の 榮光さ へ 擧れば 自分 は 如何な つても 可な りと 信す る 生命で ある" 

齒 一 本を拔 かれても 此 不死の 生命に 思 ひ當ら ざる を 得ない。 

二月 一日 (火) 晴 溫 かい 春の やうな 日で ある、 萬々 止む を 得ざる 手紙 四 五本 書いた、 隨 分の 仕 

事で ある。 齒を拔 かれて 急に 老人に 成った やうに 感 する、 然し 惡ぃ 齒を拔 かれた 事で あれば 氣分は 其 

れ 丈け 善く 成って 41 快であった、 健康が 欲し いのは モット 澤 山に 神の 福音 を說 きたいから である、 八.' 

羅馬 書の 講 親が 始 つたば かりで ある、 まだまだ 廢る事 は 出来ない、 願く は 齒科醫 の 治療 功 を 奏して 永 

く 高く 福音 を唱 ふるの 口 を與 へ ら れんこと を。 

二月 二日 (水) 晴 春陽 堂發行 『新 小說』 三月 號に沖 野 岩 三 郎君の 筆に 成る 「內 村鑑 三論」 の揭 

げられ し 由 を 新聞紙の 廣 吿に讀 み、 甚だ 奇異の 感に打 たれ、 恐い 物見た さに 齒科醫 に 通 ふ 途中、 或る 

雜誌 店に 於て 金 六十 五錢を 投じ 此粹な 雜誌ー 冊 を 買 ひ 求め 電車の 中に て讀ん だ、 是は 余が 『新 小說』 

を 買 ふた 初めての 經驗 である、 讀んで 惡くは 感じなかった、 沖 野 君 は 確に 余の 深い 同情者で ある、 余 

は斯 かる 同情者 を 君の 如き 近代 人に 於て 持ちし 事を自 から 祝 せざるを得ない、 君の 左の 一言 は 感謝の 
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淚を 余の 眼より 引出した、 

一 內村鑑 三 ある 爲に 多くの 狂人 を產 む、 けれども 百 人の 狂人が 屮 Z 来ても、 一人の 內村鑑 三の 偉大 さ 

は 決して 惯爐を 減じない。 

と、 「偉大」 の 文字 は 勿論 之 を 返納す る、 然し 乍ら 余の 余た る は 人の 余に 對 して 取る 態度に 由て 變ら 

-5 す -か  まちが ひ 

ない との 言葉 は大 なる 慰藉 を 余に 與 へる、 流石 は 沖 野 君 は 基督 敎の 敎師 である、 余 は 君の 筆に 間違な 

き キリストの 香 を 認める、 余 は 神の 御 導きに 由り 余の 殘餘の 生涯に 於て 君の 希望に 違 はざる やうに 努 

むる であらう。 久板 りで ホシダ の 伯母さんの 訪問 を 受けた、 日本化し たる 彼女に 純 日本 婦人に 見る 能 

はざる 懐かしみが ある、 我等 は 彼女 を Aunt  Hosliida と 呼ぶ、 彼女 は 敬 ふべき 主の 淸き使 女で ある。 

小母さんの 紹介に 由り て米國 バプテスト 敎會 派遣の 若 かき 宣敎師 J  • スぺ ンサ ー • ケナ ー ド 君に 會ひ、 

日本に 於け る 君の 將來 の傳道 事業に 就て ，>Sli つた。 

二月 三日 (木) 雪 久娠 りに て 基督 敎 書類 會 社に 行き、 ダイスマン、 ライ トフ ー ト、 フィリップ 

ス • ブルックス、 ジョン . ブラウン 等の 著書 六 W を 買うて 歸 つた、 何れも 貴き 知識の 寶庫 である、 少 

しづつ 讀んで 講演と 雜 誌との 價 値を增 さう と 欲 ふ。 魚屋の 前 を 通り 鰊、 コノシ B 等の 列べ ある を 見て 

魚類 學熟が 勃然として 起った、 星 を观く 事が 出來 なくなりし 今日、 ；冉 び アル ベルト • グン テル の 著書 

を 乎に し， て 魚. 類 研究 を 始めた くな つた、 健康 恢復の 徵 であらう。  . 

二月 四日 (金」 0 昨夜 北海道 的の 吹雪であった、 爲に 今日は 雪 籠り、 野 州 炭に 缓を 取りつ、 昨 


日 買ひ來 りし マ クー 一- -ルの バウ tl 傳、 ブラウンの 希 伯來書 註解 を拾讀 みして 偸 快であった、 晝 飯後炬 

達に 人り 卜 II リ として 眠りに 就けば 事務の 山 岸の. 余 を 呼び 起す あり、 何かと 問へば 隣町 中 野の 〇〇〇 

〇 君より 使者 ありと て 手紙 を 渡す、 開いて 見れば 曰く、 

拜啓、 昨日の 暖に 比して 急に 今日の 寒氣、 殊に 厳しく 感ぜられ 候 折から、 先生 始め 皆様 如何 御 起居 

あらせられ 候 や。 御覽に 入れ 候 所の 毛絲の シャツ は、 昨年の クリス マ ス に 間に合 はせんと 妹に 命じ 

て 編まし めしものに 候。 家 rs: に 病人 等 あり 色々 に とりまぎれ 漸く 近來 m 來 上りし とて 早速 屈け 參り 

し 者に 候。 御 使用 下されば 眞に 幸と 存じ 候。 米國の 姉の 所よりの 編物の 乎 本の 型に よりし ものに 候。 

御 笑 草 迄に、 5 -々 一 一月 三日 夜 

と、 此日斯 かる 愛の 贈物に 接して 余 は々 に 元氣附 いた、 基督 敎の 敎師 たる は 確かに 代議士と 成る より 

も擾 かに 好く ある、 余 は 自分の 幸福 を 祝 せざるを得ない。 

二月 五日 (土) 晴 余の 近来の 獲物 は 一八 六 一： 年、 蘇國 H ヂン バラ 出版、 ドクトル. ジョン. ブ 

ラウ ン著希 伯來書 註解 一 一冊 を 手に入れた 事で ある、 而 かも 其 代價は 僅に 壹圓 七十 錢、 海老で 鯛 を 釣つ 

たと は此 事で ある、 . チョン • ブラウン は 第 十九 世紀 屮 期の 大祌學 者で ある、 そして 今時の 祌學 者と は 

全然 異なり、 該博なる 寧 問に 加 ふるに 熱き 信仰と 高き 人格と を 加へ たる 者で ある、 卽 ち神學 者で ある 

前に 基督 者であった、 故に 其 一 言 一 句が 生命の 活水 である、 其點に 於て 今日の 有名なる 英國の 神學者 

と雖も 遠く 此 人に 及ばない、 沟に 古い 本は讀 むに 良しで ある。 
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二月 六日 (日) 晴 中央の 聖書 講演 會に聽 講者六 百 人あった、 講 波の 題目 は 羅馬書 巾 難解の：^ 

所なる 一 章 三 節と 四 節であった、 ダビデの 裔 にして 神の 子なる 主ィ H ス キリス トの 何たる 乎を說 明せ 

ん として 火に^ 力した、 一時間と EI 十五 分 壇上に 立 核け て 非常の 骨折りであった、 然し 乍ら 福音の 眞 

髓は玆 にある のであって、 輕々 しく 之 を 肴 過す る 事 は出來 ない、 ィ H スは 何人なる 乎、 ダビデの 裔で 

あって ユダヤん の 王で ある、 同時に 祌の 子であって 人類の 主で ある、 彼 は 主 イエスキリスト である、 

イエ ス であって 人で ある、 キリスト (メ シャ) であって ユダヤ人の 王で ある、 而 して 主 (キ リオス) 

であって 人類の Is である、 而 して 彼 は 死より 甦る ことに 由て 權威 ある 主として 立ら れ たので ある、 解 

する に 難く ある、 然し 我が 信仰の 根本で ある、 5^ 力 は當然 である、 唯 之を說 明す るに 足る の 雷 辭 なき 

に 困し むので ある。 

二月 七日 (月) 晴 ヮルヅ ヮス小 傳を讀 み、 其： s: に英國 人の 諺と して 左の 如き 一一 一一 口が あると 云 ふ 事 

を敎 へられた、 

愛讀の 書の 著者に 會ふ 勿れ、 必す失 §1^ する であらう 

敬愛す る 人の 著書 を讀む 勿れ、 落膽 する であらう 

と、 而 して ミルトン もヮル ヅヮス も、 其 他の 有名なる 著者と 云 ふ 著者が 悉く 此 災厄に 催った との 事で 

ある、 卽ち其 著書の 故に 讀 者に 慕 はれて、 彼等に 接近 せられて 終に 其の 唾棄す る 所と なった との 事で 

ある、 英國に 於て さへ 爾ぅ だもの を、 況して 日本に 於て を や、 著者の 5- むべき 事 は 己が 著書の 讀 者に 

面會 せざる 事で ある、 是 はやが て 己が 身に 大 災厄 を 招く 事で ある、 余の 如き 小なる 著者と 雖も令 日 ま 


で幾囘 となく 讀者を 引見して 其 友と なりて 終に 身 を 刺さる k が 如き 痛き 經驗を 味 は しめられた、 著者 

に會 ふべ からす、 讀 者に 近づく ベから す、 二者の 關係は 著書の 上に 於て 維持すべし、 二者 相 識 りて 終 

に饕 敵と 成り 了る の 危險が ある。 

二月 八日 (火) 晴 多事の 日であった、 悲しき 事と 喜ばしき 事と を 幾箇も 聞かせられて 泣き 叉歡 

んだ、 唯 聖書 を讀む 時に のみ 深き 强き 平和が ある、 古き ジ ョ ン . ブラウンの 希 伯 來書五 章 七 I 九 節の 

解說 を讀ん で 我動搖 せる 心 を！！ めた。 了 昨日の 聖書 講演 に 對 し 或 婦人 より 左の 如き 感想 を 書き送 つ て 

吳れて I5i からす 慰められた" 

先生、 昨日の 御 話し は 嘸 かし 御 骨の 折れた 事で 御座いませう、 然し あの 根本的 眞理を あれ 丈け に說 

き 得る 人が 幾ん 御座いませ うか、 ほんと に 感謝の 外 御座いません、 今晩は キリスト 傳の 活動 寫眞を 

白 十字 社の 爲に すると 云 ふので 切符 を 貰 ふて 居った のです がつ まり は 役者の 扮装 する キリス ト、 そ 

れを平 氣で昆 て 居られる や 否やと 考 へて 見ました 處、 モ ー 行く のが ィャ になって 仕舞 ひました、 妹 

も 同感で トウく やめに して 其 代りに 『聖書 之 研究』 を 四十べ ー ヂ 計り 讀 みました 云々。 

羅馬 書が 示す キリストに 就て 學んで 活動 寫眞 の キリスト を 見る に堪 へなくなる のが 當然 である、 キリ 

ス トを 活動に 寫 して 之 を 見て 樂 しむ 今日の 敎會 信者の 心 持 は 余の 到底 解し 得ざる 所で ある。 

二月 九日 (水) ヂンス モア ー 著 『ダンテ 傅』 を讀み 居る 間に、 ブラウ- 1 ングの 左の 一句が 特^の 

注意 を惹 いた、 
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余 は 之 を 左の 如くに 意譯 する、 

余が^ めて 爲 さんと 欲して 爲す能 は ざり し 事、 人が 余に 在りて 價値を 認め ざり し 事、 其 事 ありし が 

故に 余 は 神に 價値 ある 者と 見做され たので ある。 

卽ち 自分が 達せん と 欲して 達する 能 はざる 理想、 人が 自分に 在りて 何の 慎 値 を も 認めざる 信仰、 其理 

想と 其 信仰 …… 神の 子なる の 理想、 完成、 復活、 永生の 信仰、 此 世の 文士 批評家 等が 不可能 事、 迷信 

と 呼び 做す 者、 其 者が 神の 目の前に 責 いので ある、 敎會 信者、 社會 改良 家、 文化 運動 者 等に 無視 せら 

る、 ものが 實は 永遠に 價値 ある ものである、 凡て 神ら しき 者 は 超說明 的で ある、 而 して 是れ 有りて 人 

は 神の 前に 價滅 あるので ある、 凡て 合理的と 稱 せらる X もの は實に 比較的に 價 値の いもので ある。 

二月 十日 (木」 晴 肉體の 治療に 半日 を 費した、 其 間に ヮル ヅヮス 小傳を 護んだ 、ダンテと ヮル 

ヅヮス を 較べて 後者が 小さくな つて 了った、 富士山 をヒ マラ ャ 山の 側に 置いて 眺 むる やうた もので あ 

る、 止む を 得ない。 

二月 十 一日 (金) 雨 霎 まじりの 装い 厭な； 大氣 であった、 紀元節 を 利用して 中央 聖書 研究 會 出席 

者 中 有志の 窓 話き を 今 井 館に 於て 開いた、 來 U 會 する 者 sf^ 女 七十 人、 其 內多數 は 初めて 言葉 を 交へ し 


人達であった、 午後 一時より 六 時に 至る まで 雑談、 演說、 感 話を繼 綾して 時の 徙 るの を 知らなかった、 

來會者 中に 敎會員 の 多い のに 驚いた、 聖 公會、 日 *、 組合、 メソ. チ スト、 バ プチ スト、 膂連 土、 救世 

軍 等が 悉く 代表され た、 之に 由て 余が 敎會の 敵で ない 事が 明かに 解った、 其 中には 余よりも 前に 洗禮 

を 受けた 古い 信者 も 居った、 實に 喜ばしい 事で ある、 東京 聖書 研究 會は 期せす して 諸敎會 聯合の 集會 

と 成った ので ある、 余 は 此日ピ ュ ー リ タン 祖先の 信仰に 就て 語った、 是れ 余の 信仰であって、 最も 深 

い 且つ い、 同時に 最も 單 純なる 信仰で あると 思 ふ、 誠實を 以て キリストの 救 ひに 與 からん と 欲する 

我國 のクリ ス チャン は^な 此 信仰に 由て 一 致す るで あらう と 思 ふ、 询に. 惠 まれた る 一幅い なる 一 日 であ 

つた 0 

** じ  ,、 ii び 

二月 十二 日 (土) 雨 北風 雨 を 混へ て 寒し、 昨日の 會合 にて 少しく 草臥れた、 然し 心は歡 喜を以 

て充 たされた、 貪饌は 昨日の き 合に 關 する 談話 を 以て 賑 ふた。 二月 號雜誌 を發途 した、 祝 幅の 此慣値 

なき 產 物に 副 はん 事 を 祈る。 

二月 十三 日 (日) 晴 叉復 祝福され たる 聖日であった、 羅馬書 一章 五節 以下 七 節まで を 講じた、 

バウ tl の 一 曾 一.？、 深き 眞理 を傳 へざる はない、 六 百の 聽衆、 二 時間に 涉り、 席 を 離る、 者 一人 もな 

く、 バウ。 の 言に 其 身 を 浸す が 如き 觀 があった、 洵に 古い 羅馬 書に 及ぶ 書と て はない、 人間の ii 巧 魂に 

最も 深く 訴 ふる 書 はや はり 此書 である。 
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二月 十四日 (月) 晴 ^風が 吹いた、 「梅津 の 里の 春風に 、よその， ゆ もな つかしく」 と 云 ふやう 

な n であった。 木 村 淸松君 は 國フ ti .1 レン ス より 愛 國者サ ボナ B 1 ラ の 肖像 縫 ハ ガキ を、 佐 藤 方 平 

せ は 身 親しく 獨逸ヴ イツ テ ン ベ ル ヒ巿に 於け る、 ル ー テ ルの羅 馬 法王 命令 燒棄 百年 紀念 に 臨み、 

ル ー テル 及び メラン ク トンの、 之 も 亦 肖像 綺ハガ キを途 つて SK れた、 身 は 東京 市外 柏木に 在りて、 诲 

外 旅行の 如き は 思 ひも よらざる 地位に 在る と雖 も、 信仰の 友の 余に 代って 余の 追慕す る 偉人の 遺跡 を 

訪ひ、 彼等 を 念す ると 同時に 余 を 聯想し 吳る k は 感謝に 堪 へない、 サ ボナ"，' ラとル I テルと メラ 

ンク トン、 若し 余が 幸に して 彼等の 事業と 性格との 一 小 部分な りと も 之 を 我 日本に 於て 代表す る を 得 

るなら ば 名譽此 上な しで ある、 此名譽 に 較べて 見て、 日本 國の 總现 大臣た る 如き、 土塊 一撮 ほどの 價 

値 も 無い ので ある。 

二月 十五 日 (火) 晴 靜 かなる 讀 書と 默 想の 時 を 有って 樂 しかった、 キリストの 先在と 受 肉と 死 

と 復活と 昇天と. 冉臨 とに 就て 敎 へられ 义考 へた、 基督 敎の 中心 はや はり 敎義 であって 道德 でない、 堅 

い 教義に 由ら すして 强 ぃ道德 はない、 キリストの 受 肉と 復活と 再臨と が 無くして、 基督 敎道德 は 其 根 

柢 より 壞れて 了 ふ、 之れ なくして 信者の 社き 奉仕 も 世界 改造 もあった もので はない。 

二月 十六 日 f 水) 雨 米國 有名の 日本 學者 にして 『皇 國』 の 著者なる ウイ. リャム •  E  • グリフ 

イス 氏より 手紙 を 貰って 嬉しかった、 氏 は 最早 八十 歳 以上の 老齢で あらう、 遙々 紐 育より 書 を 寄せ 

て 日米協 會機關 紙 『アメリカ • ジャパ ン』 に譯 載され し 日本に 於け る 基督 敎の 現狀 並に 世界 日曜 學校 


大食に 關 する 余の 意見に 對し溫 かき 同情 を 巾 越された、 實に名 譽の至 りで ある、 令 ゃ米國 人中 余に 贊 

成す る 者 gl からざる は 意外の 事實 である、 實際 的に 敎會 と外國 宣敎. g とに 結 交されし 余 は 日本に 於て 

も 外阈に 於ても 決して 孤獨 ではない、 敢 て米國 人の 贊成を 求む るに あら ざれ ども、 彼等より 進んで 余 

の 態度と 事業と に對 し、 溫 かに 同情 を 表し 吳れ るの は 感謝に 堪 へない。 

二月 十七 日 (木) 晴 暖き靜 かなる 好き 日であった、 來客 一人 もな く、 ライ トフ ー トの 註解 書と 

マク 一一，"， -の保 羅傳と を 手に し、 視力の 許す 限り 之 を 讀んで 有益なる 時 を 有った、 神に 賴り、 己が 命 

ぜられ し 仕事に i しむ クリスチャンの 生涯 は 幸福なる 哉。 

二月 十八 日 (金) 晴 引 綾き 靜 なる 口であって、 夜の 星 之 友會に 於て 螺旋 形 星雲の 說明を 聞いた、 

是等は 多分 宇宙 以外の 宇宙な らんとの 事で ある、 而 して 今日までの 觀 測の 結果に 依れば 斯 かる 宇宙 は 

少く とも 三十 萬 個 以上 あるな らんとの 事で ある、 少く とも 十一 一億の 太陽より 成る 此宇宙 以外に 更らに 

叉 三十 萬 以上の 宇宙が あると 云 ふ、 大又大 である、 「我れ 雨の 指の 業なる 天 を觀、 雨の 設け 給へ る 月 

と 星と を視 るに、 人 は 如何なる もの なれば 之を聖 念に 留め 給 ふや、 人の子 は 如何なる もの なれば 之 を 

i み 給 ふや」 である、 講演 終へ て 後に 屋外に 出れば、 早春の 空 晴れ、 梅の 蕾 は 未だ 堅く あるに、 春の 

星なる 獅子座の 諸 星 は 東天 高く 現 はれ、 木星と 土星との 其 西南 部に 宿る を 見た。 

ほしす もめ 

二月 十九 日 (土) 晴 「土 佐 幡多郡 研究者 〇〇〇〇〇 より」 として 美事なる 乾^ 二 束 を 送って 吳れ 
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て 有難った、 . 曾て 口 某： 敎會 牧師 某 君が 曰 ふたと 云 ふの を 聞いた： n く 「我等 は斷 じて 『^書 之 研究』 を 

高 知 縣！： に 人れ じ」 と、 而 して 余輩 も 亦敢て 余輩の 發行 する 雜 誌の 髙知縣 人に 讀 まれん 事 を 努めな か 

つた、 然し 乍ら 祌は高 知縣に 於ても 或る 讀者を 與へ給 ふた、 高 知縣は 余輩と 全然 無關 係の 縣 ではない、 

而 して 玆に 叉、 赤き 珊瑚と 堅き 鰹節と を豐 かに 逢す る 土 佐の 海濱の 一村 落より 南海の 產を 送って 貰つ 

て 、 余輩 は夂 A の 眞中 に 溫き 南風 に 身 を 吹か る  > が 如くに 感じた。 

二月 二十日 (日) 晴 中央の 曰！ 1: 饭會、 常時に 變ら ざる 盛會 であった、 羅馬書 一章 八 節より 十 

五節までに 就て 講じた、 バウ t" の 平生 を 窺 ふに 足る tm 葉で ある、 大 問題の 其 中に 有るな しと 雖も、 4- 

信徒と しての パゥ a を 知る ために は 硏究を 要する 數節 である、 別に 雄 辯 は 出なかった、 然し 良友 バウ 

n 先生 を聽 衆に 紹介す る 事が 出来て 嬉しかった。 〇 左の 如き 書面が 或る 宣敎 師擧 校より 来た、 

大 なる 感謝と 歡 喜と を もって、 この 書 を 差し上げます。 所謂、 アメリカの 傳 導師 や、 日本の 先生 達 

にい 、加減な ぶり ものにされた 私 は、 去る 二月 六日の 中央 講壇に、 主の 御手に よって 導び かれ まし 

た。 これまでに 一度 も 先生に ついて 聞いた こと も 讀んだ 事 もなかった 私 は、 どんなに か 驚いた でせ 

う。 いま 迄い、 加減に 自分で 築き上げ、 叉 アメリカの 先生 達から 聞かされた 事 は 根本から ぶちこ は 

されて、 こ- -に 新ら しい、 私の 信仰が 確立し ました。 始めて 出席して、 あんな 珍ら しい 強い 說敎を 

聞き、 純な 信仰 を 得た 私 は 非常に 幸福です、 主 は 私 を 導き 給 ふたので す、 解ら なくなって 困って ゐ 

る 私の 信仰が 一 日で こんなにまで 變 ると は- 必す祌 の攝理 です。 先生 感謝いた します。 私 は 初めて 

幸 幅に なり a: たのです。 云々  - 


數 年間 敎會に 在り て 米國. X 教師 の傳 導に 與 りし 人に 余の 如き 無敎會 信者が 初 め て 幸福 を與 へたと は不 

,0 と  &さ. U 

思議で ある、 然し 余 は 誇る 事 は 出来ない、 余の 許に ありて 幾年 間 も 信仰 を 聞きし 人に して、 余に 慊ら 

すして 余 を 去った 者 は 今日まで 幾人 ありし 乎、 實に算 へ 切れぬ 程 ある、 來る者 あり、 去る 者 あり、 而 

して 余 は 今 は それが 爲に 喜び もしない、 又 悲しみ もしない、 只 神の 喜びの 音れ を 委ねられ、 之 を說き 

得る こと を 感謝す る、 願 ふ 余に 來る 者の 余に 來 るに 非す して 主に 来らん 事 を、 叉 余 を 去る 者の 余 を 去 

る も 主より 遠ざから ざらん 事 を。  • 

. 二 月 二十 一日 (月) 「越後 老傳 道師」 より 左の 如き 端 書が 達した。 

主の-再臨 を 信じた、 而 して その 復活 を も 信じた、 聖書が 解った、 又 之 を 探る 熱心が 燃えて 来た、 勿 

論 聖書の 天啓 を 信奉す る ことが 出来た、 最早 || を こ k におろ して 動かぬ、 君よ 余 は 惟一 敎 より 基督 

敎に 人り し 者な り、 神の 御 攝理は 實に妙 也。 {： 『基督 W 臨 問題 講演 集』 を讀 みて〕。 

二月 二十 二日 (火) 曇 雜誌 三月 號 二十 一貢 分 を 編輯した。 

二月 二十 三日 (水) 黑 崎幸吉 上京し、 彼 を 東京 驛に迎 へた、 彼 は 今 囘大阪 に 於け る實 業界 を 去り 

東京に 於て 專ら傳 道に 從事 する 決心で ある。 

二月 二十四日 (木) 晴 獨逸 大使館に ゾルフ 大使 を 訪問した、 彼に 由り 獨逸 有名の 發明 家に して 

1 九 ニー  年  四 〇 一 


H 々の 生 rao  二 

機械 設計 {么 なる ヴィル ヘルム • シュ ミット 氏の 基督 的 友愛が 傳 へられた、 其 他に も 彼國に 於て 余に 多 

くの 基将的 友人 ある を條 へられて 非常に 嬉しかった、 而 して ゾル フ， K 使 自身が 善き クリス チャン であ 

る 事が 見受けられて 非常に 心強く 感じた、 戰爭に は 負けても ル ー テル の！： に 彼の 信仰の 存り 居る 事 は 

感謝に 堪 へない、 此 信仰が やがて 復 たび 獨逸 をして 世界 第一 の 精神的 勢力たら しむる ので あると 信す 

る、 シ ュ ミツ ト 氏の 如き 機械 技師が 最も 熱心なる 幅 昔 的 基督 者で あると 聞いて 素 は-おに 堪 へない。 

二月 二十 五日 (金〕 晴 雜誌三巧號の原^^！大部分を印刷所に送った。 


二月 二十 六日 (土) 晴 先 月 號雜誌 「女中 を 求む」 の 廣吿に 由り、 一人の 若き 女が 山形 縣飽海 郡 

吹 浦 村、 鳥 海山が 日本海に 盡 くる 所より 來た、 i 右し 雇 入れの 御 許しな くば 三日で も §： 日で も 御門 前に 

座して E だ 非 共 御 許し を 願 ふ 決心で あ る と の 事であった、 何 やら 昔し の 屮江藤 樹ゃー 一 宫尊德 の 俾記 に て 

^みし やうなる 事に 思 はれた、 山形 縣とは 關係淺 からす 且つ 或る 確實 なる； 者の 姻戚なる 事 を 確め た 

れば { 哝， に 置く 事に 定めた、 黄吿 {4- しからす して、 此 女中 拂 の 時に 際して 斯る 場合の！^ に 善き 一 人 を 

し 事 を祌に 感謝した。 

二月 二十 七日 (日) 叉 復恩惠 溢る、 の 聖日であった、 講堂 は 例の 通り 滿良 であった、 先づ 第一 に 

時 E 大 \ の 祈？ 1 あり、 次ぎに 黑崎 幸吉は 彼が 令囘實 業界 を 去て 傳 道に 人り し 成 行 を 話した、 多くの 人 


うる ほ 

人の 眼 は 同情の 淚を 以て 雷され た、 最後に 余は特 愛の 一節なる 羅馬書 一章 十六 節に 就て 講じた、 曰く 

「我 は 福音 を 恥と せす、 そ は是れ ユダヤ人と ギリシャ 人、 凡て 信す る 者 を 救拯に 至らし むる 神の 大能 

なれば 也」 と、 一 言 一 句 悉く。 ハウ P 獨特の 言で ある、 余 は 燃 ゆるが 如き 同情 を 以て^に 代て 之 を 辯 ¥ 

ざる を 得なかった、 講演 終て 余 は 夜の 床に 就く ま で 大 なる 快感 を 禁じ 得なかった、 余 は Isi の 福 昔 を 說 

いたので あると 信じた、 感謝で ある、 大 感謝で ある。 

二月 二十 八日 (月) 晴 昨日の 講演に て 大分に 疲れた。 米國 『長老 敎會雜 iii に 和 蘭國の 大神學 

者に して 大政 治 家なる Abraham  lillyjsr の 略傳を 讀んで 大に感 する 所があった、 道 \！ 和 蘭で ある、 

十九 批紀 末期より 一 一十 世紀 初期に 掛けて 此 大人物 を產 したりと は、 奮き カルビ ン 主義の 神學は 今や 用 

なしと 曰 ふ 者 は大に クイべ ル 氏に 學 ぶべき である、 近世に 於て 全人 類 を 感化せ し 主張に して カルビ ン 

主義の 如き はない、 此 主義 有りて な マ 日の デモ クラシ ー が 有る ので ある、 和 蘭に 於け る カル ビン 主義の 

復興 はやが て 全 掀界に 於け る 同 主義の 復舆を 促す であらう、 我等 も 亦 此國に 於て 此 主義の 立場より キ 

リ ス トの幅 昔を唱 ふべき である。 

三月 一日 (火) 晴 木 村 淸松君 H ルサ レム 發の搶 ハガキ に 曰く  r 一  月 十五 日 聖地に 入る、 十六 日 

說敎 して 十七 日 エリコ、 ヨルダン 川、 死海 を 見る 事に して 居 升」 と、 誠に 羨ましい 事で ある、 併し 乍 

ら余は どちら かと 言へば、 H ルサ レムに 於て 說敎 する よりも、 東京 丸 之內に 於て 聖書 を講 する 方 を. W 

ぶ、 今や キリスト は ユダヤ 又は ガリ ラャに 在り 給 はすして 天に 在し、 叉 聖靈を 以て 我心に 宿り 給 ふ、 
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彼 を 聖地に 於て 探る は 鎌 倉に 於て 賴朝を 探る が 如しで ある、 「我等 肉體に 依りて キリス トを識 りし か 

ども 今より 後 は 此の 如く 之 を識る まじ」 である (哥林 多 後書 五 章 十六 i^)、 パ レ スチナ 旅行 は 良き 保 

養で あらう、 然し 乍ら 信仰 養成 上 必要で あると は 思へ な い。 

三月 二日 (水) 雨 屮央 講演 會昔樂 主 吉澤重 夫^の 選擇に 由り 金 六 百 三十. 圓を 投じ、 米國 キム 

ボ ー ル會社 製造の 大 オルガン 一 基 を 買 求む る 事に 決定して 犬なる 感謝で ある、 我等の；^、 扬の神 を 讚美 

する に 適當 なる 樂器を 要す 、 之 を晴ひ 得る に 至りし 神の 恩惠を 感謝す る 。 

三月 三日 (木) 曇 三 歳の 少女 藤本 美 代 子の 葬儀に 臨み、 馬太傳 十八 章 十 節 を 引き 其 兩親を 慰む 

るべ く 努めた、 花に 塊まりし 彼女 は 死せ る 者と は 思 はれなかった、 必すゃ 天の 使者 は 天父の 懷 へと 彼 

女 を 抱き 去つ たので あると 思 ふ。 

三月 四日 (金) 晴 E 腸 を 害し" i£ に 臥して 休んだ、 精祌 的に は 最も 良き 休養であった、 完全なる 

休養 は實は 病氣の 時に のみ 據られ る、 感謝で ある。 

三月 五日 (土) 晴 ドクトル 尾 崎 稀 三 君の 技術と 親切-とに 由り 困難なる 齒の 治療 を 終へ た、 是れ 

で 先づ當 分の 間 語る にも 食 ふに も 差 支 は 無いで あらう、 齒科醫 術に 於て は 米國が 世界 第一 である、 而 

かも 曰 本人に して 米國 に學ん で 米！； 々以上の 技術に 達する 者 ある は 是 れ 亦 喜 ぶ ベ き事實 である。 


三月. I 八日 (曰) 晴 引 續き殆 んど滿 堂の 聽衆 であった、 羅馬書 一章 十六 節パゥ 口が 福音 を 恥と せ 

ざる 理由に 就て 語った、 純粹 なる 福 昔 を 語 つた 積り である。 午後 三時より 今 井 館に 於て 有志 祈 禱會を 

開いた、 來會者 百 名 近く、 黑崎幸 吉司會 し、 感話 祈禱相 綾き て問斷 なく、 三時 十五 分に 始まり 五 時 十 

五分に 終った、 祈禱會 として は 最も 緊張せ る 者であった、 知識 的に 靈 的に 我等 は 非常に 惠 まれつ、 あ 

る證據 である。 

三月 七日 (月) 晴 憐れなる 日本 國ょ、 拨 けられん と 欲する 者の み 多くして 投 けんと 欲する 者 は 

!l ない、 然り 殆んど 無い と 云 ふても 可な りで ある、 人 は 皆な 自己に 同情 されん とのみ 欲して、 他に 同 

情し 得る 餘裕を 有たない、 經濟的にのみならす心靈的にも日本人の大々多數は窮；1^^でぁる、 而 して 此 

の憐 むべき 狀 態より 日本人 を 救出さん とする 政治. 冢は 居ない、 ィ H ス樣 にして 此狀態 を 見 給 ひしなら 

ば 彼は必 すゃ此 民の 「牧者な き 羊の 如くに 衆人 惱み叉 流離に なりし 故に 之 を 見て |i み 給 ふ」 であらう 

(馬 太 傳九章 三 六 節)。 

三月 八日 (火) 祷 雑誌 校正 了り 氣が樂 になった、 久；^ りに て巢 鴨に m 付 直 ほ 1?; を 訪問し、 基督 

敎 の 近狀に 就き 種々 と 聞く 所 あり、 餘り 良き 氣持 がしなかった、 知らぬ が佛 である、 信仰の 純潔 を 

保たん が 爲には 敎界の 事 は 何も 知らざる を 良しと する、 據き 腐れた る 基督 敎界 なる かな。 
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三月 九日 (水) 晴 午前 は 主婦 を 喪 ひし 黑 崎の 〔来 を 訪問し、 F 女 某 女の 感想 を 聞き、 同情に 堪へ 

なかった。 午後 は 今 井 館に 於て 故 野 波 (十 時 氏) 八重 子の 爲に 開かれし 紀念會 を 司った、 今や 男子 は 

名譽 に惊 憬れ、 女子 は 虎 榮を追 ふ 日本に 於て、 此國 特有の 忠婢の 个祸ほ 共 跡 を 絶たざる を 知りて 

甚だ 心强く 感じた。 

三月 十日 (木) 晴 夜 今 井 館に 於て 黑崎幸 吉の爲 に歡迎 きを II いた、 來會者 男女 三十 名、 貧 事 を 

共に し、 祈り、 歌 ひ、 勸め、 勵 まし、 聖き樂 しき 會 合であった、 時 も 時、 機 も 機、 此時此 機 會に彼 を 

我等の に 送り 給 ひし 神に 感謝した。 

三月 十 一 日 (金) 半晴 無風の 好き 日であった、 正午 久 振りに て 橫濱に 行き、 一!^ 友人の 迎 ふる 所 

となり、 晝 飯の 馳走に 與り、 山桝 船長の 案內 にて 近頃 我國に 引渡た されし 獨逸 汽船 カップ • フ ィ 一一 ス 

テル 號を 見た、 近代 式の 所謂 「浮き 御殿，」 である、 肉體の 快樂を 得ん が爲に 凡ての 智識 を應 用して 成 

りし^で ある、 所謂 欧洲 文明の 好き 擦 本で ある、 惟り 獨 逸に 限らない、 文明 國全體 が 全力 を 快 樂增進 

の爲に 費し つ k ある を證 して 餘り ある ものである、 世 界戰举 生起の 原因 玆に 在りと 云 ふべき である、 

此船を 去り、 山树が 船長た る 東洋 汽船 巴洋 丸に 往 いた、 造船所 を屮 I たばかりの 何の 装飾 もな き 新造 貨 

物 船で ある、 同行の 兄弟 四 人と 共に 船長室に 祈 禱會を 開き、 此 船と 其 船長との 上に 神の 祝 幅の 裕に加 

はらん 事 を 祈った、 陸に 歸り、 野 毛 山の 山つ 5^ きに 新築され し關東 學院の 校舍を 見た、 米國バ プチ ス 

ト敎會 の 經營に 成る 者、 其 規模の 大 にして 其 設備の 完全なる に 驚いた、 其 校長 は 文學士 坂田祐 君、 舊 


き 柏木 速の 一 人で ある、 其敎頭 並に 二三の 敎師も 亦 我 同信の 友で ある、 新くて 我が 信仰の 友に して 汽 

船に 長た る 者 あり、 學 校に 長た る 者 あり、 海と 陸と は漸々 と 我 有に 歸 しつ \ ある やうに 感 する。 

三月 十二 日 (土) 雨 一月 三十日 ロンドン 發の左 近義弼 君の 書簡に n く 

小弟 事 八月 を エジプトに、 九十 兩月 をパ レス チナ に、 十一 月をシ リャ、 コン スタン チノ ー プル、 ァ 

セン 等に、 十二月 を イタ リャ、 ゼネ ー ヴに 過し、 クリスマス をスヰ ツルの 雪の 山と 霧の 湖の 間に 迎 

へ、 新年 を パリ ー の アイペ ル塔 上と ソンムの 戰 場と に迎へ 候へ ども、 何分に も 大陸 は聾啞 の 旅、 旅 

^の 煩 ひ 稅關の 手數、 それに 夏 以来の 疲れ、 本 月 早々 英國 へ驅け 込み 申 候。 …… 二三 日 前 近所の 力 

1 ライルの 古き 住宅 をお とない 申 候、 大兄の 友の いろ/ \ の 物 を 見て、 大兄 を 思 ひ、 歸る さ、 力 ー 

ライルの チ植の アイ. ヰ ー の 葉 三枚 老媼 より 貰 ひ、 爱に 封入 致し 候、 願 ふ は 小生の 心のう つれる 小き 

葉 を 受けられむ 事に 候。 

と、 誠に 感謝の 至りで ある、 余の 友人に して、 獨逸 國にル ー テル を、 英國 にか ー ライル を訪ふ 者は必 

す 余 を 思 ひ 出し、 何 か 記念物 を途 つて 吳れる を 常と する、 兩 偉人と 余との 間に 何 か 因 緣が存 する もの 

と 見える、 名譽の 至りで ある、 左 近 君より 〈^^ られし 力 ー ライル 手植の アイ. ヰ ー (常春 藤」 の 葉 三枚 は、 

之 を 企の 書 齋に揭 ぐる 彼の 肖像の 下に 粘附 け、 永く 君の 厚意 を 記憶す るで あらう、 余 は 聖書 を講 する. 

も 力 ー ライルと 同じ様に 終生 敎會に 入らす、 牧師 傳道師 等の 職に 就かす、 純然たる 平信 者と して、 英 

國 公 ^どより は 不信者 無神論者 として 目せられ つ &余の生涯を^;$1りたく欲ふ、 左 近お の 友 謝す 

るに 餘り ありで ある。 
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三月 十三 日 (日) 半晴 相 も變ら ざる 樂 しき 聖日であった、 黑崎幸 吉先づ キリス 卜の 曠野の 試 誘. 

に 就て 語り、 余は羅 iiil 書 一章 十七 節に 就て 講じた、 「義人 は 信仰に 由り て 生くべし」 と 云 ふ、 偉大な 

る 深遠なる 一一 一一 口 である、 信仰に 由り て義 とせられ たる 人、 卽ち祌 に 義人と して 認められ たる 人 は 信仰に 

山り て 生くべし と 云 ふ、 卽ち 信仰に 因りて 瘦 得せし 義 を- 信仰に 由り て 維持し、 信仰に. S りて 完成す 

べしと 云 ふ、 羅馬書 を 煮 か S めた る 一一 E である、 我が：；：； S 仰の 精で ある、 此 信仰 を 帝都の 中央に 於て 唱 ふる _ 

を はて 滿足此 上な しで ある。 〇 雜誌 一二 H: 號を發 送した リ 

三月 十四日 (月) 晴 『新 小說』 二月 號に 左の 記事が 見えた と 京都の 友人 某より 知らせて 來た〕 

^付 先生の 門 ドには 多くの 俊才が i% つたに 拘 はらす^ん ど 凡ての 俊才 は 先生 を 拾て 去った 云々 

と、 それ は事實 である、 悲 むべき 情けなき^ 實 である、 然し 俊才 等 は 余が 招きて 集って 來 たので はな 

い、 自 から 余 を 慕 ふて (慕 ふと 稱 して) 來 つたので ある、 而 して 終に 余 を 捨て去つ たので ある、 而し 
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て 彼等 俊才 は 余 を 捨て去る と 同時に 大抵の 場合に は キリス トを 捨て去つ たので ある、 實に賴 むに 足ら 

ざる は是 等の 俊才で ある、 然り文 學士、 法學士 等？ 俊才 は 殆んど 凡てが 余 を 捨て去った、 然し 幸に し 

て 余 を 捨て去らざる 鈍才が くない、 彼等の 多敎は $ でもな けれ ば讀 書家 でもない、 或 ひ は 百姓で 

ある、 或 ひ は 町人で ある、 或 ひ は 職人で ある、 彼等 は 十 年、 二十 年、 三十 年と 余と 共に 信仰の 生涯 を 

送り 來 て變ら ない、 故に 余 は 失^し ない. 余 は 俊才の 先生で ない、 故に 余 は 未だ 曾て  一 11； も 彼等に 余 

の 許に 来るべく 勸 めた 率 はない^り である、 俊才 は 決して 余の 所に 來る ベから すで ある、 亦 今猶ほ 殘 


る 俊才 も 成るべく 平く 余 を 捨て去るべき である、 余 は 俊才 を 求めない、 却て 彼等 を 嫌 ふ、 彼等 は遲か 

れ早 かれ 余と 離るべき 者で ある、 故に 彼等に 取り 最も 好き 事は斷 じて 余の 門下に 来らざる 事で ある、 

其 次ぎに 好き 事 は 二日 も 早く 余 を 捨て去る 事で ある、 ォ— 俊才よ 來る 勿れ、 ォ！ 俊才よ 早く 去れよ，！ 

三月 十五 日 〈火) 晴 フン チケル 氏の 訪問 あり、 相 變らす 余 は 日本の 事情に 就て 語り、 氏 は瑞西 

の <Hi 曰に 就て 談じ、 相互に 大に 益す る 所があった、 大 なる 哉 瑞两、 一州の 人口 十三 萬に して 大學校 を 

有する 者が ある、 僅々 四百 萬 人足ら すの 小 共和 國 .2: に 七 個の 大舉が ある、 其 内 世界的に^ 名なる 者が， 

ッ ー リツ ヒ、 ゼ ネバ、 ベ ルン、 バ ！ゼル の それで ある、 ッ ー リツ ヒ大學 の 神 學敎授 レオナルド. ラガ 

ッ氏は 余の 篤き 同情者で あると 聞く、 其他瑞 西國： 鬥 に 余の 信仰の 友 は Si くないとの 事で ある、 日本の 

學者 間に は 友人と 稱 すべ き友人は殆んど呰無なる余も歐洲大陸に於ては！^！からざる同情者ぁりと聽ぃ： 

て 感謝の 至りで ある。 

三月 十六 日 (水) 半晴 海外へ 二 本、 內 地へ 三本 手紙 を 書いた、 之 を 以て 少し 計りの 善を爲 した- 

積り である、 大 慈善 を 爲す事 は 出来ない、 故に 小 慈善 を爲 す、 社會を 改良し 國家を 改造す る 事 は出來 

ない、 故に 友な くして 獨り 淋しく 生涯 を 送る 者 を 慰む、 ハガ キー 本で も 愛と 祈 禱とを 以て 之 を 書けば 

少しの 善事 を爲す 事が 出来る、 人生 實は 小善 を爲 すに 勝 さるの 快樂 はない ので ある、 帝劇に H ルマ、 \ 

のヴ ハ ィ オリ ンを聽 かすと も .！}5^ に 在りて 獨り 手に ベ ンを 取りて 人生 最上の 快樂 を， 貪る 事が 出來 る。 

一九二 一年  E;o 九 
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三月 十七 日 (木) 晴 g 月 二日 舊友米 國醫學 博丄バ I 渡来に 付き 歡迎 準備 相談の ために？ 石 永裕吉 

を 彼の n 比 谷の 事務所に 訪 ふた、 彼が 萬 事 を 引受けて 吳れて 大安 心で ある、 友 あり 遠方より 來る また 

樂 しからす やで ある、 一 刖以來 三十 三年、 大洋の 此方に 於て-典び 相會 す、 樱花滿 都 を 飾る 頃、 我心 は 

歡 喜に 溢れる であらう。 

三月 十八 日 (金) 半晴 新聞紙 は社會 腐敗の 記事 を 以て 充 ちて 居る、 政黨 腐り、 會社 腐り、 學校 

り、 郵便局まで 腐って る、 洵に 預言者 ィザャ が 言へ る 如く 「その 頭 は 病まざる 所な く、 その 心 は 

疲れ はてたり、 足の 趾 より 頭に 到る まで 全き 所な く、 た、. - 創痍と 打傷と 腿 物との みなり、 而 して 之 を 

合 はす 者な く 包む 者な く、 亦膏 にて 軟 ぐる 者な し」 と 云ふ狀 態で ある (以賽 亜 書 一章)、 薩長 政治家 

の 施せし 偽善 敎 育の 結 が我國 をして 兹に 至ら しめたの であると 思へば 憤慨に 堪 へない、 然し 乍ら 

我等 は 失望し ない、 神 は 言 ひ 給 ふ 「汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く，：： くな り、 紅の 如く 赤く とも 

羊の 毛の 如くなる べし」 と、 政治家 や 教育家 は阈を 亡して 之 を 救 ふ 事は屮 I 來 ない、 然し 乍ら 祌は 其； S 

音 を 以て 確實に 我等 を 救 ひ 給 ふ、. 我等 は 伊藤博文 や 井上馨 等が 到^ 爲す能 は ざり し 事 を爲し 得て 偸 快 

に堪 へない。 

三月 十九 日 (土) 晴 ルツ 子の 誕生 曰で ある、 天父の 國に 在る 彼女 を 憶へ て 此日を 祝した。 此日 

故 海 少將大 館 源 太郞氏 長女に して 新 潟 縣久須 美 東 馬 氏の 養女なる 美 代 子 を 我家の イサクに 對 する リ 

ベ 力と して 迎 ふるの 相談 纏まり 一 同の 大 なる 歡 喜と 感謝で ある、 美 代 子 は 余の 信仰の 弟子で ある、 善 


く 余の 精神と 事業と を 解し、 我家の 將來を 託する に 足る の 女で ある、 灭 父の 御 導きに 由り 玆に 新たに 

善き 女を與 へ られて 歡喜譬 ふるに ものな しで ある、 但し リベ 力が ィサ クの 天 幕に 人來 るは少 くと もん：' 

より. 一 一年の 後で ある。 

三月 二十日 (日) 曇 南風 塵 を 捲いて 來り、 東京 獨特 の溫氣 に 苦しんだ、 前囘 同様 黑崎 と共に 講 

壇に 登り、 彼 は キリストと アダムと を對 照し、 余 は 「異邦人の 罪」 と 題し、 羅馬書 一章 十八 節 以下 を 

講じた、 聽衆五 百 人 以上、 新調の オルガンの 昔 全 堂に 響き渡り、 益々 緊張の度の 加 はるを 覺 えた、 我 

等に 取り 日曜日 は 一 週屮 最善 最 美の 日で ある、 此 一 日 あるが 故に 殘る六 B は聖 化せられ、 復た 次ぎの 

聖日が 待 たれる、 七日に 一度 づ、 樂 しき 祭日 を 有する 我等 は 祝福され たる 者で ある。 

三月 二十 一日 (月) 晴 西北の 風 強し。 午前 九 時、 宇都 宮に 於て 聖書 講演 を爲 すべく、 黑崎畔 上 

の 二人と 共に 新 大久保 驛を發 した、 昨秋 發病 以來 初ての 傅 道 旅行で ある、 關_* 平野 は 梅の 滿開 であり、 

日光 足 尾の 諸 山 は 雪に 埋まり、 身 は 淸爽の 氣に觸 れて心 は 緊張せ ざる を 得なかった、 十二時 目的地に 

達し、 二 時 s: 十分 商業 會議所 旭 館に 於て 開會 した、 來聽者 二百 名餘、 地方と して は 善き 集會 であった、 

畔 上先づ 「心霊 問題の 解決」 に 就て 語り、 黑崎 之に 次いで 「神の愛」 に 就て 演じ、 余 は 「悔改 の 幸福」 

に 就て 述べた、 三人 等しく 純 信仰 問題に 就て 語りし も 揃 ひも 揃 ふて 平信徒 上りの 傳道師 である、 故に 

信仰は：^^？りしも敎會を薦めす、 平信徒の 立場に 立ちて 直に 平民の 心に 訴 へんと した、 五 時 十五 分 閉會、 

六 時より 有志の 晚餐會 を 催し、 互に 過去と 信仰と を 語り、 感謝 を 以て 此惠 まれた る 一 日 を 終った。 


三月 二十 二日 (火) 半晴 午前 十 時 宇都 宮を發 し、 一時 柏木に 歸 つた、 無事に 此傳道 旅行 を 終つ. 

て だ 心強く 感じた、 我が 偉 道 的 活動 はま だ 終焉 を 告げない ので あると 見える、 福音 宣傳は 我が 生命 

である、 之 さへ 爲し 得れば 他の 車 は 如何で も 可い ので ある、 不幸 失敗 來 らば 來れ である、 唯一 日 も 長 

く、  • 人たり とも 多くの 人に 十字架の ィ H スを傳 へん 事 を、 而 して 祌は 栃木 縣 靑木義 雄の 如き 善き 兄 

弟 を 與へ給 ひて、 余と 余の 同志 をして 今日まで 十數 年に 涉り、 .： 千都宮 並に 其 附近に 傳道 せしめ 給 ひし 

事 を 感謝す る、 信者が 出来し 乎 否 乎 は 我等の 問 ふ 所でない、 唯 福音 を說き 得し 事、 其 事が 感謝で あり 

お. たや か  こと  よき こと 

=g 足 で あ り、 歡 喜で あ る 、 「和平なる 言 を宜 ベ 善事 を宣ぶ る 者の 足 は 山の 上に ありて 如 3： に 美 はしき 

哉」 である。 

三月 二十 三日 (水) 晴 實在 者と しての 最大 幸福 は 人と して 生れし 事で ある、 人と しての 最大 幸. 

福 は 基督 者と 成りし 事で ある、 此ー 一大 幸福に 與 りて 其 他の 幸福 を 求む る 必要 はない、 青雲の志 を 達す 

ると か、 名 を 竹 吊に 垂れる とか、 特極 階級に 入る を 得て 社會の 上流に 立つ とか、 政 "吋の 大臣 义は 敎會 

の 監督と なると か、 其他此 世の 人 等が 追求して 止まざる 凡ての 名譽 凡ての 幸福 は 用 もな き價 もな きも 

ので ある、 人で あり 基督 者で ある 以上 は唯靜 にして 己れ に 足り、 出來 得る 限りす ベての 人と 和ぎ て 神 

が 己れ に 與へ給 ひし 事に 勤み、 感謝の 一生 を 終る を 得ば 其れ 以上の 幸福 はない、 我等 は此 罪の 世の 首 

に 立ち 其 尊崇 を受 くるの 必要 は 少しもない、 我等 は 凡人に て 足れり である、 唯祌を 信じ 理想と 目的と 

を 異にする 點に 於ての み此 世の 人 等と 異なれば、 其 他の 事に 於て 彼等と 異なる 必要 は 少しもない、 ^ 


の 眼より 見て 凡人、 神の御眼ょり13-て|^;徒たるを待ば、 其 世の 所謂 貴人たり、 偉人たり、 架 人た る Q 

必要 は 少しもない、 願 ふ 世に 無き 者と して 見られつ k、 靜 かなる、 正直なる、 勤勉なる 生涯 を 送りて 

後に、 キリスト がー 冉び現 はれ 給 ふ 時に、 彼に 由て-贈 はれし 者と して 神國の 21:- として 現 はれん こと を。 

〇 法 學士三 谷隆信 一 月 十五 日 佛國巴 里發の 短信に 曰く 

前略、 當 地に 來り 基督 敎國と 云 ふ 印象 は 得難く 候、 却って 日本に 於け る 我々 のサ ー クル (仲 問) を 

離れ 來 りたる 小生に は異敎 國に來 りたる 感有之 候、 鬼 も ft: も 小生 共の 育ちた る溫窒 を 離れて 我々 を 

了解し 得ざる 人々 の屮に §2 く 生活す る こと は樂に はなき も、 善き 事な りと：；； Z じ 候、 兎にも角にも 我 

我 は 我々 に 示された る 生命の を 得で はと、 祈り 勵み をり 候 

まも わ な 

と、 「神の 守護 汝が 身と 共に あれ」 である、 東京 柏木に 於て 信仰 を 養 ひし 者が 佛國巴 里に 行いて 聖詩 

A と 共 に 歎 聲を發 せ ざ る を 得な いで あらう、 曰く 

ぁ&禍 ひなる 哉 我はメ セ ク に 宿り 

ケ ダルの 幕屋の かたはらに 住めり 

と (詩篇 百 二十 篇 五節)、 而 して 巴 里の みならす 紐 育 も倫敦 も亦然 りで あらう、 今や 所謂 基督 敎國は 

基督 國に 非す 其反對 にサタ ン國 である、 眞の 福音 は 彼より 来らす 我より 之 を 供給す ベ きで ある。 

三月 二十四日 (木) 晴 第 六十 囘の 誕生日で ある、 支那 人の 所謂 還暦の 祝日で ある、 赤飯 を 炊い 

て ^ 祝 ひを爲 した、 過去 を 思 ふて 神に 感謝した、 多くの 悲しい 事、 辛ら い 事、 堪へ 難い 事がない では 

なかった、 然し 萬 i5ii- が 悉く 働きて ハ を爲 した、 < ^は此 叱に 生れて 來 たこと を悔ゐ ない、 キリスト を 信 
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じて 贡に 勝つ ことが 屮： 來た、 而 して 义敎食 や 外 國.： n: 敎師 に賴ら すして キリストの 福音 を 我 闕に宣 傅へ 

ん との 靑年 時代に 立てし 目的 を 幾分な りと も 達する 察が 來た、 感謝で ある、 滿足 である、 人 は 還暦 

に 達して 隱退を 語る も、 自分に はそんな 思考 は 毫末 も 起らない、 此歡 喜の！ i 昔 を 委ねられて 如何して 

默 つて 居られ やう 乎、 義務で はない、 歡喜 である、 3： 人に も 束縛せられ す、 3： 人に も 拘束せられ すし 

て、 此福 昔を說 くの 樂 しさよ、 其 事に 於て は 口 本人 五 干 萬 中、 自分が 最大 幸福 者で あると 信す る、 然 

し 乍ら 文久 元年 辛 酉 一 一月 十三 日 余が 始めて 呱々 の聲を 揚げし 時、 余の 父と 母と は 余より 何 を 期待した 

であらう か、 彼等 は 若し 余 は 終に は 「耶蘇 坊主」 と 成る ので あると 聞いたならば 嘸 かし 失望した であ 

らう、 然し 乍ら 「耶蘇 坊主」 たる は 正 一 位 大勳， 化 を 授かる 以上の 大名 譽 である、 彼等 は 今や 靈の國 に 

於て 余に 就て 恥す して 却て 誇って 居る であらう、 余 は 無敎會 主義の 耶蘇 坊主と 成りて 國に對 し 家に 對 

して 余が 爲し 得る 最大 最善 を爲 したので あると 信す る。 

三月 二十 五日 (金) 雨 午後 今 井 館に 於て 女子高 等 師範 學校 生徒 屮、 中央 聖書 講 演會 出席者の 懇 

t,i 會 が！！ かれた、 來會^1<;十四名、 外に 同数 位ゐの やい 席 者 ありと 云 ふ、 幅 音 は 令 や 何れの 學府 にも 進 人 

しつ k ある、 今や 祌の言 を 遮る の途 はない、 一時 は亂！ i 賊子の 敎 として 排斥 せられし キリストの 福音 

が 公然と 帝都の 中央に 於て iP 道 せらる、 に 至りし は實に 感謝の 至 り で あ る 。 

三月 二十 六日 (土) 曇 フレ， テ リック. W  •  口 バ ー ト ソンの 詩人 ヮル ヅヮ ス評傳 を讀ん だ、 僅か 


に 五十八 頁の 小 傅な りと 雖も、 善く 詩人の 心事 を 推測して 剩す 所な しで ある、 伹し大 詩人が 老年に 至 

り、 政治に 於て は 保守 黨 となり、 宗敎に 於て は 英國々 敎會の 信徒と なりし 事 を 辯 護す るに 至て は 之 を 

蝨貭の 引 倒しと 稱 する 外 はない、 ヮルヅ ヮスが ミルトンの 如き 終りまで 進歩 改革 黨 であり 得す、 自由 

信者で あり 得 ざり し 事は惜 みても 尙ほ餘 り ある、 余はヮ ルヅヮ ス の 詩 を 愛する も 老いて 政府 黨 となり * 

叉 は 天主 敎會 叉は聖 公會の 信者に は 絕對に 成らざる 積り である。 

三月 二十 七日 (日) 曇 復活 曰な りしが 故に 故ら に 「羅 馬 書に 於け る キリストの 復活」 と 云 ふ 題 

を^け、 i: 章 二十 五節 並に 八， 章 1>  一 節に 就て 講じた、 多少の 眞 理を傳 へたり と 信す ると 雖も 平常の 通 

りに 講演 を 繼辏せ ざり し 事 を 後に 至て 悔いた、 我等に 祭日が あって はならない、 復活祭な るが 故に 復 

活に 就て 述ぶ ると 云 ふが 如き は 天主 敎的 であり 义英國 々敎會 的で ある、 余 も 注意せ ざれば 不知 不識の 

間に 詩人 ヮル ヅヮ ス と共に 老いて 敎會 化され 易くなる、 大に特 戒 すべきで ある。 

三月 二十 八日 (月) 雪 最大の si?- 惡は 要求され ざるに 他人に 自分の 宗 敎を薦 むる 事で ある、 而か 

も： れ米國 人が 憶 面 もな く 博ら すし. て爲す 事で ある、 而 して 歎すべき 事 は 日本人の 或 者が 是等 下劣な 

米國 人に 傲 ひ、 彼等に 由て 傳 へられし 自分の 宗敎を 他人に 薦めて 其 事 を 善き 事と 思 ふ 事で ある、 彼等 

は 余輩が 頼み もせざる に 雜誌を 達り 書籍 を 寄せて 余輩 を 彼等の 宗敎に 引 人 れんと する、 余輩 は 勿論 斯 

かる 書類に 眼 を觸れ ない、 直に 屑籠の 内に 葬る、 眞理 は眞理 自身が 推薦す る、 米 國の小 宗敎家 等に 傲 

ひ 之 を 五月 蠅く 人に 强 いっくる 必要 は 少しもたい。 
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三月 二十 九日 (火) 晴 近頃 我が 付 仰が 衰退せ し爲 ならん 筆が 思 ふ 様に 動かす 殘念 至極で ある、 

餘 りに 此 世の 事 を 思 ふからで あらう、 赛 陽來復 と共に 我が 信仰の 復興 せん 事 を 神に 祈った。 〇H 本に 

向 て 渡来 の 途中 にある ドクトル • バ ー 氏に 宛て、 無線^*£ー報を發 した、 ：！ く  Pleasant  voyas. う. H ゥ； Il.ty 

welcome と、 三十 三年 振りに て舊 友に 會 する 偸 快 は 如何 計りな らんと 今より S 心 ひ やられる。 

三月 三十日 (水) 半晴 最大の 幸福 は 神 を 有つ 事で ある、 而 して 人 は 自 己 以外に 神 を 有つ ことの 

外に、 他に 何物 を も 己が 有と なす 事が 來な いので ある、 我が家、 我が ホ ー ム、 我が 知識、 我が 信仰、 

我が 愛、 "：.！ れ せな 我が 有に あらす して、 神の 有で ある、 之 を 我が 有な りと 思 ふ 時に、 我 は 神より 離れ、 

我が 信仰 は 袋 ふ、 我 はお づ 無一物に ならなければ ならない、 而 して 神に 臨り て 我心 を^ 領 して 戴かな 

ければ ならない、 其 時 我 は 富み、 我 は 幸 幅で ある、 信仰 は 神 本位で ある、 自分 本-:^ であって はなら な 

い、 神の 爲 ならん に は 自分 は 如何な つても 可し と 云 ふ 心の 起り し 時に 我 は今！：：鹿に天！；の：！^^となった 

ので ある。 

三月 三十 一日 (木 j 晴 聞く 羅 •ill 法王 は敎 令を發 し、 羅 lil 天主 敎會の 信者た る 者の 基督 敎靑 年會 

に關 係す る * を 林-+ じたり と、 而 して 其 理由と する 所 は Y  •  M  •  C  •  A 卽ち 靑年會 なる 者の 今や 無宗敎 

的圈 體 と 化した るが 故な りと 云 ふ、 靑年 會の不 名譽此 上な しで ある、 靑年會 の 開祖 士爵 ジョ ー ジ .ゥ 

イリヤ ム スは 熱心なる 一 i 昔 主義の 基督 者であった、 而 して 靑 年き？. は 立の 目的の 靑 年に 福音 的 信仰 を 傅 


へ、 彼等の 內に其 發達を 計る にあり しゃ 一一 一一 n ふまで もない、 然る や 今や 基督 敎靑 年會は 一種の 社交 俱樂 

部と たり、 福音的信仰の如き全然重きを爲さ^-るに至り、 羅馬 天主 敎會 にまで 無宗敎 的團體 として 目 

せらる k に 至りし と は 歎じても 絡 ほ餘り ある 事で ある。 

四月 一 日 (金) 晴 麗 かなる 春の 曰であった、 終日 主に 在りて 喜んだ、 ピリ ピ書 四書 十三 節に 於 

ける 「我 は 我に カを予 ふる キリストに 因りて 諸の 事 を爲し 得るな り」 との バウ C1 の 言 を 味 ふた、 キリ 

ス トの敎 に 自分の 力で 爲す ことの 出来ない 事が 澤山 にある、 然れ ども 我に カを予 ふる キリス トに 因り 

て 諸て 彼の 命令に 服す る 事が 出来る、 敵 を 愛する 事が 出来る、 右の 頻を打 たれた 場合に 左の 頗を 向け 

る 事が 出来る、 善き 心より して 人に 善事 を爲す ことが 出来る、 實に 感謝で ある。 〇 浦 口 文治 君 並に 星 

之友會 婦人の 訪問が あり、 是 れ又樂 しかった。 

四月 二日 (土) 晴 午前 十 時 橫濱に 行き 填 頭に 春洋 丸に て渡來 せる 米國 ペン シ ルバ -ー ャ洲 H ルゥ 

ィ ン ft 痴院々 長 ドク ト ル • バ ー (Martin  AV.  Barr.  g.  D.) を迎 へた、 一 別以來 三十 三年 後の 再會で 

あれば， 我等の 歡 喜は譬 ふるに 物な く、 握手 は 固く して 長かった、 中年 時代に 別れし 二人 は 今や 老境に 

人り、 頭に 白髮を 戴き 額に 年波 を湛 えた、 然し 心 は 昔の 如く 若く、 我等の 情 ±i は 少しも 變ら なかった、 

か のよ 

我等 は 何やら 彼 世に 於て 再び 相會 したやう に 感じた、 Is  this  dl.sun  s.  reality  (之 は 夢です 乎 之 は 

事實 です 乎) と 我等 は 相互に 對 して 幾 囘 となく 語った、 我等 は 感動の 熱き 淚を 禁じ 得なかった、 品 川 

にまで 來る 電車の 內で舊 き 友人 等の 安否に 就て 尋ねた、 彼等の 多数 は 旣に此 世 を 去って 殘るは 極めて 
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少数な りと 聞いて 感慨の 念に 堪えなかった、 彼の 接待 は 岩 永 裕吉君 夫妻が 引受け て 吳れて 有難かった、 

ャ くて  こも/ 1.^- 

彼 を 彼等の 手に 委ねて 獨り 柏木に 歸る 途中、 過去 三十 三年 間の 諸の 出来事が 交々 余の 胸奔： を 襲 ひ來り 

て 夢路 を るが 如くに 感じた、 鳴呼祌の國に於て我が愛する者に^^：び會ふ時もこんなものでぁると思 

ふ、 時 は 經ち形 は 變るも 心 は舊き 素の 儘で あるに 相違ない、 人生 淋しみ を感 する 必要 は 少しもない、 

友 は 永久に 友た るので ある、 我等に 不死の 靈魂を 與へ給 ひし 神 は 讚美すべき 哉。 

四月 三日 (日) 雨 夜 暴風雨。 中央 講演 會、 聽衆 平常より 勘く、 五- r= 人に は 少し 不足した る やう 

に： 3- えた、 異邦人の に 就て、 羅馬書 一章 二八 節 以下に 依り、 バウ 口の 罪の 目 錄を說 明した、 骨の 折 

れる 講演であった、 然し 有ハ： ^であった らうと 信す る、 聖書 は 何れの 筒處を 研究す る も 無益なる 處 はな 

い、 「聖書 は 皆な 神の 默示 にして 敎誨 と督資 また 人 をして 道に 歸 せしめ、 また 義を舉 ばし むる に 益 あ 

り」 と は 文字通りに 眞理 である (テ モテ 後書 三 章 十六 節)。 

四月 四日 (月) 晴 朝 ドクトル. バ ー を 訪問し、 同道して 東京 見物に 出掛けた、 先づ 第一に 泉 岳 

寺に 義士 四十七士の 墓 を 訪れた、 .h- に 芝增上 寺に ニ代將 軍の 御 靈屋を 見た、 市中に て 晝食を 認め、 舊 

き 友 を 伴 ひて 柏木の 家に 歸 つた、 家挨 一 同、 親友の 一 圑 と共に 彼を迎 へた、 彼の 歡び、 一 同の 滿：： 止、 

譬 ふるに 物な しであった、 三十 三年 間 相 見え ざり し 外 國の友 を 自分の 書 齋に迎 へ相對 して 椅子に 就き 

し 時の 如き は 一生涯に 二度と は 無き 經驗 であった、 偶々 一友 人の 自動車 を驅 つて 來り會 する あり、 之 

に便乘 して バ ー 氏 を 目黑の 宿所に 送り届け 自分 は帝國 ホテルに 送り 屈 けられて 萬 朝報壹 萬號の 祝賀 會 


に 出席した、 記者 時代の 舊き 同僚と 會し 相互の 健康 を 祝した、 斯くて 此 R は 朝より 夜まで 樂 しき 交友 

の 一 日であった。 

四月 五日 (火) 半晴 靜 かなる 書齋の 一 曰であった、 心に 神と 交 はる は 身に 友と 交 はる 以上の 愉 

樂 である、 而 して 友 は刖れ ざる を 得すと 雖も、 神 は 永久に 我 を 離れ 給 はない、 感謝す 祌 御自身が 我が 

最善 最 親の 友た る 事 を、 而 して 祌を友 として 有っての み、 すべての 他の 友と 安心して 誠實を 以て 交 は 

る 事が 來る、 ゥ H スレ ー がー 百 ひしが 如く 人生 最も 善き 事は祌 我と 偕に 在 まし 給 ふ 事で ある。 

四月 六日 (水) 半晴 花曇りで ある、 長 崎 醫學專 門學校 解剖 學敎授 原 正 君の 訪問 を 受け、 最近 解 

剖に 附 せられし 死刑囚 山 田 憲の腦 に 就て 聞き、 大 なる 興 昧を覺 えた。 來 朝の ドクトル .バ ー 氏より 

輸精管 切斷 術の 效果に 就て 聞きし 後の 事で あれば、 余 は 一 層 深く 近代 醫 術と 社 會道德 との 關 係に 就て 

考へ しめられた、 人 を 救 ふの 途は 一 にして 足りない、 解剖 刀 を W て 或る 種の 菲惡を 除く の途 ある 事 を 

我等 は 忘れて はならない、 余 は 若し 傳道師 たらす ば醫師 たらん と 欲する、 願 ふ 余の 一子が 醫學の 方面 

に 於て 余の 靑年 時代の 志を繼 がんこと を。 

四月 七日 (木) 雨 ル丄 アル 特 愛の 書なる Theologia  Gel.mslicil を讀 みつ、 ある、 有名なる バ 

P ン • ブ ン セ ンが言 ひしが 如く 是れ實 に 聖書に 次ぐ の 書で ある、 斯んな 深い 書 は英國 にも 米國 にも 無 

い、 若し 獨 逸人が 此 書の 傳 ふる 宗敎を 維持し 来りし ならば 彼等 は 今日の 非運に 遭遇し なかった であら 
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う、 言 ふ カントの^ 學とジ ユリウス. ミュレルの 祌學と は此小 書より たりと、 願ふ此 書の 傳 ふる 基 

督敎を 我！； にも 俾 へん 事 を。 

四月 八日 (金) 雨 ドクトル • バ ー と共に 芝，：： 金 傳染病 研究所 を訪 ひ、 長與、 宫川 兩醫學 博士の 

懇篤なる 案 €： の 下に 所 内 IK なく 縱覽 する を 許され、 近 ゅ翳學 進歩の 一面 を 示され、 得る 所 甚大で あつ 

た、 三十 ra: 年 前に 同じ バ ー 氏に 米 K 幾多の」 納院を 案内され しゃう に、 今日 同氏 を 我國の 醫院に 案內し 

て 今昔の 感に 堪えなかった、 余 も 今日 丈け は 醫者氣 分に なった、 人 を 救 はんと 欲する の 精祌に 至て は 

醫舉も 宗敎も 何の 異なる 所 はない。 

四月 九日 (土) 晴 バ ー 博士と 共に 帝國大 學醫學 部に 行き 病 现學、 解剖 學、 入澤三 浦內科 病院、 

藤 外： 院等を 見る 事 を 許され、 自分に 取り 有ハ 愈な 見學 であった、 後に 上野、 淺草、 向島と 過 遊し、 

三十 五 年の 昔 を 語り、 それ 丈け 年齢が 若くな りし やうに 感じた、 築地 精 養 軒に 於て 曾て バ ー 氏 を 訪問 

せし 事の ある 少数 友人の 同氏 招待 會を 開いた、 來會者 九 名、 東京に 於け る 第一 囘の H ル ウィンき であ 

つ て^だ 樂 しかつ た ( H ル ウィン は 同氏が 院長た る大 白痴 病院の 所在地で ある)。 

四月 十日 (日) 晴 花滿？ 1、 都の 春で ある。 來會者 平常と 異ならす、 黑 崎先づ 十字架の 「H リ、 

ェ"、 ラ マ、 サバ クタ 一 こ に 就て 語り、 自分 は羅馬 書 第二 章 「ユダヤ人の 罪」 に 就て 述べた、 ユダヤ 

々獨特 の菲は 他人の 批評で ある、 是れ亦 律法 的 クリスチャン (敎會 信者) の である、 此 を 明かに 


し、 之 を 除く の 途を講 する は 最も 必要で ある、 相變 らす樂 しき 聖日であった。 

四月 十 一 日 (月) 晴 終日 家に 在て 休んだ、 交際 も 好く あるが 單獨は 更らに 好く ある、 主 を 心に 

迎 へまつ りて 彼と 共に 語る は 最善の 休息 又歡 喜で ある、 是れ ありて 疲勞は 消えて 迹 なきに 至る、 人生 

何物 か此 幸福に 勝る 者 あらん や。 

四月 十二 日 (火) 小雨 バ ー 氏と 共に 府下 松澤 村に 於け る 東京 府 精神病院 を訪 ふた、 久 振りに て 

精神病 忠 者に 接して 人道的 感情が 勃然として 與 つた、 世に 同情すべき 者に して 此 種の 病 者の 如き はな 

い、 精祌 病院 は 敎會に 最も 近き 者、 傳道は 精神病 治療の 一種で ある、 祈る 余の 感化 力に 由り 我 國に基 

督敎的 精神病院の 起らん こと を、 イエ スが 最も 多く 同情 を 寄せ 給 ひし は惡 鬼に 憑かれた る 者卽ち 精神 

病忠 者であった、 彼等 を援 くる は 彼 を 喜ばし まつる 最も 善き 方法の 一 である、 此日余 は 善き 事 を 示さ 

れて 新たなる 希ば 一!3 に 燃えた。 

四月 十三 日 (水) 曇 靑山舉 院構內 に 舊友老 監督 ハリス を 訪問した、 丁度 病氣 であって 床に 臥し 

てゐ た、 然し 「我等の 內村」 が來 たと 云 ふので 喜んで 余 を 床 側に 迎 へた、 彼れ 余 を 見る や 歡喜滿 面に 

漲り 少しも 病人の やうに 思 はれなかった、 彼 は 病 を 忘れて 談話 を 始めた、 余 は 彼の 疲勞 を氣遣 ふた、 

辭し 去らん とする や 彼 は 余に 祈 禱を乞 ふた、 而 して 余が 英語 を 以て 「我等の 父なる 神よ、 我等の 長き 

生涯の 問、 我等に 雨に 事へ まつる 喜びと 誇りと 特權と を 與へ給 ひし 恩惠に 就き 爾に 感謝す」 と 始めし 


や、 彼 は 床の 上に 坐り 直し、 頭 を 伏 俯して 「ァ ー メン、 ァ ー メン」 と 一一 百ひ續 けて 余の 祈 禱に應 へた、 

余 は 感動に if へ、 長く 祈る ことが 出来なかった、 實に 感動 深き 祈禱會 であった、 而 して 余が 辭 して 二 

階の 段 を 降らん とする や、 彼 は 床 中より 大 聲を發 して 言 ふた cons  again  (役た 来れよ) と、 我等 相 

識る玆 に 四十 ra: 年、 彼 は 七十 七歲、 余 は 六十 歳、 彼の 病床の 側に 彼 を 見舞 ふて、 我等 懷舊の 感に堪 へ 

なかった、 我等 相互の 生涯 を 祝して 言 ふた、 「我等 は 勝利者で ある、 我等 は旣に 勝った、 更ら に大に 

勝つ であらう」 と、 余 は 此日彼 を 見舞 ふて 大 なる 恩 惠に與 つた、 祈る 神が 再び 善き 健康 を 彼に 與へ給 

ひて 彼 をして 長く 我等と 偕に 在らし め 給 はんこと を、 斯 かる 神聖なる 境に 入って、 人種 敎 派の 別 等 は 

全く 消えて 我等 は唯ィ ェ ス に 在りて  一 たるの みで ある。 

四月 十四日 (木) 0 四月 號雜 誌を發 送した。 靜 かたる 一 日で ある、 函 館の 某 姉妹の 訪問 あり、 

彼 地に 又と 再た び大太 ある まじと 語つ て^れた、 而 して 夕刊 新聞 を 手に して 未曾有の 大火 ありし 事 を 

知った、 人世す ベて そんな ものである、 姉妹の 家 は 幸に して 災を免 かれたら しい、 然し 他の 二三の 敎 

友は燒 出された に 相違ない、 同情に 堪へな い。 〇 瑞 西に 於て 彼女の 夫に 會 せんとて 渡 歐の途 に 就きし 

川 西 E 鶴 子より 左の 如き 書面 を 貰った。 

先生、 過日 は 私の やうな 者の 送^ 會に わざ. （-ぉ 忙しい 御身 をお 運び 下さいまして、 最も 大切な 御 

詞を 頂きました 事 深く 感謝いた して をり ます、 御 禮はニ ケ年餘 の 後、 心の中の 神の 玉座 を淸く 正し 

. く 確かり と 保ちお ほせて 再びお 目に か、 る 事に よっていた したいと 考 へて をり ます、 信仰 を賣 つて 
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たら どんな 揮し い 思想 も 買って まゐ りたく 御座いません 云々。 


沟に賴 もしい 決心で ある、 大抵の 日本人 は (男子 は 殊に 然り) 歐米 在留 中に 少しば かりの 新 思想 を 得 

んが爲 に 己が 信仰 を 弊履の 如くに 棄 去って 歸り來 るが 通例で ある、 願 ふ 我が 愛する 姉妹の 此 事に 於て 

は 全然 例外た らん 事 を。 

四月 十五 日 (金) 晴 バ ー 博士 を案內 して 瀧 之 川學園 並に 中 野祌田 男爵 邸 を 訪問した、 到る 所に 

歡迎を 受け、 外来の 珍客 をして 好感 を 懐かしむ る 事が 出来て 有難かった、 家に 歸れば 札 幌宮部 金 吾 氏 

の 訪ひ來 る あり、 §: 十 年 前の 同級 同室の 友で あれば 談話 は 夫れ より 夫れ へと 移りて 盡 きなかった、 米 

國 より は 三十 六 年 前に 交 はりし 友が 來り、 北海道より は 更らに 夫れ よりも 舊ぃ 友が 来る、 花の 一 日 を 

舊き 友と 共に 過して 近年に なき 愉快であった。 

四月 十六 日 (土) 晴 父 逝きて 兹に十 ra 年 雜司ケ 谷に 彼の 墓 を 見舞 ふた、 彼の 願 ひ は 西 行 法師の 

夫れ と 同じく 「花の 下にて 我れ 死なん」 事であった、 而 して 其 願 ひ 叶 ひて 彼 は 樱花滿 都 を 飾る 頃に 死 

んだ、 寳に彼 は 好き 時に 死んで 吳れ た、 年毎に 艷杏茱 花を携 へて 獨り 彼の 墓 を 見舞 ふの 感 はまた 特^ 

である。 

四月 十七 日 (日) 曇 快き 春の 日であった、 中央 講演 會 平常の 滿堂狀 態に 復 した、 諸擧 校が 始ま 

つた 故で あらう、 研究の 問題 は 前囘に 綾き 「ユダヤ人の 罪」 であった、 基督 敎を 解す るに 未来に 於て 

神の 大 * 判の 行 はる. 1 事 を 確認す るの 必要なる 事 を 高調した、 語る に 快き 問題で はない、 然し 語ら ざ 


る を i£ ざる 問題で ある、 近代 人 は 未 來の大 審判 を 否認す るが 故に 基督 敎の 眞價が 解らない ので ある、 

eiiit 書 ニ章卄 八、 九 節 を 下の 如くに 解譯 した、 「明に クリスチャン たる も實の クリスチャンに 非す、 

明に 身に 洗禮 ある も實の 洗禮に 非す、 反て 隱に クリスチャン たる 者 は實の クリスチャンたり、 叉洗禮 

は靈に 在りて 儀 文に 在らす、 心の 洗 禮は眞 なり、 其譽は 人に 由ら す 神に 由れ り」 と。 

四月 十八 日 (月) 曇 夜雨 降る。 

四月 十九 日 (火) 晴 庭の 八重. 樱の滿 開で ある、 春 毎に 樱を 見て 熟々 思 ふ、 樱は 日本人で ある、 

n 木 人 は © である、 共 花 は 華美で ある、 然れ ども 其 盛り は 瞬 問で ある、 三日 見ぬ 間に 其 色 は 極めて 续 

る は 5^ 敢 なき 靑 葉で ある、 其材は 脆く して 建築に 適せす、 其 葉は軟 くして 惡 蟲を發 生す、 日本 は樱の 

圃 である、 卽ち 俊才 國 である、 才嫒國 である、 誠實 なき、 實質 なき、 唯一 時 花と へ快 いた 後 は 何物 を も 

留めざる 樱の國 である、 此事を 思 ふて 絢爛たる 樱を 見て 深き 憂愁に 沈まざる を 得ない。 

四月 二十日 (水) 半晴 佛國巴 里 在留 法 學士田 中 耕太郞 より 左の 如き 有意 味の 書面が 達して 嬉し 

かった。 

日本 を出發 しまして から 早 一 年 八 ヶ月に たります。 日本から 來る 多くの 旅行者が 考 へて ゐる やうに 

f 方に M にも 國に 持って 歸 つて 善い やうな 貴重な 精神的の 御 土産が 落ちて 居る 譯 では 厶 いません。 

西 洋に 來て變 つて 歸る 人が よく 厶 います さう です がそれ 等の 人々 は 日本で 何にも 摑んで 居なかった 


證據 では 厶 いますまい か。 一年 半の 間^に 何も 得る 所は厶 いません。 唯 日本で 信じて ゐた 所の 事 を 

此方の 色々 な 事 を 見聞す るに つけ 储 める 丈け の 事で 厶 います。 それから 基督教の 本場に 於て 基督 敎 

が 人の 心の中に 死んで ゐる事 を 色々 な事實 から 確め させられました。 日本の 少数の 友人が 持つ 如き 

信仰 を 持つ 人が 如 3： に. 1 々たる もの か 11 或は 皆無なる か i を 知って 此度は 日本の 方から 本當の 

某- 督敎 の 宣 敎師を 派遣す る 必要が あ ると 思 はれる 位です、 社 會狀態 及び 靑年學 生 の 傾向 を 見聞きす 

るに つけ 日本に 於け ると 同じ 溜息が 出ます、 さう して 福音が 傳 へ られ て尙淺 き國に 自分が 生れた 事 

を 幸福と 感謝せ すに は 居られません。 私 は 及ばすな がら 一個の クリス チヤ ン として 基督教に 冷淡な- 

或は クリスチャン の 肩書 は 持って 居ても ァ ンチ クリス 卜の 西洋人の サ ー クル の 中に 俾道 的の 心 持で 

生活して 居ります。 本當の 福音が 理解され て ゐす又 其 理解 を 求める 事が 殆ど 絶望的な 位ゐ 人心 は靈 

の 事柄から 遠ざかって 居ります。 少數 の隱れ たる 本當の クリスチャン は 居る でせ うが、 それ 等の 人 

人 は の 世の中 を 動かす 動力と はなって 居ません。 世の中の 終りに 近づきつ V ある 事 を 感じます。 

非常な 奇赜に 因らなければ 救 はれません。 云々 

是 が米國 前大統領 ウィルソンが 國際 聯盟 案 を 以て 臨んだ 歐洲の 精神的 狀態 である、 敎會は 基督 敎國全 

體を 通う じて 腐って 了った、 我等 は 彼等が 遣る 宣教師に 頼って はならない、 直に 神より 聖靈を 戴い て 

自分 を 救 ふて 後に 彼等 歐米人 を 救 ふの 覺悟 を爲 さなければ ならない、 「誰か 之に 堪 へん や」 である。 

「我 は 我に カを予 ふる キリス トに 因りて 諸の 事 を爲し 得るな り」 である。 

四月 二十 一日 (木) 晴 昨夜 大手 町 衞生會 講堂に 於て バ ー 博士の 白痴 敎育 講演 會を 開いた、 來會 
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者 ra 百餘 名、 主として 聖書 研究 會の 出席者であった、 自分が 司會し 又簡單 なる 紹介 演說 を爲 した、 三 

ト六年 前の 昔に 歸り、 其 時の 實驗に 就て？ j| つた、 我國， n 痴敎育 唯一 の權 威なる 石 井 亮ー君 又 登壇 せら 

れ此會 合の 意義 をして 一 層 深から しめた、 バ I 博士の 講演 は 他日 和譯 して 有志の 需 めに 應 する 積り で 

ある、 ^だ 有益なる 奥會 であった。 

はる さあ  ふ .さ い 

四月 二十 二日 (金) 大 II なる 春雨の 日で ある、 雨に 霑 ひたる 八 K 樱の 風情、 ぉ樂 天の 「梨花 

一 枝春帶 雨」 に似て 美麗く 又 閑雅で ある、 獨り靜 に 雑誌 編輯に 從 事し、 平穏なる 好き 一 日であった。 

四月 二十 三日 (土) 晴 新 綠の美 はしき 日で ある、 久しく 鎖され し 心の 戶が n かれ、 叉 復主を 其 

榮 光に 於て 拜 する 事が 屮：； 來て嬸 しかった" 斯 かる 時に 余 は 思 ふ、 若し 祌の聖 二〕 3 ならば 地獄に 落さる X 

とも 苦しくない、 火の 屮、 穴の 底と 雖も 神が 命じ 給 ひし 所なら ば、 其處は 余に 取り 天國 であると、 さ 

う 思 ふ 時に 余 は 今旣に 天國に 在る ので ある。 〇 花が 美しく あるが 故に 之 を 見て 余の 心が 美しくな るの 

ではない、 余の 心が 聖靈に 由て 美しく せられし が 故に 花が 本當に 美く しく 見える ので ある、 心に 喜び 

がな くして 花 も 春 も 少しも 美しく はない、 然れ ども 上よりの 歡 喜に 充 たされて 天地 萬 有 物と して 美な 

ら ざる はなしで ある、 神の 靈の 宿る 所と なりて 地獄の 火まで が 美化され るので ある。 

四月 二十四日 (日) 半晴 講演 會又 復滿堂 以上の 盛會 であった、 少しく 流行 物と なる の 傾き あり. 

二三の ヒャ カシも 見え、 甚だ 不愉快であった、 黑崎、 畔上、 自分と 三人で 講演 を受 持った、 自分 は羅 


馬 書 三 章 九 節 以下、 「義人な し、 一人 も あるな し」 に 就て 語った、 此聖句 を 文字通りに 解釋 する 事が 

出来て 感謝であった。 午後 三時より 柏木 今 井 館に 於て 有志 感話祈 禱會を 開いた、 來會者 男女 八十 人餘 

り、 相 變らす 有ハ： ^なる 會 合であった、 三時 十分に 始めて 正 五 時に 終った、 {〈1: 費の 時間と て は 一分 もな 

かった、 我等の 祈 禱會は 常に 此 通りで ある。 

四月 二十 五日 (月) 曇 半日 は 休息に、 半口 は雜誌 編輯に 費した、 最も 善き 事 は キリストに 在り 

て： H: む 事で ある、 昨日 も 祈 禱會に 於て 或る 青年が 言った、 「僕 は 敎會に 人り て H 曜日 毎に 牧師に 覺め 

ょ覺 めよ と 言 はれて 休む 事が 出来す 終に 精神的 祌經 衰弱に 摇 かって 了った」 と、 彼に 對 して 實に 同情 

に堪 へなかった、 ん：' や 人の 要する もの は 刺戟で はない 安眠で ある、 「エホバ は その 愛しみ 給 ふ 者に 寢 

を 予へ給 ふ」 と ある (詩 第 百 二十 七篇ニ 節)、 彼 は 覺醒の 鞭を當 てし 後 は 安息の i を 予へ給 ふ。 


四月 二十 六日 (火) 曇 落花の 後の 青葉 甚だ 美しく ある、 五月 猇卽ち 第貳百 五十 號の編 賴を終 は 

つた、 二百 五十 號は 一 千號の 四 分の 一 である、 月刊雑誌の 生命と して は 短い 者で はない、 然 かも 單獨 

で初號 より 之 を 編輯し 來るを 得し は 感謝の 至りで ある、 我國に 於て は斯 かる 雜誌的 生涯 を 送りし 者 は 

余の 外に 束京經 -濟雜 誌 の 故 田 口 卯 吉氏を 除いて は 他に あるまい と 思 ふ、 實に 名譽の 至りで ある、 而し 

て 後 四 五 年を經 るなら ば 余の 此 生涯 も 終る であらう、 然し 少しも 悲しくない、 此 不信 國に 在りて ニト 

五 年間 獨 立して 『聖書 之 研究』 を 編輯 兼發 行す る を 得し は 神の 特^の 恩惠に 由ら すして は 爲す能 は ざ 
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る 事で ある、 「お 命の 夕 かげ は、 うすくな りけ り」 である、 然れ ども 感謝で ある、 聖靈 我衷に 有りて 

「善く 爲 したり」 と 噃き給 ふを感 する。 

四月 二十 七日 (水) 曇 眞 個の 祈 疇 は 祈願で はなく して 感謝で ある、 「斯うして 下さい」 と 云 ふ 

て 祈る 事で なくして、 「斯うして 下さって 有難た ぅ厶 います」 と 感謝す る 事で ある、 基督 者 は實は 

,J  . ケ  ！. 1 がち ゝ，  クリス チ 

祈 求 ふに 及ばない ので ある、 彼の 祈 求 ひ は 天父 知り 給 ふて、 彼が 求む る 前に 與へ給 ふので ある、 基督 

者 は 賜 へられる ものに 就て 唯 感謝 すれば 夫れ で 足りる ので ある、 「有難う 厶 います」、 「有難う 厶ぃ 

ます」 と、 實に 乞丐の やうで ある、 然し 人 は 神に 對 して は 乞丐で あるより 他の 者で あり 得ない ので あ 

る 0 

四月 二十 八日 (木) 半晴 岩波 書店 發行 『基督 再臨 講演 奥』 第 七 版が 出た、 所謂 再臨 說は 富永德 

磨 氏 著 『基督. 冉臨 說を棑 す』 に 由て 「全然 粉 碎し盡 された 痕跡 だに なき」 害なる に 余の 再臨 論集がん マ 

尙ほ 要求され て 止まざる 所 を 見れば 再臨の 信仰 は 未だ 「全然 粉 碎し盡 され」 たので はない と 見える、 

實に 有難い 事で ある。  - 

四月 二十 九日 (金) 晴 初夏の 美 はしき 日であった、 綠隆 愛すべき 時が 来た。 〇 今日の 日本に 》 

人の 無き 事よ、 然り 殆んど 見當ら ざる 事よ、 慾 深き 人、 名 眷心强 き 人、 出來 得べ くんば 日本 全 國を我 

有と なさん と 欲する 者 は 幾らでも 居る、 然れ ども 偉人と 稱 すべき 偉人、 自分の 事 は 忘れて 人類と 眞理 


との 爲に 熱心た る 人 …… そんな 人 は 日本 國中 何處に 居る であらう 乎、 慧ぃ 人、 狡猾い 人 は 幾らでも 居 

る、 然れ ども 愛の 爲に自 已を棄 てんと 欲する 人 …… そんな 人 は 上 は 大臣より 下 は 庶民に 至る まで 一人 

も 見當ら ない、 而 して 小人に 由て 導かる k 國 であれば 自づと 小人 國と 成り 了らざる を 得ない、 自 から 

君子 國の 民と 稱 する 彼等 は 自分の 小なる 利益の 獲得に 汲々 として 日 も 亦 足りない ので ある、 此事を 思 

ふて 心 は 消え入る ばかりに 悲しくなる。 〇 斯く 念じつ & ありし 間に 英國滯 在 好本督 君より 近々 歸 朝の 

報知が あって 嬉しかった、 玆に此 世の 事 を 離れて、 神と 人類と、 殊に 助けな き 盲人の 爲に 共に 語って 

話題の 盡 きざる 一 人の 日本人が ある、 人 は 彼 を 稱んで 「英國 的 神士」 なりと 云 ふ、 餘 りに 日本人ら し 

くないから である、 英國 の名譽 である、 日本の 大 恥辱で ある。 

四月 三十日 (土) 半晴 躐 躅の眞 盛りで ある、 朝 近所の 敎 友の 家 二 軒 を 見舞 ふた。 〇 罪の 此 世に 

在りて 善を爲 しても 容易に 報いられない、 而已 ならす 多くの場合に 於て 善を爲 すが 故に 身に 災害 を 招 

くに 至る、 最も 安全なる 途は I 日本の 如き 惡 し き社會 に 於て は 殊に 然り で あ る— 最も 安全な る 途は自 

から 進んで 善 を爲さ る 事で ある、 ィヱ ス樣も 若し 人 を 救 はんと 欲し 給 はなければ 十字架に 懸り給 は 

なかった に 相違ない、 然し 乍ら 善人 は 善を爲 さすに は 居られな いので ある、 自 から 身に 損害 を 招く と 

知りても、 懲も性 もな く 善を爲 さんと 努む るので ある、 而 して 善 を 爲すは 無益で ない ので ある、 令 は 

報 賞 は 来らない、 今 は 却て 人に 馬鹿にされる、 然し 播 きし 善 を 牧穫る 時 は 必す來 るので ある、 「是故 

に 我が 愛する 兄弟よ、 汝等 堅く 立ちて 動かす、 谊に勵 みて 主の ェ (善) を 務めよ、 そ は汝等 主に 在り 

て 其爲す 所の 勞 働の 無益なら ざる を 知れば 也」 との バウ n の 言 は 信者の 生涯に 於て 時々 刻々 忘る ベ か 
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ら ざる 者で ある (コ リント 前書 十五 章 末節 )o 

五月 一日 (日) 晴 綠蔭淸 涼の 初夏の 一 日であった、 中央 聖書 講演、 溢 堂の 盛會 であった、 聽衆 

少く とも 七 百 人 は 有ったら う、 黑崎 と共に 講境を 引受けた、 余 は前囘 より 引つ いて 羅馬書 三 章 九 節 

より 十八 節までの 釋解を 試みた、 「義人 あるな し 一 人 も あるな し」、 「善 を 行 ふ 者な し、 一 人 だに ある 

なし」、 「彼等 は 平和の 道 を 知らざる 也」 と、 獨 逸人 然り、 英 國人然 り、 米 國人然 り、 日本ん 然り、 人 

と 云 ふ 人 はすべ て 罪人で ある 惡人 であると カを罩 めて 述べた、 聽 衆の 多き と、 ， 溫氣の 高 かりし と、 熱 

心の 加 はりし とに 由り 少しく 歧 * が 催した、 然し 別に 事な くし て^んだ、 熱血 を 注いで 書いた 兄弟 パ 

ゥロ のず を 辯 明 せんとして 余 自身が 熱心になる は當然 である、 今日 も 亦 生き甲斐の ある 一 日であった 

やうに 感じた。 

五月 二日 (月) 半晴 疲 K なの 月曜日であった、 碌な 事 は 何にも 爲し 得なかった、 エミ，' ル.ブー 

ト. <  1 スの哲 學を讀 みて 變化を 得て 樂 しんだ、 Develcpruent  (發 達) と Evolution  (進化) の^を 閬 

明され て 喜んだ、 發達 は旣在 能力の 發現 であり、 進化 は 生命の 無限 的發 露で あると 云 ふ、 實に然 りで 

ある、 生命の 能力 を 制限す る 事 は 出来ない、 人 は 生命の 未 來を預 知す る 事は屮 Z 来ない、 生命の 過去に 

.E りて 其 將來を 推測す る 事 は 出来ない、 我等 人間に 無限の 希！ の存 する は是 がた めで ある、 故に 生命 

を 解す る に祌を 解す るが 如くに：：^ 仰が 要る、 實に神 はすべ ての 生命 の 源 で あ つ て 生命 其 物 (tile  ； Life) 

である、 發 達と 進化の 刖を 解す る は 人生 を 解す る 上に 於て 最も 必要で ある。 


五月 三日 (火) 晴 畜產博 覽會を 見た、 牛、 羊、 豚、 馬、 鶴 等 何れも 面白かった、 殊に 兵 庫、 鳥 

取 等屮國 諸縣の 出品に か、 る 日本 產 種牛の 美事なる に 驚いた、 馬 は 軍用 を 主と する が 故に 面白くな か 

つた、 平和の 鳥なる 鳩まで を傳 使と して 軍用に 供す る 人類の 戰 好きに は 呆れざる を 得なかった、 緬羊 

飼育 獎 働の 主なる 目的 も 兵士の 軍服 供給に 在る ので ある、 祌を 長れ ざるの 結果と して 平和の 道 を 忘れ 

たる 人類 は 相互 を斃 さんが 爲に 辜な き 動物まで を 使役して 殺伐 的 事業に 參 加せ しむ、 此事を 思 ふて 相 

變らす 厭な 氣持を 抱 へ て 家に 歸 つた。 

五月 四日 (水) 晷 n 曰 本 婦人 平和 協會が 成りし との 事 を 新聞紙に 讀んで 喜んだ、 然し 碌な 事は爲 

し 得まい、 男子の 平和 協會 さへ 戰 時には 聲を 港め て 一言 を も發し 得ざる 狀態 であれば、 婦人が 男子 以 

上に 平和の 爲に 勇敢で あらう と は 思 はれない、 然し 有る は 無い より 善から う、 嫦 人の 平和 思想の 養成 

ぐら ゐの 用は爲 すで あらう。 

五月 五日 (木) 半晴 m 苦しき 初夏の 日であった。 老 監督 ハリス 危篤と 聞いて 甚く 心 を 傷めた、 

彼 は 終に 逝く ので あらう 乎、 彼れ 逝かば 余 は 余が 先生と 稱し 得る 最後の 人 を 失 ふので ある、 米國 人と 

は緣の 薄き 余 も 亦 尊き 先生 を 彼等の 內に 有った ので ある、 ケル リン 先生、 シ ー リ ー 先生、 ミス セ. ハ 

リス、 而 して 又老 監督、 余 は 彼等に 負 ふ 所が 甚だ 多い、 彼等の 援助な くして 余 は 今日 ある を 得な かつ 
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た、 彼等 は 他の 米國 人が  を 疑 ふ 時に 信じて 吳れ た、 終りまで 余の 味方であって 吳れ た、 感恩 何ぞ堪 

えんで ある、 之 を 思 ふて 感謝の 淚を 禁じ 得ない、 切に 老 監督の 健康 恢復 を 祈った。 

五月 六日 (金) 雨 昨日 千 葉 在留 瑞典宣 敎師べ ー トルソン 女史の 訪問 を 受けた、 種々 の 談話の 内 

に 彼女 は 一一； ほふた、 「n 本の 靑年 子の 道德的 脊椎 ル E の 55g きに は 失 wt- します、 私の 所に 來る靑 年に して 

渐く i^E 仰 を 起した と W 心 ふて 喜ぶ §1 もな く、 忽ち 去て 舊の狀 態に 立歸る 者が 澤 山に 有ります、 其 點に於 

て は 瑞典國 の 靑年は 違 ひます、 彼等 は 容易に 信じません が、 一度び 信 すれば 一生涯 信仰 を 維持す るの 

が 常例であります、 今の 瑞典國 皇太子殿下の 如きが 其 一例であります、 殿下 は 尊き 地位に 居られて 熱 

心 謙 過なる 基督 者であります 云々」 と、 日本 靑年 道德的 脊椎 骨の 軟弱に 就て は 余の 經驗も 彼女の それ 

を 裏書す ると 彼女に 答へ た、 知識 才能の 點に 於て は 日本人 は 欧洲 人に 優る とも 讓ら ない、 然れ ども 意 

力 信仰の 點に 於て は 到底 及ばない 事 を 我等 は吿白 せざるを得ない、 現世 的に 成功して 信仰的に 失敗せ 

し 日本 靑年 の 數は夥多し い 者で ぁ る、 此^；^點 に し て癒 さ れざ る以 上 は 日 本國 の 衰退 滅亡 は 必然 である、 

然し 乍ら 此 事に I ボ附く 政治 { 哝も敎 育 家 もない ので ある、 縱 し氣附 いても 之 を 正さう とする 者 はない の 

である、 日本 國の將 來に關 し 之よりも 重大なる 問題が あらう と は 思へ ない。 〇 此の 日 久方振り にて 木 

！ 5r 淸松 君の 訪問 を 受けた、 十字架 を 相互の 信仰の 中心として 一時間 餘り偸 快に 談 じた 後、 簡單 なる 祈 

禱を 共に して^れた。 

五月七日 (土) 大雨 差した る 事を爲 さなかった、 伍し 今日 も 亦 我が 信仰 を 維持した、 而 して 日 


AAAAA^A 厶厶  < "厶厶 A 厶厶 △△△△△△ 厶厶厶 AAA 

本の 如き 不信 國に 在て は 信仰 を 維持す る 事が 一 大事 業で ある、 他に 何事 を爲し 得すと も此 一 事 を爲し 

得て余は無5^|に時を過したのでなぃ事を知る、 余の 愛する 古歌に 曰く 

泊るべき 湊 はい づ こ 今 口 もまた 

靑 海原の 沖に 漂 ふ 

いひ あ； は  あら ii 

と、  < 水 は 余の 信仰 を 曾 表さん が爲に 少しく 字句 を更 めて 曰 ふ、 

泊る ベ き湊 はたし か 令 日 もまた 

世の 海原の 沖に 主 を 待つ 

». ちの t 

と、 今日 も 亦 S を爲 さすと 主 を 待 みつ、 一 曰 を 送りたり と 思 ふて、 喜んで， 感謝して、 滿足を 以て、 

休息の 來に 就く ことが 出来る。 

五月 八日 (日) 晴 雨 は 晴れた、 然し 後 は 蒸 暑かった、 講演 會不 相變 すの 大衆であった、 隨て講 

. 演は樂 でなかった、 羅馬書 三 章 十 <  二十 節、 律法の 行爲に 由て 人は義 とせられ すと 云 ふ 福 昔の 大眞 

理に 就て 語った、 我 力の 此大ぼ 〈理 を說 くに 到底 足らざる を覺 えた。 〇 此日 午後 六 時 監督 ハリス 死す と 

の 電報に 接した、 嗚呼 彼れ 終に 逝け り や、 先日 彼 を 見舞 ひ 祈禱を 共に せし 事が 此 世の^れ であった の 

である、 實に美 はしき 永別であった、 次ぎ は 「彼」 臨り 給 ふ 時で ある。 

五月 九日 (月) 半晴 朝 ハリス 宅 を訪ひ 彼の 死骸に 對し別 を 告げた、 彼の 活ける が 如き 姿 を 見て 

： 胸が 一杯に なった、 今より ra 十三 年 前に 礼 幌創成 川の 側に 於て 彼より パプ テス マ を 受けた ので ある、 
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爾後 今日に 至る 迄 余 は 彼の 敎會を 離れし と 雖も彼 は 余の 信資を 疑はなかった、 輕 井澤に 於て 夥多の 西 

洋 人に 對し余 を 「日本人 屮の 日本人、 武士 中の 武士」 として 紹介して 吳れし is^f を 余 は 生涯 忘れる 事 は 

出來 ない、 米國 より 國の 途中 桑 港に 於て 彼の 客たり し 時、 余 は 彼と 同室に 寢ね床 中に 語った、 余が 

彼に 書き送りし 書簡 は 彼 は 悉く 大切に 保存した、 z: く 後日 君の 傳 記の 成る 時に 好き 付 料と して 提供せ 

ん爲 なりと、 彼が 余 を 念 ふて 吳れた 事 は 察する に餘り ありで ある。 

五月 十日 (火) 曇 朝 九 時 兩阈驛 を發し 干葉 縣山武 郡鳴濱 村に 行いた、 其 地の 敎友海 保 竹 松 長男 

隆 治の 結婚式に 列なら ん爲 であった、 素 封 {豕 を 以て 見ら る k 此. ：！^ の 結婚式と して は 最も 質素なる もの 

であった、 酒 一滴 用 ゆるで なく、 只 親戚 親友 七十 餘名 遠近より 集リ來 り、 欺 書と 祈 禱とを 以て 上より 

の 祝 輻を全 {豕 族の 爲に 祈る 丈け であった、 簡單で 靜肅で 誠實で 意義深き 結婚式であった、 畔上式 を 司 

り 余 は勸言 を 述べた、 シ 食の 饗 塵に 與り、 五 時半 村を辭 し、 十 時 深き 感動に 動かされて 柏木の 家に 歸 

つた、 明治 三十 年余が 初めて 此 村に 傳 道し 宍戶元 平 君と 畔上 とが 余の 後 を 受けて 働き、 斯くて バウ。 

が！： W え、 アポロが 液 救で 兹に 信仰の 果 の確實 に 結ばる k を 見た ので ある、 爲 すべき は 田舍傅 道で ある、 

都會傳 道より は遙 かに 有び S である、 余の 說敎を a の 懐に 在りて 聞きし 嬰兒が 今や 良き 基督 敎靑 年と な 

りて 赛を迎 へ、 新たに クリスチャン ホ I ムを 作る を 目 擊 して 余 は 感慨無量であった。 

五月 十一 日 〈水) 雨 昨 口 は 結婚式であって 今日は 葬式で ある、 午後 二 時靑山 學院大 11 堂に 於て 

故 メソヂ スト 敎會 監督 M  -c  . ハリスの 葬儀が 執行され た、 余 は 彼の r 敎へ 子」 の 一 人と して 梢側附 


添た るの 名 譽に與 つた、 式 は 至て 簡單 であり、 其れ丈け 感動が 深かった、 現 監督 ゥ H ルチ の！^ 敎は克 

く 故人の 眞相を 穿って 有難かった、 自動 享 にて 彼の 柩を 送り、 靑山 墓地 前夫 人フ nl ラ . ハリスの 側 

に 彼の 遺骸の 埋めら る k を HTif して 歸 つた.、 嗚呼 ハリス！ 彼等の 名 は 余の 信仰的 生涯に 深き 關係を 

有する 者で ある、 彼等の 愛 は 純愛であった、 彼等 は 敎義を 以てに あらす、 敎權を 以てに あらす、 愛と 

信顿を 以て 余 を 感化した、 他の 米國宣 敎師 等が 余の 信仰 を 疑 ひし 時に ハ リ ス 夫妻 は 余に 就て 言 ふた 

21, he  is  all  right  (彼 は 大丈夫で ある) と、 余 は 其 信 賴に對 しても キリストに 對 する 余の 信仰 を棄 

てる 事が 出来なかった、 余の 宜敎師 嫌 ひも 彼等の 前に 立てば 之 を 主張す る 事が S-I 來 なかった、 若しす 

ベての 宜敎師 が ハリスの 如くであった ならば 余 は 今 尙ほ宣 敎師敎 會の會 員の 一人であった らう、 而し 

て 八/や フ a 1 ラも M  •  C も 彼^に 逝い て 其處に 依然として < ^の爲 に 祈て 居て „4<れ ると 思 ふ、 去月 十三 

n 余が 彼 を 病床に 見舞 ひ、 彼と 二人 祈禱を 共に したの が、 彼と 共に 幾！： か 祈りし： f 取 後の 祈禱 であった、 

而 して 此 次ぎ は …… 「彼れ」 再び 臨り 給 ふ 時に 「彼れ」 の 前にて 共に 捧 ぐる 勝利の 感謝の 财禱 である、 

Gslbewith  you  till  .we  meet  again である。 〇 此ロ 五月 號 を發途 した、 四月 卜 三 口 の 日記 を SS げ 

て 闘 らすも ハリス 記念 號 となった。 

五月 十二 日 (木〕 曇 夜 藤本 武平 二が 今 囘醫舉 博士の 稱號を 授かりし 事 を 祝し 且つ 感謝 せんが 爲 

め、 少數 友人の 會 合が 上野 公圃 附近の 某所に 於て 開かれた、 星 野 醫學士 に 由て 博士論文の. 點が說 明 

され、 一 同大なる 料、 味 を 以て 之を聽 取した、 曩には 田 巾 龍 夫の ェ學 博士 を 授かる あり、 今 父 新たに 醫 

舉 博士 を 我等の 仲 問の. 2： より 出す を 得て 大 なる 感謝で ある、 斯くて 俊才 悉く 我 を 去らす である、 我が 

一九二  年  s:i 二 i 


=: 々 G せ！ g  El 二 六 

同； の 友の 内に 博士に 成りて も信仰を^^ て ざ る 者が ある、 我 國の舉 者に 就て 余 は 全然 失 す るに 及ば 

ない、 實に 喜ばしき 第で ある。 

五月 十三 日 (金) 暴 n 黑 崎と 家の 靑 年と を 伴 ひ、 埼玉縣 柏 壁 在の 有名なる 牛 島の 藤 を 兄ん とて 朝 

九， 時半 {.5^ を屮 Z た、 .|<宫 より 自動車 を 鼠り 關来 平原の 坦途を 疾走し、 トニ 時 目的地に 達し、 同地 敎 友の 

案. S: に. 5 り、 古 利根 川の 岸に 沿 ひ、 初 复 の^ 綠滴 るが 如き §1 を 過ぎ、 老樹^ を 擴げて 紫雲 全 庭に 穀靆 

く 所に 建し、 其 所に 暫く 花 下に 息 ひ、 芳香に 醉ひ、 葦 切の 囀る を 開き、 近來に 稀れ なる 淸 遊であった、 

途 安孫子 産科 翳 院に立 寄り、 少數 同志と 感話を 交へ、 祈禱を 共に し、 四 時半 發、 東武 線に 由り、 タ 

暮頃 柏木に 歸 つた、 天然と 交友と を 合 はせ たる 一 日の 善き 遊樂 であった。 

五月 十四日 (土) 雨 自分の le?- と 〔¥ 族の 事と を爲 したる 外に 何事 をも爲 さす、 平凡の 一 日で あつ 

た、 社 # 問題、 政治？ 1： 題 等の 最後の 解決の キリストの 十字架の 福音 を 信す るに ある を 知った 以上 は、 

是 等の 問 题に頭 腦を惱 まさる、 の 必要な く、 日 々の 生活が 至って 單純 たる ものと なりて 實に 安樂で あ 

る 0 

五月 十五 日 、日) 晴 愁 ひの 雨 は 夜の に 霧れ て新綠 輝く 美 はしき 涼しき 初夏の 聖日であった、 

屮央 it 書講： が、 會： _ お 時に 變ら ざる 盛會 であ つ た、 黑 崎と 講擅 を 共に し 同じ 問題に 就て 語 つ た、 羅馬書 第 

1 二 章 一 一十 一 節が 此 日の 研究の 題目であった、 「然し 今 律法 を 全然 離れて 神の 義は顯 はれたり 而 して 律 


法と 預言者と は 之が 證明 をな せり」 と 云 ふパゥ n の 福音の 眞髓に 就て 語った、 自分な がらに 非常に 愉 

快であった、 此 福音 を 此日此 に 於て 唱 へて 余の 生涯の 的が 達せられた やうに 感じた、 何を爲 さす 

とも 此； i 音 だけ は唱 へす に 居られない、 人生 何事 か 之に 勝 さるの 快事 あらん やで ある、 大 感謝で ある。 

五月 十六 日 (月) 晴 初夏の 涼しき 日であった、 近所の 少女 二人に 伴 はれて 井の頭の 公園に 遊ん 

だ、 彼等の 若き 淸き 心に 接して 樂 しき 半日 を 新綠の 間に 過した。 

五月 十七 日 (火) 曇 昨夜 眩暈 を 起し 終日 床に 就て 休んだ、 左 眼過勞 のた めで あらう、 止む を 得 

ない、 六十 年間 虐待せ し 眼で ある、 此位ゐ の 事 は當然 である、 何れに しろ 老境に 入った 事 は確實 であ 

る、 一 i 音の ために 消費した る體 であると 思 へば 感謝で ある。 

五月 十八 日 (水) 雨 終日 床に 就て 休んだ、 眩暈 は 去った 然し まだ 病人で ある、 昨秋の 腦 疾の輕 

き 振 返しで ある、 當分 講演 を 止めす ばなる まい、 其 事 を 思 ふと 大 なる 悲痛で ある、 我が 生命 は キリス 

ト のい 字 架の 宣傳 にある、 縱 ベリ 暫時な りと 雖も此 事 を 止む る は堪へ 難き 苦痛で ある、 然し 止む を 得な 

い、 i: 十 年間 此事 を爲 すの 快 樂を與 へられた ので ある、 今. めても 不平 は 一一 一一 II へない、 聖意 をして 成ら 

しめよ である。  、 

五月 十九 日 (木) 晴 引績き 快方に 向 ふ、 低し 眩暈 未だ 全く 止ます、 不倫 快で ある 0 『求 安錄』 

•i 九 二 1 年  wl 二 七 


= 々の Ji- 涯  SIl ュ八 

第 十七 版が 出た、 明治 二十 六 年 八月 一 日 初版が 屮 I て 以來玆 に 二十 八 年、 隨分 長い 年月で ある， 此 間に 

多くの 新 說が唱 へられた、 然れ ども 舊 くして 常に 新ら しき は 十字架 牘 の 福音 である、 余 はな：' 日と 雖 

も猶ほ 『求 安錄』 に 於て 述べし 福 昔を說 きつ、 あるので ある、 余 は 此幅昔 を, „^ ねられて 「永遠の 幅 昔」 

を 神より 託せられ たので あると 思 ふ (默 示錄十 ra 章 六 節)。 

五月 二十日 (金) 晴 大分に 快し、 少しく 讀 書を爲 した、 床 中に オレリの 以赛 £ュ 書 五十 三 章の 註 

解 を 讀んで 感謝の-お を 禁じ 得なかった、 羅馬 書と 以賽 書、 斯んな 偉大なる 書が 何處 にあら う 乎、 政 

治 も經^ もあった もので はない、 此 幅 昔、 此預言 ありて、 他に 河 もの を 求む るの 必要 はない、 唯 悲し 

きは^に 之 を 求む る 者の 紗 きこと である。 

五月 二十 一日 (土) 晴 服 鏡の 使 w に 由り て 大分に 頭腦の 苦痛 を輕滅 する 事が 出来た、 但し 自分 

の^だけ で 働く ことが 出來 ないやう になった の は fgf 念で ある、 余 も 六十 一 歳に 達して 終に spectacled 

geiitlrnipii 「 眼鏡 を 掛けた る 紳士) の 仲間に 人らざる を 得ざる に 至った こと を 悲しむ、 然し 止む を 得 

な" 

五月 二十 二日 (日) 半晴 聚安息 日で ある、 然るに も關 はらす 家に 在て 獨り靜 かに 休んで、 何 や 

ら大異 が 起った やうに 感 する、 日曜日に§^書を講ぜざるは余に取りて確かに異變でぁる、 然し 乍ら 

時には 人を敎 へす して 自分が 敎 へ らる 、 の 必要が ある、 獨 り主ィ H スを 仰ぎ 瞻て 彼に 在りて 喜び 且つ 


强 めら る、 他人 奉仕の 意味に 於て にあら す 自己 休養の 意味に 於ての 善き 安自心 日で ある、 斯 かる 安息の 

恩惠 に與 からん が爲に 此輕き 疾病が 送られた ので あらう、 感謝で あ る 。 

五月 二. 十三 日 (月) 曇 病 の 隙 問 に少 しづ、 雜 誌の 編輯 を爲 した、 之れば かり は 何 を 措いても 

爲 さなければ ならない。 〇黑 崎が 某 書店より ル ー ドル フ • スチ ー ル (Rudolf  stier) 著 『主ィ H ス の 

言』 の英譯八冊物の！^：本を買って來て吳れた、 代惯は 一 册 に付き 僅に lii 圓、 近頃の 大雜誌 一 冊の 條段 

である、 然れ ども 各冊 まことに 信仰的 知識の 寶" 胆 である、 余の 手に 渡りし 者 は 蘇 國 H ヂン バラ 巿干 

八 百 六十 一年の 出版であって 余と 同年で ある、 多くの 人の 手に 渡り、 彼等 を敎へ 導きて 終に 六十 年の 

後に 日本の 余の 有に 歸 したので ある、 企の 殘餘の 生涯の 間、 余の 最良の 敎師 として 存る であらう、 ベ 

ン ゲルと スチ ー ルと卜 ー ルックと デリッチ、 實に 偉ら い 人 建で ある、 斯う 云 ふ 人達に 敎 へられて 我等 

は 迷 はない、 歐洲 大陸の 奮い 宗敎 家の 內に大 教師が ある、 余 は 繰返して 言 ふ、 頼るべからざる は 近 代 

米圃 の宗敎 家で ある、 彼等に 導かれて 我等 は 永久に 迷路に 彷德 せざるを得ない、 最も 安全なる 事 は 米 

國 人の 書いた 宗敎 書類に 一 切 EI を觸れ ざる 事で ある。 

r ら V.  さめ 

五月 二十四日 (火) 曇 自分の 身 體の狀 態に 就て 考 へざる 事に 定た、 若し 天然の 法則の みが 身體 

を 支配 するならば 余の 如き は疾の 昔に 墓に 下って 居る 者で ある、 余の 健康 も 亦奇踏 的に 支持 せられて 

は* ろ 

今日に 至った 者で ある、 然る を 今に 至て 神 を 見す して 天然の 法則に のみ 頓 りて 余 は 直に 滅びざる を 得 

ない、 ^かも 波の 上 を 歩 行 みしべ テ 口が 主ィ H スを 見す して 波 を 見て 沈まん とせし と 同じで ある、 碁 
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督者は 其 肉體に 於ても 神の 能力に 由り て 生く る 者で ある、 然る を 神 を 離れて 醫 師と藥 物と に 由り て 生 . 

きんと して 彼 は 直に 死 せざるを得ない、 信仰で ある、 信仰で ある、 基督 者に 取りて は 信仰が 第一 の藥 

であって 最良の 療法で ある、 神 を 主と し、 醫 藥を從 として、 醫藥 までが 本 統に功 を 奏する ので ある-」 

五月 二十 五日 (水) 今 井 館に 於て 塚 本 虎二 對齋藤 園 子の 結婚式が 擧 げられ、 前約に 從ひ司 式の 任： 

に 常った、 病氣 上りの 事と て 甚だ 不出來 であった、 然し 任に 常る が屮： 來て、 其れ丈け は 滿足 であつ 

た" 


五月 二十. 1 八日 (木) 半晴 昨日の 司 式の 故に 大分に 疲れた、 再び 床に 就て 休んだ、 余に 不 似合 ひ 

の^とて 俵 式の 如き はない、 一度 儀式 を 司る は 三度 講演す るよりも 疲れる、 余 は 生れながら にして 機 

式の 人で はない、 然るに 余の 友人た ち は 此事を 知らない、 彼等 は 余 は 道を說 くが 故に 满式を も 司る ベ 

きで あると 思 ひ、 S 々余 を 驅て满 式 を 司らし む、 然れ ども 祭司と 預言者と は自 から^ 人で ある、 而し 

て 余 は どちら かと 云へば； W 言 者 階級 に 属する 者で ある、 (其い と 小なる 者で ある は 言 ふまで もない が y 

<3A<1<3<1<1 厶厶厶  <1<1<1<1<"厶<"< "厶厶 A-IA 厶厶厶 △△ 厶厶厶 .1<3 厶 ねが 

若し H レ ミヤに 式 を 司らし めたならば 彼 は 多くの ブ マ を 演じた に 相違ない、 祈 求 ふ 神が 余の 仲間の 內 

に 生れな がらの 祭司 を 起し 給 ひて 余 をして 雨後 此 責任より 免 かれしめ 給 はんこと を、 祭司 は預 一一 a だけ 

其れ だけ 貴き 職務で ある、 然 れ ども 預 言 者 を して 祭司の iH に當 らしむ る は 祭事に 對 して は不實 である、 

而 して 义 預言者に 對 して は 無慈悲で ある、 余の 友人 中に 余 をして バ ブ テス マ の 式まで を 司らし めんと- 


する 計畫 ある を 聞く 今日、 余 は 彼等に 向 ひて 此注怠 を 促し li^ くの 必要 ある を感 する。 

五月 二十 七日 (金) 雨 北海道 帝 《 大 學總： ：X より 左の 如き 公文の 通知が あった。 

贵下 寄贈に 係る 「内 村鑑三 謝恩 記念 獎學 資金」 本年度 給 與額金 五 拾 圓也大 學豫科 主事の 推薦に * き • 

* お 學部敎 授會の 議を經 て 左記 擧 生に 給 與候間 此段及 御 通知 候 也。 大正 十 年 五月：^ 四日 ^：村鑑三殿 

と、 此 通知に 接して 近來 になき 懾 快であった、 是は 余に 不相應 なる 道樂 である、 若し 神が 余に. # び 纏 

りたる 金 を 賜 ふなら ば 余 は 之を內 外の 母校に 寄贈して 學生を 喜ばせる であらう、 住宅の 快樂、 旅行の 

快樂、 其他此 世の すべての 快樂は 迚も 此快樂 に 及ばない、 惟り 怪む此 快樂に 耽らん と 欲する 人の 此ゅ 

に だ 御き 事 を。 〇在倫敦新渡戶稻造君ょり千五百廿s;年屮：：版の拉典：^iiの聖書を送って吳れた、 實に 

貴き 記念物で ある、 今より 四百 年 前の 出版に 係る 者であって、 ル ー テル の宗敎 革命が 始 つてより も 

なき 後の 出版で ある、 まだ 書面に は 接せざる も 多分 此せ I に 多くの 興味深き 歷史が 伴 ふので あらう、 崔 『 

友の 好意 を 深謝す るリ 

五月 二十 八日 (土) 晴 来客 多し、 新渡戶 より 5;$! り來 りし 舊き扰 典 語の 聖書 を 維き、 處々 を拾讀 

みして 多大の 興味 を 感じた、 何やら 四百 年 前の 歐洲 大陸の クリス チャン と共に 聖書 を讀む やうな 氣持： 

がした。 〇此 日 又復た 特^に 愛の 必要 を 感じた、 河が あっても 愛がなければ クリスチャン ではない、 

然り、 縱 令クリ ス チヤ ンで なくと も 愛さ へ あれば 宜ぃ、 ^に 冷酷 無情の クリ ス チヤ ン ある を 見る 時、 

余 は クリス チヤ ン ならざる タリ ス チャン となりた く 欲 ふ、 タリ ス チ ャ ン たらざる こと は 何でもない" 
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然れ ども 愛な き 事 は 死で ある、 愛 を 獲ん ための 基督 敎 である、 基督教に 由て 愛を據 すして 基督 敎は無 

きと 同然で ある、 ァ 、單 へに 愛する 者と ならん こと を。 

五月 二十 九日 一日) 快晴 少しく 病 を 押して 中央 講壇に 登った、 羅馬書 三 章 二十 二 節に 就て 四十 

五分 問 話した、 左程に 疲 1$^ を 感ぜす して 嬉しかった、 此日 或る 正確なる 方法に 由り 來會 者の 數を 調べ 

た、 平素より 紗 くして 五 百 十 人あった、 故に 少しく 多い 時には 六 百 人 以上 ある 事 は 確かで ある、 然し 

其 內殆ん ど 半分 は學 生で ある、 五 In 十 人中 月 々の 會费 を負擔 して 會 員た らんと 欲すと 申出し 者が 三百 

三十 人あった、 残りの fn 八十 人 は 少数の 地方 人士 を 除き、 多數は 責任 を擔 はんと 欲せざる ヒャ カシ的 

聽 衆と 見て 可から う、 餘り氣 持の 宜き 寧で はない、 然し 四百 餘 りの 熱誠なる 中堅 ありと 知りて 此築會 

の、 不眞 面目 極まる 日本 今日の 社き に 於て 最上 等の 者で あると 謂 はざる を 得ない、 何れに しろ 興味 多 

き 現象で ある。 

五月 三十日 (月) 晴 疲 力 は 思 ひしよりも 尠 かった、 終 に 在りて 休んだ。 外國宣 教師 機關雜 

誌 『ジ ャ パン •  H バ ンゼ リスト』 に米國 メソヂ ス ト敎會 派遣 官； 敎 師神學 博士  S  .  H  • ゥ H イン ライト 

氏の 『鑑 三. S: 村と 其 敎義』 なる 論文の 揭げ ある を 見た、 大體に 於て 同情 的の 批詐 である、 其 大部分 は 

余の 無敎参 主義の 批判で ある、 育- 敎師に 取りて は 敎會が 最大 問題で ある、 余が 敎 會に對 して 冷淡なる 

事が 彼等が 余 を 灰と せざる 主なる 理. E である、 沟に 結構で ある、 斯 くして 余 は 彼等の 惡 感化 を 蒙る こ 

となく して 眞理 を說 くこと が 來る、 官： 敎師 と敎會 信者と は眞理 よりも 敎 きを 重ん する が 故に 人の 深 


い 所に 觸れる 事が 出来ない、 余 は 敎餘に 入らす とも， 叉 は 彼等の 稱 する クリスチャンなら すと も、 人 

らしき 人た る を 得ば それで 滿足 する、 人情 もな く 禮義も 知らざる 多くの 基督 敎の 牧師 傳道師 等に 接す 

る 時に、 余 は 自分 を クリスチャンと 稱 ぶこと を 甚だ 恥 かしく 思 ふ、 若し ゥ H イン ライト 氏の 論文に 由 

り 宣敎師 等が 余を麼 ふこと 益々 甚だしき に 至らば 余 は 却て 幸 幅で ある。 

五月 三十 一日-火) 雨 梅雨の 空で ある、 多く 眠り 善く 休んだ。 

六月 一日 (水) 雨 引接き 病人で ある、 何時 癒る とも 知れす 甚だ 不偸 快で ある。 東京 聖書 研究き 

#M の 編制に 氣を 紛 ら は し 幾分 か 病 を 忘れる. 多 分# - したる 事な くして 濟 むので あらう。 

六月 二日 (木) 半晴 氣分 少しく 宜し、 其れと 同時に 此 世の 雜事を 持 込まれた、 絡 對的休 は 病 

む 時に のみ 與 へらる、 少しく 癒れば 直に 働ら かされる * 人生 墓に 人る まで は 完全なる 休息 はない ので 

あらう-〕 

六月 三日 (金) 晴 少しく 雜 誌の 校正 を 爲すを 得て 感謝であった。 

いろ 0 

六月 四日 (土) 半晴 朝 一 靑年を 伴 ひ 中 野の 東京 府 農事 試験 所 を 見た、 熟く 麥穗を 見る は大 なる 

惊樂 であった、 午後 は 少女 二人に 英語 を敎 へた、 共に ホイ ツチ ャ ー の 『充 たされし 希 SO を讀 んで樂 
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しかった、 少女と 共に 語り、 彼等と 書簡 を 交換す る は 目 ドの樂 しみで ある、 ルツ 子が 再び 歸 つて 來た 

や， つに 感 する。 

六月 五日 (日) 半晴 中央 聖書 講演 會引檨 き 盛會、 ill 衆 六 百 名 以上、 自分 は羅 書 三 章 二. H 二、 

二十 §： 節 を 講じた、 講演 四十 五分、 差した る 疲勞を 感ぜす して 感謝であった、 此日 東京 聖書 研究き々 

員 ^三百 餘枚を 配布した、 會費 を負擔 して 會員 たらん 事 を 申出し 者 今日までに 五 百 六十 餘名、 六 lelj^ 

を 限りと する 會 員に 對し殆 んど滿 員で ある、 自由 獻金ー 茵月分 約束 高、 少きは 十錢、 多き は 十^で あ 

つて 平均 一圓 二十 錢 である、 沟に 興味 多き 事實 である、 兹 に先づ 一日の 間に 一大 敎會が 起った と 見て 

宜 からう、 若し 是が 他敎會 であったならば 大 奇蹟と して 迎 へられる であらう、 然し 吾等 は數 多き を 喜. 

ばない、 唯 爾今是 等の 人々 を敎へ 導く の 困難 を 思 ふて 責任の 重きに 苦しむ、 然し 三年 半の 連 綾せ る 市 

中の II： 饭會の 結果が 終に 之に 現 はれた 乎と 思へば 感謝に 堪 へない、 願 ふ 健康 を 恢復して 更らに 此^ 業 

を 進めん こと を。 

六月 六日 (月) 雨 或 人の 注意に 由り、 立敎大 學敎授 杉浦轰 ニ郞 氏の 「現代 我國の 基督 敎會」 に 

關 する 意見 を揭 げたる 雜誌 『解放』 六月 號を 買って 見た、 價は 特別 號 なりとの 故を 以て 金 一圓、 余 

がー 冊の 雜 誌の 爲に拂 つた 最高 額で ある、 而 して 杉 浦 氏の意見 は、 現代 我 固の 基督 敎會 に對 して 大反 

對 である やうに 見受けた、 曰く 「我國 現代の 基督 敎會を 見る と、 どうも 少し 行 詰って 居る 様に 我輩に 

は 思 はれる …… 現に 內村鑑 三 氏が 一 寸傳承 的 敎會と 異なりた る 集會を 催す と、 毎日 曜日に 數 百の 者が 


集る ではない か、 彼の 會に はよ し 木 戶錢を 取っても 人 は 行く ので ある …… 敎會 から 遠ざかって 居る 信 

徒も內 氏の 集 會には 群 をな して 集る 程の 熟 心が あるので ある … … 崇高なる 人格者が 牧師と して 居れ 

ば、 人々 は 自然に 敎會へ 集る ので ある、 併し 其 様な 牧師が 基督 敎 きに は 殆ん どない …… 何故に 其樣な 

人が 出ないで あらう か、 …… ー體 牧師 志願の 靑 年が 敎會に 於て 餘 りに 優待され、 抵抗の 最も 少なき 途 

を 進む 者の 常と して、 ゆ 間の 落伍者、 中學 校の 劣等生が 神擧 校へ 行く 傾向が ある …… 今時の 宣敎師 は 

彼國に 於て 都 會の大 敎會の 牧師に 成り 得る 見込の ない 者が、 人の金で、 櫻と 菊と 五重の塔の ある 國を 

見物が 出 來る位 の 考で來 る 者が 多い …… 令 日の 大擧 運動の 傳 道說敎 などで は、 聽 衆の 有志 者を會 後に 

引 留めて 其 姓名 を吿 げし めたり などして、 基督 敎の 押賣 をして 居る ことが 多い • … ： 倍加 運動な どで 神 

の圃が j 晚 のうちに 屮 I 來 得る もので はない 云々」 と、 以上 は 隨分思 ひ 切った る敎會 の攻擊 である、 余 

と雖も 今日まで 未だ 曾て 斯ん なに 烈しく 敎 きを 打った こと はない と 思 ふ、 現代 我國の 基督 敎 参の 腐敗 

衰退 無能 冷酷 は以 上の 杉 浦 氏の 言 に 依て 見ても 明かで ある、 本誌 の 讀者は 記憶す る で あらう、 杉 浦 氏 

は 日本 聖 公き 所 K の學 者であって 我國第 一 流の 新約聖書 擧者 であり、 余が 同志と 共に キ 9 ストの 再臨 

を高唱 せ し 時 に 海老 名 彈正氏 と 共 に 痛烈 に 余 等 を攻擊 せられし 人で ある こと を。 

六月 七日 (火) 晴 大分に 自分ら しくな つた、 少しく 讀 書が 出来た、 シカゴ 大學 留學高 谷 道 男よ 

り 達って 吳れし 同大 學敎授 E  .D  .バ ル トン 氏 近著 『加 拉太書 註解』 を大 なる 興味 を 以て 通覧した、 

储 かに 骨の 折れた る 著述で ある、 加拉太 書の 意義 を閛 明す るに 於て 有力なる 著書で ある を 疑 はない、 

シカゴ 大 as- の 信仰 を肯受 する 事 は出來 ない が、 バ ル ト ン 博士の 此 著の 如き は 研究 上の 大 たる 援助と し 
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て 之 を歡迎 せざるを得ない。 

六月 八日 (水」 晴 梅雨晴れの 好： 太ぐ ま」 ある。 休ま を瘦ん ことが 唯一の^ 力であった。 京都の 友 

人より 左の 如き 端 書が 逑 した、 泣く こと も 出來す 大笑 一番した、 5^§燒をぃた^く以上の御馳.1_^^でぁっ、 

た U 

一 月以來 朝， ノ私を 慰め？？ < れし大 鳗、 御 西 下 御中 止 を 知りて 用な きものと 心得た るか 絶，：：； で- - たる 旨 只 

ケ 宅より 電話 有 之- 落々 膽々、 タ刻 退出 取-:::! Jr.? 巾：；^、 不取敢 右 御 通知. W- 上 候、 六：：^ 七ョ 出先き に 

於て。 

半年の 長き 間 余 を 稿 はんとて 鰻 を 活かし 置て 吳れし 友の 親切、 態々 其 斃死 を 知らせし 彼の 頓智、 魚族 

に對 する 彼の 同情 …… 是れ たしかに ー篇の 天然 詩で ある、 祌舉 よりも、 社き 學 よりも、 解放 改造 等の 

諸問題よりも、 實際 的に 人 を 益す る こと 大 なる 者 は此情 あり 淚 ある ュ ー モア である。 

六月 九日 パ木」 晴 ； i 岡 西南 學院敎 授本澤 淸三郞 君より 終に 基督 再臨の 信仰 を 遊 得したり との 喜 

び の 通信に 接し 自分の：：： E 仰 も； a£ ハ して 久 振り にて W 臨す ベ き 主 を 待 ん で歡ん だ、 ゅ界戰 (卞 みて 後 

に ゅ界 の 狀態は 5 化 々 惡化 しつ」 ある 此 時に 際して W 臨の 信仰な くし て 我等 は 益 々暗 黑に陷 いるの みで 

ある、 再臨の 信仰に 由ての み. i 實 なる 世界の 改造が 保設 せらる、 信者 は 死して 设た り、 此美 はしき 

地球の 表面に 祌の榮 光が 完全に 輝く 其 光景 を 見 R: 樂 しむ 事が 屮 I 来る と 信ぜ しめられて 心 は 躍らざる を 

得ない ので ある、 「死よ 汝の刺 は 安くに 在る や」 である。 


六月 十日 (金) 半晴 六 H 號雜 誌が m 來た。 

六月 十 一日 (土) 雨 渡欧の 途に 在る 「我 娘」 の 一 人より 印度洋 上に て 認めし 手紙が 達して 嬉し 

かった、 其內に 左の 如き 通信が あった、 

…… 星 之友會 にしば らくで も 人れ て 頂いた おかげで 夜に たると 旅の 淋し さも 忘れて 星 見 を 致して 

ります。 日本から もって 來たノ ー トと、 船長から 借りて 寫 した 航海 用 星 圖 を 相手に、 火 分 天の 見物 

をいた しました、 先生から 伺って 大いに 見たい と樂 んでゐ ました 南十字星 アル フ ハ • セ ント ー リは 

新 坡以來 毎晩 海上に 輝いて、 い、 友と なって くれて をり ます。 蜴 座が 立派に 水平線から 段々 登つ 

て來 るの も 見ます。 …… 昨夜 船長に 賴んで アル フハ . セント， "リを さ迷 鏡で 見せて 貰 ひました、 赤 

と靑の 二つの 星の 聯星 である 事が 解りました。 …… 西洋人 は 甲板で よく ダンス をし ます、 日本の 紳 

士達は 碁 を 打ちます、 然し 自分の 星 見 は それ 等の 遊びに まさる 偸 快な ものである 事 を 感じて 喜んで 

をり ます。 …… 同. 3- の 人が 加奈 太の 宣教師な ので 毎朝 一緒に 析禱本 を 読みます が (むしろ 讀 ませら 

れる〕 時々 求道者 极ひ にされ るので お腹の 蟲が おさまらない 時が ございます。 國を屮 Z ると 愛國 心が 

强く なって、 先生の 自慢な どが したくって 困ります …… 

舞. m する 西洋人、 碁に 耽る 日本 紳士、 其 間に 星观 きに 快樂を 取る 「我 娘」、 而 して 英國官 敎師の 基督 

敎の 押寶に 困し む 彼女 …… 歐 洲 航路の 船中の 光景 手に 取て 見る が 如しで ある、 願く は 神 彼女と 偕に 在 

して 惡 者の 誘惑より 免 かれしめ 給 はん 事 を。 
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六月 十二 日 (日) 小雨 梅雨の it^ も 朝 丈け は 晴れて 中央の 集會は 平常 以上の 盛會 であった、 聽衆 

堂に 溢れ、 み： 椅子 は 一 卿 もな く、 起立して 聽講 する 者 も ii くなかった、 研究の 題目 は 羅馬書 三 章 二十 

五、 二. T 六 節であった、 解說 する に 最も 困難なる 茵所 である、 然し 自分 は 最善 を盡 した、 今日は 今期 
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最後の 集會 であれば 仆れる も 可な りとの 覺悟を 以て 講壇に 登った、 而し て聖靈 我に 加 はり 近頃に な き 

氣 持の 好き 講 演を爲 した、 宥めの 供物と 「是 れ祌自 から 義 たり 而 して 同時に 义ィ H ス を！^ する 者を義 

とせんが 爲 なり」 との 言に 就き * 将敎的 法理 論 を 述べた、 講液 終て 境 を 降り 来れば 一 人の 老婦 人の 瀕 

りに 泣いて 余に 感謝す る 者が あった、 後に て 聞けば 彼女 は 齢 七十 五 歳、 或る 有名なる 神職め 女で ある 

と 云 ふ、 彼女の 感謝せ し は 余が 人 r. 日 語りし 首の 彼女の 父が 彼女に 敎へ しものに 酷似す るが 故な りとの 

事であった、 余 も 之 を 聞いて 非常に 感謝した、 古き n 本の 神道に バウ II の 道義 論に 酷く 似た る 者 あり 

と は 不思議で ある、 又 感謝すべき である、 日本 敎 化の 希 §H は玆 にある、 我等の 勤勞は 無益で ない。 此 

« 一  先づ 講 演會を 閉づ、 肩より 大 なる 東 荷が 降りた やうに 感じた、 其 is?- を 思 ふた 丈け で 病氣が 治った 

やうに 感ぜら る、 感謝。 

六月 十三 日 (月」 雨 疲勞 左程に あらす。 神戶 在留 米 國官： 敎師 ミス • ハウの 訪問 を 受けた、 尊敬 

すべき 老女 敎師 であった、 「貴君が 有名なる 究敎帥 嫌 ひの ft 村さん です か」 と 雷 ひ 掛けられし 時に 返 

答に 翁した、 间 き 握手 を 重ねて W 會を 約して 刖れ た。 


.1!- 月 十四日 (火) ， 朝 八 時 柏木 を 出で、 雨の 中 を 高 崎 を經て 伊香保に 来た、 其 美き 空 氣と溫 泉 

とに 由り 損 ひし 健康 を 取 返へ さんが 爲 である、 上 州 は 余の 祖先の 墳墓の 地で ある、 其 山川 は 余の 幼時 

を孚 みし 者で ある、 榛 名山の 中腹に 宿りて 余の 母に 懐れ て 眠む るが 如き 氣持 がする。 

ふところ  や まひ  いえ 

六月 十五 日 (水) 半晴 長い 一 日であった、 天然の 懷に 抱かれて 病 は旣に 癒し やうに 感じた、 多 

くの 友人に 綺ハガ キを途 つた、 其內に 左の 二 首 を 認めた、 

戰は 一 先づ 止んで 骨休め 

伊香保の 山に 鶯を 聞く。 

故鄕 の 山と 川と に 抱かれて 

り は 安し 母の ふところ。 

度と 云 ふ 今度 こそ は 休む 權 利が ある やうに 感じた、 心に 錦 を 衣て 故 鄕に歸 つた やうに 思 はないでも 

ない。 

六月 十六 日 (木) 毒 無爲の 一 日であった、 寢 るより 外に 爲す 事はなかった、 完全の；^ 日で あつ 

た。 

あがつ- *  いろづ 

六月 十七 日 (金) 半晴 「見 晴シ」 に 遊んだ、 利根、 吾妻、 勢 多の 三 郡に 涉り麥 田の 熟く を 見て 

樂 しかった、 柏木より 二日 分の 郵便物が 屆 いた、 書簡 六 通、 端 書 五 枚、 校正 一封で ある、 內に獨 逸よ 
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り 一 枚、 米！： より 一 通の 興味 多き 通信が あった、 五日 振りに て 世界との 交通が 開かれし 次第で ある、 

入浴の 問に J  •  W  • グ レゴリ ー 著 The  Making-  of  the  Earth  (地球 構造 史 」 を 讀んで 面白 か つ た、 

此純 枓學的 研究に 由り 余の 基督 再臨の 信仰 を强 めら る、 こと 斟 くない 事 を 感謝す る。 

六月 十八 日 土)  上 州に 來て余 を 大歡迎 して 吳れる 者が 唯一 人 ある、 それ は 富 岡 組合 敎會の 

牧師 住 谷 1K 來君 である、 君 は 余と 同國 同信 同 主義の 人で ある、 組合 敎會の 牧師で は あるが 最も 非 組合 

的の 人で ある、 天來君 一 人が 上 州に 在りて 上 州 は 余に 取りて 失 はれた る國 ではない、 君 は 余の 一 枚の 

ハ ガキに 對し三 通の 書簡 を 送りて 余 を 慰め 又勵 まして 吳れ た、 曰く 

…^： れの 敎會も 今や 凡ての 手段 を盡 し、 來聽者 を歡迎 しつ i ある も而 かも 門前 覺羅を 張る が 如き 際 

に …： 香 保 は 令 ゃ新綠 

目に は 靑葉山 ほと K ぎす 初 松 魚  . 

の 好期 節と 存候 …… 敬愛なる 先生よ、 諺に も目賴 A よりも 寢藥 とい ふ 事が ございます、 詩篇に も祌は 

其特 愛め る ものに 眠を與 ふとあります。 ァ 、萬 病に 特效 ある 樂 しき 眠よ。 願く ば 我が 先生の 上に 豐 

に 天降りて 慈母の 懷に 抱かれし 赤子の 如く 尤も 安らかに 憩 ましめ 玉へ。 左に 睦放 翁の 句 を 進呈し ま 

す。 

老來胸 次 掃， 1峰 嵘 i 投， 枕 神 安氣亦 平。 

漫道， 布 衾 如.， 鐵 冷、 未レ妨 鼻息 百雷 鳴。 

天 高 斗柄闌 干曉、 露 鶴塒 In 膊聲。 


俗念 絶 知 無，， 起處 f 夢 爲，， W 鶴， 過 n 靑城？ 

多分 先生 もャ コ ブの快 夢 を 催し 給 ふならん。 

有難し、 有難し、 牧師に して 此慰 一一 I を 送って？. 犬れ る 者 は 全世界に 天来 君 一人 あるの み。 

六月 十九 日 (日) 細雨 山腹 密雲 深く して 外出す る 能 はす 宿に 在りて 休んだ、 講演 を爲 さ、. -る安 

息 日であって 何やら 甚だ 物 足らな く 思 ふた、 グ レゴリ ー 氏 著 『地球 構造 史』 に 「陸地の 變形」 の 一章 

を讀 み、 大地震と 共に 火山の 大爆發 の び 地球に 臨むべき を 知り、 聖書の 預言と 併せ 見て 我 1£ 仰 を 確 

かむ る 事 多かった。 

六月 二十日 (月) 晴 雨 晴れ 頭 腦も亦 晴れた、 久 振りに て 天然の 美 を樂ん だ、 住 谷 天來君 態々 訪 

來り、 一一 一一 tl ひ 難き 歡 びであった、 我等 は 時 I と 敎界と 詩と 歌と、 ダンテと ゲ ー テと ラスキンと、 舊 約の 

預言と 近代の 地質と に 就て 語った、 復と 得難き 好き 交友の 快樂 であった。 

六月 二十 一 日 (火) 半晴 住 谷 君 我等 を辭し 去った、 君 を 送り 綠蔭繁 き^ 川 街道 を 下る 事 數ド、 

1： き捤手 を 交へ て刖れ た、 ^る、 に 臨み 君 は 左の 漢語 二 首を賦 せられた、 題して r 訪" 1内 村 先生 於-一香 

山匚 と 云 ふ。 

忽閒， 愛 § 到 n 溫泉？ 俄 接，， 音容， 悅在レ 先。  、 

千里： ル 山同レ 志談。 萬 古風 流 評 眠。 
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呼 醒敎界 無覺， 夢。 ■ 唱破 儼然 主 "再臨。 

お 去 人 若 問，， 居 考； 笑 指 靈 星 懸 n 中 天？ 

仰視 赤 城靑。 俯瞰 刀 水 白。 浴後 腿，， 樓閣？ 宛然 似， 仙 客？ 

少しく 漢詩の 誇大 は あるが 能く 眞相を 穿てり と稱 すべきで あらう。 余 は 言た、 「住 (介 君、 我等 はヒ州 

人で ある、 故に 智慧 や 策略に 於て は 到底 江 戶ッ兒 や 肥 後人に は 敵 はない、 然し 我等に は 亦 我等 相應の 

强 味が ある、 我等 は 之に 由て 勝た う、 我等 は 今より 牧師 义は傳 道 師と稱 ばれまい、 基督 敎の 儒 者と 稱 

ばれよう、 儒者 は 日本 特有の 敎師 である、 牧師と 云 ふが 如き ハイカラ 的の 名稱 でない、 我等 は 大抵の 

事 は 武士道 を 以て 解決す る、 外國 人に は賴ら ない、 書 は 有の 儘に 信す る、 舊 いと 言 はれて 恥ぢ ない 

當世 向き を 嫌 ふ、 昔し の 儒者が 論語 を敎 へた その代りに 進 書を講 する 者、 それが 我等で ある、 上 州 的 

蠻 カラ 的 傳道師 として 行り 通う さう」 と、 S 諾 して 去る。 

六月 二十 二日 (水) 晴 『東京 朝日 新開』 に r 內村投 乎に 鑑三 翁の 嫁 選び、 眼鏡に 叶 ひしみよ 子 

0, 神に か しづく 目白の 才媛」 と 題す る寫眞 人り の 記事 ある を讀 み、 半日 笑ひ繽 けた、 我等が 信仰と 

祈 禱とを 以て 爲 した 事が 俗 *1 間の 眼に は斯の 如くに 映す る 事と 思 ふて 面白かった、 此^の 馬なら ざる 

我等 も 此^に 居る 間 は斯る 評判に 上る は 止む を 得ない、 我慢す る。 

六月 二十 三日 (木) 晴 梅雨晴れの 快晴で ある、 朝 主婦と 共に 辨天之 瀧を訪 ふた、 往復 二 里の 山 

道、 i&il の聲を 聞きながら 靑 葉の 下 を 歩む は近來 になき 偸樂 であった。 


六月 二十四日 (金) 曇 山 を 降り 歸途に 就いた、 高 崎に 於て 祖先の 墓 を 見舞 ふた、 高 崎驛に 於て 

上 I 行の 汽車に 乘 込めば 其 內にホ シダの 小母さんの 乘合 はす あり、 互に 奇遇 を 喜び、 赤 羽に 至る まで 

歡話を 緩け た。 

六月 二十 五日 (土) 雨 『新 小說』 三月 號が 今に 至りて 乎に 入り、 其.^ に 加 藤 一夫 君が 武者 小路 

實篤君 を 評する 序に 余に 言及す る 所 を讀ん だ、 曰く、 

內村鑑 三 先生の 門下に は 多くの 俊才が 集った に拘 はらす、 殆んど 凡ての 俊才 は 先生 を 捨て去った、 

…… 私の 見た所で は、 それ は內村 先生の 自我が 餘 りに 多く 表れす ぎて、 凡ての 人物 を 內 村 式に 變形 

せしめ すん ば 止まない 所に 人格 的 暴虐が あるに 過ぎない。 

と、 而 して 加 藤 君 を 初めと して 其 他 多くの 俊才 文 星が 余 を 拾 去った 主なる 理由が 余の 「人格 的 暴虐」 

に 在った とすれば、 余は諧 君に 對 して 深き 同情に 嗎へな い。 


六 月 二十 六日 (日) 小雨 今 井 館に 於て 禮拜 講演 會が 開かれた、 來會者 九十 餘名、 善き 集會 であ 

つた、 黑崎 講壇 を 受持ち、 信者の 着物に 就て 語った、 余 も 亦 少しば かり 彼の 講演 を 補 ふた、 如； E に 小 

なる 集 會と雖 も 之 ありて 聖日 は 初めて 聖日ら しくなる、 山の 靜 なる も 聖日に 聖會 あるの 幸福に 及ば ざ 

る 遠し である。 

一九 一一 一年 
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六月 二十 七日 (月) 雨 醫師は 一一 M ふ讀む 勿れと、 然れ ども 讀 まない 譯には 行かない、 故に 變 つた 

書を讀 む、 祌學と と iv^ 書 註解 書 を 止めて、 地 In; 學と 動物 學と 被物學 とを讀 む、 ライ H ルと ガイ キ 

1 と を 復習す る、 ァ ー レニウスに 依りて 宇 {s の 起原に 就て 學ぶ、 ァ ー サ ー • ホル ムスより 地球の 年齢 

に 就て 聞く、 其 他 岩石 學に 就て 又は 結晶 學に就 て 事 び 又 復習す れば 夏期の 善き 休養 を 取る ことが 出來 

る、 昨年 は 星を观 いて 眼 を 傷め たれば 今年 は 地 を 踏んで 储，： ^を囘 俊し やうと 思 ふ、 而 して 天然 は宗敎 

と 異なり 之に 「神學 者 §1 の； |5 惡」 odium  theologicum の 伴 ふなければ、 心 を 休め 氣を養 ふ 上に 於て 

其實ハ .化 宏大 無 $ 仏 である、 感謝す 青年時代に 友と せし 天然が 老年に 至りて 余の 最善の 慰 者と して 存るこ 

と を 0 

六月 二十 八日 (火) 雨 梅雨の 雨 は靜々 とぎって 柏木の 家 は 温泉 場 以上の 靜 けさであった、 まこ 

とに 稀れ にある 善き 休日であった、 ^に 有益なる 者 は 二つ ある、 舊ぃ 宗敎と 新い 科學 である、 世に 無 

益なる 者 は 二つ ある、 新い 宗敎 と舊 ぃ科學 である、 其內で 益な くして 害 ある 者 は 所謂 新い 宗敎 である、 

之は近代祌學^|<?に由て新ぃ科學の上に築かれた者なりと稱せらる\が、 而 かも 之 は宗敎 でもな く科學 

でもな く、 世に 何の 用 をも爲 さない 者で ある、 新 宗敎、 新神學 …… 信仰 もな く科學 もな く、 高ぶれる 

人の 心に 合迎 せられん が爲に 成りし 近代 人の 宗敎、 其 基督 敎、 社會 奉仕 敎、 倫理的 福 昔 …… 之 は 埃 及 

人の 科學 よりも、 彼斯 人の 哲學 よりも 遙に 劣った 者であって、 味 ふべ からす、 接るべからざる 者で あ 

る、 世に 無 〔i ^物 多し と雖 も、 余 は 所謂 「近代 人の 宗敎」 の 如くに 無益なる 者 ある を 知らない。 


六月 二十 九日 (水) 雨 暗い 陰氣 なる 曰であった。 A  •  J  • ゴ ルド ン著 The  Ministry  of  the 

Hpirit  (聖靈 のみ わざ) を大 なる 興味 を 以て 讀 みつ、 ある、 是は 信仰の 書であって 神學の 書で ない、 

故に 讀んで 疲れす、 却て 新たなる 能力 を 加 へらる、 休養 中の 讀物 として 相應 しきもの である。 

六月 三十日 (木) 大雨 引きつ^き 重苦しい 日であった。 岩波 書店 發行 『ル ー テル 傳 講演 集』 が 

出た。 久 振りの 新刊の 事と て 甚だ 偸 快であった、 僅々 百 三十 頁の 小 著で あるが、 然し 無き に は 勝 さる 

であらう、 左に r 自 から 序す るの 文」 を 掲げる。 

今年 はル ー テルが 彼の 信仰 を 大帝 力 ー ル第 五世の 前に 於て 堅く 執て 動 かざりし ヴ オル ム ス大 議會後 

第 四 百年で ある、 而 して 獨逸は 亡びても ル ー テル は 亡びない、 ビス マ ー クゃ カイゼルの 事業 は壞れ 

てもル ー テルの 事業 は壤れ ない、 一一 イチ H の； 哲學ゃ マルクスの 經^ 論 は廢れ てもル ー テルの 信仰 は 

疲れない、 獨 逸はル ー テル ありし が 故に 偉大で ある、 獨 逸人が W びル ー テルの 單 純なる 信仰に 立 還 

る 時に II 逸は眞 に， ぉ與 する ので ある、 而 して 余の 如き 小なる 者 も亦絕 束の 日本に 在りて、， 二十世紀 

の 今日、 ル ー テルの 信仰 を傳 ふるに 過ぎない ので ある、 今や ル I テルが 「余 は 聖書の 上に 立つ、 其 

他 を 知らす、 祌我を 護り 給 はん」 との 放なる 言を發 せし 後の 第 ra 百年 を 記念す るに 於て、 余 は 余 

の 此小著 を 愛すべき 偉大なる 彼に 獻 じて、 余の 彼に 對 する 同情、 尊敬、 友愛 を 表せん と 欲する。 

ル ー テルに 就て， 語る 時に、 余 は 常に 自分に 就て 語る やうに 感 する。 

1 九 二 一年  H 五 五 
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七月 一日 (金) 雨 昨夜 暴風雨、 然し 叙 分 は 大分に 良く、 健康 は 殆んど 本に 復 りし やうに 覺 えた * 

雑誌の 校正 を爲 した、 在米 高木 八 尺 君 を 通う して ハ ー パ ー ド大學 植物 學敎授 A  -B  . シ ー モ ー ァ 氏よ 

り 信仰の 手紙 を 貰って 嬉しかった、 祌學 の敎投 ではない、 有名なる アサ • グレ ー 氏の 後を嗣 ぎし 植物 

舉の 泰斗で ある、 彼が 態々 書 を 余に 寄せて 「君の 恐ろしき 獨立 (terrible  independence) の 外、 すべ 

てに 於て 深き 同情 を 君に 寄す」 と 一一 目ひ來 つたので ある、 彼 は 「恐ろしき 獨立」 と 云 ふ、 然し 乍ら 此獨 

立な くして 余 は米國 人の 恐ろしき 異端と 拜金宗 とに 引 込まれて 了 ふので ある、 恐ろしい 者 は 余の 獨立 

ではない、 ハ ー バ ー ド、 HI ル、 シカゴ 大學 等の 祌舉 である、 其 内に 浸り 居る 米國の 基督 信者 等 をし 

て 余に 近よ らしめ ざらん が 爲に余 は 「恐ろしき 獨立」 を 維持し つ、 あるので ある、 余はシ ー モ. I ァ君 

が 此事を 諒解 せられん こ と を 望む。 

七月 二日 (土) 晴 久 振りに 雨が 晴れて 偸 快であった、 「最も 善き 事は祌 我等と 偕に 在し 給 ふ 事 

たり」 と 云 ふ、 而 して 祌は キリスト を 以て 我等と 偕に 在し 給 ひ、 キリスト は 聖靈を 以て 我等の 衷に宿 

り 給 ふ、 神の 子 キリスト は歷 史的 人物た るに 止まらす 現在 者で あると 云 ふの が 聖書の 敎 ふる 所で あつ 

て 又 我等 クリスチャンの 實驗 する 所で ある、 實に 有難い 喜ばしい 事で ある、 キリストが 今 我と 偕に 在 

し 給 ふと 云 ふ、 此事 ありて 我 は 他に 何物 を も 要求し ない、 友 も 要らない、 贊成家 も 要らない、 此 I と 

敎會と は 我 を 嫌 ふ も 少しも 苦に はならない、 「我れ 汝等を 捨て 孤 子と せす」 との キリストの 言 は 文字 

通りに 眞现 である、 信仰 は SE- に 過去に 賴る ことで はない 又 現世に 處 する 事で ある、 キリスト は 今、 此 

日本に、 然り此 柏木に、 我が家に、 我靈に 在し 給 ふと 知りて、 畏れ多くも あり、 又 言 ひ盡 されぬ 感謝 


である。 

あ-! I- • かみ おも 

七月 三日 (日) 半晴 +井 館に 於け る 聖書 講演 會に 九十 人餘 りの 來會 者が あった、 畔 上が 主なる 

講： 帥であって、 余 は 少しく 彼の 講義 を 補 ふた、 此 所に 又 小 集 會を催 ふす を 得る は大 なる 感謝で ある > 

但し 日本に 在りて は 日曜日 は 周圍の 最も 騷々 しき 日で ある、 隨て 聖日の 感を 起す こと 難く ある、 然し 

心 靈の奥 殿に 主の 在す あれば 我等 は 左程に 苦痛 を 感じない、 感謝で ある。 

七月 四日 (月) 晴 梅雨晴れ、 夏ら しくな り 爽快 を 感じた。 哥林多 後書 九 章 末節の 「その 雷 ひ盡 

されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 也」 との パゥ 口の 一 百 を 我が ものと して 味 ふた、 神の 賜物 は 

聖靈 である、 彼れ 我， 靈に 宿り 給 ひて 聖 父と 聖 子と は 我 衷に住 ひ 給 ふ、 是れ實 に 言ひ盡 されぬ 神の 賜物 

である、 此赐 物に i ハ りて 我がす ベての 要求 は充 たされて 餘り あるので ある、 單に來 世に 於て 永生 を 賜 

ふに 止まらす、 此惡の 世に 在る 間、 旣に 全能の 神の 降臨す る 所と なる、 此事を 思 ふて 我に 言ひ盡 され 

ぬ 感謝が ある、 世に 不景氣 の歎聲 高く 揚がる 此頃、 「M ホパの 我心に 與へ給 ひし 歡喜は 彼等の 穀物と 

酒との 豊かなる 時に 愈り き」 である (詩篇 四篇七 節)。 

七月 五日 (火) 晴 轉地 準備の 爲に 多忙であった、 家 を 去る は 厭で ある、 然し 健康 恢復の 爲とぁ 

れば 出む を 得ない、 病院に 入る 積り で 行く。 

一九二 一年  W 五 七 
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七月 六日 (水) 曇 家の 青年に 送られて 信 州 杏 掛千ケ 確 遊園地に 來た、 淺問 火山の 中腹、 落葉松 

の繁る 所、 輕 井^に 隣して 而 かも 其 外 國人氣 風に 觸れ す、 询に 自分 適當の 休養 地で あると 思 はれる、 

殊に 信 州 は 余の 壯年 時代の 傅 道 地で あれば 信仰の 友も尠 からす、 此 地に 來 りて 第一 一の 故 鄕に歸 り來り 

しが 如くに 感 する、 左の 一 首の 駄句 を 作りて 東京の 友人に 途 つた。 

火に 怒る 山 も 今年 は 和らぎて 

疲りは 安し 千ケ 瀧の 里。 

七月 七日 (木) 曇 青年 は 野球 術傳授 のために 前 橋に 行く、 山形 縣 より 来りし 女屮 と共に 二人 山 

ぅケ ひす や こ ほ i ゝ V, す  さい 

地に 留まる、 鶯と 山鳩と 杜鵑と は 周圍の 森に 啼き騷 ぎて 鳥類の 家に 同居す るが 如くに 思 はる、 午後 完 

全なる 虹 を 見る、 天國の 門の 弓形 をな して 我が 前に 現 はれし が 如し。 

七月 八日 (金) 半晴 す.^ 葉 松 下の 朝の 祈禱は 殊に 樂し かった。 

霧 凝りて 露と 滴る 松ケ 枝の 

下に \ィ む 神の 祈禱子 

A  . J  • ゴ ルド ン の聚靈 論の 一 章に 聖書 祌 言論の 主張 を讀ん で大に 力つ けられた、 聖書 は 神の 言な り 

と 云 ふ 方が 神の 一一 目 は 聖書の 內に 在りと 云 ふよりも 遙に 深い 見方で ある。 

七月 九日 (土) 雨 昨夜 大雨、 冷氣を 催し、 今日は 火鉢が 慕 はしかった、 小 諸より 舊き 信仰の 友 


小山 英助君 訪ね 來り、 好き 談話の 相手 を 得て 半日 話し つ^けた、 俊才なら ざる 君 は 二十 年 以上 余と 信 

仰の 道 を 共に し、 此分 にて は 多分； 大國 まで 同行 難から じと 共に 語って 笑 ふた、 偕に 星の 温泉に 俗し、 

夕食 を 共に して^れた、 山中の 大 なる 出来事であった。 

七月 十日 (日) 半晴 朝羅馬 書 八 章と 以弗所 書 全部と を 註解 書な しに 精讀 して 大 なる 光明に 與っ 

た、 時には 書齋を 離れて、 敬虔 を 以て 唯 聖書の みを讀 むは、 之 を 正解す る 上に 犬なる 利益で ある、 多 

分ん， 年の 夏期 休養より 來る 最大 利益 は 之に 由て 得し 聖書の 新 知識で あらう、 斯く ありて こそ 得し 所 は 

失 ひし 所 を 償 ひ 得て 餘り あるので ある。 此日 千ケ瀧 遊園地 を 去て 星の 温泉に 移轉 した、 遊園地が 西洋 

風で 近代 式なる に對 して 溫泉は 純 日本的で 舊式 である、 而 して 自分 は 前者よりも 後者 を 接む 者で ある、 

僅か 小山 一 つ 隔て \ 遊園地 は淺間 山の 煙に 覆 はれ 乾燥に して 火の 里で あるに 對し、 溫泉 は水豐 かにし 

て淸泉 到る 處に 湧き出る 水の 里で ある、 而 して 余の 如き 火の 性の 者 は 火 を 厭 ふて 水 を _ぉ ふ、 火山の 屮 

腹に 水の 里 を 得て 滿足此 上な しで ある。 

七月 十一 日 (月) 晴 暑氣强 し、 ル I 卜ハ ー トの 註解 書に 約翰傳 十四 章廿 七、 廿八節 を 請んで 大 

に强 めら れた、 信仰生活 四十 三年 を經て 始めて キリストの 此御 首の 意味が 解った やうに 思 はる、 深い 

哉 約 翰 傅！ 〇 新聞紙に 金 森 通 倫 君の 歸朝 談を傳 へて 曰く 「米國 の 宗教 界は戰 後 非常に 惡 化した k め、 

宗敎 革命 の 叫びが 各 州に 起った … … 米國 目下 の 宗敎界 は 戰爭と 云 ふ 一 つの 惡 魔が 去って 更に 七つの 惡 

魔に 襲 はれて 居る と 云 ふが 適評で ある」 と、 是れで日本人屮米國の宗敎界に失&^^した者の余 一 人に 止 
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まら なくなった 次第で ある、 米國の 世界 戰爭參 加 は米國 自身の 精神的 滅亡で あると は 余が 戰爭當 時に 

唱 へた 所で ある、 而 して 其 恐るべき 結 菜 は 今や 赏 現して 目下の 狀 態に 立 到った ので ある、 今や 米國は 

信仰的に 鼓 も 腐敗 喷 落した る國 である、 我等 は米國 より 宗敎を 受けて 彼と 共に 滅びざる を 得ない、 今 

ゃ米國 より 宜敎 せらる ベ き 時で はない、 我より 進んで 米國 に宣敎 すべき 時で ある。 

やどし  >ク 一く め ラレ  --. 'な 

七月 十二 日 (火) 晴 宿所 屬の 牝牛が 來た、 彼女の 吟ダ 2i が 聞え る、 今より 後 彼女が 我等に 新ら 

しき を 供給して 2K れる ので あると 云 ふ、 其れ を；： .取 も 多量に 飲む 者 は 自分で あらう、 愛すべき 彼女 

よ！ 玄米と 牛乳と ありて 余に 食物と して 他に 何も 要ない、 牧場に 牛の t 心る 所に 天國的 平和と 滿 足と 

が ある。 

で 3 

七月 十三 日 (水) 雨 外出 能す 家に 在て 休んだ、 無 爲のー n であった。 

七月 十四日 (木) 曇 使徒 行傳 初の 二 章 を 「然 り然 り」 と 頷きつ、 何の 疑問 を 起す ことなくして 

讀ん だ、 大 なる 感謝で ある、 聖書が 註解な くして、 其 儘 「我 書」 として 讀み 得らる k 時に 勝 さる 歡び 

はない、 山の 高き も、 水の 淸 きも 此歡 びに 比べて 見て 小さな 喜びで ある、 讀み 終って 心行く ばかりに 

我と 我 國と我 友人と、 殊に 我に 反 對し我 を 去りし 人々 の爲に 祈った。 

七月 十五 日 (金) 晴 昨日に 引 綾き 使徒 行傳 三、 g:、 五 lief を 好き 了解 を 以て 讀ん だ、 其 文字通り 


が事實 であった に 相違ない、 ^に 之に 解 釋を加 ふるの 必要 はない、 gsIM が 新たに 降った ので ある、 而 

しるし ともな 

して 之に 休徴が 伴った ので ある、 少しも 怪しむ に 足りない、 聖書が 文字通りに 解って 大 感謝で ある、 

すこし は ゲり  さら 

其他少 許の 仕事 を爲 した、 涼風に 身 を 曝して 思 ふ 存分に 山の 空 氣を吸 ふた リ 

七月 十六 日 (土) 半晴 益々 大 なる 興味 を 以て 使徒 行 傳を讀 みつ、 ある、 今日は 六 章より. H 早ま 

で をブッ 通しに 讀ん だ、 解らない 所 は 一箇所 もなかった、 曾て ム ー デ ー が 使徒 行傳は 「聖 靈傳」 であ 

ると 言 ふた 事が ある、 今に 至て 其 事が 判明った、 聖靈を 「人」 と 見て、 其 行爲を 記た 者が 使徒 行傳で 

ある、 使徒 行 傳と稱 せし が誤稱 である、 馬 可 傳がィ H ス傳 である やうに 此書 を聖靈 傅と 見れば 其 意味 

は 至て 明白になる ので ある、 聖靈の 人 格が 解ら すして 此書は 解らない、 而 して 此 事が！^ 明って 所謂 

使徒 行傳は 聖書 巾 興味 津々 として 盡 ざる 書と 成る ので ある、 敎會の 事と 傳 道の 事 は 余に は 解らない、 

然し 乍ら 幸に して 聖書の 事 は 少し 解る、 而 して 聖書 を 日本人に 敎 ふるのが 余の 天職で ある やうに 思 は 

れる、 敎會を 建る 事と 信者 を 作る 事と は 余 は 之 を 他人に 讓る、 余 は 中 江 藤 樹が經 書を敎 へし やうに 余 

の 同胞に 聖書 を敎 ふれば、 余 は それ以上の 事を爲 すに 及ばない ので ある。 故に 余に 取り 最大の 發見は 

^書の 隱れ たる 意味の 發見 である、 其發 見が ありて 聖書が 一 曆 明かになる 時に 余 は 新 大陸 を發 見した 

やうに « 躍して 歡 ぶので ある。 〇 東京 聖書 研究 會々 員 名簿の 印刷が 成り 其 數册を 家より 送って 來た、 

之 を通讀 して 會 心の 至りであった、 會員總 數六百 五十人、 其內 男子 四百 二十 人、 女子 二百 三十 人で あ 

る、 其.？： 二十 五 歳 以下の 靑年 男女が 半數 以上 を £ むる は 最も 喜ばしき 現象で ある、 何と 云っても 希望 

は靑 年に 於て 在る、 彼等 を 相手に 余の 殘餘の 生涯 を 送る を 得て 幸福 此上 なしで ある。 
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七月 十七 日 (日) 晴 朝の 課業と して 使徒 行傳 十一 章より 十六 章 迄 を讀ん だ、 使徒 等の 活 ぐ* あり 

しに 較べて 自分の 無能なる を 見て、 自分 は して 信者なる 乎と 疑 はざる を 得なかった、 「神よ < ^にも 

聖靈を 遣り 給へ」 と 幾度と なく 祈らざる を 得なかった。 〇 謙遞に 就て 考 へた、 邦語に 之 を 「へりくだ 

り」 と 云 ふ は 何 を 意味す るので あらう 乎、 多分 「減り 下り」 の 意で あらう、 自分を滅じ之を5^くする 

事、 其 事が 謙遜で あらう、 卽ち約 翰 傳三章 三十 節に 於て 「彼 (イエ ス) は必す 盛に なり (增す 〕 我 は 

必す衰 ふ (減す〕 べし」 と パプ テス マの ョ ハネが 曰 ひしが 此事 であらう、 而 して 實際 的に 言へば 自分 

を 減じて キリスト を增 し、 自分 を 下げて キリスト を 上げる isr 其 事が 謙 遞卽ち 「へりくだり」 である、 

自分が モット々々 々減って 卑 くなら なければ ならない、 人が 自分 を 見て 自分 を 見す して 自分の r^: に 働 

き 給 ふ キリ スト を兑る やうに ならなければ ならない、 自分が 全く 隱れて 了って キリ ストの みが 現 はれ 

ほん. 

る やうに ならなければ ならない、 是 れが眞 正の 謙 通で ある、 而 して 信者と して 之に 勝 さる 幸福 はない、 

纖遜、 滅り 下る こと、 美 はしい 曾 葉で ある、 日本語に も 斯んな 美 はしい 意味の 深い  一一 一一 口 葉の ある 事 を 知 

つて 歡喜 に堪 へなかった。 〇 此日 ^ 諸より 三人、 桐 生より 二人の 兄弟 姉妹の 來會叉 は 居 合 はす ありて 

我等と 共に 七人此 地に 在りて 禮拜を 行って 樂 しかった。 

i き，？ 3 

七月 十八 日 (月) 晴 路加 傳十 一章 十三 節に 就て 考 へた、 r 汝等惡 者なる に 善 賜 を其兒 等に f ふ 

0  0-0  00000000000000000000000 

る を 知る、 ？ 桃して 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん や」 と、 {是 に 有難い 事で ある、 聖 

靈は祌 が 其 ia- 輩に 予へ給 ふ 设大の 賜物で ある、 彼 は 彼等が 富、 知識、 位階、 幸福 等、 此 世の 善 物 を 求 


むる も 予へ袷 はない、 然れ ども 聖靈を 求 むれば 之 を 予へ給 ふと 云 ふ、 それで 充分で ある、 それさへ 予 

へら るれば 萬 物が 予 へられた のであって、 他に 欲しい もの は 何もない、 祌は 智慧き 父と して 其 兒棄が 

求む る 小事 を 顧みないで、 最大 最善の 物 を 予へ給 ふ、 然り 父よ 我に 聖靈 を予へ 給へ、 然 らば 我 は 我が 

他の 祈 求 は 悉く 聽 かれざる とも 滿ち 足れる であらう、 求むべき 者 は實に 唯此ー つで ある。 〇 午後 二 時 

半 沓掛を 發し八 時 柏木に 歸 つた。 

七月 十九 日 (火) 晴 暑氣强 し、 午前 十 時 横濱に 行き、 桑 港より 人 港の 東洋 汽船 大洋 丸に 余の 米 

國 人中 唯一 の 信仰の 友なる デ ビット .c  • ベ ル 氏と 氏の 令息 チヤ， -レ ス 君を迎 へた、 氏は齡 八十 一 歳、 

僅々 十日 滞留の 豫 おにて 日本に 來られ たので ある、 余が 始めて 氏に 會 せし は 千 八 百 八十 五 年 (明治 

ト八 年) 華盛頓 市の 鐵道 馬車の 內に 於て あった、 爾来 三十 六 年、 氏 は 余の 信仰の 長者と して 余の 仕 

事を援 けて 吳れ た、 余が 米國 宣教師と 關 係を絕 たざる を 得ざる に 至りし 後と 雖も、 ベル 君 は 故 ハリス 

監督 同様 余 を Jl^ 顿 して れ、 常に 余 を 911-  uchimul.a  (我等の 內村) と 稱んで 余の 後循 となって eK 

れた、 多分 余の 爲 めに 祈って 吳れた 人で ベ ル君程 熱心に ほ間斷 なく 叉 長く 祈って 吳れた 者 は あるまい、 

此人 にして 此 度び 遠く 余 を 訪問し て吳れ たので ある、 余 は 如何にして 彼 を歡迎 して 宜しき や 其 途を知 

ら ない、 我等 大洋 丸の 甲板に 手 を 握りて 唯 天に 在す 我等の 父に 對 して 感謝の 淚を 注ぐ のみであった、 

山桝 船長 接待の 任に 當り 吳れ、 我等 四 人 横 濱グラ ンド ホテルの 一 室に 暫く 信仰 を談 じ、 晝食を 共に し、 

余 は 彼等の 上京 を 送りて 品 川に 於て 别れ た、 嗚呼 三十 六 年 前の 華 盛 頓の會 合！ 其 時に 余 を 彼 地に 伴 

ひし ドクトル . ケル リン 氏が 居った、 白痴 敎 育の 大家 ジ HI ムス .B* リツ チヤ ー ド 氏が 居った、 余 
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を 歡迎し 5, 犬れ し當 時の 米！； 文部大臣 ハリス 氏が あった、 ァ マ スト 大學の 生理 學敎授 ヒッチ コック 氏が 

居った、 而 して 彼等 は 皆 天に 往 いて 惟の ベル 氏の み 八十 歳の 高齡を 以て 余 を 見舞 はんとて 大洋 を 越 へ 

て來 て吳れ た、 余 は 何やら 在天の 米國の 友人 等が 代表者 を 送って 余 を 見舞って 吳れ たやう に感 する、 

然 かも 特に 此時を 選んで！ 余が 友人の 援助 を 要する 最も 多き 此 際に！ 特に 此 信仰の 老友を 選ん 

で！ 「三十 六 年間  一 n たりと も 君の 爲に 祈らざる H ありし を覺 えす」 と 余に 證曾し 得る 此人を 選ん 

で！ 實に 信仰 孤なら す 必す友 ありで ある。 

七月 二十日 (水) 晴 バ ー 博士 支那 漫遊より 歸り、 久 板り にて 彼に 會 ふて 談 じた、 三十 五 年來の 

米國の 友人が 二人 揃 ふて 東京に 居る ので ある、 不思議の 事 も あれば ある 者で ある、 何に か 深き 聖 3" が 

其 內に存 する ので あらう。 

七月 二十 一日 (木) 晴 午前 十 時 ベル 氏 父子 を 東京 驛に迎 へ 彼等 を 大手 町 大日 本 衞生會 講 堂に 案 

,2: し、 日曜日 毎の 聖書 講演の 實；^ に 就て 細を說 明した、 彼等の 歡喜譬 ふるに 物な く、 老人の 如き 高 

壇の 上に 立ちて 感に打 たれて 去る 能 はざる が 如き 有様であった、 老人 曰く 「余 は 之 を 見ん が爲 に遙々 

太平洋 を橫 斷し來 りし 充分の 甲斐が ある、 叉 之 を 見し 上 は 日本に 於て 他に 見ん と 欲する 者 は 何にもな 

い、 神社 沸閣は 見る に 及ばない、 彼等 は 皆 死物で ある、 我が 舊き 友人に 由て 神の 活ける 聖 語の 說 かる 

る 此所を 見し 上 は 他に 何も 見る に 及ばない」 と、 斯くて 彼 は 上野 も 芝 も 淺草も 見ん と 欲せす 其 儘 S に 

柏木の 我. iM を 訪れた、 此 所に 来りて 見る 物 聞く 物 一 つと して 彼 をして 感動せ しめざる はなく、 彼に 取 


り、 我等に 取り、 一生 5^ に； 冉 となき 經 験であった、 老人 父子 今 井 館に 於て 我等と 日本 貪の 夕飯 を 共に 

し、 少數敎 友の 催しに 係る 歡迎會 に 臨み、 三十 七 年 前 華盛頓 市の 鐵道馬 車の 內に 於て 初めて 日本より 

來 りし ー靑 年に 會 合せし 時の 懐 舊談に 移り、 歡 びに 充 ちて 九 時 少し 過ぐ る 頃 柏木の 家 を辭し 去った、 

余に 取りても 余の 一 生；^ に 於て 未だ 曾て 斯んな 珍客 を迎 へた こと はない。 

七月 二十 二日 (金) 半晴 午前 九 時 ベル 氏 父子と 同車し 上野 驛を發 し、 ニ時輕 井澤に 來り、 彼等 

を ホテルに tf し 余 は 同車の 黑崎 と共に 将掛の 休養 所に 歸 つた、 山 を 去る こと 四日、 炎熱 を 冒して 遠来 

の 客 を 橫濱の 埠頭に 迎 へ、 束 京に 案内 者の 役 を 務め、 玆 に又靜 なる 山. い 水に 歸り大 なる 寛ぎであった、 

是れ待 客の 義務であって 叉 友誼の 快樂 である、 唯 願 ふ 之に 由て 我が 病症の W 發せ ざらん こと を。 

七月 二十 三日 (土) 晴 昨夜 大雨、 無爲靜 養。 

七月 二十 四ョ (日) 半晴 昨夜 復 大雨、 朝歇 む、 八 時黑崎 並に 靑年 と共に 輕 井澤に lb き、 ベル 氏 

をお 館に 訪 し 暫時 談話の 後に 相携 へて 外人 共同 敎會に 出席した、 久 振りに て 外國に 行て 其 敎會に 出 

席した やうな 心 持が した、 唱歌、 獨 i2、 四 部 合奏、 集金、 說敎等 悉く 规则 通りであった、 其內に 何の 

獨創 的なる 者な く、 徴 ける 熱 も、 燃 ゆる 火 もなかった、 唯 平々 凡々、 佛敎の 寺院に 參詣 すると 多く 異 

ならなかった、 而 して 其說敎 たる や メソヂ スト 敎會 の神學 博士 某に 由て 爲 されし 者な りと 雖も、 其內 

に 福音と 稱 すべき もの は 少しもなかった、 単に 文學と 歷史と 宗敎祈 n 學の 羅列に 過ぎなかった、 < ^はべ 
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ル 老人 を 顧みて 曰 ふた 「是れ です、 是れが 日本 令 日の 敎會の 基督 敎 です， 責君は 今日 私が 敎會 に關係 

しない 其 理由が 能く 解りました らう」 と、 老人 は 答へ て 曰 ふた、 「其 通り、 其 通り、 米圃に 於ても 此 

通りで ある、 私 は 君の 立場が 能く 解る」 と。 

七月 二十 五日 (月) 曇 主婦 東京より 来る。. 

二 In ろ  ちて なし 

七月 二十 六日 (火) 小雨 小 諸の 敎友 二人 を 伴ひ輕 井澤に ベル 氏 を 訪問した、 晝 食の 饗 應に與 り、 

引 緩き 樂 しき 友情の 交換であった、 歸途 停車場に バ ー 博士の 東京より 輕 井澤に 來 るを迎 へた、 斯 くし 

ち あ 

て舊き 米國の 友人が 二人 同時に 同所に 落 合った 次第で ある、 不思議の 事 も あれば ある ものである、 但 

し 余に 接待の 资 力なく 又 其 術に 拙き を悲ん だ。 

七月 二十 七日 (水) 晴 大 なる 興味 を 以て 使徒 行 傳を讀 み 終った 、今日までに 幾囘 之を讀 みし か 

知ら ざれ ども 今度 程 面白く、 且つ 了解 を 以て 讀んだ 事 はない、 我 信仰に 又復大 進歩の ありし 徵候 であ 

らう、 感謝に 堪 へない。 

七月 二十 八日 (木) 晴 朝 八時祐 之と 共に 輕井 i: 驛に ベル 氏 父子の 米 國に歸 る を 送った、 我等 復 

ご 000OO00OOOOOOOO 々リス チャン 

活の 朝に 於け る" 再會を 約して 刖れ た、 基督 者の 離^の 美 はし さよ、 死 も 亦 我等 を 分つ 能 はすで ある。 


ペル 氏 を 載せし 汽車 を見这 りて 後に ホテルに バ ー 博士 を訪 ふた、 十 一 時 彼と 共に 日本 幼稚園 同盟 會の 

年會に 臨み、 神戶の ミス • ハウと 三人 共に 高 壇に 登り、 余 は 英語 を 以て 余の 三十 七 年来の 米國の 友人 

ドクトル. バ ー を會 衆に 紹介す るの 名譽を 持った、 辏 いて バ ー 博士の 演說 あり、 之 を 終る や 余 は英國 

紳士 某と 共に 博士 を 輕井禪 驛に这 つた、 斯くて 同日に 二人の 米國 友人の 歸 國を途 つた 次第で ある、 實 

に 今年 は 余に 取りて 不思議の 年で ある、 ハリス 監督 を 天國に 送り、 ベル 氏と バ ー 博士 を 日本に 迎 へて 

米國に 送った、 而 して 彼等 三人 を 以て 余の 米國の 友人 は盡 きる ので ある、 米國 人と は緣の 甚だ 遠い 余 

も 今年 は 特に 米國が 近くな つた やうに 思 はれる、 不思議 の 事 も あ れば ある ものである。 

七月 二十 九日 (金) 曇 友人 去りて 淋しく も あり 亦大 なる 重き 責任の 取 去られし やうに も感 する。 

此 地に 在りて 雜誌 編轉を 終った、 都會 にあり て 筆 を 執る 同志と 印刷に 從事 する 活版 職工の 炎暑に 苦し 

む を 思 ひ 甚だ 濟 まなく 感じた。 

七月 三十日 (土) 半晴 悔改 はたし かに 救濟の 必要 條件 である、 故に 人 は 曰 ふ r 悔 改めよ 然 らば 

救 はるべし」 と、 然れ ども 人 は 努めて 自 から 悔 改める こと は 出来ない、 彼 は 或 ひは悔 ゆる 事は屮 I 來ゃ 

う、 然れ ども 改める こと は 彼に は 出来ない、 悔改は 神の 事であって 人の 行で はない、 聖靈 彼に 降りて 

彼が 新たに 生まる、 まで は 彼に 眞 正の 悔改は 起らない、 悔改は 容易に 起らない、 人は悔 改めて 然る 後 

に 救 はる & もので はない、 悔 改める 時に 旣に救 はれた ので ある。 
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七月 三十 一 日 (日) 曇 小 諸より 三人の 姉妹 来り、 家の 者 四 人と 共に 靜に聖 R を 守った、 周 園の 

^花 美く しく 之をバ ケッに 盛りて 此 日の 飾りと なした。 〇 旅館の 隣室に 橫濱 より 來 りしと 云ふ會 社員 

らしき 日本： t 士の ー團 が酒实 を 張りて 酒に 狂 ふ狀態 を！ H 擊 して 多くの 感想 を 禁じ 得なかった、 先づ第 

一 に 思 ふた、 若し 彼等の 一 人が 余の 一 子であった ならばと、 第二に 思 ふた、 断 かる 人に 金 を 託し、 事 

業を委 ぬる 金主 叉 は 株主 は危ぃ 哉と、 綱紀 肅 正と 云 ふも斯 かる 行爲が 憚から すして 行 はる 本闽に 

於て は 到底 其 實行を 見 る こと は S,I 来ない、 余 は 東京" 时 下松澤 村の 精神^院 を訪 ひし も此 n= 此 所に H 擊 

せし やうな 狂態 を 見なかった、 禁酒 運動 は 決して 無 5 俭の 業で はない、 口木 人の 此惡！ 2 を 橋め るに あら 

ざれば、 其 家庭と 社 會と國 家と を根牴 より 改める 事 は 出来ない。 

\ 月 一日 (月) 晴 ジョン. べィレ ー 一 者 『ミ ル トン 傅』 の 初めの 一 章を讀 み、 舊き 友人 を. 冉び紹 

，卞 せられし が 如くに 感じ、 _ ^快の 極であった、 實に 偉大なる は ジョン . ミルトン である、 彼 は 英圃倫 

敦に 生れて 英國 人で はない、 彼 は 世界人で ある、 自由と 正義と a; 宗教との 戰士 である、 近代の 猶太 人 

と稱 せらる、 英國人 の 中に 這麼 サ ブ ライム な 人物が 生れた と は 不思議に 堪 へない、 英國人 は 彼 を 嫌 ひ 

つ. -も 彼に 尊從 せざる を 得なかった、 願 ふ 余 も 余の 小 を 以て 大 ミルトンに 傚 ひ、 東洋の 英國 人と 稱せ 

らる k 日本人の 内に ありて、 其 嫌 ひ 厭 ふ 所と なりつ &、 幾分な りと 其尊從 を餘满 なくす るに 至らん こ 

と を。 

月 二日 (火) 半晴 午前 十 時 二十 分 掛發の 汽車に て 主婦と 小 諸 町に 行いた、 停車場に 舊き信 


なつ- r  c わい こる I ん 

仰の 友の 迎 ふる 所と なり、 懐し き 懐古 園に 案 され、 武田信 玄の家 來山本 勘 助が 設計せ しと 云 ふ 小 諸 

城趾に 於て 晝敏 の晝 應に與 り、 其處に 計らす 藝術界 の 明星 島 崎 一 i 村、 丸山晚 霞の 雨 君に 面 會 する を 得 

た、 相 共に 小 諸小學 校の 大 講堂に 於て 開會 中の 淺 §1 山 研究 會に 臨んだ、 丸 山 氏 登壇、 一時間と 三十 分 

に涉 り、 日本の 風景 殊に 火山が 日本 美術に 及ぼす 影響に 就て 述べられ、 興味 多き 講演であった、 其 後 

余 も 引 5； され、 一場の 講： M を爲 すべく 餘條 なく せられた、 余 は 地现擧 の (疋義 として 「人類の 住所と し 

て 見た る 地球」 なる 力— ル • リッテルの 語を與 へ、 辏 いて 日本 國の 第三紀に 成りし 火山 園なる 之 

に 住居す る n 本人の 火山 性に て短氣 にして 變り 易き 事、 文士 俊ず と稱 せらる る 人達が 多く は 一 たび は 

基督 敎を 信す る も 大抵 は 中途に して 之を棄 つる 事 も是れ 日本人の 火山 性の 一例なる 事に 就て 語り、 緩 

いて 淺 §1 火山の 太平洋 を圍繞 する 大火 山帶の 一峯に 過ぎざる 事、 此 火山 帶 なる が 故に 目下の 太平洋 問 

題の 起り し 事に 言及し、 終りに 淺 火山が 世の 終末に 就て 何を敎 ふる 乎、 活火山なる 以上、 全地 球に 

復父 大破 壞の 臨む は 免るべからざる 事、 其 大破 壞の 臨る や 或 ひ は 今 曰なる や も 知れざる 事、 而 して 我 

等 人間 は 縦し 地球 は 全滅す る も、 猜ほ消 誰す る 能 はざる 「或 物」 を 有し 得る 事、 人の 人た る價 梳は此 

「或 物」 を 獲得す るに ある 事 を 述べて 四十 五分 il の 講演 を 終った、 來聽者 百 七十 餘名、 其 多数 は 地方 

の 教育者な りしとの 事であった、 それより 町内の 舊友三 四 軒 を 訪問し、 鶴 卵、 菓物 等の 食品 を 多量に 

供給され、 夜 八 時雨 を 冒して 旅 宿に 歸 つた、 近來 になき 多事の 一 日であった。 

八月 三日 (水) 雨 目下 此 地に 於て 開會 中の 藝術 自由 教育 講演 會に 出席す るの 自由 を與 へられ、 

島 崎 藤 村 氏の 日本 文 學に關 する、 山 本 鼎 氏の 藝術敎 育に 關 する 講演 を聽 いて 甚だ 有益であった、 藝術 
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に緣の 最も 遠い ピ ュ ー リタ ン 的の 余の 如きお に は 凡てが： 斗 新ら しく 聞え たリ 

八月 四日 (木) 晴 朝隣村の御代mにホ シダの小：^さんを訪問した、 林間に淺^^を庭圃のす^；-山と 

して 眺め、 日本 アルプス を 造に 雲霧の に-まみながら 和洋折衷の 晝 食の 饗 應に與 り、 傅 道と 生物 學と 

地質 學 とに 就て 語り、 聖き歡 樂を敲 して 午後 ニ時辭 して 沓掛の 旅 に歸 つた、 ベル 老人 歸 つて 心 淋し 

き此 頃日 本 國に歸 化せし 此米 网 生れの 姊 妹の 許 を 訪れて 尠 からざる 慰藉と 能力 を 供 へられた。 

八月 五日 (金) 晴 午後 三時 當所 (杏掛 星の？ i!) に 於て 畫家山 本 鼎 氏 主催の 下に 開會 中の 藝術自 

由敎宵 It 習 會の依 賴に声 ^ じ、 一 の 講演 をな した、 「i-> 術 として 見た る 人の 一生」、 八 水が 藝 術に 就て 

Ijli り 得る 事 は 之より 他に ない、 ii«、 彫刻、 昔 樂、 詩歌、 其 他に 叉 一 つの 藝 術が ある、 それ は 人生 其 

物で ある、 而 して： れ實に 最大の 藝術 であると、 苦し まぎれの 藝術論 を 述べた、 余が 藝術 〔永の 前に： g 

說 したの は 今：！ が 生れて 初めてであった。 

八月 六日 (土) 半 稳 鎌 倉より 塚 本 夫婦が、 柏木より 鈴 木 兵 永が、 越後より 木 村 孝 三郞が 來り會 

し、 山中の 旅 宿が 大に賑 つた。 

\ 月 七日 (日) 晴 近隣の 靈友を も 合せて 十 1： 人より 成る 第會を is き、 此 所に 善き = を 守った- 

〇 左の 如き 葉書が 舞 込んだ、 淺 間の 山麓 も亦必 しも 平和の 里で はない。 


八月 五日 『信！？ お 毎日 新聞』 紙上に て 貴君 は 日本の «H "一と 日本 钟士の 非行と を 非難され たが 一!^, 立 に 減 

亡の 前提で あるから： }  • に  ノー <らた い、 神 は 圈.； の 上に 在りて 國.！ }^ を 支配して 居られる、 

4.1 界大 革命の 時に 常.' てで- - IP:. . つ-、 ヒ. ク、. 外せん や、 自 國獨特 の軍國 主義より ー轉 して 外交 

上の 立に 陷れ られ、 再轉 して 他 1K  - . へ 中に 陷 らば 玆に 革命的 色彩 濃厚と たる 火 を 猪る よ 

り も 明かたり、 吾等の 天に 在す 父 は 民挨本 主義 を 採りて 無產 階級の 叫び をして 世界の 棰 fl に 至る- 

まで 徹底せ しむる 者なる 事 を 信じて 疑 はざる なり、 日本人に は 信仰 も E 心 想 も 要らない、 其 等 は 建て 

二.！ J  <1 ム厶 <J  △ ュ A  A  .1  <1 

直しの 後に 必要た ので ある。 松 本 市 〇〇〇〇 

是 は 純粹な る 過 激 思想で ある、 斯んた 思想が 我國に 於て 行 はれて 居 やうと は 夢にも 思 は た か つた * 而 

して 之 を 東京 叉 は 祌戶に 於て 聞く に 止まらす、 信 州の 山中に 於て 聽ぃ て 我 等 に +、 な る不 安 ，へ- * き 能 は す 

で あ る - 

八月 八日 (月) 晴 正午 少し 過ぎ. ， 局に 行き、 雜 誌の 校正 を 終り、 直に 之 を 東京 二.. 

に-; つた、 時 もま だ 早ければ 輕 井澤へ ，こま を逞ん だ、 途中 一 西 ま /ノ、 ： ヒー-一-.、 -- ： /る 

あり、 近づき 見れば 神戶の ミス • ハウであった、 先日の バ ー 博士：； 一.. V- に 二-  に 

*4 ん な- 7 

訪問 せんとす る 途中で あるとの 事であった、 斯くて 高原の 眞中 にて 固き 握手が.：，：  ；/ は 俥よ 

り 降りて、 一 一人 相 併らん で 涼風に 吹かれたがら 步 行んだ、 我等 善を爲 さんと する 時に 人婊ひ はしない、 

女史が 来國 組合 敎會！ 遣 の 宣敎師 であ る 事 は 余が 彼女 を 尊 - . 爲に 最善 を畫 さん と 努力す る 時 

.i "こし さ ひ 

に 些少の 妨碍に もたらない、 萬國 幼稚 圜檩會 日本. r .  .  一 t における 大會に 一 人の 有力た る 辯士を 
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供す る 爲 に 女史と 協力す る を 得し は 余 の 八 i に 於け る 大功 鎮と稱 す ベ きで あらう。 

八月 九日 (火) 晴 ： ぉ氣强 し。 越後 大 鹿の 木 村 牵三郞 我等と 共に 滞在して 多大の 慰藉で ある、 彼 

は- 1= て 余の 窮乏 を 救 はんとて 其 僅かば かりの 產 を擧げ て 余に 供給した 者で ある、 彼は乂 稀れ に 見る 書 

畫の II 定家 である、 此日自 から 墨 を 指り、 余 をして 二十 餘： « の Si 地と 唐紙と に^ 毫 せしめた、 へ 氷の 

「呢 はれた る 文字」 と雖も 彼に 取りて は大 なる 價 値の ある 者の やうに 見えて 可 笑かった、 誠に 善き 信 

仰の 友で ある、 俊才 文士 悉く 余 を 去る も 彼の 如き 者が 殘 りて 余 は 少しも 淋しく 感じない、 序に 曰 ふ 余 

は 木 村 君 以外の 揮毫の 依頼に は斷 じて 應 じない。 

八月 十日 (水) 快晴 木 村 君 を 送って 停車場に 到り、 其 序に 輕 井澤に 行いた、 W 街に て祌戶 在住 

の 英阈人 ウィルクス 氏に 遭 ふた、 立派なる 英國 紳士で ある、 共に 相携 へて 英國 書類 會 社の ブレイ スゥ 

H イト 氏を訪 ふた、 三人 ：！：^ 仰の 根本 を 同う する を 知って 大 なる 歡 喜であった、 今や 世界の 基督 敎界は 

明， 曰なる 一 一派 に^れつ 、ある、 書 其 儘 を 神の 眞理と 信す る 者と、 聖書の 一 M: に 大眞理 を 見る も 之 を 

「丸- -1^ みに せす」 と稱 する^との 二 派に 训 れつ & ある、 而 して 余 も 是等英 » の 二 紳士と 共に 舊派卽 ち 

前者に 屬 する 者で ある、 其點に 於て 我等 は敎會 信者の 多數と 信仰 を 異にする おで ある、 我等 は 架 書信 

者で ある、 社會 奉仕 主義者に 非す、 世 改造 論者に 非す、 キリストの 受 肉と、 贖罪と、 (仅活 と、 昇大 

と、 再臨と を する 舊 式の 信者で ある、 而して此信仰を懐く者は英國人と雖も余の信仰の兄^^でぁる. 

誠に 幸 ひなる 事で ある、 英國 書類 會社 出張店に 於て 英書 一 一冊 を 買 ひ 之を讀 みながら 正午 少し 過ぐ る. 


^掛の 旅 宿に 歸 つた、 人 浴し、 晝 食し、 一休み すれば 東京より 雜誌 『現代』 の 記者が 尋ね 来り、 一時 

間餘り 余の 身元 調べ を 行った、 迷惑 至極で ある、 然し 態々 此暑 いのに 東京から 來 たと 雷へば 辭 する 事 

は 出来ない、 余 は 彼が 欲する 儘に 彼の 質問に 答へ た、 避暑地に 在りて は 余と 雖も 大分に 順良の 人と な 

ら ざる を 得ない。 

へ 月 十一 日 (木) 晴 舊 車夫 音吉が 下の 一首の 歌に 添へ 療養費の 内へ として 金 五圓を 送って 吳れ 

i'r  み，、 に  ふ ちづれ  ひ 

た， 「見る 人の 心々 に 任せお き、 天津 聖國に 我 は 進まん」、 彼 は天國 への 善き 道 連で ある、 牽 きし 彼 

と 引かれし 余と 今や キリ ストに 在りて 兄弟で ある、 斯く ありて こそ 主人 も 車夫 もあった もので ない、 

询に美 はしき 事で ある。 〇 英文 『代表的 日本人』 改版の 校正 を爲 しつ k ある、 今日 上 杉 魔 山の 分 を 終 

り、 二宮 尊 德の分 を 始めた、 今より 二十 八 年 前に 此著 を爲 して 置いた 事 を 神に 感謝す る、 眞の 日本人 

は實に 偉ら い 者であった、 今の 基督 敎界の 牧師、 祌學士 等と 雖も 遠く 彼等に 及ばない、 米國宣 敎師等 

に 偶像 信者と 稱 ばる、 とも 鷹 山 や 尊德の やうな 人物に 成る を 得ば 澤山 である、 余 は 或 時 は 基督 信者た 

る を 止めて 純 日本人た らんと 欲する ことがある。 

八月 十二 日 (金) 晴 空 は 晴れ 風 は 涼しく、 理想的の  一口であった、 『愛吟』 屮の 一句 を 思 出さ 

ざる を i:^ なかった、 

w 時 變らぬ 涼しき 夏の  . 

光り輝く 讚美の 里に。 
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やど 

象 族の 者 は 野球 を昆 に輕 井澤に 行いた。 獨り 宿に 在りて 齒 稿の 編 慕に 從 事した、 祌の靈 我と に 在し 

て惡 念の 我衷に 生起す る 事な く、 樂 しき 幸 ひなる 一日であった。 

八月 十三 日 (土) 晴 束 京より 聖書 研究 會員 中の マリヤが 一人、 ハンナが 一 人、 訪ね 来りて 宿 は 

-? U  ゆ が は 

大に賑 はった、 夕 暮の祈 禱會に 讚美の 聲を 落葉松の 林に 響かせ、 側に 流る-^ 湯 川の 昔に 合 はして 少し 

く 神の 子供の 勢力 を 示した。 〇 淺間 山麓に 來 りて 感 する は 故雨宮 敬次郞 氏の 功績で ある、 彼に e て植 

えられし 赤松と 落 薬 松の 苗 は 今 は 生長して 濃綠を 以て 全 麓を蔽 ひ、 富を增 し、 風景 を 加へ、 氣 候まで 

を 改善して、 曠漠 たる 火山の 麓 をして 今日の 遊園地た らしむ、 實に人 を 救 はんと 欲せば 福音 を說 くべ 

し國 を^ はんと 欲せば 樹を植 ゆべ しで ある、 在世中の 雨宫 氏に 對 して は 古河 市 兵衞氏 に 對す るが .§ く 

に 余は餘 りに 敬意 を 表せ ざり しも、 今や 淺間 山麓に 滯留 し、 其 松林の 薰 風に 浴して、 余 は 今更ら なが 

らに 明治 實 業界 偉人の 一人なる 雨宮 敬次郞 氏に 對し、 感謝の念 を 懐かざる を 得ない、 西洋人 は 11 ふ 

r 殖林は 王者の 業な り」 と、 成功 を 自身の 生涯に 於て 期せす して、 之 を 後 に 讓る者 は 之 を 王者と 稱 

すべきで ある、 軍艦 を 造って 富 を 作りつ、 ある 三菱と 川 崎と、 山林 を亂 伐して 銀と 銅と を 掘りつ、 あ 

る 藤 田と 古河と は 此點に 於て 雨宮 氏に 及ばざる 遙 かに 遠し である。 

八月 十四日 (日) 晴 大學生 三人、 聖書 研究 會の マリヤ 二人、 ハンナ 二人、 外に 當 地方に 働く メ 

ソヂ スト 敎會傳 道： t 一人、 それに .：}^ 族の 者 を 加へ て總勢 十二 人の 禮拜 聖書 講演 會を 開いた、 研究の 題 

目 は 約 翰 傳三章 八 節であった、 之 を 下の 如くに 讀む べしと 說 いた、 r 靈は 己が 任に 嘘き 給 ふ (二十 章 


二十 二 節參考 )、 汝 其の 聲を 聞け どもば 處 より 来り 何 處へ往 く を 知らす、 凡そ 靈に 由り て 生る る 者 は 

此の 如し」 と、 小集會 では あつたが 研究の 題目 は 小 問題で はたかった。 

八月 十五 日 (月) 晴 少女 s: 人 を 伴 ひ、 湯 川に 添 ふて 溯る 事 一里に して 小瀕溫 泉に 遊んだ、 淺間 

山麓に 亦 天然 的 美景の からざる を 知った、 森に 噠る t^r 巖に 轟く？ r 密林の 上 に^えて 見 ゆる 大火 

山の 未 儿；， 如、 何れも 世 離れして 嬉しかった、 東京に 歸る のが 厭に なった、 落葉松の 葉が 黄ばみ だして ハ 

ッ キリと 秋氣 分に なった。 

八月 十六 日 (火) 雨 雨 籠りであった、 女 五 人、 男 二人、 山 莊に閉 籠め られて 無聊に 困 しんだ。 

〇 正直の 大切なる 事に 就て 考 へた、 基督 信者と 稱 する 者の 間に 虚偽の 盛に 行 はる K は 解し 難き 事で あ 

る、 正直なる 事に 於て は 無神論者と 稱す る 者 の 方が 所謂 宗敎 家に 勝 さ る こと は 拒み 難き 事實 である、 

宣教師の 報告に 虚偽の 多き は 人の 能く 知る 所で ある、 余の 知る 牧師、 傳 道師、 神學士 等に して 傳 道に 

係 はる lis- に 就て 虚偽 を 行 ひ 之 を 宣言す る を 何ん とも 思 はない 人が 掛く ない、 多分 宗敎 は 道德に 非す 祌 

の 恩 惠に與 る 事たり と 8 觀 念が： rli^ 等 の 人々 をして 斯か る 行爲 に 出しむ るの で あらう、 實に 苦々 しき 事 

である、 チヤ ー ルス • ブラッド HI 、トマス • ハックス レ ー の 如き 淸士が 何よりも 基督 敎を嫌 ひし 理 

由 は兹に 在った ので ある、 誠に 道德の 根本た る 正直が 平然として 無視 せらる、 所 は 所謂 基督 敎社會 で 

ある、 實に堪 へられぬ 社會 である、 . ^は 時々 思 ふ、 縱し 地獄に 落つ ると も是等 基督 敎 信者の 一 人たら 

ざるべし と、 ハックス レ ー は 公然と 言 ふた 「余 は敎 會の稱 する 異敎徒 又は 無神論者 なり」 と， 余 も 亦 
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敎 者と 共に 虚偽の 雰圍氣 の^に 生息す るよりも 寧ろ ハックス レ ー と共に 「異敎 徒 叉 は 無神論者」 

たらん^ を 欲する U 

.i^ 月 十七 日 (水) 半晴 山に 來 てから 旣に 十日 餘り、 容子 はメッ キリと 變 つた、 殊に 目に付く 

は.！：；.？ の 多くが 飛び去った 事で ある、 今や 篤と 燕の 外 は 目に 附 かない、 輩、 鶴^、 藏切 は水邊 に來ら 

す、 斑鳩と 杜 S3 の聲は 森より 絶えた、  < ぱ爐 に. 殖しは 赤 崎 蛉と娵 類で ある、 .ill 類の 活動 は其營 m 時期の 

滿了を 以て 終る、 森の 娠ひは 彼等が 戀愛歌 を 奏する に^る、 愛の 冷える 時に 歌 は^む、 林 に鳥聲 

止んで 天下の 秋の 旣に 臨みし を 知る。 

八月 十八 日 (木) 半晴 大 なる 與味を 以て-一 ュ， 'ビ ギン 女史 著 『近世 地理』 を再讀 しつ、 ある、 

其 rs; 物 地理」 の 一 ャ诉+ は 植物に 對 する ヘルの 觀察 吸を銳 くした、 周 園に 蕃 する 野生の 草木 を 採集し、 

地 ™^ 學 研究の 資料と した、 うど、 し、 うど、 たけに ぐ さ、 めた からかう、 つる ふじば かま、 しもつ け 

さ う、 つりぶね さう 等 何 れ も 與味多 き 研究の 材料であった、 § ち 書の 研究と 共に 聖き樂 しき 研究で ある。 

八月 十九 日 (金) 曇 昨夜 大 雷雨、 訪問客 多し、 淺間 山麓の 旅 宿が 柏木 宗の 本山と なりし やうな 

觀を呈 した、 然し 惡 しく はない、 我が家 挨の少 くと も 日本人なる を 示す、 惟 願 ふ 余を訪 ぬる 者の 余 を 

訪 ぬるに あらす して < ^を 護り 且つ 役 ひ 給 ふ 主 御自身 を 訪ねん 事 を。 


八月 二十日 (土) 半晴 時々 雷雨 あり。 朝雜 用を辨 ぜんが 爲に輕 井澤に 行いた、 途に 多くの 知人 

に 遭 ふた、 夏の 輕 井澤 は 日本の 基督 敎界を 確 氷 高原 に 移した 所で ある、 余 は 之 を Missionaries-  Heav- 

en (宣教師の 天國〕  と稱 して 揮らない、 故に 基督 敎界 に關係 ある 者に して 夏期に 此 所に 遊ばざる 者 は 

殆ん どなき 有様で ある、 千人餘 りの 外國 宣教師と 之に 從屬 する 人 等 はすべ て輕 井澤に 集り 來 るの で 

ある、 然し 乍ら 『宣 敎師の 天國』 は 決して 實 際の 天 國 ではない、 基督 敎界の 如何なる 者なる 乎 は 夏 

の輕 井澤に 行いて 見れば 一目瞭然 である。 〇 宿に 歸り、 ？| に 浴し、 杖 を 鬼いて 小川の 畔を 歩め！ l^lMsi 

(さ ater-cuzel) の 淺瀨に 餅 を 漁る を 見た、 幸福なる 山中の 水鳥よ、 汝は 我が 善き 友で ある、 汝が に 

敎 ふる 所は遙 に祌學 博士の それに 勝 さる、 我 は 汝の樓 む 所に 宿りて、 輕 井澤に 行かす とも 祌と 天國と 

に 就て 深く a つ 明かに 知る ことが 出來 る。 

八月 二十 一 日 (日) 晴 小-おより 六 人、 輕 井澤より I 二人の 同志 来りて 家族の 者と 共に 小 講演き を 

開いた、 米； i 書 六 章 八 節に 就いて 語った、 此曰 家の 靑年 柏木に 歸 つた、 他の 青年と 交代せ ん爲 である、 

涼 は 一人に て 擅 ま k にす ベから す、 下婢に 至る まで 交々 之れ を樂 しむ、 其れが 故に 屮 Z 入：！： i.; だ 頻繁で あ 

る、 然し 乍ら 斯 くしての み 家庭の 平^は 維持 せらる \ の である。 

八月 二十 二日 (月) 晴 昨夜 畔上賢 透、 木 曾 傳道を 終へ て歸 京の 途次、 當地を 訪問し、 ん 7 日 は 滞 

在して 雜誌 編輯に 從事 しつ.^ ある、 三 谷 女史 叉 東京より 來り、 外に 二人の 同志の 來る ありて、 淺^ 山 

麓の 寓居 は 柏木の 家の 如くに 賑か である、 談話に 花が ゆ、 いて 書く こ とも 讀む こ とも 出来な い 、 然し g 
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腦 のために は 却て 善い ので あらう。 

八月 二十 三日 (火) 半晴 畔上 編輯 を 終へ て 東京に 歸 つた。 〇 近頃まで 余 を 先生と 呼んだ 人が、 

「< ^は旣 に 先生より 學ぶ だけ 學ん だ、 此上更 らに舉 ぶべき 者な し」 と 言 ひて 余 を りしと 聞いて 非常 

に 情なく 感じた、 然し &れが 人情と 云 ふ 者で あらう、 。ハウ ！！ が 其 愛弟子 テモテ に 書 贈った 言 を 思 出さ 

そむ 

ざる を 得ない、 ！ n  く 「アジ ャに 居る 者す ベて 我に 背けり、 是れ汝 が 知る 所 也、 フゲ a と ヘル モゲネ も 

其 中に 在り」 と (提摩 太 後書 一章 十五 節 ：>、 バウ n にさへ 有った 事が 余に 無い^ はない、 然し 嗚呼 フ 

ゲ 口と ヘル モゲ ネ何ぞ 多き やで ある。 

八月 二十四日 (水) 半晴 スッ カリと 秋に なった、 浴客 は歸 りつ、 ある、 溫泉 は將に < ^の獨 卜；： に 

おせんと しつ、 ある、 幸福なる 事よ、 裏の 淸 流に 黄 鶴鴿の 水浴し つ、 ある を 見た、 又し もっけ 草と め 

たからかう 草と が 衰て获 と 薄との 全盛時代 となった、 文 學界に 於て 流行 兒が 交る 交 はるに 衰て 行く 狀 

に 校べ て 見て 面白かった。 

八月 二十 五日 (木) 晴 雜誌 編輯に 殆んど 全日 を 費した。 べィレ ー の ミルトン 傅に 『失樂 園』 の 

評論 を 請んだ、 近代の 英！； 文士 も 亦 信仰 を 見る 眼 を 有たざる を 知って 悲ん だ、 彼 は H ふ 「詩の 目的 は 

.< ^に 快感 を與 ふるに あり」 と、 然れ ども ミルトン は其麼 目的 を 以て 『失樂 園』 を 書いた のでない 事 は 

何よりも 明. E である。 


八月 二十 六日 (金) in? 午後 二人して 隣村 御代田に ホシダ の 小 さんの 山莊を 訪れた、 落葉松の 

>^.,^^-b てんじゃ- フ  し.；.： くさ  とこの .tt 

林の 中に 設けられし 「客 ra」 に迎 へられ、 青空 を 天井に、 森の 下草 を 敷物に、 淺間山 を 床 之 間の 置物 

として、 山莊に 有る 丈け の 物の 御馳走に 與り、 有難かった、 夕暮れ 頃タ 陽に 輝く 南 信の 譜岳を 眺めな 

がら 沓掛の 我 山 居に 歸 つた、 天然の 美に 友誼の 快 樂が加 はる 時に、 此藤 らしき S€ の 世に 天围が 一時的 

なりと も 出現す るので ある。 

八月 二十 七日 (土) 雨 机上に 野 花の ブ-ケ ー ( 花束) が 飾られて 言語に 盡し 難き 美觀 である、 

殊に 高原の 桔梗が 美しく ある、 其 濃紺 色 は 夜 々 星 を 鎮め て 其 上 を 覆 ふ： 大空の 色 を 花に 移した やうの 色 

である、 松蟲草 叉桔 極に 劣らぬ 色で ある、 木莓の 菜は眞 赤に 熟して 色 も 美く 味 も 美く ある、 斯んな 人 

1? を 住 はせ るに は餘 りに 普き に 過ぐ る 地球で ある、 是と 彼との 間に は 天 壤の差 が ある、 此 天然に 叶 ふ 

人間が 現 はれて 来ねば ならぬ、 而 して 其れ は 人種改良 や 世界 改造に 由て は 行 はれない、 新 創造が 必要 

である、 神擧者 等が 嘲り笑 ふ w 臨の 必要 は玆 におる、 机上の 野 花の 一束が 此事を 余に 語る。 

八月 二十 八日 (日) 暴 n 霧 深く して 陰 Is なる 藤な 日であった、 此日 集き を 休み 自 から 休まん と 欲 

—た、 然れ ども 其 nw 的 を 達し 待なかった、 遠近よりの 來客 多く、 山莊は 常よりも 賑 はった、 東京より 

來 りし 或る 敎會の 牧師に 甚督敎 3^ に關 する _ 主： J き事惡 しき 事を澤 山に 聞かされて 我心の 神聖 を 維持す る 
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事が 出來 なかった、 余に 取りて は敎 會は大 禁物で ある、 之に 關聯 して 余に 善き 事の 臨みた る 例 は 一 も 

ない、 敎 會は獨 立しても 矢張り 敎會 である、 敎會に 入らざる 者、 之 を 知らざる 者、 其 人 は： i ひで ある、 

主ィ H ス キリストの 福音 は 外 "一教： 帥 等に 由て 輸入され し 敎會に 由て 如何に 汚されし よ、 如何に 寬大 

なる心を以て之に對しても<:^は敎/淬をキリ ス トの殿として見る事は出來なぃ、 心靈の 平安 を 妨げ、 兄 

弟の 平和 を紊 し、 幅 昔の 純潔 を 汚す 者に してん：' 日の 敎 N.^ の 如き はない、 余 は^く 一一  K ひて 誤りな き事實 

を 述べ つ i あると； 一:Z する。 

八月 二十 九日 (月) 曇 霧 深し、 主 it 一  先づ 柏木に 歸り、 又 浴客に して 去る 者 多く、 山莊も 始め 

て山莊 らしくな つた、 朝 栃木 縣の贵 木義 雄と 共に 淺問道 を 二 里程 散步 した、 山野に 秋氣滿 ち、 爽快 言 

はん 方な し、 又 山形 縣の 奥山 吉治 君より 其 * 園の 夏 林檎 を 送って 吳れて 嬉しかった、 愛すべき 者 は 花 

At じ 

と .场 と 友と である、 美 はしき 天然に 友の 深 情 を 混へ て 人生 は靈 化せら る &を覺 ゆ、 午後 輕 井澤 滞在の 

= 文治 君の 訪問 あり、 山莊に たび 快談の 花が いた。 

八月 三十日 (火) 雨 久极 りに て 一 人の 訪問客 もな く 誠に 理想的の 一 日であった、 『地球 構造 史』 

と 『近代 地 现學』 と を 各 二度 づ、 讀み 了って 今度 は 『氣 象擧』 を讀み 始めて 面， n かった、 此ロ亦 柏木 

より 豫 ねて 英國に 注文し 置きし ジ ョ ン • ブラウン 著 『羅馬 書 註解』 を 送り 來り、 非常の 與味を 以て 其 

四 4- 頁餘を 護んだ、 一八 五 七 年の 出版に 係る 書であって、 舊ぃ 書で は あるが、 近代の 祌學 者の 筆に 成 

りし 書と は 全く 趣き を 異にし、 血 あり 淚 ある (冋 時に 該博なる 知識 ある) 註解 書で ある、 斯んな 註解 


#1 ならば 何百 頁 護んでも 厭きない、 バウ の 心が 善く 解って 嬉しかった、 彼れ バウ 口 は 決して 今日の 

神學 者、 監督、 宣 敎師、 牧師、 傳道師 等の 如き 者ではなかった、 自己の 不完全 を 認め、 他 を 審判く に 

最も 慈悲 深き 優しき 人であった、 彼 は キリストの 僕であって 最も 人ら しき 人であった、 余 は 彼の 如き 

人た らんと 欲する、 之に 反して 今日の 所謂 基督 信者た るより は 寧ろ 不信者た らん 事 を 欲する。 

八月 三十 一 日 (水) 曇 霧 深し、 引 績き來 客な く讀 書に 宜し、 昨夜 來羅馬 書 註解 を 更に ra: ト頁讀 

んだ、 叉 復パゥ 氣分 になって 何に となく 氣が引 立って 偸 快であった、 一首が 浮んだ。 

人 は 去り 山 は靜に 水淸く 

聖書 我 手に 獨り 天國.  . 

淸 水の 邊に 秋の 雑草の^ 亂れる を 眺めながら 獨り 人生の 最大 問題に 就て 學び 且默 想す るの 聖快は 紙に 

も 筆に も 書き 盡す 事が 屮： 來 ない。 八月が 終った、 忙しい 月であった、 休養と して は^ば 失敗であった、 

然し 多少の 傳 道は爲 した 事で あらう、 然し 乍ら 傳道は 何時でも 爲す 事が 出来る、 欲しき は 完全なる 休 

養で ある、 き 時 何處に それが 得られる ので あらう 乎。 

九月 一日 (木) 晴 朝 小， 諸に 下り、 其 慮より 小 沼 小山 兩 兄の 案內 にて 佐久鐵 道に 由り 千 曲 川 を 沿 

ふて 溯 ぼり、 終點小 海より 馬車に て 松原 湖へ と 向 ひ、 十二時 目的地に 達した、 八 ケ嶽の 北 麓に 湛 へら 

れ たる 小 湖で ある、 中 禪寺十 和 田に は 及ばす と雖 も、 亦捨 難き 「林 中の 一 眸子」 である (詩人 ト 

.0 言を藉 りて 言 ふ)、 舟 を 雇 ひ 湖 中 を 一 週し、 四時 山 を 下り、 小 海に て 東 信 電氣會 社の 大發電 所の 縱 
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覽を 許され、 苒び 汽車に 投じ、 九時沓 掛に歸 つた、 地现舉 上の 善き 實見 であった。 

九月 二日 (金) 晴 昨日 山 岸 柏木より 來り、 山 莊は復 たび 賑 つた。 『信 濃 毎日 新聞』 の 報す る 所 

に. e れば、 過：：； 紐 育の フホ スヂ ック博 土が 輕 井澤に 於て 滯 在の 外 國 宣教師 等に 向って 爲 した 演 說の內 

に 左の 如き 言が あつたとの 事で ある。 

諸君 は 口 本 布教の 大志 を 抱いて 各其鄉 關を屮 I た 時の 其の 意氣ゃ 非常の ものであった、 然し 現に 布敎 

の 狀態を 見る に 成績 だ揚 つて ゐ ない、 是は畢 党 何が 原 H であらう、 諸君 は歐 米の 新 文化 を 日本に 

棘 ふる 事に のみ 沒 頭して 眞にィ H ス の 意を傳 ふる 事に 努力 を須ゐ すして ゐ はしまい 乎、 是も 一 の 原 

H であらう。 又 諸君が 歐 米の 諸學校 等に 於て 黑人等 異人 種に 對 する 敎師の 態度が 異なる が 如く 布敎 

の對 照た る 黄人 種に 人種的 偏見 を 以て 接する 結果 も 一原 因で あると 思 ふ。 イエ ス は柬洋 人で ない 乎 

…… 我 力 は 常に グレ ー ト アメリカン (大 米國 人〕 だなん ど、 云 ふて 威張って ゐ るが、 抑々 それが 布 

敎 上に 〈几 しくない 云々 

と、 il^ しも フ 博士が 果して 斯 かる 勇敢なる 一一 K を 宣教師 等の 前に 於て 吐いた とすれば 彼 は 確かに 偉人で 

ある、 余 も亦ヒ ヤヒヤと 一一 一一 n ひて 彼の 言に 應ぜ ざる を 得ない、 而 して {旦 敎師 よりも 更 らに責 むべき は是 

<  A  <:△△<"  △△△△△△△  厶厶 A 厶厶 <!△△△<: 厶厶  <<"厶<： 厶厶  < ：厶厶 <!厶<:<"<"<： 

等 無能の 宣敎師 等に 隨從 して、 其 補給 を 受けながら 我國 同胞に 布敎 しつ k ある 日本人で ある、 是れ恥 

辱の 上の 恥辱で ある、 「ィ ヱスは 東洋人で ない 乎」、 然り彼 は 東洋人で ある、 今や 信仰の 事に 於て は 

東洋人が 西洋人 殊に 11:- 仰 的に 劣等なる 米國 人に 布 敎を受 くべき 時代で ない。 


九月 三日 (土) 晴 ミルトン 傅に 彼の 最後の 大著 作 『サム ソン』 の； t 論 を 讀み大 に 慰められ 且勵 

まされた、 偉大なる 哉 ミルトン、 偉人と は斯 かる 人 を 指して 云 ふので ある、 或る 點に 於て はク "ムゥ 

エル 以上の 偉人で ある、 基督 的愛國 者が ぺ ンを 以て 神に 事へ 國に 奉ぜし 其 事蹑、 實に 偉観で ある、 彼 

の 名 を 讚へ ながら 床に 就いた。 

九月 四日 (日) 雨 静 なる 好き 休日であった、 左 近 義弼君 世界一 週より 歸り、 休養の 爲に 此日此 

地 (杳掛 ) に來 つた、 最も 善き 談話の 友で ある、 君の パレスチナ 旅行の 實驗談 に 與味津 々として 盡き 

ざる 者が ある、 事務員 山 岸 曰く、 「左 近 先生 來 つて 沓掛 に神學 校が 開かれた やうな 者で ある」 と、 K 

に 君の 知識と 信仰と 世界的 實 見と を 以て 余 は咨掛 退去までに 君に 於て 最良の 敎師を 得た ので ある、 今 

年 避暑 生活の 最後に 當 りて 余に 此 所に 此人を 送り 給 ひし 神に 感謝す る。 

九月 五日 (月) 雨 昨日に 引 緩き 左 近 君より パレスチナ 旅行に 就いて 聞いた、 叉 君が 三十 三年 前 

*-* ると り  う？ はら 

に 在米 日本人の 間に 唱 へられし と 云 ふ 「北米 合 衆 國丸取 策」 に 就て 聞いた、 山中の 好き 憂晴しで ある、 

然し 我等 一 一人と も 今や 政治 外交に は 口を出さす、 專念 §A 書 研究に 從事 する、 君 は蔡約 §ゃ 書 改譯に 着 乎 

せらる べしと 云 ひ、 余 は羅馬 書の 講解 を櫃鑌 する 積り である、 我等 縱し國 を 救 ひ 得すと も 自分の 畑 だ 

け は 綺麗に して 置かん と 相互に 語り合 ふた。 

九月 六日 (火) 雨 引 綾き 左 近 君より 聖地 旅行 談を 聞いた、 ガリラヤ湖 畔テ ベリオ 附近の？ J 泉に 
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一 週！ 治して、 湖上に 三度 舟 を 浮べ、 ベ テロが 漁りし 魚 を 食った と 聞いて 自分 も 堪らなく なった、 

共 他驄馬 に つて H リコに 下り、 小 蟲に螫 されて 眠 むられ ざり し 話、 ャ ボック 河に 添 ふて 溯り ダマ ス 

コに 至り、 それより レバ ノ ン 山の 麓に バ ル ベックの 邑を訪 ひし 實見 談、 余 は唯フ ゥン， ^と 言 ひて 涎 

を 流しながら 羨まし さう に 聞いて 居る のみであった、 然し 此談 を淺 11 山麓 星の 溫 泉に 於て、 然 かも 湯 

^の ^ に 身^ を淸 めつ k ある 間に 聞く の は 一 層の 興味であった、 或 ひ は それ を M いた 丈け で 余 自身 は 

^地 を 踏む の 必要 は 無い ので ある 乎 も 知れない、 何れに しろ 書を讀 むこと なくして 斯んな 有益な 知識 

の 分配 に與 りし 事 は 余に 取り 近頃に なき 貴き 經驗 である。 

九月 七日 (水) 雨 今や 不法の 世の 屮 である、 而 して 基督 敎界も 亦 不法の 社會 である、 今や 敎會 

.1; に 於ても、 亦敎會 外に 於ても、 何人が 何事 を爲 しても 構 はない ので ある、 此點に 於て は 信者 不信者、 

敎會 信者 無敎會 信者の 151;^ はない、 明， 日なる 不義が 行 はれ、 當然 なる 義理が 顧みられす とも、 之に 對 

して 抗議 を 巾 巾 Z づる が川來 ない ので ある、 若し 之 を 憤る 者が あれば 其 者が 憤られる ので ある、 然れ 

ども 「聖徒の 忍耐と；^ 仰玆に 在り」 である (默 示錄 十三 章 十 節)、 斯 かる 不法の 時代が 来るべし と は 

g,^ 書が 明かに 示す 所で ある、 今朝 左 近 君と 敎界現 時の 狀 態に 就いて 語り合 ふて 余に 此感が 起らざる を 

得なかった。 

九月 八日 (木」 晴 ク 、板り にて 日光 を 見て 偸 快であった、 左 近 君と 共に 杖を曳 いて 干ケ瀧 遊園地 

や-散 步し た。 引接き ミルトン 傳 を複讀 した、 彼 は 熱く 神 を 信ぜし も 何れの 敎派 にも 歸 せす、 何れの 敎 


會 にも 出席 廿す、 英國聖 公會の 監督 は 地獄に 落る であらう と唱 へたと 讀んで 同情に 堪 へなかった、 神 

を 信じ キリ ス 卜に 事 ふるに 敎 會に關 係す るの 必要な き は ミル トン の 場合に 照らして 見て 能く^ 明る。 

九月 九日 (金) 雨 叉 雨で ある、 雨と 霧に は 厭 果た" 淺間 山麓の 大缺點 は 小蟲の 多き 事で ある、 

殊に 蠅の 多き 事で ある、 余 は 何よりも 蠅を嫌 ふ、 蠅は 余の 敵で ある、 余 は蠅の 敵で ある、 七 ra^ 上旬に 

此 地に 来りて より 余 は 數干疋 の蠅を 退治した、 ベル ゼ ブル (惡 魔の 王) 之を譯 せば 「蠅の 王」 である， 

而 して 蠅は惡 魔の 體 現で ある、 人間 類に 於け る 小人で ある、 其數は 多く、 其 擧動は 輕躁、 忽然と 七て 

現 はれ、 忽然と して 去る、 彼 は 病菌の 媒介 者、 平和の 擾亂 者で ある、 彼 を 退治せ すして 健康と 平安と 

は 得られない、 蠅と 小人、 蠅は氣 根よ く 退治して 之 を 絶す 事が 出来る (掛 くと も窒 €： より)、 然れど 

も 小人に 至て は！  r 滿 堂の 蒼蠅排 へど も 去り 難し」 である、 斯く言 ひて 余 は獨り 偉人ぶ るので はな 

い、 蠅と 小人との 五月 蠅ぃ事 は 何人も 能く 知る 所で ある。 

九月 十日 (土) 晴 老いた る 山番に 案： r されて 近 1 の 山林 を視 た、 唐松と 赤松と 權 との 殖林を 示 

された、 藤が 唐松の 大敵で ある 事を敎 へられた、 他に 絡みつ く 者 は 何に 限らす 其 者の 大敵で ある、 其 

他殖林 に 關す る 多く の 事 を 示 さ れ て 甚だ 有益 であった。 

九月 十一 日 (日) 半晴 夏期 休養 中 最後の 聖日で ある、 次ぎの 聖日より は 中央の 講壇に 立たねば 

ならぬ、 其れ を 思 ふて 簽だ心 惜しく 思 ふ、 此靜 なる 里 を 去って、 惡 人と 偽善者と 俗人と が ゥョ/ \ 棲： 
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息す る 東京に 歸ら ねばなら ぬと 思 ふと 悲しくなる、 然し 山に 來て祌 に 就て 新たに 多く 敎 へられた、 基 

ス チヤ. -  0  0 つ C  C  0  0  C 

督 者に 取りて は 休養と 稱し て 軍に； H 事 を 休み 天 然に 接す る. えけ ではない、 祌 に 接し 其聖靈 の 注入に 與 

る 事、 それが 眞 正の、 積極的の 休養で ある、 休養で あるより は 寧ろ 復活で ある、 モ ー セがシ ナイ 山に 

登りて 面と 面と 相對 して H ホバ を拜し 奉りし やうに、 基督 者 は 山に 來 りて、 より 近く 神に 親しみて 共 

恩 惠に與 るので ある、 其 意味に 於て 此 夏の 休養 も 亦 余に 無益でなかった、 唐松の 林、 斑鳩の 聲、 澄み 

渡りた る さの 星 は 余 を 休ませないで はなかった、 然し 乍ら 天然より もより 多く iA- 書が 此 所に 於て 余 を 

敎 へた、 而 して 余 は此敎 示を携 へて 東京に 歸る、 而 して 之 を 余の 同胞に 分與 せんと 欲する、 休養 は實 

は 貯蓄で ある、 而 して 貯蓄 は 分配の 準備で ある、 余 は 今年 も 亦 空囊を 持て 山 を 降る に 非す して、 或る 

永遠に 價値 ある 物を携 へ て東京に^！り得る事を神に感謝する。 

九月 十二 日 (月) 雨 山莊は 益々 淋しくな つた、 今や 唯一 の 友は淺 間の 雄峯 である、 詩人 ミルト 

ンの 『アル レ グロ，'』 に 於け る 左の 一 句を誧 じながら 暖々 其 雄姿 を 仰ぐ は 多大の 感興で ある。 

Mountains  on  wllose  barren  breast, 

Tlie  laTbourinf?  clouds  do  often  rest. 

突立つ 山の 嘬 せる 胸に 

il える 雲 は ffi 々靠る 

詩ん ミルトンと 淺問 火山、 而 して 其れよりも 大 なる ィザャ と バウ a 、 是等を 友と して 秋雨 山莊の 一 日 

を樂 しく  5;$! つた。 


九月 十三 日 (火) 雨 朝 晴れ、 左 近 君と 共に 杖を曳 いて 干ケ確 遊園地 內を 散歩した、 煙 立つ 淺間 

山 をば 1- みながら パゥ 口、  H レ ミヤ、 今日の 日本に 於け る愛國 心の 缺乏 等に 就て 語り合 ふた。 宿に 歸り 

て 小 諸より 小お 五兵衛、 小山 英 助の 二君 を迎 へて 主婦の 手料理に 成る 留別の 晝釵を 共に した、 兩君共 

に 一 一 十年以 上の 信仰の 友であって、 今夏 此地 に 滞留し て 舊 交を溫 むる を 得し は 双方 に 取り 大 なる 偸 樂 

であった、 一時 は 北 信 到る 所に 同志が あつたが 今や 淺る は兩君 丈け である、 貴く ある、 又 感謝で ある。. 

九月 十四日 (水) 雨 朝 は 左 近 君と 雜談 した、 午後 は 雨 を 冒して 獨り 御代田の 林 中に ホシダ の 小 

母さん を 訪問した、 夜 は 旅 宿の 主人 並に 番頭が 送別の 茶話 會を？ 1 いて 吳れ た、 二 筒 月 以上 糗 いて 滞在 

し て 吳れた 客 は 開闢 以來余 等が 始めて ぐ あるとの 事 で あ つ た。 

九月 十五 日 (木) 雨 此 日長き 夏期 休養 を 終り、 主婦と 共に 歸途に 就いた、 淺間 山と 落葉樹の 林 

せり  か はせ み  いや 

と 芹の 蕃茂 する 淸 水の 流れと、 其 中に 浴す る 川 鳥、 鶴鴻、 薪翠 等と 別る. -のは 厭で ある、 然し 義務 は 

中央に 於て 我等 を 待て 居る、 故に 止む を 得す 山 を 下る、 余 は 聚書學 者の 左 近 君に 告げて 曰 ふた、 「僕 

は 東京に 歸 るの は 厭で ある、 君と 共に モット 長く 此 所に 居りたい、 然し 止む を 得ない、 モ ー セ がミデ 

アンの 曠野 を 去って H ヂ ブトに 往 いた 其 心 持で 東京に 歸る」 と。 午後 二 時 ra 卜 二分 信越 線 沓掛驛 を 發- 

し 九 時 柏木に 歸 つた。 
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九月 十. 1 へ 日 (金) 0 久 振りに て 日光 を 見た、 冷氣强 く、 米穀の 不作 を 恐る。 六ト日 振りに て 家 

に歸り 他人の 家に 来りし やうに 感じた、 然し 二 羽の 鹦鶴は 余 を 忘れす、 赤なる 者 は 「ヮッ 力 I」 を 連 

叫し、 靑 なる 者 は 「オハ ョ ー」 と 言 ひて 余を迎 へて 吳れ た、 其 他家 族 並に 社員 一同の 會合 ありて 柏木 

の 家 は 大に賑 はった、 是れで 父の 恩惠に 由り 今年の 秋 も 亦 無事に 仕事が 始まる ので あらう。 

九月 十七 日 (土) 晴 今年 夏期休暇 中の 讀書は 大略 左の 如くであった。 

アド 一一 ラム . J  . ゴ ルド ン著 『聖霊の 倒き』  一 士 一 頁、 其 半分 を複讀 して 三 ぼ 十八 HOE  •  W  • 

プリ ンジャ ー 著 『聖靈 と 其 賜物』 一 一 百 七 貝 〇ジ ョ ン • ブラウン 著 『羅馬 書 註解』 の 凡そ 半分 三百 ト 

L.n, 其內 半分 を複讀 したと して §:百 七十 五 貝 〇J  •  W  .グ レゴリ ー 著 『地球 構造お』 二百 五十 页、 

人： 部複 請、 三分の 一 三讀、 五 百 八十 三 頁 〇M  •  I  •  二 ュ ー ビ ギン 女史 著 『近代 地理 學』 一 一 百 五十 頁、 

全部 複諝、 五 百 頁 〇 ジョ ン , べィレ ー 著 『ミルトン 小傳』 二百 五十 頁、 全部 複讀、 五 百 頁 〇w  -  N  . 

クラ I ク著 『ハク スレ ー と フィリップ ス • ブルックス』 五十六 頁 〇 總數ー 一千 六 百 三十 九 頁。 

ひろ ひよ ふ 

此外雜 誌 小冊子 百科全書の 拾讀等 は^で ある、 毎日 少し づ、 讀 みし 事 なれ ども 日 を經て 見れば 隨 分の 

讀 書であった 事が 判明る J 

九月 十八 日 (日) 曇 午後 雨 降る。 待ちに 待った 此 日が 来た、 東京 gsl 曰 硏究會 々員の 多數は 約束 

通り、 旣 おの 時間に 大手 町 衞生會 講堂へ と 集り 来った、 正 十 時に 讚美歌 第三 十 五番 r 聖 なる 聖 なる」 

を 以て 始 つた、 畔上先 づ四福 昔 書の 大意に 就て 語り、 余 は 其 後に 緩いて、 彼 得 前書 一章 廿三 廿 五節、 


以弗所 書 五 章 十八 節に 依り 「永世 不變の 道」 に 就て 講じた、 壇上に 立つ 事 五十 分、 差した る疲勞 を感. 

ぜす、 一同の 安心 叉 感謝であった、 此日來 會者六 人餘 り， 內 に傍聽 者が 六十 二人あった、 A 君 は 相 

變らす 栃木 縣某 地より 来り、 玆に 第三 年の 通學を 始めた、 更に 感 すべき は K 君の 態々 名古屋 より 來會 

せし 事であった、 實に幸 先 善き 開會 であった。 

九月 十九 日 (月) 强雨 久 振りの 休息の 月曜日であった、 午前 は 羅馬書 九 章に 於け る豫 の 研究- 

に ナ、 たる 慰藉 を 得た、  午後 は英國 百科全書に 於て、 有名なる ミル ト ン學者 デビ ッド . マッソン の 筆に 

成れる r ジョ ン . ミルトン」 の 長 篇を讀 んで大 なる 光明に 接した、 基督 的 愛 園 詩人の 高貴なる 生涯に. 

對し て 同情 尊敬 を 禁じ 得な かつ た。 

九月 二十日 (火) 晴 久 振りの 快晴で ある、 溫度 高し。 丸 善に 行き、 デビ ッド. マッソン 編 暴 

IT ミルトン 詩集』 三 册を買 求めた、 是は 余が 余の 生涯に 於て ミルトンの 詩集 を 3 貝 求めし 第三 囘 である、 

第一 囘の分 は 三十 五六 年 前、 米國 ボストンに 於て 5- あった、 是は 後に 人に BK れて 了った、 第： 一 罔の 分 

は 二十 九 年 前、 大阪に 於て あって、 是は 失って 了った、 其 後 ミルトン を 讀む事 を 魔して 今日に 至つ 

た、 然るに 今年： 复期 休養 屮.、 計らす も ミルトン 小 傳を讀 み、 余の ミルトン 熱が 復興し、 玆に 第三 囘の 

「ミルトン 詩集」 を 手に 人れ るに 至った 次第で ある、 多分 此 分が 余が 世 を 去る 時まで 余の 座右の 友と- 

して 殘 るので あらう、 誠に ヲルヅ ヲスが 歌へ るが 如く 

IVtilton  ！  t.hou  shouldst Ibe living-  at  this  hour; 
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England  hatli  llroed  oi  tliee 

ミルトンよ、 汝は今 日， に 在る ベ き な り 

英國 は汝を 要する 事 切なり 

である、 而 して 英國に 限ら： f- 日本 も 彼 を 要する や 切なり である、 八.' ゃ學， .H も 博士 も、 牧師 も 傳道師 も 

皆な 商人に 化し、 自分の 事 を 思 ふ事餘 りに 切なる に 由り、 國の * も 他人の 事 も 思 ふの 餘裕 なき 此 時に 

際して、 國の爲 に は 詩を拋 ち、 自由の 爲には 修養 を も 顧み ざり し 彼れ ミルトンの I に 在らん 事 はすべ 

て ..i- 義と眞 理とを 切， 愛する 者 の^んで^ まざる 所 で ある。 

九月 二十 I 日 (水) 晴 蒸 暑い 厭な 日であった、 咽喉 を 病み、 碌な 仕事 は 何も 爲し 得なかった。 

九月 二十 二日 (木) 曇 朝 醫師に 行いた、 彼れ 曰く、 「咽喉は^_2臓を3目し、 ^臓 は腦に 及ぶ、 人 

は パ十谋 に 達して 咽喉 は大に 注意すべき である」 と、 困った ものである、 彼 は 思 切って 「演說 講演 は 

ぉ廢 めなさい」 と は 曰 はぬ、 然し 善くない 事 は 確かで ある、 此上は 最小限度に 爲 すまで ある、 一週 

問に 一 囘、 中央 講壇で、 其 他 は 沈默、 4- む を 得ない、 聖意 である。 

しんじ .>  どろ ほう 

九月 二十 三日 (金) 雨 少しづつ 雜誌 編輯に 從 事した。 〇 信者 泥棒と 云 ふ 事が 盛に 宗敎界 に 於て 

け はる、 他人の 俾道 地に 入り 旣に 信者と ならん としつ  > ある 者に 洗禮を 授け 之 を 自分の 敎會に 收容す 

る^で ある、 或は 更に あから 様に 他 敎會の 信者 を 己が 敎會に 誘 ふて 其會 員と なす 事で ある、 是れ 最も 


賤しむべき 事であって 普通の 人士と 雖も爲 す を 恥づる 事で ある、 ミルトンの 『失樂 園』 に 於て 詩人が 

惡 魔の 王 を說 明す るの 言に 曰く 

So  clilub  this  fil.Mt お ral-l  Th5t-  lllr-o  (11 ニニ- s  fold: 

斯 くして 此 最初の 大 なる 竊贼は 神の 羊の 牢の墻 を 踰て其 中に 入れり 

と (約 翰 傳十章 一節 以下)。 

九月 二十四日 (土) 雨 雨 叉 雨で ある、 地方より 来客 多く、 今日は 十五 人の 大家族で ある、 是れ 

叉せ： き傳 道で ある、 高 壇上の 大傳 道と 共に 家庭 內の 小傳 道が 行 はる、 前者 は 余の受 持であって、 後者 

.tuv ひ，.」 ，_,4 んっ 一ろ ±5 て な 

は 主婦の 職責で ある、 而 して 遠 人 を 懇切に 接待す 傅 道 は 容易で ない と 同時に、 效 菜の 至て 著しい 傳道 

である、 若し 聖旨に 適 は.、 余 自身 も 十、 傳 道を輕 めて 小傳 道に 就きた く ある。 

九月 二十 五日 (日) 雨 午前中 雨歇 み、 講演 會 出席に は 差 支がなかった、 黑崎 と共に 講 ぼに 登り 

彼 は 創世記 一章に 就き、 余 は 「聖靈 の 殿」 と 題し、 哥林多 前書 三 章 十六 節、 詩篇 百 三十 三篇、 使徒 行 

みや 

傳ニ章 等に 就て、 聖靈は 信者 各自に 降る にあら すして、 信者 全體の 上に 臨み、 之 を 一 の 殿と なして 其 

內に 宿り 給 ふ 事に 就て 述べた、 自分な が ら 甚だ 氣持 好く 感じた、 此日 たしかに 聖靈 の 全 堂 に 滿ち給 ふ 

- 一ろ おひ 

を覺 えた、 來 SIS 者 六 百人餘 り、 多 くもなし 掛 くもなし、 誠に 頃 合の 會 衆であった。 
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九月 二十 六日 (月) 晴 昨夜 暴 腿 雨、 今朝 晴れて 蒸 暑し、 雜誌 原稿 半分 を 印刷所に 送った、 附近 

k リ：^ 合に 於け る黑崎 幸吉氏 住宅の 新築 成り、 余 等兩人 招かれて 同志 三人と 共に タ 飯の 饗 應に與 つた。 

秋に 成りて 諸方より 山野の 產を 送って 吳 れて樂 しく ある、 岩 手より は 玉菜 を、 木 曾より は 松茸と 濕地 

茸 を、 ^那 より は 栗 を、 愛知と 鳥 取より は 梨果 を  >  皆な 心を罩 めて 送って 吳れ た、 傳道 者の 秋に 他ん 

の 知らざる 感謝と 歡 喜が ある U 

九月 二十 七日 (火) 晴 今より 三十 三年 前、 明治の 二十 一年 余が 米國 より 歸 つて 早々、 余 は當時 

東，： W 滞在 巾の 故 新 島 襄君を 訪問し、 我國に 基督 敎を傳 ふるに 方て 外國 人の 補給 を受 くるの 非と 害と に 

就て 切言した。 時に 新 島 君 は 愁然と して 余に 告げて 言 ふた、 「君 は實 に我國 基督 敎界の 伯 夷叔齊 なり」 

と、 余 は 君が 如何なる 意味に て 余に 對し て此言 を發 せられた ので ある 乎 今に 至る も 知らない、 然し 乍 

ら 1^ の此 一言が 深く 余の 耳底に 沈み、 今に 至る も 忘れる 事の 出来な いのは 事 實 である。 余 は 近頃 余の 

生みの 父が 余に 遺し 吳れ し舊き 日本 綴の 史記を 取 出し 其 伯 夷 列 傅 を通讀 して 新 島 君の かの 一 言を復 び 

思ひ屮 Z さざる を 得なかった、 怕夷 叔齊は 周の 粟 を 食 ふ を 恥と し、 首 陽 山に 隱れ、 薇 を 采て之 を 貪 ひ 終 

に娥 死した とい ふ、 其辭に 曰く 

彼ノ 山-一登 リテ兮 其 薇 ヲ采ル 矣 

暴 ヲ以テ 暴 一一 易フ兮 其 非ヲ知 ラズ矣 

祌農虞 夏 忽焉 トシ テ沒シ タリ 兮 我レ 安 適 歸 矣 

于嗟 徂ン兮 命ノ衰 ヘル カナ 矣 


伯 夷 叔齊が 周の 粟 を 貪 は ざり しが 如くに， 余が 外 園 教師の バン を 食 は ざり し 事 は 確かで ある (余 は 

自分の 力に 由ら す 神の 恩惠に 依りて 此事 を爲し 得た ので ある)、 然し 乍ら 其 他の 點に 於て は 余 は 伯叔 

と 全然 生涯 を 異にした、 余に 山に 隱る& の 必要はなかった、 余 は 叉 薇 を 食 ふて 生活す るに 及ばな かつ 

た、 余 は 敎會の 俗化 を 憤った 事 も ある、 然し 乍ら ル ー テル、 ミルトンが 沒 したりと て適歸 する 所な し 

と 言 ひて 歎じ 叉 失望し なかった、 于 嗟徂ん と 云 ふが 如き 歎 聲を發 せす して^んだ、 命の 衰へ るか な と 

云 ふが ご と き 悲嗚を 揚げた こと はない 積り である、 如斯く にして 新 島 君 の 余に 關 する 觀察は 單に小 部 

分 的に 適 中す るに 過ぎなかった、 日本 國に 在て 日本人に 神の 福音 を傳 ふるに 方て 外 園 人の 補給 を受く 

る は 恥辱で ある、 余輩 は 泊 夷叔齊 の 言 に聽 かすして 希们來 書記 者 の 勇敢な る 言 に. 耳 を 傾けて キリスト 

の 爲叉國 の 爲に獨 立 を 維持すべき であると 忍 ふ、 曰く 「汝等 世 を 渡る に 貧る 事 をせ す 有る 所 を 以て：： 止 

れり とせよ、 そ は 我れ 汝を 去らす 更に 汝を棄 じと 曰 ひ 給 ひたれば 也、 然れば 我等 毅然として 曰 ふべ し、 

主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し 人我に 何 をか爲 さんと」 (希 伯 来書 十三 章 五、 六 節) 

九月 二十 八日 (水) 曇 雜誌 編輯 終り 少しく 樂 になった。 或る 雜 誌に 左の 如き 記事 を讀み 甚だ 偸 

快であった。 ， 

怫 蘭 西の 博物 學者キ ュ ヴィ H I は 平民 的の 人であって 如何なる 人 を も 自分と 平等の 者と たし、 彼等 

の 酋長と して 自分 を 取扱 ふ 事 を 許さなかった、 一日 解剖 舉 上の 問題に 就いて 談 じて ゐた 時、 一人の 

學 生が 「男爵 閣ド」 と 呼びかけ ると、 キ ュヴィ HI は 之 を 遮って r 爱には 男爵 は 居りません、 爱に 

居る の は 眞理を 討究 中の 二人の 學 生で、 それが 眞 理に對 しての み 頭 を 下げて ゐ るので す」 と 言った 
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さう である。 

と、 余に 取り キ ュヴィ H 1 の 名 は 魚類 研究 時代より 懐し い 者で ある、 然し 此 逸話 を 聞いた の は 今囘が 

初めてで ある、 近 *1 比較 解剖 學 の 元 祖 とも 稱 せら るべき 此人 に此平 ：}1^ 的 良 心 ありし と は實に 會心 の 至 

りで ある、 彼 は 巴 里に 在りて 學 究を繼 けし も、 獨 逸生れ であって、 終生 プロテスタント 敎 徒であって 

基督 敎の 篤き 信者であった、 彼と 云 ひ、 同じ 博物 學 者の 瑞西 生れの ルイ. アガシと 云 ひ、 今日の 學界 

に 於て は 到底 見る 事 を 得ざる 深い、 博い、 人 問 的 情趣に 富みし 擧 者であった。 

九月 二十 九日 (木」 曇 暗い？ i つぼい 厭な 日であった。 動物 學 史を讀 みて 大 なる 興味 を覺 えた、 

一 身上の 名譽と 利益 を 忘れて 斯學の 研 讚に 靈 した 偉大なる 學 者の 多く ありし 事 を 知て 感歡に 堪えな か 

つた。 0 一 一億 圆 の 富の 所有者な りと 云 ふ 安田 善次郞 氏が 八十 四 歳の 老齢 を 以て 刺客の 殺す 所と なりし 

との 報知が 日本 全 國の人 を 感動し っ& ある、 死は悲 むべき であるが、 死して 後に 自己に 殘る もの、 何 

もな き は 更に 悲 むべき である、 安田 翁 今や 肉體を 離れて 何 を 持て 靈の 世界に 行いた であらう か、 何れ 

にしろ 翁 は 其 死により て 人生 富 を 作る より 他に 何等の 目的 を 有せざる 日本人 最大 多数に 良き 敎訓 を與 

へたり と 云 ふべ きで あらう。 

九月 三十日 (金) fi- 天候引っ^.-き不良、 外出で きす、 家に 在りて 讀 書す、 動物 學者 ルイ. ァガ 

- ンの傳 記を讀 みて 昔し 懐し かった、 或る 商人が 彼に 共同して 金儲け 事業に 從事 せんこと を勸 めた とき 

に 彼 は 答へ て 曰 ふた 「余に 金！ S けに 從事 する 時間がない」 と (I  have  no  time  for  making-  luoney)、 


ァ ガ シと今 曰の 問題た る 安田 善次郞 翁と 較べ て 見て 甚だ 面白い。 

十月 一日 (土) 晴 左 近 君に 伴 はれ 横濱に 於け る 猶太 人の シ ナゴグ (集 會) に 列席 せん 爲に雨 を 

冒して 彼 地に 往 いた、 猶太 會長 某氏 を訪 ふて 尋 ぬれば 當分 休會の 由に て 失望した、 彼等 土曜 n を 安息 

a として 守る は {且 しけれ ども、 此 n に 聖會を 開かす モ ー セの 律法 を讀 まざる は 甚だ，； fn! しくない、 現代 

の 猶太 人 は 基督 信者 同様 信仰の 事に 就て は 甚だ 放漫 である やうに 見える。 序に 岸壁に 繁 がれた る 東洋 

汽船 コレャ 丸に 坂 本 一等 運 轉士を 訪問し、 二 時 柏木に 歸 つた、 直に 黑 崎の 家に 開かれし 柏木 中 野 附近 

に 在住す る 東京 聖書 研究 會々 員の 懇親 祈 禱會に 臨んだ、 出席者 十七 八 名、 盛と は稱し 難き も 有益なる 

集會 であった、 今や 我等が 痛切に 要求す る 者 は 活ける 神の 活ける 靈 である、 之れ なくして 萬事窮 すで 

ある、 父よ 我等に i ゅ靈を 注ぎ 給へ である。 

十月 二日 (日) 曇 雨歇み 集會に 心地好く 感謝であった、 會衆 前：！ と 略 ぼ 同様、 落 付いた る 善き 

會 合であった、 畔 上はィ H ス のバプ テス マに 就て、 余 は 羅馬書 g: 章ァ ブラ ハ ムの 信仰に 就て 講じた、 

第三 節 を 「ァ ブラ ハ ム神を 信す、 神 は 彼の 信を義 として 其 帳 薄に 記入し 給へ り」 と改譯 し、 ァ ブラ 、ノ 

ムの 信仰の、 子が 父に 對し 友が 友に 對 する 至純なる 信であった 事に 就いて 述べた、 會衆 中に 明治 初年 

札幌 信仰 團の舊 き 友人 二人 混り 居る を 見て 今昔の 感に堪 へなかった、 我等 變 つた やうで 變ら ない、 十 

八 歳の 時に 初めて 北海道の 雪の 中に 說敎 せし 者が、 其 時と 同じ 信仰 を 今や 東 京大 乎 町に 於て 說 きつ i 

あるので ある、 變 つた 者 は 我等で はない、 社會 である、 其 時に 我等 を 嫌 ひ 幾り 嘲け りし 日本の 社會が 
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我等 を 許し 或 る 程度 ま で 尊敬す るに 至った ので ある、 最後 の 勝利 は 神 を 信す る 者に 歸 せざるを得ない、 

感謝で ある。 

十月 三日 (月) 雨 雨 叉 雨、 何時 晴れる にや、 甚だ 不愉快で ある。 家に 在りて 休. した、 英國百 

科 字典に 偉人の 俾を讀 むは 何よりの 愉樂 である、 コ ロム ゥ H ルの 左の 一言に 同感の 禁じ 難き 者が あつ 

た 0 

ト knc 一 V  (-51  ha-s  Isell  accve  ； ill  ill  l.tjpcl-ts,  iul(l  will  in  His  CAVU  time  YllKuca-ta  me 一  余 は 

知る 神 は 余に 關 する すべての 惡 評の 上に 在し 給 ひし 事 を、 而 して 彼 は必す 善しと 認め 給 ふ 時に 余 を 

辯 明し 給 はん) 

其の 國 人に 惡 評された 者で コ U ムゥ H ルの 如き はた "かった、 英阈人 は 其 最大の 基督 敎的 政治家た る此 

人 を讖り して 彼の 死後 二百 年に 及んだ、 然れ ども コ B ムゥ H ルの 信仰 は 誤らす、 神 は 彼が 善しと 認 

め 給 ひし 時に 絕 ぼの 史 〔ゑ ト マ ス • 力 ー ライル を 起し 彼 をして 彼 (コ B ムゥ H ル) を 辯 明せ しめ 給 ふた、 

神 はすべ ての 人の 惡 評の 上に 在し 給 ふ、 隱れ たるに して 露 はれざる は 無し、 社會 も敎會 も其惡 評を以 

て、 水， 人に 神の 子 を 葬り去 る 事 は 出来な い 、 感謝す ベ き 哉。 

十月 四日 (火) 雨 引核き雨天でぁる、 太陽の^^在が疑はる、程でぁる。 『英 百』 (英國 kn 科 全 

書 第 九 版の 略字で ある、 今後 之に 倣 ふ) に 提督 ブレ ー キの 傅と 博士  A  .M  • フ H ャべ ー ンの 筆に 成れ 

. る獨 立派の 歴史 を讀 み、 大に敎 へられ 叉强 めら れた、 後者 は 短篇な りと 雖も 一大 雄篇で ある、 余 は 我 


園 組合 敎會 の敎師 達が 一 人 も 残らす 之 を精讀 せられん 事 を 望んで 止まない、 英國獨 立敎會 の後繼 者た 

る 今日の 組合 敎會は 其敎祖 等に 對し慚 愧に堆 へ 難き ものが あるで あらう、 若し 今日の 組合 敎會が 其 主 

義；^ 仰に 忠實 であるならば 余の 如き も 之に 加 はるより 他に 途 がないで あらう、 然し 乍ら ジョ ン . B ビ 

ン ソン の 信仰 ゃジ ヨン • ミルトン の 精神 は 之 を 今日の 組合 敎會に 於て 見る 事が 出來 ない ので ある、 實 

に變れ ば變る ものである、 接った 者 は 唯 其 外形で ある、 其 ボリ チ，" (制度) である、 其 非 俗 的 行動 並 

に 超 世界的 信仰に 至って は 原始の 組合 敎會は 現 時の それと は 全然 別物で ある、 慨歎に 堪 へない。 

十月 五日 (水) 半晴 久し振り にて 日光 を 見る、 校正 日で ある、 多く 資れ ない 雜誌ゃ 書物 を 書く 

ことの 必要 を 益々 深く 感 する、 米國 人の 所謂 Good  Seller  (よく 賣れる 本) に 碌な 者の あり やう 害 は 

ない、 すべての 大著 述は 出版 當 時には 社會ゃ 敎會に 顧みられざる 書であった、 世の 白 熟 的歡迎 を受く 

る やうな 書 を 著 はす 事 は 著者と しての 大 なる 恥辱で ある、 聖書 研究社 は 故 シィレ ー 先生 著 『眞现 と 生 

命』 を 數年か k つて 近頃 漸く 初めの 一 千 部 を 賫り盡 して 犬なる 名 譽に感 する、 其點 から 考 へて 見て 我 

國 今日の 著者 書店の 现 想の 低き 事、 實に 言語 同斷 である。 

十月 六日 (木) 雨 陰靈 不快なる； 大氣 であった。 雜誌 原稿に 不備の 點 あり、 校正に 夜 十一 時まで 

掛 つた、 不相變 「校正 (後世で はない) 恐るべし」 である。 

十月 七日 (金) 曇 校正 を携 へて 山 岸と 共に 印刷所に 行いた、 久 振りの 秀英舍 通 ひで ある。 雨歇 

一九二 一年  e: 九 七 


日々 の 生涯  円 九 = - 

みて 友人の 訪問が 多かった、 其 内に 陸 中 花卷の 照 井眞 ほ乳界 があった、 二十 五 年間の 誌 友で ある、 東 

京 獨立雜 誌 第一 號 よりの 讀者 である、 君 は 又 花 卷小舉 校に 於け る 二十 七 年間の 勤 緩 者で ある、 何時 會 

つて 見ても 變ら ざる 信仰の 友で ある、 君 曰く 「親鸞 上人 は 其： 帅法然 上人と ならば 地獄まで なりと も 同 

行す ると 言 はれた さう である、 如斯き師^^^の關係を今曰に於て見る能はざるを悲む」 と、 まことに 其 

通りで ある、 然し 乍ら 罪 は 弟子に 於ての みある に 非す、 師に 於ても ある、 八： 'や 親 驚が なきの みならす 

法 然も 3^ ない、 多分 法 然が現 はる、 ならば 親 も 亦必す 出る であらう、 其 事 を 祈る。 

十月 八日 (土) 雨 北海道 空 知 郡 北 村の 老農 長 谷川 松 七よりの 書面の 一節に 曰く 「御先 生 様へ 本 

年の 初械 として 些少に 御座 候 得 共 五圆錄 書留に て 送 附候間 御 受取 被 下 度、 書留に て 送 附化候 間 御 返事 

は 御先 生 様より いりません、 御卒 よろしく 奉 願 上 候 早々」 と、 ィ H ス樣の 御 一一 K 葉 「小さき 一人の 者に 

へ ゆかなる 水 一 杯 にても 飮 まする 者 は 必す其 報 (Bi を 失 はじ」 と ある は 斯る事 を 指して 言 ふので あらう、 

余 は 勿論 彼に 返事 を 書いた、 そして 彼の 潔き 深き 變ら ざる 愛 を 謝した、 斯 かる 事が あるが 故に 傳道は 

止められな いので ある、 國 家の 改造で もなければ 社會の 改良で もない、 人 一人の 慰安で ある、 それが 

傳道 である。 

十月 九日 (日) 雨 暴れ 模様で ある、 聖日と して 近頃 珍ら しき 天候で ある、 而 かも 中央 講演に 集 

り來 りし 同志 五 百人餘 り、 殊に 大阪 札幌等 遠隔の 地よりの 出席者 あり、 爲に^ 常 以上に 賑 はった、 黑 

,5 創世記 一章に 就て 語り、 余 は 羅馬書 五 章 一— 六 節までの 患難、 忍耐、 練達、 希望の 段に 就て 述べた- 


自分の 實驗を 語る やうに 思 はれて 感情 を 抑 へんと 欲する も 能はなかった、 余に 取り 羅馬 書を講 する の 

困難 は 言 はんと 欲する 事の 餘 りに 多き に 過ぐ るに ある、 第 八 章を講 する 時の 此 困難 を 今より 想 ふて 恐 

ろしく ある、 余に 取り。 ハウ ロは餘 りに 熟つ 過ぎる ので ある。 

十月 十日 (月) 雨 昨夜 來 暴風雨。 昨年 病に 權り てより 兹に 一週 年、 未だ 全快に は 至らす と雖 も、 

職責 を拋棠 せす して 令 日に 至りし 事 を 感謝す る。 タ暮頃 空天久 振りに て 晴れ、 夕陽に 富士山 を 望み、 

夜に 入て 半月と 頂 天の 白鳥 を 仰いだ。 


十月 十一 日 (火) 晴 四十 日 振りの 快晴で ある、 

の 洪水に 似て w 十日 間 雨 灭が績 いたので ある、 余の 一 

終日 日光 を 仰ぎ見て 喜んだ。 


「洪水 四十 日 地に ありき」 と あるが 如く、  ノア 

生に 於て 今年の 如き 霖 雨の 秋 を 見た 事 はない、 


あつ,、 る 

十月 十二 日 (水) 晴 暑苦しい 日であった。 『英 百』 に マコ ー レ ー 卿の 筆に 成りし ドクトル. サ 

ム エル. ジョン ソン の評傳 を讀ん だ、 大 文豪の 大 文豪 論で ある、 ジョン ソ ンは 最も 人間ら しき 人で あ 

つた、 正直で、 深切で、 善良で、 而 かも 缺點 多く、 純金 を裹 むに 鑑樓を 以てした やうな 人であった、 

斯 かる 人が 英國に 於け る獨立 文學の 始祖で あつたと 云 ふ 事 は 英國の 爲に賀 すべ き 事で ある、 力 ー ラ ィ 

ルと雖 も 其 心の 純 美に 於て は ジョン ソンに 及ばない、 彼に 較べて 見て 敎會の 監督、 牧師、 長老、 祌學 

者 等の 如何に 醜き よ、 英國に 於け る眞 正の 宗敎は 其 文士の 內に 在て、 所謂 宗敎 家の 内に ない 事が 想像 
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される。 

十月 十三 日 (木) 曇 畔上 と共に 宇都 宮に 行いた、 大 H 町 下野 實業 銀行 內に 於て 聚書 講演 舞 を 開 

いた、 來會者 三十 人餘 り、 善き 集會 であった、 靑木義 雄の 主催の 下に 數年來 開かれ 來 つたので あって I 

多分 毎 規則 立って 聖書 研究 會を 行內に 開く 銀行 は 日本 國屮 多分 此 銀行 を 除い て 他に あるまい、 だれ 

銀行の 幸福であって、 叉 株主、 預金者、 取引先 一同の 幸福で あると 思 ふ。 

十月 十四日 (金) 快晴 秋晴れの 好-大^で ある、 朝 九時靑 木と 共に 宇都 宮を發 し、 小金 井 驛に下 

車し、 附近の 田 畝 を 視察し、 姿 川の 淸流を 渡り、 對岸 小高き 所に 村 社の 祭禮 あるに 出會 し、 村民の 谆 

朴、 を 貰し、 搏び 下流に 於て 川 を 渡り、 碧水 を 挾んで 其兩岸 南北 數 里に 涉り、 豐 熟の 秋の 黄金の 波 を 

漂 せる を 眺めながら、 復 たび 小金 井に 歸り、 それより 汽車に 乘ら すして 人車 を 雇 ひ、 奥州 本街道 を 

二 里、 靜 なる 社と 林と 丘との 問 を 走り、 小山 驛に 至り、 徳川家 康會津 征伐 を 以て 有名なる 小山 城趾に 

到り、 思 川の 岸に 立ちて 兩 毛の 廣野を 遠 し、 田舍 饅頭に 空腹 を 癒し、 旅館に 思 川 名物の 鮎 を 副へ た 

る 喪 食 をした、 め、 三時 我 は 柏木へ、 彼 は 氏 家へ と、 南北に 別れた、 無邪氣 なる、 有益なる、 安價な 

る 秋の 淸 遊の 一 曰であった、 我等 クリスチャン として 是れ 以上の 遊樂を 求めない、 幸福なる 事で ある- 

十月 十五 日 (土) 晴 心地よ き 秋の 曰であった、 斯 かる 日に 在りて は 生きて 居る こと 丈け が 幸 幅 

である、 人に 譽 めら る k に 及ばす、 社 會ゃ國 〔I や 敎會に 惯値を 認めら る \ に 及ばす、 人 は 悉く 我 を 去 


り 我 は 一 人殘 さる、 も 我 は 幸福で ある。 

十月 十六 日 一日) 晴 美 はしき 秋の 日であった。 中央 講演 會 t 日の 通り、 余 は 羅馬書 五 章 五— ト 

一 節に 就て 講じた、 パゥロ の 言の 餘 りに 美く しきに 過ぎて 余の 講 解の 貧弱 さ 加減が 一 署 目立ちて 堪へ 

られ なかった、 斯 かる 箇 處を講 する に 方て 我等 は 本文 其 儘 を 紹介す るより 他に 途 がない、 註解 は 却て 

無用の長物 である。 〇 新聞紙に 左の 如き 「原稿 買 人」 の 廣吿が 見えた。 

文 藝宗敎 其 他 各 械單行 本 原稿 優秀なる もの 高 價買入 稿料 印稅 有利 御 相談 相當 地位 ある 方 は 御 報 次第 

參上 新進作家 も歡迎 (日本 圖 書 出版 株式 會社) 

と、 斯くて 宗敎も 八，' や 商賫と 化した ので ある、 株式 會 社まで が宗敎 を歡迎 する に 至りて、 日本に 於て 

十字架 を擔 ふて 傳 道す るの 必要 は 無くなつ たので ある、 變り 易き 日本よ！ 

十月 十七 日 (月) 晴 祌嘗祭 小 日和の 好天 氣 である、 府下 荏 原 郡 平壤村 伊藤 幸 次郞氏 方に 於て 

東京^^>書研究會々員の親睦會を開ぃた、 來會者 百 七十 四 人、 男 百 六 人、 女 六十 八 人、 子供 は 別で ある 

最長 年 者 は 日本 基督 敎會 牧師 吉岡 弘毅氏 七十 五 歳、 最少 年 者は黑 崎幸吉 長女 美ち やん 滿六 歳であった 

住宅 庭園 全部 を 開放され、 午前 十 時より 午後 五 時まで 一同に 取り 歡樂 の連鑌 であった、 殊に！ K 錄 ^ の 

14# 間に 涉る 讚美、 感話、 祈 禱の集 會は樂 しく 叉 有益であった、 曠野に 於け る 神の 幕屋に 聖霊が 降り 

しゃう に 感じた、 天氣は 理想的、 場所 も 亦 理想的、 余 自身 も 三十 年 程 若返りせ しゃう に覺 え、 美ち や 

ん其 他の 少女と ラン 一一 ング 競爭を 試みた、 然し 何れも 失敗に 終った、 歸途 山手 線 五反田 停車場の ブラ 
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ットホ —ムに 達すれば 品 川 御殿山の 社より 滿月大 鏡の 如くに 現 はれ、 此の 惠 まれた る 日に 於け る 我が 

衷心の 歡客を ^ ^明した。 

十月 十八 日 (火) 晴 昨 口の 親睦 會の 疲勞に 終日 家に 在りて 休んだ、 上に 『英 百』 所載 有名な 

る 博士  E  .B  . タイ ロ.- のべ ンに 成りし 「人類 學」 の長篇 を 讀み大 なる 與味 を覺 えた、 詩人 ボ ー プが 

言へ るが 如くに Proper  study  of  maukiud  is  man  (人類 適當の 研究題目 は 人類な り) である、 聚書 

に 精通 せんと 欲して 人類 學の 研究 を 怠って はならない。 

十月 十九 日 (水) 晴 平穏無事の 一 日であった、 聖書の 研究と 近所の 友人の 訪問の 外に 何事 も爲 

さなかった。 大隈 侯の 重病 を 聞いて 悲ん だ、 彼 はたし かに 國寶 である、 一日 も 長く 此^に 留め置きた 

く  3 し  >久 

十月 二十日 (木) 晴 午後 雨。 馬 太傳： b 三 章と ミルトン 作 『サム ソン』 の 終りの 十二 一二 行 を 研究 

した、 キリストが 一度 世に 降り 給 ひし 以上 は 人類 最後の 救^ は確實 である 率が 解って 嬉しかった、 我 

等 は 旣に救 はれた る 世に 在る のであって、 今 は 唯 救^の 實現を 待望んで 居る 丈け である、 實に福 ひな 

る 事で ある。 

十月 二十 I 日 (金) 雨 或る 友人より 少し 餘 分の 寄附 を 受け たれば、 丸 善に 行き R  -  R  . マ レツ 


ト の 『人類 學』 ジ ヨン • べィレ ー の 『ジ ヨンソン 傳』 並に D  , スク ー . ジ ヨルダンの 『魚類 篇』 を 求 

めた、 第三者 は 七 百 七十 頁の 大冊であって、 魚類 學上 最近の 大 著述で ある、 殊に 余が 特^の 趣味 を 有 

する 鮭 鱗挨に 就て 精密で ある、 聖書の み を 研究して 信仰が 硬化す るの 虞れ が ある、 信者 は 時々 文學 を- 

以て 人文 化され、 灭 然科擧 を 以て 理性 化さる、 の 必要が ある。 

十月 二十 二日 (土) 曇 昨夜 晴れ 隨 天の 空 美く しく、 金星 は 土星と 併び、 木星 其 下に 懸る、 言語 

に 絶した る美觀 である、 恰も 宜し 此日 午後 東京 天文 臺の平 山淸次 博士、 井上 ra 郞君 と共に 訪問せられ、 

天文 學上 最近 の 學說を 以てする 聖書 の 終末 觀 の 解釋に 就て 語られ、 近. 顷に な き 倫 快で あった、 星と 宇 

宙 とに 就て 談 する 時に 我等 は 全然 此 世の 細事より 解脫 する 事が 屮 I 來る、 基 IT おは 3： 人 も 何時も 其 思想 

に 於て 宇宙 犬なる を 要す、 キリスト を 我敎會 又は 團體の 首長と して 見る 時に 彼 を 誤解し 易い、 然れど 

も 「萬 物 彼に 由り て 造られたり …… 萬 物 彼に. S りて^つ こと を 得る たり」 との 意味 を 近代の 進歩せ る 

科學の 立場より 考 へ て 我等の キリス ト觀は 一 變す るので ある、 神 は 今日 と 余の 家族と に： 太の 星と； 大 

文學 者と を 以て 善き 大 なる 事 を 敎へ給 ふた、 大 感謝で ある。 

十月 二十 三日 (日) 曇 靜 なる 良き 集會 であった、 黑 崎と 高 壇 を 共に し、 共に アダムと キリスト 

との 關 係に 就て 語った、 余 は 羅馬書 第五 章 十一 一— 廿 一 節 を 人類 學 並に 倫理 學の 立場より 講じた、 六ケ 

敷き 題目で ある、 然し 乍ら 六ケ 敷い 丈け それ 丈け 余 自身に 取て は 興味が 多い、 すべての 知識 を 拉し來 

り て 聖書 の 一一 =11 を證 明す るに 勝 さ る 愉快な る 事 はない。 
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十月 二十四日 (月) 雨 在 倫敦加 納久朗 君より 倫敦 タイ ムスの ダンテ 附錄を 送って 吳れ た、 まこ 

とに 好き 讀物 である、 ダンテ，： ハ 百年祭に 際し、 彼の 名 を 讚へ る 者が 我國 にも 多く ある、 然し 乍ら 藝術 

{i^ としての 彼 を 讚へ るので あって、 基督 者と して 愛！： 者と して、 叉 信仰的 勇者と しての 彼に 傚 はんと 

欲する 者の ； 人 も 見當ら ざる は 憤慨に 堪 へない、 ダンテ は 墓の 裡に 在りて さぞ かし 憤慨して 居る であ 

らう、 ダンテ も ミルトン も藝術 〔\汄 として 見ら る k こと を 嫌 ふ 事 は 余の 保證 する 所で ある、 彼等 は 詩人 

であるより は 寧ろ 人で ある、 〇rlly  lieroic  men  can  understand  them であろ。 

十月 二十 五日 (火) 晴 東京 基督 敎靑 年會 より 或 人 を 通じて 來る 天長節 祝貿會 に 於て 其大講 党に 

於て 余に 演說 して 賞 ひたしとの 巾 込が あった、 病氣 未だ 全癒せ ざるの 理由 を 以て 斷 つた、 然し 之に 由 

て 一昨年の 春、 余に して 素氣 無く も 會館を 閉ぢし 其 熊 度 は撤囘 されし ものと 見て 可ら う、 何しろ 悅 

ぶべき 事で ある。 


十月 二十 六日 (水) 雨 十一 月 分雜誌 編輯 を 終り、 其 原稿 を 印刷所に 送った。 英文 『代表的 日.^ 

人』 改版 成り、 近日 發行を 見ん としつ. - ある。 又 515 波 書店 發行 『基督 再臨 講演 集』 は 第 八 版に 達し、 

其 他 『基督 信徒の なぐさめ』 は 第二 ト版を 重ねん とし、 『愛吟』、 『宗教と 現世』 また 軍： 版 を 見ん とし 

つ、 ある、 斯 くして 神の 恩惠に 由り、 我が 筆の 結びし 果 實は朽 すして、 眞理の 滋味 を 幾分な りと も此 


娥 えたる 世に 供し つ k ある、 有難い 事で ある。 

十月 二十 七日 (木) 晴 獨立傳 道と 云 ふが 如き 命 賭けの 事業に 從事 せんと 欲すれば 單獨 之に 當る 

の覺 悟が 必要で ある、 他人 を 之に 伴 ふ は 自分の 危險 であり、 同時に 亦 彼等に 對し氣 の 毒で ある、 之 は 

決して 他人に 薦 むる 事の 出来る 事業で ない、 自分 一人で 擔 ふべき 责任 である、 以賽亜 書 第 六十 三 章の 

さかぶ ね ふ  もろ/ \ 

言が 思 ひ 出さる、 曰く 「我 は單獨 にて 酒 搾を蹈 めり、 諸の 民の 中に 我 と共にす る 者な し …… 我れ 見て 

助く る 者な く、 抉 ふる 者な きを 奇 めり、 この 故に 我が 臂我を 救 ひ、 我お 忿恚 我を扶 へたり …… 」 と、 

其榮 光の 餘 りに 大 なる が 故に a 々之 を 他人に 薦め、 其 結果と して 自身 大 なる 失 sli.: に陷り 他人 をして 負 

ひ 難き 重荷 を 負 はしめ しこと 今日までに 數囘 ありし を 想 ひ慚愧 悔恨に 堪 へない。 

十月 二十 八日 (金) 晴 友人の 訪問 繁く、 其 接待に 全日 を 費した、 是れ叉 人生の 大事 業であって， 

全力 を盡 して 爲 すべきで ある、 大阪 より 来りし 或る 若き 婦人に 告げて 曰 ふた 「私に 何の 善事 はあり ま 

せん、 ^^ィ H スを信する事が出來ます、 そして 祌は此 信 を 私の 德 (義) と 認めて 下さる のであります、 

私 は幾囘 過失 を爲 しても 此 信が 有る 間 は 大丈夫であります、 貴女 もさう であります、 汝 等先づ 祌の國 

と 其 義 と を 求めよ、 然 らばす ベての 物汝 等に 加 へらる べしと ある 其 義は此 信であります、 此信 さへ 

あれば 人生 何事 も 心配す るに 及びません、 神 御自身が 立派に すべての 難問題 を 解決して 下されます、 

何でも 信であります、 信、 信、 信であります、 私が 貴女に 勸 めたい 事 は 之より 外にありません- 1.. ？々」 

と、 斯 かる 說敎を 千 人に 爲すも 一人に 爲すも 其 效果は 同一 である、 然り之 を水淸 き畔、 松 杉 影 涼しき 
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所に 於て、 一人の 惱 める 人に， 語りて、 一管の 效 力が ある やうに 感 する。 

十月 二十 九日 (土) 晴 仰 を 異にする 親子の 問に おする 誤解 を 除かん と 努力して 困苦した、 个 

口まで 同じ 困難に 遒 遇せし 事 其 幾！！ なる を 知らす、 實に 辛い 役 R である、 然し 八/ ni の 我國に 於て キリ 

ストの 福 昔 を說く 者は此 困難より 免が る、 は屮： 來 ない、 信仰の 眞理は 之を徘 持せ ざるべ からす、 然 

れば とて 信者の 雜と咎 と は 之 を 認めざる ベから す、 ：；；^ おは 保護せ ざるべ からす、 同時に 其 過失 を 貴め 

ざるべ からす、 辛い かな 此 職務！ 然し 乍ら キリストの 詬誶を 食 ふと は斯 かる _s ^を 指して 謂 ふので あ 

らう (希 怕來書 十三 章 十三 節)。 

十月 三十日 (日) 晴 樂 しき 聖 u であった、 來會者 例日よりも 多く、 共 内に 態々 神戶 より 义は名 

古屋 より 來る者 もあった、 然し 余の 講：汲 は滿 足でなかった、 前 囘に引 緩き 羅馬書 五 章 十二 節以 ドア ダ 

ムと キリスト とに 就て 述べた、 問題 は說 明す るに 難く ある、 本文 は 複雑して 明瞭 を缺 き、 註解 者 を 困 

める 事 茶し、 ま 地 BfvJ バウ 0 よと E ひたくなる、 然し 彼の 根本 思想 は 探る に 難くない、 而 かも 之 を 博 

士と 少女と に 同時に 語る の 困難 は 人の 想像 以上で ある。 

十月 三十 一日 (月) 晴 午後 柏木 八， 井 館に 於て 東京 聖書 研究 會々 員 有志の 天長節 祝賀 兼 祈 禱會を 

開いた、 來會 者^に 四十 人、 然し 愛阈心 減退の 今ョ、 會員七 百 人中 是れ 丈け の 者が 日本画と 其 皇室と 

の爲に 祈らん とて 來會 せし と 思へば 感謝で ある、 讚美歌、 祈禱、 感話等何れも愛國の熟誠に溢れて^^ 


しかった、 過去 三十 年間 愛國を 唯一 の美德 として 唱へ來 りし 日本人の 中に、 今や 愛國を 口にする さへ 

時勢 後れの 觀を呈 する に 至りし は 驚くべき 現象で ある、 願 ふ 今日より して 我等 キリストの 僕婢 等に 由 

りて、 ダン テ、 ミルトン 等の 心に 燃えし やうな 深き 熱き 意義 ある 愛國 心の 我 同胞の 中に 注入 されん 事 

を 0 

十一月 一日 (火) 晴 暖き 好き 秋の 日であった、 庭前に は 山茶花^き 食膳に は 靑串魚 上り 秋氣分 

タツ プリと 云 ふ 日であった、 朝 獨り戶 山の 原 を 散歩した、 三百 疋餘の 馬匹が 馴致 せらる、 を 見て 爽快 

であった、 { 豕に歸 つてより 大分に 原稿 を 書いた、 此日來 客 一 人 もな く、 近頃に なき 生産 的の 一 日で あ 

つた。 

十一月 二日 (水) 晴 主婦と 共に 兩國々 技 館に 於て 菊人形 を 見た、 其 仕掛けの 大規模な るに 驚い 

た、 此 世の 人 等 は 利益 を 獲ん が 爲には 入費と 勞 力と を 惜 まない、 之に 對 して 自 から 神の 子な りと 稱す 

る 基督 信者 等の 如何に 吝 たるよ、 彼等 永遠の 價値 ある 靈魂を 得ん が 爲に金 を惜み 勞を惜 み、 其 爲す听 

貧 i おにして 見る に堪 へない、 まことに 主が 曰 ひ 給 ひしが 如くに 「此 世の 子 輩は此 世に 於て は 光の 子 輩 

よりも 巧な り」 である (路加 傅 十六 章 八 節)。 

十一月 三日 (木) 晴 近頃 自分に 對 する 敎會の 態度が 少しく 改善した やうに 思 はれて 不安に 堪へ 

ない、 「人汝 等を譽 めな ば禍 ひなる 哉」 である (路加 傅 六 章 二 六 節〕、 信仰 維持の 爲に は敎會 に畿ら 
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る、 は 安全であって 譽 めら る k は危險 である、 敎會に 接近して 余 は 損する のみであって 1 仗す る 所 はな 

い、 願 ふ 敎會が 時まで も 余 を 獨り殘 して 顧み ざらん こと を。 

十一月 四日 (金) 晴 此日 柏木 兄弟 圑を 解散す る 事に 相談が 定 つて 安心した、 昨年 來團が 大分に 

敎會 化し 来って 我等 一 同大に 苦痛 を 感じた、 我等 は 自由主義者であって 圑 とか 云 ふ 者に は 到底 堪 へな 

いので ある、 而 して 幾分 にても 機械的に 成りし 兄弟 團を 解散して 友人間の 關係は 一 暦眞摯 に且親 密 に 

成りし やうに 感 する、 1^ 員 だと か、 委員長 だと か、 團の 利害 だと か、 其名譽 だと か 云 ふ 事が 論議 せら 

る i に 至って 我等 は それ 丈け 精神的に 死んだ ので ある、 而 して 團の 解散に 由て それ 丈け 我等 は 素の 生 

命に 歸 つたので あって 歡 喜に 堪 へない。 

十一月 五日 (土) 晴 昨夜 總理大 ぼ 原 敬 氏 東京 驛に 於て 2- 漢の 刺殺す 所と なり、 天下と 共に 愤慨 

し 驚愕し 同情し 悲ん だ、 此時此 遭難 は國 家の 大事で ある、 將來 如何と 氣遣 はれた。 〇 午後 兩 人して 杉 

並 村に 辯 護士. S や 村 カ三郞 氏と 其 家庭 を 訪問した、 氏 は 朝 報 社 時代の 知人で あり、 家挨は 東京 聖書 研究 

會々 員で ある、 不思議の 交友で ある、 郊外の 秋 を 思 ふ 存分に 樂ん だ。 

十一月 六日 、日 一 晴 屮央 講演 相變ら す盛會 であった、 黑崎は 創世記 アダムと H バの關 係に 就て、 

余 は 羅馬書 六 章 一 ：ト s: 節、 潔 めら る \ 事と パプ テス マの 意義に 就て 講じた、 余の 分 は 餘り滿 足で な 

かった、 併し乍ら 大 問題の 紹介で あれば、 不足 を 補 ふの 機會は 後に 澤山 あると 信す る、 プ n テス クン 


ト諸 敎會、 殊に カルビ ン 主義 を 採る 敎會 の大缺 點は義 とせら る i 事 を 高調して 潔 めら る、 事に は殆ん 

ど說き 及ばない 事で ある、 敎會の 腐敗 は玆に 基因す るので ある、 羅馬書 六 章より 八 章まで は 殊に 今日 

に 於て 必要で ある、 高 壇 を 降り 来れば 吉岡老 牧師 滿 腔の 同感 を 以て 余を迎 へ て 吳れて 嬉しかった。 

十一月 七日 (月) 晴 昨日の 講演が 崇 つて 今日は 何ん にも 爲し 得なかった、 斯 かる 場合に 於て は 

日曜 一時間の 講演 は實は 日曜 月曜 四十 八 時間の 勞働 である、 實 に高價 なる 勞働 である、 然し 悔いない 

首都の 中心に 於て 一 週に 一 度 キリ ストの 一 i 昔を唱 ふる は、 講演の 上手 下手 は 別問題と して 福音の 爲に 

する 善き 示威運動 である、 是れ 日本 國を 福音 化する に 方って 何人が 爲 さねば ならぬ 運動で ある、 而し 

て 此名譽 が 敎會 の 牧師 や 傳道師 の 上に 落ちす して、 無敎會 信者なる 余と 余 の 同志と の 上に 落ちし と 思 

へば 感謝 此上 なしで ある、 一 一日 間の 疲勞 位ゐは 意に 留む るに 足りない。 

十一月 八日 (火) 晴 淀橋ホ ー リネス 敎 きに 於て 祌戶 在住 ソ 1- ン トン 敎師の 說敎を 聞いた、 澤山 

に敎 へらる V 所があった、 普通の 宜敎師 と は 全く 異 つた 宣敎師 であ る 、 氏 の 如き 宣敎師 ならば 幾人 來 

て 貰っても 可い、 誠に 聖霊の 人で あつ て 力 ある 幅 音の 證明 者で ある。 

十 I 月 九 曰 (水) 晴 雜誌 校正が 終り 又 『靈 交』 第二 號が 出来た、 やはり 最も 善き 事 は 書く 事で 

あって 口で 語る 事で ない、 『研究』 誌の 外に 『靈 交』 を發 行す るに 至りし 事は大 なる 恩惠 である、 後 

者 も 亦 前者 同様 之 を 永く 辏け たきもの である、 其の 爲に 祈る。 〇 此日 下の 如き 事を敎 へられた、 卽ち 
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賜 ふば かりが 祌の 愛でない、 賜 はらない 事 も 亦 神の愛で ある、 肉の 父母 さへ も 其 子に 善き と 思 ふ 物 は 

之を與 へ、 惡 しきと 思 ふ 物 は 之を與 へない、 況して 天に 在す 父に 於て を や、 我が 欲する 物 を 賜 ふ も 彼 

の 愛で ある、 賜 はざる も 同じく 彼の 愛で ある、 故に 我等 は 神の 賜物に 由て 彼の 愛 を判斷 して はなら な 

い、 彼れ 御自身が 愛の 父 様で ある 以上 は 物 は 赐ふも 可な り 賜 はざる も 可な りで ある、 嗚呼 嬉しき は 子 

として 彼 を 愛し 奉り、 アバ 父よ と 首 ひて 彼に 観り 得る 事で ある、 賜物の 有無に 關 はらす …… 

十一月 十日 (木) 毒 碌な 事 は爲し 得なかった、 一昨日 聞きし ソ ー ン トン 敎師の 說敎が 心の底に 

いて- i5 た、 斯 かる^ 靈の 人が 日本に 居る 事 を 神に 感謝す る、 聖靈が 降ら ざれば 聖書 をい くら 敎 へ て 

も 駄目で ある、 架 靈の伴 はざる 聖書 知識 は 書道 樂と成 つて 了う 丈け である、 只管に 祈る 天より §sl 逝 

の 火が 降り 神が 余 を 以て 傅へ 給 ひし 聖 言が 熱 火と なりて 燃 上らん 事 を。 

十一月 十一 日 (金) 晴 或る 田舍の 人が 其 子に 送った 手紙の 內に 余の 事に 關し 左の 如き 言の ある 

を 見た、 

內村 先生 は 現代の 聖人、 我々 の 様の 蟲 同様の 者 を御惠 みある 害、 內村 先生 を釋 一 如来の 様に 思 ふて 

居ります 

と、 まことに 有難い 仕 合せで ある、 或 時 は 逆臣 國賊と 呼ばれ、 义或時 は 現代の 聖人、 釋迦 如来と して 

忠ポ めら る、 暖棄 する にあら ざれば 遠方より 拜み 倒す、 何れに しろ 接らぬ 神に 崇 りなし と 云 ふ、 是 であ 

るから 現代の 日本に 於て 眞 面目の 宗教家た らんと 欲する 者がない ので ある、 日本 亡 國の兆 は 此邊に 在 


りと も 曾 ふ 事が 出来る、 實に 厭に なって 了う。 

十一月 十二 日 (土) 晴 東京 朝日 新聞に H  .  G  • ウェルスの 人類 救 it 策 を 讀んで 犬なる 興味 を覺 

えた、 …… 人類の 眞に希 して 巳まざる 所の もの は 一 心同體 となれ る 世界で ある …… 世界の 列 强は今 

卽 刻合體 しなければ ならぬ、 若し 然ら ざる 時 は 滅亡の 兆 は 時々 刻々 必然的と なる ばかりで ある …… 吾 

人 は實カ ある 國 (i^ 聯合 を 必要と する、 若し 之れ 無ければ 人類 は 滅亡す る 外 は 無い …… 若し 華 盛 頓會議 

にして 此觀 念の レヴ H ル まで 向上す る 事が 屮 Z 来ないならば、 華 盛 頓會議 など は 初めから 開催せ ぬが ま 

しなので ある …… と、 まことに 其 通りで ある、 然し 如何して 一 心 同體の 世界 を實 現す る 乎、 其れが 問 

題で ある、 愛の神 樣 より 外の 者が 愛の 世界 を實 現し 得 やう 害がない、 畢竞る 所 奮き 福音の 宣傳 より 外 

に 人類 を 救 ふの 途は 無い ので ある。 

十 一 月 十三 日 (日) 晴 中央 講演 會不 相變盛 #、 潔 めら る、 事の 一 部分と して 罪 をして 王たら し 

めざる 事に 就て 述べた、 Imperatives  (命令) と Aftil. ョ ations  (肯定) との 區训 並に W 用に 就て 語った- 

少しく 諄 過ぎた やうに 感じた、 然し 潔め を說 明す るに は 避け 難き 事で あると 信す る。 午後 東京 基督 敎 

女子 靑年會 の 依 賴に應 じ、 神 田祌保 町の 同會 館に 於て 平和に 關 する 演說を 試みた、 ィザャ 書 二 章 並に 

九 章に 於け る 平和 實 現の 言葉に 就て 述べた、 余が 敎會 側の 招きに 應 じて 公開 演說に 臨んだ の は 殆んど 

三年 振りの 事で ある， 余 は 此事を 喜び 且之を 繰 返さん こと を 欲する、 余 は 唯 東京 基督 敎 男子 靑年會 が 

三年 前に 余に 爲 したやうな 事の 繰 返 へ され ざらん 事 を 欲する。 


十一月 十四日 へ nr ン 曇 休息の H: 曜日で ある、^ 大の 興味 を 以て 華 盛 頓會議 の 進行 記 事を^みつ 

つ ある、 實 に危險 ぃ會議 である、 雨なら ざれば 風と 云 ふ會議 である、 平和 を II らす にあら ざれば 戰爭 

を 招く 會議 である、 心配に 堪 へない、 紐 育 タイ ムスの 所論に 左の 如き 首が あつたと 云 ふ 

…… 日本が 若し 阔 際^に 尊敬 を 得ん と 思 ふなら ば その 腕の 仕事よりも 偉大なる 精神的 所產を 示す ベ 

きで ある、 徒らに 追 隨：？ j<; たり 模倣者た る 事 を 止めて 指導者と なり 先進 諸國の 手から 文明の 火 を 奪 

ひ 取り 大に自 から それ を揭げ て 人類の 行く ベ き 道 を 照らし て 見よ 

と、 诚に その 通りで ある、 然し 残念な がらん，' 日の 日本人 を 以てして は此 高貴なる 註文に 應 する 事 は 出 

來 ない、 ーも歐 米、 ニも歐 米と 云 ふん， n の n= 本に 「偉大なる 精神的 所產」 の 起り やう 害がない、 然し 

乍ら^  此现 想に 向って 進まう と 欲 ふ、 然り 進み 來 つたと 信す る。 

十 I 月 十五 日 (火) 晴 華 盛 頓會議 の 成功 有望-の 報 を 新聞紙に 讀み、 米國萬 歳、 共和 黨萬 歳、 國 

呼- e ヒ ュ ー ズ萬歳 を 叫んだ、 流 右はピ ュ ー リ タン 祖先の 子孫 丈け ある、 米國の 政權が 共和 黨に歸 して 

人類の 運命が 一 變 したやう に感 する。 

十 I 月 十六 日 (.^) 晴 輕微 なる 風邪に 先日 來の過 勞が加 はり、 身體の 具合 宜しから す 今 n は 萬 

事 を 抛棄し て 床に 就て 休んだ、 何 に も爲 さすして 只 祌の恩 惠を默 想す る 事 は 活動 以上の 滿足 である、 

自へ P も 稍 も すれば 米國 化されて 活動 宗の 信者と なる の 虞が ある、 斯 かる 時に 健康 を 害 ひ、 神と 自分に 


歸り、 信仰の 平安に 入る を 得る は 基督 者と しての 大 なる 特權 である、 昨日 は 米國を 謳歌して、 八：' 日 は 

米國 以上の 福 昔 的 信仰 を 讚美した。 

十一月 十七 日 (木) 晴 華 盛頓に 於て は 戰举廢 止 を 最後の 目的と する 諸 大國の 會議が 開かれつ、 

ある 今日、 東京 附近に 於て は 特刖睦 軍 大演習が 大々 的に 行 はれつ k あり、 神 戶川崎 造船所に 於て は 三 

萬 九 千 九 百 唢の大 戰鬪艦 『加 賀』 の 進水式が 是れ叉 盛んに 擧 行され つ k ある、 「劍を 打 かへ て 鋤と な 

し、 鎗を打 かへ て 鎌と なし、 戰鬪の 事を復 たび 學 ばざる べし」 と 云 ふ ィザャ の 預言 實 現に は 前途 猶ほ 

遼遠で ある、 然し 乍ら 「エホバの 熱心 之 を 爲し給 ふ」 のであって 全權 大使 等の 協議に 由て 成る のでな 

いから 我等 は 失望し ない、 世界の 平和 は 巴 里から 來 なかった やうに 華盛頓 から も來 ない、 矢張り エル 

サ レムより 來 るので ある、 其 時まで は ±1 界の 平和 は 望まれない。 

十 I 月 十八 日 (金) 晴 氣分 大いに！： 復し、 少 しづ、 义 仕事に 就いた、 華 盛 頓會議 に 於け る C  . 

H  . ヒ ュ ー ズの 平和的 提案に 對し 我國に 於て 反 對の聲 高し、 キリスト W び 臨り 給 ふまで は 地上の 平和 

は §1^1 まれない、 政治 (永に 由て 結ばれし 平和 條約は 結ばれし や 否や 破れる のが 常であった、 今度の 平和 

#議 も 亦 同一 の 結 に 終る であらう、 斯んな 者に び K を繁 いで 失 t ェは免 かれない、 あ、 聖書へ と、 聖書 

へと M:  . 

十 I 月 十九 日 (土) 嗪 無爲の 一 日であった、 陸軍 大演習の ために 頭の 上に 軍用 飛行機が 絶えす 


るの を 聞いた、 華 盛 頓會議 も 河 もあった もので はない、 此四 五日 來 帝都 は 戰爭氣 分 を 以て 充 ちて 居 

る、 「天に 坐す る 者 笑 ひ 給 はん」 である (詩篇 第二 篇四 節)。 

十一月 二十日 (日) 半晴 中央 講： 饭會例 # 以上の 盛會、 會 員傍聽 合せて 略 ぼ 六 百 人あった らう.、 

研究の 題目 は 潔 めら る k 事の 絞き、 羅 馬 書 六 •：！„: 十一 五— 二三 節で ある、 聖書 中 難解の 箇處 である、 歐米 

の 註解 書 を涉獵 しても 得る 所が 掛 ない、 其 故 は 歐米人 は 君臣の 道 を 知らないから であると 思 ふ、 罪の 

俊と 云 ひ、 義の 僕と 云 ふ、 主人 (1_?0 として 之に 事 ふること である、 故に 武士道の 立場より バウ の 

首 を 見て 之 を解釋 する は 至て 容易で ある、 而 してん マロの 聽衆は 或 種の 滿足を 以て 余の 講演 を聽 取った 

らうと 思 ふ、 何れに しろ 余 は 一 も 二 もな く マイヤ ー、 ゴ I デ ，1、 サン デ ー 等に 賴ら ない 積り である、 

彼等 は 西洋人であって 東洋人の 心 を 知らない、 而 して イエ スも バウ D も 東洋人で あつたので ある、 羅 

馬 書 六 章の 如き は 東洋 道德の 立場より する にあら ざれば 到底 解す る 事の 出来ない 箇處 であると 思 ふ。 

十一月 二十 一日 (月) 曇 疲勞 の：^ 曜 n である、 大抵の 人 は 心靈的 疲勞の 何たる 乎 を 知らないと 

思 ふ、 先日 神 戶のソ ー ン ト ン敎師に<^ひし時同^?;も亦；^じ疲勞を感ぜらる ^由を聞ぃて大に慰められ 

た、 是 は肉體 又は 神 經の疲 t ガで あるより は 寧ろ 靈 魂の 疲勞 である、 自己 其 物の 蕩盡 である、 勵 かんと 

欲して 働く 能 はす、 休まん と 欲して 休む 能 はす、 爲す事 も 出来す、 遊ぶ 事 も 出来す、 自己の 處 分に 窮 

する 病氣 である、 大正 元年 秋、 札幌 におて 数囘の 講演 を爲 し、 其 結果と して 稍 や 重い 此病 に^り、 癒 

すに 华年 か、 つた 事が ある、 之 を 傳道師 病と 稱 して 可から う、 多分. ハウ 口 も、 ル！ テル も、 ゥ ヱスレ 


1 も 苦んだ 病氣 であると 思 ふ、 多分 肉體 の 醫師に は 診斷の 出来ない 病氣で あらう、 再び 聖靈を 以て 充 

たさる、 にあら ざれば 癒えざる 病氣 である、 傳道師 が 人の 靈魂を 活かさん と 欲して 自己 を 注，： H した 後 

に 起る 疲勞 である、 名 譽の疲 勞と稱 して 可から う。 

十一月 二十 二日 (火) 晴 英國 海軍省が クライド 並に 一一 ユカ ッスル 造船所に 於け る戰鬪 艦の 建造 

を 中止した と 聞いて 非常に 嬉しかった、 クリス マスに 臨んで 暫時 的な りと 雖も 平和の 曙光が 見えて 大 

なる 感謝で ある、 奴隸 制度 を さへ 廢 する 事が 屮 I 來 たので あるから 阈際 的戰爭 を廢し 得ない 现由 はない、 

全^界と 我 身の上に 此際 特に St 靈の 降らん 事 を 祈った。 

十一月 二十 三日 (水) 晴 雜誌 編輯が 始 つた。 英文 『代表的 曰 本人』 "Kepreseutative  Men  cf 

Japan" 改版 製本が 成って 感謝であった、 其 原稿 は 明治 二十 八 年、 京都 閑居の 時に 成った ものである、 

二十 六 年後の 今日 版 を 改めて 出づ、 同 顧 懐舊の 感に堪 へない、 幸に して 發寶 部數は 多くなかった、 余 

は 未だ 付て 世の C 熱 的 歡迎の 災厄に 揺った 事 はない、 其 代りに  の 著書に して 一 一十 年 以上 發行を 持 核 

した 者が gi くない、 多分 神の 御 指導の 下に 成りた る 著述 は 如斯き 者で あらう、 誠に 幅 ひなる 事で ある。 

かよ 

〇 同信の 一 人に て 多忙の 職に 在り 乍ら 名古屋 より 日曜日 毎に 中央 聖書 講演 會に 通うて 居る 者が ある、 

彼より 今 H 主^に 達せし 書面の 一 節に 口く 

…… 信仰の 賜、 救 はれた る歡 び、 近来 心身 共 ー變、 正に死して趣りたるものと日々希^!1-と歡喜に滿 

ち 居り * 候、 n: 曜； ：！ に 大手 町に 參り候 毎ー囘 はー囘 毎に 明かに 靈の 上に 異變有 之 を 覺ぇ申 候、 汽車 
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の 苦しみな ど は 問題に 相 成不. S. 候 …… 

昔し は 佛敎を 開かん ために 京都より 叙 山に 通 ひし 者 ありと て 有名で あつたが、 大正の 今 n 基督 敎を聞 

かん 爲に 名古屋 より 東京に 通 ふ^が あると は 我國に 求道の 心の 未だ 絶えざる 證據 として 見る^が 5^ 來 

やう、 此熟心 ありて 拙劣なる 余の 講演 も 亦 彼に 或 眞理を 供 せざるを得ない、 r 汝の 信仰 汝を 救へ り」 

とィ H スが或 人に 曰 ひ 給 ひしが 如く、 此人を 救 ひし 者 は 余の 說敎 ではなく して 彼の 熱心で ある、 余自 

身 は 未だ 會て斯 かる 熱心 を 以て 余の 講演 を 求められ たる 事 はない。 

十一月 二十四日 (木) 晴 近 s!ia- 京 近在の 農夫が 盛んに 小形の 牛 を 牽荷獸 として 用 ゆる を 見て 甚 

だ 偸 快で ある、 余 は 牛 を 愛する、 彼 は 忍耐と 能力の 動物で ある、 力 を 供し、 肉 を 供し、 乳 を 供し、 皮 

を 供す、 彼の 歩行 は遲く ある、 而 かも 確實 である、 彼 は- it と 異なり 平和の 動物であって 軍用に 適せす、 

然り余 は 馬の 如き 人 を 愛せす して 牛の 如き 人 を 愛す、 平和の 人、 實 直の 人、 遲 くして 確實 なる 人 を 愛 

す、 之に 反して、 金 や 銀 ゃ資石 や、 階 や、 勳章 や、 官職 や、 此 世の 馬具 を 身に 附 けて 贵挨ゃ 政治家 

の-: 車 を 牽く馬 族の 一 極なる 近代 人 を 嫌 ふ、 「我れ エルサレム より 馬 を 絶たん」 と ありて、 祌の國 に 

は -ill は 居ない との 1* である (ゼ カリヤ 書 九 章 十 節)、 願 ふ 東京よりも 亦 iJiT と馬挨 とが 悉く 絕 たれて、 

ャと牛 族との 繁榮を 見る 時の 一 日 も n 十く 來 らんこと を。 

十一月 二十 五日 (金) 晴 令 井 館に 於て 東京 聖書 研究 會 ナオミ 組の 懇親 祈禱 會が閒 かれた、 來會 

者ト七 人、 總机 33； の 三分の 二に 當り、 愛と 熱心と にて 充 たされた る N 誇 合であった、 ナオミ 組 は 三十 五 


歳 以上 四十 歳までの 婦人より 成り、 研究 會 婦人 側の 中堅で ある、 此外猶 ほ 二百 人 以上の 婦人が 居る、 

實 に 成 ^ な りと 謂つべし で あ る 。 


十一月 二十 六 B  (土) 晴 北風に て 寒し、 雜誌卜 二月 號の 編輯 を 終った、 二十 五 年間 此事 を爲し 

緩け て來 たが 今に 至る もま だ 厭きない、 ぺ ンが我 乎より 落る 時まで 緩く ので あらう 乎、 何れに しろ 善 

き 生涯の 仕事が 與 へられし 事 を 感謝せ すに は 居られない。 

十 一 月 二十 七日 (日) 晴 暖き 好き ョ である- 屮央 講演 會前囘 同様、 畔 上の 山上の垂訓 講 解に 緩 

いて 余 は 羅馬書 七 章 一 ー 六 節、 潔 めら る、 事の 第 §： 囘 として 律法の 踐棄に 就て 述べた、 律法の 死と 之 

に對 する 罪の 身體の 死に 就て 語った、 說 くに 隨分困 雑であった、 六 章 七 章 は羅馬 書の 峠で ある、 之 を 

越 ゆれば 少し は樂 になる、 多分 日本に 基督教が 傳 はって 以來、 老若男女 混成の 聽 衆に 對 して 三十 囘以 

上に 渡って 羅馬書 を連續 的に 解說 したの は 今度が 始めて、. - あらう、 然し 未だ 半分に も 達しない ので あ 

る、 引 緩き 主の 御 指 を 祈る。 

十一月 二十 八日 (月) 晴 事務の 山 岸と 共に 市中の 本屋 廻り を爲 した、 新 奮 書籍 三 g: 冊を貿 求め 

て歸 つた、 其- 2： に 一 八 七 叫 年 M ヂンバ ラ 出版 博士 P  . フ H ャバ ー ン著 『牧會 書翰の 註解』 があった、 

彼 は 余の 青年時代の 特 愛の 著者であった， 今日 其 著 を 乎に して 奮い 先生に 會ふ たやうな 心 持が した、 
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余 は 彼の 名著 『聖書の 預表 論』 に 導かれて 利 未 記の 興味 ある 研究に 入る 事が 出來 たので ある、 八：' に 至 

る も 其 恩 を 忘れない、 其 時代の 英米の 祌學 者に 偉大なる 者が あった、 而 して ドクトル . パトリック • 

フ ェ ャバ ー ンは 確かに 其 一 人で ある。 

十 一 月 二十 九日 (火) 青 暖き 初冬の 一 日であった、 獨り 家に 在りて 筆 を 以て 働いた、 之 を や 現 

^の 樂圃と 言 はん、 獨り祌 と 偕に 働く 事で ある、 斯んな 幸 ひなる 事 はない、 單獨 ではない、 「神と 偕 

に」 である、 人と 偕に ではない、 神と 偕に である、 太陽の 光に 和 光 を 受けながら 聖書の 深い 言 紫に 接 

する の歡 喜は譬 ふるに 物な しで ある、 他の もの は 何にも 讀 みたく なくなり、 此 世の 察に は 他に 何にも 

氣を奪 はれなくなる、 幸 幅の 極で ある。 

十 I 月 三十日 (水) 晴 瑞西 宜敎師 フン チケル 君の 訪問 を 受けた、 歐洲の 近況 如 S と 問へば 君 は 

答 へ て 言 ふた、 「トウ フ— グ ボ ー フ ー」 と、 は 「お 形な く曠 i 仝く」 と譯 された る 創^記 一 章 一 一 

節の 希伯來 語で ある、 簡短 にして 其 意を盡 したる 一一： n 葉で ある、 余 は 之に 應 へて 曰 ふた、 惟り 歐洲 のみ 

. に 4^: まらす 我 東洋 も亦然 り、 實に 今や 「全地 は 定形な く曠签 くして 黑暗 淵の 面に 在り」 である、 然れ 

ども 「神の 靈 水の面 を 覆へ り」 と あれば 我等 は 失 §1 ^すべきに 非す と、 君 答へ て 曰く  r ャ ー ャ ー」 と 

今ゃ光明は何^！に求むるも得す、 只 奮き 聖書の 中に 在る、 日々 之に 頼りて 我等 クリスチャンに 人の す 

ベ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が ある。 


十二月 一日 (木) 晴 華 盛 頓會議 に 於て 軍備縮小 協商 成立の 希望 見えて 何となく 嬉く ある、 縱し 

軍備が 全然 撤廢 され たれば とて、 それで 此^ は 祌の國 と は 成らない、 然し 乍ら 軍備 撒廢は 奴隸廢 止と 

同様に 確かに 地上に 於け る 福音の 勝利で ある、 今日の 所、 人類の 幸福に して 之れ 以上の 者 はない、 我 

が全權 大使の 爲に 我が 切なる 祈禱は 上らざる を 得ない。 

十二月 二日 (金) 晴 書齋に 籠って 爲 すべき 事を爲 した、 獨り靜 で 甚だ 快くあった、 新たに 買 求 

めし ァレキ サン ドル . ス ー タ， I 編 募 NOV.SI  TESTAMENT  VM  (auECK  (希臘 語 新約聖書〕 を 机上に 

眺めて 甚だ 懐かしく ある、 是は 余が 買 求めし 五 冊 目の 希 職 語 聖書であって 多分 最後の 者で あらう、 是 

れが讀 破 せらる- - 頃に は 余はピ ス ガの巔 より 天の 力 ナン を 指して 登り 行く ので あらう、 然し 其れまで 

せ-ひしゃ  オクス マホ —ビ， 

が 又 偸 快の 時で ある、 瀟洒た る 牛 津 版の 此 聖書と 相對 して 企の 心 は 躍る ので ある。 

十 I 月 三日 (土) 晴 靑山 長者 丸に 左 近 義弼君 を 訪問し、 君が パレスチナ 旅行より 持歸 りし 品々 

を 0- せて 貰った、 其內に ユダヤ人 會 堂備附 けの 古き 聖書が あった、 羊 皮 四十 二 枚に 書き込まれ、 實に 

美 一?_f なる 者であった、 其 他 カルメル山 下にて 拾 ひし 礫、 ヨルダン 河畔に て 切取りし と 云 ふ 楊の 枝を以 

て 作りし ステッキ 等、 我心 を 動かす ものが 大分に あった、 是れで 余 自身 は 日本 東京に 在て 聖書 を 講じ 

て パレスチナ 旅行 を 試む るの 必要が 無くたって 嬉しかった、 然し 余 は 思 ふた、 余が 若し 聖地に 行くな 

らば 余 を 喜ばす も の は 其 古 物 舊蹟で はなく して 天 然 であらう と、 其 石 と 草と 木と 魚と 鳥と 蛇と 蜥^ の 

類 は さぞ かし 面白い 者で あらう と、 聖地の 天然 は 第五 福音書で あると 云 ふが 實 にさう であると 思 ふ、 
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爲 したき はパ レ スチナ の IK 然科學 的探檢 である。 

十二月 四日 (日) 晴 中央 講演 會滿堂 以上の 成， 皆であった、 黑崎は 創世記々 載の ノアの 洪水に 就， 

て 語り、 余は羅馬書七^！：：十七—十四節、 雄 法の 性質に 就て 講じた、 律法 (道 德) は 人 をして It を 知らし 

む る の 效カ ありと 雖も罪 を 除く の 能力な き 事 を 唱道した、 福音 の 眞 價を說 明す るに 方て 是非共 爲 さね 

ばなら ぬ 唱道で ある、 然れ ども 爲 すに 最も 困難なる 事で ある、 大抵の 說敎師 は 自身 確信 を 有せざる 爲 

めか、 或 ひ は 聽 衆の 誤解 を 恐れて か、 此 道 を！： 避 せんとす る、 然れ ども 道徳の 無能 を 明言せ すして 

福 昔の 必要 を 唱道す る 事は屮 Z 來な い、 バウ n が大膽 であった やうに、 我等 も大膽 ならす して 福音の 善 

良なる 使者た る 事 は出來 ない。 

十二月 五日 (月) 晴 『大英 百科 辭典』 第 トー 版 を 乎に 納れる 事が 出来て 大 なる 滿足 である、 先 

づ第ー に？！"  • ミルの 寄書に 係る 「地理 學」 の 長篇の 精讀を 始めた、 昨日の 精神的 努力に 對 して 良 

き 休養で ある。 〇 夜 八， 井 館に 於て 柏木 兄弟 M 解散 報 吿會が 開かれた、 之に て 我が身に 多くの 苦痛と 誤 

解と を 招きし ものが 取 除かれて 肩より 大 なる 重荷が 落ちし やうに 感じた、 團體は 余に は大 禁物で ある- 

之に 加 はって 余に 善き 事の 臨んだ 例 はない、 余 は 絕對的 無敎會 主義者 を 以て 余の 一 生 を 終るべき であ 

る、 而 して 柏木 兄弟 国が 余の 加 はりし 最後の 圑體 であるで あらう。 

十二月 六日 へ 火) 晴 夜 馬場^ 門前 パウリ スタ 樊 茶店に 於て 東京 在留 米國 {"ー 敎師の 開催に 係る 平 


和 主義者 團の晚 餐會が 開かれ、 余 も 亦 之に 出席した、 屮 I 席 者 三十 人餘り 日本人 は 余と 外に 五 人で あつ 

た、 此夜余 は 「主なる 辯 者」 として 招かれた ので ある、 辛ら い 役 E を 務めさせられ たので ある、 食事 

ふ * ぢ みち 

終て 後に 余 は 司 會者ボ ー ル ス 氏に 紹介され て 立った、 余 は先づ 余が 非戰 主義者と なった 其 筋道に 就て 

語った、 然る 後に 目下 開會 中の 華 盛頓會 議に關 する 余の 感想 を 述べた、 更らに 進んで 我全權 大使 德川 

〔I 達 公と 日本 國の 平和的 支配者と しての 德川 家の 功績に 就て 語った、 最後に 日米 關 係に 說き 及んだ、 

日米 戰爭の 如き 考 ふるだ も 無益な りと 述べた、 余 は 言 ふ た 

若し 萬 一 にも 日米 戰爭 なる 大 不祥事に して 起る 事 あらん か、 余 は 余の 身 を 日本 軍隊の 前に 置きて 其 

兵士に 向って 言 ふで あらう 「君 等 は 米國人 を擊っ 前に 余を擊 てよ、 然る 後に 日本人の 友人なる 米國 

人 を 架て よ」 と、 其 如く 余は此 席に 列す る 米國の 兄弟 姊 妹に 乞 はざる を 得ない、 諸君 も 亦 其 場合に 

は 諸君の 身 を米國 軍隊の 前に 置き、  < 水が 日本の 兵士に 言 ひしと 同じ 事 を 米國の 兵士に ーぽ はれん こと 

を、 ち 我等 は 世界の 兄弟 國 なる 日本と 米國 とが 戰 一せ を 交 へん 場合に は 各自 先 づ自國 の 軍隊 をして 

己が 身 を 射殺せし むる であらう 

と、 此時拍 乎 喝采 盛んに 起り、 小なる 食堂 は 割れん ばかりであった、 姝に若き淑ケ.^^^ょ^き握乎を與 

へて 余の 中 出に 熱き 贊成を 表した、 彼等 は 何れも 言 ふた、 我等 は米國 人の 鈇 丸に 山て：：： 本人の 殺さる 

る を 見ん より は 寧ろ 自ら 其 丸に 當 つて 死すべし と、 彼等 の 熱心な る應 答に 接して 余 自身が 非常に 感動 

された、 米國 人中の 或 者が 如何に 强く 日本人 を 愛する 乎 を 此夜余 は 痛切に 感ぜ しめられた、 余 は久振 

りに て 米國宜 敎師の 一 圑と會 食して 余の 反 宜敎師 熱が 激に^ 却した やうに 感じた、 余 は此夜 日米の 

平和 を 計りて 宜敎師 と 余との 平和が 囘復 された：？ It を覺 えた。 


十二月 七日 (水) 曇 夜帝國 ホテルに てホ、 ンダ の" 小母さんの 主催の 下に 近頃 快走 船 アロハ 1^ にて 

渡來 せし 紐 宵 富豪の 一 團を迎 へんが ために^ かれし 歡迎會 に 出席した、 余 自身 は 勿論 富豪と 會 合する 

何の 必要 もなかった、 唯 人？！ としての 適 常の 敬禮を 彼等に 向って 丧 する 丈け であった、 但し 一行の 中 

に 余の アマ スト 時代の： 1； 級 生の 一人なる A  -p  • アル フホ ー ドが 居た、 ー训以 來玆に ニー 十五 年、 彼に 

^ふ^は 大 なる 偸 快であった、 我等の 舊 き；！： 級 生の 誰彼に 就て 語った、 未だ 世界的に 有名に なりし 者 

一 人 も 無い との； sjt であった、 然し 何れも 有 川の 地位に 在りて：^ ハ職資 を さ」 たしつ，^ ある 事 を 聞いて 喜ん 

だ、 我等は特に故シーリ1^^生に就て：^^1った、 先生 は實に 偉人であった、 先生の 如き 大敎育 { 豕のド に 

敎育を 受けし 我等 は 幸 幅で あると 言 ふて 相互 を 祝した、  <； -は舊 友に 會 ふて 英語が 余の 口より 迸し る を 

覺 えた、 余が 之 を 忘れた ので はない， 自由に 之 を 使 ふその 機 會が與 へられな いので ある 事が 解って 安 

心 し た、 會閉ぢ て 前 m 助役と 共に 市の 自動車に 同乘す る の特 權を與 へられ、 九 時 柏木の {| に つた。 

十二月 八日 (木) 半晴 午後 今 井 館に 於て 東京 sfi 曰 研究 會 マルタ 組の 懇話 祈 禱會が 開かれた、 來 

會者卜 六 名、 孰れ も 中年 以上の 婦人であって、 斯 かる 姊妹を 後援者と して 持つ 余 等の 幸福と 强 さと を 

感じた。 〇 新聞に 愛蘭 自由 國 成立の 報を讀 みて 大 なる 歡 びであった、 是れで 人類の 一大 問題が 解決せ 

られ たので ある、 グラッドストン は IK に 在りて 之 を いて、 さぞ かし 滿足 する であらう、 英國 自由 黨 

の 大成功で ある。 


十二月 九日 (金) 曇 昨夜 近来に 珍ら しき 大地震であった、 丁度 雜誌 校正 最中であって、 ベン を 

投じて が體を 搖られ ながら 書齋の 梯子段 を 下った、 今更な がらに 人生の 危 きを 感じた、 地質 學 者の 說 

に 依れば 日本 國は浮 島の 如き 者で あつ て 常に 搖 れつ 、あるとの 事で ある、 其 上に 建てられ たる 國{豕 と 

社會 とで ある、 何時 壞倒 るか 知れない、 我等の 倚るべき 者 は 他に 無くて はならない、 聖書の 言が 思 ひ 

出される 曰く 「我等 は 震 はれぬ 國を 受け たれば 感謝して 虔み敬 ひ 神の 意 旨に 合 ふ 所 を 以て 之に 事 ふべ 

し」 と (希 伯來書 十二 章 i: 八 節 )o 

十二月 十日 (土) 雨 靜 なる 一 日であった、 遊獵 禁止 論 を 書いて 東京 朝日 新聞に 送った。 華盛頓 

會議涉 ^す 甚だ 心配で ある。 耶 利米亞 哀歌の 研究 與味 多し。 

十二月 十 I 日 (日) 快晴 「愛への 雨 は 夜の 間に 霽れて、 義 せぬ 喜び、 朝日と 輝かん」 と 云 ふ 美 

はしき 聚 n であった、 研究の 题目は 羅馬書 七 章 十五 節 以下、 バウ & が 自己の 二重人格 を說 く箇處 であ 

つた、 余 は 自己の 實驗に 照して 彼の 一一 一一 n を說 明した、 嗚呼 我れ 困苦る 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 
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はん 者 は誰ぞ や、 是れ 我主ィ H ス キリス 卜なる が 故に 神に 感謝す、 然り、 然り である、 此事を 述るは 

最大の 歡喜 である、 1:!,! こそ 眞の 福音で ある、 聽衆も 感に打 たれたり と 見え、 一時 は 水 を 打ちた るが 如 

十 ゝ ..：• なき 

き 肅 であった、 啜 泣の 聲は 所々 に 聞え た、 會衆ー 十字架の 有難 さ を 感じた、 全 堂が 福音 的氣 分に 

て滿 ちた、 實に 喜ばしき 聖日であった。 〇 講： 奴 を 終へ て 後に 魏 町 iHil 平 河 町獨逸 東亜 協會に 於て 獨塽貧 

兒救， 濟の爲 に 催されし バザ ー を訪 ひ、 少しば かりの 買物 を爲 し、 又 友人より 託されし 少 許りの 寄附 金 


を爲 し、 是 れ亦盡 きせぬ 喜びであった、 實に與 ふるの 喜び は 遙に受 くるの 喜び 以上で ある、 今日の 此 

H の 立 E びに"： Sim も 何^ へ 飛んで 行つ たやう に 感じた。 

十二月 十二 日 (月) 晴 神 を 讚美す る爲 により 善き 樂器を 求めん と 欲して、 屮央講 彼 會昔樂 主任 

吉澤 軍： 夫 > ^と共に 横 港に 行き、 獨 逸人 某所 有の 獨逸國 ベ クスタ イン 會社 製造に 成りし グ ラ ン ドピ ヤノ 

一 臺を質 求む る 事に 決お した、 如斯き 買物 を爲 したの は 生れて 八， 度が 初めて ありし 事と て 大分に 、迷 

はざる を^なかった、 然し m:- ふた 縦し 只 一 囘 なりと も 此大樂 器 を 以て 露の 祌を 讚美し 奉る を 得るなら 

ば、 此 たびの 余不 ffl 應の 費 も 少しも W むに 足りない とリ 

十二月 十三 日 、火) 晴 人，' H は义 ペン を 取って テ. I ブルに 就いた、 是が ヘルの-人！： である。 

十二月 十四日 (水) 半晴 十二月 號雜 誌が 出來 た、 例の 通り 祈禱を 以て 發 送した、 同時に 又 一月 

M 原 m の 一部分 を 印刷所に 送った、 書く^？！と刷る事が過去ニ十五年の生涯でぁった、 年 は 去り 歳は來 

りて 此^ は變ら ない、 我 一 生の 主なる 寧 業 は 『架 書 之 研究』 と 云 ふ 雜誌を 書いて 之を發 行す る 事で あ 

かね， &ち 

つた、 小な りと 云へば 小で ある、 然れ ども 大臣 や 富豪に 成る よりも に 善い、 明治 二十 三年 十月に 

『研究』 第 一 號を 出した 時に 多くの 他の 雜 誌に 攻擎 され 叉 嘲弄され た、 然し 其 內で今 尙ほ存 つて 居る 

者 は  一 二に 過ぎない、 其餘は i^;: んな 消えて 了った、 矢張り 福音 丈け が：； お 後まで 殘 るので あると 見える 


十二月 十五 日 (木) 晴 購 人の 大ピ ヤノ 据 付けの 爲に衞 生 食 講堂に 行いた、 大變の 仕事であった、 

總勢八 人に て 渐く之 を 二階まで 擔ぎ 上げた、 眞に 立派の 者で ある、 古く は あるが 獨逸 製の 眞物 である、 

斯 かる 物が 何人に も 哀願せ すして 手に入りし は 感謝の 至りで ある、 令の ピャ ノは 昔の 琴で ある、 昔の 

^徒が 「琴 を もて エホバに 感謝せ よ」 と 云 ひ (詩 三十 三篇ニ 節)、 「あ、 我 神よ、 我れ 琴 を もて W を 讚 

めた、 へん」 と 云 ひしが 如くに、 我等 も亦ピ ヤノ を 以て ィ H ス キリス 卜の 御 父なる 11県 の 神に 感謝し、 

艾其聖 名 を 讚め た \ へ るで あらう、 我が ピャ ノは藝 術の 爲の樂 器で はない、 讚美の 爲 の聖樂 である。 

十二月 十六 日 (金) 半晴 華 盛 頓#議 に 於て 曰 本が 戰鬪艦 『陸 奥』 の 保有 を 主張す る 結 菜と して 

軍備 ii 小 協商の 某 礎が 動き 出し、 其 成行き 如何が 甚だ 氣遺 はれる、 然し 此 世の 平和 はすべ て 靳んな 者 

である、 彼等の 所謂 平和 は 平和で はなく して 折 合 ひで ある、 各自の 利益より 打算して 或る時 期の 間戰 

は ざらん と 欲する までの 審 である、 兹に 於て か 主の 御 霄 葉が 思 出される、 曰く 「我れ 平和 を汝 等に 遺 

す、 我が 平和 を汝 等に 予ふ、 我が 予 ふる 所 は 世の 予 ふる 所の 如きに 非す、 汝等 心に 憂 ふる 勿れ 义懼る 

る 勿れ」 と (約 翰傳 十四 章 二十 七 節)、 キリストの 賜 ふ 平和の みが 眞 正の 平和で ある。 

十二月 十七 日 (土) 雨 ，ノ きれる。 雜誌 原稿 一先 づ： i まり、 今日は 書く 事 も 語る 事 もせす、 樂讀 

に 終日 を 費した、 『英 百』 に ボル ネオ 島、 勘 察 加 半島 等の 記事 を讀 み、 太平洋 沿岸に まだ 無人島に 類 

する 國 土の # する を 知り 人類の 將來を 祝 幅した、 キリスト W び 臨り 給 ふ 時に、 「北の 極なる 氷の 山 も、 

照る 日 輝く 砂の 原」 も 平和の 民の 住所と なる ので あらう、 之に 對 して 政治家 や 外交官の 定 むる 平和な 
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る 者の 如 W に 憐れなる きで ある 乎 は 人，. の 華 盛 頓< ^議の 結 al^ に 照し 合 はせ て 甚だ 明かで ある。 

十二月 十八 日 (日) 晴 今年 最後の 巿內 講演 會 である、 It 衆 堂に 滿ち 不相變 心持ち 良き 架會 であ 

つた、 .仞 めて 大 ピアノの 昔に 合 はして 美 歌を唱 へた、 < ^は羅 ii? 書 八 奪 を 講じた、 聖書 若し 之 を 指輪 

に譬 へ なば 羅馬書 は 其寳石 であって 其 第 八 章 は齊石 の 尖 頭で あるとの ス ペネルの 言 を 紹介し て 全 章 の 

大意 を 五段 に^ちて 述べた、 此日獻 金 rafa 六十^ 餘、 內に充 ち 外に 溢れた る樂 しき 恭會 であった。 〇 

〔I に歸れ ば； £E 仰の 友より 送り 來り し數々 の 愛の ii 物の. s: に、 美しき シク ラメ ン 草の 一 鉢に 左の 言葉 を 

添えた る 者が あった。 

千年 も 亦た 感謝に 充ち 溢れた る クリス マス を 送らせて 頂きまして 厚く 御禮. E- 上げます、 神の 御惠み 

いよ/ \醬： に 先生の 御上に あらん 事 を 御 祈りいた します。 女子 英舉 塾內 マリヤ 組、 尸 ン十組 

之に 接して 余 の 今年 の 勞苦 はす ベ て せんた 惯 はれし やうに 感じた。 

十二月 十九 日 (月 j 晴 疲 K ガな し、 畔 上购氣 にて 自分 獨 りに て雜誌 編輯 を 終った、 今日まで 幾 囘 

か 彼に 編輯して 赏 ひし 泰 とて、 今 0: 余が 共 任に 當 りし は 當然 である、 此の 力の 自分に 與 へられし 事 を 

感謝す る。 

十二月 二十日 (火) 晴 若き：：； E 仰の 友の 一人、 近頃 靈の 降臨に 接し、 其の 一一 一一 ロひ盡 されぬ 歡喜を 

述 ぶる を 聞いて、 三十 六 七 年 前の 自分の 實験を M 想し、 自身 新たに 同じ 恩 惠に與 りしが 如くに 感じた、 


之 を や 新た に 生まる、 の 實驗と いふので あらう、 而 して 此實驗 が あ つて 初めて * 督 者し- -な るので ある- 

之れ なくして 祌學と 聖書の 研究と 如何に 深き も 基督 者と なった ので はない. - た、 十字架 を 仰いで 歡喜 

に 溢る k の 實驗は 思ひ屮 Z す だに 限りなく 嬉しくなる、 我が 若き 友に 此舊き 歡びを 喚起して 貰って 如何 

なる クリスマス プレ セン トを 貰った よりも 嬉しかった。 

十二月 二十 一日 (水) 曇 關 西の 或る 有力なる 敎會の 牧師 某 君よりの 書面の 中に 左の 如き 言が あ 

つた。 

小生 審祌の 御 導きに て 不思議に 惠 まれ、 多年 不徹底の 信仰生活より 救 はれ、 心から 主の 化身 も、 贖 

Si: も、 復活、 昇天、 再臨、 メッシ ャ王國 の 光榮も 信ぜられる 様に 相 成、 〇〇 敎會中 猛烈の 反 對と嫉 

視の屮 にも 毫も 憚らす 證し 致し 居候、 …… 昨年来より 小生の 信仰が 聖書 的に 成る と共に 敎會の 形勢 

次第に 良好、 3： となく 火 あり 血 あるの 敎會と 成りつ k ある 事 を 悅び居 申 候 

まことに 喜ばしき 昔 信で ある、 敎會の 板 ふと 否と は 聖書が 其儘說 かる，^ と 否と に 因る、 敎勢衰 返の 原 

因の 玆に 在る を 知らす して 只 徒らに 大人物 出で よかし、 大事 業舉れ よかし と 叫ぶ 今日の 諸 敎會の 愚か 

さよ、 關. はに 此 俎 火の 上りし を 感謝す る。 一九二 二 年 は 我國に 於け る眞 福音 復興の 年で あらう。 

十二月 二十 二日 (木) 晴 或 人に 招かれて 舊 ぃ敎界 名士の 一 圑と會 食した， 酒を飮 まない 丈け で 

あって、 其 他の 事に 於て 不信者の 會 合と 少しも 異ならなかった、 詩を吟 じ、 蕃を談 じ、 淨瑶璃 を さへ 

要求す る 者が あった、 「汝 等の 中に 唯 か 喜ぶ 者 あるか、 有らば その 人 讚美せ よ」 と 雅备書 五 章 十三 節 
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にある が、 其 讚美の 如き は 痕跡 だ もな く、 却て；：； E 者が 歌 ふ 讚美歌の 嘲 けらる &を閬 いた、 敎會の ffl 落 

は 米國に K らな い、 口木の それ も：！ * だしく ある、 此％ をん 面前 示されて 今更ら ながら 自已の 責任の 

きを 感じた。 

十二月 二十 三日 (金) 曇 个井 館に 於て 東京^ 書 硏究會 ルツ 組の 懇話 會が 開かれた、 來會 者三ト 

名、 各自の. K 驗談は 特^であって、 ft 督敎の 信仰が 我！：^ 人の 中に 深く R: 確實 に被附 けられし 事 を 

明して 餘り があった、 我が 同 i:- の 友の^ 合 は 孰れ も： 一:- 仰と 歡 喜に 滿ち 溢れて， 居る、 今の所、 我等の 

に：^^仰^！！^退を歎くの^-^^は  一 ！^も投らなぃ、 之 を や ii:^ 仰の^. i:- 時代と 云 ふので あらう、 感謝の 至りで あ 

る 0 

十二月 二十四日 (土) 晴 ャ後ニ 時 中より 大乎町 衞生會 講堂に 於て 東京 聖書 硏究會 々員の クリス 

マス 感謝祭 を舉 げた、 來 Z 付お 名 以上、 X 布^ 來畨ト 三 化せ.； '五節に 由り 「讚美の 祭 を 神に 默」 ぐる 爲 

の 食 合であった、 唱歌 隊の合 gl、 有志の ピャ ノ彈 奏、 s:^ 女 各 一人の 獨唱 があった、 緩いて 余 はん r 日の 

おとして 羅 Hit 書 十 叫 章 ト七節 を揭げ て、 其：^" 解 を 試み、 告岡老 牧師 は キリストの 幅 昔 を 信す るの 光 

榮と 決心と に 就て 語る 所 あり、 鈴 人い 丘 ハ永は 彼が 近 與 りし 聖靈 降臨の 實驗に 就て 語った、 まことに 

「神の 圃は食 ふ 事 叉飮む 事に 非す、 義と 平和と 架靈に 巾る 歡喜 なり」 である、 我等 此日 肉體 的に 何の 

攝取 する 所な かりし も、 義と 平和と 聖靈に 由る 歡 fs; 〔に 就て は 掛からす tf る 所が あつたと 信す る、 聖誕 

i§ が 到る 所に 俗化され っ& ある 此 時に 際し、 此單 純に して 淸 潔なる 會合を 持つ 事 を 得て 感謝せ ざる を 


得ない。 〇 新聞紙 は 歐洲に 於て 英怫獨 伊 四國の 同盟が 提唱され つ、 あるとの 報道 を. 傳ふ、 而 して 更に 

進んで 米國 をして 之れ に 加 はらしめ、 露 國をも 之れ に 加 へんと 欲すとの ことで ある、 世界平和の ため 

に 4^ も 祝賀す べき ことで ある、 然し 乍ら 若し 此 協商 にして 成立 するならば 日本 は 孤獨の 位地に 立つ の 

であって、 甚だ 心細き 次第で ある、 日本が キリスト を受 くるまで は 其 孤獨は 到底 免ぬ かる \ こと は 出 

来ない、 單に世界政治の方面ょり見るも日本の基督敎化は目下の^！^務でぁる、 基督 敎圃は 最後に W 結 

して 非 基督 敎國 に當 るで あらう、 日本 若し キリ ス トを 斥く るなら ば 世界 を 相手と して 立たねば ならぬ、 

まことに 世界 戰爭の 結果 は 意外の 方向に 遷移し つ i ある。 

十二月 二十 五日 (日) 晴 今年最後の！^日でぁる。 之を溫かき靜なる今井館聖書講堂に於て守っ 

た、 來會者 七十 名近來 になき 善き 集會 であった。 黑崎 講壇 を 主 どり、 アブラハムの 信仰に 就て 語った、 

余 は英國 首相 & イド. ジョ ー ジ、 米國 大統領 ハ ー ヂン グの單 純なる 信仰に 就て 語り、 カル ビン 主義の 

li 昔が 終に^ 界の 大勢 を 支配す るに 至りし 其 筋道に 就て 述べた、 會 終って 後に 蓄音器に クリス マスの 

讚美歌 數曲を 聞き 感謝 を 以て 此樂 しき 聖會 を閉ぢ た、 小さき 美 はしき 會 合であった、 今年 は敎 友の ク 

リス マス 會食 を廢 したれ ども 其 代りに 此 靈に充 ちた る 聖日 を與 へられて 此上 なき 感謝で ある。 


十二月 二十 六日 (月) 晴 靜 かなる 良き 日であった、 校正と 接待 は 例日の 通り、 閑 を 盗んで 請 書 

した、 泣く 者 を 慰め、 失望 せんとす る 者 を 強め、 喜ぶ 者と 其 喜び を頒 つ、 まことに 多端の 生涯で ある 
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！: 1： 時に 幸 ひなる 惠 まれた る 生涯で ある。 〇 敬愛す る 海軍 大佐 某！ Jf^ よりの クリス マス 祝賀の 書面の 一節 

に：：： く、 「ィザ ャの豫 一一 H の 一端が 實 現して 早く 私共に 御 暇の 出る 様になる の を 祈ります、 先週 フ レツ 

パイプ ロタ ゥト 

ド . ス ミス 氏の 雄 辯なる 非戰 論を聽 きました、 彼は此 度の 戰爭 によりて 戰爭が 副産物と しても 何等の 

善 を持來 さない 事 を 悟りて 痛烈に 戰ハ. ^の 徹頭徹尾 損害で ある 事を識 つたと 吿 しました、 それ は日淸 

戰 によりて 先生が 悟られて、 n 露戰爭 以前より 極力 叫ばれし 所であります、 而 かして 數 干の 大阪人 

は 漸く 今日 目覺 めた るが 如くに ス ミス 氏の 說に 倾！^ 拍手す る 様になりました」 と、 勇敢 淸廉 なる 軍人 

よ り此言 を in つ て 光榮 の 至り で あ る、 平和 を 愛す る 軍人 こ そ眞正 の 軍人で ある、 斯か る 軍人 を 有す る 

B 本の名 幾 〔此 上な しで ある。 

十二月 二十 七日 (火) 晴 寒氣强 し、 雜誌 校正 終り 一先 づ樂 になった、 クリスマス も 亦 終った、 

今年 は 食 ふ 事と 飮む 事な く、 まことに 樂な タリ ス マ ス であった、 一 一十 年 問クリ ス マ ス晚餐 會を繼 けて 

來て 碌な 事はなかった、 飮食は 少しも 信仰 を 助けない、 义眞の 友 は飮 食に 由て 屮 I 来ない、 「神の 國 

は砍 食に 非す、 義と 和と 架靈 に. m る歡 喜な り」、 今年 晚餐會 や 魔して、 ^故 モット 早く 止めなかった 

かと 思 ふた、 §^-ぃ^-の：^樂は成るべく丈け肉に關係のなぃ愉樂でぁる。 

十二月 二十 八日 (水) 晴 久 板り にて 靜 なる 讀 書の 一日 を 送った、 提摩太 後書に バウ a 最期の 狀 

をー^？み强き感に打たれた。 歳の 暮 になり 余に 欲しき 物 は 3： もない、 衣食住 何れも 今與 へ られし 以上の 

もの は M も 要らない、 若し 欲しい ものが あると すれば、 それ は 東京の 中央に 三, 人を容 るに 足る 聖書 


講堂で ある、 然し 之に は少 くと も 百 萬圓の 金が 要る、 然し 之 とても 必要の 場合に は 必す與 へられる と 

信す る、 何れに しろ 「衣食 あらば 足れり とすべし」 である (提摩 太 前書 六 章 八 節)、 まことに 平和な 

る 感謝に 滿ち たる 歲の暮 である。 

十二月 二十 九日 (木) 曇 主婦と 共に バビロン (東京 市の こと を 云 ふ) に 行いた、 物惯の 高い に 

驚いた、 瑞 sin ンヂン 製 一一 ッケル 時計 一箇 を 買 ふた、 此， に 於て 欲しき もの は 善き 書物と 時間 を 正確 

に 報す る 時計と である、 玆に叉 新ら しき 一 筒 を 加へ て 更らに 正確に 時間 を 守らう と 思 ふ。 〇 東京 聖書 

硏究會 々員に して 三 ヶ月に 涉 りて 會費を 納め ざる 者が 百 十 名あった、 彼等 に對し 規定に 從 ひて 除名 を 

通知して 悲しかった、 然し 止む を 得ない、 { えめし 規則 を勵行 せざるを得ない、 會の 緊肅と 聖書の 威嚴 

を 維持す る爲に 必要で ある。 

十二月 三十日 (金) 晴 歳 は將に 暮れん として 歡ば しい 事 も あれば 亦 悲しい 事 も ある、 今年 も 亦 

多 く の 新 ら し き を 5^: た る が 同 時 に 乂 尠 か ら ざ る 舊 き 友 を 失 つ た 、 然 し 之 が 人 生 で ぁ る 、 矢 張 り 淚 の 

谷で ある、 キリストの； 音あって のみ 能く 之に 堪 へる 事が 出来る、 最も 幸福なる 生涯と 雖も、 「謊な 

き 神が 飢 世の 前に 約束し 給 ひし 永生 を 望む」 事な くして 眞面 s に 之 を 過す 事 は 出来ない r. 提多書 一車 

二 節)、 我が 歌 は 神と： HI に 於ての みある。 

十二月 三十 一日 (土) 晴 靜 なる 大晦日で ある、 諸，. S おはす ベて 拂 つた、 愛の 外 何人に も；^ 物 を 


も 負 ふ 事な くして 年 を 終る * が 出来て 感謝で ある、 舊年 と^れる の は 何となく 惜く ある 然れ ども 又 

一 年 丈け 最後り が、 I が 近づいた と 思へば 樂 しく ある、 「信仰の 初より 更に 我等の 救 は 近し」 と ある (羅 

馬 書 4- 三 章 十一 節)、 我が生命の&1^が近づくのではなぃ、 我が 眞の 生命の 初が 近づきつ、 あるので 

ある、 信者 は 過去 を 顧みて 悲 まない、 未來を t!!! みて 喜ぶ。 


九 ニニ 年 (大正 十一 年： 


一月 一日 (日) 雪 元旦であって 聖日で ある、 而 して 我等に 取りて は 聖日で あると 云 ふ 事の 方が 

元旦で あると 云 ふ 事よりも 意味が 深く あって 叉 貴く ある、 午後 二 時より 今 井 館に 於て 聖會を 開いた、 

雪 を 冒して 來り會 する 者、 舊 新の 敎友 九十 餘名、 まことに 緊張せ る、 充實 せる 良き 集會 であった、 畔 

上司 會し、 路加 傳 十四 章廿六 節、 「父母 妻子 兄弟 姉妹 また 己の 生命 を も 憎む」 と 云 ふ 事に 就て 有力な 

る說 敎を爲 した、 余 は 彼の 後 を 受けて、 提摩太 後書 二 章 一節、 「我 子よ、 汝 キリス トイ H スに ある 恩 

惠に 由り て强 くせられ よ」 と 云 ふ。 ハウ a の 言 を 令 年の 標語と して 提供して 其 說明を 試みた、 「自 から 

努めて 强 かれ」 ではない、 r 祌に强 くせられ よ」 である、 而 かも キリストに 由り て與 へらる \ 恩惠を 

充分に 味 ふ 事に 由り て强 くせられ よで ある、 信仰的に、 受動的に、 能力 を 以て 漲る 者と 成れよ との 事 

である、 信者が 强 くなる、 秘訣 は玆に 在る と說 いた、 或る 兄弟の 如き は 「善き 年玉」 を 戴きて 有難し 

と 曰 ひて 禮を 述べて 吳れ た、 まことに 我等に 取りて 適切なる 聖書の 一 句 は 萬 金に 勝 さるの 賜物で ある、 

よろこび 

人 r 年 最初 の 聖日と して 歡 喜に 滿 ちた る 日で あつ た。 

一月 二日 (月) 晴 靜 なる 休息の 月曜日であった、 古き ドクトル. フエ ャバ ー ン と共に 半日 を 書 
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齋に 養した、 彼の.， i  J 鮮は 我の 奥底にまで 泌 渡る やうな 心地が する。 〇 大阪 の.： チ 依美 六郞 より 詩 

ひ ね も ,v 

篇七 十一 篇の數 節 を—： i お 「て れて^ 難かった、 门く 「我：：： は 終 口 汝の義 と汝の 救と を 一 らん、 我 は 

た^汝の缝のみを；^！^らん。 神よ 汝我を 幼少より 敎へ 給へ り。 我 は 今に 至る まで 汝の奇 しきお W を 穴 傅 

へたり。 祌ょ 願く は 我れ 老いて 頭 髮，： ： くなる とも 我が 汝のカ を 次代に 宜 傅へ、 汝の大 能 を 世に 牛； れ屮 Z 

づる 凡の 者に 宣傳 ふるまで 我 を 離れ 給 ふ 勿れ」 と、 " だは 實に 我が 令 日の 祈禱 である、 宇佐美 は 善く 我 

心 を 3g んで 吳れ た、 今ロ此 を 彼より 受けて 貴 東なる 跗 物に 接した ので ある。 

一月 三日 (火) 曇 『英 百』 に 釋迦牟 の 傅 を讀み 大に感 する 所があった、 釋迦は ソクラテス、 

たしか 

プラト I と 共 に 確に 古代の 俾 人で あ る、 然し 卞ら キリストに は 到底 及ばな い 、 釋迦は 聖人で あって 午 

リスト は 神で ある、 余 は 今年 滿，： ハ 十一 歳で あるが； 二十 三 歳の 靑年ィ H ス に俊從 して 少しも 自卑 屈辱 を 

感じない、 余 は 釋迦に は 做 はんとす るが キリス 卜に は；； £ へんと する、 < ^は 偉人の 傳を讀 むた び 毎に、 

余の 救主ィ H ス キリス トの 決して 人に は 非す して 祌 であり 給 ふ 事の 信念 を 益々 深く せらる、 を覺 ゆ。 

I 月 四日 (水) 晴 黑崎壽 美 子 永眠" 週 年に 當り、 彼女の 爲に 記念 會が上 落 合の 彼女の 家に 於て 

クリスチャン 

開かれた、 N に 出席して 羅馬書 十 §： 章 七 節 八 節 を 引き 余の 感想 を 述べた、 「我等 基督 者の 內 己の 爲に 

生き 又 己の 爲に 死ぬ る 者な し、 ル 我等 基督 者 は 生く る も 主の 爲に 生き 死ぬ る も 主の 爲に死 ぬれば 也、 

この 故に 或は 生き 或は 死ぬ る も 我等 は智な 主の もの 也」 と ある、 生く るの が 主の 爲 ならん に は 生きん 

と 欲し、 死ぬ るの が 主の 爲 ならん に は 死なん と 欲す、 我等 は 生死 孰れ をも擇 ばす、 只 主の 榮 光の 揚ら 


ん事を 欲す、 是れ壽 美 子の 希 欲な りしと 信す、 义 我等の 希 欲で あらねば ならぬ、 まことに 簡單 にして 

意義の ある 記念 會 であった。 

I 月 五日 (.If) 晴 仕事 を 始めた、 仕事と 霄 へば. 3^ に 在りて は 原稿 書き か 校正で ある、 然し 生命 

の 言 を此 世に 頒っ 事で あれば 政 治 や 軍事 や 商 買 と 云 ふが 如き 此世 限りの 仕事で はない、 而 して 此 貴き 

仕事 を 時 を 得る も 得ざる も 呼吸の つ く 限り 繼 ける 積り である。 

一月 六日 (金) 晴 ルツ 子の 十 年期が 近づいて 來て、 此頃は 毎日 幾度と なく 胸の 內 が，. 一杯になる、 

ル ー テルが 其 愛 女 マ ー ガレットに 就て 首 ひしゃう に、 余 も 亦 余の 愛 女 はん マ は， 確に： 大 父の 許に 在りて 安. 

全で あると 知りながら、 彼女 を 思 ふ 毎に 淚で 胸が 一杯になる、 其现 由が 解らない、 小 出かす 子 刀自の 

新年 狀に 左の 二 首が 在って 彼女が 余の 心 を 歌って 吳れ たやう に 感じた" 

幾と せ を S ると も 癒えし 愛子 に 

わかれし 胸の 深き！^ 手 は。 

此痛 乎い やさる k へき 彼の 時の 

、近つ く 今日 そ 嬉し かりけ る。 

まことに 再 會の希 があって こそ 此 堪え難き 悲哀が 美化 せらる K ので ある。 

一 月 七日 (土) 晴 無 爲虚禮 の 正月 玆に 終らん として 甚だ 愉快で ある、 樂 しき 事 は 遊ぶ 事で はな 
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くして 働く 事で ある、 惰氣滿 々たる 日本の 正月 程 厭な 者 はない、 明日 は又復 大手 町に 出陣す るの かと 

思へば 血の 運行が 少しく 速くなる やうに 感す る、 今日は 其 準備の 爲に 少しく 活氣づ い て 偸 快であった。 

I 月 八日 (日) 晴 今年 最初の 講演 會 であった、 來 會者ィ ツモより 少し 尠く、 五 百人餘 りで あつ 

た、 オルガンの 昔 勇ましく、 黑 崎先づ 登壇、 アブラハムの 信仰に 就いて 述べた、 余 は 世界の 思想 を 支 

配す る 者と して 聖書の 研究の 必要 を 論じ、 羅馬書 八 章 一節に 就て や \ 委しく 講じた、 「是 故に V たや キ 

、ゆるが 

リス トイ H スに 在る 者 は 罪せら る、 事な し」 と、 一 曾 一句 忽 せに する 事 は 出来ない、 「是 故に」 は羅 

馬 書の 分水嶺に 達した る を 示し、 イエスキリストと キリスト イエスとの 間 に^ある を說 き、 キリスト 

を 信す るに 4- まらす 「キリストに 在る 者」 が眞の クリスチャン である を 述べ、 最後に 人 は 何人も 斷じ 

て、 絕對 的に 罪せら る&事 なき 境遇に 入る の 必要 ある を說 いた、 僅かに 一節 丈け を解說 する に 止まり 

甚だ 物足りなく 覺 えた。 

一 月 九日 (月) 曇 夕 雪 ふる。 ぺ ンが 動き 出した、 終日 家に 在りて 記た、 聖想滾 々として 湧いて 

$1^ きすと 云ふ狀 態であった、 近頃に ない 偸 快であった。 

一 月 十日 (火) 晴 昨夜 雪 は 雨に 變じ、 後ち 晴れ たれば 雨水 萬 物 を 包み、 四圍 1 面の 水晶 宮と化 

し、 莊觀言 はんみ なし、 キリスト 再臨の 朝 も 多分 斯 かる 急激 的 榮化を 見る ので あらう、 一夜に して 宇 

宙は ー變 し、 此 接き 世界 は倏忽 にして 淸 潔なる 玻瑶の 如き 純金に て 造りた る 域 市と 成る の で あらう 


(默 示錄廿 一 章 十八 節〕。 〇 一 月號雜 誌が 出来た、 ィ ツモ の 通り 祈 禱を加 へ て發 送した、 此號發 行 三 

千 七 百 部 * 借り は ー錢 もない、 讀者拂 込の 前金 は 大切に 保管して ある、 敎會叉 は 宣教師の 補給 は 創刊 

以来 未だ 骨て ー錢も 受けた 事 はない、 日本人の 信仰に 由て 維持し 來 りし 純然たる 日本人の 基督 敎雜誌 

である。 〇 大隈 侯の 逝去 を 聞いて 悲ん だ、 明治維新の 日本に 最後の 暇 を 吿げる やうに 感 する、 彼 はた 

しかに 偉人であった、 進歩的で 樂： 大 的であった、 彼の 口より 國民は 背て ー囘も 失ば H 落 膽の聲 を 聞いた 

事 はない、 彼の 長命の 秘訣 は玆に 在った と 信す る、 但し 彼 は 勿論 クリスチャンではなかった、 新聞紙 

は 報じて 云 ふ、 彼 は 生前 常に 他に 吿げて 曰 ふた 「吾輩に は 過去に も 現在に も 一 切 罪障が ないから 死ぬ 

時が 来ても 必す 大往生 を 遂げる 事が 出来る」 と、 此ー首 に 由て て大隈 侯が クリスチャンでなかった 

事、 又 彼が コ B ムゥ H ルの 如き 人類 的大 偉人でなかった 事が 刺 明る、 コ P ムゥ H ルは 自己の 扉に 顫え 

た、 而 して キリストの 十字架 を 仰いで 安心した、 大隈 侯に 一 切 g§ 障な しと 云 ふ、 天の 神 は 承知し 給 は 

ない、 而 して 侯の 政敵 は 侯の 斯く斷 言せ し を 許さない であらう。 

I 月 十一 日 (水) 晴 今年 も 亦 六 k" 通 程の 年賀 狀を 貰った、 其 多數は 印刷の ハガキ であった、 而 

して 少數 なりと 雖も 自筆 を 以て 眞情 有の 儘 を 記された る！ iiS 書の ありし 事 を 感謝す る、 其內 最後に 達し 

て 雄 美な りと 思 はる k は 北 見 國利尻 島 三 浦 政治 君 十一 一月 廿 八日 發の 年賀 を 兼ねた る 通信で ある、 其 一 

節に 曰く 

…… 孤島 は 今 誠に 寂しく あります， ォク ホック 海より する 風 は 多量の 雪 を 運んで 島根 を 打 叩きます- 

怒濤 は 高く. R 沬を 飛ばして 岩角 を碎 かう として ゐ ます， 豪壯 にして 裡に 荒涼 を感す る もの は 島の 冬 
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の 生活であります、 一 ケ：^ もニケ 2： もうる さき 訪客と いふ ものから 遠ざけられ ますから 獨り靜 かに 

^ドに 聖書 を讀み 且つ 考 ふること が 出来ます、 熱鬧 なる 幌都 (札 幌) に 於て は 先生の W 究ト： i は 惟 解 

でした、 島に 來 てから は、 殊に 冬の 夜 乂は隨 起 スト ー ブの 前にて は、 先生の 靈 的の 御 說 明が ™;vr- さ 

れ てうれ しくあります 云々 

と、 て^ 人ホ ヰット マンが 曰 ふた^が ある 「書 は讀む 場所に 由て 其 價値を 異にする」 と、 研究 誌の 

如 き も 之 を 都 に 於て 讀ん で 貰 ふので は 其 意味 を讀者 に俾 ふる 事 は 出来な い、 北海の 孤島、 風-中 f 洪波 

を 揚げ て 5 石 角 を碎く 所に 於て 讀ん で i-a; つて 其 傅 へんと する 祌の 奥義が 解る ので あら う、 天然 を 背景 に 、 

天然の 裡に 抱かれて のみ 福音 の 有難 さ は 本當 に 感ぜられ るので ある、 最も 不幸なる 者 は都會 に 在りて 

ハイカラ 的 生. 涯を 送る 近代ん と 比 ハ從婦 とで ある。 

I 月 十二 日 へ 木：) 晴 ルツ 子 永眠 第 十 週 年で ある、 萬感 交々 湧き 感慨無量であった、 朝 雜司ケ せ 

慕 地 を： ひ 花を以 て 彼女の 墓前 を 飾った、 夜 舊友三 ト餘名 を 招き 記念 會を 催し、 後に 晚餐を 共に した、 

畔 上の？^ 敎に强 く 我等の 心 を 動かす 者が あった、 ル ツ子の 死 は 余 を廣き 活動の 野に 逐 ひやる 爲に 必要 

であった、 肉に 於て 彼女 を 失って 靈に 於て 夥多の 少女 を與 へられた ので ある、 然し 高價 なる 代惯 であ 

つた〕 

一月 十三 日 (金」 暴 n  ^人 は 勿論の 事、 敎會 信者、 更に 余の 弟子と 自 から 稱 する 者まで が 余 を變 

人と mi 做し、 < ^の爲 す 事 は 人並 外れて 非常識で あると 云 ふて 居る、 餘り氣 持の 善い 事で はない、 然し 


リ 彼等 常人 を 以て 自 から 任す る 所の 最大 多 數者は 菜して 眞理を 見る の 眼 を 具へ て sie る 乎、 今 を 去る 

二十 年 前、 ロ英 同盟の 初めて 結ばれし 時に 余 は獨り 之に 反對 して 曰 ふた r 此 同盟 は 必すゃ 遠から すし 

て英國の離反と日本の失？に^-に終るでぁらぅ」 と (『よろ づ短言 』 第 七十 九 頁 以下-— 本 全集 第 十 ™I 卷收錄 y 

其 時 信者 不信者 の ^な く 余を變 人と 呼んだ、 然し 今度 の 華 府會議 に 於て 余の 言 は 正しくあって 日本 W 

民 全 照の 見方が 問 違って 居た 事が 證 明され た、 其 他 多くの 重大問題に 就て 變 人と 呼ばる V 余の 見方が 

遙 かに 固 民 全體の それに 優って 居た 事 を 今日までに 幾囘も 示された、 故に 余 は社會 ゃ敎會 ゃ自稱 弟子 

達に 變人視 せらる k 事 を 少しも 厭 はない、 余 は 彼等と 意見 を 異にして 彼等と 共に 誤 まら ざらん と 欲す" 

彼等に 變人視 せらる k こと は 余に 取り 却て 大 なる 幸福で ある。 

I 月 十四日 (土.) 曇 終日 家に 在りて 校正に 從 事した、 是れ 余に 取り まことに 仕事ら しい 仕事で 

ある、 た 思想 も耍ら なければ 大 天才 も 要らたい、 印刷所の 職工と 少しも 異ならない 仕事で ある、 ナザ 

レのィ ヱ スが爲 し 給 ふた やうな； H 事で ある、 大名 譽 である。 

I 月 十五 日 (曰」 晴 昨夜 大霄、 今朝 積る 事 尺餘、 稀れ に 見る 冬 景色で ある、 講演 會 如何と 11- 遣- 

ひしに N# 衆多く 平日と 異ら す、 靑木君 は 例の 通り 栃木 縣氏 家より、 久山君 は 名古屋 より 長途の 汽車 を 

驟 はすして 來り < ^した、 ピアノの 音 高く 雪の 都の 中央に 主ィ H スを 讚美し 奉る の 歡びは 特別であった- 

但し 余の 講演 は此 熱心なる 聽 衆に 滿 足を與 ふる 者でなかった、 羅馬書 八 章 一 —八 節の 中心的 眞 理を說 

明 せんとの 努力 は 半ば 失收に 終った、 濃厚なる パゥ 口 の 言 は 之 を 一 滴づ X 水に 和して 之 を 味 ふより 他 
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に途 なき を 知った、 然し 自分の 講演の 不滿 足であった 時に 神の 援助と 祝 ii と を 祈る 事が 一 暦 熱心で あ 

る、 而 して 時には 祈禱を 以て 說敎の 不足 を 補 ふの が 神の 眞理 を傳 ふる 最善の 方法で ある 事 かも 知れな 

い、 何れに しろ 時に 「神よ 此價 彼な き 僕 を憐み 給へ」 との 叫が 自分の 心の奥底より 發 する は爲 りなき 

事實 である。 

一月 十六 日 (月) 曇 法學士 南原繁 十二月 五日 倫 敦發の 書面に 曰く、 「遠い 旅に 出て 來た 異邦の 

客 は樣々 の 印象 も あり 感想 もあります。 然し 要するに 何處も 人の 住む 世界 だと 考 へます。 私 は 西の 國 

から 最も 善き もの を 貰って 歸 るので はなく して、 日本から 持つ こと を 許された それ を 傷け すに 保って 

歸る こと だと さへ 思って ゐ ます」 と、 歐 米に 旅行す る 彼れ 以外の 他の 學士連 や 其 同行の 妻 君 等よりも 

大抵 同じ 事 を 言 ふて 來る、 まことに 倫敦 にも 巴 里に も 伯林に も鈕 育に も 東京に 有る 以上の ものが あら 

うと は 思へ ない、 然り 最善 は 人が 其 心に 於て キリス トを 介して 神に 近づく 所に ある、 人生 最大 最善の 

もの を 探らん が 爲には 世界 漫遊 者になる 必要 はない。 

I 月 十七 日 (火) 曇 咽喉 痛で 苦しんだ、 家に 在て 治療した。 市中 は大隈 侯の 葬式で 賑 はった と 

の 事で ある、 彼 は 「正義 人道 平和の 神」 として 葬られた と 云 ふ、 何と 評して 宜しき や 自分に は 判らな 

い、 n 本人 は 果して 偉人の 何たる 乎 を 知る や 疑問で ある。 

I 月 十八 日 (水) 雪 咽喉の 痛み 去ら チ、 柏木の 冬 寒く 春の 到 來が待 たれる。 雪 を 犯して 左近義 


弼 君の 訪問 あり、 火鉢 を 園んで 種々 の 話 をした、 柏木の 雪ー雜 りに 頭痛と 咽喉 痛と を 忘れた、 今更ら な 

がらに 用事 を 離れた る 4^,;?;^ 的 訪問の 樂 しさ を覺 えた。 

ねか もみ 

一月 十ヒ日 (木) 青 今井館に於て東京^^書研究#マリャ組の懇話祈禱會を開ぃた、 雪後泥^-に 

係 はらす 來會者 三十 二 名、 組 員の 半數 である、 高等 女子 師範 學校 生徒 最も 多く、 次に 東京 女子大 學、 

其 次に 女子 英學 塾と 云 ふ 順であった、 日本 女子大 學 より は 一人 も 見えなかった、 知識欲 K 盛の 若き 婦 

人達の 事と て 其 提出せ し 質問に 奇拔 なる 者が あった、 女學生 問に 於け る 思想 混 亂の狀 態が ほの 見えた 

3： れ にしろ 彼等に 福音 を 官-傳 ふる は 大難 事で ある、 神の 靈 のみ 能く 彼等 を 本當の クリスチャン ゥ ー メ 

ン と爲す 事が 出来る。 

I 月 二十日 (金) 晴 寒氣强 し、 風邪 未だ 癒えす、 窒 內に閉 籠って 少し 許りの 仕事 を爲 した、 益 

5 ほ 比 叱に 死す るの 必要 を 感じた、 大隈侯 逝いて 僅に 十日、 新聞紙 は 彼に 就ても はや 一 言 も 言 はない、 

比 所 営 分の 間ジ ョ フ ル將軍 を 以て 持 切る であらう、 後から 後へ と變り 行く 此世 …； 斯 かる 世に 生 it を 

託して 我 も 亦 之と 共に 亡びざる を 得ない。 

I 月 二十 一 日 (土) 晴 引 緩き 寒氣强 し、 但し 心 は 主に 在りて 樂ん だ、 彼 は 我が すべてで ある、 

彼 を 仰ぎ 彼に 在りて 生命 を 有して 他に 何も 欲しくない、 如何な つても 安心で ある、 新聞紙 は讀 みたく 

なくなる、 一 i 昔の みが 意義 ある 事と なる、 幾られ ても氣 に觸ら ない、 譽 めら れても 嬉しく たい、 た ^ 
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彼に 在りて 生きて 居る 事が 感謝で ある、 此歡 喜に 勵 まされて 大分に 原稿が 書け た、 讚美歌 第二 百 四十 

おの くちびる cri,* 

六 番が自 づと脣 に 上る。 

一月 二十 二日 (日) 晴 寒 I 湫引 續き强 し、 集 食 如何にと 氣遣 はれし も聽衆 殆ど 堂に 溢れる の 盛^ 

であった、 自分 は 咽喉 未だ 全く 癒えす、 時 §1 を 制限す る爲 に朗讀 講演 を 試みた、 題 は 「聖 潔と 聖^と 

ま 一 化」、 三十 五分 間にて 講 了した、 I 単純に して 何人に も 解し 得らる 上. i 音の 眞理 を說 きし 事と て 自分 

ながらに 滿 足であった U 〇 此 R 午後ん， 井 1£ に 於て アブラハム 紐、 モ ー セ組、 ヨセフ 組， ヨハネ 組の 有 

いわ 懇話 祈 禱<|； が 開かれた、 來會者 二 卜 五 人、 內に 信仰の 老戰士 多く、 一服の 心强 さを覺 えた、 彼等の 

.2: の备 員が 一 敎會の 柱石と 成り 得る 者で ある、 如斯き 人が 百 人 餘りも あると 云 ふので あれば 我等の 得 

意 察すべ しで ある、 此 nM 時刻に 橫濱關 東 學院に 於て 橫濱鎌 倉 在住の 同志の <Ji5 合が あった、 來會者 三 

h ,:r ^. 刚者 孰れ も 純 信仰 の 會 合で あって、 rffi 會 運動 とか 擴張 運動と か 云 ふ^ に 就て 何ん の 謀る 所な か 

つた. 火け、 それ 丈け 惠 まれた る樂 しき 會 合であった。 

I 月 二十 三日 (月) 晴 強し。 靈的 疲勞を 感じた、 床に 就て 休んだ、 『英 百』 に ジョナ サン. 

ヱ ドヮ ー ズの小 傳を蹟 みし.：.^ けが 此 日の ii 事であった。 R 本に 於て 基督 敎の 信仰 を 維持す る 事の 如何 

に 難い \ ^を 今更ら ながらに 感 5£ する、 多分 阿弗利加に 於ても、 印度に 於ても、 支那に 於ても S 本に 於 

ける 程 難く あるまい、 日本 は 其 社會的 組娥の 根本に 於て 非 基督 敎國 である、 祌の 特^の 恩惠に 由る に 

非れば 此國に 於て 眞の 基督 者た る 事 は 出来ない、 而して百人なり^^人なり眞の信者のぁる事は大なる 


感謝で ある。 

一月 二十四日 (火) 半晴 雜誌 編輯に 殆んど 入 土日 を 費した、 二月 號 より 全部 ボイ ン卜 組に する 事 

に 定めた、 其れが 爲に 〔 子 數六千 五 百 程 を增す 事に なり、 其れ丈け 讀 者の 利益と なる 次第で ある、 毎號 

五 萬 字 程の 原稿 を 作らねば ならぬ、 容易の 仕事で ない。 

I 月 二十 五日 (水) 塞氣 少しく 緩み、 美 はしき 寒中の  一 口であった、 畔上 と共に 編輯 を 終った、 

福 昔 を 說く事 は いつまでも 樂 しく ある、 此 仕事の みは 仕事 (勞 働) ではなく して 偸樂 である、 我等 は 

詩人の 一一 a を藉 りて 言 ふ 「我心 は 美 はしき 事に て 溢る、 我 は 王の 爲に 詠た る 者 を 言 ひ 出 でん、 我が 舌 は 

速け く寫 字く 人の 筆な り」 と。 


一月 二十 六日 (木) 青 近頃 は 每曰舊 約に 顯 はれた る 新約の 福音 を 味 ひつ、 ある、 信仰の 眼 を W 

て資 みて sfi 曰 可れ の 筒 所と 雖も 福音なら ざる はない、 大 なる 福音 は 利 未 記、 約 書 亜記、 士師 記、 歷代 

史略 等、 福音の 全く ありさう にも 無い 所に ある、 先づ贖 は，、 然る 後に 潔め られ、 最後に き..， 生涯 

！^, ^ _4 ^れい^る と 云 ふ 信者の 生涯 は舊約 孰れの 筒 所に も 鮮 かに 說き 示さる、 實に 「聖 き： に」" 我 

が §1;;- に 甘き 事 如何 計り ぞゃ、 蜜の 我が n に 甘き に. ill れり」 と あるが 如しで ある (詩篇 百 十九 篇百三 節 )_ 
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I 月 二十 七日 (金) 晴 *1 にも 敎會 にも 愛がない、 無い が 故に 我等 は 愛さねば ならぬ、 愛の 何た 

る 乎 を 知らす、 眞の 愛の 在る こと さへ を も 知らざる 今の^と 敎 會に對 して、 我等 は キリストに 在りて 

彼の 愛 を 示さねば ならぬ、 愛の 無き を 怒て はならぬ、 無い が 故に 大いに 愛さねば ならぬ。 〇 隱れ たる 

罪と 云 ふ 事に 就て 考 へた、 隱れ たる SS と は 知らす して 犯す 罪で ある、 而 して 最も 危險 なる 罪 は 知らす 

わ.？ は ひ 

して 犯す 罪で ある、 神の 恩惠に 依り 時に 之を發 見す る を 得て 大 なる 感謝で ある、 多くの 災禍 は 「誤り 

、 **  ,l.r  が  、* ろ- 一び 

て エホバの 誡 命に 違 ひて 罪 を 犯す」 より 来る、 而 して 之を發 見して 其 災禍 を 除く を 得て 犬なる 歡 喜で 

ある、 近頃 其 一 を發 見す る を 得て 新生の 再び 我 身に 臨みし やうに 感じた (利 未 記 四章參 照)。 

一 月 二十 八日 (土) 晴 舊曆の 正月 元日で ある、 立春が 近づき、 M よりも 嬉しく ある。 長 崎 三菱 

造船所 技師 池 田！ i 司の 訪問 を 受け 軍艦 製造に 關 する 種々 の 事 を 聞き 面. a かった、 戰爭 はま だ 容易に 止 

まない 事が 判明った。 

一 月 二十 九日 (日) 曇 塞氣 少しく 緩み 快き 朝であった、 中央 講演 會 例日の 通り、 感冒 流行の 故 

にや { や： 椅子の 少しく ある を 認めた、 自分 は li 馬 書 八 章 五— 十三 節に 於け る 「肉の 事 を 念 ふ」 と 云 ふ 事 

に 就き 側面 觀を 提供して 其 解釋を 助けん とした。 〇午後+井館に於て醫學士星野鐵男海外§£^^の途^ 

歯が 間 かれた、 來會者 一 一十三 名。 

一月 三十日 (月) 休息の 月曜日で ある、 終日 ィ H ス樣 と共に 暮 した、 「最早 我れ 生ける に 非す、 


キリス ト 我に 在りて 生ける たり、 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 捨し者 卽ち神 

の 子 を 信す るに 由り て 生けるな り」 との 狀 態に 於て 在った、 r 汝等 もし 我 を 離る k 時 は 何事 を も爲す 

能 はす」 との 主の 御 首の 意味 を强く 感じた、 同時に 又 「我 は 我に カを予 ふる キリストに 因りて 諸の 事 

を爲し 得るな り」 との パゥ 口の 言 を 我が 實驗 として 味 ふ 事が 出来た、 人 はどうで も 可い、 此 世と 此世 

の 敎會と はどうで も 可い、 我が 世界、 我が 敎會は キリスト である、 彼れ 御 一 人に 在りて 我に 恩寵 は充 

足れる ので ある、 詩 を事實 として 味 ふことの 出來る 生涯 は クリスチャンの それで ある、 家に 獨り 坐し 

て 3： 等の 運動に も 加 はる 事な くして、 我に 最上の 幸福 を 供す る もの は此 信仰の 生涯で ある。 〇此 外 世 

上の 事件と して は 新 愛蘭 獨 立國の 出現に 就て 讀んで 偸 快であった、 靑年 時代に 多大の 同情 を 故 グラッ 

K スト I ン 翁に 寄せし 余に 取りて は 愛蘭の 獨立を 聞いて は 余 自身の 理想が 實 現せられ しゃう に 思 はれ 

歡 喜に 堪 へない、 如斯 くにして 正義 は 通れても 終に 赏行 せらる と 思へば、 正義の 爲に鬪 ふの 甲斐 も 見 

えて、 偸快此 上な しで ある、 又獨 逸は英 國と戰 つて 敗れし も、 間接に、 而 かも 有力 的に 愛蘭の 獨立を 

助けた 事 を 思へば、 自 から 大に慰 むる 所が あらう、 神に 逆ら ふ此 罪の 世に 於ても 神 は 進行し 給 ひつ.^ 

ある (God  is  marching  on) 、內 にも 外に もま ことに 有難い 事で ある。 〇 水星 太陽の 東 十八 度 半に 達 

し觀^ に 好し との 報に 接し、 今宵 獨り中 野の 原に 行き、 西 天 を 凝視て：^ ハ 出現 を 待った、 恰も好し、 新 

月の 下 五六 度と も 思 はる、 所に 第 一 等 星に 均しき 稍 や 赤き 光 を 放てる 紛 ふべき なき 彼 を 認めた、 水星 

は 見る に 機 會の齡 き 遊星で ある、 有名なる 天 文 學者コ ペルー I カスの 如き、 一生 之 を 見る を 得すして 終 

りたり と 云 ふ、 余 は 今宵 確然と 之 を 觀るを 得て 大 なる 滿 足であった。 
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I 月 三十 一日 (火) 晴 北風 强 くして 塞し。 昨日に 引 綾き 4- 日 も亦ィ ヱ ス樣と 偕に 在る 幸福に 就 

て考 へた、 彼と 共に 在りて 人生 r お 問題の 解決 は附 いたので ある、 然り附 かざる に 旣に附 いたので ある、 

彼に 萬 事 を 御 引渡し. E- して 其 處分は 悉く 附 いたと 同然で ある、 斯 くして 「明日の_5^^を憂慮ふ勿れ」 と 

の 敎訓を 完全に 且つ 文字通りに 守る 事が 出來 るので ある、 叉ィ H ス 様と 偕に 在る 時に 不運なる は 幸運 

なる よりも 幸， 幅で ある、 友 を 失 ふ は 友 を 獲る よりも 幸福で ある、 不足す る は 充足れ るよりも 幸福で あ 

る、 何故と なれば それ 丈け 彼に 近づき 得る からで ある、 人生の 諸の^ 題はィ H ス 様に 由て 完全に 解決 

せらる k ので ある、 此事を 知らす して 經濟 問題よ 社き 問題よ と 言 ひて 騷ぎ 立つ る 人 等の 愚か さよ、 然 

かも 基督 信者と 稱 する 人 等の 內 にも 斯 かる 人が 澤 山に あると 知って 不思議に 堪 へない。 

二月 I 日 (水) 晴 少し 春ら しくな つた。 山 縣有朋 公が 死なれた、 是で舊 き 日本 は 殆んど 死 絶た 

ので ある、 然し 之に 代 はるべき 新しき 日本が 出来て 居る 乎 颇 る 疑問で ある、 然し 神 は 余が 斯 かる 問題 

に携 はる こと を 許し 給 はない、 余 は 時 を 得る も 得ざる も 只 キリ ストの 福音 を說 いて 居れば 其れで 可い 
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ので ある、 大隙侯 ゃ山縣 公と は 余 はた 同時代に 同じ 國に 生きて 居た と 云 ふ 事の 外 は 他に 何も 關 係が 

無い ので ある。 

二月 二日 (木) 曇 日本 在留 米國バ プチ スト 敎會 宣教師 アクス リング 君が 近頃 米國に 於て 日本に 

關 する 同 君の 觀察を 公表せられ、 其 一 冊 を 余の 所に も 寄せられた、 其 内に 日本 基督 敎界の 人物 を列擧 

せられし 一 節が ある、 曰く 「日本の ビ ー チヤ ー なる 宮川 牧師 あり、 曰 本の ラッセル • コ ンゥ HI なる 


植村 牧師 あり、 ：：： 日本の ム ー デ ー なる 木 村 君と 日本の ビレ ー • サン デ ー なる 金 森 君の 如き 福音 師ぁ 

り、 叉 日本の ブ ー ス大將 なる 山 室 大佐 あり、 而 して 叉 基督 I 的 神秘 家に して 聖書の 註解 者なる 內村君 

それな \ 

あり 云々」 と、 之に 由て 觀れば 他の 諸君に は 夫々 英米に 於て 對照者 ありて 之に 匹敵す る名稱 ありと 雖 

も、 余 一人に は 之れ あるな く、 余 は 空々 漠々 雲を摑 むが 如き 夢想 的神祕 家であって 英米に 其 類 を a す 

との 事で あるら しく ある、 まことに 有難き 次第で ある、 余 は 日本の 內 村と 云 ふ 者であって、 ム ー デ— 

とか ビ レ ー とか ブ ー ス とか 云 ふ 者で はない、 日本 メソ ヂス ト敎會 前 監督 某 君 は 曾て 余 を 加奈太 {ー 曰 ー敎師 

某 君に 紹介して 「彼 は變 人で 厶る」 と 言 はれし が (監督 は 余の 面前に 於て 此言 を發 せられた ので ある)、 

變人 として 監督 や 宣教師に 取极 はる、 はビ レ ー とか サ ンデ一 とか 云 はれて 擔 上げら る 、 よりも 逸に 名 

譽 である、 何れに しろ 基督 敎界と は 實に變 な 所で ある。 

二月 三日 (金) 雨 節分で ある、 赛が來 たと 云 ふ ものである、 久 振りの 滋雨で 心持^く ある。 信 

者はィ H スに 在りて 耐え 難き 苦痛に 耐 へる 事が 出来る、 忍び 難き 恥辱 を 忍ぶ 事が 出来る、 赦し 難き 敵 

を赦す 事が 出来る、 まことに 「我 は 我に 力 を 賜 ふ キリストに 依りて すべての 事 を爲し 得るな り」 であ 

る、 冷酷 無慈悲の 此社會 と敎會 の內に 在りて ィ H スと偕ならすして平靜の生涯を送る事は屮^^なぃ、 

然れ ども 彼と 偕に 在りて 獨り 心に 平和の 王國を 建つ る 事が 出来る、 無限の 感謝で ある。 

二月 四日 (土) 晴 立卷。 校正 日であった。 山 树儀市 東洋 汽船 銀洋丸 船長と して 南米 航路より 歸 

り、 太平洋 東岸の 敎 友に 關 する 多くの 喜ばしき 報知 を 傅へ、 極東の 一隅に 萎縮す る 我が 心の 遽に 擴大 
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する を覺 えた、 世界 は廣く ある、 友人 は 多く ある、 敢てロ 本 ー國を (命 ふの 必要 はない、 此 所に 失へば 

彼 所に 得る 事が 出來 る、 有難い 事で ある。 

二月 五日 (日) 晴 中央 講演 會ィ ツモの 通り、 來會者 六 百餘、 思 ひ 掛けな き 人々 の 其內に 在りし 

を 聞いて 驚き 且つ 喜んだ。 此日 午後 古 賀達朗 氏 夫婦の 切なる 乞 ひに 由り、 外 村 義郞、 長 尾 半 平、 青木 

藏、 黑崎 幸吉の 諸氏 立 合 ひの 上、 彼等 二人に、 彼等の 品 川 御殿山の 住宅に 於て、 簡單 なる バプ テス 

マ を 行 ふた、 使徒 行 傅 八 章 二十 六 節 以下に 據り、 ピリ ボが H テオ ピャの 大臣に バプ テス マ を 行 ひし 其 

心 持 を 以て、 余 は自 から 此 職務に 當 つた、 まことに 簡短 にして 嚴肅 なる 式であった、 一同 深き 感に打 

たれた、 余が パプ テス マ を 行 ひし は 是れが 第四囘 目で ある、 第一 囘は愛 女 ルツに 訣刖の 際に 行 ひ、 第 

二：^ は 山形 縣鶴岡 町の 諷訪 熊太郞 氏に、 第三 同 は 神戶神 ffl もう ど 夫人 (米國 婦人) に 行った、 余はバ 

プテ ス マ を 以て 救靈上 必要 條 件と は 認めない、 然し 乍ら 有益と 認 むる 場合に 於て は 之 を 行 ふに 躊路し 

ない、 余の 方式 は 「何々 さん、 私 は主ィ H ス キリストの 聖 名に 由り 貴下に パプ テス マ を 行 ひます」 と 

言 ふので ある、 敎會が 余の バプ テス マを認 むる と 否と は 勿論 余の 關 する 所でない。 

二月 六日 (月) 晴 疲勞の 月曜日で ある 。今 曰までの 所、 日本に 於け る 基督 敎傳 道なる もの は、 

共 多分 は 一種の 商賨 であるかの やうな 觀が ある、 高貴なら ざる 外國 宣敎. 師 等が、 殊に 米國 宣敎師 等が" 

1 種の 請負業の 如くに n 本 傳道を 請負 ひ、 信者 一 人に 付き 何 弗と 云 ふ 相場で 頻りに 敎會員 製造に 從事 

したので ある、 而 して 其 結果が 今日の 悲しむべき 狀態 を持來 したので ある、 而 して 米國人 のみなら す 


米國 に 於 て 基督 敎神 學を學 びし 多数の 日本人 も 亦 此の 傳道法 を 習得 し、 日本に 歸 りて 其實行 に 從 し 

つ、 あるので ある、 彼等に 取り 純 福音 も 偽 福音 もあった もので はない、 米國 人の 流儀に 從ひ 成功 是れ 

眞理 である、 故に 彼等 は 手段 方法 を擇 まない、 又 義理 人情 を 省みない、 虚偽の 報 吿を爲 す は平氣 であ 

る、 他人の 拓 きし 傳道 地に 侵入し、 他人の 導きし 信者 を楚 ひて 少しも 惡ぃ 事を爲 したと は 思 はない、 

全然 商 買 根性で ある、 傳道 は本國 より 金 を 仰ぐ の機關 であるかの やうに 見える 場合 も少 くない、 然る 

にも 關 はらす 神は少 數の眞 正の 信者 を 起して 此國を 救 ひ 給 ひつ ト ある は 感謝の 至りで ある。 

二月 七日 (火) 半晴 校正 日で ある、 視力の 全部 を 之が ために 費した、 之 も 亦 貴き 仕事で ある。 

二月 八日 (水) 雨 春雨 降り 嚴 冬 を驅逐 する の感 あり、 嬉しかった。 キリスト は 誰の 爲に 死に 給 

ひし 耶、 人類の 爲 なりと 大抵の 人 は 言 ふ、 我が 爲 なりと 篤信の 人 は 言 ふ、 然れ ども 聖書 は 明かに 示し 

て 言 ふ 神の 爲 なりと、 キリスト は 神の 爲に 死に 給へ りと 云 ふ 事の 解った 人が 本當に 基督 敎の 解った 人 

であると 思 ふ。 

二月 九日 (木) 晴 春の やうな 曰であった、 心身 共に 寛いだ。 或る 婦人 雜 誌の 記者が 来て 死後 生 

命 問題に 就て 何 か 聞かして 吳れ との 事であった、 余 は 彼に 答へ て 曰 ふた 「死後 生命 問題 は哲學 問題で 

もなければ 思想 問題で もない、 是 は道德 問題で ある、 人が 其 生命 を 賭して 正義 を 行 はんとして 初めて 

判明る 問題で ある、 故に 記者 並に 讀 者に 此勇氣 が あれば 余に 問 はすして 判る、 是れ なくして 何人も 此 
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問題に 就て 〔まらせ る 事 は出來 ない」 と、 彼れ 辭 して 去った。 

二月 十日 (金) 晴 暖き 春の 一 日であった、 祈禱の 森の 散歩が 愉快であった。 基督 敎は 今や 滅茶 

苦 茶で ある * 我等 日本に 在りて 之 を 其 土に 植附 けんとて 一生懸命 になって 居れば、 米國 HI ル 大學敎 

授 故神學 博士 ラ ッ -. ト 氏 の 遣せ は 態 々此國 にまで 運ば れて 鶴 見總持 寺の 墓地に 葬られん としつ、 あると 

の 事で ある、 「權 兵衞が 極 播 けば 烏が ほじく る」 である、 然 かも 此 場合に 於て は 烏が 米 國神學 博士で 

あると は 情けなく ある、 彼等の 淸敎徒 祖先 は 此事を 聞いて 怒るまい 乎、 何れに しろ 余の 靈魂は 米國基 

督敎 きの 信仰 墮落を 聞い て堪へ 難き 苦痛 を感 する、 日本の 基督 信者の 米 國傳道 は 益々 必要に なって 來 

た、 起てよ 我が 同志よ！ 

二月 十二 日 (日) 晴 昨夜 强 風雨、 朝に 至て 晴る、 暖き春 日和で ある、 中央 講演 會滿 堂の 盛會で 

あった、 仙臺、 京都 等より 態々 來る者 もあった、 余 は 「宇宙の 呻き」 と 題して バウ 0 の 天然 觀に 就て 

語った、 ベ.^ に 取りて は 語る に樂 しき 題目であった、 但し 餘 りに 多く 天然に 就て 語って、 十字架の 分量 

が 足り た かった 點は 自分な がらに 不滿 足であった。 〇 午後 今 井 館に 於て マ タイ 組の 組會が 開かれた、 

來會者 二十 一名、 分別盛りの 人達であって、 其 實驗を 聞く のは樂 しく 且つ 有益であった。 

二月 十三 日 (月) 晴 不相變 疲勞の 月曜日で ある、 横に 成って 休んだ、 雜誌 二百 五十 九號が 出来 

た、 毎 H: 毎週 此 貴き 御用の 爲に 疲れる の は 光榮の 至りで ある。 


二月 十四日 (火) 曇 引つ ぐき 近 來米國 の 信仰的 墮落を 聞いて 悲ん だ、 余の 在學 せし アマ スト 大 

學の 如き すら 三十 五 年 前の 福音 的 信仰 は 今や 殆んど 其 跡を絕 つた やうに 見える、 米 固に 於け る 近來の 

祌學 的大 著述と して 目 せらる &、 シカゴ 大 學敎授 E  -  D  *バー トン 博士 著 『加 拉太書 註解』 の 如き、 

其 1^ 仰 的 立場 は 全然 ュ 一一 テリ ヤン 的 非 福音 的で ある、 米 國の諸 敎會は 今や ュ 一一 テリ ヤン 以下にまで 墮 

落した、 今や 日本人 は 3： れの點 より 見る も 信仰 を米國 人より 學 ぶの 必要 はない、 今や キリスト は歐米 

諸國を 去りて 住居 を 我 日本に 於て 求め 給 ひつ 、あるので は あるまい 乎、 不思議なる 事 も あれば ある も 

ので ある、 歐 米が 斯 くも 速に 信仰的に は蟬 の拔殼 とならう と は 夢にも 思はなかった、 主が 「我れ 速に 

臨らん」 と 言 ひ 給 ひしが、 實に其 通りで ある。 

二月 十五 日 (水) 雨 今 井 館に 於て モア ブ 婦人 食が 開かれた、 來會者 十二 名、 モ アブ 婦人 ルツに 

因んで 出 來た會 である、 發會 以來玆 に滿十 年、 今猶ほ 初期の 熱 信 を 失 はない、 婦人 會 として は 例の gl 

き 者で あらう。 

二月 十六 日 (木) 雨 夜 今 井 館に 於て 聖書 研究 會 員の 祈 禱 研究 會を 開いた、 大雨 を 冒して 來り會 

する 者 男女 三十 五 人、 其 熱 信 推して 知るべし である。 〇 此日 博物 熱 復興し、 鯨 族の 動物 を 研究して 見 

たくな り、 有る 丈け の 書物 を 引出し、 昔學 びし 事 を 復習した、 實に 罪の無い 有益なる 研究であった、 

長 鬚 鯨、 抹香鯨、 海隊、 逆 叉 等の 構造、 常 性 等に 就て 讀んで TO: 卜 年 前の 昔に 歸 つた やうに 感じた" 
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二月 十七 日 (金) 晴 昨夜の 研究き に復叉 咽喉 を疝 めた、 一週 二  11 の 講演 はま だ 無理で ある 事が 

判明って 殘 念であった。 

二月 十八 日 (土) 晴 或る 近代 植物 擧 書に： Ecology の 一章 を讀 みて 多大の 興味 を 感じた、 是は 

今日まで 余の 知ら ざり し學 科であった、 而 かも 多くの 暗示に 富める 學科 である、 植物 を 外界との 關係 

に 於て 研究す る學 科. である、 植物で さへ 自己中心 でない、 況して 動物に 於て を や、 況して 人間に 於て 

を や、 萬 物 は 相關聯 して 或る 一 つの 目的 を 菜た さんと しつ k あるので ある、 萬 物 は 之 を Teleological 

(究極 舉的) に =^ ての み 其 意味が 屮 I て來 るので ある。 

二月 十九 日 (日) 晴 春 日和の 好き 日であった、 中央 講：；^ 會、 例會 以上の 盛會 であった、 傍聽人 

の 制^に 苦心した、 今 口 會衆七 百 人 を 超へ、 其牧容 着席に 困難した、 研究の 題目 は 「三つの 呻き」 で 

あった、 多分 余が 爲す こと を 許された る 聖書 講演 中 最も 雄大なる 者であった らう、 縦し 講演 其 物 はさ 

うでなかった とする も、 題目 丈け はさう であった、 字 宙と靈 魂と 聖靈 とが 呻きつ、 基督 者の 信仰 を證 

明す ると 云 ふので ある、 之よりも 大 なる 問題の あり やう 害 はない。 

二月 二十日 (月) 曇 疲勞 多から す靜 かなる 好き 休息 日であった。 京 城 英字新聞 セ ウル • プ レツ 

ス 主筆 山縣五 十 雄 君より 倫 敦發の 書面が 達した、 君の 鋭敏なる 事物の 觀 察に 謹 聽 すべき 者が 多い、 君 


も 亦 米國の M 落 を 痛 歎す る 1^ の 一人で ある。 (八， 月 は 之れ で 止める) 

二月 二十 一日 (火) 晴 歷 かなる 春 日和で ある、 雜誌 編輯に 終日の 努力 を 供した。 〇 キリストの 

だるの 幸 幅 を 感じた、 彼に 仕へ まつりて 我 は廣き 世界に 唯一 人 棲息す る やうに 感 する、 日本 國に六 

千 萬の 人が 居る が 余が 眞に關 係す る 者 は 唯一 人卽ち 尊き 彼で ある、 沟に氣 骨の 折れざる 樂な 生涯で あ 

る 幸福 此上 なしで ある。 

二月 二十 二日 (水) 曇 午後 今 井 館に 於て ルツ 組の 第二 囘組會 が 開かれた、 來會者 十九 名、 近頃 

に 至り 信仰の 喜びに 入りし 者 掛からす、 樂 しき 幅 昔 的集會 であった。 

二月 二十 三日 (木) 晴 久しく 米 國に滯 在し、 近頃 英國に 渡りし 友人 某よりの 書翰に 曰く 

…… 米國は 日本が 師 とすべき 國 ではありません、 彼の 國は 物資が 豊富なる ために 國人は 豚の やうに 

t 肉體 的に 大きくな り、 精神的に 亡び 行きつ、 ある やうに 感じました、 宗敎は 一種の 社會 事業 否な 

換 樂機關 となり、 黄金 はすべ て を 支配して 居る やうです …… 私 は 國の墮 落 を 歎きつ k ある 眞の 米國 

人に S 水く 同情し ます、 彼等の 一 人なる パウル トネ ー • ピゲ 口 1 氏 (此人 は 有名なる 著述家です) が 

私に 「貴君の 方が 文明であって 我々 米國 人の 方 は野蠻 なのです、 宣敎師 は 貴君の 方から 接って 頂き 

たいので す」 と 言 ひました、 餘 りに 極端の 言 方 かも 知れません けれども 或る 眞理が 含まれて 居る と 
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思 ひました。 

誠に 同感で ある、 余 も 米 國の爲 に 祈る 者の 一 人で ある、 今や キリ スト は 米國の 敎會を 去り 給 ひつ k あ 

る やうに 見える、 願 ふ 我等 日本人が 彼 を此國 に迎へ 奉らん こと を。 

二月 二十四日 (金) 曇 南風に て 蒸 暴し、 雜誌 編輯と 日曜 講演の 準備と にて 多忙であった。 〇 敵 

をせ つ 事 は 善き 事で あ る 、 我等 敵 を 有つ て 自分 の 一 マユ i- む 励 に 注意す る やうになる、 叉 我等の 愛が 試さ 

る、 が 故に 更に 篤く キリスト を 信じて 其 愛 を 受け て 我等の 敵 を も 愛し 得る やうに な る , 敵 の 無き 時に 

我等 は 平安に 慣れて 自分 をも愼 ます 神に も賴ら なくなる、 斯くて 恩 惠の神 は歷々 敵 を^ ひて 我等に 更 

に大 なる 恩惠を 施し 給 ふ、 沟に 有難い 事で ある。 

二月 二十 五日 (土) 晴 和歌 山縣の 或る 讀 者より 左の 如き 禮狀に 接して 嬉しかった、 

數年來 御 誌 拜讀致 is 候が 先生の 述べら る、 所 一言と して 小弟 如き 尋常 科 程度の 者と 云へ 一 として 感 

じ 得ざる なきまで 分り 安く 御 敎導被 下 候 段 常に 感謝 致 居候、 わけて 二月 號 第三 ト三講 の 「我れ 困苦 

る 人なる 哉」 の 御 說明は 小弟 永年の 苦悶に 光を與 へられ 候、 先生なら すば 誰 ありて 小弟 如き 者に こ 

の 眞现を 分ち 得ん と 只今 この 處を 拜讀 致し 有難 さの 餘り惡 筆 も 失禮も 者へ す 略書ながら 御 禮申上 候 

と、 是れ 余に 取りて は大敎 會の大 監督の 賞狀 以上に 貴き 者で ある、 『聖書 之 研究』 は 元々 斯 かる 人達 

の 爲に發 行 せらる. -雜 誌で ある、 余葷 は此雜 誌が 擧士叉 は 博士、 牧師 又は 傳道師 等に 由て 讀 まれん 事 

を 望まない、 百姓 叉 は 町人、 漁夫 又は 樵 夫 等、 手と 足と を 以て 働く 眞摯實 直の 日本人に 由て 讀 まれん 


事 を 欲する、 而 して 彼等の 一 人なる 此 兄弟より 此證 明に 接して 余は祌 より 特に 福音 を說 くの 使命 を授 

けられし 事 を 知りて 感謝す るので ある。 

二月 二十 六日 (日) 半晴 屮央 講演 會變 りなし、 「救の 理由」 と 題し、 羅馬書 八章廿 八— 三 八 節 

の 說明を 試みた、 萬 物 は 信者の 爲、 信者 は キリストの 爲、 キリスト は 祌の爲 と、 「奉仕の 順 環」 に 就 

て 述べた、 追々 傍 聽を廢 する 途を 取った、 今日の 傍聽 人、 總數 四 十九 人であって、 其內學 生が 二十 一 

人、 無職が 十 ra 人、 有職 は 僅に 十 K 人で ある、 如斯 くにして 好意 を 以て 講演 を 公 開 しても、 有職者に 

して 之 を 利用す る 者 は 極めて 少數 である、 基督 敎は 日本 國に 在りて は 主として 畢生 並に 無職者の 宗敎 

である。 

二月 二十 七日 (月) 雪 冬が 歸て來 た、 然し 當然 である、 冬 はま だ 去らない ので ある、 時節 不相 

應の暖 氣は當 にならない、 其 如く キリ ストが.. ゆび 來り給 ふまで は此 I は 冬で ある、 而 して 此^ 不相應 

の-中和 は：！^ だ危險 である、 其 後に どんな 戰爭の 冬が 來 るか 判らない、 本 當の春 は W 臨の 朝 を 以て 始ま 

る、 其 後 は 雪 も 寒氣も 戰鬪も 望んでも 來ら ない、 然し 其 時まで は油斷 はならない、 今や 尙ほ 警戒の 時 

である。 

二月 二十 八日 (火) 曇 今年より 又 復米國 マッサ チュ ー セット 洲 スプリング フィル ド市發 行 『ス 

プリング フィル ド . レ パ プ リ カン』 新聞 を fi 讀 する 事に 定め、 其 第  一 11 分 を 今日 受取った、 之 は 余が 
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講？！ せし 最も 舊ぃ 新聞紙で ある、 明治 十七 年 渡米 前より 之 を 誠み、 在米中 は 勿論の 事、 歸！： 後 も 之 を 

讀核 けた、 近頃に 至り w 五 年間 中絶せ しも 今年より また 讀む 事に し、 之 を 注文した 次第で ある、 實に 

三 十八 年來 の 友人であって、 淸潔 にして 學識と 常識と に 富む 茶 だ 有益なる 新聞紙で ある、 斯ん な新閜 

紙 は 日本に 於て 得た くも 得られない、 其點に 於て は米國 腐敗した りと 雖も、 到底 日本の 及ぶ 所でない、 

おの づ 

善き 新聞紙 は大 なる 敎育 機關 である、 『リ パブ リカ ン』 紙 を常讀 して 我が 眼界の 自 から 撅大 する を 覺 

ゆ、 我 闽近來 の 新聞 雜 誌の 讀 むに 堪えざる 老^ だ 多き 此 時に 際し、 淸黨 祖先の 遺 傅 を 今 尙ほ繼 承す る 

さ. ゥ  つ いで しろ 

新 英洲の 此の 舊き 新聞紙に 我 眼 を 曙す は 犬なる 滿足 である、 序に 記す 『リ パブ リ カン』 紙 はん， より 九 

十八 年 前に サム H ル • ボー ルスと 云 ふ 熱心なる 基督 信者に 由て 創立され、 今に 至る も 尙ほ其 高き 理想 

を變 へざる 者で ある。 

三月 I 日 (水) 晴 行樂の 一 日であった、 朝 一 年 振りに て巢 鴨に 田 村 直 ほ 君を訪 ひ、 連立ち て 銀 

座に 行き、 紐せ キ ツチ H ン に米國 流の 晝食を 共に し、 日 比 谷、 芝の 二 公園に 誇る 梅花 を 賞し、 杖 を 

曳 きながら 稷々 雜 多の 談話に 耽り、 is- 京 を横斷 して 目黑 より 山手 線に 由り、 余 は 新大久 保に、 君は大 

塚に 下車して 各自 其 家に 歸 つた、 朝 九 時より 午後 四時まで、 二人に 取り 近頃に なき 大旅 行であった、 

遠から すして 此 旅行 を パ レ スチナ まで 延- おせんとの 假條約 も 成立した、 或は 實行を 見る の 日が 來 るか 

も 知れない。 

三月 二日 (木) 夜 牛 込 神樂坂 上、 醫擧 博士 藤本 武平 二方に 於て 舊き敎 友の 小 集 < ^が 開かれた、 來 


り會 する 者 十 一 人、 余 は 四十 五 年 前の 札幌に 就て 語り、 余が 故ゥ イリヤ ム . クラ ー ク 氏より 受け 

し獨 立の 福音 を 彼等が 繼緩 せん 事を慫 想した、 實 にしんみ りと したる 善き 會 合であった、 柏木 兄弟 團 

の 名 は 消えても 實は 依然として 存 する を 知って 喜んだ。 

三月 三日 (金) 晴 雜誌 校正 最中で ある。 昨日 來 極地の 動植物に 就て 讀み 面白かった、 殊に 北極 

圈內に 生物の 豐 富なる を 知って 驚いた、 南極 は 歐洲に 潦洲を 合せた る 面積 を 有する 大陸の 中心に 在る 

と 云 ふ、 北氷洋と 南 水陸、 其 中に 如何なる 寶が 蔵れ て 在る 乎 我等 は 知らない、 地球の 未来に 猶ほ 驚く 

べき 者が ある、 「我れ 汝に 暗き 所の 財 寶と密 なる 所に 藏 せる 財貨と を予 へ、 汝に我 は エホバ、 汝の名 

を 呼べ る イスラ H ル の祌 なる を 知らし めん」 と ある 以賽亞 書 四十 五 章 三 節の 言が 思 ひ 出さる、 今 は 永 

久の雪 を 以て 掩 はる」 南北 兩 極の 下に 無盡の 富が 藏れて 居る、 我等 は 地の 荒廢を 歎く に 及ばない、 神 

の氣息 一 たび 氷原の 上 を 吹けば 其 處に叉 新 大陸が 現 はる、 であらう。 

三月 四日 (土) 雨 引 綾き 極地 地理の 研究に 從 事した、 人類の 棲 家た る 地球 は實に 驚くべき 神の 

製作 物で ある。 

三月 五日 (日) 晴 寒し。 中央 講演 會變 りなし、 來 ノ％ 者 少しく gi く、 六 百 人に は 少し 不足した で 

あらう、 此日第 八 章を講 了し、 大 なる 重荷 を 卸した やうに 感じた。 
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三月 六日 (月) Ei 夜 研究社々 員の 懇親 晩餐 食が 開かれた、 總勢 男女 八 人、 ： お 年長者 は 主筆の 次 

ぎが；；？； 務の山 岸、 我 { 永に 來り てより 玆に 三十 有 五 年、 來 りし 時 は 紅 額の 少年、 今 は 首に 霜 を 戴く、 最 

年少者 は 一 iH 襄ニ、 研究 誌が 生れて 其 次ぎの 年 隣家に 生れし 者、 故 ルツ 子 祕藏の 赤ン坊 であった、 畔 

上 は 二十 年 前、 余が お 州 上 S に 熱心 傳道 せし 頃初會 せし 者、 其 時の 屮學 三年 生 は 八/や 立派な 傳道師 で 

ある、 其他黑 崎、 鈴 木、 自分と 主婦と 青年、 それで 研究社 員は盡 きる ので ある、 天下の 大雜誌 は是等 

の 人々 に. m て 製作され、 又發这 せらる.^ ので ある。 

三月 七日 (火) 雪 引 き 校 K 曰であった。 〇 世界 目下の 人" は 十六 億、 而 して 地球が 支え 得る 

人 n は 六十 惊を 越えざる べし、 而 して 目下の 增加率 を 以てして 世界の 人口が 其 最大限度に 達する は 令 

より 二  kn 年の 後なる べしと 云 ふ、 洵に 心細い 次第で ある、 叉鐡も 石炭 も 一 一 百年 以 に は 掘り 盡 さるべ 

しとの 事で あれば、 其點 から 考 へて 見ても 世の 終末 は 遠い 事で ない、 何れにしても 批界 はや や 其 末期 

ま て > 

に 在る は 明かで ある、 「然れ ど 我等 は 神の 約束に 因りて 新ら しき 天と 新ら しき 地 を 望み 待り、 義 その 

中に 在り」 である (彼 得 後書 三 章 十三 節)。 

三月 八日 (水) 晴 雜誌 三月 號の 校正 を 終った。 彼 得 前書 一章 五節 を 讀んで 感じた、 「汝等 信仰 

ちゃ-. ■  il  ャで  すゑ  やり 

に 由り 祌の 能に 護ら れ已 に備へ ある 所の 末の 時に 顯 はれん とする 救 を 得るな り」 と、 我等 は 信す る 丈 

け、 而 して 神の 能に 護ら れて 救に 達する ので あると 云 ふ、 神 は單に 我等 を 最後の 救に 召き 給 ふたので 

はない、 之に 達する まで 其 大能を 以て 我等 を 援け給 ふので ある、 救 は 勿論 神の 賜物、 而 して 之に 達す 


る 能 も 亦 彼の 賜物で ある、 人の 爲す所 は 極く 僅少、 唯 信す る 丈け、 殘餘は 悉く 神が 爲 して 下さる ので 

ま 二と 

ある、 眞に 有難い 事で ある。 

三月 九日 (木) 晴 冬が 再た び 還って 来た、 主婦 は 寒 氣に當 てられて 床に 就いた、 自分 は 終日べ 

ンを 手に して 働いた、 一人の 訪問者 もな く、 生產 的の 一日であった。 〇 科學の 進歩 は 主に 取 事に 應用 

されて、 人類 は 日 進の 科擧を 以て 自分が 作り上げし 文明 を破壞 しつ、 ありとの グ レ ー 卿の 言 を 讀んで 

贊成を 禁じ 得なかった、 祌 の 權能を 認めざる 科擧は 自分で 自分 を 破 壌す る 者で あ る、 「彼等 心に 神 を 

i  よこしま  4'v_ 

存 むる 事 を 願 は ざれば 祌も亦 彼等が 邪 僻なる 心 を 懐きて 爲す まじき 事を爲 すに 任し 給へ り」 との パ ゥ 

口 の 言 は 神よりも 多く 科學 に信賴 する 近代の 所謂 文明 諸國に 最も 能く 當 嵌る 者で ある。 

三月 十日 (金) 曇 午後 雨 降る。 引續き 平靜。 人生の 厭な 事に 就て 考へ、 一時 は 憂 の惡 魔の 捕 

虜 になった が 暫時に して 彼 を逐攘 つた、 矢張り 成る 事が すべて 善い ので ある、 祌は萬 事 を 主り 給 ひつ 

つ ある、 心配 は 無益で ある、 憂鬆は 痴愚で ある、 斯く考 へ 直して 感謝して 眠に 就いた、 詩篇 第 四篇第 

八 節 を 口にしたがら、 曰く 「我れ 安然に して 臥し 又 I らん、 エホバよ 汝 のみ 惟り 我 を坦然 なる 處に居 

らしめ 給 ふ」 と。 

三月 十一 日 (土) 晴 余 は文久 元年 二月 十三 日の 生れであって、 其 日 は西曆 一八 六 一年の 三月 十 

一 日に 當る、 故に 今日は 余の 第 六十 一 囘の 誕生日で ある、 H レ ミヤと 共に 「嗚呼 我は禍 ひなる 哉 我 母 
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よ、 汝 何故に 我 を 生みし や」 との 歎 聲を發 せし 事 生涯の に 五六 囘 ありし も、 先 づ大體 に 於て 幸！ i な 

る は 有意義なる 年月 を 送り 來て 神に 感謝す る (耶利 米 151 記 十五 章 十 節，)、 此日 余の 司 式の 下に 結婚せ 

し 夫^ 八 組、 彼等の 問に 生れし 子供 十九 人 を 伴 ひ、 祝賀 的 訪問 を爲 して くれた、 讚美歌 あり、 獨 i 「獨 

あび 

唱 あり、 祝詞 朗讀 あり、 最後に 一 同 萬 歳 を 浴せ て吳れ た、 余が 受けし 初ての 誕生 祝賀 會 であって 甚だ 

嬉しかった、 r 汝は 嬰兒、 喃乳兒 の 口により 力の 基 を 置きて 敵に 備へ 給へ り」 と 詩の 八 章 二 節に ある 

が 如くに、 今日は 數 多の 小兒の 見舞に 接して 掛からす カ附 けられた。 〇 神が 人に 賜 ふ 恩惠に 種々 ある 

が、 其屮に 最も 大 なる 者 は、 祌の 僕と して 使 はる & 以上、 如何なる 恩惠 にも 與 るの 必要なしと 心に {化 

むる を 得る 其恩惠 である、 惠 まれたい、 惠 まれねば ならぬ と 思 ふ 間は眞 個の 恩 _5f^ は 下らない、 惠 まれ 

すと も！？ いと 決心して、 眞に 心の 貧しき 者と なる 時に、 最大の 恩惠 たる 虚き 心が 與 へらる k ので ある、 

Oh,  to  be  ncthins.,  to  Is  nothing (ォ， "虚無た らん を、 0- 無た らん 事 を) である、 之れ ありて 我 

は 最大 幸福に 人る ので ある。 

三月 十二 日 (日) 晴 中央 講波 會變 りなし、 聽衆は 多から す、 からす、 恰度 頃 合の もので あつ 

た、 問題 は 「ハウ 口の 愛國 心」 羅馬書 九 章 一— 五節の 解釋 であった、 余に 取り 熱し 易き 問題であって 

自己 を 抑 ゆるに 隨 分の 努力が 要った、 然し 今の 日本人に 愛國的 基督 敎を說 くも 反應の 甚だ 微弱なる を 

感ぜざる を 得ない、 薩長の 政治家に 0- 偽の 愛國心 を抑附 けられし 日本人 は、 其 反動と して 今や 愛國の 

文字 を さへ 觖 ふに 至った、 沟に痛 歎の 至りで ある、 n 本國 滅亡の 因 を 作った 者 はや はり 薩長の 政治家 

であった、 之 を 思 ふて 憤慨 骨に 暾 する ことが S 々ある。 


三月 十三 日 (月) 曇 祌奈 川縣鶴 見に 郊外 散歩 を 試みた、 故黑岩 周 六 君の 墓 を 見舞 ひ、 叉 二三 口 

前に 建ら れし 米國 H 1 ル 大學敎 授神擧 博士 ラッド 氏の 石碑 を 見た、 沸 寺 境内に 於け る神舉 博士の 墓碑 

は 何 か 或る もの を 語る やうに 思 はれた。 

1 二月 十四日 (火) 曇 引 緩き 極地 動物 學に 就て 讀ん だ、 殊に 南氷洋 產 鳥類の 研究に 大 なる 趣味 を 

覺 えた、 明日 東洋 汽船 銀洋丸 船長と して 南米 航路に 就く 山树儀 市に 依賴す るに、 智利國 南部に 產 する 

鳥類 を剝 製と して 持歸 らん 事 を 以てした、 人 問の 事に 關 はりて 脈な 事が 澤 山に あるが、 天然 物に 就て 

學ん で、 た 面白い 事ば かりで ある、 天然の 研究に は 聖書 の 研究 に 伴 ふや うな 宗敎家 の 憎惡 がな い 、 

之に 從 事して 3： やら 神様の 御 指導の 下に H  、デ ンの 園に 遊ぶ やうな 心地が する。 

111 月 十五 日 (水) ft 午後 雷雨 あり 後 霽れた、 夜に 人り 南天 水平線に 近く 南半球の 一等星 カノ  — 

パス 0;| 老人 星， } を 眺め 得て 嬉しかった。 〇 外國 新聞に 英米 ニ阈に 於て すら 信仰 は墮 落し、 道德の 襟 

準 さへ 變 りつ k ある を讀み 我が 一 生の 让 事が 無效に 終りし やうに 思 はれ 寒心に 堪 へなかった、 道義 的 

に 觀察を 下して 人類が 今日 程墮 落した 事 は 開 關以來 未だ 背て 無った であらう、 世 は 愈々 終末に 近いて 

來 たらしく ある、 願ふ此 時に 方り 我と 我が 少数の 同志と は 骨て 授けられし 使徒 的 信仰 を 終りまで 持 綾 

けん 事 を。 
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三月 十六 日 (木) 半晴 丸 善に 行き 新刊^ 界地 ir アインスタイン 學、 其他备 一冊 を貨 求めた、 

宗敎も 社會も 政治 も； さ 氣紛々 として 堪へ 難き 此 時に し、 純 眞^に のみ 永久の 美 はし さが 在る、 之 を 

祭び、 之を少 數の而 志に 俾 へて、 我に も 亦 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が ある、 世 はどうな つても 

宜しい、 然り どうす る _5 ^も 出来ない、 只此 暗き 邪曲なる I に^りて 我れ 相 應に眞 理の證 明を爲 せば 我 

事 は 足る ので ある。 

三月 十七 日 (金) 晴 SI 演 準備と 書 研究に 全：：： を 費した、 羅馬書 十 章 十七 節の 解釋に 甚だしく 

頭 腦を惱 ました、 スチ ユア ー ト、 ゴ ー デ ー、 マイヤ ー、 サン，、 テ ー の 諧大. ；} ^皆な 說を 異にする を 如何せ 

ん、 玆に日本の§^害學者が眞正の解釋を試むべき機會が布って：3:1-る、 斯 かる 場合に 於て 西洋の 諸大. 

の頓 るに 足りない 事が 一層 明. n に 感ぜら る。 

三月 十八 日 (土) 晴 ナン セン 並に ノル.、 テンス ゲルトの 北氷洋 航海 記を讀 み、 彼等の 勇敢 的 行動 

に 大に勵 まさる、 所があった。 〇 叉復 東京 聖書 研究き々 員 中會費 未納者 五十 餘 名に 對し 除名 を 通知し 

て 悲しかった、 ；； ss: の- Kl 餘 名に 對し稍 慰む る 所 ありと 雖も、 八.' に 至る も尙ほ 無責任 者の 絶えざる は 歎 

十 るに 餘り ありで ある、 .S: に 救世軍 士官に して iB 意 巾 屮：； の N% 費 一 ケ =: 分 拾錢を さへ 拂 はない 者が ある、 

以て 彼等が 如何に？ ^價く 宗敎的 知識 を 見る 乎が 判明る、 斯 かる 者 を 相手に 一 生 懸命に 傅 道に 從事 しな 

ければ ならない と 思 へ ば 時には 自分ながら 情けなくなる。 


三月 十九 日 (日) 晴 中央 講演 變 りなし、 來會者 六せ 餘、 「イスラ H ルの 不信」 と 題し 羅馬書 第 

十 章 を 講じた。 午後，^井館に於てタ暮禮拜を行った、 來會者 八十 名、 詩篇 第 百 二十 篇、 百 二十 ー篇を 

講じ、 靜 かなる 好き 集會 であった、 如何なる 會 合に も會堂 一杯の 會 衆を與 へらる. -は 感謝の 至りで あ 

る、 彼等 を 誤りに 導かざる やう 祈る のみで ある。 

三月 二十日 (月) 半晴 疲 勞を覺 えた、 『大英 百科 字典』 に 驟^ 族、 鹪鶄 5!^ 等の 記事 を讀 みて 心 

の 休養 を 計った、 余に 必要なる 者 は 聖書と 天然で ある、 余 は^ 窨 なくして 生^す る 事が 出来ない やう 

に、 天然な くして 心靈の 平衡 を 取って 行く 事が 出来ない、 其點 から 見て 余 は 純宗敎 家で ない、 而 して 

純宗敎 {么 でない ポを 感謝す る。 

三月 二十 一日 (火) 晴 大祭 日で ある、 午後 今 井 館に 於て ナオミ 組 第二次 組會が 開かれた、 來會 

者 十六 人、 聖き美 はしき 會 合であった、 此日 大祭 日に て 都人 は 春の 催しに 様々 の 偸樂に 耽った であら 

うが、 此 所に は：^ 仰の 感謝に 溢れる 屮年 婦人の 會 合が 催されて、 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平和が 充 

分に 樂 まれた、 此は まさに 夜 三更、 暗黑其 極に 達せん として 居る- 此 時に 方て 我等 は 夜の 明くる を 待 

つのみ であって、 他に 何事 も爲す ことが 出来ない、 ピリ ピの 牢獄に 梨 がれし パゥ 口と シ ラスの 如くに 

讚美歌 を 歌 ひながら 救 ひの 到來を 待つ のみで ある、 而 して 我等に 夜の 歌の ある 事 を 感謝す る、 「夜 は 

その 歌 我れ と共に あり、 此歌は 我が 生命の 神に 捧 ぐる 祈な り」 と あるが 如し 〔詩篇 第 四十 ニ篇八 節〕。 
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三月 二十 二日 (水) 晴 昨 口の ナオミ 組々 會に 於て 或る 若き 朱 亡 人より 彼女の 信仰の 鬪に 就て 聞 

き 一 同 强き感 に 打 たれた、 自分が同情する者にしてロ本^！人特有の^操を守りっ ん基督敎的信仰に堅 

く 歩む 者の 如き はない、 而 して 少数な りと 雖も斯 かる^ 人の 今 辆ほ此 W に殘^ する を 知て 我心 は 感謝 

に 溢れる、 自分に 取りて は 傳道は 敎會を 作る 事で なく、 叉國家 を どうす ると 云 ふ 事で はない、 自分の 

力の 範 園に 於て 人 を 助く る 事で ある、 而 して 斯 かる 人達が 自分の {旦 ぶる 福音に 由て 縱令ー 人な りと も 

助かりし と 云 ふ 事 を 聞いて 自分 は大 なる 慰安 を感 する、 人 を 一人々 々助く る 事、 其 事が 自分の 仕事で 

ある、 自分が 偉 道 を 思 ひ 立った 主なる 動機 は 之れ であった、 自分の 信仰 はどう 見ても 敎會 的で なくし 

て 個人的で ある、 宗敎 的で あるより は 寧ろ 人 問 的で ある、 自分 は 至上の 滿 足を微 さき 者の 一 人に 冷水 

一 杯を與 へし 時に 感 する 者で ある。 

三月 二十 三日 (木) 晴 高等 女子 師範 學校 生徒に して 屮央 effi 曰硏究 會の會 員た る 者が 凡そ 二十 人 

ある、 其內 w 人が 今 同 卒業し、 夫れ々々 地方に 奉職す るに 際し、 此日 午後 今 井 館に 於て 彼等の 送別 會 

が 開かれた、 多くの 質問が 提屮 I され、 之に 答へ て 有益なる 小 集會 であった、 余 は 三十 三年 前に 起り し 

所謂 『第一 高等 學校 不敬 事 トぱ』 に關 する 余の 實驗に 就て 語り、 日本の 教育界に 於て 基督 敎に對 する 反 

對 は强烈 なる も、 少しも 恐る、 に 足らす、 年 を 經れば 反對は 消えて 信者の 勝利に 終る 其 筋道に 就て 談 

じた、 殊に キリストの 幅 昔に 由ての み 日本 固有の 婦德は 維持せられ、 福音な くして 日本 道德 は自 から 

壞れ 行く 目下の 狀 態に 就て 述べた、 最後に 余 は 問題 を 彼等に 提出した、 曰く 「生徒が 若し 敎師 に對し 

て 罪 を 犯せし 場合に は (侮辱 を 加へ し 場合の 如き) 如何にして 之を處 分す る 乎」 と、 是は實 に 敎育上 


根本 問題であって、 其 解決 如何に 由て 敎 育の 成否が 定まる ので あると 言 ひて 余の 意見 を 述べた、 余 は 

餞^と して 彼等に 送る に 聖書の 左の 言 を 以てした。 、 

惟 心を强 くし 勇み 勵 げんで 我僕モ ー セが汝 に 命ぜし 律法 を 悉く 守りて 行け、 之 を 離れて 右に も 左に 

も 曲る 勿れ * 然れ ば汝何 處に往 きても 勝利 を 得べ し …… 心を强 くし 且つ 勇め、 汝の 凡て 往く處 にて 

汝の神 H ホバ 偕に 在せば 懼る i 勿れ 戰傈く 勿れ (約 書亞記 一 章 七— 九 節)。 

而 して 終りに 一 同 讚美歌 第三 百 九十 一 一番 を 合唱して 別れた。 

三月 二十四日 一 金) 晴 春の 彼岸に て 内 村 家名 物の 萩の 餅が 出來て 家が 大分に 賑 つた、 之 も 亦 年 

中 行事の 一 であって 爲 さねば ならぬ 事で ある。 分雜誌 原稿が 糲 まりて 之で 先づ 一安心で ある、 第 

二百 六十 ー號 である、 二百 六十 一ヶ月で ある、 二十 一 年と 丸 ヶ月で ある、 長き 樂 しき 幸 ひなる 年月で 

あった。 

三月 二十 五日 (土) 晴 神 田 神 保 町 東洋.； 1^ 政， 校より 切なる 依頼 を 受け、 其 卒業 證書 授與 式に 

臨み 三， 1 分 間に.！^ る 一場の 演說 を爲 した、 聽衆は 四 五 百 人の 女生徒、 尋常 小舉を 卒業して より 二三 年 

の 者、 然 かも 宗敎敎 育 を 受けし こと 無き 者 なれば、 之に 向って 適當 なる 演說を 爲すは 余に 取りて は隨 

分 のれ ハカであった、 然し 余 は 今日 善き 者 を 見せられた、 余 は 「最大 美術と 最大 學問」 と 云 ふ 事に 就て 

語った、 最大 美術 は 美 はしき 生涯 を 送る 事で ある、 最大 學問は 善しと 信す る 事を實 行す るに 由て 得ら 

ると 述べた、 沟に 平凡の 演說 であった が此聽 衆に 對 して 之れ 以上の 事 を 語る ことが 屮 I 來 なかった。 
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三月 二十 六日 (日) 晴 好き，：^. であった、 天 氣 は晴. 朋、 樱花は 綻び 出し、 巾 央講： 淡會 は圓滿 

無碍に 執行 はれた、 「神の 攝理」 と 題し、 羅馬書 第 十一 章の 大意 を 述べた、 「鳴 呼 神の 智と識 と 富 は 

深い 哉、 其 審判 は 測り 難く、 其 踪跡は 索ね 難し」 と 讀んで 自身 天に 引上げら る k やうに 感じた、 クリ 

ス チャンが 思 ふ 存分に： i 音 を 述べた 後の 快感 は 彼れ ならでは 知る 事が 出來 ない、 斯んな cn が  一 nz あれ 

ば傳 道の すべての 不偸快 は 取 除かれ る やうに 感す る 。 

三月 二十 七日 (月) 晴 靈的 疲勞の ボン ャリの W: 曜日であった、 杖を曳 いて 獨り山 王臺に 散歩し 

た、 赤 坂 昆附辨 慶橋 附近の 春色 は 不相變 美しかった、 人.. 年 も 亦 都の 春に 遭 ふ 事が 出來て if 難かった、 

「見渡せば 柳樱を こき まぜて、 都 は 春の 錦な りけ り」 と 紀之國 坂 を り 登る 電車の 內 に吟咏 しつ 、{豕 

に歸 つた。 〇 『先哲 叢談』 に 山崎閱 薪の 三樂に 就て 護んで 偸 快であった、 彼 は 第一 に 萬 物の靈 たる 人 

として.^ れじ事 を樂ん だ、 第二に 右文の 世に 生れて 道 を 學んで 架 人 を 友と する を樂ん だ、 第三に 侯- 冢 

に 生れす して 卑賤の に 生れし 事 を樂ん だ、 人た るの 快樂、 ^者た るの 快樂、 贫 しき 平 3^ たるの 快樂、 

是れ 彼の 生涯の 三た 快樂 なりと 云 ふ、 询に 立派なる 快樂 である、 プラト—、 ソクラテスの 快 樂も之 ま 

で 5^ ある、  <1V の * 督 者の 遠く 及ばざる 所で ある。 

一二 月 二十 八日 (火) 晴 北風 强 くして 寒し。 午後 米國 長老 敎會 派遣 宣敎 師マク H  ロイ 並に； i.K. 


チャプマン 兩 氏の 訪問 を 受けた、 マ 界はニ 年 前に、 チ君は 昨年 來朝 せられし 少 壯の宣 敎師 である、 我 

等 一 一時間に 涉 りて 今 井 館 講堂に 於て 傅 道 上の 諸問題に 就て 談 じた、 而 して 重要の 點に 就て は兩前 共に 

余の 意見に 篤き 贊同を 表せられた、 余 は老宣 敎師の 間に は 一人の 同情者 を も 持たない が、 近頃に 到り 

若き 宜敎師 の 11 に 少數の 友人 を發 見す る を 得て 大 なる 感謝で ある。 

三月 二十 九日 (水) 晴 長の 間 研究社の 事務 を 取り 吳れし 山 岸 壬 五今囘 東京 を 去て 故鄕 越後に 歸 

る ことにな り、 彼れ 夫妻 を 送らん が爲 に、 午後 六 時より 今 井 館に 於て 敎友 有志の 晚餐 懇親 會が 開かれ 

た、 來り會 する 者 三十 二人、 內に陸 中 花 卷の齋 藤 宗ニ郞 君、 木曾上松の松島縫治郞^^；等ぁり、 孰れ も 

奮き 柏木 連中であって 樂 しき 家庭的 會 合であった。 

三月 三十日 (木) 半晴 午後 七時畔 上と 共に 神 田 小川 町 朝鮮 基督 敎靑 年會々 館に 注き 百 二三 十 名 

の 朝鮮 靑 年に 向 ひて 演說 した、 一； In 謹聽 する やうに 見えた、 然し 乍ら ドレ 丈け 解った 乎 我等に は 判ら 

たかった、 朝鮮人 は 福 昔の 眞髓が 日本人よりも 能く 解る やうに も 見え、 亦 解らない やうに も 見える、 

何れに しろ 目下の 彼等に 取りて は獨立 問題の 方が 信仰 問題よりも 遙に 重要で あるら しく 見えた、 余自 

身に 取りて は 朝鮮人 はま だ 不可解 的 問題で ある。 

三月 三十 一日 (金) 雨 樱花 爛漫たり、 雨を帶 びて  一 i! 美 はし、 日本人 を 思 はしむ、 パッ と唤ぃ 

て パッと 散る、 其 美人 も宗敎 も 思想 も $1 ん なさう である、 三日 見ぬ の樱 である、 所謂 新興の 日本 も 
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徵の 類で は あるまい 乎、 それ を 思 ふと 悲しくなる、 赛每 に楼を 見て 此感を 起さ る はない。 

四月 I 日 (土) 晴 米國 有名の 平信徒に して 目下 東京に 滞在中の ゥ イリヤ ム. ゥォ ー タ— ハウス 

氏の 訪問 を 受けた、 二人 相對 して 談 する こと 三時 間、 近顷 になき 変き 4! 樂 であった、 氏 は 齢 七 ー、 余 

は 六 卜 ； 、 信仰の 質 を 同う し、 目的と 之に 達する 手段 方法 を 共に し、 意見の 餘 りに 好く 一  致す るので 

少しく-,^ 安を感 する 程であった、 氏 は實業 家で あり、 余 は 天然 愛好者で あるより、 常識 を 尊ぶ の點に 

於て 殊によ く 一  致した、 祈禱を 以てき ひ、 祈禱を 以て^れた、 聖父 がへ. -に 一 人の 善き 兄弟 を 送り 給 ひ 

し 事 を 感謝した。 

四月 二日 (日) 半晴 講演 を 休んだ、 然し 會には 出席し、 開 會と閉 會の式 を 司った、 畔上、 黑崎 

の 二人に て 全部 講壇 を受 持った、 來^ 者 叫 百 人餘、 內 に仙臺 のスネ I ダ I 博士、 昨日 来訪の ゥォ I タ 

1 ハウス 氏、 實業 {尿 原六郞 氏、 牧師 士 2 岡 弘毅君 ありて、 其威嚴 ある {n 髮に對 し、 我等 一 同 篤き 尊敬 を 

表せざる を 得なかった、 久 振りに て聽 衆の 一人と なり、 心行く ばかりに 幅 音の メッセ ー ジ (傅 達) を 

樂ん だ、 恩惠 溢る X の  一口であった。 

四月 三日 f 月) Hi 櫻花滿 開の 大祭 日で ある、 都人 は 花と 博覽會 とに 醉 つて 居る、 4? 'や 娱樂が 人 

生 は 取た の H 的で ある、 ^樂を 添えす して 何事 も 行 はれない、 人類 は此 地球 を 一 大 遊園地と なさ すん ば 

4- またい 有様で ある、 不愉快 極まる 事で ある。 〇 人生 失 JiW すべき 事が 甚だ 多い、 乍然 多い から 失 51- し 


て はならない- 失望 は 人生の 敗北で ある、 我等は希望を以て失&^；を驅逐して大勝利を以て生涯を終ら 

なければ ならない。 

四月 四日 〈火) 雨 今 井 館に 於て マルタ 組 第二 囘の 組會が 開かれた、 第一 1^ に 勝る 善き 會合 であ 

る、 來會者 十四 人、 孰れ も 信仰の 歷戰 者であって 其 實驗談 を 聞いて 大に 慰められ 又勵 された、 斯 くも 

多勢の善き母又は長姉を有っ東京^^書研究會は最も惠まれたる信仰的家族でぁる、 一 冋 感謝に 溢れて 

散會 した。 〇 夕 七 時 新 大久保 驛に山 岸の 越後に 歸るを 送って 悲しかった、 三十 年来の 共働 者で ある、 

會ふ 者必す 離る と は 云 ふ もの & 離れる 事 は 決して 愉快の 事で はない、 我等 互の 問に ミヅパ の^ 樓を樂 

き 「我等が ：ん に 別る、 時、 願 はく は H ホバ 我と 汝の間 を監み 給へ」 と 心の中に 祈る まで ある (創^ 

記 三十 一 章 四ト九 節)。 

四月 五日 (水 一 曇 神に 選 まれす して 人 は 幅 昔の 内に 浸って 居ても 基督 者と なる 事 は 出来ない、 

其 反 對に祌 に 選 まれて 人 は 只 一 囘 幅 音 を 聞いた 丈け で 善き 基督 者と 成る ことが 出来る、 「父 もし W か 

ざれば 人よ く 我に 來る なし」 である、 キリスト でさへ 雨う であった、 や 弱き 我に 於て を や、 我が 全 

カを盡 して 救 はんとせ し 人が 幾人と なく 我と 我 福音 を 去りし を 思 ふて 我 は 益々 此感を 深く せしめら る 

信者 はんの 力で 出来る 者で ない。 

四月 六日 (木) 晴 花 は 櫻、 人 は 武士、 而 して 樱は山 櫻に、 武者 は 古武士に 限る、 山 櫻に 古武士 
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が對 する 所に 日本 國の H ッ センス (精) が ある。 

吹 風 を^ 來の關 と 思 へ ども 

道 も 狭に 散る 山樱 かな 

此處に n 本が 在り、 n 本人が 居る、 而 して 其 處は勿 來の關 である、 曾て 一 たび. 之を訪 ひしが、 ；冉 たび 

之 を 尋ねた くな り、 此日ー 靑年を 伴 ひ、 東京 を 北に 去る 百 十五 哩、 六 時間の 疾走 を 要する、 海岸線 勿 

來驛を 指して 朝 五 時 柏木の { 糸を發 した、 沿線 到る 所の 樱の滿 開であって、 關に 連せ ざるに 旣に 樱に醉 

ふの 感 がした、 十二時 勿 來驛に 下車し、 山道 を 登りて 古址に 達し、 携へ來 りし 辨當を 認め、 爽快 一 W は 

ん方 なしであった、 樓の 古木 は 一 株 も殘ら す、 只械 込みの 山 櫻が 昔 を 語らん 爲め にと 雜 木の間に^い 

た、 而 かも 山風 は 未だ 來ら すして 花 は 開いた ばかりであった、 縱し義 家が 眺めし 樱 樹は絕 へても、 岩 

問 に^く 春の 野草 は 今 も 昔と 異なる 事な く、 而 して 山 も 同じ 海 も 同じで あれば、 我等が 今日 眺 むる 風 

景は、 今 を 去る 八-白 三十 一年 前、 堀 河 天皇の 第五 年に、 義 家が 眺めし それと 大差な しと 言 ふ 事が 出來 

やう、 二 時 山 を 下り、 關本驛 より 再び 乘 車し、 下孫驛 にて 下車し、 常 陸 河原 子の 旅館、 太平洋の 波打 

つ 岸に 春の 一夜 を 過した、 而 して 夢に 消へ ぬは義 家と 彼の 名歌であった、 之を眞 似ん と 欲する も 到底 

能 はす、 此歌を 作り 得る 氣 分が 今や 全然 日本人の 心に 消へ たので ある * 美 はしき 哀歌で ある、 失 の 

悲哀 美 を 歌った 歌で ある、 嗚呼 山風 吹くな と 心に 念じつ. -、 來り 見れば、 i 一面に 落 f 匕 狼藉たり きと 

云 ふ、 歌人の 失 は 1-、 ^士の 落膽、 之 を 言 表 はせ しもの が此 名歌で ある、 而 して 今日の 余に 此歌 はない、 

然し 乍ら 之に 類す る 失^と^ 膽とは ある、 我が 花 は 人で ある、 然り 彼の 信仰で ある、 而 して 懷 あの 風 

吹くな と 我 は 常に 心に 祈る ので ある、 然るに 事實は 如何にと 問 ふに、 鳴 乎、 千 人 は. I. 口に 斃れ、 is? 人 i 


左に 仆 ると 云 ふ有樣 である、 勿 來の關 は 余に も 亦 失望 を 語る ものである、 余 も 亦 義{ 求に 傚 ふて 一 首な 

き 能 はすで ある。 

吹く 風 を 勿 來の關 と 祈る かな 

道踐 みは づす人 多き 世に 

斯 くして 彼の 名吟と 我の 駄作と を 口す さびながら、 終日の 旅の 疲れに されて 安らかなる 眠に 就いた。 

四月 七日 (金) 雨 洋面は 春雨に 鎖され、 折角の 海濱の 宿泊 も 何の 得る 所な し、 汽車 は 平和 博覽 

會見 物 の 乘客を 以て 充 たされ、 其談 する 所 は 多く は 財界 不振の 狀態、 失望 は 有っても 歌 はない、 車中 

は 煙草の 堙に漂 ひ、 勿 來の關 と は 打って 變っ たさ 氣 である、 彼 を 見ん が 爲には 此に堪 へざる ベから す 

と 思へば、 花見 も 亦 苦勞の 種で ある を 知る、 午後 雨に 濡れて.：. ¥ に歸 つた。 

四月 八日 (土) 半晴 一 昨年 來米國 費 府發行 『日曜 學校 タイム ス』 と雜誌 交換 を， 1 緩し 來り しも、 

其 記事の 餘 りに 輕 薄なる に 呆れ、 今日 斷然意 を 決して 交換 謝絶の 書面 を發 送した、 米 國宗敎 { 豕の輕 佻 

さ 加減 は、 其 自由 派なる と 保守派な ると 少しも 異なる 所な く、 彼等 は 己が 信仰 を 賫る爲 に は 如 3： なる 

誤謬 を傳 へ て も 意に 介し ないやう に 見える、 眞理と 誠 實とを 愛する 者 は 到底 彼等と 3- 弟 的 關係を 維持 

する 事が 屮 I 来ない、 實に痛 歎の 至りで ある。 

四月 九日 (日) 半晴 中央 講演 會變 りなし、 「基督 敎道德 の 根抵」 と 題し 羅馬書 卜 二 章 一節の 解 
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釋を 試みた、 來聽者 六 百餘、 地方よりの 傍聽者 多し、 此 日我國 財界の 元老 某^も 亦會 員の 一人と なら 

れた、 欺 書 的 幅 昔が すべての 階級に 行渡って 感謝す る、 徂し 我が 講堂に 於て は 貧富、 上ド、 知 .=  3^ の 差 

^なき は 言 ふまで もない、 我等 は 一同 我等の 主ィ H スキ リストの 御 父、 慈悲の 父、 すべての 慰安 を 賜 

ふの 神に すべての 榮光 を歸し 奉る のみで ある。 

四月 十日 (月) 晴 四月 號雜 誌を發 送した。 〇 瑞西 宣敎師 ヤコ ープ • フン チカ 11^ 夫妻 今 li: 歸國 

にっき、 彼等の 友人た る黑 崎、 塚 本 兄妹、 神 田 盾 夫 並に 余と 五 人、 彼等 を 築地 精 養 軒に 招いて 送別の 

晚餐を 共に した、 實に シン ミリと したる 樂 しき 會 合であった、 フ ン チカ ー 氏と 余 等との 關係は 過去 七 

年間 ^.^1 だ 親密なる 者であった、 我等 は 彼より 多く を敎 へられた、 彼 は 叉 我等 を信賴 して 吳れ た、 我等 

は 彼に 於て 歐洲 大陸の 學識 ある 基督 敎的 純士を 見た、 英米 宜敎師 と は緣の 至て 薄き 我等 は 彼に 在りて 

善き 外國の 兄弟 を 持つ ことが 出来て 大 なる 感謝で ある、 天父の 恩惠永 へ に 彼等に 加 はらん 事 を 祈る。 

四月 十一 日 I 火) 曇 ヮ ー タ —ハウス 老人： 冉 度の 訪問 を 受けた、 若き チャプマン 氏 も 共に 在った- 

如 何 にして 有效 的に 日本人 を 福音 化し 得る 乎と 云 ふ 問題に 就て 討議した、 「聖書 を敎 ゆるに 由て」 と 

余 は 答 ふるのみ であった、 今 曰 までの 敎 會の傳 道が 多くの 效 某を擧 げざり し 理由 は 聖書 以外の 事に 餘 

りに 多くの 注意 を拂 つたから である、 而 して 近 顷渡來 の 若き 宣敎師 の 內に此 事に 付き 覺醒せ し 者 あ る 

を 見る は 喜ぶべき 事で ある、 過去 五十 年間 此國に 於て 試みられし 政治的、 社會 的、 文明 的傳 道に 代 ふ 

るに^ 書 的 傳道を 以てする にあら ざれば、 日本 國敎 化の 希^ は 絶無と 稱 せざるを得ない、 問題 は米國 


人 自身が 米國 主義 を拋棄 する にある、 而 して 其 時 は米國 自身が 救 はる、 と共に 其 行 ふ 所の 外國傳 道が 

復興す る 時で ある、 , 牛 日の 會 合の 如き 此 $w ましき 傳道的 革命の 到來を 報す る 幾 鳴の 如き 者であって 意 

味 深長の 出来事と 稱 せざるを得ない、 何やら 我等が 知ら ざり し 間に 神が 革新 を 準備し 給 ひつ & ありし 

やうに も 見える、 聖意 をして 成らし め 給 へ である。 

四月 十二 日 (水) 晴 八重 櫻唤 初め、 春の 眞中 である。 〇 或る 米國宜 敎. 師が TO: 人 伴に て 大手 町の 

ふ お ろ 

講演 #を見 物した、 三階に 陣を 取り、 講堂 を瞰 下し、 他の 敎會 に比べて 聽 衆の 多き に 驚いた、 彼等 は 

案內の 或る 牧師に 問 ふて 言 ふた、 「何故に 此集 會に斯 くも 多くの 人が 集まる のです か」 と、 牧師 は 答 

〈て 曰 ふた 「其れ は €： 村 氏が 二つの 事を說 くからで ある、 其 一 は キリストの 再臨、 其 一 一は 敎會 攻擊で 

ある」 と、 宣教師 等 は 不思議に 感じた、 加 何に 天才の 人で あれば とて、 僅か 二つ. の 問題 を へて： S 年 

間 も 多勢の 聽 衆の 輿 味 を 紫ぎ 得 やうと は 思へ たかった、 二 箇月 程 を經て 彼等の 中の 一人が 余輩 を 訪問 

した、 而 して 余輩が 何を說 きつ.^ ある 乎に 就いて 聞いて 彼の 疑問 は 晴れた、 余輩 は キリストの 十字架 

を 中心として 舊新兩 約 聖書 を 日本人に 紹介し っ& ある を 聞いて 彼 は 余輩に 對 して 滿 腔の 同情と 贊 成と 

を 表した、 然 かも 奇怪なる は是 等の 宜 敎師 を案內 せし 曰 本の 牧師で ある、 余輩が 再臨と 敎會 攻撃と を 

主題と して 余輩の 講演 を镜 けつ \ あると 云 ふの は 全然 間違で ある、 然 かも 彼れ 一人で はない、 他に も 

尙ほ 同じ様に 思 ふて 居る 牧師と 宜敎師 との ある 事 を 余輩 は 知って 居る、 如斯 くにして 誤解 はいつ まで 

も 持 綾 せらる i ので ある。 
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四月 十三 日 (木) 晴 夜雨。 講 演の爲 に.： ：i 都宮に 行いた、 我等の 傳道視 C お 爲にヮ —タ ー ハウス 

氏も问 行した、 夜 七 時同巿 商業 會議所 旭 館に 於て is.^ した、 雨： 大に拘 はらす 三百 人餘 りの 聽 衆が あつ 

た、 佴し聽 衆の 多 かりし に 係 はらす 講演の 簡 短に 過ぎて 貧弱な りし を悲ん だ、 久しく 地方 出演 を 試み 

ざり し £f であらう、 神 御自身 架靈を 下して 我等の 一一 一一 n 葉 を 補 ひ 給 はん 事 を 祈った。 

四月 十四日 (金) 雨 午前 十 時 宇都 宮を發 し 歸途に 就いた、 車屮ヮ 1 タ— ハウス 老人と 共に 談じ、 

余の 愛する 米 人 を 彼 も 愛し、 彼の 嫌 ふ 米 人 を 余 も 嫌 ふ を 知って 痛快であった、 ヤン キ ー コン モン セン 

ス (米國 人の 常 II) に 驚くべき 者が ある、 其の 一 ずに 由て 厲 偽善 惡が 判別 せらる i 所に 他人の 到底 及 

ばざる 所が ある、 舊ぃ の 米國人 はん マ 日の 米 國を呪 ふ、 自分の 心屮を 安心して 打 問け る 事の 屮 Z 來る米 

國 人に 遭遇して "心の 至りで ある、 三十年前に遡って舊き米人と^^I2りしゃぅに感じた。 

四月 十五 日 (土) 晴 記すべき^*たし。 

四月 十六 日 (日) 晴 八重 樱滿 開、 花 * りで 美 はしき 口であった、 中央 講演 會殆 んど滿 堂の 盛き 

、であった、 「* 督敎 道德の 性質」 と 題し 羅馬書 十二 章 二 節の 解釋を 試みた、 「世に 傚 ふ 勿れ …… 心 を 

化て 新たに せよ」 と、 而 して 「世に 傚 ふ 勿れ」 と 説い て^に 傚 ふ 事 を 以て 能事と する 現今の 敎會に 就 

て？^^き及ばざるを得なかって、 持が 惡 かった。 〇 午後 ケ井 館に 於て ハ ンナ 組の 組會が 開かれた、 來 

者 十六 人、 軍： に 女子大 舉 程度の 女學 生であった。 


四月 十七 日 (月) 半晴 ， 人 しく 歸國 中な りし 友人 獨逸 グン デル ト 君の 訪問 を 受けて 樂 しかった、 

II 逸 現： 卜の 狀 態に 就て 聞き 强き感 に 打 たれた、 然し l=m 一の. T に大 なる. ば 一? が， gs^ る、 歐洲 はケゃ 改造の 

眞 中に 在る ので ある、 歷史は 後戻りし ない、 ブ n テス タント 敎會が 倒れて 其 跡に 制度 的敎 の 昧、、 

の * 督敎が 起り つ、 ある、 口 本 も 歐洲と 同じ 狀 態に 於て 在る、 今 も 昔と 同じく 「夜番よ 夜 はぎ *,^」 と 

問へば、 「朝 は 来りつ、 あり」 と 彼 は 答 ふ、 グン 1^ の 凡の 談話 を總な a して 之.^ 「朝来る」 の 一語に 短 

縮す る 事が 出來 ると 思 ふ。 

四月 十八 日 (火) 晴 昨夜 大 雷雨、 大粒の f 包 も 混り、 眞 盛りの 八重 樱は臺 無に なった、 「心み じ 

かき 春の 山風」 である。 〇 新聞紙 は露镯 協商 を 報じ、 の 場面 は ー變 せんとし つ.， ある、 へ! 窮り 

なき 世の 巾なる 战。 

四月 十九 日 (水) 晴 村加壽 子の 昇： 大紀念 口 である、 彼女 を 我が 靈に迎 へて 紀 念した、 彼女の 

異母 弟 橫濱水 哉 今や 我 〈¥ 埃の 一 人と 成り 彼女に 代って 我 {.J- を娠 はす、 三十 一 年 前に 余と 彼女と を 迫害 

せし 僞哲學 者と 偽愛阈 者と は 今や 聲を 潜めて 二 H を發 せす、 我等の 信仰 は 今や 帝都の 中央に 於て 公 iiC; 

と 盛んに 日曜 ほ 毎に^ へられつ、 ある、 勝利で ある、 萬 歳で ある、 すべて 我等の 敵に 勝ち得て 餘りぁ 

りで ある。 
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四月 二十日 (木) 晴 終 = ペン を 執て 働いた、 ： ま 説 をす るよりも 遙に 良い、 演 說は騷 ぎが 多くし 

て 益が ない、 演說は 外 觀の結 3^ を 好む 近代 人の 好んで 爲す 事で ある、 之に 反して 執筆 は靜 かにして 

其 效果は 深遠で ある、 外にお 多 幅 櫻が ゆ、 き 誇る 今日 此顷、 內にぺ ンを 執て 靜 かに 賜 はりし 思想 を 記 列 

ぬ る 偸樂は 詩人 的 でも あり 亦 實際的 でも あ る 。 

四月 二十 一日 (金) 晴 編輯 日であった、 長 野縣の 山奥より 或る人が 態々 尋ね 来り、 眞 正の 信仰 

の 何たる 乎と、 人るべき 茶 赞敎の 修道院 を敎 へよ との 事であった、 突然の 事と て 如何と もす る 能 はす、 

論と 訓誡と を 加へ て 彼を歸 した、 長野縣 には斯 かる 行 を 執る 人が 甚だ 多い、 只 余の 名 を 聞いた 丈 

けで 余 を 尋ね 來り、 一身 を 余に 任 かせんと 申屮 I し 者、 今 nl までに 數 人あった、 余 は 其 都度 大に 困らせ 

られ た、 其內の 最初の 者が 車夫の 音吉 であった、 彼 は n 本國の 外務大臣と なりたし とて 田 舍車を 鬼き 

ながら 余の 家に 来った、 幸に して 彼 は 善き 基督 者と なりて、 今に 至る も 余と 親しき 關係を 持って 居る、 

然し 他の 者 はさう は 行かなかった、 何れにしても 名士の 押 懸け 訪問 は 長 野縣 人の 特性の 一 であると 見 


• つる  よそ， i ひ はえ 

四月 二十 二日 (土 j 晴 新 綠の麗 はしき 日で ある、 天地 は 復活の 朝の 装に 榮て 居る、 內に オレリ 

の 『舊約 預言 論』 の 我心 を 躍らす る あり、 外に 八重 樱の將 に 散らん とする 風情の 我 眼を悅 ばす あり、 

我 は是れ 以ヒに 何も. らた い 、 此 ながら の天阈 である。 


四月 二十 三日 (日) 曇 中央 聖書 研究 會滿 堂の 盛會 であった、 東京 中の クリスチャンの 總 てが 集 

つて 来たので は あるまい かと 思 はれた、 何の 爲の 集來か 能く 解らない、 頗る 心配で ある、 余輩 は斯く 

も 多数の 信者 叉 は 求道^ を 引受けたくない、 若し 市中の 諸 敎會が 其 半数な りと も 引き受けて 吳れ るな 

らば 余輩 は 彼等に 感謝す る、 此曰 講壇に 於て 畔 上が 助けて 吳れ た、 自分 は 羅馬書 十二 章 三 I 八 節まで 

を 「基督 敎的 謙遞」 と 題して 講じた、 每囘 語るべき 事 多き に 過ぎて 時間の 不足 を感 する のが 常で ある。 

四月 二十四日 <^ 月) ， 月曜日な るに 拘 はらす 此 世の 雜 事に 惱 まされ、 何事 も 手に 付かなかった、 

「心の 樂し みは 良薬な り、 靈 魂の 憂 ひ は 骨 を 枯らす」 と 箴言 十七 章 二十 二 節に ある 通り、 福音 を說く 

は樂 しきが 故に 幾ら 疲れても 良藥 であり、 此 世の 心配 は 骨 を 枯らす 外に 何の 益す る 所がない、 まこと 

に 純の 純なる 喜び は 神の 道 を 舉んで 之を惱 める 人に 頒っ 事で ある。 

四月 二十 五日 (火) 晴 南風 强し。 一 少女の 身 を 保護す るた めに © からす 心を勞 するべく 餘 儀な 

くせられ た、 何ん と惡 人の 多い 社會 であらう、 「誰か 弱りて 我れ 弱 はら ざらん や、 誰か 礙 つきて 我が 心 

熱せ ざらん や」 である (哥林 多 後書 十 一 章廿九 節)、 多数の 小惡魔 輩が 辜な き 弱者 を 苦しめつ、 ある 

を 見て は 我が 心 熱せ ざらん と 欲する も 能 はすで ある、 ィ H ス樣 が斯 かる 者に 就て 「磨石 を その 頸に 懸 

けられて 海の 深みに 沈められん 方な ほ 益なる べし」 と 言 ひ 給 ひしが、 まことに 其 通りで ある (馬 太傳 

十八 章 六 節)、 然るに 此 世の 法律の 不完全なる、 斯 かる 輩の 不正 行 爲を抑 ゆるの 能力がない ので ある、 

暗い 黑ぃ 世の 屮 である。 〇 近頃の 出版物で 余に 深き 感動 を與 へた 者 は 春陽 堂 出版、 島 崎 藤 村 氏 編、 故 
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北 村 透 谷 遺著 『透 谷 全集』 である、 透 谷 は 近代 日本に 於け る眞 詩人の 一 人で ある、 彼に バ ィ Q ンの熱 

情と 光輝と があった、 而 して 英詩 人の 如くに 己が 內に耀 く 光に 眩惑され て 終に 其 生命 を 縮む るに 至つ 

た、 惜 むべき の^りで ある、 彼に 若し 和平の 福音 ありたら ば！ と 時々 思 は せらる、 殊に 此 著に 就て 

感じ入る の は 藤 村 氏の 亡き 友に 對 する 友誼で ある、 是れ 文士と して 爲し 得る 最大の 奉仕で ある、 透 谷 

は 善き 友 を 世に 遗 した、 其點に 於て 彼 はたし かに 幸運 兒 である、 余 は 本誌の 讀 者に 此書を 推薦す るに 

禱躇 しない、 信仰の 書で はな いがたし かに 誠實の 書で ある、 而 して 誠 實は 信仰 を 作る 爲の 第一 の 要素 

である。 


四月 二十 六日 (水) 半晴 午前 十 時强震 あり、 全地 は搖 ぎ、 今にも 我家が 倒壞 する 乎と 思 ふた、 

危險 極まる 人生で ある。 〇 朝鮮人 某より 左の 如き 意味 深き ハ ガキが 着いた、 

2: 村 先生。 是非 御 一 讀を願 ひます、 小生 は 毎朝、 神の愛と 主の 平安、 先生と 共に 有らん こと を 神に 

祈り 上げます、 一 九 一 一 〇 年 夏 或る 機會を 以て 先生の 研究 誌 七 月 號が 小生の 手に入つ たので ありまし 

た、 此れ は 神が 始めて 小生に 直接に 授けた 機會で 御座いました、 夫から 今日まで 先生の 著書 全部 を 

六 次拜讀 致しました …… 鳴 呼 先生、 先生の 御 恩に 感謝の 淚を禁 する 事が 出來 ません、 小生の 馨の日 

本に でも 先生 在りて 平和の 日本、 愛の 日本に と變 つて 來 るので 御座います、 本 當の神 を^に 現 はし 

たの は 唯主ィ H ス キリスト、 本當 の主ィ H ス キリス トを 世に 現 はした の は此， に 先生 一 人し かない 

こ と を 痛切に 感じ て Hln ります。 


害んで 宜ぃ乎 悲んで 宜ぃ乎 解らない、 「小生の 纏 D の 日本に でも 先生 在りて」 と 云 ふ、 嗚呼 日本が 朝鮮 

の謦 であって 欲しくない、 兄弟であって 欲しい、 而 して 馨も キリストに 在りて 兄弟と なる 事が 出来る、 

本當 の日鮮 併合 は兩 者が ィ H ス キリス トを救 主として 迎 へまつ る 時に のみ 成る、 「此の 如きに 至りて 

は ギリシャ 人と ユダヤ人 …… 或は 夷狄 或は スク テャ 人、 或は 奴隸 或は 自主 の^なし、 夫れ キリスト は 

萬 物の 上に 在り、 また 萬 物の 中に 在り」 と あるが 如し (哥羅 西 書 三 章 十 一 節)。 

四月 二十 七日 (木) 晴 今 井 館に 於て 金澤 常雄對 淺見 綱 子の 結婚式 を 司った、 二人共に 二 代 目の 

クリスチャンであって、 其點に 於て 此國に 稀に 見る 配偶で ある。 〇 近頃 痛切に 感 する は 所謂 下流 階級 

の 人た るの 幸福と、 之に 對 する 上流 階級の 不幸と である、 ィ H ス 様が 生れ 来り、 屬し給 ひし 階級が 人 

の 人た るの 光 榮と價 値と 意義と を 最も 完全に 發 揮し 得る 階級で ある、 何. < ^もィ H ス樣に 近づけば 近づ 

く程眞 鎖の 平民たら ざる を 得ない、 余は斷 言して 撣ら ない、 上流 階級の 人た る を 誇り、 又は 之に 滿足 

し、 叉 は 之 を惊憬 る、 者はィ H ス樣の 弟子に 非ざる 事 を。 

四月 二十 八日 (金) 晴 昨日に 引替へ 靜 かなる 日であった、 少しば かりの 原稿 書きと 外國 新聞 並 

に 『英 百』 の雜讀 に 新 綠の腿 はしき 一日 を 過した、 自分 一人で 最後まで 我が 天職の 爲 めに 戰 はねば な 

らぬ事 を 今更ら の 如くに 感じた、 西洋人 は 日本人 は 良心の なき 國民 であると 云 ふが、 良心 は國 民に 先 

天 的に 在る 者で はない、 祌の聖 言が 國 民の 心に 人って 其 良心と なる ので ある、 而 して 自分 は 一 生の 事 

業と して 時 を 得る も 得ざる も、 聖書 を R 本人に 敎 へて、 新たに 其 良心 を 作る ことが 出来る、 然し 長い 
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徐ぃ仕 _s ^である、 ュ ックリ と 心 を 構へ て爲 すに あら ざれば 成す 能 はざる 仕事で ある。 

四月 二十 九日 (土) 晴 来訪者 十七 人と 云 ふ 近頃に なき 大 取込みの 口であった、 二三の 大 問題 を 

持 込まれ、 其 解決に 頭と 心と を惱 まされた、 自分 は 『英 百』 にァ， -ミテ ー ジ . ロビンソンの ぺ ンに成 

る キリ ス ト傳 を讀 みつ、 心の 平靜を 保った、 余に 福 昔の 大眞理 を 尋ねん 爲に訪 ひ 来る 者 は 滅多にない- 

大抵 は 〔嫁ぐ 事と 娶る 事と、 食 ふ 事と 飲む 事と に關 はる 問題 を携 へて 来る、 然し 是れ亦 信仰的 生活に 全 

然關 係の 無い 事で なければ、 自分と しても 全然 之 を 避く る 事が 出来ない、 困難なる I なる 哉。 

四月 三十日 (日) li 午後 雨。 中央 講演 會、 平常の 通り、 羅馬書 十二 章 第 九、 十 節に 就て 講じた _ 

午後 今 井 館に 於て、 淺野猶 三 郞司會 の 下に 山形 縣秋野 光雄と 千葉縣 海保靜 子の 結婚式が 行 はれた、 誠 

に嚴肅 なる 惠 まれた る 式であった、 新 郞は淺 野に 敎 へられし 者、 新婦 は畔 上に 導かれし 者であって、 

我が 信仰の 孫と 稱 して 可なる 者で ある、 彼等が 新 家庭 を 作りて 更に 叉 信仰 を繼 接する を 見る は 感謝の 

-, 卞- りで ある。 

五月 一 日 (月) 晴 朝 美 代 子と 共に 雜司ケ 谷の ゴ i アスア， 'ゲル を 見舞 ふた、 靑 葉に 燃 ゆる 櫸の 

森 は 美く しかった、 彼女に 導かれて 多くの 偉い 墓 を 見た、 然し 乍ら 我が ルツ 子の 「再た 會ふ 日まで」 

の 碑に 勝る 者はなかった、 此 墓石の みが 明白に 信仰と 希 s!- とを唱 ふる 者であった、 余 は 美 代 子に 告げ 

て 口 ふた、 S 典に 偉い人の 墓 は 大抵 は 質素なる 者で ある、 賴 山陽の 墓、 佐 久間象 山の 墓、 力 ー ライルの 


墓、 ルイ • アガシの 墓、 孰れ も 大家の 墓と は 思へ ない 程 質素で ある、 死だ當 時に 偉い 墓 を 建てられる 

やうな 人に 碌な 人の あった 例 はない、 最も 偉い 墓 は ク：！ ムゥ H ルの それで ある、 彼 は 敵に 其 墓 を發か 

れ其骨 は 灰に せられて 河水の 面に 撒かれた、 死んだ 當 時に 國賊 逆臣の 首と して 极 はれし 彼れ こそ 眞の 

偉人、 人類の 先導 乾で あつたと、 斯くて 墓地に 見學 一時間に して 晝釵頃 各々 其 家に 歸 つた。 

五月 二日 (火) 曇 昨年 春：^ 後 鳥 海山の 麓より 来りし 下婢の 身上に 就き 面倒なる 問題 起り、 今日 

終に 彼女 を 其 親ー兀 に 送還した、 大正 日本の 社會は 忠臣 藏元祿 時代の それと 少しも 異ら ない、 代議 政體 

あり、 長鬥陸 奥の 如き 世界最大 威力の 戰鬪艦 ありと 雖も、 文明の 基礎た る人權 尊重の 觀 念に 至て は 今 

日の 日本 は 欧米 最 劣等 國に及 ばない 、日本人がん；' や 世界 何れの 國民 にも 嫌 はれる の は 決して 無理で な 

い、 殊に 今囘の 事に 由り て 純朴な りと 思 ひし 東北 地方の 社 會が其 根柢より 腐敗し 居る を 示されて 堪へ 

難き 失 $1- である、 東北人より 其 正直 を 取 除い て 殘る所 は 最惡の 日本人で ある。 

五月 三日 (水) 半晴 靜 かなる 好き 一 日で ある、 庭 は 藤、 躑躅、 牡丹の 花盛りで ある。 〇 余の 一 

生に 於て 世に 所謂 割りの 好い 事の 臨んだ こと は 一度 もない、 余 は 常に 割りの 惡ぃ 所に のみ 廻 はされ て 

居る、 其 事 を 思 ふて 時に 甚だ 悲しくなる、 然し 當然 である、 余 は 人生の 最大 事に 於て 最も 割りの 善い 

立場に 立つ 者で ある、 余 は 身に 何の 功績な くして キリス トが 余に 代て 遂げ 給 ひし 功績に 由り て 神の 子 

たるの 特 權に與 らんと しつ & ある、 無限の 宇宙に 斯んな 割りの 好い 事 はない、 余 は 天の 事に 於て 最大 

の 幸運 兒 たるが 故に、 地の 事に 於て 少しく 不幸 兒 たるに 過ぎない ので ある。 
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五月 四日 (木) 晴 講演 準備の 爲に羅 馬 書 十二 章 を逐字 的に 研究し つ、 ある 問に、 敵の 爲に善 を 

爲し 得る に 至て 初めて 愛が 完成 せらる X 事が 今更ら なが らに 明解って 嬉しかった、 此事 を爲し 得て 我 

は 初めて 神の 子と 成った ので ある、 救 はれし 唯一 の證 據は此 事で ある、 歡 喜の 中に 全日 を 送った。 

五月 五日 (金) 雨 校正 曰で ある。 『英和 獨語 集』 AlcuG  witli  God  aud  Me が 岩波 書店より 出 

た、 批に 如何に 受けら るか 見物で ある、 今日の 基督 敎界 殊に 英米 宣敎團 に 對し小 爆彈の 用は爲 すで 

あらう、 それ 以上 を？ lli! む 事 は 出来ない。 

五月 六日 (土) 半晴 靜 かなる 好き 土曜日であった、 鹦鶸の 一 羽に ぎ揄ひ 彼に 怪我 を さして gl か 

らす心 を 痛めた、 彼 も 亦 〔， ^族の.； 員で ある、 彼れ 傷き て 我れ 痛ま ざらん や、 カを盡 して 彼 を 介抱して 

稍々^_ぉぇしを見て安心した。 雜誌 五月 號の 校正 を 了った。  . 

五月七日 (日) 曇 氣候は 寒から す 暴から す、 聽 衆は少 からす 多から す、 演題 は 「愛の 表 顯」、 

三つ 揃った 完全に 近き 聖會 であった、 聖書の 研究であって 所謂 傳道 でもなければ 禮拜 でもない、 然し 

，t こゝろ  お c  み 

驚く ベ き 神の 聖旨 を 學んで 我等 は自づ から 敎 へられ 又 彼に 近づき まつる、 實に 限りなく 美 はしき は聖 

書の 研究で ある、 我等 は 自分の 學識ゃ 熱心 や 人格 を 以て 人 を 感化 せんとし ない、 眞理の 美が 此事 を爲 

す、 此眞理 を さへ 忠實 に傳 ふれば 我 も 化せられ 他 も 救 はる、 容易に して、 簡短 にして、 有力なる 傳道 


法で ある。 

五月 八日 (月) 晴 夜 東京 驛 ホテルに 於て 萬 朝 報 主筆 斯波 貞吉君 並に 近頃 歐米 漫遊より 歸朝 せし 

セ ウル • プ レツ ス 主筆 山縣 五十雄 君と 共に 會 食した、 善き 事惡 しき 事を澤 山に 聞いた、 禁酒 園の 米國 

に 於て 大抵の 旅館に 於て 金 さへ 出せば 如何なる 酒類で も飮む 事が 出来る、 或る 富豪の 設けし 大 園遊會 

に 於て、 酒類が 公然と 饗應 され 監視の 巡査まで が酩 釘して 居た の を 見た との 事 を 聞いて 唯 呆然た るの 

みであった、 是れ では 米國も 末期に 近づいた 事が 思 はれ、 腹 も 立った が 悲しく もあった、 之に 反して 

+-ク スフ ホ |.,ト  口-,' ドン 

英國牛 津に 於け る 平信徒の 小 集會、 我が 好本督 君の 倫敦に 於け る傳道 事業 等に 就て 聞いて 犬に 慰め 

られ た、 近頃に なき 有益なる 會 合であった。 

五月 九日 (火) 晷 n 余 は キリストと 其 福音と を 辯 護す る、 然れ ども 自分 は 決して 辯 護し ない、 人 

あり 若し キリスト と 其 福 昔を畿 るなら ば 余 は 彼 の 朦 を 開き 誤謬 を 解かん とする、 然れ ども 若し 余 の 缺 

點を 指摘して 余 を 貶し 篤る とも 余 は 決して 自分 を 辯 解し やうと しない、 而 して 世が 若し 余の 誹謗 者の 

言に 聽き余 を 去るならば 余 は 別に 余 を容る k 人 を 求め 彼等に キリ ス トと 彼の 福音 を傳 ふる、 而 して 世 

に 一人 も 余の 言に 耳 を 傾く る 者な きに 至れば 余 は 其 時 余の 傳道 を廢 める、 余 は 人に 自分 を 薦めん 爲に 

そし 

傳道 する のでない から 人が 余に 就て 如何に 思 ふ 乎 は 余の 關 はる 所でない、 余を辨 りたき 人 は 思 ふ 存分 

誹る が 可い、 余 は 自分の 事に 就て 彼に 答 ふるの 時と 與 味と を 有たない、 余の 仕事 は 別に ある、 余 は 余 

の 主人の 御用に 從事 しなければ ならない。 
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五月 十日 (水) 曇 昨年 二月 以來 或る Is- 北の 靑 年に 欺かれ 居りし 事が 判明して 非常に 不愉快で あ 

つた、 此 不信 國に 在りて 信仰の 故 を 以て 人に 欺かれし ことへ， 日まで 幾囘 なる を 知らす、 而 して 今日に 

至る も猶ほ 未だ 其 災厄より 免 かる k 能 はす、 此事を 思 ひ 傅 道 は 八：' 日限り 廢め たくなる。 

二 どらら 

五月 十一 日 (木) 瑭 平和なる 一日であった。 「夫れ 此の世の 子 輩は此 世に 於て は 光の 子 輩より 

も 巧な り」 である、 欺瞞の 術に 於て 我等 は 到底 彼等に 及ばない、 然し 乍ら 悧巧の やうに 見えて 最も 愚 

かなる 者 は 彼等で ある、 彼等 は 我等 を瞞 して 自分で 自分 を滅 しつ、 あるので ある、 余 は 今日まで 余 を 

瞞 した 者で 一人 も 名譽の 生涯 を 送って 居る 者 を 知らない、 彼等 は 欺きながら 亡び、 我等 は瞞 されな が 

ら榮 ゆ、 我等 は やはり 彼等 を 愛し 彼等の 爲に 祈る ベ き である。 

五月 十二 日 (金) 雨 雜誌 第二 百 六十 ニ號 出づ。 

五月 十三 日 (土) 晴 人 を 見て は 失望す る、 自分 を 見て は 厳になる、 政治、 宗敎、 政黨、 敎會、 

何 一 つと して 憤慨の 種なら ざる はない、 然し 乍ら、 嗚呼 然し 乍ら、 唯一 っ滿 足なる 者が ある、 主ィ H 

ス キリスト である、 彼れ のみ は 完全で ある、 而 して 彼 を 信じ 彼に 在りて、 神 は 完全なる 者と して 自分 

を 扱って 下さる、 感謝 之に 勝 さるな しで ある、 其 事 を 思 ふて 人世 はどうな つても 可い と 思 ふ、 腐敗 も 

落 も 恐る k に 足りない、 英米 日獨 成る が 俊に 成れよ である、 余はィ H スに 在りて 安全で ある、 「我 


いは たよ 

は 我よりも 高き 磐に 倚らん」 である (詩 六十 ー篇ニ 節)。 

五月 十四日 (日) 曇 午後 晴れ、 快き 初夏の 聖日であった。 中央 講演 會に 於て 三 谷 隆信は 歐米視 

察談 をして 吳れ た、 余 は 「平和の 途」 と 題し、 羅馬書 卜 二 章 十六、 十七 節に 就て 講じた、 平常に 變ら 

ざる 集會 であった。 午後 市外 杉 並 村 今 村 氏 邸に 於て ルツ 組 第三 次 組會が 開かれた、 余 も 青木 庄藏 君と 

共に 之に 臨み 出来 得る 丈け の 援助 を與 へた、 組 員 4 '五名 程 出席、 天氣は 初夏 理想の 淸涼、 場所 は新綠 

はろ か 

滴る 郊外の 閑地、 電車の 響き は 耳 を聲 せす、 朝の 大食に 比べ、 午後の 小 集 は 優に 天國 的であった、 組 

員 各自の 感想 を閒 き、 庭園に 實る If の饗 應に與 り、 武藏 野の 夕風 涼しく、 「夕日 はかくれ て、 道 はは 

るけ し」 を：； 吟 しながら 一 同 歸途に 就いた。 

五月 二十日 (土) 晴 引續き 『英 百』 に 0  •  C  . ホワイトハウスの ペンに 成りし 「希 伯來 人の 宗 

敎」 の 長篇を 請んで 面白かった。  - 

五月 二十 I 日 (日) 半晴 叉 復恩惠 溢る、 の 架 日であった、 中央 講演 會は in 通 以上の 盛會 であつ 

た、 自分 は 羅馬書 十二 章 十九 節 以下 を 「愛 敵の 道」 の 題目の F に 講じた、 語るべき 事餘 りに 多く 且深 

くして 熟 情に 走る の 虞れ あり、 自分 を 抑へ るに 隨 分骨が 折れた、 恰 かも 宜し 此日獨 逸チュ ー ビンゲン 

大 舉敎授 ドクトル • 力 ール • ハイム 氏が 友人 グ ンヂル 卜 氏に 伴 はれて 講堂 を 訪問して 31K れた、 依て 氏 

に 乞 ふて グン， テル ト 氏の 通 譯の 下に 一 場の 感話を 述べて 蔑った、 一 人の 外國 人が 日本語 を 以て (而か 
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も 流暢 正格なる 日本語 を 以て) 他の 外國 人の 講話 を通譯 して 吳れ たので ある、 其 事 其れ 自身が 偉觀で 

あった、 而 して ハイム 氏の 所説 はよ く 余の それと 一致した、 彼 は 余の 所說を 裏書きして 吳れ たやうな 

者で ある、 七 百の 聽衆 一同が 深き 强き感 に 打 たれた、 本當の 基督 敎は 歐洲に 絶えない 事 を 示されて 我 

等 は 志を强 うせられた、 今日の 講演 會は 正味 二 時 問と 十五 分、 緊張 一貫せ る鎮會 であった、 外 國大學 

の敎授 にして 態々 余と 余の 事業と を 見舞って 吳れた 者 は ハイム 氏が 初て ある、 迎も 英米の 祌學 博士 

の 間に は 見る 能 はざる 謙遞 である、 此 信仰 ありて 獨 逸の 復興 は確實 である、 より 善き 獨逸は 起り つ、 

ある、 實に 感謝の 至りで ある。 〇 午後 同じ 衞生會 講堂に 於て ョ ハネ組 以上の 懇話 會 が！！ かれた、 出 席 

者 十六 名、 是れ 又充實 せる 眞 面目の 會 合であった。 

五月 二十 二日 (月) 曇 英國 J  .  W  •  a バ. -ト ソン. スコッ 卜 氏より 其 近著 Foundation  cf  Ja- 

pan を 贈って 來た、  其內の 一章 を 「イスラ H ルを授 す 者」 と 題して 余に 關 する 記事に 當られ たる を 見 

て 面白かった、 スコット 氏 は 余を稱 ぶに 「日本の 力 ー ライル」 の 綽號を 以てする、 余の 骨格、 額つ き- 

話し 振り、 諧謔、 帽子、 外套まで が ケルシ ー の 哲人に 似て 居る との 事で ある、 誠に 有難い 事で ある、 

謹んで 此掉號 を 頂戴す る、 日本の 力 ー ライルと 稱 ばる、 は 日本の ム ー デ ー 又は 日本の ビ レ ー • サ ンデ 

1 と稱 ばる、 よりも 優 かに 名譽 である、 力 —ライル は 宗敎界 の 人でなかった、 余 もさう である、 力— 

ライル は 敎會を 嫌った、 殊に 英國聖 公會を 嫌った、 余 もさう である、 彼 は 正直なる、 勇敢なる 飾ら ざ 

る 一平 尺であった、 余 も然か あらんと 欲する、 余 は 余 を 日本の 力 ー ライルと 稱 して 英 國の讀 書 界に紹 

介して 吳れ たる ス コ ット 君に 感謝す る。 〇 夜 今 井 館に 於て 外務省 官吏 佛國巴 里 滞在の 法 學士三 谷隆信 


夫妻の 歡迎會 を 開いた、 來會者 は舊き 柏木 連 二十 八 名、 親しき 樂 しき 會 合であった、 今や 佛國 に、 英 

國に、 瑞 西に、 和 蘭に、 獨 逸に、 米國は 勿論の 事、 我が 有力なる 同志の 滞在す る ありて、 我 主義 信仰 

を 唱道し つ、 ある を 喜ぶ、 我等が 知らざる 問に 我等の ブラ ザ ー フ ー ド (兄弟 團) が 世界的に 成った 事 

を 感謝せ すに は 居られない。 

五月 二十 五日 (木) 晴 昨夜 签 晴れ、 火星が 蝎座の アン タレス (對 火星) を逐 ふの 狀を 見て 美く 

しかった、 赤い 提燈の やうな 星が 他の 赤い 一 等 星の 跡を逐 ふので ある、 稀れ に 見る 奇觀 である、 火星 

は 射手座 を 離れ 蛇 遣 座の セ 1- タ 星の 邊に 在った。 〇 ハイム 博士 を獨逸 大使館に 訪 ふた、 深い 謙遞 なる 

學者 である、 彼れ 自身が 無敎會 主義者であって 叉 キリスト 再臨 信者で あるに 余 は 深く 驚いた、 深い 學 

問の 立場より 信す る .a: 臨 は 特^で ある、 チ ュ ー ビンゲン 大學の 敎理學 教授が 敬虔なる キリスト W 臨 信 

者で あると 聞いて 日米の 信者 達 は 驚く であらう、 然し 乍ら 事實 である、 博士 は 同信 仰の 士 として ドス 

トェ フス キ ー、 メ レスコ ブ スキ ー 等の 大家 を舉 げた、 實に 痛快の 至りで ある。 

五月 二十 六日 (金) 晴 帝國大 學醫學 部醫化 學敎室 主催に 係る 時習 會に 招かれ 其 例會に 出席した、 

出席者 六十 二 名、 醫化學 生理 學の 敎授 並に 研究生 等であって 純粹の 科學者 達であった、 當 夜の 問題 は 

「科學 と 宗敎」 であって 柿內 博士の 指名に 由り 十數 名の 意見の 陳述が あり、 非常に 面白かった、 內に 

四 五名の 判然たる 基督 信者 さへ あったら しく、 基督教に 對し 熱心なる 同情 あり 尊敬 あり、 反 對と稱 す 
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べき 者 は 至て 僅少であった、 帝 大醫舉 部に 於て さへ 斯 くも 宗敎 探求 の 精神が 漲って 居る 乎と 思 ふて 强 

き 意外の 感に打 たれた、 余 は 最後に 余の 信仰的 實驗に 就て 述べた、 醫學 博士と 醫學士 とより 成る 此 M 

體は 靜肅に 敬意 を 以て 一 時間 餘に涉 る 余の 信仰 談を聽 いた、 八 水 は 生れて 未だ 曾て 斯 かる 尊敬すべき 聽 

衆に 對 して 語った こと はない、 宗 敎に對 し、 帝阈 大學、 而 かも 其醫擧 部に 此 敬虔なる 態度 ありと は M 

人 も 知らざる 所で あらう、 余 は此時 驚くべき 者 を 示された ので ある、 余は是 等の 純科學 者の 間に 多く 

の 牧師 又は 俾道 師义 は祌舉 者の 間に 於て より は、 深い 淸ぃ 宗教心 を 見た ので ある、 我が 帝 阈大學 ft に 

於て キリストの！^ 一名の 揚 らん 事 は 余の 年来の 祈願であった、 而 して 此夜其 一 端の 實 現せる を 示されて 

余の 心 は 感謝に 充 ちた、 九 時 四十 五分 閉會、 靑年 と共に 柏木の 家に 歸 つたの は 十一 時 少し 過ぎで あつ 

た。 

五月 二十 七日 (土) 晴 メキシコ 國 H スク イントラ 布施 常 松 君よりの 書面の 一端に 曰く 「 …… 廣 

い 土地 を 占有しても 3： にもなら す、 時には 餘 所から 這 入って 一 作 や 一 一作 だまって 作って 居る 者が あつ 

て も 知らす に 居る 様な 事に 候、 此所 でも 一軒の 農家で 百 町歩 も あれば 森林と して 幾分 は殘 し、 他 は 放 

牧場、 耕作地と して 利用し 一家 を 支へ るに 十分に 候、 初めて 日本から 見へ た 方で も 一通り 先住者の 經 

驗を 聞けば 失敗な しに 順調に 行く 事受 合に 候、 先生の 所へ 見える 方で 海外 移住の 希望の ある 方 有 之 候 

は、  = ^御 序に 御 吹 聽を願 上 候、 此頃 夕方 牛の 追 込の 入口 をし めに 行く と 南天に 十字 星が 上り 居り 候、 尙 

叉此 所では 黄道光が ハ ッ キリと 立派に 見え 候、 海外の 農場 生活 をす る 私共に 星 見る 事を敎 へ て 戴き 候 

事 は 誠に： ii 合せに 候」 と、 四千 年 前の アブラハムの 生涯 を讀む やうで ある、 百 町歩の 土地 を 占有して 


夜々 星 を 見る の 爽快 は狹 くして 人口 调密の 日本に 在て は 想像 だ もす る 事が 出来ない、 世界 は廣 し、 他 

人に： 力に ならす して 往く 事の 出来る 者は往 くべ しで ある。 

五月 二十 八日 (日) 晴 中央 講演 會又 復澤 山の 人であった、 羅馬書 十三 章 一— 九 節、 政」 S 服從の 

段に 就て 講じた、 日本 政〕 付の 美 點を數 へ 上げた 時に 聽衆 中に 奇異の 感を 起した 者 もあった らしい、 然 

し 余 自身 は 久し振り にて 日本 國の 決して 惡 しき 國に 非す、 多くの 美點を 具へ たる 國 である こと を 公然 

と 述べて 非常に 偸 快に 感じた、 讚美歌 三百 七十 三番 「わがや まとの、 くにを まもり」 を 合唱して 閉會 

L た、 不相 變歡喜 溢る、 の 聖日であった。 

五月 二十 九日 (月) 半晴 前週の 疲勞 がー 時に 出て 来た やうに 感じた、 終日 半病人であった、 然 

I いくら 疲れても 聖書の fi 義は廢 めら れ ない、 是は 我が 生命であって 之を廢 める 時に 自分 は 死んだ の 

みこと ft 

である、 我が 全生涯の 內に 最も 幸福なる 時 は 筆 を 執て、 叉 は 聖書 を 手に して 聖語を 世に 傅へ る 時で あ 

る 0 

五月 三十日 (火) 晴 引つ き 預言 書の 研究に 輿 味が 盡 きない、 舊 約の 預言者が 解ら すして キリ 

ス ト と 基督 敎 と は 解らない、 余の 眞劍の 聖書の 研究が 三十 七 年 前 米 固に 流浪 中 預言 書 の 研究 を 以て 始 

まりし 事 を 今に 至て 神に 感謝す る、 余と 余の 信仰と を 誤解す る 多くの 日本人 ある は 彼等が 預言 書に 由 

ら すして 直に 基督 敎に 入らん とする からで ある、 キリスト 御自身が 預言者であった、 ィ ザャ、 ヱ レミ 
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ャ、 ヱゼキ エル、 ァ モス、 ホゼャ 等の 精神に 觸れ すして キリスト を 解す る 事 は 出来ない、 ^に！ C "の 無 

い 愛情の みの 基督 者 多き は 彼等が 眞 面目に 預言 書 を 研究し な いからで ある、 讀 めよ、 大に 讀 めよ 舊約 

の 預言の 書 を。  . 

五月 三十 一日 (水) 雨 一 友人の 一 身上に起った屮：來^？？-ょり他の罪を擔ふの如何なる^^でぁる乎 

を實驗 的に 敎 へられて 神に 感謝す る、 人の 罪を擔 ふと は 彼の 受 くる 恥辱 を 受け、 彼の 耐 ゆる 詬 誶に耐 

へ、 すべ ての點に於て自から其罪を犯さ^^るに彼と苦難を共にする事でぁる、 是は 最も 辛ら い 事で あ 

るが、 然し 斯く爲 して こそ 友の 友た る 義務 を たす 事が S 來る、 而 して イエ スが 我が 爲に此 事 を爲し 

て 下さった と 知って 實に 感謝に 堪 へない ので ある、 ィ H スは 御自身 罪 を 知り 給 は ざり しに 我が 罪の 爲 

に 辱 か しめられ、 詬られ 、而 して 終に 殺され 給 ふたので ある 、「人 其 友の 爲に 生命 を捨 つ、 之より 大な 

る 愛 はなし」 と 彼が 言 ひ 給 ひし は事赏 其 通りで ある、 此^ を 知らないで 此 世の 所謂 基督 信者^ が 義人 

と 名 譽を頒 たんとの み 欲して、 si^ 人と 恥辱 を 共に する を 忌 嫌 ふ は、 キリストの 心 を 知らざる の 最も 甚 

だしい ものである、 罪人の 友た るの 地位に 置かれて 初めて キリ ストの 愛の 深さが 推量ら る. - ので ある。 

六月 I 曰 (木) 晴 初夏の 魔 はしき 一 日であった。 宇都 宮靑 木義 雄よりの 書面に 曰く 「拜 啓、 ^ 

八日の 中 失 li: 饭會に 於け る 先生の 御 講演 は實に 偉大なる 者で ありました、 彼の 日は當 市に 於て 下野 新 

聞 社新樂 落成 大 祝賀 會の ある 日に て縣 下の 所謂 紳士 連が 我 もくと 蛸 集す る を 名譽の 如く 心得 居る 中 

を 、 小生 は獨り 中央 11 演會指 して 上りた る 御蔭に て 彼の 偉大なる 深遠なる 御 講演に 接する を 得て 其 天 


恩の 裕 かなる を 歡 ぶので あります 云々」 と、 人生に 賊な 事數々 ありて 時には 講演 も 傳道も 今日 限り 廢 

せんと 思 ふ 事 ありと 雖も、 亦斯 かる 熱心なる 信仰の 友 ありて 我 言に 力 を據る を閜ぃ て 我が 使命の 未だ 

終らざる を 知り、 元の 仕事に と 再び 就く ので ある、 縱令 一人な りと も 我 一一 一一 口に 勵 さる、 者 ある は 我 は 

語らざる を 得ない、 余 は 時に 書 を 寄せて 余を勵 まして 吳れる 少数の 友人に 感謝す る。 

六月 二日 (金) 晴 校正と 原稿 書きに 全日 を 費した、 平和の 一 曰で ある、 我心 は 平和で ある、 我 

家 も 亦 平和で ある、 不安と 波 亂とは 外より 來る、 外界 は 混亂を 我と 我家と に 起して 其 罪 を 我に 歸す、 

故に 我等 は 世に 接する を 好まない ので ある。 

六月 三日 (土) 半晴 靑 薬に 輝く 初夏の 一日であった、 『英 百』 に 支那と 孔子と に關 する 記事 を 

讀 みて 大に敎 へられた、 孔子の 偉ら い 所 も 偉ら くない 所 も 今に 至て 能く 判明る、 孔子 を敎 主と 仰いで 

東洋 諸國の 興らざる 理由 は 明白で ある、 支那 研究 は 日本 を 救 ふために 最も 必要で ある。 

六月 四日 (日) 晴 麗 はしき 初夏の 聖日であった、 中央 講演 會不相 變滿員 、 暴 氣加 はり 空 氣の流 

通惡 しきに 苦しんだ、 題目 は 前 講の續 き、 信者が 社 會に對 する の 道 「何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ、 但 

し 相互に 對 する 愛 は 別な り」、 「律法 を 完全す る 者 は 愛な り」、 信者に 取りて は 聞き 惯れ たる 平凡の 道 

である やう なれ ども、 普通 道德の 立場より 見て、 深い 貴い 敎訓 である、 但し 我が 大 熱心 を 喚起す る 程 

の 問題でなかった、 大手 町に 移りて より 玆に滿 三年、 。ハウ 口が H ぺソの 巿に傳 道せ しと 同数の 年月で 
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ある、 全體に 見て 至て 平穏なる 感謝に 溢れた る會 合の 速 緩であった、 「人 は 棄るも 祌は棄 す」 である、 

縱し 今日 此 中央 講演 を 魔 止 するべく 餘满 なくせら る X とも 余は滿 足で ある、 余の 一生涯に 於て 最も 樂 

しき 三年であった、 感謝の 言葉な しで ある。 

六月 五日 (月) 晴 或る 商家の 店員の 集會に 於て 「商人と 宗敎」 と 題し 短 かき 談話 をな した。 

六月. KB  (火) 晴 久： りに て 市中に 行いた、 外國に 行った やうな 感 がした、 自分と 世と は 段々 

と 遠 かりつ 、ある 事が 判る。 

六月 七日 (水) 半晴 我等 は 完全なる 神の 福音 を說 く、 故に 完全なる 人で ある 乎の やう に^に 思 

はる、 人 は 「我等 この 寶を瓦 器に 藏り」 と 云 ふ 事 を 知らない、 故に 我等の 缺點を 見て は 福 昔に 躓く、 

器の 惡 きを 見て は其內 に藏れ たる 寶を棄 る、 然し 止む を 得ない、 「誰か 之に 堪 へん 乎」 である、 我等 

は 自分 を 傅へ るので はない、 主 キリスト を宣 るので ある、 而して人が受けるも受けざるも命ぜらる 

が^！に幅昔を官：傅 へ る。 

六月 八日 (木) 雨 午後 霽る。 北海道 帝 國大學 より 左の 如き 通知が あった、 

贵 下の 寄贈に か k る 『內 村鑑三 謝恩 記念 獎學资 金』 本年度 給 與額金 五 拾 圓也右 資金の 寄附 條 件に 基 

き 本 舉附屬 大學豫 科 主事の 推薦せ る 左記 學 生に 給 與候間 此段及 御 通知 候 也 . 


I 母 年 一度 此 愉快なる 通知に 接す、 年屮 第一 の偸樂 である、 今年 此 少額 を 受けて 吳れ た靑年 は農舉 部 農 

#^^生物學科第 一 年生 小 野お 雄 君で ある。 

六月 九日 (金) 晴 雜誌 六月 號の發 送 を 終った、 發行日 前の 發送は 近頃 稀れ なる^で ある〕 

六月 十日 (土) 雨 支那 地理 並に 歷史の 研究に 大 なる 與 味を覺 える、 曰 本 は 支那 を 離れて 考 ふべ 

からすで ある、 支那 あっての 日本で ある、 支那 を 離れて 日本 は^ 在す る 事が 出來 ない、 地现 的に さう 

である、 經濟 的に、 政治的に、 道德 的に さう である、 我 國は天 山 以東 太平洋に 至る まで i: お 五十 萬 方 

吨の 大陸 的大國 である、 我が 愛 國心を 崎 嫉洲の 一島 國に 局限せ すして、 黄河 楊子 江 两 江の 流域 全部に 

ま で擴 張して 我が 存在の 意義 も 亦 稍 明，：：： にな るので ある、 願 ふ 自今 少く とも 東： 业全體 を 我が 祈 禱の題 

r: として 我が 傳道を 進めん こと を。 

六月 十一 日 (日) 晴 屮央 講演 不相 變滿 堂、 此 n 英國 ii 軍 砲兵 士官 ハ ー トレ ー • ホル ムス 氏の 參 

觀 あり、 依て 氏に 乞 ふて 一場の 演說 をして 賞った、 前 11 の獨逸 ハイム 氏と 對 して 好き コントラストで 

あった、 英人は 信仰 箇條の 告白に は 明， はで あるが 自己 は 堅く 閉ぢて 之 を 首 ひ 表 はさない、 之に 引替へ 

て 獨 逸人 は 信仰 箇條は 之 を 外に 示さな い が 心情 有 の 儘 を 語 つ て 惮らな い、 英 人の 宗敎 は茵條 的せ， 门 の 

もれであって、 獨 逸人の 宗敎は 信仰 其 ai の それで ある、 誠に 英國聖 公會の 如き 敎職的 敎會の 起った 事 

はよ く 英國人 の 國 n::^ 性 を 現 はして 誤らない、 我等 は 35 なが ら にして 兩 新敎阈 の 特性 を ：； 小 されて 大に悟 
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る 所があった。 予 自身 は 羅馬書 十三 章 十一 節 以下、 世の 終末と 基督 敎道德 との 關 係に 就て 語った、 問 

題 は 宏遠 であって 時間 は 短く、 誠に 要領 を 得 ざ る不滿 足なる 講演で あった。 

六月 十二 日 (月) 晴 不相變 無 爲疲勞 の 月曜： n であった。 〇 夜、 E 中ェ學 博士に 嶄 新の 方法に 由 

り 電子 ヱ レクト n ンを 見せて 货 つた、 靈に 非す 物に 非す、 半 靈的半 物質的で ある、 近代の 聖書 舉 者が 

や 書が 錄す キリストの 復活 體は半 物質的で あると-許して 其 眞實を 疑 ふが、 然し 物質の 基礎た る 電子 は 

確かに 半 物質的であって、 之 を 以てして 復活 體を說 明す る ことが 大分に 容易になる、 何れに しろ 今や 

宗敎 家が 宗敎 の說 明に 迷って 居る 時に 科學 者が 實驗 を以 て 宗敎 の 根本 を闡 明し っ& ある は 感謝すべき 

事で ある、 神學が 全く 不用に なって、 科學に 由て 純 信仰が 維持 せらる、 時が 來る であらう。 

六月 十三 日 (火) 晴 傳 m 一の 如何に 困難なる 乎、 殊に 獨立傳 道の 如何に 困難なる 乎 は 今に 至って 

始めて 知った やうた 心 持が する、 其 事が 早く 解ったならば 自分 は 決して 斯んな 仕事 を挥 まなかつ たで 

あらう、 自分 は 神に 欺かれて 今日に 至った やうに 思 ふ、 H レ ミヤの 言が 思 川され る 「エホバよ 汝は我 

を 欺き 給へ り而 して 我 は汝に 欺かれたり (英 譯參考 )、 汝、 我 を 捕へ て 我に 勝ち 給へ り 云々」 と (耶 

利 米 S: 記 第二 十 章 七 節)、 人 は、 ^に n 木 人 は 容易に キリストの ii 音 を 受けない、 受けない のみなら 

.fssl 々の 方法 を 以て 傅 道 者 を 苦る しめる、 「ュホ バの霄 日々 に 我 身の 恥 "辱 となり 嘲弄と なる 也」 であ 

る、 自分 は 今日まで 傳 道の 榮光 をのみ 見て、 其 恥辱と 苦痛と を 見なかった、 然れ どもん/に 至って 如何 

ともす る 能 はす 唯 其 に 進む のみで ある、 然れ ども 傳道 絶大の 困難 を 知った 以上、 容易に 他に 之を勸 


めないで あらう、 傳道、 殊に 獨立傳 道 は 神に 餘链 なくせら る k にあら ざれば 人の 奪るべき 仕事で ない 

事が 今に 至って ハ ッ キリと t 明った。 

おも 

六月 十四日 (水) 晴 「若し 我に 從 はんと 欲 ふ 者 は 已を棄 て その 十字架 を 負 ひて 我に 從へ」 と あ 

るィ H スの 一一 H は 「失， 敗 を 期して 我に 從へ」 と 解すべき ものであると 思 ふ、 十字架 は失收 の表號 である. 

基督 敎は 十字架 敎 であって 失敗 敎 (此 I に 於て は) である、 然る を 成功 を 期し、 成功 を 祝し、 成功 を 

誇る 今日の 所謂 基督教 は 偽 はりの 基督教で ある、 是は 成功 崇拜 の米國 人の 宗敎 であって 主ィ H ス キリ 

ストの 宗敎 ではない、 米國 人の 宗敎は 多數敎 である、 多く 信者 を 作り 多く 弟子 を 有つ のが 米阈敎 であ 

る、 之に 對 して r 汝等 散りて 各人 その 屬 する 所に 往 きた 5- 我 を 一人 殘 さん」 と 云 ふの が ィヱス の宗敎 

である、 願 ふ 予も亦 最後に 自分 一 人となりて ィ H ス の 御 足の 跡 を踐む 者と ならん 事 を。 

六月 十五 日 (木) 晴 川 事 あり.： チ都宮 に 行いた、 行けば 必す講 ：；g と 定まって る、 ： —後 八 時より 

下野 實業 銀行 奥座敷に 於て 小 奥會を 問いた、 來會者 六ト餘 名、 頗る 盛會 であった、 予は 「商人と 宗敎」 

と 云 ふ 題目 を 設けて 語った、 栃木 縣に 入って より 二 ト有餘 年、 初めて 同縣 人の ハ ー ト に觸れ たやう に 

感じた、 アブストラクト (抽^is^的〕 では 可ない、 コンク リ ー ト (實 物的) でなければ 駄目で ある、 以 

來 栃木 縣に 人り てはソ 口 モ ンの 箴言 を講 する 事に 決た、 然し 二十 年後に 此 事を覺 つたと は 自分の 愚鈍 

に 呆れざる を 得ない。 

1 九 ニニ 年  五 九 五 
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六月 十. ！へ 日 (金) 雨 久 板り にて 口 光に 往 いた、 敎友四 人 同道した、 然し 雨の n 光 は餘り 面白く 

なかった、 梅 敷の 雜 泉に 半日 を 費して 歸途に 就いた、 八，' や n 光 は 東京の 一部分で ある、 目ド 平和 博 

t^^zo- 物 人を以 て充滿 して 居る、 昔 し の 閑靜は 入. f く 失 せ て 純然た る 俗 地と 化した、 措む ベ き；？^; で あ る 、 

薩長 政治家 の 感化の 下に = 本 全國は 隅から 隅 ま で 花柳 街 に ひとし き 遊覽地 と 成り つ 」 ある、 我れ 何 

處 に適歸 せんで ある。 

六月 十七 日 (土) 半晴 大 なる 興味 を 以て 露 人シュ クロウ スキ ー 著 『西 比 利 10^ 東北 部 旅行記』 を 

請み つ、 ある、 两 比 利 £=1 土人に 對し 厚き 同情 を 喚起され た、 憎むべき 两洋 人よ。 

六月 十八 日 (日) 曇 蒸： き！：： であった、 中央 講 演會、 聽衆 堂に 溢れ、 七 人 以上あった、 眩暈 

にて 倒れし 者 三人、 自分 も 大分の 苦痛であった、 羅 IJii? 書 十四 章 以下 十六 章に 至る までの バウ a のヒ ュ 

1 マ-一 チ ー (人 問 味) に 就て 語った、 是れで 一 先づ本 期の 講： 你を 終る、 東京 基督 敎靑 年き を逐 はれて 

火.^ 町に 移って より 玆に滿 三年 神 我等 を 護り 給 ひて 會 員の 数と 熱心と は ハ：^ 々加 はりて 少しも 其 減退 を 

a- ない、 <J ^費 は 入費 を拂 つて 餘り ある、 獨逸、 北海道 アイヌ 土人、 臺灣 生蕃 傳道 等に 少し 許り づ つの 

寄附 を さへ 爲す 事が 出 來て大 感謝で ある、 滿 三年と 云 へば バウ C が H ぺ ソに 於て 爲 した 傳 道の 年限で 

ある、 東京の 中心に 滿 一二 年 多 數の聽 衆に 向 ひて を 講 する 事が 出来て 余の 青年時代の 夢想が 大部 

ヘリ K 現された ので ある、 此 を爲 さんが 爲 めに どんな 權 牲を拂 つても 惜しくない、 神 は外國 人の 手 を 

藉り. f して 日本人 自身 を 以て 日 木國の 中心に 於て キリス トの幅 昔を唱 へしめ 給 ふと 知って 新時代が 亜 


細 -亞 の 天地に 臨みつ  >- ある を感 する、 願く は 印度の ガ ンヂ と相應 じて 兹に亞 細亞獨 立の 堅き 土 臺を据 

え ん事 を。 

六月 十九 日 (月) 半晴 夏休みが 始まって 嬉しかった、 先づ 第一に 諸 勘定 を濟 ました、 殆んど 全 

日 を 其た めに 費した、 借金が あって は 休みが 休みに ならない、 借金 を拂 つて 然る 後に ィ H ス樣を 心に 

迎 へ る 事で ある、 それで 山 や 海に 行かす とも 本當の 休みが 始まる ので ある。 

六月 二十日 (火) 晴 暑し、 本當の 夏が 來た、 風 を 引き 少し 熱が あり 頭痛が する、 床に 就て ん 

だ、 終生 一人の？ &子を も 有たない 事に 就いて 考 へた、 M レ ミヤに バル クー 人 ありし のみ、 H リャは 唯 

一人の H リシ ャを 遣した、 況して 余に 於て を や、 忠 實にィ H スの福 昔を唱 へれば それで 余の 資務 は辨 

むので ある、 敎餘も 團體も 弟子 もあった もので はない、 それ は敎會 信者の 求む る 所で ある、 自分 はィ 

ェ ス 様の 前に 立ちて 「私 は 一 人の 弟子 を も 作りませんでした」 と 一 百 ひて 彼の 御 歡迎を 蒙らう と 欲 ふ" 

六月 二十 一 日 (水) 晴 咽喉 痛 未だ 全く 癒へ す、 机に 就て 少しば かりの 編輯 を爲 した、 不相變 能 

力の 不足 を感 する、 强く あり 得さう で强 くない、 齒痒 きこと^ りなし である。 

六月 二十 二日 (木) 曇 編輯と 校正と 外國 への 手紙 書きと シュ クロウ スキ— の 西北 利- 亞 旅行記の 

耽讀に 全日 を 費した、 露西亞 人が 西 比 利 亜土 人の 間に 如何なる 罪惡を 行った 乎に 就て 護んで 露 圃が今 
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n の狀 態に 陷 りし 其 道德的 Igg; を 窺 ふ： * が 出来る、 而 して 露 人と 言 はす 英 人と 言 はす 佛 人と 言 はす，：：： 

.斗^^人と言はす、 己が 利益の 爲には 未開人 種の 幸 一 i は 勿論の 事、 其 身 體も靈 魂 も 少しも 之 を 顧み ざり 

に 於て 彼等が 取り 來 りし 途は同 一 轍で ある、 彼等 は劍と 酒と 徵 毒と を 以て 彼等が 稱 して 以て 非 基 

ほろぼ 

督敎國 おとなす お を 滅し來 つたので ある、 實に 憎むべき 者 は 彼等で ある、 縦し 少數の 善人 は 彼等の 

に^った とする も W 尺と して 彼等が 爲 せし 善 は 彼等が 犯せし 重大の 罪 惡を惯 ふに 足りない、 永久の 呪 

訊 は 彼等 S 上に る、 苦し 悔改 めざれば 彼等す ベ てが 露國と 運命 を 共に する は 當然 で あ る 。 

六月 二十 三日 (金) 0 大 なる イン テ レスト を 以て シュ クロウ スキ ー の 『西 比 利： 亞 旅行記』 …… 

寧ろ 流 K 錄 …… を 護み 了った (In  Fill.  Ncl.tll-Kast  Siberia:  l>y  1.  W.  sllklovsky)、 三十 五 年 前に 

リビングストンの 阿^利加 旅行記 を讀 みしに 亞 ぐの 興味であった、 ：：！ 本より 程遠から ぬ 所に、 斯んな 

廣 ぃ野蠻 II が あらう と は 夢にも 思はなかった、 ャ ー クック 州 だけが 廣袤百 五十 萬方哩 であって、 日本 

1： の 卜 倍で ある、 其. 2： レナ 河の 流域が 九十 萬 方 1.： であって 口 本の 六 倍で ある、 其 東北 部に して ォクホ 

ッ ク 海に 接近す るコリ マ 河の 流域が 一 一十一 一 萬方哩 であって 怫國 より 大 なる 地方で ある、 而 して 全 州の 

ん= はつ-卜 萬 足らす であって、 平均 五 方哩に 一人の 割で ある、 オタ ホック 海の 北に 盡 くる 邊にギ ヂガ 

灣が ある、 其 湾 「g に ギヂギ ン スク 港が あって、 其れより 西 へ 六十 哩往 けば コ リ マ 流域に 入る ので ある、 

地 學 的に 言へば 日本の 隣邦で ある、 そして 其處 にャク ー ッ、 ラム —ッ、 チュクチ 等の 土蕃が 住んで 

て、 我が アイヌ 埃に も 劣る 生活 を 營んで 居る ので ある、 彼等 も 亦 我が 同胞で はない 乎、 文字な く、 

隨 てゃ奋 なく、  * 督敎の 神 は 之 を 露 西-: c=? 人の 神と 稱し、 徵毒泡 瘡を露 |gi:5i 人の 疾病と 稱 すると 同様に 


唯 之 を 恐る 、のみな りと 云 ふ、 玆 にも 亦 我が 同情 を 表すべき 民 あるに 非す や、 詩人 a 1 H ル の 句に 

「- 人の 奴 隸が憔 体れ 暮らす 所、 人が 人 を 桉け得 る 所、 其處に 我が 戀ひ慕 ふ故圃 あり」 と 云 ふの が あ 

る 通り、 殘 酷なる 露 西-亞 人に 使役 せられて 其 身 體と靈 魂と を 失 ひつ k ある 是等 可憐の 丙 比 利 亜土 人 も 

亦 我が 愛と 祈 禱とを 要求す る 者に 非す や、 加 察 加 半島、 沿海州、 ャ ー クック 州 等の 經濟的 開 發の業 は 

之 を 他人の 手に 任す、 我 は 其 住民の 靈 魂の 爲に 我が 獻げ 得る の 能力 を獻げ なければ ならない、 或は 札 

幌のジ ョ ン . バ チ ラ ー 先生 を援け 促して、 彼の アイス 傳道 をして 更らに 西 比 利： ぬ 東北 部にまで 擴 張せ 

しむる も 妙な らん、 何れに しろ 露 國少壯 の 文士 シ ュ ク 0 ウス キ，' 君の 此著を 讀んで 我が キリスト 的 同 

情の 擴大 せられし を 覺ぇ言 ひ 難き 感謝で ある。 

六月 二十四日 (土) 晴 昨夜 七 時半 東京 驛を發 し、 東海道 汽車の 中に 一夜 を 過し、 朝 七 時半 京都 

七條に 着いた、 久报 りの 西 下で ある、 例の 通り 新 町 通り 竹屋 町！^ る 便利 堂に 客と なった、 主婦 里方 後 

事の 處 分に 關し 終日 俗事に 奔走した、 司法 代書人の 事務所 を訪 ひ、 其 質問 要求 を 受けて 辟易した、 道. 

德 上の 大眞理 は 知って 居る 積り の 自分 も 法律家 の 前に sr つれば 小兒 であって 唯々 諾々 彼の 命に 從はざ 

る を 得ない、 何事 も 分業で あると は 一一 百へ、 宗教と 法律と はこん なに 遠う もので あるかと 今更ら ながら 

に 驚いた、 斯くて 折角の 入洛 も 其 山水の 美を樂 しむの 暇な く、 唯權利 だと か 義務 だと か、 印鑑 證明だ 

とか、 戶籍 謄本 だと か 云 ふ 問題の 爲に全 fli を 費した、 21 hotherftt-ious  ！ (煩雜 き 事よ )o 

六月 二十 五日 (日) 雨 朝 在京 都 同志の 第き あり 之に 屮： 席して 羅馬書 十五 章 十三 節に 就て 話した、 
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來<^^, パトお 餘名。 〇 午後 近：： d 八幡に 行き ポリス 氏 を 訪問し、 近：： d ミツ ショ ンの 事業 を參觀 した、 其 

说 校の」 八に して 整頓せ るに 驚いた、 夜敎.萍に於て十五分問程の談^^5を爲した、 牧： 帥 はせ W 橋 卯； 二郞 お、 

『g*^ 書 之 研究』 の舊き 寄稿者で ある、 共 他に 知人 多く、 此不； ^の 地に 基督 敎的 殖民 事業の 起り し を 見. 

て it んだ、 此夜ボ リス 氏 夫婦の 客と なり、 靜 かなる 一 夜 を 過した。 


六月 二十 六日 (月) 雨 昨夜 江洲 八幡 ポリス 氏 方に 一： 们す、 今朝 ゥ オタ ハウス 老人と 汽車 を问ぅ 

して 京都に 歸る、 車中 不相變 快 談を繼 す、 老人 s く  rt 右し 絶對 的に 過失 を 避けん と 欲せば 何^ を も 

さ るに 如かす、 ま を 爲す人 は必す 過失 を爲 す、 我等 は 過失 を 恐れて 無爲の 生；^ を？ るべ からす」 

と、 眞に 慰安に 富 める 深い 實驗 の 言 である。 〇 主婦 生家の 不動 產寶 渡しの 件に つき 尠 からす 苦心した、 

此 叱の-子 輩の 最大 件は寶 買で ある- 最大の 寶は 金で ある、 物と 金との 交換で ある、 其 事が 煩雜 極ま 

りない ので ある、 余 は 聖書の 言 を 思 ひ^した、 「何故に 糧 にも あらぬ 者の 爲に金 を 出し、 飽 くこと を 

5^ ざる 者の 爲に勞 する や、 我に 聽從 へ、 然 らば 汝等美 物 を 貧 ふ を 得、 脂 を もて その 靈魂 を樂 まする を 

はん」 と (ィ ザャ書 五十 五 章 二 節)、 談判 叉 談判、 證 文叉設 文、 法律家と 司法 代書人の 援助 を藉 りす 

して は 安心なら すと 云 ふ、 何ん と 厭な の 中で はない 乎、 主ィ H スは言 ひ 給 ふた 「汝 等た 是々 否々 

と fp:: へ、 此 より 過る は惡 より 出る 也」 と、 是々 否々 だけで 萬 事 を 決する 事の 出來な いのは、 世が" ％ ^に- 

沈み る 何よりも 確た る證據 である。 


六月 二十 七日 (火) 半晴 俗事 一先 づ片附 き 稍 晴れた る 心 を 以て 午前 九 時 十五 分 京都 發の 汽車に。. 

て 歸途に 就いた 車屮 『古文 眞寶』 を讀ん で 無聊 を 慰めた、 「雨中 K" 艸秋 爛死す、 智ドの 決 明 額 色 0 

たり」 …… r 剛强 なる は必す 死し 仁義なる は 王たり、 陰 陵 道 を 失 ふ： 太の 亡せ るに 非す」 …… 音の 支那 

人 の 言 なりと 雖 ども 今の 司法 代書人の 書いた る 土地 衆屋 賫渡證 よりも 遙に美 はしい 雷 である、 金 持に 

は 成りたくない、 詩人に は 成りたい、 縱しー 寸の 土地 を 有せす とも、 濱名湖 を 眺め、 富士山 を 仰ぎて. 

詩心が 起れば 我 は 日本 全國の 所有者 以上の 富者で ある、 斯く思 ひつ X 特別 念 行列 車に 振られながら 夜 

ヒ時 ニト分 東京 驛に 着いた、 懷 しき 大乎 町の 衞生會 講堂 は 電燈の 光 を 浴て 輝き、 我 は 再び 我が 領土に 

歸り來 りし 心地が した。  . 

六月 二十 八日 (水) 雨 旅行疲れ にて 終日 休んだ、 新聞 羝を讀 まざる こと 五日、 其 間に 幾多の 大. 

事 作の 起った 事 を 知った、 我國に 於て は 東 伏 見 宮殿 下 薨去せられ、 英國に 於て は：： 几 帥 ウィルソン 暗殺 

せられ、 獨 逸に 於て は 外務大臣 ラテ ナウ、 彼 も 亦 暗殺 せられた、 死 は 相 も 變らす 夜と なく « となく 全. 

人類 を 支配し つ」 ある、 惟一 人 死して 甦りん マ や 永久に 生き 給 ふ 神の 獨子 のみ 生命 を 以て 死に 勝ち 給 ひ. 

つ」 ある、 彼 を 信じ 彼に 賴 りて 復活の 奇蹟 は 我 身に 於て 行 はる、 是れ 我に 生ん 叩の 快 樂を供 せんが 爲で. 

はない、 賤 しき 我に 在りて 神の 榮の顯 はれん が爲 である。 

六月 二十 九日 (木) 雨 俗事 略 ぼ片附 き又復 研究に 人った、 共觀， 幅 音 書 問題に 多大の 興味 を覺ぇ 

た、 今更な がらに 馬 可 傳の價 他 を 知った、 r 是れ 神の 于ィヱ ス キリストの 福音の 始 なり」 と は 實に偉 
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.V なる 一一 m である、 簡潔 にして 有力なる 此 福音書 は 無く てなら ぬ 者で ある。 

六月 三十日 (金) 半晴 近頃に 至り" 钕々 强く 基督 敎の 富者の 宗敎 にあらざる 事を感 する、 「富者 

の 神の 國に 人る より は^ 駝の 針の孔 を 穿る は 却て 易し」、 「汝等 富者 は禍 ひなる 哉旣に 安樂 を受く れ ば 

3」、 「富者よ 汝等 旣に來 らんと する 禍害 を 思 ひて 哭 叫ぶべし …… 汝等此 末の 日に 在りて 尙ほ时 を蓄ふ 

る 事 をせ り」、 其 他 富^ を 詰 る 書 の 言 は 無數 である、 斯く て 富者た る は惡事 でない として も 確か に 

i ちがつ 

不幸で ある、 富者た るの 不幸に 比べて 貧者た るは遙 かに 幸 一 i である、 米國 流の 基督 敎か 根本的に 間違 

て 115 る 理由 は 一 目 瞭然で ある、 富者が 敎會に 於て 其 富 を 恥ぢ、 敎 きが 富者の 不幸 を 認めて 之を憐 むに 

K!| ら ざれば 本當 の敎會 でない、 余 は斯く ihn ひて 敢て 多數の 貧者に 媚 るので はない、 然 れ ども 富が 重視 

せらる 令の 時に 方て g^, 書 に 由り て 富 の 眞價を 知 る は 最も 大切 である、 r 汝等 富者 は禍 ひなる 哉」 と (路 

加 傅 六 章 i-i: 節)、 此 言 を 發し給 ひし ィ H ス の 弟子た る 者 は、 時.々 富者に 對 して 鐵と 銅の 面 を 向く る 

の； 一:^ 仰がなくて はならない。 

七月 一日 (土) 曇 宗敎が 堂宇と して 現 はる、 時に 其 生命 は 失する ので ある、 佛 敎が大 伽藍と し 

て 現 はれし 時に 信仰的に 死んだ ので ある、 基督 敎亦然 りで ある、 而 して 我 國に 於て 基督 敎諸敎 會が兢 

ふて.^ 會 堂の 建築 を計畫 し、 又 其 落成 を 見る に 至て、 外國宣 敎師に 由て 輸入され し 我國の 基督教が 一 

ii- づ 其お 期に 近づいた ので ある、 然れ ども 一 が 死して 他が 興る は 犬然の 法則で ある、 宣敎師 的 基督 敎 

が 大^堂と して 現 はれて 死に 就きし 時、 永久に 敎會 化されざる 基督 敎が 起るべき である、 今 は 無 敎會- 


的 某- 督敎 勃興の 時代で ある。 

七月 二日 (日) 晷_| 南風 强 くして 蒸 5|<？ し。 今 井 館に 於て 禮拜會 を 開いた、 來會者 八ト餘 名、 久报 

りに て 小 集 會の喜 樂を覺 えた、 畔上 と共に 講壇に 登り、 余 は歷代 史略 上の 二十 一章 一— 十七 節、 ダビ 

ヂが 民を數 へ て H ホバ に 罰せられし 段に 就て 語った、 0<><,1 一一 き =c  hltel.ost  hi  Htiltisti(.s  (神 は 統計 

表に 興味 を 有ち 給 はす〕、 事業の 成績 を 統計に 舉げて 喜ぶ 近代 人、 殊に 米國 人の 迷 護に 就て 語った、 

柏木の §れ# はまた 特別であった。 

七月 三日 (月) 曇 校-止 日で ある。 蒙古 地理と 蒙古 人の 歷史 を讀 んで大 なる 興味 を覺 えた、 一時 

は 蒙古 人が £=i 細亞の 全部と 歐羅 巴の 半分 を 支配した 時が あった、 然 かも 文明 を 布く にあら すして 之 を 

破壞 し、 到る 所に 荒廢を らした、 近代の 歐洲 人の 東洋 侵略 は惡 むべ しと 雖も、 第 十三 世紀に 於け る 

.=1= 細 人の 西洋 侵略 は 更に 更に 慘酷を 極めた る 者で ある、 若し 前者 は 後者の 设轉 に過ぎない ならば 東 

洋は 西洋に 對し答 ふるの-言 辭を 有たない ので ある、 成吉 思： 汁、 f 必烈 等の 事績 を 讀んで 東洋 は 西洋に 

恥ぢざ る を 得ない、 願 ふ 東洋の 日本が 天の 恩惠を 四方に 施して 幾分に て も 蒙古人種 の 賴を慣 はん こと 

を〕 

七月 四日 (火) 大雨 引續き 校正 曰で ある。 ジョン. ベ ー リ ー 著ジ ヨン ソ ン小傳 C01..  Johnson 

;md  His  cil.(.l(>,  by  J こ Im 】l-li ヌ y) を讀み て 又復ジ ヨン ソ ン熱を 起した、 愛すべ き 人と て此老 文豪 
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の. w き はない、 彼 は "止^ で、 敢で、 獨 立で、 常識に 富んで、 而 して 敬虔で、 余の 知る 英圃 人、 卽ち 

我國 在留の 英阈 商人 並に 英國々 敎會 派遣の- K 敎^ 等と は； 止 反對の 人物で ある、 英^人 は 近代の 猶太 人 

である、 共 多 數は禽 獸と偽 一；： 者、 而 かも 其 内に 時々 ジョン ソン あり、 力 I ライル あり、 リビング スト 

ン ありで ある、 而 して 彼等の： £ に 善人と 義人と が 齢い 丈け それ 丈け 之 等の 人が 责く ある、 英岗に 於け 

る 純 宗敎は 其 偽善 敎會に 於て 非す、 ジョ ン ソン を 以て 代表され たる 其 健全なる 文學に 於て ある- 愛す 

ベ き ド ク トル ，サム • ジョン ソン！ 

七月 五日 (水) 曇 引績き ジョン ソン 傳を樂 ^した、 自分 も 若し 英國に 生れたならば 純文學 者と 

なりて、 牧師 や H バン ジ H リストの 眞 似を爲 さすに おんだで あらう と 3 心 ふ、 然し 自分の 場合に 於て は 

止む を 得ない、 自分が 聖書 を 說くは 八， '口の 場合に 於て は 愛國的 義務で ある、 英國に 聖書が 在った から 

こそ ジ ヨンソン や 力 ー ライル の 如き 人物が 出た ので ある、 而 して 余 は 今 U の 日本に 於て 如 A 書 を說ぃ て 

數 年後の 日本に 同じ 様なる 淸潔 敢 なる 文士 を连 出せん と 欲する、 牧師 や 宜敎師 の 爲す事 を爲す は 

たなる 恥辱で ある、 然し 乍ら キリ ス トの爲 に 之 を 忍ばなければ ならない、 但し ジ ヨンソン に 傲 ひ敎き 

の 供す る 米 は 一 粒 も 貪 はす、 敎師の 給す るパ ンは 一 片も攝 ざる は 必要で ある。 

七月 六日 (木) 晴 終に 平和 博覽會 を： nj- た、 祖し 全部 は 見なかった、 半分 見た、 第二 會場 丈け 見 

た、 北海道^、 梓 太 蛇、 000. 孰れ も 面白かった が、 最も 面， H かった の は外國 館であった、 殊に HT 

に附 いたの は 諸外阈 出" i の 光學的 器械であった、 望遠鏡と 檢微 鏡であった、 我國に 於け る電氣 事業の 


發 達に 驚いた、 歸途番 町に 十七 年間 病の ii£ に 就ける 某老 姉妹と 彼女の 娘を訪 ふた、 我が 說く 福音が 少 

しなり とも 彼等 を 慰めつ k ある を 見て 感謝した、 叉 附近の 女子 英學塾 を參觀 し、 其 寄 生に して 大手 

町の 會員 たる 者の 歡迎を 受けて 嬉しかった。 

七月 七日 (金) 晴 暑氣强 くして 働き 得す、 半日を無5^^に過した、 天 に は 火星が： 1； じ 赤色の アン 

タレ スに 接近し 蝎座の タウ 號と 等邊 形の 三角 を 作り 見物で ある、 S も， 書 は 馬 可 傳ニ章 を 研究し 是れ亦 非 

常に 面白かった。 

お， 0 や  つの は す 

七月 八日 (土) 雨 昨日 母屋の 改築 を 始めた、 其 材料 は 明治 三十 二 年 角 答に 建てし もの、 同 四十 

年 之 を 柏木に 移して 4r 日に 至った ので ある、 誠に 粗末の 家で あるが 多くの 歷史の 籠って 居る 家で ある 

が 故に 之 を 菜つ るに 忍びす 再た び 改築す る 次第で ある、 經濟 上から 首へば 之 を 他に 拂 ひて 新たに 造る 

に 如かす と雖 も、 情から 言へば 之 を 保存した くなる、 我が 一 生の 事業の 成りし 古家で ある、 故に 貴く 

ある、 余 は 余の 一 生涯に 唯一 軒の 小屋 を 建て. -之を 一 一度 改築して 其內に 一 生 を 終りし 事に 成る ので あ 

る、 感謝で ある。 

七月 九日 (日) 1® 時々 驟雨 あり、 南風に て 蒸す。 今 井 館に 於け る禮 拜に滿 堂の 來會者 あり、 前 

龠 以上の 盛會 であった、 畔上 詩篇 rati 一、 三篇に 就て 講じ、 余 は 讚美歌 六 十八番 「ベ ッレ ヘム の 星」 

に 就て 少しく 語 つ た、 不相 變恩惠 溢る 、 の 聖日で あつ た。 
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七月 十日 (月) 雨 稅務署 より 呼 出されて 屮： 頭した、 山林 田畑、 貸金、 株券 等よりの 牧人 は ある 

乎と 問 はれた から そんな 者 はない と 答へ た、 職業 は 何かと 問 はれた から 基督 敎の 傳道師 であると 答へ 

た、 それならば 俸給が ある 害 だ 外國人 か敎會 から 棒 給 を 受けて 居る だら うと 問 はれた から 斷然 無い と 

答へ た、 若し さうならば 課稅 する 事 は 出来ない と 言 はれた から、 それ はさう であらう が 自分に は年牧 

八百圆 以上 ある は 確かで ある、 a 又 自分の 如き 他に 納稅の 義務 を 菜た すべき 事を敎 ふる 者が、 自身 免 

稅に與 かる の は 心苦し いから 縱 ヘリ 小額な りと も 納めさせて 吳れと 言 ふたら ば、 稅吏は 喜ん で 承諾し て 

？ SK れた、 余 は 日本 政府が 我等 救靈 の 業に 從 事す る 者に 對 して 甚だ 寬大 な る を 感謝した、 「貢 を受く ベ 

き 者に は 之に 貢ぎし、 稅を受 くべき 者に は 之に 稅」 すべし である (羅馬 書 十三 章 七 節)、 稅は國 家の 

保護 を受 くる 其 謝 II であると 思へば 之 を 拂ふは 辛くない。 

七月 十一 日 (火 一 曇 此 二三 日來舊 約に 於け る 新約に 就て 考 へた、 新約 は 明， 日に アダム、 アベル、 

ノア、 アブラハム 等の 事蹟に 於て 在る、 其 中心的 K 理は 神の 子の 贖， 5^ の 死で ある、 之 を 信す る 事に 由 

て 神が 人に 下し 給 ふ 最大の 恩 惠卽ち 永生が ある、 「神の 遺し k 者 を 信す る こと 是れ卽 ち 其 業な り」 で 

ある (約 翰 傳六章 二 九 節)、 傳道 1* 業 も社會 事業 もあった もので ない、 玆に 神の 業が あり 叉 人の 業が" 

ある、 人が 之 を 受け やうが 受けまい が、 其の 世に 現 はれた る 結果 は 如何で も 可い、 兹に 完全なる 救扬ー 

は旣に 成就 せられた の である、 M もぎぎ 又は 焦心 るに 及ばない、 何にも 汚れた る 我が 心 を 省 み て 失 S 土 

する に 及ばない、 唯 彼 を 仰ぎ奉れば 足りる ので ある、 鳴呼歡 喜の 極！ 〇 七月 號雜誌 成り、 感謝と 祈 


禱を 以て 發送 した。 

七月 十二 日 (水) 晴 書 齋の大 整现を 行った、 借りた 本 はすべ て 返した、 貰った 本 はすべ て 之 を 

同志に 買って 貰って 其 代金 を傳道 余の. 3: に 繰 人れ た、 斯 くして 數百 冊の 古本 を處 分して 書 齋が廣 々し 

た、 思想の 獨立は 貰った 本は讀 まざる より 始まる、 殊に 宗敎 本に 於て 然り である、 • 今や 敎勢擴 張の 爲 

に 宗敎本 の 施與が 盛に 行 はる. -此 時に 際し、 貰った 本 は 決して 讀 まざる べしとの 規則 は 之 を 厳格に 守 

つて 益す る 所が 多い、 自分の 信仰 を 他に 强 ふる は大 なる 惡 である、 我等 は米國 人に 倣って 求めざる 

に 書籍 を 他に 送って 此罪惡 を 犯して はならない、 余 は 今日まで 長らくの 問此 慈善に 與り、 心の 平安と 

信仰の 發 達と を 如何程 妨げられ しか 量り 知る 事が 出来ない、 自分が 金を拂 つて 買った 本の 外 は 決して 

讀 まざる べしとの 規則 はァ ブラ ハム • リン コル ンの 守りし 規則であって、 3： 人 も 守るべき 者で あると 

思 ふ。 

七月 十三 日 (木) 曇 東北の 風 吹きて 涼し。 英國 有名の 地现 學者ク レ メント . マ— カム 著 

ruKls こ r  sil2K.O  C 極地 探 檢史) を讀み 始め 非常に 面. c かった、 自分に は大 旅行 も大 登山 も屮 Z 来な 

いから 大探檢 {豕 の傳 記を讀 みて、 坐して 極地の 寒氣 に觸れ やうと して 此大 著述 を 求めた 次第で ある、 

S 季の讀 物と して 之に 勝 さる 者 は ある ま い 。 

七月 十四日 (金) 曇 朝 柏木の (1^ を 出て、 書生と 共に 昨年 同様 信 州淺間 山の 麓の 星の？ I に來 た、 
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休まん 爲と 働かん 爲と である、 山 も 川 も 鳥 も 草 も變る ことなくして 我等 を迎 へて 吳れ た、 此 夜の 靜け 

さと 云 ふたら 譬 ふるに 物がなかった， 昨年 九 = -此處 を 去って 以来の 本當の 休みで ある， 汽車 中に"： I.? 可 

* て 

俥 を？ S みつ、 ありし に 其 六 章 三十 一節が 此際 自分に 宛られ し 首 葉で あるかの 如くに 感じた、 n く  r ィ 

さび  し い 二 

H ス首ひ 給 ふ、 汝等人 を 避け、 寂しき 處に いざ 来りて 暫し息 へ」 と。 

七月 十五 日 (土) 晴 废 松の 林を拂 ふて， V 、來る 風：？ § しく、 之に バル サムの 香 加 はりて、 我が 一年 

-ri..:.  れい やどり  fco 

< -疲勞 を 一夜の 巾に 癒した るが 如くに 感 する、 芳切ゃ 鶴 と 宿 を 共に して 歌 は自づ から 我が 一勢 に 上る、 

年齢 は の數 ではない、 心の 狀態 である、 永遠 的 希&〜 ど懷 き、 宇宙 的歡直 〔に 盈ちて 人 はな 歳に なりて 

も靑 年で ある、 然 り小兒 である、 近頃 ネル ソン • ァ ンド リウと 云 ふ 人が 『靑 春の 發見』 と 題す る 書 

を 著 はして、 其 内に 「靑舂 は 神の 圃と 同じく 汝 等の 衷に 在り」 と 一一 一一 c ふた であるが、 洵に其 通りで あ 

る、 神の 子の の 暧ひを 信じ、 彼の 靈の 宿る 所と なりて、 永久の 春 は 我が 有で ある、 余 自身 は 今年 六 

トニ^ であるが、 余の 人生の プ p ス ぺクト (前途の t.po は 二十代の それと 少しも 異ならない、 キリス 

ト を：；： E する： 1S< 利益の 一 は 何時に なっても 若々 しく 在り 得る 事で ある。 

七月 十六 日 (日) 晴 最も 靜 かなる 安息日であった、 講演 を爲 ない 日曜日と て は 自分に 取り 滅多 

ビブ リカん レビ 》1 

にない I* である、 絲育發 ：，：： 『|^書評論』 に 蘇 格 jMS  .D  . ケ ー ンス 博士の r モ ー セの 生涯 を 以て 例證 

された る 神 C 攝现」 と 題す る說敎 を讀ん だ、 流石 は ジョン •  ノックスの 園 丈あって 木 常の 基督 敎の未 

だ^ ほ 結えざる 搴を 知って 嬉しかった、 最も 健全なる 思想 は 蘇 格 蘭より 来る、 力 ー ライル もリビ ング 


スト ンも ヒュ ー ム も^な 蘇 格 蘭人であった、 n 本の 淺問 山麓に 於て ケ ー ンス 先生の 説敎を 聞き、 之に 

共鳴し 得る の特權 は义大 なりと ：| 一 n ふべき である。 

七月 十七 日 (月) 晴 完全なる 休息 曰であった、 輕 井澤から^ 子さん と 文 子さん の姊 妹が _t ねて 

來て半 n 遊んで 歸 つた、 善く 遊んだ 日 は 善く 働いた n 丈け 有益で ある。 

七月 十八 日 (火) 半晴 へ 一!! しい 善き 曰で ある、 共 觀福昔 書 問題に 沒 頭して 居る、 t 右し 高等 批 g:, が 

I？ ふる 某 督敎が 本當の 者で あるたら ば、 * 督敎 は： E んと 川の 齢ない 宗敎 ではない 乎、 斯んな 者 を 信す 

る爲に 貧困と 迫害と を 冒す 必要 は 少しもない、 余 は 宣教師 や 敎會と は 何の 干 はる 所 はない が、 余の 信 

する 基督 敎は やはり 舊ぃ 十字架の； i 昔で ある、 然し 近代 人の 聖書 研究 も 亦 之 を學ん で大に 益す る 所な 

き 能 はすで ある。 

七月 十九 日 (水) 半晴 朝 五 時に 起き 半日 か、 つて 雜 誌の 編輯 半ば 以上 を 終へ、 之 を 東京の 印刷 

所に.：. ばって 大 なる 緩和 を覺 えた、 何 に 居っても 此事 丈け は爲 さなくて はならない、 而 して 义爲す 事 

が大 なる 快樂 である。 

七月 二十日 (木) 晴 昨夜 { や： 晴れ、 高原の 星 舰きは 特別であった、 木星が 淺 gl 山に 沒 せし 頃、 火 

-  ちゃつ ち A  なら  きらめ  そら 

ai- は 赤き 提掛の 如くに アン タレスと：！ 組んで 煌いた、 而 して 透 通りた る 靑黑き i 仝 を 天の河が、 北 はカシ 
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ォ ビヤより 南 は 射手座まで. 0： 雲の 棚引く が 如くに 流れし 光景 は 莊嚴と 云 ふより 外に 首 葉がなかった、 

之 を 見る 丈け に此 地に 來る價 値が 充分に ある。 

七月 二十 一日 (金) 晴 興味 無い 者と て 聖書の 批評 的 研究の 如き はない、 近頃 讀 みし 高等 批評の 

憶説 一 一 ーを擧 げんに 曰く 「ィ H スが遽 に ガリ ラャ傳 道を廢 めて ヘル モン 山麓に 退きし は、 弟子 等の 

ユダヤ 巡敎 中に 神の 國の 奇跡的 出現 を 期待せ しも 其 事な かりし に 失望せ し 故な り」 と、 叉 曰く 「ルカ 

が 使徒 行 傳を著 はせ しはネ n I 帝の 法廷に 引出されし バウ B を 辯 護 せんが 爲 なり」 と斯 かる 惊說を 幾 

許 聞かされても 我が 靈魂は 少しも 奮起し ない、 聖書 は 生命の 書で あるが 故に、 之 を 批評 的に 解剖して 

其 意味 は 消えて 了 ふので ある、 斯んな もの を讀 むよりも 天然 科 事 を學ぶ 方が 遙に增 しで ある、 『家— 庭 

大學 叢書』 中 K  •  K  • マレ ット 氏の ベ ンに 成る 『人類 學』 の 一 冊 は 多くの 暗示 を 供す る 書で ある、 

「人類 擧は 進化の 思想 を 以て 刺激され 又充實 された る 人類 歷史 の全體 である、 進化の 道程に 在る 人類 

,1 是が 人類 學 全部に 涉 りたる 研究の 題目で ある 云々」 と、 信仰 は 信仰、 擧 問は學 問、 學問 化した る 信 

仰 (高等 批評 は是 である) は 信仰 化した る學問 丈け 其れ丈け 無用 有害で ある、 紙の 價値 ほど も 無い と 

稱 すべき 者 は 近代 人の 聖書 研究で ある。 

七月 二十 二日 (土) 晴 馬 太 傳廿四 章 並に 馬可傳 十三 章に 關 する 批評家の 註解 を讀ん だ、 何の 事 

やら 少しも 解らない、 彼等 は 我國の 近代 人の 如くに、 キリストに 敎 へられん と 欲せす して、 自分の 說 

を 彼に 强 ひんと して 居る、 曰く 「先生、 責下 はさう 信じ やう 害はありません、 かう 信すべき であり ま 


す」 と、 實に 我儘 勝手なる 者に して 令の 近代 人の 如き はない、 而 して 所謂 高等 批評 は 近代 人の 精神 を 

以てする 聖書 研究で ある、 斯 んな價 値ない 者 はない、 而 して 彼等 は 彼等の 頼む 高等 知識 を 以てして 聖 

書 を 解す る こと は 出来ない が、 聖書 は 彼等 を 解して 誤らない、 「ィ H ス 答へ て 曰 ひける は汝等 人に 欺 

かれざる やう 慎めよ、 そ は 多くの 人我が 名 を 冒し 來り我 は キリ ス ト たりと 言 ひて 多くの 人 を 欺くべし 

…… 此時 多くの 者礙き 且つ 互に 附し 互に 憾む べし、 また 僞預首 者 起り て 多くの 人 を 欺くべし、 また 不 

法盈 るに 因りて 多くの 人の 愛情 冷 かになる べし、 然れ ども 終まで 忍ぶ 者 は 救 はる、 事 を 得ん」 と (馬 

太傳： 四 章 四 I 十三 節)、 我儘 勝手の 人出で 不法 世に 盈 るに 至らん と、 是れ 近代 人 跌厦の 今日の 狀態 

である、 然し 恐る、 に 足りない、 斯く あるべし と は 主の 預言し 給 ひし 所で ある。 

七月 二十 三日 (日) 晴 山莊に 於て 小 集會を 開いた、 來 會者輕 井澤、 小 諸、 御代田より 十二 人 あ 

つた、 其 內 に 良友 米 國人ヮ ー タ ハウス 老人 もあった、 自分 は 約 翰 傳五章 三十 九 節 を 講じた、 會後晝 飯 

を 共に し、 賑 かなる 兄弟 的會 合であった。 

七月 二十四日 (月) 晴 昨日の 集き にて 少しく 疲れた、 翁 ハガキ 十 數枚を 書く 事と 他に を 釣る 

事の 外に 何事 を も爲し 得なかった、 人類 學に 「人種」 の 一章 を讀ん だ、 「人類 學 的に 觀 察した 人種な 

る 者 は 目下の 處 劃然たる 或 物と して 存 せす」 との 事で ある、 卽ち 人類 學 的に 觀 察して 「神 はすべ ての 

民 を 一 の 血より 造り 悉く 地の 全面に 住まし め 給へ り」 との バウ a の 一一 一一 口 を 否定す る 事が 出来ない ので あ 

る (行 傳ト七 章 二十 六 節)、 其 蘊奥に 達して 科學も 宗敎も 同じ 事 を 語る ので ある。 


H 々の 生涯  六 ニー 

七月 二十 五日 (火) 半晴 栃木 縣鈴木 保 一 郞の通 に：：： く  R ガ 働の ^ を 5£ て 今朝 『研究 誌』 を讀 

みま— た、 七 =^號、 誠に 现義 明徹、 渾 熟した る もの、 緊 ；^、  ：^^實、 靳の 如き 讀み物 は n 本に 於て M 處 

に られ ませ-つか、 小生 は 神様が 先生の 上に^ 多くの 靡 を 置き 給 ふて 此喜 ばし き、 備 はれる、 ^しき 

近を宜 ぶる 時の 長 からん 事の 切なる 祈り を 捧げました 云々」、 勞 働の 子に して 本誌 初 1, 凡 以来の 讀 ik; た 

る此友 の 一一 m は大な る 慰藉 を與 ふる：！！^ である、 書 は锹を 乎に しながら 讀ん で ルな 味が おも； S く 解 る、 

鈴 木 君の 如き は此 I おも 多く 惠 まれた る 地位に 置かれた る 者で あると 思 ふ。 豫 wsi 早 研究の 爲め歐 米 遊 

學 中の 星 野醫學 卜： 紐 育發の 通信の 一節に 门 く 「 …… 此頃は n 木の？ Iw い 所、 ， 美しい 所、 使命と する 所が 

よく 解る やうに なりました、 桑 港で 會 つた スト ー. チ博 上が 「米 國人は 決して 靈 的で も宗敎 的で も あり 

ません よ、 n 本人の 方が 優って ゐ ます」 と 申された の は n 木最 5^ の 同氏の 一一-一口 だからと は 一 W へません」 

と 0 


七月 二十 六日 (水) 霧 「口々 の 生 5^」 も餘 りに 長く 綾き たれば 玆に之 を 「一日 一生」 と 改題す 

る (^し^たや 三お 二十 六：：：、；：： 降、 再び 「= 々の 生涯」 の 題名に (隹歸 す —編者)、 然し 記す 所 は變ら ない、 一平 

：;;^ 徒の 平凡なる 生 泥の 記錄 である、 神に 依る 生 泥で あれば 星ゃ艸 木の それと 同じく 平凡なら ざらん と 

欲する も 得ない、 ^に大 ならん と 欲する の 野心 は 疾に之 を 十字架に 釘け たので あれば 信者の 生涯に 花 

花し き 事の 在り やう 害がない、 リに= に 神に 導かれ 行く、 嗚呼 其の 樂 さよ、 善 は 勿論 善く ある、 惡も 


亦 善く ある、 凡ての 事が 悉く 共に 働きて を爲 すと いふので ある、 斯くて 毎 n が 意味 深き 一 生で ある、 

無意義の 日と て は 一 日 もない、 仕事 は. 乎に 餘る程 ある、 然れ ども < がない、 知識欲 は靑年 時代と 少し 

も 異ならない、 毎 曰 何に か大眞 理を發 見す る、 全世界が 我が 活動の 舞臺 である、 人類に 關 する 事に し 

て 一 として 我に 感興 を 起さ る 者 はない、 而 して 我が 常時の 歡びは 我が 主ィ H ス キリストで ある、 

「我が 歡び 我が み、 我が 生命の 主、 晝た& へ 夜うた ひて、 なほ 足らぬ を 思 ふ」 と は 文字通りに IJ^HW 

あした  ゆ- フべ 

である (讚美歌 二百 ra 十六 番)、 まことに 一 日 一 生で ある、 朝に 道 を 聞いて 夕に 死す とも 可な りと 一 K 

ふが、 主ィ H スを 信す るの 一 日 は 信ぜざる の 百年に も 勝りて 福 ひで ある、 而 して 此の 生涯 を 何年 續け 

やうと 此 幸福 は 絶えない ので ある、 信者の 生： 泥 其 物が 讚美歌で ある、 我がべ ンが 我が 乎より 落る 時 ま 

で 此 讚美歌 は繼 緩す るので ある。 

七月 二十 七日 (木) 霧 馬可傳 十五 章 を 研究した、 ハガキ 八 枚 書いた、 雜誌 原稿 一賀 分 を 作った、 

書生と 共に 德川 家康と 大久保 彥左衞 門、 太 閥 秀吉と 曾呂利 新充衞 門に 就て 語った、 叉 宿の 支配人と 山 

地 利 ffl 法に 就て 話した、 其 他 小川の 畔に野 花 を 摘と り、 鶴 雄 5 の 行動 を觀 察した、 まことに 樂 しき 有益 

なる  一 ：n であった。 

七月 二十 八日 (金) 晷 n 久 板り にて Jil 可傳を 研究して 大 なる 能力の 我 靈に加 はるを 覺 えた、 A ぶ は 

害 生に 4H: げてー H ふた，、 「驚くべき は sffi 曰で ある、 余 は 明治 トー 年、 八，'ょりg:十.^^-年前、  < ；-が 十八 歳の 

時に. 初めて 此馬 可傳 を讀ん だ、 而 して 六十 二 歳の 八， ョ、 之 を 讀んで 更らに  一 i! 其 深味 を感 する のは是 


れ 何が 故で あらう、 余の 一生に 於て 余が 耽讀 した 書 は 幾 個 もあった、 然し 三度 以上 讀んだ 書と てはダ 

1 ウィンの 『種の 原始』 とギゾ ー の 文明 史 との 外に は 無い、 然るに 聖書 は 全然 例外で ある、 聖書 殊に 

新約聖書 は 何十 囘讀ん だか 知らない、 而 して 讀 めば 讀む程 興味が 加 はり、 新ら しき 眞理 を發 見す る、 

殊に 四 福音書に 至て は 其 深さ は 到底 測る ことが 出来ない、 人が 其 一 生に 於て 擧 ぶべき 傳記は 唯一 つ あ 

る、 ィ ェ ス キリストの 傳是 である、 僅に 三十 三 歳 を 2^ て 其 一 生 を 終りし 此ナザ レ 人の 傳、 是は 學んで 

學び盡 す ことの 出来ない 傳記 である、 彼 は單の 人で あらう 乎、 神の 子と 稱 ふより 他に 稱ふ 事の 出来な 

い 人で ある、 嗚呼 深い 哉、 深い 哉、 人生 何が 幸 ひで あると て 青年時代に 聖書に 親しむ を 得し 幸福に 優 

さる 者 はない 云々」 と、 書生 大に感 する 所 ありし が 如し、 依て 新刊 英文 馬可傳 註解 書 一 冊 を 買 求めて、 

之 を 彼に 與 へ て 其 研究心 を勵 ました U 

七月 二十 九日 (土) 晴 引績き 人類 學を讀 みて 多大の 興味 を 感じた、 明日の 說敎の 準備 を爲 した、 

^立 比 書 四 章 十 一 節が 終日 我心に 響きて 聞え た" 

ヒ月 三十日 (日) 青 忙しい 日であった、 朝 は 男女 十六 七 名の 來會者 あり、 余 は 創世記 九 章 十二 

:i 七 is、  ^-示錄四章ニ、 三 節に 由り 「虹の 意味」 に 就て 語った、 午後 は輕 井澤より ヮ ー ク ー ハウス、 

ウッド ヮ ー スのニ 老人の 訪問 あり、 二 時間に 涉 り快談 した、 ヮ氏は 七十 二 歳、 ゥ氏は 六十 六 歳、 余 は 

六十 一 一^であって 齢から 云へば 三 老人の 會 合であった、 然し 乍ら 談話の 題目 並に 調子より 云へば 三靑 

年の 围 合であった、 我等 は 二 時間に 涉り 笑ひ績 けた、 其內ゥ 氏が 最も 笑談の 材料に 富んで ゐる 事が 判 


つた、 我等 は 小兒の 如き 祈禱を 共に 爲 して 別れた、 二 老人が 自轉 車に 乘り 元氣 好く 歸途に 就きし を 送 

つ て 後に 間もなく、 チヤ プ マ ン とラ マ ッ ト なる 今度 は 本 當のー ー靑年 {ul 敎師の 訪問 を 受けた、 我等 は 一 

時間の 談話 を 交へ て 後に 別れた、 青年 は靑年 として 好し、 老人 は 老人と して 良し、 然し 乍ら 老人に し 

靑 年なる は 最も 宜し、 ィ H スの爲 に 大事 業を爲 さんと 欲する 野心に 至って は 我等の 間に 青年と 老人 

との IHM^ は 更らに 無い。 〇此 日 書生 東京に 歸り、 家族の 者 は 未だ 来らす、 自分 一人 残されて 甚だ 淋し 

く 感じた、 久々 振りに て 自分で 自分の 食物 を 調理し、 臺 所に 立ちて 食器 を 洗 ひ、 雨戶を 閉め、 布圑を 

敷き、 獨 りで 眠に 就いた、 三十 六 年 前の アマ スト 時代の 經驗を 想 出す、 獨身 者の 簡易 生活の 快 樂は又 

特別で ある。 

七月 三十 一日 へ 月) 晴 & ビンソン • ク ルッソ ー 的の 一人 生活で ある、 簡 i5f なる 朝飯 を 作る に 二 

時 問 を 費した、 最も 其內 三十 分は蠅 征伐に 費した、 之で は 到底 他の 仕事の 出来ない 事を覺 つた、 家の 

女中に 對し 厚き 同情 を 表する、 彼女 は 毎日 臺 所に 働いて 我が 事業 を 助けて 吳れ るので ある、 彼女な く 

し て 傳道も 著述 も 出来な いので ある。 

. ^月 一日 (火) 青 引續き 單獨の 一 日 を 送った、 靜 なる 生産 的の 一 日であった、 K  •  R  • マ レツ 

ト著 『人類 學』 を讀 了った、 近頃 讀 みし 書の 中で 最も 有益に 感ぜし 者の 一 である、 著者 は 勿論 進化論 

者. である、 然し 乍ら 人類 を單に 環境の 產物 として 取极 はない、 凡そ 二十 五 萬 年 程 前に 人類が 初めて 地 

上に 現 はれし 時に 彼に 旣に來 *1 を みし 其？ _ は が あると 云 ふ、 何れに しろ 感情に 流れ 易き 宗敎 論に 非 

1 九-ニニ 年-  六 1 五 


すして、 な靜 なる 科學 者の 立場より 人類の 原始と デス チ 一一 ー と を 論す る 所に、 余に 取りて は 多大の 慰 

安と 興味と が ある、 余 の 心の 平安 を紊す 者に して 全然 主觀的 立場に 立ちて 萬 事 萬 物 を 批判す る 宗敎家 

の提 llr の 如き は 無い。 

八月 二日 (水) 曇 引續 き單獨 である、 書く 事と 讀む 事の 外 は 何もない、 然し 書く 事と 讀む 事と 

はいくら でも ある、 斯んな 事 を 思 ふた、 日本人 は駄 口 である、 西洋人 は 駄目で ある、 人 は 皆ん な 駄目 

である、 人 は 人を滿 足させる 事 は 出来ない、 然し 祌は 完全で ある、 神と 偕に 在って 我は滿 足で ある、 

而 して 祌に滿 足させられて 日本人 も 西洋人 も、 人と 云 ふ 人 は 何ん な 人で も 皆ん な 善くなる、 人の 善惡 

の 問題で ない、 神の 無の それで ある、. 祌 さへ 我と 共に 在 ませば 我に 不足 は 何もない、 神 第一 である、 

餘は 何う でも い 、 然し 注意した い と惡人 俗人 の 騙す 所と な る、 此 世と 敎會と は 我が 聖善 の 歡喜ま で 

を 利用 せんとす る、 故に 交際 は 成るべく 避けて ffi- 獨は 成るべく 求むべき である。 

八月 三日 (木) 曇 淨山讀 み、 澤山 書き、 澤山 働いた、 話し相手 は 一 人 もな く、 靜肅の 極みで あ 

る、 と杜 Si と 鶴^と 宿 を 共に して 我心 は 平安なら ざる を 得ない、 人類 は 初めて 地球 面 上 何 處に現 は 
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れ たので あらう 乎、 アダム は 確に 最初の 人で はない、 人類の 救 濟史に 現 はれた る 最初の 人物で ある、 

宗敎と 道德と 何れが 大切で ある 乎、 斯う 云 ふ 問題が 我が 頭腦を 往復す る、 何れに しろ 人 を 離れて 獨り 

で居る^？^-の如何に幸福なる乎を感する、 變貌の 山に 於け るべ テ a の 如くに 「我等 此 所に 居る は 善し」 

と 言 ひたくなる、 復び 罪の 街なる 都 * 殊に 其 宗敎界 に歸ら ねばならぬ 乎と 思 ふと 悲しくなる、 W 故 水 


雞ゃ 黄鳥 や 翠と w 時まで も 共に 居る 事が 屮 z 來な いので ある 乎、 誰が 宗敎界 の複ゃ 蟻に 近づく こと を 

命じた ので ある 乎、 自分な がらに 解らない、 何れに しろ 聖書と 科 舉書ー 冊の 外 は 何も 持た すして 河 逢 

に獨り 棲む の聖 快と 云 ふたら ば 譬 ふるに 物な しで ある。 

八月 四日 (金) 晴 ：£ 木より 主 ^1 と 姪と が來 た、 是で S 早獨の 生涯が 終った、 五 n 报り にて 女の 調 

へた 食饌に 就いた、 惡 くはなかった。 

八月 五日 (土) 晴 輕 井澤に 行いた、 先づ チャプマン 11« を訪 ふて 演說 原稿の タイプ ライ チン グを 

依賴 した、 次に 同氏に 伴 はれ、 ヮ ー タ ハウス 老人 も 同道して 幅 井 滞在の ラモット 君 を訪ひ 一時間 談じ 

た、 町に 出て 多くの 知人に 遭 ふた、 靑山學 院の老 チャプマン 君、 書類 會 社の ブレイ スゥ H 1 ト 夫人、 

札幌の a 1 ラ ンド君 等と 何れも 堅き 握 乎 を 交換した、 英米宜 敎師屮 に 知人の 多い 事に 自分な がらに 驚 

いた、 正午 少し 過ぎ 杏 掛の山 莊に歸 つた、 殘り 半日 は雜 誌の 校正に 費した、 山に 在ても 閑暇と ては殆 

ん どない。 

八月 六日 (日) 晴 暑い 日であった、 朝の集参を公開した所來會者^f^^老若十七人ぁり、 3!- 持の 

好い 集會 であった、 自分 は 「貧者の 幸福」 に 就て 語った、 此 n 期せす して 內 外の 友人より 種々 の 愛の 

贈與 あり、 感謝 は 一 時に 我心に 溢れた、 基督 者の 生 泥に 聖く樂 しく 守りた る 安息日 ほど 贵ぃ者 はない、 

今日 も 亦た しかに 其の 一 日であった。 


n! 々の 生涯  六 一八 

月 七日 (月) 晴 電報の 誤りに て 三 谷 民 子 女史 今朝 三時 四十 五分^ 掛驛 着と 聞き、 三時 床 を 出 

て 彼女 を迎 へんと て 夜途を 獨り驛 へと 急いだ、 夏の オラ ィォ ン星は 七 個 揃 ふて 水平線より 屮：； たばかり- 

月 は淺問 山頂に 懸 りて 得 も 雷 はれぬ 壯觀 であった、 彼女 は 其 汽車で は來 なかった、 然し 彼女の 故を以 

て 夏の 拂曉 の參 宿と 昴 宿と 其 附近の 星座 を 見た、 其れ丈け が 充分の 報酬であった、 彼女 は 次ぎの 汽車 

で 来た、 而 して 我等と 朝 敬 を 共に して 又 其 次ぎの 汽車で 山 田の 溫 泉に 行いた。 

八月へ 日 (火) 晴 大學の 小 野 塚 博士 並に 夫人に 招かれて 輕 井澤なる 同氏の 训 莊を訪 ふた、 晝食 

の饗 應に與 り雜談 三時 間に 涉り、 有益 且偸 快であった、 途中 父 多くの 知人に/ぼ ふた、 夏の 輕 井澤 は 余 

の 如き 者に 取りても 最良の 交際 場で ある、 此 所に 來て 遁 生活 を 押 通す 事 は 出来ない、 汽車に 乘ても _ 

首 一 を 歩いても 「アナ タは. 村 先生です 乎」 と 云 ふ 者、 Mr.  uchimura,  I  suppose と 云 ひて 聲を 懸け 

て？ ^れる 者が 絕 えない、 輕 井澤に 來て余 も 亦 「社交的 動物」 の 一頭と 化する ので ある。 

八月 九日 (水) 半晴 稍 や 涼し、 明日の 英語 演說の 準備に て 忙し、 斯んな 約束 を爲 すべく 餘 儀な _ 

くせられ た 事 を悔ん だ、 余は獨 りで 置いて 貰 ひたい、 演說に引5^さる、は迷惑至棰でぁる。 

八月 十日 (木) 晴 遂々 引出されて 輕 井澤 西洋人 會 堂の 高 壇に 登った、 祌學 博士  C  -  A  .  n— ガ 

ンの 主會の 下に、 神學 博士 H  -E  • ウッド ヮ ー スの後 を 受けて 英語 演說 を爲 したので ある、 實に 辛ら 


い 事であった、 預言 會議 並に 猶太 人 改信祈 禱團の 主催になる 集會の 事で あれば、 之に 因め る 題に 就て 

演說 するべく 餘儀 たくせられた、 〈ぷは 『猶太 人と 日本人』 なる 題 を 選んだ、 聽衆は 主に 西洋人で 凡そ 

百 三十 人、 余の 講演 は朗讀 演說で 二十 分 足らす、 終って 多くの 人達に 賞め られ た、 自分に は 少しく 英 

語の 複習 を爲 した 外に 何の 益 もなかった、 唯 自分に 對 する 宣教師の 惡意を 少しな りと 除く を 得 たれば 

夫れ 丈け が 益であった、 「我に 逆 はざる 者 は 我が 味方な り」 である、 暑中の 英語 演說も 全く 無益で な 

かった かと 信す る、 他に 二三の 米國 人に 捉 まり、 布敎上 多くの 事 を 聞かれて、 午後 五 時半 ガッ カリ 疲 

れて沓 掛の山 莊に歸 つた。 

.^-月十 一 日 (金) 午後 雷雨 あり。 今日 も 亦 朝から 輕 井澤に 引出された、 輕 井澤 ホテルに 於て 

ヮ ー タ ー ハウス 老人 司會の 下に 催されし 聖書 敎授法 研究 會に 出席した、 來會者 は 一 一人 を 除く 外 はすべ 

て 西洋人で 凡そ 五十人あった、 主なる 喋 言 者 は 余 自身であった、 余 は 一時間 餘に涉 り、 余の 聖書 敎授 

法に 就て 說 明し、 後 は來會 者の 種々 雜 多なる 質問 を 受けた、 英語で 話す の は 昨日 同様 辛ら くあった が、 

昨日よりも 遙に滿 足なる 會 合であった、 聽衆 も遙に 善く、 質問 はすべ て眞 面目であった、 會を 終へ て 

後に G  . K  • チヤ プン 君に 晝 食に 招かれた、 米國 プリンストン 大學 實地祌 學敎授 H ルド マン 博士と 席 

を 共に する を 得て 茶 だ 楡 快であった、 日本に 於け る 基督教の 狀 態に 就て 犬に 博士に 訴 ふる 所があった、 

然し 信仰 墮落は 今や 日米 共通で あれば 博士 も 如何と もす る 能 はざる やうに 見受けた、 余が 舉 びし ァ マ 

スト 大學 すら 今や 不信者の 學校 であると 聞いて 驚いた、 許 多の 米國宣 敎師は 布教の 爲に 日本に 來て居 

るが 米國其 物に 於て は 本當の 基督 敎は 消えつ、 ある、 畢竞る所博士に！^^へた所が效カは甚だ鈔ぃと信 
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する、 賴 るべき は 神と 己と 己と 主義；^ 仰 を 共に する 少數の 同志と である、 午後 三時 辭 して 沓掛 の山莊 

に歸 つた、 是で輕 井澤と 西洋人と を 終った、 是れ からが 自分の 仕事で ある、 昨日 輕 井澤の テ 一一 スコ ー 

トの 傍に 於て 舊 知の 寅 敎師サ 太 君に 遭うた 所、 同 君 は 余に 向って 曰 ふた 「君 は宜 教師 は 嫌 ひだが 東京に 

歸 つたら 余 を 訪ね 給へ」 と、 嫌 ひと 知ったら 斯ん なに 使って eK れ なければ 更に 有難い、 余は敎 きと 宜 

敎師と を援け しめらる、 も、 敎會と 宣敎師 と は 余を援 けて 5:<れ ない、 然り 彼等 は 余を援 ける 事が 出來 

ない、 敎 會を援 けて 益す る 所 は 唯 僅に 彼等に 惡ロ せらる k 事 を 少しく 滅 する 位 ゐが 頂上で ある、 情な 

い 基督 敎界 である。 

八月 十二 日 (土) 晴 二日 間の 精神的 K ぶ 働で 大分に 疲れた、 高山 紳吾君 東京より 來り大 なる 慰安 

であった。 

八月 十三 日 (日) 晴 & れ會屮 I 席 者 二十 五 人 あり、 頗る 盛會 であった、 『苦しみに 勝つ の途』 と 題 

し、 太傳 十二-. f 廿八節 以下に 就て 講じた、 旅館より オルガン を 借 受け、 輕 井澤より 来りし 某姊 妹に 

彈 いて 貰 ひ、 山と 谷と に 響かせ、 聲 高らかに 讚美 を唱 へて 楡 快であった。 〇 午後 五 時 高山 君と 共に 杏 

掛 驛を發 し、 高 崎に て大 雷雨に 會し、 十 時半 柏木に 歸 つた" 

八月 十四日 (月) 半晴 改築の 楝上式 を 行った、 屋上 高く 十字架 を 揚げ 之に 記入して 闩 ふた 「H 

ホバ 〔永 を 建て 給 ふに あらす ば 建る 者の 勤勞は 《仝し」 と (詩 第 百 廿七篇 )、 又 日く 「中央に 福音 を唱ふ 


る 事 三年、 今や 羅馬書 を 終へ て キリスト 傳に 人らん とす」 と、 職人 一 同 我 (k ぶの r ャソ」 なる を 承認し、 

酒 一滴 を飮 ます、 唯 拍手して 祝意 を 表して 吳れ た、 我れ 十字架 を 恥と せ ざれば 人 は 却て 我 を 尊敬して 

、れ る、 信仰の 證 明は靳 かる 機 食 を 利用しても 亦爲 すべ きで ある。 

八月 十五 日 (火) 雨 雜誌 編輯が 一 日の 仕事であった、 汗 は 紙上に 滴れ、 仲々 の苦勞 であった、 

都人と 苦熱 を 共に する は 我に 取り 善き 事で ある。 〇 山桝 船長、 南米 航路より 歸り、 ぺ ンギン^！：！の剝製、 

アルパカ 毛の 下敷 其 他の 珍品 を 持歸り 吳れ、 柏木の 家が 大に賑 やった、 桑 港 金 門より 遠から ざる 所に 

於て 彼の 船と 他の 米 船と 衝突し、 ー髮 の， おな にて 死と 恥辱と を 免 かれし 海上 生活 者の 實驗を 聞き、 自 

分 自身に 大 なる 攝 理の聖 手の 加 はりし が 如くに 感じ、 彼と 共に 感謝 を頒 つた、 同時に 益々 同志の 世界 

的 發展の 必要 を 感じた、 自今 大に 世界の 平和的 征服に 努力すべく 決心した。 

八月 十六 日 (水) 晴 不 相變此 世の 細事に 悔 まさる、 山に 在る こと 一ヶ月、 聖書と：. K 然に 人界を 

忘れ、 俗事 を 聞かす、 醜 事 を. 耳に せ ざり しに、 一 たび 人の 都なる 口 本の バ ビ 口 ンに SI り來れ ば、 悲憤、 

00. 哀痛の 切々 として 我 身に 迫り 來る を覺 ゆ、 變貌の 山 を 降り 来りし 主と 其 弟子と が 山 F に 病 者が 

彼等の 歸り來 る を 待ち受けし 狀が思 ひ やられる、 「瞎 信な き 曲れ る 世なる 哉、 我れ 何時まで 汝等を 忍 

ばん や、 彼 を 我に 携 来れ」 と 主 は 一一 目 ひ 給 ふた、 余 は 「噫 信な き 曲れ る 世なる 哉」 と は 言 ふ 事が 出来る 

が、 「病 者 を 我に 携 来れ」 と 言 ふ 事 は 出来ない、 山ょり降り來りて余は！1^!熟と悲痛と無カとに惱むの 

みで ある 0 


八月 十七 日 (木) 晴 暑^ll强し、 無禮 なる 茶 敎き 所屬女 傳道師 との 應對、 改築に 從事 する 職人 間 

の 不和の 仲裁、 地主の 地代 値上げの. 婴 求に 對 する 談判 等に 殆んど 全日 を 費した、 「噫 信な き 曲れ る 世 

なる 哉」 である。 

. ^月 十.； -日 (金) 晴 引續き 暑い 曰で ある、 箱 根 講演 を 漸く 書き上げた、 暑中の 講演 は 決して 有 

難くない、 然し 斷 つても 敎會は 免して 吳れ ない、 無理に 斷 はれば 不熱心 不親切 と 雷 つて 惡 口され る、 

キリストの 幅 昔を說 くこと であれば 説敎其 物が 愉樂 である、 そして そこが 敎 會の附 込む 所で ある、 喜 

しで皮等こ^？^^こされゃぅ。 〇 呆れる の は 日本の 勞働 者で ある、 高い 日當を 取りながら 働く こと は 一 

口に 六 時間と は あるまい、 朝遲く 來リ、 午前の 煙草 休み あり、 午後の 「お八」 あり、 而 して 晝 食後の 

長い 休息が ある、 彼等が 受 くる 給料より 計算して 彼等 は 世界 最高の 勞働 を賣る 者で は あるまい か、 而 

して 世 は 雇主の 横暴 を 憤る も 被 雇人の 慷 惰を责 めない、 彼等 は 弱い からで あると 云 ふ、 此の 情の 日本 

國に 在りて は强 者と なる は 最大の 不幸で ある、 日本人 は 情に 與 して 義 に反對 する、 如斯 くにして 日本 

國 は社會 の根抵 より 滅びつ、 あるので は あるまい 乎、 語る も 無益で ある、 然し 信す るが 儘 を玆に 書き 

記して 置く。 

八月 十九 日 (土) 晴 箱 根 强羅へ 行いた。 平信徒 修養 會に 日曜日の 說 敎を爲 さんが 爲 である、 二 

年 振りの 登山で ある、 日本 國立 公園に 擬 せられた る 此地は 今や 俗化して 日光 同様 俗人の 遊園地と なり 


つ V ある、 天然 も 風景 もあった もので はない、 詩 も 歌 も 出ない、 慾の 深い 日本人 等が 美 はしき 天然 を 

利用して 金儲け を爲 しつ k あるに 過ぎない、 日本 は 益々 藤な 國に 成りつ 、ある。 

rr- 月 二十日 (日) 晴 箱 根 强羅星 刖莊に 於て 馬 可 傳十章 四十 五. 節に 就て 講じた、 來會者 九十 名餘 

り、 箱 根 丈け ありて 所謂 上流 社 食の 人々 の來聽 もあった、 暑く つて 體が 汗で ビッシ ヨリに 成った、 暑 

中斯ん たに 一生懸命に 成りて 秋からの 仕事が 心懸 りであった、 午後 は來舎 者の 質問 會 があった、 五 時 

山 を 下り 相 模灣の 風に 吹かれながら 九 時 柏木に 歸 つた、 福音 を說 いて 約束 を充 たした と 云 ふ 事 丈け が 

此 苦しい 役目より 來 りし 唯一 の滿 足であった。 

.^-月ニ十| 日 (月) 晴 朝 十 時 家 を 出で、 六 時 沓掛の 山莊に 着いた、 途中 車 內の溫 度 九十 九 度に 

達し、 堪へ 難き 暑さであった、 高原の 涼風に 八日 間の 苦 熟 を 忘れた、 畔上、 木曾傳 道の 歸途、 此 地に 

を 待 受けた、 共に 傳 道の 將來に 就て 相談した、 神戶ー の 谷の 神 田 繁太郞 君 其 (糸 族と 共に 來り會 し、 

是れ叉 犬なる 喜びであった、 箱 根より 柏木 を 經て淺 問 山 下の 沓掛 まで、 到る 處に 同志の 我を迎 ふる あ 

り， 感謝すべき 事で ある。 

月 二十 二日 (火) 晴 高原の 涼風に 浸され 樂 園に 在る の感 あり、 十日 振りに て讀書 欲が 出た、 

A  - E  . ガー ヴィ ー 氏 著の 路加 傳論 を讀み 大に敎 へらる \ 所があった、 愛すべき ルカ 先生よ、 科學者 

で 詩人で 歷史 家で、 其 上に バウ a 主義の 基督 者で ある、 斯んな 人が 叉と 復 たび 世に出 づる であらう 乎 
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斯んな 人に. S て 書かれた る キリスト 傳 ありと は赏に 感謝すべき I である、 ルカ 先生と 共に^る - H は 

入， 口の 敎會叉 は 信者と 共に 在る 百 口よりも 益 多く ある。 

八月 二十 三日 (水) 曇 午後 IS 雨 あり。 叉復輕 井澤に 行いた、 舊札 幌農學 校 創設者 故ゥ イリヤ ム. 

S  • クラ ー ク 氏の 孫に 當る 同名の 若き 米國純 士に會 はん 爲 であった、 故人に 對 する 尊敬 を 表する の途 

であると^ じたから である、 山 莊に歸 つて 大分に 疲 勞を覺 えた、 數日來 の 過 勞の結 であると 信す る、 

義现に 騒ら れて 健：^ に 害 ありと 知りつ k 他の •= ^求に 應 する、 此は 決して 宜ぃ ではない、 余 自身が 口 

本人で あって 矢張り 情の 人で あ る、 今より 後 は， 意 を 決して 義の 人と 成り 情 實は斷 然之を 排斥す ベ きで 

ある- 然らざれば余は終に柯^^をも爲し得すして墓に降るでぁらぅ、 今年の 夏 も 亦. ：=- 敎帥、 敎師、 敎 

# 信；^ 等の 欺く 所と なりて 大分に 彼等に 使役 せられて 爲 さすと も 可い 多くの 勞 役に 從^ した、, たより 

後大 に 異端 を^ へて 彼等の：. お 嫌 ふ 所と たりて 幸 幅の 單獨に tf 餘の 生涯 を 送る であら う。 

八月 二十四日 (木) 雨 昨夜より 暴風雨。 箱 根に て賈 求めし 疲 勞を少 しづ、 拂戾 しつ、 ある、^ 

な 買 物 をな した もの である、 七 號の 英文 欄に 於て 余が 進化論者 であると 記た 爲に米 人 屮の讀 者より 

多くの 小： 一：； c を 申込んで 來た、 Z: く 進化論と 聖書と を 如何して 調和す る 事が 出来る 乎と、 そして ブラ ィ 

マ ンゃ マウ ロウの 著書 を 送りて 余に 改信を 促し 來る、 困った ものである、 今の 世に 在りて 如何なる 形 

に 於ても 進化論 を 信す る， M れと言 ふ は學界 全體を 敵と して 立てと 首 ふと 同じで ある、 八， やぼ グ. m ほなる 

IK 然科 舉袁 である 以上 は絕對 的に 進化論に 反對 する は絕對 的に 不可能で ある、 說の 3 典 偽 は^としても、 


△  A<3A 厶ム べ厶厶 <3<1厶<： 厶厶厶 厶厶厶 厶<3 厶厶 AAAAA 厶 A 厶厶厶 厶<3 厶 

余 は キリスト 再臨の 信仰に 由て 得し 友人 を 今や 進化論の 贊 成に 由て 失 ひつ & ある、 止む を 得ない、  <ル 

は 進化論の 立場より W 臨 を 信す る 者で ある、 余 は おして 悼らない 「余 は 多くの 敬虔なる 天然 學；！ と 

共に 進化論者 である、 余 は 聖書の 神と 進化の 神と を 同時に 信じて 之に 仕 ふる 事の 出来る を 感謝して 止 

まない」 と。 

八月 二十 五日 (金) 晴 小 諸 町敎友 二人の 主催に か、 る 本誌 讀者會 明日より 當^ 掛 星の 温泉に？！ 

かる、 .S 席 者 匹 十餘 名の 見込、 遠き は 岩 手、 神戶 より 來る者 あり、 恩惠 著る しく 其 上に 降らん 事 を 祈る。 


八月 二十 六日 (土) 晴 昨夜 暴風雨、 今朝に 至て 晴る。 午後 二 時 讀者會 を 開く。 定刻までに 來會 

する 者 十二 人、 內に 東京 獨立雜 誌 以来の 讀者 人 あり、 二十 五 年来の 誌 友で ある を 知って 我等 相-な-に 

對し 親愛の 念を禁 する 事が 能ない。 余 は 馬 可 俥 六 章 三 卜 一 節 を 引き 此會の 性質に 就て 語った。 r ィ H 

ス 彼等に 曰 ひける は 汝等人 を 避け 我と 偕に 暫く 寂寞き 所に 往 きて 休むべし」 と。 我等 雜杳の 所 を 避け 

此靜 かなる 所に 來 つたの は ィ H スと 偕に 休まん が爲 である。 天然に 接した 丈け では 本當の 休み はない。 

寂寞き 所に 往き 自分で 自分に 問 ふた 所で 何の 得る 所 はない。 又 敬慕す る 先生に 就いた 所で 彼 も 亦 人で 

あって 彼が 敎 ふる 所 は 至て 僅少で ある。 休養の 祕 訣はィ H スと 偕に 在る 事で ある。 ィ H スと 偕に W く 

寂寞き 所に 往 きて 我等に 本當の 休みが あるので ある。 そして 我等 は 其 nn 的 を 以て 此 離なる 所に 來 たの 

である。 ィ H スと 偕な らんが 爲 である。 そして 暫時たり とも ィ H スと 階に 在りて 我等 各自に 永久の 利 
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益が ある。 社. I： を 離れ、 敎會を 離れ、 少數の 信 友と 偕に 此水淸 くして 山 高き 寂寞し き 所に 集る、 實に 

犬なる 幸福で ある 云々 と。 〇 引 緩き 夜 役た 感話祈 一 を 開いた、 來會者 二十 名。 

八月 二十 七日 (日) 晴 朝 九 時 讀者會 を 本-仗と して 禮祥 講演 會を 問いた。 來會者 山莊に 溢れ、 五 

トん 以上あった。 涼風に 吹かれ 谷川の 昔 を 開きながら 朝の 聖きニ 時 問 を 守った。 箱 根に 於て 爲 せし 講 

it 、を 繰返した。 そして 之 を 袖 ふに 國の 大歷史 • フ H レ nl の 基督 敎が^ 界を 征服せ し 其 原理に 

關 する 意昆を 以てした。 fl 浪は 一 時間 半に 涉り、 夏の^ 力と して は 隨分大 なる 者であった。 但し 箱 根 

と は 異なり、 聽衆 中反對 論 者な きが 故に 何やら 手應が 無い やうに 感じた。 ィ H スは 多くの 人に 代り 其 

贖と なり 給へ りとの 馬 可 傳十章 gl 十五 節の 言葉が 我が 講演の 基調であった。 〇 午後に 來會者 一 同の 感 

話 祈禱會 あり、 夜 役た 之 を 繰返し、 大體に 於て は先づ 以て 成功の 內に (神の 恩惠に 由り〕 此讀 者會を 

終った。 

八月 二十 八日 (月) 晴 疲勞の 月曜日で ある。 山に 於て まで 疲れて 市に 歸 つて 如何す るの 乎と 自 

分 を 貴め て不偸 快であった。 自分に 少しな りと 健康の 存る間 は 人 は 絕對的 安靜を 許して 1  犬れ ない。 彼 

等 は： 1： とか 理窟 を附 けて 自分 を 引出して 彼等の 爲 めに 働かし める。 そして 愚かなる 余 は 彼等の 誘惑に 

1^ りて 彼等の 使役す る 所と なる。 後に 至りて 其 事 を 思 ふて 慚 恨に 堪 へない。 然し 乍ら 福音の 故 を 以て 

誘 はる、 時に 余 は 抵抗す る ことが 出来ない。 多分 斯 くの 如くに して 余の 一 生 は 終る ので あらう。 愚で 

ある 乎、 賢で ある 乎 自分 は 知らない。 孰れに しろ 福 昔を說 いた 丈け が 利得で あらう。 人に は 馬鹿にさ 


れつ 、ある 問に 余 は 祌に仕 へ つ K あるので あらう。 

八月 二十 九日 (火) 晴 米國バ プチ スト 敎會 派遣 宣敎師 D  •  C  • ホルトム 氏の 日本 神道の 研究 を 

^み つ、 ある (political  slilosophy  of  Mods.ll  sllhltc l>y  c.  C.  wcltcloo 歐米 人類 學の 立場よ 

り たる 我が 古神 道の 研究であって 興味 々たる 者が ある。 〇 詩篇 百 三十 九篇廿 一 節 rM ホバ よ 我 は 

汝を 憎む 者 を 憎む に 非す や」 に 就て 考 へた。 神と 憎 愛 を 共に して こそ 彼の 本當の 僕で ある。 すべての 

人 を 愛する と稱 して 神と 其 キリス トを 憎む 者 を も 愛する は 彼に 反く と 同然で ある。 近代 人に は此 明白 

なる 事が 解らない。 彼等 は 友人と 憎 愛 を 異にして 少しも 撣ら ない。 故に 彼等に 本當の 友人 はない。 能 

く 憎む 者の み 能く 愛する 事が 5： 來る。 すべての 人 を 愛せん と 欲する 者 は 何人 を も 愛し 得ざる 者で ある。 

• 

八月 三十日 (水) 晴 主婦 一先 づ 柏木に 歸 つた。 滯 在中の 鈴 木 兵 永と 共に 湯 川 を 沿 ふて 溯り、 古 

瀬の 瀧に 至り、 淺問 山麓の： 大然 林の 秋の 錦 を 着ん とて 準備し つ i ある を 見て 樂 しかった。 安藝 廣 島よ 

り 或る 不幸なる 人の 態々 山莊を 尊ね 來 りしに 會し 同情の 禁じ 難き ものが あった。 哥林多 後書 ト 一 章 

i 九 節. ハウ 口の 一一 百なる 「誰か； 1^ はりて 我れ 弱 はら ざらん 乎、 誰か 礙 きて 我心 熟せ ざらん や」 が 心に 浮 

んだ。 彼女 を やじ 屮 まで 送り 家に 歸 つて 獨り 彼女の 爲に 祈った。 此の世 は何處 まで も淚の 谷で ある。 

八月 三十 一 日 (木) 晴 玆に 八月 を 終る。 演說を 四 囘爲さ しめられた。 然 かも 其の 2: に 二 囘は英 

語 を 以て^あった。 「休養 は 山に 於て 非す 海に 於て 非す 云々」 である。 「彼 は 我等の 和らぎな り」 と 
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ある (以弗 所 書 二 章 十四)。 「キリスト は 我等の 休みな り」 とも 譯 する 事が 出来る。 本當 の、 然り 惟一 

の 休み は 彼で ある。 彼 を 有て 我 は 常に 山と 海と を 我が 衷に持 運ぶ ので ある。 但し キリストの 名 を 呼ぶ 

ために 多くの 所謂 基督 信者に 使 はれ 叉 篤ら れ、 兄弟と いはれ 又 偽 信者と いはれ るの は 不愉快 千 萬で あ 

る。 信者なら ざる 信者た る 所に 本當の 平安 は 在る ので ある。 

九月 一日 (金) 半晴 秋が 来た。 秋と 共に バウ II 熱が 還て 来た。 夏 中 は 主として マコと マ タイと 

ル 力 を讀ん だ。 それ故に 暫 らく バウ P を 忘れた。 然るに 今 口 は 羅馬書 八 章 三十 七 節が 心に 響いた、 「我 

等 を 愛し 給 ひし 者に 由り 凡て 是 等の 事に 勝ち得て 餘り あり」 と。 何ん と 勇ましい 言で はない 乎。 本當 

の 福 昔 はや はり バウ" に 於て 在る。 彼の 立場に 立ちて 見て 聖書 は 始終 一 貫した る 幅 音と 成りて 見 ゆる。 

キリス トを 本當に 解した る 者 はや はり パ ゥ & である。 愛すべ き 慕 ふべき パ ゥ 口よ。 ジ H 1 ムス • スト 

ラカンが ゥ H ス £ ン スタ ー 新約聖書に 於て バウ B を 評して 「眞 正の 東洋人な り」 と 言 ふたが 眞に其 通 

りで ある。 多分 西洋人に パ ゥ 口 は 解るまい。 姝に 米！； 人に 解らない の は 明. m である。 感謝す パ ゥ a と 

共に 東洋人で ある 事 を。 米！： 人 なぞに 何ん と 言 はれても 構 はない。 バウ &は眞 正の 東洋人で あつたと 

すれば、 西洋人 中 信仰的に 最も 下劣なる 今の 米國 人に 基督 敎を學 ぶの 必要 は 少しもない。 

九月 二日 (土) 晴 路加 傳六章 十 ra: 節 以下に 於け る 十二使徒の 名 を 暗誦した。 之 も 亦 怠る ベから 

ざる § め 書 研究の 一部分で ある。 0小^^町郊外の布引山釋尊寺に遊んだ。 千 曲 川の 激流に 沿 ひ、 奇厳絕 

i^- の に 建ら れ たる 山寺で ある。 然し 自分に 取りて 興味 最も 多 かりし は 沿道の 田畑であった。 今年の 


譽： 作 は 見る からに 嬸 しかった。 小， 沼 小山の 兩舊 友に 案^され て 一 日 を 干 曲の 兩岸に 送りて 二十 年 前の 

信州傳 道が 思 出された。 播 きし 稷は智 んなは 枯れない。 今年の 實には 比ぶべく もない が、 去りと て絕 

的 凶作で はない。 行 基 菩薩が 千 二百 年 前に 開きし と 云ふ此 寺が 今猶ほ 遺って 居る を 見れば、 矢張り 

一番 永く^る 物 は宗敎 であらう。 自分が 曾て 千 曲 川の 沿岸に 播 きし 福音の 種 も 亦、 今人 は 多く は 之 を 

棄て しと 雖も、 神の 恩惠に 由り 何等かの 形 を 以て 千 百年の 後にまで 存 つて 實を結 ぶで あらう。 一 首 を 

n すさん だ。 

千 曲 川岸に 湧出る 岩淸水 

ぼ々 に 流れて にごり 潔め よ 

九月 三日 (日) 晴 靜 かなる 善き 安息日であった。 輕井 揮より 五 人、 小 諸より 二人、 御代田より 

一人の 來會者 あり、 他に 沓掛の 一二 人 を 加へ、 總勢 十一 人の 會合 であった。 約翰傳 十六 章 三十 三 節に 就 

て 講じた。 「我 旣に *1 に 勝てり」 とィ H スは曰 ひ 給 ふた。 此 13$ を 知りて 彼に 在りて 眞の 平安の 在る こ 

とが 解る。 毎日 一 節は靈 魂の 充分の 糧 である。 

九月 四日 (月) 晴 秋晴 愛すべき 日であった。 朝の 日課に 路加 傳七章 三 九— 五 〇 節 を讀ん だ。 是 

は 誠に バウ „ "の唱 へし 恩惠の 福音で ある。 一幅の 名畫を 見る やうに 感 する。 r ィ ヱ ス婦に n ひける は 

汝の 信仰 汝を 救へ り、 安然に して 往け」 と。 是れで こそ 本 當の幅 昔で ある。 神學も 註解 も 何にも •§ ^ら 

ない。 〇 山に 来て 好い 事 は 人に 遠 かりて 神に 近づく 事で ある。 人に 離る &時 淋しみ を感 する が、 離れ 
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て 了へば 純粹の 幸福で ある。 凡の 災禍 は 人に 接する より 來る。 本當の 幸福 は 人 を 離れて 神と 偕に 在る 

所に ある。 死の 幸福 も亦玆 に 在る ので は あるまい 乎。 人 を 離れて 神の 所に 往く。 離る &時は 辛ら く あ 

る。 然れ ども 離れて 後 は 純粹の 幸福で ある。 偽 はりの 兄弟 も 偽 はりの 弟子 も、 教師 も 牧師 も 其 他 新 

聞 記者 雜誌 記者 等、 我 を 誘 ひ 欺く 者の すべて 我に 近づく 能ざる に 至て、 我 は 絕對的 安全の 地-化に 置か 

る、 ので ある。 山 は 地上に 於け る 天 國の模 形で ある。 「我等 こ、 に 居る は 善し」 である (爲可 傳九章 

五節)。 

九月 五日 (火) 晴 高原の 殘 ^強し。 雜誌 九：：！： 號校： 止 半分 了り 之 を 東京の 印刷所に 送った。 炎天 

を； lET し 自ら 之 を^ 掛 郵便局に 運んだ。 初秋の { 仝に 輝く^ 山の 風景 は 愛すべく あった。 「平和なる 言 を 

宣 ベ 叉 善き 事を宣 ぶる 者の 其 足 は 山の 上に 在りて 如何に 美 はしき 哉」 との 以賽 ：=si 書 五十一 一章の 言 を 思 

ひ屮 Z した。 〇 昨年 同様 今年 も 亦 左 近 義弼界 休養の ため 此 地に 來り、 善き 話 相手 を 得て 嬉しかった。 君 

の 如き * 督敎的 常識 の 所有者 は た 稀れ で ある。 君に s% ふ 毎に 敎 へらる k 所 多大 である。 

九月 六日 (水) 晴 輕 井澤に 行いた。 西洋人 を 避け、 邦人の.；.^-人を訪づれ、 到る 所に 歡迎を 受け 

た。 碓氷 高原の 秋 は 稍 や 北海道の それに 似て 昔し 懍し かった。 黄昏 顷山 莊に歸 つた。 夜、 左 近 と 共 

馭： g 昔 書 問題、 魔兒 制限 問題、 山地 利 W 問題に 就て 語った。 畢党る 所 本當の 福音 を 信ぜ ざれば 何事 も 

巾1 來 すと 云 ふ 事に 決着した。 


九月 七日 (木) 晴 一 たび 柏木に 歸 りし 主婦 復 たび 山 莊に來 つた。 最後の 一 週間に 本當の 休養 を 

得ん が爲 である。 然し 得られ さう もない。 人生 悲しい 事が 餘 りに 多く ある。 死に 瀕する 病人が ある。 

夫 を 失 ひし 妻が ある。 誰か 弱くして 我れ 弱ら ざらん やで ある。 此 世に 在りて 絕對的 休養 は 不可能で あ 

る 0 

九月 八日 (金) 雨 靜 なる 山莊の 一 日であった。 澤 山に 寢た。 路加 傳第十 章 を 研究した。 其內に 

澤 山に 說敎の 材料 を發 見した。 特に 注意 を惹 いたの は 其 第卄ニ 節であった" ィヱ スは曰 ひ 給 ふた 「父 

は 萬 物 を 我に 賜 ふ、 父の 外に 子の 誰なる を識る 者な し、 又 子 及び 子の 顯 はす 所の 者の 外に 父の 誰なる 

を識る 者な し」 と。 此は約 翰 傅に 在り さうな 言で ある。 此言 を發 せし ィ H スは 唯の 人で はない。 イエ 

ス に 由ら すして 神の 何なる 乎 を 識る事 は 出来ない。 深遠の 眞理 である。 

九月 九日 (土) 曇 引績き 完全なる 休息の 一日で ある。 左 近 君と 米 M 宜敎師 並に 彼等に 隨從 する 

日本の 基督 信者に 就て 語った。 前者の 雇人に 對 する 無情、 冷酷、 其 友誼の 現金 的なる 事、 彼等が 生れ 

ながらの 黨 派の 人であって、 自分の 黨派 (又は 敎派) に 人 を 引 入れる に は 熱心 極まる と雖 も、 入黨を 

肯ぜ ざる 人に 對 して は 心 を 閉ぢて 眞實を 寄せざる 事、 而 して 彼等に 隨從 する 日本の 基督 信者の 劣等の 

日本人なる 事、 禮儀を 知らす、 約束 を 守らす、 不信 極まる 人達なる 事 等に 就て 語った。 我等 は 相互の. 

赏験を 交換して 「同感々々」 の 聲を發 して 互に 相酬ゐ た。 
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九月 十日 (日) 曇 山莊 今年の 最後の 安息 H である。 輕井 より 山 崎 ェ學士 夫婦、 吉 W ふき子 外 

に 一 人の 兄弟の 來會 あり、 我等 夫婦に 左 近 君 を 加へ て 七 人、 靜 なる 樂 しき 安息日 を 守った。 會後 親睦 

の flag を 共に し、 雜談 午後 二 時に 至て 散 じた。 山に來てょり安息日を迎ふる！3^-凡て九囘、 其內 一 囘は 

休み、 一 囘は箱 根に 過し、 殘り七 囘は此 地に 在て 聖會 を-悩した。 山に 在る も 里に 在る も安& ^日の 聖守 

なくして 我等に 人生の 幸 幅 はない。 

九月 十 一日 (月) 晴 午後 雷雨。 輕 井澤に 行き、 英國 醫師マ ン 1 氏 を 訪問し、 全家 埃の 大歡迎 

を 受けた。 氏 所有の 人類 學 標本 を 見せて 貰 ひ、 其 說明を 聞き 大に益 せらる i 所があった。 氏が 多 方-. B 

に 渡り 大學 者なる を 知り、 深く 自分の 無學 に恥ぢ た。 タ 食の 饗應 に與 り、 電光 閃々 たる 問に、 夜 九 時 

^掛の 山 莊に歸 つた。 

九月 十二 日 (火) 晴 路加 傳 十二 章 を^み し 外に 何事 をも爲 さなかった。 其 第 十四 節に 感じた。 

r ィ H ス曰 ひける は、 人よ 誰が 我を立て 汝 等の 裁判人 また 物 を 分つ 者と 爲せ しぞ」 と。 ィ H スは俗 裂 

に携 はり 給はなかった。 其點に 於て 彼 は 八 r- 日の 牧師 傳道 帥と 全く 遠ゐ給 ふた。 傳道師 の 職分 は 天國の 

道を傳 ふる 事で ある。 財產の 事、 結婚の 事、 家業の 事 は 彼の 干與 すべき 事で はない。 余 も 亦 余の 主に 

傲 ひ 今の 人に 向って 曰 ふべき である 「誰が 我を立て 汝 等の 財 產 整理 人、 結婚 媒約 人、 職業 周旋人と 爲 

せし や」 と。 然るに 八 r- の 人、 今の所 謂 基督 1^ 者 等 は 余の 如き 者よりも 神の 道 を 聞かん と は 欲せす して 

彼等の 俗事の 世話人たら しめんと 欲する。 慮な る 彼等な る 哉。 


九月 十三 日 (水) 晴 路加 傳第 十三 章 を讀ん だ。 其 第二 十四 節に 曰く 「ィ H ス 彼等に 曰 ひける は、 

i ケき鬥 に 入る ために カを盡 せ、 我れ 汝 等に 告げん、 入らん 事 を 求めて 能 はざる 者 多し」 と。 信仰に 人 

るた めに 努力せ ねばならぬ、 求む る 丈け では 足らない。 我國の 所謂 求道者が 多く は 本當の 信仰に 入る 

能 はざる は 之が 爲 である。 所謂 求道者 は慣 の 至て ii い 者で ある。 「入らん 事 を 求めて 能 はざる 者 多 

し」 と。 實に其 *) りで ある。 

九月 十四日 (木) 晴 山 を 去り 東京に 歸 つた。 餘 りに 久しく 家 を 離れて 我-; M が 他人の {哝 の やうに 

思 はれた。 留守 は餘 りに 長く 爲 すべき 事で ない。 玆に八 「年の 夏 i£ み を 終る。 講演 十一 囘、 讀書は 人類 

學書ー 千 頁、 共 觀福昔 書 註解 八 百 頁 餘を爲 した。 又 自分 不相 應の內 外人との 交際 を爲 した。 大體に 於 

て 有益なる 夏であった とい ふべき であらう。 

九月 十五 日 一 金) 曇 蒸熱し。 久し；^^りにてパゥ 。を讀んだ。 其哥林多後書九章八節に感じた。 

曰く 「神 は汝等 をして 常に 凡の 物に 足らざる ことなく、 凡の 善事 を 多く 行 はしめ ん爲に 凡の 恩 惠を多 

く汝 等に 賜へ 得る 也」 と。 「神 は …… 得る 也」 である。 God  is  able. 人に は 能ない が 神に は 能る。 祌 

は 我等 如き 者 をして 萬 事に 足らし め、 凡の 善事 を 多く 云々 と。 欲の 深き バウ a なる 哉。 凡て 多くと 云 

ふ。 子供が 其 父母に 善き 物を强 求る が 如しで ある。 自分に は 善事 を爲 すの 能力がない。 自分 を i* めた 

所で 無い もの は 無い ので ある。 然れ ども 祌は 凡の 惠みを 多く 賜へ 給 ふと 云 ふ。 彼より 裕 かに 善心 を 賜 
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はりて 善事 を爲す ことが 出來 ると 云 ふ。 恩 惠の幅 昔の 一 面で ある。 {紘 敎師 ゃ祌學 者の 到底 解し 得ない 

事で ある。 矢張り バウ a である。 福音 を 最も 明確に 說く者 は 矢張り パゥ Q である。 

九月 十六 日 (土) 晴 訪問客 多く、 秋ら しくな つた。 古き 博士 ジョン • ブラウンの 註解 書に 加拉 

太 書 を 讀んで 多大の 興味 を覺 えた。 パゥロ は 現代の 彼の 批評家よりも 遙に 偉大で ある。 ィヱ スと バウ 

口と は反對 性であって、 新約聖書 中兩 者の 思想が 相： 至に 對 して 逆流す るな ど i 唱 ふる 歐 米の 神 學者等 

は パゥ。 を 侮辱す る 最も 甚だしき 者で ある。 パゥ 口 は斯 かる 淺簿者 を 一敏して 顧みない であらう。 パ 

ゥ B 自身の 言 を 請んで 是等 神學^ の  < 水の 眼中に 侏 11 と 化して 消え 失する を感 する。 殊に 米 國神學 博 

士 輩に 至 つて は バウ n を 彼れ 是れ 批評す るの 资格は 毛頭ない。 パ ゥ I- は 彼等に 批評され て 蚊が 螫す裎 

も 感じない であらう。 

九月 4" 七日 (日) 曇 涼味 遽に加 はり、 秋冷 愛すべき であった〕 中央 g^, 書 講演 會例會 以上の 盛 

であった。 何の 通知 も爲さ ざり しに 押し寄せ 來 りし 聽衆は 八. rC 人 近く、 廣き 講堂 は 殆んど 人 を 以て 

溢れた と 云 ふて 可い 程であった。 正午 前 十 時 自分 主 會のド に 開會、 讚美歌 第三 十 五番 を 一 同聲 高らか 

に 帝都の 中央に 響かせた。 畔 上の 講演 を 終り、 更らに 又 第 六 ト八番 を 歌った。 是は 余の 特 愛の 歌で あ 

つ て、 夏屮 山に 在りて i や： を 眺めながら 歌ひ糗 けた 者で ある。 

みそらに きらめく 干よ ろ づの星 は 

御 神の みいつ を うた ひまつれ ども 


すく ひの たよりと つみびとの あ ふぐ 

ひかり は ひとつの べッレ ヘムの ほし 

音譜 も 善ければ 言葉 も 善い。 東京の 中央に 於て 八百餘 りの 人が 聲を 合せて 此歌を 歌った 丈け で、、 外に 

說敎も 講演 も 要らない ので ある。 兹に勢 揃 をして 新學 期に 人った まで、. - ある。 〇 此日 柏木 は 鄕社鏜 神 

社の 祭 禮で賑 はった U 神輿 を 家の 禅に 打附 けられて 大きな 穴 を 三つ 開けられた。 多分 我等が ャソ なる 

が 故に 若者 等に 憎まる.' が 故で あらう。 巡 茶 は 三人 見て 居った が 少しも 亂暴を 妨げ やうと 爲 なかった，" 

大正 十一 年の 日本 東京に 斯んな 事が 在らう と は 思 はれない が、 然し 在った 事 は事實 である。 之 を H! 擊 

して 居り し 我家 の 主婦 は 曰 ふた、 「有難 い 事で ある。 是は 小なる 迫害で ある。 是れが あるの が 當然 であ 

る。 信仰の 爲に曾 まれない やうで は 困る。 憎まれて 幸で ある」 と。 此言を 聞いて 余 は 安心した。 彼女 

に，^ 心が ある 上、 少しば かりの 損害 は 意を留 むる に は 及ばない。 唯 歎すべき は斯 かる 事を爲 して 憚 

ら ざる 日本の 社會 である。 叉 神 舆を醉 拂に檐 して 異敎 信者の 家 を 毀して 喜ぶ 人達で ある。 斯 かる 翁 を 

改めざる 限り 日本の 神社 は^ 界の 尊敬 を惹 くに 至らない。 自分の 爲には 歎かない。 日本の 爲に 悲しむ" 

九月 十 \ 日 (月) 晴 涼し。 左程に 疲れなかった。 大分に 土 仕事 を爲 した。 自 から 行水の 湯 を 沸 

して. M 族の 者に 口 I！ 浴 さした。 大功 勞 である。 〇 加 拉太書 一章 九 節 を 讀んで 感じた。 「若し 汝 等が (我 

れパゥ 口より) 受けし 所と 異なる 幅 音を汝 等に 傳 ふる 者 あらば 其 者は詛 はれし 者な り」 と。 此言に 由 

て觀 わば 「イエ スの敎 は バウ 口の それに 非す。 宜しく 前者 を 取て 後者 を捨 つべ し」 と へて 憚らざる 

歐米 近代の 神 舉者等 は 確に 詛 はるべき 者で ある。 何れに しろ 加 拉太書 は シカゴ、 ヱ ー ル、 ユー 一 オン 等 

一九二  二 年  六 一二 五 


* の 生涯  六 S 六 

其 他の 米國 r^s 祌學校 並に 其敎授 卒業生 等に 對 する， 菜狀 である。 ル ー テルが 羅馬 天主 敎會 に對 せし が 如 

くに、 八，：：： の 我等 も 亦 米 國の諸 敎會に 對し加 拉太害 を 以て 戰ふ べきで ある。 

九月 十九 日 (火) 半晴 市 5： に 或る 紳士 淑女 を 訪問して 聖書 研究 會を 代表して 少 許の 慈善 を 依託 

した。 誠に 樂 しき 役目であった。 然し 乍ら 注意す ベ き は 慈善の 快 樂に誘 はれて 幅 昔 宣傳の 義務 を 怠 る 

事で ある。 奸惡 なる 現代 は 慈善 を譽め はやして 福 昔を踐 みつける。 斯 かる 場合に 於て 慈善 は大 なる 誘 

惑で ある。 そして 米國 流の 基督 敎が 今日の 如くに S- 落した る 理由の 一 っは此 誘惑に 負けた からで ある。 

我等 は 現代に 逆ふ爲 めに 丈け でも 慈善よりも 幅 音 を 重ん すべきで ある。 

九月 二十日 (水) 雨 最も 進歩せ る 最近の 學說に 由れば 物質 はすべ て 水素の 原子より 成る ので あ 

つて、 鐵も銅 も 金 も 銀 も、 其 成分 は 元々 水素で あると 云 ふ。 そして 水素 は 無限の 膨張 性 を 有する 爆發 

物で あるが 故に、 若し 何 かの 方法 を 以て 物質の 元素た る 水素の 結合 を 解きて 之 を 遊離せ しむる こと を 

得るならば 全地 球 は 一 時に 爆發 して 瓦斯 體 となりて 虚空に 消え 失する であらう と。 若し 然り とすれば 

彼 得 後書 三 章 十 節 「其 日に は 天は大 なる 響き ありて 去り、 體質t^/焚毀れ、 地と 其 中に ある 物み な 焚 

盡ん」 と ある 言が 文字通りに 實現 する 時が あると！^ じて 少しも 非科舉 的で ない ので ある。 萬 物 水素よ 

り 成る と 聞いて、 地球 は危險 極まる 所で ある 事 を 知る ので ある。 

九月 二十 I 日 (木) 半晴 秋冷 到る。 雜 誌の 編輯が 始 つた。 大分に 仕事が 出来た。 米國 地理 學雜 


誌に南米智利國縱斷旅行記を讀んで面^！：かった。 殊に 其 南端 テラ デル フ ュ ー ゴ 島の 富 源 開 發に關 する 

記事 は强く 我が 注意 を惹 い た。 蕭殺 荒涼た る 此島 に 令 や 最も 有利た る辆 羊の 牧場 あ りと 聞いて 驚いた。 

智利は 南北 二 千 六 百 fi に涉る 細長い 國 である。 南米の 日本と 稱 すべき 阈 であって、 其將 來に嘱 R すべ 

き 者が 多い。 

九月 二十 二日 (金) 晴 加 拉太書 二 章の 研究に 大 なる イン テレス トを覺 えた。 〇 歸省屮 の 擅 15；； 朝 

鮮 より 歸り、 朝鮮の 敎會に 於ても 自分の 名 は 無敎會 主義者の 故 を 以て 嫌 はる、 由を吿 げた。 誠に 尤も 

の 事で ある。 余 は 朝鮮人 最負 であるが 故に 朝鮮に 來るは 宜しから すと 總督府 に關係 ある 在鮮の 友人よ 

り 今日までに 度々 勸吿を 受けた が、 今や 朝鮮の 諸敎會 にまで 危險物 ig せらる i に 至って、 余 は 何時 朝 

鮮に 行く も 余 自身に は 何も 危險 なき を 知って 喜んだ。 

九月 二十 三日 (土) 曇 久しく 高等 批 の ペンに 成りし 宗敎 書類 を 讀み續 け、 其 結果で も あら 

う、 福 昔 的 信仰の 冷却 を覺 えたが、 秋に 人り てより 之に 打 勝つ ことが 出來、 今 はまた 故の 溫 かい 十字 

架の 信仰 を樂 しみつ、 ある。 高等 批評 は淺 薄なる リバ ィバ ル的 信仰 を 撃退す るに は 多少の 用が あるが、 

其 外に は 何の 益す る 所がない。 斯んな 物で は 我が 靈魂は 承知し ない。 洽 かも 放蕩 兒が 食せ しと 云 ふ 豚 

まめがら 

の 食す る 所の 豆 莢の 如き ものである (路加 傳 十五 章 十六 節、 

九月 二十四日 (日) 晴 秋晴の 好 日和で ある。 中央 講演 會前： 11 同樣滿 堂の 盛會 であった。 rs^ の 
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土と しての ィヱ ス キリスト」 を講 了した。 iiT づ之 にて 大集會 の 運 轉が始 つたので ある 


てろ し 

九月 二十 六日 (火) 曇 夏が 再た 歸 つて 来た、 暑に 困んだ。 市中に 行き、 デリッチ 著 『聖書 心理 

事』 の 古本 を 買って 歸 つた。 千 八 百 六十 一年に 成りし 書であって 自分と 同年で ある。 然し 八.' の學 者に 

は 到底 書く ことの 屮 I 来ない 大 著述で ある。 縱し其 材料 は舊く あると も 其 精神 は 永久に 新しく ある。 新 

たに 亦大 先生 を 得た やうに 感 する。 〇 昨日 以來 蘇國 の大 物理 學者ケ ルビン 卿ゥ イリヤ ム • トムソン 

並に HE じ蘇國 人に して 電話機の 發明 者なる A  • ダラ ハム • ベ ルの小 傳を讀 み、 之 を 家族の 者 供に 傅 へ 

しらべ 

て 一同の 聖化を 助けた。 二者 共に 大科擧 者であって、 忠實 なる 神の 僕、 溫 情なる 人類の 友であった。 

大 發明は 矢張り 大 信仰の 產 である。 ジョン ，ノックス は 彼の 國 人に 聖書に 基ゐ する 純一 i 音を與 へて 其 

物質的 發展を 助けた。 まめ 一書の 普及し ない 國 から トム ソ ン やべ ルの やうな 人が 起ら うと は 思へ ない。 

九月 二十 七日 (水) 曇 加拉太 書と 使徒 行 傳とを 研究した。 二者 共に 非常に 面白かった。 近代の 

^書 研究が 何れも 敎會の 敎植を 毀つ ものである は 注意すべき 事で ある。 行傳 一 一章 g: 一 一節 並に 四 四 節に 

於け る r ハ ンを挈 く 事」 は 所謂 聖餐式 を 指して 云 ふに 非す、 「歡 喜と 誠心 を もて 貪 を 同に し」 と 云 ふ 

と！ i: じであって、 普通の 食事 を 指して 云 ふので あると 英國 國敎會 の神學 者まで が唱 ふるに 到って、 敎 

會が其 儀式の 救靈 上の 必要 を 以て 信者に 迫る 事 は 出来ない ので ある。 人が 救 はれん が爲 にはバ プテ ス 

マと 樂餐 とを受 くるの 必要が あると 云 ふが 如き は それ こそ 舊ぃ說 であって、 新ら. しい 聖書 研究 は 明白 


こ？. ft 

に 之 を 否定す るので ある。 新 神學に 由て 毀れ る 者は敎 含であって 福 昔で ない。 誠に 有難い 事で ある。 

〇 主婦に 代りて 大 森山树 船長の 家に 開かれし モ アブ 婦人 食に 出席した。 其 序 を 以て 其 附近 を 散歩した。 

に 地の 發展に 驚いた。 

九月 二十 八日 (木) 曇 引っ^き 小事に 苦しめら る。 唯 聖書の 研究の み 慰安で ある。 今日は 羅馬 

書 十五 章 十四 節 以下 を解譯 して 煩勞の 間に 平安 を 得た。 

九月 二十 九日 (金) 曇 夏 未だ 去らす、 溫度 高し。 基督 者 は 人に 馬鹿にされる 者と 定 つて 居る。 

殊に * 督敎の 敎師に 至って は、 パゥ a がー 一一 in へる が 如くに 「^の 汚 據 また 萬の 物の 塵 ？」 の 如くに 极は 

る V のが 普通で ある。 殊に 义獨立 信者 また 無敎會 信者と 來ては 世に 馬鹿にされる のみなら す、 敎會又 

は 牧師、 宣 敎師、 神學 者にまで. it 鹿に される。 誠に ィ H スが 一一 一一 n ひ 給 ひしが 如くに 「狐 は 穴 あり、 天 i 仝 

の 鳥は巢 あり、 然れ ども 人の子 は 枕す るの 所な し」 である (路加傳九，^!|.五八節)。 狐 や の やうた. 人 

000000000000000000000  OOO0OOOO0OOOOO0O0OO00OO 

でも 世に は 納れら れ敎會 には迎 へらる けれども、 人の子と 彼の 弟子と は此 *1 と此 世の 敎會に 於て は 枕 

する に 所がない ので ある。 然し 乍ら 有難い 事に は 社會ゃ 敎會は 馬鹿にしても、 神 は 馬鹿にし 耠 はない。 

种の 灣靈を 注いで 獨立 信者の 信仰 を 認め 給 ふ。 §^書が解り、 十字架が 心に 照り 渡りて、 いくら 世人 や 

敎 職に 馬鹿にされても 失望 もしなければ 落膽 もしない。 營 外に 出て ィ H スの詬 詳を負 ふと は 斯う 云 ふ 

事 を 謂 ふので あらう。 そして 斯う 云 ふ 慰安が あるから 無 敎# 信者 は .i- めら れな いので ある。 
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九月 三十日 (土) 晴 ^圃羅 馬 八月 廿五 H 發、 子爵 加 納久朗 おの 端 書に a く 「先生の 羅馬書 十二 

^の 御 講：^侦 を フ。 レンスより ti 1 マ に來る 汽車の 巾に？ 1 み、 幾度 も 讀み返 へし 大 なる 力 を 得 申 候。 グ 

ンテ、 サボ ナロ ラ、 ミカ H ル • アン ゼロ はフ ロレン ス と は 不可 離の 聯想 を 有ち 候。 n I マ に來て ぺ テ 

n、 バウ n の 露 信仰の M れ にある か を 疑 ひ 巾 候」 と。 我が 信仰の 友が 口，' マに 往く 途中 我が 羅馬 書の 

講 義を 繰返し 讀ん で吳れ たと 云 ふ。 n 1 マよりも 偉ら い 者 は雜馬 書で ある。 n 1 マ は 見ない が {\ ^に 在 

りて 羅馬 書を學 び且敎 へて 余は大 なる 滿足 を感 する。 

十月 一日 (日) 晴 相變 らす樂 しい 曜 = であった。 中央 講 演會來 會者七 百人餘 り、 法科 大寧助 

敎授田 中 耕 太 郞君登 igr 「律法の 成就に ついて」； おり、 余 は 其 後 を 受けて、 r ハウ ふの 傳道 方針」 の 

浪 題の 下に 羅馬書 十五 章 十四 節 以下に 就て 述べた。 久し りに て羅 Sll 書に 還り 昔し 懐し く 感じた。 舊 

き敎 友に して 海外より 歸り來 る 者 あり、 地方より 上京す る 者 あり、 日曜日 は毎囘 全然 一 の聖き 親^ 會 

である。 此日ぁるが故に全週が^^化せられ、 歡喜 極まりなし である。 

十月 二日 (月) 晴 藤 井武君 夫人 喬子 永眠の 報に 接す。 彼女 は 我が ルツ 子と 同年で ある。 五 人の 

子 を 置いて 去る。 悲歎に 堪 へない。 

十月 三日 (火) 雨 藤井喬 子の 葬式が 九 段 メソヂ スト 敎會に 於て 行 はれた。 夫君の 切なる 依賴に 

.E り 余 は 說敎師 の 役目 を 務めた。 余 は 默示錄 い 四 章 十三 節 を 引いて 曰 ふた。 「死 は 悲しむべき である 


が、 人生に は 死よりも 悲しむべき 事が ある。 それ は 信仰の 拋棄 である。 品性の 墮落 である。 罪 を 犯し 

て 神と キリスト とより 離れる 事で ある。 然るに 喬子は 信仰 を完 うし、 聖き ^11: 淑の 生涯 を 終った。 恰か 

も危險 多き 旅行 を 無事に 終った やうな ものであって、 逝きし 彼女 も 残りし 我等 も 彼女の 爲に 神に 感謝 

する が當然 である。 死に 就て 感謝す ると 聞いて 此 世の 人 等 は 異様に 感 する であらう が クリス チヤ ン に 

は此 事が 在り 得る ので ある」 と。 藤 井 喬子は 日本 婦人 特有の 淑德に 熱き 基督 敎の 信仰 を 加へ た 者で あ 

る。 現代の 日本に は 極めて 稀れ なる 婦人であった。 

十月 四日 (水) 曇 半日 を雜誌 校正の 爲に 費した。 〇 今の 世に 在りて クリスチャンの 極めて (答々 

たる を 知る。 今や クリスチャンと 稱 して 其 最も ft 等なる 者が ヒ ュ ー マー 一 タリ ヤンた るに 過ぎない。 彼 

等 は 藝術的 基督 者であって 其 情 は 濃 かに、 其 思想 は 優雅で ある。 然れ ども 十字架に 釘 けられし キリス 

トの外 は 何 を も 知る まじと 云 ふ舊ぃ 淸黨的 基督 者で ない。 故に 現代の 所謂 基督教 的 紳士 淑女の 內に在 

つても 余 は 矢張り 單獨 である。 然し 乍ら 余の 如き クリス チャン の 今 口の 日本に 於ても 全く 無いで はな 

い。 無敎 育の 人、 叉 は 下流 社會の 人の 内に 余と 全然 信仰 を 共に する 者の 在る 事 を 感謝す る。 

十月 五日 (木) 晴 夕 七 時より 大手 町 講堂に 於て 聖書 硏究會 々員 中の 本誌 讀 者の 集 會を 開いた。 

來會者 八十 名餘 り。 余 は 世界 傳 道の 必要 を唱 へ、 余 自身 は 今年より 幾分な りと も 全世界の 福 昔 寅 偉 事 

業に 貢默 する の 決心なる を 述べ、 來會 者に も贊同 せんこと を 求めた る 所、 全會 衆の 共鳴 あり、 兹に先 

づ 『聖書 之 研究』 讀者^ 界俾 道協贊 きなる 者 を 創設す る ことにお めた。 数人の 熟 心なる 贄成感 と财 
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禱と あり、 第 一 间 の 寄附と して 四十 八圓 三十 一 錢の獻 金 あり、 百 六十 一 一番の 讚美歌 を 合唱して 此 愉快 

なる 會合 を閉ぢ た。 日本の 基督 者に して 阯界傳 道 協赞を 思 立った の は 多分 我等が 初めて ^ あらう。 亇 

より 後、 グ リン ランドの 氷の 山より 印度洋の 珊瑚の 島まで 我等の 同情の 區 域を擴 張して、 其 民の 爲に 

祈る こと を 得る は 無上の 特 權叉歡 喜で ある。 

十月 六日 (金) 暴 n 雜誌 校正 を 了った。 〇 重罪 犯 囚徒 間の 傳 道に 於て 著しき 成績 を擧 げられ たる 

加奈太 婦人 ミス . マクドナルドの 訪問 を 受けて 樂 しかった。 彼女の 父母 は 生 粹の蘇 蘭 土人で あると 聞 

いて、 我が カァ ライル 先生の 同國 人を迎 ふる 心地が して 嬉しかった。 彼女 は 勿論 クリスチャン である 

が、 宣敎 師と稱 すべきで なくして 人類の 友と 呼ぶべき 者で ある 事が 解った。 新に 叉責き 友人 を與 へら 

れて祌 に 感謝した。 〇 雜誌 『カトリック』 に 余の 文通の 友なる 有名なる 和 蘭國の 文士 フ レ. デリック • 

•.t アン. HI デン 氏が 終に 加 特利敎 に 改宗した との 記事 を 護んで 驚いた。 最も 進歩せ る カル ビン 主義 

の國 なる 和 蘭の 文豪に して 今の 世に ありて 加特利 信者に 成る 者が あると 聞いて 人の 心 程 不思議なる 者 

のない 事が 今更ら ながらに 感ぜられる。 然し H 1 デ ン君は ェ ー ヂ ン君 であり、 余 は 余で ある。 余 は ェ 

1.、 テン 君に 傚って 羅馬加 特利敎 會に往 かない。 ミルトン、 コ a ムゥ エルの 信仰 を 以て キリストの 所に 

往 かんと 欲する。 

十月 七日 (土)  H?? 人 は 余に 意見 を 問 ふ。 余 は 信す るが 儘 を 語る。 さう すると 彼等の 氣に 障りて 

彼等が るの が獎々 である。 實に舨 になって 仕舞う。 余に 惡意 はない 積り である。 只 余の 言 方が 惡ぃ 


とて 余の 意志まで が 疑 はれる。 事 實如斯 くで あれば 余 は 語らざる を 可とする。 人 は 余に 意見 を 問 ふべ 

からす、 又 近寄る ベから すで ある。 然らば 余 も 幸福で ある、 彼等 も 亦 幸福で ある。 然るに 余より 賴ま 

ざるに 余 を 訪問し、 又は 集會に 引出し 余の 意見 を 聞きて 彼れ 是れ余 を 批評す る。 誠に 安全第一 と 云 ふ 

0  OO0OO000OOOOOOOOO00OOO0  •  ：  . . 

が、 最も 安全なる 事 は 近代 人 を 全然 近づけざる 事で ある。 彼等の 乞に 應じ 彼等に 親切 を盡 さんと 欲し 

て 災禍の 我が身に 及ばざる はない。 

十月 八日 (日) 暴風雨 午後に 到りて 晴る。 中央 講演 會の會 衆 少しく 滅 じて 六 百 人 餘リ、 靜肅な 

る 好き 集會 であった。 羅馬書 十六 章 一— 一六 節、 バウ の 友人 錄に 就て 語った。 キリストの 福音 を 人 

名 列舉の 內に讀 みて 砂漠に 香 花 を 摘む の 心地が した。 

十月 九日 (月) 晴 自分が キリストの 爲に 働いて 居る ので はない。 キリストが 自分 を 以て 働いて 

ゐ給 ひつ，^ あるので ある。 彼が ぺテ ti に 向 ひ 「汝 幼け なき 時は自 から 意に 任せて 遊行き ぬ、 然れ ども 

老いて は 手 を 伸べ て 人汝を 束り 意に 適 はざる 所に 曳 至らん」 と ある 其 「人」 と 云 ふ は キリス 卜で ある 

(約 翰傳廿 一 章 十八 節 )o キリ ストが 余 を 束り て 度々 余の 意に 適 はざる 所の 高 壇に 立た しめ 彼の 幅 音 

を唱 へしめ 給 ふので ある。 此事を 知らないで 余の 行動 を 彼れ 是れ 批評す る敎會 信者 共 は キリスト を批 

0OOO0OO0OOOOO0O0OOOOO0OO0  く、 一、 

評する 者で ある。 本 當の俾 道師で 自分で 傳道 する 者 は！ 人 もない 害で ある。 キリストに 束ら れ 彼に 

餘儀 なく せられて 5^ ある。 鳴 呼 我れ 禍 ひなる 哉で ある (哥前 九の 十六〕。 
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十月 十日 (火) 晴 讀ん だもの は 路加 it 十九- li3!f 十一 節より 同 二十 章 八 節までと、 英國の 地質 學者 

G  - F  . ゥ イツ ドボ ー ンの著 はせ る 『天然の 問題』 と 題せ る 小冊子と であった。 書いた 物は傳 道附錄 

の 原稿紙 八 枚。 爲 した 事 は 或る 地方より 上京して 處 世の 方針に 迷 ふ 一 靑 年に 面會 して 彼に 助言 を爲し 

た 事で ある。 大 なる は 宇宙 問題、 小なる ー靑 年の 一身 問題、 外に 塵芥の 處 分と 火災 保臉の 契約。 如斯 

くにして 叉 神に 賴る此 一 R を 送った。 

十月 十 一日 (水) 晴 阿弗利加 大陸の 地现人 極に 就て 讀 みて 犬なる 興味 を覺 えた。 殊に 黑色 人種 

の 地 理舉的 分布 に 深き 注意 を拂 ふた。 〇 日本人 は 多分 福音 を傳 ふるに 最も 困難なる 人種で あら う 。 彼 

等の 知識 程度と 心理 的狀態 と は 彼等 を し て 單 純な る 福 昔 の 音信 に 接する に 最も 不適 當 たらしむ。 彼等 

は 愛 を 要求す る。 然れ ども 愛 を 過せば 彼等の 賤む 所と なる。 彼等 は氣 儘であって 信 從を嫌 ふ。 多分 阿 

弗 利 加 土人の 宜敎師 たる は 日本人の 敎師 たるより は遙に 幸福で あり 叉有效 的で あらう。 殊に 日本の 知 

識 階級に 至って は …… 彼等の 神の 國に 入る より は 駱駝の 針の孔 を 穿る は 却て 易しで ある。 然し 乍ら 神 

に 於て は 能 はざる 事な しで ある。 

十月 十二 日 (木) 晴 雜誌 十月 號が 出来た。 〇 日蓮 上人に 大師 號が 下った と 聞いて 驚いた U 日蓮 

自身 は 斯る事 を 聞いて 少しも 喜ばない に 相違ない。 そして 斯 かる 尊 稱は 少しも 日蓮 宗の 靈的效 菜 を 助 

けない 事 は 確かで ある。 日 t〕 は いつまでも 「東海の 沙門」 で 在って 欲しい。 立 正 大師と して 仰がれて 

彼の 感化 力 は增す 事な くして 唯 減す るの みで ある。 


十月 十三 日 (金) 晴 地主との 地代 値上げの 交涉 纏まらす、 依て 余の 申出に 由り 其 解決 を 市內第 

一 流の 辯 護 士今村 カ三郞 氏の 調停に 一 任す る 事に， ：！^ め、 午前 地主と 共に 同氏の 神 田 三 崎 町に 於け る 事 

務所を 訪問し、 充分に 相 方の 申 分 を 開陳して 同氏の 判決 を 乞 ふた。 同氏 は 喜んで 我等の 乞 を 納れ、 氏 

が 最も 公平と， 見る 所の 判斷を 下して 吳れ た。 余 も 地主 も 之に 服從 する 事に 卽 座に 決定し * 鼓に 六ケ敷 

き 問題の 平和的解決 を 見て 相 方 共に 喜んだ。 今 村 氏 自身 も 亦 非常に 喜ばれ、 氏の 長き 辯護士 としての 

や はらぎ  さい は  0  0  0  0  0  0 

生. い ^ に 於て 最も 喜ぶべき 事件の 一 であると 言 はれた。 和平 を 好む 者 は 福 ひなり である。 辯 護士は 訴訟 

C-COO000O0OOOOOOO0OOOOOOOOO 

の 爲に用 ゆべ *u 者に 非す して 和解の 爲に賴 むべき 者で ある。 地主と 余と は此 日和 解の 爲に 手を携 へ て 

辯護士 の 事務所 を訪 ふ て 各自 喜び に充 ちて 家に 歸 つた。 近頃の 快事であった。 

十月 十四日 (土) 晴 久し振り にて 主婦と 共に 三越 吳服 店に 行いた。 服が 廻り さうな 華美 さで あ 

つた。 之 を 見て 東京 人が 金 を 欲しがる の は 無理で 無い と 思 ふた。 自分 は 大手 町 通 ひに 必要なる 靴と 帽 

子 を 買 ふた。 店員 中に 信仰の 友 ありて 彼の 親切なる 案內に 由り 樂 しき 半日 を かの 雑沓の r^: に 過した。 

斯 かる 所に も 亦 余 等の 如 き 者 を 尊敬 して 吳れる 人の 在る を 知りて- 个 思議の 感に打 たれた。 

十月 十五 日 ，日) 晴 八， 日 も 亦 六 百 許りの 人が 余の 聖書 講演 を聽 いた。 羅馬書 最後の 三 節 を 講じ 

て 自分ながら パ ゥロ氣 分に なった。 五 ト九囘 に 涉り此 大書 翰を講 する を 得て 犬なる 感謝であった。 余 

は 祈って 曰 ふた、 「願く は此 講演 を聽 きし 人々 を惠み 給へ。 そして 若し 彼等 を 直接に する 事がない 
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ならば、 願く は 彼等の 子 か 叉 は 孫 か 乂は彥 を (I しめ 給へ" 又 若し 彼等 を 今 世に 於て 益す る 事がない な 

らば 来世に 於 てハ鍁 する 事 を 得しめ 給へ。 願く は 聖 言 の 此宜傳 が 必す 好果を 結ぶ に 至らし め 給へ。 そし 

て聖 言 はハ ；^, を爲 さすして は 止まない と 信じます」 と。 何. れ にしろ 大講： ：g が 終結 を 告げて 肩から 重荷が 

下りた やうに 感じた。 〇 札幌 時代の 舊友大 島 正 他 君 夫人 千代 子 京 城に 於て 永眠し、 其 遣 骨到來 したれ 

ば 彼女の 兄 l^s にして 同じく 我が 奮き 同窓の 友なる 5： 藤 一 隆 君の 中 野の 住宅に 於て 余の 司 會のド に簡短 

なる 葬儀 を 行った。 四十 年 前の 事が 想 出され 懷舊の 感に打 たれた。 

十月 十六 日 (月) 曇 近頃に 至り 修道院に 世話 をして 3K れ ろと 言 ひ 来る 者が 頻々 と ある。 彼等 は 

余の 宗敎に 修道院の ない 事 を 知らない。 余 等に 取りて は此 辛ら い 冷めたい 社會 が、 是が 最良の 修道院 

である。 余 等 は 祈禱を 以て 此 世に 勝ちつ k 修道し 行く ので ある。 修道院 は羅馬 天主 敎會 の爲す 事で あ 

る。 余に その 紹介 を 求む る も 余 は應. f- る 事 は 出来ない。 

十月 十七 日 (火) 曇 今日に なって 疲勞が 出て 来た。 半日 寝た。 朝 は 英國ガ ー ビ ー 博士の 註解 書 

を 以て ルカ 傳を讀 み、 午後 は獨逸 デリッチ (老) の 註釋に 由て ヒ ブライ 書 を 研究した。 粥 を 啜った 後 

で 牛肉 を 食 ふた やうに 感じた。 ィ H スを 人と 見て 奇蹟 は 成るべく 說き 去らん と努 むる 近代の 聖書 學者 

と、 ィ H スは 神であって 奇接 は當然 彼の 行 ふべき 者と 見た所 謂 奮い 神學 者との 間に 天地 雲泥の差が あ 

る。 そして 後者 は 人 を 高め ほ 潔む るに 對 して、 前者 は 僅かに 其の 知識欲の 幾分 を充 たす に過ぎない。 

實 に滿ら ない 者と て 近代の 聖書 學者、 殊に 米國 の神學 者の 宗敎觀 の 如き はない。 我等 は 日本に 於て 斷 


然 立て 米國の 基督 敎を 排斥すべき である。 此事は 信仰的に 日本 を 守る が爲 めで ある 許りでなく、 基督 

敎を 其： 兀に 還す が爲に 必要で ある。 

十月 十八 日 (水) 雨 ^に 心配 ほど 無益の もの はたい。 心配に 由て 善き 考は 起らない。 故に 心配 

があった ならば 祈る に 若く はない。 祈れば 善き 考も 起れば 叉 之 を 行 ふ カも與 へらる。 ピリ ピ書 g: 章 六 

節に 於け るパゥ 0 の 言は實 驗を經 たる 深き 眞理 である。 曰く 「何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ。 唯 事毎にぎ  11 

をし、 懇求 をし、 感謝して 己が 求む る 所 を 神に 4 口げ よ」 と。 人生 終りまで 心配の 絶えざる は 之に 依 

りて 絕 えす 神に 近かん が爲 であるに 相違ない。 

十月 十九 日 (木) 晴 大手 町 小 講堂に 祈禱感 話會を 開いた、 來會者 百 三十 人。 有益なる 集會 であ 

つた。 〇 人^ は滿ら ない 所で あると 云 ふ。 誠に さう である。 然しながら 之 を 面白い所 となす 事が 5^ 來 

る。 人 を 愛し 善 を 行って 人世 は 面白い所 となる。 愛する 事 其 事が 樂 しい 面 臼い 事で ある。 そして 善行 

は 皆ん なは酬 ゐられ ざる も、 其 或 者は裕 かに 酬ゐ られ て、 すべての 悲痛 を 償 ふて 餘 りが ある。 人世 は 

霧らない と 云 ふ 者 は 自分の 爲に のみ 幸福を求めて、 之 を 他に 與 へんと 欲しない からで ある。 他人の 幸 

福 を 計って 此^ は 頗る 面白い、 樂 しい 所と たるので ある。 

十月 二十日 (金) 晴 まる 聖日の 準備の 爲に 全日 を 費した。 煩 ひ 多き 此^に 在りて 唯一の 平安 は 

神の 変 一一 一一 C を學 びて 之 を I に頒っ 事で ある。 人 は 我 を 聖人と 呼びて 我 を 遠 ざく る。 我 は 彼等の 內に 在り 
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て聖言 を學 びながら 獨り 主と 偕に 在る。 我 は * に 絶交され たと： M 然 である。 我 は 却て 之を悅 ぶ。 此ゅ 

に 人と して 祭り こまれて 我 は 單獨の 幸福に 在る を 得て 神に 感謝す る 。 

十月 二十 一日 (土) 晴 過 請の 爲 にゃあらん、 义 (仅 眼を疝 め、 左 近^の 紹介に て 品 川に 城 南 眼科 

醫院々 ^武藤 一 明^ を訪 ふて 診察 を 乞 ふた。 せ，^したる_^^-に非すと吿げられて安心した。 武藤君 は 一 一十 

年来の キリストの 忠實 なる 僕で ある。 それが 故にか^の 診斷は 自分の 推測と 異ならす、 大 なる 慰め 义 

喜びであった。 信仰の 眼 を 以てする に 非れば 肉の 疾病 も 本當に 解るまい と 思 ふ。 

十月 二十 二日 (日) 晴 「羅馬 書 大觀」 と 題し 羅馬書 鼓 後の 講 侦を爲 した。 昨年 一月 第一 囘を爲 

し、 今 n で 第-パレ II である〕 神 は 講師に 之を爲 すの 精力 を與 へ、 聽 衆に 聽 くの 忍耐 を^し 給 ひし こと 

を 感謝した。 余の 殘る 生涯に 於て 再び 羅馬書 を 六十 II に涉 りて 講す るの 機 會は與 へられない であらう。 

而 して 之 は 余の 四十 年間の 此 書の 研究が 玆に 至った ので あると m 心へば 感慨 禁じ 難き ものが ある。 我が 

舊き 同窓の 友が、 或は 植物 舉を、 或は 土木 學を、 或は 經ぉ學 を 修めつ k ありし 問に 我 は 聖書 殊に パゥ 

口 の 翰を學 びつ k あつたの である。 そして長き間何の5にも立たなぃゃぅに思はれし此^^書知識が、 

帝都の 中央に 於て 披瀝 せらる、 に 至りし 事 は、 實に祌 の械理 として 驚く 外 はない。 神 は 今日 ある を 知 

りて 我 を獨り §^ 語の 中に 導き 給 ふたので ある。 大 感謝で ある。 

十月 二十 三日 (月) 晴 ゥ H ス ミンス タ I 新約聖書^ 書屮 A  •  E  • ガ— ヴィ， '編 路加 傳を讀 み 了 


つた。 三百 八十 頁の 小篇 であるが、 暗示に 富める 好 註解 書で ある。 然し 言 ふまで もな く、 如何なる 註 

■ よりも 興味深き は 本文で ある。 聖 ルカの 見た る 神の 子ィ H ス キリスト は 愛すべき 慕 はしき、 すべて 

虐げら る i 者の 友で ある。 〇 今や 日本 も 米國と 同じく 女 本位の 國 となりつ k ある。 <& 'や 日本に 於ても 

女が 5R の 所に 嫁に 行く ので はなく して 男が 女の 所へ 婿に 行く ので ある。 然し 是れ必 しも 惡ぃ 事で はな 

い。 一 つの 事 は 女の 生家の 責任が それ 丈け 增 して 男の 生家の 責任が それ 丈け 减 じた 譯 である 。自今 日 

本に 於ても 米國に 於け るが 如く 女 を 生む 事 は 重大の 責任で ある。 嫁に やった 丈け では 碑まない。 後々 

まで 彼女と 彼女の 生みし 子供の 氣附け を 取らねば ならぬ。 そして 一 一 者 何れになる も 畢竟る 所 は 同で あ 

る。 女は獨 立の 生涯 を始 むる のであって、 父母の 長く 干涉 すべき 者で ない。 神の 聖旨 は 終に 成る の 

である。 當人 とても 自分の 欲する が 如くに 成る に 非す して、 神の 器と して 使 はる k ので ある。 人生、 

實は 神の 聖旨 さ へ 成れば 如何な つても 〈且 いので ある。 

十月 二十四日 (火) 晴 大手 町に 於て 羅馬 書の 講演 を 終って 感謝 を 表して 来た 者が 今日までに ra: 

人あった。 (七 kE 人中の g: 人で ある )o 其. s: 朝鮮人 某 君の それが 最も 强く 余の 心に 響いた。 曰く 「內 

村 先生、 六十 餘囘に 亙る 羅馬書 講義 を 何等の 倦怠 も覺 えす に歡 喜より 歡 喜の 中に 學ぶ 事が 出来ました 

事 を 喜びます。 小生 は 昨年 一 月 を 機と 致しまして 爾來  一 II の 休み も 無く 參席を 許され ましたが、 愈々 

本 日の 『大 觀』 を 以て 天下の 大書 を講 了な さる、 に當 りまして、 その 計ら ざり し 僥 運の 嬉 さの 餘 りに 

覺 えす 感淚の 眼底 を 洗 ふ を 認めまして 竊に恥 入りました。 兒 女であるなら ば 或は 其 親より 飽く 程受く 

る共尙 感謝 の 念の 起らない 事 も 御座いませ う。 然し 案 の 下に 在て 兒 女の 遺 屑 を 食 はん として 、- しかも 
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兒女 同様の パ ンを與 へられた 時の 犬に は 如何で 共 念を禁 する 車が 屮 I 來 ませう (馬 太傳 十五 章せ 六節以 

下)。 先生、 よくも 全！！ 人の 迫害と、 堪え難き 國贼の 誹謗との 中に も、 極東の 一角に 踏留 つて 下さい 

まして 十字架の 聖旗を 空 高く 守って 下さいました 事 を 有難く 感謝し ます 云々」 と。 此言を 朝鮮人より 

受けて 余 も 「覺 えす 感涙の 眼底 を 洗 ふ を認」 むる。 將來余 を 最も 能く 解して 吳れる 者 は 或は 朝鮮人の 

中より 出る ので ある 乎 も 知れない。 

十月 二十 五日 (水) 曇 雜誌 編輯 を 終る。^ ほ此 事を爲 すの 力 ある を 感謝す る。 〇 山茶花が ゆ、 き 

出した、 余が：； 取 も 愛する 花の 一 である。 秋の 樱 である。 春の 櫻の 如くに さト わいで 散らない。 其 紫 は 秋の 

日光に 輝く。 其 外、 柿 は 鈴 成に 貧って 秋の 豐熟を 示す。 我 も 我が 生涯に 於て 斯 くも 多くの 果を 結びた 

く 田 いふ。  . 


十月 二十 六日 (木) 雨 基督 敎の 敎師に 成って 不愉快 極まる 事 は 基督教の 他の 敎師を 敵に 持た ね 

ばなら ぬ 事で ある。 世に 多分 基督 敎の 敎師程 仲の 惡ぃ者 は あるまい。 余 は 近顷ジ ョ ゾ * グリゾ ス トムの 

小 傳を讀 み て キリスト 降 世 後 四百 年に 旣 に 敎師間 に 犬猿 も 管な ら ざる 嫉視 暗闘 の 盛に 行 はれし 事 を 知 

つて 憤慨に 堪 へたかった。 基督 敎界に 在りて は、 曾て カァ ライルが H マ ソン に 書 贈りし が 如くに or- 

thodoxy (正統 敎)  と  は  IVfydoxy  (我 宗敎) である。 我が 宗敎、 我が 信仰、 殊に 我が 敎會、 それ 丈け が 

本當の 基督 敎 であって、 其 他 は 悉く 偽 はりの 基督 敎 であると 云 ふので ある。 余が 基督 敎を唱 ふれば と 


て 喜んで 吳れる 敎會は 一 もない。 余が 再臨 を 信 すれば とて、 其 他の 事に 於て 誤れり と 云 ひて 余 を 責め 

罵る 再臨 信者が 澤山 ある。 斯 かる 有様で あれば、 余 は 不信者に 對 しての み 基督 者であって、 信者に 對 

して は 不信者よりも 惡ぃ 者で ある。 我國に 於て 多くの 善き 信者が 信仰 を棄、 善き 敎師 が傳 道を廢 した 

の は 基督 敎界 の此 不快 極まる 狀 態に 因る ので ある。 實に 苦々 しき 次第で ある。 斯 かる 境遇の 內 にも 少 

數 なりと も眞 面目の 基督 者が 在る の は實に 不思議で ある。 基督 敎界の 實况を 見て 世に 一 人の 信者な き 

厶 A 厶厶 厶厶 A*" 厶<1 厶厶  < "厶 <1<"-,1 厶厶 厶厶さ 

に 至る も敢て 驚く に 足りない。 余 は 基督 者た らんと 欲する が 故に 斷 じて 言 ふ 「余 は 基督 者に 非す」 と _ 

十月 二十 七日 (金) 晴 函 館の 讀 者の 一 人より 「禮 狀」 として 左の 如き 者 を 受取った。 

內村 先生、 私 は 五六 年 前より 『聖書 之 研究』 を 見て 居りました。 私 は 三年 前に 信仰の 自由 を 得べ く 

出奔 上京 致しました。 今までの 何 不自由な き 生活に 比し 其 日々々 の パン を 得べ く 苦しみました。 大 

阪の其 有名なる 信徒の 家に 參 りました が 冷遇され ました。 そして 未知の 一 靑 年に 救 はれました。 東 

京に W 度參り シン ガ ー ミ シ ン會 社に 人り ましたが、 東京の みで 五 百 名 近くの アメリカの 會 社に 雇 は 

れて 居る 社員 は 殆んど 同胞の 吸血 漢 であります。 私 は 半年で 飛 出しました。 醫師の 賣藥師 なる に 驚 

きました …… 其 內に腸 チブスに 感染し、 鑌 いて 肋 膜 炎を發 し、 本年 は 肺尖 を 侵されました。 三年 間 

病魔と： 惡 魔と 戰 ふて 慘敗を 重ね、 倒されて は 起き、 沈んで は 浮き 上って、 辛くも 信仰に 依って 立つ 

て 居ります。 …… 社 會大學 に 三年 間學 びし 結果と して 『聖書 之 研究』 は眞に 分って 參 りました。 先 

生に 深く 感謝 致します。 

誠に 路加 傅 第 十五 章 を讀む やうで ある。 其れと 共に 無手 法に { 尿 を 飛 出す 事 は 大に愼 むべき である。 
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十月 二十 八日 (土) 晴 日曜日毎に余の聖書講演を聽ぃて？^<れる 一 人の若き婦人ょり手編みの靴 

下 を 贈って 吳れ たれば、 頭寒足熱の 意 を 含ませて 左の 一首 を 詠みて 感謝の 意 を 表した U 

？ J かき 足と 冷めた き 頭に て 

聖書 說 かなん 来る年に も。 

そして 足の みならす 心まで が 温かくな つて 嬉し か つ た〕 

十月 二十 九日 (日) 晴 菊花 香 はしき 秋晴の 聖日であった。 大手 町 は不相 變盛會 であった。 馬 可 

傳 一章 一節 を 講じ 自分ながら 其莊 大に擊 たれた" 斯 んな麗 はしい 日に、 斯んな 熱 信なる 聽 衆に 向って、 

斯 んな大 なる 題目に 就て 語る ことが 出来て、 感謝と 歡喜此 上な しであった。 

十月 三十日 (月」 晴 『米國 地 现學雜 誌』 十月 號が 達し、 其れが 阿弗利加 號 なりし が 爲に終 曰 之 

を耽讀 して 大 なる 與味を 感じた。 タン ガー 一力 湖上 英獨 海戰 記に 血 を 沸かした。 コ ンゴ河 上流の 沿岸に 

住む 黑 人の 一 基督 者と 成りし 者に 關 する 記事 を讀 みて は 強く 我意 を惹 かれざる を 得なかった。 一 首が 

脣 より 滑り出 だした。  . 

我 子 をば 遠き コ ンゴ の 河邊に 

住む-一 グロ ー の內に 求めん。 


十月 三十 一日 (火) 曇 我國に 於て 教育制度 發布 以來滿 五十 年で あると 云 ふ。 誠に 賀 すべき 事で 

ある。 然し 乍ら 過去 半 百年の に 我國に 於て 本 當の敎 育が 行 はれし 耶 甚だ 疑 はしく ある。 文字 を 知り、 

擧術 を學ぶ 意味の 敎育は 行 はれし も、 人物 を 作り、 眞理を 愛する 意味の 敎育は 行 はれない。 日本の 諸 

擧校は 能く 金 を 稼ぐ 人間 を 出せし も、 本 當に國 と 眞现と 人類と を 愛する 人物 を產 まない。 實に痛 歎の 

極みで ある。 

十一月 一日 (水) 曇 阿弗利加 マダ ガス カル 島の 地理 歷史に 就て 讀み、 佛蘭西 人の 該 島に 於け る 

行政 施^に 就て 憤慨せ ざる を 得なかった。 マ 島の 人民 歷史 に大に 日本に 似た る 所が ある。 殊に 百年な 

ら すして 自 から 基督 敎國に 成りし 所に 深く 同情すべき 所が ある。 然るに 今や 怫蘭 西の 如き 不信 國の屬 

國 となる。 不幸 此上 なしで ある。 福音 を植 ゆる 者 は歐米 人で あるが、 之 を 壌つ 者 も 亦歐米 人で ある。 

マ 島の 場合 を考 へて 見ても 我等 は 決して 欧米人に 賴 つて はならない。 

十 一 月 二日 (木) 半晴 第二 II の 世界 傅 道 會を衞 生會小 講堂に 於て 催した。 來會者 六十 名. 余 は 

阿弗利加 大陸の 地理の 大略 並に 俾 道の 大要に 就て 語った。 此 日滿鐵 調^ 課に 勤務す る 道 生 君の 出席 あ 

り、 満洲に 於け る英國 並に デン マルク 國寅 教師の 支那 人間に 於け る傳 道に 就て 語られ 一 同 强き感 に 打 

たれた。 彼等の 事業に 比べて 見て 余 自身の 今日の 傳 道の 如き、 傳 道の 名 を 以て 稱す るに 足らざる 事 を 

感じた。 營 口の 力 ー ソン、 海 城の マ キン タイヤ、 遼 陽の ダグラス、 吉 林の グリ， "ン 等、 ^な 傳道界 の 

勇士 勇 女なる 事 を 知らせられて、 大に 我が 傳 道心 を 鼓舞 せられた。 此 n 傳道 金と して 五十 三 圓餘の 寄 
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附 あり、 前囘 以上の 成功であった。 

十 I 月 三日 (金) 晴 校正に て 多忙で ある。 英國 より 歸朝 せる 好本督 君の 訪問 あり、 盲人 傳 道に 

就て 語り、 日本に 於け る 其 發展を 祝した。 余の 信仰の 友の より 斯 かる 平信徒 傳道 者の 起り し 事 を 天 

父に 感謝 せざるを得ない。 〇 近日 メキシ コ國 H スキン トラに 向って 出立す る淸 水夫 人サ へ 子と 共に 彼 

女の 友人 三人 を 招きて 送別の 夕飯 を 共に した。 我が 傅 道師を 遠く 太平洋の 彼岸に 送る が 如くに 感じた- 

一 首を賦 して 彼女 を勵 ました。 

メキシコ ゃボ ボカ テピ テル、 ソ コ スス コ 

旗 風 高く 揚がる 十字架 

彼女の 赴かん とする 墨國 チヤ バズ 州 は 面積 一 ー萬八^^平方！-ぁりて略ぼ我が北海道大でぁる。 之に 人 U 

は 四十 萬に 過す。 鑛 物に 富み、 大 森林 あり、 五穀 一 として 實ら ざる はなく、 第一 等の 珈琲と チヨ コ レ 

—ト とを產 す。 我が 同志の 績々 と 彼 地に 往 きて、 聖書と 鋤と を 以て 新鄕 土を拓 かん 事 を-ば" 1 む。 

十 一 月 四日 (土) 晴 又 小人 國に 於け る  一 口 を 送った。 人 は 相互 を 妬み 嫉み、 其 成功 を 羨み、 其 

失敗 を 喜ぶ。 毎日の 不愉快 譬 ふるに 物な しで ある。 其點に 於て 小兒も 大人 も、 職人 も 官吏 も 商人 も、 

學 者も^ 侶 も 牧師 も 何の 異なる 所 はない。 皆な 悉く 小人で ある。 只 極めて 少数の 神の 人が ある。 時に 

其  一 "に 接する は 無上の 偷>樂 である。 薩長 藩閥 政" 时は 其敎育 制度 を 以て 日本 國を 完全なる 小人 國と成 

す 事に 成功した。 實に 憤慨の 至りで ある" 


十一月 五日 (日) 半晴 快き 秋の 聖日であった。 中央 講演 會不 相變滿 員の 盛會 であった。 馬 可 

研究 第二 囘 『先 驅者ョ ハネ』 に 就て 語った。 義人 パプ テス マの ョ ハネを 紹介し 辯 護して 大 なる 義務 

を ra^ したやう に 感じ、 非常に 氣 持が 快った。 ィ H スを讚 へんが 爲に ヨハネ を 貶す を 以て 快し とする 近 

代の 日米の 敎會 信者に 對し余 も 亦 憤慨な き 能 はすで ある。 此日好 本 督君高 壇に 登り、 盲人 間の 福音 的 

事業に 就て 語って 吳れ、 一 同大に 敎 へらる V 所があった。 我等 は 特別に 社會 事業 又は 傳道 事業に は從 

事 しないが、 我等の 間に 人知れ すして 靜 かに 犬なる 永久 的 事業 を 行 ひつ、 ある 者 ある を 知って 感謝に 

堪 へない。 神の 言なる 聖， 書を說 いてす ベての 善き 事業 は擧ら ざる を 得ない。 聖書なる 哉、 然り、 聖書 

なる 哉で ある。 

十一月 六日 (月) 曇 田 島 進 君の 訪問 あり、 札幌獨 立敎會 新築 獻堂 式に 列席し、 歸 りて 其 狀況を 

報吿 せん 爲 であった。 夕飯 を 共に し、 四時 間に 涉 りて 談 じた。 一時 は 消滅 せん 乎と 氣遣 はれし 札幌獨 

立 敎會が 天父の 恩惠に 由り 玆に 復興の 機運に 入りし を 知りて 感謝に 堪 へない。 宣教師と 宣敎師 的敎會 

と は 幾度 か 此我園 唯一 の 獨立敎 會を咒 ひ、 其 建築 計畫 さへ 立 腐りと 成りて 終らん と 一一 百 振らした。 然れ 

ども 神 は 彼 地の 舊友、 殊に 我が 同信 同級 同室の 友なる 现舉 博士 ドクトル 宮部金 吾 君に 特別の 能力 を與 

へ、 終に 彼等 をして ェを竣 らしめ、 新たに 我が 若き 信仰の 友なる 法 學士金 澤常雄 君 を 遣りて 其 牧師と 

たらしめ 單 純なる 福 昔 主義の 上に 奮き 此敎會 を 立直し 給 ひし 事 は實に 感謝の 至りで ある。 祌は 日本に 

於て 獨立 信仰 を 惠み給 ひ、 多くの 惡戰苦 鬪の內 に、 其 發達を 助け 給 ひつ k ある を 感謝す る。 神は必 す 
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日本人 を 以て 日本 を 救 ひ 給う であらう。 札 幌獨立 基督 敎會は 其 最初の 試みと して 存し 且つ 榮ぇ ねばな 

らぬ。 

十 I 月 七日 (火) 晴 久 振りに て 朝鮮 金貞植 君の 訪問 を 受けた。 前に 變ら ざる 信仰の 光に 輝く 君 

の 容貌に 接して 樂 しかった。 君に 會ふ 毎に 思 ふ は キリ ストに 在りて 成る 日鮮 合同の 確實 なる 事で ある。 

政治家 や 軍人 や 實業家 は 知らす、 余 は 日本人で あり 金 君 は 朝鮮人で あるが、 我等 は キリストに 在りて 

眞の 兄弟で ある。 

十一月 八日 (水.) 雨 使徒 行 傅の 研究に 大 なる イン テレス トを覺 えつ、 ある。 昨日 はステ パノの 

殉敎に 就て、 今日は ピリ ボの俾 道に 就て 學ん だ。 二人共に 平信徒であって、 十二使徒 等が 爲し 得ない 

事を爲 した。 聖書 は 何處を 見ても 平信徒 對敎 職の 書で ある。 眞理は 常に 平信徒に 由て 進められ、 敎職 

は 其 跡に 從ふ。 「エルサレム に 居る 使徒 等サ マリヤ 已に 神の 道 を 受けたり と 聞きて ぺ テロと ョ ハネを 

% 堪に遗 はす」 と ある (八 窠ト i: 節)。 平信徒 ピリ ボが 開きし 傅 道 地へ 使徒 等が 入った ので ある。 牧 

師 だから、 又は 宣教師 だ からと 自 から 思 ふ 時に 神 は敎師 ならざる 者 を 以て 其 犬なる 聖業を 行 ひ 給 ふ。 

有難い 事で ある。 

十一月 九日 (木」 曇 昨 口より 今日に 懸けて 三人の 訪問者が あった。 其 一人 は 第一 高等 學 校の 一 

年生であって、 彼 は 余に 余の キリスト 再臨の 信仰に 就て 注意す る 所 ありと 云 ひて 訪問した。 第二 は 上 


州 安屮の 人であって、 彼 は 故 新島襄 氏の 傳を著 はし たれば、 海老 名彈正 氏と 共に 其 序文 叉 は 紹介 文 を 

書いて 吳れと 云 ひて 訪問した。 第三 は 高等 女子 師範 學 校の 生徒であって、 彼女の 信仰 上の 疑問 を 解か 

れんとの 訴願 を 以て 訪問した。 第一 は 不快であった。 余 は 彼の 心的 健全 を 疑 はざる を 得なかった。 第 

一 一 も餘り 快くなかった。 自分の 著 はした 書 を 余に 押附 ける やうに E えて 近代 人 特有の 自己中心 主義の 

發揮を 認めざる を 得なかった。 第三 は氣 持が 善かった。 眞 面目で、 謙 遞 で、 閑雅で、 信仰の 深き 事 を 

語って 少しも 嫌に 感じなかった。 敢 て絕對 的に 訪問者 を拒絕 すると 云 ふので はない。 但し 宗敎 狂と 自 

己押賫 人の 訪問 は 甚だ 有難くな いので ある。 謙遞と 道理と を缺 くん は援 けんと 欲する も 助く る 事が 出 

來 ない。 余 を 誨へ叉 は 利用 せんと 欲する 者 は 來る， 刃れ。 敎 へられ 又は 兄弟の 愛 を 以て 援 けんと 欲する 

者 は 来るべし である。 

十一月 十日 (金) 雨 淸水 繁三郞 夫人 サへ子 並に 松田英 二の 二人 東洋 汽船 安洋 丸に て 墨 西 哥國ヱ 

スキ イントラに 向け 横 濱を發 す。 見送りの ため 我等 兩人 岸壁 繁留の 同船に 至り、 多くの 友人と 共に 彼 

等の 上に 祝福 を 祈った。 同志の 海外 發展は 最も 喜ぶべき 事で ある 。狭き 日本 國に 在りて 同胞 相 競 ふ は 

好まし からざる 事で ある。 如かす§^诠曰と鋤とを以て新たに鄕土を柘かんには。 「海よ 诲ょ 我を廣 くせ 

よ」 である。 口 本國は 喜んで 之 を競爭 者に 讓 つて、 我等 は 北 は 勘 察 加 又は 西 比 利 亜に、 南 は tl ツキ ー、 

ァ ン、、 テ ス の 麓に 我が 領分 を擴 むべき である。 偸 快なる 一日であった。 

十一月 十 I 日 (土) 晴 雜誌十 一 月號が 出来た。 〇 書面 を 以て 米國の 友人と 進化論に 就て 鬪 つた。 
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聖書 を 以て 舉問 を爾 迫す るの 非に 就て 論じた." 米國 基督 信者の 不遞を 責め、 我等 日本人 は 唯々 諾々 彼 

.fx き お,、 

等の 信仰 を受 くる 者に 非る 事 を 明，：：： に 書 送った。 

十一月 十二 日 (日) 晴 馬可傳 一章 九— 十一 節 「イエスの バブ テス マ」 に 就て 講じた。 高貴なる 

行 爲に對 する 靜か なる^の 如き i,- 靈の 降臨に 就て 述べ、 自分 も 聽衆も 大に勵 まされた。 不相變 週間 第 

一 の 日であった。 

十 I 月 十三 日 (月) 晴 歷 はしき 晩秋の 一 曰であった。 郊外に 杖を曳 き、 退^の 紫 龍膽に 昨日 來 

の 疲勞を 癒した。 ィ H ス の 野の 試 誘に 關 はる 善き 註解 を 得ん とて、 カイ ムのィ H ス傳、 ，ワイスの キリ 

スト 傳を 漁りし も、 矢張り ミルトンの 傑作 『樂 園の 囘復』 の此 事に 關 する 鼓 上の 解釋 なる に氣附 て、 

一 氣に其 三 章を讀 みて 非常に 偷 快であった。 偉大なる は 此淸黨 詩人で ある。 彼の 作に 小作 は ー篇 もな 

い。 ミルトンの ：一：5 仰 を 學んで 我等 は 同時に 熱心に して 健全なる 事が 屮 I 來る。 今日 歐米、 殊に 米 國に流 

行す る 多くの 不健全に して ヒス テリ ー 的なる 信仰に 較べて、 淸黨 時代の 信仰の 如何に 強健な りし 乎が 

判明る。 

十一月 十四日 (火) 晴 今日 も 亦 ミルトン を讀 みつに けた。 彼の 該博なる 擧 問と 深遠なる 思想と 

堅 貧なる 信仰に 驚く。 彼れ を 去りて 玆に 二百 五十 年、 英米人 は 未だ 彼の 信仰に 達せざる や 遠し。 £ 

トンの 思想 を 以て 審判くならば、 今日の 英米 兩國、 殊に 米國は 純然たる 偶像 敎國 である。 〇 山形 縣 


北 村 山 郡 東 鄉村沼 澤生香 園 主 奥山 吉治 君より 例年の 通り ll?; 自作の 林檎 一 箱 を 贈り 来る。 余 は 年毎に 君 

の此贈 與を受 くる 事玆に 二十 有 五 年、 今年 も 亦 玆に該 園 特有の 林檎 滿紅、 大和 錦の 贈與に 接し 感謝 措 

く 能 はす、 一首 を賦 して 君の 變ら ざる 友誼に 酬ゐ た。 

我が， 友に やどる 生命の 結ぶ 果の 

香 はたかし 沼澤の 里。 

今後 何囘 君の 此贈與 に 接する を 得る にや。 何れに しろ 此 友誼 は 此世を 以て 盡 くる 者で ない と 信す る。 

十一月 十五 日 (水) 晴 今日 も 亦 最良の 友人 は ミルトンであった。 『樂 園の 囘復』 の再讀 を 始め 

た。 彼れ 自身が 俗界 を 超越した 人であった。 故に 彼の 詩に 親んで 現世に 對し 無頓着に 成ら ざらん と 欲 

する も 得ない。 ミルトン は英 民族の 思想が 其最髙 潮に 達した 者で ある。 其點に 於て ヮルヅ ヮスも ブラ 

ウー 一 ングも 到底 彼に 及ばない。 英語 を 學んで ミルトン を讀 ますして 其 最大の 美 を 逸する ので ある。 ミ 

ル ト ンを 解す る 丈け にも 英語 を學 ぶの 價値は 充分に ある。 

十 一 月 十六 日 (木) 雨 大手 町に 於て 家庭 祈 禱會を 開いた。 秋雨 冷たき に拘 はらす 來會 する 者 六 

十 名。 宿題 は 「食前の 祈 禱」。 多くの 實験談 あり、 だ 有 ：！ 妣 なる 集會 であった。 

十一月 十七 日 (金) 晴 義弟 橫濱水 哉 東洋 汽船 彼斯丸 機關士 として 风哇 航路に 就かん とて 今日 我 

を發 す。 彼に 依り 自今 東印度 諸島に 就て 研究 せんと 欲し、 其 材料 蒐集 を 彼に 依嘱した。 陸に はヮレ 
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ス、 海に はブレ ー クが其 動物 學的 研究 を 積みし 是 等の 島峡は 無限の 興味 を 研究者に 供す る 者で ある。 

十一月 十八 日 (土) 晴 < ^を. 曾て 先生と 呼んだ 人で < ^に 對し攻 擊を繼 けて 居る 人が あると 聞いた。 

斯 かる 人 は 今 E まで 幾人 もあった 事故 训に 驚かない。 斯 かる 人が あるが 故に 余 は 今日 猶ほ余 を 先生と 

呼ぶ 人に 注意す る。 彼等 も 亦 何時 余の 敵と なりて 氽を 篤る に 至る か 判らない。 叉斯 かる 人が あるが 故 

に 友人の 眞僞 が試驗 せらる。 偽りの 友 は 余に 敵す る 者と 交際 を っ^け 又は 彼と 共に 余 を 離る。 虞の 友 

は 彼の 言 を排 して 余に 與 する。 人生 敵 を 持つ 事 は 善き 事で ある、 今日まで 敵 を 持ちし が 故に 友人 は淘 

汰 せられ、 業 は發展 し、 信仰 は 高まり、 恩 惠のヒ に 更に 恩 惠の加 はりし 泰は 其幾囘 なりし 乎 を 知ら 

ない。 余の 敵 は 欲 ふ 存分に 余を敲 くが 宜ぃ。 若し 其れが 爲に 彼が 幾分な りと 愉快 を 感じ、 叉 幾分な り 

と 彼の 事業 を 進む る途 となるならば 余 は 彼の 爲に 甚だ 喜ぶ。 

十 一 月 十九 日 (日) 半晴 不 相變滿 堂の 聖會 であった。 畔上は 彼 得 前 害 を、 余 は 馬可傳 一 章士 一、 

十三 節 を 「野の 試 誘 其 一」 として 講じた。 詩人 ミルトンに 勵 まされて 熱心と 確信と を 以て 此大 問題 を 

講 する を 得て 大 なる 感謝であった。 此日 讚美歌 殊に 美 はしく、 三十 一番、 ra ト 八番、 百 五. H 一番、 二 

百 g: 十九 番、 3： れも 熱心 を 以て 歌 はれた。 老若 SR 女 貧富の^ なく、 七 百 有 餘の會 衆が 帝都の 中央に 於 

て聲を <t はせ てィ H ス キリス トの御 父なる 眞の神 を 讚美す る 其 有様 は 見る からに 莊觀 である。 

十一月 二十日 (月 一 晴 今や 日本に 士道 は 絶えた。 博士と 云 ひ 擧士と 云 ふ も 多く は士 ではなく し 


て 商人に あら ざれば 藝人 である。 「十； は已を 知る 者の 爲に 死す」 と 云 ふやうな 心 は 之 を 1^ 謂 基督 信者 

の 間に すら 見る 事が 難い。 痛 歎の 至りで ある。 

十一月 二十 一日 (火) 半晴 再臨の 信仰 は 自分 等に 多くの 善き 事を爲 したが 亦 多くの 惡 しき 事 を 

爲 した。 再臨の 信仰に 由り 自分 等 は 多くの 米國 流の 基督 信者に 接し、 其 結果と して 數 知れぬ 苦痛 を 自 

分 等の 內に 招いた。 ケに 至って 判^った 事 は 再臨 信者の. に 多くの 宗敎狂 あり、 所謂 「福 昔 商人」 あ 

り、 淺 薄なる 米國 流の 所謂 「靈魂 捕獲 者」 の ある 事で ある。 余 自身 は 彼等 を 一 掃す るに 多くの 努力 を 

要した。 然し 神の 恩惠に 由り 今や 萬 事が 元の 健康 狀 態に 復 しつ & ある。 余の 進化 說の 維持に 由り 多く 

の再臨^^者は余を離れっ k ある。 キリ ス ト苒 臨の 信仰 は 深き 眞理 である 事 は 余 は 今日と 雖も 少しも 疑 

はない。 然し 此 信仰に 附着す る 多くの 寄生 蟲に 至て は 全然 之 を 余の 身邊 より 排除 せざるを得ない。 

十 I 月 二十 三日 (木) 曇 舊屋の 改築 渐く 成り、 今日より 引越し を 始めた。 大混雜 である。 〇 や 矢 

國總 選擧に 於て 0 イド . ジ ョ -' ジが 落選した と 聞い て 一 時 は 失 §1- したが 其 事が 誤報で ありし 事が 判明 

つて^だ 偸 快であった。 此 人が 若し 英國の 政界 を 去る やうで は 世界 は眞 暗で ある。 然るに 非國敎 主義 

の此 基督 的 政治.； }^ が 猶ほ其 獅子吼 を績 くると 聞いて 大に 我心 を强 くす る。 a イド . ジョ I ジ 永く 健在 

なれで ある。 

十一月 二十四日 (金) 曇 柏木の 舊 家の 改築が 成った。 今度 は 之 も； 11： じく 柏木の 舊敎 友團の 改造 
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に 取掛ら ねばならぬ。 一 一年 半 前に 余が 長 尾 半 平 君の 平信徒 修養 會に 講演 を 承諾したり とて 二三の 强き 

反對 者が 出、 其 人達に 對 する 舊き敎 友達の 同情 頗る 厚く、 先生た る 自分 は 多 數決を 以て 不信任 を 議決 

せられ、 威信 殆んど 地に 墮 つるに 至った。 然し 乍ら 自分と して は 今日に 至る も尙ほ 自分の 主張 を 曲ぐ 

る 能 はす、 爲に 殆んど 前の 孤 獨に歸 つた 次第で ある。 乍然此 場合に 於て は 自分 あっての 柏木であって、 

自分 を拔 きにして 柏木 は 立たない が 故に 玆に復 た 自分 一 人で 柏木 を 再興す るに 定めた。 人 各 其 見る 所 

あり。 自由 は 余の 最初よりの 主張で ある。 故に 自分 を 去る も 自由、 去る 者に 同情 を 寄す る も 自由で あ 

る" 其點に 於て 自分 は 常に 公然 自分に 反對 する 者 を 尊敬す る。 但し 持って 欲しき は 紳士の 態度で ある Q 

君子 は 去って 惡聲を 放た す、 ； W して 十數年 信仰的 生活 を 共に し來 りし 者の 間に 於て を や。 斯 くして 

建て は 壞れ壞 れては 建つ、 今日まで 其幾囘 なる を 知らす。 然れ ども 改築 を 重ぬ るた び 毎に 我が 住家 は 

善くな つた。 今度 も 多分 同じ 事で あらう と 信す る。 而 かも 反對の 起る たび 毎に 自分 は 敗北 者の 地位に 

置かれ、 多 數の棄 つる 叉 は 疑 ふ 所と なった。 然し 乍ら 余 は 却て 其 事 ある を悅 ぶ。 余 は 神の 恩惠に 由り 

一 人で 立つ 事が 屮 I 來る。 余の 反 對者は 多分 多数の 同情 を 要する であらう。 願 ふ 恩惠裕 かに 彼等の 上に 

加 はり、 彼等の 反對其 物が 神の 榮光 を顯 はすの 機會 とならん 事 を。 余 は 余の 反對 者に 同情 を 寄せし 舊 

同志の 行動 を 責めない。 二人 相爭ふ 時に 弱者に： 1； 情す る は 日本人の 特性で ある。 故に 先生と 弟子と 相 

爭ふ 時に 弟子に 同情す る は 日本人と して 當然 である。 然し 乍ら 正邪 は 强弱を 以て 決する 事 は出來 ない。 

正が 强の 側に 在 る 場合が な いと も 限らない。 然し^ 時まで も 此狀態 を 繼梭す ベ き で ない。 故に 今 は 去 

る 者に は 去って 貰 ひ、 止まる 者に は 止まって 貰うて 兹に又 新たに 信仰 團を 作らう と 思 ふ。 そして 止ま 

る 者 は 余が 豫 想せ しよりも 多き 容子 である。 余 は 此際强 き 余が 勝って 弱き 余の 反對 者が 負けん 事 を 恐 _ 


れる。 

十一月 二十 五日 (土) 半晴 地方より 世界 傳道 協贊會 への 赞成 綾々 と來 る。 此： n 三：： にて 二百 十 

ニ圓の 寄附が あった。 其： s: ニ阆 は大阪 附近に 下女 奉公 をす る 者が 父母に 仕送り、 弟の 學资を 助け 殘餘 

の 金 を 送來 つた 者で ある。 本誌の 讀 者の. 2： に斯 くも 全人 類 を 愛する の 愛の 厚き 者 ある を 感謝す る 。 


十一月 二十. K 日 (日) 雨 久 振りの 雨の 聖日で ある。 中央 講演 會の 聽衆少 くして 靜 かなる 集會な 

らんと 思 ひしに、 來會者 晴天の 日に 異ら す滿堂 一 脚の さ 椅子な き 有様であった。 講演の 題目 は 馬太傳 

章に 依る r ィ H スの 野の 試み」 であった。 實に 大切なる 題目であって、 其說 明に 余 は 全身の 力 を 籠 

めざる を 得なかった。 余 は 「偉大なる ィヱ スょ」 と 叫ばざる を 得なかった。 基督 敎會全 體が盡 く 野の 

試みに 負けし 者で ある 事 を 述べて、 我 園に 於て 基督 敎の建 直しの 必要 ある を 主張した。 {冰 に歸り 夜に 

入って 氣拔 けがした やうに 感じた。 此日獨 りで 大奮 鬪を爲 したやう に覺 えた。 大 問題に 就て 語って 縱 

し 斃れて も 惜しく はない と 思うた。 

十一月 二十 七日 (月) 晴 聖書 を 讀んで 益々 明白になる 事 は キリストの 善き 弟子た らんと 欲すれ 

ば 單獨の 生涯 を覺 悟せ ざるべ からすと 云 ふ 事で ある。 基督 者の 生涯 は、 今の 敎會 信者が 思 ふが 如き 社 

會の人 sli.: を 博し、 多くの 同志に 圍 まれながら 安心 喜樂の 日月 を途る 事で はない。 實際 的に 惡 魔と 戰 ひ- 
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或る 形に 於て 獨り 十字架に 釘 けらる \事 である。 「人の 敵 は 其 家の 者なる べし」 とか、 「汝 若し 我に 

從 はんと 欲すれば 己が 十字架 を 負 ふて 我に 從へ」 と 云 ふが 如き 主の 言 は 此事を 意味す るに 相違ない。 

余 は 今や キル ケゴ ー ド と共に 午の 基督 敎會 なる 者は僞 はりの 敎會 であると 云 ふに 禱路 しない。 斯んな 

敎會に 棄られ やうと 辱 しめられ やうと、 少しも 恥で はなく して 却て 大 なる 名譽 である。 而 かも 少數の 

本當 のクリ ス チヤ ンの 世に 在る * は 感謝に 堪 へない。 

十一月 二十 八日 (火) 晴 { 氷 は 甥と 下女との 病氣 で混雜 した。 柏木 敎友團 の 改造が 着々 進涉 しつ 

つ ある。 今 曰の 所 反對は 余が 思 ひしよりも 遙 かに 勘い やうで ある。 叉 反對^ の 言な りと 云 ふを閒 くに. 

其反對 なる 者 は 余に 對 する 深き 愛より 出る のであって、 余の 傲慢 を 矯め、 < ^が 貴族 や 富豪に 誘 はれ ざ 

らんが 爲め であるとの 事で あれば、 に は反對 は絡對 的に 無い と 見ても 可い ので あらう。 何れに しろ 

萬 事 萬 物 悉く 可な りで ある。 英國 近代の 大哲 學者バ ー ト ラント. ラッセルの 言な りと 云 ふを閜 くに 

「人生 敵 を 憎む は 最大 快樂 である。 敵 を 憎んで 彼 を 苦しむ るの 快 樂は友 を 愛して 彼 を 喜ばす の 快樂に 

勝 さる。 人生 此快樂 卽ち敵 を 憎む の 快樂を 逸する 事 は 出来ない」 と、 一 面の 大眞理 を 含みた る 言で あ 

る。 余 は 常に 思 ふ、 「人 •  あり 余 を 憎み 幾分な りと も 余 を 苦しむ るに 由り て 幾分な りと も 快 樂を覺 ゆる 

ならば 余 は 喜んで 彼の 憎みの 檫的 となる であらう」 と。 余は斯 くして 彼に 快 樂を與 ふるならば 余 は 彼 

に對し 一 種の 慈善 を 施しつ k あるので ある。 故に 我 を擊ょ 我が 敵！ 

十 I 月 二十 九日 (水) 晴 敎友 高山 鈍 吾 君、 福音書 店 を 巿內九 段 坂に 開き、 余 は 之に 向山 堂の 名 


を與 へた。 詩篇 第 百 廿ー篇 「我れ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ」 の 語に 因る ので ある。 此日四 五の 同志 相 集ま 

り、 i 微 なる r 獻堂」 の 式 を 行った。 後一 同 神 保 町の 某亭に 至り、 豊かなる 晩餐の 饗 應に與 つた。 八 マ 

や 純 福音書 店の 全市に 絕 えし 此 時に 當り、 向山 堂が 其 名の 通り H ホバ に 依頼み て 其 職責 を 全うせん 事 

を 祈る。 序に 記す、 同店 を 聖書 研究社 巿內 出張所と 定め、 巿內讀 者 併に 賫捌 店の 便利 を 計る 事に した。 

や？ すて 

十 I 月 三十日 (木) 晴 舊屋 改築の 結果と して 多くの 燃料 を 生じ、 其 燒棄に 毎朝 樂 しき 時 を 持ち 

つ 、ある Q 世に 最も 氣持 善き もの は 「燒盡 す 火」 である。 之に 由て 凡ての 汚物、 腐敗、 懦氣が 燒盡さ 

る、 ので ある。 . ^の 革 正な くして 淸潔 はない。 そして 淸 潔の 無き 所に 眞の愛 は 行 はれない。 然るに 現 

代人、 殊に 現代の 基督 信者 は 何よりも 革 正の 火 を 嫌 ふ。 彼等 は 恩惠の 慈雨に 潤 ふの 外に 救の 道 は 無い 

と 言す る。 

十二月 一日 (金) 晴 校正と 交友と で 多忙 を 極めた。 此所 一週間 程 書籍に 眼 を 觸れる 時 さへ なか 

つた。 珍ら しい 事で ある。 

十二月 二日 (土) 晴 忙しい 土曜 曰であった。 柏木 敎友圑 の 改築 ェを竣 り、 誠に 感謝の 至りで あ 

る。 去る 者 は 去り 残る 者は续 りて 玆に 喜ばしき クリス マス を迎 ふるの 準備が 出来て 近頃に ない 歡 びで 

ある。 
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十二月 三日 (日) 晴 屮央講：M,^t引っ^き大盛ノ建、 自分は路加傳^章ー—十三節に依りィヱ スの 

野の^-^みの第-ニ囘を講じた。 自分ながら 主ィ H スの 偉大に 打 たれた。 八.' ほ の 敎會、 殊に 米國の 諸敎き 

は 殆んど 其 すべてが .惡 魔の 試みに 黄け て 其 翻弄す る 所と 成った 者で あると 云 ひて 憚らなかった。 ィ ェ 

スは惡 魔の 試みに 勝ちて 其 時 十字架の 死 を 選み 給うた と 言 ひし 時に 我が 心 は 躍らざる を 得なかった。 

十二月 四日 (月) 晴 內 外の 紛糾 少しく 片附 き讀書 欲の 復興 を 見た。 取屮： された の は 力 ー ル *ゥ 

ルマンの 『ィ H スの なき 事』 であった。 奮い 獨逸 神舉の 正氣に 觸れて 我が 个 ：の信 仰の 立場 を 確め 

られて 嬉しかった。 

十二月 五日 ： 火 I  i 北風 强 くして 寒し。 中央 講演 會 ハンナ 組の 少女 其 重病の 由 を閒て 彼女 を 銀 

座の 〔象に 見舞うた。 昨日 來 快方に 向 ひし.^ を 聞いて 喜んだ。 平素の 信仰 其 功 を 現 はし、 苦痛に 對し平 

然 たる 者 ありと 彼女の 兩 親より 聞いて 非常に 嬉しかった。 彼女 は 感謝の-:^ を 以て 余を迎 へて 吳れ た。 

余 も 亦 余が 失 ひし 少女の 爲に 祈った 其 心 を 以て 此 信仰に 在りて 生みし 少女の 爲に 祈った。 美 はしき は 

キリ ス ト. に 在りて 結ばれし 師弟の 關係 である。 

十二月. I 八日 一水 一 晴 引 綾き 北風に て 塞し。 米國 地理 學雜 誌に 英國ゥ イリヤ ム • ラム セィ 氏の ff 

に 成る 小 亞細亞 の i-^ 地理に 關す る 記述 を讀 み、 大 なる 興味 を覺 えた、 小-^;ュ細-„31 は？：ほん で 字 の 如く 小 

なる .=0„- 細亞 である。 其 ii 史と 地理と は ffi 細亞 大陸の それの 縮寫 である。 其 運命 は 世界の 運命に 大關係 


ある もの、 又 基督教の 立場より 見て 意義深き 者で ある。 ラム セィ 氏の 如き 大學 者が 其 一生 を此 研究の 

爲に獻 ぐる 叉 故な きに 非す である。  、 

十二月 七日 (木) 晴 午後 六 時半より 柏木 今 井 館に 於て 第三 囘 世界 傳道協 贊會を 開いた。 來會者 

男女 七十 名。 宿題 は 「支那 傳 道の 義務」" 余は此 題に 就き 余の 意見 を 述べ 繼 いて 支那 旅行者 三人の 實 

驗談 あり、 祈禱と 讚美歌と を 以て 此舆味 多き 集 曾を閉 た。 獻金 四十 八 圓餘。 此日 支那に 醫師を 送り、 

醤療傳 道 を 開始す るの 祈願が 起きた。 其の 遠から すして 實 現せん 事 を 祈る。 

十二月 八日 (金) 晴 建具屋に 襲 はれ 家 は混雜 であった。 人生 十分の 九 はた 肉體に 於て 生く る 

事で あると 思へば 申譯 なき 次第で ある。 此日 『英 百』 に 支那 诲南 島に 關 する 記事 を讀 みし 外 何事 も爲 

さなかった。 眞に 不生産的の 一 日であった。 

十二月 九日 (土) 晴 カイ ムの イエス 傅 第二 卷に カベル ナウ ン 並に ガリラヤ湖の 地理 的 研究 を讀 

み 近頃に なき 感興 を覺 えた。 さすがに 大歷 史家で ある。 彼の 史眼に 驚くべき 者が ある。 何ん と 云うて 

も 今日の 所、 此 著 以上の ィ H ス傳を 見る 事 は 出来ない と 思 ふ。 彼に 敎 へられつ、 ィヱス 傳を講 す、 是 

れ 以上の 偸樂 はない。 カイ ムはゴ ー. デ ー と 同じく 瑞西 人で あるが、 二者 全然 其 信仰の 立場 を 異にする- 

然れ ども カイ ムの觀 たる ィ H ス に敬崇 を禁 すべから ざる 者が ある。 人なる ィ H スは 神と して 照り 輝く- 

其 偉大 は 人 以ヒの 偉大で ある。 ィ H スを識 らんと 欲する 者 は カイ ム の イエス 傳を見 運す 事 は出來 ない _ 
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十二月 十日 (日) 晴 屮央 講演 會變 りなし、 但し 聽衆前 同より 二三 十 人 き やうに 見受けた。 ィ 

ヱ スのガ リラ ャ傳道 開始に 就て 話した。 キリストの 福音に ガリラヤ湖 畔の 香が 附 いて 居る と 云 ひて 昨 

日 カイ ム より 擧 びし 事に 我が 感想 を 加へ て 語った。 前 三囘の 「野の 試 誘」 の 緊張に 铰 ベて 春の 長閑 さ 

を はしむ る 講演であった。 自分な がらに ガ リラ ャの 春風に 吹かれた やうに 感じた。 

十二月 十 一日 (月) 晴 疲 K 力の 月曜 nl であった。 半日 寢た。 『英 百』 に ガリラヤ湖の 地理 歴史 を 

請み、 變 化に 伴 ふ 休 4> を 求めた。 其 水に 產 する 魚類の 故に 殊に 面白かった。 〇 クリス マスが 始 つた。 

第一 のプレ セントが； 二 越吳服 店員 某 君より 來 つた 事 は 不思議で ある。 余の 如き 者に 斯 かる 所に 信仰の 

友が あると は 多くの 人 は 意外に E 心 ふで あらう。 然し 其 事 は事實 である。 聖誕節 第一 信 は 北 見 國利尻 島 

沓形 港せ A 君より 達した。 彼 は 小學校 教師で ある。 曰く 「朝に 堅 氷 を 踏み 白雪 を 蹴て 登校す る兒女 二百 

餘 名を迎 へ、 夕に 灰 を报り 蒔く やうな 吹雪の 中に 肩をすくめて 歸り 行く 子等 を祈禱 もて 途り 出します。 

神の愛に 救 はれて 己の 愛 を 知り 之 を 子等に 充分に 及ぼし 得ません、 けれども 不足の 分 は 主 補 ひ 給 ふと 

信じて うれしく 一  日の 行事 を 終る ので 御座います 云々」 と。 斯んな 小 學敎師 が 日本に 居る 乎と 思 ふと 

末 頼し くなる。 孤島の 彼れ 一 人を勵 ますた め 丈け にても 毎月 研究 誌 を 出す 價 値が あると 信す る。 今年 

も亦樂 しき クリ ス マスが 旣に 我等 を 見舞 ひつ、 ある。 

十二月 十二 日 (火) 晴 北風に て 寒氣强 し。 一月 分雜誌 編輯に 半日 を 費した。 ヨルダン 河 並に 死 


海の 地理 復習 は 面白かった。 米國 ドクトル (醫 ：>  バ If りクリ ス マ ス の 祝詞 並に 贈物に 接して 嬉し 

かった。 米國 人に して 唯 純なる 友誼の 故に 余の 幸； i を 念じて 吳れる 者 は唯バ ー 君 あるの みで ある。 今 

より 三十 八 年 前の クリ ス マ ス に 余 はべ ン シ ルバ 一一 ャ洲 H ルゥ インに て 始めて 君に 會 うたので ある、 長 

い 事で ある。 我等 は宗敎 上の 友人で ない 唯單 に友諫 上の 友人で ある。 彼 は 余に 對 して 「君は^^書は 一 

言 一 句 文字通りに 信ぜねば ならぬ」 とか、 或は 「君 はダ ー ウィン の 進化 說を 信じて はならぬ」 とか、 

或は 「君 は 余の 敎會に 入らねば ならぬ」 とか 云 ふやうな 信仰的 壓迫を 余に 加へ ない。 彼 は 余 を 信じて 

吳れ る。 故に 彼の 友誼 は 一 層 貴く ある。 

十二月 十三 日 (水) 晴 誰か 獨 逸より 小包 郵便に て 一六 六 ra 年發行 のん ー テル 譯獨逸 語の 大聖 書 

を 送って 吳れ た。 ル ー テルと 余と は 何 か 深い 關 係が あると 思うた からで あらう。 誠に 有難い 次第で あ 

る。 二百 五十八 年 前に 成りし 古本で ある。 殆ど ゥ H ブス トル 大字 典の 大さ である。 植字 圖畫の 粗雜な 

る 今日の それと 較べて 見て 天壌の 差が ある。 然 かも 三百 年 前の 信者が 此 書に 神の 言 を認 め 、 之 を 信じ 

て 大事 を爲 した 乎と 思へば 感激に 堪 へない。 余が 今日まで 用 ひ 来りし 獨逸 語の 聖書 は 三 ト 六 年 前に 米 

國ボ ス トン に 於て 買 求めし 者で ある。 何百 年經っ て も其價 値の 少しも 變らぬ 書と して 唯 聖書 あるの み 

いろ/、 

である。 〇 余が 宗敎 家で あるとの 故で あらう、 近頃に 至り 種々 の 人が 飛込んで 來る。 昨日 は 煩悶の 極、 

將 さに 自殺 せんと 稱 する 或る 婦人の 訪問 を 受けて 其處 分に 翁した。 今日は 又 余の 知らざる 或 人が 死ん 

だとの 故 を 以て 余に 葬式 を， 依賴 する 人が 来た。 深い &ギ 一書の 眞 理を敎 へて 吳れ よと 云 ひて 尋ね 来る 者 は 

無い。 すべてが 困った 時の 神賴 みで ある。 彼等 は 余を怫 寺の 和尙 であるかの やうに 思 ふて 余に 坊主 Q 
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爲す こと をん 叩じ义 依頼す るので ある。 腹 も 立 て ば 叉 憐れ に も感 する。 

十二月 十四日 (木) 晴 クリスマス 氣分 段々 と 濃厚に なり、 友情の 交換に 甚だ 忙 はしく ある。 此 

曰 計らす も 舊ぃ讀 者の 一人 松 本 太平 君の 訪問 を 受けて 嬉しかった。 君 は 故-一 コ ライ 先生の 高弟の 一人 

である。 後に 少しく 信仰 を變 へ しと 雖も、 一 一十 年 一 日の 如く 主ィ ヱ ス に 事 ふること 厚く、 今 は 魔嶋縣 

德之 島に 農業に 從 事しながら 獨立傳 道に 從事 せらる。 君の 導きに 由り 信仰 を 起して 善き 平信徒と 成り 

し 者 多し と 云 ふ。 誠に 羨ましき 生涯で ある。 君は鞋 足袋 を 穿ち、 德之 島に 在りて 鋤 を 取る 姿 其 儘に て 

柏木 を訪 はれた。 15?； に對し 一 きの 敬意 を 表せざる を 得なかった。 

十二月 十五 日 (金) 曇 舊屋の 改築 漸く 完成し、 先づ 一休みで ある。 全 五ケ 月 以上 か、 り、 隨分 

の ® 遣 ひであった。 日本の 職. を 相手に する 事の 如何に 困難なる 乎 を 今度 程 痛切に 感じた 事 はない。 

日本に 於け る 職人 道德 の- 喊顔は 紳士 道德 の錢顏 丈け それ 丈け 園 ^存在に 係 はる 大 問題で ある〕 勞 働の 

高價 にして 仕 事の 疎漏なる、 今や ョ本は 世界 第一 である。 實 に社會 何れの 方面 を 見ても 歎すべき 事の 

みで ある。 祌が 特別に 日本 を 惠んで 下さらざる 以上 は 其 滅亡 は 避け 難しと 云 ふ 外 は あるまい。 

十二月 十六 日 (土) 晴 日本酒 上等 一升 三阁 五十 JSf であると 聞いて 驚いた" 我 國勞働 者の 賃銀が 

，B ^第 一 である 其 理由が 玆に 在る 事が 解った。 我等が 勞働 者に 拂ふ 金の 大部分が 此高價 なる 酒 を飮む 

に 使 はる、 を 知って 痛 歎に 堪 へない。 そして 此 1^ が 能率 を 低減し、 技工 を 害する を 知って 其 害毒の 


二重 三重なる 事が 判明る。 誠に 我等 酒を飮 まざる 者 は 幸で ある。 自分の 如き 六十 三 歳の 今 CI、 靑年時 

代と 少しも 變ら ざる 知識欲 を 有し、 人生の 希 滿々 たる 理由 は 主として 禁 洒の實 行に 在る は 疑 ひなき 

事で ある。 一 升三圓 五十 錢の酒 を 飮んで 生活の 改善の 行 はれざる は 少しも 怪しむ に 足りない。 

十二月 十七 日 (日) 晴 . 今年 最後の 講演 會 であった。 來會者 平 曰より 少し 尠く、 六 百 人に は 少し 

不足した であらう。 馬可傳 一 章 十六— 廿 一 節 「弟子の 選擇」 に 就て 講じた。 今年 は 一 囘も 休講す る 事 

なく、 此惠 まれた る樂 しき 集會を 終る 事が 屮 I 来て 感謝に 堪 へない。 講堂の 隣り が 今の 會計 撿茶院 であ 

つて 四十 年 前の 農 商務省の 跡で ある。 其水產 課に 奉職 中に 讀み 且つ 學んだ 事 を 今 聖書 註釋の 上に 用 ひ 

つ 、ある を 思 ひて 今昔の 感に堪 へない。 ィ H スはシ モンべ テ n に 「我れ 汝を人 を 漁 る 者と 成さん」 と 

臼 ひ 袷 ひしが、 余 も 亦 四十 年 前に 水產 課の 事務室に 於て 同じ 聲を 聞いた ので ある。 そして 其 聲が今 車 

實 となって 現 はれ、 魚 を 漁る に 非す して 生ける 靈魂を 神の 庫へ と 漁る 業に 從事 しつ 、ある は實に 感謝 

の 至りで ある。 余 は 日本 第一 の 魚類 擧 者と 成る より は s^; 書 を 以て 日本人の 靈魂を 捕 ふる 者と 成りし 事 

を遙 かに 大 なる 名 譽义幸 幅な りと 思 ふ。 不思議なる は實に 神の 攝理 である。 

■  .  せつ/? l- ん t  ？ -i ん. まつ.， H- 

十二月 十八 日 (月) 晴 友人の 訪問 多し。 多忙なる は 「節季 女に 盆 坊主」 と 云 ふが、 之に 「タリ 

ス マス 牧師」 を 加へ ねばなる まいと 思 ふ。 そして 牧； 帥なら ぬ 余 も 多くの 人に 牧師 极ひ をされ て クリス 

マ スは 余に 取りても 年中 最も 多忙なる 季節で ある。 唯 時に ；！；：£ 仰の 押賣 りに 遭 ふて 辟易す る 事が ある。 

ホ リネス 信者に はホ リネス を押附 けられ、 プリマ ス；^^者にはプリ マ ス を押附 けられ、 斥く る 事 も出來 
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す受 くる 事 も 3 ^来す し て W ら せ ら る 、 事が 歷 々である。 實に W つた ものである リ 

十二月 十九 日 (火) 晴 或る 友人に 招かれ 新築の H 比 谷 東京 會 館に 於て 夕食の 饗 應に與 つた。 食 

ふ 事と 遊ぶ 事との 進歩に 驚くべき 者が ある。 誰も 神の 福 昔 を 說く爲 に 百 萬圓の 講堂 を 建つ る 者 はない 

が、 市：：^ 蜈樂の 爲の大 建築 は 立 所に 成る。 帝國 劇場に 演劇 を 見る 者が 地下道 を 通りて 此會 館に 來 りて 

飮み且 食 ふと 云 ふ 趣向で ある。 m 本國萬 歳で ある。 n 本ん も亦大 速度 を 以て 文明の 地獄へ と 進み 行き 

つ- - ある。 

十二月 二十日 (水) 晴 年末の 友人の 訪問で 家は賑 はった。 東京 附近の 友人 其、 過去 殆んど 二十 

五 年、 毎年の クリ ス マ スを 祝つ て 吳れた 者の 今年の 祝詞に： n く 

今年 も暮 になり ました。 が の あけぼのが 刻 一 刻と 近づきつ k あるの を 知りまして 喜びに 堪 へませ 

ん。 これ は 微細 なれ ど 下僕が 感謝の 心 を こめた る タリ ス マス プレセ ント であります。 願 ふこ の 冬 休 

に 先生が 御 好みの 御 本 か 又 は n 本の ガリラヤ湖 畔の 御逬遙 費に當 て 給 は らば  

と 文章 は 終って 居らない。 然し 意味 は 文字 以上で ある。 此好； に 接して 別に ガリラヤ湖 を訪 ふの 必要 

も なくなり、 一 首 を 送りて 我が 言 盡 きせぬ 感謝 を 表した。 

ヘル モンの 山 を 映して 水鏡 

み 敎へ淸 し ガリ ラャの 湖 

相 變らす 讚美と 感謝 の 歳の 暮 である" 


十二月 二十 一日 (木) 晴 午後 六 時半より 今 井 館に 於て 祈 禱會を 問いた。 年末 多忙の 時に 拘 はら 

す 來會者 五十人 程あった" 大森、 巢鴨、 中延等 遠隔の 地より 來 りし 者 も 多かった。 吉岡老 牧師が 寒 

を 犯して 之れ 叉 遠方より 出席 せられし は 嬉しかった。 感 話の 題目 は r 聽 かれし 祈禱の 實驗」 であった。 

祈禱 はすべ て聽 かる & もの、 聽 かれない 場合に は 祈 求 以上に 聽 かる k ものであると 述べた。 多 數の感 

話 あり、 不 相變惠 まれた る集會 であった。 年末 多忙 だからと 云 ひて 祈 禱會に 出席せ ざる は 愚で ある。 

多忙で あるから 出席すべき である。 神と 交 はり 心 を 平 かにして 此 世の 事業に 當る にあら ざれば 失錯の 

虞れ 甚だ 多し。 年末の 祈 禱會は 特^に 必要で ある。 

十二月 二十 二日 (金) 晴 手紙 を 上海 D  -E  • ホ ー スト 氏、 札幌ジ ヨン. バチ H ラ ー 君、 臺灣井 

上^ 之 助 君、 大連大 賀ー郞 君に 宛て 書いた。 世界 傳道協 贊會の 寄附 金 を 送りて 其 使用 を依賴 した。 實 

に クリスマスに 應 はしき 愉快 極まる 仕事であった。 ま那內 地の 支那 人、 北海道 樺 太の アイヌ 人、 臺灣 

の 生；^ 人、 滿洲 土人 等に 我等の 同情の 印 を 送りて、 我が 心と 世界と が 急に 廣く なった やうに 感じた。 

何故に 斯んな 偸 快の 事 をモッ ト 早く 始めなかった かと 思 ふた。 *1 界傳道 は 我が 殘餘の 生涯に 於け る最 

大 の偸樂 であるで あらう。 

十二月 二十 三日 (土) 晴 友人の 訪問と 家族の 者の 病氣 とで 混雜 した。 讀書も 默想も 少しも 屮 I 來 

ない。 唯 毎日 有難う、 有難うと 云 ふて 居る のみで ある。 我が 爲 すべき 事を爲 した 丈け である。 之に 對 
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して 禮を爲 さる、 理由 はない。 然るに 多くの 友人 は 相談で も爲 した かの やうに 後から 後へ と 我が家 を 

訪ひ來 る。 此 世に 在りて 旣に すべての 報 賞ハを 受けた やうに 思 はれて 薄 氣味惡 くなる。 此 世からの 天國 

の 生涯で ある。 誠に 相濟 まざる 次第で ある。 

十二月 二十四日 (日) 晴 午後 六 時半より 大手 町 衞生會 講堂に 於て 聖書 研究 會々 員 クリスマス 感 

謝會を 開いた。 來會者 五 百人餘 り。 讚美歌 第五 十六 番の合 を 以て 始め 余 は 詩篇 第 百篇の 大意 を 講じ、 

女子 學院敎 頭 三 谷 民 子 女史 は 婦人 席 を 代表し、 三 井 物産 會社 役員 久山寅 一 郞君は 男子 席 を 代表して、 

各 一場の 感話を 述べ、 其閒 に女聲 二重唱、 男聲合 i ？、 倉 辻 夫人の 獨唱を 交へ、 最後に 讚美歌 第 六十 八 

番を 合唱して、 全 二 時間が 感謝と 讚美の 內に 知らざる に 過ぎた。 誠に 我等 相應の クリス マス 祝賀 會 

で あった。 

十二月 二十 五日 (月) 晴 臺灣 生蕃 傅 近 を 生 の n 的と なし 獨カ 之に 從事 しつ、 ある 裹灣新 竹 街 

井上^之助 君よりの 書面の 一 節に 曰く 

…… 私事 今 同渡臺 致し 候より 七月と 相 成 候 も 之と 云 ふ 働き も屮 Z 來 申さす 神様と 皆様に 對し申 譯無之 

候。 …… 先生より 御 送り 下され 候 ひし 賜物に 依り 二：^ 蕃界 旅行 を 致し、 先年 住居せ し カラ パイの 蕃 

々等に 面會 致し 過去 を 語り 現在 を 思 ひ、 將來の 希 を與 へられ 感謝 致し 居候。 云々 

此 贵き傳 道に 對し 本誌の 讀者 諸氏が 厚き 同情 を 表し、 我が 井上 君 をして 物 资缺乏 の 故 を 以て 其 事業 を 

中止せ しむる が 如き 事な から ざらん 事 をび _1 む。 又 在 橫濱の 或る 蒈き 基督 信者に して 我. いぶの 主婦 を 慰め 


て 吳れし 言に 曰く 

奥様。 私共の 最大の 喜びで ある クリス マスが 义參 りました。 たと へ 神の 御 使命 を 御盡し 遊ばす 事が 

唯一 の 御喜び で 入らせられ ませう とも、 一年 問 塞 暴 雨 雪の 別ちな く、 毎 日曜： n に 全人 類の 爲に 聖書 

御 講演 を 遊ばされた 生の 御 骨折 は 申す まで もな く、 あなた 様の 隱れ たる 御 はたらき は 中々 御 容易 

の 事で は 人ら せられます まいと 御 察し 申 上げます。 只 八.' までの 御 講演 中 3： れも大 なる 御敎訓 をいた 

だき ましたが、 殊に 此 度の 馬 可傳は うれしく：^ ひました。 私共 夫婦 は 小 供の 頃から 敎會 に參り まし 

たので 四 福音書 は 殆んど 耳に タコの 入る 程讀 まされ 叉 開かされ ましたが、 此度 ii- 生の 御敎へ 下され 

た 様な 事 は 一度 も敎 へられませんでした。 バプ テス マの ョ ハネの 事 や、 ェ ス 様の 野の 試みの 御 話な 

ど は實に 私共の 耳に は 犬なる 喜びの 昔 信で ありました。 いさ、 か 感謝の 意 を 表する 爲に何 か 差 上た 

いと： e: じ 種々 考 へました が …… 長上に 金子 を御这 り 巾すな ど は 日本で は 最も 失禮な 事で は ござり ま 

すが M 卒惡ぃ 意味に 御 取り 下さらぬ 様に 御 願 €■ 上ます。 本年 一 年 は善惡 共感 謝の みで こざいました。 

ル.： 様 御機嫌よ く 新年 を 御む かへ 遊ばし ませ。 かしこ。 

舊ぃ 日本人に して 舊ぃ 基督 信者なる 此 姉妹より して、 自分なら すして 主婦に 對 する 此 同情 は 感謝の 至 

りで ある。 自分に 同情して 吳れる 者 は 比較的に 多い が、 自分と 同じ 責任、 或る 場合に 於て は 自分 以上 

の 責任 を擔は せらる、 彼女 は 時 に^だ 氣の 毒に E 心 ふ ことがある。 然し 乍ら 何れも 「彼」 の爲 である。 

「彼」 さへ 崇めら るれば 我等 はどうで も 可い ので ある。 〇 其 他 今年 は 諸 友人の 同情が 殊に 多く、 感謝 

に堪 へない。 
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十二月 二十 六日 (火) 晴 雨 降らざる 事 数十 口、 井水 個れ 萬 物 乾燥す。 恩惠の 雪の 地 を 潤し、 塵 

埃 を 沈めん 事 を 祈る。 〇 午後 今 井^に て 口 曜學校 小兒の クリス マ ス 祝賀 會 があった。 自分 も始 より 終 

りまで 列席し、 彼等の 一 人と たりて 樂ん だ。 彼等と 共に 讚美歌 第 四百 二十 三番 を 歌 ひし 時に 我が 眼 は 

熱き 淚に 潤んだ。 

くだります 口 

みく ににて 

か やきつ v 

珠玉と ならん。 

鳴 呼 待た る、 は 其 クリス マスで ある。 其 時 我 は W び 我 愛 女の 歌 を 聞く であらう。 今 はすべ ての 小兒が 

彼女の 如くに 見える。 鳴 呼 喜ばしき 悲しき クリス マ スょ。 


ふた、 び 主 M ス の 

めさる.^ を さな ご 

みそらの 星と 

主の みかむ りの 


十二月 二十 七日 (水) 晴 市中へ 行き、 其雜ォ 汁に 驚いた。 全で 戰爭 である。 束 京驛の プラット ホ 

1 ムに 立つ 事 一 時間、 屮 I る 電車 も 電車 も 悉く 滿員 にて 我が 順 は 来らす、 渐 くにして 乘車 すれば 身動き 

もなら す、 操み に 揉まれて 家に 歸 つた。 是が 近代 人の 生活 狀態 である 乎と 思へば 同情に 堪へな い。 聖 

書 を^く 我が 地 の 安泰なる を 感謝 せざるを得ない。 聖日 毎に 聖書 を 說く爲 に 市中に 行く 外に 行く 必 

耍 はない。 日本の バビ B ンは其 他の 事に 於て 我に 關係 なき 所で ある。 


十二月 二十 八日 (木) 雨 久方 娠 りの 降雨で ある。 感謝の 聲を 揚げざる を 得なかった〕 〇 或る. 止 

S なる 靑 年よりの 書面の 一節に 曰く 「私 は祌を 信す る 事が 出來 ない のです。 私 は 恐ろしい 事で あると 

知りつ、 も、 幾度 先生 あなたの 事 を 偽善者で は 無い かと 疑った ias- でありました らう」 と。 そして 斯く 

思 ふ 靑年は 絶えない ので ある。 不幸なる 自分 は 神の 僕で あると 云 ひて 偽善者と して 疑 はる、 ので ある- 

然し 本當に V'  H ス キリ ストの 御 父なる 眞の神 を 知って 吳れた 多くの 人 は 自分 を 善き 兄弟と して 口-犬れ る 

ので ある。 自分 は 偽善者で ある 乎 否 乎 は 無用の 問題で ある。 自分が 眞に僞 善 者であるなら ば、 唯 キリ 

スト を 仰ぎ 瞻 るまで ある。 自分 は 自分 を どうす る 審も屮 I 來 ない。 叉 何人も 祌を 知る を 得ば 他人の 事 

はどうで も 可くなる ので ある。 願 ふ 人々 が 余の 善惡が 問題と ならす して、 各自が 神 を 知って 喜ぶ に 至 

らん 事 を。 

十二月 二十 九日 一： 金) 晴 クリスマス は i£ ん だが 混雜は 止まない。 日本人 は 何故に 靜に歳 を 送る 

事が 屮 Z 来ない ので ある 乎。 何故に 平生 條 けて 年末に 人って 急に 騷 ぐので ある 乎。 R 本人の 一 年 は歐米 

人の ra ヶ月に も當ら ない。 そして 惡 し- -と 知りつ- -舊來 の 習慣 を改 むる の 勇氣を 持たない。 唯 牧者な 

き 羊の 如くに 群衆の 動く が 儘に 動く。 日本人の爲す^*は、 智：^ も 愚者 も、 信者 も 不信者 も 皆 一様で あ 

る。 淺 薄なる と、 感情的な ると、 不規則 的なる とに 於て 皆な 一致して 居る。 困った ものである。 

十二月 三十日 (土) 晴 今日は 善き 事 を 三つ 爲 した。 第一 は 凍死 せんとす る 支那 鶯 一羽 を 懊に入 
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れて溫 めて やり 終に 之 を 蘇生せ しむる を 得て 嬉しかった。 第一 一に 理髮 店の 小僧に 粗菓 一 箱 を 持って行 

つて やり 彼等 を 喜ばす を 得て、 是れ又 非常に 嬉しかった。 第三に は 我. 冢の 姪に して 1„ 术女學 校の 寄宿 舍 

に 宿泊す る^に 託し、 冬休みに 際し 歸省 もせす して 寮 舍に殘 り 居る 者に、 少しば かりの 物 を 送り たれ 

ば、 彼等より 厚き 謝禮の 言に 接して、 是れ亦 甚だ 嬉しかった。 其 一節に 曰く  r …… 此度は 私共 淋しい 

者に 御 同情 U 'さいまして、 澤 山のお みかん ゃ立诞 なお 菓子 を澤 山に 頂きまして 誠にく ありがたう 御 

座い ました。 一 同大 よろこびで 頂きました。 先生よりの 御 親切 を 深く （- 感謝して 年の 暮を すごした 

う 卸 座い ます」 と。 我 も 亦 三十 七 年 前の クリス マスに アマ スト 大學の 寄宿 舍に 唯一 人殘 されたり し 時 

に、 或る人が 紅き 林檎 をー籙 送って 吳れて 言 ひ されぬ 程 嬉しかった 事 を 今に 至る も 忘れない" キリ 

ストの 名に 由て 水 一杯 を與 へし 者 も 亦 其 報 賞 を 失 はじと あるが、 其 報 賞と は 我心に 感 する 此 喜びで 

ある。 善を爲 すに 大金 を投 する に 及ばない。 僅かば かりの 物 を もて 人 を 喜ばせ 自分 も 喜ぶ 事が 出来る- 

之 をば 稱 して 喜びの 生涯と 云 ふならん。 

お ほみ そか 

十二月 三十 一日 (日) 晴 此 世の 大晦日で ある。 然し 乍ら 我等の 安息日で ある。 諸 勘定 は 大抵 昨 

日^ ませ、 八， 日 は 例の 通り 午前 十 時より 今 井 館に 於て 聖集 #1 を 開いた。 來會者 堂に 滿ち、 恩 惠と歡 喜 

とに 滿 ちた る集會 であった。 畔上は 哥林多 後書 一 章 十一 一， ー 十七 節に 就て 一語り、 自分 は 希 伯來書 十三 章 

八 節に 就て 感想 を 述べた。 最後に 讚美歌 百 一 番 「ェ ス君ぞ つねに 變 りなし」 を 合唱して 此 今年 最後の 

集會 を閉ぢ た。 今年 は隨 分と 多事の 年であった。 腹の 立つ 事件が 幾つ も 起きた。 然し 萬 事が 善で あつ 

たと 信す る。 ；值々 聖書 を說 くの 外に 何事 も爲 さじと 決心した。 他の 事 は 他人に も 出来る。 自分 は此 一 


事を爲 して 神と 國 とに 事 へんと 欲する。 人 は o! 分は狹 いと 云 ふ。 自分 は 誠に 狹く ある。 自分 は狹 くな 

らん 事 を 欲する。 今日の 所、 自分に M 情 者が 有り 過ぎる。 其 三分の 一- にまで 减 するならば 甚だ宜 くな 

るで あらう。 自分 は 今日 を 以て 大滿 足で ある。 J だれ 以上に 何も 要らない。 我が 六十 二 年の 生涯 は恩惠 

充ち 溢れる 生涯で あつたと 云 ふより 外 はない。 
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一月 一日 (月) 晴 靜 なる 好き 元日であった。 年賀 客 第一 番は山 窒軍平 君であった。 同^より T= 

內の 浮浪ん 救濟 事業に 就て 聞き 非常に 面 はかった。 雜誌 齿に 由り 年賀 ハガ キは尠 かった。 それでも 

IG 通 以上 もあった。 「賀正」、 「謹賀新年」 と。 自分に は 其 意味が 解らない。 其： に 混って 在 札 幌ジョ 

ン. パチ H ラ—^ より ィ H スの聖 名に 由て アイヌ 傳 道の 爲に獻 げし 獻 金の 受取が 達した。 それ は本當 

の 喜び を 11 す 音！；； 5 であった。 午後 は ボル ネオ 島の 地理 並に 土人 風俗に 就て 讀んで 面白かった。 全世界 

を 我が 同情の 領域と なすに 勝る 快樂 はない。 

一月 二日 (火) 晴 數 多き 年賀 狀に對 し 一 々返事を書く_5^-が屮：來す、 極く 必要の 者の み 十 通 程 書 

いた。 月々 に發送 する 雜誌を 我が 書面と して 受取って 貰 ふより 他に 途 がない。 

一月 三日 (水) 晴 京都 便利 堂屮： 人 年？ 只の ため 態々 京都より 訪れた。 其 好意 謝する に餘り ありで 

ある。 三十 年 前の 昔 を 語り 今昔の 感に堪 へなかった U 彼 は朝來 リタ 辭し 去った。 其 他に 多くの 訪問客 

があった。 


一月 四日 (木) 晴 玆に クリスマスと 正 = ^とが 終り を 告げたら しく、 誠に 靜 なる 好き 日であった。 

訪問客 は 左 近^が 一 寸顏を 見せた 丈け、 他 は 一 人 もなかった。 ドクトル • レイド B 1 著 『主の 奇跡』 

を讀み 大に敎 へられる 所があった。 又 ボル ネオ 島に 關し、 荚國の 一 靑年ジ H ムス • ブルックが サラヮ 

ック 王國を 建設せ し 記事 を讀 み、 其 勇敢、 忍耐、 技能 を嘆赏 せざる を 得なかった。 英國 人が 徐々 と^ 

界を 占領し つ k ある は 故な きに あらす と 思 ふた。 我 國の靑 年に も 同じ 美點 があって 欲しく ある。 ブル 

ックに 傚 ひて 日本 靑年も 亦 世界 到る 所に 新 王國を 建設す る ことが 出来る。 

I 月 五日 (金) 晴 毎日 達する 多数の 年賀 狀の內 に-おも 眞劍 なる 者 は 朝鮮人より 來る。 左の 一 通 

の 如き、 實に n 本人の 内に 於て は 見る ことの 出來 ない 眞劍さ 加 滅 である。 

謹啓， 內村 先生、 小生 新年のお 祝 ひ を 致します …… 小生 病中 先生の 著書 を 見て 一 讀 する や， 眞 信仰、 

眞安慰 を 得た ことの 感謝 は 何等 物質に 類 無しと 切に 感謝し ます。 死んだ 靈が 復活し、 死に 瀕した 肉 

體が 全く 甦生 を 得た こと、 而 して 此れ 岡 想 すれば 感謝の 淚 自然と 流れます。 小生 十 年 前 或る 親友の 

讀 了した る 『聖書 之 研究』 數肶を 持つ ことにな つたので す。 そして ー讀 する や 良書で あると 思 ひ 再 

び 精讀の 必要 を 認め 家の 書 箱に 深く 藏 しました。 一 九 一 九 年 小生 政治犯に より 入獄され て以來 不治 

の 病に 械り數 次 死 境に 入りました。 故に 天 を 怨み、 人 を 憤り、 悲憤に 堪へ すして 自殺す る ことまで 

圖 りました。 其 時 小生に 於て は 全く 絶望ば かり、 憤怨 ばかり、 暗黑 ばかりで ありました。 ォ ー天 の 

父よ。 其時絕？>-者をさへ救助する眞理を七年前に書箱に藏し^^ぃた事を爾に感謝す。 小生 は 『聖書 
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之 研 i 九』 と 或る 親友の 傳 道に 由り て覺 むる ことにな り、 小生の 頑愚なる 眼から 痛 悔の淚 が 流れる こ 

と を 始めました。 而 して « 夜 十日 間 痛悔の 1^ を 以て 日 を 暮し夜 を 明し ました。 其 中に 十，；；^ 架 救 贖の 

道 现を覺 り、 十字架 を 仰 g する ことにな りました。 其 時 小生の 心靈は 一 の 別^ 3^ に 入った やうに 感 

じました。 誠に 絶 中の 大 希^、 暗黑 中の 大 光明、 悲憤 中の 大欣 喜、 愛の 世界に 人り 八/日まで 生き 

て n5 ります。 .r 村 先生、 小生 現今 幸福に 暮す こと 全く 先生の 恩惠と 感謝し ます。 S 人 を悔改 せしめ 

し 先生の 神の 圃に 於け る赏 給の 甚大なる こと を ii^ じ、 高貴なる 御 事業の 宇 大な るよりも モッ ト大 

きく 成功した こと を 奉賀し ます。 主の 搏 臨の 曰に 切迫せ る こと をお 祝 ひ 致します。 先生、 小生 は 先 

達まで 曰 木 w を 「不共 戴； 大」 の 敵と ヒ排； II 黨の 一人で ありました。 鐵 石の 如き 堅い 心を鎔 すべき 何 

者 もなかった のです。 然るに 先生の 其の 深い 信仰に 感動され、 先生 を 以て 極 束の H レ ミヤと して 敬 

慕 致します。 そして 小生の H 本觀は 一 變 したので す。 故に 先生が 曾て 言 はれし が 如く、 日 鮮の關 係 

は 十字架 救 贖の 眞理 以外 他に 道 無しと 切に 感覺 致します。 敬具。 一 九 一 一三 年 一月 一日、 朝鮮 京 城 

〇〇〇 頓首。 

心臟を 切られる やうな 深刻な 手紙で ある。 朝鮮人が 口 本人に 對し 斯んな 深い 感謝 を 表した 例 は 何 處に 

ある 乎。 < ^の 名 譽ゃ 實に大 なりで ある。 說 くべき 者 は 十 (子 架牘顆 の 道で ある。 之に より、 之 を 信じて 

のみ 敞も 親友と なる 事が 屮 Z 來る。 神よ 願く は 朝鮮と 朝鮮人と を 救 ひ 給へ。 ァ ー メン。 

一 月 六日 (土) 晴 數 Kn 通の 年賀 狀を 處理 した。 隨 分の 骨折であった。 W 故に 年の 始めに 斯 くも 

澤 山の 書狀を 受けねば ならない の 乎、 自分に は 判らない。 クリスチャンに 取りて はすべ ての ほが 同じ 


である。 元且 なれば とて 特別に 神聖で はない。 彼に t 右し 特別に 聖き喜 ばし き 日が あると すれば、 それ 

は 一 週に 一度 づ、 來る聖 安息日で ある。 願 ふ 我等 は 元旦に 我等の 熟 心 を 注 集す る ことなくして、 之 を 

平常の 口に 分ち、 一年 三百 六十 五 ョに涉 りて 新春の 鎮分を 維持 せんこと を。 但し 信仰の 老兄、 舊 判事 

松 岡歸之 兄の 左の 一首の 如き、 年中 何時いた いても 嬉しく ある。 

H スぉ のこと \ し 云へば M よりも 

先た つもの は淚 なりけ り。 

一月 七日 (日) 晴 麗 はしき 曰であった。 令 年 第一の 聖ロ である。 中央 聖書 講演 會 例- 會 よりも 少 

しく 淋しく、 來會者 五 百人餘 りであった。 內に 傍聽者 五十人 以上 ありし は 異数であった。 自分 は 馬 可 

傳 一章 二十 一節より 三十 四 節まで を 「ガリラヤ湖 畔の 一日」 と 題して 講じた。 不相變 ガリ ラャ氣 分に 

なって 嬉しかった。 新年に 入って より 初めて 新年ら しき 日であった。 俗人の 三 元 口に 校べ て 遙に樂 し 

き 日であった。 

一月 八日 (月) 曇 此 世の 正月が 終って 我が 正月が 始 つた。 靜 なる 休息の 月曜日であった。 ブル 

1 ス、 マイヤ ー 等に 導かれて 馬 可傳を 復習して 大に 自分の 靈魂を 養うた。 米國地 ™f 學雜誌 4- 二月 號が 

達した ので ゅ界 地理の 硏 究に大 なる 快 樂を覺 えた。 又 有意義の 年賀 狀が續 々と來 りつ \ ある。 盡く感 

謝の 一一 一一 c 葉で ある。 其 ：2： に 「先生の 背後に 在る キリスト を 認めます、 先生 を崇拜 しません、 御 安神 下さ 

い」 と 云 ふ 意味の 書面が 一 一三 通あって 甚だ 嬉しかった。 
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一月 九日 (火) 晴 柬中野 長 尾 氏 方に て 法 舉士三 谷 隆正對 兒玉菊 代の 結婚 を 司った。 久 振りの 司 

式であって 相 變らす 下手であった。 自分 は 如：^ に 見ても 式の 人で ない。 賴 まるれば 止む を 得す 爲 すが、 

然し 一 囘の 結婚式 を 司る は 三囘の 聖書 講演 を爲す 丈け 草臥れる は事赏 である。 人 は 何故に 自分の 如き 

者 を 牧師の 代りに 使 ふか 自分に は 解らない。 

一 月 十日 (水) 晴 昨夜 雪 降る。 塞 (湫强 し。 〇 ホシダ 女史 休養の 爲め 布哇に 渡航す。 彼女 を 見送 

らんが S に橫濱 に 行いた。 晝食を 共に し 多くの 談話 を 交へ て： S つた リ 

I 月 十 I 日 (木) 晴 雜誌 一 月 號を發 送した。 雜 州に 全日 を 養した。 多くの 好き 讀 物が 乎に 人り 

つ \ ある。 米阔 動物 舉^ K  -  C  . アンドル ー ス著 『蒙古 橫斷 記』 の數 章を讀 み、 血が 湧く やうに 面..：：： 

かった。 两 洋人は 蒙古、 西藏、 トル キス タンと、 研究 的 探險を 盛んに 行 ひつ，^ あるに、 日本人 は 何 を 

爲 して 居る 乎、 其^5^-を思ふと甚だ悲しくなる。 動物 學的 にも、 史學 的に も、 殖產 的に も 亜細亞 大陸の 

中部 は 輿 味 3^^ も 多き 所で ある。 

I 月 十二 日 (金) 晴 ルツ 子デ .《 である。 彼女の 肖像 を 書齋に 飾り、 其 前に 腰 を 掛けて 次の 日 

の 講演の 原稿 を ま E いた。 淚^ き 日であった。 彼女 は 今 はどうして 居る だら う 乎と 考 へた。 眠って 復活 

の 日 を 待って 居る ので ある 乎、 又は 覺 めて 天 國的 生涯 を樂 しみつ、 あるので ある 乎、 其 事 は 刹らない。 


何れに しろ 神が 彼女の 靈魂を 守りつ i ある は 確かで ある。 遠から す 我等 は必す 彼女に 會 ふので ある。 

其 時の 喜び は 如何。 

一月 十三 日 (土) 曇 多くの 年賀 狀の 内に 左の 如き 者が あった。 

…… 數年前 私 は 『內村 全集』 を拜讀 いたしまして 以來 影ながら 先生 をお 慕 ひ 申して 居り ましたが、 

今では 『聖書 之 研究』 の愛讀 者と なりまして 日曜日 毎に 大抵 は 大手 町で 御 講演 を 伺ひ大 なる 檔を戴 

いて 居ります。 殊に 『一日 一生』 は雜 誌の 來 るの を 待 翁ね て 居ります。 私 は 〇〇〇〇 敎會 (英 派の 

公會) に屬 する 者で 御座いま すが、 聖公會 其 物 を 信す る 者で は 御座いません。 只 私 は 自分の 屬す 

る 敎會を 愛し、 〇〇 の 地 を 愛します が 故に、 先生 を 通して 戴いた 糧を 人々 に 分け 與 へる 爲に 一生 懸 

人 叩に 働いて 居ります。 〇〇 は傳 道の 最も 必要な 土地で 御座います。 英 派の 聖公 會に屬 する 信者の 中 

にも 心から 大手 町の 集り を 喜び、 先生の 御 說を祌 の 御 聲と慕 ふて 日曜日 を待楚 ねて 居る 者の ある 事 

を 御 記憶 下さいます やう 祈 上ます。 

英 派の 聖公會 と 云へば 余に 緣の 最も 遠い 敎會 である。 其 敎師の 內には 余 を 敎會の 敵で ある やうに 思 ふ 

て 居る 者の 在る 事 を 余 は 知って 居る。 然るに 此敎會 の內に 於て すら 此 姉妹の 如き 熱心なる 同情者 ある 

と 聞いて 余 は 驚かざる を 得ない。 敎會は 敎會、 信仰 は 信仰で ある。 有難い 事で ある。 

I 月 十四日 (日) 晴 屮央 講演 會 平常の 通り 滿 堂の 盛き であった。 「傅 道と 奇跡」 と 題し 馬可傳 

一章 三十 五節より 十五 節まで を 講じた。 說 明に 非常に 闲難を 感じた。 殊に 第 四十 三 節 は 難解の 一節 
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である。 「ィ H ス 怒り、 睨め 附 けて 彼 を 突屮： せり」 と譯 すべき 者で ある。 「優しき ィ H ス樣」 が斯る 

乎 荒き 事 を 爲し給 ふ 害 はない と は 大抵の 信者の 一一 一一 c ふ 所で ある。 此 所に ィ H スの 心中 を 窺 ふ は 註解 者の 

最も 難しと する 所で ある。 此 日の 講演 は 一 時 と 十五 分に 達し、 多大の 努力 を-要した。 歸途神 田に 或 

る老 姉妹 を 訪問し、 彼女 を 慰む る 所があった。 

I 月 十五 日 (月) 雨 久し振りの 雨天で ある。 ； 大地 は 恩惠の 慈雨に 浴して 感謝す る。 午後 谷に 

古我貞周！^？；を訪問し 『羅馬 書の 研究』 の 出 版 を 託した。 多分 今年 秋までに は 大冊 一 卷を 見る であらう。 

是れ亦 感謝で ある。 

一月 十六 日 (火〕 晴 近頃に なき 多量の 讀 書を爲 した。 馬太傳 十一 章せ 五— 廿七 節の 本文 的 批評、 

マダ ガス 力 ー 島の 地理、 進化 說反證 論 等が 此日交 々余の 注意 を惹 い た。 學問は やはり-面白い 者で ある。 

一月 十七 日 (水) 晴 或る 若き 佛敎の 借 侶に して 近頃 基督教の 信仰に 人った 者の 訪問 を 受けた。 

彼の 熱心と 勇 氣と觀 察の 深き とに 驚いた。 怫敎界 の 腐敗の 余の 思 ひしよりも 大 なる に 驚いた。 今日の 

所佛耶 兩敎の 敎義の 優劣の 問題で ない。 基督 敎界 落せる と雖 も、 佛敎界 の&: 落に 比すれば 遙に增 し 

である。 久し 挺り にて 眞， 劍の クリスチャン に會 ふて 嬉しかった。 

一 月 十八 日 (木) 晴 歐洲の 形勢 依然として 險惡 である。. 世界の 平和 は 未だ 決して 来らす、 大破 


裂が 何時 起る 乎 判らない。 大膽 なる 北極 探險を 以て 有名なる 諾 威人 ナン セン、 近頃 ノ ー ベル 平和 賞金 

を受 るに 方て 歐洲 文明の 危機に 顏 せる を 述べ、 賞金 は 全部 其 防止の 爲に消 養すべき を 宣言した。 然し 

乍ら 人が 人と 平和 を 結ばん と 計り つ k ある 間 は 平和 は 決し て 來らな い。 人々 がすべ て 人 を 見る こ と を 

止めて 神 を 仰ぐ に 至って 本當の 平和が 地上に 臨む ので ある。 基督教の 敎 化を受 くる 事 此に干 五 百年、 

歐米 人が 未だ 此明. G なる 眞理を 解す る 能 はすと は 呆れ果て たる 次第で ある。 我等 は 此國に 在りて 舊き 

聖 Jul の 敎に從 ひ、 時 を 得る も 時 を 得ざる も、 キリストの 幅 音の 道 を 宣べ傳 ふべき である (テ モテ 後書 

四 章 一 一節)。 

I 月 十九 日 (金) 晴 今 曰 も 亦 或る 青年の 訪問 を 受けた。 用事の 趣き は？ と 聞けば 例に 依て 例 

の 通り 結婚 問題で ある。 實に 藤に なって 仕舞う。 今や 日本 青年の 最大 問題と 云へば 此 問題で ある。 國 

家、 人類、 神、 靈魂、 救、 眞理と 云 ふ 樣な大 問題 を もって 訪問す る 者 は殆ん どない。 其點に 於て は 朝 

△  <△<△ 厶  厶厶厶<1<3<3厶<:<1厶<:<1厶ュ<1  厶<  厶厶 

鮮 人の 方が 日本人よりも 遙に 上で ある。 日本に 於て は、 今や 靑 年の 問題と 云へば 戀愛 問題、 大人の 問 

題と 云へば 察 業 問題、 實は 金儲け 問題で ある。 そして 是れ呰 な 忠君 愛 國道德 を 以て 敎 育され 來 りし 國 

おの 狀態 であると 知って 怪， 訝に 堪 へない。 

一月 二十日 (土) 晴 馬 可 傳ニ章 五節の 説明 を 書きつ、 ありし に、 十字架が 义復 我が 心に 輝い 

た。 信仰に 對 する 雜の赦 し …… キリストの 福音 は是 である。 之 を 思 ふて 平安 は 我心に 臨み、 讚美 は 我 

替に 上る ので ある。 信仰 …… 神の 子 を 仰瞻る の tE 仰に 由て 救 はると 云 ふ。 羅馬 天主 敎會 や、 ホ ー リネ 
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いしず, Z 

ス信 者が M と-ぶ ひて 我を责 むる とも 我が i£S 仰 は 之で ある。 プ a テス タント 敎の 基礎 は玆に 在る。 家族 

一 EE と共に 美 歌 第 八十 一 番を歌ひ我と我(¥の！一:^仰を高らかに唱 へた。 

一月 二十 一日 (日) 晴 麗 かなる 好き 口であった。 屮央 講演 會ィ ツモの 通り、 馬 可 傳ニ章 一— 十 

二 節 を r 赦 しと 癒し」 と 題して 講じた。 第五 節 「子よ 汝 の罪赦 されたり」 が 中心的 本文であった。 久 

娠り にて 福 昔 的 眞理に 觸れて 嬉しかった。 唯 最後の 讚美歌 (第五 十 五番) の譜の 選擇を 過って 残念で 

あった。 閉會後 5,1 席の 北海道 大學總 長 忤藤昌 介 J^f; に 招かれ、 長 尾 半 平 君と 共に 晝食 の饗 應に與 つた。 

明；！ E の 初年、 札幌に 於て 初めて 基督教に 接した 時の 懷舊談 を 繰返して 面白かった。 談は 進んで ォコホ 

ック海 並に カム サッカ 半島に 探險隊 派遣 の 慫慂に 及び、 四十 七 年 前の 壯圖の 未だ 少 しも 減退 せざる を 

相互に 祝し て^れた。 

一月 二十 二日 (月) 曇 南風に て溫 かし。 〇 有 樂橋外 森 川寫眞 館に 行き 澤 山に 寫眞を 撮られた。 

余の 外貌に 余の 心 を 撮らん とせし 主人 の 苦心 や 察す るに 餘り があった。 

一月 二十 三日 (火) 小雨， 全日 を雜誌 編輯に 費した。 雜 誌の 編輯、 余に 取りて は 之が 二十 六 年間 

の 仕事であった。 八，. W ほ 之 を 行って 居る 乎と 思 ふと 不思議で ある。 多分 日本 國で 二十 五 年 以上 自分の 

發 行す る雜誌 の 編輯 を 自分で 繼け來 り し 者 は 他に 在るまい。 總理 大臣 又は 公爵 叉 は 侯爵た るよりも 遙 

に大 なる 名譽 である。 


一月 二十四日 (水 j 雪 我家に 於て モア ブ 婦人 會の 月並 會が 開かれた。 きを 犯して 遠近より 來り 

會 せし 者 十 一 人、 靜 なる 家庭的 集會 であった。 自分 は 別室に 閉 籠り 雑誌 編輯に 從 事した。 雪 を 眺めな 

がら 北極 探險 史を讀 むの が 今日の 道樂 であった。 

一月 二十 五日 (木) 雪 夜 今 井 館に 於て 祈禱感 話會を 開いた。 大雪 を 意と せす 市の 5: 外より 來り 

會 する 者 五十 餘名、 盛なる 祈禱會 であった。 問題 は 「禁酒 禁煙」 であった。 多くの 熟 心なる 實驗談 が 

あり、 切實 なる 祈禱が 捧げられた。 何人に 取りても 重要なる 問題で ある 事が 認められた。 企 は 此夜以 

r 弗 所 書 五 章 十八 節 を 引 い て 大略 左 の 如く 曰うた。 

「酒に 醉ふ事 勿れ …… -il- しく 靈に滿 さるべし」 と ある。 禁酒 は 禁じた 丈で は 行 はれない。 酒に 代 ふ 

る 或る 他の物 を 以てせねば ならぬ。 g^: 靈に滿 たされて 初て 徹底的に 禁酒 を實 行す る 事 が 出來 る 。 林-小 

}e は 決して 容易の 事で ない、 之 を 行 ふに 自分 以上の 能力が 要る。 キリストに 我が 靈に り 酒の 悪魔 

を逐 出して 戴いて 我 は 初て 眞の 禁洒 家と なる ので ある。 禁酒の 失敗の 原因 は 自己の 決心 丈で 之を實 

行 せんとす るからで ある。 R 本の 如き 酒 害の 齊 ねく 行涉 りたる 國に 於て は傳 道是れ 禁酒 運動で あ る 

と 見て 支ない ので ある。 

と。 此集會 に 於て 亦、 小冊子 『國家 禁酒 論』 が 大效を 奏して 多数の 禁酒 家 を 作った 事が 判明った" 
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一月 二十 六日 (金) 晴 雪の 朝で ある。 見渡す 限り 全地 は 水晶 宮と 化して 美く しかった。 全日 を 

= 曜 n 講： 奴の 準備の 爲 めに 養した。 〇 人と (きふ 時に 先づ 第一 に 己が 落度 を 探ぐ るの 最も クリスチャン 

的た る 事 を 感じた。 若し さう 爲 せば 縱し理 は 我に 在りと 雖も 相手の IS を赦す 事が 至て 容易で ある。 人 

は 誰も 絕對 的に 善た る 事 は 出来ない。 自分の 落度 を 知る こと は 他人の それ を 知る よりも 遙に 幸福で あ 

る。 「願く は 我等に 罪 を 犯せし 者 を 我等 は赦 せば 我等. の 罪 を も赦し 給へ」 である。 

一月 二十 七日 (土) 晴 デリッチの； 解 を 以て 希 伯 来書 一章 五節 を 請んだ。 すべての 註解が 斯く 

あって 欲しい。 ィ H スを崇 むる に 斯んな 深い 一一 一一 G 葉 はない。 ィ H スは 詩篇 第二 篇の 預言の 充 たされし 者、 

又充 たされつ i ある 者で ある。 彼に 由て 萬國は 審判れ 世界の 平和 は來 る。 歐米 如何に 騷ぎ 立つ とも 恐 

る、 に 及ばす。 聖書の 一 節に 我が 騒ぎ立てる 心の IS まる を覺 ゆ。 

一月 二十 八日 (日) 晴 中央 11 演會ィ ツモの 通り、 會衆は 六 百 人に は 少し 足らなかった であらう。 

此 口より 「馬 可傳 研究」 を 「キリスト 傳 研究」 と稱 する 事に した。 今日は 馬 可 傳ニ章 十一 二 ー 十七 節 等 

に 由り r 稅吏マ タイの 変 召」 に 就て 講じた。 舊き 友人 を 紹介す る やうに 感じた。 マ タイ は 十二使徒 中 

最も 尊敬すべき 者の 一 人で ある。 0 ハ ー バ ー ド大學 植物 舉敎授 A  - B  . シ— モ ー ル 氏より 長き 書面が 

逑 した。 當 方より 問 合 はせ し 基督 敎の 信仰と 進化論との 關 係に 就て 氏の意見 を簡舉 明瞭に 述べし 者で 

あった。 米國に 於て 氏の 如き 堅き 信仰の 上に 科學の 研究 を繼け 居る 者の ある 事 は大に 我等の 志 を强く 

する に 足 る。 * 督敎 と 進化論と は兩立 しないとの 說は 何う しても 立たない と 思 ふ。 


一月 二十 九日 (月) 晴 疲勞の 月曜日で ある。 希 伯 来書 一章 六 節 は キリストの 再臨に 就て 一 百 ふ 者 

である 事 を 示されて 嬉しかった。 議會の 事、 選擧の 事、 外交の 事、 歐洲摱 亂の事 等に は 少しも 與味を 

覺 えない。 考 ふる も 無益で あると 思 ふからで ある。 聖書の 事、 信仰の 事、 救 扬の事 等は學 ベば 學ぶ程 

我が 靈魂を 益し、 平和と 希 と歡 喜と を 供給す る" 我がす ベての 滿 足が 神と 偕に 在る 丈け にて 獲ら る 

る 事 を 彼に 感謝し 奉る。 

一月 三十日 (火) 晴 クリスマスに 友人より 貰 ひし 金の 內 より 八圓を 投じて 力 ナリヤ 鳥 一番 を 買 

，つた。 大 なる 贅 澤を爲 したやう で 後で 濟 なく 感じた。 然し 彼等の 美 はしき 聲に勵 まされて 少しな りと 

良き 思想 を 状に 供す るなら ば 其 價を償 ふこと が出來 ると 思 ふて 自 から 慰めた。 是れで がすべ て 六；^ 

である。 鐘の 口 1 'ラ とヮッ 力、 クリス マス ブレ セ ント として 貰 ひし 金パ ラー 一羽、 そして 今度の カナ 

リャ である。 如斯 くにして 時 は 冬の 眞 中，, なる に、 鳥の 聲 だけ は 熱帶か 春の 末つ 頃で ある。 

I 月 I 二十 I 日 (水) 晴 昨日 午後 二 時 三十 五分 陸 中 水 澤發、 齋藤 宗ニ郞 よりの 電報に 「ヲバ マサ 

ョ、 ンンカ ウノ ヨキ タタ 力 ヒヲォ へテへ イワ 一一 イマ カヘル」 とあった。 池 田 政 代 は 貸 座敷の 女主 人で あ 

し， 0 め 

つたが、 悔 改めて キリストの 忠實 なる 婢 となった 者で ある。 實に マグ ダリヤの マリヤ 其 儘の 婦人で あ 

つた。 若し 余の 東北 傳 道が 彼女 一 人 を 天國に 送る 機會 となったならば 余の 勞は 充分に 度 はれた ので あ 

みつ デ とり あそびめ 

る。 「我れ 汝 等に 告げん、 稅 吏と 娼妓 は汝 等に 先 だち て 神の 國に 入るべし」 とィ H スは パリ サイの 擧 
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者 達に 曰 ひ 給 ひしが、 池 田 政 代 も 亦 彼女の 卑しき 身分 を 以てして 多くの 學士 博士 等が 見る ことの 出來 

な い 榮光を 認め て 天父の 國 へと 性いた ので ある。 榮光 限りなく 三位の 神に あれで ある。 

二月 一日 (木) 晴 用事 あり 止む を 得す 半 n を 市中に 費した。 厭な 半日であった。 羅馬 法王 慮と 

使節 交換の 可否に 就き 余の 意見 を 聞きたい とて 或る 有力なる 雜誌 社より 記者 を 送った。 余 は 彼に 答へ 

て 曰うた 「私に 意見が 無いで はありません。 然し 乍ら 私 は 信仰の 敎師 でありまして 此 世の 事に 就て 語 

る を 好みません」 と。 彼 は 其 儘辭し 去った。 此 問題に 就いて 最も 善き 事 は佛敎 徒が 覺醒 して 一 圑 とな 

りて 起った 事で ある。 彼等 佛敎 徒の 振起 は 我等 基督 信者の 爲 にも 最も 喜ばしく ある。 佛敎が 眠って 居 

る 間 は 基督 敎は 起らない。 羅 馬の 法王な ど は 如何で も 可い。 n 本に 於て は佛敎 徒の 奮起 は 最もび ェ まし 

く ある。 

二月 二日 (金) 晴 春の やうな 麗 はしき 日で ある。 雜誌 二月 號の 校正 を 終った。 自分 は 確かに 救 

はれた 者で あると 信す るが、 其 现由は 自分が 完全な る 神の 人と 成った からで はない。 自分 はま だ 依然 

として 不完全 極まる 罪人で ある。 只 自分に 一 つ 多くの 人に 無い ものが ある。 そ は 贖 救の 主 を 信じ 得る 

心で ある。 此 心が 自分に 在る 間 は 自分の 救 はる、 は 確かで ある。 此心は 是れは 自分で 起した 心で はな 

い。 神が 自分に 賜うた 心で ある。 r 汝等 恩惠に 由て 救 を 得、 是れ 信仰に 由て なり、 己に 由る に 非す、 

神の 賜物な り」 と H ベ ソ書ニ 章 八 節に ある は、 余の 場合に 於ても 亦 文字通りに 眞實 である。 誠に 有難 

い 事で ある。 


二月 三日 (土) 晴 或 時 は 思 ふ、 理想 を餘 りに 高く 持った が 故に 困苦が 比較的 多かった と。 然し 

あや ** ち 

共れ は 自分の 過であって 福音の "S!J- ではない。 福ー靑 は 極く 簡單 であって 、特別に 高き 理想 を 懐かしめな 

い。 福音の 主なる 目的の 一 は 人 をして 自己 を 忘れし むる にある。 若し 善き 敎師 があって、 余 をして 初 

めより 本當の 福音 を 信ぜし めしなら ば、 余 は 多く 苦します して， 科んだ ので ある。 詩人 Bl エルの 言な 

る 「失敗に 非す 目的の 低き を 揮と す」 と 云 ふやうな 事 を 福音と して 受けし が 故に、 余の 生涯に 多くの. 

< るし み 

無益の 困苦が あつたの である" 

二月 四日 (日) 晴 斑が 明けて 春に 入った。 然し 風 は 依然として 寒かった。 中央 聖書 研究 會滿堂 

の盛會 であった。 「舊 人と 新人」 と 題して 路加 傳 五章廿 七— 卅九節 を 講じた。 聖書の 十三 節 を 一 時間 

おそ 

に講了 せんとす る は 多大のお 力 を 要する。 長 かるべ からす 遲 かるべ からすで 時々 苦心す る。 今日 も 其 

苦心で 苦しんだ。 此 寒天に 七 百の 聽衆を 規定の 時間よりも 十分 間 長く 講堂に 留め置いて、 後に 甚だ 濟. 

まなく 感じた。 

二月 五日 (月) 晴 去年 十一月 「メキシコ ゃボ ボカ テピ テル、 ソコヌ スコ、 旗 風 高く 揚る 十字架」 

の 歌 を 以て 送りし 淸 水お 人サ H 子より 彼 地 安着の 報に 接した。 n く 

トー 一月 十五 日 マンサー 一，' ョ港 着、 布施 様の はる/^ の 御出迎 をいた き、 途中 マンサー 一— ョ 一 泊、 

コ リマー 泊、 メキシコ市 二 泊、 コル ド バニ 泊、 サン タルク レシ ヤー 泊、 サンへ ロー ーム 一泊、 昨夜 當 
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地に 安着 致し、 おぼつかなげ な 様子に て 馬に 乘り、 深夜 布施 様 方へ 安着 致 候。 ボ ボカ テビ テル を 仰 

ぎつ . ^長き 汽車 旅行 中 も 度々 先生 奥様の 御 愛 心 を 思 ひ 出で. &候" 本ほ义 馬に て此 農場に 落附申 候。 

あっき 御い のりを 賜 はり 厚く 御 禮申上 候。 H ス ペラン ザ 第一 夜 さえ 拜。 

と。 世界 は廣く ある。 大洋の 彼方に も 熟き 友情が ある。 平和的 世界 征服 は斯 如くに して 行 はる。 

二月 六日 (火) 晴 休みつ、 少 しづ、 働いた。 籠 中の 小鳥が 最も 好き 友で ある。 彼等が 生命に 溢 

れて 小さき 生涯 を 營むを 兑るは 多大の 快樂 である。 緊張 向上す るば かりが 生涯で ない。 小鳥と 共に 生 

命を樂 しむ、 れ亦祌 の 喜び 給 ふ 所で ある。 

二月 七日 (水) 晴 ぺ ンと 書籍と を 持って 雪 籠りで ある。 自分 で^りし 薪 を 焚きて 援を 取る。 安 

惯 ぃ快樂 である。 偉 からん と 欲せす、 神に 賴 りて 自分の 能力 だけ を 以て 滿 足す。 幸 幅 之に 勝るな し。 

英^ ビク トリ ャ學院 の 年報 を讀 み、 面白かった U 

二月 八日 (木) 雪 夜に 人り て晴 る。 引 緩き 平和なる 雪 籠りであった。 煖爐 と相對 しての 讀書は 

眞のパ ラダ イスで ある。 午後 獨 りで 雪中 散歩 を 試みた。 然し 足に 氣が 取られて 考 ふる 事が 出来す、 滿 

ら なかった。 夜 今 井 館に 於て 世界 傳道協 贊會の 例會を 開いた。 雪 を 冒して 來り會 する 者 SI 十 人、 問題 

は 「マ ダ ガス 力 ー の 場合」、 基督 敎の傳 道 事業と して 最も 成功せ る此大 島国の 地理 並に 歷 おに 就て 語 

つた。 獻金 四十 餘圆 あり、 相 變らす 有益なる 會 合であった。 


二月 九日 (金) 晴 ぎの 聖公會 傳道師 橫田秋 生 君の 永眠 を 聞いて 悲ん だ。 君 は 余と 信仰の 質 を 同 

うし、 君の 任地 京都 幅 井 等に 在りて 余の 唱 ふる 福音 を唱 へ、 叉 敎會に 在りて 大に余 を 辯 護して 吳れ た。 

後 東京に 來り、 犬に 手を携 へて 働かん と 期せし も * 其 事なら すして 逝かる。 痛惜に 堪 へない。 

二月 十日 (土) 半 青 樂 しき 聖書 研究 を續 くるより 外に 3： も爲 さなかった。 自分 は 英國は 嫌 ひで 

あるが、 然し 最も 健全なる 信仰の 英國に 在る 事 を 疑 ふこと は出來 ない。 殊に 蘇 格 蘭 土に 於て 然り であ 

る。 近頃 故ジ H  , 'ムス. ヂ ン 二 ー 氏 著 「ィ H スと福 昔」 を讀 みて 益々 此感を 深く した。 祌は其 聖旨に 

從ひ 最も 惡 しき 民の 內 より 最も 善き クリスチャン を 起し 給 ふ。 我等 は國嫌 ひを爲 して 神が 選び 給 ひし 

聖徒 を 排斥して はならない。 「神 は 人 を 偏見る 者に 非す」。 彼 は米國 人の. S: に 於て さへ. 4 當の クリス 

チャン を 有し 給 ふ。 讚美すべき 哉。 

二月 十一 日 (日) 晴 紀元節で ある。 中央 聖書 講演 會來會 平常より 少し 齡 く、  ffl: し其樂 しさに 變 

りはなかった。 馬 可 傳ニ章 二三 I 二八 節 を 「安息日 問題」 と 題して 講じた。 序に 我等が 週の 第一 日卽 

セブン ス. テ —アドべ ンチ スト 

ち 日曜日 を 安息日と して 守る ことに 就て 我等 を攻擊 する 米國の ー敎派 「第 七日 再臨 信者」 に對 して 答 

ふる 所があった 〇 閉 會後舊 友山縣 五十雄 並に 好 本 督の兩 君と 晝食を 共に した。 雨 君 共に 二十 五年以 

上の 友人で ある。 今や 信仰 を 共に し、 人生の 目的 を 共に し、 すべての 事に 於て 共同 一 致す るに 至りし 

は 感謝の 至りで ある。 山 縣君は 京 城 を 引上げ、 今や ジャパン • ヘラルドの 主擎 である-〕 好 本 君 は 多く 
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の 重き 任務 を 帯びて 近日 英國に 赴かん とす。 此日 三人 二三の 最も 美 はしき 事業の 計 畫を爲 した" 遠 か 

ら. f して 車實 となりて 現 はる 、であらう。 

二月 十二 日 (月) 半晴 休息の 月曜日で ある。 朝ボ ー ガ ツキ I 著 『金言の 寐』 に 「我れ 此死 すべ 

き 生命 を 去る 時に、 罪 は 永久に 廢む べし」 との 言 を讀 みて 思 はせられ た、 死 は實は 人生に 最も 善き 事. 

ではない 乎と。 難 は 死 を 以て 止むならば、 死 は歡迎 すべきで ある。 「我が 願 は 世 を 去りて キリス 卜と 

共に 在らん 事な り、 是れ 最も 美き 事な り」 との バウ 口の 一一：  一 3 は 此事を I 仏 ふので は あるまい 乎 (ピリ ピ書 

一 掌廿三 節)。 死が 最も 善き 事と なる まで は 其 恐怖 は 取 去られない。 クリスチャンが 己が 罪と 鬪ふは 

•p^ ぬる 時まで、 V あると 思 ふ 時、 死 は 恐ろしく なくなって、 却て 待た る \ の である。 

二月 十三 日 (火) 曇 今日 も 亦 朝の 日課と して ボ ー ガ ツキ ー に 左の 一句 を 讀んで 我 眼 は 感謝の 淚.， 

に 潤んだ" 

A  faitliiul  and  ulu-lmng.lllg-  Gcd 

L5y8  t,he  foundation  or  niy llop-e 

111  oaths,  {in<l  pr:mlses,  aii 二 一- 1:51. 

眞實 にして 變ら ざる 祌は、 

誓と 約束と 血と を 以て、 

我が 希望の 土臺を 置き 給 ふ 


と。 實に其 通りで ある。 我が 希 の 土臺は 我が 爲 した 少しば かりの 善行に 於て ない。 亦 我が 思想 又は 

所謂 良心の 滿 足に 於て ない。 神の 御 誓約と 之 を 印す る 御子の 血に 於て ある。 之れ あるが 故に 我が 救 は 

る、 は確實 であるの である。 之に 頼りて 我 は 恐れす して 神の 御 許に 往く 事が 出来る" 此事を 思 ふて、 

人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安の 我心に 臨む を覺 ゆ。 午後 二三 時間 を ミツ シリ としたる 聖書の 硏 i 九に 

費した。 

二月 十四日 (水) 半晴 春が 來た。 力 ナリヤ 鳥の 哏ふ歌 を 聞きながら 床 を 出た。 チ ー ョ、 チヨ、 

チヨ、 チヨ、 チヨ、 チチチ  Co 一  の 咽喉より： 二  N の 歌手の 聲が ので ある。 柏木に 在りて 阿 弗 利 

加 大陸 北西 岸、 カナリ ー 又は マデイラ島の 天然の 聲が 聞け るので あると 思へば 嬉しい。 小鳥 は 最良の 

友人で ある 事が 今に 至って 解った。 友と して は 大抵の 人 より は遙に 善く ある。 終 nr 一  生 懸命に 唄 ふ。 

生きて 居る のが 如何にも 嬉し さう である。 そして 人 も靳く あるべき である。 然り斯 く ある 事が 出来る" 

毎日 不平と 不滿と 煩悶と に 暮らす 人 は 遙にカ ナリヤ. 鳥 以ド である。 夜市 外 田 端靑山 ェ學士 方に 於て 舊 

ぃ敎 友の 感謝 祈 禱會が 開かれた。 ^かい 信仰的 會 合であった。 

二月 十五 日 (木) A 春が 来たので 溝歸 除と 芥燒 きで 多忙で ある。 家人と 共に 此 業に 從 事して 冬 

大の滿 足を感 する。 神の 造り 給 ひし 地球の 表面 を 少しな りと も 綺麗に する 事で ある。 多くの 政：： m,:!^ や 

宗敎 家が 爲 して 居る 事よりも 遙に 實 質的 に 價 値の ある 仕事で ある。 〇 朝鮮 金 良植君 の 訪問 を 受け て 面 

いろ/,. \-  たのしみ 

,门 かった。 君と 共に 種々 の 問題に 就て 談 する は 多大の 愉樂 である。 1^;は自分の；；；^仰を解して„乂れる少 
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數！ <; の 一 人で ある。 君と 會ふ每 に祌に 感謝す る。 

二月 十六 日 一 金) 雨 赤 雨 到る。 舊 暦の 元日で ある 。春に 入っての 正月で ある。 昔の 方が 今より 

も 好い。 天然 を樂 しむ 上から 見て 舊唇は 新-暦に 勝 さる。 昔し が懷 しく ある。 〇吉出 彌 平と 云ふ 人の ず 

はした 『現代 文 新鈔』 と 云 ふ 書に 「ル ー テルの 改信」 と 題し、 余の 『ル ー テル 傳 講演 集』 中の ー篇が 

叔 せて あるの を 見た。 余 は 著者に 轉 載の 承諾 を與 へた 覺 えがない から、 西洋で 云 ふなら ば是れ 確に 

plagiarism で あ る。 然し 余 は 咎めな い。 余の 文章に 現代 文の 模範と して 採用 さる ベ き 者 あり と は 余に 

取りて は 意外で ある。 叉ル ー テル 改 信の 事實が 文範 研究の 際、 一般 讀 者に 依て 習得 せらる、 は、 傳道 

上效 * 尠 からざる 事で あらう。 但し 疑ふル ー テルの 心が 我 國の敎 育 家に 解る か 如何 か。 何れに しろ 信 

仰觀 念が 我國 の 社き 全般に 普及し つ k ある は惡ぃ 事で ない。 

二月 十七 日 (土) 曇 今日の 日課 はコ リント 後書 五 章 十六 節であった。 曰く 「我等 肉體に 依って 

(依れる) キリスト を識 りし かど も 今より 後 は 此の 如く 之 を識る まじ」 と。 肉體に 依れる キリストと 

は ユダヤ人の メ シャ、 ち社會 改善 家、 社會 改造 者、 肉に 係 はる 救 主、 卽 ち米國 宣教師が 傅 ふるやう 

た キリスト である。 而 して 余 も 亦 彼等に 誤 まられ て 此の 如き キリスト を 求めた 事が あった。 然れ ども 

今より 後 此の 如く 彼 を識る まじで ある。 キリスト は 我が 靈 魂の 救 主で ある。 肉 や 世 は 之 を 救 ひ 給 ふ も、 

或は 救 ひ 給 はざる も、 我が 信仰の 目標と して 彼 を 識るを 得ば、 それで 充分で ある。 米國 立敎師 は肉體 

に 依る キリスト を 傅へ て、 我等の 肉體を さへ 救 ひ 得ない ので ある。 我等 此國に 在りて 米國 流の 基督 秋 


を 全然 排斥す るに あ ら ざれば、 基督 敎は 我等に 何の 實益 をも爲 さな いので ある。 

二月 十八 日 (日) 晴 中央 講演 會ィ ツモの 通り。 衆が 餘 りに 靜肅に 聞いて 吳れ るので、 自分の 

藤に 應 せられて 却て 困る 程で ある。 今日は 馬 太傳五 章より 七 章まで、 山上 之 垂訓の 大意 並に 序言に 就 

て 講じた。 家に 歸 つて 書生の ジョンに 今日の 講演 は 如何であった 乎と 聞いて 見たら ば、 「小父さん、 

ス テキだった。 山上 之 垂訓の 律法 を 福音 化した 所 は 實にス テキだった」 と 答へ た。 余 は 彼に 言うた 

「s; の 批評 は祌學 生らし い 批評で ある。 僕が 福音 化した ので はない。 ィ H ス樣が 福 昔 化し 給うた の を 

僕が 其 通りに 述べた ので ある」 と。 何れに しろ 多くの 敎會 信者が より 高き 道德と 見る ィ H スの 此大說 

敎を、 道德 又は 律法に 非す、 「福な り」 を 以て 始められ たる 天國の 福音で あると 述べて 非常に 愉快で 

あった。 時には 神の 怒 を 述べ 異端 を 攻撃せ ざる を 得すと 雖も、 それ は 決して 快き 事で ない。 恩 惠の主 

の 恩惠 の 言葉 を述ぶ る 時に のみ 傳道師 の 本當 の 幸 幅が あるので ある。 そして 今日は 斯か る 幸福な る 日 

であった。 

二月 十九 日 〔月 j 晴 何も 差した る 事を爲 さなかった。 聖書の 大 註解 者 ドクトル • マイヤ ー の傳 

を 請んで 感じた。 彼 は大學 者で ありし のみなら す、 熟 心なる 十字架 敎の 信者で あり、 叉獨 逸人と して 

大 な る愛國 者で あ つた。 彼の 傳記 を讀ん で 哲學者 カント を 想 出さ ぐ る を 得な い。 彼の 註解 書 を讀ん だ 

丈け で 彼に 熱烈なる 信仰が あつたと は 思へ ない。 然し 七十 三年の 全生涯 を 主として 聖書 註解の 一審に 

費せ し 此大舉 者に 單 純なる 幅 音 的 信仰 ありし と 聞いて 彼の 註解 書に 對 する 尊敬が 一 層增 して 來た。 ド 
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クト， マイヤ ー は實に 聖書 註解の キング (王) である。 

二月 二十日 (火) 雪 雜誌 編輯に 霄の 半日 を 費した。 人生 六十の 坂 を 越えて 其 時間の 大部分 を锋 

^^維持の爲に費さねばならぬとは悲しぃ事でぁる。 齒を繕 ひ、 腸 を 調へ、 眼 を 休めて、 其 間に 勞働 を. 

繼 接する。 然し 乍ら 終りまで 働く 事が 出来て 感謝で ある。 殊に 永久 的 事業 を與 へられて 特^に 感謝で 

ある。 

二月 二十 一 日 (水) 雪 雜誌 編輯に 全日 を 費した。 〇歐^^視察、 歐米 視察、 八， や 猫 も 約， 子も歐 米- 

igi おに 出掛ける。 そして 歐米を 視察して 故 國に歸 る も 少しも 智養く 成って 居らない。 彼等の 視察 は讀 

んで 字の 通り 視察で ある。 卽ち 表皮の 視察で ある。 彼等 は歐米 をして 今日に 至らし めし 其 深き 原因 を 

昆透 すの 眼 を 有たない。 3： れも淺 薄 極まる 歐米 視察で ある。 我等 此國に 存る者 は 我等の 心中 深き 所に 

歐米 文化の 原理 を 探り、 我國 により 高き、 又より 聖き 文化 を 造る であらう。 

二月 二十 二日 (木； 曇 午前 を 北極 探 險史の 耽讀に 費した。 パリ ー 並に ジョン. フランクリン 等 

は リビングストンに 劣らぬ 勇者 又 信仰 家 である。 我 國多數 の 歐米 視察 者 も 他人が 作り 上 げた 文明の 視 

察に 屮 Z 掛けす して、 是等 學界の fS? 土に 傚 ひ、 歐米 人の 未だ 往 かざる 所に 往き、 爲さ る 事を爲 して、 

人類の 進歩に 貢獻 したら ば 如何。 地理 學上 並に 信仰 上、 Term  ill2 お uita  (未知の 國) はま だ澤 山に 

^つて る。 倫 敦ゃ巴 里 や 伯林 は此上 見る に 及ばない。 何故 傳道師 となりて 支那 内地に 柱かない のか。 


或は 國に 踏留 つて 獨立 信仰の 爲に鬪 はない 乎。 我國に 於て 「敵 を 殺す 事」 以外に 於て 本當の 勇者の 甚 

だ ii き は 痛 歎の 至りで ある。 

二月 二十 三日 (金) ft 昨夜 大手 町 衞生會 小 講堂に 於て 研究 會々 員の 家庭 祈禱 會を閒 いた〕 來會 

者お 女 七十 餘名。 問題 は 「身の 淸 潔」、 コ リント 前書 六 章 十二 節 以下 を 主題と して 語り 叉 祈った。 

「人の 凡て 行 ふ 罪 は 身の 外に あり、 然 れど淫 (不潔) を 行 ふ 者 は 己が 身 を 犯すな り」 と ある。 日本人 

の 大多數 は 此罪を 犯して 居る。 故に 政治家と して は 大經綸 出す、 科擧 者と して 大發見 成らす、 思想家 

として 大恩 想が 湧かない ので ある。 身 を 汚す 事 を 以て 靠と 認めざる 國も 民も大 なる 事 は 出来ない と 語 

つた。 讚美歌 九十 五番 を 以て 初め、 二百 八番を 以て 終り、 ィ H スの聖 名が 全會 によりて お めら れた。 

〇 全日 を 日曜日 講演の 準備の 爲に 費した。 努力 は 要る が樂 しき 仕事で ある。 之に 從 事して 生涯が 十箇 

あ つ て も 足りない やうに 感 する。 

二月 二十四日 (土) 曇 今 口 も 亦雜誌 編輯で 忙しかった。 朝 床の 中で 計畫 した 丈け の 事 を 成就げ 

て 偸 快であった。 人生 最大の 快樂は 我が 命ぜられし 仕事 を爲す 事で ある。 此快樂 さへ あれば、 他に 何 

の快樂 がな くと も、 偸 快に 一 生 を 送る ことが 屮ぃ來 る。 

二月 二十 五日 (日) 半晴 相 變らす 聚き樂 しき H であった。 一週 百 六十 八 時 問の 快 樂は其 第一の 

朝の 一 一時 問に 凝聚 せらる。 我等 一 同其餘 りに E4- く 過ぎ行く を 惜む狀 態で ある。 今日は 馬 太 傳五章 三 節 
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節 を 講じ、 自分な がらに 有難た 淚に 咽んだ。 ィ H スの 御言 葉の 意味 深き に 今更ら ながらに 驚いた。 

0 余 をして 福音 官； 傳の 仕事に 人ら しむる 第一 の 動機と なりし 『基督 信徒の なぐさめ』 初版 發 行 第三 十 

年紀念 H である。 朝より 夫婦 相 共に 此^に 就て 語り 今昔の 感に堪 へなかった。 恰も好し 山形 縣 4"!: 町 

訪熊 太郞 君より 祝電 を 送 つ て吳れ た、 曰く  r コグン ゲン トウ 三 〇 ネ ン、 ヒ ッケン ィョィ ヨス ルド シ 

力 ミー 一 カン、 ン ヤシ タ テマ ツル、 ス ハク マタ n ゥ」 と。 中央 講演 會 より 疲れて 家に 歸 つて 來て、 此 祝電 

に 接して 急に 元氣 づき、 久々 振りに て 漢詩 を 作て 見やう と 云ふ氣 分に なった。 然し 韻 も 平仄 も んな 

忘れて 仕舞った から、 ホ ヰット マ ン 流に 韻な し 平仄な しの 七 言 絕句を 行って 見た。 

孤 ^健闘 三十 年 同 顧難禁 感謝 淚  . 

反對何 恐惡魔 W 勇進 高揭 十字 旗 

は 詩で ない と 云 ふ 者が あれば 云 ふべ しで ある。 然し 尠くとも 思想 丈け は 詩で あると £^ ふ" 韻 や 平仄 

は 支那 人が 歌と して 唄 ふ爲に 必要で ある。 唯 意味 丈け を 味 ふ 日本人に はそんな 者はなくて も-冗し いと 

思 ふ。 何れに しろ 此日は 余の 小なる  一 { 太に 取て は 特別 感謝の 日であった。 思 はす 凱旋の 聲は 我等の 口 

より 投 つた。 我等 は^に 祝 贺會を 開かなかった。 唯一 人の^ 訪 君の 祝電で 充分で ある。 天に 在て は 我 

が 肉體の 父と、 カズ 子と ル ツ子と が 感謝の 祈禱を 捧げて 居て 吳れる だら う。 


二月 二十. K 日 (月) 半晴 半病人であった。 何も 爲し 得なかった。 前週の 書き 過ぎ、 語り 過ぎが 

5.〉 ル つたので ある。 ィザャ 書 五十 七 奪 十五 節 を 讀んで 感じた。 曰く 「至高き 至上なる 永遠に 住める 者、 


聖者と 名づ くる 者 此く曰 ひ 給 ふ、 我 は 高き 所、 聖き 所に 住み、 亦心碎 けて 謙る 者と 共に 住み、 謙る 者 

の靈を 活かし、 碎 けたる 者の 心 を 活かす」 と。 神様の 住み 給 ふ 所 は 二箇所、 天の 高き 所と 心碎 けて 謙 

る 者の 心、 我等 心 を 空う して 天上の 神様 を 我 裡に迎 へまつ る 事が 屮 I 來 ると 思へば、 人た るの 特權此 上 

なしで ある。 學 者と 成り 得すと も、 大， 事業、 大 活動の 人となり 得すと も、 天の 寶 座と 同じく 神の 住み 

給 ふ 殿と なる 事が 出来れば 他に 何も 要る 所 はない。 

二月 二十 七日 (火) 晴 昨夜 電報に て 起された。 支那 香港より 達せる 『なぐさめ』 特训版 注文の 

歐文 電報で あ つ た。 此 くも 熱心な る讀 者が あると 思へ ば 感謝に 堪 へない。 此 熱心 に 對 し定數 超過な れ 

ばと て斷 はる 事 は 出来ない。 〇 『所感 十 年』 の 第五 版 七 百 冊、 『舊約 十 年』 の 第三 版 五ぽ册 の 製本が 

巾 I 來た。 是れ亦 犬なる 感謝で ある。 我等の 著た 書に 忽ち 何十 版と 云 ふが 如き 所謂 「出版界の 賣 ツ子」 

は 一 冊 もない。 然し 年 を 經るも 需要の 絕 へざる 點に 於て は 他人の 著書と 異なる 所が ある。 是れ亦 感謝 

に堪 へない。 

二月 二十 八日 (水) 晴 寒氣强 し。 冬が また 舞戾 つて 來た。 朝 は 炬燧に 陣取って 外國 新聞 を讀 み、 

リ、 に？.！^ る 所があった" 殊に 新 著述の 批評 欄より 多く學 ぶ 所が ある。 近頃 世 を 逝り しハ ー バ ー ド大擧 心 

现學 敎授獨 逸人 ヒ ュ ー ゴ •  メンス テル ベルグの 傳記、 ウィルス •  L  • ム ー ァ敎授 の 新著 『新 {仝 界』、 

並に 英國 神學 界の大 立物ヂ ー ン • イン ヂの 『信仰の 表白』 等、 何れも 與味津 々たる 著書で あるら しく、 

其 內容の 大略 を 示されて 敎 へらる」 こと 多大であった" 炬燒に 潜りて 世界 知識の 護 得と は 勿體な 過ぎ 
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るが、 爲 すべき 仕事 を爲 した 後に は、 此位ゐ な 道樂は 許して 貰うて 直から うと 思 ふ。 

三月 二日 (金) 晴 昨夜 今 井 館に 於て 金 井淸、 田 中 耕 太郞、 矢 內原忠 雄の 三 法擧士 の歸朝 歡迎會 

を 開いた。 彼等の 深き 信仰 眼 を 以てせる 歐米 視察 談を 開いて 一 同大に 敎 えられ 义 感動せ しめられた。 

歐米 到る 處眞 福音 を 見る こ と 甚だ 稀れ で ぁ る と の に 於 て は 三 人 觀察を 共 にした。 

三月 三日 (土) 晴 クラ ー ク 世界 觀光團 に 加 はり、 余の 米 國滯在 時代の 友人 ドクトル (醫 師〕 • 

H  -c  . ス ミス 氏が 來た。 彼 を帝國 ホテルに 訪問し 懐 舊談を 交へ た。 一 別 以來： 二十 七 年、 来世に 於て 

相 < ^したやう に 感じた。 變っ たもの は 外貌 だけ、 -3： なる 人 は 昔し と 少しも 異 はなかった。 彼に 紹介 さ 

れて 多くの に會 うた。 其^に 純粹の 米國人 あり、 彼等と 米語 を 以て 語る は 面お かった。 彼等の 日 

本 を 知らざる に 驚いた。 日本人 は 一 家^ 一  ケ月九^で暮らす！^^-が出來ると云ふが本當かと聞かれた時 

に は 返す 首 紫がなかった。 殊に 彼等の の 一 人の 牧師 は 相 變らす 傲慢であった。 叉 彼等の 內の 若い 婦 

人の 服装に 驚いた。 阿弗利加 土人と 同じ様に 彼等 は 殆んど 裸體の 儘に て 食堂に 食 を 取って 居る を 見た 

實に 聞きし に 勝 さる 醜態であった。 如斯 くにして 自分 は 再び 米國に 行かす とも、 米國 人の 方から 日本 

に來て 彼等の 近狀を 示して れ るから 有難い。 ス ミ ス 氏に 招かれて ホテルの 大食 堂で 數 kn 人の 一 行と 

共に 夕食 を 取った が、 食前の 祈 禱を爲 した 者 は 多分 余 一人であった らうと 思 ふ。 彼等 は^かる k 時に 

昔し の やうに 「神の 平和 貴君と 共に 在らん こと を 祈る」 と は 云 はない。 單 に Good  lucli  to  you  ！ 

(好運 貴君に あれ) と 云 ふ。 斯 かる 國 から n 木 人が 宣敎を 受けて 居る 乎と 思 ふと 堪えられない 感じが 


する。 < ^は此 口 多くの 有 s なる 事 を學ん だ。 大に 決心 の^を 间 めて 夜遲く 家に 歸 つた。 

三月 四日 (日) 晴 昨夜より 寒氣强 し。 其た めに ゃ聽衆 平常より 少しく 掛し。 前囘に 續きィ H ス 

「祝 幅の 辭」 に 就て 講じた。 義に 饑え 又渴く 事の 贵き 事、 其の 令状に 於て は 信仰的に、 來 世に 於て は 

寳 質的に 飽かせら る k 事に 就て 語った。 大福 音で ある。 聽 衆に 解った か 解らない か 自分に は 判らない。 

只 信す るが 俊 を 述べ、 餘は 神に 委ね 奉る まで ある。 

三月 五日 (月) 晴 一昨 曰以來 働きが 少しく 過ぎて 今日は 疲勞 平常よりも 强く、 半日 床に 就て 休 

X； だ。 肉體が 衰弱る 時には 種々 厭な を 'へる。 傳道は 無益の 勞 では あるまい 乎と 思 はせられ る。 然 

し 毎同數 人の 盲人が 指の 先き で 點.： に觸れ ながら 讚美歌 を 歌って 居る 狀を思 ひ 起して 自己 を 慰める。 

彼等 を 慰める 丈け でも 此疲勞 を 取る 價 値が あると。 結 21- を &til ん では 傳道は 出来ない。 虚空に 向って 聲 

を 放つ 積り で、 只神を；！！^じて爲すまで ^^ぁる。 

三月 六日 (火) 晴 北風 强 くして 寒し。 元 判事 辯護士 普賢 寺 轍吉氏 永眠し、 I^e の 遺骸に 對し 最後 

の 敬 禮を拂 はんが 爲に上 一 一番 町のお の 邸を訪 うた。 平和なる 威嚴 ある 君の 死 額に 接して 君に 對 する 平 

生の 尊敬 を 一 曆 强 めら れた。 余 は 普賢 寺 13« に 負 ふ 所が 多く ある。 『聚書 之 研究』 發刊當 時， 余が 遲疑 

して 決せ ざり し 時に、 余に 決心 を 起して 吳れし 者 は 君であった。 君 は 又 余の 家事に 就て 善き 相談 相手 

であり、 幾度 も 難問題の 解決 を 助けて sK れた。 君 は 多分 『研究』 誌初號 よりの 讀 者であった と 思 ふ。 

一 九 二 111 年  七 0 五 


*  = 々の 涯  七 c 六 

t;; 本 武士の 魂に キリストの 幅 昔 を械附 けし 人であって、 今日の 日本に 於て は搏 難き 基督 的 紳士で あつ 

た。 君の 如き クリスチャン を- 冉び はる こと は 甚だ 難く あると 俗す る。 おの 靈 主に 在りて 安 かれ。 ^國 

に 於て 再會を 期す。 

三 np ヒ日 (水) 晴 自分 は M であっても Intellectual ではない 積で ある。 イン テレ クチ ュ アルと 

は讀書 〔象と も、 现想 {豕 とも、 现知 主義者と も譯 する ことが 出来る。 先づ 理想 を 得て (主に r 故 W に 依り 

て) 之 を實行 せんと 欲する 者で ある。 近代 人 は 大抵 此 t5 の 人 問で ある。 彼等の 信仰 は (基督 敎の 信仰 

と 雑 も) 先 づ之を 思想と して 得た 者で ある。 故に 彼等に 取り 信仰 も亦ァ ルス (藝 術) の 一 である。 然 

れ ども 余 は如斯 くにして 余の 信仰 を 得た ので はない 積り である。 余 は 勿論 讀 書と 知識と を ffi んすれ ど 

も、 余の 信仰 は 知識の 道筋 を經 過せ すして 神より 旌 に 余の 心に 臨んだ 者で あると 信す る。 故に 余の 信 

仰 は 知識 的で あるよりも 寧ろ 實験 的で ある。 進歩的で あるよりも 寧ろ 保守的で ある。 余 は 近代 人と は 

； i;! 仰の 素質 を 異にする。  < 水の 不幸に して 彼等 理知 主義者に 彼等の 先生と して 仰がる ノが 如き はない。 

< 水 はどう 見ても 百姓 町人 其 他 手 を て 働く 者の 敎師 である。 學 者と 理想 〈まと は 余と 唯 皮相の 關係を 保 

つに 過ぎない。 

三月 八日 (木) 曇 夜 今 井 館に 於て 世界 傅 道 協贊， ^の 例 \ 噱を 11 いた。 來會者 五十人。 自分 は 「北 

氷.：. 岸の 民」 に 就て、 大 速の 大贺 一郎 は 支那に 於け る 外 敎師 の敎育 並に 傳道 事業に 就て 話した- 

不相變 ^益なる 集會 であった。 獻金 三十 五圆を 得た。 


三月 九日 (金) 雨 ：：： 曜 n 講演の 準備に 全日 を 費した 。少数の 信仰の 友 を 相手に 一生 を 送る の 幸 

福 を 感じた。 社會 とか 國{夂 とか 敎會 とか 云 ふ 者に 關係 すれば こそ 多くの 不愉快が 身に 臨む ので ある。 

神と 自分と キリストに 依て 贖 はれし 少数者 …… それが 我が 世界で あると 思 ふ 時に、 心 は 平和に、 手 も 

足 も 眼 も 口 も 善く 働く。 何故 モット 早く 此 事に 祭が 附か なかった ので あらう 乎。 米國 人に 由て 傳 へら 

れし淺 薄なる 社交的 基督 敎が 直接 間接に 如何に 多く 余の 全生涯 を 毒せ し 乎 を 思へば 憤慨に 堪 へない。 

三月 十日 (土) 半晴 靜 かなる 善き 日であった。 雜誌 三月！^ が 出来た。 減り もしない、 增 しもし 

たい。 廣 * を爲 さなければ 仳は 其^ 在 を さへ 知らない。 亦 知らせた くもない。 相 成るべくば 單 獨で暮 

したい。 競 爭は斷 じて 爲 ない。 若し 人が 競爭を 挑むならば 避けて 他の 所に 往く。 人に 寄附 を 乞 はない- 

亦 乞 ふの 必要 もない。 一一 目 はすば たらぬ 事 だけ は 言 ふが、 其 他 は 決して 自分 を 辯 護したい。 自分の 事に 

關 して は 人が 言 ふが 儘に 住せる。 傳 道は爲 すが 弟子 や 信者 を 作る ために は爲 さない。 人に 嫌 はる k 事 

は 結構で ある。 聖書が 本職であって 天然 科學 が道樂 である。 然し 敎職 ではない、 平信徒で ある。 唯 本 

當の 人間に 成りたい。 キリス トを崇 むる は 人と して 止む を 得ない。 

三月 十 一 日 (日) Ei 夜雨。 中央 講演 會變 りなし。 日曜 學 校の 生徒 五十 餘 名と 彼等の 親 達に 自分 

の 誕生日 を 祝され て 嬉しかった。 但し 彼等に 老人 极 ひさる、 事 は 少しく 厩であった。 自分が 命名して 

やった 子供の 口から 祝辭を 受けて 自分 も 終に 老人に 成った ので ある 事が 解った。 
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三月 十二 日 (月) 雨 .^雨 到り、 靜 なる 善き 休 口であった。 久 りに て蓄昔 器に 舊ぃ 讚美歌 を 聞 

き、 大 なる 慰 (女 を 取った。 架 公 會乂は メソヂ スト 敎會の 讚美歌に 美しい 者 は 無いで はない が 餘り强 く 

ヘルの 心に 訴 へない。 余の 靈魂を 最も 强く 動かす 者 はや はり カルビ ン 主義の 讚美歌で ある。 「千 ぎし 

岩 や」 や 「みめぐ みあ ふる、 ィ マス H ルの」 を 原の 英語で 聞いて 時で も淚が 零れる。 自分 は 所謂 力 

ルビン 主義 敎會に する 者で はない が、 信仰の 根本に 於て カル ビン 主義者で ある 事は爭 はれない。 惟 

悲む 長老 敎會 (日 基敎會 )、 バ プチ スト 敎會、 組合 敎會 等の、 歷 史的に は カルビ ン 主義者で あるべき 

^の 諸 敎會に 於ても、 今や 贈 屮 心の 信仰の 殆んど 跡を斷 つに 至りし 察 を。 然し 彼 は 彼で ある。 自分 

は 自分で ある。 自分 は單獨 になっても 此 iiiS 仰に 生る より 他に 途 がない ので ある。 

三月 十三 日 (火) 半晴 = 水の やうなる 國に 於て 基督 者と なる は： _ 取 も 割の 惡ぃ 事で ある。 社き 全 

|g に 嫌 はれ 义排 1:^ せらる k は 勿論、 敎^ 卽ち 信者 同志に も 種々 と 非難 せらる。 然し 割が 惡ぃ 丈け 其れ 

丈け 幸福で ある。 「狐 は 穴 あり 天空の 鳥 は あり、 然れど 人の子 は 枕す る 所な し」 と ある。 社會 にも 

敎^ にも 枕す る 所な きに 至って 始めて 人の子 卽ち キリストが 解り、 彼の 本當の 弟子と なる 事が 出來る 

ので ある。 

三月 十四日 (水) 曇 左の 如き ハガキ が；： S いた。 

はじめ：！ をつ ぐんだ 先生の 額が いやでした。 然し 實驗の 門 をく  る 時、 あの から もれた 言の 多く 


が事實 眼の 前に 展開され る 時、 仕方ありません。 そして 今 は 先生の 額が 父の 如く 私の 眼底に ちらつ 

き、 私の 肉 碑に は 先生 をと ほして 流れき たる 生命の 御言が なに 者 も 消し 得ざる までに きりこまれつ 

つあります。 これが 大手 町に 一 年 歩いた 罪深き 小羊の 吿， n です。 

人が 余の 顏ゃ 風采に 服 を 注いで 居る 問 は 駄目で ある。 神の 聖霊の 御見舞 を 受けて、 彼が 余 をして 語ら 

しめ 給 ふ 御言 を 味 ふやう になって、 其 人と 余と が 或る 深い 關 係に 人る ので ある。 そして 此關係 こそ 切 

つても 切れぬ 關 係であって、 人生 何物 も 此關係 を 絶つ こと は 出来ない ので ある。 ^におに 近づいて 後 

ちに 余 を 去った 者が 無數に 在る が、 彼等 は 何れも まだ、 余と 此關 係に 入らない からで ある。 今や 所謂 

求道者 はいくら でも ある。 然れ ども 聖靈の 御見舞 を受 くる 者 は 今 も 昔と 同じく 甚だ 稀で ある。 そして 

斯 かる 連中に 批評され、 誤解され、 終に は 唾棄され るので あると 思へば 傅 道 者の 職務 も 容易で ない。 

然し it ん なが^んな 此献 態に 於て 在る ので はない。 時には 御言が 功 を 奏して 靈 魂が 活 きかへ る 場合が 

ある。 其の 時の 嬉し さは 譬 ふるに 物な しで ある。 

三月 十五 日 (木) 雨 午後 今 井 館に 於て 東京 聖書 研究 會會員 中 一部 婦人の 懇親 感話會 を 開いた" 

來會者 十 丘 人、 祈禱と 讚美と 感話 とに 正味 二 時 問 を 費した。 大體に 於て 信仰の 一致して 居る に 驚いた。 

我等 は 十字架 中心の 福音 信者で ある。 近代 人の 所謂 保守派で ある。 敎 會に屬 する も屬 せざる も、 我等 

は 倫理的 又は 理想的 叉 は 社交的 基督教に は堪へ 得ない。 唯 十字架に 釘 けられし ィ H スを 仰瞻る 事に 由 

て 救 はると 云 ふの が 我等の 信仰で ある。 そして 其點に 於て は^ 人の 方が 男子より もより 明かに 福音の 

眞髓を 握って 居る やうに 見受ける。 
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三月 十六 日 (金) 晴 又沒 我心に 福 昔 的 信仰の 復興 を 見、 歡 喜の 內にー 曰 を 送った。 キリストの 

十字架が ハツ キリと 我 眼に 映す る 時 我 は 幸福で ある。 「唯 卜 字 架に のみ 我 は 頼らめ」 である。 〇 埼玉 

縣柏壁 町の 重立ちた る 信者の 訪問 あり、 彼 地の 信者と 長の 疎遠に 成り 居りし に、 双方の 誤解が とけ 

て w び 元 の 交際 を續け 得る やうに 成って 喜ばしかった。 

三月 十七 日， (土) 半晴 『プリンストン 神學雜 誌』 に S  •  G  . クレイグ 氏の 筆に 成れる 「眞 正の 

某 督敎と 其 模造」 と 題す る 論文 を讀 み、 米國に 於ても 今猶眞 正の 基督 敎の 未だ 全く 其 跡 を 絶たざる を 

喜ぶ と 同時に、 英米 諸 敎會の 信仰 上 混沌た る狀 態に 在る を 知って 驚いた。 八；' や 米國に 於て は 人 は M を 

信じても 自 から 基督 者と 稱 する 事が 出來 るので ある。 神の；！^ 在 其 物が 信仰の 必要 條件 ではない。 D  . 

C . マ キン トシと 云 ふ神學 者の 如き は、 人が キリストの 血の 贖 ひに 由て 救 はると 信す るが 如き は 道理 

に戾 り、 道德の 原理に 反く 信仰で あると 唱 へて 少しも 禪ら ない ので ある。 米國の 諸敎會 が如斯 くで あ 

る 以上、 彼等に 由て 派遣され たる 宣教師 等が 日本に 來 りて、 我等 日本の 基督 信者 を 評して、 「彼 は 信 

者に 非す」 とか、 「彼 は 聖書に 反く 異端な り」 とか 唱 ふる 權利は 毛頭ない と 思 ふ。 

三月 十八 日 (日) 晴 中央 聖書 研究 會 近頃に なき 盛會 であった。 ffll し 少しく 「名物」 視 せらる.. 

の 虞 あり、 地方の 東京 見物人な どが 序に 凝き に來 るら しく、 彼等 を 取締る に少ら ざる 努力 を 要する。 

此日 キリスト 傅 研究 を： 講し、 「私の 某 督敎」 と 題し、 約 翰 傳三章 十六 節の 解釋を 試みた。 時に 十字 


架 本位の 信仰 を 听.. H に 宣言し 置く の 必要が あると 信じた からで ある〕 

三月 十九 日 (月) 雨 咽喉 を 痛め、 少しく 發 熱し、 終日 床に 就て 休んだ。 主婦 は 余の 健康 恢復に 

全力 を 注 い だ。 人 は 多く 高 壇に 立 つ 余の 努力 か 認め て吳れ るが、  <ぷ の 肉體 の 健康 を預る 彼女 の 心勞を • 

知って 吳れる 者は尠 ない。 余 自身 は 時々 彼女の 介抱 を 受けて、 「世に 慧き 婦人 多し、 然れ ども 汝は彼 

等す ベ て に 優る」 との ソロモン の 言を發 せざるを得ない。 

三月 二十日 (火) 曇 引續 き〕 に 就て：：^ んだ。 

三月 二十 一日 (水) 晴 午後 今 井 館に 於て 東京 聖書 研究 會の ルツ 組、 マリヤ 組、 ハンナ 組の 懇話 

會を 問いた。 余 は 病 を 押して 出席した。 來り會 する 者！？.： に 十五 人、 全 組 員の 殆んど 十分の 一 である。 

.n \  -  わか  ふる ひ 

之に 由て 見て 所謂 「大手 町の 大盛 會」 の餘 りに 常になら ぬ 事が 判った。 變筵 を？ ilp くる も 其 招きに 應す 

る 者 は少數 である。 矢張り 雜誌を 通う し 筆 を 以て 地方 数千の 讀 者と 語る が 上策で あると 思うた。 

三月 二十 二日 (木) 晴 義弟 橫濱水 哉瓜哇 航路より 歸り、 小なる. お 庭 は 大に賑 はった。 蘭領 印度 

の 風土、 人情、 商業、 航路 等に 就て 聞き 犬なる 與 味を覺 えた。 彼 は 夕刻 直に 大阪 川口に 碇泊す る 彼の 

乘 船波斯 丸に 向って 歸途に 就いた。 讚美歌 三百 九十 二番 を 歌 ひ、 祈禱を 以て 彼 を 送った" 
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三月 二十 三日 (金) 晴 健康 恢 i 议し、 久：^ りに てべ ンが 能く 動き、 大分に 仕事が 屮： 来て 偸 快で あ 

つた。 最も樂しぃ事は^^書に神の愛を探る事でぁる。 キリストと 云 ひ、 彼の 贖 1 非の 死と 云 ひ- (m 活と. 

云 ひ、 昇天と 云 ひ、 すべて 神の愛の 示顯 である。 そして 我が 信仰 も 亦 祌の大 なる 愛に 對 する 我が 小な 

る 愛 の 示顯た る に 過ぎ な い 。 愛 を 表 はす 爲の 敎義 にあら ざれ ば受く るに 足りない。 愛 を 表 はす 爲の 信 

仰に あら ざれば 神 は 受納れ 給 はない。 眞の 宗敎は 畢竟す るに 神と 人との 愛の 關係 である。 此^ を 思 ふ 

て 我心 は 春の 日光 を 浴びる が 如くに 緩 かになる。 

三月 二十四日 (土) 晴 近頃 英國の 文豪に して ヴィク トリ ャ 時代の 最後の 残留 者た る フレデ リツ 

ク • ハリソン の 死に 就て 讀み 感慨に 堪へ たかった。 彼はテ 一一 ソン、 カァ ライル、 ブラウ-一 ング、 マ ッ 

シゥ. ァ ー ノ ルド、 ハックス レ ー、 ス ペン サ ー 等 を 友と せし 人であった。 生れつき 敬虔の 人であった 

が、 靑年 時^に 英國々 敎會 の墮落 腐， S に 慨し、 敎會を 去る と 同時に 基督 敎を 棄、 佛國の 學 者ァゥ 

ダスト. コ ントに 私淑し、 其 創始に か \ る實證 主義 並に 人道 敎の 熱心なる 主唱 者と なった。 然し 終り 

まで キリ ス ト に對 する 尊崇 を 失 はす、 敎會に 由ら す 純 科學の 立場より して 基督教の 理想 を實 現せん と 

努めた。 實に 愛すべき 尊敬すべき 大人物で ある。 そして 敎會 と其唱 ふる 基督 敎を 去りし 點に 於て は、 

カァ ライル、 ハックス レ 1, ス ベン サ ー 等 皆な 其 取りし 道 を 共に した。 余 は 時々 思 ふ、 余に して 若し 

英國に 生れし ならば、 余 も亦是 等の 偉人の 跡に 從ひ、 敎會を 去る と共に 基督 敎を棄 たで あらう と。 英 

國々 敎 きを 以て 代表され たる 基督教 はすべ て淸士 の耐へ 得る 所でない。 斯 かる 宗教に 叛 くが 當然 であ 

つて、 之に 隨從 する ことこ そ 實に劣 徒の 行爲 であると 言 はざる を 得ない。 幸に して 余 は 日本に 生れて 


敎會を 離れて キリスト を 信す る を 得た。 實に 感謝の 至りで ある。 余の 熟き 同情 は英國 基督 敎會 の離叛 

者た る：！； 疋 等潔士 の 上に 注がる。 多分 キリストの 國に 於て 彼等と 相 見る 事が 出來る で あ ら う 0 

三月 二十 五日 (日) 晴 遂々 舂が來 た 。匿 はしき 聖日であった。 大乎 町は不 栢變脤 はった。 馬 太 

傳五章 十三 節 r 汝等は 地の 魔な り」 との ィ H ス樣の 言に 就て 語った。 意味 深遠なる も 語る に 至て 易き 

題： 目であ^た。 叉復美 はしの 日曜日であった。 


三月 二十 六日 (月) 晴 躍 はしき 春の 一 日であった。 朝起きて 先づボ ー ガ ツキ ー の 『金言 集』 に 

ィザャ 書 i: 十三 章 一、 二 節と 之に 關 する 記者の 感想 を讀 み、 簡 短なる 祈禱の 後に、 ベ ンを 執て 上海な 

る 支那 ^ 地 傳道會 社々 長 D  - E  • ホスト 氏へ 宛 書面 を 書いた。 世界 傳道協 贄會の 寄附 金の 爲替を 封入 

し、 之 を 支那 人中の 醫藥傅 道の 爲に 使用 せんこと を依頓 した。 誠に 心 持の 善い 役目であった。 午前 は 

小石 川上 富 坂 町に 敎艾 齒科醫 小川 寶嶺君 を 訪問し、 齒の 掃除 をして 貰った。 後に 牛 天 神に 詣り昔 懐し 

き 紅梅の 古木の 亂れる を 見て 小石 川 在住の 當時を 追懐した。 途中 一 人の 病 者 を 見舞 ひ、 午後 三時 空 

腹 を 抱へ て 家に 歸 つた。 頭腦は 昨日 來讀續 けし 『英 百』 に 於け るべ ンジャ ミン • キッドの ぺ ンに 成れ 

る 「社 會學」 の 長 論文に 占領 せられた。 若し 社 會學と は キッドが 唱 ふるが 如き 者なら ば 余 も 社 會學者 

たる 事 を 担まない。 然し キッドの 如き 社 會學者 は 滅多にない。 夫 故に 社會 學は膨 になって 什 舞 ふので 

ある。 キリストの 幅 昔 を社會 進歩の 最大 原理と 見た キッド は實 に達觀 者で ある。 今より 三十 年 前 彼の 
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名著 『社會 進化論 J- を^ん だ^が 余が 聖書 研究に 一 生を委 ぬる 事 を 非常に 助けた ので ある。 ベ ンジャ 

ミン • キッド は 余 を 深刻に 感化した 學 者の 一人で ある。 今日に 至り. 冉び 彼の 文 を讀ん で舊き 先生に 接 

する の感が ある。 

三月 二十 七日 (火) 晴 今日 も 亦 廣き心 を 以て 一日 を 終った。 萬 物 は 進化の 法則に 依り 其 存在の 

目的なる 完全に 達せん とし、 神 は 其 完全なる 聖旨 を 以て 直に 萬 物に 臨み 之 を 御自身へ と 引 附け給 ふ。 

斯 くして 下よりも 上よりも 神の 聖 33 は 日に 口に 成りつ \ ある。 すべての 善事 善行 は 此聖き E 的 を 助く 

る 者であって 神の 嘉し給 ふ 所で ある。 其點に 於て 信者 不信者の 別 はない。 人 は 何人と 雖も善 を 爲す時 

に 神と 偕に 働く ので ある。 此攀を 思 ふ 時に 我心 は廣 くなる。 Tliere  is  wideness  in  Gsrs ョ cl.cy,  like 

t,he  wideness  of  the  s (さ (讚美歌 第五 十 五番の 原語) と 歌 はざる を 得ない。 〇 法 學士矢 内 原忠雄 夫人 

愛子 永眠し、 九 段 メソヂ スト 敎會に 於て 行 はれし 彼女の 葬儀に 列席した。 

三月 二十 八日 (水) 晴 今 井 館に 於て 畔上 と共に 鈴 木 兵 永對石 原文 子の 結婚式 を 行った。 玆に又 

新たに 純 柏木 流の ぶ 庭が 出来て 一 同の 犬なる 感謝であった.' 

三月 二十 九日 (木) 晴 又復 キリストの 復活祭 近づき、 復活 問題の 研究に 大 なる 興味 を覺 えた。 

キリストの (仪活 なくし て 基督 敎は 無き もの で あ る 事が 克く解 つ た。 科學と 折：： 學 だけで は 人生 の 深み は 

解らない。 敎 會と敎 職と に は 何の 關係 もない が、 使徒に 由て 傳 へられし 基督 敎は 之を棄 つる 事 は出來 


ない。 余 は キリストの 復活 を 信じ 得 る と 公一 百す る 事の 出來 るは大 なる 恩惠 である。 

三月 三十日 (金) 晴 引續き 復活せ る キリストに 就て 考 へた。 彼 今生き て 我 を 使 ひ 給 ふと 知りて 

大 なる 慰安 を感 する。 人が 我に 就て 何 を 言 はう とも 何でもない。 彼れ 我 を ffl ひ 給 ひて 我が 爲す事 はす 

ベて 成功 せざるを得ない。 誠に 幸福なる 事で ある。 〇 東京 聖書 講堂 建築 資金の 內 へと 讀 者の 或 者より 

ボ ッボッ 寄附 金を途 つて 吳れ る。 八，' 日までに 旣に數 百圓に 達した。 斯くて 百 八十 年 待つ に 及ばな くな 

つた。 多分 思った よりも 早く 實現 する であらう。 感謝で ある。 

三月 三十 一日 (土) 晴 家の 靑 年が 東京 帝 國大擧 醫學部 を 卒業して 醫學士 に 成った。 我等の 大な 

る 喜びで ある。 彼 を小學 校に 送って より 玆に 二十 年、 漸くに して 一人前の 人間に 成った ので あると 思 

へば 人 一 人の 敎 育の 如何に 困難なる 事で あるか^ 利 明る。 自分が 明治 十四 年に 農 擧士に 成った 時の 事 

を 思うた。 學士に 成る は 難し、 學 問を應 用して 神と 人類と に 事 ふる は 更に 難し。 神の 御 助けに 依りて 

のみ 我等 は 有意義の 一 生 を 送り 得る ので ある。 

四月 一 日 (日) 晴 復活祭の 聖日で ある。 花 を 以て 高 壇 を 飾り、 ：tl 人 連に 讚美歌 §: 百 三十 九番 

「うる はしの しらゆり」 を 歌うて 貰 ひ、 役 活祭氣 分の 充實を 助けた。 自分 は 前 n  r 鹽と 光」 の 綾き を 

述べ 終って 後に 「キリスト 復活の 實證」 に 就て 語った。 キリス 卜が 今、 實 際に 此 世に 在りて 働き 給 ひ 

つ、 ある 事、 其 事が 彼が 復活し 給 ひし 何よりも 好き 證據 であると 述べた。 主 キリスト は 生きて 今此講 
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堂に 在し 給う と 語りし 時に 莊嚴 の氣分 は 全 堂に 充ち涉 つた。 文學 博士 加藤弘 之、 现學 博士 松 村 松 年 如 

き^|<?が幾千人叉は幾萬人出て基督敎を攻撃しゃぅが、 復活せ る キリストの 上に 立つ 基督 敎は ビク とも 

しないと 述べし 時に 自分ながら 氣が淸 々した。 講堂 はィ ツモの 通り 滿員 であった。 此 I の 所謂 有識 階 

級 叉 は 上流 社會の 人達 も 大分に 認めた。 然し 乍ら-; 仪活 せる キリストの 前に 立ちて は、 智愚 上下の 差^ 

は 少しもな く、 一同 頭 を 低れ て 彼の 祝. 幅に 與 かった。 誠に 惠 まれた る 復活祭であった" 

四月 二日 (月) I 昨日の 精神的 勞働 にて 大分に 疲れた。 然し 疲れる 丈け の 甲斐 は 充分に あった。 

今日は 『プラト ー の 問答 集』 を 少し 讀 みし 外に 何も 爲 さなかった。 

四月 三日 (火) 雨 櫻が.^ 出した。 佛國に 於ての 北，：： 川 宮殿 下の 薨去 を悲 み、 我國 の將來 にっき 

稱々 の 事を考 へさせられた。 然し 自分と して は 聖書 を說 くより 外に 國の爲 に 何も 盡す ことが 出来な い 0 

そして 此 事が 最大の 愛國的 事業で ある 事 を 疑 ふこと は出來 ない。 

四月 四日 (水) 曇 彼岸 樱が 見頃で ある。 東京 郊外の 春に 賞すべき ものが ある。 下女の ミツが 暇 

を 取って 彼女の.；^ に歸 つた。 彼女の 我家に 奉公す る こと 滿ニ 年、 不信者と して 來り、 祌を 崇め キリス 

トを 仰ぐ 者と して 去った。 今日まで 我家に 事へ し 下女に して、 ニー を 除く の 外 は惡ぃ 者と て は 一人 も 

なかった。 大抵 は 善き 信仰 を 起して 去った。 そして 今日 辆ほ 親しき 關 係に 於て 在る 者 は 幾人 も ある" 

下女 を 雇 ふので はない、 人の 女を预 るので ある。 我等の 責任 は輕 くない。 別る- - 時には 淚を 以て 別れ 


四月 五日 (木) 雨 春雨 冷たく、 麼な 曰であった。 ^ 外の 手紙 二三 通 認めし 外に M も SJ さなかつ 

た。 慰.： 女に 富める 言葉 は是 である、 曰く 「汝の 糧食 を 水の 上に 投げよ、 多くの 日の 後に 汝復び 之 を 得 

ん J と (傳道 之 書 十 一 章 一 節)。 靈 魂の 食物なる 神の 御言 葉 を 祈禱を 以て 水卽ち 不信者の 間に 投げ 置 

けば、 何時か 復び 之に 接する こと あらんとの 事で ある。 神の 御 導きに 由り、 多年の 間 聖書 智識の 頒布 

に從 事し 来った。 然 かも 之れ ぞと云 ふ 效菜を 見ない。 時に 思 ふ 我 は 無益の 事業に 一 生 を,^ ねたので は 

ない 乎と。 然し さう ではない と此聖 語が 敎 へて 吳れ るので ある。 多くの 日の 後に 汝復び 之 を 得ん と 云 

ふ。 そして 多くの 實 例が 此 事を證 明す るので ある。 誠に 有難い 事で ある。 

四月 六日 (金) 雨 昨夜 雪 降る。 花 は 氷に 包まれた。 珍ら しき 事で ある。 昨夜 今 井 館に 於て 世界 

傅道會 の例ノ きを いた。 霞ま じりの 雨 を 冒 して 來り會 す マ P 者 男女 四十 人餘 り、 相變 らす惠 まれた る 集 

<5、.」 あった。 我等 は我國 初代の 傳 道に 就て 語った。 村 田若狹 守と 井伊 掃 部 頭と タウン センド. ハリス 

等に 關 する 感想 を 述べた。 掃 部 頭の 機 田 遭難 は 幅 昔の 爲に 受けし 一 種の 殉教の 死で あると 首うた。 神 

は 特^の 方法 を 以て 日本 國に 福音. K 傅の 道 を 設け 給 ひし 事に 就て！？！ S り、 一同 深き 感に打 たれた。 偉 道 

費と して 獻金ー 一十 六 圆 餘を 得た。 

四月 七日 (土) 半晴 二三 日來 生ける キリストの 實 在に 就て考 へ大 なる 慰めと 力と を 得つ、 ある- 
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彼 は 今た ぐ 我等に 見え たいまで ある。 時 到れば 彼が 彼の 弟子 等に 現 はれ 給 ひしが 如くに 凡ての 信者 

に 現 はれ 給う ので ある。 W 臨 は. 科 現で ある。 ョ ハネ 第一 書 一：： 章 二 節に 「彼れ 現 はれん 時には 必す祌 に 

肖ん 事 を 知る」 と ある は此； であるに 相違ない。 或は 彼の 靈體 の物體 化に. m るか、 或は 我等に 第六感 

が 赋與， y られて か、 其途は 明，：：： ならす と雖 も、 何れに しろ 今 は 見えざる キリストが 見える に 至る は 確 

かで あると 思 ふ。 靈界は 決して 遠き^ 界 でない に 相違ない。 見る 股 を 以て 見れば キリストと 天使と 靈 

化された る 我が 愛する 者と は 我が 周圍に 居る に 相違ない。 さう 思へば キリストに 祈る 熱心 も 起る。 信 

^の 爲に鬪 ふ fS? 氣も 起る。 (仪活 せる キリ スト は 令 我と 偕に 居た まう キリ ストで ある 事 を 知って 我が 信 

仰 は 燃え立つ を覺 ゆ。 

四月 \日 (曰」 晴 花は眞 盛り 都の 存 である。 然し 乍ら 外の 好き 丈け 其れ丈け. は 好くなかった _ 

講演 の 最中に 東風が 起り、 窓から 鹿 を 吹 込み 靜肅を 妨げ らる \ 事 非常 であった。 馬 太 傅 五 章 十七 節以 

下 四十 八 節まで を 講じた。 山上 之 垂訓の 精神 を 語らん と^めた ので ある。 非常の 努力であった。 新約 

や： 書の 二十 一 節 を 一 時間に 話す は 容易の * でない。 

四月 九日 (月) 主 e 歷 はしの 春の 一 日で ある。 若し 天 候が 其 日の 何たる 乎 を 示すならば 今 口が 本 

當の 安息日で ある。 半 n 橫にな つて 休み、 起きて 樱 下に 驟^の 止木 を 修繕し 彼の 幸福 を 計った。 改築 

の 書^より 見た る 柏木の 春は隨 分の 見物で ある。 近所の 樱花は 悉く 之を眸 中に 牧 むる ことが 屮1 來る。 

吉 野の 奥の 千 本の や. - 小なる 者と 見て 差 支ない と 思 ふ。 家に 在りて 獨り 天下の 春を樂 しむ^が 出來 る- 


感謝で ある。 

四月 十日 (火) 半晴 疲勞朱 だ 去らす、 無爲の 一日 を 5^1 つた。 

四月 十 一 日 (水) 曇 靜 なる 花 彙 りの 日であった。 英領 コ ロム ビヤの 地理 を 研究して 面 rtl かった * 

寳に 驚くべき 圃 である。 日本 阈の 二倍 以上の 面積で ある。 然るに 人 n は 三十 萬に 足らす。 農業、 林業- 

魚 業、 鑛山、 何れも 無盡藏 である。 斯んな W が trr 本より 二週間 以內 に往く 事の 35 來る 所に 在る と 思へ 

ば、 實に 羨-華： に堪 へない。 然し 同じ 地球の 表面で ある。 彼の 富 は 我が 富で ある。 我 は 直接 間接に 其 富 

裕の 分配に 與る 事が 出来る。 〇 雜誌四 號が屮 い 来た。 相變 らす內 村と 畔 上の 雑誌で ある。 こんな 雜誌 

にどう して 讀 者が ある 乎、 不思議で ある。 聖書 又 聖書で ある。 聖書の 外に 何もない。 然 かも それが 二 

卜 四 年間 鑌 いたので ある。 自分ながら 不思議で ある。 斯う 云 ふ 事が 「神 我と 共に 在 まし 給 ふ」 と 云 ふ 

事で は あるまい 乎。 

四月 十二 日 (木) 雨 Church  repels:  Keligicll  attracts  (敎會 は 撥つ ける、 宗 敎は牽 きつける〕 

と 云 ふ 言葉に 就て 考 へた。 誠に 何れの 時代に 於ても 敎會が 提供 せらる k 所に 人 は 去り、 宗敎が 提唱せ 

ら る.， 所に 人 は來 る。 人 は 宗敎を 好んで 敎會を 嫌 ふ。 敎會の 衰微す る 時 は 常に あるが、 宗敎が 無 要視 

せらる、 時 は 決して 無い。 宗敎は 美術、 詩歌、 哲學と 同じ やうに 人生に 缺く ベから ざる 者で ある。 故 

に 之 を 提供して 要求せられ ざる はない。 
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四月 十三 日 (金) 晴 北風に て 逸し。 我が 父の 昇天 紀念 曰で ある。 彼れ 逝きて より 玆に滿 卜 六 年 

である。 彼れ ケ在 さば 九十：； 歳であった らう。 彼 は  の 肉體の 父であって 最良の 友人であった。 余の 

誠 實を疑 ふ 者に 對 して 度々 r 鑑三は 大丈夫 だ」 と 言 ふて 吳れ た。 彼 は 日本 流の 忠 ほであった。 主家の 

爲には 河 を も 棄て懸 つた。 彼 は n 本 武士の 好 模範と して 其 生涯 を 終った。 彼に 余の 到底 及ばざる 多く 

の ゃ天點 があった。 靈の^ 界に 於て 彼と 再び 相會 する 時に 我等の 話 種 は 如何に 多い 事で あらう リ 

四月 十四日 (土) 晴 引 綾き 寒し、 冬期の 氣候 である。 久 振りに て 詩人 ブライアントの 『森の 讚 

美 歌』 を讀ん だ。 實に 雄大なる 詩で ある。 明治 初年の 石 狩 を 思 は せらる。 余が 北海道に 於て 敎育 を受 

けし 事 は 此點に 於て 最も 幸 ひであった。 今より 思 ふと 札 幌には 偉ら い 先生 は 居なかった。 然し 乍ら 人 

なる 先生の 缺乏を 天然が 補うた。  < 水 は ブライアントが 歌うた やうな 天然に 接し 之に 成育ら れた" 實に 

何にも 勝 さる 敎育 であった。 斯 かる 教育 を：！ I 本に 於て 搏び 何人も 受 くる 事が 屮 Z 來な いと 思へば 余の 幸 

運 も亦大 なりと 謂 ふべ しで ある。 「森 は 神の 鼓 初の 殿堂な りき」 と 云 ふ。 實に其 通りで ある" 余の 無 

敎會 主義 はかの 時に 始 つたので ある。 豐平 川の 岸に、 野樱の 大木の 下に 祈りし 余 は 今 曰猶ほ 手に て 造 

りし 會 堂の に 心 ゆく ばかりに 祈り 得ない ので ある。 懷 しき は 又 ブライアント を 生みし 米國 である。 

我が 北海道が 惡 魔の 手に 渡り、 北 邊の據 土と 化せし が 如くに、 米 國も亦 詩 も 歌 もな き 俗人の 國 となつ 

た。 然し 悲しまない。 萬 物 復興の 時 は 必す來 る。 預言者の 言と 共に 詩人の 文字が 事實と 成りて 現 はる 

る 時 は 必す來 る。 讚美せ よ！ 


四月 十五 日 一. 日) 晴 引 緩き 都の 春で ある。 人の 心 は 浮 立ちて 眞 面目の 研究に 向かない。 然れど 

も 中央 講演 食 は相變 らす滿 員の 盛會 であった。 「隠れた る 宗敎」 と 題し 馬 太 傳六章 一— 十八 節 を 講じ 

た。 祈禱の 場所 を 選む の 必要に 就て 語った。 昨日 讀 みし ブライアントの 詩 を 紹介し， 人 を 離れて、 深 

山 幽谷に 淸き祈 禱の座 を 求むべき を勸 めた。 唯 咽喉の 痛み 去らす、 東風 G 襲擊に 妨げられて 思 ふやう 

に 語り 得 ざり しは淺 念であった。 

四月 十六 日 (月) 晴 ジョンと 共に 郊外 石神 井に 遊んだ。 足利時代に 豐島 氏の 居城の 在った 所で 

あって、 美 はしき 天然 は 古き 歷史を 語り、 近郊に 得難き 勝景の 地で ある。 時恰 かも 山 櫻の 眞 盛りで あ 

つて、 他に 見る 人に 會は ざり ければ、 今年 は 特に 我等の 爲 に^いた ので あると 思うて 嬉しかった。 石 

碑に 太 田 道 港が 此 城を攻 取って 豐島 氏を滅 したと 請んで、 彼れ 道 液に 對 する 我が 同情が 忽ち 消滅した。 

常に 關東 平原の 歌人と して 仰ぎし 此人も 他人の 城を攻 取て 已が 勢力 を 加へ た 乎と 思へば、 此人も 亦 本 

當の 詩人で はなく して、 心は齊 東の 野人であった ことが 思 はれて 失望した。 敷 島の 大和心 は山樱 であ 

ると 云 ふが、 山 徵の樣 な 日本人 は 今 も 昔 も 非常に 稀で ある 事 は 確かで ある。 〇 世に つまらない 物と て 

日本人の 交際の 如き はない。 日本人の 交際 は 畢竟る 所 利益の 交換で ある。 眞理を 求む る爲 ではない。 

愛 を 現 はす 爲 ではない。 相互 を 助けて 意義 ある 人生 を途 らん 爲 ではない。 利益 を 得る の 機會を 作らん 

爲 である。 自分の 地位 を鞏 岡に せん 爲の 交際で ある。 更に 良き 地位 を 求めん 爲の 交際で ある。 實に賤 

しき 動機より 出る 交際で ある。 そして 高位 高官 の 人です ら斯 かる 交際 を續け て 居る と 思へば 實に 失&土 
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である。 日本人に 本當 の 社交的 生命 あ るゃ大 なる 疑問で ある。 

四月 十七 日 (火) 晴 余 は 時々 餘 計な 事を考 へる、 n 本の 將來は 如何なる であらう 乎と。 人口 は 

4, 母 年 七十 萬 人 づ\增 加し 行く に 外に 膨脹す るの 途は 全く 絕ぇ、 排日 運動 は 至る所に 行 はれて 六 千 萬 人 

の 日本人 は馑々 十五 萬 平方 哩の 島國の 內に締 込まれて 仕舞った ので ある。 實に 心細き 次第で ある。 我 

が 子孫の 將來を 思 ふて 寒心に 堪 へない。 然し 乍ら 如何と もす る 事が 出来ない" 大政 府 上に ありて 宜き 

やうに 爲 して 吳れる であらう と 思 ふより 外 はない。 故に 自分 は 己が 天職に 還り、 そんな 問題に 頭腦を 

惱せ まじと 自分 を 抑 ゆるまで 5^ ある。 

四月 十八 日 (水) 半晴 南風に て溫氣 高し、 夏の ；大 候で ある。 或る 友人より 入場券 二 枚 を 受けた 

れば、 夜、 親子して 有樂 座に ゴ ドウス キ— のビ ヤノ を 聞いた。 余が 劇場の 入 n を 通うた の は 三十 五 年 

來初めて^-ぁる。 決して 氣 持の 好い 所ではない。 人々 が呰な 遊び 氣分 である。 ゴ 氏の 伎倆に は 驚いた。 

之 を 天 才と云 ふので あ ら う 。然し 乍ら 何故 此責き 天才 を 遊蕩 男女 を樂 まする 爲に用 ふるので ある 乎。 

何故 彼等 を勵 まし、 高貴なる 行爲と 思想と へ 導く ために 使 はない ので ある 乎。 彼等に 拍手 を 浴せられ 

たれば とて 彼等に 向て お^儀 をす るので ある 乎。 ベ ー ト ー ベ ンも そんな 卑しい 事を爲 したで あらう 乎。 

終りまで 聞く に堪 へす して 中途より 退場して 家に 歸 つた。 

四月 十九 日 (木) 細雨 故 内 村加壽 子の 永眠 紀念 曰で ある。 彼女の 甥に 當る 靑年濱 田と 共に 小石 


川， in 山 龍 雲 院內の 彼女の 慕 を 見舞うた。 彼女 逝り てより 玆に 三十 一年、 物 は 移り 世は變 りし も、 動か 

ぬ は天國 である。 當時 我等 を窘 迫し 人た ち は 或は 死し、 或は 退職し、 或は 贲族 院議 員と なりて 杯す。 

然れ ども 彼等 M れ にも 我等に ある やうな 來世再 會の希 は 無い と 信. \ ^る。 誠に 我等. は 我等 を 愛し 給 へ 

る 者に 依りて 勝ち得て 餘り ありで ある。 

四月 二十日 (金) 晴 曰曜 講演 準備の 爲に全 B を 費した。 伍し 苦勞 ではない、 快樂 である。 ベ ン 

を 執りて ^i: 書の 解釋を 試む る 時に のみ 自分 は 自分ら し く感す る。 其 時に 又 神 は 其靈を 注ぎ て 自分 を 助 

け 給 ふやう に感 する。 自分に は 近代 人と 其 思想と は 如何しても 解らない。 道德の 根柢が 變り、 宇宙の 

基礎が 動き 出した やうに 感 する。 然し 舊ぃ 宇宙 は存 つて 近代 人が 粉碎 せらる ので あると 信す る。 今や 

全國は 勿論の こと、 全世界 を 相手に 獨り鬪 ふの 覺悟 ある を 要する。 

四月 二十 一 日 (土) 曇 夜 今 井 館に 於て サマリ ャ會が 開かれた。 サマリ ャ會は 東京 聖書 研究 會々 

負に して 直接 間接 に 醫業 に 從 事す る 者の 會合 である。 這般 我 〔永 の 青年 東京 帝大 醫學部 を 卒業し 醫者仲 

間に 入りし が 故に 彼を迎 へん 爲の會 合であった。 會 する 者醫學 博士 藤本 武平ー 一 を 首に 男女 十五. <.v」 あ 

つた〕 夕食 を 共に し、 意義 ある 談話 を 交へ、 祈禱を 以て 閉會 した。 病 を 治す に 非す 人 を 治す ので ある 

とは此 夜の 主なる 題目であった〕 斯 かる 會合 は會員 相互の 信仰 を 進む る爲 のみなら すー乂 所謂 「信仰 醫 

寧」 を 研究す る爲に 必要で ある。 サマリ ャ會と は 路加 傳第十 章に 於け る 「善き サ マリヤ 人」 に 準へ て 

余が 附 ける こと を 許されし 名で ある U 
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四月 二十 二日 (日) 半晴 八^^{樱滿§1の麗はしき赛の：》でぁる。 市中は引緩き花見客を以て混雜 

したが、 講演 會は 例の 通り 嚴肅 であった。 「空の 鳥と 野の 百合 花」 と 題し 馬 太 傳六章 十九 節 以下 を講 

じた。 舂の 日に 應 しき 題目であって、 「野の 百合 花」 卽 ちァネ モネの 赤に.， ける 者 を 手に 持ちな が 

ら 語る 事が 出来て 幸福 此 h なしであった。 殊に 此 R 東京 市の 道路 建築 係が 講堂の 前に コ ンクリ ー ト製 

造 機械 を据附 けしに 拘 はらす 講演 中 一 時 §1 以上 特に 共 運 轉を屮 止して 吳れ たの は寳に 有難かった。 帝 

都の 中央に 於て 書の 研究に 對し此 同情 ある は實に 感謝に 堪 へない。 

四月 二十 三日 (月) 曇 相 變らす 疲勞の 月曜日であった。 或 人よりの 手紙に 「キリス 卜に 愛せら 

る、 先生」 と 書いて あつたが、 愛せら る.^ 乎 否 乎 は 自分 は 知らない。 唯 彼に 使 はる X 事 は 確かで ある。 

/-、 , ヽ：  I  1  しちべ  △  <"<J<1<J<3<:<3< ；厶厶 <J<3 

< ^も 亦 ハウ 口と 同じく 「キリストの 僕」 である。 彼に 使役 せらる、 奴 僕で ある。 人が 自分に 就いて M 

と 云 はふと、 自分が 自分に 就て 如何に 思 はふと、 自分の 過去に おみて、 自分 以外の 或 者が 自分 を 使役 

し 給 ひつ k ありし 事 を 疑 ふ 事 は 出来ない。 自分 は 彼に 逆 ふ 事 は 出来ない。 人 も 亦 彼の 聖意 を妨 ぐる 事 

は 出来ない。 彼に 愛せら る、 乎 否 乎 は 全く 別問題と して、 自分が 彼の 屬 たる 事 丈け は 明かで ある。 此 

點 に 於 て 自分 を 嫌 ふ 多く の ん等も 多分 異存 は あるまい と 思 ふ。 

四月 二十四日 (火) 曇 雜誌 編輯に 半 R を 費した。 ニー；： R 來竹學 者 ライプ-丁 ソッ の傳記 並に 锊 3:4 

を讀 み、 大 なる 與 味と 慰安と を覺 えた。 哲學者 は 別に 敎會を も 起さす、 弟子 を も 作らす、 眞 S を 究め、 


其 永 布 を 確信して 之 を 世に 遺して 逝く、 其點に 於て 彼 は宗敎 家に 勝 さる 数等で ある。 余 も 其點に 於て 

は 哲帛^ に學ん で、 宗敎 家に 傚 は ざらん と 欲する。 後繼 者を殘 さんと 欲する が 如き は 抑々 不信の 行爲 

である。 後 ：1 者 は 神が 起し 給 ふ。 人が 計 策 を 弄して 之 を 求む るの 必要 は 毫もない。 ス ピノ ー ザの 如き、 

無援 孤獨の 人な りしと 雖も、 大眞理 を 發見闈 明せ しが 故に、 彼の 哲舉と 感化と は 年と 共に 益々 盛んで 

ある。 敎會叉 は 團體に 依る にあら ざれば 維持せられ ざる 眞理の 如き は 消滅す る を 可とする。 余 は 福 昔 

の說き っぱなし を爲 して 逝く 覺悟 である。 余が 死んだ 後に 「自分 こそ は內 村の 後繼 者で ある」 と 云 ふ 

者が あるならば、 其 人 は 余の 叛逆 者で あると 認めて 貰 ひたい。 

四月 二十 五日 (水) 雨 人類 在って 以來 全世界が 今日 裎暗黑 であった 時はなかった と 思 ふ。 今： n 

までの 暗黑は 部分的で あつたが、 今 口 の それ は 全般的で ある。 全歐羅 巴が 暗い のみなら す、 今日まで 

人類の 希望 を 楚ぎ來 りし 米國 までが 暗く ある。 然 らば 基督 敎會は 如何と 一 k ふに、 是れ又 混沌た る狀態 

である。 誠に 「視ょ 暗 は 地 を 覆 ひ、 闇 は 諸の 民を掩 はん」 と ある は此 時で ある (ィ ザャ書 六十 章 二 節) Q 

然れ ども 直ぐ 其 後に 云 ふ 「然れ ど汝の 上に は M ホバ 照 出た まひ て その 榮光汝 の 上に 顯 はるべし」 と 

(同 三 節)。 んには 何人に も 倚る 事が 出来ない。 然れ ども 光明 近き にあり である。 世界的 暗黑は 世界 

的 光明の 前兆で ある。 今 は 忍耐の 時で ある、 同時に 又 希望の 時で ある。 遠から すして 最暗黑 の 歐洲の 

眞 中より 大 光明が 擧る であらう。 
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四月 二十 六日 (木) 晴 おんど 四 卜 年！ 1 同胞の 問に キリストの 敎を傳 へて 來て今 口に 至り 深く 感 

する * は、 ョ 木のお h: 年 や 大人に 道 を 傅 ふる^の 效果 甚だ き 事で ある。 彼等 の^に 信す る 者 甚だ 尠き 

而ヒ ならす、 信ぜし 者に して 信仰 を徘 持す る 者 は 百人屮 一人と はない。 縱し又 維持 するとしても、 自 

分流 儀 の 異様の 信仰 を 維持す る 者 多く、 幅 昔の 要點 とする 所 を 省みざる が 常で ある。 斯 かる 狀 態で あ 

れば 所謂 日本 傳道は 無效と 見て 差 支ない と 思 ふ。 然 らば 如何した らば 可 かと 云 ふに 羅馬 天主 敎會 の！^ 

侶に 傚 ひ、 小兒 殊に 幼 兒を敎 ふべき であると 思 ふ、 幼 兒を敎 ふるのが 矢張り 人と 國とを 救 ふの 捷路で 

ある。 神 は 今や 滅多に 奇蹟 を 行 ひ 給 はない。 而 して 我等 は义 祌の奇 に賴 つて はならない。 そして 人 

を 救 ふの 天然の 方法 は敎 育で ある。 殊に 幼 兒の敎 育で ある。 此事を 思 ふて 余 は 三十 五 年 前に、 ケ ルリ 

ン、 リツ チヤ ー ドソ ン 等の 先輩より 授かりし 幼稚園 敎育を 始め ざり しを悔 ゆ。 余 は 日本 國を靈 的に 救 

はんとて 餘 りに 焦心り て、 靑年 又は 大人 を 救 はんと 欲して 多くの 無益の 勞を 費した ので ある。 此事を 

思 ふて 遺憾 千 萬で ある。 然し 今に 至りて 悔 ゆる も 及ばない。 故に 八/より 後、 生涯 最後の 努力と して 余 

の 最善 を 幼兒敎 育の 爲に盡 したく 思 ふ。 

四月 二十 七日 (金) 晴 昨夜 今 井 館に 於て 月並 祈 禱會を 開いた。 來會 する 者 六十 餘、 靈の曉 解に 

充ち たる 15 ^會 であった。 信仰が 人 を 救 ふので はない、 信仰の 目的物なる キリストが 救 ひ 給 ふので ある、 

信仰 は芥 種の 如くに 微少く も 可い、 之をキリ ス トにさ へ楚げば大なるカが降ると；^^考し時に會衆 一 同 

の 心が 歡 喜に 光た された。 近 .5 に な き 美 はしき 祈 禱會で あ つ た。 


四月 二十 八日 (土) 小雨 雜讀に 全日 を 費した。 學史、 マダ ガス 力— 傳 道史、 ス ミス 希 職史、 

カイ ムの N'H ス傳と 手當り 次第に 讀ん だ。 其內 やっぱり カイ ムが 一番 面， U かった。 新開 紙は讀 むに 堪 

へたい。 n 本の 將來 はどうな るので ある 乎、 思へば 實に 心配で ある。 理想と 貴 任 觀 念の 無い 國民を 相 

手に して 如何な る 政治.； ¥ と雖も 何事 も爲す こ と は 出来な い 。 然し 歎じた とて 如何と もす る 能 はすで あ 

る。 自分 と し て は 依然と し て ^^1書 の 研究 を 行 るまでで ある。 それに は 古い 大 聖書 學者 等が ありて 自分 

を敎 へて „JK れる。 や， 書 を 通う して 觀る 人類の 將來 に大希 が ある。 其 他 は 悉く 大 i=m; 一で ある。 

四月 二十 九日 (日) 曇 朝 暴れ 模様、 午後 晴る。 天候 惡 しきに 拘 はらす 大手 町 は相變 らす滿 員で 

あった。 細字 書き を 以て 有名なる 聖書 贩賣人 石 塚 5^ 吉 氏の 筆に 成りし 唐紙 一 枚に 書き込み たる 漢字 譯 

蔡 新約 変 書 百 萬 字を聽 衆に 示し、 併せて 同氏の 說明 あり、 深く 一  同 を 感動せ しめた。 自分 は 「基督 信 

者の 簡易 生活」 と 題し 馬 太 傳六章 十九 節 以下の 再 研究 を 講じ、 是れ亦 や、 滿 足であった。 平常に 變ら 

ざる 喜びの 聖日であった。 大正 七 年に 東京 基督 敎靑 年會の 講壇 を斷 はられて より 玆に滿 m 年で ある。 

此 長き 間 大日 本 衞生會 の 居心地 好き 講堂の 使用 を 許され、 凡そ 百 六十 囘に涉 り、 ヨブ 記、 ダ  一一 H ル書、 

羅馬 書、 共觀 福音書と、 聖書の 講演 を 機 緩し、 集 會は衰 ふるの 徴候 少しも 見えす、 毎 囘殆ん ど 六 百 人 

以上の 人に 幅 音を傳 ふ。 而 して 曾て  一 0: も 金錢に 不足した る 事な し。 之 を 大恩 惠と稱 せす して 何 ぞゃ。 

毎年 ra 月 最後の 聖日の 到る 毎に、 感 恩の 念の 一層 深き を覺 える。 

四月 三十日 (月) 晴 甥 二人 を 伴 ひて 多摩川 丸 子の 渡しに 遊んだ。 伍し 精神 疲勞の 月曜 u に は 何 
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を爲 しても 面白くない。 所謂 ブ ル ー モ ンデ ー は 家に 在て 寢て 居る を 最上と する。 

五月 一 日 (火) 曇 バルカン半島 諸 邦の 視察 を 了へ て 近頃 歸朝 せし 某 君に 某所に 會し、 彼 地に 於 

て 行 はれつ、 ある 大戰 後の 平和的 革命に 就て 聞き、 歐 洲の將 來に大 なる 光明 を 認める 事が 出来て 非常 

に 嬉しかった。 追 は歐洲 である" 曲り なりに も キリス 卜の 福音が 十數 世紀の 長き 問宜傳 せられし 甲斐 

があって、 暗 黑の裡 より 此 光明 を 打 出す 事が 屮 I 来る。 其點に 於て 日本 は 到底 彼等に 及ばない。 我 n 本 

に 於て は 根本的の 偉大なる 事業 は 到底 舉ら ない。 誠に 心配なる は洪牙 利で も、 波 蘭 土で も、 獨逸 でも 

ない。 我 日本で ある。 彼等に は 根本的 改革 を 行 ふの 力が ある。 日本に はない。 實に 悲しい 心配な 事で 

ある。 

五月 二日 (水) 曇 舊角害 時代の 求道者の 一人なる 文學士 小山 內薰 君が 東京 朝日 新聞に 『背敎 者』 

と 題す る 小說を 書き 始めた との 事で ある。 誠に 氣持惡 しき 事で ある。 背 敎者は 小山 內 君- i 人に 止まら 

ない。 我國 すべての 文士、 哲舉 者、 若き政治^^等は背敎者でぁると見て差支ぇなぃ。 余の 許に 舉んだ 

許 多の 文 學士、 法 學士、 理學士 等 は 極めて 少數を 除く の 外 は 皆な 背敎 者と 成った。 若し 彼等が 我國有 

識 階級の 代表者であるなら ば、 基督 敎は 彼等の 多数決に 由て 否決せられ たと 云 ふて 間違がない。 然し 

幸に して 彼等 G みが 日本人で ない。 口 本人 中 一 たび 基督 敎を 信じて 死に 至る まで 其 信仰 を持績 けた 者 

があった" 彼等 は 勿論 學士 でも 亦 博士で もなかった。 正直なる 勞 働の 子供であった。 そして 基督 敎は 

主として 勞働 者の 宗敎 である。 文士 ゃ藝術 家が 背教す る は 其の 預め 期す る 所で ある。 只 然し 一 時 は 美 
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はしき 愛すべき 靑 年が、 少し く^の 迎 ふる 所と なるや、 古草 履を棄 るが 如くに、 何の 惜氣 もな く 基督 

敎を拋 つ を 見て 我等の 心 は 甚く 惱 まざる を 得ない。 實に 父が 子 を 喪 ふの 苦痛で ある。 時々 彼等 を 思 ふ 

て 讚美歌 第三 百 十七 番を歌 ふ 次第で ある。 

五月 三日 (木) 雨 雜誌 校正と 讀 書に 全日 を 費した。 今に 至 マ希臘 折" 學を 知る 事が 基督 敎を 解す 

る 上に 於て 直接 間接に 最も 必要なる 事が 克く 解った。 眞 理と譯 されし 原語の 意味の 如き、 希 臘哲擧 が 

解ら すして 到底 解らない。 單に靈 的に のみ 聖書 を 解 せんと 欲して 多くの 誤解 叉 は 迷信に 陷り 易く ある。 

基督 敎は 無智の 民の 間に 說 かれた る宗敎 でない。 隨て 此敎を 解す るが 爲に當 時の 文明 人種の 思想 を 知 

る 事 は 最も 大切で ある。 歐米 殊に 米國の {- 曰； 敎師が 其 事を敎 へないで、 唯 基督 敎 をのみ 我 國に傳 へんと 

せし が 故に、 今ョの 如き 多數の 漏 狹信奢 を 起す に 至った ので ある。 

五月 四日 (金，； 晴 今日 も 亦圃の 事に 關し 多くの 無益の 心配 を爲 した。 此 八方 塞り の 口 本が 此. K 

人口 を 抱て 將來 どう 成る ので あらう 乎。 n 露戰爭 はや はり 日本 亡國の ra となって 現 はるので は ある ま 

い 乎と。 斯う 思 ふて 心配で 堪らない。 然し 余に 取り 全く 無益の 心配で ある。 政府 も 國民も 自分に 斯ん 

な 心配 をし ろと 命じ も 親み もしない。 それよりも 宇宙の 大眞理 を 研究し、 自分 は 世界の 市民と して、 

自分の 天職 を充 たす が 遙に增 しで ある。 然し 惡 いと は 知りながら 時には 元の 愛國者 になって 見た くな 

る。 闲っ たもので ある 0 
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五月 五日 (土) 晴 E はしき 晚 isw の 一 曰であった。 雜 誌の 校正と 明 H の 準備と に 全日 を 費した。 

W の爲め とか、 人類の 爲 とか を 思 ふ 時に 心に 平安 はない。 萬 を 神に 任 かし 奉り、 自分 は 唯 信仰に 由 

て教 とせられん として 自分に 神より 屮 Z て 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が ある。 斯 かる 心の 狀 態に 歸 

りて 堪 へられぬ は社會 改良 運動、 リバイバル 運動、 其 他す ベての 騷々 しき 米國 流の 運動で ある。 之 等 

に 引 込まれざる やう 充分に 注意せ ねばならぬ。 

五月 六日 (日) 曇 午後 雨 降る。 中央 講演 會變 りなし。 會員證 の 撿奄， を 行った。 规則 違犯の 者 あ 

るを發 見した。 會費を 胡麻 化して まで 書 を 聞かん と 欲する 人の 心理 狀 態が 解らない。 不檢 束なる 日 

本 今日の 社會に 於て、 簡 短なる 規則と 雖も 之を實 行す る 事 は 非常に 困難で ある。 其點に 於て 日本 國は 

文明 國中最 劣等に 位する 者と 雷 はざる を 得ない。 r 審く 勿れ」 と 題して 馬 太 傳七章 一 —五節 を 講じた。. 

五月七日 (月) 雨 休養の H 曜 c: であった。 英國版 『評論の 評論』 三 號を 乎に して  一 口 を 過し 

た、」 さすが は 歐洲の 雜誌は 日本の 雜 誌よりも 面，： n い。 知識の 點に 於て は 日本 は 歐洲に 負けない が、 精 

神、 殊に vie 望の 點に 於て 到底 及ばない。 歐洲は 令 は暗黑 であるが、 暗 黑の裡 に 希 の 曙光が 見える。 

矢張りん 類將來 の 希望 は 歐洲に 在 ると 思 ふ。 而し て さ うな く て は なら ぬ。 希望の 種の 播 かれし 所に 希 

あの 果の 結ばる、 は當然 である。 誠に 有益なる 一 日であった。 

五月 八日 (火) 雨 哲學史 の 研究と、 宇都 宮に 於け る 講演の 原稿 製作に 全日 を 费 した。 


五月 九日 (水) 晴 靜 なる 勞 働の 一 日であった。 働く 間 は 罪 を 犯さない。 人生 最大 幸福 は 働く 事 

である。 勞 働の 健全なる 刺激な くして 如何して 一 生が 送れる であらう 乎と 思 ふ。 

五月 十日 (木) 暴 n  書 講演の 爲に畔 上と 共に 宇都 宮に 行いた。 久 振りの 地方 行きであった。 午 

後 七 時半より 同市 新築の 下野 新聞社 樓上大 講堂に 於て 開會 した。 來聽者 四百 餘名、 東京 以外に 於て は 

稀に 見る 盛會 であった。 自分 は 「残る 者と 殘ら ざる 者」 と 題して 彼 得 前書 H 早卄 S ；、 卄 五節に 就き、 

一 時 に 渉り 原稿 朗ぶ E 演說を 試みた。 隨分强 い 事 を 言うた やうで あつたが、 聽衆は 靜に閒 いて 吳れ た。 

宇都 宮に 於て ケ 日までに 幾 囘演說 叉 は 講演した か 知らないが、 今囘は 殊に 氣持 好く 感じた。 是れ 皆な 

主として 當 .i£ の 舊友靑 木義雄 君の 常に 變らざ る 熱心 盡カ に 因る ので ある。 播 いた 種 は 遂に を 結ぶ。 

然れ ども 一 一 4- 年の 忍耐 を 要した ので ある。 榮光は 之 を 悉く 牧穫の 主に 歸し 奉る。 

五月 十一 日 (金) 雨 午前 は 雨 を 冒して 市屮 所々 を 見物し 午後 一時 半の 汽車に て 叉 東京へ と 舞い 

一 3 つて 來た。 芥と 泥と 人との 東京で ある。 目 白 驛 にて 人が 電車に 機 かれて 死んで 居る の を 見た。 人の 

顔が 皆な 荒んで 見える。 誰が 彼等の 心の 傷 を 癒す ので あらう 乎。 之 を 思 ふと 悲しくなる。 同時に 义我 

が 心が 緊張して 大に爲 さねば ならぬ と 云 ふ感が 起る。 

五月 十二 日 (土) 晴 札幌 時代に； ：！： 級 同信の 友たり し^ 久 間信恭 君、 水 眠し、 吊 意 を 表する 爲に干 
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駄ケハ 介に 君の 遺族 を 訪問した" 君の 葬儀が 佛式を 以て 行 はれる と 開いて 悲ん だ。 佐 久間君 は 自分より 

も 一 一年 前に カ十ダ メソヂ スト 宜敎師 カク ラン 氏より 洗禮を 受けられ、 信仰に 於て は 余の 年長者で あつ 

た。 然るに 中途に して 信仰 を 厳め られ たらしく、 而 して 佛式を 以て 葬らる k に 至った ので ある。 ft に 

は 同じく 高木 玉 太 郎君が 佛 式に 由て 葬られた。 兩君 共に 札 幌農擧 校 時代に 於て は、 余が 佛敎 徒たり と. 

あと がん ささ 

の 故 を W て 余 を 責められ たので ある。 後の 雁が 前にな つた。 佛敎徒 は 基督 者と して 殘り、 基督 者は佛 

敎徒 として 葬らる。 實に 悲しい 事で ある。 日本に は 背 敎者は 到る 所に 在る。 余の 弟子たり し 者の 內に 

1^ 山 115 る。 余の 舊 友の 內に 在る。 日本の 靑年 にして 學生 時代に 信仰 を 起して 死ぬ まで 之 を 維持した 者 

は 多分 fE 人中 一 んとは あるまい。 實に 観み 齡き 彼等で ある。 勿論 背敎 者と なりたれば とて 惡 人と 成つ 

たので は あるまい。 前記の 兩 君の 如き 終りまで 立派な 紳士であった。 然しながら 宗敎は 人の 生命の 基 

礎であって、 之 は 容易に 變へ 又は 棄 つべき 者で ない。 日本人 中背 敎者 多き は 決して ロ本國 の名譽 でな 

い。 是は 確かに 日本が 世界に 信用 を 失 ふ 理由の 一 である" 

五月 十 一 二日 (日〕 晴 中央 講演 會引 績き滿 員。 馬 太 傳七章 六 節 を 「豚に 眞珠」 と 題して 講じた。 

俗人と 背敎 者に は 敎を說 くた と 云ふ誡 命であって、 語る に 餘り氣 持の 好き 題目でなかった U 然し 止む 

を 得ない。 是れ 亦； i 昔の 眞理の 一 面で ある。 犬と 豚と を 避けす して 祌の國 は 現 はれない。 唯 自分の 敎 

へし 敎 子の 內 より 多く の 犬 卽ち背 敎者を 出せ し 事 を 知り つ 、 此事を 語る の であつ て 頗る 氣 持の 惡 い 講 

演 であった。 


五月 十四日 (月) 半晴 疲勞 割合に 少し。 コ "ムゥ H ル傳を 復習し、 ィ ツモながら 彼の 偉大に 打 

たれた。 彼 はどう 見ても 英民挨 中 第 一 人 者で ある。 此日 また 種痘 發昆 者ゼ ン チ —逝去 百年祭に 當り、 

彼の 傳記 を讀 み、 之れ 叉 大に感 する 所があった。 彼 も亦コ ロム ゥヱル と 同じく 英國 人であって 熱心な 

る クリスチャンであった。 幸 ひなる 英國 よ。 而 かも 英國は 彼等 を 善く 扱はなかった。 コ ロム ゥ H ルを 

"惡逆 無道の 人と して 斥けた。 ゼンナ ー を術醫 山師と して 冷遇した。 英國人 はュダ 人に 似て 善に も 強く 

亦惡 にも 強き 民で ある。 ^も 好し 我家の 嗣子 祐之 東京 精神病院 醫員 となり、 此 H より 市外 松澤 村に 通 

勤す る 事に なった。 前記 ゼンナ I も 亦 牧師の 子であった。 靈魂を 癒す 者の 家より 肉體を 癒す 者の 出る 

は當然 である。 願く は 神の 恩惠 我家に 加 はり、 子々 孫々 に 至る まで 病 を 癒す 者の 家と して 存 らん 事 を。 

五月 十五 日 (火) 曇 引 緩き クロムウエル 傳 を讀ん だ。 實 にグレ ー ト (偉. fO と 曰 ふより 外に 言 

葉がなかった、 終 口 彼と 彼の 事業に 就て 考へ 且つ 書いた。 此^の 小 問題 は 悉く 忘れて、 多少 自分 を 彼 

の 偉大にまで 引 上ぐ る； が 出来た やうに 感じた。 

五月 十六 日 一水) 曇 時々 雨。 橫須貿 軍港へ 行いた。 戰鬪艦 『長 門』 を參觀 せん 爲 であった。 司 

令 長官 並に 艦長 の 優待に 與り 自分 不相當 の名譽 であ つ た。 水雷 長 の 案內に て艦內 隈なく 視察 を 許され、 

甚だ 有益なる 見學 であった。 人類が 有する 凡ての 機械的 智識 を 用 ひて 成りし 者で ある。 斯く なさねば 

國が 守れぬ かと 思へば 此 世の 不安なる 事が 熟々 感ぜられる。 S 々平和の 必要 を 感じた。 福音 を說 いて 

戰爭を 有り得な く爲 さねば ならぬ と E やった。 歸途鎌 倉に 下車し、 二 軒の 友人 を 訪問し、 祝福の 幾分 を 
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頒ち、 黄昏 頃 柏木に 歸 つた、 讀 ます 書かす の  一 n であった。 

五月 十七 日 (木) 曇 家に 在て 働いた。 氣 持の 悪い ハガキ か 手紙が 毎日  一二 通 は 大抵 達する。 ョ 

本に 神經 衰弱 忠 者が 甚だ 多い 爲 であらう。 何故 彼等が 福 昔の 歡 びに 人り て、 自由なる、 廣ぃ、 暖かい 

心に 成り 得ない ので あらう 乎。 然し 惡ぃ 通信ば かりで はない。 善き 便り も隨 分に 多い。 今日は 獨逸ス 

ツット ガルトより 『余 は 如何にして 基醤 信徒と なりし 乎』 の獨逸 譯 の 新版が 着して 嬉しかった。 今日 

までに 彼國に 於て 一 萬 一：； 干册 寶れ、 今 间 新たに 五千册 刷った と 云 ふ 事が 記して あった。 之に 依て 觀て 

海外に 於け る 余に 對 する 同情 は 最も 多く 獨 逸に 於て 在る 事が 判明る。 無 神の 佛蘭 西と、 之 を 助けて 獨 

逸を壞 たしめ し 英國と 米 阈とは 余の 關 係な き國 である。 祌ょ 願く は 憐れなる 獨逸を 助け 給 へで ある。 

五月 十八 日 (金) 晴 日本に 於て は 識者と 云へば 專門 家で ある。 法律. iM は 法律の 外 は 何も 知らす、 

軍人と 云へば 軍事の 外 は 何も 知らす、 政治家と 云へば 政：！ S の 外 は 何も 知らす と 云 ふが 恆 である。 彼等 

は 自分の 專門 以外の 事 を 知らん と 欲せす、 又 知らざる を 反て 誇りと する。 宗敎 哲學の 如き 根本 問題に 

すら 携 はらざる を 誇りと する。 故に 彼等に 宗敎を 語る も レスポンス (反 應) は 甚だ 僅少で ある。 彼等 

の イン テレス トは 目前 目 下の 問題に 於て ある。 永久 的 問題と 稱 する 者の 如き は、 彼等 は是れ 閑人の 弄 

ぶ 問題で あると 思 ひ、 自身 は眞 面目に 之 を 研究し やうと は爲 ない。 日本の 識者に 信仰 を 語る 時に、 空 

に 向って 矢 を 放つ の感 がする。 


五月 十九 日 (土) 晴 英米 {m; 敎師に 由て 多くの 宗派が 輸入され、 それが 爲に 日本の 信者まで が 相 

互 を 攻め、 罵り ぎむる は 赏に痛 歎の 至りで ある。 全世界に 歐米人 程競爭 心の 激しい 者 はない。 彼等の 

傅 道なる 者の 少く とも 半分 は 此競爭 心の 結 である。 此事を 思 ふて 日本の 基督 信者 は  一 口 も 早く 外國 

宣教師より 獨立 しなければ ならない。 

五月 二十日 (日) 晴 S はしき 初夏の 聖日であった。 朝早く 起き、 久し振り にて 近所の 森の 中に 

て祈躊 した。 中央 講演 會變 りなし。 馬 太 傳七章 十二 節 「黄金律」 を 講じた。 演 終って 後に 傍聽 人の 

一 人に 面會を 求められ 金 錢の施 與を强 請せられ て 困った。 折.？： の 聖感も 之が 爲に 破壞 せられ、 不偸快 

なる 半日 を 送った。 說敎師 が 高 壇 を 降って 來るを 待 受けて、 彼に 金 錢を强 請す る 人の 在る を 思 ふて 情 

けなく 感じた。 然 かも 其 人が 自 から 基督 信者な りと 稱す るに 至って は 驚く の 外 はない。 八/ までに 講 

演 後に 斯 かる 不愉快 を 見た の は 今度で ニ囘 である。 然し 之 も 亦 何に かの 益 を爲す ので あらう。 

五月 二十 一日 (月) 雨 靜 なる 好き 休日であった。 锊學者 ジョン. ロックの 小傳 並に 彼の 哲學の 

梗概 を讀 み、 强き感 に 打 たれた。 敎會は 彼 を 唯物論 者と 呼んだ。 然し 決して さう ではない。 彼 は 敬虔 

なる 基督 信者で ある。 若しす ベての 信者が 彼の 如くに 冷靜に 信仰に 就て 考 ふるならば、 自他の 爲に如 

何に 幸 幅で あらう。 或は 敎會 に據 り、 或は 書に 倚りて、 我 こそ は 信仰的 至上 權を 授かりた る 者な り 

と 思 ひて、 自分 の 意見 を W て 他人に 迫る 浅薄な る 英米 流 の 信者 は宜 しく  E1 ック に學び 彼の 如くに 公平 

に HfwfK なるべき である。 河れ にしても 歐洲の 大哲學 者が、 其 二三 を 除き、 すべて 敬虔なる 基督 信者 
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であり し 事 は 感謝す べき 事で ある。 信仰の 模範と して ！：學 者 は 大體に 於て 遙に 宗 敎家以 上で ある。 

五月 二十 二日 (火) 雨 疲勞 未だ 全く 去らす、 家に 在て 休んだ。 大 なる 興味 を 以て クレメント. 

ゥ H ッブ の哲學 小史， を 一  一： 讀み 了った。 宗敎 は此， に關 係す る 事 多き に比べ て、 哲學は 全然 超 世間 的 

であって 心 田 わ を 潔む る こと 多大で ある。 

五月 二十 三日 (水) 雨 今：：！ の 3£ 來 事と 云ふは 飼育せ し 力 ナリヤ 鳥の 雌が、 其の 生みし 卵 を 孵化 

し 得すして、 疲勞 の^ 死んだ 事で ある。 彼女に 對し き 同情な き 能 はすであった。 主婦の 如き は淚 

を 流して 悲しんだ。 人間の 女の 內 にも 斯 かる 場合 は 許 多 ある。 女性に 取り 流 產の失 は さぞ かし 大な 

る 者で あらう。 而 して 亦 霊魂の 敎師に 取りても、 之に 類す る、 又は 之れ 以上の 失望と 悲歎と が ある。 

卽ち 彼が 福 昔 を 以て 生まん とせし 靈 魂が、 數 年の 努力 穴 二し くして、 死靈卽 ちせ 敎 者と 成りて 在る 事で 

ある 0, 之 をば 心 靈的流 產と稱 して 可ら う。 誠に 辛ら い 事で ある。 此產 の劬を 知って、 すべての 生物に 

對し 深き 同情な き 能 はすで ある、 雨中 餓を 取り 彼女の 小さき 遺骸 を 庭の 一隅に 葬った。 〇 雑誌の 編輯 

始まりべ ン的勞 働に すべての 人生の 苦 を 忘れた。 

五月 二十四日 (木) 曇 夜 今 井 館に 於て 聖書 研究 會 員の 感話祈 禱會を 開いた。 來り會 する 者 百 人 

り、 近来 稀に 見る 盛 食であった。 此夜感 話 は 自分の ク n ムゥ H ル傳 研究の 紹介 を 以て 終った U 來は 

者の 信仰 を 益す る 所があった らうと 信す る。 傳道金 を 募り L 所、 三十 七 圓餘り を 得て 感謝であった。 


神の 恩惠に 由り 集會 はすべ て 成功で ある。 聖名は 讚美すべき である。 

五月 二十 五日 (金) 雨 雜誌 編輯と 講演 準備と にて 終日 忙しかった。 雷 ふまで もな く 自分に 取り 

與味 最も 多き 者 は 聖書 研究で ある。 科學、 文學、 哲學、 歷史等 自分の 有する すべての 知識 を 注いで 聖 

書の 意味 を說 明す るの 歡喜 は 自分に 取り 譬 ふるに 物な しで ある。 聖書 研究に 最も 必要なる 者 は 所謂 干 

燥せ る識 能で ある。 高き 感情 は此 研究に は大 禁物で ある。 而 して 干 燥せ る 識能を 養 ふに 最も 有效 なる 

者 は 厳密なる 科學と 哲學の 研究で ある。 自分 は 近頃 は 毎朝 聖書の 外に、 凡そ 一時間 或 ひ は 其れ 以上 を 

哲學 書の 精讀に 費す。 而 して 如斯 くにして 準備せられ たる 頭腦を 以て …… 祈禱を 以て 準備せられ たる 

心の 外に …… 聖書の 研究に 臨む 時に、 其 意味が 一 暦 好く 解りて 感謝で ある。 自分の 最も 嫌 ふ 者の 一 は 

^書 のみ を 以てする 聖書の 研究で ある。 縱し專 門の 聖書 學 者た らんと する も 神が 各自 に 賜 ひしす ベて 

の 知識 殊に 健全なる 常識 を 以て 之に 臨む は 最も 必要で ある。 聖書が 神の 書で ある 以上、 其 研究に 所謂 

百科 字典 的 知識の 必要なる は 言 ふまで もない。 斯 かる 研究 を 以て 我が 一 生 を 終る、 其 歡びは 言 ひ 難し 

である。 〇 內村 醫學士 毎日 病院 勤務より 歸り、 其實驗 せる 所 を 語る。 之 を 聞く は亦盡 きざる 興味で あ 

る。 此に 同情すべき 者と て 精神病 患者の 如き はない。 所謂 鬼に 憑れ し 者であって、 ィ H スの 最も 深く 

同情し 給 ひし 者で ある。 多くの 信仰 問題 は 病理 學 的に 解釋 すべき、 又 解釋し 得る 者で ある。 宗教と 醫 

0O0O00O0OO0O000OO000OO00O 

學と 提携す るに 非れば 完全に 人 を 助く る こと は出來 ない。 多くの 煩悶 又は 懷疑 は醫 術の カを惜 るに 非 

れば 除く ことが 出来ない。 翳 術が また 大に 宗敎 に賴ら ざるべからざる は 言 ふまで もない。 祌の大 なる 

恩惠に 由り 兹に 父 子 提携 して 人類の 苦痛の 矶 除に 當り 得る は此 上な き特權 である。 人生 最大の 名譽は 
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人が 人の 爲に盡 す ことで ある。 斯 かる 事業に 一 曰從 事して 世に 生れ 屮 H し 甲斐 は 充分に ある。 自分 は 農 

學校 卒業後に 醫學を 修めん と 欲した。 然るに 其 事 を 爲す能 はすして 非常に 殘 念であった。 祌は 自分に 

他の 仕事 を與へ 給うた。 そして 待つべく 命じ 給うた。 彼 は 自分 をして 三十 八 年 待た しめ 給うた。 長い 

長い 年月であった、 而 して 終に 自分の 祈願 を 成就し 給うた。 感謝で ある。 

*  ホ 

,: 个  * 

五月 二十 六日 (土) 晴 久 振りに て 神 學書を 護んだ。 スヰ ー ト 博士の 著 『昇天せ る キリスト』 を 

讀ん だ。 英國々 敎 會所屬 の神學 者の 見方と して 大に 敬聽 すべき 者が ある。 但し 十字架 敎の 缺點を 指摘 

する 所 は氣に 人らない。 余 は 十字架 高調 者の 一 人で ある、 故に 聖公會 に 入り 得ない。 其 事 を 感謝す る。 

敎會を 見る 時に 基督 信者た るを錢 めて 科 學者か 叉 は哲學 者に 成りた くなる。 然し 乍ら 我が 靈 魂の 必要 

は 我 を キリストの 十字架に 追 ひやる。 科學 と哲學 とは此 必要に 應 する 事 は出來 ない。 然し 敎會に 人る 

の 必要 はない。 敎會は 我が ハ ー トをも ヘッド を も 養 はない。 余 は 今日の 位置 を 以て 滿足 する。 

五月 二十 七日 (日) 曇 ボ ー 力 ツキ ー の 『金言 集』 に 以赛亜 書 六十 一章 十 節 を讀ん だ、 曰く 「我 

れ エホバ を大に 喜び、 我が 靈魂は 我が 神を樂 しまん。 そ は 我に 救の 衣 を 着せ、 義の外 服 を 纏 はせ て 新 

郞が冠 を 戴き、 新婦が 金玉の 飾 をつ くるが 如くな し 給へば 也」 と。 ィ H スは 我が 此 衣と 外 服、 此 冠と 

飾と であると 忍うて 我が 心は大 たる 平安に て充 たされた。 〇樂 しき 聖日であった。 大 なる 確信 を 以て 

馬 太 傳七章 十三、 十四 節 を 「生命に 人る の 門」 と 題して 講じた。 讚美歌 も 皆 好く 歌へ た。 六ケ 敷き 問 


題 を 持 込む 人 も 無かった。 講演 以外に 少しば かりの 慰安の 勞を 取った。 好く 始 つて 好く 終った 聖日で 

あった。 

五月 二十 八日 (月) 半晴 家に 精神病 ま マ 門の 醫學士 が 出来た ので 大分に 便利す る。 無理 を 持 込ん 

で 来る 人が あれば 彼に 應 待して 貰って 其 精神 狀態を 調べて 貰 ふ。 大抵の 場合 は 精神に 異狀の ある 事が 

判明り、 病人と して 同情 を 以て 之 を 扱 ふ 事が 出来る。 人は靈 魂ば かりで はない 亦肉體 である。 肉體の 

如何 は 大に靈 魂の 如何に 關係 する。 人 を 完全に 助けん と 欲すれば、 靈魂肉 體の兩 方面より 以てする 必 

耍が ある。 

五月 二十 九日 (火) 半晴 少し 計りの 讀 書を爲 した 外 は 誠に 不生産的の 一日であった。 

五月 三十日 (水) 晷 n 自分 は 普通の 日本人であって、 平信徒の 一人と して 聖書 を 研究し、 之 を 有 

志の 者に 敎 ゆるに 過ぎざる に、 世 は宗敎 家と して 自分 を 迎へ义 は 斥け、 敎會は 敎師の 一人と して 自分 

を 見る は 迷惑 至極で ある。 余 は 敎會ゃ 宣敎師 から は 何等の 補助 を 受けない。 余 は叉レ ペレ ンド (牧 

師〕 でもなければ 神學 博士で もない。 余 は 基督 敎會と は 全然 無關 係で ある。 何故 敎會は 余の 如き 者 を 

抬て 造かない ので ある 乎。 余 は敎會 信者が 余の 所に 敎を聽 きに 來る こと を 好まない。 余が 何 を 信じ や 

うと 余の 勝手で はない 乎。 同じ 敎會 の內に 於て さへ 種々 雜 多の 信仰が 行 はれて 居る ので はない 乎。 余 

は 愈々 5 妯々 敎會 より 遠ざか らんと 欲する。 そして 敎會と は 何の 關係 なき 者に ナザ レの ィヱス の 道を傳 
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へんと 欲する〕 

五月 三十 一日 (木) 雨 雜誌 校正に 半日 を 費した。 蘇 蘭 土地 现舉雜 誌 四月 號が 達して 嬉しかった。 

六月 一日 (金) 半晴 舊ぃ敎 友の 一人に して 今 は 我等の 仲間 を 去って 第 七日 アド ベンチ スト 卽ち 

末世 之： i 昔に 人り し 者より 左の 如き 書信が 連した。 

. 、 • なしみ 

謹呈、 四月 『聖 研』 誌上に 於て 安息日が 重荷の 日、 闲 苦の 日、 憂悶の 日に 非す して、 歡 喜の 日、 

感謝の 日、 讚美の 日、 晨星相 共に 歌 ひ、 神の 子た ち^な 歡呼 する 日で ある こと を 御敎へ 下さい まし 

て 御禮申 上げます。 五月 號の 『時 兆』 に 『聖 研』 四月 號 安息日 問題が 辯 炭して 御座いま すから 失禮 

で 御座います けれども 御 送り 致します。 末世 派 も 非常に 俗化して 居ます。 

れ 丈け 聞けば 充分で ある。 辯 11 に對 して 駁 する 必要 はない。 俗化 は S§ の 此^に 於て 如何なる 闻體 

と雖も おかる 能 はざる 所で ある。 余 は此事 ある を閜 いて 末世 派に M 情す る。 

六月 二日 (土) 暴 冷氣來 り、 不順の 氣候 である。 都 i 呂 なる 下野 銀行の 破綻 を 聞き 一首 を 作り 

て 彼 地の 敎 友に 送った。 彼等 は 孰れ も 銀行業 者で ある。 

口に 日に とか はる 財の 砂の 山 

昨日の 嶺は 今日の 瀨 となる。 

叉 宮崎縣 の 讀者某 君より 世界 傳道 協贊會 への 寄附 金に 添えて 左の 二 首 を 送って 来た。 


昆上 ぐれば 心に か ^ る 雲 もな し 

た 眼に た，^ ふ 熟き 淚を。 

見下 ぐれば 心に 滿っ る黑 雲に 

迷 ひに 迷 ふ 憐れなる 吾れ。 

更らに 加へ て 曰 ふ 「御 返事 は 不要であります」 と。 然れ ども 之に 對 して 一 篇の 返書な からん やで ある- 

依て 左の 一 首 を 送った。 

西のう み敎の 友の 音 づれに 

我が 靈魂は 飛 立ちに けり。 

駄：？ の 交換と 雖 ども 宗敎論 を鬪 はすよりも 遙 かに 增し である。 

六月 三 曰 (日) 半晴 雨 霽れ、 初夏 濃 綠の麗 はしき 聖日であった。 中央 講演 會滿 員の 盛會 であつ 

た。 SI 衆の. S; に 一 人の 西洋人が 居た。 會を 閉ぢて 後に 彼が ドクトル .s  . グュ ー リック である 事 

が 判った。 明治 二十 七 年 熊 本 以來の 知友で ある。 君 は 今 は 居住 を 紐 育に 構へ 敎 N ま 聯盟の 書記と して *1 

界 平和 實 現の 爲に盡 さる。 今囘 東洋 視察の 爲に來 られ、 二三 日 內に歸 米の 途に 就かる、 由で ある。 話 

は 夫れ から 夫れ へと 轉じ盡 くる 所 を 知らなかった。 序に 君 を 鶴 見總持 寺に 伴 ひ、 前の HI ル大學 折；： 學 

敎 授神學 1^ 士 G  -  T  . ラッドの 碑を訪 うた。 身 は 基督教の 敎師 でありながら 骨を怫 寺に 葬りし 不都合 

を訴 へ、 此事を 米國の 敎會に 告げて 彼等の 覺醒を 促さん 爲 であった。 グュ ー リック 君 は克く 余の 意 を 

解し、 石碑に 刻まれた る 其べ ー ガン (非 基督教) 的 文字 を 書取り、 之 を 米 まに 持歸 りて 敎會に 一： 小す ベ 
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き， m を 約お せられた。 其 他！； 際 聯盟に 就き、 R 支關 係に 就き、 々と 余の 知らざる^ を 話された" 平 

和 主義に 就き、 キリス 卜- 冉臨 問题に 就き、 君と 余と は 信仰 を 異にする と雖 も、 祌と 人類と に盡 さんと 

欲する 心底に 至って は 二人目 的 を 共に する 事で あれば、 我等 は 互に 對し 厚き 同情 を 表する を 得た。 共 

に 在る 時 問の 後に、 数寄屋 橋の 上に て 固き 据乎を 交へ て. 冉 きを 約し て^れた。 科學と 祈：！ 學 との 素 

養 深き 博士の 事で あれば、 反對 意見 を呈 する も 氣を寄 ふの 虞れ なく、 安心して すべての 問题を 討議す 

る 事が 屮 I 來て樂 しかった。 頭腦の 無い 感情ば かりの 宜敎師 と 語る と は 違 ひ、 誠に 有益に して せの 折 

. れ ざるき 談 であった。 人 は 矢張り 頭腦が 大切で ある。 信仰の みで は 駄目で ある。 

六月 四日 (月) 半晴 疲勞 し。 米！： シカゴ 發行 『ム ー デ ー 聖書 樂館雜 誌』 に ブライ ヤンの 進化 

論 攻架浪 說の舉 記 を讀ん だ。 彼 は 進化論の 要 點を 少しも 解って：^ ないやう に兑 える。 こんな？.^ い 議論 

で米國 識者の 多數を 動かす W が 出來る 乎と 思 ふと、 米國 人の 知識 並に 信仰の 非常に 淺ぃ 事が 判る。 試 

に ブ ラ ィ ァ ン が 大手 町 の 研究 會で 同じ 演說 を爲 したと するならば 聽 衆は大 なる 不快 を 感じた に 相違な 

い。 余は^^書を愛する點に於てはブラィァ ン に 一歩 も讓ら ない 積り であるが、 之 を 辯 護す るに 方て よ 

ぃ强ぃ 議論と より 重い 態度 を 以てする だら うと 思 ふ。 米國に 於て 進化論 は 安全で あると 同時に、 聖書 

に對 する 尊敬の. K に 減少 せんこと を 恐る。 米 國にブ ライヤ ン 以上の 聖書 辯 護 者 はない ので ある や。 

六月 五日 (火) 晴 少しば かりの 讀書と 校正 を爲 した 外に 何も 爲 さなかった。 そして M も 爲し得 

ぬ 時には 例の 通り 天上の キリスト を 仰ぎ 瞻る。 そして 凡て 人の 思 ふ 所に 過ぐ る 心の 平安 を覺 ゆる。 米 


國 流の 事業 敎は 身心 を疲勞 さする に 引換へ、 亞細 _亞 流の 信 賴敎は 靈魂を 休ます る こと 非常で ある。 宗 

敎 丈け は. 亞米利 加 流 は 御免で ある。 

六月 六日 (水) 晴 北海道の 友人から 「谷の 百合 花」 卽ち 鈴蘭 を澤 山に 送って 來た。 之 を 近所の 

少女の 姉妹に 分けて 與 へた 所、 左の 如き 禮狀が 来た。 

先生、 昨夜 はわ ざ/ \ お 花 を 下さいまして 有難う ございました。 二つに 分けまして 机の 上に 置き ま 

した。 鈴の やうな 白い 花から は絕す 美しい 香が 漂って 參 ります。 …… 先生が 北海道で 勉强 していら 

しゃった 時に も 毎年 々々この 麗しい 花が 開いて 先生 を 喜ばした ことで せう と 思 ひます とうれ しくて 

たまりません。 

人生 眞 if はかりが 美しくない。 花 も 少女の 心 も 美しく ある。 彼 も 愛すべし、 是も 喜ぶべし である。 

六月 七日 (木) 晴 舊 稿の 改訂 並に 校正に 全日 を 費した。 一生涯 を 校正で 終る ので ある やうに 見 

える。 夜 八 ：- 井 館に 於て コ a ムゥ H ル傳 研究 會の績 きを 開いた。 來會者 百 人餘、 重に ダンバ ー の 信仰 戰 

に 就て 語った。 不相變 元氣に 溢れた る集會 であった。 

六月 八日 (金) 半晴 萬 事に 於て 我國は 日に日に 行詰りつ、 ある。 其 將來を 思うて 心配に 堪 へな 

い。 誰が 此 1§ 境より 此國を 救 ふので あらう 乎。 今の所 見 當が附 かない。 自分と して は 只 國の爲 に祌に 

祈る より 他に 途 がない。 萬 物の 造 主なる 眞の神 は 其の 造り 給 ひし 七 千 萬 近くの 民 を見棄 たま ふ 害 はな 

1 九 二 11 一年  七 s: 一二 


n  * の 生！ g  七 ss 

いと 信す る。 ハ母 n 新聞紙 を 請む たび； 母に、 長 太 息して 國の爲 に 歎す る は事實 である。 神よ 我等 を 助け 

給 へ と は自づ と^る 我が 祈禱 である。 

六月 九日 (土) 大雨 二三 日 來哥林 多 後書の 研究に 全 注意 を惹 かれつ、 ある 。バウ 口の 心中 を^ 

ふに 此 書に 優 さる 者 はない。 實に我 友 バウ 口と いひた くなる。 聖書 は何處 を讀ん でも 面白く ある。 殊 

に 人の 多く 讀 まない 書の 內に 殊更に 面白い 者が ある。 感謝で ある。 

六月 十日 (日) 半晴 不相變 大勢の 聽 衆であった。 何處 から 來る ともなく 人が 集って 來る。 然し 

會の屮 堅と も稱 すべき 三 四百の 人が ある。 彼等と 共に 主 を 讚美し 奉る は 福 ひなる 事で ある。 今 H は 山 

上 之 垂訓 終：^ の辩 なる 七章廿 一 —廿七 節 を 講じた。 最後の 索 判に 就て 語る 事と て 大分に 骨が折れた" 

六月 十一 日 (月) 曇 雜誌 六月 號が 出た。 第二 1» 七十 五號 である。 あと 二十 五號で 三百 號 である。 

今 = は 主として 葡稿 『與國 史談』 改版の 校正に 從 事した。 全く ッ マ ラ ナイ 仕事ではなかった。 へ ー ゲ 

ルの歷 史哲學 の 感化の 下に 書いた 此の 書 は 今日 摘 ほ 自分に も 多くの 事を敎 へる。 余が 始めから 進化論 

者であった 事は此 書に 依て 見ても 明かで ある。 余 は 今に 至って 偏狭なる 敎會 信者に 降參 する 事 は出來 

ない。 

なぐ？ め 

六月 十二 日 (火) 曇 耶利米 亜記 第二 十九 章 十 節 以下の 言 を 示されて 慰安 を 得た、 曰く 「エホバ 


V  t り  よ  むか，  おも ひ 

斯く 一一 一一 II ひ 給 ふ、 我れ 汝等 を眷み 我が 嘉き 言を汝 等に 爲 さん …… 我が 汝 等に 對 ひて 懐く 所の 念 は 我れ 之 

つ-ざ は ひ  や す き 

を 知る、 卽ち 災を與 へんと にあら す 平安 を與 へんと 思 ひ、 又汝 等に 後の を與 へんと 思 ふなり。 其 時 

よ O0000  しか 

汝等 我に 龥 はり 我に 祈らん、 我れ 汝 等に 聽 くべ し 云々」 と。 M ホバの 言、 是は 最も 確實 なる 者で ある。 

何 を 疑うても 是れ 丈け は 信すべき 者で ある。 彼れ 語り 給 ひ 我れ 信 すれば 萬 事 は 平安なる ので ある。 夕 

方 久方振り にて 上野の 杜と不 忍の 池に 遊んだ。 古き 昔に 立歸 つた やうに 感じた。 我がお 父さん やお 祖 

さん  ゆ ふ もや  た *- よ  4t  ゆ  い S- き 

父の 影が 夕靄の 內に 漂うて 居る やうに 見えた。 唯 四 園の 電燈の 目 映き に は 滅氣を 催う した。 

ふん め：， と ひかり さわ  よ 

文明の 曰と 光に 騒ぐ 世に 

忍 ヶ岡の 昔な つかし。 

六月 十三 日 (水) 曇 今朝の 日課 は 何 西 阿 書 二 章 十二 節であった、 臼く 「我れ 彼 を 誘 ひて 荒野に 

導き、 彼處 にて 彼の 心 を 慰めん」 と。 是 はん r より 三十 九 年 前に、 人生の 危機に 際して 自分 を 救うて 

れた 聖書の 一節で ある。 ぎ 時讀ん でも 懐かしく ある。 愛なる 祌は 時々 其 子 を 荒野に おびき 出し 其處に 

彼 を 慰め 給 ふ。 誠に 有難い 事で ある。 〇 新聞紙に 依れば 排日 運動 世界 到る 處に 起り、 日本 は經濟 的に 

も 八方 塞り なりと 云 ふ。 今日の 日本の 不 人望なる こと は 八 九 年 前の 獨 逸に 能く 似て 居る。 或は 日本 も 

獨 逸と 同じ 運命に 陷 るの かも 知れない。 そして 如靳 くにして 日本 も獨 逸と 同じ 樣に 覺醒 して 眞の幸 幅 

に 入る ので あらう。 來 るべき 事が 來る のであって 党る 所 神の 御 恩 惠と稱 すべきで あらう。 

六月 十四日 (木) 半晴 朝 ホヰッ チヤ ー 詩集に Voices の ー篇を 請んだ。 其內に 左の 一節が 特に 
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余の 注意 を惹 いた。 

Hast  thcu  not,  on  some  .vveet:  of  stol.m. 

Seen  the  sweet  Sabbath  In.ealdng-  fair. 

And  cloud  and  jsliadow,  suuiit,  Iclln 

The  curtains  of  its  teut  oi ly.ayer  ？ 

汝は 暴風 吹き荒れし 或る 週 §1 の 後に 

樂 しき 安. 日が 一 M しき 日と して 現 はれ 

S と 影と が 太^の 光 を 受けて 

祈？ S の 天幕の 覆と して 輝く を 見 ざり しゃ 

之に 對 して 余の 心の. 2： に r 然り、 然り、 見たり」 と 云 ひて 答へ た。 殊に 過ぐ る 六 年 IT 中央に 日曜 講 

壇 を f はけて より、 我等の 安息日なる 週の 第一 日 は 大抵 は 匿 はしき 日であった。 我等 は 幾度と なく 東京 

驛の 中央 停車場に 下車して、 宮城 を 前に 見ながら 衞生會 の 講堂に 向って 步 みし 時に、 夜の 間に 晴れし 

空 を 仰いで 感謝した。 末世 之； i 昔 信者 は 余輩が 日曜日 を 安息日と して 守る とて < ^輩 を 責む るが、 余輩 

は此 事に 關 して は ホヰッ チヤ ー、 ミルトン、 其 他の 聖徒と 信仰 を 共に する 者であって、 余輩 は 此詩を 

吟 じつ & 余輩の 安息日 を 祝す る 者で ある。 人 は 人であって、 余輩 は 余輩で ある。 余 は 人が 土曜日 を 

守る を 妨げない やうに 余輩が 日曜日 を 守る を 妨げて 貰 ひたくない。 余の 過ぐ る 四十 五 年の 生涯に 於て 

週の 第一 E.S ち 主の日 は 最も 聖き樂 しき 日であった。 〇 夜 小石 川 臺町礫 川 日本 基督 敎會に 於て 說敎し 

た。 來會 餘人。 五 年来 初めての 市. 敎會に 於け る說敎 であった。 敎會內 に 信仰の 友の 多い 事に 驚 


いた。 

六月 十五 日 (金) 暴 n 校正と 原稿 書きに て 他の 事 は 何も 爲 さなかった。  • 

六月 十六 日 (土) 雨 主に 在りて 休んだ。 仕事 は爲 しても 可し、 爲 さすと も 可し、 クリスチャン 

に 取りて は 事業 は 義務で はない。 唯 彼 を 仰ぎ 瞻る 事、 其 事が 我が 事業で ある。 さう 思 ふ 時に 仕事 は 益 

益 進む。 仕事 を 以て 信者 を逐 ひやる 米圃 流の 基督 敎は 仕事 其 物 を 潰す ものである。 誠に 我等 は 今の 敎 

會に 信者と して 認められざる 者と なりて 眞の 平安に 入る ので ある。 

六月 十七 日 (日) 雨 滅多にない 雨の 聖日であった G 而 かも 大手 町 は 聽衆を 以て 溢れる 狀態 であ 

つた。 此日 聖書 講演 を 休み、 rl^ 仰增大 の途」 と 題し、 路加 傳 十七 章 五節、 約 翰 傳三章 十六 節 等に 依 

て說敎 した。 堂 内 蒸 暑く 殆んど K 惑 せんば かりであった。 之に て 今期の 講演 を 終った。 昨年 九月より 

四十 同 以上、 自分と して は 一 度 も 休講す る亊 なし に^んだ。 犬なる 感謝で ある。 唯聽衆 は增す 計りに 

して 其 制限に 翁す る。 何とか 方法 を 講ぜねば ならぬ。 何故に 自分 如き 者に 斯んな 責任が 落ちて 來 たの 

か 解らぬ。 然し 爲し 得ない 事 は爲し 得ない。 斷然斷 はるべき 者 は 之を斷 はるまで ある。 自分 は 聖書 

の 研究者で ある。 K 衆の 說敎 者で はない。 勿論 牧師で もなければ，："： 敎師 でもない。 所謂 人 を 博して 

無益の 勞 働に 生命 を 縮めて はならない。 今や 三 ヶ月 §1 の 夏休み を 前に 控 へて、 我心 は 大に寬 ぎ、 大責 

任の 一先 づ 我が より 卸り しを覺 ゆ。 
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六月 十八 日 (月) 曇 中央 架 書 研究き 事務員 慰 勞の爲 の 晚餐會 を淡路 町の 多 賀羅亭 に 於て 閒 いた" 

爽ー潘 を 通う しての 彼等の 勤 勞に對 して 深き 感謝な き 能 はすで ある。 余 は 席上 彼等に 對 して 曰うた、 

諸君 は 私 を 助けて 下さる ので はない、 私と 共に 日本 中央の 地點に 於て 十字架の 旗 を 立て \ 之 を 護つ 

て 居る ので ある。 東京 丸 之內に 於て 毎週 信仰 を唱 へて 居る 者 は 我等 丈け である。 勿論 怫敎、 神道、 儒 

敎等、 基督教 W 外の 信仰で 公然と 彼 所に 唱 へらる、 もの はない。 叉 基督 敎の內 に 在りても、 其 許 多の 

0O0000O0O000OO00O0O0000O 

敎會 の. 2: で此 ft に 當る者 は 一 つもたい。 東京 丸 之內に 於て 何しろ 滿 四 年間 我等 は此 事を爲 した。 此は 

決して 小なる 事で はない。 此は 此國に 於け る； i 昔の 大 なる デ モンス トレ ー シ ヨン (示 成 蓮 動) である。 

キリストの 福 昔 が 日本 國の 中心 點を 占めて 居る と 云 ふ 事 を 全^界に 向って 表白す る爲に 必要 缺く ベ か 

ら ざる 運動で ある。 祌樣は 確かに 此事を 認めて 下さる と 信す る。 そして 五十 年 百年の 後に 至って 歷史 

は 必す此 事を認 むる に 至る であらう。 神様が 敎會 ゃ宣敎 師に此 大任 を與 へないで 我等に 與 へて 下さつ 

た 事 は 感謝に 堪 へない。 私 は 東京の 眞 中に 十字架の 旗 を 持 揚げつ i 装れ て も 惜しく はない。 Jis 君も此 

心 を 以て 益々 働ら いて 下さらん 事 を 祈る」 と。 

六月 十九 日 (火) 細雨 倫理 學 書に utilitarianism  (實利 主義と 譯 せらる、 が誤稱 である) の 一 

項 を讀み 大に敎 へらる k 所があった。 何れに しろ 道德 問題 をす ベ て敎理 的に 解決す る は 益よりも 害が 

多く ある。 r 實利 主義」 も 亦 有力なる 解決法の 一 である。 敎 會が爲 すが 如くに 頭から 之 を 誹すべき で 

な い 。 敎 舞が 爲 した 事 は 何でも 惡 いと 見 て 間違が ないやう である。 


六月 二十日 (水) 半晴 モ アブ 婦人 會を鎌 倉に 於て 開く 事に なり 其 宰領と して 彼 地に 行いた。 同 

勢子 供と 共に 二十 一 人、 小 集會を 催し、 海風に 吹かれ、 舊 交を溫 め、 意義 多き 會 合であった。 夜に 人 

つて 家に 歸 つた。 是も亦 事業で あり、 義務で あり、 叉 感謝で ある。 

六月 二十 一日 (木) 雨 雑誌 編輯に 全日 を 費した。 『英 百』 にダ， 'ヰ ンの小 傳を讀 み 、奮き 先生 

に會 うたやう に 感じた。 正直なる 偉ら い 人で ある。 基督 敎國 ならでは 起らない 學者 である。 キリスト 

の 幅 音 は 明かに 彼の 人格に 於て 現 はれて 居る。 彼の 唱 へし 學說が 聖書の 言に 合 はない とて、 彼 を 不信 

者視 する 所謂る 信者 連の 心が 解らない。 大抵の 基督 信者が ダ ー ヰン 丈け 謙遜で、 眞 理に對 して 忠實 で、 

人に 對 して 親切で あり 得ない。 ダ ー ヰ ンは余 自身に 取りて は、 信仰の 氣 きに は 少しも ならない。 

六月 二十 二日 (金) 大雨 中央 聖書 研究 會々 員 總數、 今日の 調 に 依れば、 八 六 五 人、 其內 初め 

より 會費 を負檐 して 出席 を 續け來 りし 者が 三 三 四 人、 叉 今年に 入りて より 新たに 會 員に 成りし 者が 一 

九 個人であった。 舊會員 中 三十 歳 以上の Bi^ 女 比較的に 多く、 其の 殆んど 五 割 を 占めて 居る。 以て 研究 

會が 主に 靑年 男女の 會 合で あるとの 說は 立たない。 何れに しろ 三百 人 以上の 中堅が あると 思へば 心强 

い。 祌の御 助けに 依り 益々 研究 を繼 けたく 欲 ふ。 

六月 二十 三日 (土) 晴 梅雨の 天 一た び 晴れ、 爽快 窮 りなし である。 說敎 準備、 舊稿 校正に 全日 
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を 費した。 クリスチャン は キリストの 一部分であって、 身に キリストの 苦しみと 甚 びと を 繰 返す 者で 

ある こと を 思うた。 其 事 を 最も 明に 示す 者が コ リント 後書で ある。 此 書が 近頃 は 非常に 懷 しくな つた。 

六月 二十四日 (日) 晴 忙しい 聖日であった。 朝 は 畔上を 助けて 今 井 館に 於て 簡單 なる 說敎 をし 

た。 來會者 百人餘 り、 主として 家庭 集會 となした が 故に、 ：t 人が 座席の 七 分 を 占めた。 午後 は 近日 米 

國に W 學 する 三谷文 子に、 彼女の 切なる 乞に 從ひ、 彼女の 師友 立會の 上、 水の バプ テス マ を 施した。 

余が バプ テス マ を 施した 第 七 人目であった。 自分 は此 場合に 於て 正しき 事を爲 したと 信す る。 夜 は 神 

田 西 小川 町 基督 女子 靑年會 に 於て 演說 を爲 した。 題 は 『ホ ー ムの 建設と 基督 敎』、 §^ハ尔は堂に滿ちて 

四百 人 もあった らう。 大手 町に 於け るが 如くに 氣 は乘ら なかった が、 然し 惡ぃ 築り ではなかった。 斯 

くて 朝より 夜まで、 頗る 多事の 一 日であった。 

六月 二十 五日 (月) 雨 近頃 自分に 喰って か \ る 者 は 末世 之； i 音信 者と 社會 主義者と である。 前 

者 は 安- =0 曰 問題 を 以て、 後^ は社會 問題 を 以て、 自分に 對し 明かに 反對を 一一 目 明す る。 或る 社 la 主義者 

よりの 端 信に 曰く 

…… 『聖書 之 研究』 の 第二 百 七十 五號に 「社 會 主義、 過激思想等に基督敎の反對でぁる事は諸：！？^の 

能く 知らる、 所であります」 との 句が ありました。 …… 社會 主義に 反對 なる キリスト 敎は 現代の 資 

本 主義 制度の 下に ァダ ブトして 仕舞った キリスト 敎で、 資本主義 制度の なかった 原始 キリスト 敎は 

確に 社會 主義に 反對 ではない と 思 ひます。 現代 は此 資本主義で 行きつ まって ゐ るので ありま せんか。 


と。 余 は 之に 答へ て 曰 ふ、 余の 見る 所 を 以てすれば、 基督 敎は资 本 主義で もなければ、 亦社會 主義で 

もない。 基督 敎は 神と 靈 とに 活 くるの 道であって、 此 世の 主義に は H にも 關係 しない。 基督 敎は貧 者 

を虐る 富者に 反對 すると 同時に 叉、 富者 を， 憤る 貧者に 反對 する。 余はィ H スの 弟子と して 資本 にも 

與 せす、 叉社會 主義者に も與 さない。 何れに しろ、 西洋の 社會 主義者の 口調 を眞 似て、 資本家と 基督 

敎を 罵る こと は 日本の 基督 信者と して は 止めて 貰 ひたき 者で ある。 

六月 二十 六日 (火) 講演と 編輯と 校正と が呰ん な濟ん で疲勞 がー 時に 屮 I て來 たやう である。 輕微 

なる 發熱 あり、 レゥ マチスに て や あらん、 右足の 關 節が 痛みて 午後 は 床に 就いた。 二人の 訪問客が あ 

つた。 一人 は 出獄 人であって、 聖書 販賫 に從事 せんと 欲する が 故に 其 途を敎 へて 吳れ ろとの 事で あつ 

た。 他の 一 人 は 宗敎舉 校の 敎師 であって、 演説 依 賴の爲 であった。 病まなければ 人 は 自分 を 免して 吳 

れ ない。 基督教の 教師に 取りて は 病む 時 丈け が 本當に 休める 時で ある。 不斷攝 いて 居る から 夏 丈け は 

免して 吳れ と言うても 免して は吳れ ない。 其れ故に 病氣は 返て 幸福な ので ある。 

六月 二十 七日 (水) 雨 終日 床の 中に 在った。 疲勞 性レゥ マチスで あるとの 事であって、 昨夜よ 

り 注射 四 本 差された。 床 中に ジョ ー ジ. ムラ ー、 ハドソン. テ イラ ー 等の 小 傳を讀 み、 祌に賴 む 丈け 

で 大事 を爲し 得る 事に 就て 學び、 大 にカ附 けられた。 祌を專 有する に 非す して 彼に 審 If せられて、 我 

等 は 大事 を爲し 得る ので ある。 
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六月 二十 八日 (木) 半晴 少しく 快し。 千葉縣 某所に 於て 爲 すべく 約束せ し講： 淑を斷 はるた めに 

齢から す 苦心した。 ：饭說 講演の 苦心 は 主として 玆に 在る。 約^ を充 たす 能 はざる 事情の 生ぜし 場合に、 

斷 はる 講演者の 苦心と、 斷 はられし 主催者の 苦心と は 齡 い 者で はない。 此事を 思 ふと， 演說の 約束 は 

終生 復 たと 再び 爲 すまいと 思 ふ。 此 事の 爲に 今日まで 幾囘 苦しんだ か、 共 事 を 思 ふと 實に 恐ろしくな 

る。 賴む人 は 何の 氣 なしに 顿 むので ある。 然し 一 度 引受けた 以上、 自分に 取りて は大 責任 を 負うた の 

である。 實に 辛い 事で ある。 此事を 知って？. 犬れ たなら ば、 人 は 容易に： H 說 を頓ん で吳れ まいと 思 ふ。 

然し 此事を 最も 輕く 見る 人 は敎會 に關係 ある 人々 である。 彼等 は 演說は 一 生 懸命の 事で ある 事 を 知ら 

ない。 故に 輕々 しく 之 を依賴 する。 何の 方面から 見ても 敎會と は賁に 嫌な 所で ある。 

六月 二十 九日 (金) 晴 病氣變 りなし。 演說の 約束 を 履行す る 能 はすして 氣持惡 しく、 不愉快の 

2! に 一 日 を 終った。 斯 かる 不愉快 を 今日までに 幾囘 持たせられた 乎 知らない。 願 ふ 今 囘が其 最後たら 

ん察 を。 〇 巿內の 或る^ 力なる 基督 敎々 師 よりの 音信の 内に 左の 如き 言が あった。 

『東 朝』 の 「背教者」 に對 して は 御 不快の 御 様子です が、 昨日 今日の あたり は 先生の 面目 躍如たり 

ともい ひ 得べ く、 甚だ 偸 快に 讀んで IHS ります。 廣吿料 無しに 福 昔が宜 傳 されつ \ ある 次第と、 寧ろ 

感謝に 存じます のです。 

物 の 見方に 色々 あると 思 ひ、 一笑 を 禁じ 得なかった。 然し 人の 靈魂を 救 ふ 底の 眞理が 現代 文士の 作つ 

た 小 說で傳 へられ やうと は 思 はれない。 然し 人 は 人で ある、 我 は 我で ある。 我 は、 然り我 は、 g*: 書へ 


と 聖書 へと！ 

六月 三十日 (土) 曇 蒸 き 苦る しき 日であった。 東洋 大學 の大騷 動に 就て 聞き、 非常に 悲ん だ。 

國家的 重大 事件で ある。 亡國の 前兆と 見て 間違な からう。 余 も 余の 生涯に 於て 一 ー度舉校騷動に3^^皆ぅ 

た。 一度 は 新 潟の 北越學 館に 於て、 次ぎ は 角害獨 立女學 校に 於て 恐ろしき 經驗を 嘗めさせられた。 余 

の 場合に 於て は、 相手 は 外 國官： 敎師 並に 基督 敎の 敎師 達で あつたが、 彼等が 反對 者の 余 を 苦しめし 態 

度 は 全然 惡 魔の それであった。 其 時 彼等に 愛の なかった 事 は 勿論、 普通の 人情 も誠實 もなかった。 余 

は 其 時人 間と は、 基督 敎の 教師に 至る まで 斯 くも 恐ろしい 者で ある 乎と 思うた。 そして 戰爭は 二度と 

も 全く 余の 敗北に 終った。 余 はすべ ての 罪 を 着せられて 敎頭 又は 校長の 職 を 取上げられた。 然し 乍ら 

余を斃 せし 人々 は 遠から すして 相互 を 幾した。 余 は 3： にしろ 余に 託せられし 學 校に 於て 基督 敎の 旗喊 

丈け は 褐げ來 つたが、 余 を 追うて 後に キリストの 聖名は 絶えた。 そして 余 を 追 ふに 熱心な りし 敎會の 

敎師方 は キリ ストの 聖 名の 學 校より 絕 たる k ことに 封して は 少しも 熱心 を 表 はさなかった。 斯くて 騒 

動の 原因が 個人に 對 する 憎惡に 於て あって、 主義 叉 は 信仰の 維持に 於て 無った 事が 明かで ある。 何れ 

にしろ 擧校駿 動と 之に 加へ て 敎會騷 動、 是は 日本の 名物で ある。 一度 實驗 すれば 充分で ある。 此 恐ろ 

しい 實驗は 二度 繰 返す 必要 はない。 日本に 在りて 平穏に 精神的 事業 を 遂げん と 欲すれば、 單獨で やる 

より 他に 途 はない。 余 は此際 東洋 大擧 に對し 深甚の 同情 を する。 

七月 I 日 (日) 雨 此 n 千 紫 縣鳴濱 村に 行く 等で あつたが、 膝關節 疼痛 未だ 去らす して 行く 能 は 
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す、 畔 上に 代て 行って 貰 ひ、 余 は 彼に 代り 今 井 館に 於て 說敎 した。 來會者 七十 人餘 り、 「愛の 意義」 

と 題し、 「神 は 愛な り」 との 言の 說明を 試みた。 至って 樂 しき 架 口であった。 

七月 二日 (月) 曇 「貴下 は 後 を 如 3： なさる」 と 度々 んに問 はれる。 そして 此 質問 を 發 する 者 は 

大抵 は敎會 に關係 ある 人達で ある。 余 は 答へ て： ：！ ふ 「私 は 後の 事 は 知らない。 叉 構 はない。 私 は只眞 

现 を；^ く、 そして 後の 事 は 之 を 一切 神に 委ね まつる。 縱 し後繼 者が 屮 I 来たと しても、 其 者が 私の 主義 

信仰 を繼 緩す ると は 限らない。 ル ー テル ゃゥ H スレ ー の後繼 者が、 其 師とは 全く 反對の 信仰 を唱 へつ 

つ あるの を 見ても 解かる。 眞理は 其れ 自身の 氣附を 取る。 後の 事 を 心配す る やうな 人に 碌な 事 は出來 

ない。 敎會は 後の 事 を 心配しながら 現在の 事 を 怠って 居る。 多くの 事に 於て 私 は 敎會と 主義 方針 を異 

にす るが、 後の 事の 處 分に 就て、 私 は 敎會と は 全然 異 つた 途を 取る 云々」 と。 「明日の 事 を 思 ひ 煩 ふ 

, 刃れ」 との イエ ス の明訓 は、 我が 死んだ 後の 事に 關 しての 心配に、 殊に 適用すべき 者で あると 思 ふ。 

七月 三日 (火) 雨 少 しづ、 快し。 『背敎 者』 と 題す る 小說を 作る 小說 (ぶ. が あれば、 『叛逆の 子 

は 語る』 と 題す る 書 を 著 はす 文士が ある。 現代人 を 引く に は 背 敎义は 反逆の 題目が 最もお 效的 である。 

彼等 は 背く 事が 最も 偉い 事で あると 信す る。 故に 學校驟 動 は 到る 所に 起り、 悲愤 慷慨 日 も 亦 足らす で 

ある。 余 は 彼等に 對 して 口 ふ r 叛 けよ、 叛 けよ、 叛 いて 汝の頭 を眞理 の巖に 打つ 附 けよ。 而 して 碎け 

て 死せ よ」 と。 是は淺 ましき 一一 イチ H 主義で ある。 偉ら くもなければ、 勇ましく もない。 然し 彼等 を 

抑 ゆるの 途 はない。 彼等が 自滅す る を 待つ までで ある。 然し それ は 非常に 辛ら く ある。 


七月 四日 (水) 晴 北米 合 衆國獨 立紀念 日で ある。 昔し ならば 自分の 獨立 日で ある 乎の やうに 之 

を 祝した なれ ども、 米國 との 關 係の 薄らいだ 今 口、 之 を 念 ふ 心の 簿ら いだの は 止む を 得ない。 然し 乍 

ら 自分の 事 を 離れて、 人類の 爲を 思うて、 此日は 世 の紀念 日と して 祝 ふの 惯 依が 充分に ある。 

七月 五日 (木) 曇 雑誌の 校正 を 終った。 舊著 『コ ロム ブスの 功績』 改訂の 爲に、 コ ロム ブス 傅 

を 復習し、 大 にカ附 けらる & 所があった。 彼れ 並に 當 時の 大 航海 (象の 目的 はチパ ング— 卽ち 口 本に 達 

して、 其 民 を クリスチャンに 成す にあった と 云 ふ。 そして 其 事 を 今 余 自身が 爲 しつ k あるので ある。 

大發見 はすべ て 人類 を 益 せんとの 熱心に 驅ら れて爲 された 事で ある。 我 日本が 過去 數 百年に 涉り、 世 

界 偉人の 努力の 目檫 でありし 事 を 知って、 我等 日本人 は 一 層の 努力 を 以て 彼等の 好^に 酬ゐ なければ 

ならない。 

七月 六日 (金) 雨 徐々 と 快し。 散歩が 屮： 來す、 只 〈豕に 在りて 讀み 且つ 書く のみで ある。 辛ら い 

事で ある。 足の た 切なる 事 を 今更ら ながらに 感 する。 足の 自由 を 失 ひて 人生の 快樂は 半分 以上に 減す 

る。 神 の 恩惠は 頭腦ゃ 心臓ば かりで ない、 足に も 亦 宿らねば たらぬ。 

七月 七日 (土) 雨 午後 晴る。 何が 恐ろしい とて、 現代の 所謂 高等 敎 育の 如き はない U 之に 從事 

する 敎師は 大抵 人生 を藝術 的に 淺く 解釋 した 者であって、 彼等に 我等の 子女 を ぬ. る はサタ ン に-^ ぬ 
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ると 同じで ある。 彼等 自身が 沈淪に 於て 在る 者であって、 彼等に 導かる 年男 女が 沈 淪に往 く は 何 

よりも 明. n である。 ^に 恐ろしき は文擧 者と 藝術. 冢 である。 彼等の 惡 感化 を 避けん が爲 に、 現代の 靑 

年 は 成るべく 實 科に 赴くべき である。 成るべく 人なる 敎師を 避けて、 正直なる： 大然に 接する ことが、 

現代の 靑年 男女 の 取る ベ き 唯 一 の途 である。 

七月 八日 (日) 雨 新聞紙 は 背 敎文學 者の 一人 有 島武郞 氏の 不義の 自殺 を 傅へ、 强き 衝動 を 起し 

た。 氏 は舊札 幌農舉 校の 卒業生に して、 一 時 は 札 帜獨立 敎會の 熟 心なる 信者であった。 然るに 屮途に 

して 信仰 を棄、 現代の = 本に 澤山 にある 背敎文 土の 一 人と 成った。 自分に 對 して 終りまで 尊敬 を 持つ 

て 居て 吳れ たらしく、 自分 も 亦 終りまで 氏の 正直 を 愛し、 背敎 後と 雖も 人と しての 尊敬 を拂 ひつ k 來 

つた。 信仰の 事に つき ニー 二 囘忠吿 を 試みて 見た が、 勿論 自分の 言の 如きに 寸 毫も 耳 を藉 さなかった。 

氏 も 亦 我 國多數 の 文士の 如くに M の惜氣 もな く キリ ス トの： i 音を棄 てた。 而 して 最後に 其 死 を 以て 自 

分 等の 說 法に 答へ た。 勇まし k と 云 はん 乎、 愚かな りと 云 はん 乎、 人 々各自 見る 所が あらう。 有島武 

郞 君の 死 を 以て 背敎 文士 全體が 自分 等に 對 して 新たに 戰を 挑んだ ので あると 見る 事が 出来ろ。 或は 神 

が此 事に 由て 彼等 全 lg を鞫き 給うた と 見る 事 も 出来る。 然し 彼等 文士 は 神の 審判 ゐを 恐る、 者で は 

ない。 叛く のが 彼等の 生命で ある。 挑戰又 挑戰、 神と 道德を 嘲け りながら 死に 就く のが、 彼等の 名譽 

とする 所で ある。 祌も 我等 も 彼等 を 如何と もす る 事が 3^ 來 ない。 嗚呼 又 嗚呼。 〇 今 井 館に 於け る聖會 

は相變 らす樂 しかった。 我等 は 讚美歌 第三 十九 番と、 百 五 ト六番 と、 百 二十 五番と を 歌うた。 

よ b 

「夜 を 守る ともよ やみよ を てらす 


みちの ひかり は まだの ぼらす や」 

「たび ゆく ともよ かの やまの 際の 

さかえ か f やく ほしかげ 見す や」 

鳴 呼 もし 有 島 君が 我等と 共に 此 讚美歌 を 歌 ひ 得しなら ば 君 は あんな 死 方を爲 さなかった であらう に！ 

人の子の 智慧 も 能力 も 何 か あらん 

神に 叛 けば 死ぬ ばかりな り。 

七月 九日 (月) 雨 荒れ模様 である。 健康 恢復し、 讀書欲 起り、 大 なる イン テレス トを 以て 米國 

ハ ー バ ー ド 大 學哲學 敎投ジ ョ サイ ァ. 口 イスの イン ガ ー ソル 講演 The  ccucepticu  of  I ミヨ cl.tality 

(靈魂 不滅の 概念) を讀ん だ。 米闺 人の 著た 者で、 近頃 斯ん なに 深い 興味 を 以て 讀んだ 書 はない" ピ 

ュ ー リ タンの 信仰の 上に 築かれた る、 深い、 博い、 人生 哲擧 である。 米圃 人の， I： に 斯んな 健全なる 思 

想が まだ 殘 つて 居る と 思うて 大に 我意 を强 くす る。 そして 日本に も 亦 日本 流の ピ ュ ー リタ ン 主義が tf 

つて 居る。 近頃に 至りて 水 戶光頃 卿が 非常に 慕 はしくな つた。 我國ピ ュ ー リ タン 主義の 屮與の 師と稱 

して 可ら う。 東西 相 和して 此 貴き 主義の 復興 を 見る の 時 は 遠く は あるまい。 戀 愛文 寧 者の 自滅の 如き- 

其 前兆と 見て 返って 喜ぶべき であらう。 

七月 十日 (火 j 雨 雜 誌が 出 來た。 此 事の みは 永久の 感謝で ある。 〇 來る 人、 會ふ 人、 皆な 有 島 

武郞 氏の 自殺 問題 を以 つて 持 切りで ある。 厭な 問題 を 遺して 逝いた ものである。 此んな 明. m な 問題に 
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關し 善惡の 議論 を 岡 はすの 必要 は 少しも 無い。 東京 帝國大 學前總 山川 健次郞 男が 萬 朝 報 記者に 語り 

たりと 云 ふの が 亦 余の 意見で ある。 曰く 「文壇に こそ 多少の 波紋 は あるか も 知らぬ が 天下 國 {豕 の 消長 

に は 何等の 影響 はない。 勿論 同情の 餘地は 更にな く、 論す る 程の 必要 も 認めない。 …… 如何に 阿世 を 

事と する 現代と 雖も、 未だ具眼^1<?はぁる」 と。 我國に 未だ 本當の 武士が 存 つて 居る の を 見て 感謝に 堪 

厶 △<:<:<"<: 厶厶厶 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶 <3 厶厶 △△△ 厶厶厶 厶<"<1 

へない。 有 島 氏が 今度 爲 した 事 を 善しと 思 ふ 余の 友人 は此 際斷然 余と 絶交して 欲しい。 叉 余の 弟子と- 

稱 する 人、 又は 中央^ 書 研究/建々 員に して 此事を fpj とする 人 は、 八 マ 日直に 師弟の 關係を 絶ち、 又會員 

證を 返して 貰 ひたい。 此は侗 人 問題 又は 感情 問題で ない。 信仰 上の 大 問題で ある。 余 は 有 島 君が 君の 

主義に 忠實 でありし やうに、 余 も.^ の 主義に 忠實 であらねば ならぬ。 若し 同 君が 生きて 居たならば 此 

事 を 承知して OK れ る と 信す る 。 

七月 十 1 日 (水 一 曇 書生のジョ ン東北傳道旅行ょり歸り山形縣^^水地に於ける少數同志の熱心な- 

る；^仰狀態に關する報吿ぁり、  一一； E ひ盡 されぬ 歡 びであった。 日本人 は 蜜く 基督 敎の 信仰 を棄 ると は 眼 

ら ない。 棄 てる 者 は 多く は 文士 又は 識者で ある。 彼等 は 道 德的义 は 信仰的に 最下 等の 日本人で ある。 

基督 敎は 彼等に 棄 てられ たれば とて 少しも 痛痒 を 感じない。 祌は腐 K 文學 者の 少しも 氣の附 かざる 所 

に、 贵^&：なる堅實の靈魂を有し給ふ。 n 本 圃將來 の 希望 は 都會ゃ 文丄の .2: に 於て はない。 願 ふ 神の 恩 > 

惠裕 かに 最上 川の 畔、 月 山の 影淸き 所に 宿らん 事 を。 

七月 十二 日 (木) 晴 久：^ りに て バビロン (東京 市) に 行いた。 堪 へられぬ 程 厭な 所で ある。 二 


あ- u か  ヌ 午-. ノリ 

んな 所より 自殺者が 績々 と 出る は 決して 無理で ない。 恰も好し 此 日墨 國 H スべ ラ ンザ 農場より 喜ばし 

き 音信が 達した。 其 主婦よりの 書面の 一 部分に 曰く 

…… また i  く 間 に 半年 の 當地 に 於け る 生涯 を 送り、 新ら しい 思 を もて いやまさる 御 恩惠 に 日々 感謝 

を さ k げて 居ります。 けれども まだ ことば もろく に覺 えませんで 漸く 少しば かり |#蟲 の 難、 盜賊の 

難等與 へられました のみで ございま すが、 皆 一 々よき 御 敎訓の 含める を 追々 さとらせて いた^き 感 

謝して 居ります。 思 はす も聲を 立てす に 居られません 様な 美く しい 羽の 蝶々 や 鳥が 居る かと 思 ひま 

すと、 小さい 體で人 をな やます iH\ 恐ろしい 大きな 蛇 を 見る 事 も ございま すが、 か、 るい やな も 

の はた まに 見ます だけで、 結えす よい もの k 方 を澤山 見られます 事 は 誠に ありがたく^ じます。 着 

以來 牛の 子が 大分 生れまして 中々 可愛らしう ございます。 ォバ ンド、 ソコヌ スコ、 ボ ボカ テ —— ビ 

テル (これ は 長す ぎます ので 半分 づ>- 二 匹に 分けました) 富士山 等の 名 をつ けましたり、 足 だけ 白 

くて ほか は 茶色の 毛の は 「门 靴下」 と 云 ふ 名 をつ けました。 

誠に 氣 持の 好い 通信で ある。 此內に 「愛の 絕 頂に 起る 死を迎 ふ」 と 云 ふ 様な 病的 I 湫分は 痕跡 だ も 見え 

ない。 生きて 更らに 生きて 神 を 讚美 せんとの 聲 のみで ある。 一首 を陚 して 彼女 を勵 まして やった。 

故 画は惡 魔の 息に 腐れり 

> づ -; 5 ち かみ み： 匚 

築. け 其 地に 神の 変國 を。 

七月 十三 日 (金) 雨 背敎 者に 就いて 考へ 且つ 書いた。 腹 も 立てば、 悲しく もなる。 然し 神の 御 

手の^に 彼等 も ある ことなれば 安心で ある。 彼等 は 神 を 馬鹿にし たるが 故に、 祌も亦 彼等 を 馬鹿に 成 
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し 給うた。 彼等 は 神を棄 てし が 故に. 神に 見放されて、 自分の 智慧と 知識と に 依て 亡. ひつ、 ある" 彼 

^の爲 に 悲しむ も， 人類 全 體の爲 に 喜ぶ。 

i と、 

七月 十四日 (土) 雨 輕井 に 在る 友人より n 十く 来りて 淸き 風、 靑き 草に 疲れし 身體を 癒せ， 郭 

公が 鳴いて 待って 居る と 云うて よこした。 依て 一首 を 送って 預め 彼の地 を淸 めて 置いた。 

} 二 笠 山人の 心 は 狂 ふと も 

松風 淸く ほと 、ぎす ま.^  くリ 

七月 十五 日 (日) 雨 大雨に も拘 はらす、 今 井 館に 於け る 聖會に 集 ひ 來る者 七十 人餘 り、 畔上講 

演の爲 に 神戶に 行き たれば、 自分 一 人で 禮拜 說敎を 引受け、 ガラテ ャ書六 章 七 節に 由り 「神 は 侮る ベ 

からす」 と 題し、 背敎の 危險に 就て 語った。 濁れ る^に 在りて、 聖日の 到る 毎に 此の 樂 しき 集 會を持 

つ ことの 出来る は 感謝の 至りで ある。 

七月 十六 日 (月) 雨 終日 雜誌 編輯に 從 事した。 寄書 家の 原稿 を校閱 した。 自分で 新たに 原稿 を 

作る よりも 困難で ある。 雜誌は 隼った 原稿 を 印刷に 附 した 丈け で 出来る 者で ない、 一 々厳密なる 訂正 

を 要する。 隨 分の 仕事で ある。 そして 斯の事 を ニト六 年間 繼 けて 来たので ある。 

ヒ月 十七 日 (火) 雨 又 雨で ある。 i2 かも 蒸 風呂の 5： に 在る やうで ある。 有 島 武郞の 自殺に 就 


て 今 猶ほ會 ふ 人 毎に 尋ねら る。 大 な罪惡 である、 憐れむべき 終りで ある。 神と キリス 卜と を棄 去りし 

給 が 終に 兹に 至った ので ある と 確答す るに 禱 しない。 只 彼の 性格に 顧みて の 輕滅を 計る まで ^. 

ある。 

七月 十八 日 (水) 雨 有 島 問題に 就て 『萬 朝 報』 に 投書す るた めに、 昨夜 來 今日 午後に 至る まで 

三日 分の 原稿 を 書き 了って 氣が淸 々した。 題して 『背教者と しての 有 島武郞 氏』 と 云 ふ。 氏が 背敎^ 

であり-、 其 悲しむ ベ き恥づ ベ き 最後 は 背敎 の 結 茶で あ る 事 を此際 世に 公け に し て 置く 必要が あ る と 信 

じたから である。 

七月 十九 日 (木) 晴 雨久 振りに て 雰れ、 本 當に夏 休が 始まった やうに 思 はれた。 ヨハネ 傳 一章 

十二 節が 心に 浮び、 神 を 信じ、 心 を 受動的 狀 態に 置き、 永久に 休みながら 永久に 働く 生涯 を 我 有と せ 

ん との 欲 が 起った。 

七月 二十日 (金) 晴 朝 柏木 を發 し、 午後 ロ時輕 井澤に 来た。 友人の 周旋に 依り、 樅の 林の 中に 

小さき 一軒の 家 を 借 受け、 之 を 我が 夏の.； M として.： えむ る 事が 出来て、 大 たる 感謝で ある。 隣り は 早大 

の 安部磯雄 君、 その 先き が 東大の 小 野 塚 博士で ある。 林に は 多くの 郭公 鳥が，：！^ を 持つ らしく、 其 鳴き 

聲に て^だ 賑か である。 
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七月 二十 一日 (土) 晴 高原の 涼しき 夏の 日で ある。 朝 第一 に尊ねて？^<れた者は、 安部 君のお 壊 

さんたち であった。 §:人相揃ぅて自分を近所の池に案內して？^<れた。 次ぎに 訪問して 吳れた 者 は 昨年 

知己に なりし 英！； 醫師 にして 人類 學並 に哲學 の 大家なる ドクトル • マン： 11 氏であった。 着席 早々 氏 

の 近来の 宇宙 並に 人類 觀に 就て 聞く 事が 出來て 非常に 嬉しかった。 少女と 大學 者との 歡迎的 訪問 を以 

て 始まりし 輕井^ 滯在 は必す 多幸 多 福の 者で あらう。 

七月 二十 二日 (日) 晴 午前 卜 時より 林 屮の假 宅に て 禮拜を 行うた。 來會者 十二 人、 「信仰と 能 

力」 と-題して ョ ハネ俾 一章 十二 節 を 講じた。 午後 は英國 の學者 ドクトル . マン. p  , "氏、 獨 逸の 經 -射學 

^ドクトル . レ ー. デラ ー 氏 を 訪問した。 敎 へらる \ 所が 多かった。 夏の 輕 井澤 は 克く之 を 用 ひれば 好 

き大 校で ある。 

も， SS し； J か こ 

七月 二十 三日 (月) 晴 樅 樹のド 蔭で 使徒 行 傳第卜 三 章 を 研究した。 意味の 深い 詞 である。 神の 

御 導きに. ffl り 此誉を 東京の 屮央に 於て 講 する 機會の 早く 到來 せん 事 を 祈る。 『 

七月 二十四日 (火) 半晴 左に  < ；-が 『萬 朝 報』 に 投書せ る 有 島武郞 氏の 死に 關 する 余の 觀 察の 一 

部を轉 載す る。 

有^：！？^に大なる苦悶がぁった。 此 苦悶が あったらば こそ 彼 は 自殺した ので ある。 此 苦悶 は、 一 51 人 

を 得ん と 欲する 苦悶ではなかった。 此 は哲學 者の 稱 する 「宇宙の 苦悶」 であった。 有 島 君の 衆敎の 


結果と して 彼の 心中 深き 所に 大 なる 空虚が 出来た。 彼は此 {4.: 虛を充 たすべく 苦心した 。彼 は 神に 依 

らす、 キリスト 其 他の 神の 人に 依らす して、 自分の 力で 此 空虚 を 充 たさんと した。 が 彼の 苦悶の 

存 せし 所で. 彼の 奮鬪 努力 は玆に 在った と 思 ふ。 然し 乍ら 彼 は 自分の 力で 此 空虚 を たし 得たかった。 

而已 ならす、； またさん と努 むれば 努 むる 程、 此 空虚が 廣く なった。 彼 は 種々 の 手段 を 試みた …… 。 

彼 は 人の 賞 讚 位 ゐで滿 足し 得らる & 人でなかった。 彼 は 社 會に名 を 揚げて 益々 孤 獨寂雾 の 人と なつ 

た。 彼 は 終に 人生 を 憎む に 至った。 神に 降參 する の碎 けたる 心 は 無かった。 故に 彼 は 神に 戰ひを i 

んだ。 死 を 以て 彼の 絡 封 的 獨立を 維持 せんと 欲した。 自殺 は 有 島 君が 近 來厦々 考 へた 事で あらう。 

然し 其機會 がなかった ので ある。 そして 其 機會が 終に 到来した。 一人の 若き 婦人が 彼に 彼女の 愛 を 

獻 げた。 …… 故に 二人 相 併んで 自 から 死に 就いた ので ある。 

〇 『人 はき 分の 爲に 生す 又 死せ す』 と 彼の 棄た 聖書に 記て ある。 生命 は 自分 一人の 有で あると 思 ふ 

は大 なる 間違で ある。 有 島 君 は 基督 敎を棄 て、 此簡單 明瞭なる 眞理 をも棄 たので ある。 背敎は 決し 

て 小事で ない。 神 を 馬鹿にすれば 祌に 馬鹿に せらる …… 有 島 君の 爲に 計りて、 愛 を キリス 卜に 獻ぐ 

る は、 某 女に 與 ふるよりも 遙に 益であった。 有 島 君 は 神に 叛 いて、 國と 家と 友人に 叛き、 多くの 人 

を 惑 は p、： 常 倫 破 壞の罪 を 犯して 死ぬべく 餘截 なく せられた。 私 は 有 島 君の 舊ぃ 友人の 一 人と して、 

彼の 最後の 行爲を 怒らざる を 得ない。 

七月 二十 五日 (水) 輕 井澤に 来て 英語 は 話さ じと 決心した もの、、 其 決心 は 直に 打壞 されて、 每 

日-,.」 を 使 ひつ k ある。 西洋人との 交際に 精力 を 奪 はれて、 他の 大切の 仕事が 屮 Z 来す して 困難す る。 然 
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し 風の 涼しい のと、 俗事に 攻められない のとで、 東京よりも 遙に增 しで ある。 殊に 郭公 鳥との 同居 は 

理想的で ある。 四 五日 來男所 帶を營 み、 札幌、 アマ スト 時代に 還り、 愉快で ある。 


七月 二十 六日 (木) 曇 輕 井澤に る。 六 盤三ッ * 四 疊半ー ッと云 ふ 林間の 古い { 永 である。 近所 

で 一番 粗末な 家ら しく、 甚だ 愉快で ある。 ；母 口の 樹 下の 讀 書が M よりの 樂 しみで ある。 四 五 種の 鳥類 

と 段々 仲が 好くな り、 其 或 者の 如き は 卜 尺以. 2： にまで 近づいて 來る。 又 近所の， M と 小川と が淸く 美し 

, 丄， --り  -リ ** かに 

く ある。 其畔を 散歩して 會ふ者 は 馬方と 草 刈の 女の みで、 宣敎師 や 東京の 紳商 責 族の やうな 人に はん.' 

日まで 一人 も出會 はない。 先づ 以て 幸福なる 所と 言 はざる を 得ない。 

七月 二十 七日 (金) 晴 有 島 問^に 關聯 し、 昨夜 十四 五 人の 知人に 對しフ ハウ スト 物語 を 話せし 

Gr に、 一夜の 安眠 を 失 ひ、 後で 非常に 後悔した。 然るに 午後に 至り、 東京の 或る 婦人 雜 誌より 特に 社 

R; を 5;,^ り、 此 忌むべき 問題に 關し、 余の 意見 を 聞 取らせた。 一個人の 罪の 行 爲に關 する 事であって、 

世が 世 なれば 一喝して 之 を 葬り去る べきに、 末世の 悲し さに、 斯 かる 醜 事が 社 會的大 問題と たったと 

は、 實に 歎じても 猜ほ餘 り ありで ある。 奮 札 幌農學 校 出身者の 一 人が 斯んな 厥な 問題 を 遺して 死し と 

は、 母校の 不 名譽此 上な しで ある。 然し 乍ら 世 は 如：^ にで も なれば なれ、 我等 は 何 を 信す る 乎 を 知る。 

r ィ H スは 我等の 罪の 爲に附 され、 我等が 義 とせられん 爲に 甦らされたり」 と ある (羅馬 書 四 章廿五 

節)。 憐 むべき 有 島に は 一 婦人の 愛が 充分であって、 其 愛に 勵 されて 彼 は 縊死した との 事で あるが、 


我等 クリ ス チヤ ンには 神の 此 愛が 充分であって、 此 愛に 勵 まされて 我等 は 永遠に 生く る 事が 出来る。 

くちびる 

斯く考 へて 讚美歌 第 百 七十 一 番が自 づと脣 を 破って 屮： で、 高原 を拂ふ 涼風に 吹かれつ 、書生と 一 一人で、 

時なら ぬ 男聲ー 一部 合奏 を 始めた。 

七月 二十 八日 (土) 晴 靜 かたる 美き 日であった。 ホトト ギスは 去ったら しく、 カケスと ゥグヒ 

スを 開く。 樹 下の 使徒 行傳の 研究、 非常に 面 く ある。 バウ J1 に對し 共鳴 同情に 堪 へない。 彼 は 使徒 

仲間の 內に 在りて、 今日の 無敎會 信者が 宣敎師 の 間に 在る やうな 位置に 在った ので あると 思 ふ。 其 他 

-n み  あ を， り 

古代 近東 史の 研究が 非常に 面 く ある。 靑 草の 上に 横た はり、 樅の 靑葉を 通う して 碧空 を 眺めながら 

一 首 を 詠 じた。  - 

義務 終 へ て獨り 心も輕 井澤 

鹿 島の 森に 鶯を きく。 

七月 二十 九日 (日) 晴 靜 養の 爲に 日曜 集會を 休/だ。 金澤滯 在の 米國宣 敎師ゴ ルドン. チヤ ブ 

マン 君に 晝 飯に 招かれ、 g,^ き樂 しき 時 を 持たせられた。 君 は 余の 立場 を 好く 解して 吳れる 極めて 少數 

の- K 敎師の 一 人で ある。 春秋に 富む 同 君 は 日本人の 間に 在りて 何 か 大事 を 遂げす して は 止むまい と 思 

ふ 0 

七月 三十日 (月) 晴 山に 来ても 人生の 膨な事 はいくら でも ある。 本當の 休み は イエス 樣に 於て 
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のみ ある。 多分 避暑な どは爲 さない のが 宜ぃ ので あらう。 

七月 三十 一日 (火) 晴 去る 十 曰 間、 當 1： 井澤 鹿 島の 森に 於て と共に 書生々 活を 營み來 りし 大 

學生 某、 余に 對し 3： にか 犬なる 不平 ありし と 見え、 二三 日 來不滿 を 其 額に 現 はし 居りし が、 八.' 日 終に 

「私 も 背教者の 一 人で ある」 と 言 ひ 置いて 余 を辭し 去った。 斯くて 輕 井澤に 來 つて， 亦 一 人の 背 敎者を 

作った 次第で ある。 n 本の 靑年 殊に 基督 信者の 青年 を极ふ 程六ケ 敷い 事 はない。 今日まで： 1； じ 理由の 

下に 余 を辭し 去った 者 は 殆ど 數 へられない 程澤 山に ある。 そして 懲り も 性 もな く 靑年を 友と せんと 欲 

して 一:1： じ 失収を 重ぬ るので ある。 此日 女中 をも斷 はり たれば、 林 中の 假 宅に 唯の 一 人となり、 カケス、 

ヒョ ドリの 同居人と なりて、 單 獨の靜 肅を樂 しむ 人と なった。 靑年を 躓かして はならぬ との 心の 緊張 

が 除かれて、 反って 本當の 休息に 入った ので ある。 他の 人 は 知らす 余に 取りて は、 恐ろしき 者 は 日本 

今日の 靑年 である。 彼等 を 极ふは ガラスの 玉を极 ふが 如くに 危險 である。 3： 時 どうして 壊れる 乎 知れ 

ない。 余の 如き 「背敎 者 製造の 成功者」 と稱 して 可なる 者で あらう。 

八月 I 日 (水) 晴 單獨 になり、 手傳に 低能 兒の 「三」 が 来て nJK れた。 彼 は 齢ト六 歳で あるが、 

百 以上 を數 ふる 事が 出来ない。 成人して 何に 成りたい かと 聞けば、 葬 俄 馬車の 御者の 側に 坐る 「金ビ 

ぢ .3 

力」 に 成りたい と 答 ふ。 然し 性質 は 至って 溫 良で、 愛すべき 少年で ある。 余 は 彼と 直に 仲好しに 成つ 

た。 三十 八 年 前の 米國に 於け る.！：： 痴院 生活 を 思 出した。 低能 は天ネ よりも 遙に增 しで ある。 彼に 人生 

問題 はない。 戀 愛の： S 悶 はない。 自分の低能を苦にせすして喜んで日々を^0る。 「三」 は 犬と 共に 遊 


ぶ を 好む。 犬 を樹に 縛り 附 くれば、 犬 は繩を 切って 走る。 それ を 見て 喜んで 居る。 近頃 余に 與 へられ 

し 最も 善き 友人で ある。 

八月 二日 (木) 晴 柏木より ジョンが 來て 少しく ii^ らしくな つた。 彼 は 余に テモテ がパゥ 口に 爲 

した 事を爲 して SK れる。 飯 を 焚て 吳れ る。 風呂 を 立て、 吳 れる。 其 他す ベて 身の 世話 をして 。4< れる。 

之に 對 して < ^は 彼に 傳 道の 精神と 方法と、 変 書と 哲學 とに 就いて 敎 へて やる、 善き 奉仕の 交換で あるつ 

夜假 宅に 讚美 祈？ M きを 間いた、 來會者 十五 人。 

八月 三日 (金) 晴 柏木より 家族の 者 二人が 来た。 爲に鹿 島の 森が 大分に ホ ー ム らしくな つた。 

〔水に 在る と 同じに 卿く。 英國に 注文した オレリの ィザャ 寄 並に H レ ミヤ 記 註解 書 一 一冊が 達した。 現代 

文 卜-と 闘 ふに 好き 武器で ある。 

八月 四日 (土) 晴 隣 〈焦の 小 野？^ 博士に お茶に 招かれ、 其處 にて 二十 年 りに て 尾 崎 行 雄 氏に き 

うた。 齢と 共に 變ら す、 反て 若返 へられた やうに 見受けた。 さすが は我國 第一 流の 政治家で ある。 斯 

かる 人に 大臣の 椅子 を與 へて、 國事 を處理 せざる は、 日本 國の大 なる 損失で ある。. 氏より 政治 界腐收 

の 原因 を 聞き 長大息せ ざる を 得なかった。 余が 宗敎界 1^ 敗の 徑路を 語りし 所、 氏 は 「政治 界に 於け る 

と 少しも 異 はない」 と 答 へられた。 畢竟す るに 我圃 現下の 全般的 敗 翻 は其國 ！}i^ 性に 因る ので あると は、 

此 口の 談話の 結論であった。 實に 悲しい 事で ある。 唯 神に 賴り、 「彼」 に 救って 戴く まで 5- ある。 
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八月 五日 (日) 晴 朝、 樹 下に オレリの エレ ミヤ 傳を讀 みだした 。何んだ か 自分の 傳を讀 む やう 

に 思 はれて 淚が こぼれた。 ィ H ス よりも 小なる、 然 かも ィ H スに克 く 似た る 預言者で ある。 〇 夜 八 時 

より 新築の 輕 井澤 集 食堂に 於て 講演 會が 開かれ、 ^仁 もと子 女史と 自分と が 講師と して 招かれ、 共に 

講壇に 立つ の 名 譽を擔 はせられ た。 聽衆狹 き 堂に 溢れ、 四 kE 人 程あった らしく ある。 主 會者は 安部^ 

雄 君であって、 三人 共に 基督 信者であった 上から、 會は 自づと 基督 敎 講演 會 となり、 主催者に 對し、 

何となく^ まなく 感じた。 羽 仁 女史 は堅實 なる 思想 を； Is られ、 余 自身 も大 なる 感動 を 受けた。 自分 は 

彼女の 後 を 受けて 「宗敎 と赏際 生活」 との 題目の 下に 述べた。 如何なる 感動 を與 へた 乎 は 知ら ざれ ど 

も、 聽 衆の 一 人なる 若い 婦人が、 後で 或 人に 向って、 「あれで は 自殺 は 出来ません ね—」 と 云うた と 

の 事 を 聞いて 非常に 嬉しかった。 本當の 宗敎を 信じて、 近頃 流行す る 自殺 は絕對 的に 不可能で ある。 

今や 全力 を 注いで、 自殺 防遏を 計らねば ならない と 思 ふ。  . 

八月 六日 (月) 晴 少しく 疲れた。 然し 自分に 取りて は 講演の 疲勞に は 一 種の 快感が 伴 ふ。 ド コ 

まで も 講演の 爲に 生れた 人間で ある。 訪問者 一人 もな く、 靜 かなる 好き 月曜 口であった。 

八月 七日 (火) 晴 午後 驟雨 あり。 隣家の 安部 破 雄 1^ にお 茶に 招かれ、 其 處にニ 博士、 一  學士、 

一女 5„< に 紹介され た。  < -然輕 井澤 氣分 である。 


八月 八日 (水) 晴 朝 九時ハ ー ブル. ブラント 氏の 葬儀に 列席した。 彼 は橫濱 在留の 瑞西 人で あ 

つて、 今より 六十 年 前に 日本に 来り、 西 鄉隆成 風と 交際の あった 人で ある。 本年 八十 二 維新 以来 今 

日に 至る まで、 我國に 起り しすべ ての 變化を 目撃した 人で ある。 近頃 彼の 女婿 ドクトル • マン B1 と 

懇意に 成りし 上から、 今 tE 此 葬儀に 列した る 次第で ある。 舊き日 木 を 葬る が 如くに はれて、 莊嚴の 

に 打 たれた。 

八月 九日 (木) 晴 昨日 は大 垣の ワイ ドナ ー 女史、 令 曰 は 金澤の チャプマン 君 並に 京 城の ケ， 1 ル 

君 等の 宣敎師 の 訪問 を 受けた。 すべ ての 宜敎師 が 余の 敵で はない。 或る 宣敎師 は 余の 善き 友人で あつ 

て、 余 も 亦 彼等 を 愛し 又 尊敬す る。 そして 余 を 了解して 吳れる 宣敎師 は 主に カル ビン 主義の ブレス ビ 

テ リ ャ ン 敎會 に隱す る 人 々である こと は (辛 はれない ^實で ある。 

八月 十日 (金) 晴 輕 井澤に 來て 日本の 所謂 上流 社 會の狀 態 を 見せられ 聞かされて 大に失 せ ざ 

る を 得ない C 彼等 は 衣食住の 事に 於ての み 上流であって、 精神の 事、 道德の 事に 於て は 下流で ある。 

此狀態 を目擊 して 「日本 國の 滅亡 遠から す」 と 心の底より 言 はざる を 得ない。 實に歎 はしき 事で ある- 

然し 國は 亡びても 此 美しき 天然 は 亡びない、 又 我が 捲き 置きし 幅 音 は 亡びない。 失望の 內の 希望で あ 

.る0 

八月 十一 日 (土) 晴 熊 本に 於け る 癩病 息 者の 保 p?^ 誘導 を 以て 有名なる リデル 女史に 招かれ、 晝 
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飯の 饗應 に， 與 つた。 立派なる 英國 婦人で ある。 渐 かる 外國 婦人が 其 一 生を獻げて我圃の瘤^？患者の看 

護に 從^ して 居る と 思へば、 嬉しく も あり 亦 悲しく も ある。 自分 も 亦 幾分な りと 彼女の 商 貴なる 事業 

に參與 せす ばなら ぬ -を 感じた。 歸途 ピャ ソ ン氏 方に 米國 プリ ンス卜 ン十、 ゅ敎授 マ ー チ ン氏を 訪問し 

た。 

八月 十二 日 (日) 晴 朝 借 宅に 於て 禮拜說 敎^!: を 間いた。 來會 者：：； 十人餘 り、. 2： 束 京 共 他 遠方よ 

りの 屮 Z 席 者が 七 人あった。 樂 しき 林 巾の. 合であった。 近 江 八幡の ボ ー リス 氏に 晝 飯に 招かれ、 多く 

の に 就て 敦 へられた。 

\ 月 十三 日 (月) 晴 火なる ィ ンテレ スト を 以て Hcnle  University  L-ibl.s.y 巾の L  •  G  • ホ 

ガ，' ス著 『古代^ 洋 を讀み 了った。 東 兩？ i 思想の 相違、 西洋 は li: 學を提 し、 東洋 は 宗敎を 供し、 

一 ；者相 待って 〈元 全の 文明 ある を說く 所に、 滿^ の 共.^" を 禁じ 得なかった。 一 ；お 五十一 = ^の 小 著述な りと 

雖も、 紀元前 一 千年より じく 三百 年に 至る までの 西方： „5i 細 "亞の 歷史の 梗概 を 叙述して 餘す 所がない 

やうに 思 はれた。 日本に 傅 道 せんとす る 凡ての 宜敎師 に 一 讀を勸 めた き 書で ある。 〇 下關 在留 米國宣 

教師 コル テス 氏 夫婦の 訪問 を 受けた。 輕井 潔に 來 りて 交際す る 寅 敎師が 主に プレ スビ テリ ヤン 系 (日 

基 派) の 人々 である こと は 不思議で ある。 之に次ぐは§^;公會の敎師達でぁる。 紙 合と メソヂ ストと は 

ヶ 口まで 一 人の" 父 1^ もない。 


八月 十四日 (火) 晴 暴氣强 し。 身を淸 風に 曝して 休む のみで ある。 東京の 人達に 對 して 甚だ 濟 

まなく 感す る。 

.^^月十五日 (水) 唐 余の 額 を 見たい とて 態々 遠方より 來る 人が ある。 馬鹿な 人達で ある。 余 は 

彼等に 告げて in ふ、 「僕 は 普通の 人で ある、 等に 特別 极ひ にせら るべき^ ではない、 僕は惡 いと 思 

ふ 事は惡 いと 云 ひ、 善い と 思 ふ 事 は 善い と 曰 ふ、 若し 普通の 人と 異ぅ 事が あれば、 唯 夫れ 丈け である」 

fc^i ち； ji ひ 

と。 余が 何 か 人の 知らざる 大 なる 祕密を 持って 居る と 思 ふ 人が あれば、 それ は大 間違で ある。 

-r.- 月 十六 日 (木) 晴 米國 ペン シ ルバ-一 ャ洲 ラン カス タ ー 祌學 校々 長 ドクトル. リツ チヤ ー ヅの 

訪問 あり、 其 所に 田 村 直お s、 木 村淸松 君、 官； 敎師 ミラ ー 君 も 居 合し たれば、 樹 下に 大 論壇が 設けら 

れ、 余が 何故に 宣教師 を 嫌 ふ 乎、 其 理由 をまで 聽亂 されて、 議論に 花 が^き、 甚だ 賑か であった。 田 

村 君の (一 几敎師 攻撃の 激烈なる 到底 余の 及ぶ 所でなかった。 我等 は 一 生 懸命に 我等の 立場 を 辯 明せ しも 

寅 敎師は 唯輕く 之を受 くるの みであった、 我等 は 多分 彼等が 傳道地 視察の 報 吿書を 作る 爲の 材料 を 給 

したに 過ぎない であらう。 余の 如き、 今日まで 幾间 余の 意見 を 彼等に 述べた か 知らない。 然し 未だ. 曾 

て 一 囘も それが 實 際に 採用され たる 例 はない。 宣敎師 の 多数が 其 宣教 事業に 一 生 懸命で あると は 余に 

は 思へ ない。 彼等 は 遊び半分に 日本に 來り又 滞留す るので あると 思 ふ。 ， 刃 論 少數の 例外 ある は 一一： 一口 ふま 

でもない。 
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八月 十七 日 (金) 晴 井澤に 来て 以來、 會ふ宣 敎師の 殆んど すべてが 余に 懸ける 質問 は 「君 は 

ふ". 敎師の n, ^滞在に 就て 如何に 思 ふ耶。 我等- X 敎師は n 本 を 去るべき 耶。 或は 止まるべき 耶」 と。 赏 

に 馬鹿らしい 問題で ある。 縦し 余が 「止まる に 及ばす、 去り 給へ」 と 云うた 所が 彼等が 去らない 事 を 

余 は克く 知って 居る。 故に 余は此 質問に 答へ て 曰 ふ 「諸 の內此 問題に 就て 疑 ひ を 懷く者 は-!? i しく 速 

に 去るべし。 而 して 人が 何と 一一 一一 c はう と 神に 遣され て來 りたる が 故に、 神が 去れと 命じ 給 ふまで は 決し 

て 去らす と 信す る 者の み 止まるべし」 と。 人の. を 聞いて 其 進退 を 決せん と 欲する が 如き、 宜敎師 た 

る 者の 決して 爲 すべから ざる 事で ある。 彼等 も 亦 バウ u の 如くに 「人よりに 非す 叉 人に 由ら す、 イエ 

ス キリストと 彼 を 死より^ へらし k 父なる 神に 由り て 立ら れ たる」 宜敎師 でなくて はならない。 去る 

ベ き 乎 留まる ベ き 乎と 會ふ人 每に專 ぬる やうな 宣敎師 は、 今日 直に 去る も：：： 本 は 少しも 損害 を 感じな 

いで あら う 0 

八月 十八 日 (土) 晴 輕井 潔に 来て 初めて 西洋人の 集會に 出席した。 熱心なる 祈禱 感話會 であつ 

た。 宣敎師 の內に 日本の 爲を思 ふ 者 ある を 知つ て 喜んだ。 唯 彼等の 熟 心に 強健なる 常識の 伴 はざる を 

歎かざる を 得ない。 彼等 は 何故に もっと 深く 日本 を 研究し、 日本人の 特性と 要求と に應 じて 其 爲に盡 

さない ので ある 乎。 彼等 は ni 本に 留まる 二十 年 叉 は 三十 年に 達する も、 碌に 日本語 を さへ 話し 得す、 

口 本文 を み 得る 者の 如き、 企 は 一人 も會 うた 事 はたい。 彼等 は 日本人 を 評する 事 多くして、 自 から 

口 本人の 心に 入りて、 其 同情の 友た らんと しない。 若し 彼等に 眞に 日本人 を 愛する の 心 あらば、 彼等 

は數 年なら すして 此阈に 精神的 革命 を 起す 事が 出來 る。 輕 井澤に 來て 見て 驚く こと は、 日本 在留の 宣 


敎. 師の 意外に 多き 事と、 彼等の 熱心の 主として 感情的た るに 止って、 余が 日本 を 思 ふが 如くに 一 生 i や 

命で ない 事で ある。 我等 は 日本の 敎化を 彼等に 待って はならない。 彼等 は 居な い^と 思 ふて、 一生 懸 

命に 我 國の救 終に 從事 しなければ ならない。 ， 冽 論 彼等の 內に 少数の 例外 ある は 言 ふまで もない。 

八月 十九 日 (日) 嗜 朝 屋外 緣蔭 涼しき 所に 聖日の 例會を 開いた。 來り會 する 者 四十 人餘 り、 

に 出席の 爲に 態々 横濱 東京より 來 りし 者 數 名あった。 べビ ー オルガンに 合せ 讚美歌 を唱 へ、 自分 は 

「美と 義」 と 題して 四十 分餘 りの 說敎 を爲 した。 林間の 屋外 集 會はス テキであった。 大手 町の 全會衆 

を 招いて 閒 きたい やうな 會 合であった。 〇 夜集會 堂に 於て ドクトル • マ ン n 1 の 宇宙 哲 與，； -に關 する 講 

演 があった。 余は簡 短なる 英語 を 以て 同 君を聽 衆に 紹介す るの 名 譽を擔 はせられ た。 今年 も 亦遂々 輕 

井^に 於て、 簡短 なりと 雖も 英語 演說 を爲 すべく 餘能 なく せられた。 

八月 二十日 (月) 晴 朝より 訪問者 多く、 讀 むこと 書く こと は 少しも 爲し 得なかった。 一年中の 

交際 を 一時に 爲す やうな ものである。 惡ぃ 事で はない。 人間が 社交的 動物で ある 以上、 斯 かる 機會も 

たくて はならない。 輕 井澤へ 舊 交を溫 め、 新 交 を 結ぶ ために 來 りたり と 思へば、 其爲に 消費す る 時間 

は 惜しくな い 。 唯計畫 の 仕事の 成らざる 事が 氣に懸 るの みで ある。 

八月 二十 一日 (火) 曇 高原の 編輯 日で ある、，. 例の 通り 樂 しく ある。 隣 縣富岡 町の 住 谷； 大來界 よ 

り 見舞の 書面に 左の 短歌 を 記して 送られた。 
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友 あらす 光 は 乏し 然かは あれ ど 

君 ゆえ 我 は ： つ 道 ゆく リ 

比 ひなき 力 を 人に 3^ せつ べき 

奇睛の 人 と^なり にけ り。 

三十 餘 年間 親交 を 緩け 来りし 一!?; の 如き 信仰の 友 あるが 故に、 背 敎者緩 出す る U 本ん：'：！： のお 仰界 におり 

て も、 ^ほ 我が 信仰 を 維持す る 事が 出來て 神に 感謝す る。 余 は 返歌と して 古今 $1^ の 左の 一首 を 復誦す 

るまで iz- ある。 

古 へ の 野な かの 淸水 ぬる けれど 

もとの 心 を 知る 人 ぞ 汲 む。 

八月 二十 二日 (水) 雨 訪問者な く、 亦 訪問 を爲 さす、 靜 なる 休息の 一 ：= であった。 ぺ ンが 少し 

動いた。 少しく 信仰的 自我に 立歸 り、 眞の 平安 を覺 えた。 國 のこと 又は 敎界 のこと を 思 ふ 時に、 我心 

は 不安の 念に 充 たさる。 然れ ども 萬 事 を 神に,^ ねて、 死して 甦り、 昇天して 今は聖 父の 右に 座し 給へ 

る主ィ H スを 仰ぐ 時に、 大 なる 平安 は復 たび 我衷に 臨む。 最も 嫌 ふべき 者 は 我！； 現代の 新聞 雜誌 であ 

る。 之に 目 を 觸れて 我心 は 汚れざる を 得ない。 淸き 一 日 を 送らん と 欲せば 之 を 手に 取らざる を 可とす。 

之を讀 まざれば とて 損失 は 少しもない 。 淸潔を 愛する 家庭 は 宜しく 之 を 排斥す ベ き で あ る。 「新聞 雜 

誌 記者 禁人」 の 檫札を 立ん と 欲する。 


八月 二十 三日 (木) 晴 歴 はしき 初秋の 一 日であった。 (氷に 在りて 休まん と 欲せし も、 或る 宣敎 

師の 訪問 を 受け *  ニ時餘 りの 御 說法を 聞かされ、 耐 へられなかった。 米國 人に 遠慮と 云 ふ もの はない。 

彼等 は 人 を 自分の 信仰に 引 込まん とする 時に、 熱心に 驅られ て 其 人の 信仰の 自 * を さへ 顧みない。 彼 

等 は 义人を 訪問す る 時に、 其 ポケットに 數冊 又は 數ト册 の^ W 子 を 運び、 之 を配附 して 敎義宜 傳の道 

プロ パ， .T  ニギ スト 

具に 川 ふる。 余は輕 井澤に 休養に 來 りて 是等 の 官： 傳者 に 平安 を 妨げられ しこ と尠 くな い。 實に 恐ろし 

ぃポ である。 

八月 二十四日 (金) 半晴 高原の暴菊强し、中田重治君の^^道に.£て、箱根に^^て 「§s 曰に 還れ」 

の 運動が 行 はれつ k あると 聞く。 此は 多分 米國に 於て 行 はる &フハ ン ダメン タリ スト 運動と 同じ 者で 

あると 思 ふ。 余 は 大體に 於て 之に 赞 成であって、 蔭ながら 其 成功 を 祈る 者で ある。 然し 乍ら 頭から 進 

化說 に反對 し、 一 も 二 もな く 高等 批評 を 担 否し、 曰 を 握る が 故に、 すべての 眞理を 握る 乎の 如くに 

思 ふ §も_ 書 主義に 余は贊 成す る 事 は 出來な い 。 聖書 に 還 る は 機械的 に 書の 文字に 還る ので はない。 神 

は 靈な れば 之に 事 ふるに 靈と眞 實を以 てせ ざるべ からすで ある。 我等 は靈を 以て 神に 還らん とする 時 

に、 ^*^書は神の言を以て我等を助くるのでぁる。 St 蟹 は 書 を 以て^き 給 ふ。 聖靈を 離れて sv^, 書と 雖 

も 死せ る 文字で ある。 聖靈が 解 釋し給 ふ 聖書の み眞の 神の 言で ある。 そして 聖靈は 人生と： 人 然とに 係 

はるす ベての 3 與理を 以て 聖書 を 我等に 解 釋し給 ふ。 如斯 くにして 我等 は靈性 理性 兩 つながらに 訴へ て 

聖書 を解釋 する 事が 出来る。 余 は 米國に 於て ブライ ヤン ト 氏が 取って 居る やうな 態度に 出る 事 は出來 

たい。 余 は 勿論 ブライアント 氏に 反對 する 人 等に も 反對 する。 M れ にしろ 何を爲 すに も 我等 は黨派 心 
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强き 英米人、 妹に 米國 人に 傚 ふべき でない。 D  .G  . ホガ ー スは其 著 『古代 東洋史』 に 於て 述べ て：：： 

O0000O00OO0OOCOO000OO00 

うた 「宗敎 の 事に 就て は 西洋 は 東洋より 舉 ばざる ベから す」 と (二三 六 頁)。 米國 人より 基督 敎を學 

ぶ は、 日本人より 憲法 政ュ S を學 ぶの 類で ある。 「聖書に 還れ， r 然れ ども 「米國 人が 還る が 如くに 還 

る.？ れ」 と 余 は 高調して 憚らない。 

八月 二十 五日 (土) 晴 加. 1 總理 大臣 逝去の 報が 傳 はりて 輕 井澤 滞在の 政治， お 連 は 今日 爭 つて 東 

京に つた。 ^ 閣乘取 運動に 從事 せん 爲 であると 云 ふ。 實に據 い 人達で ある。 3： 故此際 もっと 山の 奥 

に 引 込ん で 謹 慎 を 表さな いので ある 乎。 政敵の 死んだ の を歡ん で 飛んで 東京に 歸る やう な 政治家 達 に 

國.： ¥ を 委ねて、 不安 之より 犬なる は 無しで ある。 然し それ は それと して 輕 井澤 は靜に なって、 偸怏此 

上な しで ある。 今より 數 日間 高原の 天 下 は 我 有で ある。 ヒョ ドリの 群が 来りて 余と 森の 住居 を 共に す 

る。 ：| 後に 立 敎大學 の 杉 浦 貞次郞 君の 訪問が あり、 五 年 前の •  再臨 運動 當 時の 論 戰の事 は 全く 忘れて、 

胸襟 を いて 談 する 事が 出来て 嬉しかった。 君 も 亦た しかに 基督 敎界の ns? 將 である。 君に 對し 深き 

尊敬 無き 能 はすで ある。 人/ 日の 如き 場合に 於て、 すべて ィ H ス キリスト を 主として 仰ぐ 人 は、 すべて 

我に * 义 姉妹と して 認めざる を 得ない。 今 は 宗派 爭ひ义 は 敎義爭 ひ をす る 場合で ない。 普通 道德の 基. 

礎 さへ 壊た れんと して 居る 今日 此 時に 當り、 我等 キリストの 僕婢 は  一 unikKl  fl.cut  (一致せ る 陣形) 

を 作りて 共同の 敵に 當 るべき である。 此日又 羽 仁 もと子 女史の 訪問 あり、 ュ ッ タリと 談話 を 交える 事. 

が 出来て 幸であった。 彼女 も 亦 其 夫君と 共に 善 戰を戰 ひつ. 1 ある 事が 解って 嬉しかった。 輕 井澤に 來 

た * は 休養の 目的 は 達しなかった が、 交友の 目的 は 充分に 達した。 神 は 我れ 一 人 を 以て 此國を 救 はん： 


とし 給 ひつ i あるので ない 事 は 充分に 解った。 願 ふ 我圃の j-^ 督 信者が 此際 「平和と 云 ふ 愛の 鬚ぎ」 の 

內に 一致す る 事が 屮 I 來、 各自 を 其 事業に 於て 助け、 鬼に も 角に も キリストの 御 精神 をして 此國に 貫徹. 

せし むる やう 努めん 事 を。 

八月 二十 六日 (日) 晴 輕井 IS: に 於け る 最後の 聖日であった。 午前 十 時半より 假 宅に 於て 集會を 

^ いた。 來會者 四十 人餘 り、 相變 らす樂 しき 聖會 であった。 「誘惑に 勝つ の途」 と 題して 語った。 講 

演は餘 り 振はなかった、 然し 爲 さぐる に 愈る と 思うた。 < ^の 舌が 動く 11 は 余 は 聖日 毎に 聖書 を 講ぜす 

して は 止むまい と 思 ふ。 

八月 二十 七日 (月) 晴 初秋 快晴の 一 日であった。 朝家 族の 者 を 伴 ひ、 碓氷^に 遊んだ。 關 おの 

野 は 靄に 裹れて 見えなかった。 多分 其 下に 政治的、 經濟 的、 其 他の 多くの 雜惡が 行 はれて 居る ので あ 

ると m やった。 西の方 信越 方面 は 晴れ渡りて、 日本 國 特有の 美景 を 現 はした。 i¥ に歸 つて 東京の 新聞紙 

を 督 見して 厳氣が 催した。 日本 は旣 に 亡 國的狀 態に 於て 在る と 思うた。 然し そんな ことに は 一； 湫を 留め 

す 一 生 懸命に 神の 言を說 くの 急務なる を 感じた。 神の 天然と 聖書、 余 は それ 以外に 心 を 配ば るに &ば 

ない ので ある。 〇 午後野 付 牛 ピャ ソン 氏 方に 於て プリンストン 大 學敎授 ウィル ソ ン氏歡 迎の爲 の 園 遊 

會が 11 かれ、 余 も 招かれて 屮 I 席した。 多くの 英米 官 ー敎師 に， 紹介され た。 余が 聖書に 對 して 忠實 なるこ 

ゆる 

との 故 を 以て、 被 等 は ^の 宣敎師 嫌 ひを恕 して 吳れ た。 然し 餘り 好い 心 持 はしなかった。 集まりし 者 
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は 主に プ レ スビ テリ ャ ン敎會 並に 聖公會 の 人 々であった。 

. ^月 二十 八日 (火) 青 午後 綠薩樹 下に 小 園 遊き を 問いた。 來き者 十八 人、 內 男子 は 僅かに 三人- 

然し 少しも 女 々 しい 會 合ではなかった。 

八月 二十 九日 (水) 晴 婦人 共 東京に 歸り、 又 (仅 書生と 共に swwc めに なった。 ドクトル • マンロ 

1 に储 康診斷 をして 賀 つた。 强健とは稱すべからざるも全體に無^？の身體でぁるとの事でぁった。 六 

十 歳 以上の 身體と はとても 見えす、 五十 五六 歳の 健康 狀態 であるとの 事であった。 それ 丈け まだ 活動 

の 年 I：：： が あると 思へば 嬉しかった。 殊に 血 壓 が 平均 以下に 低い と 聞いて 大に 安心した。 〇 直敎師 との 

交際 が^んで 安心した。 今年 も 亦 彼等 孰れも^ を 其 敎會に 引 入れる 事が 出来なかった。 彼等 は 極めて 

少數を 除く の 外 はすべ て 宗派の 人で ある。 彼等 は 人なる が 故に 人 を 愛せす、 眞理の 爲に眞 理を尊 まな 

い。 彼等 は 人 を 自分の 敎會に 引 入れん が 爲に盡 力し、 自分と 敎 きを 共に せざる 者に は 信用 を 置かない- 

實に 卑しい 人達で ある。 其點に 於て、 彼等に 無神論者 又は 異端 論者と 云 はる、 人の 方が 遙に 尊く ある" 

實にせ 敎師に 接して 基督 敎が 厭になる。 輕 井澤に 來て 最も 厭な 事は此 事であった。 然し 乍ら 更に 余の 

無 敎^% 主義 を 固う する 爲に は此 事が 必要で あつたの であら うと 思 ふ。 

人 月 三十日 (木) 晴 今日 も 亦 「御 交際」 に 半日 以上 を 費した。 然し 無ハ A に 費した 半日で はな か 

つたと 3:3 ふ」 G  -p  .グー チの 『英國 政治 學 中へ』 を讀み 始めた。 其ホッ ブス 論が 非常に 面， U かった。 


宣敎師 の 說敎を 聞く よりも 遙に 有益で ある。 夏の 輕 井澤に 宗敎は 洪水の 如くに 流れて 25 る。 故に 宗敎 

に對 して 厭氣が 生る。 早く 此地を 去る に 非れば < ^自身が 無宗敎 に 成る の 虞が ある。 神よ.^ を ^敎師 よ 

り 救ひ屮 Z し 給 へ と 祈りた くなる。 

，r- 月 三十 I 日 (金) 半晴 此日は 「およばれ」 もた く、 書生と 共に 靜 かなる 初秋の  一 n を 送った- 

{1 敎 師全體 は 今猞 ほ 我等 日 本 の 基督 者 を 至 つて 幼稚なる 無學な る 者の やうに 見る が、 然し 彼等 官- 敎師 

自身の 無學 にも 亦 驚かざる を 得ない。 彼等の 一 人に バ 口 ン • ブンセ ンの 大著 『歷史 に 於け る 神』 を 示 

した 所、 彼 は 余に 問 ふて 曰うた 「ブン センと は 誰です？ 彼 は オル ソ ドック ス です 乎」 と。 余が 彼に 

ブンセ ンは 哲學と 政治と 信仰と を 兼ねた る 十九 世紀 中 薬の 獨 逸の 大學者 であった 事を吿 げた 所、 彼 は 

少しも 與味を 感じなかった。 叉 或る 米國 の神擧 博士 は ドクトル • ウィルソンの 博學 を稱揚 して 闩 うた. 

「彼 は 東洋 S1 十七 箇國の 語に 精通した 云々」 と。 若し そんな 人が あつたと すれば、 それ は 言語 學的奇 

跨と 稱す るより 外 はない。 そして さう 云 ふ 宣教師 彼れ 自身が 三十 年間 も 日本に 滞在して、 日本一 箇國 

の-言語 にさへ 精通し やうと も爲 ない ので ある。 無能と 云 はう 乎、 不親切と 云 はう 乎、 1^ しゃう がない、 

我！；に^^人近くの英米宣敎師が滯在して居て、 其內 一人 もが ドクトル • ウィルソンが 希 伯 來語を 知る 

丈け も 日本語 を 知らないと は賁に 情けない 次第で ある。 斯んな 宣教師が 何 萬人來 やうが、 日本 國は彼 

等に 依て 敎 化されない。 畢. 党す るに 宣教師の 傳道は 一 種の 道樂と 見る より 外に 見方がない。 

九月 I 日 (土) 雨 正午 少し 前に 強震 を 感じた。 淺間山 噴火の 前兆に 非す やと 思うて 驚いた。 然 
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るに 少しも 其 様子な く、 或は 方面の 激震に 非す やと 思 ひ 心配した。 夜半に 至り 豫想 通りなる こと 

を 知らされて 驚いた。 東南の 空 遙に火 焰の揚 る を 見た。 東京に 在る 妻子 家族の 身の上 を 思 ひ、 心 .^ に 

堪 へなかった、 夜 屮幾囘 となく 祈った。 そして 祈つ. た 後に 犬なる 平安 を 感じ、 黎明まで 安眠した" 

九月 二日 (日) 晴 危險を 冒しても 東京に 歸る ことに 決心した" 羽仁吉 一、 石 原 兵 永の 二君と 共 

に 午前 十 時 十分 發の 汽車に て輕 井澤 を發 し、 午後 ra 時 荒 川鐵橋 近き 川 ：！ 町驛に 下車した。 それより 病 

める 足 を引づ りながら 夜 卜 時 柏木の 家に 達した。 家屋に 比 絞 的 輕少の 損^ ありし 外に、 家挨、 E 居 人" 

召使の 者の 髮 一本 も 害 はれざる を 見て 感謝の 误を 禁じ 得なかった。 强震來 襲の 恐れ 未だ 結えす、 家族 

と共に 露營 した。 離れて 彼等の 身の上 を 案す るよりも、 彼等と 共に 危險の 地に 在る の、 いか 計り 幸な. 

る 平を覺 えた。 

九月 三日 (月) 雨 g 動歇 ます。 食物 僅かに 三 口 分 を 残す のみ、 其 供給に 苦心した。 近隣 相 助け 

て 相： 九 の S や： と 安全と を 計つ た。 放火の 虞 ありと て 备 家警衞 の 任に 當 つた" 

九月 四日 (火) 青 ^^设動昨夜來三ra囘感じたのみでぁった。 比較的に 靜 なる 日であった。 大手 町 

衛生 會 講堂の 燒失を h 確 "めて 悲しかった。 我が 愛する 大ピ ヤノと 大 オルガンと は ：2 時に 灰に 化した ので 

ある。 我が 滿四年 問の 靈的戰 闘の 行 はれし ァリ ー ナ (鬪 場) であった。 八， は 過去の 歷史 として 殘 るの 

みで ある。 鳴 呼 我が 该 かしき 衞生會 講堂よ。 


九月 五日 (水) 晴 呆然と して 居る。 恐ろしき 話を澤 山に 聞かせら る。 東京 は  一 n にして、 日本 

つ る ぎ  ？ は ？ 

阈の 首府た るの 榮譽を 奪 はれた ので ある。 天使が 劍を 提げて 裁判 を 全市の 上に 行うた や う に感 する。 

然し 是 は 恩惠 の 裁判で ある と 信す る。 東京 はん マより 宗 敎道德 の屮 心と なつ て 全國を 支配す るで あら う。 

東京が I れ たので はない。 「藝 術と 戀 愛と」 の 東京が 遣れた ので ある。 我等の 說敎を 以てして は 到底 

行 ふこと 能 はざる 大 改造 を、 神 は 地震と 火と を以 つて： 仃ひ 給うた ので ある。 「神の n に は 天 燃え 毀れ 

體 質焚銘 けん、 然れど 我等 は 約束に 囚 りて 新しき 天と 新しき 地 を み 待てり、 義其屮 に 在り」 と ある 

其 口が 来たので ある (ぺテ n 後書 三 章 十二、 十三 節 ：}。 玄關の 入 P に 左の 如く 張 出した。 

今 は 悲慘を 語るべき 時ではありません、 希望 を 語るべき 時であります。 夜 はすで に 過ぎて 光が 臨ん 

だのであります、 皆様 光に 向って お進みなさい。 殺さん 爲 の打擊 ではありません、 救 はん 爲の 名醫 

の 施した 手術であります。 感謝して 之 を 受けて、 健康に お進みなさい。 

我 民の 罪 惡を資 むる の 時 は旣に 過ぎた。 今より 後 は ィザャ 書 第 四十 章以ド の豫言 者と なり、 彼等 を 慰 

め、 彼等の 蒙りし 傷 を 癒さねば ならない。 「慰めよ、 汝等 我： を 慰めよ」 と。 

九月 六日 (木) 晴 昨夜 稍 強度の 震動 三 四 囘 あり、 夜警 前日に 異ならす。 關係 書店 潰滅 又は 燒減 

して 出版 委託の 著書 多く 消滅す。 然し 甚く 悲 まない。 多く は 一 時 的の 著書で ある。 消滅し たれば とて 

社會に 取り、 自分に 取り 担 害 は 至って 輕少 である。 其內ゃ i 永久 的 慣値を 有する 者 は 適當の 時に 新版 

を 見る であらう。 〇 今 井 館 聖書 講堂 を 警衛の 爲に上 京した 仙臺 第一 ー師 W 第三 中隊 第一 一 小隊の 營 所に 提 

供した。 此際 最も 適當の 使用法と 信じて 嬉しかった。 平和の， 一 i 音 を說く 所に、 鉄劍の M 戈バ たる 昔 を 聞 
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く は 今度が 初めてぐ ある。 〇 『gffi 曰 之 研究』 初號 よりの 印刷所、 秀英舍 第： 工場の 安全 を 聞いて 感謝 

した。 之に 依て 本せ .1 の發 行を績 ける ことが 出來、 叉 研究社 出版物 紙 刑 わの 安全が 保證 せられた ので ある 一 

大 なる 恩 ま 心と 稱 せざる を ai: ない。 

九月 七日 (金) 0 昨日 來强 震ニ囘 あり。 曾 ふまで もな く 圍 大混亂 である。 助ける こと も出來 

す、 助けら る. 'こと も出來 す、 只 生きん として 努力す るので ある。 「汝 等靜 かに 待 まば 救 はる k を 

得べ し」 とは此 時の 事で ある。 X 布 们來書 十二 章 二十 五 is 以下、 彼得後嘗三章^ >| 十三 節 を 冃ドの 光 疑 

に らして ん で 文字通りに 眞现 なる を 覺ゅ。 

九月 rf- 日 (土) 晴 事を爲 したく も £1 す i5s- が出來 す、 唯；！；^じて；；^っ のみでぁる。 ホ リネス 敎會の 

「唯^ ぜょ、 唯 信ぜよ、 信す る 者 は 誰も、 呰な救 はれん」 との 歌が 自然と 我が 替に 浮ぶ。 神の 犬なる 

恩 惠の奇 跨に 由ての み、 我等 は 此際救 はる &を 得る ので ある。 そして 我等 彼 を 愛する 者の 上に 斯 かる 

奇踪 の必す 臨む を 信す る。 背祌 者に 取りて は * 判の 時なる 此時 は、 順祌 者に 取りて は 特に 恩惠の 時で 

ある。 我等お 者は斯 かる 時に、 主が 或る 形 を 以て 我等に 顯 はれ 給 ふ 事 を 信す る。 

九月 九日 (日) 晴 ffi 動 未だ 歇 ます、 普通なら ば强 震と 認 むべき 者 を 二三 囘 感じた。 本宅に 聖會 

を， 仙 ふした。 來會者 二十 餘人、 近所 を撣 り、 讚美歌 を廢 し、 馬太傳 二十 四 章 を朗讀 し、 彼 得 後書 三 章 

十— 十三 節に 就き 「末日の 校 型」 と 題して： i じた。 同志 械災 者の 訪問 多し。 彼等の 孰れ もが 元 索なる 


に 驚いた。 彼等 平素の 信仰が 此際功 を 奏しつ i ある を 見て 感謝に 堪へな かった。 

九月 十日 (月) 今日は 夕に 至る まで 一： 1 も 震動 を 感ぜす。 橫 濱の箫 藤 梅吉 君の 燒死を 聞いて 

悲歎の-おに 暮れた。 梁の 下敷と なり、 親友 時田大 一 君に 援助 を 乞 ひし も、 猛火の 襲ひ來 りした めに 救 

ふの 遑 なく、 故に 握手 を 交へ、 簡 短なる 祈禱の 一 首 を 遣して 永久の 別を吿 げたと 云 ふ。 齋藤君 は 意 を 

決し、 靈魂 を主ィ H スに任 かせ まつり、 安らかに 死に 就いた であらう。 君 は 三十 年來 余の 信仰の 友で 

ある。 此間 _a 接 間接 余の 傳道 事業 を援 けられ、 最も 忠實 なる 余の 後援者の 一人であった。 余 は 今 君の 

露が 余の 靈 に^くが 如くに 感 する、 「先生 一足お 先き に 逝きます。 猶ほ繼 いて 行って 下さい。 イエス 

様の 所に 行いて 祈ります。 サョ ナラ、 ハレルヤ」 と。 余 自身 は此 際落膽 して はならない。 齋 藤お 其 他 

の 友人に り、 彼等の 分 をも盡 さなければ ならたい。 實 に眞劍 なる 時で ある。 

九月 十 一日 (火) 晴 足の 痛み 去らす、 出て 摇災の 友人 を訪ふ 事が 出来す、 殘念 である。 東京に 

於て は大； 资災 と稱 すべきより は 寧ろ 大火 災と稱 すべきで ある。 今より 少く とも 三年 問 は 山手 線が 東京 

なり さ  ，t こゝろ 

の 斡 線で あらう、 隨て 柏木 附近が 其屮 心で あらう。 不 m 心 議の成 行で ある。 聖旨 をして 成らし め 給へ で 

ある。 

九月 十二 日 (水) 晴 柏木に 避難す る 松屋 吳服 店の 自動車に 乘 せて 貰 ひ、 市中の 被害地 を 巡視し 

た。 其 慘狀首 語に 絕 せりで ある。 生れて W 來 未だ 曾て 如 斯き者 を 見た こと はない。 ソ ドムと ゴ モラの 
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覆滅 は 如斯き 者であった らう。 花の 都 は 荒野に 化した ので ある。 之 を 兄て 我心 は 狂 はん 計りで ある。 

ケに至て役に立っ者は^.;円年時代ょり養ひ來りし信仰でぁる。 

lu  t-lie  cress  of  CJlrist  I  g.lory. 

Towering^  o*er  tlie  .wrecks  oi  Time. 

荒れ はてし 世に も 髙 くそび ゆる 

主の 十字架に こそ 我 は ほこらめ 

柬京は 滅びても、 日本 は 滅びても、 然り、 全世界 は 滅びても、 びない 者が 唯一 つ ある。 それ は キリ 

ストの 十字架で ある。 そして 之に 倚りて 我も國 (A 漆 も 人類 も： 冉び 興る ので ある。 我等 信者 は援滅 の慘狀 

を！ ：！^. て 人と 共に 歎く ことなく、 主の 十 -ポ架 を 仰瞻 て 永久 不滅の 希望 を 起す ベ きで ある。 

九月 十三 日 (木) 雨 引 緩き 見舞 客 多く、 孰れ も 震災の 慘事を fSii る。 此日 我心 はお 太 傳廿八 章 十 

八. 節 以下 を 以て 固められた。 「ィ H ス 彼等に 語り： ：！ ひける は、 天の 巾 地の 上の 凡の 橫を 我に 賜 はれり 

云々」 と。 ィヱス は-大地の 大權を 握り 給 ふ。 我等が 視て 以て 善と たす 窜惡 となす 事す ベて 彼の 權 能の 

に 行 はる.^ ので ある。 故に 一 として 無意味なる のでない。 彼の 許可の 下に 起り し此 災害 も 亦 或る 聖 

き 目的 あっての 事で あるに 相違ない。 故に 我等 彼の 僕は默 して 其 成 行 を兑、 驚かす 又慌 ないで あらう。 

. 昇天し 給へ る 主が 萬 事 を 司り 給 ふと 知りて 我等に 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る眞の 平安が あるので ある。 

九月 十四日 (金 y 大雨 引-;^ き駿々 しく ある リ n を 周圍に 配りて 我 も 亦^と 共に 騷然 たらざる を 


得ない。 然し 時々 昇天せ るィ H スを 仰瞻て 平安 を间復 する。 彼れ 在して 其 聖意を 爲し給 ひつ  あるの 

であれば 我 は 安全で ある。 宇都 宮の靑 木 君 自動車 を驅 つて 白米 一斗 五 升 を 持って 見舞って 吳れ た" 神 

アン ゼル 

め 遣 はし 給へ る 天使で あると ひ、 一同 感謝に 溢れた。 

九月 十五 日 (土) 雨 荒れ模様 である。 悲慘の 報道 を 蒭らす 訪問者 あるの み。 郵便 は 来らす、 外 

银 との 交通 は 絶え、 すべ ての 仕事 は 休 正の 狀態 である。 少し 計りの 讀 書を爲 した 外に 何事 も爲 さなか 

ふる 

つた。 甚だ 勿體 なき 次第で ある。 ヒ ブライ 書 十二 章 二八 節の 「震 はれざる 國」 に 就て 考 へた。 又 同 十 

いつ <-* で 

三隶べ 節 r ィ H ス キリ スト は 昨 n も 今日 も 何時も 變ら ざるな り」 が 終日 我心に 響いた。 

九月 十六 日 (日」 晴 朝の 集會に 五十人 餘 りの 來會者 があった。 詩篇 第 西 十六 篇を讀 んで此 曰の 

讚美歌に 代へ た。 余 は 馬太傳 二十 八 章 十八 節、 「天の 內 地の 上の すべての 權を我 は 賜 はりたり」 との 

ィ H ス の 首に 就て 感想 を 述べた。 ィ H スは單 に 愛の 人、 完全の 人格者で はない、 宇宙の 大權を 其 掌中 

に 挺り 給 ふ 者で ある。 彼の 許可な くして M 事 も 起らない。 今 la の 震災の 如き、 亦 彼の 許可の 下に 起つ 

た 事で ある。 故に R 本國 民の 爲に、 世界 全人 類の 爲に、 最大の 善 を 行 ふ爲に 起った 事で ある。 我等 は 

何故に さう である 乎、 其 理由 は 判明ら たい。 然れ ども，： 于宙の 主が 許し 給 ひし 事で あると 信じ、 默 して 

唯 其 命に 從 はんと 欲する。 故に 唯 「嗚呼々 々」 と 云 ひて 悲歎に 耽らない。 「我れ 此 所に 在り、 我 を 遣 

し 給へ」 と 曰 ひて 主の 命の 降る を 待つ 云々 と 述べた。 此 日横濱 より 繙に身 を 以て 遁れ來 りし 兄弟 姉妹 

三 四 人 あり、 深き 同情に 耐えなかった。 

】 九 二  S 年  七 八 五 
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九月 十七 日 (月) 晴 引 緩き 悲しき 話 を 聞かせら る、 然し 我 は 萬 物の 主なる イエスキリスト を 信 

じて 强く ある を 得た。 故ヂ 一一 ー 氏 著 『ィ H スと福 昔』 が 犬に 我が 此：^ 仰 を 助けた。 斯 かる 時に、 た、. - 

のん 格 者なる キリスト は 用に 立たない。 彼 は 「人の子」 であって 天地の 大權を 委ねられ たる 者で なく 

て はならぬ。 

九月 十八 日 (火) 晴 今 口 亦 主に 在りて 安らかなる 一日 を 送った。 泥亂 の. 2： に 閑を竊 みつ、；：：. 

r  *グー チ著 『第 十七^ 紀英 W 政治 小史』 を讀み 了った。 長老 敎會 (口 基 派) は 民衆的 法王 主義で あ 

るとの 說に 共鳴せ ざる を 得なかった。 組合 敎會の 起原 は實に 立派なる 者であった。 それが 今日の 如く 

に 俗化した かと 思へば 痛 歎に 堪 へない。 何れに しろ 政治 上 信仰 上、 高贵 なる 自由 は 政府 並に 敎會の 外 

に 在った 事は爭 はれぬ 事實 である。 哲學 者べ ー コ ンの 政治的 意見 を讀ん で、 我國に 於け る文學 博士 井 

K 哲次郞 氏 を 聯想 せざる を 得な かつ た。 

九月 十九 日 一； 水) 晴 引接き 騷々 しき 一 日であった。 來る人 毎に 悲 慘の經 驗と實 話と を 語る。 之 

を 聞いて 自分 も 消 人る 計りに 感 する。 希望 を 語って 相互 をカ附 けんとす る 者 は 一 人 もない。 彼等が. 

りし 後に、 自分 獨 りで 生命の 主に 立 還り、 彼に 由り て 希 を 间 復 する のみで ある。 r 悲慘 である、 後 

は 如： E なる だら う」 と。 者 も 不信者 も是れ より 外に 語るべき 言 を 持たない ので ある。 家の 損害 も 亦 

忽 ひしよりも 大 である。 之に 由り て 幾分な りと 羅災 者に 同情す る 事が 出来て 感謝す る。 


九月 二十日 (木) 曇 萬 事 休.^: の狀 態で ある、 却て 無爲に 困し む。 祈 禱と學 習に て 日 を 送る のみ 

である 0 

九月 二十 一日 (金) 雨 羅災 者の 事 を 思へば 耐 へられぬ 苦痛で ある。 乍然 自分の 如き 平素 斯 かる 

場合に 處 する の途を 唱へ來 つた 者で あるが 故に 此際 急に 慰安 救護に 從 事す るの 途を 知らない。 唯 僅か 

ばかりの 自分 相應の 奉仕 を爲 すまで ぐ ある。 天災と は 云 ふ もの k 其 多分 は 人災で ある。 低き 快 樂と虛 

榮とを 追求め て 三百 萬の 民が 東京湾 頭 隅 田 川 河口の 一 地點に 集合した 事が 此 災禍の 丙を爲 したので あ 

る。 神 は 村落 を 造り、 人 は 都會を 作る。 虚榮の 街た る 都會の 無き 所に、 如何なる： 大 と雖も 過大の 損 

害 を 生す る 事 は 出来ない。 其 意味に 於て 今囘の 天災 は 確かに 天^で ある。 

九月 二十 二日 (土) 青 過ぐ る 半 ヶ月 間 滞在せ し 仙 蹇師團 第二 十九 聯隊 第三 中隊 第二 小隊の 兵士 

がん， n 今 井 館 を 去った。 彼等に 對し 厚き 感謝な き 能 はすで ある。 民に 平安 を與 ふる 爲の 軍隊で あると 

思へば、 敬せ ざるべ からす、 愛せざる ベから すで ある。 我等の 彼等 を 稿 ふの 甚だ 薄 かりし を 憾むリ 

九月 二十 三日 (日) 晴 新 秋 第一 の聖 曰であった。 聚書 研究 會を 午前と 午後の 二 II に 分けて 今 井 

館 書 講堂に 於いて 開いた。 朝の 集 會には 八十 人、 午後の それに は 十五 人の 來會 者が あった。 交通 不 

便の 爲と、 歸京 者殆ん どなき 爲 とに 因る であらう。 然し 乍ら ク、 振りに て舊 額の 友と 共に 集まる を 得て 
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樂 しかった。 今 囘の震 火災に 由り 永眠した る 者が 今日までの 所 四 人あった。 引續き 多くの 悲しき 話 を 

聞かされる。 希 伯 来書 十一 一章 八 節 を 講じて 一 同の 元 氣を引 立ん として 努めた。 

九月 二十四日 (月) 雨 荒れ模様 である。 一昨夜と 昨夜 家挨 と共に 夜 發に從 事し、 今日は； 同疲 

れた。 ％英 社印 刷 工場に 於て、 雜誌 九月 號の 組版が 初めの 六 頁 を 除く の 外 は、 全部 保存され た 事が 判 

明 して 感謝で あ つ た。 之で 通れながら も 今月 も 亦 例月 の 通り 雜誌を 出す 事が 出来て 感謝 此上 なしで あ 

る。 初めより 何ん と 不思議に 惠 まれた る雜 誌で あるで あらう！ 

九月 二十 五日 (火) 晴 今 井 館 W び 兵士の 屯所と ある。 引續き 柯 となく 騷々 敷く ある。 平素 不规 

律なる 市民 は斯 かる 場合に 於て 靜肅を 守る こと は 一 層 困難で ある やうに 見える。 救 濟に關 して は 金品 

を 集める 事 は 容易で あるが、 之 を 分配す る こと は 困難で ある。 市民 全體が 都市 復與 にの み 熱心に して、 

此 天|| に 遭 ふて 自己に 省みる の氣 風に 乏しき は 悲しむべき 事で ある。 共 事に 於て 例に 依て 例の 通り 新 

閜 紙に 尺 を 導く の 能力がない。 此分 にて 進まば、 役 興せる 東京 市 は 覆滅 以前の 東京 市よりも、 惡 しく 

は あると も 善く は あるまい と E 心 ふ。 此際大 なる 興味 を 以て 創世記 第 十八 章 第 十九 章に 於け るソ ドムと 

ゴ モラの 覆滅の 記事 を 研究す る。 四千 年 前に 西 亞細亜 死海の 南部に 起り し 大震災の 記事に 於て、 今 同 

束 .f? 細 .亞 日 木 東京に 起り し 事 實其儘 を讀む やうな 心 持が する。 n トの やうに 燒 けたる 東京 を 逃れし 本 

ほんじ VS 

誌讀 者の 一 人なる 或る 婦人より 主婦の 所へ 送り 来りし 書面の 一 部分 を 左に 指げ る。 彼女 は 本 所に 住ん 

で -ぉ つた 者で 今 は 茨城 縣某地 に 避難して 居る 者で ある。 


どんなに 悲慘 でありました か 申 上げる まで も 御座いま せんが、 私共 も 地震の 後に 火事が 起り まして 

生命 だけ やつ と 助かり 無事に 逃げました。 大切な 品 だけ 入れ ま した 舟 も 沈ん でしまい まして 丸燒け 

になり、 浴衣 一 枚で 隨分 困難いた してやつ と 五日に 母と 姉の 子供達 一 一人 つれまして 伯母の 家なる 當 

地に 避難い たしました から 御 安心 下さ い 。 私 は 甥 を おんぶして 家 を 出まして 再び 人る こ と 出来す し 

て 逃げました ので、 五 年 前から 集めました 『聖書 之 研究』 もみん な燒 いてし まいました。 衣類な ど 

境き ましたの は淺 念に も 思 ひません が、 二度と 揃へ る ことの 出来ない 一番 大切な 『聖書 之 研究， 一一 を 

失 ひました のは悲 しく 存じます。 突然の 不幸に 出會 ひましても 主により て 心 を 平和に すごす ことの 

出来ます の は 何より 有難い と 深く 感謝して 居ります。  ， 

之に 類した る 書面 は 他に も數 通達した。 我等の 信仰の 友に して 絕望に 沈んだ 者の、 未だ 一人 も ある を- 

聞かない。 但し 聖書と 讚美歌と 聖書 研究 會の會 員證を 失った と 云 ふて 歎いて 居る 人の 數人 ある を 聞い 

た" M れ にしろ 信仰の 大々 的 試練で ある。 信者 は 信仰に 依りて 此大 困難に 打 勝つ であらう。 卽ち 自分. 

の 智慧 や 能力 を 以てせす して、 神に 依り 賴 みて、 彼が 4 叩 じ 給 ふが 偉に 行 ひて 徹底的に 此 災害より 脫 31 

する であらう。 神が 活 きて 働き 給 ふ 事は斯 かる 場合に 於て 判明す るので ある。 


九月 二十 六日 (水) 晴 快晴の 秋の 日であった。 震災に つき 多くの 訪問客の 中で、 亥 木 基 敬 氏 を. 

以て 代表 せらる、 奈良縣 丹 波 市の 天理 敎 信者の ー團の 訪問 は 有難かった。 信仰 は 信仰、 人情. ほ 人情で 

ある。 此 厚き 愛情 こそ 眞の 神の 心で は あるまい 乎。 天理 敎 信者 中に、 ィ H スが ナタナ ヱルに 就て 曰 ひ- 
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給 ひしゃう なる 「視 ょ眞の 日本人に して 其 心^ 譎 なき 者 ぞ」 との 言に 合 ふ 者の 在る こと を 自分 は 疑 ふ 

市 は出來 ない。 

九月 二十 七日 (木) 半晴 少しく 落 付いた〕 然し 猶ほ 依然として 戒嚴令 下の 東京で ある。 卜 月 分 

雑誌の 編輯に 半日 を 消費した。 之 を 地震 號と稱 すべきで あらう。 東京 市の 復與が 惟一 の 問題で ある。 

S 単に 商資其 他物 質的 復興 を 謂 ふので あって、 精神的 復與を 語る 者 は 一 人 もない。 舊ぃバ ビ P ンが 亡び 

て 新ら しい バビ 口 ンが復 たび 興る ので あると 思へば 少しも 有難くない。 地震 も 火事 も 人の 心を變 へる 

の 能力で はない。 唯 祌の靈 のみ 此事 を爲す ことが 出来る。 舊き バビロンに 代りて 新ら しき H ルサ レム 

が 現 はる、 は キリストの 再臨の 時まで 待たねば ならぬ C. 

九月 二十 八日 (金) 晴 冷氣來 る。 ^災 者に 對し 同情に 堪 へない。 校正、 原稿に て 全日 を 送った. - 

九月 二十 九日 (土)  1^ 人 を 送りて 輕井洋 を 引上げた。 多事多難なる 夏であった、 休養 どころ で 

はない、 一一-一 11 盡 されぬ 心の 苦惱 であった。 「主よ 赦し 給へ」 である。 〇 朝鮮の 或 人より 左の 如き 朝鮮 新 

聞の 記事 を 書き送って 來た。 

本リ 十. K 日 大邱新 町 南 城 町の M キリスト 敎會李 萬 集 氏 一 派の 敎徒は 金 線 キリスト 敎會と 相 呼 應の上 

等 米！： 人經營 の敎. ^より 脫 退して 鮮人 自治 を 申合せ、 同一 一 卜 六日 約 五 干 枚の 宣言書 を 一 般敎徒 及 

び 各方 面に；^ 布して 米國人 宣教師の 横暴 を 鳴らし、 鮮 人は鮮 人の 敎會 として 獨立 自治す る 3" を聲明 


したが、 來る 九月 二日の 日曜日 を 期し 三 敎會相 通じて 大々 的に 是れ が實行 運動に 着手す ベ く 目ド粵 

ら 準備中で あると 云 ふ。 

キリス ト敎 S 皆の 獨立 運動が 日本に 於て に 非す 朝鮮に 於て 始まりし 事 は、 生鎮 ある 1^ 仰 は 却て 朝鮮に 在 

て = 本に 無き 事 を 證す るに 足る。 然し 乍ら 宣傳 ビラ を 撒く とか 大々 的 運動に 着手す ると か 云 ふ 事 は 止 

めて 貰 ひたい。 此は 米國人 自身が 爲す 所であって、 我が 東洋の 基督 信者 は 之に 傚って はならない。 我 

等 は主ィ H ス キリ ストに 傚 ひ、 從順 謙遜 を 以て 是等 不虔 傲慢の 米國ふ 且敎師 に反對 すべきで ある" そし 

て 米 圃の敎 會に對 する 最も 有效 たる 途は 彼等の 金錢 上の 補助 を斷 はる 事で ある。 米國 宣敎師 と金 錢的 

關係を 絡ち て 彼等より 絕對 的に 獨立 する 事が 出来る。 彼等より 金 錢を受 くる は (ぎ 々稀れ なる 場合 を- 

除く の 外 は) 我等の 靈魂を 最大 危險 に^す 事で ある。 

九月 三十日 (日) 曇 朝の 集 會に百 人 以上、 午後の 集會に 十五 六 人の 來會 者が あった。 引っ^き 

靈災の 意義に 就て 語った。 r ソ ドムと ゴ モラの 覆滅」 と 題し 創 *1 記 卜 八 章 十九 章の 研究 を 始めた。 夜、 

鹿兒島 縣大岛 郡德之 島に 傳道 せし 松 本 太平 君、 同 島 在住の クリス チヤ ン 醫師武 原嘉豐 氏と 共に 八，. 井 館 

に 宿泊し、 二君より 彼 地の 地理、 風俗、 言語、 物產 等に 就て 聞き、 犬なる 與 味を覺 えた。 俊寬が 流さ 

れし 鬼界ケ 島より 程遠から ぬ此 島に も亦靈 的； i 音の 種が 播 かれ、 善き 果を 結びし 實例を 示され、 大な 

る 感謝で あつ *。 別に 傳道會 社 を 起して 傳 道せ しに 非す して、 唯 同志の 努力に ぬて、 斯 かる 遠方の 所 

にまで 我 福音の 傅 はりし を 居ながら にして 示されて、 我が 感謝と 滿 足と は譬 ふるに 物な しで ある。 
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十月 I 日 (月) 曇 大震 以來滿 一ヶ月で ある。 長い 多事の； ヶ月であった。 全世界が ー變 したや- 

うに 感す 一る。 萬 事が 不安に 成った。 不安なる が當然 である。 「我等 此所 (此 世界〕 に 在りて 恆 に^つ 

べき 城邑 なし、 惟來 らんと する 城邑を 求む」 である (ヒ ブライ 書. H 一： 章 十 m 節 )o 震 はるべき 此 地に 

. ^りて 何物 も 永久た る はない。 變ら ざる 主に 賴 るの 如何に 樂 しきょ。 夜 t: 團の 組織 成り、 今より 一 週 

に： 度つ ぐ 夜番に 從 iii- したければ ならない。 

十月 二日 (火) 曇 靈動 まだ.：： 心まない。 用 車 を；^ ねて 市中に 行いた。 大災 後一 ヶ月の 今 n、 まだ 

^^^；^狀態でぁる。 大日 本 衛生 會の 跡を訪 ふて 淚が こぼれた。 灰の 中より ピアノの 燒殘 りの 銅線 一 本 を 

拾 ふて 歸 つた。 日本 國に 取り 善き 事で あつたと は 思 ひながら も、 其 慘狀を 見て 强く 痛まざる を 得ない。. 

十月 三日 (水) 曇 雜 誌の 校正 並に 編輯に 從 事した。 山縣 五十雄 の 訪問が あった。 松 江 市 方 

文士"^ の 見舞 狀の ； 節に 口く 「聞く も 恐ろしき 此 度の 大 慘狀、 幾 十 萬の IM 胞 が不眞 面目な 私共の 身代 

りと 相 成り ド されし 思 ひいた し、 |« 起 する 所なくて は 相^み 不 中と 存 居り 候」 と。 我等 何人に 取りて 

も：； • 化が 令 度の 災禍の 本當の 見方で あると 思 ふ。 山縣 君と 此 を 語りて 大に 相互 を 警めた。 

十月 四日 (木) 晴 雜誌 編輯に 全日 を 費した。 日本 は 依然として 不信 國 である。 其 政府 も 人民 も- 

此大災 -：!|： に^ ふて 罪 を 悔い、 神に 頼りて 復與を 計らん とせす、 唯 山 本 權兵衞 とか 後藤 新 平と か 云 ふ 人. 

達に 依りて、 以前と： IE 様な 物質的 强國を 再び 作らん として 居る。 斯 かる 國 民に 向って 悔改 とか 新生と 


か 云 ふ 事を說 くも 全く 無用の 事で あると 信す るが 故に 唯 沈默を 守る のみで ある。 彼等 は更 らに大 なる- 

天譴 を 蒙らなければ 目 を覺ま さぬ であら う。 祌ょ ：！！ 本 を憐み 給へ と 唯 祈る のみで ある。 

十月 五日 (金) 晴 昨夜 順番に 當り、 自警 圑の. 夜番 を 務めた。 2： 村 醫學士 金剛杖 をつ き 提燈を 持 

つて 前に 進み、 老 先生 拍子木 を 鳴らしながら 其 後に 從ふ。 晝間は 到底 演じ 難き 業で ある。 震災が 產^ 

せし！ 稽の 一 である。 〇 雜誌 九月 號が遂 々出た。 感謝の 至りで ある。 之で 過去 二十 ra! 年間 一 囘も； 刊. 

する 事な く發 行す る 事が 出来た 次第で ある。 然し 郵便局 は 未だ 第三種郵便物 を极 はす、 又 市中の 受次 

書店に して 未だ 開店せ ざる 者 多く、 爲に讀 者の 乎に 配ば る 事が 屮：； 來す して 残念であ る 。 

十月 六日 (土) 雨 震災の 結果と して 東京の 文士と 藝人 とが 多く 大阪に 移住す ると 閒 いて 甚だ 喜 

ぶ。 以. 來 東京 は 健全なる 思想の 中心と なって 欲しい。 近 松 門左衞 門の 榮 えた 京阪 地方が 今の 軟弱 文學 

者に M 取 も 適して 居る と 思 ふ。 幽靈は 箱 根 以東に は 居ない と 昔から 稱 へられて 居る。 願 ふ 幽靈に 等しき 

現代 文士の 一 人 も 殘ら. fv 凼嶺 以西へ と 其 巢窟を 移さん こと を。 然 らば 關東は び 往時の 强 健に 歸 りて、. 

多くの 淸士 勇者 を產 する に 至る であらう。 序に 薩長 土 肥の 政治家 達 も 西の 海へ と歸 つて 吳れ、 ば 更 ら 

に 幸福で ある。 

十月 七日 (日) 曇 今 井 館に 於け る聖 會は滿 員の 狀 態であった。 此後如 3： にせん 乎が 重大なる 問 

題で ある。 主 は 宜しき に 導き 給う であらう。 「アブ ラ ハムと D ト」 と 題して 創世記 第 卜 三 章に 依り 
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「ソ ドムと ゴ モラ」 の 覆滅の 第二 M を 講じた。 口 卜に 臨みし 不幸 を 語る のであって、 摇災の 兄弟 姊妹 

みこと は 

に對 し、 甚だ 氣の 毒に 感じ、 思 ひ 切って 一 百 ひ 得なかった。 主 は 其 聖言を 守り 給 ふと 信じ、 萬 事 を 彼に 

ti^ ねまつ りて、 自分で 自分 を 慰めた。 

十月 八日 (月) 暴 _| 少しの 用事 を 兼ねて 市屮に 行いた。 追 は 東京で ある。 自づと (仪與 しつ、 ある。 

勿論^に.： 仅與 しまい。 然し 大 なる 市と して 復 たび 起つ は 疑 ひない。 今；！ の 災禍 は 罪 惡の增 長 を 一 時 挫 

いたに 過ぎない。 然し 夫れ 丈け でも 有效 である。 時々 靳 かる 審判 的大荒 魔が 降る にあら ざれば、 人類 

の 喷落は 底止す る 所 を 知らない であらう。 

十月 九日 (火) 雨 地震 氣分は 八/も 止まない。 又 時々 輕ぃ 震動が ある。 此際 人生の 悲慘を 語る 事 

の 外は惡 い 事で ある 乎の 如くに 感ぜら る。 然し 悲慘を 語る 計りが 人生の 業務で ない。 八：' や 努めて 地震 

と 火事と を 忘れる の 必要が ある。 心 を 永遠の 眞理に 走せ て 其處に 永遠の 安定 を 求む るの 必要が ある。 

其 E 的 を 以て 二三 日來犬 文と 哲學の 復習 を 始めた。 殊に 此際 有神論の 研究に 與 味を覺 ゆる。 人類に 多 

く の 災禍 を與 ふる 天然の 出来事 を 神 の 聖 業と して 見る 事が 出来る 乎、 是れ 信仰 上 重大 の 問題 で あ る。 

折；：^ は 決し て 道樂 ではない。 忠苦 多き 人生に 處す るに 方て 必要に して 缺 くべ からざる 研究 で あ る 。 

十月 十日 (水) 雨 桑 港 古庄 弘 君の 訪問 を 受けて 嬉しかった。 太平洋の 彼岸に 友人の 一 圏 ありて， 

^:5^^業を桉助し5^<れるを知って非常にカ强く感じた。 此日又 山 岸 壬 五新 潟より 来りて、 犬なる 喜びで 


あった。 其 他 遠近の 同志より 援助 を 申込 まる \ ありて、 震 火災に 由て 失 ひし 物 は 充分に 挽囘し 得る の 

見込 立ちて 感謝に 堪 へなかった。 神 は 今 囘の變 事に 由て 大恩 惠を 降さん とし 給 ひつ 、ある は 明かで あ 

る。 §\^名は遠からすして帝都の中央に揚るでぁらぅ。 感謝で ある。 

十月 十 I 日 (木) 曇 昨夜 暴風雨、 摧災 者の 困難が 思 ひ やられて 辛かった。 足が 痛んで 外出が 出 

來す、 * に 在って 書く こと 丄讀 むこと 計りして 居る。 甚だ- 濟 まない 次第で ある。 蘇 蘭 土の 學者 W.L. 

デビ ドソ ン著 『近代の 有神論』 を讀了 はった。 有神論に つき 過去 三 卜 年間、 深い 研究が 行 はれつ &ぁ 

りし 泰を敎 へられて 有益であった。 人生 最大 問題 はや はり 祌に關 する 問題で ある。 彼 は 栗して ある 乎、 

彼の 性格 如何、 世に 檨發 する 災害 は 善 神の 至上 權を認 むる 上に 於て 妨害と ならぬ 乎。 是は 決して 閑 問 

題で ない。 解決 を 要する 重大問題 である。 金品 を 以てする 救恤 のみが 唯一 の救恤 でない。 眞理を 以て 

する 救恤が 夫れ 以上に 大切で ある。 哲學の 研究 も 亦此際 等閑に 附 して はならない。 

十月 十二 日 (金) 雨 日曜 講演 準備の 爲に 全日 を 費した。 

4" 月 十三 日 (土) 青 秋晴の 好 日和で ある。 今度の 天災に 就て 思 ふ 事 は、 人 は 難に 會 ふて 善人 

に 成らない 事で ある。 善人 は 息 難に 由て 益々 善く せらる、 が、 悪人 は 之に 由て 刖に 善くなる と は 思へ 

ない。 串^ 難に 淘汰 的 價値は ある。 卽ち善 を 保存して 惡を滅 すの 能力 は ある。 然し 乍ら 惡人 を變 へて 養 

人と なすの 能力 はない。 此 能力 は 只 神の 聖靈に 於て 在る のみで ある。 
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十月 十四日 (日) 曇 柏木^ 書 講堂 は 來會者 を 以て 溢れた。 聽衆百 八十 人 程、 殆んど ii 詰の 狀態 

であった。 相變ら す會員 の牧容 問題 を 以て 困 しめらる。 此日 「天使の 訪問 並に アブ ラ ハ ム の 執 成」 み 

題して 創世記 第 十八 章 を 講じた。 神の 慈愛と 忍耐と を說 くので あって、 自分に 取りて は 近頃に ない 氣. 

持の：^ い 講演であった。 

十月 十五 日 (月) 雨 夜今井館に於て桑港古庄弘^；の歡迎會を間ぃた。 ^志來會するニ十人、 夕 

飯 を 共に し、 有， 朋自 n 遠方 1 來、 不一 一 亦 樂ー乎 を 充分に 味うた。 震災の 悲哀 を 償 ふ爲の 善き H ピソ ー ドで 

あった。 然し 談話 は 震災 並に 救助の 外に 出なかった。 災後 四十 五日の 今日、 我等 は 朱 だ 思念 を 他の 問 

題に 運ぶ ことが 出来ない。 

十月 十六 日 (火) 晴 猶ほ引 綾き 恐ろしき 話 を 聞かせら る。 人 は 悲慘を 語る に 雄 辯であって、 感_ 

謝 をに i るに 訥辯 である" 神 は 七十 年に 一 罔 大地震 を 送り 給 ふに 過ぎす、 そして 六十 九 年間 平和と 繁榮 

と を 下し 給 ひしに 係 はらす、 恩惠を 感謝せ すして、 災禍の み を 語る。 余 は ケ囘 ffi 災を免 かれた るが 故 

に 此く云 ふので はない と 思 ふ。 余 は 多年の 間 人の 喜ぶ 時に 悲しんだ〕 余に も 眩けば」 仏くべき 事 は淨山 

にある。 然し 余の 生涯と 雖も 決して 悲慘 のみの 生涯ではなかった。 余の 生涯に 於ても 喜び は 悲しみよ 

り も遙に 多く ある。 信者 は 殊に nJT ふ 人」 である。 不信者と 共に いつまでも r 悲慘の 極、 酸鼻の 極」 

を 速發す る は 決して 美 はしい 事で ない。 畢竟す るに 眞の 信者 は 極めて 少數 であ る。 


十月 十七 日 (水) 晴 連績 せる 地震 氣 分より 暫時たり とも 脫 出せん 爲に、 內村醫 學士； E 道に て、 

野 州 ir 原に 淸遊を 試みた。 紅葉に はま だ 少し 早かった が、 害 はれざる 天然に 接して、 大に 我心 を强く 

した。 東京が 亡びた のであって、 日本 全國が 滅びた ので はない。 震 はれざる 燒 かれざる 山野 はま だ澤 

山に 殘 つて 居る と 思うて、 久し振り にて 大 なる 平安 を 感じた。 伍し 原の 仙境に 入りても、 話柄 は 唯 

此事 ばかり、 殊に 褪災 者に 遠慮して か 来り 遊ぶ 者 は 甚だ 少く、 犬なる 旅館に、 我等の 外に 二三 組の 旅 

客が あった 丈け であった。 夜 若き 醫學士 と共に 「狂」 と は何ぞ やと 云 ふ 問題に 就て 攻究した。 

十月 十八 日 (木) 晴 木 は 鋭き 秋の 日光 を 浴びて、 箒 川 沿岸の 風光に 緊張せ る 心 を 緩め、 正午 少 

し 過ぎ 歸途に 就いた。 那須 野原の 醬： 熟の 色 美 はしく、 三等 汽車の 乘 心地好く、 夜 八 時 柏木の 家に 歸っ 

た。 :s つて 直に 夜警の 任に 就いた。 碧 空色の 龍膽の く 凝 原の 溪 谷と、 拍子木の 昔 響き渡る 東京の 郊 

外と、 其コ ン トラストの 如何に 大な るよ。 地震 は旣に 止んだ。 止まな いのは 人の 罪惡 である。 災後五 

i = を經る 今日、 放火 竊盜の 危險は 依然として 存し、 我等 は 交代に 夜毎に 警戒せ ねばなら ぬので ある。 

十月 十九 日 (金) 晴 靜 かなる 麗 はしき 秋の 日であった。 今日は 久し振り にて ー囘も 地震の 話 を 

聞かなかった。 但し 米國 並に 歐洲 よりの 慰問の 書面 は續々 到着し つ、 ある。 

十月 二十日 (土) 晴 信仰の 必要に 就て 考 へた。 神 も 愛 も 正義 も 無い やうに 思 はしめ る 事 實は澤 
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山に 在る。 若し 人生の 事實其 物に 注 R するならば 無神論者に 成る ま で^ある。 然し 我等 は强 ひて 祌を 

信す るので ある。 萬 事 萬 物の 善なる を 信す るので ある。 そして 靳く 信じて-: 千宙 人生 を 觀れば 一 として 

蕃 ならざる なしで ある。 信で ある、 信で ある、 信 は 萬 物 を 善 化する 奇術 的 能力で ある。 信な くして 眞 

の 幸福 はない。 信す る 丈け で 世界が 樂園 化する と S 心 へば 誠に 有難い 事で ある。 

十月 二十 I 日 (日) 晴 蒸 暴し。 午前と 午後と ニ囘に 講演 會を 開いた。 午前 は 立錐の 地な き集會 

であった。 創世記 第 十九 章 を 「ソ ドムの 罪と ロトの 運命」 と题 して 講じた。 餘り匿 はしき 題で はない 

が、 s,^- 書の 眞意 を傳 へて 誤らなかった と 思 ふ。 午後 は 來會者 九十 人 程あった。 重に 學生 であ， つた。 

「神の 在る 證據」 に 就て 語った。 差した る疲 勞を感 する 事な しに 一 日 ニ囘の 講演 を 爲すを 得し 恩惠を 

感謝した。  . 

十月 二十 二日 (月) 半晴 雜誌 十月 號 が出來 た。 此混亂 の 時に 際し、 一ヶ月に ニ囘發 行す る 事の 

出 來しは 感謝の 至りで ある。 印刷所の 安全な りし 事が 其 理由の 一 つ、 其 他の 理由 は 我等 平生の 節儉が 

功 を 奏し、 牧入 殆んど 杜絶の 此 時に 際し、 何人に も 負 ふ 所な くして、 すべての 支 拂に應 する 事の 出來 

る 事で ある。 獨立傳 道 は 深き 注意 を 要する 眞劍の 仕事で ある。 世の 評判 を 恐れて、 勤儉 貯蓄 を 怠りて _ 

人， 口の 如き 場合に 處 して 行 詰る やうで は、 到底 此 大任に 當る事 は出來 ない。 神 も 亦已を 助く る 者 を 助 

け 給 ひて、 今 口まで 旣に 多く の^人 を 通う して、 物質的に も 我等 を 助け 給うた。 感謝の 極みで ある。 


十月 二十 三日 (火) 晴 雜誌 編輯に 全日 を 費した。 我が 事 はや はり 雜誌 中心で ある、 講演 ゃ演說 

は附 たりで ある。 講演の 爲に雜 誌 を 怠る こと は出來 ない。 講演 は 止めても 雜誌は 綾け ねばならぬ。 講 

；；诚 は 僅かに 東京 を敎 ゆる 事であって、 雜誌は 全 圃を敎 ゆる 事で ある 0 我が 全 精力 は 之を雜 誌に 注がな 

ければ ならない。 雜誌は 地方 實 直の 人を訪 ふ。 講演 は 背教者の 卵子なる 多くの 在京 學 生の 聽く 所と な 

る。 雜 誌の- と 講演の 劣と、 到底 比ぶ る 事 は 出来たい。 

十月 二十四日 (水) 雨 講演 を繼 綾す る 以上、 柏木^ 書 講堂 以上のより 廣き 講堂 を借受 くる 必要 

が ある。 而 かも 之 を 得ん と 欲して 能 はす、 大に 心を惱 ました。 然し 翻って 思 ふ、 僅に 百 五十人 を容る 

る 我が 柏木の 講堂で 足りる ではない 乎と。 古き 臘の 學 者の 一 人 (テ ー ル ス であった か、 ピサ ゴ ラ 

ス であった か 忘れた) 曾て 三 四 人容る i に 足る の 家 を 造りて 大 なる 滿足を 表した。 人の 其狹 きを 評す 

る 者 ありければ、 彼 は 答へ て 曰うた 「余に して 若し 此 堂に 充 たす 丈け の 友人 を 得ば 足れり」 と。 自分 

の 場合に 於ても 同じで ある。 若し 柏木 SA 曰 講堂に 容 る- i けの 眞の 基督 者 を 獲る を 得ば、 ^s<?^^4i 

此上 なしで ある。 數は ii ない 方が 宜ぃ。 大手 町の 九 百 人 を 柏木の 二百 人に 煮詰めて、 初めて M 體 らし 

ぃ團體 が出來 るので あらう。 此 際より 廣き 講堂 を 求む るの は 米國的 精神に 出る ので あらう。 狹き 講堂 

を 以て 滿足 する のが、 日本の 精神であって、 亦 キリストの 御 心で あるで あらう。 

十月 二十 五日 (木) 晴 涼しき 快き 麗 はしき 秋の 口に 獨り靜 に雜誌 編輯に 從 事した。 近隣 は 震 害 

の 修復に て 多忙で ある。 下町が 燒 けて 山 之 手 は 急に 繁華に 成った。 困った ものである。 今や 閑 靜は郊 
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外にても 得られない。 若し 平穏 を 得ん と 欲するならば 全然 東京の 地 を 去らなければ ならない" 然し 平 

安を樂 しむ. 計りが 人生で ない。 人と 共に 苦しむ の も 亦 幸； i の 一 つで ある。 そして 平安 は キリ ス卜を 信 

じて 我が 心の 衷に 得られる。 身 を 惡の W に 置きながら、 聖き 天の 幸福 を H ン ジョイ (享樂 ) する 事 

が W 來る。 然し 塵と 惡 臭との 東京 市外に 住みて、 秋來る (母に、 舊き 日の 北海道 や 新 英洲に 於け る淸き 

樂 しき 秋が 思ひ屮 I される。 鮭 飛び、 崎 群る 石 狩 河畔の 秋、 又 林檎 紅ら むコ ンネチ カット：^^ の 秋、 想 

へば^.?赐自づから動くを覺ゅ。 然し： ：！^ は な 過ぎし 昔の 夢で ある。 石 狩 河 も 今や 濁流と 化し、 コンネ 

チ カット 河 も 亦、 其兩 岸に 前の ピュ ー リタ ン的 ssf 純 を 見る 能 はざる に H 土った。 平安と 祝 幅 は 地に 於て 

は 得られない。 キリストの 靈の 宿り 給 ふ 所に は、 縱 令背敎 者の 生產 地た る 東京に 於ても、 人の すべて 

. 思 ふ 所に 過る 眞の 平安が ある。 〇 瑞 西國ジ ュネ ー ブ 滞在 河 西實三 夫人 田 鶴 子よりの 音：； 5 の內に 左の 如 

き歐洲 外交 界の觀 察が 載せて あった。 深き 眞理を 穿てる 觀察 であるから、 彼女の 許可 を 得すして 玆に 

之 を _t 救す る。 

ジュネ ー ブには 今國際 聯盟の 總會 が開會 中で ございます。 國際的 正義の 名の もとに、 凡ての 國は他 

國の 不正、 侵害 を訴 へて 出ます けれども、 自國の 非、 己れ の 惡を吿 白して 赦しを 乞 ふ 者 は 一 も ござ 

いません. - イギリスが 其 非を悔 ひ、 ドイツが 己れ の爲 した 凡ての 罪に 泣き、 フランスが 自分 こそ 惡 

かった と 思 ふので なければ、 とても ョ ー u ツバ の 平和 は 到達し ないで ございませう。 自己の 罪 を 思 

はない 故に 各國 問に： A 々憎賊 の 念が 增す ばかり、 そうして 人 は 憎しみの 念に かられる とどん な 酷 

な^で もす る もので ござい ます 故、 このま、 ゆけば お： 互に 殺し あ つて 滅びる よ り 他 にご ざい ます ま 

い。 せろ しい ことで ございます。 E" ての よき 事 は 先 づ悔ひ 改めてからで なければ 來 ない 事 を この ご 


ろつ くぐ 實感 いたします。 己れ の諫に 泣いた 事の ない ものが 說く愛 や 平和 は、 夢よりも ろい、 な 

ぐ さみ 半分の 議論に すぎますまい。 悔ひ 改め をす i める どころ か、 口に は阈際 正義、 國際 平和 を唱 

へ 乍ら、 ドイツ人 にあへば フラン スを惡 く 云 ひ、 フランス 人に あへ ば ドイツ をけ なすと いふ 樣な 

diplosatic 精神 こそ 呪 はれる で ございませう。 弱い 私達ち はこの 精神 にや、 とも すれば 落ち 入って 

了 ひます。 ほんとうに 悲しう ございます。 云々 

實に Poor  Europe  (憐れなる ョ Icl ッパ) である。 二 千年間の キリスト 敎の 宣傳を 受けながら、 令 

なほ 此狀 態で ある。 ョ ー & ツバ は擴大 された る ユダヤた るに 過ぎない。 祌 より 多くの 預 一一-一 n 者 を 遣られ 

ながら、 今にな ほ悔ひ 改めない ので ある。 彼等の 中に、 美術、 哲學、 科學、 工業、 經^、 其 他す ベて 

の もの は あ. るが、 唯一 つ 廣 の 福音 は 今 も猶ほ 無い ので ある。 そして 日本 も 亦 同じで ある。 日本 は歐洲 

人の 文明 を 輸入して、 同じ 滅亡の 淵へ と 進み 牲 きつ & あるので ある。 「罪 を悔 ひて 神と 和らぐ の 心」、 

是れ なくして 文明 は 幸福で なくして 害毒で ある。 つまる 所ョ ー 0 ツバ 文明 は 基督 敎 ではない、 丁度 其 

ず 一反 對 である。 口 本人が ョ ー n ツバ 文明 を 善き 物と 思 ひ、 誰も 彼 も 洋行して 之 を 學んで 自侗と 自國と 

を 善く せんとす るは大 なる 間違で ある。 ョ ー ロッパ 文明 は亡國 の途、 キリスト 敎は それと-止 反對 であ 

る。 我等 は 日本に 在りて ョ ー B ツバ 文明 を 離して キリストの 敎を說 かねば ならぬ。 實 にむ づ かしい 事 

である。 然し 幸福と 生命 を 賭して 此 事を爲 さねば ならぬ。 


十月 二十 六日 (金) 雨 震災が 3i-w り、 今に 至って 編輯が 甚だ 困難で ある。 今月 は ニ囘發 行して 二 
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虚編树 したので ある。 二十 年 前に 母の 病死に 遭うて 編輯に 非常に 困難した が、 其 時以來 今度 程 困った 

車 はない。 然しながら 何れに しろ 滞りな く發 行す る が 出來て 感謝の りで ある。 

十月 二十 七日 (土) 晴 昨夜 も 亦 夜 狭：1 であった。 若き 醫學士 を 助けて、 少しな りと 彼の 任務 をし 

て輕 からし めんと 務めた。 日曜 講： 奴の 準備に 全日 を 費した。 跡から 跡へ と 用事に 追 立てられて 休む 暇 

がない。 然し 自分が 倒く ので はない、 主が 自分 を 以て 働き 給 ふので ある。 自分が 何か爲 さう と 思 ふか 

ら 疲れる ので ある、 主に 爲 して 戴けば、 自分 は 疲れす して は自 から 成る ので ある。 年 はいくら 取つ 

て も、 此信賴 の 祕訣を さへ 知れば、 生涯の 終りまで 何 か 善き 事 を爲し 得る と 信す る。 

十月 二十 八日 (日) 晴 麗 はしの 秋の 聖日であった。 午前 も 午後 も滿 員の 集會 であった 。但し 前 

週の過饮ナゾが^！；；^って、 講 演は 甚だ 振はなかった。 語るべき 材料が あっても、 疲勞 の爲に 熱心の 伴 はざる 

時に、 語った やうな 氣持 がしない。 然し時には斯る^^-も4-むを得なぃ。 主よ 我が 足らざる を 爾の靈 を 

以て 袖 ひ 給へ と 祈る のみで ある。 

十月 二十 九日 (月) 晴 秋の 樱 なる 山茶花が 唤き 出した。 地震 はあった けれども 天候 は 秋 を 忘れ 

ない。 人の 作った 所謂 文明 は壤れ たが、 他の 事 は 萬 車 故の 儘で ある。 信 州の 田舍 より 葱と 馬 鈴 薯と南 

瓜 を 送って 央れ た。 之れ 叉 秋の しるしで ある。 京都 松 岡 歸之老 兄より 左の 喜 信が 達した。 

拜啓、 未せ 有の 大災 の屮 にも 不相變 十月 號の 『聖書 之 研究』 誌 到着 仕 忙手拜 見 仕、 御 一家の 御 消息 


を 承 はり 只 感謝 外 無 之 候、 種々 敎 へられ 厚く 御 禮申上 候、 實に新 日本 建設の 結 好の 機 會とは 誠に 仰 

の 通り 感激に 不 S 候 

世 はいかに よかれあしかれ なれ ま k よ 

二ろ もて 

われ は i なさね H スの 衣手 

深き も、 高き も、 大地震 も、 H スに 在る 愛より 我等 を絕ら する 事 能 はざる を 我 は 知る とは此 事で あるつ 

十月 三十日 (火) 曇 筆の 克く 動く 日であった。 永廣堂 女主 人の 訪問が あった。 燒失 にか、 る 其 

の 招 寄の m 心 ひしよりも かりし 由 を 閜 いて 感謝した。 斯くて 聖書 研究社に 緣故 深き 人た ちの、 或は 奇 

踏 的に 助かり、 或 ひ は 損害 を 受けし も 全滅 を 免 かれ、 或は 天に 召されし 者 も 希. ま を 以て 逝り、 そして 

一 人 も 失^ 落瞻に 沈む 者な かりし は 感謝の 至りで ある。 日本 阈に 臨みし 此. 紫き が 神の 御榮 えに 終り、 

延びて 日本 國其 物の 救 ひに 至る は 確かで ある。 榮光盡 く 彼に 在れで ある。 〇 新聞紙 は傳 へて 曰 ふ 「地 

震のお かげで 有 島 熱が すっかり さめて しま ひ、 全集の 賣れ 行きが 心配 だとの 事」 と。 誠に 有難い 事で 

ある。 有 島 全集が 賣れる やうで は 日本 國は 亡びて 了 ふ。 此際背 敎文學 は 悉く 葬って 了 ひたき もので あ 

る。 大地震と 大 火災と が 東京 を 見舞った 主なる 理由 は此 種の 思想 を 滅す爲 であった と 思 ふ。 背敎 者に 

は氣の 毒で あるが、 眞理 と 人類 の爲に は斯く あるの が 當然 である。 

十月 三十 I 日 (水) 曇 天長節 祝日で ある、 -架釵 を 炊いて 祝うた。 在 倫敦加 納久朗 君の 震災 見舞 

の 書面に 曰く 「日本 モ トウ/^ 神ノ怒 リー 一 觸レマ シタ、 ョィ時 一一 地震 ガ來マ シタ、 コレデ 人心 ガ引シ 
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マリ、 んカ 以上 ノ カノ アル コトヲ 感知 シ、 當 分ハ國 ノ爲メ 一一  ョ イデア B ゥ ト思ヒ マス、 私ハ此 度ノ出 

來事 ガ國民 一一 大ナル 決心 ト； 仰ヲ 喚起 シ、 精神的 一一 改造 ノ實 ヲ擧 グル樣 一一 祈ッ テ居リ マ ス」 と。 此は 

誠に 愛國 者の 言で ある。 个の時に方てメ ッタに閜く_5^の出來なぃ首でぁる。 そして 斯 かる 愛 國 者の 祈 

は 早 かれ 進 かれ 必す神 に^かる & こと k 信す る。 

ま ひも どり 

十一月 一日 (木) 晴 溫度 八十 二度に 再り 夏の 舞戾 である。 會計 係の 報告に 依れば、 本誌 讀 者よ 

りの； の 前金 拂込 は、 平均 M 百圆 少し 以上で あるが、 災 九月の 拂込は 十九 圓 であって、 發 刊以來 

レ コ-ド 破りの 少額であった。 十 n;: は 稍復舊 して 二百 五十 圓に 達した との 事で ある。 牧人 的の 雜誌 

でない から、 多い も少 いも 意に 留む るに 足りない が、 然し 初 號以來 未曾有の 事で あるから 玆に之 を 記 

存 して 置く ことにする。 

十一月 二日 (金) 暴風 昨夜 札幌 同窓の 一 人に して 我 國有數 の 天然 學者木 村德藏 君に、 市外 西 荻 

iil なる^の 新築の 〔水に 招かれ、 同じ 同窓に して 研究 誌初號 よりの 讀 者の 一人なる 末 光 縝 君と 共に、 夕 

飯の 饗^に 與 つた。 舊ぃ 同窓の 人より 斯 かる 接待に 與る は實に 稀であって、 甚だ 倫 快であった" 科學、 

竹學、 展史、 社會、 宗敎の 諸問題に 就て 心 おきなく 語った。 余 は 四十 年 前に、 札幌に 於て 二三の 大問 

超 を 提供され た。 そして 其 解決 を 得ん として 今日に 至った。 其 第一 は、 如何なる 基督 敎が 人類 を 救 ふ 

0OOO  0  0O00OO0OOOOO  00OOO0OO 

に 足る 乎、 其 第二 は、 基督 敎と 進化論との 關係 如何、 其 第三 は、 日本 國の 天職 如何 等で ある。 そして 

斯 かる 大問题 を 提供され て 未だ.： 兀 全なる 解答 を 得すと 雖も、 其 健全なる 刺戟 を 得て、 六十 歳 以上の 今 


日に 至る も， 猶學生 時代の 生 11^ を 失 はざる を 感謝す る。 今に 至る も 札幌と 聞けば 害 はれざる； 大然が 想 

されて 我が 血が 新鮮になる やうに 感 する。 低し 今の 札幌は 東京と 多く 異ならす、 純然たる 俗人の 巢 

であって、 態々 性いて 見る の價 値な き 所で あるが、 然し 四十 年 前の 札幌は 日本に 於て 再び 得難き； 大然 

有の 儘の 學園 であった。 斯かる所に靑年時代を過すを得し自分等の幸福は實に大なる^1<;でぁると、 此 

夜 相 共に 語り合うた。 

十 I 月 三日 (土) 晴 午後 市外 十條 に、 九月 二日の 夕暮、 災 後の 火焰 未だ 消えざる §1 に 痛い 足 を 

引づ りながら、 山 之 手 線々 路を 步み來 りし 際に、 我等 一行に 冷水 一杯 づ. > -を惠 み 吳れし 某 婦人 を訪づ 

れ、 我が 心よりの 感謝 を 表した。 歸途、 池 袋に 婦人 之 友 社を訪 づれ、 震災 當時を 語り、 又其獨 創的敎 

育 事業の 一 斑 を 示され、 大に敎 へらる.^ 所があった。 有益なる 樂 しき 半日であった。 

十 一 月 四日 (日) 晴 午前 は 百 八十 名、 午後 は 百 二十 名 程の 來會 者が あった。 不 相變樂 しき 聖 HI 

であった。 朝 は ヨセフの 話の 續き、 創世記 第三 十九 章 を 「正しき 歩み」 と 題して 講じた。 午後 は 神の 

it 在を證 明す る途に 就て 語り、 是れ亦 午前に 劣らぬ 緊張せ る集會 であった。 一日 ニ囘の 講演 は隨 分と 

身體 にコタ へる。 然し 目下の 所 止む を 得ない。 神 は 之に 堪 ふるの 體カを 與へ給 ふと 信す るリ 

十 一 月 五日 (月) 晴 少しく 疲れた。 今 曉又復 比較的に 強い 地震が あった。 震源地 は 東京の 北方 

十二 里、 江戸川 流域で あるとの 事で ある。 不安なる 事よ。 婷しぃis^-は今年は年賀郵便中止との公示が 
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あった。 願 は 之 を 以て 此 無意味の 虛禮 が絕對 的に 中止す るに 至らん こと を。 小なる 弊風 を改 むる にも、 

大地が 震 はねば ならぬ かと 思へば、 社會 改良の 如何に 困難なる 事業で あるか^ 解る。 それ を 思 ふと 何 

を爲 して 宜しき ゃサッ パリ 解ら なくなる。 

十 I 月 六日 (火) 晴 近代 人の 爲す 事に 吾等 r 舊ぃ 人」 に は 到底 判らない 事が 澤 山に 在る。 それ 

は 其の 害で ある" 近代 人に 取りて は 「人 は 各自 己が 法則で ある」 からで ある。 彼等に 全般 を 支配す ベ 

き 法則 はない。 故に 彼等と 爭ふも 何の 益 もない。 唯 彼等 を其爲 すが 儘に 任 かすの みで ある。 「不法の 

靈」 と は 近代 人 を 指して 云 ふので ある。 そして 彼等が 跋 凰して キリストの W 臨の 遠から ざる を 知る。 

暗黑 の. E の 希望で ある。 

十一月 七日 (水) 雨 默示錄 の 復習に 大 なる 興味 を覺 えた。 世界が 終末に 近づきつ 、ある やうに 

見える。 獨 逸の スぺ ング ラ—、 英 國のバ ー ト ランド • ラッセル 等 は 人 II の 折！： 學の 方面より 同じ 事を唱 

へて 居る。 然し 聖書の 敎 ふる 終末 は 絶滅で はない、 靡 判と 破壞 との 後に 來る新 天 新地で ある。 東京 橫 

濱等を 焦土に 化せし 大火の 光に 照らして 讚んで 默示錄 は 多くの 敎訓と 慰藉と を 我等に 與 へる。 何れに 

しろ 我が 一生に 於て 最善の 事 は キリストの 福音 を 信す る を 得し 事で ある。 此恩惠 に比べて 見て、 富 も 

寶も、 名 譽も位 も、 糞土に 等しき 者で ある。 

十 I 月 八日 (木) 半 唐 主婦 不在に て 家事 を 引受け、 混亂狀 態に 陷 つた。 友人の 訪問 ある も 碌な 


接待 出来す、 又折惡 しく 保險會 社、 電燈會 社、 其 他の 商社 商人が 勘定取り にと 押 寄せ 来る。 實に 目が 

廻る 程の 忙 さであった。 然るに 此內に 在りて 原稿紙 四 五 枚 書いた。 恐し いのは 家事で あると 思うた〕 

此 世の 奴等の 唯一 の 仕事 は 勘お を 取 立る 事で あると 見える。 彼等 は 之を稱 して 營 業と 云 ふ。 蜂が 蜜 を 

si;- むる が 如き 仕事で ある。 而して勘{^-を受取りて、 そして 支拂 ひて 彼等の 生 5^ が 終る ので ある 乎と 思 

へば 同情に 堪 へない。 

十一月 九日 (金) 晴 初めて 災 後の 横 濱を 見た。 其の 慘狀に 驚いた。 昔の 姿 消えて 跡な しで ある。 

唯 「^呼々々」 と 云 ふより 外に 首 葉がなかった。 深き 感動に 打 たれて { 豕に歸 つた。 日本 國が總 が 、り 

に 成り て 其 復興 を 計らねば な ら ぬと 思 ふた。 同時に 叉橫濱 が斯か る 覆滅 を 以 て 見舞 はれ し 其 道德的 理 

由 を 見遁す 事が 出来なかった。 余 は 同行の 者に 告げて 曰うた 「若し 人が 此慘禍 ありし が 故に 祌を责 む 

るなら ば、 神に も 亦 多くの 申 分が ある」 と。 何れに しろ 復興 は 悔改を 以て 始まらねば ならぬ。 そして 

悔改を 以て 始めて 復興 は 思 ひしよりも 容易に 行 はる \ で あらう。 唯 復興 を 促す の 神の 人な く、 又 其 言 

に 耳 を 傾く る 市民の 無き を悲 むので ある。 

十一月 十日 (土) 晴 今日は 災後 初めて 銀座に 行いた。 慘は慘 たりと 雖 も横濱 よりも 遙 かに 益し 

である。 市 は 必す復 たび 與る であらう。 其 事 は 疑 はない。 然れ ども 預言者 ィザャ の 所謂 「正義の 巿、 

眞實の 市」 の 起る や 否や 甚だ 疑 はしく ある (ィ ザャ書 一章 廿六節 )o 東京 市民 は、 復興 院總裁 を 初め 

として 預言者 なぞに は 何の 用 も 無い 人達で ある。 ィザャ の 理想 を 東京 市に tl^J むが 如き は、 む 者の" 个 
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明で ある。 然し 何れの 形に 於て なりと 雖も、 余 を 生みし 東京が 復興し つ k ある を 見る は 誠に 喜ばしき 

事で ある。 

十一月 十一 日 (日) 晴 午前 午後 共 講堂 滿 員の 集 會 であった。 朝 は 創せ 記 四十 章 四十 一 章に ョ セ 

フの夢 占 ひに 就いて、 午後 は 「神と 天然」 に 就て 語った。 自分と して は 七十 五點 位の 講演であった。 

11 欲 は^として、 市外の 比較的に 靜 かなる 所に 於て、 比較的に 少数の 同志と 共に 聖日 を 守る は 至大の 

福祉で ある。 大手 町が 燒 けた 爲 に集會 が 緊縮し、 親密の 度が 增 しつ \ ある は 教も喜 ばし き 現象で ある" 

神の 御 導きに 依り、 此 處に溫 かき、 樂 しき 靈的ホ ー ムの 成立 せん 事 を 祈る。 

十一月 十二 日 (月) 雨 靜 かなる 良き 休息 日であった。 今日に 至る も猶ほ 下の 如き 書面が 達する。 

曰く 「私の 處は本 所 相 生 町 五丁目で 御座いま したが 旅行 中であった 爲に 今日 生； ti^ 者の 一人で 御座いま 

す。 當町々 民の 六 割は當 日の 權牲 者で 御座います。 私の 處 でも 十 人の 中の 五 人 を 失 ひました。 本當に 

寂しく あります。 今 は 『聖書 之 研究』 は 私に 取りまして は 唯一 の 武器で 又 友であります」 と。 實に同 

情に 堪 へない。 多分 武藏野 在って 以來 今年 程 淋しい 秋の あった 事 はないで あらう。 

十一月 十一 二日 (火) 晴 H  .H  ニン ヨン ス卜ン 著 『阿弗利加 大陸 開 發史』 を讀み 、犬なる 興味 を 

えた。 共の に ici 拉 比. 亞， 半島の 世界 歷史に 及ぼせる 感化に 就き、 善き 暗示 を 得て 非常に 嬉しかった。 

亞 比 亜 は 人類 進歩に 何 を貢獻 すべきで ある 乎と は， 多年の 間 余の 心に 存 りし 疑問であった。 然るに 


今日 其 解決の 鍵 を 握った やうに 思 ひ、 非常に 嬉しかった" 亞拉比 亜 は 今より 七 千年 程 前に 業に 旣に其 

天職 を 終った ので ある。 シ H ム、 ハム、 ャぺ テの歷 史的 三 大人 種は此 半島に 養成せられ、 10i、 歐、 阿 

三 大陸に 散布 せられて、 玆に^ 界 文明 史は始 つたので ある。 國の； 大 職は必 すし も 未来に 於て 在る もの 

ではない。 旣に 天職 を完 うして 之 を 了へ た W が ある。 そして 亜 拉比亞 は 確に 其 一 である。 榮光 彼女の 

上に あれで ある。 何れに しろ 人類 全體を 中心として^ 界备國 を觀る 時に、 興味 津々 として 盡 きざる も 

のが ある。 

十 I 月 十四日 (水) 晴 雜誌十 一 月號が 出来た。 〇 足 痛 殆んど 癒え たれば、 今 曰 は 上野、 神 m、 

本鄉 等の 燒跡を 見た。 島 聖堂の 灰燼に 歸 せし を 見て、 德 川 時代の 學府の 跡の 結えし を 思 ひ、 意 痛の 

感に打 たれた。 神 田 明 神の 燒 跡より 「復興」 せる トタン 葺の 東京 市を瞰 下して 悲しみ は 過ぎて 可 笑く 

思うた。 本鄕に 到り 東京 帝 國大擧 の 燒跡を 見た。 殊に 文科 大學の 廢滅を 見て は 多くの 间 顧 を 禁じ 得な 

かった。 

十 I 月 十五 日 (木) 晴 島 田三郞 君の 逝去 を 開いて 悲しんだ。 君 は 余が 知る を 得し 日本 唯 一 人の 

政治 {氷 であった。 グ ラッド ス トン 流の 正義 本位の 政治家であった。 近代 人より 見れば 舊ぃ 政治 であ 

つた。 山 本 權兵衛 氏 叉 は 後藤 新 平氏と は 全く 質 を 異にする 政治家であった。 多分 島 田 君の やうな 政治 

家 は-得び 日本に 出ないで あらう。 日本に 於ても 西洋に 於け るが 如く、 政治 は 今や 實 業と 化しつ、 ある _ 

國が强 くして、 安全で、 榮 えさへ すれば、 それで 國家 存在の 目的が 達する ので あると 思 はる。 島 W 君 
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に ジョン ブライト や グラッドストンに 有った やうな 信仰的 熱心はなかった。 君は现 論 家 であって、 理 

想 家でなかった。 故に 君の 辯 舌に 火と 生命と がなかった。 然れ ども 邪 を 排し曲 を 直く する 點に 於て、 

君 は 我！； 稀に 見る 大政 治 家であった。 實に惜 むべき 人で ある。 〇 今 井 館 聖書 講堂 擴 張に 決し、 八，' H 大 

ェと 契約 を 結び、 第一 囘の 支拂 として 千 二百 圓を 彼に 渡した。 此は内 村 聖書 研究 ノ皆々 計の 剩餘 金で あ 

つて、 何人に も 寄附 を 依頼せ すして 支拂 ふことの 出来た 金額で ある、 誠に 小額で は あるが、 淸ぃ おし 

い 金であって、 斯 かる 事業の 爲に使 ふに は 最も 適當 なる 金で あると 思 ふ。 願 ふ 愛の 外 何人に も 負 ふ 所 

なくして 改築 費 全部の 支 拂を爲 し 得ん を。 

十 I 月 十六 日 (金) 晴 近所の 活動 館に、 阿弗利加 内地 猛獸 狩の 活動 寫眞を 見た" 象、 獅子、 豹、 

水牛、 厚、 河馬、 一 1 ュ ー、 ゼ ブラ、 麒麟、 粉 羊、 バプ ー ン 等の 野生 狀態を 見せられて、 非常に 有益で 

あった。 活動 寫眞 の應 用に 由て 動物 學 研究が ー變 せられた ので ある。 多忙 中半 日を此 事の 爲に 費して 

充分の 價條 があった と 思 ふ。 

十一月 十七 日 (土) 半晴 市外 池 袋聖公 會神學 院禮拜 堂に 於て 執行され し 故 石 川 夫人 タツ 子の 葬 

俊に 列席した。 何十 年 振りに て 聖公會 の 禮拜に 加 はり、 嚴肅の 感に打 たれた。 監督 元 田作 之 進 君の 說 

敎は 深き 感動 を 列席者に 與 へた。 但し 同じ 基督 敎 でも、 聖公會 と 余の 基督 敎とは 如何に 異ぅ乎 を 思 は 

ざる を 得なかった。 十字架に 向って 敬禮 し、 堂： s: を 照す に 孅燭の 火 を 以てする が 如き 到底 余の 爲す能 

はざる 所で ある。 余の 見た る 聖公會 は羅馬 天主 敎會 的で ある。 聖公會 の 見た る 余の 基督 敎は 基督 敎と 


して 認め 難き 者で あらう。 余 は 聖公會 に對し 厚き 尊敬 を拂ふ 者で あるが、 然し 自分が 之に 入る こと は 

自分 を僞 はらざる 以上、 爲す こと は屮 I 來 ない。 序に 杉 浦 貞次郞 君に 案內 されて 立 敎大學 を參觀 した。 

其 堅牢なる 建築に 驚いた。 誠に 英國 式で ある。 質素で 堅實 である" 其點は 深く 敬服す る。 

十 一 月 十八 日 (日) 小雨 珍ら しく 雨天の 聖日であった。 然し 靜で 反って 快かった。 午前 は- rn 七 

十 人、 午後 は 百 二十 人の 來會 者が あった。 午後の 集り は 主として 男子 青年の 爲 であって、 會 毎に 好く 

なりつ、 ある。 大手 町 時代より 數に 於て は 大分に 減じた が、 質に 於て は 確かに 善くな つた。 今や ヒャ 

力 シゃ竊 聞き をす る 者 は 一人 もない、 且叉會 員 間の 親密 も會 毎に 加 はりて、 稍 ゃ靈的 家族の 狀態 にな 

りつ V ある、 此日 講堂 改築 を發 表した。 各會員 椅子 一 脚の 代價 として 金五圓 (一年に 涉るも 可な り) 

を 寄附 せられん こと を 求めた。 卽 座に 一 千と 四十 圓の獻 金が あった" 萬 事 都合 好く 進む であらう。 

十一月 十九 日 (月) 曇 阿弗利加 地 现歷史 の 研究に 半日 を 費した。 頭腦の 好き^ 息であった" 殊 

にマダ ガス 力 ー おの マ レ ー 人種の 移住 は 面， 曰かった。 此 小さい 地球に 關し 面白い 事が 澤 山に る。 歐 

羅巴 人種、 妹に 英 民族 は、 日本人が 北海道 を 開拓す るよりも 早く 阿弗利加 大陸 を開發 する であらう。 

實に 非常の 勢 ひで ある。 日本 市民と して^な く、 世界の 市民と して 見る 時に、 全世界が 我 有の やうに 

思 はれて、 心が 廣々 として 甚だ 偸 快で ある。 

十一月 二十日 (火) 晴 橫須賀 市に 星 W 光代 女史 を訪 うた。 问 市の 破壞の ^しきに 驚いた。 「恐 
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いもの 見た さ」 の 例に 51 れす， 悲慘と は 知りながら 破壞の 跡が 見た くなる。 そして 見た 後 は 氣持悪 し 

く、 我國 の將來 如何と 心配す る。 自分ながら 其譯が 解らない。 〇 神 戶座古 愛子 女史より 左の 一 宵が 

いた。 今 猫 病」 かに 橫 たはる 彼女より 歌の 絶えざる こと を 感謝す る U 

燒 あと はむ さしの 原と 人 はい へと 

めぐみの 春に 花やへ i< かなむ。 

復興々 々と 云 ひて 唯 物質的 復與 をのみ 焦心る 人達に、 少しく 斯んな 美しい 心が 有って 欲しい。 

十一月 二十 一日 (水) 晴 田 中ェ舉 博士に 伴ら れて芝 公園 內 協調 會 講堂 を參觀 した。 斯も 完備し 

たる 堅牢なる 會 堂が 壞れす 燒れ すして 殘り 居る 事 を社會 公衆の 爲 に欣賀 する。 又 同 公園 內のバ ラック 

長屋 を視 た。 如何にして 最も 有效 的に 摇災者 を 助け 得る 乎 は 今に 至る も猶ほ 重要 問題で ある。 仍し自 

分と して は 純潔なる 福音 を唱 ふるより 外に、 有功 無害の 方法 を考 ふる 事が 出来ない。 そして 高貴なる 

貧者が 求む る 者 は 矢張り 之で あると 思 ふ。 担し 博士の 注意 深き 長屋 訪問に は 敬服せ ざる を 得なかった。 

十一月 二十 二日 (木) 晴 午後 今 井 館に 於て 醫學士 武信慶 人の 永眠 追悼 會を 開いた。 自分 も 彼の 

死に 就て 感想 を 述べた。 其 結論 は 左の通りであった。 

武信君 病 革 まり、 最早 攝 生の 必要な きに 至り、 醫師は 家人に 君が 欲する 者 は 何なりと 與 へて 可な り 

との 許可 を與 へた。 家人 は 君の 耳 近く 「何が 欲しく あります 乎」 と 尋ねた" _ぉ 弱の 餘り聲 が 細りて 

語り 得 ざり し 君 は、 此時 4.^ に 力 を 得たら しく、 聲を勵 まして 言うた 「天 國」 と。 是が武 信 君の 此 *1 


に 於け る 最後の ニー 一一 n であった ：：： 死して 死なざる 生命 を營 むことの 出来る 所の 天國、 正義と 聖 善と 

の 完全に：；；： はる、 所の 天國、 我等 何人も 之が 欲しくな からう 乎。 武信君 は 天國を 求めて 之 を 得た と 

おする。 君 は 其 短き 生酒に 於て 人生の： n 的 を 達し 得たり と： i^H する。 

十一月 二十 三日 (金) 晴 今日 も亦隨 分と 強い 地震が あった。 九月 一日が 想 出されて 大に 驚かさ 

れた。 〇今 の 日本人 は 自分が 困 まるまで は 進んで 公益の 爲に 何事 をも爲 さんと しない。 多分 文明 國を 

以て 自 から 任す る國 にして 日本 程 文明の 原理の 認められざる 國は あるまい と 思 ふ。 實に 困った もので 

ある。 

十一月 二十四日 (土) 雨 寒い 厭な 日であった。 講演 準備に 全 U を 費した。 働いて 居る？ I が 地上 

の天國 である。 

十一月 二十 五日 (日) 晴 午前 も 午後 も 講堂 滿 員の 盛會 であった。 午前 は 「ヨセフと ィ エス」 に 

就て 述べた。 午後 は； II 本 虎二が 畔 上に 代って 話して 吳れ た。 其 後 を 受けて 自分 は 「人格 的の 祌」 に 就 

て 語った。 朝より 晚に 至る まで 恩惠 溢る k の 聖日であった。 今の所、 我等の 間に 不平 家 は 一人 もない 

やうに 見受ける。 來會^ は不相 變增す 一方で ある。 講堂 改築 費の 内に、 勸 めざるに 寄附 金 は績々 と來 

る。 椅子 一 脚の 代 價を納 むれば 〈几い のに 五十 脚 叉 は 百 脚の 代 價を納 むる 者が ある。 大 なる 感謝で ある _ 
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十 I 月 二十 六日 (月) 曇 此^の 細事に 從 事した。 我が 同胞に は 相 變らす 馬鹿に せらる。 然し 乍 

ら 我より 大 なる 者が 我に 代つ て 彼等 を 馬鹿に 成し 給 ふが 故に 有難い。 此 世の 智者 叉 は 才子と は 何んで 

ある 乎。 政治家で ある、 實業 家で ある、 官吏で ある、 株券が 騰 つたと 云 ひて 喜び、 降った と 云 ひて 悲 

む やうな 人達で ある。 彼等に 馬鹿に せらる.^ 事 は 少しも 恥で ない。 今日の 日本人に 馬鹿にされつ \ 深 

き 歡窖の 生涯へ と 進行く は 誠に 喜ばしい 事で ある。 

十 I 月 二十 七日 (火) 晴 庭の 枫の 紅葉の 眞 盛りで ある。 今年 三月 以來、 千葉縣 より 來り 居りし 

女中が 去った。 少く とも 二 年間 は 勤む る 約束で あつたが、 親病氣 との 故 を 以て 强 ひて 暇 を 取って 歸っ 

た。 甚だ 氣 持が 惡 かった。 女中 奉公と 云へば 輕ぃ 事の 様に 思 ふが 此國の 常で ある。 彼女 を 家族の 一 人 

として 极ひ、 渐く 女らしき 女と 成した と 思 ふ 頃に は、 何ん とか 理窟 を附 けて 伴れ 歸る のが 日本人 全體 

の 習慣で ある。 之で は 人 權を重 じたく も 重す る 事が 出来ない。 田舍 人に も 信 賴を釐 く 事の 311^ なくな 

つた 事 は 我 國の爲 に 最も 歎すべき 事で ある。 

十一月 二十.^ 日 (水) 雨 儘ば かりの 用事 を爲 した 外に 何も 爲 さたかった。 道 樂は引 續き阿 弗 利 

加 大陸 地理 歷史 の硏究 である。 今日は 葡萄牙 人の 阿弗利加 開發 事業に 就て 讀ん だ。 開發と 云へば 立派 

であるが、 實は黃 金 探求で ある。 歐洲 人が 終に 日本に 達した の も 實は黃 金 を 得ん が爲 であった。 斯か 


あ t 

る探檢 家の 後に ついて 来た 基督 敎の 宣敎師 である。 彼等に 東洋人の 靈魂を 救 ふ 事の 出来な いのは 勿論 

である。 

十一月 二十 九日 (木) 晴 H  .H  ニン ヨン スト ン著 『阿弗利加 開發 小史』 を讀み 了った。 久 振り 

にて 阿弗利加の 地现を 復習して 非常に 有益であった。 三十 五 年 前に リビングストンの 旅行記 を讀 みし 

•  頃. と は 雲泥の差 である。 一 千 一 百 八十 萬 平方 哩の大 睦 である。 其內に 日本の 領土と て は寸地 もない が、 

然し 天に 在す 我 父の 造り 給 ひし 大陸と して、 而 して 萬 物 復興の 隨に は、 すべて 聖徒に 賜 はるべき 國土 

として、 充分に 我が 注意 を惹 くに 足る もので あろ。 斯くて何も有たざれども凡の物を^^^ちて日 々を这 

る 信者の 生涯 は 幸福なる ものである。 

十 I 月 三十日 (金) 晴 雜誌 校正、 講演 準備、 其 他で 多忙であった。 日本の 諺に 「急がば 廻 はれ」 

ス 。ヒ 1K ゆる 

と 云 ふ 事が ある、 西洋で は 其 事 を More  haste,  less  speed と 云 ふ。 「急ぐならば 速度 を 緩めよ」 と 

おひた て  ゆろ 

云 ふ。 用事に 逐 立ら る、 時には 心 を 緩やかに 持つ のが 上策で ある。 自分が 爲 すので なくして、 神に 自 

分 を 以て 爲 して 戴く ので ある。 人世 を 活動 場裡 として 見す して、 神の 御園と 見る。 それが クリス チヤ 

ン としての 本當の 見方で ある。 

十二月 一日 (土) 晴 午後 今 井 館に 於て 塚 本 虎二 夫人 齋 藤氏 園 子の 葬儀 を 行った。 藤井武 君司會 

し、 自分 も 感想 を 述べ、 叉 自由 學園々 主 羽 仁 モト子 女史、 生徒の ー圑を 伴ひ來 りて、 儀式 を援 けて 吳 
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れて if 難かった。 三年 前の^、 同 講堂に 於て 花嫁と して 彼女 を迎 へ、 今年 秋 また 此 所に 彼女の 遺骸 を 

送る は 悲しかった。 然し 其. r に 神の 深き 聖 3 曰の 存 する 事 を 我等 一 同感 得せざる を 得なかった U 

十二月 二日 (日) 午前 も 午後 も 感謝に 溢る、 集會 であった。 二 同と も 講堂 は 來會者 を 以て 一 

ぱいであった。 午前 は r テサ 0 一一  ケ 書翰に 現 はれた る 。ハウ 口の 未 來觀」 の 第一 を、 午後 は r 攝理の 神」 

に 就て 講じた。 何れも 「我が 信仰」 を述 ぶる のであって、 斯んな 嬉しい 事 はない。 殊に 午後の 靑年 

子の 爲の 奥會 は^に 樂 しく ある。 彼等の 內 より 多くの 背教者 を 出す ので あらう が、 然し 靑年 は靑 年と 

して 愛らしく ある。 縱し 彼等 は 後に 信仰 を 菜る としても、 彼等の 心に 福音 を植附 けんとして 努力す る 

自分 は 幸福で ある。 彼等の 爲で なく、 自分の 爲に、 此の 樂 しい 仕事 を 魔す る 事は屮 I 来ない。 

十二月 三日 (月) 晴 上 二 町に 女子 擧院を 訪問した。 當方 講堂 改築 中 其 講堂 を 借 受けん 爲 であ 

つた。 快く 承諾して 央 れて 有難かった。 震 火災に"；^ りし 其 附近の 慘狀を 見て 驚いた。 柏木と は 異なり、 

東京 上流 社會の 居住地た る此邊 の破壤 に、 餘 所に 見る ことの 出来ぬ 湖 落の 狀が ある。 東京の 復興 は容 

いひの， でない。 

十二月 四日 (火) 晴 八，井館&^書講堂の改築が始まった。 叉 復職 人 を 相手に せねば ならぬ。 之で 

^堂の 改築が 三度 目で ある。 多分 之が 鼓 後で あるで あらう。 「聽衆 は 成るべく © きを 可とす」 との 自 

分の 主義が 祟って、 斯 くも 幾度 も 大工 を.，、 れ ねばならぬ。 今度 は 一度に 四百 人を容 れんと する ので あ 


る。 若し 之で 一 ぱいに なれば 講演 は廢 める までで ある。 そして 自分の 精力 もさう は續 かない。 3： れに 

よか 

しろ 六十 四 歲を迎 へんと して、 Ae^m 講堂の 擴張は 先 づぉ芽 出たい 事と 稱 して 可ら う。 

十二月 五日 (水) 晴 雜誌 校正 日であった。 那威 阈神學 者ラ ー ス. 一一 ー ルゼン *ダー レ ー 著 『死 

後の 生命』 を讀み 了った。 大擧 者で あり、 大 信仰 {豕 であり、 叉. 曾て はマグ ガス 力 1:1? に 働きし 官： 教師 

であった 此 人の 此著は 余の 心に 訴 ふる 所が 強かった。 彼 は 彼の 議論 を 聖書と 實 験の 上に 築く が 故に、 

余の 如き 者 を 助く る こと 多大で ある。 彼 は來^ 觀を 好奇心より 屮 I たる 思索の 問題と して 說 かない、 彼 

れ 自身に 係 はる 最大 問題と して 論す る。 英米の 神學 者に して 斯 くも 眞 面目に 此 問題 を 取扱うた 者の あ 

る * を 余 は 知らない。 矢張り 大敎 師は歐 大陸に 於て 在る。 宗敎を 主として 社會 問題と して 取极 ふ米國 

の S 舉 者の 如き は、 信仰の 指南と して は 一 顧の 價値 なき 者で ある。 

十二月 六日 (木) 雨 ^込 神樂坂 藤本 醫學 博士 方に 少數 同志の 懇話 會が 開かれ、 自分 も 之に や H 席 

した。 聖書 硏究會 員が 更に 相互に 接近して 親密 を 厚う する の 必要 ある 事が 提言され、 一 同 之に 贊 成し、 

其： H 的 を 以て 一 つの 會を設 くる こと を 議決した。 自分 はョ ハネ傳 4" 三 章 五節に 由り 之に 「洗足 會」 な 

る 名を附 する 事 を 申出て、 一 同 の 採 川す る 所と なった。 洗足 會 とも あし あら ひ會 とも 讀 むこと が出來 

る。 人に 同情して 貰 ふ <!5. じ はない、 人に 同情して 其 足 を 洗 はんと 欲する 會 である。 斯 かる 會 は幾箇 起 

？. lit* 

つても 妨害に ならない。 屮 Z 席 者 一 人殘ら す祈禱 をし て^れた。 
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十二月 七日 (金) 雨 女子 學院の 三 谷 民 子 女史と 共に、 同事 院前 校長 矢 島 楫子老 女史 を大久 保の 

； W 人ホ ー ムに 訪問した。 彼女 は 現代の tn 本に 於け る 最大の 女丈夫で あると 思 ふ。 九. H ー錢 のせ Z 齡に達 

—、 身 を 老病の 床に 横た へながら 尙ほ 社^人 類の 幸！ i を 意 ふ。 殊に 嬉しかった の は 彼女の 信仰の » 明 

なる 事であった。 彼女の 乞 ひに 由り、 余 は 彼女の 爲に 祈った。 要所に 至れば 彼女 は高聲 にて ァ I メン 

と應 へた。 我等 は三囘 握手 を 交へ て^れた。 多分 之が 余が 此 ゆに 於て 彼ケに # ふの 最後の 機會 であら 

う。 个= は 意 翁 深き 好き 訪問 を爲 した 事 を 喜んだ。 

十二月 八日 (土) 晴 §编 曰 講堂 改築の 楝 上であった。 僅かば かりの もの を 職人に 頒 ちて 彼等と 喜 

び を 共に した。 彼等 は 何の 爲の 講堂で ある 乎 を 知らない。 只 儲ける 爲の 建築で ない 事 丈け を 知る。 彼 

等 は 又眞實 に對し 無感覺 で な い 。 大體に 於 て 愛す ベ き 者 等で あ る。 

十二月 九日 (日) 青 八， 井 館 改築 中に つき、 ト； 二番 町 女子 學院 講堂 を^ 受け、 其處 に^  = の例會 

を？ 1 いた。 食 衆 人 餘り廣 々としたる 堂に 滿 ち、 誠に 居心地の 善き 集會 であった。 「キリスト W 臨 

のべ 布 ひご と 題し、 テサ Q 一一  ケ 後書 二 章 を 講じた。 場所柄と て、 會員 以外の 近所の 上流 社會の 人達 も 勘 

からす、 是 等の 人達に 對 して 現代文明 を 呪 ふ 一一 目を述 ぶる は 少しく 氣の 毒に 感じた。 午後 は M じ 講堂に 

於て 女子 學院 同窓 追悼 會が間 かれ、 自分 も 之に 出席して 少しく 感想 を 述べた。 朝より， ノ まで ゆんど 終 

n 番 町に 居た と 云 ふ 事 は 自分の 生涯に 於て 今日 ま で 未だ 曾て 無かった 事で ある。 


十二月 十日 (月) 雨 休息の 月曜日で ある。 或 人に 勸 めら れて、 炬燒の 中で 『婦人 公論』 の 十二 

月號 を讀ん だ。 其 ft に 自分 を 嘲け る 論文が 載って 居る との 故で ある。 筆者 は 干葉 龜 雄と 云 ふ 人で、 其 

内に 左の 如き 言が あった。 

…… その 天意の. &し 子で ある 人々 は 誰か。 首相 山 本、 子^ 澤、 內村鑑 三、 その他 等、 等、 等。 が 天 

譴 なんても の は 鬼に でも 喰 はれろ。 そんな もの は 形而上に も 形而下に もど こに も 無い ので ある。 神 

は 無い ので ある。 もし 有る とい ふなら は、 それ は 人類に よって 作られた 神に 過ぎない ので ある。 た 

だ 自然に は 相が あるが、 それ とても 意志 も 魂 もない ので ある、 もし 有りと するならば、 之 も 亦 人類 

の 吹き込んだ 所の、 主 觀の魂 そのものの 外で はない。 云々 

と。 首相 山 本 や 子？ I 澤と 2^ び稱 せらる、 は名譽 である やうで 實は 迷惑で ある。 自分 はま だ 彼等 程 碌 

しないと 思 ふ。 殊に 天然の 事に 就て 此 記者に 敎 へらる、 の 必要 は 自分に は 無い と 思 ふ-〕 記者 は 「かの 

『種 原論』 の 著者 フランシス . ダァゥ ヰン」 の說を 引いて 其 立場 を 辯 明して 居る が、 それ は 勿論 チヤ 

1 レスの 間違であった。 チヤ ー レス • ダァゥ ヰ ンの種 原論なら ば、 自分 も 青年時代に 幾囘 も讀ん だか 

ら、 克く其 所說を 解して 居る と 思 ふ。 何れに しろ 休日に は 善き 讀 物であった。 之 を讀み 了って 暫時 快 

き 午睡 を 貧った。 此位ゐ の 議論で は先づ 余の 立場 は 安全で あると 思うた。 曾て 大學 のお 生逑に 酷く 攻 

擊 された 時に、 或る 獨 逸人が 余 を 慰めて 吳れた 事が ある rYOU  Avill s ョ -vivo  it, (君 は 其 攻撃に 堪へ 

て 生 布す るで あらう)」 と。 多分 今度 もさう であらう。 

十二月 十 I 日 (火) 曇 羅馬書 十二 章 十五 節に パゥ I" は 「喜ぶ 者と 共に 喜び、 哀む 者と 共に 哀む 
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べし」 と敎 へて 居る が、 此 n 自分 も 朝 は 或る 友人の 娘の 結婚の 相談に 與 りて 彼等と 共に 宾び、 夕 は 或 

る や 右き 未亡人の 訪問 を 受けて 彼女と 共に 哀ん だ。 信す る 者に は 萬 萬物盡 く：^ なりと 知る もの、、 喜 

び はや はり かびであって、 悲しみ はや はり 悲しみで ある、 そして 喜びと 悲しみと を 通う して 我等 は 父 

の 家に 入るべく 準備 せらる k ので ある。 此日又 感じた 事 は 貧しき 者に 同情す る は 易く して、 富める 者 

に 同 する は 難き 事であった。 然し 乍ら 富める 者 も 亦 貧しき 者 丈け 同情 を 要する ので ある。 g§ の 世 は 

富める 者に は 何の 悲痛 もな しと m 心 ひ、 之を讽 獨に陷 らしめ て 喜ぶ。 然し さう ではない。 富める 者 も 亦 

神の，. 1, である。 我等 は 彼等の 友と なりて、 彼等 獨特の 悲痛 を 取 除く やうに 努めねば ならぬ。 

十二月 十二 日 (水) 半晴 八：' n も 亦 主に 在りて 喜んだ。 キリスト は 我義、 我事 業、 我がす ベて 

ある、 彼 を 我が 有と なして 我 は 他に 何も., ら ない。 實に我を苦しむる者は英米人の^5&業宗でぁる。 實 

に堪 へられぬ 者 は 活動 を 以て 其 生命と する 米國 人の 基督教で ある。 然るに 其 勢力の 盛なる が 故に、 我 

も 亦 知ら. f- 識ら すの 間に 米 國宗に 化せら る k ので ある。 我はル ー テルが 羅馬 天 主 敎を嫌 ひしと 同一 の 

理由 を 以て 米國 人の 基督 敎を嫌 ふ" 其 根本の 精神に 於て 米敎は li 音の 敵で ある。 我 は M であっても 米 

敎； 一:- 者た る こと は 出来ない。 

十二月 十三 日 (木) 雨 ； 大ぐボ 未だ 定まらす、 不倫 快なる 初冬で ある。 H ヂン バラ 發： i 田. 1 楠より 

の 害： 向に 曰く 「先生、 さすがに ノックスの 地 だけ ありて、 此 所ぐ らゐロ 曜日 を 宗敎： 1: にす る 所 は 外に 

ない 様です。 その 口 は ご飯 食べさす 所 さへ 呰んな 休んで しまう (商" i5 は 土曜日 晝 から 休み)、 それ だ 


のに 敎會 行きの 人で 町は賑 はう、 或る 敎會の 前で は 一 時間 位 も 前から 戶の あくの を 待って ゐる 群衆が 

半 丁 も 列 を 作って ゐ るの を 見受けます」 と。 スコットランドの 强 いのは 之が 爲 である。 日本 も 斯うな 

つて 欲しく ある。 然し 乍ら 諸方 面に 大反對 が あるから、 とても 成るまい。 然し 自分 等の 仲間 丈け は斯 

う 成って 欲しい。 そして f さう 成りつ、 ある。 

十二月 十四日 (金) 半晴 ナイル 河水 源の 探 檢に關 する 『英 百』 の 記事に 犬なる イン テレス トを 

覺 えた。 我が 生；^ の 疑問の 一 が 解けた やうに 思 はれて 嬉しかった。 併せて 水源地た る ウガンダ 國の傳 

道 歷史も 亦 面， n く 請んだ。 歐洲 人の 基督 敎傳 道なる もの は 半ば 國土 掠奪で ある こと は ウガンダの 場合 

を 以て も 充分に 證明 せらる。 英國の 監督 を 戴く やうで は 到底 完全なる 傳道は 行 はれたい。 外國. X 敎師 

に 全然 賴ら ざる 我が 俾道 法が やはり 完全なる ものであると 思 ふ。 

十二月 十五 日 (土) 曇 塞い、 濕 つぼい 厭な 日で ある。 新着 『米國 地理 學雜 誌』 に 北 太 西洋 產魚 

類に 關 する 記事 を 讀んで 面. n かった。 人類が 毎年 海より 牧 獲る 魚類の 價額は 十億 圓に 達する と 云 ふ。 

實に 莫大の 額で ある。 人類 は 陸の 動物で あるが、 其 食物 を 海に 求めて 繁榮を 計る ことが 出来る。 我 日 

本の 如き 土地が 狹 いとて 敢て 歎く に 及ばない。 北太平洋 は 其 水産の 富に 於て 北 太 西洋に 優る とも 劣ら 

ない。 何故^ 界 第一 の 水產國 となりて 外に 求めす して 內に滿 足す るの 途を 講ぜざる 乎。 

十二月 十六 日 (日) 晴 多忙の 一 日であった。 引 緩き 集會を 女子 學院 講堂に 於て 開いた。 來會者 

一九二  一二 年  八 ニー 


は 例 通り 多かった。 乍然會 場の 整 现行屈 かす、 緊張 を缺 ける やうに 見受けた。 巿 中に 出で し 結果と し 

て#虽 以外の 人の 傍聽尠 からす、 乂遲刻者多くして會の靜肅を妨る事^^だし。 斯くて折角の§^!會も充 

分の 功 を 奏する こと 能 はすして 殘念 至極で ある。 一 度に 一 一 百 人 以上の 集會は 避くべき である。 不规律 

の n 本人 を 多 數に迎 へて、 聖き靜 かなる 會を 催す 事 は 非常に 困難で ある。 不便なる 柏木の 地に 於て 

少數の 熱 信 家を敎 ふるのが 矢張り 最上 策で ある。 此日 前囘の 綾き として テサロ 一一  ケ 後書 二 章 を 講じた" 

十二月 十七 日 (月) 晴 默示錄 第 TO: 奪と 阿弗利加 大陸 サハラの 砂漠の 研究 を爲 した。 大 砂漠 も大 

富 源 たるべし と の^を 知って 人類の 將來に 關し大 に 心 を 安ん する を 得た。 其 他 は 相 變らす 主 を 仰ぎ 瞻 

て 喜んだ。 我れ 時に 思 ふ、 祌は 何故 我が 祈り を 聽き給 はざる 乎と。 然るに 主 キリスト を 我靈に 宿す を 

得て 忍 ふ、 そんな 事 は 如何で も 可い と。 此 世の 事 は 如何で も 可い、 唯 キリストに 在りて 我れ 神と 偕に 

ある を 得ば、 我が 欲び ャ" は 充足り て 尙ほ餘 り あるので ある。 

十二月 十 rr^ 日 へ 火) 晴 雜 誌の 原稿 二 頁 分 を 書く のが 今日の 主なる 仕事であった。 高 憤なる 二 頁 

である。 餘は 人生の 雜務に 中 W き 時 11 を 浪費した。 

十二月 十九 日 (水) 晴 淺 草に 東京 府 第一 高等 女學校 並に 之に 隣接せ る敎友 某氏 を訪 うた。 見る 

たび； &に 災害の ^しきに 驚かさる。 又 「復興」 せる 丸 善に 行き、 化學、 北 械探檢 等に 關 する 書籍 數 ^ 

を 求めた。 今や m 京 市に 行く は 殆んど 冒 險 的行爲 である。 電車の 雜踏、 其 他萬般 の-小 倫 は、 市內 生活 


, ソ 

をして 甚だ 危險 ならしむ u 東京 巿は 今や 有って 無き が 如き 者で ある。 何時 之が 本當 に， お 興す る や、 

當が附 かない。 自分と して は 神の 御言なる 聖書 を說ぃ て 其 永 久に涉 る 建設 を 助く る まで-、 ある。 

十二月 二十日 (木) 晴 午前 は 女子 學院 講堂に is 曰 硏究會 の 婦人 達が， m 災兒 童に 配附 すべき 慰問 

袋 を 作る を 見た。 好き 親睦 會又 クリスマス 祝贤會 であった。 各自が 辨 當持參 で、 不幸 兒の爲 に 終 n 働 

いた 事 は 如何ば かり ィ ェ ス様を 喜ばし 奉る であらう。 やはり 與 ふる は 受 くるよりも 遙に幸 ひで ある。 

午後 は 帝阈大 學醫科 病现學 講堂 内 貪 堂に 開かれし、 故 醫學士 武信慶 人 氏の 追 掉會に 出席した。 來 N.^ す 

る 者 橋 田 博士の 外に 若き 醫學士  二十 餘名 であった。 博士に 次いで 自分 も 亦 一 場の 感想 を 述べた。 然し 

^に 感動 を與 へた やうに 見受けな か つた。 我國の 大學に 於て 宗敎を 語 る は 何やら 問が 拔 けて ゐるゃ う 

に感 する。 歸途 我家 の 若き 醫學士 と 共 に w 谷の 三 河屋に 牛鍋 を 共に し、 父子 水 入らす の 忘年 會を 催う 

して 樂 しかった。 

十二月 二十 一日 (金) 晴 講堂 改築に て 大工 左官の 音騷 がしく、 其 間に 校正、 原稿、 講演 準備 等. 

に從泰 した。 ぼ は 歳末に て 取 立、 支拂 にて 忙殺 せらる、 が、 我家 は 福音の 平和に 充 たさる。 某 地より 

達せし 左の 書簡の 如き 其 一 例で ある。 

0. 愈々 御 淸榮奉 恭賀 候。 當年 は國民 一般と して は 地震 を紀 念すべき も、 自分に 取りて は祖 業な 

る 酒造 廢止 を紀 念すべき 年と 相 成 申 候。 尙ほ叉 再び 研究 誌に 歸り、 聖書に 歸り、 主に 歸る、 實に紀 

念すべき 年と 相 成 申 候。 今や 酒 業 魔. と共に 些か 住宅の 模様 換 への 必要 有 之， 一切 木 を 狩り集め 
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修现屮 に 有 之、 些か 節約した る 經費を 先生の 元に 捧げ、 主の 御用に 足し 給 はん 事 を 祈 上 候、 敬具。 

经られ し は金壹 百阆 である。 仰の 爲に 祖先 傅 來の洒 造 業 を 魔 止した と 云 ふので ある。 大. Es バ -.1^ を 要す 

る行爲 である。 背敎 者の 文士！^ に は 到底 爲す ことの 出來 ない 業で ある。 神が 斯うい ふ 人 を 我國に 起し 

給 ふが 故に 其 前途に 希 tl;^ が あるので ある。 

十二月 二十 二日 (土) 雨 帝 大の小 野 塚 博士に タ 食に 招かれ、 其 所に て 博士の 岳父 石 黑忠直 翁に 

面き する を 得て 嬉しかった。 七十 九 歳の 老ロ本 武士であって、 我が 生みの 父に 會 ふやうな 心地が した。 

今に成って舊ぃ^本人の贵ぃ；？^-が解る。 彼 は 道 を 知る、 其點に 於て 近代 人と 全然 異なる。 舊ぃ日 木 人 

と 新しい 所謂 基督 信者の H 本人と、 二者 孰れに 余 は 近い 乎と 云 ふに、 余 は舊ぃ 日本人に， 近いと 斷 一一 H す 

る。 日本人 特有の 道を辨 へざる 近代 人 は、 者で あらう が不借 者で あらう が、 余の 何の 干與 なき 者で 

ある。 そして 舊ぃ n 本人が 絶える 時に 口 本 n は 亡ぶ るので あると 余 は ra: く 信す る。 

十二月 二十 三日 (日) 晴 引 緩き 女子 學院 講堂に 於て 集會を 開いた。 テサ 口-一  ケ 前書 四 章 十三— 

十八 節 を つお 活と： 叫會の X 布？ 一 ご と题 して 講じた。 亡き 友人 を 念 ふの 期 節なる クリス マ スに 最も 適切な 

る 題目で あると 思うた。 講演 終へ て 後に、 女の 會 員三 十餘名 と共に 芝 公 圜に往 き、 其バ ラック 村の 

兒意； 千 三 SI-KI: 人に クリ ス マ スの 贈物 を 配った。 之を賀 はんとて 攻 寄せる 兒 童の 大軍は 見る からに 氣持 

が 好かった と：： E 時に、 义 彼等に 封し：^ き： Z 情に 堪 へなかった。 彼等の 將來を H 心 ひ、 义 日本 國屮に 彼等 

と； M じ兒 童が 二 干 萬 人位 ゐは 居る と 思 ひて、 ：；^ 衆 全 體 の將來 にっき 深き 憂慮な き 能 はすであった。 然 


し ナザレの ィ H スに 代り、 貧しき 彼等に 僅かば かりの 物を與 ふる は 實に幸 ひであった。 一 同大なる 感 

謝を以 て 家に 歸 つた。 

十二月 二十四日 (月) 晴 置かなる クリスマスの 前 n である〕 遠近の 友人より 見舞 を 受けて 樂し 

く ある。 明： B 十二 年の 冬、 札幌に 於て 學友七 人と 共に 初めて クリス マス を 守りて より 玆に滿 ra 十五 年 

である。 其 內四人 は 旣に世 を 逝り て、 殘る はや はり 四 人で ある。 そして 自分 一人が 東京に 在りて 幅 音 

を說 いて 居る ので あると 思へば 人と して 寂しから ざる を 得ない。 然し 獨 りであって 獨り でない。 數千 

人の 同志 は 全世界に 散在して、 同じ 福音 を 信じて、 信仰と 希 を 共に して 居る。 四十 五 年間に 大 なる 

變化 があった U 然し 我が 信仰 丈け には變 化の 無った 事 を 神に 感謝す る。 我が 生涯より キリストと 其 幅 

音と を 取 去れば、 我 は 生く るの 甲斐な き 者であった。 そして 信仰 を 維持す る 事が 出来て、 「此 のす 

ベての 物 を 損せし が、 之 を 塵芥の 如く 思 ふ」 との パゥ& の 言 を、 我 一 百と する 事の 出来る 幸 幅 を 神に 感 

謝する (ピリ ピ書三 章 八 節 )o 我が 四十 六 同の クリス マ スの內 で、 今年が 最も 善き 者で あると ー百 ひて 

宜 らう。 報知 新聞の 柙賫に 遭 ふて 困らせられた。 其 運動員に 「寄附なら ば爲 るが、 不要の 新聞紙 を 取 

る こと は 出来ない」 と 云うたら ば、 彼 は 怒って 曰うた 「乞食で はない、 人格者で ある」 と。 人格者が 

何故 押賫 をす るか 自分に は 解らない が、 然し 彼等の 仲間に 於て すら 人格が 重 ぜらる V 事 を 知って 喜ん 

だ 0 

十二月 二十 五日 (火) 晴 クリスマス デ ー である。 今年 は 八 千 餘圓を 値する 講堂 を 一つ クリス マ 

一九二 一一 一年  八 二： i 


s 々の 生涯  八 二 六 

スプレ セ ント として 與 へられて 感謝の 至りで ある。 是は 余が 余の 生涯に 於て 受けし 最大の プレ セント 

である。 之 を S ひて 余の 殘餘の 生涯に 於て、 思 ふ 存分に 福音 を說 くこと が出來 ると 思うて 感謝 此 上な 

しで ある。 講堂 其 物が g: 干 五 百 阒、 敷物と 椅子と が 千 五- rn 圆、 オルガンが 千 M  (未着) 其 他の^ 備が 

千圓 である。 そして 今日までの 任意 的 寄附 金が 五 干 五 百 餘 であって 之に 研究 會 の 剩餘金 を 加 ふれば • 

3： 人に も 何の 依頼む ことなくして、 すべての 支 拂に應 する 事が 出来る。 實に幸 ひなる 樂 しき クリス マ 

ス である。 自由に 幅 昔を說 くに 優 さるの 快樂 はない。 敎會、 殊に 外 國傅來 の敎會 より 何の 制裁 をも受 

くる ことなくして. キリストの 幅 昔 を 我國に 於て 說く 事の 出来る 特權 …… 斯んな 嬉しい 樂 しい 事 はな. 

い。 余が 基督 者と して 守る を 得し 第 四十 六 1^ の クリス マ ス に 於て 斯ん な大 なる ブ レ セン トを受 け 得 や 

うと は 今日まで 夢にも 思はなかった。 


十二月 二十 六日 (水) 晴 f„ ^かい 存の やうな 日であった。 誠に 靜 かなる クリスマス 期 節で ある。 

默ー： 小錄 第五 章を讀 み、 新 光明に 接して 嬉しかった。 讀 むべき 書 は 唯一 つ 聖書で ある。 新聞紙 は讀 むに 

堪 へない。 聖書が 面 C くなる 時に 新聞紙 は 詰らなくなる。 そして 新聞紙 は 常に 詰らなく あって 欲しい。 

聖書の 次ぎ は 天然、 其 次ぎ は 歴史、 其 他は讀 まざる も 損失 更にな しで ある。 クリス マスで 菓子 類を澤 

山に 貰った。 自分 は餘 程せ 黨 であると 思 はれて 居る と 見える。 喜ぶ 者 は 自分の 外に、 兒 等と 青年 供で 

ある。 自分の 道 樂は引 棲き 暗黑 大陸の 地理 史 である。 樂 しき 年の 暮 であるり 


十二月 二十 七日 (木) 半晴 默示錄 七 章 を 讀み大 なる 慰安 を與 へられた。 「彼等 は大 なる 艱難 を 

經て 来れり、 曾て 羔の 血に て 其 衣 を 滌ひ之 を，：： くせる 者な り …… 彼等 は 重ねて 凱す、 重ねて 渴 かす、 

また 日 も 熱 も 彼等 を 害 はざる 也" そは寶 座の 前に 在る 羔 彼等 を 養 ひ、 彼等 を 生命の 水の 源に 導き、 又 

神 彼等の 淚を其 目より 拭 ひ 給 ふ 可ければ 也」 と讀ん で 熱き 淚が我 目よ り 零れた" 〇 京都 在住 當時 よ り 

の 知友 有 元 新太郞 君の 訪問 を 受けた。 君 は 西 五 年 前に 基督 敎を 去り、 紀州 高野山に 入り、 眞言 宗の僧 

侶と なりて 其 藏奥を 探らん とせし 人で ある。 而も 佛敎 にも 滿 足せす して、 今は關^€1某地に敎育の任に 

當らる 、由で ある。 君より 高野山 腐敗の 實况を 聞いて 驚いた。 基督 敎會 がいくら- M 收 しても それ 程 は 

腐收 しない。 日本！ W 法の 腐 收は國 家^ 亡に 係 はる 大 問題で ある。 之 を 聞いて 甚く 我心 を 傷めざる を 得 

ない。 〇 此日恐 ろしい 事件が 東京に 起った。 是で 今年 は 第三 囘 である。 第一が 有 島 事件、 第二が 大震 

火災、 第三が 今日の この 事件で ある。 nl 本 國の爲 に 熱心に 祈らざる を 得ない。 

十二月 二十 八日 (金) 半晴 昨日 發 生の 大事 件に て 胸の 轟きが まだ 止まない。 默示錄 の 研， にて 

少し，、 之 を 鎮める 事が 屮 I 來た。 同志の 者 六 人、 殘餘の 慰問袋 を 自動車に 積み、 本 所 深川淺 草と 駅け 廻 

りて 之 を 配布した。 其 喜ばしき 報吿を 聞いて 喜んだ。 世 は 暗雲 を 以て 蓋 はる k も、 ィ H スの樂 名の 唱 

へらる、 所に のみ 本當 のま t びが ある。 誠に 「讚美と 榮 光と は 恙に歸 して * ！々 is? りな からん 事 を」 であ 

る (默示 錄五章 十三 節)。 

十二月 二十 九日 (土) 曇 今や 大 不敬 事件が 發 生して 今昔の 感に堪 へない。 余 も 今より 三ト s: 年 
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前に 日本 全圃； 1^ より 不敬 漢 として 取扱 はれた 者で ある。 而 して 今や 本當の 不敬 漢が 基督 信者の 中より 

に 非す して、 ルぱ 通の 日本人の 中より 現 はれて、 *^ 敎 は亂臣 賊子の 宗敎 であるとの 誤 想 は玆に 一 掃 さ 

れ たので ある。 誠に 日本 國を危 くす る 者 は 決して * 督敎 ではない。 三十 年 前の 所謂 「忠君 愛國 者」 等 

は 兹に其 前非 を 悔いなければ ならない。 

十二月 三十日 (日) 晴 近来 稀に 感 する 强 き寒氣 であった。 朝寢 起きに 中 野なる 神 田 乃 武君を 彼 

の 臨終の 床に 見舞うた。 唯^ か 計りの 慰安の 首 葉を述 ぶる 外に、 彼 並に 彼の 家族の 爲に、 何の 善事 を 

も爲し 得ざる を悲ん だ。 〇 此日札 幌の宮 部 ドクトルの 訪 IE を 受けて 嬉しかった。 M 卜 七 年間の： S 級 同 

室 同信の 友で ある。 人生に 二人と は 得られぬ？ W き 友で ある。 彼 は 札 幌に踏 止って 我等の 信仰の 發祥の 

地 を」 ザり 自分 は 東京に 出て 傳 道に 從 事した。 明治 十 年の クリス マスの 頃、 我等の 若き 心 を キリストに 

捧げて 以來、 半 百年に 垂ん とする 今日に 至る まで 我等の 舊き 信仰 を 維持し 得て 感謝の 至りで ある。 我 

等 は 明治 十 §： 年に 共に 札 幌農學 校 を 卒業した。 我等 は 幅 音 を 愛し 又 科學を 愛した。 科學に 於て は 余 は 

到底 彼に 及ばなかった。 然し 神 は 彼の 爲し 得ぬ 事 を 余 をして 爲 さしめ 給うた。 我等 共に 老いて 過去 を 

顿 みて 感謝の 1^ に 溢れざる を 得ない。 近代 人 は 忽ち 來り 忽ち 去る。 彼等 は 「新ら しい 事」 を爲 すに 大 

膽 である。 我等 は舊ぃ 日本人であって 舊ぃ クリスチャン である。 彼等の 爲す 事の 多く は 我等に 解ら な 

い。 然し 我等 は 我等と して 我等の 道 を 守る であらう。 朋 あり 遠方より 來 る亦樂 しからす やと 云 ふが、 

近 iirf 人の 賴 るに 足らざる を感 する こと 益々 切なる 今日 此頃、 此の 舊き 友の 訪問 を 受けて、 何やら 我が 

世界が • 與び賑 かに 成った やうに 感じた。 


十二月 三十 一日 (月) 晴 引 綾き 寒氣强 し。 此， の 所謂 大晦日で ある。 債鬼 は 充分の 支拂を 以て 

悉く 之を擊 退した。 講堂の 改築 出来 上り、 誠に 我れ 相應の 建物で ある。 薄暗い 敎會 堂で はない。 日光 

に 溢れた る 聖書の 講堂で ある。 此日燒 失せる 岩波 書店より 金 百圓の 寄附 を 受けた。 其 他 摇災の 同志よ 

りの 寄 ±:± で S| 以上に 達する。 信仰の 阯界に 幸 不幸 はない。 不幸 は 却て 幸で ある" 感謝 を 以て 舊年を 

送り、 感謝 を 以て 新年 を迎 ふ。 感謝、 感謝、 何事 も 感謝で ある。 グ ー ドバ ィ 一 九 二三^! 


1 九 二  一二  a- 


9aa 
—三 九 七 

ハ小 —― 

二  W 

四 尸、 へ 

お 〇 八 

仏 5§£ 


波 


店 


 (寺 島 製本) 

昭和 七 年 八月 五 rH 印 柳 

內村 三 全集 第 十七 卷 

昭和 七 年 八 乃 十 n 發 行 


义レ义 一 1J 斤  東京 巿； « 田區 

f  一  ヅ橋通 町： つ ^地 


ses 者  內村祐 之 

お 京巿 SIrae! 一  ゾ !« 通 a- 三 》- 地 

SS 行者  岩 波 茂 雄 

市 » 田 Si 錦 三 丁： H 十七 ®  .3 

者  白 井 赫太郎 


JS  口  ff お 京 


